
死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

4665

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

26 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折
（2ヶ
所）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

保育教諭
が園児が
遊んでい
る様子や
全体を見
渡せる配
置場所に
いなかっ
た事が最
も大きな
要因と考
える。

研修会で
学んだこ
とが日々
の保育に
活かされ
るように
再確認す
る。
遊ぶ前は
園児に対
して約束
事をしっ
かり伝
え、職員
の立つ位
置を確認
し合う。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

遊具の安
全面にお
いて不備
等があっ
たわけで
は無い
が、職員
が全ての
園児を確
認・対応
し、安全
を確保で
きる位置
に配置が
できてい
なかっ
た。

園児が遊
ぶ前に事
前確認
（どの配
置をすれ
ば全ての
園児の安
全確認が
できる
か）を徹
底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

範囲を決
めずに園
児同士で
考えて好
きな遊び
を実施し
ていた。
よって、
園児が
各々の遊
びをして
いた為、
保育教諭
が全体を
見ること
ができて
いなかっ
た。

安全を第
一に考
え、危険
箇所（今
回の場合
では大型
遊具周辺
等）を事
前に把握
し、その
場では遊
ばせな
い、若し
くは遊ぶ
場合には
保育士を
配置す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
遊びに夢
中にな
り、目の
前の滑り
台が目に
入らなく
なってし
まってい
た。その
為滑り台
にぶつか
り、転倒
してし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
について
おり、対
象児の動
きを把握
できてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他配置場
所で園児
の安全確
認を行っ
ていた。

遊具近
くで遊
ぶこと
が危険
である
という
ことを
事前に
園児に
伝えて
いな
かっ
た。

園児への事
前指導を徹
底する。ま
た、危険箇
所と思われ
るところに
は必ず職員
配置をす
る。

4666

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

64 12 15 17 20 5 5
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

鉄棒の使
い方とし
て、後ろ
に回転す
るときに
勢いがあ
り手が離
れていま
し落ちる
ことが想
定される
動きで
あった。

鉄棒の使
い方を見
直すとと
もに、置
く場所な
ども考え
る。鉄棒
から手を
離さない
ように遊
びの中で
握る運動
を取り入
れてい
く。、

2.不定期
に実施

約6
2.不定期
に実施

約6
2.不定期
に実施

12

園庭の隅
に鉄棒が
あり、保
育者の視
界に入り
ずらい場
所にあっ
た。

鉄棒が園
庭の隅に
あったの
で、動か
して保育
者が見え
るように
配置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

気温が低
く、身体
が普段以
上に動き
にくい状
況であっ
た。

気温が低
い時に
は、準備
運動をす
るなどし
て、身体
を温める
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず、
仲の良い
年長の女
児と過ご
してい
て、鉄棒
に座って
他の子ど
もの動き
を見てい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭に出
ている子
ども達の
動きを見
守りなが
ら、他の
子ども達
と遊んで
いた。落
ちた最後
の瞬間は
見てい
て、すぐ
に近寄っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児と一緒
に遊びに
参加しな
がら、子
どもたち
の様子を
見てい
た。

本児の
運動能
力を考
える
と、落
ちるこ
とも想
定され
る。
想定を
してい
ても子
どもが
挑戦し
て能力
を超え

運動能力の
向上を目的
として、身
体を動かす
機会を作
る。
状況を伝達
して他の保
育者も怪我
の個所を確
認するよう
にし多角的
に見るよう
にする。

4667

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

11 3 3
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

右上A歯
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

職員ひと
り１人が
事故怪我
に対して
の意識が
低かっ
た。

持ち場を
離れると
きは、全
職員に聞
こえるよ
う声を掛
ける。
安全対策
への意識
を高め
る。（外
部講師で
の研修を
増やし、
園内研修
の場合
は、怪我
事故対象
クラスが
講師で
行って行
きた
い。）

1.定期的
に実施

287
1.定期的
に実施

287
1.定期的
に実施

287

今回の事
故に関し
ては、
ハード面
での要因
が見つか
らない。

今回の事
故に関し
ては、
ハード面
での要因
が見つか
らない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

動きの遊
び（追い
かけっ
こ、ボー
ル遊び、
サーッキ
トゲーム
など）を
行ってか
ら静かな
遊びに入
るが、気
持ちが高
ぶり動き
も大きく
なってい
た。

子ども達
の動きを
把握しつ
つ次の行
動を予測
をしてい
きたい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

身体を
使った遊
びを好
み、広い
場所に行
くと追い
かけっこ
等、走り
回る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

迎えに来
た保護者
の対応を
行うた
め、絵本
コーナー
から離れ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名
シール貼
り遊び、
１名　型
はめパズ
ルのコー
ナーで他
の園児を
いてい
た。２名
とも下を
向いた状
態で園児
と関わっ
ていた。

職員ひ
とり１
人が事
故怪我
に対し
ての意
識が低
かっ
た。
複数で
保育を
行って
いるこ
とから
誰かが
見てい
るだろ
うと責
任感が
薄かっ
た。

持ち場を離
れるとき
は、全職員
に聞こえる
よう声を掛
ける。

4668

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

61 6 6
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨部
打撲傷、
右鎖骨不
全骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

０～４

1.基
準以
上配
置

職員も再
度、準備
体操の大
切さをわ
きまえ、
レスリン
グのルー
ルの確認
をしてい
る。

怪我につ
ながりそ
うな場面
があれ
ば、園児
に注意喚
起する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

３～４ なし

今回は遊
具等の不
備による
事故では
ないが、
毎月の点
検に加え
、日々の
使用時に
は職員が
危険なと
ころがな
いか確認
をしてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

床には専
用のマッ
トを敷
き、安全
面には考
慮してい
る。

同様に、
専用の
マットを
敷き、怪
我を防ぐ
環境を整
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ近く
で見てい
たが、怪
我をする
ような環
境や体勢
には見え
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

すぐ近く
で見てい
たが、怪
我をする
ような環
境や体勢
には見え
なかっ
た。

いつも
行って
いるこ
となの
で、慣
れや油
断がで
てくる
ことも
ある。

慣れや油断
が怪我につ
ながるの
で、園児に
注意喚起を
行ってい
る。

4669

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

85 23 33 29 4 3
15.３
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

事故発生
時、担当
職員各自
がそれぞ
れ他園児
の個別対
応中で、
事故が起
きる可能
性に気付
くことが
できな
かった。
また持ち
場を離れ
る際の声
掛けなど
の連携が
できてい
なかっ
た。

・年長児
を中心に
子どもた
ちと職員
で話し合
い遊具に
登らない
ことを決
めた。
・預かり
保育担当
職員増員
（翌日4
名から6
名へ、次
年度更に
専任1名
増員）。
・緊急ヒ
ヤリハッ
トの実
施。（翌
日）
・リス
ク・アセ
スメント
の実施
（保育者
全員でリ
スクと改
善ポイン
トを洗い
出し、共
通理解を

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

本来3歳
児が登れ
ない高さ
の屋根だ
が、丸太
の椅子を
足場にし
て、屋根
に登っ
た。事故
が起きる
前の週に
3歳児の
そのよう
な姿が見
られたの
で、打ち
合わせで
注意喚起
をした
が、情報
共有が徹
底されず
活かされ
なかっ
た。

・丸太の
椅子を小
屋の側に
持ってい
かないよ
う、3歳
以上児を
中心に共
有、ルー
ル化し
た。
・職員に
も丸太の
椅子の扱
いには常
に注意す
るよう徹
底した。
・遊具設
計者と施
工業者に
よる現場
確認と対
応検討。
  →  滑
り落ちそ
うになっ
た時に足
がかかる
よう、
「雪止
め」のよ
うなもの
を付ける

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・12月か
ら新園庭
での遊び
を開始
後、１か
月以上経
過し、子
ども達が
園庭や遊
具に慣れ
行動が変
化してき
た時期で
あった。
・年長児
は屋根に
登ること
をOKにし
ていた
が、小さ
い子がま
ねをして
登る様子
が見られ
た。
・研修の
中で注意
が必要な
時期であ
る、と話
があった
り、園長
からの注
意喚起も

・年長児
を中心に
子どもた
ちと職員
で話し合
い遊具に
登らない
ことを決
定。
・緊急ヒ
ヤリハッ
トの実
施。（翌
日～）
・リス
ク・アセ
スメント
の実施
（保育者
全員でリ
スクと改
善ポイン
トを洗い
出し、共
通理解を
図るた
め、危険
箇所と配
慮事項作
成）
　→保育
者全員で
リスクと
改善ポイ

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・本児の
兄(年長
児）が小
屋の上で
遊んでい
たため本
児も上が
りたくな
り、兄が
補助をし
て小屋の
上に上っ
たが、怖
くなり降
りようと
したが降
りられ
ず、高く
なってい
る方の小
屋の屋根
から滑り
おちそう
になった
ところを
兄が下で
受けとめ
ようと先
に降りた
が間に合
わず手が
離れ落下
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・当時、
雲梯で遊
んでいた
他児2人
が服を
持ったま
ま遊んで
いたの
で、そち
らの対処
を行うた
め一時的
に本児が
視界から
外れてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・お迎え
に来た保
護者と子
どもの対
応の為、
室内にい
た。
・屋内で
雛飾りを
飾ってい
た。
・園庭の
別の位置
にいた教
諭は、支
援児が危
険な行動
をしてお
り、その
対処を
行ってい
たため、
本児の行
動が視界
から外れ
ていた。

・保育
者以外
にも、
降園し
た親子
が多数
園庭で
遊んで
いたの
で、大
人がい
ること
に安心
し油断
してい
た。
・12月
から新
園庭で
の遊び
を開始
し、１
か月以
上経過
し、子
ども達
が園庭
や遊具
に慣れ
行動が
大きく
なって
きた時
期で

・預かり保
育担当職員
増員（翌日4
名から6名
へ、次年度
更に専任1名
増員）。
・保育者一
人一人が、
見守るポイ
ント、園
庭・園舎全
体における
他の職員の
位置を常に
把握するよ
う、改めて
見守りの観
点の再確認
を行った。
　①見守る
範囲は
「ゾーン」
なのか、
「マンツー
マン」なの
か）
　②保育者
の数が足り
ているか。
→足りてい
ない時はヘ
ルプの発信
をする。

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

　　　　　　　　　　特定教育・保育施設等における事故情報データベース【令和３年12月3日掲載】

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

1 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4670

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

30 6 5
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕橈骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

引率者の
注意が散
漫だっ
た。

常に事故
の可能性
を考え、
危機回避
の方法を
検証す
る。

遊ぶ前に
雨が降
り、遊具
が濡れて
おり、ほ
とんどの
子がロー
ラー滑り
台にお尻
をつけず
にしゃが
んだ体勢
で滑って
いた。そ
のことに
よる、滑
る速度の
違いを考
慮できて
いなかっ
た。

降雨後の
遊具の状
態も考慮
したうえ
で、園外
保育目的
地等の下
見を行
う。
子供に対
し、遊ぶ
前に遊具
の状態を
含めて遊
び方につ
いて説明
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大型遊具
での自由
遊びの際
に、散ら
ばって遊
んでいる
30名の子
供を6名
の職員で
引率。職
員も要所
要所に
立って見
ていた
が、行き
届かない
部分も
あった。

自由あそ
びが広範
囲にわた
るため、
子供の動
きを考慮
し、あら
かじめ職
員の配置
を決め、
連携が取
れるよう
にしてお
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ローラー
滑り台が
濡れてい
たため、
しゃがん
だ体勢で
滑ったた
め、滑り
降りる速
度が速く
なった。
そのた
め、手す
りを持っ
た際に手
を捻って
しまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　大型の
遊具で広
範囲に子
供が広
がったた
め、引率
者の目が
行き届い
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故後、
本児が近
くにいた
引率保育
教諭に手
を捻った
旨を伝え
る。引率
保育教諭
から担
任、園長
へ本児が
訴えた状
況や症状
は伝わる
が、腕の
擦り傷を
消毒した
後は、痛
がって泣
くことも
無く、腕
を曲げ伸
ばしもで
き、帰り
のバスで
もペット
ボトルの
キャップ
を自分で
開けて飲
むことが
できてい
たため、

特にな
し

降雨後の遊
具の状態も
考慮する。
怪我につい
ても、すぐ
に病院受診
し、医師の
診断を受け
るなど、危
機意識を持
ち対応す
る。

4671

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
9.夜間・
早朝（泊
り保育）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

102 7 8 16 18 21 24 8 14 12
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

保護者が
傍につい
ていても
事故が発
生するこ
とから、
職員は、
保護者会
主催の行
事であっ
ても、子
どもと保
護者の安
全につい
て注意を
払うよう
にする必
要があ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

292
1.定期的
に実施

292 ―

ハード面
において
は、現行
の継続で
特に改善
を要しな
い。

7.その
他

―

放送をし
たり、立
ち入りや
使用禁止
のテープ
を張った
が、子ど
もの動向
について
より注視
できるよ
うに、大
人の陰に
隠れて子
どもの様
子が把握
しにくい
ところに
特にも気
を付ける
べきだっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

土曜日登
園の本児
は、日中
から夜の
夏祭りに
ついて期
待してい
た。
夏祭り開
始時も、
整列の所
で前後に
行ったり
来たりし
て母に追
いかけら
れてい
た。
小学校の
兄（2
名）も参
加してい
て、いつ
もにも増
して活発
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

開会式
で、クラ
スの子ど
もを整列
させてい
たが、列
から抜け
て飛び出
した本児
に対し、
保護者が
付いてい
ることで
ある程度
の安心感
があった
ことは否
めない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当する
クラスや
役割に集
中し、全
体を把握
しきれて
いなかっ
た。

―

全体を見渡
す役割の保
護者会役員
や職員が必
要である。

4672

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 9 11 1 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首の
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

怪我につ
ながりそ
うな子ど
もの様子
を観察す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

人工芝が
破損・腐
食してい
ないか定
期的に
行ってい
たが毎月
の安全点
検を今ま
で以上に
しっかり
と行い危
険なとこ
ろはすぐ
に改善し
ていくよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

全体が見
える位置
で見守る
ように職
員の位置
を確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
で本児を
見ていた
ので、発
生状況な
どを詳し
く看護師
に伝える
ことがで
きた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

見守りは
１人で
あった
が、直ぐ
に看護師
が治療し
た。

―

今回のよう
に１人で子
どもを見て
いて事故が
発生した時
には、慌て
ずに即連絡
し大きな声
で応援を頼
むなど連携
の重要性に
ついて職員
間で再度周
知する。

4673

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

46 9 19 18 9 9
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―

事故の状
況を踏ま
え、より
詳細なマ
ニュアル
へと改定
する。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4 ―

遊ぶ前に
も遊具の
状態を確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

こどもた
ちに対
し、安全
に遊ぶ方
法を継続
して伝え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険がな
いよう
に、すべ
り台の真
横にい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい

― ―

こどもたち
に対し、注
意するよう
声掛けを増
やしてい
く。

4674

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

29 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

幼稚園
ホールに
ある大型
遊具が、
2段に
なってい
る為、1
段目から
立って
ジャンプ
したくな
る。約束
として
ジャンプ
しないよ
うに指導
してい
る。

上記の内
容から、
遊具の2
段目を取
り外し
た。（そ
の為立っ
てのジャ
ンプはし
づらく
なったと
思う。）

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

6
2.不定期
に実施

―

大型遊具
は大きい
ので、上
に上がる
と高くな
る。そこ
からジャ
ンプや降
りるとき
にバラン
スを崩す
ことがあ
る。下は
マットが
敷いてあ
るので、
安心と考
えてし
まったと
思う。

大型遊具
の上段を
取り外
し、なく
すことと
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ホールと
いう広い
場所の
為、2人
の教師が
見守って
いたが、
大型遊具
の下に
マットが
敷いてあ
り安心し
ていた
事。

大型遊具
の上段を
取り外
し、なく
すことと
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

活動的
な、活発
な男の子
でお家で
も動きが
多く、小
さな怪我
を多くす
るとお母
様よりの
お話で
す。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

いつも
行ってい
る大型遊
具での遊
びを保育
者は見て
いた。小
さなジャ
ンプを好
みよく
行ってい
た。当日
は着地に
バランス
を崩し腕
をついて
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
もホール
内で保育
してい
た。いつ
もの行動
の為全体
の子ども
を見守っ
ていた。

大型遊
具の辺
りには
全部
マット
が敷い
てあ
り、安
心して
いる所
もあっ
たと思
う。
子ども
も日々
の中に
行って
いた活
動で
あっ

大型遊具の
そばで必ず
職員は見守
り、ジャン
プや落下し
ないように
指導した
り、手を添
えてあげる
ようにす
る。

4675

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

29 10 9 10 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

眼窩骨折
（眼窩骨
折整復術
を受け
る）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

１～２
2.基
準配
置

―

全職員に
事故の報
告をし、
状況や検
証内容も
伝え、危
機意識を
高めて
いった

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

水筒の置
き場所や
休憩場所
など安全
面に配慮
した場所
へ変更し
た

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

水筒の置
き場所や
休憩場所
など安全
面に配慮
した場所
へ変更し
た

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

集団遊び
（鬼ごっ
こ）な
ど、いつ
も通り活
発に遊ん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

水筒を持
ちに行く
本児や他
児と一緒
に水筒を
置いてあ
る現場に
向かって
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

水分補給
の終わっ
た他児と
関わって
いた

―
職員の立ち
位置などを
見直した
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4676

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

68 24 23 21 5 4
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上肢の
骨折。

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

危険な遊
具の近く
には必ず
付き添い
見守る

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

遊具の周
りに人工
芝は敷い
てある
が、落下
する危険
性を考慮
し、より
安全性の
高い対策
を施す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

5歳児が
遊具から
飛び降り
るのを見
ていて、
真似をし
たと考え
られる。

子供達と
危険な遊
びを一緒
に確認す
る機会を
作り、自
分たちで
意識でき
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

しっかり
者で活発
であり、
積極的に
遊具で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

転んだ3
歳児の対
応をして
いたた
め、見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
の近くに
いた。

―

保育士は園
庭の全体が
見まわせる
場所で見守
る。

4677

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

25 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右肩鎖骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

「遊具の
リスクマ
ネジメン
ト」の内
にある、
鉄棒での
起こるか
もしれな
い事故の
予測で
は、鉄棒
に乗った
時のリス
クに関し
ての記載
がなく、
どんな乗
り方であ
れ落下す
る可能性
はあるこ
と、それ
を防ぐた
めの対策
が記載さ
れ、職員
に周知さ
れていれ
ば、落下
を想定し
た園児の
見守りが
できたか
もしれな

担任不在
時間帯
（応援が
入る時間
帯）の遊
び方の見
直しや、
「遊具の
リスクマ
ネジメン
ト」の内
容を再度
検討し、
起こりう
る事故や
予防策な
ど、再度
全職員で
情報を共
有しなお
す必要が
ある。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

60

鉄棒、鉄
棒下に敷
いてある
バイオ
クッショ
ン（衝撃
緩衝性床
材）は
しっかり
固定・設
置されて
いた。し
かし、バ
イオクッ
ションが
少し硬く
なってき
ている部
分もあ
り、転落
時の衝撃
が緩衝で
きていな
かったと
考えられ
る。

バイオ
クッショ
ンの点検
を丁寧に
行い、適
宜交換し
ていく。
全体を見
渡せる位
置と視野
を再度確
認し、ま
た、園児
にも遊具
の正しい
遊び方や
起こりう
る危険を
再度確認
する必要
がある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

応援保育
教諭2名
は園児と
の面識も
あり、何
度も応援
に入って
保育を
行ってい
たが、日
頃の園児
たちの細
かい遊び
方（行動
など）の
特徴まで
は十分に
把握でき
ていな
かった。
また、担
任保育教
諭も伝達
すること
ができて
いなかっ
た。

応援保育
教諭が見
守れる範
囲、内容
を担任保
育教諭は
検討し、
応援保育
教諭とと
もに使用
遊具の種
類を制限
する、以
前事故が
起こりそ
うだった
場面の伝
達など、
保育教諭
間の情報
共有、引
継ぎを十
分行って
いく。保
育体制の
2人のう
ち応援者
は1人に
し、園児
のことを
一番よく
知ってい
る者が不
在になら

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

以前に
も、本児
が鉄棒に
腰かける
という行
為があ
り、危な
い行為で
あること
を注意さ
れてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

1名の保
育教諭は
鉄棒横に
配置して
いた。鉄
棒横に職
員がいな
がらも、
鉄棒だけ
ではなく
他の園児
もみてい
たこと、
手前にい
た他児に
よって本
児が死角
となって
いたが見
守り位置
を変えな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう一人
の保育教
諭は、子
どもの人
数や体調
不良児の
有無など
の引継ぎ
のあと、
運動場全
体を見渡
せる園舎
前に配置
してい
た。

本児の
鉄棒の
遊び方
が危険
である
という
指導が
徹底さ
れてい
なかっ
た。ま
た、園
庭遊び
での職
員の見
守り方
が適切
ではな
かっ
た。特
に鉄棒
の見守
りにつ
いて
は、詳
細にマ
ニュア
ルに記
載され
ておら
ず、落
下する
かもし
れない

応援保育教
諭が保育を
行うときに
は、普段の
園庭の遊び
方や注意が
必要な遊具
についての
引継ぎを行
う。また、
園庭での見
守り配置を
見直し、全
職員で遊具
のリスクマ
ネジメント
マニュアル
を再度確認
して、事故
を未然に防
いでいく。
また、園児
に対する指
導もその場
だけではな
く、遊具を
使う前に繰
り返し行っ
ていく。

4678

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

21 2 1
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手親指
の亀裂骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

１人はト
イレの補
助、もう
１人はお
昼寝の準
備をして
いた。

他職員と
連携をと
り、別行
動する子
への配慮
をする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

児童の性
格等を把
握する必
要があ
る。

物の配置
を考え
る。目が
届かない
場合は、
他職員に
応援を頼
む。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

引っ張っ
たり、押
したりし
たら物が
倒れるこ
とを教え
る。何か
あれば
（友達が
騒いでい
たなど）
先生に言
うように
教える。

保育者の
目が届き
やすいよ
うに、手
順を変え
たり工夫
をする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

午後のお
昼寝準備
中に、ト
イレに
行った際
に友達が
騒いでい
たので、
タオルを
引っ張り
タオルか
けが倒
れ、下敷
きになっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

１人はお
昼寝の準
備をして
いた。も
う１人は
トイレの
補助につ
いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各担当ク
ラスにつ
いてい
た。

子ども
がどの
ような
行動を
するの
かを予
測し、
物の配
置や環
境を整
える。

声がけをし
て常に児童
に目を配
る。目が届
かない場合
は他職員に
応援を頼
む。

4679

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

97 15 40 42 9 9
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

研修を予
定してい
たが、講
師の都合
によりで
きなかっ
た。

年に１回
は、事故
防止に関
する研修
を受講す
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

12 ―

園庭に凹
凸がない
か、石等
が落ちて
いない
か、再確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ドッジ
ボールの
コートの
位置が、
遊具に近
かったの
ではない
か。

大勢の子
どもたち
が活動し
ていると
きには、
特に動線
に配慮し
た環境設
定をして
いく。ま
たは、時
間をずら
して遊ぶ
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッジ
ボールで
遊んでい
て、ボー
ルを取り
に夢中で
走ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体の子
どもたち
を動きを
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の子
どもたち
の様子を
見たり、
加配児の
動きを見
守ったり
してい
た。

大勢の
子ども
たちが
動いて
いたた
め、死
角にな
り、衝
突に気
づかな
かっ
た。

自分の担
任・担当す
る子どもた
ちだけでな
く、職員間
で連携を
とって子ど
もたちの様
子を見守っ
ていくこと
を再確認し
た。

4680

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 5 6 17 15 5 5
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨過
剰骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

・ジング
ルジムは
下から２
段目とい
うルール
を守って
いたが、
足を踏み
外してし
まった。

・ジング
ルジム使
用のルー
ルの再検
討・職員
の立ち位
置につい
て再検討

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
・固定遊
具の利用
制限

固定遊具
の利用制
限の再検
討

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・他の遊
具の遊び
を指導し
ていたと
ころ、と
なりの
ジャング
ルジムま
で目が行
き届かな
かった。
（２m付
近で担任
は他の園
児の指導
をしてい
た）

・保育士
の園庭で
の立ち位
置の再検
討

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と一
緒に遊び
たかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・他の遊
具の遊び
を指導し
ていたと
ころ、と
なりの
ジャング
ルジムま
で目が行
き届かな
かった。
（２m付
近で担任
は他の園
児の指導
をしてい
た）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・他の園
児の指導
をしてい
た

・他ク
ラスも
園庭で
いたた
め、複
数の職
員で戸
外遊び
の指導
をして
いた
が、立
ち位
置、遊
びの指
導のた
め、す
ぐ近く

・保育士の
園庭での立
ち位置の再
検討

4681

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

80 0 0 12 35 22 11 7 7
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

もっと注
意深く１
人１人を
指導観察
する。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

中庭はゴ
ムチップ
素材でで
きてお
り、環境
としては
問題なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

もっと注
意深く１
人１人を
指導観察
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒で一
人で遊ん
でいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

集団で遊
んでいた
為、違う
場所で子
どもたち
と遊んで
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

集団で遊
んでいた
為、違う
場所で子
どもたち
と遊んで
いた

―

保育士の人
数は十分で
あったの
で、職員の
配置を改善
していく。

4682

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

34 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

― 特になし
2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びに夢
中にな
り、着地
したとき
に誤って
自分の手
を踏んで
しまった
こと

大型遊具
での遊び
方を再確
認し、子
ども達に
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わら
ず、元気
に戸外遊
びをして
いたが、
すべり台
で遊んだ
時に事故
が発生し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室内
で他児を
見守りな
がら対象
児につい
ても見て
いたが、
事故発生
時は対象
児から少
し離れた
位置にい
たため、
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

子ども
の動き
をしっ
かり捉
えてい
くこと
が出来
なかっ
た。

子ども達の
動きに十分
注意し、危
険のないよ
うに見守っ
たり、声掛
けをしてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4683

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

52 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

―

高さのあ
る遊具の
周りに保
育者が配
置できる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

51
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48 ―

遊具に問
題はない
が、遊具
の周りに
マットを
敷き、落
下した際
の衝撃を
緩和す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具での
あそび方
の徹底を
していな
かったこ
と

遊具での
使い方、
あそび方
を改めて
考察し
た。今ま
で通り、
家に登っ
てもよい
が、危険
のないよ
うに声掛
け、視察
を徹底し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走った
り、飛ん
だり積極
的に体を
動かしな
がら遊ん
でいた
が、遊具
から降り
る際に、
足を滑ら
せて落下
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ちのあそ
びに関わ
りながら
全体をみ
まもって
いたが、
事故発生
時は対象
児の近く
にいな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
守りなが
ら子ども
達と関
わってお
り、事故
発生時に
対象児の
近くにい
たが、間
に合わな
かった。

―

様々な場所
を意識しな
がら全体を
見守れるよ
うにする。

4684

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

113 36 38 39 6 6
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

腓骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１～

1.基
準以
上配
置

―

職員間で
今回の事
故の情報
を共有、
事故の分
析を行
い、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

開園日数
1.定期的
に実施

開園日数
1.定期的
に実施

開園日数

活動前に
安全点検
を担任保
育教諭が
実施して
いる。雲
梯の下に
は安全
マットが
敷かれて
いた。

今回の事
故に関し
ては、施
設・設備
の影響は
なく、改
善の必要
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

①門前で
保護者へ
の伝達を
しなが
ら、門付
近で遊ぶ
子どもの
見守り。
②園庭中
央で全体
の子ども
の把握。
水回りの
子どもへ
の関わ
り。③
ジャング
ラミング
付近で子
どもの落
下などが
ないよう
に見守
る。④加
配児（5
人）を中
心とした
子どもの
見守り。
⑤保育室
内で遊ぶ
子どもた
ちの見守
り。⑥受

今回の事
故に関し
ては、教
育・保育
の状態に
事故原因
となる要
素なく、
改善の必
要なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

怪我をす
る前に友
達と一緒
に園庭を
走り回る
姿を確認

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室の
近くで、
16時以降
担当の職
員に引継
ぎをして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

各場所に
職員が位
置（園
庭：4
人、保育
室：1
人、受
付：1
人）
①門前で
保護者へ
の伝達を
しなが
ら、門付
近で遊ぶ
子どもの
見守り。
②園庭中
央で全体
の子ども
の把握。
水回りの
子どもへ
の関わ
り。③
ジャング
ラミング
付近で子
どもの落
下などが
ないよう
に見守
る。④加
配児（5

―

担任保育教
諭より、5歳
児3クラス全
体の集まり
の場で、転
倒し怪我を
した子ども
がいるこ
と、気をつ
けることが
できるよう
な言葉掛け
を子どもた
ちに対して
行う。

4685

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 3 17 4 4
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

―

保育室の
環境の見
直し・・
一つの場
所に集中
しないよ
う、人数
や発達に
応じて
様々な興
味をひく
環境の工
夫をす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

― ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

朝は園児
の受け入
れや体調
チェック
もしてい
るため、
職員配置
に余裕が
あり、十
分に見届
けができ
る状態の
時のみ室
内滑り台
を使用す
るように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

滑り台で
はいつも
遊んでい
るが、動
きが活発
になって
きた時期
で、室内
で走り出
す姿が見
られてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台で
遊ぶ子供
の援助し
ながら見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
をしてい
る子の援
助と見守
りをして
いた。

―

子どもの姿
の変化は、
常に情報を
共有してい
く。子ども
達の動きを
広く把握で
きるよう、
職員配置を
見直し、声
を掛け合っ
ていく。

4686

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 16 19 20 4 4
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右母指外
傷性マ
レット指

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

―

園内研修
を見直
し、職員
の意識を
高めるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300

ポンプ遊
具の使い
方など園
児に徹底
できてい
なかっ
た。

ポンプ遊
具の使用
を中止す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
かった

特にな
かった

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と水
を汲んで
いるのが
楽しくな
り、気持
ちが昂
ぶってし
まってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児のお
迎えと重
なってし
まい、一
瞬目を離
したため
園児の手
を止める
ことが出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児を見て
いたり、
お迎えの
対応をし
ていたた
め見てい
なかっ
た。

―

園児を見守
ることがで
きる範囲を
広げられる
よう立ち位
置を考え直
す。

4687

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 6 6 1 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
下部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

事故が起
こった時
の状況等
について
振り返り
と考察を
し、職員
間の連携
や職員の
危機管理
意識を高
めていく
ことを徹
底して行
う。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

25
1.定期的
に実施

24 ―

遊具の上
部にぶら
さがるこ
とを禁止
し、その
ことを遊
具に掲示
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

安全指導
で、子ど
もたちに
遊具の遊
び方につ
いて繰り
返し指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・いつも
と変わら
ない様子
であっ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

・対象児
に向き
合ってい
たが、受
け止める
ことがで
きなかっ
た。

― ―

危機対応マ
ニュアルを
もとに職員
間で遊びの
見守りの視
点を再検討
する。

4688

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 3 6 3 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕外
顆骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

本児に限
らず兄弟
がいる保
護者に
は、保護
者がどち
らの保育
室に迎え
に行く
か、確認
する。そ
して、園
児を待た
せたり、
引き渡
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

滑り台の
向きがい
つもと
違ってい
た。

滑り台の
向きをを
いつも同
じにする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊戯室で
複数の保
育者の配
置につい
て（遊ん
でいる子
供が見る
ことがで
きること
につい
て）再確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は少
し言葉の
遅れ（発
語）が見
られ、
「言葉の
教室」と
旭川療育
病院に
通ってい
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が滑
り台の上
で母親と
妹が来る
のを見た
ので、滑
り降りて
母親のと
ころへ向
かおうと
するのを
見てい
た。滑り
台横で倒
れたとこ
ろ母親が
来たの
で、母親
のところ
で泣く本
児の様子
を見る。
いつもと
様子が違
うことに
気づく。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の、園
児の動き
を見てい
た。

本児の
言葉の
理解を
心配し
たが、
母親の
お迎え
には気
がつい
ていた

職員間同士
で保護者に
引き渡すま
で確認しあ
う。

4 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4689

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

29 1 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

鉄棒の活
動の前に
手を離さ
ないなど
の指導が
十分では
なかっ
た。

鉄棒の前
に保育者
が「手を
放さな
い」こと
を確実に
指導す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
安全点検
や遊具の
使用方法

引き続き
安全点検
を確実に
行うとと
もに、使
用前にも
必ず確認
してから
使う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

活動内容
によって
は、担任
以外の保
育者も一
緒に見守
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒で新
しい技に
挑戦した
り、でき
ることを
楽しんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

新しい
技に挑
戦した
ため、
降りよ
うとし
ている
間に手
が滑っ

鉄棒の握り
方の徹底や
着地指導を
段階的に行
う。

4690

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

22 2 2
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右下B
歯冠歯折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

こどもが
遊んでい
る場所付
近の地面
に砂場の
玩具が
あったこ
とや、足
元を見ず
に遊んで
いたこ
と。

活動中の
為、地面
には子供
が使用し
ている玩
具が置か
れている
ことが多
いが保育
教諭が声
をかけて
いき、危
険の無い
ようにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

園庭に出
る都度

1.定期的
に実施

12

足元を見
ていない
という幼
児特有の
発達理解
が出来て
いなかっ
たのでは
ないか。

発達を理
解し活動
中にも危
険の無い
ように見
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りし
ていたが
危険の無
いよう努
めること
が足りな
かったの
ではない
か。

集団活動
中に見守
りをして
いたが、
危険の無
いように
さらに把
握に努め
ることが
必要であ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

特に何か
原因があ
るわけで
はない
が、いつ
もより活
動的な様
子で友達
と活発に
片づけを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
近くで見
守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児の近
くで園児
を見守り
ながら活
動してい
た

園庭に
出る前
に足元
を見て
行動す
ること
の声掛
けまで
行って
いな
かった

普段から園
庭に出る前
に子供たち
に安全に遊
ぶための事
前の約束を
している
が、そこに
足元を見て
遊ぶことも
付け加え
る。

4691

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 0 0 0 6 4 10 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

急に部屋
に入らな
ければな
らなく
なった
ら、他の
職員に声
をかけて
交代す
る。

遊具の側
に必ず一
人はつい
ている。
つけない
時はその
遊具を禁
止する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

外遊びを
する時、
保育教諭
がもう一
度点検し
ながら遊
ばせる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育教諭
の目が全
体を把握
していな
かった。

鉄棒を
やってい
る時には
近くに園
児がいな
いことを
確認する
ことや待
つ場所を
決め必ず
守らせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

手を離し
てしまい
つき方が
悪かった
のか、手
が痛いと
保育教諭
に伝えて
きた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育教諭
はそばに
おらず、
全体を見
ていて後
ろむき
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
ていたた
め、対象
児をみて
いなかっ
た。

以上児
登園の
時間帯
だった
ため20
名くら
いしか
いな
かった
ので、
注意力
が薄

朝の登園時
間帯は鉄棒
を禁止す
る。

4692

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 1 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

26
1.定期的
に実施

24 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

２階　屋
外テラス
で自由遊
びを行っ
た時、他
児と縄跳
びをした
り走った
りして身
体を動か
して遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

年長児が
２階屋外
テラスで
自由遊び
をしてい
たため
子ども達
全体の様
子を見な
がら、長
縄跳びの
補助を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
の保育や
保育の準
備を行っ
ていた。

―

各クラスの
保育や保育
の準備を
行ってい
た。

4693

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

26 3 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右拇趾指
骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

幼児の特
性や発達
の理解が
不十分な
部分が
あったの
ではない
か。

幼児の運
動発達や
特性を理
解するた
めの研修
にも参加
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

園庭に出
る都度

1.定期的
に実施

12

幼児の運
動発達や
特性を理
解できて
いない部
分もあっ
た。

環境設定
を再度確
認するこ
と。幼保
連携型認
定子ども
園教育保
育要領を
熟読し、
子供の発
達や特性
を理解す
る。運動
する際
は、特に
注意す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団活動
中に見守
りしてい
たが、危
険の無い
ようにさ
らに把握
に努める
ことが必
要。

年齢に配
慮した指
導が必要
である
為、集団
で行う際
は密集し
ないよう
にする必
要があ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

日常と特
に変わり
はなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くで見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
にいて園
児を見守
りながら
一緒に行
動してい
た。

事前に
走らな
くてよ
いこと
も伝え
ていた
が、鬼
ごっこ
の為、
興奮し
て走っ
てし
まっ
た。

人数も多い
為、２グ
ループに分
けて活動す
ることや、
座った姿勢
で行うなど
工夫が必要
であった。

4694

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

51 4 3
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕ガ
レアッチ
骨折　右
手関節挫
傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

転がし
ドッジ
ボールで
子ども同
士が衝突
すること
が今まで
あまりな
かったた
め、事故
の発生に
対する意
識と配慮
が足りな
かった。

遊びを見
守った
り、危険
な時は止
めたりで
きるよ
う、目を
離さずに
子どもの
動きをよ
く見て保
育に当た
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

-

事故発生
当日は、
十分なス
ペースを
確保でき
ていたた
め、遊び
の場とし
て適して
いると思
われた。

一度に遊
ぶ人数を
減らし、
衝突の危
険性を子
どもたち
に伝えて
いくよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

衝突の危
険性につ
いて配慮
が足り
ず、見届
けが不十
分だっ
た。

子どもた
ちとルー
ルを確認
するとと
もに、衝
突の危険
性を知ら
せながら
遊ぶよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調に異
常は見ら
れず、積
極的に参
加してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育者も
一緒に遊
んでいた
ため、子
どもの動
きを把握
していた
が、対象
児が転倒
するのが
一瞬だっ
たため防
ぐことが
できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育者、
保育助手
がその場
に４人つ
いてお
り、転ぶ
瞬間を見
ていた
が、少し
離れてい
たため防
げなかっ
た。

転がし
ドッジ
ボール
の内野
での遊
び方を
知らせ
るた
め、保
育者が
４人と
も外野
にいて
とっさ
に対応

子どもと同
じ場にいる
ことで動き
を把握し、
子どもたち
が夢中にな
りすぎて、
衝突や接触
を回避でき
るよう配慮
する。保育
者の立ち位
置を考え、
共通理解す
る。

4695

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

7 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘関節
痛　　右
上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

５～７

1.基
準以
上配
置

―

職員間で
今後の研
修を重ね
検討し情
報を共有
し、子ど
もの行動
を注意深
く見守り
安全に活
動できる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

毎日・１
1.定期的
に実施

毎日・３
1.定期的
に実施

毎日 ―

今後も点
検を継続
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

職員間で
連携し合
い、子ど
もの行動
を予測
し、保育
士が遊具
につくよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時の
持ち物の
始末を終
えた後、
戸外に出
てすぐ、
鉄棒で遊
び始めた
ところで
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

テラスで
他児の受
け入れを
終えた担
当職員
が、本児
より遅れ
て戸外に
出ようと
している
時であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
の職員も
登園児の
受け入れ
や広い園
庭の他の
遊具の側
で見守り
をしてい
たのでみ
ていな
かった。

―

子どもが活
動している
時の保育者
の立ち位置
や連携の取
り方につい
て、園全体
で検討する
とともに遊
具の使い方
によっては
事故につな
がることを
意識して見

4696

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 8 4 3 3 3 2 5 5
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

本児の普
段の様子
から手立
ての分析
が十分で
なかっ
た。

０～５歳
の各年齢
で運動機
能を高め
るため
に、どの
ような保
育、個人
差や経験
に合わせ
た保育を
していけ
ばよいか
を保育教
諭がきち
んと行動
分析して
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

12

遠足当日
の朝とい
うことも
あり、気
持ちも高
まってい
たことも
考えられ
る。

高さのな
いベンチ
からも落
下した際
に場合に
よっては
骨折する
というこ
とを踏ま
え、危険
リスクを
事前に察
していけ
るように
細心の注
意を払
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

他児や保
育教諭が
遊具等の
あそび場
から離
れ、片づ
けを行っ
ている
中、ベン
チに他児
と立って
遊んでい
たところ
バランス
を崩し、
転落。

片付けに
入った際
も子ども
たちの様
子をきち
んと見届
けていく
必要があ
る。遠足
前という
こともあ
り気持ち
が高まっ
ていたこ
とも考え
られるた
め、事前
に危険リ
スクを考
えて対応
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と遠
足の会話
をしたり
と、いつ
も通りの
様子だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊具から
離れる他
児を見届
け、片付
けを始め
ようとし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と片
づけをし
ていた。

片付け
に移行
する中
で本児
のよう
にベン
チで遊
んでい
る子も
いたた
め、き
ちんと
周囲の
様子も
見なが
ら危険
を察知
してい
く。

本児のあそ
ぶ様子をよ
く観察した
り、日ごろ
からヒヤリ
ハットにつ
ながるよう
な行為がみ
られた際に
はその都度
声をかけて
いく。

5 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4697

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 8 16 3 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

モンテジ
ア脱臼骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

怪我につ
ながりそ
うな子ど
もの様子
を観察す
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

毎月の安
全点検を
しっかり
と行い危
険なとこ
ろはすぐ
に改善し
ていくよ
うにする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

全体が見
える位置
で見守る
ように職
員の配置
を確認す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
至近距離
にいたが
他児の対
応をして
いた為怪
我にきづ
けなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

見守りは
複数で
あったが
全体を見
ていな
かった

―

複数の職員
を配置し１
人は必ず全
体を見守る

4698

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

22 5 4
14.２
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 3.火傷
5.下肢
(足・足
指)

火傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１～２

1.基
準以
上配
置

午睡後の
片づけ、
おやつの
準備、排
泄の促し
を各保育
教諭が
行ってい
る慌ただ
しい時間
であっ
た。急な
職員の早
退、他ク
ラスへの
ヘルプの
状況が
あった。

午睡後は
慌ただし
くなる時
間帯だ
が、子ど
もたちが
落ち着く
まで職員
の分散は
せず、安
全保育に
努める。

2.不定期
に実施

２～３
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

2ハンド
ルシャ
ワー水管
は本来、
排泄後の
お尻や足
洗いや清
掃するた
めに設置
してい
た。
子どもの
手の届く
ところに
シャワー
水管があ
り、触れ
られる状
態にあっ
た。

至急シャ
ワー水管
を撤去し
た。撤去
後は少し
離れた子
どもが届
かない
シャワー
水管より
お尻や足
を洗い流
してい
く。

5.睡眠
(午睡)
中

午睡から
おやつの
移り変わ
りで、保
育従事者
がそれぞ
れの役割
分担と職
員配置確
認不足。

必ず保育
従事者が
子どもを
見守り、
時には静
止や促し
を行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

機嫌よく
過ごして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児のト
イレへの
促しや着
脱の援助
をしなが
ら、トイ
レへ行っ
た数名の
様子を見
ていた。
職員は
シャワー
水管が危
険個所と
認識はし
ていた
が、他児
の着脱や
泣きぐず
りの対応
をしてい
る際に
シャワー
水管を
触ってい
る本児の
様子は死
角になっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

排泄後の
動きから
は見てい
なかっ
た。

トイレ
への促
し後の
安全管
理が不
十分で
あっ
た。

午睡後の時
間、職員の
動き方につ
いて話し合
う。トイレ
は、３名程
度の職員が
対応し、見
守りや援助
をしてい
く。

4699

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

46 15 18 44 4
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

保育場面
での留意
がされて
おらずマ
ニュアル
の周知が
不十分
だった。

リスクマ
ネジメン
トにて検
討を行
い、職員
に周知を
行う。

1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

36 なし

床面にお
ける欠陥
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友達と前
後の間隔
が十分に
取れてい
なかっ
た。

走る際に
友達との
距離を十
分に取り
ながら走
ることを
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

マラソン
をしてい
る際に前
を走って
いる子が
転倒。転
んだ子の
足につま
ずき転
ぶ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・異年齢
でマラソ
ンを行っ
ているた
め、走ら
ない時は
輪になっ
て子ども
達と座っ
て見てい
た　・も
う1人は
先頭を
走ってい

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

危険な箇
所の近く
に立ち、
ぶつから
ないよう
に注意を
払ってい
た。

走って
いる子
の様子
を見る
担当者
が曖昧
で転ぶ
瞬間を
止める
ことが
出来な
かっ
た。

危険な箇所
の近くに立
つだけでな
く、走って
いる子ども
の様子を見
て危険を回
避する。

4700

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

91 4 17 18 18 16 18 30 22
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
牙破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

危険なた
め遊ばな
い場所で
あるとい
う意識が
低かった
ため

園庭に出
る際は、
子供より
先に職員
が行動し
ていく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

子供が入
れる場所
であるが
安全対策
がされて
いない。

自由に入
れないよ
うな対策
や、入っ
たとして
も危険の
ないよう
な安全対
策をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ひろば前
は出入り
口も近
く、コン
クリート
の通路で
あり、遊
ばない約
束をして
いる

2歳児な
りにわか
るように
約束事の
話した
り、目で
見て分か
るような
対策を
とったり
し、少し
ずつでも
理解され
るよう環
境を整え
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊びたい
気持ちが
強く高揚
していた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児とも
う一人の
園児が園
庭に出て
いったす
ぐ後を追
いかけ
た。動き
は把握し
ていた
が、本児
が高揚し
ていたの
で近づき
すぎると
逃げてい
く行動を
予測し、
声をかけ
静止をさ
せようと
した

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スの職員
は1名園
庭に出て
いたが、
本児の動
きは把握
できてい
なかっ
た。

待つこ
とがで
きず職
員より
先に園
庭に飛
び出し
ていっ
てし
まった
ため、
職員が
後を追
う状況
にな
り、ひ
ろば前
まで
行って
しまっ
た。

職員が本児
と一緒に行
動をしてい
れば、本児
の高揚を抑
えることが
できたと考
えられる。

4701

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

12 12 12
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

0

1.基
準以
上配
置

―

怪我発生
当日は春
休み期間
中という
こともあ
り、通常
の保育時
よりは登
園児も少
なく、職
員配置も
基準以上
に配置で
きていた
が、今後
はより注
意して職
員全体で
全園児を
見守って
いく。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

ジャンプ
した遊具
の周りに
マットを
敷く等の
安全策が
とられて
いなかっ
た為、
ジャンプ
した際に
上手く着
地出来ず
に怪我に
繋がって
しまっ
た。

怪我防止
等の安全
対策にも
使用でき
るよう、
運動用
マットを
購入予
定。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

対象児の
すぐ近く
で見守り
を行って
いたが、
対象児に
背を向け
てしまっ
た時に怪
我が起き
てしまっ
た状況で
あった。
今後は全
体を見守
れるよう
な位置に
立ち、お
子さん達
と関わっ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2歳児ク
ラスから
年少クラ
スへと進
級したば
かりの時
期で、環
境も変わ
り行動も
活発に
なってい
た。特に
4月は進
級した嬉
しさから
活発な行
動がみら
れた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任教諭
は対象児
以外と
ボール遊
びをして
関わって
いた為、
本児に背
を向ける
ような位
置であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児以
外の園児
との関わ
り・見守
り等をし
ていたた
め、対象
児の近く
にいるこ
とができ
なかっ
た。

担任教
諭は、
対象児
以外と
ボール
遊びを
し関
わって
おり本
児に背
を向け
る位置
にいた
ため、
対象児
がジャ
ンプす
る際
に、手
を差し
伸べる

担任教諭は
全体を見渡
せる位置に
立ち、お子
さん達と関
わってい
く。また、
対象児の体
力面も考慮
し、体を動
かすような
活動の際
は、援助・
配慮してい
く。

4702

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 5 9 9 4 4
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（ひ
び）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

給食後の
ため遊べ
る範囲を
限定して
はいた
が、教員
の立ち位
置につい
て危険個
所が視界
に入るよ
うお互い
に声を掛
け合うこ
とも必要
であった

戸外に出
られる教
員が限定
される場
合はお互
いに居場
所を確認
し、立ち
位置を変
えながら
対応する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りであっ
たが、
登っては
いけない
ことに
なってい
る場所に
登り、保
育者から
注意喚起
をされて
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
登っては
いけない
ところに
登ってい
る姿を見
て降りる
よう話を
したが、
見届ける
ことなく
横を通り
過ぎ、そ
の直後に
事故が起
きた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭を3
方向から
見守って
いたが、
他の職員
の見てい
る方向と
は異なる
場所での
事故で
あった

常々、
遊ぶ時
の約束
を伝え
ている
つもり
でも徹
底され
ていな
いとこ
ろがあ
り、教
員も見
過ごし
ている
ことが
ある。
また、
話をし
たらそ
の後ど
のよう
に行動

ルーズに
なってきて
いることに
ついては個
別、あるい
はクラスで
話題として
取り上げ
る。教員は
危険な姿を
見過ごすこ
となく子ど
もと一緒に
危険性につ
いて考え、
ふさわしい
行動がとれ
ていること
を確認す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4703

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

14 1 1
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

バランス
を崩して
の転倒で
骨折の可
能性があ
ることや
怪我当時
の状況を
共有し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

転倒した
際に怪我
につなが
る物がな
いよう、
今後も十
分に配慮
していき
たい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

転倒が
あった場
合でも怪
我のない
ような環
境を考え
ながら設
定してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ダンスな
どの表現
すること
が好きで
ある。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故の状
況も把握
してお
り、すぐ
に対応す
る事が出
来た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス担
任以外は
それぞれ
持ち場が
あり、対
応してい
たのは担
任１名で
あった。

―

転倒して怪
我すること
も十分に考
えながら声
掛けしてい
くことが必
要であると
考える。

4704

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 2 7 7 7 13 5 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

当遊具の
周りの遊
具の場所
を変え、
見通し良
く視界を
広げる。
当遊具の
下周辺に
クッショ
ン材の
マットを
敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子ども達
への遊び
方の指導
を再度行
う。再発
防止に向
け、職員
間の周知
を徹底し
て行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びは
好きな方
ですの
で、楽し
そうに遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭に散
らばって
いたが、
事故発生
時に本児
の遊んで
いるとこ
ろを把握
していな
かった。
保護者の
お迎え対
応をして
いる職員
もいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

預かり保育
の園庭での
職員の立ち
位置を確認
しあうこ
と。職員同
士が声をか
けあい、園
児の遊びの
把握にさら
に務めるこ
と。危機管
理意識につ
いてもう一
度再確認を

4705

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

23 1 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 1.頭部
左耳鼓膜
に穴が開
く

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１～２

1.基
準以
上配
置

―

職員配置
的に基準
は満たし
ていた
が、職員
は常に事
故がおこ
るかもし
れないと
いう意識
で全体を
見ていく
よう、職
員研修を
強化して
いく。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

使用の方
法によっ
ては危険
が伴う玩
具があ
り、使用
方法につ
いての指
導が十分
でなかっ
た。

玩具の安
全点検に
ついては
破損がな
いかの確
認はして
いたが、
年齢・発
達に適し
ているか
具体的な
チェック
をしてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

あそびの
内容や遊
具の使い
方につい
て、子供
の発想を
大切にし
つつも危
険を伴う
ことが予
想される
場面での
予測が不
十分で
あった。

5歳児の
子ども対
象のため
自分のや
りたい遊
びが選択
できるよ
うにして
いるが、
使用方法
の徹底な
ど日常的
な教育を
強化して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　事故に
あった対
象児はい
つもどお
り元気に
登園し、
過ごして
いた。事
故のとき
もごっこ
遊びの役
に集中し
ていたと
考えられ
る。事故
を起こし
てしまっ
た児童に
関しても
いつもと
特別変
わった様
子はな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

同じ保育
室内にい
たが、事
故のあっ
たままご
とコー
ナーにつ
いていた
わけでは
なく、2m
ほどの距
離から
ごっこ遊
びをして
いている
ことを確
認してい
た。大き
なトラブ
ルが起
こった様
子もなく
事前に止
めること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

事故を
起こし
てし
まった
子ども
は、常
にでは
ないが
落ち着
きのな
い行動
をする
ことが
今まで
にもあ
り職員
も個別
に指導
するな
ど配慮
してい
た。危
険に繋
がらな
いか
様々な

子どもの状
態をよく見
ていきなが
ら、配置基
準を満たす
だけでなく
側につける
よう職員を
加配するな
ど柔軟に対
応をする。

4706

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

25 3 3
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

―

事故防止
マニュア
ルの園庭
に出た時
の職員の
配置につ
いて見直
す。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 ―

今回周り
に何もな
い園庭で
起こった
が、園庭
の凹凸等
引き続き
安全点検
の実施を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

鬼ごっこ
（警泥）
の経験を
重ねて、
危険回避
力を子ど
も達にも
伝えてい
く、ま
た、職員
間でも情
報の共有
を図る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発に走
り回って
楽しんで
いた。
（警泥の
泥役）

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子の
動きを見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
守る場所
に誰も配
置されて
いなかっ
た為に生
起した。

―

職員同士の
連携を密に
する。遊び
全体が見え
る位置に必
ず職員を配
置する。遊
びながらも
常に周りを
見る。

4707

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

69 4 4
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

― なし
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1 ― なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

テラスに
水筒が置
いてある
ため、靴
を脱いで
お茶を飲
みに行っ
ていた。

靴を履い
たままお
茶を飲め
るよう
に、水筒
置き場を
変えた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、お茶
を飲むた
め靴を脱
いでテラ
スに置い
てある水
筒を取り
に行っ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

戸外遊び
の片付け
を他児と
一緒にし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応をして
いたり、
他児と一
緒に片付
けをして
いた。

―

片付け終え
た子から順
にお茶を飲
みに行くの
で、片付け
をする職員
と子どもに
つく職員に
分かれ、な
るべく子ど
もから目を

4708

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34 10 10 14 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

額部裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

対象児か
ら目を離
した時に
事故が起
きてし
まった。
登園自粛
要請によ
り登園児
数が少な
い状況が
続いてい
たため、
危険意識
の欠如が
あったと
思われ
る。

危険意識
を高める
ための職
員研修を
励行する
ととも
に、園児
への危険
行動や危
険個所に
ついての
指導に努
める。

1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52

園庭遊び
の際に転
倒した場
所がコン
クリート
壁の近く
であった
ため怪我
につな
がった。

園児への
危険行動
や危険個
所につい
ての指導
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児か
ら目を離
した時に
事故が起
きてし
まった。
園庭遊び
の際に、
走ってい
て転倒し
たと思わ
れる。

園庭遊び
の際に、
園児数に
合わせて
園庭を区
切り活動
範囲を限
定するこ
とで、全
園児に目
が行き届
きやすい
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように元
気に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児か
ら目を離
した時に
事故が起
きてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体に目
を配って
はいた
が、遊具
遊びや砂
場遊びを
する園児
を主にみ
ていたた
め、事故
発生の瞬
間は対象
児を見れ
ていな
かった。

登園自
粛要請
により
登園児
数が少
ない状
況が続
いてい
たた
め、保
育教諭
に危険
意識の
欠如が
あった
と思わ
れる。

危険意識を
高めるため
の職員研修
を励行す
る。

4709

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

84 6 6
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手中
指、薬
指、小指
のヒビ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

３～４

1.基
準以
上配
置

逆立ち歩
きをする
時の手の
付き方な
ど、基本
から教え
ている
が、気持
ちの焦り
やちょっ
とした油
断から、
手の付き
方を誤っ
たと思わ
れる。

職員がお
手本とな
り、もう
一度基礎
を確認す
る。
全体にも
話をし、
怪我防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

３～４ なし

毎月の点
検に加
え、使用
時には職
員が危険
なところ
がないか
確認をし
ている。
また、今
回は遊具
等の不備
による事
故ではな
い為。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

床には専
用のマッ
トを敷
き、安全
面には考
慮してい
る。

職員の配
置、事故
防止の為
の環境面
は整って
いる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐに手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

すぐに手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

すぐ近
くで手
を差し
伸べら
れる距
離にい
た。

練習中、隣
についてい
たが、間に
合わなかっ
た為、今後
は細心の注
意を払い見
守ってい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4710

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

26 2 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

園児26名
（当日出
席者
数）、職
員3名で
あった。

職員の配
置につい
ては、十
分である
と考え
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

障害とな
るものや
水がない
所で、歩
いていて
も身体の
バランス
を崩すこ
とがあ
る。

生活の中
で施設等
の使い
方・過ご
し方につ
いての注
意喚起を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動の様
子から保
育室内
は、落ち
着いてい
た。

職員の見
守りの
中、個別
に順次、
手洗いう
がいと水
分補給を
行ってい
たが、本
児の周り
に障害と
なるもの
もなく、
床も濡れ
ておら
ず、他児
も座って
いたので
特に変更
するとこ
ろはない
と考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児の周
りにほか
の園児は
いなかっ
たので、
押された
りぶつ
かったり
していな
い。ま
た、本児
は歩いて
いたの
で、何ら
かの原因
で躓いて
転倒して
しまった
と考え
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が自
分がこぼ
したお茶
を雑巾で
拭いてそ
の雑巾を
戻すため
に保育室
の前方に
歩いてき
ているこ
とを確認
していた
が、周り
に障害と
なるもの
がないの
で、転倒
すること
の予測が
できず急
に転倒し
たことは
防げな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレへ
行く園
児、手洗
いうがい
をする園
児の対応
をしてい
た。

新型コ
ロナ
ウィル
ス感染
症拡大
防止の
ため、
長期の
家庭保
育の後
の通園
で本児
に疲れ
がでて
いたこ
とが考
えられ
る。

活動につい
て個別の配
慮を検討す
る。

4711

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

26 3 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第５指
基節骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

廊下を
走ってい
たことが
要因と考
えられ
る。

廊下では
歩くをと
いうこと
を、クラ
ス全体で
再確認す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊戯室へ
移動の
際、他ク
ラスの保
育室から
出てくる
幼児と鉢
合わせす
ることが
ある。廊
下には水
筒を掛け
るハン
ガーや、
両サイド
に着替袋
等を掛け
る備え付
けのハン
ガーがあ
るなど、
廊下の幅
を狭くし
ている状
況にあっ
た。

移動式の
ハンガー
を別の場
所に置く
などし
て、廊下
の安全を
確保す
る。ま
た、職員
の配置人
数や時間
帯に合わ
せて、遊
び環境を
縮小す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1人の職
員が休憩
に入るた
め、安全
確保のた
めに保育
室内で遊
ぶという
ことを、
園児たち
に伝えて
いたが、
徹底でき
ていな
かった。

園児全体
に目を配
りなが
ら、安全
を確認で
きる立ち
位置等を
見直す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室で
折りたた
み鉄棒を
して遊ん
でいた
が、不意
に遊戯室
が気にな
り見に行
く。誰も
いなかっ
たため保
育室に
走って
戻ってく
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室で
好きな遊
びをして
いたた
め、保育
室内の安
全確認に
努めてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育教諭
の１人は
休憩に入
り、加配
看護師
は、要配
慮児の健
康観察に
あたって
いた。

保育室
前にあ
る絵本
室や隣
の保育
室の間
にある
トイレ
への行
き来
は、基
本自由
にして
いるた
め、本
児が遊
戯室の
様子を
見に
行った
ことに
気付か
ず、本
児から
の報告
で気付

看護を必要
とする幼児
のほかに、
支援を必要
とする幼児
が在籍して
いることも
踏まえ、安
全確保が困
難かもしれ
ないと感じ
たときは、
他の職員に
補助を依頼
する。

4712

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 2 8 5 2 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足下肢
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

―

バス待機
時の職員
配置を考
える。
（求人等
で1名増
やすこと
も含め
て）

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

降園後バ
ス乗車を
待機する
子どもた
ちが過ご
す部屋が
広めの遊
戯室であ
り、か
えって子
どもが自
由動き回
ることが
できる。

室内では
走ったり
暴れたり
せず、静
かに過ご
すよう声
をかけ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

自由時間
の時間を
少し減ら
し、読み
聞かせの
時間を増
やす。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内で楽
しそうに
ケンケン
をして遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一人は本
児の近く
で、他児
から声を
かけら
れ、他児
の対応を
してい
た。もう
一人は本
児から少
し離れた
所で、他
児の対応
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
(１階）
でそれぞ
れの仕事
(各クラ
スの掃除
や翌日の
保育の準
備等）を
してい
た。

２人の
教師が
それぞ
れ他の
子ども
の対応
をして
いたた
め、発
見が遅
れた。

危ない遊び
をしている
子には早め
に声をかけ
る。危ない
遊びをして
いる子ども
に気づいた
ら、目を話
さないよう
に気をつけ
る。

4713

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

29 2 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

跳び箱
等、体育
器具を使
用する時
は、必ず
保育教諭
が側に付
き補助を
行ってい
る。

体育器具
を使用す
る際の注
意事項や
事故防止
の指針に
ついて、
研修を行
い全職員
で共有す
る。

1.定期的
に実施

290
2.不定期
に実施

50
1.定期的
に実施

290

十分なス
ペースに
跳び箱、
踏切板、
マットを
適切に設
置した。

体育器具
は定期、
使用前に
は必ず点
検を行っ
ており破
損はなく
安全な状
況での使
用が可能
な状態
だった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児の現
状に合っ
た跳び箱
の段数
だったの
か。

体育指導
講師によ
る保育教
諭への指
導の強
化。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　跳び箱
6段が跳
べるよう
になった
ばかりで
喜びも大
きく自信
を持って
積極的に
取り組む
姿が見ら
れてい

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

跳び箱の
側に立ち
本児が助
走してく
るのを見
守り、跳
ぶ際には
補助を行
い手を差
し伸べ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

少し離れ
た場所で
本児が跳
ぶところ
を見守り
手を差し
伸べた。

1名の保
育教諭
が補助
を行
い、も
う1名は
側で見
守って
いた。

保育教諭は
子どものや
る気や能力
など現状を
的確に把握
し、十分な
サポート体
制をとる。

4714

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 6.午睡中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

19 3 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕部
外顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

15
2.基
準配
置

登園自粛
期間だっ
たので園
児数が少
なかった
が、サッ
カーコー
チ2名と
担任１名
の計3名
の指導者
がついて
行った。
子ども達
に向けて
事前に、
起こりう
るケガに
ついての
説明や注
意点の話
が無かっ
た。

サッカー
教室で外
部講師の
指導だっ
たが、年
齢別の指
導計画を
作り、毎
回終了後
に評価・
反省も
行ってい
る。この
事故を機
に、ボー
ルを持っ
てのウ
オーミン
グアップ
のやり方
の見直し
をして、
次回から
改善し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

使用前毎
1.定期的
に実施

その都度

サッカー
をしてい
たのは、
天然芝の
園庭で
クッショ
ン性があ
るが、少
し起伏が
あるので
ぶつかっ
た時にバ
ランスを
崩したの
かもしれ
ない。

転倒した
ときの為
に、骨折
予防に肘
あてを付
けてやっ
てみた
が、汗を
かくと痒
くなり嫌
がる子が
いたた
め、再検
討してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大好きな
サッカー
コーチや
友だちと
サッカー
が出来る
事で、少
しハイテ
ンション
だった。

サッカー
前に予想
される事
故や怪我
につい
て、子ど
も達に話
をして注
意喚起す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

体を動か
す事が好
きで、運
動神経も
良い方で
ある。ウ
オーミン
グアップ
を兼ねて
行った運
動がゲー
ム性のあ
る動き
だったた
め、少し
興奮して
前をよく
見られな
くなった
かもしれ
ない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

19名の園
児がボー
ルを持っ
て動いて
いたの
で、本児
だけを見
ていたわ
けではな
いが、全
体が見通
せる場所
に立ち、
子ども達
の様子を
見ながら
声を掛け
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

コーチ2
名はそれ
ぞれ対角
線上にい
たので、
本児から
は少し離
れた所に
いた。
コーチも
全体を見
ながら声
掛けを
行ってい
た。

何度も
サッ
カー教
室を経
験して
いるの
で、慣
れが出
て注意
喚起が
少な
かっ
た。

4歳児19名に
対して、指
導者・担任
で3名だった
ので、人員
配置として
は十分だっ
たと思う
が、事前に
立ち位置に
ついての打
ち合わせ等
が必要だっ
た。

4715

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

16 3 3
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕過剰
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

事故(防
災)防止
委員会を
開催し、
事故につ
いての職
員の意識
を高め
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

毎日 ―
施設・設
備には問
題は無し

7.その
他

鉄棒での
遊び方

職員や子
どもたち
に正しい
遊具の遊
び方につ
いて伝え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外遊び
中に鉄棒
の練習を
してい
た。その
際、手を
放してし
まい落下
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒を
行ってい
る様子は
うかがえ
たが、
とっさに
落下を防
ぐことが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くで本
児とは違
う園児と
遊んでい
た。

危険を
伴う遊
具への
保育教
諭の危
機管理
不足。

危険が伴う
遊具という
事を改めて
伝え、監視
の仕方を考
えていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4716

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 5 8 3 3
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ上
腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

―

研修を行
い、事故
について
の職員の
意識を高
める。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300 特になし
施設・設
備に問題
はない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

押し車が
積み重ね
出来るよ
うに配置
されてい
た。ま
た、異年
齢の時間
だったの
で、以上
児が遊ん
でいるこ
とを真似
しようと
してい
た。

以上児に
も危ない
あそびは
しないよ
う声掛け
るととも
に、遊具
の配置を
見直す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

以上児が
遊んでい
るのを、
うらやま
しそうに
見てい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡してい
て、本児
が箱を積
み上げる
のを見た
が、声か
けをしな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びを見
守ってい
て、本児
が押し車
を積み重
ねている
ところを
見ていな
かった。

本児の
年齢で
手押し
車（段
ボール
箱）を
重ねた
上に
乗って
飛ぶこ
とによ
り、そ
の後ど
うなる
かなど
の予測

当事者意識
を持って保
育するよう
に、職員で
話し合う。
危機感を持
つ。

4717

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

15 3 3
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕か
ら前腕に
かけての
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

１～２

1.基
準以
上配
置

―

まとめて
提出して
いたヒヤ
リハット
を都度提
出する。
当月には
対策、翌
月には検
証の会議
を実施。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

ー ―

物品が及
ぼす危険
箇所ばか
り確認し
ていたた
め、起こ
りうるリ
スクを掘
り下げて
確認し合
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広い遊戯
室で、た
だ走らせ
て遊ばせ
ていた。
立って遊
ぶ子と四
つん這い
になって
遊ぶ子が
いた。

遊ばせ方
の工夫が
必要。走
る方向を
決める、
玩具を用
いる、な
ど。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室で
の様子は
いつもと
変わら
ず、遊戯
室へ行く
とすぐに
お友達と
走り回っ
ている。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

活動の要
求があっ
た他児の
対応をし
ている。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の口
腔内に食
物残渣物
を確認し
たため、
座らせ嚥
下を確認
するまで
近くで見
守ってい
る。

全体を
見てい
る職員
がいな
かっ
た。

職員間の動
きの把握。
一人が個人
に関わって
いるようで
あれば、一
人は全体を
見守る。

4718

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

12 2 2
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

50 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今までも
ソファー
に座り絵
本をよむ
ことは
あった
が、たま
たま図鑑
を置いた
上にいつ
も通り、
弾むよう
に座り手
をはさん
だ為に起
こった。

ソファー
の上に玩
具や絵本
を置いた
ままにし
ないよう
約束事を
かわして
おく。保
育者は子
どもの活
動を常に
予測し、
環境を整
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わった
様子もな
く、友だ
ちと室内
遊びを楽
しんだ
り、絵本
を読んだ
りしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

至近距離
ではない
が、同じ
保育室に
二人の保
育者がみ
まもりを
してい
た。ソ
ファーに
座って機
嫌よく絵
本を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ保育
室で見守
りの際、
本児がソ
ファーに
座って絵
本を読ん
でいた姿
は見た。
しかし手
を痛める
動作の瞬
間は、確
認できて
いない。

いつも
と違う
行動に
より、
怪我が
起こっ
てし
まっ
た。本
児も痛
かった
事など
を伝え
ること
なく時
間が過

普段より困
りごとや、
怪我・痛み
などが自ら
伝えられる
よう再度話
をしてお
く。

4719

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

20 2 2
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足中足
骨第４・
第５骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

マットは
フカフカ
マットを
使用しな
い。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

毎月の安
全点検を
しっかり
行い危険
なところ
はすぐに
改善して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

全体が見
える位置
で見守る
ように職
員の配置
を確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい

― ―

複数の職員
を配置し１
人は必ず全
体を見守
る。

4720

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

29 0 0 0 10 5 14 0 5 5
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左小趾基
節骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

新園舎に
なったば
かりで、
園児も職
員も慣れ
ておら
ず、新園
舎におい
ての事故
発生防止
マニュア
ルの周
知、共通
理解も十
分ではな
かった。

研修を受
けたり、
職員間で
事故発生
防止マ
ニュアル
を共通理
解する場
を設け、
様々なシ
チュエー
ションに
対応でき
るような
体制をつ
くる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

毎日

ホール内
の遊具の
設置の仕
方で死角
になる場
所があっ
た。

遊具の配
置場所を
見直し、
死角の場
所が出来
ないよう
工夫す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

休園後の
分散登園
中で毎日
子どもた
ちが入れ
替わった
為、全体
的に落ち
着きがな
い中、設
置された
遊具も多
かったの
で全体的
に雑然と
していた
ことが考
えられ
る。

園児数や
その日の
子どもの
様子で遊
具の数や
配置を工
夫する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時は
普通通り
で、その
後も変わ
りなく過
ごしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当は玉
入れコー
ナーの見
守りをし
ていた
が、本児
が怪我を
している
ことに気
が付けな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他４
名の職員
は、それ
ぞれ他の
各コー
ナーの見
守りをし
ていた
が、本児
が怪我を
したこと
に気づけ
なかっ
た。

ホール
内に設
置され
た遊具
が多
く、
コー
ナーの
数に対
して職
員の配
置が十
分では
なく、
職員同
士の連
携もう
まく取
れてい

毎日の反省
を元に日々
改善に努め
るととも
に、事前の
打ち合わせ
をしっかり
と行い、そ
の日の園児
の様子に合
わせて職員
の配置や動
きを考え
る。

4721

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 0 4 1 5 5 5 5 4
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

職員配置
について
改善点は
ないが、
事故防止
園内研修
を実施

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 特になし

設備等に
ついて
は、園庭
前の神社
本殿階段
の為 改
善点はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

神社本殿
前の園庭
が広い
為、遊ぶ
範囲等を
園児に分
かるよう
に区別す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日常、高
さのある
場所から
跳ぶ事を
楽しみ、
出来る事
が自信に
なってい
た。その
為、高さ
のある本
殿前から
跳ぶ様子
を保育教
諭に見て
欲しい気
持ちが強
かったよ
うだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2名は園
庭で遊ん
でいた3
歳～５歳
児の見守
りをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3名は園
庭（公
園）で遊
んでいた
1歳～2歳
児の見守
りをして
いた。

特にな
し

危険な場所
では遊ばな
いようにす
る。

4722

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 0 3 3 3 5 3 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手中指
第二関節
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

全体を見
ることが
出来るよ
うな位置
に立って
いたが、
伝達のた
めその場
を離れる
際、代わ
りの保育
教諭に声
をかけた
が、到着
する前に
場を離れ
てしまっ
た。

自分の立
ち位置を
離れる際
は、交代
する保育
教諭がそ
の場に来
るまで離
れない。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

踏み石の
足場は小
さいた
め、走っ
て登ると
滑って危
険であ
る。

今回遊具
には問題
はなかっ
たと考え
られる
が、固定
遊具の危
険箇所や
配慮事項
について
再確認し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
想定外な
動きを、
保育教諭
は予想で
きなかっ
た。

遊具でけ
がをして
しまった
事を子ど
もたちに
知らせ、
走って遊
具で遊ぶ
ことが危
険だとい
う事を話
していく
ととも
に、固定
遊具の遊
ばせ方や
保育教諭
の動きに
ついても
再確認し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

アスレ
チック遊
具に走っ
て登る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

側につい
ていた保
育教諭
が、散歩
から帰っ
てきた保
育教諭に
伝達事項
を伝えて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
教諭は、
全体の見
える離れ
たところ
にいた
が、事故
の瞬間は
見ていな
かった。

遊具の
側を離
れるた
め園舎
裏で片
付けを
してい
た保育
教諭を
呼んだ
が、そ
の保育
教諭が
来る前
にその
場を離
れてし
まっ
た。

保育教諭同
士の連携・
声掛けを密
にできるよ
うに、職員
間で再確認
した。

9 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4723

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

41 0 0 0 15 9 17 0 5 3
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１～２

1.基
準以
上配
置

・設定し
ていた跳
び箱の個
数が多
く、跳び
箱とうん
ていが離
れていた

・アスレ
チックを
使う跳び
箱の数を
一つにす
る・マッ
トの上に
跳び箱を
置く時雲
梯との距
離を短く
し危険の
無いよう
にする

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

・跳び箱
の設定台
数が多す
ぎた。

今回は遊
具自体の
欠損等が
原因では
ない為記
入せず

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

アスレ
チックな
ど子ども
が多く集
まるとこ
ろに跳び
箱を多く
置くな
ど、保育
者一人で
見れない
環境と
なってい
た。

跳び箱の
台数を減
らし、遊
びを見守
れるよう
にする。
子どもが
多くなっ
たとき
や、状況
に応じて
他の保育
者も援助
できるよ
うにする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年上の子
ども達の
様子をみ
てまねて
雲梯にぶ
ら下がろ
うと挑戦
してみた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
ではあっ
たが左側
で落ちた
ハンカチ
を拾おう
と他の子
が手を出
したとき
に別な子
とぶつか
りその対
応に追わ
れとびつ
く場面を
見れな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホール内
で違う子
どもと遊
び、その
場面を見
ることが
出来な
かった。

左側で
トラブ
ルが発
生しそ
の対応
に追わ
れ該当
児の飛
び移る
場面が
見られ
なかっ
た

・順番で遊
ぶように声
掛け遊ぶよ
うにする。
必ずその場
での遊びを
視野にいれ
て見守る。
・アスレ
チック内で
ジャンプし
たり、ロー
プで遊んで
いる子ども
がいるとき
は周りで遊
んでいる子
どもも気に
かけ、ジャ
ンプする時
に下に子ど
もがいない
かを確認し

4724

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 15 10 10 3 3
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

ー

1.基
準以
上配
置

(1) 本
来、園児
の人数に
対し十分
と考えら
れる職員
配置。に
もかかわ
らず、配
置された
職員がそ
れぞれに
分散して
しまい、
従来当該
遊具で遊
ぶ際には
最低2名
の職員が
見守りに
あたる取
り決めに
していた
ところ、
遊具担当
が1名の
状態に
なってし
まってい
た。事故
発生時、
当該1名
は他児の
対応をし

(1) 高さ
と大きさ
のあるこ
の大型遊
具に職員
が目を行
き届かせ
るため、
最低2名
が見守り
にあた
る。その
点につい
ては事故
翌日の3
～5歳担
当職員打
合せにて
職員間で
再度確
認。

事故対策
チーム
（園長・
副園長・
主任2
名・預か
り保育
リー
ダー・子
育て支援
担当・前
記職員

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

ー

本児はタ
ワーのは
しご段を
登り切っ
た乗降口
（高さ
110㎝）
より転
落。今回
の事故に
おいて
は、遊具
自体に直
接的原因
があった
というわ
けではな
く、幼児
の成長の
ためにも
一定レベ
ルの難度
の遊具は
あった方
が良いと
考える。
但し、地
面が土で
あり、ま
た転落リ
スクが高
いと考え
られるう
んていの

（１）
転落の恐
れのある
箇所には
ゴムマッ
トを敷い
た。ゴム
マット
は、遊具
販売会社
に意見を
求め、衝
撃緩和の
ために使
いやすい
と推奨し
ていて、
他園でも
好評とさ
れるもの
11枚を購
入し、設
置した
(図解10
①)（図
解10
②）。
更に、衝
撃吸収性
能が高い
とされる
（EN1177
～遊具設
置面の危

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新型コロ
ナウィル
ス感染症
対策の登
園自粛が
3月から
続き、預
かり保育
利用児も
5月いっ
ぱいは20
名程度、
6月初め
の2週間
も登園日
分散によ
り園児が
少なかっ
た。通常
登園開始
は6月15
日。15・
16日は半
日保育
で、当日
は一日保
育の初
日、本児
は初めて
の預かり
保育利用
であっ
た。担当
職員は園

登園自粛
は異例の
こととは
いえ、預
かり保育
では利用
園児の増
減は日常
的にも起
こり得
る。した
がって、
子どもが
広範囲に
動く外遊
びに出る
際、職員
は多数の
園児に目
を行き届
かせるよ
う意識を
切り替え
る必要が
ある。そ
のため
に、預か
り保育で
外遊びを
始める
際、園児
一斉に準
備運動を
行うこと

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発に外
遊びに参
加し、通
常の遊び
方でタ
ワーへ
登ってい
た。転落
に至るに
は、①好
奇心で乗
降口から
外側もし
くは下方
をのぞき
込んだ
（図解11
①）、
②はしご
段から降
りようと
して足を
踏み外し
た（図解
11②）、
の2つが
考えられ
る。例
年、年度
初めに各
クラスで
遊具の遊
び方説明
を行って

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　他児の
対応に専
念してし
まい、遊
具で遊ぶ
その他の
園児（本
児を含
む）から
目を離し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　1名は
砂場で他
の園児を
見守って
おり（通
常通
り）、も
う1名が
本来当該
遊具の見
守りにつ
くべきと
ころ、そ
の場所か
ら離れた
位置での
保護者対
応等に徹
する状態
になって
しまって
いた。従
来、預か
り保育時
は、保護
者が園児
のいる場
所まで来
て引き渡
しを行う
ことを基
本として
いたが、
この時期

この
日、本
児は入
園して
から登
園開始3
日目か
つ預か
り保育
初日で
あり、
預かり
保育職
員は本
児の活
発さに
ついて
の情報
を十分
に把握
しきれ
ていな
かっ
た。

(１）　園児
が安全に遊
具を使用で
きることを
目的とし、
年度当初の
遊具の使い
始めは、各
クラス単位
での説明(職
員による実
演にて）を
経てから、
の原則を維
持する。各
クラスの説
明完了報告
は、打合せ
で周知、預
かり保育
リーダーに
伝えた後、
預かり保育
での遊具使
用を開始す
ることを基
本とする。

今回のよう
にイレギュ
ラーな年度
始まりにお
いて、各ク
ラスでの説

4725

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 4 7 2 2
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

市への連
絡は、診
断終了が
20時だっ
た為、翌
日の午前
中に書類
を持参し
報告し
た。
絵本は交
換しな
い、座っ
て待って
いるよう
に児と約
束した。

安全管理
ができる
ようにヒ
ヤリハッ
ト提出や
けが対応
の園内研
修を行
う。
園のルー
ル変更時
は資料を
作成し回
覧すると
ともに、
担当者が
口頭で説
明し周知
徹底を図
る。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

4

掃除機の
コードに
躓き転倒
した怪
我。

子どもが
部屋にい
る間掃除
機はかけ
ない。

7.その
他

隣の部屋
に移動す
る１０分
間の出来
事。

子どもの
行動を注
視する任
務を徹底
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

絵本を取
り換える
ために本
棚へ移動
するた
め、行き
はコード
のない所
を通り、
帰りの途
中で掃除
機のコー
ドに躓い
て転倒。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児の近く
にいた
が、絵本
を取り換
えに移動
する児に
気付かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもが
いない半
面から掃
除機をか
けてい
た。子ど
もを他の
保育教諭
に任せて
掃除に専
念してし
まったた
め、児が
近くを
通ったが
気付かな
かった。

乳児担
当と幼
児担当
の保育
士で対
応して
いた。

監視役保育
士は子ども
の行動を注
視する任務
を徹底す
る。

4726

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 8 3 10 3 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

対象児が
園だけで
なく、家
庭でも何
度か足を
ひねって
いた。

家庭との
連携を
しっかり
行い、健
康状態を
把握す
る。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

12

鉄棒の下
に敷いて
あるマッ
トと鉄棒
の支柱の
間に足の
入る隙間
があっ
た。

安全点検
時にも
マットと
支柱に足
の入るよ
うな隙間
がないか
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒の下
に敷いて
あるマッ
トと鉄棒
の支柱の
間に足の
入る隙間
があっ
た。

マットと
支柱に足
の入るよ
うな隙間
なくす。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発に園
庭で鬼
ごっこを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
鬼ごっこ
を見守っ
ていた
が、とっ
さの出来
事であり
支える事
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の見守り
をしてい
た。

事故発
生前
に、家
庭でも
サッ
カーや
散歩時
スイミ
ングも
通って
いた
が、保
護者よ
り直接
報告が
なく、
対象児
の健康
状態の

家庭との連
携をしっか
り行い、健
康状態を把
握する。

4727

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

34 3 3
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

手をつな
いで走っ
たことが
骨折につ
ながった

園児を移
動させる
時には声
かけをす
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

走るとき
には、手
をつなが
ないよう
に指導す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

園児の活
動に合わ
せて職員
配置をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園後に
持ち物の
整理等を
自分で行
い絵本を
楽しんだ
後に、運
動場での
体操をす
るために
移動しま
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育教諭
1名は靴
箱でくつ
を持った
園児を連
れて移動
してい
た。本児
も後ろか
ら一緒に
移動をし
ていて転
倒した。
後方に保
育教諭1
名が一緒
に移動し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

二名の職
員で移動
してい
た。

特にな
し

園児の移動
の時には前
後、周りの
状況を把握
し保育教育
を行う。

10 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4728

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

20 3 3
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

ソフト
フォーミ
ングの上
に乗るこ
とでバラ
ンスを崩
すことも
想定し下
にマット
を敷くな
ど転倒し
ても危険
がないよ
うにする

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―
特に無
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

サーキッ
ト遊びは
転倒等の
危険をど
の箇所で
も伴う事
があると
思い見守
りの職員
の人数を
増やす。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

サーキッ
ト遊びの
他の箇所
をみてい
たたため

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

サーキッ
ト遊びの
他の箇所
をみてい
たたため

―

サーキット
遊びは転倒
等の危険を
どの箇所で
も伴う事が
あると思い
見守りの職
員の人数を
増やす。

4729

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 1 4 5 5 4
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4～5

1.基
準以
上配
置

トランポ
リンは靴
を脱い
で、ひと
りずつ使
用するこ
とは決め
ていた
が、細か
なルール
までは職
員間で決
めていな
かった。
（危機管
理マニュ
アルへト
ランポリ
ンの使用
法までの
記載がな
かった）

遊具の使
い方をま
とめたマ
ニュアル
作りを進
める

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

トランポ
リンのす
ぐそばに
マットは
あった
が、周り
に敷くこ
とをして
いなかっ
た

トランポ
リンの周
りにマッ
トを敷く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

トランポ
リンを高
く跳んで
いたが声
かけまで
至らな
かった

子ども達
自身でも
トランポ
リンを跳
ぶ感覚を
体験し、
安全な跳
び方を確
認しても
らう。ま
た、職員
間での共
通理解も
深める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動神経
が割と良
い本児だ
が、当日
は普段よ
りも少し
高くトラ
ンポリン
を跳んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

3.4歳児
へ水分補
給を呼び
かけ、水
筒置場の
方から本
児の様子
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・5歳児3
名が隣の
教室にて
ままごと
がしたい
と移動し
たため一
緒に隣の
教室にて
見守って
いた。
・3歳児
担任は事
務所にて
食器の準
備　・主
幹は姉妹
園より給
食搬入中
・園長は
事務所に
て事務処
理中

水分補
給の声
掛けの
際、
トラン
ポリン
の側か
ら離れ
てし
まった
ことに
より転
倒した
本児に
手を差
し伸べ
ること
が出来
なかっ
た。

トランポリ
ン使用時、
持ち場を離
れる際はト
ランポリン
を一旦終了
させてから
離れる。人
員配置に合
わせた遊具
の出し方、
約束の仕方
をしてい
く。

4730

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

15.３
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

子どもた
ちの身体
機能を高
めるため
に、体幹
を鍛えた
り、機敏
性を養っ
たりする
ことがで
きる遊び
や活動を
多く取り
入れてい
くこと。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

子どもた
ちの身体
機能を高
めるため
に、体幹
を鍛えた
り、機敏
性を養っ
たりする
ことがで
きる遊び
や活動を
多く取り
入れてい
くこと。

7.その
他

―

子どもた
ちの身体
機能を高
めるため
に、体幹
を鍛えた
り、機敏
性を養っ
たりする
ことがで
きる遊び
や活動を
多く取り
入れてい
くこと。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園中の
ため、近
くにいな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園中の
ため、近
くにいな
い。

―

転倒時にす
ぐに手が出
るよう、子
どもたちの
身体機能を
高めるため
に、体幹を
鍛えたり、
機敏性を
養ったりす
ることがで
きる遊びや
活動を多く
取り入れて
いくこと。

4731

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

25 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足親指
の骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

２、３
2.基
準配
置

普段して
いる遊び
でもけが
につなが
ることが
ある。

けがが発
生した時
には、職
員に周知
し次回の
けがが防
げるよう
にする。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

3

広い場所
で鬼ごっ
こをした
が、グ
ループが
二つでき
たためぶ
つかって
しまうこ
とになっ
た。

遊びはじ
めると周
囲が見え
にくいの
で遊ぶ範
囲を決め
るなど環
境を考え
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
のグルー
プが二つ
あった
が、距離
が近く交
錯してし
まった。

遊ぶ範囲
を決める
など、同
じような
内容の遊
びどうし
がぶつか
らないよ
うに気を
つける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

２グルー
プで鬼
ごっこを
していた
が、別の
グループ
の子と衝
突して転
ぶ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
うさぎ当
番に誘う
ため、声
をかけよ
うと目で
追ってい
たので転
ぶ瞬間を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の砂
場で他の
グループ
の遊びに
関わって
いた。

子ども
の行動
につい
ての把
握がう
まくで
きてい
ない部
分が
あっ
た。

学年間で連
携をとった
り、フリー
の職員が協
力したりし
て子どもの
安全に十分
な人数で保
育できるよ
うにする。
また、子ど
もの行動を

4732

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

51 22 29 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

本児が転
落した
際、職員
が反対側
にいたた
め

遊具の使
い方、遊
び方、危
険なこと
を確認す
る

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

危険遊び
に関して
の注意不
足

鎖部分に
足をかけ
てよじ登
れない
(跨げな
い)よう
に透明
シートを
取り付け
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の下
にマット
がなかっ
たため

遊具の下
にマット
を敷く
(設置済)

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具にま
たがって
遊んでい
たため落
下

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

反対側で
対象児と
もう一人
の園児を
見ていた
が、対象
児が落下
した瞬間
間に合わ
なかった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で他
児のトラ
ブルに対
応してい
たため

自由遊
び(保護
者が児
を迎え
にきた
後）の
時間に
遊具の
危険な
使い方
を知っ
てしま
い、そ
れが何

職員の視野
をもっと広
げ、保護者
の方にも声
をかけてい
く。

4733

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 2 17 6 3
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

ステージ
上に座ら
ないこと
が、マ
ニュアル
にはな
かった。

マニュア
ルに追加
すること
を検討す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ステージ
の高さが
階段が無
くても上
がれる高
さのた
め、子ど
も達が自
由に上
がってい
た。

ステージ
に上がら
ない約束
をする。
（ルール
を作
る。）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人員は配
置してい
たが、職
員の立ち
位置が悪
かった。

職員会で
話し合
い、互い
に目くば
せをして
連携をと
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おもちゃ
を取ろう
とした
際、バラ
ンスを崩
し転げ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鳴き声を
聞き、す
ぐかけつ
ける。→
担任に報
告。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任が保
護者にす
ぐ報告を
する。

すぐに
助ける
事が出
来な
かっ
た。

担当職員は
全体を見る
ようにす
る。

4734

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

17 4 3
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

ー

1.基
準以
上配
置

急な転倒
を予測で
きなかっ
た。

安全面に
おける
チェック
リストを
再確認
し、より
細かい予
測を加え
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

ー

年齢や発
達段階に
応じた援
助や環境
の構成が
不足して
いた。

遊具や玩
具の点検
だけでな
く、一人
一人に応
じた援助
と環境を
話し合う
機会を設
け、共通
理解を図
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

積み木の
上を歩い
たとき
に、バラ
ンスを崩
してし
まった。

一人一人
の子ども
の動きや
変化を見
極め、年
齢児に応
じた遊具
や遊び方
であった
か検証
し、職員
間の共通
認識を図
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園後、
特に体調
が悪い様
子は見ら
れず、
踊った
り、走っ
たりした
後、積み
木遊びを
楽しんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くで、
他児の歩
行を補助
してい
た。転倒
する瞬間
に手を差
し伸べよ
うとした
が、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室で
遊んでい
た他の子
どもたち
の遊びを
見守った
り、保育
室を行き
来したり
してい
た。

対象児
の近く
にはい
たが、
急な転
倒を予
測した
り、補
助した
りする
ことが
できな
かっ
た。

段差がある
ところを歩
いたり、遊
んだりする
ときは、つ
まづきや転
倒に留意
し、必要に
応じて他の
保育者にも
声を掛け
る。

4735

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

19 3 3
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼・
歯根破折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

危機管理
を職員で
再確認し
た

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

部屋に破
損した箇
所などな
かった
為、改善
策はな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員3人
が片付け
をしてい
た為、全
員下を向
いてい
た。

全員同じ
行動では
なく、１
人の職員
は全体を
見て、周
りを確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り穏や
か。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体に片
付けの指
示の声掛
けをしな
がら片付
けをして
いた為、
他児が本
児にぶつ
かる、本
児が床に
口をぶつ
ける瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちと
一緒に片
付けをし
ていた
為、見て
いなかっ
た。

3人の職
員がい
たのに
も関わ
らず、
他児が
走って
いた事
と本児
にぶつ
かった
事に気
が付か
なかっ
た。

片付けをし
ながらで
も、周りを
確認しなが
ら全体をみ
るようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4736

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

96 33 30 33 9 9
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘外果
上骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

よりマ
ニュアル
を遵守し
た見守り
を行って
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

危険個所
を瞬時に
発見して
改善して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

激しい遊
び方にな
ることが
あり、都
度声かけ
はしてい
たが、明
確なルー
ルは決め
ていな
かった。

友達の上
に載らな
い、引っ
張らな
い、押さ
ない等明
確にルー
ルを決
め、園児
に共有す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児の様
子は通常
通りで
あった
が、周囲
の園児の
テンショ
ンがエス
カレート
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

見守りの
配置職員
はいた
が、他の
場所をみ
ており、
怪我の現
場を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

見守りの
配置職員
はいた
が、他の
場所をみ
ており、
怪我の現
場を見て
いなかっ
た。

―

激しい遊び
方になって
きている時
は、一度遊
びを切り上
げ、気持ち
を落ち着か
せる。

4737

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

42 0 0 0 13 15 14 3 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

仙骨不全
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

人工芝で
の注意事
項がな
かった。
人工芝が
あるとこ
ろの遊び
方を考え
る。

早急に事
故防止マ
ニュアル
を整備し
なおす。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎週末

人工芝が
滑りやす
く危ない
という意
識が低
く、注意
が足りな
かった。

人工芝で
の遊び方
を考え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人工芝は
滑りやす
いので遊
び方に注
意をす
る。

人工芝の
あるとこ
ろは下か
ら登らな
い、上か
らは座っ
て滑って
降りてく
ることを
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常どお
りの登
園。登園
前体温は
36.6度、
保育者と
本児で芝
の生長具
合を見て
回りなが
ら草を探
して遊ん
でいた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

一緒にい
た保育者
が注意を
促そうと
したとき
に本児が
転び滑り
落ちてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　園庭で
縦割り保
育をして
いたた
め、他の
職員は園
庭の違う
場所に配
置してい
て見てい
なかっ
た。

今まで
事故や
怪我が
なかっ
た場所
なので
注意が
遅れ
た。

注意が必要
な場所とし
て全職員に
周知する。

4738

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

9 1 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端若木
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

園全体で
もう一度
マニュア
ルの確認
を行う。

1.定期的
に実施

244
1.定期的
に実施

244
1.定期的
に実施

244

遊具の危
険箇所に
ついて職
員間で確
認をし、
周知して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

総合遊具
のはしご
の１段の
差が大き
い。

総合遊具
で遊んで
いるとき
は保育者
が全体に
目を向
け、危険
箇所には
側に付く
ようにし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず、
総合遊具
で遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊具全体
を見てい
たため、
少し離れ
たところ
にいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外で遊
んでい
た、その
他の園児
を見てい
た。

―

総合遊具で
遊んでいる
ときは保育
者が全体に
目を向け、
危険箇所に
は側に付く
ようにして
いく。

4739

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

16 3 3
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右母指末
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

１～２
2.基
準配
置

―

全職員で
ヒヤリ
ハットの
検証、事
故内容・
状況を伝
え、危機
管理意識
を高め
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

グリスト
ラップの
鉄板を子
どもが持
ち上げら
れること
がある。

グリスト
ラップが
ある場所
にプラン
ターを置
き、子ど
もが入ら
ないよう
にしたり
鉄板の上
にもプラ
ンターを
置き、子
どもが持
ち上げら
れないよ
うにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

園庭で複
数クラス
が活動す
るときも
職員同士
の連携を
高めて全
体を見
守ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

地面に車
の玩具を
走らせて
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
をしてい
た職員が
子どもた
ちが集
まってい
ることに
気づき、
走って近
づいた
が、それ
に気づい
た他児が
鉄板を離
し、事故
に間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もと関
わってい
た。

いつも
集まっ
ていな
いとこ
ろで集
まって
いるこ
とに気
づくこ
とが遅
かっ
た。

全体を把握
し、危ない
時にはすぐ
に手を差し
伸べる距離
にいるよう
にする。

4740

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

59 26 33 4 4
16.４
歳

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨骨
幹部骨
折、左橈
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

担当職員
の配置場
所・見守
り方

職員間の
引き継
ぎ・戸外
での遊び
方を再確
認する・
怪我に繋
がりそう
なときは
早めに声
掛けをす
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
2.不定期
に実施

ー
木の根に
つまずい
た

遊具の裏
の木の根
が張って
いる狭い
場所では
走らず、
広い場所
で走るよ
う指導す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
の行動範
囲が広
く、動き
が大胆に
なる

戸外遊び
時の約束
や遊ぶ場
所や範囲
などを再
確認する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お友だち
と追いか
けっこを
していて
転倒

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊具で遊
ぶ子ども
を中心に
見守って
いたとこ
ろ、子ど
も自身が
腕が痛い
と泣いて
職員に訴
えてく
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子ども全
体が見渡
せる所で
離れて見
守りをし
ていた

子ども
達の行
動範囲
が広
く、目
が行き
届か
なった

事前に遊ぶ
範囲や遊び
方を指導
し、職員の
配置や見守
り方を工夫
する

4741

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

59 19 17 22 4 4
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

　骨折
肘関節
(ボルト)
橈骨　と
尺骨(ギ
ブス）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

朝は、子
どもの受
け入れや
保護者か
らの聞き
取りがあ
るため、
煩雑な時
間です。
そのため
遊びの制
限を行い
ながらで
きるだけ
子ども達
の気持ち
を受け入
れて遊ん
でいる毎
日でし
た。

子ども達
の行いた
い遊びを
尊重しつ
つ、子ど
もの様子
や職員の
状況に合
わせて職
員がつけ
ないとき
は、リス
クの高い
遊びをお
休みにす
るなど臨
機応変な
対応をし
ていかな
ければな
らないと
考えてい
ます

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

当園は街
中にあ
り、ダイ
ナミック
に遊べる
環境がな
いため、
できるだ
け子ども
達に登
る・ぶら
下がるな
どの体験
をさせた
いと考え
て、昨年
の運営補
助金で購
入した固
定遊具で
した。落
下が一番
気になる
ところで
したの
で、人工
芝生を敷
いて対応
していま
した。

落下防止
に敷いて
いた人工
芝生は、
不十分だ
とわかっ
ていまし
たが、次
年度の補
助金で購
入すると
計画して
おりまし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当園に限
らず、保
護者の対
応などが
あること
で子ども
の遊びを
制限する
か、保護
者対応専
門の職員
を配置す
るなどの
工夫をし
ないと全
てを見切
れない現
状です。

職員を増
やすため
には、法
人に依頼
するか、
国の配置
基準を減
らして頂
かないと
厳しい状
況です。
園として
できるこ
とは、子
どもの遊
びの制限
すること
が、最善
となりま
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は、
日頃から
活発であ
り、はん
とう棒を
好んでよ
く行って
いまし
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子ども達
から、は
んとう棒
をして遊
びたいと
申し入れ
があり、
園庭内に
いる職員
と確認を
して、1
名がはん
とう棒に
つくこと
が可能と
判断し、
遊び始め
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

はんとう
棒につく
職員を決
めたこと
もあり、
その他職
員は別な
遊びをす
る子ども
たちの遊
びを見て
いた。

子ども
の受け
入れ、
保護者
対応
は、毎
日状況
が変わ
りま
す。ヘ
ルプを
どのよ
うに互
いに発
信でき
るか大
事にな
りま
す。

職員研修な
どで、どの
ように状況
判断をする
かなど経験
年数に合わ
せて学ぶ機
会を持ちた
いと思いま
す。

4742

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

12 2 2
15.３
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手ひと
さし指骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし

保護者へ
の事故防
止対策の
周知。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし
7.その
他

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

降園時
に、３歳
以上児が
園庭であ
そぶ居残
り保育を
行ってい
た。本児
もお迎え
時に遊び
たがって
いたが、
母親が急
いでいた
こともあ
り、その
まま車に
むかっ
た。

お迎え時
に挨拶を
した後、
保育室か
らはス
ムーズに
出たので
保護者に
本児を渡
した。

外で居残
り保育を
していた
こともあ
り、担当
者は本児
と保護者
に挨拶の
声は掛け
たが、そ
のまま居
残り保育
中の子ど
も達の様
子を見て
いた。

特にな
し

保護者への
事故防止対
策の周知。

4743

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

20 4 4
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右親指末
節骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

―

園の危険
カ所を見
直し、職
員間で共
有してい
く。

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

上吊り引
き戸のた
め、戸が
動きやす
い状態に
あった。

園児の力
では戸の
開閉がで
きないよ
うにス
トッパー
などで固
定する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

登園して
いる園児
が半数ほ
どで2ク
ラス合同
で過ごし
ていた。

次の活動
に見通し
を持って
行動でき
るように
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室で
体を動か
し、給食
の準備に
向かうと
ころで
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにい
たが、指
先の方ま
で確認が
できてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室で
遊んでい
る他の園
児や先に
部屋に
帰った園
児を見て
いた。

園児が
戸に手
を触れ
ている
ことに
保育教
諭が気
付くの

職員の配置
場所を明確
にし、丁寧
に園児を見
守ってい
く。

12 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4744

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

15 1 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

園全体で
園内の危
険箇所や
遊具につ
いての注
意喚起不
足

月1回の
職員会議
におい
て、危険
箇所や事
故予防策
について
の情報を
共有する
とともに
園全体で
事故予防
の研修を
行い、危
機意識の
向上を図
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

落下する
ことを想
定した安
全対策が
必要で
あった

雲梯下に
安全対策
マット設
置

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動範囲
が広いた
め、全体
把握の必
要性も
あった

保育人数
により活
動の範囲
や遊具を
制限し、
全体把握
しやすい
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康面に
問題な
く、元気
に活動に
参加。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯に取
り組む姿
があり、
可能な限
り自らの
力で達成
できるよ
う側で見
守りを
行ってい
た。対象
児が落下
する瞬間
を見てお
り、手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

握力が
弱く、
落下す
ること
を想定
される
ため、
補助す
る必要
があっ
た

月齢や個人
の発達を考
慮し、雲梯
の際は補助
するなどの
対応を行う
ようにする

4745

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 1 1 1 1 1 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨・
尺骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

絵本を読
んでいた
ところ急
に立ち上
がりパー
テーショ
ンを跳び
越えよう
とした。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
たところ
で子ども
をみてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の子ど
ものお迎
え対応に
出てい
た。

違う種
類のお
もちゃ
を用意
して遊
ぶとき
に空間
を分け
たり、
お部屋
が広す
ぎると
子ども
が室内
を走る
など落
ち着か
なくな
る時が
あるた
めパー

突発的な動
きであり避
ける事が難
しい状況で
あったが、
パーテー
ションの配
置について
の検討や日
頃より危険
な行動につ
いて話して
聞かせる事
で予防して
いきたい。

4746

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

35 3 3
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘関節
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

子どもの
活動環境
や職員配
置等に問
題なかっ
たため、
特にな
し。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

子どもの
活動環境
に問題な
かったた
め、特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

人員は十
分に配置
されてい
た為、特
になし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

転がった
ボールに
子どもが
群がる箇
所を中心
に見てい
た為、対
象児の瞬
間の動き
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
の動きと
重ならな
いように
対角線上
に位置取
り、違う
角度を見
ていた
が、対象
児の瞬間
の動きは
見ていな
かった。

―

更に視野を
広げて、全
体を把握し
ようとする
意識の向
上。

4747

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨開
放骨折、
脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

当該遊具
の中で追
いかけっ
こをしな
いという
決まりに
なってい
たが、上
記マニュ
アルに記
載がな
く、全職
員に周知
できてい
なかっ
た。

8月7日緊
急会議を
開催。全
職員に周
知すると
ともに、
マニュア
ルを改訂
する。

1.定期的
に実施

ー
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

ー

遊具の階
段の下
は、土と
砂であ
り、踏み
固められ
ていて硬
かった。

階段の下
等に衝撃
吸収マッ
トを敷い
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

階段の下
等に衝撃
吸収マッ
トを敷い
た

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

非常に活
動的であ
り、俊敏
ではある
が、小さ
な怪我
(擦り
傷、かす
り傷等)
も時々見
られた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児のお
迎えに来
た保護者
の対応中
であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

発生場所
では当該
の1クラ
スのみ活
動してい
た。

接触し
た他児
とは体
格差が
あっ
た。接
触した
児>本
児。

二人同時に
階段に立た
ないように
する。

4748

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 7 6 5 2 2
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第4指
末節骨骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

１～２
2.基
準配
置

本児と対
面にいた
ため、後
ろから倒
れた棚を
止めるこ
とができ
なかった

保育士の
位置の確
認

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―
衝立棚の
撤去

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児と対
面にいた
ため、後
ろから倒
れた棚を
止めるこ
とができ
なかった

保育士の
位置の確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―
棚の固定と
共に大人の
位置の確認

4749

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

32 12 16 4 3 3
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

怪我の状
況把握が
未熟だっ
たため、
処置及び
医療機関
への搬送
ができな
かった。

怪我をし
た際はす
ぐに報
告、及び
複数での
確認、把
握、対応
を行い、
大きな怪
我を想定
した上で
の対応、
対処を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

他児を押
してしま
いそうな
環境

ルールを
明確に
し、環境
の見直し
を行う
・高技台
のスター
トとゴー
ルを明確
にする
・ホール
で遊ぶ人
数によっ
て、対応
する保育
教諭の数
を増やす

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児を押
してしま
うという
子ども理
解が足り
ず、前
もって気
づかせる
配慮がで
きなかっ
た

体の使い
方がぎこ
ちない、
力の加減
が難しい
等の子ど
も理解を
しっかり
し、危険
を予測し
て前もっ
て注意喚
起する等
の配慮を
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

動きに注
意を払っ
ていた
が、横か
ら来た他
児への配
慮が足り
ず、押し
てしまう
事が予想
できな
かった

他児を
押して
しまう
という
子ども
理解が
足り
ず、前
もって
気づか
せる配
慮がで
きな
かった

体の使い方
がぎこちな
い、力の加
減が難しい
等の子ども
理解をしっ
かりし、危
険を予測し
て前もって
注意喚起す
る等の配慮
をする
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4750

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 18 18 7 7
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

職員配置
について
は問題は
なかった
が、全職
員が安全
意識を
持って見
守りを行
えるよう
に周知す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

活動前に
緩衝マッ
ト上の砂
を掃いて
おき、転
倒や擦傷
の発生を
防ぐ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

普段通り
の活動で
あり、活
動自体に
特に問題
はなかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時よ
り普段通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育教諭
7名で園
庭を見
守ってい
た。内、
3歳児ク
ラスの担
任2名
が、対象
児の側に
いた。対
象児の方
を向き、
視界には
入ってい
たが、担
任同士で
クラスの
子どもの
話をして
いたた
め、対象
児の動き
をしっか
りと把握
すること
ができて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児か
ら離れた
位置で、
別の園児
の見守り
をしてい
た。内1
名の保育
教諭は、
事故発生
時に対象
児の方を
見てお
り、落下
時の様子
を把握し
ていた。

特にな
し

・固定遊具
等で遊ぶ際
には、必ず
保育者が側
につき、目
を離さない
ようにす
る。また、
必要に応じ
て体を支え
て補助をし
たり、危険
な行動に対
して声かけ
をして未然
に防いだり
する。
・遊具の遊
び方、危険
個所につい
て職員間で
改めて確認
する。ま
た、園庭入
口に見守り
の際の注意
事項を掲示
しておくこ
とで、全職
員が安全に

4751

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

30 4 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第５指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

危険回避
能力を高
めるよう
な、プロ
グラムを
保育・教
育に取り
入れる

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

裸足保育
の為、園
庭は石な
ど拾い整
備に努め
ているが
更に注意
し整備を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

転ぶ時の
手のつき
方を子ど
もたちに
再度伝
え、事故
防止に努
めていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

部屋に戻
る際、周
りの子ど
も達は歩
いていた
が一人小
走りで戻
ろうとし
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

両手を着
き転倒す
る瞬間を
見てい
た。突然
だった為
手を差し
伸べるこ
とができ
なかった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当者の
後ろを歩
く子ども
達のとこ
ろに付い
ていた

早く部
屋に戻
ろうと
いう思
いがあ
り、走
り出し
たこと
が要因
と思わ

走ったり、
急がないよ
う声を掛
け、常に職
員間で子ど
もの動きを
把握し連携
をとってい
く

4752

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

5 1 1
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性亜
脱臼、唇
裂傷、歯
根破折の
疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

担任、補
助、一人
ひとりが
共通理解
をして保
育が出来
るよう、
各年齢に
応じた配
慮につい
て詳細を
記載した
ものが必
要であっ
たと考え
られる。

各年齢に
応じた配
慮につい
てチェッ
クリスト
の作成と
周知。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

ー ―

不具合が
あれば修
繕をした
り、廊下
は見通し
よく整理
整頓を心
掛ける

7.その
他

0～2歳児
は裸足保
育であっ
たが、外
靴を履く
ために靴
下を履い
ていたこ
とも一つ
の要因と
考えられ
る。

保育中、
室内で靴
下は履か
ないこと
の徹底。
外靴に履
き替える
場所で靴
下を履
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

嬉しい時
は全身で
喜びを表
現するた
め、今回
外遊びに
行く嬉
しさのあ
まりジャ
ンプをし
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該幼児
の性格は
把握して
いたが、
ジャンプ
をした際
の転倒を
防ぎきれ
なかっ
た。

―

当該幼
児が他
児より
も少し
離れて
いたこ
と、ま
だ2歳児
である
ことや
当該幼
児の性
格(喜び
を全身
で表
現）も

身体の使い
方、性格も
考慮し、危
険のないよ
うに見てい
く。特に楽
しくなる場
面でそばに
ついて様子
を見ながら
危険のない
ように伝え
ていく。

4753

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

111 6 6
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

コロナ休
園明けに
怪我が増
えている
ことを把
握し、職
員間で準
備体操や
柔軟体操
を取り入
れていく
話をして
いたが、
活動に
あった体
操が十分
にできて
いなかっ
た。

今後も、
子どもた
ちの意欲
や気持ち
の高揚を
思慮しな
がら、現
状の体力
に合わせ
た活動を
してい
く。
これから
身につけ
てほしい
運動能力
を勉強会
等で共有
し、活動
にあった
準備体操
や柔軟体
操を取り
入れた
り、保育
の中でも
バランス
感覚が養
えるよう
な活動を
取り入れ
ていく。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

定期的に
用務員が
芝生の状
態を確認
し芝刈り
や植替え
を行って
いたが、
天然芝な
ので凹凸
ができて
しまって
いた。

今後も用
務員と連
携して、
定常的に
芝生の状
態を確認
し、芝刈
りや植替
えを行っ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コロナ休
園明けか
ら少しず
つリレー
の練習を
行ってい
たので走
ることに
は慣れて
いたが、
クラス対
抗で勝ち
たいとい
う気持ち
が強く、
他クラス
の子ども
や先ばか
りをみて
しまい足
元まで注
意が及ば
なかっ
た。

活動の前
に怪我に
つながり
やすい場
所や状況
を子ども
たちと確
認する。
園庭の芝
生は凹凸
がありつ
まづきや
すくバラ
ンスを崩
しやすい
こと等、
その場所
で起こり
うる怪我
を伝え、
子どもた
ち自らも
気をつけ
ていける
ようにし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気で
あった。
走る前に
準備体操
を行い、
自分の番
になり
走った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

走位順に
バトンを
受け取る
ように子
どもたち
を並べ替
えたり、
バトンの
受け渡し
方の指導
をしてい
た。走っ
ている様
子をみて
いたが、
怪我をし
た瞬間に
は気づけ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

走位順に
子どもを
並べ替え
たり、
待ってい
る子ども
を見た
り、それ
ぞれの位
置で子ど
もたちを
見てい
た。

各々の
職員が
子ども
たちを
並ばせ
たり座
らせた
りする
ことに
重点を
おいて
しま
い、全
体や
走って
いる子
どもを
注視す
る余裕
がな
かっ
た。

全体の子ど
もたちの様
子を把握で
きるように
職員同士で
連携をと
る。十分な
スペースが
ある場合
は、子ども
たちの待機
場所をト
ラックの外
に設定し、
走っている
子どもの姿
をとらえや
すいように
する。

4754

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

56 2 2
17.５
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘関節
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

３～４

1.基
準以
上配
置

トイレに
急いでい
た為、
走ってい
た。

園児全体
に、通路
を走らな
いように
話をする
ととも
に、通路
には、歩
くように
促す張り
紙をし
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

３～４ なし

通路に危
険なとこ
ろがない
か確認し
たが、特
に問題は
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

トイレに
急いでい
た為、
走ってい
た。

走ってい
る子に
は、走ら
ないよう
に声掛け
をしてい
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

トイレに
行くとこ
ろを離れ
たところ
から見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

トイレに
行くとこ
ろを離れ
たところ
から見て
いた。

―

何気ない行
動が、怪我
につながる
ことがある
ので、見守
りを怠らな
いようにす
る。

4755

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

53 24 29 4 4
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特記事項
なし

研修も職
員配置も
十分にお
こなって
いた為、
改善点な
し。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

12
特記事項
なし

点検は十
分に行っ
ている為

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

発汗によ
り、手の
ひらが濡
れた状態
で雲梯を
行った可
能性があ
る

汗を拭い
てから雲
梯に取り
組むよう
な声掛け
と共に自
ら気を付
けられる
ような指
導を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
く、普段
と変わら
ない動作
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯とそ
のすぐ隣
にあるの
ぼり棒の
両方の見
守りをし
ていた
為、対象
児が落下
する瞬間
が見えた
が、補助
には間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一緒に活
動してい
た年中児
クラスの
園児の見
守りを
行ってい
た為気付
かなかっ
た。

見守る
園児の
優先順
位の見
極めが
できて
いな
かっ
た。

年長だから
大丈夫と思
わず、他の
クラスの職
員と相談
し、朝の活
動を進めて
いくように
していく

14 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4756

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

14 4 6 4 8 3 3 14 11
17.５
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部 頭部裂傷
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

車から降
りて虫に
夢中に
なってい
たため

登降園時
は保護者
のそばを
離れず、
手を繋い
で登降園
するよう
に園児に
話をする
とともに
保護者に
も、お便
りや玄関
張り紙に
て注意喚
起を促し
ていく。

1.定期的
に実施

15
1.定期的
に実施

15
1.定期的
に実施

毎日

駐車場が
混雑する
時間帯で
あったこ
と、園児
が死角に
なってし
まった。

駐車場内
では保護
者は子ど
もから目
を離さず
安全を確
認した上
で車を発
車しても
らうよう
お願いし
ていく。
また園内
研修・職
員会議な
どで対応
について
周知して
いくよう
にする

7.その
他

車から降
り寄り道
してし
まった。

車から降
りたら、
すぐ手を
つないだ
り、送迎
者のそば
を離れな
いことを
送迎者や
子ども達
に伝えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

色々なこ
とに興味
があり、
特に虫は
大好きな
ので登園
時、見つ
けた虫を
見入って
しまった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は出
勤はして
いたが、
園内にい
た園児を
保育して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員の通
勤時間帯
ではあっ
たが、事
故発生
時、まだ
職員も少
なく、出
勤してい
た職員は
それぞれ
の職務に
あたって
いて駐車
場の様子
を把握で
きていな
かった。

時間外
対応の
時間帯
で職員
の数に
限りが
あっ
た。

職員が危な
い場面を見
かけたとき
は声をかけ
たり、事務
室の職員が
見届けする
ようにして
いくことを
職員全体で
周知してい
く。また送
迎者の方々
にも安全な
運転や送迎
に十分留意
してくれる
よう促して
いく。

4757

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

15 15 15
15.３
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

保育終了
後は、園
庭で遊ば
ずに帰る
べきで
あった。

降園時で
も遊んで
いるお子
さんがい
るので、
このよう
な事故も
他保護者
にも伝
え、降園
後は遊ば
ずに帰る
よう促
す。全体
で周知し
事故防止
に取り組
む。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

落下時の
ケガ防止
の為に、
衝撃緩和
マット等
を敷いて
おく必要
があっ
た。

雲ていで
の遊び
は、２歳
児に適応
していな
いので保
護者に危
険を周知
する必要
がある。

7.その
他

―

保育終了
後のた
め、記載
なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の園児
が雲てい
をしてい
る様子を
みていた
ため、マ
ネをして
みたく
なったの
かもしれ
ない。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育終了
後のため
記載な
し。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育終了
後のため
記載な
し。

母が、
見守り
中に手
の届く
位置に
いな
かっ
た。

母見守り
だったた
め、保育者
はいなかっ
たが、遊ん
でいる様子
が見えてい
た場合注意
する必要が
ある。見守
り者は、も
し手を離し
た場合を考
え、受け止
められる体
制をとる。

4758

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 13 20 22 3 3
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左環指基
節骨　骨
端線損傷

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

晴天で心
地よかっ
たのでお
もいっき
り走り回
れる環境
だった。

気持ちが
昂る状況
であった
ので、
しっかり
職員配置
を見直す
ことも必
要だっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

久しぶり
の園庭遊
びと教育
実習生と
の新鮮さ
に興奮し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体をみ
ながら、
本児が鬼
ごっこを
している
ところを
確認して
いる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
を見てい
た。

教育実
習生が
来てい
たこ
と。

気持ちが昂
る状況で
あったの
で、しっか
り職員配置
を見直すこ
とも必要
だった。

4759

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

53 28 25 5 5
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

単純骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

潜在的支
援保育児
（ボー
ダー児）
の突発的
行動をど
のように
抑止する
かが課題
となって
おり、検
討してい
く。

職員の加
配（９月
１日
付）、子
どものク
ラス替え
（１０月
１日予
定）、職
員へのリ
スクとハ
ザード別
にみる安
全管理方
法、子ど
も達への
理解でき
る語り掛
けを実行
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ハザード
をなくし
ていく目
線で環境
整備の再
構築をお
こなう必
要性を討
議した。

安全対応
マットの
整備をし
た。（８
月１０日
完了）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

死角にな
らないよ
うな遊具
の配置に
ついて検
討の余地
がある。

じゃれあ
いの加減
について
の予測が
こども同
士でも立
たない場
合への指
導のあり
様をどう
すべきか
検討をし
ている。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育者は
ほかにも
遊具の特
性で事故
が起こる
可能性が
ある場所
につき、
それぞれ
の場所で
安全管理
をしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

大型遊具
の中２階
へあがる
際の行動
なので見
守っては
いたが予
見可能性
がある動
きからの
事故では
なかった
ため対応
が遅く
なった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
の位置で
ほかに遊
ぶこども
達を見て
いた。

感情の
発出を
抑えら
れる諭
し方や
コント
ロール
を指導
内容と
して学
ぶ。

配置状況は
十分であ
り、基準以
上いるがそ
れでも時間
的スポット
勤務者を増
やすことを
計画してい
る。

4760

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

18 4 3
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
先端の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

職員配置
は十分
だったと
思うが、
休日明け
の月曜日
の朝の時
間帯で子
どもたち
も落ち着
かない様
子だった
と思われ
る。

事故予防
に関する
研修など
に多く参
加して事
故がおこ
りやすい
時間帯や
場所など
について
学び、職
員全員で
気を付け
ていきた
い。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

50

子ども達
が遊ぶ場
所の近く
に布団を
あげた机
を置いて
いた。

子ども達
が保育室
に入る時
間帯は机
の上の布
団や机を
寄せてお
く。
危険のな
いよう、
机の置く
配置等を
考える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

机の上に
布団が
あったの
で、子ど
もの興味
を引いた
と考えら
れる。

机の上に
布団があ
ると、子
どもの興
味を引く
ので布団
は危険の
ないよう
に、床に
ござを敷
いて置く
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

日頃から
落ち着き
がなく、
なかなか
指示が入
りにくい
本児であ
るが、特
に休日明
けの月曜
日は生活
リズムが
整わず、
多動な様
子が見受
けられ
た。他の
子が座っ
て話を聞
いている
中、ふざ
けて机の
上に上が
り、布団
の上で遊
んでい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

机の上の
布団の上
に３人が
ふざけて
横になっ
ていたの
で、危険
なので机
から降り
るように
ことばを
かけた。
他の２人
の子ども
は机から
降りた
が、本児
は指示が
入らず降
りようと
しなかっ
た。おや
つの準備
があるの
で、机を
動かそう
としたと
ころ、バ
ランスが
崩れて机
が倒れ、
床と机に
本児の右
手小指が

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
も達はお
やつ前
だったの
で、座っ
て話を聞
いてい
た。順番
に手洗い
をしてい
たので、
職員も分
かれて見
守った
り、手洗
いの援助
をしてい
た。

子ども
が机の
上にい
たの
に、動
かして
しまっ
たので
バラン
スを崩
して机
が倒れ
てし
まった
ことが
要因の
一つと
考えら
れる。

何よりも子
どもの安全
が第一なの
で、子ども
を安全な位
置に移動さ
せてから机
を寄せるよ
うにする。
子どもの姿
を予測して
保育する。

4761

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 6 7 7 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

この日、
本児は
ドッヂ
ボール中
も少し落
ち着きが
なかっ
た。

事故防止
に関する
研修内容
を見直
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

ー なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児につ
まずいて
転倒。

走る人数
を減ら
す。転び
方や手の
つき方も
指導に盛
り込む。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもよ
り活発
で、クル
クル回る
など、落
ち着きが
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走り出す
子たち全
体を危険
のない様
に見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ホールの
周囲を走
る子ども
たちを担
当職員の
反対側か
ら見守っ
ていた。

なし

職員同士声
を掛け合
い、子ども
たちの様子
を注意深く
見守る中
で、必要が
あれば制止
することも

4762

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 7 9 4 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

骨折（疑
い）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

子どもが
それぞれ
の場所で
活動して
いたた
め、目を
離す時間
があっ
た。

職員の声
掛けと子
どもの動
きの把
握、見守
り

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

12

ロープが
つながっ
ているが
ロープを
持たずに
滑ろうと
すること
がある。

遊具の正
しい使い
方の指
導、職員
の連携、
見守り

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3歳児に
なってか
ら使用で
きる遊具
だったた
め経験が
浅かっ
た。

遊具の正
しい使い
方の指
導、職員
の連携、
見守り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

滑ること
を楽しん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員は近
くにいた
が、遊具
の死角に
いたため
動きが把
握できて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員は、
他児と関
わってい
た

異年齢
での活
動中で
担任が
目を離
す時間
もあっ
た

職員の声掛
けと子ども
の動きの把
握、見守り

15 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4763

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

29 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

緊急時対
応マニュ
アルに沿
い対応し
た。

遊ぶ前に
声掛けを
行い、事
故防止に
取り組
む。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

芝生の園
庭になっ
ており、
転倒時の
衝撃は少
ないが、
反面、雨
天の後は
芝生は滑
りやすく
転倒を誘
発する可
能性もあ
る。

すべりや
すい状態
でないか
事前に確
認し、状
況により
子どもた
ちに注意
を促すよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

最近の子
どもたち
はコケ方
がうまく
ないよう
に感じ
る。転倒
時、手を
つくこと
ができ
ず、顔を
怪我した
りするこ
とも多
い。

運動能力
を高めて
いけるよ
うな保育
を考えて
いきた
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
同じよう
に元気に
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

年長組と
いうこと
もあり、
担当保育
教諭2名
は、一人
一人を注
視して見
守るので
はなく、
全員の様
子を見守
るような
状態で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
教諭は、
室内で保
育中で
あった
為、事故
の様子を
見ていな
い。

年長組
になる
と個々
に細か
く保育
者が見
守るこ
とが少
なくな
り、子
どもた
ちの自
発的な
活動を
重んじ
るよう
になる

2名の保育教
諭が分担
（範囲）を
決め、より
きめ細やか
に子どもた
ちの活動の
状態を見る
ようにして
いく。

4764

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

23 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頚
部骨折
右尺骨近
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

ー
2.基
準配
置

遊び慣れ
ていない
場所での
遊具だっ
たため。

もっと注
意深く観
る必要が
あった。

3.未実施 ー 3.未実施 ー 3.未実施 ー ―

ローラー
の滑り台
だった
為、勢い
よく滑る
予測が必
要だっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

もっと注
意深く観
る必要が
あった。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

久しぶり
の園外で
の活動で
本児だけ
ではなく
全体的に
浮かれて
活発に
なってい
たと予想
される。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

運動場
の、うん
てい、滑
り台、砂
場でそれ
ぞれ遊ん
でいた
為、少し
離れた場
所から子
どもたち
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
同様運動
場の、う
んてい、
滑り台、
砂場でそ
れぞれ遊
んでいた
為、少し
離れた場
所から子
どもたち
を見守っ
ていた。

―

遊具の使用
方法を詳し
く説明し、
注意して使
用すること
を繰り返し
伝える必要
を感じた

4765

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

24 24 1 1
18.６
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

肘関節骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

ー
2.基
準配
置

―

マニュア
ルに添っ
て定期的
に職員間
で研修を
実施。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

アスレ
チック
マット等
の破損・
変形がな
いか定期
的な点検
を行な
う。

7.その
他

―

本児が転
びやすい
傾向にあ
ることを
十分考慮
し、状況
に応じて
声がげを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段どお
り、好き
な遊びを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室の
中央で子
ども達の
様子を見
守ってい
た。本児
が後ろを
みたりし
ながら
走ってい
たので、
前を見て
走るよう
声がけを
した。

― ―

全体を把握
できる位置
で見守り、
危険な場面
ではその都
度子どもに
注意を促
す。

4766

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

22 3 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルの確
認・見直
し及び研
修内容の
充実を図
る必要性
があった
と考察す
る。

マニュア
ルにおい
ては、ヒ
ヤリハッ
ト・軽度
事故報告
等の現状
を把握
し、短期
で見直し
を行って
いく。事
故防止の
研修にお
いては、
日常の教
育・保育
の様々な
ケースを
予測し、
対応策を
検討して
いく機会
を作って
いくよう
にする。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
園外の
為、特に
なし

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

散歩先の
農道で自
然物を散
策する時
間であっ
たが、子
どもの中
には、遊
びの内容
と違う危
険な行動
（走り回
る等）を
する姿が
あり、今
回の事故
へとつな
がった要
因であっ
たと考察
する。

子どもの
姿（特に
気になる
子等配慮
が必要な
児童）を
しっかり
と予測
し、遊び
の内容を
計画す
る。ま
た、予測
と違う姿
や危険な
行動が見
られたと
きの対応
策を考え
ておき、
臨機応変
に対応す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに登園
し、変
わった様
子は特に
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児及
び対象児
にぶつ
かった児
童の様子
を近くで
見てお
り、転倒
後すぐに
対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の様
子を見て
いた。

配慮が
必要な
児童
は、園
外活動
等の普
段とは
違う環
境にお
いて、
より一
層危険
が伴う
ことを
認識し
ておく
必要性
があっ
たと分
析す
る。

園外活動に
おいては、
常に危険で
あることを
意識し、職
員間の連携
や子どもの
発達状況を
把握するた
め、日々の
振り返り等
をを大切に
し、常に情
報を共有
し、安全意
識を高め
る。

4767

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

9 7 5
14.２
歳

1.男
児

5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

死亡事故
に対して
の事例検
討会は年
に1回
行ってい
るが、身
近な事故
に関して
の検討会
はされて
いなかっ
た。

職員会議
で前月発
生した、
事故の要
因と対策
を話し合
い記録す
る。

2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

手すり付
きの椅子
ではな
かった。

事故後に
手すり付
きの椅子
（1歳児
用）を促
してみた
が、本児
が羞恥心
あり嫌
がった。
保育者の
話が全く
聞けない
子ではな
いため、
本人の自
尊心や羞
恥心を尊
重し、
ハード面
での改善
は今すぐ
行わず、
成長を見
守りなが
ら検討し
ていくこ
ととす
る。

6.食事
(おや
つ)中

本児の特
性を捉え
られてい
なかった
ため、危
険予知不
足だっ
た。

現2歳児
クラスの
発達基準
だけでな
く、乳児
クラスと
しての発
達を考
え、危険
予知を日
常的に行
う必要が
ある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

今年度よ
り入園し
た園児で
あり、発
語、会話
も不明瞭
なところ
がある。
また、園
での生活
や保育者
の指示等
が、まだ
きちんと
理解でき
ない幼さ
がある。
担任への
愛着が強
いことも
あり、担
任から離
れたり、
注意を受
けるとい
じけた
り、ぐず
るなどの
様子もあ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
で見ては
いたが、
食物アレ
ルギー疾
患の他児
の食事を
見守りし
ていたこ
ともあ
り、視界
には入っ
ていたも
のの、止
めること
が出来な
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

給食を食
べ終えた
子の手洗
い、トイ
レ誘導、
着替え、
給食の片
付けなど
を行って
いた。

本児へ
の声掛
けや誘
導の仕
方に配
慮が必
要だっ
た。

本児の幼さ
を理解した
上で、声掛
けや椅子で
遊ぶ危険性
を話すなど
を行う。ま
た、時間を
持て余すこ
とがないよ
う、次の行
動への誘導
を行ってい
く。

4768

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

10 1 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第2.・
3・4中足
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

使い慣れ
た遊具・
場所の安
全指導の
徹底。教
職員同士
の共通理
解。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

使い慣れ
た遊具・
場所の安
全確認。
教職員同
士の共通
理解。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

危険行動
に対する
教職員同
士の共通
理解・指
導の徹
底。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず遊
んでいた
時にバラ
ンスを崩
して転
倒。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くにい
たが、対
象児の転
倒を防ぐ
ことはで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少し離れ
た場所に
は数名の
職員がい
たが、そ
の場には
いなかっ
た。

―

遊び場での
安全管理、
教職員同士
の連携・調
整。園児の
遊びへの動
線への配慮
を徹底す

16 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4769

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

27 3 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

跳び箱の
練習で補
助につい
ていた
が、いつ
も跳べて
いる子
だったこ
とから油
断し、サ
ポートが
間に合わ
なかった

跳べる子
にも必ず
腕とお尻
を支え、
サポート
を行う。
補助方法
を研修等
で学ぶ

1.定期的
に実施

62
1.定期的
に実施

244
1.定期的
に実施

244

助走距離
が長く、
勢いがつ
きすぎた
ために前
のめりに
なり、着
地がうま
くできな
かった

スタート
地点と跳
び箱の設
置場所を
検討する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会間
近で練習
にも熱が
入り、時
間が長く
なってし
まったこ
とにより
児童の注
意力や集
中力の欠
如に繋
がったと
考えられ
る。

時間に余
裕を持っ
た活動計
画をたて
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

7人から8
人の幼児
が順番に
ひとりづ
つ跳んで
いたが、
数回跳ん
だ後に、
手を滑ら
せ、着地
に失敗し
転倒

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
横で補助
をしてい
たが、跳
ぶ瞬間に
左手を滑
らせ、転
倒するも
間に合わ
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

順番を
待ってい
る児童
や、跳び
終えた児
童を見て
いた

跳び箱
の練習
で補助
につい
ていた
が、い
つも跳
べてい
る子
だった
ことか
ら油断
し、サ
ポート
が間に

跳べる子に
も必ず腕と
お尻を支
え、サポー
トを行う。
補助方法を
研修等で学
ぶ

4770

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手第４
指骨折
（ひび）

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

園児だけ
で机の脚
を立てよ
うとして
いた。

今後園児
が机を運
ぶ時、保
育者が脚
を立てて
から運ぶ
ようにす
ること
を、保育
者間で周
知する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

随時

施設面や
机に損傷
等はな
かった。
しかし、
机を出す
時に保育
者が連携
を取りに
くいタイ
ミングで
あった。

机は常時
机ストッ
カーに安
全に保管
していた
が、机の
脚を立て
るタイミ
ングや場
所に十分
に気を付
けていき
たい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者が
机の脚を
立てる場
面で傍に
いなかっ
たため、
怪我を未
然に防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

今後は保
育者が必
ず傍につ
いて、保
育者が机
の脚を立
ててから
安全に運
べるよう
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常なら
ば、広い
場所に移
動してか
ら落ち着
いて安全
確認しな
がら脚を
立ててい
たが、こ
の日は早
い段階で
友達が合
図なしに
脚を動か
してしま
い、指が
挟まって
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

いつも脚
を立てる
時には、
保育者が
傍に付き
一緒にす
るように
していた
が、他の
グループ
を見てい
る間に指
が挟まっ
てしまっ
た。声に
気づいて
駆けつけ
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス内
で他児の
対応にあ
たってい
たため、
場から離
れてい
た。

机の脚
を立て
ことを
保育者
でなく
子ども
が行っ
てい
た。

今後机を出
す時には、
必ず保育者
が脚を立て
てから運ぶ
ようにす
る。また、
保育者が十
分に対応で
きるタイミ
ングで安全
に配慮して
行うように
する。

4771

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

9 4 3
15.３
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 3.火傷

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

・背部熱
傷　　・
右前額部
打撲
・左膝打
撲

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

・布団持
ち帰り日
に、保護
者が子供
から目や
手を離し
て事故が
起こる
ことは予
測ができ
た。

・園全体
でさらに
危機感を
もち、危
険性や改
善点につ
いて話し
合う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
2.不定期
に実施

毎日

・駐車場
が狭く、
時間帯に
よっては
混雑して
いた。

・注意喚
起の看板
を立て、
駐車場の
混雑時に
は注意を
払う。

7.その
他

・この日
は月１回
の午睡用
の布団持
ち帰り日
だった。
母親が布
団を車に
積み込む
際に、本
児から手
を離して
しまっ
た。

・保護者
に布団を
先に車に
積んでも
らうよう
に声掛け
をし、作
業が終
わってか
ら園児を
引き渡す
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・普段ど
おり、元
気に過ご
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・いつも
通りに帰
りのあい
さつをし
て、本児
を母親へ
引き渡し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・それぞ
れの持ち
場で、そ
れぞれの
仕事を進
めてい
た。

・布団
がある
という
こと
で、保
護者の
注意が
散漫に
なるこ
とを想
定する
ことが
必要
だっ

・布団持ち
帰り日は職
員が駐車場
に立ち、安
全確保をす
る。

4772

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

26 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

園児・保
育教諭と
もに階段
という普
段から利
用してい
るところ
であった
為、危機
意識が緩
んでいる
部分が
あった。

階段は安
全に留意
してゆっ
くり降り
ることを
全職員で
確認し、
定期的に
園児に指
導する。

1.定期的
に実施

ー
1.定期的
に実施

ー
1.定期的
に実施

ー ―

定期的に
確認を実
施してい
るので継
続して
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動遊び
参観に向
けてリ
レーで力
一杯走る
など運動
量が増
え、個人
的にも竹
馬の練習
に取り組
むなど足
に力を入
れる活動
が増えて
いた。

活動量が
増え、体
に負担が
かかる場
合には、
園児の状
況を見な
がら、見
学や休息
を取る
等、活動
量の調節
を行って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特にふざ
けること
なく階段
を降りて
いたが、
足の着き
方が悪
かったの
か、足を
ひねって
しまっ
た。その
時は特に
痛みがな
かったた
め、保育
教諭らに
知らせる
ことな
く、戸外
での活動
に参加す
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

必要に応
じて園児
に声を掛
けたり、
様子を見
やすいよ
うに列の
前後につ
いていた
が、ちょ
うど死角
になる場
所での事
故だった
ため、対
象児の状
況に気付
けなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス担
任は各ク
ラスで保
育を行っ
ていた。
フリーや
園長は水
遊び中
だったた
め園庭側
テラスで
保育補助
や職員室
で事務を
行ってい
た。

保育教
諭の死
角に
なって
いた
為、保
育教諭
がこの
事故を
把握す
るまで
に時間
が経過
してし
まっ
た。さ
らに、
見た目
には傷
や腫れ
が見当
たな
かった

園児に転倒
や衝突など
の怪我が
あった場合
にはその時
すぐに担任
に伝えるよ
うに話をす
る。また、
見た目に傷
や腫れが見
当たらない
場合も傷の
確認は主
任、園長と
複数名で行
うことを職
員間で確認
する。

4773

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

32 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

鉄棒を使
用する際
の注意事
項を、園
児に丁寧
に知らせ
る

鉄棒を使
用する際
の注意事
項や事故
防止の指
針につい
て研修を
行い全職
員で共有
する。

1.定期的
に実施

290
1.定期的
に実施

290
1.定期的
に実施

290

十分なス
ペースに
鉄棒を適
切に設置
した。

鉄棒は定
期、使用
前には必
ず点検を
行ってお
り破損は
なく安全
な状況で
の使用が
可能な状
態だっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒を使
用する際
の使用方
法の説明
が不十分
であっ
た。

園児全員
に鉄棒の
使用方法
を指導
し、保育
教諭に見
守りの強
化を指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発で体
を動かす
遊びを楽
しんでい
る

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
たところ
から見守
り声掛け
をした

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
動きを見
ていな
かった

―

保育教諭は
子どもの活
動の能力や
現状を的確
に把握し十
分な見守り
体制をと
る。

4774

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

33 3 3
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
かじょう
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１～２

1.基
準以
上配
置

―

職員に対
してマ
ニュアル
の周知・
徹底を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12 ― 特になし

4.個人
活動
中・子
どもの
み

―

子どもの
みで着替
え等を行
うことは
あるが、
職員が子
どもの様
子を把握
すること
を改めて
周知す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

着替えの
前、その
場でくる
くると
回ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

午睡に入
る子、食
事の片づ
けをする
子、着替
えをする
子がいた
ため、そ
れぞれに
分かれて
子どもた
ちの援
助、見守
りをして
いた。本
児が滑っ
て転んで
泣いたこ
とで、転
倒に気付
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午睡に入
る子、食
事の片づ
けをする
子、着替
えをする
子がいた
ため、そ
れぞれに
分かれて
子どもた
ちの援
助、見守
りをして
いた。本
児が滑っ
て転んで
泣いたこ
とで、転
倒に気付
いた。

子供へ
の見守
りが十
分では
なかっ
た。

それぞれの
場所に子ど
もたちがい
る時は、周
囲に危険な
ものがない
か、その子
の行動はど
うかなど今
まで以上に
配慮してい
くことを徹
底する。

4775

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

19 4 4
13.１
歳

2.女
児

5.食事中
(おやつ
含む）

6.その
他

1.意識不
明

熱性けい
れん

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

登園時か
ら微熱が
あった
が、ここ
数日保育
時間中も
平熱に
戻ったり
37.2～
37.4℃を
繰り返し
ていた。

看護師を
採用し、
子育て
ルームの
一部を保
健室をと
し、体調
の経過観
察ができ
るように
した。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

これまで
同様、毎
日の点検
を欠かさ
ず行うよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

これまで
同様、子
どもから
目を離す
ことなく
各テーブ
ルごとに
職員を配
置する。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

微熱が続
いていた
が、水分
を取ると
下がるな
どしてい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

一日の中
で体温の
変化がみ
られてい
たことも
あり、検
温の回数
を増や
し、水分
の補給・
排尿の回
数など注
意をはら
い、常に
本児の近
くで見守
りを行っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児の健
康状態に
ついて、
担当保育
教諭だけ
でなく、
短時間の
パート職
員も含
め、園
長・主幹
保育教諭
とも情報
の共有を
行ってい
た。

家庭に
おいて
は熱性
けいれ
んをよ
く起こ
してい
たの
で、保
護者自
身が体
調の変
化に関
して重
要視し
ていな
かっ
た。

これまで同
様体調につ
いても園で
の様子を伝
えて行く

17 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4776

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

33 15 6 12 10 8
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

CBA⊥A外
傷性歯の
脱臼
CBA⊥A部
歯肉裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

事故防止
について
職員間で
の共通理
解をはか
るために
研修を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48

備え付け
の棚があ
ることを
子ども達
が認識し
にくかっ
た。

・棚があ
ることが
視覚的に
認識しや
すいよう
に工夫す
る。
・角があ
るところ
にはすべ
てガード
をつけ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢児
が合同で
過ごし、
動きが
様々だっ
た。登園
する子ど
もが多い
時間帯で
受け入
れ、保護
者対応も
あり、役
割分担の
明確化が
必要だっ
た。

危険なこ
とを予測
し、ガー
ドをする
等、安全
な環境を
整える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体を動か
すことが
好きな子
どもで、
その時に
バランス
を崩して
しまった
ようだっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

朝の合同
保育の時
間帯で、
玩具等の
片づけの
援助をし
ていたた
め、対象
時の動き
に間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

登園時の
保護者対
応と玩具
の片づけ
の援助を
してい
た。

内履き
を新調
したた
め、履
き慣れ
ていな
かっ
た。

職員配置の
見直しや落
ち着いた雰
囲気の中、
援助ができ
るようにす
る。

4777

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

10 10 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
幹部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

職員が近
くにいて
の思いが
けない衝
突であ
り、阻止
すること
ができな
かった。

ヒヤリ
ハットと
して話し
合いの機
会を持つ

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

それぞれ
の遊具
(玩具)場
所を分け
るように
柵等の設
置するな
どを行う
ようにす

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

三輪車の
使用の仕
方を使用
前にもっ
と注意す
ればよ
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本人のみ
三輪車に
乗ってい
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

三輪車に
乗ってい
る子を中
心に見て
いた。

―

三輪車遊び
時には範囲
が広いため
複数職員対
応すべきで
あった。

4778

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 1 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

・事故防
止チェッ
クリスト
や安全に
関する資
料は各自
に配布し
てある
が、内容
について
の話し合
いは不十
分だっ
た。

・安全に
関する園
内研修の
充実。発
生したヒ
ヤリハッ
ト・アク
シデント
などもそ
の都度全
体に報告
し、注意
を促す。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

40
1.定期的
に実施

40

・運動会
を控え、
普段出し
てある遊
具が片付
けられ、
逆に普段
は片付け
られてい
る用具が
出てい
た。ま
た、遊具
の使い方
を間違っ
ていた。

・保育者
自身も遊
具の安全
な使い
方・遊び
方を学び
直す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・遊具・
用具の正
しい扱い
方・遊び
方が守ら
れていな
かった。
・遊ぶ時
間が長す
ぎた。

・安全に
遊べる環
境設定を
行う。見
守りの体
制、遊び
の内容、
時間配分
を再度考
える。
・保育者
自身が遊
具等の正
しく、安
全な使い
方を再確
認し、園
児にも指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・朝の健
康観察
時、その
後日中も
異常はな
く元気
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・事故発
生時、遊
戯室には
副担任が
一人で見
守りを
し、他児
の遊びの
補助をし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・事故発
生時、主
担任は保
育室で書
類作成の
作業をし
ていた。

・午後
の時間
になる
と、子
どもも
保育者
も疲れ
が出て
集中力
に欠け
てく
る。そ
のよう
な時間
帯に、
見守り
も希薄
な不十
分な環
境で長
時間遊
ばせ
た。職

・午前の活
動内容や子
どもの状態
を考慮して
午後の遊び
を考え、見
守りの仕方
について担
任間で連携
を取る。特
に広い場所
で遊ぶ時は
必ず2人で見
守る。遊ば
せ方も考え
直す。

4779

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

16 11 6
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

局所性脳
挫傷（頭
蓋内に達
する解放
創合併な
し　・
眼窩上蓋
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

園児に
様々な体
験の場を
設定し、
判断力を
身につけ
させる

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

ー ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

活動内容
に応じ
て、職員
配置を考
える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日常で
も、動作
がゆっく
りしてお
り、安全
に対する
自己管理
がまだき
ちんとで
きていな
い

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の保育室
にて活動
中

―

職員会議等
で事故報告
を行い、安
全管理意識
の向上をは
かる

4780

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

25 1 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

鎖骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

19
2.基
準配
置

一斉指導
では伝わ
りにくい
子に対す
る説明の
仕方をさ
らに、子
どもに合
わせると
共に話し
たことが
理解でき
ているか
確認す
る。

遊具の使
い方や屋
上での遊
び方を伝
える際、
一人ひと
りの子ど
もに合わ
せた声掛
けを行
う。ま
た、しっ
かりと伝
わってい
るかを確
認し、理
解できて
いないと
きは伝え
方を変え
再度説明
する。言
葉で伝わ
らない時
は職員が
傍につい
て遊びな
がら実践
的に決ま
りを教え
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

子どもの
対応をす
るため遊
具から目
を離した

遊具を使
用する
際、職員
は常に遊
具から目
を離さず
安全管理
を行い、
突発的に
危険な行
動をとる
子どもに
対応でき
るように
する。子
どもへ対
応してい
ても遊具
が見える
位置で安
全管理を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体に向
けて「滑
り台の上
からジャ
ンプしな
い」など
声かけを
してい
た。遊具
から飛び
降りた子
に対して
も個別で
決まり伝
えていた
が分かっ
ていな
かったと
思われ
る。きち
んと理解
している
か確認が
不足して
いた。

一斉指導
では伝わ
りにくい
子、突発
的な行動
をする子
に対応で
きるよう
見直す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

屋上にあ
る遊具の
滑り台の
下で遊ん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

屋上で他
の遊びを
する他児
の対応を
していた
為怪我の
瞬間は見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と園
内保育室
で別の活
動中

職員の
立ち位
置の配
慮が十
分では
なく、
ジャン
プをす
る姿が
把握で
きな
かった

職員は子ど
もの対応を
しながらも
遊具で遊ん
でいる子が
確認できる
場所で安全
管理を行う

4781

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

21 1 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

環境（ス
ペース、
人数）と
活動内容
の不適切
さ
子ども自
身の危険
予知力の
未熟さ

安全面の
観点か
ら、環境
に対する
活動内容
につい
て、見通
しを持っ
て保育に
あたる
折に触
れ、危険
箇所や危
険な行動
について
わかりや
すく知ら
せていく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

240 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

人数に対
する遊び
の形態が
不適切

安全面の
観点か
ら、環境
に適する
活動内容
について
見直す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

狭い空間
を走り抜
けること
に関し、
危険予測
をする様
子は見ら
れていな
かった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

複数人が
同時に走
り回る環
境に対
し、十分
な危険予
測ができ
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員１人
体制

特にな
し

特になし

4782

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
通顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

なし
職員配置
の見直し

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2 なし

遊具の遊
び方の再
確認をす
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

児童に対
して遊び
方の再確
認を行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
元気に登
園し、園
庭で遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児から
少し離れ
た場所で
複数名園
児を見て
いた。本
児が飛び
降りた後
左腕を抑
えている
のを確
認。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の他
の場所を
見ていた
ため見て
いなかっ
た。

何度か
築山か
ら飛び
降りる
ことは
してい
たが、
バラン
スを崩
した可
能性が
ある

職員間で築
山での遊び
方の確認を
行う

18 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4783

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 4 13 1 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

職員の配
慮不足

遊びに危
険はな
かった
か、再
度、安全
的配慮を
共通理解
していく

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
2.不定期
に実施

48

施設、遊
具、玩具
に不備は
見られな
い

より丁寧
な点検を
行い、引
き続き安
全管理に
努めてい
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

巧技台を
積み上げ
るにあ
たって高
さ制限を
しなかっ
た。ま
た、マッ
トが敷か
れていな
かった。

制限をし
たり、安
全面を考
慮して
マットを
敷く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室に
て巧技台
を積んで
遊んでい
た。積ん
だ上の方
に付けて
いた紐を
直そうと
した本児
は、９８
ｃｍ程の
高さに積
まれた巧
技台に膝
をかけよ
うとした
際にバラ
ンスを崩
し落下し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊戯室で
ほかの園
児と鬼
ごっこを
していて
近くには
いたが、
巧技台の
そばには
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室に
て保育準
備をしな
がら、何
かあった
時にはす
ぐ対応で
きるよう
に時々目
を配って
いた。

全体が
見られ
ていな
かっ
た。遊
びに危
機感を
感じて
いな
かっ
た。

全体を見て
いる必要が
あった。ま
た対象児の
遊びに危機
感を持ち、
すぐ対応で
きるように
保育者がそ
ばにつく。

4784

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

24 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

上AA歯脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

8
2.基
準配
置

年々暑さ
が厳しく
なってお
り、熱中
症対策の
ため、ど
の年齢も
運動会の
練習等を
部分的に
室内で実
施してい
た。

今後、室
内での取
り組みが
増えてく
ることが
予測され
るため、
リスク面
などを丁
寧に分析
してい
き、安全
に取り組
めるよう
に確認す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

大規模園
のため、
取り組み
の際には
使用した
い場所
（園庭・
ホールな
ど）につ
いて時間
割表を作
成し、各
クラスが
交代で使
用してい
たが、行
事前など
は希望が
重なった
り、暑さ
を避ける
ために室
内で取り
組みを行
うことが
あった。

取り組み
のリスク
面を考慮
して実施
する場所
の選定を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

こどもの
待機場所
を２か所
に分けて
はいた
が、走り
抜ける取
り組みで
あり、子
どもが走
る勢いを
コント
ロールで
きないか
もしれな
いことを
考える
と、保育
室は狭
かったの
かもしれ
ない。

取り組み
に対し、
子どもが
どのよう
に動く
か、詳細
まで予測
して、場
所の選択
を行う。
走る動作
があると
きには、
ゆとりの
ある空間
選びをす
る。
子どもの
待機場所
を職員の
目が届き
やすい場
所にす
る。
取り組み
の前に、
アクシデ
ントに対
し体が少
しでも柔
軟に対応
できるよ
う準備体
操等を行

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　本児は
日頃から
活発です
ぐに走っ
てしまう
姿があ
り、実施
前には走
らずに自
席に戻る
よう全体
に約束事
を伝えて
いたが、
いつもの
行動で
走ってし
まい、転
倒した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は大なわ
を回しな
がら子ど
も達に声
をかけて
いた。本
児はくぐ
り抜けた
後に担当
職員の後
ろを通っ
て自席に
戻ろうと
して走っ
たため、
担当職員
の背後で
転倒して
おり、転
倒した場
面は見れ
ていな
い。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子ども達
がくぐり
抜けてく
る終点の
位置に立
ち、くぐ
り抜け後
に自席に
戻るよう
促してい
た。本児
が転倒し
てロッ
カーにぶ
つかる姿
は見てい
た。

大なわ
を回す
職員の
付近に
子ども
が行け
ば、そ
の職員
が子ど
もの様
子を見
てくれ
るだろ
うとい
う思い
があっ
たた
め、大
なわを
回す職
員付近
では本
児から
目を離
してし
まった
と考え
られ
る。各
職員の
明確な
役割分
担がさ
れてい

事前に取り
組み方、職
員の役割分
担を詳細ま
で確認す
る。大なわ
を回す職員
は回してい
るときに
は、跳んで
いるこども
を見守る。
待機職員
は、跳び終
わった子が
席に戻るま
でを見守
る。また、
室内で席に
戻るまで時
間がかかる
園児が複数
発生すると
きには、大
縄を回すこ
とをいった
ん止めて、2
人の職員で
子どもたち
の動きを見
守るように
する。
子どもの
個々の特徴

4785

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

206 2 10 15 61 54 64 30 26
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

雲梯は普
段から落
下する
ケースが
多く、常
時職員を
配置する
ととも
に、きめ
細やかな
見守り援
助が必要

園児たち
に再度使
用時の危
険と使い
方を説明
するとと
もに、こ
の事故を
踏まえて
事故防止
の研修を
行いまし
た。

1.定期的
に実施

ー
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

ー

雲梯は普
段から落
下する
ケースが
多く、常
時職員を
配置する
ととも
に、落下
時の衝撃
を緩和す
るコム
マットを
設置して
いるが、
もう少し
柔らかい
ものに変
更すべき
と考えま
した。

園児たち
に再度使
用時の危
険と使い
方を説明
するとと
もに、こ
の事故を
踏まえて
落下地点
を、さら
に柔らか
で安全性
の高いゴ
ムチップ
に変更工
事を実施
しまし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夏場とい
うことも
あり、汗
をたくさ
んかいて
いて、滑
りやすい
状況に
あったの
ではない
か。―

園児一人
一人と雲
梯でのど
のような
場面でケ
ガがしや
すいか伝
え、安全
な使い方
を再度確
認する。
汗をかい
た手で使
用しな
い。雲梯
の下に人
がいない
か確認。
順序を
守って使
用する。
雲梯じた
いが濡れ
れている
ときは、
水分をき
ちんとふ
き取るな
ど

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯を渡
るとき手
が滑って
落下した

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
落下する
瞬間に手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

園児一
人一人
の能力
を把握
する。
他の園
児に何
かあっ
た場合
に、職
員が担
当を外
れる場
合が想
定でき
る。―

現場の担当
者が園児の
体力等を把
握し、補助
が必要な場
合は使用中
に援助を積
極的に行
う。担当者
以外の職員
が、遠くか
らも関心を
もつ。ま
た、現場か
ら離れる際
は、必ず他
の職員に声
を掛け、担
当を引き継
ぐよう、再
確認を行
う。

4786

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

29 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

鉄棒を使
用する時
は、危険
な使用の
仕方をし
ないよう
指導をし
てはいた
が、十分
ではな
かった。

鉄棒の安
全な使い
方の指導
を再度行
う。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

25
1.定期的
に実施

24

園庭は芝
生を植え
てはある
が、多く
の子ども
達が使用
するため
に鉄棒の
下の芝生
が薄く
なってい
たため、
落下時の
体への衝
撃が大き
くなって
しまっ
た。

移動型の
鉄棒の設
置位置を
芝生の上
になるよ
うに移動
させ、落
下時の衝
撃が少な
くできる
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

５台ある
鉄棒の中
で高さが
一番低い
80㎝の物
なので、
安易な使
い方をし
てしまっ
ていたと
考えられ
る。

遊具の安
全な使い
方に子ど
も自身が
気付ける
ようにそ
の都度伝
える。ま
た、子ど
もに指導
すると共
に、保育
者は子ど
も達がし
ている遊
び方に注
意をして
見るよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒をし
ながら、
他の学年
のリズム
をしてい
る子ども
達の様子
の方に気
持ちが向
いてし
まってい
たのでは
ないかと
考えられ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒から
５ｍ程離
れた所に
はいた
が、他児
や他学年
の様子と
を見てい
て、対象
児が鉄棒
から落下
するとこ
ろを見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少し離れ
た築山に
いる他児
の様子を
見てい
て、対象
児の方は
見られて
いなかっ
た。

対象児
の学年
は、リ
レーの
練習の
直後
で、他
の学年
のリズ
ムを見
ること
で気持
ちの緊
張の解
放感を
持って
いたと
考えら
れる。

子ども達の
遊んでいる
様子の確認
と子どもの
行動の予測
をしながら
見るように
する。

19 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4787

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

44 6 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4～5

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルに載っ
ている遊
具の事故
の可能性
だけでな
く、園が
有する遊
具でどの
ような事
故が起こ
りやすい
かの検討
も必要。

マニュア
ルの読み
合わせや
外部講師
の研修を
増やす
等、研修
の機会を
増やす。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

該当遊具
は、複合
系遊具
（懸垂運
動系遊具
+登はん
運動系遊
具）であ
る。遊具
下にラ
バーマッ
トを引い
ている。

ラバー
マットの
厚さが適
している
か再度確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当日、ク
ラス全体
の園児の
気持ちが
高揚して
いる様子
であった
ため、園
児の気持
ちを落ち
着かせよ
うと園庭
に出る前
に担任が
絵本を読
んだ。

外遊びへ
行く前に
遊び方の
注意や確
認事項の
お話を行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

)園行事
の園児代
表挨拶に
選ばれ、
嬉しさか
ら気持ち
が高揚し
ている様
子であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭全体
を見渡せ
る場所に
いたもの
の、ドッ
ヂボール
遊びの審
判をして
おり対象
児が転落
する際に
駆け付け
ることが
出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

)１名は
対象児が
遊んでい
る遊具の
近くで安
全を見
守ってい
たが、他
の園児と
別の遊具
へ移動し
た為、対
象児が転
落時はそ
の場にい
なかっ
た。もう
１名は園
児４名と
運動会の
旗持ちの
練習を
行ってい

対象児
が遊ん
でいた
遊具の
近くか
ら一瞬
職員が
離れた
こと。

危険性の高
い遊具には
必ず職員を
配置する。

4788

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

15 4 3
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

尺骨骨幹
部骨折
（全治1
か月）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

・片付け
や、トラ
ブルの
あった子
への対応
にため、
全体に目
を向ける
保育者が
いなかっ
た。

職員間で
の連携や
共通理解
につい
て、常に
話し合っ
ておく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

施設、遊
具などの
点検の充
実ととも
に、職員
間での共
通理解な
どの徹
底。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

環境の落
ち度はな
かったと
思われ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

玩具の等
の片付け
に気を取
られ、対
象児が転
倒する
際、傍に
駆けつけ
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児のト
ラブルに
対応して
おり、対
象児を見
ていな
かった。

―

・保育者の
立ち位置、
役割を確認
し、全体に
目を向ける
保育者の確
保をする。

4789

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

80 0 0 23 31 26 0 0 8 8
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

　大型遊
具の使い
方につい
て話し
合った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

280 ―

　防犯カ
メラを設
置した
（全16台
中、園庭
には2台
設置）。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

　雲梯の
使い方の
注意点を
子供たち
と再確認
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい

― ―

　大型遊具
の下に敷い
てあるマッ
トの上に砂
がある時
は、箒で掃
く。

4790

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

3 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘関節
捻挫、右
手関節捻
挫、上腕
外踝骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

ー
2.基
準配
置

コロナ自
粛に伴う
活動制限
も加わ
り、運動
不足も考
えられ
る。また
肘内障の
既往があ
る。

準備体操
を行うな
ど、事故
防止に努
める

2.不定期
に実施

ー
2.不定期
に実施

ー
2.不定期
に実施

ー

コロナ自
粛に伴う
活動制限
も加わ
り、運動
不足も考
えられ
る。また
肘内障の
既往があ
る。

さらなる
体調の聞
き取りと
確認、活
動前の準
備体操を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもの
遊びの見
守りの体
制を見直
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

マットが
たくさん
並べら
れ、飛び
移ること
が楽しい
様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

傍で見
守ってい
たが、転
倒を支え
ることが
出来な
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
は保育
ルームで
保育をし
ていたた
め、事故
発生場所
である
ホールに
は職員1
名であっ
た。

―

遊具の安全
性を考慮し
た遊具を選
定し、使用
する。

4791

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

10 1 1
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

ー
2.基
準配
置

―

業務マ
ニュアル
の内容を
再度全職
員で共通
理解し、
再発防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

施設設備
等につい
ては毎朝
及び活動
前に点検
し事故防
止に努め
る。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

待ってい
る間は自
由遊び
だった
為、他児
を含む3
名で鬼
ごっこを
していた

・保育室
での過ご
し方
「走った
ら危険」
という約
束を意識
して守れ
るように
その都度
知らせる
・待って
いる間の
遊びの内
容を見直
した

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児を含
む３名が
保育室内
で鬼ごっ
こをし、
前にいた
子にぶつ
かり転倒
し左ひじ
を打った

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭の
サッカー
講習につ
きなが
ら、時々
保育室で
待機して
いる園児
の様子を
見に行っ
ていた。

5歳児ク
ラスの
み、園庭
と保育室
を使用し
ていたの
で他の職
員はいな
かった

約束を
守れ
ず、危
険な行
動をす
る児に
対して
の配慮
が適当
ではな
かっ
た。

・待機して
いる園児に
も職員一人
を配置す
る。
・遊びに飽
きてきた様
子が見られ
た時には
サッカー見
学をした
り、遊びの
内容を見直
す

4792

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

9 34 24
13.１
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

創傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

　折に触
れ事故防
止につい
て注意喚
起をして
いたが、
マニュア
ル等に
基づいた
園内研修
は、前回
から期間
が開いて
いた。

　危機管
理マニュ
アルを職
員各自が
再読する
と共に、
外部主催
の
研修会に
参加等を
しながら
情報共有
の充実を
図る。

2.不定期
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

面積基準
や安全点
検におい
ての問題
はなかっ
た。

　遊具の
安全点検
を引き続
き実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　年齢ご
との遊び
の場所・
遊具の規
制はして
いなかっ
た。安全
マットの
設置等、
怪我のし
にくい環
境作りが
出来てい
なかっ
た。

成長過程
に応じた
遊具の種
類や遊び
方を再考
する。
　クッ
ション材
の取り付
け等、園
内の安全
な環境作
りを強化
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　普段と
変わりが
なかった
ので、皆
と一緒に
遊具遊び
をした。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　本児と
近くにい
た乳児を
見ていた
が、本児
が落下す
る瞬間に
手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　ほかに
遊んでい
る乳児た
ちを見て
いたた
め、本児
を近くに
いた
保育士が
見ていな
かった。

　保育
士が側
で見
守って
いた
が、動
きに対
応しき
れな
かっ
た。

　職員一同
が遊びの際
の危険性を
再認識し、
子どもの動
きの予測や
瞬時に対応
が出来るよ
う更なる緊
張感を持っ
て接する。

4793

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 4 6 5 3 2 2 30 23
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕前腕
部2か
所・左手
首2か所
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特にな
し。

自由遊び
の時間に
は、雲梯
を使用し
ないよう
にし、雲
梯を使用
する時は
必ず保育
教諭が園
児につく
ように職
員に徹底
した。

1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
特にな
し。

雲梯の下
に保護用
のマット
を購入し
設置。落
下時の衝
撃に対応
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　新入園
児が3名
あり、入
園3日目
でそれぞ
れに対応
してい
た。

自由遊び
の時間に
は、雲梯
を使用し
ないよう
にし、雲
梯を使用
する時は
必ず保育
教諭が園
児につく
ように職
員に徹底
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由遊び
の時間
で、子ど
もがそれ
ぞれに好
きなこと
をしてい
る中、対
象児のみ
が雲梯に
ぶら下
がって遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くに担
任がいて
見ていた
が、側で
新入園児
が泣いて
いた為、
対象児に
背を向け
た方向で
対応に当
たってい
る状況の
時に落
下。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児が
見える場
所に他の
担任もい
たが、も
う一人泣
いている
新入園児
がおり、
その対応
にもあ
たってい
た。

特にな
し。

自由遊びの
時間には、
雲梯を使用
しないよう
にし、雲梯
を使用する
時は必ず保
育教諭が園
児につくよ
うに職員に
徹底した。

20 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4794

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 8 8 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
近位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

・春休み
期間・新
型コロナ
登園自粛
期間中、
通常より
少ない人
数が園庭
に分散し
ていた。
・片付
け・入室
の時間。
年中4月
転入園児
の行動予
測は難し
い。

・保育人
数、保育
士ともに
縮小して
いる時
は、小範
囲で目の
届く保育
内容を実
施する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

・鉄棒下
の地面が
むき出し
で踏み固
められて
おり、硬
かった。
・職員室
からは様
子が見え
にくく、
園庭の職
員以外の
見守りの
目が届か
なかっ
た。

・6月よ
り予定し
ていた大
規模園庭
改造に
て、鉄棒
の場所を
移動。職
員室から
監視が容
易な場
所、地面
は深く掘
り、砂を
厚く敷い
てクッ
ションと
なるよう
にした。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・4月1日
より転
入。登園
5日目
で、新し
い環境の
疲れも
あった可
能性。
・午睡の
ある保育
園にいた
が、転入
後は午睡
なしで過
ごしてい
た。

・午睡の
有無な
ど、生活
環境が大
きく変化
する可能
性がある
転入園児
は、新し
い生活に
緩やかに
移行でき
るよう、
個別に休
息時間の
配慮をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・新入園
児のた
め、様々
な遊びに
興味を示
すが、ま
だ遊具で
の遊びに
は不慣れ
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・感染予
防を考え
て園庭で
距離をと
り広がっ
て遊んで
いる園児
たちに、
順番に片
付けの声
掛けに移
動してい
たため、
対象児か
らは目が
離れた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・出して
いる遊具
の片づけ
をしてい
たため、
対象児か
らは目が
離れた。

・園児
数・職
員の人
数に応
じた遊
具の
数・遊
びの内
容では
なかっ
た。
・新型
コロナ
ウィル
ス感染
症対策
による
登園自
粛期間
中であ
り、登
園する
園児
数、園

・距離はと
りながら
も、園児
数・職員数
に適した遊
びの内容に
する。

4795

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

35 4 4
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

個人活動
中、トイ
レに行く
と言っ
て、子ど
も達だけ
で行かせ
てしまっ
た。

教師がト
イレの所
まで一緒
に行く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

廊下にす
べり台を
置いてあ
り、子ど
もが乗り
たくなっ
てしまう
ような環
境だっ
た。

使う時だ
け出して
使用する
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

教師の配
置

全体を見
る教師を
決め、子
どもの動
きを把握
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

すべり台
が目に入
り、上り
たくなっ
てしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

トイレへ
行ったこ
とは把握
していた
が、一緒
に行かな
かったた
め落下に
気付けな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内での
コーナー
遊びの
中、本児
のコー
ナーの教
師に任せ
きりだっ
た。

室内で
のコー
ナー遊
びの
中、本
児の
コー
ナーの
教師に
任せき

コーナーだ
けでなく、
全体を見る
教師を決
め、子ども
の動きを把
握。

4796

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

12 1 1
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足内側
脛骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

怪我発生
後はマ
ニュアル
にほぼ沿
いながら
臨機応変
に対応出
来た。

今後もマ
ニュアル
の改善等
繰り返し
ながら迅
速に対応
出来るよ
うに進め
ていく。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

97

床が濡れ
ていたの
で滑りや
すかっ
た。

床が濡れ
ていない
か、十分
に確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

掃除後で
床が濡れ
ていて足
を滑らし
た。

床の掃除
の際には
水をまか
ず、霧吹
きを利用
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育教諭
の指示に
従い移動
する。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児に
「こっち
だよ」と
声を掛
け、向
かってく
る方側で
迎え入れ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

活動に必
要な備品
を保育室
にて用意
してい
た。

子ども
を活動
させる
環境へ
の配慮
が足り
なかっ
た。

子ども達を
活動させる
のに危険が
ないか予測
する。ケー
ス会議を行
い、改善策
を周知す
る。

4797

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

25 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（左
ひじ）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

ー

1.基
準以
上配
置

―

今回の件
を具体的
な事例と
して研修
時に取り
上げ、注
意すべき
ポイント
や対応の
仕方につ
いて再度
確認す
る。

1.定期的
に実施

ー
1.定期的
に実施

ー
1.定期的
に実施

ー ―
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

先に着替
えを終え
た子が落
ち着いて
待てるよ
うな環境
構成を設
定する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

園生活で
はおとな
しく大き
な声をだ
したりふ
ざけるよ
うなこと
のない本
児だが、
水遊びで
友達と一
緒に遊ん
だことが
楽しかっ
たよう
で、いつ
になく興
奮した様
子であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育室前
のテラス
（出入口
付近）
で、他児
の着替え
を補助し
ながら、
保育室内
の園児の
様子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

テラス側
で水遊び
の後始末
をしてい
た。

―

着替えは、
上履きを履
いて完了す
ることの認
識を持つよ
う職員へ指
導する。

4798

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

20 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

ー

1.基
準以
上配
置

保育教諭
が活動を
見守る中
での事故
（けが）
であった
ため、児
童の運動
能力等の
把握とそ
れに伴う
配慮及び
援助が不
足してい
たと思わ
れる。

運動遊び
時の事故
防止及び
指導力向
上のため
の研修の
実施

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日 ―

遊具に不
備はな
かった
が、活動
前の安全
点検及び
活動時の
安全確認
を徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊具での
運動遊び
の方法及
び保育教
諭の援助
方法の検
討

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活動内容
について
は今まで
も経験
し、出来
ている活
動であっ
た。当日
の体調も
良く、何
度も跳び
箱に上っ
て跳び下
りる動き
を繰り返
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

サーキッ
ト遊びの
跳び箱以
外の遊具
（トンネ
ル）の位
置に立
ち、トン
ネルをく
ぐる園児
の援助を
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

跳び箱の
位置にい
て、園児
の安全に
配慮し援
助をして
いた。本
児が跳び
箱から着
地し、手
を着いた
場面を見
ていた
が、本児
がその場
では痛み
を訴えな
かったた
め、異変
に気付か
なかっ
た。

―

今まで出来
ていたので
大丈夫だろ
うという思
い込みでの
見守りを反
省し、一人
一人に対
し、毎回落
下や転倒に
備えた適切
な援助を行
う。

4799

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

2 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
通顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

事故予防
に関する
研修を徹
底する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

12 特になし

定期的に
点検を
行ってお
り、特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び方自
体には問
題なく、
砂場の砂
の量も通
常通り
入ってい
た。
転倒時の
手のつき
方

足元確認
の声掛け
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもそ
のように
していて
大丈夫な
ので。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで見
守ってい
たが、砂
場から出
るだけな
ので大丈
夫だと
思ってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子ども達
全体の様
子を見
守ってい
た。

なんの
問題も
ないと
思って
いた。

日常の動き
の再確認を
行う。

4800

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

4 53 4 4
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

事故予防
に関する
研修を徹
底する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

12 特になし

施設自体
の不備は
なかっ
た。

7.その
他

本児自身
が早く行
こうとし
たため。

急がない
ように声
掛けする
事と、前
後の間隔
をとるよ
う確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ようにし
て移動し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもの
前につい
ていた
が、転倒
に対応で
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもの
最後列に
いたた
め、間に
合わな
かった。

日常の
事で、
声掛け
等が足
りな
かっ
た。

子ども達に
急がなくて
いい事と、
前につめな
い事を伝
え、職員が
いろんな想
定をし、対
応できるよ

4801

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

2 55 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位骨端線
損傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

事故予防
に関する
研修を徹
底する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

12 特になし

定期的に
点検を
行ってお
り、当日
も遊具の
故障等は
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び方自
体には、
問題な
かった
が、手が
滑った為

遊具を手
でしっか
りつかむ
など、声
掛けを行
う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもそ
のように
して遊ん
でいて、
大丈夫な
ので。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにい
たが、大
丈夫と
思ってし
まってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子ども
達、全体
の様子を
見守って
いた。

できる
と思っ
ていた
為、安
心して
見てい
た。

子ども達に
遊び方の確
認、子ども
達が意識す
るような言
葉掛けを行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4802

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

29 2 2
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

舌の一部
が深く切
れてい
る・歯茎
の骨にひ
び

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

なし

事故時の
体制や対
応はマ
ニュアル
通りに行
うことが
出来た。
また、す
ぐに全体
周知をし
た。今後
も、共通
理解を
もって事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

288 なし

遊具に問
題はな
かった。
事故防止
のため、
遊具の安
全点検を
引き続き
行う。ま
た、その
遊具がそ
の年齢に
適切なも
のか今後
も確認を
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

なし

自由遊び
は各々が
興味の遊
びを行う
ため、広
い視野で
見守る必
要がある
ことを全
体周知し
た。ま
た、子ど
もたちが
どこにい
るのか把
握してお
く必要が
ある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当該児か
らけがの
申し出を
受け発覚
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児へ片
付けを促
してお
り、報告
を受ける
まで気づ
かなかっ
た。

―

保育者は広
い視野で全
体をみるよ
う事故を受
けて全体周
知した。

4803

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

157 0 0 0 51 55 51 9 9
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

開放骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

大型遊具
には高さ
があり、
あそび方
によって
は転落の
危険性が
ある。事
前に子ど
もたちに
安全なあ
そび方に
ついて指
導する必
要があっ
た。ま
た、職員
に対し、
見守りと
声がけの
仕方につ
いての指
導が必要
だった。

年度や学
期ごとに
園庭での
安全なあ
そび方に
ついて子
どもたち
に指導し
ている
が、教員
にも改め
て高さの
ある遊具
の危険性
や子ども
達のあそ
び方の見
守りの強
化につい
て伝え、
危険への
意識強化
を行っ
た。同時
に教室で
も大型遊
具でのあ
そび方に
ついても
う一度子
ども達と
話し合う
機会を設
けた。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
7.定期的
に実施

3

登り棒の
着地地点
の地面が
えぐれ、
高さが少
し増して
いる。
登り棒周
辺は植え
込みがあ
り、棒を
使わずに
降りた場
合、着地
するス
ペースが
狭く、バ
ランスを
取りづら
い。

着地地点
の地面を
整える。
登り棒を
使用して
降りるよ
う日頃か
ら声をか
ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故発生
時、２便
のバスの
出発時間
だったこ
とや、３
便のバス
添乗担当
教師2名
がケガの
対応で玄
関付近に
移動して
いたた
め、大型
遊具や鉄
棒等が並
ぶ場所の
教員の配
置が少な
かった

事故発生
時は2便
のバスの
出発時刻
近くで
あった。
ケガの対
応は事務
室の教師
に任せる
など、遊
具から大
型遊具付
近から離
れない。
離れる場
合は他の
教員に声
をかけ
る。ま
た、配置
を確認す
る担当を
決め、遊
具付近の
保育教諭
の人数が
足りない
ことの無
いように
連携を取
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で友
だちと戦
いごっこ
をしなが
らあそぶ
流れの中
で、大型
遊具へ向
かった。
登り棒の
ところで
普段は棒
を使って
降りてい
たが、事
故の時は
棒を使わ
ずに飛び
降りてし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
大型遊具
に向かっ
たところ
を把握し
ていた
が、普段
は棒を
使って降
りること
が出来て
いたた
め、対象
児の様子
が目に入
る少し離
れたとこ
ろで見て
いた。直
前までは
様子を見
ていた
が、飛び
降りてケ
ガをする
ところは
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園内に保
育教諭は
９名いた
が、他の
遊具に付
いたり、
バスコー
スの入れ
替わりの
ため園庭
の入口付
近で子ど
も達を集
めてい
た。

大型遊
具等高
さがあ
る遊具
であそ
ぶ場合
にはあ
そび方
によっ
て転落
や怪我
の危険
性があ
るた
め、あ
そぶ様
子を見
ながら
近くで
の見守
りや声
がけが
必要
だっ
た。

大型遊具等
危険が考え
られる場所
は見守りの
保育教諭を
必ず配置
し、離れる
時は他の保
育教諭に声
を掛ける。
周りの保育
教諭と連携
し、あそび
方の約束が
守れている
か、危険は
ないかを見
守り、声を
掛ける安全
にあそべる
よう配慮す
る。

4804

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

40 9 16 15 5 3
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨骨
折
しょう骨
頭脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

園児数に
対して、
職員配置
数は不足
ではない
が、職員
の危機管
理の甘さ
や配置意
識が欠け
ていた。

危機管理
に対する
職員の意
識をより
高められ
るよう、
職員全員
でマニュ
アルの見
直しを月
に１～2
回行い、
職員間で
の認識や
共通理解
を図る。

1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎

毎日、遊
具の点検
は行って
いたが、
遊んでい
た遊具の
危機管理
や高さに
対する職
員の意識
が足りな
かった。

大型ブ
ロックの
高さや扱
い方を検
討し、ブ
ロックの
高さは30
ｃｍに変
更する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園や各ク
ラスな
ど、遊び
方の約束
は日々、
伝え促し
ていた。
しかし今
回はコー
ナーを設
置してお
らず、広
い環境で
の設定
だったた
め子ども
達の遊び
が少しず
つ広がり
開放的に
なってし
まったた
め、子ど
もたちが
落ち着か
ない状況
であった
ことがけ
がの要因
と考えら
れる。

子どもが
分かりや
すいコー
ナーを設
けるな
ど、落ち
着いた環
境の中で
遊びを楽
しめるよ
うに設定
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常と変
わらず、
食欲もあ
り明るく
元気な様
子が見ら
れた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

その場
で、対象
児を見守
り一緒に
遊んでい
たが、突
発的に飛
び降りる
ことを想
定でき
ず、落下
すること
を止めら
れなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職員はそ
れぞれの
遊具で子
どもたち
と遊んで
いた。

事前に
ルール
を決め
ていた
場面で
も子ど
も達の
遊び方
によっ
ては、
走る跳
ぶなど
の行為
が度々
見られ
てい
た。そ
れを踏
まえ
て、子
どもた
ちへの
周知徹
底や職
員の危
機管理
意識が
足りな
かった
ことが
要因と

安全な遊び
方を視覚的
要素を用い
て子どもた
ちに分かり
やすく周知
徹底する。
子ども達の
遊びの様子
を踏まえ、
一人一人の
行動をしっ
かりと把握
し遊びの状
況に応じそ
の都度危険
である行動
について
しっかりと
把握し子ど
もたちにも
伝えていく
よう努め
る。

4805

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 4 5 6 2 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右環指節
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

この件を
経て、医
師から突
き指と骨
折の対応
について
助言をい
ただいた
ので、振
り返りと
今後の参
考・対策
に活かす
べく、職
員会議に
て話し
あった。
また、思
いもよら
ない形で
怪我をす
ることが
あるの
で、十分
に気を配
りながら
保育をす
る必要が
あるとい
う事を共
通認識し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12 ―

ボール、
床などの
施設や設
備に破損
等はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

周囲を広
く空け
て、危険
の無いよ
うに配慮
をしてい
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボール遊
び
(キャッ
チボール
やボール
転がし)
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の近
くで、怪
我や危険
のないよ
うに周辺
に気を配
りながら
配置して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
の反対側
に配置し
ていた。

―

本児はボー
ルをキャッ
チし損ね
て、突き指
のような状
況で負傷し
ているの
で、対策を
講じる事は
難しかっ
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4806

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

19 4 4
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右下第1
歯牙破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

事故発生
時、保育
室には4
人の担任
が全員い
たにも関
わらず、
事故の瞬
間を誰も
見ていな
かったの
は、職員
間の声掛
けが少な
く、保育
に対する
緊張感が
欠如して
いた。

危機管理
能力の向
上に努
め、園内
研修を実
施する。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

随時

本児が立
ち上がろ
うとして
の事故
だったと
したら、
床の傷や
汚れで、
椅子がス
ムーズに
後ろに下
がらな
かった可
能性は考
えられ
る。

床面の傷
や汚れを
確認し必
要に応じ
て補修修
復する。

6.食事
(おや
つ)中

本児は他
児よりも
先に食べ
終わって
いたこと
もあり、
じっと
座ってい
ることに
苦痛を感
じていた
可能性が
ある。

2歳とい
う年齢か
ら、静止
している
ことに苦
痛を感じ
ないよう
子どもへ
声掛けを
したり、
職員間で
も誰かが
子どもを
見ている
体制が取
れるよう
声掛けを
常とす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時、
体調はか
わりあり
ませんと
伝達が
あった。
事故まで
の時間も
特に変
わった様
子なし。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児が
座ってい
たテーブ
ルに付い
ていた
が、テー
ブルにい
た園児が
食べ終え
た為、全
体を見渡
せる棚の
後ろへ移
動し、PC
で保育連
絡帳を確
認してい
た。事故
直前まで
は本児が
椅子に正
しい姿勢
で着席し
ていたの
を確認し
ている
が、一瞬
目を離し
た際事故
が発生
し、対象
児を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
以外に他
の職員3
人が保育
室にいた
が、1人
は別テー
ブルの他
児とオヤ
ツを摂取
してお
り、別の
2人は食
べ終わっ
た他児達
の食器を
片付けて
いて、事
故の瞬間
は本児を
見ていな
かった。

職員が
自分の
仕事を
遂行し
ながら
も、一
瞬でも
目を離
さない
よう取
り組む
必要が
あっ
た。

下膳は交替
制とし、子
どもから目
を離さない
対応を行な
い、職員間
で連携体制
を整える。

4807

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 4 5 6 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左モンテ
ギア骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

危機管理
マニュア
ルに、園
児の体育
的な遊び
について
の注意点
が不足し
ていた。

体育的な
遊びで起
きうる事
故の場面
を想定し
て、未然
に防げる
対応をマ
ニュアル
化し、職
員全員で
共通理解
をする。

2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

毎日
2.不定期
に実施

毎日

着地場所
に敷いて
あるマッ
トが1枚
だったた
め、着地
の衝撃を
和らげる
ことが難
しかっ
た。跳び
箱の設置
場所が壁
に近かっ
たため、
ぶつかる
かもしれ
ないと感
じて着地
に躊躇が
感じられ
た。

体育教室
の講師に
いただい
た助言を
基に以下
のような
改善策を
今後は
行ってい
く。・高
さの感覚
を事前に
実感出来
るよう
に、跳び
箱のてっ
ぺんより
とび降り
る経験を
して高さ
の確認を
行ってか
ら跳び始
める。・
跳び箱の
段数に合
わせて厚
みのある
マットを
設置す
る。・跳
び箱の周
囲を広く
とって、

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

準備体操
をせず
に、跳び
箱を跳び
始めてし
まった。
夕方の時
間で1日
の疲れが
みられ
た。

必ず跳び
箱を跳ぶ
前には準
備体操を
行う。安
全な跳び
方を子ど
もたちと
確認して
から活動
を行う。
活動時間
に合わせ
て体力を
考慮して
跳び箱の
段数を設
定する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

以前よ
り、跳び
箱は跳べ
ていたの
で楽しん
で行って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
そばで補
助につい
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ホール全
体が見え
る位置に
ついてい
たので、
対象児の
動きは視
界に入っ
ていた。

跳び箱
のそば
に保育
教諭が1
人つい
ていた
が、体
勢を崩
して着
地した
瞬間に
すぐに
補助す
ること
が出来
なかっ
た。

何かあった
ら瞬時に手
を差し伸べ
られるよう
に心構えを
して、注意
深く援助す
る。

4808

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

9 4 3
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

A外傷性
歯の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

普段事故
や怪我が
発生しな
い場所で
も事故が
発生する
可能性が
ある為、
ヒヤリ
ハットを
活用して
いる。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
12.定期
的に実施

毎日 特になし

破損個所
がなかっ
たため改
善点なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段と違
う環境で
本児が落
ち着かな
い状況に
あった

部屋を広
く使える
ように
ゆったり
とした空
間にし、
発達に
合った玩
具を配置
している
が、更に
本児が落
ち着いて
遊びこめ
る玩具を
用意する
とよかっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

新しい環
境に気持
ちが高揚
し、保育
室内でも
1つの遊
びに集中
はでき
ず、時折
急ぎ足で
歩いたり
普段より
も活発に
遊ぶ姿が
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児の傍
で遊びの
様子を見
守った
り、動き
回ってし
まう時に
は遊びに
誘いかけ
たり、気
持ちが落
ち着くよ
う声掛け
をしてい
たが、転
倒時には
すぐ傍に
いなかっ
たため、
転倒を防
ぐことは
できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児の傍
で遊びの
様子を見
守った
り、動き
回ってし
まう時に
は遊びに
誘いかけ
たり、気
持ちが落
ち着くよ
う声掛け
をしてい
たが、転
倒時には
すぐ傍に
いなかっ
たため、
転倒を防
ぐことは
できな
かった。

いつも
と違う
環境で
は気持
ちが高
まり、
落ち着
かなく
なる場
合があ
る。

新たな環境
で遊ぶ場合
は、特に近
い距離で寄
り添い声掛
けをするな
ど転倒を予
測した配慮
を行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4809

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 1 18 18 6 6
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

普段事故
や怪我が
発生しな
い場所で
も事故が
発生する
可能性が
ある為、
ヒヤリ
ハットを
活用して
いく。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 特になし

破損個所
は特にな
く改善点
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

一人で泥
団子遊び
をしてい
たため、
混み合う
ことなく
落ち着い
て座って
遊んでい
たため改
善点な
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わった様
子はな
かった。
園庭活動
時は気持
ちの高揚
等もな
く、落ち
着いて
座って泥
団子作り
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児が見
える位置
で遊びの
様子を見
守ってい
たが、転
倒した瞬
間は別の
子どもの
対応をし
ていた
為、転倒
した時点
での様子
は確認で
きていな
かった。
転倒後も
うずく
まったり
していた
わけでは
なく、
走ってい
たので怪
我の確認
はしな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭内に
は分散し
て3歳・5
歳児の担
任保育教
諭がいた
が、本児
が転倒し
た瞬間を
確認はで
きていな
かった。
ウッド
デッキで
園児に靴
を履かせ
ていた1
歳児の担
任保育教
諭(本児
の弟の担
任)が、
本児が転
倒した瞬
間を確認
していた
が、手を
差し伸べ
ることが
可能な距
離ではな
かった。
1歳児の
担任が声

転倒後
も元気
に走っ
ていた
ので特
に確認
はしな
かった
が、そ
の場で
患部を
確認す
ると良
かっ
た。

子どもが痛
みを感じた
のではない
かと思う時
には、転倒
した時点で
実際に患部
を視診す
る。

4810

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

42 3 8 6 6 13 6 8 8
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

園庭での
約束を当
日も確認
していた
が、走っ
て移動し
転倒して
いる。研
修会など
でも危険
予測につ
いて聞い
ている
が、子ど
もの行動
を予測
し、こま
めに声を
かけて安
全に遊べ
る配慮が
必要。

事前に約
束を確認
しても、
遊びの様
子をみて
個別にこ
まめに声
をかけ知
らせてい
く。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭が全
面砂地の
ため、遊
びで掘っ
た穴がで
きている
場所もあ
る。

遊んだ後
には元に
戻すこと
を子ども
たちにも
伝え、足
をとられ
ることが
ないよう
に、園庭
の整備を
丁寧に行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、元気
に園庭で
の活動を
してい
た。興味
のある虫
を見た
り、クラ
スの友達
と関わり
合って遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ウッド
デッキ付
近で、虫
かごの虫
を見てい
た子ども
たちの傍
について
保育して
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
の様子
や、お迎
えに来る
保護者が
見える場
所に着い
ていた。

・遊び
始める
前に走
らない
ことを
確認・
約束し
ていた
が小走
りで友
達のと
ころに
移動し
て転倒
した

・繰り返
し、遊びの
約束を確認
するととも
に、個別に
も声をか
け、安全に
遊べるよう
関わる。

4811

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 5 8 10 2 2
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

ー
2.基
準配
置

・鉄棒の
高さが
90cm、床
に4cmの
マットを
設置し、
ぶら下
がって遊
んでいた
ため怪我
に至るリ
スクにつ
いて重視
しておら
ず油断が
あった。

・職員数
に応じて
運動用具
のコー
ナー設定
を調整す
る。
・遊びに
入る前に
安全に活
動できる
よう約束
事を確認
する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

職員数に
見合った
コーナー
の数では
なかっ
た。

園児の人
数、状況
に応じて
コーナー
数を調整
し、危険
予測を
しっかり
し、必要
なコー
ナーに配
置する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り自分で
好きな遊
びを選択
し、鉄棒
にぶら下
がり遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室の
入り口付
近に立
ち、迎え
に来た保
護者と応
対しなが
ら全体を
見守って
いた。鉄
棒の高さ
90cm・床
に厚さ
4cmの
マット設
置してい
たことも
あり、落
下しても
大けがに
つながら
ないだろ
うという
油断が
あった。
そのた
め、転落
に備え側
につくこ
とを怠っ

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
と対角の
位置で園
児の遊び
の様子を
見守って
いたが身
近にいた
子どもた
ちと係
わってい
たため落
下の現場
を見てい
なかっ
た。

特にな
し

特になし

4812

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

25 2 2
17.５
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
牙脱臼

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

事故発生
を予測で
きず、発
生の可能
性に対す
る意識と
配慮が足
りなかっ
た。

職員間の
連携を図
り、子ど
もの行動
を予測
し、思い
よらない
事故が起
こってし
まうかも
しれない
ことを念
頭にお
き、意識
して保育
に当た
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

ー

怪我をし
た廊下は
普段と変
わった状
況ではな
かった
が、床の
すべり具
合等の状
況なども
踏まえ、
事故発生
の可能性
について
疑いを持
つべきで
あった。

普段、何
気ない場
所でも大
きな事故
に繋がる
可能性が
あること
の意識を
高める。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

目が届く
場所では
あった
が、衝動
的な本児
の行動を
予測でき
なく、見
守りが不
足してい
た。

子どもは
予測でき
ない行動
があるこ
とを意識
し、「事
故が起こ
るかもし
れない」
ことを常
に考え見
守ってい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

卒園式が
近づき、
予行に参
加する。
いつもと
は違う雰
囲気に気
持ちが落
ち着かな
い様子で
あった。
その後の
事故であ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

昼食の片
づけは、
マイペー
スでゆっ
くりで担
任が片づ
けを促
す。その
後周りの
動きに遅
れをとり
ながらの
行動にな
る。排泄
に向かっ
たことは
確認した
が、クル
クルと回
転して
走ってい
ることに
は気が付
かなっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午睡の準
備や午睡
に寄り
添ってい
たため、
対象児の
動きを確
認できな
かった。

衝動的
に動き
出す対
象児の
動きを
予測で
きな
かっ
た。

活動の切り
替え時に
は、担任や
同じ場にい
た保育者だ
けでなく、
職員室にい
る職員とも
連携をとり
見守り、安
全面に留意
していく。

4813

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 35 15 7 7
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第三指
先端切断

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

遊具の劣
化も一つ
の原因で
あると考
えられ点
検の強化
徹底

職員一人
ひとりの
安全意識
の向上を
計るため
の研修強
化

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

職員の園
庭での配
置人数に
も問題が
あったの
と一人ひ
とりが子
どもたち
への目視
をしっか
りする

園庭での
職員適正
配置と子
どもの遊
びへの目
視の徹底

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

可動式の
低鉄棒と
平均台を
組み合わ
せての遊
びで平均
台が劣化
していた

遊具の安
全性の確
保と一つ
一つの遊
びにリス
クがある
かどうか
の対策対
応

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達数名
と低鉄棒
に平均台
を乗せて
遊んでい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

低鉄棒に
架けてい
た平均台
に指を挟
んで左中
指を一部
欠損。担
任保育士
は本児を
抱え他職
員に救急
車の依頼
をした

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当保育
者と一緒
に傷口を
ホースで
洗い流し
看護師も
加わり出
血の応急
手当に対
応

鉄棒と
平均台
の組み
合わせ
の遊び
で平均
台が劣
化し止
め金が
固定さ
れてい
なかっ
た

当該事故は
遊具の劣化
が要因の一
つで遊具や
玩具の安全
性の徹底を
計る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4814

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

7 2 3 2 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

ー
2.基
準配
置

よく遊ぶ
場所なの
で、油断
していた
ことが予
想される

・アスレ
チックの
下には必
ず保育教
諭が待機
し、目を
離さない
よう見守
る
・遊び方
を子ども
達と一緒
に考える

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

24

子どもの
近くには
いたが危
険な遊び
方ではな
かったの
で、危機
感をもっ
ていな
かった

アスレ
チックで
遊んでい
る時には
必ず保育
教諭が待
機し、目
を離さな
いよう見
守る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

アスレ
チックが
好きでよ
く遊んで
いる

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

アスレ
チックの
ところ
で、対象
児と２人
の園児を
見ていた
が、対象
児が落下
する瞬間
に手を差
し伸べて
が間に合
わなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
と園庭で
遊んでい
た

―

ソフト面で
講じている
ので、ここ
には記載し
ていませ
ん。

4815

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 4 6 8 2 2
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

子どもの
人数や特
性で配置
を確認す
る。

職員の安
全意識を
より高め
る。声の
掛け合い
により、
死角がな
いように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

マットの
敷き方を
確認す
る。

広いス
ペースを
取りマッ
トを敷き
詰める

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ジャンプ
をする方
向を明確
にする。

スペース
を広くと
り、周囲
にマット
を敷く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動遊び
（ジャン
プ台）

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

日誌を見
ていた。

マット
の上に
降りる
習慣が
ついて
いな
かった

マットに降
りる習慣を
つけるよう
にする。
マットをよ
り広く敷
く。

4816

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

22 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

3.未
実施

0

1.基
準以
上配
置

ー

マニュア
ルの園内
研修を実
施する。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

26
1.定期的
に実施

24

コンク
リートが
むき出し
になって
いたた
め、怪我
に繋がる
かもと予
測はして
いた。

コンク
リートに
クッショ
ン台を貼
り付ける
工事をし
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

新園舎で
の生活に
慣れてき
たことで
人工芝ス
ロープに
おける保
育士並び
に子ども
の危険認
知が低下
してい
た。

人工芝ス
ロープで
の遊び方
を子ども
達と一緒
に再確認
する。ど
のような
遊び方が
危険に繋
がるか、
危険を認
知し共有
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は初
め鬼ごっ
こをした
かった
が、同時
刻に未満
児クラス
(0歳児～
2歳児)が
園庭活動
をしてい
たことも
あり衝突
等の危険
回避の為
コートを
使用した
しっぽ取
りをしよ
うと保育
者が提案
する。承
諾しつつ
コートが
準備でき
るまでの
間にス
ロープ上
部で近く
にいた友
だちに対
し「タッ
チして
み」と鬼

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

上記の理
由から
しっぽ取
り用の
コートを
書くた
め、園庭
中央にい
た。その
間に子ど
も達はテ
ラスに出
していた
しっぽを
つけに人
工芝ス
ロープの
上部に移
動する。
コートを
書き終え
たことを
知らせに
保育者が
近辺に近
付いた
所、本児
がけがを
したこと
を保育者
に知らせ
た。ケガ
をした時
の状況を

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
たもう一
人の職員
は気付い
ていな
かった。
職員室に
いた主幹
保育教諭
は本児の
状態を観
察し、患
部を氷で
冷やした
り体調に
変化が無
いか様子
を見たり
しつつ当
時不在
だった園
長に連絡
を取る。
また時間
の経過と
ともに痛
みが増し
てきたた
め三角巾
で腕をつ
るした。

本児が
「タッ
チして
み」と
近くの
子に声
をか
け、相
手が
タッチ
しよう
と本児
の体に
触れ
た。坂
道で
行った
分踏ん
張るこ
とが出
来ず、
バラン
スを崩
して坂
を転が
り落ち
た。そ
の際手
すりの
コンク
リート
で腕を
ぶつけ
たらし

ケガにつな
がった原因
を知らせな
がら坂道や
スロープに
おける危険
についての
情報を共有
し、各々の
危険を回避
しようとす
る意識を育
むようにす
る。

4817

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 3 2 4 4 7 3 5 5
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
内上顆骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

保育歴も
長く、い
つもやれ
ているか
らという
思い込み
と油断が
あった
か。

一瞬一瞬
を見届け
ながら必
要な介助
は行って
いく。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

6
2.不定期
に実施

都度

お迎えの
時間に
なってい
たので、
集中度
（大人も
子ども
も）が考
えられ
る。

子どもの
集団活動
は時間帯
を考えて
計画す
る。子ど
もの疲労
度。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

時間帯が
夕方、迎
え時間で
あり、注
意が足り
にくかっ
たか。早
番勤務が
帰る時
間。

安全度を
子どもの
実態に合
わせて変
えてい
く。時間
帯。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

練習の順
番を待っ
ていた。
3度目の
練習に挑
戦。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

担任は一
人ひとり
に付いて
必要な介
助をして
いる。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

2人（担
任外と男
性事務
員）が設
定用具に
つく。園
長は全体
の観察。

保育教
諭の思
い込み
（やれ
るだろ
うとい
う）。
夕方の
子ども
の疲労
度と時
間帯の
問題→

保育士、教
諭の増員を
考える（翌
日より正規
職員1名採
用）。保育
教諭どうし
の伝え合
い。

4818

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

2 22 11 0 0 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外側靭帯
損傷
左足関節
外果亀裂
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

子どもの
見守り体
制、引継
ぎ体制の
改善。報
告・連
絡・相談
の徹底。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

足に合っ
た靴を履
いていた
か。

園だより
等で保護
者に依頼
はしてい
るが、一
人ひとり
に合った
靴や衣服
のサイズ
について
確認する
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・毎朝準
備運動を
している
が、園庭
活動前に
は行って
いなかっ
た。
・遊ぶ場
所のルー
ルがな
かった。

・毎朝の
準備運動
を園庭活
動の前に
も行う。
・子ども
の人数と
職員の人
数を考慮
した園庭
遊びの場
所や内容
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭遊び
の20名の
園児を2
人の職員
が担当。
該当児が
足をひ
ねった瞬
間は確認
できてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他職
員は室内
にて保育
中だっ
た。

職員同
士の声
がけ、
引継
ぎ、報
告が不
十分で
あっ
た。

・職員同士
の声がけ、
引継ぎ、報
告が的確に
行われるよ
う、一人ひ
とりが意識
を持つ。
・報告・連
絡・相談を
徹底する。
・園児一人
ひとりを丁
寧に見て保
護者に的確
に伝える。
・活動中の
職員配置
（全体を見
られる位置
など）を声

4819

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28 0 0 0 8 8 12 13 9
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘関節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

ー
2.基
準配
置

―

様々な事
故を設定
し、適切
に対応で
きるよう
にその場
に合わせ
た対応を
考える。

2.不定期
に実施

ー
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

ー ―

日常的に
安全点検
を実施
し、環境
や設定へ
の配慮に
努めてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

築山を下
りる際
は、周り
をよく見
て勢いよ
く走った
りしない
で下りる
ことを約
束する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

園庭に出
ると開放
感も出て
か走り
回ったり
が多い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任3名
補助員3
名で、各
場所に配
置して常
時危険が
ないよう
に見守
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任3名
補助員3
名で、各
場所に配
置して常
時危険が
ないよう
に見守
る。

―

遊びの約束
をその都度
して、安全
に遊べるよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4820

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

80 30 50 7 7
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第5指
MP関節骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

２、３

1.基
準以
上配
置

外遊び時
の見守り
体制や安
全管理等
について
の考慮不
足

事故防止
マニュア
ルの見直
しと周知
徹底（厚
労省「教
育・保育
施設等に
おける事
故防止及
び事故発
生時の対
応のため
のガイド
ラインを
参照）、
遊具の使
用方法に
ついての
見直し、
ヒヤリ
ハット記
録による
職員への
周知、会
議での報
告

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1

園庭内の
走り抜け
た箇所に
植えられ
ていた木
に添え木
がして
あった。

走る際に
回りをよ
く見るこ
と、狭い
場所を走
り抜けな
いよう園
児に声を
かける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他学年の
園児も園
庭で遊ん
でおり、
本児の動
きを全て
は把握で
きていな
かった。

他学年の
職員も園
庭全体を
見守るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

屋外での
鬼ごっこ
を楽しん
でいる様
子であっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
他、外遊
びの園児
全体の見
守りを
行ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
の保育見
守り中で
あった

園庭に
職員は
いた
が、本
児の動
きを把
握して
いな
かっ
た。

園庭全体の
見守りにつ
いて、周囲
の職員にも
周知する。

4821

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 2 2 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

職員の配
置箇所や
安全管理
等につい
ての考慮
不足

事故防止
マニュア
ルの見直
しと周知
徹底（厚
労省「教
育・保育
施設等に
おける事
故防止及
び事故発
生時の対
応のため
のガイド
ラインを
参照）、
遊具の使
用方法に
ついての
見直し、
ヒヤリ
ハット記
録による
職員への
周知、会
議での報
告

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1

室内遊具
の対象年
齢の確認
不足

室内遊具
の対象年
齢の確
認・園児
への使用
方法につ
いての声
掛け、注
意喚起

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の下
にマット
を敷くな
ど、落下
した際の
安全策の
不足

遊具設定
の際の安
全策の再
考慮

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

「遊園地
を作りた
いから赤
ちゃんの
滑り台出
して」と
園児が言
い、出し
た直後、
本児が滑
り台の真
ん中の
パーツに
上り「あ
れも取っ
て」と倉
庫の中を
指さした
とたんに
踏み台に
していた
パーツの
バランス
が崩れて
落下す
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊具を設
定してい
る際に、
対象園児
に背を向
けてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午睡中の
他児の様
子を見て
いる職員
と、保育
準備をし
ている職
員に分か
れてい
た。

遊具設
定と園
児を見
守る職
員の配
置が不
十分
だった

安全面を配
慮した上で
の人員配置
を再考慮す
る

4822

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

9 3 3
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

剥離骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

毎月1～2
2.基
準配
置

遊具環境
における
職員配
置・働き
け、危機
管理認
識・意識
の低下。
子どもの
動き・遊
びの展開
の予測の
遅れ。

遊具使用
中の職員
配置、意
識の見直
し。外側
からでは
なく内側
に目を向
け、遊び
を見守り
意識して
いく。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

普段から
の使用頻
度・認知
度が低
く、危険
個所や予
測される
危険、ヒ
ヤリハッ
トが起こ
りにく
く、小窓
など、子
ども達が
登れる箇
所がある
ことな
ど、危機
管理にお
ける認識
が不十分
であり、
認識が弱
かった。

園庭のハ
ザード
マップを
見直し、
あらゆる
場面・場
所での事
故・怪我
の危険
性、ヒヤ
リハット
への意識
を図り、
防止対策
をとる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員配置
数は充分
であった
が、各
コー
ナー・遊
びに向か
う職員間
での配置
や状況の
把握(そ
の場面で
はなく全
体を見る
職員・時
間)が不
十分で
あった。

園児全体
の様子、
姿の把
握、職員
の配置を
その都
度、それ
ぞれに行
い、子ど
もの遊び
や姿に対
して、気
持ち・遊
びの変化
や収束の
タイミン
グを見
て、働き
かけ・仕
掛を行
い、生活
に集中で
きる環境
構成を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児に
ついて
は、特記
するよう
な姿はな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児と
他児との
小屋内で
のやり取
りを見守
りなが
ら、中か
ら職員へ
の呼びか
けに答え
たり、中
を覗きに
行ったり
と関る
も、園児
間のやり
とりに盛
り上がり
があった
為、遊び
の展開ま
での働き
かけは大
きく行わ
なかっ
た。ま
た、特に
出入りの
多い入り
口に意識
していた
為小窓か
らの出入
りについ

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の環
境・遊び
に関わる
と同時に
保護者対
応が重
なってい
た為、小
屋でのや
り取りや
園児の様
子の把握
が無かっ
た。ま
た、今回
加害と
なってし
まった相
手園児の
情緒の変
化・活動
範囲・動
きの拡大
について
は認知
し、意図
的な働き
かけ・関
りを積極
的に行っ
ていた
が、小屋
へと興味
関心が移

配置基
準に問
題はな
かった
もの
の、降
園する
園児が
多く重
なる時
間帯で
あり、
これに
伴う保
護者対
応に係
る時間
と職員
確保・
体制に
不足が
あっ
た。

普段からの
使用頻度を
高め、多方
面から見た
遊びを考
え、遊び・
姿の予測を
意識する。
職員間での
伝達・状況
判断の共通
理解を徹底
する。他職
員への応援
要請を行
う。

4823

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

27 3 3
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

事故時
は、送迎
が開始さ
れてお
り、丁度
児童が
ジャング
ルジムに
上ってた
折に母親
の姿を認
め注意が
散漫に
なったこ
とが考え
られる。

子どもへ
遊具のあ
そびに関
する注意
指導を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

ジャング
ルジムか
ら手を滑
らせて
ジャング
ルジムで
腕を強打
したこと
に因るた
め、ハー
ド的には
予防しが
たい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊具で遊
んでいる
児童へ、
職員が側
で注意喚
起を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

午後４
時を過
ぎると
送迎が
開始さ
れる時
間帯で
もあ
り、ク
ラス職
員がす
べて子
どもの
見守り
にあ
たって
いるわ
けでは

送迎時間帯
での園庭で
の遊びに十
分注意する
ようにす
る。

4824

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

17 4 3
14.２
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨
折・左上
肢打撲傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

なし

トイレか
ら近い所
で子ども
の見守り
をする。
又はトイ
レ介助が
終わって
から一緒
に動く

2.不定期
に実施

ー
1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

ー なし
今回の事
故では特
になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

トイレト
レーニン
グが終
わった後
に介助し
ていた保
育教諭と
一緒に部
屋に戻る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

転びやす
い

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

部屋の中
で　トイ
レトレー
ニングが
終わった
園児を見
守る

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレ介
助

特にな
し

走らない様
に声かけを
する。又は
トイレト
レーニング
が全員終
わった後に
介助してい
た保育教諭
と一緒に部
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4825

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

20 1 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

通常なら
もう一人
保育士が
いるが、
当時は不
在だっ
た。

運動遊び
時は、必
ず複数で
見るよう
に体制を
整える

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

マット
と、子ど
もの通行
位置が近
すぎた

運動遊び
時のマッ
トの位
置、通行
可能場所
をきちん
と分けて
おく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室で
マットと
ボールを
同じ空間
に出し
た。

どちらか
一方を出
すべきで
あった。
ボールで
遊ぶ時は
人数を制
限するな
ど配慮す
るべきで
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

マットの
上を飛び
跳ねてい
て、マッ
トから飛
び降りた
際にマッ
トの横を
歩いてい
た友達と
ぶつかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ボール遊
びをして
いた他児
が走って
いたので
そちらに
注意が行
き、全体
を見れて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もの世話
をしてい
た。

全体を
見る配
慮に欠
けてい
た

遊戯室全体
が見渡せる
場所に保育
士がいるべ
きであっ
た。

4826

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

尺骨・橈
骨の骨折
（左腕）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

コロナ禍
で、お盆
明けの月
曜日で
あったた
め、子ど
もの状況
把握が甘
かった。
高さ調節
に関して
の担任同
士の連携
が不足し
ていた。

子どもの
休みの家
庭状況、
集中力等
を考慮
し、体育
活動の内
容を判断
する。セ
イフティ
マットの
枚数を跳
び箱の高
さに合わ
せて決め
るマニュ
アルが必
要。正し
い着地姿
勢を子ど
もたちに
徹底させ
る。子ど
も達に対
して体育
指導講師
による正
しい使い
方を指導
する。職
員会議で
職員での
事故の分
析と今後

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

セーフ
ティマッ
トの厚さ
と広さの
判断が適
切ではな
かった。

運動用具
の使い方
につい
て、マ
ニュアル
に従って
周知の徹
底。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子ども達
の集中力
がない場
合は中止
する。側
について
いる職員
はマット
上からの
バランス
を崩した
場合は防
御する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児が跳
ぶ前は、
踏切板の
位置角度
を確認し
ていた。
助走の段
階から見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他のグ
ループの
子ども達
の跳び箱
の見守り
をしてい
た。

―

保育士の介
助の仕方を
体育指導員
と確認した
上で行動す
る。

4827

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

15 2 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 1.頭部
後頭骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

日常の行
動場面に
ついても
事前に事
故予防に
ついて研
修・共通
理解を深
める必要
がある。

とっさの
場面でど
う対応す
るか、研
修・話し
合う機会
を増やし
全職員で
共通理解
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

今後教室
内、廊下
などのす
べりやす
いところ
はない
か、つま
づきやす
い場所は
ないかな
どについ
ても丁寧
に点検す
る。

安全点検
の項目を
見直し、
子どもの
行動を予
測して安
全点検を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動の切
り替えの
場面で、
移動の際
のこども
たちの気
持ちが高
まり、友
達同士ふ
ざけ合う
ことがあ
る。

子どもの
動きを予
測し、声
掛けと同
時に危険
な動きを
止める援
助を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
動きが大
きくなる
ことがあ
り、危な
い行動に
対して注
意を促し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラス全
体での集
まりの前
に、トイ
レに入り
移動する
様子を見
ている職
員と、教
室で受け
入れてい
る職員
で、立ち
位置を分
担してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スの保育
や職員室
で事務処
理をして
いた。

担任と
特別支
援ヘル
パーが2
人体制
で、保
育をし
ていた
が、活
動の切
り替わ
るタイ
ミング
で、教
室とト
イレで

教師の立ち
位置を確認
する。

4828

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

63 6 6
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

本児は数
日前にも
母と一緒
の時に階
段から飛
び降りる
ことに興
味をもっ
て遊んで
いたと怪
我の後聞
いた。

園庭遊具
の遊び方
と危険な
場所を見
直すと共
に正しい
遊び方を
子どもた
ちに早急
に伝え
る。監視
役の保育
教諭をつ
ける。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

総合遊具
での怪我
であった
が、遊具
自体に直
接怪我の
原因はな
いが、本
児が飛び
下りるこ
とに興味
をもって
いたこと
からちょ
うど挑戦
しやすい
高さで
あったか
もしれな
い。

遊具の原
因はない
ので、遊
び方を子
どもたち
に伝え
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

クラス全
員での遊
びと少人
数での遊
びの時間
がある
が、少人
数で好き
な友達と
だけで遊
ぶ場合に
ややもす
ると危険
と思われ
ることを
してし
まった
り、判断
を誤るこ
とが起こ
ることが
ある。

クラス全
員での遊
びの時に
遊び方を
丁寧に伝
えたり、
子ども自
身に考え
たりさせ
る機会を
多くもつ
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも活
発であ
り、戸外
遊びが好
きであ
る。仲良
しの友だ
ち数人で
総合遊具
の上で遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

近くで見
ていな
かったた
め本児の
動きを十
分把握で
きず、保
護者への
説明が二
転三転し
てしまい
不安にし
てしまっ
た。家庭
へ訪問し
怪我した
本人を交
えて話す
中で少し
ずつ明ら
かになっ
ていっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3歳児指
導保育教
諭は園庭
で子ども
たちと遊
びながら
総合遊具
の上で遊
ぶ子も視
野に入れ
ていた
が、総合
遊具のそ
ばで見守
る保育教
諭はいな
かったた
め、怪我
したとき
はベラン
ダ周辺に
いた担当
（フ
リー）が
走って

遠くか
ら様子
を見て
その
端々は
知って
いる
が、側
につい
て一部
終始を
見てい
る者は
いな
かっ
た。

危険だと考
えられる遊
具周辺には
保育教諭が
ついて見守
ることにし
た

4829

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

19 4 3
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

セメント
製のス
ピードが
出ない滑
り台にも
関わら
ず、滑り
終えた
後、立上
がる際に
バランス
を崩し前
方に転倒
してい
る。睡眠
不足によ
る体調不
良の中で
の公園遊
びでふら
ついて転
倒したと
も考えら
れる。転
倒した際
地面に手
を付かず
頭から倒
れるもそ
んなにほ
どくな
く、頭部
を冷やし
家庭でも

それぞれ
の子ども
体調によ
り配慮
し、本人
が大丈夫
でも無理
をさせな
いように
する。先
生も手を
伸ばした
が間に合
わなかっ
たため、
もっと子
どもの近
くにいる
ように心
がける。

多久市の
公園であ
り広場と
滑り台が
ある程度
であり、
滑り降り
たところ
には砂が
敷いてあ
り特に問
題を感じ
なかっ
た。転ん
だ際の打
ちどころ
が悪かっ
た。

すべり台
下の砂地
を柔らか
くする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

それぞれ
の子ども
体調によ
り配慮
し、本人
が大丈夫
でも無理
をさせな
いように
する。先
生も手を
伸ばした
が間に合
わなかっ
たため、
もっと子
どもの近
くにいる
ように心
がける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりで
あった
が、朝早
く起きた
らしく、
登園の際
は少しぐ
ずった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

最初二人
の職員で
対応して
いたが、
お弁当の
時間で滑
り終わっ
た子から
移動のた
め、職員
が一人に
なった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の二人
も広場で
遊ぶ子の
見守り、
弁当の準
備をして
いた。

いつも
どおり
であっ
たが、
朝早く
起きた
らし
く、登
園の際
は少し
ぐずっ
たこと
もあ
り、眠
たかっ
たのか
も知れ
ない。
また、
早く滑
り終
わった
子が弁
当の場
所に移
動して
いるこ
とで
焦った
かもし
れな
い。

それぞれの
子ども体調
により配慮
し、本人が
大丈夫でも
無理をさせ
ないように
する。全員
滑り終わる
のを待ち、
みんなで一
緒に移動す
る。

27 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4830

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

53 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

３～４

1.基
準以
上配
置

移動中の
不注意に
よる転倒

職員の配
置等、問
題はな
かった。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

３～４

階段を確
認した
が、特に
問題はな
かった。

階段に躓
く原因に
なりそう
なもの
や、危険
なものが
ない状態
にするよ
う常に心
掛ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

移動中の
不注意に
よる転倒

階段でふ
ざけた
り、お友
達とのお
しゃべり
に夢中に
なってい
る子に
は、注意
喚起をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

最後の段
を踏み外
して、倒
れるのを
みたの
で、すぐ
に駆け
寄った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

まだ、ラ
ンチルー
ムにいる
園児たち
をみてい
た。

階段で
は、足
元に注
意する
よう声
掛けを
すれば
よかっ
た。

階段など、
怪我をしや
すい場所
は、特に見
守りを怠ら
ない。
ふざけた
り、おしゃ
べりに夢中
になってい
る子には、

4831

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

28 2 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１～２

1.基
準以
上配
置

―

危険個所
の見直し
と対策を
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ―

引き続き
定期的に
点検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの空
間に仕切
りがな
かったた
めに起き
た。

遊びの場
所を分け
ると保育
教諭の数
が足り
ず、同じ
場所で保
育をする
と場所が
狭いた
め、改善
が難し
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が遊
んでいる
時、別の
遊びをし
ていた他
児がぶつ
かり本児
が足を踏
まれた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ぶつかる
瞬間は見
ていた
が、すぐ
に止める
ことはで
きなかっ
た。

― ―

危険だと思
われる場面
では、早め
に声をかけ
たり場所を
移動するな
どの対策を
する。

4832

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

26 1 1
16.４
歳

2.女
児

5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

― なし
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1 ― なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

給食を食
べる場所
が固定
（いつも
同じ場
所）だっ
たため、
後ろの席
にいた気
の合う友
達とかか
わりたく
なり後ろ
を振り向
いた。

給食を食
べる場所
を、子ど
もが自由
に選べる
ように
し、食事
中は前を
向いて食
べる等、
マナーの
確認をし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

右手に牛
乳パック
を持ち、
後ろの席
に座って
いた友達
と左手で
手をつな
ごうとし
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

嘔吐した
園児の対
応をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

嘔吐した
場所を片
付け消毒
をしてい
た。

― なし

4833

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

25 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

園外活動
時におけ
る注意事
項につい
て、職員
間で共通
理解がで
きている
か確認を
行う必要
がある。

職員間で
事故予防
マニュア
ルの共通
理解等を
定期的に
実施し、
事故防止
の徹底に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 ―

園外活動
時の遊具
使用時に
ついて、
職員は園
児及び遊
具が見え
る位置か
ら園児の
活動を見
守りなが
ら安全管
理を行
い、突発
的な状況
に対応で
きるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
への事前
指導は
行ってお
り、本児
が遊びな
れた公園
ではあっ
たが、普
段の園生
活の中で
遊んでい
る園庭と
は違う環
境だった
からだと
思われ
る。

・園外保
育の安全
確認を再
度徹底す
る。
・園児へ
の遊び方
指導の再
確認。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本児の家
の近所の
遊びなれ
た公園と
いうこと
もあり、
初めて公
園利用の
友達に遊
具の遊び
方をやさ
しく教え
ながら張
り切って
遊びを進
めてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

公園下見
の時に安
全確保の
ため職員
の立ち位
置、遊具
の遊び方
を職員間
で確認。
事故発生
時も確認
した位置
で安全確
認・指導
をしなが
ら遊びを
見守る
が、対象
児が落下
するのを
救うのに
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の担
当区域の
園児を見
守ってい
たため、
対象児の
行動把握
までは難
しかっ
た。

園外の
公園で
子ども
にとっ
ては魅
力的で
あり、
通常よ
りも落
ち着か
ない状
態だっ
たと思
われ
る。

事前指導の
徹底。職員
立ち位置の
確認、職員
配置を通常
配置基準よ
りも多く配
置する。

4834

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

50弱 2 2
16.４
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
骨幹部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

―

職員全体
で事故状
況の周知
と危険個
所の確認
し各クラ
ス毎、危
険な行動
や降園時
の約束事
を確認す
る。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

子ども達
が遊びの
中で泥団
子作りを
してい
る。固く
光らせる
ために白
砂を使う
ことを繰
り返し、
同じ場所
で砂を使
うため深
さ15㎝程
の穴がで
きエント
ランス
（コンク
リート）
と園庭の
境に段差
ができ
た。

段差の穴
を埋め
る。注意
を促すた
めバーを
置く。

7.その
他

園庭は
バーをし
て開放し
ていな
かったた
め、職員
や保護者
等誰もい
ない状況
であっ
た。

子ども達
に、降園
時は必ず
保護者と
一緒にい
ること、
遊ばずに
降園する
事を確認
する。ま
た、兄弟
がいる場
合、年少
児から帰
宅準備を
し、その
後年長児
を迎えに
行くよう
ルール化
し徹底し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

弟を待つ
間、玄関
近くの段
差を飛び
越えて遊
んでいた
様子。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

２歳児保
育教諭の
知らせを
聞き、看
護師と状
態を確認
し整形外
科へ受診
を勧め
た。その
後、主
任、園長
に報告を
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

母親が本
児を抱い
たまま、
ウッド
デッキに
長い時間
いること
を、２歳
児の保育
教諭が気
づき声を
掛け、怪
我が判明
した。担
任、看護
師をすぐ
に呼ぶ。

―

兄弟がいる
保護者に帰
宅準備など
のフォロー
を行う。

4835

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

4 4 20 16 4 4
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕肘複
雑骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

子どもの
行動を予
測できな
かった。

子どもの
行動を予
測しなが
ら安全面
に配慮す
るように
話し合
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

高さと足
の幅が把
握出来て
いなかっ
た

子どもの
目線で日
常点検を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自分で出
来ると思
いやって
みた。高
さが把握
出来てい
なかっ
た。

子どもの
行動を予
測しなが
ら安全面
に配慮す
るように
話し合
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
に戸外を
走り回っ
たり、遊
具であそ
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

手を離し
たり足を
踏み外し
てしまわ
ないよう
に気を付
けてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

固定遊具
の近くに
は必ず教
諭が傍に
いるよう
に声かけ
し安全面
に配慮し
ている。

自分で
出来る
と思い
やって
みた。
高さが
把握出
来てい
なかっ

現場を確認
し保育教諭
間で安全面
の確認及び
配置につい
て話し合
う。

4836

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

28 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

運動会直
前で子ど
もたちの
高揚感と
ともに怪
我のリス
クが高
まってい
た。

このよう
な時期に
は、咄嗟
の怪我に
も俊敏に
対応でき
るよう危
機意識を
高めるコ
ミュニ
ケーショ
ンの場を
もってお
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

4

地面が乾
いてい
て、滑り
やすい状
況であっ
た。

地面のコ
ンディ
ションを
確認し、
砂が多い
時は減ら
したり、
乾いてい
る時は散
水する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

５才児が
走るには
曲線の
カーブが
やや急で
あったか
もしれな
い。

緩やかな
カーブの
コースが
描けるよ
う職員で
周知す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

カーブで
友達と競
り合いに
なりヒー
トアップ
したこと
も転倒の
要因

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

カーブで
は転倒が
起こりや
すいこと
も想定し
ながら
も、職員
２名と
も、少し
距離のあ
るスター
トゴール
地点での
見守り
だった。

― ―

転倒になっ
てしまうこ
ともやむを
得ないが事
故が多いこ
とが想定さ
れるカーブ
付近で職員
が見守るこ
とで咄嗟に
事故を防げ
るケースも
ある。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4837

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 6 19 6 6
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その
他

1.意識不
明

1.頭部 ―

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

近くに保
育士がお
らず目が
行き届い
ていな
かった。

職員会議
で話し合
い死角に
なる場所
を作らな
いように
職員配置
を考えて
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

職員の目
が届きに
くい場所
にあり、
また、
マットを
敷いてい
なかっ
た。

職員の目
の届きや
すい場所
に移動し
た。今
後、マッ
トを敷く
予定であ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑り台の
使用の仕
方につい
て人数の
制限など
を行う
等、遊び
方につい
て話し合
いがな
かった。

遊ぶ際に
は必ず保
育士がそ
ばにつく
ように
し、遊ぶ
時間など
を以上児
と未満児
でわける
ようにし
たりと職
員間で話
し合いを
行った。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
かわらず
元気に登
園した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児ふ
きんには
居たが、
近くにい
るこども
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の動
きをみて
いた。

近くに
は保育
士がお
らず、
少し離
れてい
た場所
にい
た。

必ずそばに
つくように
し子どもの
動きに十分
注意するよ
うにした。

4838

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

15 4 4
13.１
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

本児は11
月1日に
入園した
ばかりで
あったた
め、固定
遊具の遊
び方に慣
れていな
いことも
あり、階
段がうま
く上れな
かったと
考えられ
る。保育
教諭が付
いていた
が防ぐこ
とができ
なかっ
た。

園児の動
きを予測
した職員
の配置
や、固定
遊具を補
助する職
員の立ち
位置の改
善、また
新入園児
の一人一
人の動き
の把握に
努めてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

入園した
ばかり
で、園で
の生活に
慣れてい
なかった
ため、固
定遊具等
での遊び
の経験が
不足して
いたと考
えられ
る。

本児の歩
行はしっ
かりとし
ているが
段差や階
段等の経
験が不足
している
と思われ
るため、
職員がつ
き固定遊
具での遊
びの経験
を増やし
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭にあ
る固定遊
具で遊ぶ
経験が不
足だった
と考えら
れる。

本児の運
動機能の
発達を促
す経験を
積めるよ
うな保育
の工夫に
努めてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

機嫌よく
遊びだし
た。固定
遊具は好
きで滑り
台も好き
で遊んで
いた。滑
り台の階
段に片足
（左足）
をのせた
らバラン
スを崩し
てしまい
両足を階
段にぶつ
けてし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台の
側面に
立って補
助をして
いた。他
の園児が
滑ってい
る間に本
児が階段
に足をか
けてバラ
ンスを崩
してし
まった。
予測でき
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児がバ
ランスを
崩して両
足をぶつ
けたのを
見たた
め、駆け
寄り抱き
上げてど
こが痛い
か声をか
けた。

他の園
児が滑
り終わ
るまで
階段に
足をか
けず待
たせる
ように
するべ
きで
あっ
た。

滑り台は園
児が大好き
な遊具で複
数の園児が
集まるた
め、職員は
滑っている
園児、待た
せる園児と
分けて補助
をしてい
く。また、
複数の目で
把握してい
く。

4839

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

27 8 9 10 3 1
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

園児と遊
具の安全
な使い方
を話し
合った。
遊具の近
くに先生
を配置。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

ー
1.定期的
に実施

― ―

引き続き
点検を
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

鉄棒の下
にもマッ
トを敷
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くでみ
ていたが
転落時、
駆け寄っ
たが間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい

近くいた
が、他の
園児に対
応してい
た。

鉄棒に
登って
いる園
児がい
たら、
近くで
見守
る。

園庭で活動
時、職員を
増員。

4840

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

84 4 4
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指捻
挫、左小
指基節骨
不全骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

３～４

1.基
準以
上配
置

担当職員
は、毎月
専門の指
導者によ
る研修を
行ってい
る。

今回のよ
うな事故
が起きな
いよう
に、対策
を研修内
容に入れ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

３～４ なし

毎月の点
検に加
え、使用
時には職
員が危険
なところ
がないか
確認をし
ている。
また、今
回は遊具
等の不備
による事
故ではな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

床には
マットを
敷き、安
全面には
配慮して
いる。

職員の配
置等、事
故防止の
為の環境
は整って
いた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐに手
を差し伸
べられる
ように、
近くで見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

すぐに手
を差し伸
べられる
ように、
近くで見
ていた。

職員は
細心の
注意を
払い、
いつで
もすぐ
に手を
差し伸
べられ
るよう
に準備
してい
るが、
今回は
一瞬の

特に注意が
必要な子に
は、引き続
き見守りを
怠らないよ
うにし、異
変にすぐ気
づけるよう
にする。

4841

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

18 1 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛
脛骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
3.基
準以
下

担任が遊
びに入っ
ていて、
全体が見
れる立ち
位置では
なかった

担任の立
ち位置や
安全確認
を一人の
時はどう
するかを
再確認す
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊ぶ位置
が園舎か
ら離れて
いたた
め、他の
職員がす
ぐに対応
しにく
かった

ドッジ
ボールの
枠が園舎
から離れ
ていたの
で、もう
少し園舎
寄りにす
る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ドッジ
ボールが
好きで、
いつもよ
り活発に
遊んでい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に
ドッジ
ボールを
していた
為、その
瞬間を
はっきり
と見れて
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
は発表会
の練習の
為部屋に
いた

職員が
担任の
み園庭
にい
て、補
助の職
員がい
なかっ
たこと

職員が遊び
の中に入っ
ていても、
全体を見る
意識を常に
持つこと

4842

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

29 2 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

職員配置
は基準以
上だが、
運動指導
に対して
の共通認
識が不足
してい
た。

全員が年
齢に見
合った同
じ運動指
導、補助
ができる
様に共通
認識を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 無し。

全員が年
齢に見
合った同
じ運動指
導、補助
ができる
様に共通
認識を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

無し。

園児たち
も慣れた
練習状
況、保育
には普段
の担任が
入ってお
り、特に
要因とな
らない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調不良
の訴えも
なく、朝
から元気
過ごして
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

マンツー
マンで補
助してい
たが、頭
から落下
してきた
ので、保
育者が
とっさに
支えきれ
ずに本児
は左手を
捻って地
面に着い
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の跳び箱
や運動遊
びを見て
いた為。
事故後は
すぐに練
習を中止
し、室内
活動に変
更したた
め、そち
らの保育
に入っ
た。

本児は
普段か
ら運動
が得意
であっ
たた
め、能
力を過
信し過
ぎてい
た為、
補助が
甘く
なって
しまっ
てい
た。ま
た、着
手面が

得意な事で
も、５歳児
クラスの身
体能力を再
度しっかり
把握し、突
発的な転倒
転落にも対
応できるよ
う、丁寧で
安全な補助
を行うよう
にする。着
手面には
テープなど
で分かりや
すく目印を
つけ、しっ
かり上から

4843

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

20 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 特になし 特になし

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

そばで遊
んでいた
児童2人
は、トイ
レに向
かった
後、絵本
コーナー
でふざけ
ていた。

遊んでい
た2人も
含め、改
めてクラ
ス全体に
室内で
は、歩い
て移動す
ることや
体を動か
せなくて
も友だち
と楽しく
過ごせる
ような関
わり方を
伝えてい

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は日
常の中で
一人の空
間を好む
姿があ
る。
当日も給
食後、絵
本コー
ナーに一
人で絵本
を読んで
いる

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児が絵
本コー
ナーにい
ることは
把握して
いたが、
怪我の経
緯は見て
いない。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

看護師が
看護業務
の為に、
本児の近
くにいた
が、怪我
の経緯は
見ていな
い。

日々、
子ども
たちの
様子は
保育士
同士で
連携を
取りな
がら保
育にあ
たって
いた
が、怪
我が起
きてし
まっ
た。

これからも
職員間で連
携をとりな
がら、子ど
もたちの行
動を注意し
て観察する
と同時に、
必要な場面
ではすぐに
止められる
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4844

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 2 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

左眼窩底
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

　通常２
クラスで
戸外遊び
を行い職
員4名体
制で対応
するが、
当日は教
室に戻る
時間帯
だった
為、先に
１クラス
が教室に
戻り、事
故のあっ
た幼児の
在籍する
クラスだ
けが残
り、職員
2名体制
の中で安
全配慮に
見落とし
があっ

園全体で
事故防止
マニュア
ルの共通
理解等を
毎月実
施。遊具
の安全な
遊び方、
使い方の
確認を行
う。週案
にも安全
対策の欄
に安全配
慮点を記
載し、事
故防止の
徹底に努
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

雲梯の高
さが１７
０㎝の箇
所もあ
り、雲梯
の下に敷
いている
ゴムマッ
トの衝撃
暖和が充
分ではな
かった。

雲梯下の
ゴムマッ
トの上に
運動マッ
トを敷い
て、衝撃
暖和対策
と高低差
の軽減を
図る。専
用の安全
マットの
設置をす
る際は捻
挫をおこ
なさない
ような堅
さに配慮
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯がで
きるよう
になって
間もない
時期に、
友だちと
一緒に雲
梯で遊ん
でいた
が、バラ
ンスをく
ずし落下
の原因に
つながっ
た

職員の立
ち位置を
職員間で
確認し、
連携を図
る。安全
面に配慮
した環境
構成を図
る。ま
た、雲梯
で遊ぶ時
は一方向
に一人ず
つ行うよ
うに指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

担任が側
につい
て、雲梯
に友だち
と一緒に
挑戦して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

雲梯につ
いていた
担任が雲
梯の活動
を止め
て、鉄棒
で遊ぶ園
児の元に
行くた
め、雲梯
から離れ
た。その
際、雲梯
から１０
メートル
離れた場
所で登り
棒遊びに
ついてい
たヘル
パーが、
その場か
ら本児の
姿を確認
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

へルパー
１名が雲
梯から１
０メート
ル程離れ
た場所に
ある登り
棒で遊ん
でいる園
児につい
ていた。
雲梯で本
児が遊ん
でいる姿
は見えて
いたが、
落下する
場面は目
を離して
いた。

固定遊
具の側
に職員
がつい
て活動
する約
束では
あった
が、担
当職員
が園児
が固定
遊具か
ら離れ
たこと
を確認
しない
まま、
移動し
たり、
もう一
人の職
員（ヘ
ル
パー）
に声掛

園児が遊ぶ
遊具の側に
は必ず職員
がついて見
守る体制を
徹底する。
職員配置に
制限がある
場合は遊ぶ
場所を制限
し、安全対
策の徹底を
図る。

4845

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

52 32 20 3 3
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

新しい遊
具のた
め、園児
の動きが
予測しき
れていな
かった。

職員全体
で、築山
のあらゆ
る事故を
想定し直
し、遊び
方の再検
討をし、
年齢ごと
のルール
を再確認
し、慣れ
るまでは
保育教諭
が必ず横
について
遊ぶよう
話し合っ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

幅広い年
齢に対応
できる築
山にした
ため、自
分で遊び
を工夫し
て楽しむ
遊具に
なってい
たが、慣
れるまで
はあらゆ
る事故を
予測し、
発達段階
に応じた
クラス毎
のルール
を細かく
決めてい
ないと安
全な遊び
にならな
いことが
ある。

使用禁止
にする方
法も検討
中であ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

横につい
て見守っ
ていた保
育教諭が
4歳児担
当であ
り、園児
の担任で
なかった
ため、
ルールを
守らない
遊びをす
ることを
予測しき
れていな
かった。

園児への
説明を徹
底し、け
がをしな
い遊び方
を自分で
身に付け
るよう指
導する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

初めての
遊具での
あそびで
あったた
め、うれ
しくて、
様々な遊
び方を試
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

初めての
遊具での
あそびで
あったた
め、うれ
しくて
様々な遊
び方を試
していた
園児たち
を横につ
いて見
守ってい
た。予測
しない遊
び方で
あったた
め、声掛
けや手を
差し伸べ
ることが
間に合わ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で他
の遊具の
横につい
て事故防
止を図っ
ていた。

新しい
遊具で
園児が
安全な
遊びに
慣れる
まで、
主幹教
諭も横
につき
事故防
止を図
る必要
があっ
た。

新しい遊具
で園児が安
全な遊びに
慣れるま
で、主幹教
諭も横につ
き事故防止
を図る。

4846

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 2 2
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左中指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

事故を未
然に防ぐ
ための園
児に対す
る指導不
足。

職員間で
発生時の
状況を把
握し再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園児自ら
のスライ
ディング
による事
故であ
り、その
他考えら
れる要因
はない。

園児自ら
のスライ
ディング
による事
故であ
り、ハー
ド面での
改善策は
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

何もない
ところで
の転倒で
あり、環
境的には
不足はな
かった。

子ども達
に対して
の注意喚
起。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育者に
名前を呼
ばれる
際、急い
で走っ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育者の
視界に入
らないと
ころでの
スライ
ディング
であり、
本人も痛
みを訴え
る様子も
なく、普
段通りの
保育を
行った。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

廊下を走
らないよ
う注意を
促した
り、待ち
方におい
てその都
度指導し
た。

職員配
置・環
境にお
いても
不足は
なかっ
たが、
落ち着
いて行
動でき
るよう
普段か
らの保
育にお
いてみ
んなで

子ども達に
対しての注
意喚起。

4847

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

28 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

　左上肢
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

対象児が
進級児で
はなく、
進入園児
であっ
た。使用
した遊具
の理解そ
の園児の
能力面の
理解がな
いまま、
同様の活
動をさせ
ていた

4～5月は
危機管理
を優先し
体力の見
極め約束
事の徹底
を行い少
しずつで
きること
を増やし
事故リス
クを軽減
する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時

4月に遊
具の下に
対ショッ
ク材とゴ
ムチップ
マットを
設置した
ので、安
全性に対
する危機
感が少し
薄れてい
た

すべての
安全対策
は万能で
はないこ
とを理解
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭で広
く遊んで
いた。視
野が狭く
なった。

環境（時
間、活
動、配置
人数）状
況下にお
いて、活
動の在り
方が適正
なのかを
検討して
いく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

うんてい
棒がとて
も得意で
この時も
担当保育
教諭に見
せたく
行ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

うんてい
棒に寄り
添ってい
た。落下
した際に
手を伸ば
したが、
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
が違う遊
びで楽し
んでいた
ためそち
らを観
察。

特にな
し

使用した遊
具で遊ぶ際
のサポート
はその位置
でよいのか
検討する。

4848

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

35 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

‐

1.基
準以
上配
置

落下予測
ができた
のであれ
ば、落下
しても安
全なよう
に下に
マットを
敷くこと
も選択で
きたが、
マットは
敷いてい
なかっ
た。

小学校の
遊具の中
にも、幼
児が使用
できる物
はある
が、雲梯
は高さ、
幅、ポー
ルの太さ
等どれも
園児には
合ってい
ないの
で、今後
は使用を
控える。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2 3.未実施 0

近隣の市
町の病院
が木曜日
休診が多
く、保護
者が受診
に手間
取った。

園医以外
の病院の
リストを
作成して
おく。
（病院
名・診療
科・休診
日・時間
等）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

施設管理
者は不在
だった
が、他の
職員が冷
静に対応
し適切な
指示を出
すことが
できた。
しかし、
担当課へ
の報告が
当日中に
出来な
かった。

担当課へ
の報告
は、施設
管理者が
不在で
あっても
その日の
うちに伝
えること
を再確認
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一度は
「怖いか
らやらな
い」と
言って降
りたが、
友だちが
やってい
るのを見
ていて
やっぱり
やると
言って挑
戦したと
ころ、落
下してし
まった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

落下する
と危ない
と思い、
手を添え
ていたが
結果的に
落下を防
ぐことは
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

小学校の
校庭は広
い為、凧
揚げと遊
具の担当
を決めて
園児を保
育してい
たので、
他の保育
教諭は対
象児を見
ていな
かった。

小学校
の校庭
を使用
させて
もらう
事は良
いと思
うが、
再発を
防止す
るため
にも遊
具の使
用につ
いて安
全な使
用方法
や職員
配置に

小学校の校
庭や遊具の
使用につい
て、安全な
使用方法や
人的配置に
ついて十分
検討し、園
児の年齢等
によっては
使用禁止も
やむを得な
い。

4849

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

15 3 3
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
牙脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

―

今回の事
故につい
てはソフ
ト面に関
する改善
はないと
考えられ
る。

1.定期的
に実施

29
1.定期的
に実施

29
1.定期的
に実施

29 ―

今回の事
故につい
てはハー
ド面に関
する改善
はないと
考えられ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児が前
を見ずに
押し車を
押してい
た。

室内の担
当と戸外
の担当と
で分かれ
子どもた
ちの行動
を見守り
ながら促
し、危険
がないよ
うに声か
けをして
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
もう一人
の児童を
見ていた
が対象児
が衝突・
転倒する
瞬間に手
をさしの
べたが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児のお
迎えが来
た為、保
護者対応
をしてい
たため見
ていな
かった

―
より注意し
て保育して
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4850

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

7 3 2
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

その時間
の学年の
職員人数
などには
問題がな
かった
が、保育
室内に保
育者が集
まってし
まい、目
の行き届
かない場
面を作っ
てしまっ
た。

子どもの
動線に合
わせた職
員配置が
必要だっ
た。

1.定期的
に実施

41
1.定期的
に実施

205
1.定期的
に実施

3

コート掛
けを廊下
に置いた
為、ドア
は開いて
いてドア
付近に保
育者はい
たが目が
行き届か
なかっ
た。

コート掛
けに荷物
を取りに
行く事自
体をやめ
て、保育
室内に荷
物を置く
ようにし
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

コート掛
けを廊下
に置いて
いた。

預かり保
育で最終
の帰り支
度をする
際は、
コート掛
けを保育
室内に入
れて行う
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ドア付近
で廊下の
コート掛
けに荷物
を取りに
行った様
子を見て
いて荷物
を全員が
取り、
コート掛
けが空に
なったこ
とを確認
し、コー
ト類を
持ってき
た子に
コートを
着せる為
廊下に背
を向けた
時に発生
した

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室内
で帰り支
度をする
園児の対
応をして
いた。

ドア付
近で保
育教諭
が見
守って
いた
が、荷
物を取
る際の
コート
掛けの
転倒ば
かりが
頭にあ
り、他
児への
対応
で、背
を向け
た状態
にした
為。

廊下に荷物
を取りに行
く際は一人
が一緒に廊
下に出て対
応するよう
学年にも伝
え、実施し
ている。保
育者同士の
立ち位置な
ども考慮し
ていく。

4851

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

19 6 6
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ関
節内骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

ー
2.基
準配
置

外に行く
準備の
為、靴下
を履かせ
ていた
が、滑り
やすかっ
た。

靴下を履
いてると
きは、滑
りやすい
事を、
しっかり
伝え、保
育士も子
どもから
目を離さ
ない様、
全体把握
の徹底。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

ー

外に行く
準備の
為、靴下
を履かせ
たが、滑
りやす
かった。

床材は柔
らかい材
料を使用
し配慮は
している
が十分気
をつけ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外に行く
準備の
為、靴下
を履かせ
たが、滑
りやす
かった。

靴下を履
いている
時は、滑
りやすい
事をしっ
かり伝
え、保育
士も子ど
もから目
を離さな
い様、全
体把握の
徹底。
（落ち着
いて行動
できるよ
うな言葉
がけの徹
底）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

落ち着い
ていて、
靴下を履
き終え、
担当職員
の前に座
ろうとし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

残児の子
ども達の
人数確認
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の子ど
も達の対
応をして
いた。
着脱等

外に行
く準備
の為、
靴下を
履かせ
たが、
滑りや
すかっ
た。

靴下を履い
ている時
は、滑りや
すい事を
しっかり伝
え、保育士
も子どもか
ら目を離さ
ない様、全
体把握の徹
底。

4852

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

23 3 3
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

子どもの
身体につ
いての認
識が弱
く、怪我
をしやす
い部分に
ついて知
識が甘
かった。

保育室の
環境の見
直しや子
どもたち
に保育室
での過ご
し方を知
らせる。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24

子どもが
遊んでい
く中で、
保育室の
遊びの環
境も変
わってい
き子ども
の通り道
が狭くな
り怪我す
るリスク
が高かっ
た。

物の出し
すぎにな
らないよ
うに環境
を遊びな
がら整
え、友だ
ち同士の
やりとり
や保育室
での過ご
し方につ
いて指導
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

お店屋さ
ん遊びを
していた
ため、部
屋にもい
くつもの
環境コー
ナーがあ
り場所が
狭かっ
た。物の
出しすぎ
にならな
いよう
に、子ど
ものス
ペースを
多く取っ
ておくべ
きだっ
た。

相手に言
葉で知ら
せる指導
を行い、
保育室の
環境を見
直す。物
の出しす
ぎになら
ないよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

子どもた
ちが通る
ような場
所に立っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児の場
所から数
メートル
離れた場
所にいた
が、他児
と関わっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室の
入り口の
所で、健
康カード
チェック
をしてい
た。

物の出
しすぎ
で、十
分な通
路の確
保がで
きてい
なかっ
た。

危険なこと
につながら
ないように
遊びの途中
で環境を見
直す。危険
な行為につ
ながりそう
な時は、そ
の都度指導
を行い注意
を促すよう
にする。

4853

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

44 23 21 3 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

ー
2.基
準配
置

園庭が新
しく整備
されたば
かりだっ
たので、
危険箇所
としての
認識不足
だった。

改めて、
子供たち
の遊びの
様子を把
握し、危
ない遊び
方をして
いないか
認識する
ように努
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

ー ―

遊び方に
よっては
危険があ
る場所、
怪我の起
こった場
所を全職
員が把握
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

フリーで
巡回する
職員が、
危なそう
な遊びを
している
子どもに
は声をか
けてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

数名の友
だちと一
緒に遊ん
でいる中
での行
動。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

太鼓橋で
他児の見
守りをし
ていた。
転倒した
事に気が
付き駆け
寄る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒など
の他の遊
具近くで
園児の見
守りをし
ていた。

―

日頃から、
飛び降りて
はいけない
所等の約束
は話してい
たが、徹底
できていな
かったの
で、繰り返
し伝えてい
く。

4854

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

29 8 12 9 3 3
15.３
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

降園時の
見守り体
制につい
て、マ
ニュアル
作成をし
ていな
かった。

トイレ等
で離席す
る子ども
には、職
員が付い
て行くよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

園舎内
は、靴下
で歩いた
り走った
りすると
滑りやす
い。

必ず上靴
を履いて
移動する
ようにす
る。

7.その
他

保育士と
の約束事
を守れて
いなかっ
た。

室内では
走らな
い、勝手
に離席し
ないこと
を常に伝
えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

降園を
待ってい
る時間
だったが
担任の先
生に話し
をしよう
として他
の子ども
と一緒に
部屋の方
に走り出
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

走り出す
所は見て
いたが、
転倒した
瞬間は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園児の
保護者対
応と、
待ってい
る子ども
の対応
中。

職員間
の連
携、ま
た、そ
の場の
状況に
対して
の配慮
不足が
あっ
た。

離席の際は
声をかけて
もらい付き
添うという
事ができて
いなかっ
た。

4855

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

27 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左環指末
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

職員が一
人で机を
出してお
り、子供
たちに対
する配慮
が不足し
ていた

らんち
るーむの
机の出し
入れにつ
いて、職
員間で統
一してお
く

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

らんち
るーむが
ホールと
併用して
いるた
め、机の
出し入れ
が必要。

テーブル
の脚の操
作時は園
児は離れ
た場所で
待機す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

折り畳み
テーブル
の脚の操
作時の危
険性を理
解できて
いなかっ
た。

テーブル
の扱い方
を指導
し、安全
に取扱い
ができる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士が
脚を立て
ようとし
ている机
に手をか
けてい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

子どもの
手の位置
を確認せ
ずに、脚
を立てて
しまっ
た。

時間の
制限の
中で、
バタバ
タと準
備して
しまっ
た。

時間がない
時は、他の
職員にも援
助を依頼す
る。

4856

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

19 3 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
近位部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特に問題
はなかっ
た。

園児の動
きを常に
把握し、
危機意識
を持つ。
職員全員
による事
故予防研
修の実施
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
特に問題
はなかっ
た。

今後も、
危機管理
をもって
安全に過
ごせる環
境面に気
を配る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブランコ
の安全柵
につかま
り、跳び
はねてい
た。

ブランコ
の安全柵
では、遊
ばないよ
う指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブランコ
の順番待
ちをする
ため、安
全柵を持
ち、跳び
はねてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育教諭
２名は園
庭で鬼
ごっこを
したり、
登り棒を
している
園児のそ
ばで補助
をしてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
担当職員
のみで、
他の職員
は園舎内
にいた。

ブラン
コの安
全柵に
は、つ
かまら
ないよ
うにす
る指導
が足り
なかっ
た。

可能な限
り、危機が
起こる前に
予見し、危
機の回避を
図る方策と
体制（安全
管理）を整
えることが
重要であ
る。そうし
た安全管
理・危機管
理の視点に
立って、子
どもたちが
安心して過
ごせるよう

31 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4857

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左母指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

片付けの
時間を意
識し、自
分から絵
本を片付
けようと
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

通常の活
動であ
り、担任
はクラス
で子ども
の様子を
見なが
ら、片付
けをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

5歳児1号
児は2ク
ラスに分
かれてい
た。他の
クラスは
それぞれ
にクラス
で活動し
ていた。

クラス
で他の
子ども
と片付
けをし
ていた
ため、
廊下で
の絵本
の取り
合いに
気づけ

全体に目を
向け、取り
合いの状況
に早く、気
付けるよう
にする。絵
本の取り合
いになる前
に自分の思
いを言葉で
伝えるよう
子どもたち

4858

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 1 4 4 7 6 3 5 5
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

５～６
2.基
準配
置

保護者の
迎えの時
間が重な
り、保護
者対応や
降園挨拶
をするた
めに、園
児を見る
保育教諭
が1人と
なってし
まった。

園児の降
園時間が
重なって
くる時間
になって
くるの
で、安全
保育がで
きるよ
う、園庭
ではな
く、室内
で遊ぶよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

50

すべり台
階段下の
地面がで
こぼこし
て不安定
になって
いなかっ
たか、平
面だった
か、人工
芝の設置
場所は適
切であっ
たか、厚
みがあっ
たかを調
査する。
少し、地
面が盛り
上がって
おり、平
面ではな
かった。
また、人
工芝は置
いてある
が、薄
く、設置
場所が広
範囲では
なかっ
た。

すべり台
階段下の
地面を平
らにし、
厚みのあ
る人工芝
をすべり
台の階段
下付近に
広範囲に
置く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

外遊び
中、３上
担当保育
教諭も園
庭に出て
いた。夕
方のゆっ
くり遊べ
る時間で
あったた
め、学年
問わず、
すべり
台、砂
場、鬼
ごっこな
どをして
いた。そ
れぞれで
開放的な
気持ちに
なってい
たかもし
れない。

すべり台
階段下の
地面を平
らにし、
厚みのあ
る人工芝
をすべり
台の階段
下付近に
広範囲に
置く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びの
自由に遊
べる時間
であった
ため、す
べり台で
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

比較的近
くにいた
保育教諭
は、砂場
で他の園
児とかか
わってい
たため、
対象児が
すべり台
の階段か
ら転落し
た場面を
見ていな
かった。
もう一人
の保育教
諭は、迎
えに来て
いた保護
者対応や
降園挨拶
のため
に、転落
した場面
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

０・１・
２歳児の
担当保育
教諭は、
室内で保
育をして
いたた
め、対象
児がすべ
り台の階
段から転
落した場
面を見て
いなかっ
た。別の
保育教諭
は、園舎
内の見回
り・戸締
り等をし
ていたた
め、転落
場面を見
ていな
かった。

ストレ
スをた
めず、
安全保
育がで
きるよ
う、合
同で
３・
４・５
歳児を
外遊び
にした
が、順
次来る
保護者
の迎え
で気持
ちが高
まって
いたか
もしれ
ない。

夕方のゆっ
くり遊べる
時間のた
め、園児の
主体性に任
せてはいる
ものの、個
と全体の把
握をしっか
りと行う。

4859

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 18 20 3 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１～２

1.基
準以
上配
置

職員配置
基準は満
たしてい
たが、園
庭での的
確な配置
位置をも
う一度検
討する。

・事故予
防に関す
る園内研
修を月1
回行い、
事故予防
に徹す
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2

園庭にえ
ぐれた跡
があり、
本児の
乗ってい
たキック
スクー
ターの前
輪がその
溝にはま
り転倒し
たと考え
られる。

園外の点
検の際に
は園庭の
土、草の
部分にも
危険が無
いか確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

３名保育
教諭がつ
いていた
が、園児
全体を把
握できる
位置にい
なかっ
た。

園庭での
的確な職
員配置位
置を再度
検討し徹
底する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

午前、園
外の発表
する機会
があり、
午前の緊
張から解
放された
事もあ
り、本児
は夕方に
は普段よ
りも活発
的になっ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭活動
をする前
に、担任
から園児
達に対し
て少し落
ち着いて
活動する
様伝えて
いた。本
児に対し
ても一
度、落ち
着くよう
に指導は
していた
が、本児
の活発的
な気持ち
には届い
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３名保育
教諭がつ
いていた
が、園児
全体を把
握できる
位置にい
なかっ
た。

―

園庭での活
動時の的確
な職員配置
位置を全職
員で検討し
徹底する。

4860

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

27 1 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

肘の骨折
（左）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

事故発生
防止の為
の指針が
活かされ
ていな
かった

　・保育
教諭の日
頃からの
ヒヤリ
ハットに
対して
の、危機
管理能力
を高める
・事故防
止マニュ
アルに
沿った安
全な教
育・保育
環境を確
保するた
めの配慮
を改めて
行い、職
員間で共
通理解を
図る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

転倒した
場所は、
プラン
ターが２
つ置かれ
ており幅
が少し狭
かった。

すぐにプ
ランター
を撤去。
これまで
以上に、
職員間で
危険に対
する意識
を高め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険を意
識する声
掛けを、
事前に
もっと具
体的に伝
える必要
があっ
た。

子ども達
が日頃か
ら状況や
場所に応
じて、
ルールを
守り、考
えて行動
できる機
会を多く
設けてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
事故当
日、体調
も変わり
なくとて
も活発に
体を動か
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当日は、
全体が見
渡せるよ
うな場所
に立ち、
子供たち
の様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
で保育中
だった
為、園庭
には、担
当職員以
外は居な
かった。

危機管
理の意
識を、
さらに
高める
ことが
必要。

次の活動へ
切り替える
際は、引き
続き十分な
準備時間を
設ける。

4861

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

50 3 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１～２

1.基
準以
上配
置

・保育教
諭自身
が、行き
慣れた公
園であっ
たことに
安心をし
ていた。
・自然が
溢れる公
園で、小
さな変化
に気づけ
ず、危険
個所の確
認が至ら
なかっ
た。

・行き慣
れた公園
だからと
安心せ
ず、自然
の中で遊
びが充実
出来る様
にその都
度、自然
の小さな
変化に気
づき、危
険個所の
確認をす
る。

2.不定期
に実施

２～３
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

・遊歩道
の周囲に
草木や岩
場があ
り、自然
が溢れる
公園であ
る。
・定期的
に遊歩道
や側溝の
清掃があ
る。
・岩場は
草木に埋
もれてい
たり、む
き出しに
なってい
たりと自
然のまま
に設置さ
れてい
る。

・自然の
中にもケ
ガに繋が
る要素が
ある事を
知らせ、
危険個所
を避けて
遊ぶ様に
引き続き
の声かけ
をした
り、遊び
場所とし
て適して
いるかを
子ども達
と話し合
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

岩場の危
険を以前
より声か
けしてい
るが、危
険回避を
する意識
を育てる
事が至ら
ずにい
た。

危険な箇
所の確認
をして、
どの様に
危険を回
避するか
を子ども
達と再確
認を何度
も行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

登園時、
部屋でお
相撲ごっ
こをして
いつもよ
り活発で
あった。
また、公
園につい
ても公園
内を走り
まわって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が岩
場から
ジャンプ
した場面
を目視し
ていたの
で、ケガ
の具合と
状況を確
認してす
ぐ他の保
育教輸に
話しをし
て、全員
で予定を
切り上げ
帰路につ
く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

滑り台側
にいる子
と虫探し
をしてい
る子ども
達の様子
を見てい
た。状況
を確認
後、人数
の確認を
して一緒
に帰園す
る。

安全や
危険に
つい
て、子
どもた
ちと繰
り返し
確認を
して意
識づけ
をす
る。

危険回避の
声かけを引
き続き行
い、子ども
達と危険個
所を把握す
る。

32 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4862

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

12 2 2
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折　右頬
打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

１～２
2.基
準配
置

ー

全職員に
事故の報
告をし、
状況や検
証内容も
伝え、危
機意識を
高めて
いった。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

一段目の
足場をと
るなど遊
具の難易
度をあ
げ、2歳
児が高い
ところま
で簡単に
登れない
ようにす
る。（現
在、遊具
業者に相
談中）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

片付け等
行う際に
子供から
目を離す
場面が
あった。

片付けは
こどもが
入室の
後、もし
くは遊具
を使用後
に行う、
遊具に
乗ってい
る子ども
がいる時
は目を離
さないこ
とを徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭の遊
具で遊ん
でいると
きに遊具
上で他児
が本児に
ぶつかっ
てしま
い、遊具
から落
下。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭に出
しっぱな
しだった
自転車を
片付ける
ため、一
瞬目を離
してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

６名の子
どもと先
に入室
し、着替
えを見て
いた。

―

片付けはこ
どもが入室
の後、もし
くは遊具を
使用後に行
う、遊具に
乗っている
子どもがい
る時は目を
離さないこ
とを徹底す
る。

4863

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

200 60 70 70 15 15
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

乳歯の脱
臼の疑い

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

毎日

1.基
準以
上配
置

―

職員の配
置や年齢
ごとのケ
ガの予防
について
の研修を
実施す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

引き続き
安全点検
を確実に
行うとと
もに、使
用前にも
必ず確認
してから
使う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

これまで
以上に全
体を見渡
せるよう
に職員の
配置を改
善する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

シャング
ルジムで
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

シャング
ルジムの
周りであ
そんでい
るこども
たちの様
子を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
いたが、
他の子の
対応をし
ていた。

―

園児に対し
て遊具の使
い方を、定
期的に指
導・確認す
る。

4864

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
4.昼食時
（学童）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

20 2 2
17.５
歳

1.男
児

5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折（ひ
び）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

‐
マニュア
ル研修の
充実。

1 3.未実施 ― ―
特にな
し。

6.食事
(おや
つ)中

―
特にな
し。

給食の時
間だった
ため、他
の園児と
共に保育
室にい
た。トイ
レから
帰ってこ
ない本児
を見に
行って、
泣いてい
る本児を
発見し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の担
任、フ
リーの職
員はそれ
ぞれのク
ラスで食
事指導を
してお
り、見て
いなかっ
た。

―

でんの階段
から飛び降
りない等の
遊び、生活
面での約束
の徹底。

4865

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

11 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手尺
骨・橈骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

研修につ
いては、
不定期で
はなく、
定期的に
実施す
る。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 ―

遊具の安
全性だけ
ではな
く、子ど
もの発達
段階・使
用状況等
について
も点検
し、安全
に使用さ
れている
かも
チェック
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒の下
にマット
等の準備
がなかっ
た。

特に運動
に取り組
む場合
は、マッ
ト等の最
善の安全
策を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の健康
観察では
良好。園
庭に出て
も、活動
が始まる
前には元
気に欠け
だしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒につ
いて、一
人1人の
動きを見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

発生時、
都外クラ
スのみ園
庭に出て
いた。

―

特に運動に
取り組む場
合は、職員
を増員す
る。

4866

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

51 1 8 10 11 10 11 8 8
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨幹部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

ー

1.基
準以
上配
置

・遊具の
危険性に
ついて、
職員の考
えが甘
く、認識
不足だっ
た。

・遊具の
危険性及
び使用方
法につい
て、全職
員に資料
を再度配
付し、周
知徹底す
る。
・安全マ
ニュアル
遵守のた
めの取組
を強化す
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

数

・うんて
いに敷い
ている
マットの
クッショ
ン性が低
かった。

・うんて
いに敷い
ている
マットを
クッショ
ン性の高
いマット
に交換し
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・誰でも
使用でき
る状態に
なってい
た。

・遊具毎
に年齢制
限及び使
用制限を
設ける。
・遊べる
ゾーンを
３区域に
分け、園
児数に応
じて使用
するゾー
ンをその
都度決め
る。
・１５時
以降の時
間帯は、
滑り台の
ある園庭
のみの使
用とす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

・高さ１
４０セン
チのうん
ていにぶ
らさが
り、手す
りを掴ん
だまま足
場から両
足を離し
たり戻っ
たりする
ことを繰
り返して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・目を離
してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・園庭は
他の職員
はいな
かった。

・うん
ていを
使用で
きる年
齢制限
を設け
ていな
かっ
た。

園庭の職員
配置を次の
とおりとす
る。
・園庭①…2
人・園庭②
…２人・園
庭③…２人
・使用範
囲：１箇所
または➀と
②若しくは
②と③の使
用とする。
　　（例）
園庭①、
②、園庭②
と③など
・職員配置
場所：使用
範囲に応じ
た位置
・うんてい

4867

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

15 5 5
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

怪我発生
後の対応
はマニュ
アル化さ
れている
が、怪我
防止の観
点からの
記載がさ
れていな
かった。

後述の
「人的
面」に配
慮したマ
ニュアル
を作成し
て職員間
で共有す
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

対象遊具
は、形式
が古いも
ので、園
児の出入
り口３箇
所に、つ
まづきや
すい段差
があり、
かつ力が
集中しや
すいエッ
ジ状に
なってい
た。

対象遊具
を撤去
（エッジ
部分を削
ると強度
がなくな
り、ス
ロープを
設置する
とスロー
プにつま
づきやす
い。根本
的な対応
が困難な
ため）。
R2年度末
までに完
了予定。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

参観の邪
魔になる
ことか
ら、前日
に、対象
遊具を通
常の位置
から園庭
の隅のほ
うへ移動
させてい
た。その
ため、死
角が増
え、怪我
をした瞬
間を確認
すること
ができな
かった。

対象遊具
を撤去す
ること
で、園庭
での死角
を少なく
する。ま
た、みだ
りに遊具
の位置を
移動しな
いようマ
ニュアル
化し、職
員間で共
有する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

保育参観
で母親が
近くにい
ること
で、普段
よりも活
発に活動
してい
た。ま
た、対象
遊具の位
置が園庭
の隅に変
わってい
たこと
で、その
遊具に強
い興味を
持ち、そ
こに隠れ
る遊びに
夢中に
なった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象遊具
が隅に移
動したこ
とで死角
が増え、
園児の動
きが目に
入ってい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象遊具
が隅に移
動したこ
とで死角
が増え、
園児の動
きが目に
入ってい
なかっ
た。

複数職
員での
チーム
保育で
見守り
を行っ
ていた
が、死
角をな
くすよ
うなエ
リア分
け等
の、十
分な意
思疎通
ができ
ていな
かっ
た。

園庭等の活
動時、死角
をなくすた
めのチーム
保育体制を
つくるこ
と、そし
て、保育参
観など、通
常と環境が
異なるとき
は、園児の
動きに十分
注意するよ
うマニュア
ル化して職
員間で共有
する。

4868

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 5 10 6 5
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

絵本を玩
具として
両手で持
ち歩いて
いた。

未満児の
絵本との
関わりに
ついて、
玩具のよ
うに遊ば
ないよう
にする。
また、必
ず絵本
コーナー
に職員が
一人以上
配置して
指導す
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

6
2.不定期
に実施

ー

絵本コー
ナーを利
用してい
なかっ
た。

絵本コー
ナーに職
員を1人
以上配置
して指導
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員が気
付かない
うちに絵
本コー
ナーから
絵本を持
ち出して
歩いてい
た。

絵本コー
ナーに職
員が付い
て絵本を
一緒に見
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

活動的な
男子で、
体が大き
い方でし
た。事故
当時は絵
本を持っ
て少し小
走りして
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

絵本を両
手に持っ
て、2階
ホールを
少し小走
りしてい
た。
バランス
を崩した
のか、何
もなく他
児と触れ
たのでは
ないが職
員の予測
が付かな
い内に転
倒した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

未満児
（1歳
児・2歳
児）15人
を6人の
職員で全
体を見
守ってい
た。

活発に
動く場
所
（動）
と、絵
本を見
る
（静）
活動を
一緒に
しない
ように
する。

絵本コー
ナーに必ず
一人以上の
職員を配置
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4869

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

21 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

安全面に
は注意を
しながら
保育して
いるが、
園庭など
広い場所
での位置
確認など
が不十分
であっ
た。

固定遊具
を使用す
る時は、
保育者が
必ず近く
で見守っ
たり補助
をしたり
する。
遊具の使
い方や怪
我に繋が
ることを
改めて職
員間で意
識して保
育する。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

ー

鉄棒自体
は不具合
は見られ
ない。

周囲に危
険物がな
いか、転
落緩和の
マットな
どが必ず
敷いてあ
るかを再
確認す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭の広
範囲に子
どもが動
き、砂場
や固定遊
具、鬼
ごっこな
どをして
遊んでい
た。

発達年齢
に応じて
遊ぶ範囲
の限定や
固定遊具
の見守り
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

逆上がり
や前回り
など普段
から鉄棒
が好き
で、当日
も友達と
見せ合っ
たり保育
者に見て
もらった
りして遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒近く
の砂場で
鉄棒の様
子を見守
りつつ、
複数の子
どもと関
わってい
たため、
対象児が
落下する
瞬間には
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広範囲で
遊ぶ子ど
もの様子
を気にか
けて動く
保育者と
支援を要
する子の
近くで見
守る保育
者に分か
れていた
ため、対
象児が落
下する場
面は見ら
れなかっ
た。

遊び方
や遊具
の扱い
方など
を把握
し、危
険行為
や怪我
に繋が
る要因
を共通
理解し
ておく
必要が
あっ
た。

固定遊具を
使用する時
は、保育者
が必ず近く
で見守った
り補助をし
たりする。
遊具の使い
方や怪我に
繋がること
を子ども達
に繰り返し
知らせ、職
員間でも共
通理解して
いく。

4870

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

32 1 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

前腕骨骨
折（橈
骨）骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

ー

園児個々
の行動を
把握し、
クラス全
体を掌握
するよう
心がけ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

教室の机
の配置等
を検討
し、遊び
の空間を
確保する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊具等の
配置等に
留意し、
整理を心
がける

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友だち３
人で、
ホールを
抜け、教
室で走り
回ってい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ホールで
年長児の
保育活動
中

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の保育
室、教室
で保育活
動中

―

園児個々の
動きに気を
配り、目を
離さないよ
う心がける

4871

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

80 5 5
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外側靱帯
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

総合遊具
で子ども
たちが飛
び降りて
遊ぶ箇所
を予想し
て見守っ
ていな
かった

飛び降り
ようとし
ている時
に保育者
が気づき
見守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
2人で総
合遊具に
上ったり
降りたり
して遊ん
でいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭にい
たが、総
合遊具の
別の箇所
を見守っ
ていて、
当該児童
が飛び降
りたとこ
ろを見て
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
たが、支
援児の見
守り・縄
跳び・
ドッチ
ボール・
鉄棒・他
児たちと
鬼ごっこ
をしてい
て気づか
なかった

飛び降
りたと
ころを
見てい
ない

飛び降りそ
うな時に気
づいて援助
する　総合
遊具全体の
遊びを見守
る職員を配
置する

4872

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

22 2 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨骨
折疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

楽しそう
に遊んで
おり直前
まで変
わった様
子は見ら
れなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故の少
し前まで
担任の横
にいたが
事故の瞬
間は目を
離してお
り確認で
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

雲梯のそ
ばにいた
が事故の
時は、ほ
かの子ど
もと関
わってお
り確認で
きなかっ
た。

持病の
ため内
服して
いる薬
により
骨折し
やすい
状況で
あり担
任はそ
れを把
握した
上で普
段から
当該児
童の様
子をみ
るよう
にして
いた
が、事

遊具で遊ん
でいるとき
は特に注意
深く子ども
の様子を見
守るように
する。

4873

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

20 1 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他 1.頭部
脳硬膜下
血腫

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

13
2.基
準配
置

基準配置
人員で遊
びを見守
り必要に
応じて声
をかけて
いたが、
該当行動
について
の声かけ
は行わな
かった。

ヒヤリ
ハットな
ど事故予
防対策理
解の回数
を増や
し、共通
理解を行
うことで
再発防止
に努めて
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2 ―

各施設や
遊具等の
安全点検
を定期的
に実施し
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

事故につ
ながる子
どもの
様々な行
動を予測
し、見守
りを行っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒に興
味を持
ち、自由
遊び中に
よく取り
組んでい
た。前回
りを試み
たとこ
ろ、途中
で手を放
し落下す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒の側
で対象児
の様子を
見守って
いたが、
手を放し
落下する
までの間
が一瞬
だったた
め、手を
差し伸べ
ることが
出来な
かった。

―

遊びを
見守り
必要に
応じて
声をか
けてい
るが、
該当行
動につ
いての
声かけ
は行わ
なかっ
た。

事故につな
がる子ども
の様々な行
動を予測
し、声をか
けていく。

4874

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

44 5 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨遠位端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

園外での
保育にお
ける園児
の動線や
想定され
る事故に
ついて事
前に確認
していな
かった。

園外活動
の場合、
危険個所
の事前点
検を行
う。園児
の行動範
囲を掌握
し、職員
同士で配
置確認を
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6

施設、遊
具等の点
検は定期
的に行っ
ていた
が、今回
対象児が
ケガをし
た運動公
園につい
ては特に
点検を
行ってい
なかっ
た。

園外活動
前（でき
れば前
日）に公
園の形状
や危険個
所等を確
認し、児
童の活動
内容や範
囲を検
討。職員
間で情報
共有す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員間で
屋外にお
ける保育
活動の注
意点を事
前に確認
していな
かったこ
とと、園
児に屋外
での活動
について
行動面の
注意をし
ていな
かった。

職員間で
想定され
る危険な
状況等を
シミュ
レーショ
ンする。
また、園
児の動線
を予測
し、対応
について
活動に参
加する職
員同士で
情報共有
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

集合の声
かけを
行ったと
ころ、急
いで走っ
てきた
が、公園
の斜面で
あったた
め勢いが
つき、足
が絡まっ
て転倒し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他園児の
対応のた
め、玄関
付近にい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任に代
わり、園
児の掌握
をしてい
た。

運動公
園での
活動で
あった
ため、
職員の
見守り
範囲も
広くな
り対応
が間に
合わな
かっ
た。

斜面などケ
ガの可能性
が想定され
る場所に職
員を配置。
また園児に
は走らない
よう指導す
る。

4875

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

27 3 3
17.５
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 6.その他 1.頭部
脳震盪
（中度）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

基本の配
置状況で
はなかっ
た時間帯
であっ
た。

戸外遊び
の際の職
員配置に
ついて検
討が必要
である。

1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

48
2.不定期
に実施

48 特になし
点検を継
続して行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午前中に
発表会予
行演習が
あり、そ
の解放感
で気分が
高まって
いたよう
であっ
た。

午前中の
保育の状
況を踏ま
え、いつ
もと気持
ちが異な
る可能性
も考えな
がら、声
を掛けた
り職員配
置を考え
たりす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

滑り台の
下から
上ってお
り、向き
を変えて
本来の方
向に滑ろ
うとした
とこと上
から友達
が滑って
きたた
め、前に
跳んだ。
そのとき
に顎を地
面で打っ
た。（対
象児と周
りの子ど
もの状況
説明によ
る）

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員は戸
外で全体
を見てい
た。対象
児がどの
ようにけ
がをした
かは見て
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給食後の
戸外遊び
であり、
他の職員
は給食の
片付け等
に当たっ
ていたた
め、戸外
に出てい
たのは1
人であっ
た。

事故が
起こっ
たすぐ
近くに
は職員
はいな
かっ
た。

大きなけが
につながり
そうな遊具
の近くに職
員が付くな
ど配置場所
を考える必
要がある。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4876

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28 9 8 11 2 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

大腿骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

預かり保
育時のサ
ポート体
制の不備

預かり保
育担当者
が全体の
安全管理
をしにく
い状況に
なった場
合、必ず
他の職員
がサポー
トに入る
ことをマ
ニュアル
化する。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

高所部の
外側が落
下するほ
どの空間
があるこ
とが要因
の一つで
あった。

該当箇所
以外も含
め高所部
には落下
防止板を
設置し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

預かり保
育の中に
戸外遊び
をする場
合、日中
よりも職
員の人数
が少なく
なるた
め、事故
の発生の
可能性が
高くな
る。

預かり保
育は日に
よって利
用者の人
数が異な
るので、
預かり保
育開始前
に当日の
状況を踏
まえた上
で保育計
画を立案
するよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故が発
生した木
製アスレ
チックか
ら他の幼
児が落と
したもの
を急いで
取りに
いってあ
げようと
した際
に、登り
棒を掴み
損ねて2
階部分か
ら落下し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くには
職員はい
たが手の
届く範囲
ではな
く、また
事故発生
の瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は室内で
の保育
（２・３
号認定子
ども）及
び職員会
議を行っ
ていた。

園庭の
広さ、
遊具の
多さを
鑑みる
と、管
理が行
き届い
ていな
かっ
た。

職員と幼児
の人数に
よって遊具
の使用の制
限を行う。

4877

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

53 4 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕線
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

大規模園
で園庭で
運動会を
実施する
ことが難
しいた
め、毎
年、園前
にあるグ
ランドを
借りて運
動会を実
施してい
る。（普
段開いて
いる時も
使用する
ときあ
り）日ご
ろは市民
の方の利
用がある
ため、運
動会の練
習が始ま
る時期に
なると草
抜きや石
拾い、地
ならし等
整備を計
4回行っ
ている。
しかし、

使用前の
点検に必
要な項目
をあらか
じめ決
め、表に
するなど
して
チェック
する仕組
みを作っ
ておく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

グランド
の使用前
には、毎
回必ずゴ
ミや危険
物がない
か等点検
していた
が、どこ
まで点検
するかな
どのルー
ルがな
く、職員
によって
グランド
状態まで
使用目的
に合わせ
た点検が
できてお
らず、滑
りやすい
場所を見
逃してい
た可能性
がある。

点検ルー
ルを作成
し、グラ
ンドの土
の状態も
一緒に把
握する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会を
二日後に
控え、午
前中に園
庭で別の
競技の練
習をして
からグラ
ンドに出
かけ、リ
レーの練
習を行っ
た。一度
勝敗がつ
いてから
子ども達
の「もう
一度やり
たい！」
という希
望に応え
る形で2
度目のリ
レーを
行った際
に事故が
起きた。
朝から取
り組みが
続いたこ
と、勝敗
による気
持ちの高
揚などに

年長児の
活動は特
に行事前
になると
多くなっ
ていく
が、無理
せず取り
組めるプ
ログラム
内容やス
ケジュー
ルの設定
をあらか
じめよく
考えて計
画を立て
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児はリ
レーの順
番で列の
真ん中あ
たり（前
から6番
目）にお
り、前の
子どもに
続いて入
場するた
め走って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
はリレー
の入場の
際子ども
達の先頭
に立ち、
誘導して
走ってい
た。担当
職員の背
後で転倒
してお
り、転倒
した場面
は見れて
いない。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

2列で入
場する子
ども達の
間に立
ち、後方
から子ど
もの様子
を見守り
つつ、一
緒に入場
してき
た。本児
が転倒し
た姿は見
ていた。

転倒直
後にど
こが痛
いか確
認する
と本児
は左肩
のあた
りを指
さした
が、擦
り傷等
がな
かった
ため、
様子を
見るに
とど
まっ
た。リ
レー後
左ひざ
に擦り
傷を発
見し、
保健室
で治療
を受け
たが、
転倒の
際に左
肩を本
児がさ
してい

外的な傷等
がなかった
ことや、本
児が泣き止
んだ後に痛
さを訴える
様子がな
かったた
め、すぐに
本児の腕の
様子につい
て気付くこ
とができな
かった。ま
た、職員間
で様子を伝
えあう連携
が不足して
いた。外傷
のみに気を
取られず、
全体の様子
を把握し、
痛い箇所が
ないか丁寧
に聞き取っ
ていく必要
がある。

4878

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

20 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

普段は
３，４，
５歳児で
行ってい
たが、３
歳児クラ
スのみで
行った。

３歳児ク
ラスだけ
で行く時
は低月齢
でもある
ので職員
３名以上
で行く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

３歳児ク
ラスで職
員２名で
行った
が、職員
２名で
は、加賀
野コート
と加賀野
公園２か
所での活
動範囲が
問題で
あった。

公園だ
け、コー
トだけな
ど半分だ
けを使用
するな
ど、活動
範囲や遊
具を限定
し、園児
に知らせ
ておく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブランコ
周囲の柵
に登った
りする時
は、その
都度危険
であると
声はかけ
ていた。

前もっ
て、遊具
を使用す
る時のそ
れぞれの
注意事
項、ルー
ルを日頃
から声掛
けをして
おく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が
「ブラン
コの順番
を待って
いる他児
が、ブラ
ンコ前の
柵に登っ
て座って
いたの
で、それ
を同じよ
うにしよ
うとして
落ちてし
まった」
と話す

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ブランコ
に乗って
いる子の
後方につ
いてお
り、ブラ
ンコの周
囲にいる
ことは確
認してい
たが、落
ちる時に
は見てい
なかっ
た。落ち
た後の泣
き声で落
ちている
園児を発
見した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

公園では
なく隣の
コートで
他の園児
数名とい
た。活動
範囲が広
すぎると
感じ、公
園のみで
遊ぼうと
移動しか
けている
途中だっ
た。

他児が
柵に
座って
いるの
がうら
やまし
く、自
分も一
緒に
座って
みたく
なった
（実際
は座っ
てはい
なかっ
た）

柵は安全に
ブランコで
遊ぶために
あるもの
で、座ると
ころではな
いことを
しっかり知
らせていく

4879

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

25 4 4
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大３趾
中足骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

どろんこ
の山に段
差があっ
た。

園庭の整
備を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
泥んこ山
を通って
登り棒に
向かって
いる途
中、転倒
した。泥
んこ山の
周りはタ
イヤで
囲ってあ
り段差が
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
は、登り
棒のとこ
ろで見
守ってい
た。対象
児が向
かってき
てタイヤ
の上で転
倒した。
職員は直
ぐに駆け
寄り抱き
起し視診
を行う。
看護師に
見てもら
い対応を
仰いだ。
経過観察
するよう
に指示を
受けた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他職員2
名は砂場
と大型遊
具付近に
ついて、
分散して
見守って
いた。ま
た、1名
は排泄介
助に付い
ていた。

対象児
は、以
前から
足腰の
未熟さ
が見ら
れてい
た。

転倒の危険
を回避する
よう気を付
けて見守
る。

4880

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
3.昼食
時・おや
つ時

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

22 4 4
15.３
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右薬指不
全骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

午睡の場
所が本児
のいつも
の場所で
なかった
ため、
コットを
自分で移
動させよ
うと事故
が起きて
しまっ
た。

本児に良
かれと思
い、コッ
トの場所
を変えて
しまった
が本児に
移動した
ことを伝
え、了解
をとるよ
うにす
る。及び
園児の見
守りを強
化する。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎週末

お昼寝用
コットを
準備した
保育者は
雰囲気を
変えてあ
げよう
と、いつ
もの位置
と異なる
ところに
本児の
コットを
準備し
た。本児
はいつも
の位置に
移動しよ
うとした
がうまく
出来ず怪
我をし
た。

場所を変
えるとき
は本児に
伝える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者が
昼食の後
片付けや
午睡の準
備をして
いたた
め、本児
に目が
いってい
なかっ
た。

保育者を
昼食の後
片付け、
午睡準
備、園児
を見守る
担当を決
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常どお
りの登
園。いつ
もどおり
に昼食を
終えて、
午睡に入
る前で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

昼食後、
他児へ投
薬をして
いたた
め、園児
の泣き声
で気づい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児の泣
き声で気
づいた。

部屋の
中で今
まで同
類の事
故や怪
我がな
かった
という
安心感
があり
注意を
怠って
しまっ
た。

後片付け、
午睡準備の
担当を減ら
し、園児を
見守る保育
者の割合を
増やす。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4881

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

8 3 3
13.１
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

乳児は自
分の体に
起きた異
変を言葉
で伝える
ことが難
しいた
め、日ご
ろから子
どもの様
子をきち
んと把握
する。ま
たヒヤリ
ハット等
を積極的
に実践
し、危険
予知等に
心がけ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

滑り台の
下にマッ
トを敷く
等、安全
な環境に
心がけ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児がお
もちゃを
持ったま
ま、すべ
り台を
登ってし
まった。

テラスに
おもちゃ
を持ち出
さないよ
うにする
ととも
に、おも
ちゃを
もって遊
具に登ら
ないこと
をその都
度子ども
に伝え、
乳児でも
約束がわ
かる、守
れるよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分のし
たい遊び
を、落ち
着いてし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

テラスで
一緒に遊
んでいた
が、他の
子の動き
を見守っ
ていて、
近くにい
たが咄嗟
に手が出
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室に
いる他の
子と遊ん
でいた
り、テラ
スにはい
たものの
他の子と
関わって
いて見て
いなかっ
た。

特にな
し

できる限り
偏りなく園
児を見守る
ようにす
る。

4882

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

118 6 18 19 24 26 25 59 45
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足中指
薬指亀裂
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

遊戯室の
ステージ
の上り降
りは、活
動内容に
よって行
うが、そ
れ以外で
は階段を
使用する
決まりが
あった
が、徹底
出来てい
なかっ
た。

活動以外
では、園
児が適切
に階段を
使用して
上り下り
するよ
う、職員
に再周知
をし、子
どもたち
に引き続
き伝えて
いく。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

園児が、
活動状況
によるス
テージの
段の上り
下りの可
否の判断
がしにく
かった。

ステージ
上から階
段を使用
して降り
ることが
出来るよ
うに、ス
テージ下
にパー
テーショ
ンを置く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
順次活動
場所に集
まる時間
だったた
め、園児
が退屈せ
ずに、一
定の場所
で待機で
きる準備
が出来て
いなっ
た。

全員が揃
うまでの
時間の保
育の見直
しと、全
員揃って
から上履
きを脱ぐ
ことを徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

冬の長期
休暇明け
で、子ど
もが久し
ぶりに登
園したこ
ともあ
り、気分
が高揚し
て通常の
落ち着い
た状態で
はなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

体育教諭
が、園児
を集めて
いた。も
う1名の
保育教諭
は、子ど
もたちの
集合を促
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

各クラス
に別れ、
配置人数
を満た
し、保育
室及び園
庭で保育
を行って
いた。

久しぶ
りの登
園、活
動で
あった
ため、
子ども
たちの
予想さ
れる姿
を考え
た準
備、援
助をす
るべき
だっ

久しぶりの
活動の際に
は、約束ご
との再確認
をしたり、
これから始
める活動に
気持ちを向
けられるよ
うな声掛け
をしっかり
行ってい
く。

4883

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 14 10 16 3 3
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

顔　挫創

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

-

夕方保
育、保育
者の人員
が中で起
きた事を
考える
と、少な
い保育者
の人数で
子どもの
見方、把
握の仕方
について
見直し、
職員全員
で共有す
る。

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52

ケガをし
た場所が
遊びに適
した場所
ではな
かった。

子どもの
姿遊び等
総合的に
見て判断
し、子ど
もにどう
声をかけ
ていくの
か保育者
とし考え
ていくこ
とが求め
られる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

夕方保育
は保育者
の目が少
なくなる
時間帯で
ある。そ
の中でど
う過ごさ
せるか、
保育者間
で話し合
い、落ち
着いた環
境作りを
職員全員
で考えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

-

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

-

一人の
保育者
が事故
の起
こった
他児が
遊んで
いるの
は目に
入った
が、声
をかけ
なかっ
たこと
も、保
育者と
しての

夕方、保育
士の人数が
少ない中
で、どのよ
うに子ども
に目を向け
ていくか、
その方法を
職員間で話
し合い、共
有し保育を
していく。

4884

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

113 38 41 34 9 7
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
下端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

特になし

子どもの
特性によ
り、そば
について
安全面を
見守って
いるが、
引き続き
注意し、
対応策を
職員間で
共有す
る。

1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

10 特になし

転倒の際
の地面の
クッショ
ン性な
ど、問題
はなかっ
たが、再
度確認を
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続
き、活動
の見守り
に注意す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

行動範囲
が広が
り、様々
な遊びに
挑戦しよ
うとして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が遊
んでいる
そばで様
子を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
がその場
を離れる
ことが
あって
も、他の
職員が見
守ってい
た。

特にな
し

本児の身体
能力、バラ
ンス面など
を見守り、
気をつけて
いく。

4885

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

12 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

保育教諭
の危険な
行動の予
測が不十
分だっ
た。

個々の園
児の特性
を知り、
危険な行
動に対し
ての予測
を深め
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48 特になし

遊戯室の
広さは十
分にあっ
たので、
今回の事
故に関し
ての要因
にはなら
ないと考
えられる
が、子ど
もの気持
ちが高
ぶってい
るので危
険がない
ように予
測しなが
ら注意し
て見守
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夢中に
なった子
どもがと
る危険な
行動に対
しての危
機知識が
足りな
かった。

ゲームの
ルールの
確認と危
険な行動
について
理解する
ための指
導をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室で
ドッジ
ボール
（外野）
に参加
し、楽し
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッジ
ボールの
活動を見
守りなが
ら参加し
ていた。
転がった
ボールを
勢いよく
拾いに
行った子
がいたた
め、大声
で注意を
促したが
止まれ
ず、他児
と対象児
がぶつ
かってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年長児１
２人に対
し、担任
１人が遊
戯室に出
て見守っ
ていたた
め、その
他の職員
はその場
にいな
かった。

大人数
でドッ
ジボー
ルをす
る時に
はホ
イッス
ルを使
用して
いた
が、今
回小人
数だっ
たため
ホイッ
スルを
使用し
ていな
かっ
た。そ
のた

人数に限ら
ず安全面を
考慮して保
育教諭を配
置する。
ゲームをす
る時には必
ずホイッス
ルを携帯
し、危険を
知らせる。

4886

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

9 1 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右環指挫
創、　右
環指末節
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

「遊びの
ルール」
という簡
単なマ
ニュアル
がある
が、園庭
遊びの
ルールと
しては、
① デッ
キ・石
畳・ゴム
チップの
上は走ら
ない。②
乳児がい
る時は走
らない
（乳児が
入室した
ら可、安
全には十
分配慮す
る）とい
う内容で
ある。

「遊びの
ルール」
の記載内
容を見直
し安全管
理の強化
を図る。
ただし、
ルールで
がんじが
らめにす
ること
は、子ど
もの主体
的な遊び
を束縛す
る一面が
あるので
配慮して
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

地面に敷
いてある
マットが
少しずれ
て段差に
なってお
り、つま
づきやす
い状態で
あった。

ずれてい
たマット
をキッチ
リ敷きな
おした。
定期点
検、使用
前点検を
しっかり
行い、不
具合があ
る場合は
速やかに
改善し、
安全な状
態を維持
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

半分以上
の子が、
お昼の準
備のため
園庭から
保育室内
に入って
いたた
め、本人
は遊んで
いたおも
ちゃを早
く片付け
ようと気
持ちが
焦って
走ってし
まった。

子どもた
ちの様子
を細目に
観察し、
「急がな
くても大
丈夫」等
の声かけ
を行い、
転倒防止
の注意喚
起を行っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
元気に園
庭での自
由遊びを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

副担任が
昼食準備
のため先
に保育室
に入り、
子どもた
ちを呼び
入れてい
た。主担
任が手洗
い場のと
ころで、
園庭に
残ってい
る子に声
を掛けな
がら、手
洗いの済
んだ子を
室内に送
り込んで
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はいな
かった。

・おも
ちゃを
手に
握った
ままの
状態で
転倒し
たた
め、手
のひら
を使っ
ての受
け身が
出来な
かっ
た。
・おも
ちゃを
握った
状態で
指先を
地面に
ぶつけ
てし
まった
ため、
骨折に

・子どもた
ち及び職員
に再度、足
元が不安定
な場所では
走らないこ
と、手に物
を持って走
らないこと
等、安全な
遊び方、危
険性等につ
いて説明指
導してい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4887

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

29 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

職員の配
置につい
ては、十
分である
と考え
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

活動の様
子は、全
体的に落
ち着いて
通常と同
様に活動
していた
ので特に
なし。

職員の見
守りの
中、本児
の周りに
障害とな
るものも
なく、特
に変更す
るところ
はないと
考える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
も良好
で、本児
の周りに
ほかの園
児はいな
かったの
で、押さ
れたりぶ
つかった
りしてい
ない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くで危
険に配慮
するよう
な声掛け
をしなが
ら見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の見守り
をしてい
た。

本児が
雲梯で
遊ぶこ
とに慣
れてい
たの
で、高
さのあ
るとこ
ろから
降りる
ことに
危険を
感じる
ことが
なかっ
た。ま
た、本
児の挑
戦する
気持ち
を大切
にしよ
うとす
る保育
者の気
持ちが

園庭遊びを
行う際、大
型遊具等の
使い方につ
いて注意喚
起を行うと
ともに、
個々の子ど
もの成長に
合わせて配
慮をする。

4888

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

33 1 2 8 5 11 6 9 6
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外上顆骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特段なし

事故発生
個所は園
児たちが
自由に遊
べるス
ペースと
して開放
してお
り、事故
を契機に
した物理
的な対策
は園児た
ちの遊び
等を制限
すること
にもなり
講じてい
ない。こ
れまで以
上に監視
の徹底を
指示。

2.不定期
に実施

-
2.不定期
に実施

-
2.不定期
に実施

- 特段なし 特段なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特段なし

これまで
以上に監
視の徹底
と、同じ
ような場
面（登
り・降り
する場
面）が認
められた
場合、注
意を徹底
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段はそ
れ程活動
が活発な
方ではな
いが、一
緒に遊ん
でいた活
発な園児
の同じよ
うな動き
をする行
動を見て
触発され
た可能性
がある。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

預かり保
育のオー
プンス
ペースを
利用した
自由時間
は、通常
は担当保
育士等１
名以上が
居て園児
たちの相
手をして
いるが、
当日は保
護者が迎
えに来る
時間帯と
も重なっ
て、たま
たま目を
離してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

預かり保
育利用の
園児たち
の多くが
遊んでい
るオープ
ンスペー
スに隣接
する教室
で、他の
園児たち
の相手を
してい
て、被災
児の動き
は見てい
なかっ
た。

特段な
し

これまで以
上に監視の
徹底を図
る。

4889

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

99 24 75 13 11
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～3

1.基
準以
上配
置

事故発生
時は、4
クラス合
同で遊ん
でおり、
それぞれ
の遊びの
コーナー
に教諭を
配置して
いた。

大人の予
測もつか
ない行動
をとるこ
とがある
ので、常
に全体を
見守る教
諭の配置
をする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24 なし

これまで
以上に、
遊具や園
庭整備を
しっかり
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コートが
狭く、
ボールか
ら逃げる
ことがで
きず転ん
でしまっ
た。

ドッジ
ボールの
人数が多
いとき
は、コー
トを広く
する。
（人とぶ
つかった
り、転ん
でも受け
身が取れ
るように
する）

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ボールに
当たらな
いよう
に、コー
トの中を
動きま
わってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

うんてい
棒や鉄棒
等、補助
を必要と
するとこ
ろに教諭
がついて
しまい、
すぐに気
づくこと
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭が広
いため、
各園庭遊
具や幅広
く配置に
ついてい
た。

ドッジ
ボール
のコー
ナーに
教諭を
配置し
ていな
かっ
た。

・本児の動
きやよく転
ぶ状況を全
職員で共有
しておく。
・ドッジ
ボールをす
る際は、教
諭が見守れ
る位置につ
く。

4890

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2.1歳児
クラス

14 3 3
13.１
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上左前歯
１番脱臼
及び陥
没、上顎
歯茎裂傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

保育計画
書に記さ
れていた
活動以外
の活動を
行ったこ
とが要因
の一つと
してあげ
られる。

計画書に
記載事項
以外の活
動は、行
わないこ
とを徹底
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

道路幅が
狭く側溝
がある場
所へ行
き、手を
放したこ
とが要
因。

安全でな
い場所に
いかな
い。散歩
コースを
限定す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手をつな
ぐ等の約
束事が守
られてい
なかっ
た。

手を放し
て子ども
たちが自
由に活動
する際に
場所を限
定する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
の様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1度目の
転倒後、
怪我の有
無を確認
し怪我が
なかった
ため、手
つなぎや
抱きかか
えること
をせずに
再度自由
な状態に
してし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児を見
ている状
態であっ
たため、
直接当該
児には関
われてい
ない。

一度目
の転倒
後の介
助で、
怪我の
有無の
確認を
し、汚
れを
払った
後、本
児が歩
けるか
どうか
の確認
をする
為、保
育者と
向かい
合いで
はな
く、本
児を立
たせて
しまっ
たこと
で、本

介助後、抱
きかかえる
もしくは、
手をつなぐ
ことが必須
であり、仮
に歩行確認
をするなら
ば、手つな
ぎの状態で
行う。

4891

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

8 3 3
13.１
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

乳児は自
分の体に
起きた異
変を言葉
で伝える
ことが難
しいた
め、日ご
ろから子
どもの様
子をきち
んと把握
する。ま
たヒヤリ
ハット等
を積極的
に実践
し、危険
予知等に
心がけ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

滑り台の
下にマッ
トを敷く
等、安全
な環境に
心がけ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児がお
もちゃを
持ったま
ま、すべ
り台を
登ってし
まった。

テラスに
おもちゃ
を持ち出
さないよ
うにする
ととも
に、おも
ちゃを
もって遊
具に登ら
ないこと
をその都
度子ども
に伝え、
乳児でも
約束がわ
かる、守
れるよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分のし
たい遊び
を、落ち
着いてし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

テラスで
一緒に遊
んでいた
が、他の
子の動き
を見守っ
ていて、
近くにい
たが咄嗟
に手が出
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室に
いる他の
子と遊ん
でいた
り、テラ
スにはい
たものの
他の子と
関わって
いて見て
いなかっ
た。

特にな
し

できる限り
偏りなく園
児を見守る
ようにす
る。

4892

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

25 2 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右母趾基
節骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

怪我発生
後はマ
ニュアル
にほぼ沿
いながら
臨機応変
に対応出
来た。

今後もマ
ニュアル
の改善等
繰り返し
ながら迅
速に対応
出来るよ
うに進め
ていく。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

97

運動器具
を使用す
る際には
安全に利
用できる
よう確認
する。

運動器具
の不備は
なかった
のでこれ
からも安
全点検に
努める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児の能
力の見極
めへの配
慮が足り
なかっ
た。

幼児期の
運動への
習得は未
熟である
ので本人
とよく確
認しなが
ら進め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

不安な様
子もなく
活動に取
り組んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くには
いたが本
児の身体
の使い方
での要因
でもあっ
たので回
避する事
が出来な
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

様子は分
かる距離
であった
が回避す
ることが
出来な
かった。

想定外
の事
だった
ので、
とっさ
に手を
差し伸
べる事
が出来
なかっ

ケース会議
の内容を他
の職員に周
知する。

37 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4893

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

8 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘ひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

起こりう
ることを
想定しな
がら、他
園で起
こった事
故等例に
出して学
ぶべきで
あった。

机上のみ
の研修と
なってい
た為、実
践的なも
のとなる
よう工夫
し、実施
する。

1.定期的
に実施

月２回
1.定期的
に実施

月２回
1.定期的
に実施

月２回 無

毎回教具
の使用の
際は、破
損個所等
はないか
確認し設
置。今後
も続けて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今年度は
コロナで
子ども達
も公園等
で遊べず
に身体を
思いっき
り動かせ
てない事
を●月の
職務会等
から話が
出ていた
ので細心
の注意を
払いなが
ら子ども
達にも運
動遊びの
約束①名
札は外
す。②必
ず上履き
を履く。
③助走は
長くしな
い。　④
順番待ち
のとき
は、座っ
て待つ
（ふざけ
ない）⑤
跳び箱上

来客があ
り本人が
張り切り
落ち着い
て参加す
るよう再
度声をか
けるべき
であっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

６段跳べ
び自信が
つき、来
客に
「かっこ
いい所を
見せた
い」とい
う気持ち
が高まっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
そばに立
ち、対象
児が跳び
終えるの
を見てい
たが、対
象児の勢
いがあり
すぎて保
育教諭が
手を差し
伸べたが
間に合わ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

もう一台
の跳び箱
の横につ
き、一緒
に状況を
見てい
た。

来客が
あり、
「見せ
たい」
という
気持ち
が高
まって
いた為
跳び箱
を使用
する前
に使い
方を再
確認す
るべき
だっ
た。

一人ひと
り、気持ち
の高ぶりが
違うため、
その子に
あった声か
けを行う。

4894

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

84 4 4
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3～4

1.基
準以
上配
置

職員の配
置等問題
はなく、
毎月専門
の指導者
による研
修も行っ
ている。

もう一
度、基本
を確認
し、園児
にも確認
しながら
行ってい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

3～4

床には
マットを
敷き、安
全面には
配慮して
いる。

毎月の点
検に加
え、使用
時には職
員が危険
なところ
がないか
確認をし
ている。
また、今
回は遊具
等の不備
による事
故ではな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

準備体操
を十分に
し、ふざ
けている
子や集中
できてい
ない子に
は声掛け
をしてい
る。

今まで通
り、怪我
につなが
りそうな
場面がな
いか、見
守りを怠
らない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐに手
を差し伸
べられる
ように、
近くで見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
を見てい
た。

本児
は、一
生懸命
集中し
ていた
為、痛
めたこ
とにも
気づか
ず、近
くで見
ていた
職員も
一瞬の
出来事
で、怪

園児にいつ
もと変わっ
た様子がな
いか、注意
深く見守
る。
少しでも痛
みがあれ
ば、職員に
言うように
園児に話を
した。

4895

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

70 6 6
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頚
部骨折、
右肘関節
内血腫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3～4

1.基
準以
上配
置

毎月研修
を行って
いるが、
子ども達
の取り組
み方につ
いてもう
一度話し
合う。

子ども達
にも、取
り組み方
について
考えさ
せ、話し
合った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

3～4

床には
マットを
敷き、安
全面には
配慮して
いる。

毎月の点
検に加
え、使用
時には職
員が危険
なところ
がないか
確認をし
ている。
また、今
回は遊具
等の不備
による事
故ではな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他の園児
とおしゃ
べりをし
ながら、
ふざけて
いた為、
集中でき
ていな
かった。

集中して
取り組め
るよう、
職員によ
る声掛け
や、子ど
も達同士
でも注意
し合うよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐに手
を差し伸
べられる
ように、
近くで見
ていた
が、間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
を見てい
た。

ふざけ
ている
子や、
集中で
きてい
ない子
には、
もっと
注意す
るべき
だっ
た。

ふざけてい
る子や、集
中できてい
ない子に
は、もっと
注意するべ
きだった。

4896

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

86 4 4
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
内顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3～4

1.基
準以
上配
置

基礎から
しっかり
教え、一
人一人の
レベルに
合わせた
活動をし
ている。

基礎が出
来ている
子でも、
少しの気
の緩みで
怪我につ
ながるこ
とがある
ので、全
体に話を
し、注意
喚起をし
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

3～4 なし

毎月の点
検に加
え、使用
時には職
員が危険
なところ
がないか
確認して
いる。ま
た、今回
は遊具等
の不備に
よる事故
ではな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

練習中は
近くに物
を置かな
い、近く
に人がい
ない状態
で、集中
できるよ
うな環境
づくりを
している
が、最後
集中力が
欠けてし
まった。

けがを防
ぐよう、
環境づく
りには最
善を尽く
し、最後
まで集中
力を保て
るよう、
声掛けや
注意喚起
を行って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ近く
でタイム
を計って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

すぐ近く
で見てい
た。

すぐ近
くで見
ていた
職員が
いた
が、一
瞬の出
来事
で、倒
れる瞬
間に手
を差し
伸べる
には、
間に合

子供は予測
不可能な動
きをするこ
とがあるの
で、すぐに
手を差し伸
べられるよ
う見守りを
怠らない。

4897

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

14 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

－

遊具の遊
び方につ
いて子供
達に再度
指導する

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

44
1.定期的
に実施

3

遊具に手
をつかみ
損ね、バ
ランスを
崩して転
落してし
まった

遊具の使
用方法に
ついて改
めて指導
する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
事故の瞬
間の様子
を見てい
なく、注
意や行動
抑制がで
きなかっ
た

保育士の
園庭配置
を徹底
し、子供
の動きに
注視する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はない

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児に気
を取られ
子供達全
体の動き
を把握し
きれてい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児に気
を取られ
子供達全
体の動き
を把握し
きれてい
なかった

子供達
全体の
動きを
職員全
体で把
握でき
ていな
かった

子供達全体
の動きを把
握し、少し
でも危険な
動きやがあ
る場合、注
意できるよ
う職員配置
を徹底す
る。また園
庭での職員
配置を改善
し、危険個

4898

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

94 9 8
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

3.未
実施

－
2.基
準配
置

－

事故対応
マニュア
ルを見直
し、危機
管理研修
を実施す
る。

3.未実施 － 3.未実施 － 3.未実施 －

大高緑地
恐竜広場
コンク
リート製
滑り台

園児が遊
ぶ場所に
は職員を
配置す
る。

7.その
他

対象の遊
具に関し
ては、子
どもが遊
ぶ中見守
りができ
ていな
かった。

園児が遊
ぶ場所に
は必ず職
員を配置
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食の片
づけ後、
近くの遊
具に遊び
に行っ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児に呼
び止めら
れ、弁当
の後片付
けを手伝
いていた
為、担当
遊具の見
守りに行
けなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

どんぐり
拾いの子
どもを見
たり、弁
当の片づ
けを手
伝ってい
た。

滑り台
の担当
者が監
視に行
けな
かった
際に、
行けな
い旨を
他の職
員に伝
えるべ
きで
あっ
た。他
の職員
も周辺
の様子

職員同士の
声掛けと担
当の場所は
責任を持っ
て見守る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4899

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

21 2 1
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

-

事故後本
児に対
し、加配
職員を配
置してい
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 - 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

-

水筒をを
持って移
動の際に
は肩にか
けるよう
指導して
いるが、
今回本児
は手に
持ってい
たために
起こった
事故とも
考えられ
る。水筒
の持ち方
の指導・
声掛けを
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

早く外で
遊びたく
て慌てて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

パート職
員が本児
を含む数
名の園児
と一緒に
靴箱へ来
ていた。
職員が掃
除するた
めほうき
を取ろう
としてい
る時に起
きた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他に外遊
びをして
いる子ど
もたちを
見てい
た。

-

外の遊具で
早く遊びた
くて慌てた
ものである
ことも考え
られる。
子どもたち
の心情を察
しながら危
険に感じた
時には声を
かけなどで
注意を促し
たい。

4900

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

20 1 1
17.５
歳

1.男
児

5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手指裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

-

ヒヤリ
ハットを
更に活用
する頻度
を増や
し、事故
に至る前
段階で危
険に気づ
き、予防
に努め
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

陶器皿は
割れても
細かく飛
散しない
もので
あった
が、故に
割れた破
片が大き
かった

陶器皿使
用を止
め、プラ
スチック
皿へ変更

6.食事
(おや
つ)中

給食をと
りに行く
際の通路
が狭く、
通りにく
かった。
導線も自
由だっ
た。

席の配置
を見直
し、通路
の幅を広
くとれる
よう改善
し、子ど
もたちの
動きを一
方方向に
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

両手で
持った皿
を落とさ
ないこと
に集中し
ていたた
め、椅子
の足の位
置を把握
していな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

給食の時
間の為、
配膳作業
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

-

配膳時
の椅子
の座り
方や、
給食を
とりに
来ると
きの椅
子の確
認
（しっ
かりし
まって

配膳時等、
しっかり椅
子が中にし
まっている
か確認し、
声をかけ
る。

4901

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 5 10 10 5 5
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3～4
2.基
準配
置

降園時の
際の集合
合図があ
り、年長
児の仕事
として片
付け当番
に遅れな
いよう本
児の気持
ちに焦り
があった
のではな
いか。

高いとこ
ろから降
りる際
は、慎重
に降りる
ことを全
園児に再
度徹底す
る。

1.定期的
に実施

１回/週
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

遊具自体
の安全性
には、特
に問題は
なかっ
た。

遊具の周
りを柔ら
かい素材
で囲み、
転倒時の
骨折を防
ぐ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年長児に
とって
は、毎日
の行動で
あり近く
の保育者
は注意深
く見てい
なかっ
た。

日常を過
信しない
ようにす
るととも
に、遊具
の周りに
はクッ
ション保
護をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

汽車の上
に上がる
前には、
サッカー
をして遊
んでい
た。特に
変わった
様子はな
かった
が、上記
のように
降りる事
情から、
慌ててい
たと思わ
れる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

集合合図
でいつも
通り年長
児の仕事
に取り掛
かってほ
しいこと
を伝えて
いた。本
児につい
ては汽車
の上にい
たため、
降りて当
番の仕事
をするよ
う声をか
けて場所
を離れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の場所
で、子ど
も達と片
付けの手
伝いをし
ていた。

年長児
の日常
である
ため、
過信し
すぎて
注意を
怠って
いた。

今後高い位
置にいる子
どもたちが
いる場合
は、完全に
園児が平ら
なところに
着地するま
で見届ける
様、職員に
徹底する。

4902

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

23 2 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

怪我の容
態を確認
し、救急
車の要請
を判断す
ることで
早めの処
置が可能
であっ
た。ま
た、AED
研修は
行ってい
たが、そ
の他の救
急法の訓
練も必要
である。

AED研修
は行って
いたが、
その他の
救急法の
訓練も必
要であ
る。
消防署職
員に依頼
し救急法
訓練の実
施（令和
2年10月
16日実
施）

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

木床フ
ローリン
グで、椅
子も木製
であり、
周囲も躓
くものは
なかった
が、食べ
こぼし等
で床が滑
りやすく
なってい
る箇所も
あった。

躓くよう
なものを
置かない
こと。保
育環境
（昼食後
の食べこ
ぼし
等）、季
節、天候
により床
が滑りや
すくなっ
ている場
合もある
ので日常
的に床の
状態を把
握、管理
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

リレーの
走順を保
育室で確
認してい
た。着座
から立ち
上がろう
としたと
きにバラ
ンスを崩
し転倒し
てしまっ
た。普段
から、立
ち上がり
椅子を机
に入れる
習慣は身
について
いた。

それぞれ
の子ども
の状況、
気持ちを
把握し、
適切な声
かけを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

リレーの
走順を保
育室で確
認してい
た。当該
児は自分
の名前が
呼ばれる
ことを待
ち遠しい
様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

順次呼名
をして列
を作る場
面で、当
該児を呼
んだとき
に椅子か
ら立ち上
がろうと
したとき
に転倒

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

昼食後、
配膳台等
の片付
け、配布
物の確認
をしてい
た。

リレー
の走順
を保育
室で確
認して
いた。
着座か
ら立ち
上がろ
うとし
たとき
にバラ
ンスを
崩し転
倒して
しまっ
た。普
段か
ら、立
ち上が

それぞれの
子どもの状
況、気持ち
を把握し、
適切な声か
けを行う。

4903

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

11 4 4
13.１
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
1.意識不
明

1.頭部
外傷性く
も膜下出
血の疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5
2.基
準配
置

-

常に児童
の危険予
測をしな
がら保育
する。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

90

床フロー
リングが
乾燥時期
は特に滑
りやす
い。

床フロー
リングに
組み合わ
せマット
を敷き滑
りにくく
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

床フロー
リングで
新聞紙を
使ったた
め。

畳等滑り
にくい場
所で新聞
遊びを実
施する
等，活動
と児童の
動きを予
測し安全
な保育環
境を構成
すること
により配
慮する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

-

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

- -

乳幼児の特
性を十分把
握し，想定
される動き
や事故に柔
軟に対応で
きるように
今後一層，
職員間で連
携を持てる
ようにす
る。

4904

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

12 2 2
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

（1）左
第3中足
骨骨折
（2）左
足関節捻
挫（Ⅲ）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

-

危険個所
の見直し
と対策、
環境整備
を行う。
子どもの
発達や年
齢を踏ま
えて危険
な行動に
ついて職
員間で検
討し他の
職員にも
周知でき
るように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

- -

引き続き
定期的に
点検を行
い安全な
環境整備
を怠らな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が大
好きな遊
びであ
り、いつ
も遊んで
いる遊び
であった
ため危機
意識が欠
如した。

着地地点
付近に厚
みのある
マットを
広めの範
囲に敷
く。遊び
の中でバ
ランス感
覚や身体
機能を高
める遊び
を工夫す
る。予測
できにく
い行動で
あっても
常に危機
意識を
持って遊
びを見守
り、子ど
もから目
を離さな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

まだ身体
的に未熟
であり、
バランス
感覚も弱
いため着
地にふら
つきが生
じる時が
ある。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

毎日遊ん
でいる遊
具であ
り、手を
引いたり
しなくて
も友達と
一緒に遊
ぶことが
できてい
たため、
少し離れ
た場所か
ら見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育補助
の職員
は、他の
園児が０
歳児の保
育室へ遊
びに行こ
うとして
いた為付
き添って
いた。

-

「いつも遊
んでいる遊
びだから大
丈夫」と思
うことが危
機意識の欠
如となる。
いつどこで
どんな危険
が発生する
かもしれな
い為「もし
かしたら」
「こんなこ
とも考えら
れる」等危
険を予測し
たり危機意
識をもつこ
とが重要。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4905

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

37 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘外顆
骨折の疑
い

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

随時
2.基
準配
置

特になし

安全に遊
べるよう
な子ども
への声掛
けや、担
任以外の
保育者も
気にかけ
て見守る
など、連
携をして
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

随時 特になし

雲梯の下
には人工
芝を敷い
ていたの
で、改善
策は特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

手を離さ
ないなど
安全面に
気を付け
る声掛け
をしなが
ら見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変りなく
過ごして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭の別
の場所で
縄跳びの
補助をし
たり加配
児につい
ていたり
していた
ため、対
象児の動
きを見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分のク
ラスの園
児を中心
に見てい
たので、
対象児の
動きまで
は把握し
ていな
かった。

遊具で
活動し
ている
園児が
いる時
は、遊
具の近
くで見
守りを
する必
要が
あっ
た。

保育者の立
ち位置をも
う一度見直
したり話し
合うなどし
て子どもの
様子を把握
するように
していく。

4906

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

22 1 1
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

・段ボー
ル製パー
テーショ
ンの老朽
化（直立
していな
かった）
・上靴を
履かずに
靴下のま
ま移動し
た

・段ボー
ル製パー
テーショ
ンを新し
くした
・移動す
る際は上
靴を履く
ように指
導する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

- - 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

- 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ままごと
コーナー
から移動
しようと
した際
に、パー
テーショ
ンが直立
していな
かったた
め、踏み
越えよう
として転
倒した

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
転倒に気
付き、外
傷の有無
を確認し
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別室にて
お昼寝の
見守りを
していた

- 特になし

4907

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

25 1 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第３趾
基節骨不
全骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

事故発生
の場所、
時間など
を記録
し、共有
化する。

事故防
止、予防
のための
情報共有
の場を設
けてい
く。(週
報等で情
報共有)

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

側溝の穴
のふた部
分等の遊
具ではな
い所も気
を付けて
みるよう
に心がけ
る。

側溝の穴
のふた部
分も注意
して点検
をしてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

怪我の状
況を家庭
連絡す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気あ
り、食事
もとれ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児に園
舎へ戻る
声掛けを
して、園
庭から園
舎に戻る
途中だっ
ため、離
れてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

片付けの
最中で
あったた
め、対象
児を見て
いなかっ
た。

裸足で
竹馬に
挑戦
後、そ
のまま
裸足で
遊んで
しまっ
た。

竹馬が終
わったら靴
を履いて遊
ぶようにす
る。

4908

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

78 25 23 30 6 4
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左中指末
節骨々
折、左中
指挫傷

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

-
2.基
準配
置

-

当日は欠
席の職員
もおら
ず、職員
配置も
しっかり
できてい
た。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12 -

子どもた
ちが園庭
の隅の
フェンス
周辺でも
遊ぶ姿を
見るの
で、遊ん
でいる様
子を見守
りつつ怪
我や事故
が防げる
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の隅
で起きた
ことだっ
たので、
職員の目
が届いて
いなかっ
た。

戸外遊び
の際は園
児全体の
見守りが
できるよ
う配置を
工夫す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から、
普段通り
元気に過
ごし戸外
遊びを楽
しんでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体の見
守りをか
けていた
が、対象
時のケガ
に気づく
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児の対応
をしてい
たため見
ていな
かった。

駐車場
のフェ
ンスの
外側だ
が、園
庭にあ
る大き
な石を
取り除
き駐車
場に置
いてい
た。そ
れが子
どもの
手の届

石の置き場
所を変え
る。子ども
たちにも大
きな石で遊
ばないよう
声をかけ
る。

4909

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

17 2 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

-

事故・ケ
ガの対応
マニュア
ルの見直
し改善

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 -

遊具や園
内環境の
安全点検
の強化

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

「修行
ごっこ」
の遊びを
友達と楽
しむ中
で、すべ
り台の外
側を渡っ
てしまっ
た。片手
にペット
ボトルを
もってい
た。

遊具の安
全な遊び
方を再確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発に体
を動かし
て遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で他
の園児の
動きを見
ていたた
め、すべ
り台での
遊びから
目が離れ
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
を見てい
た。

広い園
庭で
様々な
遊びを
見守る
ときの
難しさ
があ
る。

職員の動き
や園児への
目のかけ方
を工夫す
る。園児の
動き、全体
が見れるよ
うにする。

4910

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

24 3 3
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷によ
る歯の破
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

安全面に
は注意を
しながら
保育して
いるが、
園庭など
広い場所
での位置
確認、職
員の後方
確認など
が不十分
であっ
た。

走ること
を子ども
達に伝え
る。ま
た、職員
間でも十
分に配慮
しながら
活動を楽
しめるよ
う共通理
解を図
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭の環
境等に不
具合は見
られな
い。遊具
の配置等
も危険個
所はな
かった。

園庭に落
ちている
石等にも
注意し子
ども達の
活動の妨
げになら
ないか定
期的に確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の広
範囲に子
どもが動
き、か
けっこや
鬼ごっこ
などをし
て遊んで
いた。

発達年齢
に応じて
遊ぶ範囲
の限定や
固定遊具
の見守り
を徹底す
るととも
に、子ど
も達の不
意の動き
にも対応
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育者と
一緒にか
けっこを
したり、
固定遊具
で遊んだ
りしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
同じタイ
ミングで
走り出し
かけっこ
をしてい
て、前方
を走って
いた職員
はゴール
付近でス
ピードを
緩めた
が、それ
に気づか
なかった
対象児が
ぶつかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広範囲で
遊ぶ子ど
もの様子
を気にか
けて動く
保育者と
支援を要
する子の
近くで見
守る保育
者に分か
れていた
ため、対
象児がぶ
つかると
ころは見
ていな
かった。

前方後
方確認
をしっ
かりと
行い、
危険行
為や怪
我に繋
がる要
因を共
通理解
してお
く必要
があっ
た。

保育者の前
方後方確認
をしっかり
と行う。子
ども達にも
前をしっか
りと見て行
動すること
を繰り返し
知らせる。

4911

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

50 3 3
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

-
2.基
準配
置

おにごっ
こに夢中
になり、
焦って逃
げること
に気を取
られたた
め、足が
もつれて
しまっ
た。
転倒した
際に、手
をつくこ
とができ
なかっ
た。

遊びの中
で気持ち
が昂って
危険な動
きになっ
てきたこ
とに早く
気づける
よう、子
どもの遊
びの様子
を見守
る。
転倒した
際は、手
をつくよ
う子ども
に知らせ
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

25
1.定期的
に実施

24

今回の事
故に遊具
等を使用
していな
い。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

発見は早
かった
が、転倒
すること
までは予
知できな
かった。

遊びに夢
中になっ
ている時
の子ども
の様子を
細やかに
見守るよ
うにし、
危険をい
ち早く察
知できる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり、友
達とおに
ごっこを
して遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育者も
一緒にお
にごっこ
をして遊
びに加
わってい
たため、
対象児を
発見する
のが早
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊びに加
わっては
いない
が、おに
ごっこを
している
近くで他
の園児と
ともに見
守ってい
た。

遊びに
夢中に
なって
いる子
どもの
危険な
動きに
よる転
倒を予
知でき
なかっ
た。

危険な動き
に早く気づ
き、声をか
けられるよ
うにする。

4912

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

2 2 2
16.４
歳

2.女
児

5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左中指の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

毎日
2.基
準配
置

食事の援
助だけに
目を向け
ており、
玩具が広
がってい
ることや
に目を向
けられな
かった。

遊んでい
る子ども
の様子
や、片づ
けの様子
も見られ
るよう配
置をす
る。玩具
の置き場
を子ども
の導線上
にないよ
うに配置
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

自由遊び
の際、玩
具で遊ぶ
範囲をあ
る程度決
めてあっ
たもの
の、範囲
から出て
いること
に目を向
けること
ができて
いなかっ
た。

玩具での
遊び方や
遊ぶ場所
を再度確
認し、使
用する。

6.食事
(おや
つ)中

毎日使用
している
玩具が、
昼食後の
片付けの
導線上
（水筒か
ご付近）
に広がっ
ていた。

玩具で遊
ぶ場所を
限定し、
園児の導
線上に玩
具が落ち
ていない
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食後の
片づけを
行ってい
た。（毎
日行って
いる）

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の幼児
の食事を
援助して
いたた
め、対象
児が転ん
だ際に手
を差し伸
べられな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の幼児
の食事の
援助を
行ってい
た。

玩具が
広がっ
ている
ことに
目を向
けられ
なかっ
た。

食事の援助
だけに目を
向けるので
はなく、玩
具で遊ぶ子
どもの様子
や、片づけ
の様子も常
に見ていら
れるよう配
置をした。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4913

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

25 2 1
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕尺骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

-

・職員全
員で情報
共有し、
戸外遊び
の際の見
守り位置
や、援助
の仕方を
確認し
た。
・園児
に、雲梯
を含む園
庭の遊具
での遊び
方を改め
て指導し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 -

雲梯下
に，衝撃
を吸収す
る専用の
マットを
設置し
た。（６
月末）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

雲梯の下
に怪我防
止のため
にセーフ
ティマッ
トを置い
ていた
が，クッ
ション性
があり，
バランス
を崩して
地面に腕
から着地
した。

マット
を，衝撃
を吸収す
る専用の
ものに換
えた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

給食後，
片付けが
終わった
園児は園
庭で自由
遊びをし
ていた。
巡回しな
がら園児
を見守り
援助して
いたが，
落下した
瞬間は見
ていな
かった。
雲梯の下
で対象児
が泣いて
いるのに
気づい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室内
で，食事
の片付け
をしてい
る園児の
援助をし
ていた。

対象児
は，あ
まり雲
梯で遊
んだこ
とがな
く，不
慣れ
だっ
た。

・常に全体
把握に努
め，危険を
未然に防げ
るように，
声掛けや援
助をする。
・大型遊具
で遊ぶ際な
ど，個々の
発達段階等
に応じて，
見守りや声
掛け，手助
けをする。

4914

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 14 12 14 4 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

-

・職員全
員で情報
共有し、
戸外遊び
の際の見
守り位置
や、援助
の仕方を
確認し
た。
・園児
に、雲梯
を含む園
庭の遊具
での遊び
方を改め
て指導し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 -

雲梯の下
に，衝撃
を吸収す
る専用の
マットを
設置し
た。（６
月末）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯の下
に怪我防
止のため
にマット
を置いて
いたが，
バランス
を崩し，
地面に腕
から着地
した。

マット
を，衝撃
を吸収
し，怪我
を防止す
るものに
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

預かり保
育の園児
がほとん
ど園庭で
遊んでい
たので，
巡回しな
がら園児
を見守り
援助して
いたが，
落下した
瞬間は見
ていな
かった。
雲梯の下
で対象児
が泣いて
いるのに
気づい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
等で遊ん
でいる園
児の援助
を行って
いた。

対象児
は，ほ
とんど
雲梯で
遊んだ
ことが
なく，
不慣れ
だっ
た。

・常に全体
把握に努
め，危険を
未然に防げ
るように，
声掛けや援
助をする。
・大型遊具
で遊ぶ際な
ど，個々の
発達段階に
応じて，見
守りや声掛
け，手助け
をする。

4915

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

24 21 21
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

-

遊具での
遊び方を
園児に指
導

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

開所日の
全日

1.定期的
に実施

開所日の
全日

-

遊具の破
損・ゆが
み等がな
いか安全
点検を徹
底

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

-

遊具での
遊び方を
園児に指
導

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に遊
んでお
り、突発
の事で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で遊
ぶ園児を
安全を確
認する
為、職員
を配置し
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

-

突発的
に起こ
り得る
園児の
行動に
対応す
る見通
しが足
りず予

複数で戸外
遊びを見守
り、遊具で
遊ぶ際に
は、子ども
の動き、行
動を予想
し、傍につ
き見守る

4916

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

85 25 35 25 7 7
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左焼骨近
位端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

-
1.定期的
に実施

-
1.定期的
に実施

- 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボール遊
びは離れ
たところ
でする
か、仕切
りをする
などの工
夫が必要
であっ
た。

預り保育
の人数が
多い時
は、ボー
ル遊びを
控える声
掛けをし
たり、人
数が少な
くなって
きたとし
ても、
ボールの
飛ぶ先を
考えて遊
び場所を
指定す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

こけた瞬
間を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
ではな
かった
が、見
守ってい
た。

離れた
ところ
で年長
児が遊
んでい
たが、
ボール
の蹴り
方が強
くなっ
てい
た。

子どもの遊
びを見守る
中で、ボー
ルの扱い方
や蹴り方、
強さ等をわ
かりやすく
指導する。

4917

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

39 20 19 5 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折（若木
骨折）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

こどもの
動きや遊
びの様子
を見なが
ら、適宜
こどもた
ちへの声
掛けを行
う必要性
があっ
た。

安全指導
の中で繰
り返し遊
具の使い
方、楽し
く安全に
遊ぶため
のルール
を確認し
ていく。
（安全指
導計画の
見直し）

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

滑り台の
降り口が
26センチ
で年少児
には高さ
があるよ
うに感じ
た。

年少児が
使用する
場合は降
り口に
マットを
敷いて使
うように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑り台の
降り口に
ついて、
足で着地
する分に
は安全に
使える高
さである
が、手を
先にして
●●滑り
をした場
合着地点
までの距
離が3歳
児には少
し高いよ
うに感じ
た。

転倒した
りけがを
する可能
性のある
危険個所
を全職員
で再確認
し、共通
認識を持
つ。年少
児が遊具
を使う場
合はマッ
トなどで
高さを調
整し安全
に遊べる
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

夕方仲の
いい友達
との戸外
遊びとい
う事で気
分が高
まってい
る様子が
みられ
た。友達
との遊び
の中で、
滑る順番
をめぐる
トラブル
がおき、
先に滑っ
ていった
友達を追
いかけ、
焦る気持
ちで手を
先にして
●●滑り
を行って
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台周
辺で危険
がないか
見守りを
してい
た。他児
がはしご
を登る為
の補助を
していた
ため、転
倒時に見
てはいた
ものの、
即時対応
すること
ができな
かった。
転倒後に
本児が手
首を痛
がったの
で冷やす
などの対
応を行っ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

転倒の状
況、本児
の様子を
見ていた
職員が氷
嚢などの
準備を行
い、素早
く対応を
行った。

順番を
めぐる
トラブ
ルに気
づいて
いた
が、こ
どもた
ちへの
声掛け
が足り
なかっ
た。

遊具使用時
での遊びの
見守りをし
ている職員
間で、こど
もたちのト
ラブルなど
普段と違う
様子が見ら
れた場合は
声をかけた
り、様子を
見ながら仲
裁に入るな
ど普段より
積極的に遊
びに介入す
るようにし
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4918

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

13 3 3
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上Ａ完
全脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１～２
2.基
準配
置

短時間で
はある
が、職員
がそろっ
ていない
状況で通
常保育を
行ってい
たため、
園児への
注意配慮
が欠け
た。

わずかな
時間でも
職員が不
足すると
きには、
安全が確
保できる
無理のな
い保育内
容に変更
する。ま
た、1歳
児でもあ
り、動く
範囲を限
定して、
すぐに駆
け寄れる
位置で見
守りを行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48

傾いた椅
子は、適
応年齢の
ものを使
用し、滑
り止めの
付いたも
のであっ
たが、園
児が物の
取り扱い
に対して
力をコン
トロール
すること
がまだ不
十分で
あった。

リスク面
を把握し
て、椅子
の扱い方
など安全
に過ごせ
るよう、
園児に寄
り添って
知らせて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1歳児ク
ラスの●
●（絵本
貸出）は
10月から
開始で、
今回初め
ての取り
組みで
あった。
勤務調整
上、応援
者が入る
ことが多
い夕方に
行ったこ
とで、保
育士・園
児ともに
いつもと
違う取り
組みに落
ち着かな
い状況が
できてし
まったか
もしれな
い。

初めての
取り組み
は、保育
士・園児
ともに取
り組み
と、取り
組み後の
落ち着き
を取り戻
すための
十分な時
間を確保
でき、職
員の入れ
替わりが
少ない設
定保育
（午前
中）で行
うように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から、
いつも通
り登園し
変わりな
く過ごし
ていた。
絵本の読
み聞かせ
後も、当
園児は職
員の誘導
にそっ
て、食事
コーナー
の椅子ま
で歩いて
行った。
座ろうと
両手で椅
子を持つ
様子も普
段と変わ
りなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

主担は泣
いている
子を抱
き、遊び
スペース
と食事
コーナー
の間の
ゲートで
移動の誘
導・見守
りを行っ
ていた。
副担は食
事コー
ナーで着
席を行う
園児を見
守りなが
ら、一人
ずつお茶
を配膳し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

応援職員
は、●●
（絵本貸
出）の担
当者と交
代してい
て隣のク
ラスに
行ってい
た。●●
の終了
後、担当
職員が退
室し、応
援職員が
戻ってく
るまでの
2分ほど
の間に事
故が起
こった。

園児が
落ち着
かない
状況
で、職
員が1名
退室す
るので
あれ
ば、見
守れる
範囲で
の行動
に制限
すべき
であっ
た。ま
た、主
担は泣
いてい
る園児
を抱き
ながら
行動し
てい
る。他
園児の
不意の
事故に
対し
て、主
担は
とっさ
に手を

園児の様
子、職員体
制を把握
し、次の活
動を始め
る。複数園
児を見守る
ときは、活
動内容に
よって個々
に移動をす
るのではな
く、少人数
ごとに手の
届く範囲で
移動する。
また、職員
体制がそろ
わないと
き、職員が
不意の対応
で園児から
注意がそれ
るときには
どのような
活動がふさ
わしいの
か、職員間
で事前に検
討して、行
動にうつせ
るように繰
り返し確認
しあう。

4919

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

17 3 3
13.１
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘の骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1～２

1.基
準以
上配
置

－

今後もヒ
ヤリハッ
トはその
都度提出
し、当月
には対
策、翌月
には検証
の会議を
実施す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

－ －

施設内の
点検は上
記の通り
実施され
ている。
当事故と
施設設備
等との因
果関係は
無いとみ
られる
が、今後
も園児の
安全に資
するよ
う、点検
等を徹底
する。

7.その
他

寝返りを
一度した
が、その
後同じ態
勢で寝て
いたこと
で手、腕
にしびれ
などが
あったの
ではない
か。その
状態で起
き上がろ
うと腕を
ついたた
めではな
いか。

同じ態勢
をとって
寝ている
時には眠
りを妨げ
ないよう
に向きを
変えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午睡前、
午睡中は
いつもと
変わらず
玩具で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

布団の片
付けをし
ていて、
起きた姿
は確認し
たが、腕
の動は確
認してい
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

起きた他
児の手洗
いや、お
やつの準
備してい
た。(泣
いている
ことは確
認してい
る)

寝起き
はいつ
も機嫌
が悪い
と思っ
ていた
ため怪
我を確
認でき
なかっ
た。

いつもより
泣いている
姿が見られ
た時には、
身体全体を
触診、視診
し、看護師
に様子観察
してもら
う。

4920

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

16 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第１中
足骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

１２月の
運動会に
向け練習
中だっ
た。

園児の気
持ちの高
ぶりが
あった。
個々の身
体、情緒
面の把握
をする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

面積基準
はクリア
してい
る。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走るコー
ナーが大
きすぎて
いたので
はない
か。

こどもの
発達に合
わせて走
るスペー
スを広く
したり狭
くしたり
調整す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

最近トイ
レの扉に
おでこを
打つ等、
家庭でも
怪我が多
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼ごっご
をしてい
る園児を
囲んで、
保育教諭
は対象に
向き合い
見守って
いた。
（保育教
諭２名）

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

各クラス
で、保育
活動を
行ってい
た。

配置基
準に従
い保育
教諭を
配置し
ている

活動中、子
ども様子や
保育者同士
の声掛けを
行う

4921

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 2 5 7 2 3 4 6 6
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

肘の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

一寸の油
断が事故
が発生と
なるの
で、常に
危険個所
を監視す
る。

職員が常
に園児の
安心、安
全に気を
付ける。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
腐食、ネ
ジのゆる
み等

毎日点検
する。欠
陥ある場
合使用停
止、直ち
に修繕す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

低年齢児
に担当者
を決めて
いたがこ
れから
は、全員
で見守り
を充実を
図ってい
く。

危険なと
ころに子
どもが遊
んでいた
ら、注意
をして事
故を未然
に防止す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康面は
良好で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児が担
当職員の
側にいた
が一寸と
の隙に事
故となっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、他の
園児を見
ていたの
で気が付
かなかっ
た。

いつも
だと、
舞台に
上げな
いがこ
れから
は舞台
に上が
らない
ように

危機管理マ
ニュアルを
職員全員で
研修並びに
再度確認す
る。

4922

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

52 6 6
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

適正な職
員配置を
行うとと
もに、職
員の立ち
位置等の
確認もそ
の都度
しっかり
と行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

子ども達
の遊具の
使い方の
周知徹底
が必要。

子ども達
へ遊具の
使い方や
園庭遊び
のルール
を再度伝
え、子ど
も達自身
が危険な
箇所や遊
びを理解
し安全に
遊べるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

片付け時
間開始と
同時に遊
具遊びを
終了した
ことで、
子どもの
焦りを煽
る形に
なってし
まった。
また、日
頃の教育
保育の中
でのヒヤ
リハット
の共有不
足もあっ
た。

遊具遊び
は片付け
の声掛け
前に終了
する。ま
た、日頃
の教育保
育の中で
のヒヤリ
ハットを
日々共有
しておく
ことであ
らゆる想
定から危
険を予知
し未然に
防げるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調や機
嫌に変わ
りなし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

片付けが
始まった
が、本児
が雲梯を
渡ってい
る最中
だったの
で「最後
までやっ
ていい
よ」と声
をかけそ
ばについ
て見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
がそばに
ついてい
たので、
他児の片
づけを促
しながら
全体的な
視野での
本児の姿
の把握は
できてい
た。

声掛け
のタイ
ミング
が悪
かっ
た。

声をかける
タイミング
を見計ら
う。また、
職員もそば
については
いたが、子
の様子に合
わせて手を
添えたり見
守りの強化
を行う。

4923

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

378 6 12 12 ## ## 99 40 40
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

－

怪我の
あった遊
具につい
て保育者
に周知を
行う。

1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

3 －

子どもの
動きの変
化を詳細
に分析す
る。ま
た、遊具
の設置変
更を行
い、職員
が使用上
の注意点
を情報共
有した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

職員が危
険箇所に
気配りを
行う。遊
具変更を
行った場
所の、使
用状況を
観察する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常どお
り健康で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊びを見
守る形を
とってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊びを見
守る形を
とってい
た。

－

他の保育者
と共に危険
な遊具につ
いて早く気
づけるよう
になる。

42 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4924

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 22 26 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脛骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

－

改善点無
し。マ
ニュアル
や研修内
容に基づ
き対応し
た結果、
職員間で
連携しス
ムーズに
事故に対
応できた
ため。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 －

改善点無
し。施設
設備や玩
具による
事故では
ないた
め。ま
た、施設
安全
チェック
リストに
もとづき
毎日点検
を行い安
全の確認
を行って
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

子ども同
士でサッ
カーを楽
しんでい
た時の事
故だった
ので、
サッカー
ゴールを
出してそ
こに向
かった蹴
ることを
楽しめる
ような環
境を作
り、周囲
へも安全
に配慮し
ながら遊
べるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

5歳児男
児数名で
サッカー
遊びをし
ており友
だちと
ボールを
追いかけ
ていた
際、本児
が友だち
の足につ
まずき転
倒した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
守ってお
り、本児
が転倒し
たのを目
撃してい
たためす
ぐに駆け
寄り状態
を把握す
るため本
児に声を
かけた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で作
業をして
おり、本
児の怪我
に気付き
すぐに職
員室の職
員に声を
かけた。

子ども
同士で
サッ
カーを
楽しん
でおり
夢中に
なって
いたこ
とか
ら、子
どもが
周りを
見て行
動した
り危険
を見通
したり
できて
いな
かっ
た。

危険がない
か全体を把
握し、周囲
を見て遊ぶ
よう声をか
ける。

4925

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 6 10 7 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
内顆剥離
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

保育室と
遊戯室に
活動の場
が分かれ
ていた
が、それ
ぞれを見
守る保育
者の配置
を明確に
決めてい
なかっ
た。

遊戯室に
子どもが
いる場合
は２名以
上の保育
者を配
置。場を
離れる場
合は保育
者間で声
を掛け合
い、必ず
２名以上
が配置さ
れるよう
にする。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
2.不定期
に実施

12

跳び箱を
使用する
際に落
下・転倒
を予防し
たり、落
下・転倒
による怪
我を軽減
するため
の設備や
見守りが
なかっ
た。

跳び箱を
使用する
際には、
発達段階
に合った
高さに
し、周り
にマット
を敷き、
保育者が
そばで注
視する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

５歳児の
活動を見
ていた４
歳児の子
どもが、
５歳児と
一緒に跳
び箱を使
用した
が、発達
段階や体
格に合っ
た活動で
はなかっ
た。

発達段階
に合う活
動である
かを判断
する。合
わない場
合は他の
活動を設
定する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段は安
全に飛び
越えてい
た高さで
あったた
め、安全
に対する
言葉掛け
や見守り
が不十分
になっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

普段は問
題なく跳
び越して
いたた
め、事故
当時も安
全に活動
している
と判断
し、そば
から離
れ、注視
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室に
いる子ど
もを見
守ってお
り、担当
の保育者
たちが遊
戯室の見
守りをし
ていると
思ってい
たため、
遊戯室へ
の留意が
不足して
いた。

保育者
たち
が、子
どもの
動きを
常に見
守らな
ければ
ならな
いとい
う意識
が足り
ず、不
意の動
きを予
測する

活動の場所
ごとに担当
保育者を確
認し合い、
子どもから
目を離さ
ず、不意の
動きを予測
しながら見
守るように
する。

4926

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 3 4 6 2 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１～２
2.基
準配
置

自由遊び
の入る前
に遊びの
注意点を
説明をし
てから遊
びに入る
がほぼい
つもと同
じ行動な
ので子供
達もマン
ネリに
なってよ
く聞いて
いない状
況に思わ
れる

毎日同じ
ような行
動、遊び
が多くマ
ンネリ化
している
状況を再
度確認、
徹底して
指導、指
示をする

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

－

遊具、設
備に関し
ては点
検、修理
を行って
おり問題
はなかっ
た

今まで通
りに進
め、点検
をより一
層確実に
行う
遊具の配
置方法も
よく考え
て配置す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

２号保育
の自由遊
びの為、
各々が好
きな遊び
をするた
め、職員
は危なそ
うな園
児、遊具
に目が行
き職員が
全体を把
握するの
は難しい
状況で
あった

各行動の
開始時に
注意点や
危険なこ
と等を説
明し活動
を開始し
ている
が、もう
一度徹底
して進め
るように
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子は見ら
れない
が、走り
回ってい
るほかの
園児を避
けようと
した行動
であった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

走り回っ
ている子
や、滑り
台、ス
トーブの
周りを注
意してみ
ていた
為、発生
時の状況
は確認で
きてな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
とは別々
に見てい
たが、担
当職員と
同じよう
に危なそ
うな場所
をみてい
た

危なそ
うな遊
具、玩
具の場
所に職
員が立
ち都度
周囲の
状況を
確認し
ていた

職員２名で
園児１３名
を全部把握
することは
難しいが、
重点場所を
確実に見て
保育するこ
とが重要で
ある

4927

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

23 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨近
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

特になし

事故予防
に関する
講習会へ
保育教諭
を積極的
に参加さ
せる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

1 特になし

事故対策
として遊
具周りに
衝撃軽減
ラバーを
全面施行
し、事故
防止、怪
我の軽減
を図って
いる。施
設環境面
としては
更なる対
応策は難
しいと考
えてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

活動内容
を園児に
充分に説
明、注意
している
が、事故
防止の観
点から自
由遊び中
には今
後、鉄棒
を使用し
ない様に
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児童
の健康は
良好で
あった。
園庭での
自由遊び
中に鉄棒
で前回り
をしてい
たとこ
ろ、誤っ
て鉄棒か
ら落下し
て転倒。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任であ
る保育教
諭2人は
それぞれ
他の遊具
の所で他
の園児を
指導して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2歳児ク
ラスの保
育教諭8
人が園庭
で2歳児
の遊戯活
動を指導
していた
が、鉄棒
付近には
いなかっ
た。

特にな
し

保育教諭に
よる見守り
を強化す
る。

4928

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 13 16 10 4 6 6
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

見守る際
の互いの
声かけ
等。

研修を深
め、見守
る際の互
いの位
置・連携
を強化し
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

芝生の手
入れは
行ってい
た。朝夕
の点検も
行ってい
る。

毎朝夕の
点検は
行ってい
るが、週
明けは特
に注意し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び慣れ
た場であ
り、転倒
するよう
な物は無
かった。

4、5歳児
全体に、
どんな遊
び方が怪
我につな
がるか周
知した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動が好
きで、活
発。得意
でもあ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園児数名
と築山を
走ってい
ることは
認識して
いたが、
普段と変
わった様
子は無
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
を見るた
めに、各
ポイント
に立って
いた。

運動が
得意な
子で
も、気
が昂ぶ
ると思
わぬ事
故があ
る。

危険が無い
と思う場所
でも、怪我
は起こるこ
とを周知し
た。

4929

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

23 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

前腕骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

－

事故(防
災)防止
委員会を
開催し、
事故につ
いての職
員の意識
を高める

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

毎日 －
施設・設
備には問
題なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の危
険な遊び
方、職員
の配置場
所の確認
不足

職員や子
どもたち
に正しい
遊具の遊
び方につ
いて改め
て伝えて
いく
見守りに
必要人数
を必ず出
し、適切
な見守り
場所に配
置できる
ように徹
底する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外遊び
中にドー
ム型の遊
具で遊ん
でいた。
その際、
頭から落
下してし
まい着地
に失敗し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具で遊
んでいる
姿は捉え
ていた
が、とっ
さに落下
を防ぐこ
とは出来
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くで本
児とは違
う園児を
見ていた

危険を
伴う遊
具への
保育教
諭の危
機管理
不足

危険が伴う
遊具という
事を改めて
伝え、見守
りの仕方を
変えていく

4930

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

200 60 70 70 15 15
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

毎日

1.基
準以
上配
置

気温が低
く、鉄棒
が冷たく
なってい
たため手
を放して
しまい落
ちてし
まった。

園児に対
して遊具
の使い方
を、定期
的に指導
する。体
を温めて
から、遊
ぶよう体
操・マラ
ソンを取
り入れ
る。また
鉄棒の前
に保育者
が「手を
離さな
い」こと
を確実に
指導す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

引き続き
安全点検
を行うと
ともに、
使用前に
も必ず確
認してか
ら使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

これまで
以上に全
体を見渡
せるよう
に職員の
配置を改
善する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

クリスマ
ス会とい
うことも
あり、気
持ちが高
まってい
た。ま
た、苦手
な鉄棒に
自ら挑戦
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児に声
を掛けら
れ、少し
離れたと
ころにい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

見えると
ころには
いたが、
少し離れ
たところ
にいた。

－

職員が十分
に配慮でき
るよう、朝
の戸外あそ
びの時間を
変更する。
職員で遊具
の遊び方や
職員の配置
の確認を徹
底する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4931

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

19 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折
橈骨尺骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

総合遊具
からの飛
び降りは
危険であ
るため禁
止してい
たことを
繰り返し
伝える

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

総合遊具
で遊んで
いるとき
は必ず見
守る職員
が付き危
険を予知
しながら
見守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
だった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

総合遊具
近くでの
見守りは
していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

総合遊具
近くでの
見守りは
していた
が他児を
見ていた
ため

特にな
し

総合遊具で
遊んでいる
ときは見守
る時は危険
を予知しな
がら見守る

4932

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

11 1 1
18.６
歳

1.男
児

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

本児は日
頃から少
し落ち着
きがない
姿が見ら
れていた
ため、保
護者も心
配してい
た

保育中、
落ち着け
るような
声かけを
し本児が
慌てず活
動に参加
できるよ
うに配慮
していく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

滑ったり
引っか
かったり
する場所
があった
のかもし
れない

遊戯室の
掃除をこ
まめに行
い、引っ
かりや、
滑る場所
がないか
定期的に
確認して
いく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体育教室
でしてい
たゲーム
であった
ため、安
全と思い
保育に取
り入れた

知ってい
たゲーム
でもあっ
たが、園
児に再度
ルール説
明や注意
の確認な
どをして
おく

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

以前した
ことがあ
るゲーム
だったた
め、とて
も意欲的
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任も安
全面を考
慮し参加
していた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の様
子を見
守ってい
た

本児が
鬼に捕
まりた
くなく
て、他
児より
も大回
りで逃
げてい
た

知っている
ゲームでも
再度ルール
説明をし、
危険などを
知らせてい
く

4933

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 15 10 10 10 7 7
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕上腕
肘頭骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

担任不在
で、残り
の職員で
子供を見
ていた。

他児の対
応にあた
る際に
は、他の
職員にそ
の旨を伝
える。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特にな
し。

特にな
し。毎日
点検を
行ってお
り、子供
が遊んで
いた遊具
に異常は
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子供がふ
ざけなが
ら遊んで
いた。

子供が興
奮状態の
時には一
度遊びを
中断させ
落ち着か
せてから
遊ばせ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段は一
人で遊ぶ
事が多い
本児だ
が、事故
発生時は
友達とふ
ざけなが
ら遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で他
児の対応
をしてい
た為、見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児の対応
をしてい
た為、見
ていな
かった。

対象児
がいつ
もより
興奮状
態で
あっ
た。

子供が興奮
状態の時に
は一度遊び
を中断させ
落ち着かせ
てから遊ば
せる。

4934

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

30 1 1
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脛骨骨折
(右）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

学級の園
児が一斉
に片付け
や清掃活
動を行
い、様々
な動線が
交差する
状況であ
り、動き
のスペー
スも狭
かった。

園児が一
斉に動く
人数を調
整し、ス
ペースを
確保した
り、運ぶ
際に障害
物がない
かを再点
検する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

弁当を喜
んで食べ
終わり、
普段通り
に友達と
一緒に机
や椅子の
片付けに
取り組ん
でいた。
月に一度
の弁当の
日という
ことで、
若干の高
揚感は
あったと
思われ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

学級全体
での室内
の片付け
が行われ
ており、
手助けが
必要な園
児の補助
を行いな
がら、全
体が安全
に活動し
ているか
を目視で
確認（把
握）して
いた。対
象児の場
所からや
や離れて
おり、倒
れる瞬間
即座に対
応するこ
とが難し
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

発生時、
特別支援
ヘルパー
も室内に
いたが、
支援対象
児の援助
を行って
いたた
め、事故
発生の瞬
間は確認
していな
い。

毎日繰
り返さ
れる活
動のた
め、園
児自身
が主体
的に活
動し動
きもス
ムーズ
になっ
てきた
時期で
もあ
る。そ
のた
め、職
員も園
児も安
全確認
の意識
が薄れ
てきて
いたこ
とも要

職員の安全
面の配慮に
ついて再認
識すると同
時に、園児
にも日々の
ルーティー
ンについて
も、周囲に
配慮した安
全な動きに
ついて再確
認してい
く。

4935

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 2 30 5 5
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨
折・左肘
頭骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

遊具の危
険個所や
使用方法
及び安全
確保の理
解が不足
してい
た。

遊具の使
用方法や
リスク管
理につい
て、危険
予知訓練
などを研
修に取り
入れ、保
育教諭等
に周知し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

365
1.定期的
に実施

365

落下や転
落の可能
性がある
遊具につ
いて、衝
撃を吸収
するため
の設備等
が不十分
であっ
た。

遊具の下
に衝撃吸
収マット
を設置し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険を伴
う遊具に
ついて、
保育教諭
等の配置
場所が不
十分で
あった。

KYT研修
をもと
に、危険
を伴う遊
具へ保育
教諭等の
配置を徹
底した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に大き
な変化も
なく、普
段通りで
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊具の使
用方法に
ついて声
をかけて
いたが、
転落時に
手を差し
伸べられ
る場所に
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園時の
保護者の
対応をし
ていた。

保育教
諭等の
役割や
配置に
ついて
不明確
であっ
た。

保育教諭等
の役割や配
置を明確化
する。ま
た、配置か
ら離れる場
合には、他
の保育教諭
へ伝わるよ
う声をかけ
るよう徹底
した。

4936

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

2 2 2
17.５
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕の骨
２本骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

－

安全管理
委員会で
の議論内
容の全職
員への周
知徹底に
努める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

園庭上を
走ってい
て転倒し
たため、
特に改善
点無し。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

同じ場で
遊んでい
た友達と
トラブル
になり、
追いかけ
て走った
ところ転
倒

常に危険
を予測し
て遊びを
把握す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子もな
く、いつ
も通りで
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

昼休みの
自由時間
で、保育
者は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

昼休みの
自由時間
で、保育
者は見て
いなかっ
た

事故現
場は保
育室か
ら近い
場所で
はある
が保育
者が見
ていた
らトラ
ブルの
仲介や
怒りを
抑える
関わり

保育者は、
目と心を子
どもから離
さないない
ことを念頭
に置き保育
するよう周
知する。

4937

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

20 4 4
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

（右腕）
モンテジ
ア骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

－

安全管理
委員会で
の議論内
容の全職
員への周
知徹底に
努める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

遊ぶ子ど
もたちの
年齢、発
達を考
え、パネ
ルを組み
立てたと
きの高さ
を低くし
た。転落
に備えて
周囲に
マットを
配置し
た。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

保護者が
参観して
いたた
め、多少
気持ちが
昂ぶって
いる様子
だった。

マットを
移動する
タイミン
グや、子
どもに背
を向けな
いで視界
に入るよ
うな保育
者の動き
をするよ
うに改善
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

フリー参
観日とい
うことで
他児の保
護者が６
名参観し
ていた日
であっ
た。
　　その
ため多少
気持ちが
昂ぶって
いる様子
もあっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

マットを
パネル側
に移動し
ようとし
て目を離
した瞬間
の事故で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
者はボー
ルで遊ん
でいた
り、離れ
て行って
しまった
子を追い
かけて
いった
り、それ
ぞれの遊
びについ
ていた。
（同じ遊
戯室内）

保育者
１名は
同じ場
で一緒
に遊ん
でいた
が、
マット
を移動
するた
め
ちょっ
と目を
離して
しまっ
た。

マットを移
動するタイ
ミングや、
子どもに背
を向けない
で視界に入
るような保
育者の動き
をする。

4938

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

4 4 4
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

－

下記の環
境面等に
起因する
ものと考
えている
ため、改
善点無
し。

1.定期的
に実施

毎日　業
者による
点検年２
回

1.定期的
に実施

毎日　業
者による
点検年１
回

1.定期的
に実施

毎日 －

下記の環
境面等に
起因する
ものと考
えている
ため、改
善点無
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

玩具を片
づけるた
めの動線
上の椅子
の脚が
テーブル
から出て
いた。

玩具を片
づけるた
めの動線
に障害に
なるよう
なものが
ないか確
認してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

玩具
（カード
の箱）を
片づける
ため移動
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児と共
に玩具の
片づけを
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当児と
共に戸外
にいた。

室内で
一人で
保育し
てい
た。

生活の切り
替え時に
は、複数の
保育者にて
保育する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4939

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

28 3 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首腓
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

15
2.基
準配
置

原則、
サッカー
教室は園
庭で行う
が、冬期
間(積雪)
のため遊
戯室にて
行った。
試合形式
となると
子ども達
はボール
に殺到す
る場面が
あり、フ
ローリン
グの床面
は転倒し
た場合怪
我をする
可能性が
高いの
で、室内
での試合
形式は危
険のリス
クが高
かった。

毎月１回
外部講師
による
サッカー
教室を行
い、年齢
別の指導
計画を作
り、毎回
終了後に
評価・反
省も行っ
ていた
が、次回
のサッ
カー教室
からは開
始前にも
コーチと
管理職
員、担任
を交えた
ミーティ
ングを実
施し、特
に安全面
の確認を
行うよう
改善し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

実施頻度
(使用前
毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(その都
度)回/年

サッカー
教室は、
晴天時は
園庭で実
施するが
冬期間の
ためホー
ルで行っ
た。障害
物がなく
芝生面の
園庭に比
べ、転ん
だ場合怪
我をする
リスクが
高かっ
た。

試合形式
の最終の
事故だっ
たが、試
合になる
とボール
に殺到し
て危険な
場面があ
るので、
今後ホー
ルで試合
を行う場
合は、事
前ミー
ティング
で安全案
環境を確
認し、少
人数で行
う等の配
慮をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

サッカー
に慣れ、
上達した
こともあ
り、子ど
も達は積
極的に
ボールに
向かって
いた。

サッカー
前の準備
運動の強
化及び子
ども達に
しっかり
と注意喚
起をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段は好
んで身体
を動かす
タイプで
はない
が、サッ
カーに慣
れいつも
より積極
的に動い
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児を含
む１１名
の女児が
試合に参
加し、担
任は１７
名の男児
と一緒に
ステージ
前で、必
要に応じ
て動いた
り声を掛
けたりし
ながら試
合の様子
を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

コーチ２
名は、１
名がス
テージの
反対側、
もう１名
は園庭側
のゴール
付近で全
体を見
守った
り、声を
掛けたり
してい
た。

サッ
カー教
室に慣
れ、自
信もつ
いてき
ている
ため、
動きが
激しく
なって
いる面
があっ
た。

サッカー教
室開始前に
コーチと担
任を含めて
ミーティン
グを行い、
指導内容だ
けではなく
特にホール
で行う場合
の環境整備
や安全面の
確認を行
う。

4940

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

36 17 19 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
(肘)外顆
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

担任2名
のうち1
名が園庭
で子ども
を見て、
もう1名
は保育室
内の掃除
にあたっ
ていた。

今後担任
2名とも
園庭に出
てより一
層、目が
行き届く
ようにす
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

勢いよく
走ってそ
のまま遊
具遊びに
突入する
ことで、
勢いが継
続され、
遊具での
注意意識
が薄らい
でしまっ
た可能性
がある。

階段や高
い所など
危険な場
所に保育
者が立
ち、興奮
した状態
で園児が
遊ぼうと
したとき
は、落ち
着かせて
から遊ぶ
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走って遊
具の方へ
行き、勢
いよくの
ぼって
ジャンプ
して降り
ようとし
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

該当遊具
から離れ
たところ
で園庭全
体を見渡
してい
た。帰宅
する園児
に挨拶す
るのに一
瞬目を離
した瞬間
に落下
し、すぐ
に本児の
側へ行き
対応し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くにい
た職員も
落ちたの
を発見
し、すぐ
に駆け寄
り本児の
対応をし
た。

担任一
人で子
どもを
見るの
と同時
にお迎
えの子
には声
掛けを
したり
と対応
してい
たた
め、遊
具の園
児への
注意が
それて

戸外遊びの
際は担任２
人で全体を
見守る。

4941

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

26 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕両
骨遠位粉
砕骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

3.未
実施

－
2.基
準配
置

遊具から
の跳び下
りは禁止
していて
子どもに
注意を呼
び掛けて
いるが、
保育者が
見ていな
い時に年
長児が
行ってし
まう事が
ある。

事故防止
マニュア
ルを作成
し、安全
に遊べる
ように共
通理解を
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具の下
には転
倒・転落
による怪
我を防ぐ
ため、人
工芝が敷
かれてい
るが、今
回は不意
に押され
るという
負荷がか
かり事故
になっ
た。

安全な遊
び方がで
きるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の方
に保育者
がいなく
て、禁止
している
遊び方を
している
ことに気
付かな
かった。

５歳児全
員で１つ
の遊び、
例えばリ
レーなど
の取り組
みをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

跳び下り
がいけな
いと分
かってい
たが、ス
リルが
あって楽
しいため
やってし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭には
出ていた
が、リ
レーをし
たい子が
いたので
ラインを
引いてい
て、遊具
で危険な
遊びを始
めている
ことに気
が付かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
出ていた
が、発達
支援児に
ついてい
て、遊具
から離れ
ていた。

遊具か
らの跳
び下り
は禁止
してい
るが、
スリル
がある
ので保
育者が
見てい
ないと
ころで
やって
しまう
児童が

危険な遊び
を行わない
ように子ど
もに知らせ
るとともに
目が届かな
い時は高い
遊具は使わ
ないように
している。

4942

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

37 13 14 10 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上不全
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハット研
修等で戸
外遊びの
時の危険
について
の認識を
より深め
る必要が
ある

戸外遊び
を行う場
合,起こ
りうる
様々な状
況を想定
し情報を
共有する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

自然の中
に於いて
幼児が興
味関心を
持てる自
然物が多
く存在し
ている

即時木の
根っこが
出ないよ
うに職員
が土で木
の根っこ
を埋め
た。（町
内会を通
じて市の
方へも環
境整備の
依頼をし
た。）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大型遊具
で園児が
遊んでい
る時は細
心の注意
を払う
が、グラ
ンドで遊
んでいる
時は見守
りも少し
緩めてし
まってい
るかもし
れない

園児と共
に公園内
を歩き、
遊具での
安全な遊
び方や直
接気を付
ける箇所
につい
て、定期
的に話し
注意を促
す　・不
備が認め
られる箇
所は迅速
に町内会
へ報告し
修繕等の
依頼をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
様子と変
わりはな
かった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育教諭
1名は全
体の子ど
もの様子
を見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう1名
の保育教
諭は砂場
で3歳児
の子ども
の様子を
見ていた

担当保
育教諭2
名は本
児の近
くには
いた
が、本
児のい
た場所
が直接
見えて
いな
かった

全体を見て
いる保育教
諭の立ち位
置に問題点
がなかった
か検証し皆
で共有する

4943

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

72 15 17 18 22 4 4
17.５
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし
職員会議
で事故報
告をする

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

設置の際
はすべり
にくくす
る（水を
かけるな
ど）

7.その
他

特になし

迎えがき
た時は、
遊ばず、
保護者と
一緒にか
ばんを取
りにいく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母親が迎
えにきた
が、本児
がまだ遊
びたいと
言って●
●で遊ん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
が見える
位置にい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児の対応
していい
たため、
見ていな
かった

特にな
し

保護者と離
れている際
は注意し見
ておく

4944

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

約３
０名
前後

約
１
５
名

約
１
５
名

3 3
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員間で
の事故予
防などの
共通認識
の甘さ

正職員だ
けではな
く、パー
トの保育
教諭も全
員が共通
認識を持
てるよう
努めてい
く。

1.定期的
に実施

ー
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

ボール遊
びとブ
ロック遊
びが同じ
場所で遊
び、園児
自身も予
期しない
物があっ
た事でケ
ガをして
しまっ
た。

遊べるも
のを提示
したり、
遊べるも
のだけを
置いて遊
ぶよう声
を掛け
る。ブ
ロックは
お遊戯室
ではなく
違う部屋
で遊ぶよ
う移動し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び方の
確認不足

遊ぶ前に
必ず遊び
方の確認
をしてか
ら注意を
払う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

静的な遊
びと動的
な遊びが
混在して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

そばで見
ていたが
とっさの
動きに止
められな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

違う学年
の子の
為、そば
にはいな
かった。

他学年
との連
携不足

遊び方の確
認を徹底を
し、職員配
置を怠らな
い。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4945

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

25 2 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

勉強会や
安全委員
会を通し
て事故の
検証を行
い改善・
予防に努
めている
ため、特
になし。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

ポリエチ
レン製の
使い込ん
でいた
マットの
上で滑
り、転倒
した。

滑りやす
かったの
でマット
を撤去し
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ブロック
コーナー
からまま
ごとコー
ナーに移
動の際、
本児のは
やる気持
ちが強
く、走っ
てしまっ
た。遊ぶ
環境が離
れてお
り、移動
する距離
があっ
た。

保育室内
では歩く
ことを子
どもと再
確認し、
動線に配
慮する環
境作りを
行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

保育室内
を走りお
ままごと
コーナー
へ向かっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は他児と
食事をし
ており、
歩いて移
動する対
象児を見
ていた
が、衝突
音がして
振り返る
と転倒す
る姿が
あった。
その後対
象児の聞
き取りに
より走っ
たことが
わかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

昼食時は
フリー
だったた
め、職員
室にい
た。保育
室内には
いなかっ
たが何か
あればか
けつけら
れるよう
にしてい
た。

担当職
員が
座って
いた位
置が全
体を見
渡すこ
とがで
きず、
適切で
はな
かっ
た。

・職員は全
体を見渡せ
る位置につ
くことを徹
底する。
・普段の園
生活でも怪
我に繋がる
動きがない
か確認し、
危険な姿が
あれば都度
指導してい
く。

4946

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 14 8 4 3 2
16.４
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

バスマ
ニュアル
に示され
ている
「座席に
座るまで
目視にて
確認を行
う」が徹
底されて
いなかっ
た。

職員各自
に添乗マ
ニュアル
などを配
布し、再
度、乗車
するまで
の経路確
認を行い
職員間で
危機管理
意識を高
めてい
く。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

毎日バス
内点検を
行ってい
たが肘当
て部分が
危険個所
になるこ
とへの認
識が足り
なかっ
た。

バス設備
の危険個
所になり
うる所の
チェック
を再度点
検を行い
危険防止
として肘
当て部分
にクッ
ションカ
バーを施
した。

7.その
他

排泄の確
認が不十
分であっ
たため、
乗車した
子どもが
排泄を催
し、園に
戻らなけ
ればなら
なかっ
た。

帰り支度
やバス乗
車、発車
までの時
間的ゆと
りを持つ
ことと、
排泄など
がきちん
と済ませ
ているか
玄関で最
終確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに幼稚
園で過ご
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

玄関で子
どもを誘
導してい
たため見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

運転手は
ステップ
を見守り
してお
り、もう
一人は、
排泄の子
どもに付
き添うた
め降車し
たので見
ていな
かった。

職員同
士の連
携がで
きてい
ないま
まバス
から保
育教諭
は離れ
るべき
ではな
かっ
た。

持ち場を離
れる時は、
他の職員に
声を掛け、
抜けた後は
他の職員が
フォローに
入ることを
徹底する。

4947

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

55 21 20 14 3 3
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足親指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

研修やマ
ニュアル
がある
が、競争
心からく
る危険な
走り方や
ホールの
面積に対
しての徒
競走の
コースの
設定につ
いては危
機意識が
不足して
いた。

園内研修
で、ホー
ルでの徒
競走の事
故防止
に、職員
が危険に
ついて共
通意識を
持つよう
にする。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12

床の損傷
なし、す
べりづら
いワック
スを使用
してい
る。

ホールの
床を検証
した結
果、改善
点なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ホールの
面積に対
するコー
ス取り
が、勢い
よく走る
子ども同
士接触す
る可能性
のある設
定となっ
ていた。

競走心か
ら、子ど
もの走る
勢いがつ
きすぎる
ことを教
諭が意識
し、接触
等しない
よう、安
全なコー
ナーの作
り方を考
えて設定
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

勝負がつ
く徒競走
なため全
速力で
走ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当教員
はスター
ト地点か
ら接触し
た子を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他職員は
走り終
わった子
の見守り
をしなが
ら円の中
心部より
接触した
子を見て
いた。

職員は
後方か
ら走っ
てきた
子が本
児に接
触しな
いため
の咄嗟
の対応
ができ
なかっ
た。

接触の危険
を予測しな
がらの見守
り、危険な
場面に合っ
た声掛けが
できるよう
にする。

4948

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

17 6 6
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

－

事故予防
マニュア
ルでは、
誤飲や誤
食防止の
事項の記
載はある
が、ケガ
に関する
記載が無
いので、
検討す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎回

暖房を
ガードし
ている柵
の木製部
分にバラ
ンスを崩
し、口を
ぶつけて
しまっ
た。

木製部分
をクッ
ション材
でガード
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

午睡前の
着替え、
排泄が重
なる時間
帯での発
生であっ
た。

着替えが
ある程度
落ち着い
てから排
泄を行う
ように
し、完全
に遊びに
つく保育
教諭を配
置する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

暖房の柵
でつかま
り立ちを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

つかまり
立ちから
バランス
を崩し、
転倒し、
ぶつける
瞬間を防
止できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊びにつ
いていた
保育教諭
以外はそ
れぞれ着
替えや排
泄等につ
いてお
り、把握
していな
かった。

－

職員間で
しっかりと
声を掛け合
い、役割分
担を明確に
し、遊びに
ついている
保育教諭は
月齢を把握
し、配慮し
て見守る。

4949

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

57

満
3
歳
10
、
3
歳
13

17 17 4 4
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足甲の
外傷性骨
折（全治
３０日）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

幼児の遊
び方に関
する事故
予測力不
足からの
見逃しが
あったの
かもしれ
ない。

事故予防
に関して
の研修と
ともに、
幼児理解
や保育等
について
の学びを
深め、実
践する力
を高める
必要があ
ると思わ
れる。

2.不定期
に実施

数回
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具は、
年齢に
あったも
のではあ
るが、遊
び方の徹
底と注
意・指導
が不足し
ていた。

組み立て
て遊ぶ遊
具のた
め、高さ
や作りな
どを年齢
や発達に
合わせて
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊びの危
険性を予
測せず
（でき
ず）見逃
してい
た。複数
クラスが
合同で活
動する中
で、見守
り・保育
者間の連
携の未熟
さ、適切
な言葉が
けや指導
が不足し
ていたと
も考えら
れる。

子どもの
年齢や発
達、遊び
の展開に
合わせ
て、安全
性が確保
されるよ
う、マッ
トを敷く
箇所・枚
数などを
こまめに
変化させ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一般的に
活発な男
児で、友
達との関
わりを楽
しめる子
である。
体を動か
して遊ぶ
ことを好
み、意欲
的に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

複数の遊
びの場を
行き来し
ながら一
緒に遊ん
だり見
守ったり
した。し
かし、本
児は泣く
ことなく
遊び続け
ていたた
め、どの
場面で足
を痛めた
のかは気
づかず見
ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

複数の遊
びの場を
行き来し
ながら一
緒に遊ん
だり見
守ったり
した。し
かし、本
児は泣く
ことなく
遊び続け
ていたた
め、どの
場面で足
を痛めた
のかは気
づかず見
ていな
い。

数か所
で異な
る遊び
がなさ
れてい
て、4人
の保育
者は、
そこを
行き来
しなが
ら様子
を見て
いた
が、結
果とし
て見て
いない
時の事
故であ
る。

子どもたち
とも、安全
な遊び方の
確認をし、
本来の遊具
の遊び方を
知らせ、危
険性の高い
遊びの場に
は、必ず保
育者が付き
添い見守
る。保育者
全員が、全
体の子ども
たちに目を
配り、遊び
方・危険性
などの共有
を図り、指
導してい
く。これら
を的確に判
断する力が

4950

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

13 1 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨頚
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

担当１名
で見てい
たので、
子どもの
様子を全
体的に見
れなかっ
た。

職員の目
の届かな
い、又死
角になる
所が多い
園舎周り
での活動
を中止す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

走ってい
た場所が
砂利道
だった。

砂利道を
走ること
等、路面
の状況や
園児に向
いた活動
か考慮す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

冬用ジャ
ンパー、
冬靴着用
で動きづ
らかっ
た。周回
が多かっ
た。

冬季、走
らせる場
所の確
認。服装
含め安全
な活動か
考慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝からの
活動もい
つも通り
で体力作
りの為、
園舎周り
をマラソ
ンしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園玄関
前、マラ
ソン中、
子どもた
ちが必ず
通る場所
にいた。
転倒時、
本児を見
ていたが
防ぐこと
の手助け
が出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当１名
のみで活
動中のた
め、他の
職員はい
なかっ
た。

マラソ
ン中の
子ども
たちの
様子
を、複
数の職
員で見
ること
が出来
なかっ
た。

担当１名の
時は園児を
確認出来る
活動にす
る。又、活
動内容に
よっては複
数の職員で
見れる場合
のみにす
る。

4951

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

20 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

講習やマ
ニュアル
では学ん
でいる
が、日常
の保育に
活かされ
ていない
ところが
みられ
る。

事故発生
を職員間
で共有
し、今後
の事故防
止に努め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

積み木を
使って遊
んでいる
様子を細
やかに把
握できて
いなかっ
た。

玩具を
使って遊
ぶ子ども
の姿の見
守りを強
化する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室で
の遊びに
走って参
加するこ
とや、遊
んでいる
積み木に
つまずき
転ぶこと
が予想で
きなかっ
た。

部屋から
出て次の
遊びに移
る子ども
の見守り
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の支度
が終わり
遊戯室へ
遊びに向
かう。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室で
活動をし
ている子
どもの見
守り。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もの見守
り。

遊びに
行く
時、走
らな
い・周
りをよ
く見て
参加す
ること
を伝え
なかっ
た。

遊びに行く
前に走らな
い、周りを
見て動く
等、遊ぶ時
の約束を伝
える。職員
は子どもの
活動が把握
できるよう
に役割分担
を決めて子
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4952

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 5 8 8 4 3
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

AA外傷に
よる歯の
亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ままごと
スペース
付近にお
もちゃが
散らばっ
ていた。

散らばり
すぎてい
るときは
片づけを
し、安全
に遊べる
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

落ち着い
て遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ままごと
スペース
付近にい
た園児の
様子を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

分散した
位置にい
た。

様々な
場所で
遊ぶ子
供たち
をまん
べんな
く見て
いた
が、本
児が転
倒した
際に手

何か起こっ
た時にすぐ
に動ける体
制を心がけ
る。

4953

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

31 4 4
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

－

全職員
に、常に
危機意識
をもって
保育にあ
たるよう
指導し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

危険な場
所がない
か始まる
前に確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

一生懸命
走る時に
は転ぶこ
ともある
ため、気
をつけて
走るよう
園児たち
に指導し
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

競走とい
うことも
あって、
いつもよ
り意欲的
に走って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1名の職
員が現場
近くのト
ラック内
でいたの
で、転ん
だ時の様
子は確認
できてい
た。走り
終わった
後の本児
の様子に
ついて
も、すぐ
に気付い
て他の職
員に伝
え、すぐ
に管理職
に報告す
ることが
できた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3歳児及
び5歳児
の保育者
も園庭に
いたが、
それぞれ
のクラス
の園児た
ちの活動
の支援や
見守りを
してい
た。

－

園児の活動
や日常生活
の安全確保
について、
常に目配り
気配りをし
て気をつけ
るよう全職
員に指導し
た。

4954

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

19 4 4
13.１
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

乳児鎖骨
骨折
（右）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

１～２
2.基
準配
置

保育士は
滑り台付
きの遊具
の側にい
たが、滑
り面を逆
に登ろう
とする子
どもがい
るため、
遊具中央
立ち、階
段とすべ
り面の両
方を見ら
れるよう
にしてい
た。その
ため、階
段を踏み
外した
際、目に
入ったも
ののとっ
さに手を
出すこと
ができな
かった。

保育士は
階段の後
ろに立
ち、落ち
ないよう
に見守
る。滑り
面を逆に
登ろうと
する子ど
もに対し
ては声掛
けで対応
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

階段を踏
み外した
ので、足
を掛けた
時に滑っ
たのかも
しれない

階段のス
テップに
滑り止め
を貼っ
て、転倒
防止につ
なげる。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

狭い場所
で走って
いる子ど
ももお
り、子ど
もたちの
気持ちも
落ち着か
ない状況
になって
いたかも
しれな
い。

遊具の配
置場所を
見直し、
今まで以
上に安全
面に配慮
する。夕
方のこの
時間、テ
ラスでは
子どもが
交錯する
追いか
けっこは
やめ、
コーナー
を3か所
設置し保
育士が側
に付く。
また1人
はフリー
として全
体を見渡
し、とっ
さの関わ
りができ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、おや
つ後から
●までの
間、テラ
スで過ご
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
動きをを
見ていた
が、滑り
面を逆に
登ろうと
する子ど
もへの配
慮もあ
り、遊具
の中央に
立って様
子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊びの
コーナー
ごとに職
員が見
守ってい
るため、
他の子ど
もの様子
を見てい
た。

テラス
で過ご
してい
る間、
一人が
保育室
の掃除
をして
おり、
保育士
が一人
少ない
状況で
あっ
た。

テラスで過
ごしている
間は、必ず
保育士全員
で子どもた
ちの様子を
見守る。

4955

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

25 3 3
18.６
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

－

保育室環
境の見直
し,事故
マニュア
ル見直
し、職員
研修実
施、事故
安全委員
会設立

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

実施頻度
(3歳児以
下毎日、
他2週間
毎）

－

安全点検
項目
チェック
リスト作
成・運用

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

自由遊び
時の玩具
や保育室
内の環境
整備の工
夫

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児対応
中。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

通常保育
終了後、
預かり保
育開始前
の自由遊
び時間の
ため、担
任のみ保
育室内で
管理して
いたた
め。

－

保育室全体
を管理・把
握し、安全
を保てる環
境づくりの
意識・知識
向上

4956

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

16 4 3
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

－

園内で起
きたヒヤ
リハット
を職員全
体で共有
する機会
を増や
し、危険
予測能力
を高め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

12
床がかた
く、滑り
やすい

廊下を
クッショ
ンフロア
に貼り替
える

6.食事
(おや
つ)中

保育従事
者が食後
の片付け
と廊下で
の子ども
の遊びの
見守りと
で、二手
に分かれ
ている

保育室内
で食事
コーナー
と遊び
コーナー
に分ける
ことがで
きないだ
ろうか

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
車に興味
を持って
いる。こ
の時も、
好きな車
のカード
を見つけ
て保育者
に見せよ
うと「せ
んせい、
せいそう
しゃ」と
小走りで
保育者に
向かって
来た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の園児
を見なが
ら「せん
せい」と
向かって
来る本児
を待って
いると、
突然、
滑って転
倒してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

排便によ
るオムツ
交換や食
後の片付
けなど他
の園児の
対応をし
ていた。

本児の
このと
きの状
況から
廊下で
滑ると
いうこ
とを予
測でき
なかっ
た。

今回の事例
を全職員に
周知し、危
険予知及び
安全管理に
対する意識
を高める。

4957

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

12 6 5
13.１
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

玩具もま
ばらで、
人数も
帰った園
児もいて
少なかっ
た。

月令的に
も小さい
段差や物
でバラン
スをくず
すことも
あり注意
していき
たい。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

－

０歳児は
歩行が完
全ではな
いため、
子どもの
活動には
気を付け
たい。

部屋での
玩具の出
し方も十
分気をつ
けていき
たい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

玩具その
ものは、
危険性は
なく日頃
から喜ん
で遊んで
いる玩具
である。

今後玩具
の配置に
気を付け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

何事にも
興味をも
ち、いつ
も活発に
活動が出
来てい
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

側にいた
ものの。
瞬間的に
間に合わ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

各職員の
配置は、
園児の側
に分散し
ていた。

－

保育の中で
の職員配置
や連携を考
え保育を展
開してい
く。

4958

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

9 2 2
15.３
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左４指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

隣の園児
の座って
いて、バ
ランスを
崩した為
のケガで
特に要因
はない。

日頃より
椅子の座
り方と姿
勢の指導
にあた
り、椅子
との間隔
に気を付
ける。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

－

おやつ後
で暴れた
わけでも
なく、防
げる要因
はない。

椅子の座
り方を指
導する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

たまたま
隣に座っ
ていた友
達が座っ
ていてﾊﾞ
ﾗﾝｽを崩
した為、
隣にいた
園児が床
に転倒し
てしまっ
た。

椅子の座
り方を指
導をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも元
気で、友
達とも仲
良く遊べ
ている。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

おやつ後
の取り扱
いをして
いた状態
である。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児が片
付けた食
器を整理
してい
た。

－

日頃より行
儀悪く椅子
に座る園児
もいるた
め、椅子の
正しい座り
方を、知ら
せて行きた
い。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4959

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

5 2 1
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯槽骨骨
折　外傷
性歯の脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

特になし

玩具を
持って走
らないよ
うに配慮
する。ま
た、転倒
しても危
険がない
ように環
境を見直
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
玩具の定
期点検

発達に応
じた環境
の見直し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし
保育者の
配慮の確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気持ちが
先走り、
走り回り
転ぶこと
が多い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転びそう
になるこ
とが多い
ので、傍
で見守る
ようにし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつの
後で片付
けや着替
えの援助
をしてい
た。

おやつ
の後で
片付け
や着替
えの援
助をし
ていた
ので、
目が届
かない
ことが

保育者の立
ち位置の確
認

4960

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

56 3 3
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第1趾
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3～4

1.基
準以
上配
置

職員配置
等問題は
なかっ
た。

園児に
も、裸足
で活動し
て良い場
合と、
シューズ
を履いて
活動する
場合の話
をした。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

3～4

体育館の
床には、
怪我防止
の為、
ジョイン
トマット
を敷いて
いた。

ジョイン
トマット
と床との
段差があ
るような
所で、
ボール遊
びをしな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ジョイン
トマット
の上だっ
た為、
シューズ
を履いて
いなかっ
た。

ボール遊
びをする
場合は、
必ず
シューズ
を履いて
行うよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ近く
で見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

すぐ近く
で見てい
た。

職員は
すぐ近
くで見
ていた
が、ま
さか園
児本人
の足に
ひっか
り転倒
すると

職員に、油
断や見守り
を怠らない
よう、再度
注意喚起を
行った。

4961

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

15 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

口腔内受
傷

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

－

1.基
準以
上配
置

本児は、
虫歯が多
く小さい
歯のため
前歯４本
が差し歯
であり、
メンテナ
ンスが必
要で月1
回病院に
行ってい
る。

給食対
応・おや
つ対応
は、硬
さ、粘り
等に気を
付けて見
守りが必
要であ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

－

雪遊び
を、裏庭
で行い、
他の職員
と一緒で
は無く単
独行動で
あった為
に、見守
りも少な
い状態で
あった。

雪遊び
は、広い
園庭で多
くの職員
の見守り
がある中
で行う。
裏庭で遊
ぶ場合は
職員２名
以上付く
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段から
落ち着き
が無く、
ふざけて
笑わせる
ことが好
きな性格
である。

雪像の上
に後ろ向
きに滑る
時のルー
ルを決め
たり、危
険を伴う
遊びは十
分気を付
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りで、明
るく元気
良く挨拶
し母親と
一緒に登
園する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児４名
と一緒に
雪遊びを
行ってい
たが、保
育者が１
名だった
為本児が
転んだ時
は、他の
園児を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その場に
は、いな
かった。

他の職
員が園
庭にい
て連携
が取れ
ていな
かっ
た。

集団で遊ぶ
人数が少な
くとも保育
者は、２名
以上園児に
付ているよ
うにする。

4962

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

1 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

－

職員研修
について
はマニュ
アルをも
とに月１
回必ず研
修を行い
全職員が
共通理解
のもと保
育を行
う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

－ －

遊具の点
検につい
ては今後
も購入業
者に依頼
し、1年
に１回の
点検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

職員は最
後の1名
の子ども
が遊具か
ら降りる
までは絶
対に目を
離さない
ことを徹
底する。
職員がど
うしても
その場か
ら離れな
いといけ
ない場合
は、近く
にいる職
員に声を
掛け、代
わった職
員が必ず
最後まで
見届け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらずい
つも通り
である
が、担任
の話を聞
けないと
ころが
あった
り、落ち
つきがな
い様子も
見られ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

側には付
いていた
が、片付
けを促す
時間だっ
たため、
子ども達
に声を掛
けるの
に、一
瞬、目を
離した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

グループ
で別れて
活動をし
ている。
この時は
園庭で遊
んでいた
のが４歳
児だで
あったた
め、他の
職員は落
下した時
の様子を
見ていな
い。

－

雲梯には登
らない事に
なっている
が、今回は
登ってしま
い、最後ま
で注意をし
きれていな
かった。登
らないとい
う事を徹底
して伝える
ことと、
登っていた
ら、きちん
と降りるま
でを確認
し、目を離
さないよう
にする。

4963

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

32 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
（第二関
節）の骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

子どもの
身体につ
いての認
識かつ確
認不足の
ため

遊び始め
る際に、
自分で危
険予測が
意識でき
るよう呼
びかけて
いく

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24

子どもが
遊んでい
く中で、
ドッヂ
ボール遊
びを行う
コートの
広さを人
数に合わ
せて見直
し、整え
ていくと
良かった

遊びの環
境を整え
ていき、
十分な見
守りの中
で子ども
が遊びを
楽しめる
ようにす
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボールを
捕ろうと
した際
に、左手
小指に負
荷がか
かったた
めではな
いか

・ドッヂ
ボール遊
びに使用
するボー
ルの検討
・保育者
自身だけ
で判断せ
ず、看護
師や管理
者に相談
のうえで
対応をす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

小人数の
グループ
において
遊びを楽
しんでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児の場
所から数
メートル
離れた場
所にいて
見守りを
していた
が、他児
とかか
わってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れた場
所で他児
とかか
わってい
た

・子ど
もの遊
びに応
じて、
職員同
士連携
して十
分な見
守りを
してい
くべき
だった
・怪我
の状況
を複数

・ドッヂ
ボール遊び
に使用する
ボールの検
討
・保育者自
身だけで判
断せず、看
護師や管理
者に相談の
うえで対応
をする

4964

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

23 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

９～１０
2.基
準配
置

特に無し

子どもの
体の発達
と運動の
負荷につ
いて検討
してい
く。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

50
1.定期的
に実施

－ 特に無し

地面の安
全確認、
縄の長さ
の確認

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特に無し

普段の遊
びの中
で、体を
使い、体
幹を鍛え
ることを
心がけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

３学期に
なって縄
跳びに夢
中になり
練習をす
るように
なった。
園庭での
遊びの終
盤に縄を
持って練
習し始め
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の子
ども達の
様子を把
握し、注
意を払い
ながら手
洗い場の
片付けの
支援をし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

片付けを
終えた子
どもが自
分の荷物
を持って
部屋に戻
るため整
列の補助
をしてい
た。

縄跳び
が出来
るよう
になり
嬉しく
て、本
人が意
欲的な
気持ち
で一人
跳びに
挑戦し
てい

一人ひとり
の活動を把
握し、無理
の無いよう
に声をかけ
ていく。

4965

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 18 27 4 4
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

安全委員
会：2か
月に1回

職員会議
などの
際、どの
遊具にど
のような
危険があ
り、どん
な事故が
起こりえ
るのか話
し合い、
マニュア
ルに反映
させる。

1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

2

鉄棒に不
備はな
く、地面
(土と芝)
も踏み固
められて
おり、転
びやす
い、着地
しにくい
状態では
なかっ
た。石な
どの露出
もなかっ
た。

遊具の安
全点検は
継続して
行う。
(専門業
者による
点検を含
む。)

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の構
造上、見
えにくい
場所があ
る。

保育時の
職員の位
置する場
所、身体
の向き、
目線、意
識につい
て改めて
検討を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

数名で鉄
棒遊びを
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭をエ
リアに分
け、職員
が位置し
ていた。
ブラン
コ・鉄棒
付近、砂
場付近、
玄関付
近、太鼓
橋付近。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のエリ
アに位置
していた
職員は発
生時の状
況を見て
いなかっ
たが、担
当職員の
呼びかけ
に応じ、
他の園児
の誘導、
対象児童
への対応
の応援に
あたっ
た。

担当職
員は転
落した
瞬間を
見てい
なかっ
たが、
すぐに
事故が
あった
ことに
気付く
ことが
でき
た。ま
た、他
の職員
に声を
かけ、
協力体

事故発生時
の対応につ
いて、全職
員が理解し
対応できる
ように、職
員会議、研
修等での確
認を継続し
て行う。

48 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4966

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

16 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨幹部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

－

園児の行
動につい
て把握し
ていく中
で、改め
て職員の
配置等、
安全につ
いての見
直をして
いく.。
引き続き
安全点検
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

鎖の長
さ、ブラ
ンコ下に
敷いてあ
るマット
など見直
しをす
る。遊具
に不備が
あればす
ぐに対応
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

園庭に園
児が出て
いる場合
は、必ず
数人の保
育士で見
ていく。
危険な行
為につい
ては注意
を促し、
すぐに止
めさせ
る。（安
全な使い
方につい
て知らせ
る）

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ブランコ
にうまく
扱げるこ
とをまわ
りの友達
に自慢し
ながら、
立った
り、す
わったり
して乗っ
てた。
（周りに
いた子供
たちから
の情報）

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は本
児と一緒
に園庭に
でたが、
他の子に
呼び止め
られたた
め、その
子に対応
をしてい
た。（2
～3分）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

危険であ
ることを
注意をし
たが、本
児はその
まま乗っ
ていた。
その後、
他児の対
応をして
いたた
め、至近
距離にい
たが見て
いなかっ
た。(実
習生）

他の気
になる
子に対
応をし
てお
り、本
児につ
いて
は、い
つも遊
んでい
る遊具
である
ことも
あり、
大丈夫
だとい
う油断

園庭に出る
際は、注
意、約束を
再確認し
て、落ち着
かせてから
出るように
する。全体
にも注意を
向け、指導
していく。
（危険な行
動は、すぐ
に止め
る。）

4967

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

26 3 3
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１～２程
度

1.基
準以
上配
置

これまで
にも何度
も経験し
ているあ
そびで
あった
が、本児
の米ぞり
は、作り
が他児よ
り滑りや
すい傾向
にあっ
た。

職員配置
や活動内
容には配
慮してい
たが、一
人ひとり
の米ぞり
の滑りに
合わせ
た、臨機
応変な遊
びの見守
り・危険
の知らせ
方が必
要。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎週

公園の築
山に凹凸
面があっ
たため、
そこは避
けるよう
指導。事
故時もそ
こは避け
て滑って
いた。

改めて、
危険個所
の確認・
周知を徹
底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年長児の
みでの活
動であっ
たため、
いつもよ
り、体の
動かし方
が全体的
にダイナ
ミックで
あった。

活動前に
準備体操
を行うな
ど、身体
を動かす
準備を
しっかり
行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

戸外活動
のため、
室内より
も活発に
動き回っ
ていた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

一緒に米
ぞりに
乗ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ公園
内で山の
上から子
どもの様
子を見
守った
り、山の
下で雪像
づくりを
行いなが
ら、全体
の様子を
観察して
いた。

保育教
諭と一
緒に滑
る前に
保育教
諭が本
児に安
全な米
ぞりの
乗り方
につい
て声掛
けをし
なかっ
た。

滑降前に一
緒に乗って
いた保育教
諭が、例え
ば「足を上
にあげて
ね」等危険
のないよう
な滑り方に
ついて子ど
もに声を掛
けていく。

4968

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 25 25 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

急に部屋
に入らな
ければな
らなく
なった場
合、他の
職員に声
をかけて
交代する

遊具の側
に必ず一
人はつい
ている。
つけない
時はその
遊具を禁
止する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

外遊びを
する時、
保育教諭
がもう一
度点検し
ながら遊
ばせる

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手が滑っ
て落ちて
しまっ
た。遊具
の側には
保育教諭
はいな
かった。

天候と雲
梯の状態
をみてか
ら使用さ
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

手がすべ
り、落ち
方が悪
かったの
か、手が
痛いと保
育教諭に
伝えてき
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

落ちた瞬
間は保育
教諭はそ
ばにおら
ず、他の
園児をみ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れた場
所で、他
の園児を
みていた

手を離
すとは
思わ
ず、油
断して
いた

雲梯の使用
方法をもう
一度確認さ
せる

4969

令和
3年
11月
1日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 13 13 11 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

遊びの
シュミ
レーショ
ンが不足
してお
り、職員
一人ひと
りが曖昧
な対応を
してい
た。

子どもの
成長につ
れ、遊び
方の見直
しを行
う。自由
遊びの子
ども達の
動きの傾
向と考察
を行い、
具体的に
職員の配
置や職員
の援助、
対応の確
認を行
う。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4

自由遊び
の中で鉄
棒・太鼓
橋両方に
各職員が
付くこと
で開放
し、使用
する児の
数を目視
できる範
囲として
いた。

高さのあ
る固定遊
具(鉄
棒・太鼓
橋)両方
をせず、
どちらか
1つにす
る。児一
人に対し
一人の職
員が付い
て安全確
保する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒の高
中低の3
台に本児
を入れて
5名、職
員1名で
遊んでい
た。園の
方針とし
て鉄棒の
遊び方に
制限はな
く、発達
を促す遊
びを入れ
る観点か
ら保育者
が1名つ
けば、ど
の年齢で
も腰掛や
前回り、
逆上がり
を行って
おり、安
全対策と
配慮に欠
けてい
た。ま
た、異年
齢構成で
あり、そ
の状況も
考慮すべ

鉄棒の腰
かけは、
子ども達
がやって
みたいも
のの一つ
であり、
禁止せ
ず、保育
の中で体
幹や筋力
がつく運
動遊びを
全学年で
取り入
れ、子ど
もの体
幹・筋力
をつけて
いく。そ
の上で自
由あそび
の時の鉄
棒は、保
育者と1
対1で経
験するも
のとす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児が鉄
棒で保育
者と腰か
け座りを
練習して
いるのを
傍で見て
おり、
やってみ
たいとい
う気持ち
のきっか
けになっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

別な高さ
の鉄棒で
他児が腰
掛け座り
が不安定
だったこ
とと、本
児が腰か
け座りし
ている様
子を目視
し、安定
して座っ
ているこ
とを確認
したた
め、不安
定な他児
の鉄棒の
そばにい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

普段は全
体を目視
確認する
職員がい
るが、嘔
吐が発生
し、その
対応にま
わった
為、全体
の目視確
認する職
員が不在
となる。
職員それ
ぞれが自
分の配置
された位
置で遊ん
でいる児
の様子を
目視確認
してい
た。

－

高さのある
固定遊具(鉄
棒・太鼓橋)
の配置職員
は、児1人に
対し、1人の
基準とす
る。配置
は、クラス
担任また
は、正職の
フリー保育
教諭がつ
く。

4970

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

30 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左環指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

跳び箱の
補助の仕
方を園内
研修す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

295
1.定期的
に実施

295 特になし

安全に設
置してい
るか、確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

助走して
跳び越す
時の補助
は、跳び
箱横に立
つことと
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変わ
りなし。
転倒後も
数回跳び
箱を跳ん
でいた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

跳び箱4
段の補助
を正面で
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
で保育中
の為、見
ていな
かった。

跳び箱
正面で
補助し
ていた
為、跳
び箱前
での転
倒を防
ぐこと
ができ
なかっ
た。

その場開脚
の様に跳び
越す練習で
あれば跳び
箱正面での
補助は適し
ているが、
助走して跳
び越す際に
関してはす
ぐに手で支
えられる横
側での補助

4971

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

62 30 32 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折
右肘打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

遊具の遊
び方につ
いて、園
児への指
導の方法
を検討す
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

200

人工芝
を、クッ
ション性
が高いも
のへの変
更を予定
してい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の遊
び方につ
いて、園
児への指
導の徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒の様
子を見て
いたが、
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れた場
所にお
り、他園
児を見て
いた。

遊具の遊び
方につい
て、園児へ
の指導の徹
底

4972

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

166 57 55 54 12 12
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左足親指
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

折に触れ
事故防止
について
注意喚起
をしてい
る。

事故内容
を職員全
員で共有
し、遊ぶ
際の危険
性を再確
認し、子
どもの動
きの予測
や瞬時に
対応が出
来るよ
う、事故
防止に向
けての研
修を充実
させてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特に問題
はなかっ
た。

建築構造
上難し
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会と
いうこと
もあり、
全体的に
落ち着か
ず、慌た
だしさが
あった。

注意を促
すために
テープや
シールを
貼る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動会と
いうこと
もあり、
待機場所
へ向かう
のに急い
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

出口付近
に3名お
り、少々
混雑ぎみ
であった
ので声掛
けはして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

既に待機
場所に移
動してい
た。

運動会
という
ことも
あり、
全体的
に慌た
だしさ
があっ
た。

子ども達へ
の落ち着い
た行動を促
すと共に見
守りを強化
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4973

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

35 3 3
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

歯槽骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

当該玩具
（マス
セット社
製・「マ
ルチパ
ネ」）の
危険な使
用方法に
ついて、
保育士が
十分に理
解できて
いなかっ
た

当該玩具
の製造
メーカー
に問い合
わせ、当
該玩具の
危険な使
用方法、
事故事例
について
確認を
行った。
また、適
切な使用
方法、使
用時に注
意すべき
ポイント
につい
て、改め
て確認
し、製造
メーカー
から指導
を受け
た。
夏休み明
けの園内
研修に
て、全教
職員参加
のもと、
当該玩具
の適切な

1.定期的
に実施

240
2.不定期
に実施

80
2.不定期
に実施

80 特になし

今回の事
故時に使
用してい
た施設、
遊具、玩
具自体に
は、問題
がなかっ
た。今度
も現行通
り、使用
の前後で
施設、遊
具、玩具
の安全点
検を継続
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わった
様子はな
く、通常
通りの行
動で、落
ち着いた
様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

同学年の
園児の集
団活動中
であっ
た。日頃
から当該
子どもた
ちをよく
理解して
いる学級
担任が見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同学年の
担当教諭
3人で、
集団活動
全体を見
守ってい
た。担当
教諭は当
該学年の
専任担当
教諭であ
り、一緒
に遊んで
いた子ど
もたちを
よく理解
している
保育士で
あった。
配置人数
も4歳児
35人に対
して3人
であり、
適切で
あった。

特にな
し

人的面では
問題なかっ
たと考える
が、子ども
が遊具等を
適切に使用
しているか
を、複数の
保育士の目
で確認し、
情報共有し
ながら声掛
けを行い安
全管理する
点を改め
て、徹底し
ていくこと
が重要であ
ると考え
る。

4974

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

17 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

293

舞台に関
しては、
今回のよ
うに勢い
をつけて
倒れる等
がなけれ
ば、何も
問題は考
えられな
い。

ハード面
に関して
は、改善
策は見あ
たらな
い。舞台
の高さも
安全性を
配慮した
子どもに
危険のな
い高さで
ある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

気分が高
まり、舞
台に向
かって
走ってし
まった。

おやつの
準備に関
心がそれ
ている子
どもがい
る場合
は、行動
について
も落ち着
かせる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段も、
活発な子
どもであ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
ではあっ
たが、お
やつの準
備をしな
がらで
あった。
気にはか
けてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
ではあっ
たが、お
やつの準
備をしな
がらで
あった。
気にはか
けてい
た。

気には
かけて
はいた
が、い
つも活
発なの
で、急
に助走
して
ジャン
プする
とは考
えな

行っている
ことに集中
していない
場合、心と
身体のバラ
ンスにも配
慮する。今
やるべきこ
とと今やる
時間ではな
いことの認
識をつけて
いけるよう

4975

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

25 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

2.死
亡

2.窒息 0.死亡
窒息（推
定）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

誤嚥事故
関係の記
載無し

給食提供
の委託業
者と何度
も話し合
いを重
ね、指導
及び情報
共有を徹
底し、献
立作成段
階から園
職員が参
加するよ
うに変更
した。そ
して、保
護者に献
立表を配
布する前
に、献立
表を職員
会議にか
けて内容
の検討を
行い、誤
嚥・窒息
につなが
りやすい
食材の提
供がない
かなどの
事前
チェック
を行うよ

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
本事故と
は関係無
し

本事故と
は関係無
し

6.食事
(おや
つ)中

給食時に
教職員に
よる巡回
見回りを
実施す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

睡眠時無
呼吸症候
群あり、
近日中に
連絡ノー
トに施術
を行う旨
が記載さ
れる。保
護者の方
から、生
活面での
注意する
べき点な
どの連絡
はなかっ
た。園で
の当該園
児の様子
は、通常
通りで
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

異物除
去、他の
職員への
応援の要
請、その
他の園児
は別の保
育室への
移動、救
急隊への
情報提供

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

異物除
去、１１
９番通
報、保護
者の方へ
緊急連
絡、救急
救命士と
の連携、
AED処
置、心臓
マッサー
ジ、救急
隊への情
報提供

給食・
おやつ
が提供
される
前に、
検食を
行って
当日提
供され
る給食
を確認
する。

教職員に救
命講習を受
講させ（日
本光電、東
京防災救急
協会）、合
計２８名の
職員が救命
技能認定証
を取得しま
した。
東京防災救
急協会から
講師派遣を
していただ
き、園での
緊急時の対
応について
研修訓練を
実施しまし
た。
緊急時対応
マニュアル
を作成し、
緊急事態発
生時に誰が
何を担当す
るかの役割
分担をクラ
スごとに定
めるなどし
ました。

4976

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 6 10 9 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

見守りの
保育教諭
の人数を
増やすと
もっと目
が行き届
くと思
う。

今後は安
全管理を
徹底でき
るような
人員配置
をし、子
どもたち
の安全に
向けて努
力してい
く予定で
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

3 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ホール内
に雲梯が
あるた
め、園児
が職員の
認知しな
いところ
で雲梯で
遊ぶ可能
性がある
こと。

今回の事
故の要因
となった
雲梯につ
いて、遊
び終わっ
た後に
ロープ等
で園児の
立ち入り
を制限
し、併せ
て、安全
管理を徹
底できる
ような人
員配置を
し、子ど
もたちの
安全に向
けて努力
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児に
ついて、
積木で遊
んでお
り、片付
けのかけ
声を聞い
たあと、
片付けの
途中から
遊具で遊
んだ模
様。網
ネットや
登り棒・
雲梯が１
つになっ
た遊具で
遊び、片
付け終了
間際には
雲梯でぶ
ら下がっ
て遊んで
いた。幼
稚園教諭
から遊ぶ
のを止め
て片付け
るよう促
された
が、その
まま雲梯
を続けて

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士が
お互い重
ならない
よう、全
体が見渡
せる場所
でホール
で見守っ
ていた
が、積木
の片付け
時に積木
を投げ飛
ばしてい
た園児が
いたた
め、その
園児を注
意した。
そして、
注意した
あとも視
線ががそ
ちらに行
き、落下
したこと
に気づか
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホールで
遊んでい
る子ども
たちの汗
をかいた
シャツを
脱がせた
り、けん
かの仲裁
に入った
りと、雲
梯とは別
の場所で
見守りを
していた
ため、対
象児を見
ていな
かった。

ホール
や園庭
など広
い場所
で園児
を見守
ると
き、保
育士は
お互い
重なら
ず全園
児が見
渡せる
場所で
見守る
ことに
なって
いる。
片付け
時に一
人が見
守り、
もう一
人が片
付け指
導をす
れば良
かった
が、二
人とも
片付け
る方に
意識が

お互いに声
を掛け合
い、自分の
役割を確認
する。
現場にいる
保育士の全
員が園児を
見ていな
い、という
状況になら
ないよう、
園内での意
識の共有を
徹底する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4977

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

15 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右示指屈
筋腱断裂

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

施設にお
ける事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてお
らず、職
員にもこ
れまで周
知できて
いなかっ
た。

事故防止
マニュア
ルを作成
し、職員
にも内容
を周知す
る。ま
た、職員
会でヒヤ
リハット
危機管理
等の研修
を行い、
冷静かつ
正しく対
応できる
ようにす
る。

2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

手洗い場
からテラ
スへの動
線に柱や
段差があ
り、転倒
すると危
険。

人工芝な
どを敷
き、転倒
時の
ショック
を和らげ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

事故やけ
がの要因
となるガ
ラス製の
ものを子
供の手の
届くとこ
ろに干し
ていた。
色水遊び
をするた
めの安全
な環境構
成が整っ
ていな
かった。

仏様の花
瓶をプラ
スチック
に変え、
他のガラ
ス陶器の
物を全て
処分。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と一
緒に色水
遊びをし
て遊ぼう
としてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊びを
している
子ども達
の様子を
見ながら
連絡帳を
記入して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内の片
付け後、
園庭へ出
る所だっ
た。

２名保
育教諭
がつい
ていた
が、担
当保育
士が連
絡帳記
載中で
見守り
が十分
でな
かっ
た。

連絡帳記載
については
保護者（以
上児クラ
ス）に文書
を出し、子
どもの見守
りを徹底
し、他の方
法で情報の
交換をす
る。

4978

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 27 14 8 7
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

今年度初
めて行っ
た広場
だったの
で、事前
に保育者
の立ち位
置や危険
個所など
話し合っ
ていた
が、不十
分だった
のかもし
れない。

保育助手
を増や
し、一人
ひとりが
子の動き
の予想や
視野を
もっと広
く意識し
て、保育
して行
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

60

友達と楽
しんでい
る場面で
も、動き
が激しく
なったり
つかまっ
たりする
ことがあ
る。

日頃から
危険な場
所がない
か、細部
まで確認
し、ゆら
ゆら橋の
下にマッ
トのよう
なものを
置くこと
とする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ゆらゆら
橋の上に
友達と一
緒に立っ
ていたこ
と。

ゆらゆら
橋に立っ
てのる際
には友達
と接触し
ないよ
う、一人
ずつ！と
いう事を
再度、職
員に周知
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

久しぶり
の広場
で、嬉し
そうに友
達と遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

傍で見
守ってい
て、バラ
ンスを崩
した友達
につなが
られて一
緒に転倒
する際
に、守ろ
うとした
が守り切
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
のコー
ナーで、
対象児以
外の子を
見てい
た。

今年度
初めて
遊ぶ場
だった
ので、
職員も
危険個
所や予
想され
る子の
姿につ
いて十
分に打
ち合わ
せした
つもり
だった
が、ま

その遊具や
各コーナー
での子の姿
をもっと柔
軟に広い視
野で色々と
予想し、配
慮すべきこ
とや対応策
を考えてい
く。

4979

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 22 21 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足親指
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

折に触れ
事故防止
について
注意喚起
をしてい
る。

事故内容
を職員全
員で共有
し、遊ぶ
際の危険
性を再確
認し、子
どもの動
きの予測
や瞬時に
対応が出
来るよ
う、事故
防止に向
けての研
修を充実
させてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特に問題
はなかっ
た。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会と
いうこと
もあり、
全体的に
落ち着か
ず、慌た
だしさが
あった。

注意を促
すために
テープや
シールを
貼る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動会と
いうこと
もあり、
待機場所
へ向かう
のに急い
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

出口付近
に3名お
り、少々
混雑ぎみ
であった
ので声掛
けはして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

既に待機
場所に移
動してい
た。

運動会
という
ことも
あり、
全体的
に慌た
だしさ
があっ
た。

子ども達へ
の落ち着い
た行動を促
すと共に見
守りを強化
する。

4980

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

73 24 31 18 4 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

事故発生
時、預か
り保育の
時間帯で
あり、教
員の気配
りが不十
分であっ
た。

園庭で遊
んでいる
時は、教
員の配置
場所を確
認し目の
行き届か
ない場所
が無いよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

定期的な
安全点検
だけでな
く、気に
なること
があれば
必ず課題
を共有
し、すぐ
に改善す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭の小
さな小山
（高さ約
1メート
ル）での
遊び方の
指導が不
十分だっ
た。

園庭での
遊び方の
指導の徹
底、教員
の配置確
認と指導
方法につ
いて改善
を図っ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

預かり保
育の時間
中、外で
友達と鬼
ごっこを
して遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で、
適宜子ど
もたちの
様子を観
察、指導
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で、
適宜子ど
もたちの
様子を観
察、指導
してい
た。

鉄棒・
すべり
台・雲
梯等
は、教
員がつ
いてい
たが、
小山付
近は教
員がい

園庭すべて
の場所に目
が行き届く
ように、教
員を配置す
る。

4981

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

11 1 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

幼児の遊
びにおい
て、発達
段階に
沿った危
険回避能
力を培う
ための指
導方法に
ついての
研修が不
十分で
あったこ
と。

定期的な
研修と実
践を積み
重ねてい
く。

2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

遊戯室の
床がフ
ローリン
グのた
め、内履
きの底材
がゴム製
ではない
場合、急
な動きや
力のかけ
具合によ
り、滑る
ことがあ
る。

裸足、も
しくは、
底材がゴ
ム製の内
履きを履
いて運動
遊びをす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

投げられ
たボール
を避けよ
うと動く
その時
に、他の
幼児と衝
突しそう
な状況に
なり、衝
突回避の
ために急
に動いた
ため、バ
ランスを
崩し転倒
したと考
えられ
る。

・遊び方
につい
て、同じ
チームの
幼児が接
近し過ぎ
ない方が
衝突の危
険が少な
くなるこ
とを説明
して、遊
びの中で
の危険を
避けられ
る工夫が
できるよ
うにして
いく。
・危険回
避能力を
培うた
め、日々
の指導を
積み重ね
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッチ
ボールで
遊んでい
る中。相
手チーム
の幼児が
ボールを
持ち投げ
たとこ
ろ、ボー
ルをよけ
ようとし
た際に更
に友だち
とぶつか
りそうに
なり急な
動きをし
た結果、
転倒し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に
ドッチ
ボールを
して遊び
ながら、
対象児や
他の幼児
の動き
や、ゲー
ムの展開
を見てい
た。ボー
ルを投げ
た幼児
や、対象
児の相手
チームの
幼児を見
ていたた
め、対象
児が転倒
する瞬間
は、見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス担
任は、遊
戯室に隣
接する対
象児のク
ラスの教
室で他の
幼児の遊
びの様子
を見守っ
たり、援
助したり
して関
わってい
た。

その場
で職員
が1人
で、一
緒に
ゲーム
をして
いたた
め、他
の幼児
の動き
を見て
いて対
象児の
転倒の
瞬間を
見るこ
とがで
きな
かっ
た。

もう１人全
体の様子を
見る職員を
配置する、
もしくは一
緒にゲーム
をせずに全
体の様子を
見て把握で
きるように
する。

4982

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

19 1 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

子どもた
ちの遊び
の様子か
ら、日常
注意すべ
きこと
（あそび
のルール
等）への
指導が足
りなかっ
た。

上記につ
いて、繰
り返し指
導・声が
けしてい
くことが
必要であ
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 特になし 特になし

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

保育室に
戻ってき
た子が
走ってい
たこと、
本人が入
り口付近
で遊んで
いたこと
も原因の
一つと考
えられ
る。

周りの状
況を見な
がら、落
ち着いて
行動する
ように繰
り返し指
導するこ
と、遊び
環境の設
定場所に
ついての
検討が必
要であ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室内
の入り口
付近で、
数人の友
だちとま
まごと遊
びをして
いた。相
手の子
は、別の
場所で遊
んでい
て、走っ
て保育室
内に入っ
てきた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室前
の廊下に
あるロッ
カー付近
で遊んで
いたり、
着替えを
したりし
ている子
どもたち
の様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じフロ
アの保育
室内にて
遊んでい
る子ども
たちと関
わり、見
守ってい
た。

保育室
内で遊
んでい
た子は
数人と
少な
かった
ことも
あり、
廊下付
近で遊
んでい
る子の
方に目
が向い
てい

子どもたち
の行動につ
いて繰り返
しの指導を
行っていき
たい。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4983

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

7 1 3 3 1 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

マニュア
ルの作成
もしてお
り、職員
の指導は
行ってい
る。職員
配置にも
問題はな
い。

マニュア
ルを再度
見直し、
さらに事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

48
2.不定期
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃か
ら、小屋
の柵に登
らない、
ジャンプ
をしない
という約
束事は伝
えていた
がその認
識が薄
く、登っ
てｼﾞｬﾝﾌﾟ
した為。

職員が目
を離さな
いことも
大切だ
が、改め
て、小屋
や遊具の
使い方を
考えられ
るような
声掛けを
し、意識
して使え
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃と変
わりなく
過ごし、
昼食後、
にじの家
（小園
庭）で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お茶休憩
の時間を
設け促し
ていた
為、他児
の事を見
ていて、
落ちた場
面は見て
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子ども７
人が外に
出てい
て、職員
は１人配
置されて
いたの
で、にじ
の家（小
園庭）に
は他の職
員はいな
い。室内
にてそれ
ぞれの園
児を見
守ってい
た。

規定さ
れてい
る職員
の配置
からし
たら、
子ども
の人数
に対し
ては適
応の職
員配置
だっ
た。

職員が1人し
か配置して
いない場合
は、お茶ﾀｲﾑ
へと促す場
合、全員集
まったこと
を確認して
からお茶を
飲ませる。

4984

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

33 12 8 13 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

研修の内
容であ
る、子の
見守り方
が実践に
活かされ
なかっ
た。

研修内容
である、
保育士は
子どもた
ちが遊ぶ
全体の様
子が分か
る位置に
付くよう
にする、
を実践す
るように
する。

2.不定期
に実施

12 3.未実施 0
2.不定期
に実施

3

年間カリ
キュラム
の見直し
や安全点
検ができ
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ホールの
窓際にベ
ンチを５
台重ねて
いた。

ホールに
あったベ
ンチは撤
去した。
(子ども
の目の届
かない遊
具を置く
場所に保
管した）

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

早く帰り
たく、バ
スを待っ
ていた。
外の様子
をベンチ
の上に
乗って窓
から見て
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

バス担当
の保育士
が第３便
のバス利
用をする
子どもた
ちをホー
ルで見て
おり、事
故発生時
は他児と
関わって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

バス担当
の保育士
に代わっ
た為、
ホールに
はいな
かった。

３０人
位の園
児を２
名の保
育士で
見てお
り、他
の子と
の遊び
に夢中
になっ
てし
まっ

危険を予測
し、子ども
が高いとこ
ろや危険な
事をしてい
たら、速や
かに声をか
ける。ま
た、日常生
活の中で子
どもたちに
も再度注意
（生活指

4985

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

21 1 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆上骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルは定期
的に読み
返すこと
が必要で
あり、職
員会議で
確認し、
全職員の
共通理解
を図る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
人数が多
すぎたと
考えられ
る。

今回は、
ドッチ
ボールを
20名で
行ってお
り、外野
にいた子
が競って
ボールを
取ろうと
して足が
もつれて
転んでし
まった。
今後は人
数を減ら
して行う
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ゲームの
審判とし
て、至近
距離で見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

プレイ
ルームに
は、担任
のみがい
た。

特にな
し

子どもの人
数が多い場
合は、補助
の保育教諭
をつける。

4986

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

329 5 39 ## 85 98 51 44
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位骨折
(固定1か
月)

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員間で
本児の状
況が共有
できてい
なかっ
た。

・職員間
で幼児の
怪我の状
況を共有
するルー
ルや場を
設ける。
・看護師
に伝達
し、保育
提供や緊
急時の対
応を協議
する。
・全体で
の見守
り、又は
担当の職
員の配置
が必要。

1.定期的
に実施

243
1.定期的
に実施

243
1.定期的
に実施

243

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・特に遊
びに制限
がなかっ
たので外
遊びに参
加した。

・遊びの
参加の制
限（家庭
で怪我を
した園児
含む)の
検討。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・休日に
左手を痛
めたこと
は母親か
ら連絡は
あった
が、特に
制限はな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・他児と
ドッジ
ボールを
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・クラス
担任は自
分のクラ
スの園児
を見てお
り、補助
教諭は加
配につい
ているた
めほぼ１
対１で担
当児につ
いてい
る。

・職員
間で本
児の状
況が共
有でき
ていな
かっ
た。
・本児
は休日
に左手
を痛め
てお
り、月
曜日に
登園し
た際に
痛みを
訴えた
が、看
護師へ
の伝達
がな
かっ
た。
・本児
の体
力、運

・職員全員
で見守りを
するという
意識の改
善。
・怪我の具
合を職員に
周知する。

4987

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

13 2 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

基準に
沿って職
員を配置
し常に安
全に配慮
できるよ
う、同時
期の過去
のヒヤリ
ハットを
職員間で
共有し、
予防して
いる。今
後も全職
員で安全
安心な園
を目指し
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

190
1.定期的
に実施

190

姿勢を保
持でき無
い子がバ
ランスを
崩して転
倒してし
まうこと
が予想さ
れた。床
で頭を打
つことを
心配し、
ソフト
マットを
敷き怪我
防止を意
識してい
た。

転倒の際
怪我防止
の為、ソ
フトマッ
トを敷い
ている。
今後も継
続する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

前日夏季
保育で着
替えの経
験をした
が、夏の
長期休業
後間もな
いため、
着替えな
ど身の回
りの始末
を自分で
行うこと
が身に付
いていな
かった。

座って着
替えるよ
うに指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は通
常身の回
りの始末
に興味が
薄く、集
団より遅
れがちな
ため、担
任か支援
員が個別
対応をし
ている。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任が近
くで寄り
添い意欲
が持てる
よう声を
かけてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

多動傾向
のある子
に寄り添
い、身の
回りの始
末を見届
けてい
た。

本児
は、身
体能力
が低
く、疲
れやす
く姿勢
を一定
時間保
持する
ことが
できな
い。

身体能力向
上のため学
年に合った
運動を工夫
し、園生活
で姿勢を保
持できる筋
力をつける
活動を意識
して行って
いく。

4988

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 10 10 10 3 3
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

36
2.不定期
に実施

36 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育室の
入り口に
近いとこ
ろに着替
え袋かけ
を置いて
あったこ
と。

入り口付
近のモノ
の配置場
所を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から、
友だちと
走り回っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ホールで
の遊びを
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

玄関・保
育室・園
庭・ホー
ルと分担
し、子ど
も達の遊
びを見
守ってい
た。

追いか
けっこ
に夢中
にな
り、周
りを見
えてい
なかっ
たので
はない
か。

狭い場所で
追いかけっ
こしている
際には、年
長児にはで
きる場所を
考えさせる
ような声掛
けをする。
出入り口は
走らず通る
ように注意

4989

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

27 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

6 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
かけっこ
をしてい
る際に追
い抜こう
としてぶ
つかり転
んだ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

お友達と
一緒に
走ってく
るところ
をゴール
地点で見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1人で保
育してい
たので、
他の職員
はいない

こける
時に手
を付け
なかっ
た

こける時に
手を付ける
ように声掛
けをした
り、運動遊
びに受け身
の取り方等
取り入れて

52 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4990

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 4 5 4 3 3
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

配置職員
が個々の
動きをし
ていた。

全体を把
握する職
員を決め
るなどの
役割分担
が必要で
あった。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

12

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

配置職員
が個々の
動きをし
ていた。

全体を把
握する職
員を決め
るなどの
役割分担
が必要で
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
走って遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

走って遊
んでいた
ことは確
認してい
たが、他
の児童の
保育をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の保育を
してい
た。

配置職
員が
個々の
動きを
してい
た。

全体を把握
する職員を
決めるなど
の役割分担
が必要で
あった。

4991

令和
3年
11月
1日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

6 1 1
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨
折、右鎖
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

動きは見
守ってい
たが、倒
れること
に対応で
きなかっ
た。

事故事例
を全職員
で共通理
解する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

4

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

午睡前の
自由遊び
時

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

楽しそう
に遊び始
めてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
近くで、
全体の動
きを見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の対応を
していた
ため、近
くにいな
かった。

たまた
まこの
日、身
体を動
かす保
育なの
に他の
保育士
は着替
え等を
対応し
てお
り、１

１人で行動
せず、着替
え等がある
場合は終わ
るのを待っ
てから複数
人で対応す
るようにす
る。

4992

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
4　)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

ドッジ
ボールの
コートの
テープは
貼ってい
るが、一
部剥がれ
そうなと
ころがあ
り、子ど
もにわか
りづら
かった
為、ボー
ルをよけ
るために
1か所に
集まって
しまっ

コートの
テープを
貼り直
し、分か
りやしく
する。
（常に点
検する）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ドッジ
ボールを
始める前
にルール
の確認
（散ら
ばって動
く等）と
ボールの
受け方の
再確認を
していな
かった。

ゲームを
始める前
には、
キャッチ
ボールを
しなが
ら、受け
方を再確
認して始
めるよう
に職員間
で共通理
解してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボールが
飛んでき
たため、
受けよう
としてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育者は
子どもの
様子を見
ながら審
判をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人で保
育をして
いたので
他の職員
はいない

十分な
準備体
操を行
えてい
なかっ
た。

運動をする
前は、必ず
準備体操を
行う。また
密集しない
ように、
もっと広が
るように保
育士が言葉
をかけるよ
うにする。

4993

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 1 5歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
4　)回/年

2.基
準配
置

安全管理
に関して
の取り組
みが不十
分だっ
た。

定期的に
マニュア
ルを見直
すよう職
員に伝
え、一人
一人が常
に意識を
もってか
かわる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

部屋の隅
にほこり
が見られ
た。フロ
アが滑り
やすく
なってい
なかった
か確認し
始めるべ
きだっ
た。

活動前に
フロアの
状況確認
やこまめ
な拭き掃
除をおこ
なってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動は突
然始まる
ことも多
い。事前
に手足、
指先を動
かす準備
体操がで
きていな
かった。

活動の前
には必ず
準備体操
をし、体
を温めて
から始め
られるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
で走って
逃げてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児をト
イレに連
れて行っ
ている所
だったの
で、少し
離れた所
から見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもた
ちの様子
を見守り
ながら危
険のない
よう部屋
の入口の
階段の前
に立って
いた。

担当職
員がト
イレに
連れて
いくた
めに場
を少し
離れ
た。

フットサル
の前にはト
イレに行く
よう伝え、
活動の最中
に保育士が
子どもたち
から離れな
いようにす
る。

4994

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

24 2 2 3歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性亜
脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちが密集
していた
と考えら
れる。

遊びの
コーナー
をすぐに
設定する
など、一
人ひとり
のスペー
スを確保
できれば
よかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は人
懐っこく
好奇心旺
盛でいろ
いろなこ
とに興味
を持ち、
遊んでい
る。
事故発生
時も、普
段と変わ
らない様
子でい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

早番の職
員から伝
達事項を
聞きなが
ら、全体
の子ども
たちの様
子を見て
いた。
立ってい
る子もい
たので、
声をかけ
たりして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の子
どもたち
の様子が
見える場
所にはい
たが、本
児の場所
から、少
し離れた
場所で、
伝達事項
を聞いて
いたの
で、対応
に遅れて
しまっ
た。

新年度
になっ
たばか
りで、
子ども
たちも
保育者
も新し
い環境
にまだ
慣れ
ず、保
育者は
子ども
たちの
特性や
行動に
ついて
しっか

緊急の伝達
でなけれ
ば、まず子
どもたちを
落ち着かせ
たり、一人
の保育者は
子どものそ
ばにつくな
どすればよ
かった。

4995

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 5 5 10 10 5 5 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

マニュア
ルの見直
しは行っ
ていた
が、園庭
遊具につ
いて本当
にその場
所に必要
か環境設
定が適切
かなど話
し合いが
必要だっ
た。

点検時や
子ども達
と遊んで
いる中
で、気づ
いた事や
危ないと
感じたこ
とはその
都度話し
合う環境
を作る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

花壇用に
埋めてい
たタイヤ
の場所に
植物がな
く、本児
が気づき
にくく
なってい
たと考え
られる。

花壇用、
植物を
使った遊
び用に砂
場の近く
にタイヤ
を埋めて
いたが、
その場所
が適切か
どうか見
直した結
果、子ど
もの動線
とも重
なってい
たため、
違う場所
に移し
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

砂場で遊
んでいる
子もい
て、本児
もそちら
に気を取
られてい
たことも
考えられ
る。

鬼ごっこ
を行う環
境とし
て、園庭
にいる子
どもの人
数を見
て、広い
場所のみ
で行うな
ど配慮す
る。ま
た、周り
をよく見
てどう遊
んだらの
びのび安
全に遊ぶ
事ができ
るのか、
自分で考
えること
ができる
ような言
葉がけを
行う。
（当時、
年中組
だった本
児に対し
て。年齢
により、
具体的に
危ない時

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
に夢中に
なってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に鬼
ごっこを
行い、児
童の様子
を見てい
た。
対象児が
転倒する
瞬間に手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
配置箇所
で遊んで
いる児童
を見守り
ながら遊
んでい
た。

子ども
達に遊
ぶ場所
が適切
かどう
かよく
伝わっ
ていな
かっ
た。

日々の保育
の中で安全
な遊び方を
伝えてい
く。一緒に
遊びながら
危ない時に
声をかけ、
年齢によっ
ては自分で
気付くこと
ができるよ
う一緒に考
える。

4996

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

2 5 1 1 4歳
2.女
児

園舎ホール
にて
それまでは
亀裂骨折
（ひび）の
疑いで治療
診断名がつ
いたのは4
月14日に判
明

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

　ボール
を使って
の遊びに
十分に慣
れていな
かった。

　ボール
遊びやバ
ランスを
取るよう
な遊びを
する際に
は、遊び
をする全
ての子が
無理をし
ていない
か、安全
に遊べて
いるか
チェック
するよう
にする。

2.不定期
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

　内履き
を履いて
活動して
いたが、
必ずしも
滑りにく
いとは言
い切れな
い。

　ボール
遊びやバ
ランスを
取るよう
な遊びを
する際に
は、遊び
をする全
ての子が
安全な環
境の元で
遊べてい
るか
チェック
するよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　集団活
動中は、
細心の注
意を払い
事故が起
きにくい
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　可能な限
り複数人数
で見ること
が望ましい
ので、体を
動かす活動
をする場合
は他の職員
にも声がけ
をするよう
にし、可能
な限り複数
人数でみ
る。

53 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4997

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28 1 6 6 6 5 4 0 4歳
1.男
児

身長：
100.7cm
体重：
16.3kg
入園当初か
ら活動的な
男の子。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

大腿骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(４)回/年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週１)回/
年

雲梯はス
テンレス
製で事故
発生当時
濡れた状
態ではな
かった。
現在背の
高い遊具
はなく、
近年の子
ども達の
能力に合
わせて遊
具の高さ
を低くす
るなど対
応してい
た。

該当保護
者、役員
会を通じ
て『撤去
すべきで
あるか』
検討を行
う。しか
し、今回
原因と
なった雲
梯は高さ
があるも
のではな
く、この
雲梯を撤
去すると
なると他
の遊具全
てが危険
というこ
とに成り
かねな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

（夕方の
外遊びの
際は）保
育士以外
の人員も
増員を検
討する。
（調理
員・栄養
士等）

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

外遊びが
大好きで
活発な男
の子。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

２名の保
育教諭が
該当園児
の落下時
の状況を
見てい
た。危険
な遊び方
をしてい
たわけで
はないの
で、手の
届く範囲
にいたわ
けではな
いが、園
児の補助
をしてい
ない限り
落下を防
ぐことは
難しい状
況であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職員が一
か所に留
まること
がないよ
うに普段
から注意
をしてい
た。

手を滑
らせた
高さは
１３５
センチ
で高い
とは思
わない
が、足
を曲げ
クロス
してい
たた
め、骨
折する
ことに
なった
と思わ
れる。

見守りの職
員を増やす
等の対策を
行う。

4998

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 12 12 3 3 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(15)回/年

1.基
準以
上配
置

今後トラ
ンプ遊び
を行う際
は机の上
で行うよ
うにし、
机の周り
には必ず
1人は保
育教諭等
を配置す
る。
また、床
にトラン
プがある
状態を作
らないよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(37)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

トランプ
遊びを行
う際は机
を用意
し、机の
上で行え
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

トランプ
が床に置
いてあっ
た。

机の上で
行える環
境を整備
すると同
時に、遊
んでいる
園児以外
が入らな
いように
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と遊
びの中で
室内を走
り出して
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
を対応し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育教諭
等の後側
を通り抜
けた際
に、転倒
してし
まった。

床に座
り、ト
ランプ
で遊ぶ
園児が
おり、
床にト
ランプ
を置い
てい
た。

遊ぶ内容に
応じて環境
を整えると
共に、室内
を走らない
ように繰り
返し伝えて
いくことや
保育教諭等
間での園児
の様子の連
携を取り合
う。

4999

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

6 2 2 1歳
1.男
児

体格は良い
が身体の動
きは幼い。
大人の多い
環境で過ご
し、抱っこ
をされるこ
とが多い。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足下腿
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５)回/年

2.基
準配
置

新型コロ
ナウイル
ス感染拡
大防止の
ため約1
か月登園
自粛をし
ていた本
児の特性
を理解し
ないまま
保育をし
た。

年度初め
は子ども
の様子を
把握しづ
らいのに
加え登園
自粛と
なったの
で、自粛
明けの保
育時には
再度、家
庭での生
活状況や
観察記録
表を見直
し把握す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
５０　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

今後も安
全点検を
複数の職
員で定期
的に実施
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

降園間際
になって
クラスの
数名が走
り出し本
児も走
り、右側
にいた主
担任の方
向に急な
方向転換
をして転
倒した。
右足を軸
に旋回し
捻った状
態で転倒
し、骨折
に至った
可能性が
ある。

保育室内
は走り回
らず読み
聞かせな
ど静の活
動をし落
ち着いて
降園時間
を待つ

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体格がよ
いが、体
の動きは
幼い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

主担任と
目を合わ
せ走り込
んでくる
児の様子
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児とま
まごと遊
びをして
いたため
本児を直
視してい
なかっ
た。

全体の様子
が見まわせ
るように職
員の配置と
体の向きを
考えながら
保育してい
く。

5000

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

1.0歳児
クラス

9 9 0 6 6 1歳
1.男
児

本児は、月
齢が１歳と
6ヶ月であ
り、何不自
由なく動き
回ることが
でき、当日
は晴天にも
恵まれてい
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

職員一人
一人事故
予防意識

園児が使
用する遊
具全てを
様々な視
点からの
危険性に
ついて全
職員で出
し合い、
集約し、
事故予防
マニュア
ルに位置
付ける。
毎月1回
の職員
会、及び
クラスご
との研修
時には、
事故予防
に対する
意識を高
める時間
を位置付
ける。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

階段の手
すりの隙
間の幅と
本児の身
体の大き
さの違い
が、落下
の要因の
一つとし
て挙げら
れる。

事故の起
きた日か
ら、未満
児はすべ
り台の使
用をしな
い措置を
取るとと
もに、保
護者の迎
えによる
自由な遊
びでも使
用禁止の
立て札を
置いてい
る。現
在、新た
な遊具
（未満児
でも安全
に使用で
きる滑り
台）の購
入を検討
中であ
る。

遊具を使
用する屋
外活動に
おいて
は、危険
性が予想
される場
所での見
守りを徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

滑り台の
頂上に残
り３段で
あったた
め、本児
がその頂
上に手が
届くので
はないか
と思い身
体を起こ
してし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の真
後ろで見
守ってい
たが、階
段と手す
りの隙間
から落下
するとは
予想して
いなかっ
たのと、
落下する
瞬間に手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

落下した
場所には
立ってい
たが、そ
の近くに
は他の園
児が遊ん
でいたの
で、その
園児の見
守りを
行ってい
た。

保育士の推
察する園児
の動きと園
児の動きに
は違いがあ
るという認
識、意識を
もちなが
ら、立ち位
置を考えた
見守りを行
う。（共通
理解・共通
実践）

5001

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

8 5 3 1 1 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足くる
ぶしの骨
にひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

興奮状態
にあり、
後ろばか
り気にし
て、前を
よく見ず
走ってい
た。

子どもが
興奮状態
の時は1
度ストッ
プをかけ
て、少し
落ち着か
せるよう
に気をつ
ける。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　3～４
メートル
くらいの
距離

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　他にい
なかっ
た。

興奮状
態にあ
り、後
ろばか
り気に
して、
前をよ
く見ず
走って
いた。

子どもが興
奮状態の時
は1度ストッ
プをかけ
て、少し落
ち着かせる
ように気を
つける。

5002

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

6
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

16 1 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

口蓋　打
撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

再度、職
員間で安
全対策に
ついて確
認し合
い、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

個人の状
態を確認
しながら
保育して
いるがさ
らに確認
を重視し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

押した
り、叩い
たりとい
う行動が
多く見ら
れる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

押した
り、叩い
たりとい
う行動が
多く見ら
れ、その
都度対応
はして
いった
が、突進
して頭に
ぶつかっ
た場面は
確認でき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は別クラ
スの保育
に付いて
いたため
担当職員
しか見て
いない。

トラブルが
多いので本
児から目を
離さないよ
う気を付け
ているが、
本児の思い
もくみと
り、受け入
れながら未
然に防げる
よう十分配
慮してい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5003

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

4 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

27 5 5 4歳
1.男
児

治療までの
期間が30日
を超えた場
合重大事故
として市へ
報告すると
いう認識が
なかったた
め報告が遅
れてしまい
ました。そ
のため第1
報　第2報
が同じ時期
になります
が、申し訳
ありませ
ん。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

畑に子ど
もを連れ
て行った
際の職員
の役割分
担が細か
くされて
いなかっ
た。

現地でも
声を掛け
合いどの
ような立
ち位置で
子ども達
を見守る
のか確認
し合って
子どもか
ら目を離
さないよ
うにして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年
（業者に
よる点
検）

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年
（業者に
よる点
検）毎日
（職員に
よる点
検）

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日/年
（職員に
よる点
検）

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

畑で自由
に遊んで
いて走っ
たりもし
ていたた
め、友達
に押され
たりはし
ていない
が転倒し
たと推測
される。
転んだ際
の手のつ
き方内側
に入り込
んだ状況
になって
力が加わ
つたこと
で、骨折
したと推
測され
る。

畑で遊ば
せる際、
遊ぶス
ペースを
場の状況
に応じて
提供して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

3人で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

5人中2名
は、畑の
収穫の片
付けをし
ていた。

4歳児27
人を職
員3人で
見守っ
て遊ば
せてい
たが、1
人、多
動な子
がいた
ため3人
の見守
りがそ
の子の
まわり
に集中
してい
た。全
体の把
握がで
きず目
が離れ
てしま
う子が

全体を見て
子ども達全
体から目を
離さないよ
うに職員の
役割分担を
明確にして
いく。

5004

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 11 14 2 2 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2～3　)
回/年

1.基
準以
上配
置

災害時の
対応につ
いての研
修を主に
行ってき
たが、ヒ
ヤリハッ
トに絞っ
た研修が
必要だっ
たのでは
ないかと
思われ
る。

毎月の職
員会後に
ヒヤリ
ハット事
案につい
ての話し
合いを
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(52　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(52　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(240　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一度にす
る人数が
多かった
のではな
いか

前に走っ
ている子
どもの間
隔を十分
に取れる
よう人数
を分けて
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前中の
集団遊び
中

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ぶつかり
そうに
なった
時、手を
出そうと
したが間
に合わな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

オルガン
を弾きな
がら全体
を見てい
たため手
が出せな
かった

走るこ
とによ
り子ど
もの距
離感が
失われ
た事

間隔をあけ
て走る様声
掛けなどを
行う

5005

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 0 0 6 1 0 1 2 2 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(10)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスの
他の児童
とは、一
緒には動
けず遊戯
室に残っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
そばにい
て、園児
の見守り
をしてい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい

遊具の所
にいて、
園児の見
守りをし
ていた

対象児
の特性
で、周
りを見
ずに走
りまわ
るの
で、制

対象児の特
性を理解
し、できる
限り衝突を
起こさない
よう配慮す
る

5006

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

10 3 2 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

舌咬傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

チェック
リストを
用いて、
職員で共
有し危険
予知を高
めてい
く。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

万が一の
際に備え
衝撃吸収
のため安
全ガー
ド、コ
ナーガー
ドを貼り
付ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

椅子を
使った遊
びや活動
の時には
保育者が
そばにつ
き、安全
面に於い
ても素早
く反応で
きる体制
を作る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

転倒、転落
を予測し、
そばにつき
見守ったり
制止させた
りする。

5007

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

18 16 16 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２　　)
回/年

1.基
準以
上配
置

降園前に
帰りの歌
を歌い表
現あそび
した際に
転倒。顔
面を打ち
上唇より
出血。止
血の確認
はした
が、歯の
確認を
しっかり
行うべき
だった。

滑らない
ように言
葉で注意
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日
)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日
)

机を移動
させ、広
いスペー
スを作る

広いス
ペースで
表現あそ
びは行
い、滑ら
ない様に
上履きを
必ず着用
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にあり
ません

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

帰りの
歌を
歌って
いる時
に起き
た怪我
であ
り、担
任がピ
アノを
弾いて
子ども
の様子
も把握
してい
たが、

担任が子ど
もの動きを
今以上に細
かく見守る

5008

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

43 43 13 13 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

雲梯を、
職員と一
緒にしか
使えない
場所に移
動した

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

雲梯を、
職員と一
緒にしか
使えない
場所に移
動した

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯を、
職員と一
緒にしか
使えない
場所に移
動した

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　　普段
に比べ、
特に変
わった様
子なく過
ごしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　　園庭
に数人の
職員がい
たが、直
近まで雲
梯のそば
に子ども
が居な
かったた
め、他の
遊具の介
助に回っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　園庭
で、他の
園児の介
助につい
ていたた
め、見て
いなかっ
た

雲梯を、職
員と一緒に
しか使えな
い場所に移
動した

5009

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

32 12 7 13 3 3 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨近
位端不全
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

あり
実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特に人員
配置等は
問題がな
かったと
考えられ
るが、今
後遊具等
を用いる
際は特に
注意して
児童を観
察できる
配置にす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
遊具の管
理をして
いるが、
子どもが
乗るよう
なものに
ついては
滑りやす
くなって
いない
か、壊れ
ていない
かを特に
注視し管
理を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

如何に大
きなブ
ロックと
はいえ、
組み立て
たブロッ
クの上を
歩いたこ
と

ブロック
は組み立
てて遊ぶ
ものであ
るという
遊び方を
徹底して
繰り返し
指導する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

大型ソフ
トレゴブ
ロックの
上を歩い
ていた対
象児とも
う一人の
児童（3
歳児）を
見ていた
が、児童
と手を繋
いでいた
ため、対
象児が転
倒する瞬
間に手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広い室内
にそれぞ
れの遊び
が展開さ
れていた
ため、見
ていな
かった。

遊ぶ場
所
（コー
ナー設
定）と
玩具の
与え方

常に目の届
く範囲内で
の遊ぶ場所
の提供と玩
具の与え方
を考慮する

5010

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 7 9 7 2 2 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足人差
し指、中
指基節骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
6　)回/年

1.基
準以
上配
置

・上履き
をぬいで
いたこと
が怪我の
要因。

・上履き
は脱がず
に遊ぶこ
とを子ど
もに伝
え、保育
者も確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
13　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お互いそ
れぞれの
友達と遊
び中であ
り移動の
ために小
走りして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ぶつかっ
たのが見
えたので
すぐに子
どもの側
に駆け付
けて対応
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホールで
の遊びで
あったた
め、2人
で見届け
る範囲を
分けてい
た。

保育者が上
履きを履く
ように促
す。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5011

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

32 8 11 13 4 4 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

普段から
多くの園
児が遊ん
でいるの
で、危機
感が薄れ
ていた

園内の危
険個所の
確認と、
必ず職員
が付く必
要がある
遊びを確
認し、周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

マットに
よる保護
は十分で
あった
か。さら
に弾力性
のある
マットが
必要か。

落下した
場合の保
護に十分
なマット
を調査
し、必要
であれば
改善す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

登園児、
大型固定
遊具で遊
ぶ子、
ボールで
遊ぶ子
等、入り
乱れてい
た。

遊びの内
容により
見守り箇
所を確認
し、職員
が見守り
を分担す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の遊
びを見
守ってい
た。泣い
ている本
児を他児
が連れて
来たので
知った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と一
緒に遊ん
だり、他
の遊びを
見守った
り、登園
時の対応
をしてい
た。

登園児
の受け
入れと
子ども
の見守
りが重
なり、
目が行
き届か
なかっ

最も重大事
故が起こり
やすい大型
固定遊具に
は必ず一人
見守る職員
が付くよう
にする。見
守る箇所の
分担を声を

5012

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

43 8 12 23 7 7 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨
折、右前
腕打撲傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもが
痛みを訴
えた際の
確認方法
について
整理し周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

施設設備
や遊具、
玩具の使
用による
事故では
ないた
め、改善
点はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児の人
数が多く
一人一人
の動きに
目が届か
ない

見守りの
分担をす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

自分もリ
ズム運動
に参加し
ながら全
体を見て
いた。対
象児が泣
いて、他
の職員が
声を掛け
ているの
を見た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

転倒した
姿は見て
いない
が、自分
の場所に
戻った時
に泣いて
来たの
で、痛い
と言う箇
所の状態
を確認し
た。

担任は
担当ク
ラスの
子ども
と一緒
にリズ
ム運動
をし、
他の保
育士は
自分の
クラス
の子ど
もを見
ながら
運動し
ている
子ども
を見て
いるの
で、運

リズム運動
の動きを見
るよう分担
するととも
に、接触等
があった場
合は特に良
く状況を確
認する。

5013

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

18 2 2 4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

小児右上
腕亀裂骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

外遊びの
時の事故
防止のた
め職員配
置場所の
見直し

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

定期的に
点検し、
安全を確
かめてい
る遊具で
ある。以
前にも、
同様な落
下事故が
あったの
で、遊具
の問題点
も含め遊
具提供社
の関係者
とも対応
を検討す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊具の
誤った使
い方で怪
我に至る
ことがあ
ることを
共通理解
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具の2
階部分か
ら対象児
が下に
ジャンプ
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具の至
近には職
員がいた
が、他児
の様子を
見るため
振り返っ
た際に、
対象児が
ジャンプ
したの
で、落下
を食い止
めるとっ
さの行動
がとれず
間に合わ
なかっ

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

一瞬の落
下に職員
の対応が
間に合わ
なかっ
た。

特にな
し

遊具の周り
でのこども
達の様子に
合わせて、
見守りの在
り方を考え
る。

5014

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

16 3 1 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折・脱
臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

基準配置
以上の職
員がいる
日と同じ
ように遊
戯室での
活動を取
り入れた

職員数に
対する遊
戯室での
活動内容
を見直
し、職員
間の共通
理解をす
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

遊具の設
置方法
（マット
内に容易
に侵入で
きる）

遊びの
コーナー
をサーク
ルで仕切
るなど
マット内
に侵入で
きないよ
うにする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

動きが大
きくなる
遊戯室で
の活動は
万全な安
全対策が
取れな
かった

散歩車で
の園内散
歩など、
動きが少
なく安全
に過ごせ
る活動に
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発で身
体を動か
して遊ぶ
ことが多
い

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
傍で全体
を見渡し
ながら様
子を見て
いたが、
瞬時の出
来事だっ
たので対
応し切れ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室に
は職員は
一人だけ
しかいな
かった

遊戯室
には月
齢が高
く活発
な子が
いた
が、職
員は一
人だけ
だった

遊戯室で活
動する時は
職員を2名以
上配置する
ことを徹底
し、安全対
策を十分に
行う

5015

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

21 2 2 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手人差
し指創傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
ハサミを
一斉に使
用してい
たため保
育士の目
が行き届
かなかっ
た。

子どもが
ハサミを
使用する
ときは保
育士が安
全に見守
れる人数
に分かれ
て使用す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

特定の園
児に対応
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

特定の園
児に対応
してい
た。

保育士
が2名い
たが、
それぞ
れ特定
の園児
に対応
してい
た。

ハサミの使
用前には子
どもにハサ
ミの使い方
や注意点を
入念に伝え
る。ハサミ
を使う時の
約束を保育
士同士で作
成・確認・

5016

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

49 5 10 10 9 9 6 8 8 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

日常の園
庭での遊
び方を振
り返る。

11月の職
員会議で
職員各自
の危険に
対する意
識を高め
るように
指示し
た。

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

常時敷い
ている
マットと
地面の境
目に段差
があっ
た。

保育士で
改善でき
ることは
即時にす
るが、で
きないこ
とは業者
に依頼す
る。今回
事故発生
した部分
は砂をな
らし、高
低差がで
きないよ
うに新た
にマット
を購入し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今年度の
途中から
園庭の広
さが約
1/2に
なった。

園庭の広
さを認識
して遊び
方を工夫
したり、
時間配分
等を考え
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

日常に比
べてハイ
テンショ
ンだった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもが
走ってい
る状況で
あったの
で、離れ
て目をか
けていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士の
互いの位
置確認を
してクラ
ス以外の
子どもの
ことも見
ていた

園庭に
出た解
放感で
ハイテ
ンショ
ンに
なって
いた子
どもが
いた。

子どもの様
子を見守
り、危険な
行動がある
ときは声を
かけたり、
そばへ行き
話をして、
危険を知ら
せる。

56 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5017

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

14 2 2 4歳
1.男
児

本児（身長
100.2㎝
体重14㎏）
と　A児
（身長
117.7㎝
体重24㎏）
は、身長差
が17セン
チ、体重差
は10㎏であ
る。そのた
め、A児
が、普通に
持っていた
椅子の座面
の高さが、
ちょうど本
児の口のあ
たりの高さ
になってい
た。本児
は、歩くと
き前のめり
で小走りに
なる癖があ
るととも
に、注意散
漫で普段よ
り、転倒し
たり、壁や
物にぶつ
かったりす
ることが多

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

左上Ａ
外傷性歯
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

歯が抜け
たときの
対処は、
マニュア
ル通り行
うことが
できてい
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

椅子は、
問題がな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が気
になる動
きをする
A児に担
任が「椅
子を片付
けて」と
いった言
葉に反応
して、本
児がＡ児
の方向に
行った可
能性があ
る。

室内はお
ちついて
歩くとい
う約束を
全体です
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

Ａ児がし
ているこ
とに関心
が高く、
真似たり
同じこと
をしたが
る傾向が
ある。椅
子を片付
けようと
している
ことに気
づき自分
もしよう
と思った
のか、Ａ
児のとこ
ろに小走
りでき
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

急にＡ児
をめがけ
て、小走
りにきた
ため、予
測ができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援が必
要な、子
どもの対
応をして
いたので
見れてい
なかっ
た。

A児との
体格差
が大き
く、Ａ
児が椅
子を持
ち上げ
た高さ
が本児
の口の
あたり
になっ
た。

本児は、興
味を持った
人の動きに
反応して動
いたり、真
似たりする
ことが多い
が、周りを
見ていなく
て転倒した
り、壁など
にぶつかる
ことが多い
ので本児の
動きをよく
見ておく。

5018

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

18 2 2 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

下顎部皮
膚欠損創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

子どもの
発達段階
と危険予
測につい
ての認識
の差。

リスクマ
ネジメン
ト研修や
事例研修
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

対象児の
近くに園
児用の机
といすが
配置して
あった。

子どもの
発達段
階、及び
動線を考
慮し、保
育室内の
園児用
机、椅子
の配置間
隔が狭く
ならない
ように配
置する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

起立して
の歌唱の
場であっ
たが、本
児が体を
回転させ
ていた。

回転する
とどうな
るか、近
くに家具
等のある
所では回
転しない
等を指導
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

起立して
歌唱する
ところで
あるが、
体を回転
させてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任2名
がその場
にいた。
1名は、
保育室前
方で、園
児の歌唱
のための
伴奏（電
子オルガ
ン）をし
ていた。
もう1名
は、同じ
室内だ
が、別の
園児の近
くにい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスで
の保育活
動中のた
め、担任
2名以外
はその場
にいな
かった。

年齢的
なバラ
ンス感
覚の未
熟さ、
とっさ
の時の
動き
（反
応）の
未熟
さ。

歌唱中に回
転するなど
の行為が見
られた時に
は、その行
為をやめる
ように速や
かに伝えた
り、日ごろ
から、回転
するとどう
なるか、そ
の危険性も
含め指導を
していく。

5019

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

18 3 3 2歳
1.男
児

発生時の天
候はくも
り、その他
特記事項な
し

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
第二関節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

　研修や
マニュア
ル、会議
を通して
の安全管
理に対す
る意識啓
発が不足
していた

　事故防
止に関す
る意識を
啓発する
ため、研
修頻度を
増やす。
基準職員
数プラス
１名の配
置ができ
ない場合
は、園庭
遊びは行
わない

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（随時）/
年

　なし

　これま
で通り必
要な点検
を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　保育者
が危険予
知に対す
る認識が
弱かった

　必要な
職員プラ
ス１の配
置ができ
ない場合
は、無理
して園庭
遊びは行
わない

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　お友達
と一緒に
いつも通
り遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　限られ
た職員３
名が安全
確保のた
め必要な
配置につ
いて見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　複数の
保育者が
いたにも
関わら
ず、それ
ぞれ他の
園児の対
応を行っ
ていたの
で、事故
発生を防
げなかっ
た

斜面か
らのか
けっこ
には、
危険が
伴うと
の認識
が浅
かった

会議や研修
を通して、
保育者の危
機管理意識
を高める

5020

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

66 12 34 20 7 7 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

自分で平
坦な所で
転んだた
め、ハー
ド面での
改善策は
特にな
し。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

友だちの
方に気を
とられて
いたよう
である。

足元に気
をつけて
前を向い
て走るよ
う声をか
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外で遊
ぶことを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で遊
んでいる
子どもた
ちの姿を
全体的に
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当して
いるクラ
スの子ど
も達の様
子を見て
いた。

園庭で子ど
もたちが遊
んでいる時
は、クラス
に関係なく
保育者間で
声をかけあ
い、危険が
ある時には
注意を促す

5021

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

9 3 2 2歳
1.男
児

食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

要因に関
しては、
保育士の
注意不足
が原因と
考えられ
る。事故
後の対応
について
は、保護
者への連
絡、病院
受診な
ど、適切
に対応し
た。

保育士間
で当該事
案に関す
る情報を
共有し、
周囲に園
児がいる
際は特
に、保育
士及び園
児が転倒
する危険
性がない
か十分に
気を配る
旨の認識
を確認し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)
回/年

当該事案
において
はハード
面での要
因はない
と考えら
れる。

特になし
6.食事
(おや
つ)中

要因に関
しては、
保育士の
注意不足
が原因と
考えられ
る。事故
後の対応
について
は、保護
者への連
絡、病院
受診な
ど、適切
に対応し
た。

保育士間
で当該事
案に関す
る情報を
共有し、
周囲に園
児がいる
際は特
に、保育
士及び園
児が転倒
する危険
性がない
か十分に
気を配る
旨の認識
を確認し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

食事を終
え、しす
かに座り
お茶を飲
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児の荷
物を移動
させてい
た際に、
園児の隣
で足を滑
らせ転倒
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

２名の職
員のうち
１名がが
園児のそ
ばにい
た。

要因に
関して
は、保
育士の
注意不
足が原
因と考
えられ
る。事
故後の
対応に
ついて
は、保
護者へ
の連
絡、病
院受診
など、

職員が足を
滑らせ、転
んでしまっ
たのが今回
の事故の原
因なので、
マットを引
いて滑らな
いように改
善をする。

5022

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

33 8 11 14 2 2 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足第４
指、第5
指骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

リスクア
セスメン
トの実施

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

必要に応
じて床面
にマット
等の弾力
性にある
敷物を設
置して、
転倒時に
重大事故
に繋がら
ない工夫
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもたち
の蓄積疲労
を考慮した
活動を提案
し、子ども
の状態に
よっては危
険因子が予
測される玩
具は取り除
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5023

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

13 2 2 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手第4
指の末節
骨骨折及
び創傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

・安全に
関する内
部研修を
行う機会
が少な
い。
・幼児期
の発達段
階や過程
において
は、個人
差もあり
様々な危
険が生じ
る場面や
状況があ
る。

・マニュ
アルを有
効活用
し、定期
的な内部
研修（救
急法及び
応急処
置、事故
防止及び
事故発生
時の対応
など）を
行う。
・事故発
生後、速
やかに事
故報告書
を提出
し、ミー
ティング
内で職員
同士話し
合う機会
を設け、
事故防止
対策に取
り組む。
（再確
認）
・保護者
の方と教
諭間での
話し合い

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

・当該園
児が事故
直前に椅
子を持ち
運んでい
た。
《園児用
木製椅
子》
メーカー
名／世界
文化社
製品名／
チェアフ
ローリア
B　３歳
児用230H
材質／
ピーチ
材、ピー
チ成型合
板（脚
部）　質
量／（3
歳児用）
約2.5kg

椅子に限
らず園児
が物を持
ち運ぶ際
は、落ち
着いた状
態で充分
気をつけ
ながら運
んでほし
いことを
伝え配慮
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

12月は行
事が多
く、忙し
い時期
だった。

・時間帯
によって
見守る園
児数に増
減があ
り、職員
の気が緩
んでしま
うことが
考慮でき
る。
　事故は
どの時間
帯に限ら
ず、突発
的に発生
する可能
性がある
という意
識を高め
て対応し
ていく。
・年末年
始の時期
は、行事
も多く忙
しい中で
の活動の
為、事故
に対する
意識が薄
れてしま
う恐れが
　あるこ

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・当該
園児
は、普
段から
活発で
動き回
る様子
があ
る。教
諭の話
を理解
し、危
険に対
しての
判断や
行動を
するこ
とが難
しい場
面があ
る。
・クラ
ス全体
の問題
とし
て、作
業や活
動の際
に他園
児と競
争して
しまう
状況が
ある。

・幼児期の
発達段階や
過程におい
ては、個人
差もあり
様々な危険
が生じる場
面や状況が
ある。
　保護者の
方と教諭間
での話し合
いを通じ
て、少しず
つでも理解
できるよう
に、声かけ
等を工夫
し、当該園
児の気持ち
　に寄り添
い向き合い
ながら、問
題を解決す
ることが重
要である。
（再掲）
・他者との
競争心が芽
生える時期
でもある
が、場面や
状況に応じ
ての行動を

5024

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

12 6 3 3 1 11 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

(右肘骨
折)

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

定期的な
確認、啓
発を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/週

通常使用
では落下
が想定さ
れない場
所のため
マット等
を敷く予
定はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

各遊具に
ついて見
守ってい
たが、他
の園児の
補助をし
ていて、
通常は上
れている
場所での
イレギュ
ラーな動
きで発生
してお
り、手の
届くとこ
ろには職
員がいな
かった。
今後は子
どもたち
に上って
いるとき
は手を離
すことを
しない、
離すと危
険だとい
うことを
認識して
もらうよ
う繰り返
し話して
いく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

妹が見え
て嬉しく
なり、手
を振ろう
としたの
か、片手
を離して
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具には
基本的に
配置し、
今回も同
じ遊具に
はついて
いたが、
いつもと
は違った
動きで予
測が難し
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スの職員
は遠くに
いて視界
に入って
いた。そ
のため遠
くから落
下したこ
とは見え
た。

配置は満た
していた。
遊具使用時
の注意点な
ど、安全教
育を行って
いく。

5025

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

24 18 17 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

よそ見を
しながら
走ってい
た

３歳児に
は難しい
かもしれ
ないが、
走る時は
前を向い
て走ると
いった指
導

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

よそ見を
しながら
走ってい
た

３歳児に
は難しい
かもしれ
ないが、
走る時は
前を向い
て走ると
いった指
導

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

よそ見を
しながら
走ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３歳児に
は難しい
かもしれ
ないが、
走る時は
前を向い
て走ると
いった指
導

5026

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 2 1 2 2 2 1 10 9 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもの
行動に予
測を立て
られな
かった

子どもの
行動に予
測を立て
ながら活
動を見守
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児と言
い合いに
なり、突
然押され
て椅子が
倒れた。

言い合い
になった
時には、
咄嗟の行
動にも対
処できる
よう保育
士が近く
に行くよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の会に
いつも通
り参加し
ていた。
衣服の中
に両腕・
両足を入
れ椅子に
座ってい
た。
会の途中
で隣の子
と言い合
いにな
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

朝の会を
進める職
員は全体
の前に立
ち、会を
進めてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

朝の会が
行われる
間、全体
が見える
ようにし
ている。
言い合い
には気づ
いたが、
突然押し
たので間
に合わな
かった。

両腕・
両足を
衣服の
中に入
れてい
ること
で、本
児の身
動きが
とりに
くかっ
た。

子どもの予
想しない行
動が危険な
状況につな
がることを
職員間で確
認し合い、
危険な状況
に早期に気
づけるよう
見守る。ま
た園児にも
衣服の中に
手足を入れ
ることの危
険性や、椅

5027

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

42 11 11 20 8 8 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外果骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

高さのあ
る遊具だ
が、その
時は座っ
ていたの
で大丈夫
という思
い込みが
あった。

固定遊具
には職員
間で連携
して職員
を配置
し、常に
動きを把
握する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４０)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

丸太なの
で滑りや
すく幅も
狭い為、
少しの衝
撃でバラ
ンスを崩
してし
まった。

両端に滑
り止め、
上り降り
坂の下に
衝撃を和
らげてく
れるマッ
トを設置
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

直前まで
友達とこ
おり鬼を
してい
た。水分
補給や休
憩をする
為中断し
ていた
時、本児
が上り降
り坂に
座ってい
た。側に
いた友達
が、こお
り鬼の続
きでタッ
チをして
バランス
を崩して
しまった

遊びの約
束や、遊
ぶ場所を
繰り返し
子ども達
に伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

座ってい
たのでい
つものよ
うに降り
ると思っ
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児と
は離れた
場所にい
て他児の
対応をし
ており、
対象児か
ら目を離
した時の
一瞬の出
来事で間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れた場
所で子ど
もと過ご
す職員も
いたが、
すぐ横の
遊具にも
職員がい
た。

座って
いたの
で大丈
夫とい
う思い
込みが
あっ
た。

座っていて
も、固定遊
具にいる子
どもには、
声を掛けた
り、動きを
把握したり
しておく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5028

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

91 16 33 42 12 12 3歳
2.女
児

特記事項無
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

打撲した
歯の２本
のうち、
右側が欠
けてい
る。

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

園庭で遊
ぶとき、
全体を見
回せる職
員を配置
していた
が見落と
した。

園庭で遊
んでいる
ときは、
園庭の危
険個所や
遊具に配
置するよ
うにして
いるが全
体を見回
せる職員
もきちん
と全体を
見回すべ
きであっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

未満児園
庭で園児
が遊ぶ場
合は、常
に全体を
見回すこ
と必要で
ある。

園庭園児
で遊ぶと
きは、特
に全体を
見回す係
を出来る
限り複数
人配置す
ることが
必要であ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具の遊
び方や園
庭での遊
び方を見
直す。

園児に、
園庭での
遊具の遊
び方や園
庭での遊
び方を再
度指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子は見ら
れなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故の発
生時は、
他の子の
対応をし
ていて、
対象児を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故の発
生時は、
他の子の
対応をし
ていて、
対象児を
見ていな
かった。

園庭で
の遊び
方や危
険な遊
び方の
指導が
不十分
だっ
た。

園庭での遊
び方や危険
な遊び方の
指導を再度
実施する。

5029

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

1
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 5 9 3 3 3歳
2.女
児

特に無
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯の打
撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

1.基
準以
上配
置

保育室で
の危険な
遊び方の
指導を徹
底してい
なかっ
た。

保育室で
の危険な
遊び方の
指導を徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

各クラス
の先生の
役割分担
が不十分
であっ
た。

各クラス
の先生の
配置を見
直す必要
がある。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
危険なこ
とをして
いたら、
直ぐに注
意するこ
とが不十
分だっ
た。

子どもが
危険なこ
とをして
いたら、
直ぐに注
意するこ
と。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

午睡前で
あった
が、少し
興奮して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

気づいて
いて、直
ぐに注意
してやめ
させるこ
とが不十
分だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

気づいて
いて、直
ぐに注意
してやめ
させるこ
とが不十
分だっ
た。

布団と
机の配
置の間
隔を十
分あけ
ていな
かっ
た。

布団と机の
配置の間隔
を十分あけ
るようにす
る。

5030

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

1
3.昼食
時・おや
つ時

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

11 3 3 4歳
1.男
児

特になし 8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折
（全治
２ヵ月）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

給食を早
く食べ終
わったこ
とで気持
ちが高揚
し、その
高揚感が
スキップ
歩きに
なったの
ではない
かと思わ
れる。

廊下は歩
いて移動
すること
を注意す
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(295)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
ついてい
たが、注
意が足り
なかった

保育士が
後ろにつ
いていた
が子ども
の前を歩
き声がけ
をする

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　
みんなよ
り早く食
べ終えた
ことでの
高揚感
が、ス
キップ歩
きになっ
たと思わ
れる

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

後ろを歩
いていた
が転ぶの
を止めら
れなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋で給
食の介助
をしてい
た

廊下を
二人一
緒にス
キップ
歩きを
したこ
とでで
肩がぶ
つかる

廊下は歩い
て移動する
ことを注意
喚起をする

5031

令和
3年
11月
1日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

16 1 1 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折
左腕ひび

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(2　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱を
飛ぶ際、
マットの
上に左肘
から転倒
した

合同保育
中の跳び
箱遊びの
ときは、
保育者が
傍らにつ
いての取
組とし、
傍らを離
れる時は
跳び箱を
片付ける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びに夢
中になっ
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
守りなが
ら保育し
ていた
が、対象
児は跳び
箱でバラ
ンスを崩
し転倒し
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
守りなが
ら保育し
ており、
動きが活
発な遊び
に注意が
必要だっ
た

本児
は、ク
ラスで
取り組
んでい
た跳び
箱を練
習し上
手にな
りたい
という
思いが

合同保育時
の跳び箱
は、事故に
繋がること
を予見しな
がら傍らに
保育士がつ
いての取組
とする

5032

令和
3年
11月
1日

1.認可
4.地方裁
量型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

31 0 0 0 31 0 0 3歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

小指基節
骨骨端線
損傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

靴の脱ぎ
履きにつ
いては、
近くに職
員はいた
が、特に
脱ぎ履き
だけに特
化して見
守ったり
手伝った
りするこ
とはな
かった

行動自体
の自立面
だけでな
く、周囲
への配慮
や危険認
識に関し
ても考慮
して職員
を配置す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

靴箱前の
脱ぎ履き
する場所
が狭く、
座って履
いている
とほかの
子どもが
通れなく
なってし
まう。

座って履
く場合は
別の場所
へ誘導
し、混雑
を避ける
ことがで
きるよう
にする。

7.その
他

次の活動
へと気持
ちが向い
ているた
めに、混
雑してい
る中でも
強引に子
どもがと
おったり
隙間を
ぬって子
どもが
通ったり
すること
がある

子ども達
へ、人が
多いとき
は待つこ
とも必要
であると
指導す
る。ま
た、別の
場所から
も靴は履
いて出ら
れるの
で、空い
ているほ
うへ移動
する方法
も伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

靴箱前で
座って靴
を履き、
次の集団
活動場所
へ移動し
ようとし
ていたと
ころだっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

３歳児が
靴をはく
ことに関
しては一
人一人に
任せてい
たので、
他に必要
な場所へ
配置され
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おもちゃ
のかたづ
けをして
いる職
員、集団
活動を行
う場所で
子ども達
を迎え入
れる職員
など、次
の配置へ
向けて動
いている
ところで
あった。

混雑する時
間帯や状況
の時は、目
の届く位置
に職員がい
て気に掛け
るようにし
ていく。

5033

令和
3年
11月
1日

1.認可
4.地方裁
量型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 0 0 0 20 0 6 4 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

子どもの
予想外の
動きに対
して対応
できるよ
うな配置
を改めて
考える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

見通しが
良く一見
安全に見
える場所
でもケガ
は起こる
というこ
とを周知
してお
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

園庭で遊
ぶ際は、
遊びを行
う場所・
範囲と人
数を確認
し、危険
のないよ
うにす
る。ま
た、子ど
もたちが
落ち着い
て遊び、
注意がそ
れないよ
うに言葉
かけを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調等特
にいつも
と違うこ
とがなく
特記すべ
き事項は
ない

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に
サッカー
をしてお
り、園児
が転倒す
る様子は
わかった
がとっさ
に助けら
れる距離
にはいな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児が
ボールを
追おうと
して動き
出したが
転倒を予
測できず
助けられ
なかった

特にな
し

別のこと
（ボール）
に気を取ら
れると身体
の動きに危
険がみられ
ることがあ
る、という
子どもの特
性を意識し
て、常に危
険予知を行
う、という
ことを再度
共有する

5034

令和
3年
11月
1日

3.その
他

4.地方裁
量型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

0 3 2 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕の骨
折（右橈
骨頚部）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

外遊びの
際に保育
士が周囲
の安全を
確保でき
る体制を
とる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(204)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(204)回/
年

使用前に
園児に遊
具の使用
方法の徹
底を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動に夢
中になっ
ている園
児に対す
る声かけ
を見守る
中で適宜
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
順番を守
る、乗る
時はハン
ドルを持
つなど守
れてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊具の前
に立っ
て、順番
待ちの園
児と見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
動きは把
握してい
たが、
乗ってい
るところ
は見てい
ない。

園児は
まだ視
野が狭
く、夢
中にな
ると体
の動き
が気持
ちと同
じよう
に動か

担当者は手
の届く範囲
での保育を
する。

5035

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 7 8 10 5 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
内側上顆
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

遊具を扱
う際は一
人で行わ
ず、職員
見届けの
元行うよ
う啓発し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

鉄棒下に
敷いてあ
る人工芝
の再確
認。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

全園児へ
の、鉄棒
を含めた
安全な使
い方の再
確認。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒の前
回りをし
ようとし
て、回転
時、誤っ
て手を離
し、地面
に落下し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒から
約１０
メートル
程離れた
所で他児
と鬼ごっ
こをして
いた。対
象児が落
下する瞬
間に気づ
いて助け
ようとし
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児と関
わってい
たため、
見届けら
れなかっ
た。

他の遊具に
ついても、
安全に遊べ
るよう教師
の見届けを
行うよう指
導した。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5036

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

10 5 3 2 3 3
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

　新型コ
ロナ対応
の休園も
あって、
入園後の
登園日数
が少なく
まだ慣れ
ていない
時期でも
あり、特
に新入園
児に対し
ては一層
の注意を
払ってい
たが、結
果的に見
逃してし
まった。

すべての
園児の行
動を把握
するよう
努め、必
要な対応
をする。
職員同士
で声を掛
け合い分
担して見
守る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

吊り輪を
使った
ターザン
遊びは、
あえて禁
止はして
いない
が、危険
性を伴う
ことを考
慮して、
園児に注
意喚起す
るととも
により一
層気を付
けて見守
る必要が
ある。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

吊り輪の
遊びは、
不安定
で、場合
によって
は落下の
危険性が
あること
から、幼
児が遊ぶ
際は、職
員が見守
る必要が
ある。特
に幼い子
が真似を
して遊ぼ
うとする
場合は危
険性を自
覚してい
ないので
気を付け
る必要が
ある。

吊り輪で
幼児が遊
ぶ際は、
注視し、
園児の年
齢、運動
能力、性
格を考慮
しながら
様子を見
守り場合
によって
は介入し
たり、禁
止したり
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発で、
いろいろ
な遊びに
挑戦する
園児であ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

自由遊び
の時間
で、複数
の職員が
複数の園
児を見守
るという
体制を
とってい
たが、事
故が起き
たときは
対象児を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

複数の職
員で見守
る体制で
あった
が、対象
児を注視
し続ける
ことはで
きなかっ
た。

ターザ
ン遊び
は、場
合に
よって
は危険
を伴う
遊びで
あるこ
とは職
員全員
認識し
ていた
が、他
の新入
園児が
まだ落
ち着い
ていな
かった
ことも
ありほ
かの園
児に気
を取ら
れてい
たた
め、近

新入園児が
まだ落ち着
かない時期
は、より一
層園児の行
動や遊びに
注意する。
複数の職員
で見守って
いるときは
お互いに声
を掛け合っ
て、見守る
範囲を分担
する。

5037

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

31 13 18 5 4
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第一中
足骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

15
2.基
準配
置

・梅雨時
で雨が続
いてい
て、室内
遊びが続
く。
・3歳児
クラブ
（未就園
児の集
い）があ
り、職員
が分散し
ていた。
・子ども
同士の関
係。

・安全管
理の徹底
や環境構
成の見直
し。
・職員体
制の見直
し。
・子ども
同士の関
りや、
個々の課
題を整理
し、保護
者と共に
課題とこ
れからの
対応を考
えてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

195
1.定期的
に実施

195

遊戯室
に、園児
たちの目
に留まる
ように視
覚表示を
し、園児
たちに周
知する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室に
早く降り
てきたの
で、まだ
人数も少
ない、広
い場所で
走れる状
況であっ
た。

遊び出す
前に、雨
の日の室
内での約
束事（室
内では歩
く。室内
で走ると
他児にぶ
つかり、
大けがに
つながる
等）を園
児と確認
し、安全
管理や危
機管理に
努める。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

「早く遊
びたい」
と急いで
遊戯室に
降りてき
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任教諭
は他児と
栽培物の
収穫をし
ており、
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・その場
に園長と
担任外教
諭、養護
教諭がい
たが、他
児と関
わってお
り、対象
児を目で
は追って
いたが転
んだ瞬間
は見てお
らず、転
んだ音で
気付く。
・加配教
諭は、要
支援児と
関わって
おり、見
ていな
かった。

転んだ
後すぐ
に遊び
出した
ため、
職員の
意識が
怪我と
結びつ
かな
かっ
た。そ
の後足
を引き
ずる様
子が見
られた
際に足
の状態
も確認
してい
るが、
対象児
が痛が
る様子
が少な
く、骨
折とい
う予見
に至ら
なかっ
た。
もっと
早く、

・今後同じ
ような事故
につながら
ないよう、
職員会議に
て、事故の
経緯、分
析、反省や
課題を整理
する。
・双方の保
護者と個別
に話し合い
をもち、対
象児と加害
児のこれか
らの課題や
関わりにつ
いて考えて
いく。

5038

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

7 1 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左下肢脛
骨骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

複数教諭
による指
導体制を
充実す
る。

事故発生
後の迅速
な対応は
適切で
あった。

1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

10

巧技台を
活用して
の保育
だった
が、入園
まもない
ため園児
が十分に
安全な活
用ができ
ない状況
があっ
た。

幼児の発
達段階に
応じた遊
具の配置
を整え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

巧技台を
活用して
の保育
だった
が、入園
まもない
ため園児
が十分に
安全な活
用できな
い状況が
あった。

巧技台の
活用時期
に合わせ
た、保育
者の目が
届く遊具
の配置場
所を考え
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

高さ約５
０センチ
の滑り台
を、お尻
で滑る前
に、滑り
面で立ち
止まって
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該幼児
が滑り面
で立ち止
まってい
ることに
気付き滑
るように
促そうと
したが、
すぐ後ろ
から滑り
台に上
がってき
た加害幼
児の行動
まで予測
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該幼児
の泣き声
で、すぐ
に年少保
育室に駆
けつけ、
該当幼児
の手当て
ならびに
状況把握
をした。

入園し
て間も
ない幼
児が遊
具を利
用する
際の安
全な活
用への
指導体
制の確
立。

複数の幼稚
園教諭等に
よる、事故
の未然防止
に留意した
指導の徹
底。

5039

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

17 2 2
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右母指末
節骨骨
折・右母
指爪下血
腫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

園児に椅
子の持ち
方の指導
をすると
共に、園
児が椅子
を持って
移動する
際に確実
に見届け
をするこ
とを職員
内で共有
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

椅子を置
く場所や
移動する
際の動線
に対し
て、園児
が動きや
すいス
ペースの
確保をす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

給食準備
のため、
椅子を運
んでいた
際に転倒
した

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
反対側で
椅子を運
ぶ他児を
見ていた
ため、転
倒後に泣
き声を聞
き、かけ
つけた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
他児の対
応をして
いた

特にな
し

特になし

5040

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 7 4 7 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

左頬骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

預かり保
育時プー
ル活動の
打ち合わ
せがなさ
れていな
かった

事前に夏
休み等長
期休業日
前には、
保育の進
め方等の
事前打ち
合わせを
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

設備等に
要因が
あったと
は思われ
ない。

安全点検
を定期的
に行い安
全を確認
してお
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

プール前
の体操を
行う前の
場面であ
り、幼児
自身気持
ちが落ち
着かない
状況も
あったか
と思われ
る。

幼児の気
持ちの高
ぶりが事
故やけが
に繋がる
ことを想
定した保
育の展
開、環境
構成を行
う。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

プール前
の体操を
行う前の
場面であ
り、幼児
自身気持
ちが落ち
着かない
状況も
あったか
と思われ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員2名
の配置で
事故発
生。担当
職員は園
児全体を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員2名
の配置で
事故発
生。1人
は別の幼
児を個別
に対応中
であった
ことか
ら、職員
に死角が
できてし
まったと
思われ

保育中の職
員の立ち位
置等につい
て再度確認
し、死角を
作らないよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5041

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

29 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

今年度は
コロナ対
策に追わ
れ、毎年
実施して
いるマ
ニュアル
の見直し
や確認が
未実施と
なってい
た。

早急にマ
ニュアル
の見直し
を行い、
未然に事
故を防止
するため
の危機回
避意識を
高めると
共に、事
故の際に
は即座に
必要な対
策が取れ
るよう連
携を強化
してい
く。

2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

1 3.未実施

今回は
ハード面
での問題
は低いと
考える。
大型遊具
の下は万
が一の落
下事故に
備え1セ
ンチの厚
さのクッ
ション材
の上に厚
手（3.5
ミリ）の
人工芝を
設置して
いるが、
設置から
3年が経
過してお
り芝の下
に砂が入
り込んで
クッショ
ン性能が
やや低下
している
ことも考
えられる

施設設備
に異常が
ないか日
常的に安
全点検を
心掛け、
見落とし
が無いよ
う全員で
対処す
る。些細
な事でも
気づきを
伝え合い
即座に対
応できる
よう職員
会議等で
常に確認
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

常にゆと
りを持っ
て保育に
当たるこ
とが出来
るよう園
全体で行
事の計画
や取り組
み方につ
いて見直
しを図る
と共に、
遊具の安
全な使い
方につい
て子ども
達と再確
認し、徹
底する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

事故当日
は園庭で
鉄棒や追
いかけっ
こなど体
を動かし
て意欲的
に活動し
ていた。
運動会の
準備や練
習に取り
組む中で
挑戦意欲
の高まり
も見られ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任教師
は保育室
で他児数
名と運動
会の応援
団の練習
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
事故発生
時8名の
教師がい
て、事故
のあった
大型遊具
のすぐ側
にも1人
の教師が
付いてい
たが、対
象児が
ジャンプ
する瞬間
は見てい
なかっ
た。

運動会
に向け
ての活
動が増
える中
で、通
常の
ゆった
りとし
た保育
と比較
すると
保育者
の動き
も活動
的な場
面が増
えてい
た。

大きな行事
に向けての
活動が多く
なる時期で
も、子ども
一人ひとり
の様子に十
分に目を配
る。

5042

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 4 4 3 6 5
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨頚
部骨折・
左肘頭骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

子どもは
予測でき
ない行動
をとるこ
とを、教
員全員が
意識して
おく必要
がある。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3

ゴミ箱の
場所が適
正である
か検討す
る必要が
ある

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

そばに教
員がいた
のだが、
さらに対
象児の行
動に注意
が必要で
あった

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

もう少し
遊んでい
たかった
という気
持ちがあ
り、教育
実習生が
いたこと
も重なっ
て少し興
奮してい
たと思わ
れる

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児の
そばにい
た教員
が、落下
する瞬間
に手を差
し伸べた
が気に合
わなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園長はす
こし離れ
たところ
で見てい
たが、他
の教員は
その場に
いなかっ
た

預かり保育
の担当教員
と、帰りの
挨拶をする
教員とさら
なる協力体
制の検討

5043

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

88 27 29 32 14 9
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

26
2.不定期
に実施

6

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走ること
を楽しみ
にし、は
りきって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

徒競走の
スタート
ラインで
ピストル
を担当し
ていたの
で、走り
終わった
後の子ど
もの動き
までは追
えていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ゴール付
近を担当
した職員
は、待機
席にいる
子を見渡
せる場に
いて、本
児が転ん
だ様子も
見たが、
至近距離
にはいな
かった。

徒競走
の走り
終わり
で、石
畳上を
一人大
回りし
た時点
での転
倒のた
め、誘
導の徹
底が必
要。石
畳上の
砂利、

石畳上で
は、走らな
いことを徹
底する。ま
た、誘導時
の職員を配
置する。定
期的な石畳
上の砂利砂
の除去を行
う。

5044

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 5 6 8 3 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

子どもの
様子に合
わせた人
員の配置
を常に配
置する。

2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

101
1.定期的
に実施

5

施設や遊
具には、
要因がな
い。

特になし
7.その
他

預かり保
育時は、
通常保育
時の職員
ではない
ため、一
人一人の
性質の理
解が十分
ではな
い。

預かり保
育担当職
員と事前
打ち合わ
せを十分
に行い、
子ども達
の様子に
合わせて
対応でき
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達に誘
われて、
気持ちが
盛り上
がってい
た。普段
から、動
き回る子
どもでは
なく、
とっさの
転倒の際
に受け身
を取るこ
とが出来
なっかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
転んだ瞬
間、近く
には居た
が反対側
を向いて
いて他児
と関わっ
ていたた
め。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児との
遊びに
入って、
対象児と
は別の子
どもを見
ていた。

多角的に観
察出来るよ
うに気を付
けておく。

5045

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

81 35 24 22 5 3
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足すね
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

担任には
事故発生
後、すぐ
に本館上
司に報告
するよう
に指導。
全園児に
対してけ
がの予見
について
考える話
をする。

1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

3

わずかな
段差であ
るが、遊
びに夢中
となり今
後もつま
ずく可能
性も考え
られるた
め、段差
を解消す
る手段を
考える。

直後、フ
ローリン
グに畳を
固定する
木枠に色
を付けて
目立たせ
た。その
後、段差
をなくす
ようにウ
レタン材
を使い、
木枠の角
をなくし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの中
で前方不
注意の予
測が可能
であれ
ば、声か
け等行う
ことがで
きたと考
えられ
る。

担任が他
の個別の
幼児と関
わる時
も、可能
な限り全
体が見え
る方向で
関わりを
もつよう
に指導。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内で歩
きながら
である
が、鬼
ごっこを
行ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くには
いたが、
他の幼児
への声掛
けをおこ
なってお
り、事故
発生時の
状況を見
れていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

サポート
の職員が
直前ま
で、同室
にいた
が、おや
つを別室
に取りに
行ってい
る間にケ
ガが発
生。

子どもたち
への指導、
声掛けにお
いては、全
体を見なが
ら、声掛け
を行うよう
職員に指
導。

5046

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

220 13 59 59 89 23 21
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左くるぶ
し外果骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

事故防止
マニュア
ルを作成
していな
かったの
で、次年
度は作成
し園内研
修を行
い、職員
に周知さ
せる

2.不定期
に実施

4
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

189

地面につ
まづくよ
うな穴や
段差が無
いか園児
が園庭に
出る前に
保育者が
確認をす
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

築山の上
から勢い
よく走る
と楽しい
が、危険
な事もあ
ることを
指導する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

集合の放
送があ
り、部屋
に早く戻
らなくて
はという
急ぐ気持
ちで築山
から駆け
下りたと
のこと

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の対
応をして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応をして
いた

遊びの様子
を見守り、
保育者は園
児とともに
遊びながら
周囲を常に
把握する

5047

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

75 9 14 20 32 7 7
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨近
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

特になし

危機管理
マニュア
ルの確認
を行い、
事故の発
生しやす
い状況・
場所につ
いて職員
全体で共
有する。
また、人
員配置に
気を付け
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3 特になし

引き続
き、上記
の点検を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

タイヤ近
くで、沢
山の子ど
もが同じ
活動を行
い、移動
をしてい
た為。

タイヤの
近くで遊
ぶ人数を
多くしな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
持続して
何かをす
るのが苦
手で、す
ぐに疲れ
てしま
い、集中
力に欠け
やすい。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の幼児
より遅れ
る姿が
あったの
で、大丈
夫かなと
気にしな
がら他の
子どもの
指導をし
ていた。
そのた
め、転倒
時は、対
象児の近
くにはい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
ではな
かった
が、対象
児が転倒
する姿を
見てい
た。しか
し、すぐ
に手が出
る距離に
はいな
かった。
しかし、
すぐに手
が出る距
離にはい
なかっ
た。

今後の事故
発生時の事
実解明に備
え、近くで
職員が見守
るようにす
る。また、
危険と思わ
れるような
所や気にな
る幼児に
は、必ず職
員が付く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5048

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

27 3 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆部骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルの「未
然防止の
ためのポ
イント」
をより具
体化し、
園内研修
の内容を
充実さ
せ、未然
防止意識
を高めて
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本時間帯
には使用
しない木
枠が廊下
に置かれ
ていた。

園児の動
きが活発
な時間の
ため、教
師が危険
性を再確
認し、物
の置き方
など環境
面の配慮
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の準備
を終えて
廊下を移
動し自由
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
傍ではあ
るが、他
児と接し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
傍ではあ
るが、他
児と接し
ていた。

5049

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

16 3 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左下腿部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

学級の友
達と一緒
にいつも
どおり
ドッジ
ボールを
楽しんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッジ
ボールで
遊ぶ子供
たちの様
子を、担
任とキッ
ズサポー
ターの３
名で、
コートの
周りで見
届けてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園長は正
門で登園
する子供
たちを迎
え入れて
いて、他
の職員は
各保育室
で登園し
た子供た
ちの所持
品の始末
や室内遊
びを見届
けてい
た。

職員で事故
の状況や事
故後の対
応、危険と
思われる行
動等につい
て常に情報
を共有し、
危険予測や
安全意識を
より高めら
れるように
する。ま
た、子供の
発達や性
格、遊び方
等、一人一

5050

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

47 11 19 17 11 11
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

今後は、
当該事故
を踏まえ
た園内研
修を実施
し、各職
員に危機
管理の意
識の共有
を図る。

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

1

当該事故
と安全点
検とで関
係性は無
いが、今
後とも上
記の安全
点検を徹
底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者の
もとで入
場してい
たため、
園児の安
全確認に
油断が生
じていた
ため、今
後はどの
ような状
況でも園
児の安全
を複数の
職員で確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

入場を済
ませじゅ
うたんの
上に座
り、他の
児童の入
場を待っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

部屋の中
に子ども
を誘導
し、座ら
せて全体
を見てい
たため離
れた場所
から状況
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋の中
に子ども
を誘導し
ていたた
め見てい
なかっ
た。

ぶつ
かった
児童が
障がい
児だっ
たので
相手へ
のかか
わり方
にも問
題が
あっ
た。

園において
は障がい児
への対応の
再確認を
し、安全策
を検証し
た。同時に
保護者との
連絡も密に
し、今後に
ついての相
談も行っ
た。

5051

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 9 9 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

研修回数
が少な
い。

安全点検
を月1回
実施して
いるた
め、同時
に実施す
ることを
原則とす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり落ち
着いた様
子であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

途中の見
守りはし
ていた
が、最後
の確認が
できてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分のク
ラスの園
児管理を
してい
た。

途中の
見守り
はして
いた
が、遊
具を利
用して
いる園
児の安
全確認
が最後

遊具を貸す
場合、最後
までしっか
りと見守
る。（見守
りができな
い場合は貸
し出しをし
ない等の安
全確認及び
指導を徹底

5052

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

19 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
内顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

190

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

狭い場所
で追いか
けっこを
して遊ん
でいたこ
とが要因
の一つと
なった。
また、園
児は上靴
を履いて
おらず、
事故が起
きる要因
となっ
た。

追いか
けっこを
して遊ぶ
のであれ
ば、広い
場所（園
庭や遊戯
室）を使
用して行
うことを
指導す
る。園児
に対して
も室内で
は上靴を
履くこと
など、普
段から意
識を持て
るよう丁
寧に注意
喚起して
いく。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

前日に斜
視の手術
の為の検
査を行っ
たという
ことで、
寝不足と
なり、疲
れがとれ
ていな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

戸外で活
動してい
る園児の
対応を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援する
園児が戸
外にいた
為、園庭
にて支援
を行って
いた。

5053

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 3 4 9 4 3
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘捻挫
左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

椅子の片
付け場所
に向かっ
て、園児
が密集し
たため
に、安全
なスペー
スが確保
できな
かった。
そのた
め、バラ
ンスを崩
したと考
えられ
る。

職員へ安
全教育を
徹底す
る。具体
的には、
園児の密
集をさけ
るため、
椅子の片
付けを一
列に並ん
で行うよ
うに指導
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児の発
達状況と
特性を把
握し、園
児がバラ
ンスを崩
し、転倒
しやすい
状況にな
ることを
想定して
指導を行
うべきで
あった。

保育指導
の流れの
中で、起
こりうる
であろう
危険を察
知して、
指導上の
注意点と
して、活
動前に共
通理解を
図ってお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

慎重に行
動する園
児であ
り、当日
も落ち着
いた様子
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
見守りな
がら他の
園児の指
導を行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の指導を
行ってい
た。

全園児
が一斉
に片付
けを始
めたた
め、対
象児の
至近で
の見守
りがで
きな
かっ
た。

全園児が一
斉に片付け
を始めるの
ではなく、
少人数ずつ
片付けをす
るように
し、見守り
や指導を行
う園児数を
少なくし
て、至近で
の見守りが
行えるよう
にする。

5054

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

49 21 16 12 11 9
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折
右肘挫傷
皮膚炎

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

園内事故
に関する
研修の必
要性

定期的に
園内事故
に関する
研修を実
施する

1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

13
2.不定期
に実施

3

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わら
ず、身支
度が終わ
ると戸外
に行き、
好きな遊
びを見付
けて遊ん
でいた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児に
声を掛け
側にいた
ため、足
を踏み外
す瞬間を
見ていた
が、手を
差し伸べ
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
や遊びに
関わって
いたた
め、見て
いなかっ
た。

遊具で
の遊び
方の指
導が十
分にで
きてい
なかっ
た。

特に遊具で
遊んでいる
際は、慌て
ず落ち着い
た行動をと
るよう指導
する。

5055

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

24 3 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

18
1.定期的
に実施

200

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の身支
度を終え
て、友達
と誘い
合って室
内から戸
外遊びに
出かけよ
うとした

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

戸外で遊
びの羽根
つきの
コーナー
で他の園
児を指導
中

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他園児の
手渡りの
指導をし
ていた

他の園
児の保
育によ
り、担
当職
員、他
の職員
の目が
充分に

園生活の中
で子どもの
生活の動線
や遊びの環
境が、死角
にならない
ように配慮
をし、危険
回避ができ

62 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5056

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

43 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

3.火傷

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右前胸部
第３度熱
傷
（主）、
顔面第２
度熱傷、
頸部第２
度熱傷
頸部難治
性皮膚潰
瘍、右胸
部難治性
皮膚潰
瘍、前胸
部右皮膚
感染症

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

やけどの
対応や救
急搬送す
る場合の
定めがな
かった。
各教室に
配置して
いるガス
カセット
コンロを
使用する
場合のマ
ニュアル
がなかっ
た。

危機管理
マニュア
ルを保護
者、医
師、専門
機関等の
意見を聞
き修正作
成する。
ガスカ
セットコ
ンロを使
用する場
合のマ
ニュアル
を作成す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

各教室に
ガスカ
セットコ
ンロを配
置して日
常的に使
用してい
た。

ガスカ
セットコ
ンロの各
教室への
配置は止
めて、一
カ所に集
めて管理
し、使用
する場合
に貸し出
しをする
とともに
器具の点
検をす
る。
ホットプ
レートも
一カ所に
集めて管
理し、使
用する場
合に貸し
出しをす
るととも
に器具の
点検をす
る。

7.その
他

教育の一
環として
のガスカ
セットコ
ンロを使
用した調
理の範囲
を超え
て、日常
的に柚
ジュース
を作る時
などに使
用してい
た。ま
た、その
日はヤカ
ンにフタ
をしない
で使用し
ていた。
このよう
な状況の
もと、他
教室のガ
スカセッ
トコンロ
が故障し
ほし組の
ガスカ
セットコ
ンロを貸
し出して
いたた

ガスカ
セットコ
ンロの使
用は教育
の一環と
判断され
る場合に
限り、使
用する場
合のマ
ニュアル
を作成す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

トイレに
急いで
走って行
く。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ほし組教
室から５
ｍ離れた
りす組教
室のコン
ロで柚
ジュース
を温めた
後、ほし
組教室へ
運ぼうと
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の世話を
してお
り、被害
園児を注
視してい
なかっ
た。

やけど
した園
児の服
を脱が
せると
いう初
期対応
が間
違って
いた。
軽度の
やけど
と判断
し、救
急搬送
しな
かった
ことも
判断の
誤りで
あっ
た。
園医の
受診に
は、状
況を知
る教師
が付き
添うべ
きで
あっ
た。

部屋から廊
下等へ出る
場合は左右
前後を確か
めて移動す
るよう心が
ける。
熱い物は冷
めてから運
ぶ。また、
ヤカンはフ
タをして運
ぶ。

5057

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

228 64 54 ## 6 6
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

マニュア
ル作成や
研修等を
実施でき
るよう準
備してい
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

発達障害
を持った
園児であ
る。活発
なクラス
の男児を
真似て遊
具を使用
していた
が危険予
測ができ
ないこ
と、腕や
脚の力が
弱い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラス全
体が園庭
に出てお
り、全体
の監視を
行ってい
たため、
対象児の
みを見る
ことがで
きない状
況にあっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スも大
勢、園庭
に出てお
り、全体
の監視を
行ってい
たため、
担当者・
対象児の
動きを見
ることが
できない
状況に
あった

注意を
したに
もかか
わら
ず、再
び登り
遊んだ
ため。

クラス全体
で遊具の使
い方につい
て、しっか
り話して聞
かせるとと
もに、保育
者がきちん
と監視し、
必要に応じ
て声がけを
する。

5058

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

26 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨遠位端
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

転倒した
際に、手
をすぐに
出せる状
態ではな
かった。

園児に衣
服の正し
い着方を
指導をす
ると共
に、職員
内で、園
生活の中
で衣服の
着方の見
届けの共
有化をし
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

14
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外遊び
のため、
走り出し
た際に転
倒した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児か
ら離れた
場所で他
児の対応
をしてい
たため、
転倒後に
かけつけ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児の
近くにい
たため、
転倒後す
ぐに駆け
寄った。

特にな
し

特になし

5059

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

44 25 19 9 8
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

22
2.基
準配
置

職員体制
の見直
し、安全
管理の徹
底。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

195
1.定期的
に実施

195

前日、地
面のおう
とつに気
づいて平
らに均し
ていた
が、今後
も日々の
点検の中
で地面の
環境も含
め確認し
ていく必
要があ
る。

毎朝、環
境を点検
した時に
危険が予
想される
箇所につ
いてはそ
の都度修
復してい
く。また
遊ぶ場所
の配置の
見直し。
（他の遊
びと交わ
らないよ
うに配
慮）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

日々の保
育の中
で、遊び
方を分か
りやすく
説明する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
で遊んで
いたため

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に鬼
ごっこを
楽しんで
いたため
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配教諭
は対象児
を見てお
り、担任
外教諭は
他児と関
わってい
た。

人的環境の
見直し。
職員の安全
や危機管理
意識の向
上。

5060

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

29 2 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

幼稚園部
の会議に
て3学年
の担任に
経緯・状
況・園と
しての対
応を周知
し、記録
した。
月末に行
われる職
員会議に
て保育園
部を含
む、全職
員に周知
すること
となって
いる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3 特になし
7.その
他

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児はい
つもと変
わらず一
日を過ご
し、お帰
りの際、
通常通り
マットに
座り迎え
の保護者
を待って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

お迎えの
保護者の
姿や子ど
も確認・
保護者対
応を行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分のク
ラスや保
護者対応
を行って
いた。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5061

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

49 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

眼窩骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

工事前の
通常とは
異なる環
境の中
で、園児
達の動き
がどのよ
うになる
のか、充
分に予測
できな
かった。
また、当
該園児の
様子か
ら、一度
嘔吐した
時点で救
急車を呼
ぶべき
だったと
思われる
が、当該
園児が周
期性嘔吐
症だった
こと、ま
たコロナ
ウイルス
の院内感
染の懸念
から、直
ちに救急
車を呼ば

毎日、各
クラスが
遊ぶエリ
ア、時間
帯を明確
にし、職
員全員に
周知する
（添付の
「外遊び
の予定
（各クラ
ス）」
を、職員
室ホワイ
トボード
に掲示す
る）。か
かりつけ
医より、
今回の状
況では、
直ちに救
急車をよ
ぶべき、
との指摘
をいただ
いたの
で、職員
会議で全
職員に徹
底した。
なお、保
育者が様

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 3.未実施

遊びのエ
リアが２
カ所（遊
具エリ
ア、花
壇・砂場
エリア）
と少な
い。

中庭を遊
びのエリ
アに追加
する。毎
朝、環境
当番が点
検を行う
際に、ま
た担任が
保育室の
清掃や玩
具の片付
けや消毒
を行う際
に、具体
的な項目
を明示
し、併せ
て安全点
検を行う
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

２クラス
の園児が
２カ所で
入り混
じって遊
んでい
た。自ク
ラスの特
定の園児
に関わっ
ている
と、他園
児の見守
りが不十
分になっ
た。

１エリア
で遊ぶク
ラスは１
エリアに
限定す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調が悪
い等の兆
候はな
く、普段
と同じ様
子だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児
を、特に
注意深く
見守るよ
うなこと
はなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児
を、特に
注意深く
見守るよ
うなこと
はなかっ
た。

２クラ
スの園
児が入
り混
じった
ことに
より、
クラス
担任の
見守り
が難し
くなっ
た。

遊具エリア
または花
壇・砂場エ
リアで遊ぶ
クラスは、
見守りの職
員を一人増
やし、１ク
ラス２人で
見守るよう
にする。

5062

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

53 6 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足中足
骨第３、
４にヒビ

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

拝殿から
友達と手
をつない
でジャン
プしたよ
うだった
が、手を
つないで
ジャンプ
すること
を注意し
ていた
ら、事故
に繋がら
なかっ
た。

保育者の
配置と状
況を見て
危険と感
じたとき
は園児に
声かけを
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ポイント
に担当保
育者、フ
リーの保
育者を配
置をして
いたが、
遊びだす
前も拝殿
からジャ
ンプしな
いことを
子どもに
話しをす
るべき
だった。

拝殿下も
小石で滑
りやすく
地面も硬
いため、
拝殿から
のジャン
プは禁止
とした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児
は、久し
ぶりの園
外保育で
とても楽
しんでい
る様子が
見られ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

拝殿近く
を担当し
ていた保
育者がい
たが、咄
嗟に手を
つないで
ジャンプ
してし
まったこ
とに気付
くことが
遅れてし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

境内の散
策や草花
積み、忍
者ごっこ
などをし
ている子
を見守っ
ていたた
め対象児
の動きを
みていな
かった。

神社の
裏側や
境内入
り口な
どに職
員の配
置をし
ていた
が、分
散して
見守っ
ていた
ため、
咄嗟に
動くこ
とがで

友達と手を
つないで拝
殿からジャ
ンプしない
ことを子ど
も達と確認
し、保育者
にも予想し
ない事態が
いつ起きる
か分からな
いため常に
全体を見守
ることを徹
底した。

5063

令和
3年
11月
1日

1.認可 5.幼稚園 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

164 52 59 53 18 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

鉄棒担当
の保育者
はいな
かった
が、鉄棒
近くにフ
リーの保
育者はい
たので全
体をよく
見て、保
育者同士
で声をか
け合った
り鉄棒し
ようとし
ている子
にも声か
けをして
いたら
事故に繋
がらな
かった。

保育者の
配置と担
当だけで
なく全体
を見てい
くことも
徹底す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

一番低い
鉄棒で技
の練習を
していた
が勢いよ
く鉄棒か
ら落下し
身を守れ
なかっ
た。

グラウン
ドの土の
状態も硬
く乾いて
いたため
強い衝撃
だった。
鉄棒の下
に安全
マットを
敷いてい
きたい。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

担当保育
者がいな
い遊具で
遊ぶ場合
は、近く
にいる保
育者に声
をかけた
り担当以
外でも近
くで子ど
もが遊ん
でいたら
全体で声
をかけた
りして目
で見るべ
きだっ
た。

遊ぶ時間
の設定や
保育者の
配置、地
面にマッ
トを敷く
などの改
善をして
いく。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

対象児
は、鉄棒
の技が少
しずつで
きている
ことの喜
びから、
より高度
な技へ挑
戦しよう
としてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

フリーで
動いてい
た保育者
が近くに
いたが、
落下した
ことに気
付いてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊びの担
当、遊具
担当にそ
れぞれ付
いていた
ので、対
象児の動
きを見て
いなかっ
た。

他の遊
具に分
散して
遊びの
担当に
ついて
見守っ
ていた
ため、
対象児
の動き
を見て
いな
かっ
た。

園庭遊具で
遊ぶときは
保育者が見
守り、でき
る範囲で遊
ばせる遊具
を制限す
る。

5064

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
施設内
（室内）

7.異年齢
構成

13 5 8 1 1 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハットと
して幼児
クラスブ
ロック会
議や職員
会議で取
り上げ、
情報共有
するとと
もに記録
として保
存し、今
後の再発
防止に繋
げる。
子供たち
とも安全
な行動に
ついて話
し合い確
認してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

慌てる様
子はな
かった
が、ロッ
カーに向
かおうと
体の向き
を変えた
ことでバ
ランスを
崩し転倒
したこと
も考えら
れる。

慌てず落
ち着いて
行動する
よう配慮
するとと
もに、子
供たちに
も伝えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おやつか
ら園庭に
出る準備
をしてい
る時間
だった
が、数名
で落ち着
いている
状況だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

既に園庭
への準備
を終え待
機中の子
供はいた
が、動い
ているの
は本児だ
けで全体
的に落ち
着いてい
たので、
言葉がけ
と見守り
の状況で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつの
対応をし
ていた。

転倒の際手
をつくよう
伝えている
が、今回は
手をついた
ことが骨折
の原因とも
考えられた
為、そのよ
うなことが
生ずること
を職員間で
十分に把握
し、周知し
ておく。

5065

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
施設内
（室内）

7.異年齢
構成

27 4 23 1 1 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
顔面(口
腔内含
む)

鼻骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(23)回/年

2.基
準配
置

積み木遊
びをした
後の片付
けが不十
分だっ
た。

「遊びの
約束」に
積み木は
決められ
た場所で
遊び、床
に落ちて
いる時は
直ぐに片
付けるを
記載す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

積み木が
決められ
た場所か
ら床に出
ないよう
な工夫が
必要だっ
た。

マットを
色分け
し、視覚
的に積み
木で遊ぶ
範囲を子
供に認識
させるこ
とで、積
み木が床
に出ない
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

落ちてい
る玩具に
気付か
ず、遊び
続ける子
供がい
る。

その都
度、子供
たちが気
付けるよ
うに話し
ていくと
共に、保
育士が実
践して見
せてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

興味関心
が移りや
すく、動
的な遊び
よりも静
的な遊び
を好む。
秋頃より
体を動か
す遊びに
興味をも
ち、自分
から参加
するよう
になっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

給食の片
付けや、
補助を行
いなが
ら、同じ
部屋で遊
んでいる
子供たち
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

個人ロッ
カーがあ
る廊下
で、片付
けをして
いる子供
やトイレ
での排泄
を見守
り、補助
してい
た。

子供た
ちが遊
ぶ空間
は十分
に確保
され、
少人数
だった
がその
直ぐ近
くに保
育士が
いな
かっ
た。

食後、遊ん
でいる子供
たちに、保
育士が付く
ようにし
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5066

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

82 0 0 0 32 17 33 0 4 4 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

腓骨剝離
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

安全を配
慮して園
庭の環境
設定をし
たが、遊
びが交差
してし
まったこ
と

子どもの
遊びを見
て、保育
士が声を
かけた
り、環境
設定を考
える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
291　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
291　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
291　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育をし
ていた保
育士はそ
れぞれ目
の前の子
どもとか
かわって
いた。

園庭全体
に保育士
が目を配
り、声を
かけ、安
全を配慮
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　いつも
一緒に遊
んでいる
女児と一
緒にキャ
ラクター
になり
きって、
走った
り、ポー
ズをとっ
て立ち止
まったり
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　固定遊
具（のぼ
り棒）に
いて、遊
んでいる
子どもの
登ってい
る子に補
助をしな
がら様子
をみてい
た。
　

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　大縄跳
びをまわ
しなが
ら、子ど
もの動き
を見る、
砂場で子
どもと一
緒に遊
ぶ、保護
者対応を
それぞれ
してい
た。

ドッチ
ボール
のコー
トの中
に入っ
て遊ん
でいた
子は
入って
きた子
に気づ
かず、
ぶつ
かって
しまっ
た。

ドッチボー
ルのコート
の中に入る
ことの危険
を知らせ、
別の場所を
提供してい
く。

5067

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

8 0 1 1 5歳
2.女
児

ー
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足くる
ぶしの骨
折（外
側）
くるぶし
（外側）
の下辺の
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

ー ー
1.定期的
に実施

実施頻度(
約50　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
約250　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
約50　)回
/年

ー ー

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ー ー

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ー

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ー

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ー ー ー

5068

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

44 0 0 0 0 22 22 0 2 2 6歳
2.女
児

左手尺骨骨
折のため、
ギプスを装
着。よって
激しい動き
や、左手に
負荷がかか
る物を持つ
ことを避け
るように声
かけ、見守
りを行う。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手尺骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

ー

リズム中
に限ら
ず、移動
の際は慌
てずに移
動する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

ー ー

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

十分に広
いスペー
スを設け
ていたが
転倒に繋
がった

室内外問
わず、移
動は競争
ではな
く、落ち
着いて行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走って移
動してい
た際に、
他児に足
を踏まれ
て転倒。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
後方か
ら、移
動。担当
者の目の
前で転
倒。すぐ
に対象児
の指針を
行う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

４歳児全
体を見
守ってい
た。

ー

移動の際
は、慌てず
に行うよう
声掛けを行
う。

5069

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 21 19 4 4 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

分離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
4　)回/年

2.基
準配
置

保育士も
遊具のそ
ばについ
てはいた
が、配置
など周り
をよく見
るように
すべき
だった。

広い公園
だからこ
そ、周り
をよく見
ていくよ
うにする
ことや配
置場所を
工夫して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

遊具の陰
や座り込
んで遊ん
でいる
と、保育
士からは
死角に
なってし
まい、子
どもの様
子が見え
ていない
ことも、
要因と考
えられ
る。

事前に地
面の状態
確認・遊
具へつく
場合は、
なるべく
死角にな
らないよ
うに考え
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大きな公
園で、気
持ちも高
まってい
たこと、
また、足
場も悪
かった。

楽しい気
持ちを受
け止めつ
つ、ルー
ルや危険
な事を繰
り返し伝
えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ローラー
滑り台を
滑りおわ
り、歩い
て移動す
る途中、
左足首を
捻る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の遊具
について
いたた
め、本児
の動きを
確認して
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、遊具
近くな
ど、それ
ぞれの配
置場所に
いた。

遊具の
広さを
考え、
配置も
見える
範囲で
行って
いたが
死角が
あっ
た。

遊具の陰に
なることや
様々な事が
考えられる
ので臨機応
変に対応し
ていく。

5070

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

10 2 2 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１)回/年

2.基
準配
置

保育士に
よる、子
どもの動
きの予測
不足

子どもの
側に付
き、一緒
に手を繋
いだり見
守ったり
しながら
室内に入
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

園庭のく
ぼみ

園庭のく
ぼみをな
らし、平
らにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児が担
任保育士
に捕まり
列になっ
て入室し
ていると
ころに、
別の場所
にいた保
育士が本
児を列に
誘ったこ
と。

状況を見
て、個別
に対応し
入室する
ようにし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士に
誘われ、
他児が入
室しよう
としてい
た列に入
ろうと
走って向
かってい
た際に自
ら転倒す
る。その
後ろから
もう一人
他児が
走って来
て本児に
つまず
き、覆い
かぶさる
ように転
倒した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の子ど
も達を入
室させよ
うと、保
育士が先
頭になり
電車のよ
うに列に
なって保
育室へ移
動してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児とも
う一人の
他児が最
初室内に
入ろうと
しなかっ
たので、
子ども達
の列に混
ぜようと
促してい
た。

本児の
入室が
遅れて
いた
為、入
室へ意
識が向
くよう
に他児
のいる
列へ促
すよう
にした
ことが
要因だ
と考え
る。ま
た、
走って
いたの
で歩い
て促す
ことが

入室が遅れ
ている場合
は個別に対
応し、保育
士と一緒に
入室するよ
うにする。

5071

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 5 9 7 10 8 12 10 9 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

避難訓練
で緊張し
た直後の
事故だっ
た。職員
も子ども
も緊張感
から解き
放たれた
気持ち
で、緩ん
でいたの
ではない
かと思
う。

複数のク
ラスが一
緒に遊ぶ
ときは、
声を掛け
合い、危
険を予測
し、見守
れる体制
をとる

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

相撲をし
ていた場
所が円形
のなだら
かな低い
台形の山
になって
いるとこ
ろだっ
た。

土俵に見
立ててそ
の場所を
選んだよ
うだが、
踏ん張れ
る安定感
のある場
所ではな
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

避難訓練
後という
こともあ
り、開放
的になっ
て、張り
切って遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

日頃から
している
遊びだっ
たので、
様子は見
ていた
が、危険
予測が、
少し鈍っ
ていたの
かもしれ
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３．４．
５歳児合
同の園庭
での保育
中だった
為他の子
どもたち
の様子を
見てい
た。

普段し
ている
遊びな
ので、
危険を
予測し
ながら
見てい
なかっ
た。

相撲の遊び
をする場合
は安全な場
所を確保す
る。、室内
マットの
上。いろい
ろな危険を
予測し、
とっさに動
けるように
見守る。

5072

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

18 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

保育士１
人に対し
て、運動
用具(跳
び箱・巧
技台)を
２箇所に
用意あ
り、保育
士が跳び
箱付近に
いた為、
本児が落
下した
時、巧技
台のそば
にいけな
かった。

運動遊び
をする際
の配置等
について
話し合
い、マ
ニュアル
等の作成
やリスク
マネジメ
ントで情
報共有し
改善策を
考えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

運動用具
の高さ
は、本児
が跳び下
りること
ができる
高さであ
り、保護
のマット
を敷くな
どの配慮
もしてい
たが、本
児が進行
方向と反
対に向い
ていたこ
とに気付
き声をか
けたも保
育士がす
ぐに対応
すること
ができな
かった。

運動遊び
をする際
には、一
人ずつ誘
導し、保
育士がす
ぐに対応
できるよ
うに用具
を配置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
すぐにそ
ばにつく
ことがで
きる運動
用具の配
置にす
る。

運動遊び
をする際
には、一
人ずつ誘
導し、保
育士がす
ぐに対応
できるよ
うに用具
を配置す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

全体での
説明と違
う行動を
取り、巧
技台の上
から、で
んぐり返
りをして
落下し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

予測不能
な行動を
取った
為、止め
ることが
できな
かった。

遊ぶ前
に子ど
も達と
約束を
確認
し、最
初は本
児も
ルール
を守っ
て楽し
んでい
た為、
本児の
行動を
予測す
ること
ができ
なかっ
た。

運動遊びが
安全に楽し
めるよう、
一人ずつ声
をかけて誘
導する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5073

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

24 24 2 2 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

３名の保
育士のう
ち、１名
は保育室
の片付
け、次の
活動への
準備中で
別室にい
た。

広い場で
の活動の
ため、片
付け、準
備を後に
して保育
を優先す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

２歳児か
ら進級し
たばかり
の年齢。
ボールや
フラフー
プで遊ん
でいる
中、か
けっこを
したりと
自由だっ
た。
遊戯室を
広く使
い、自由
だった。

子どもの
数に対す
る出す遊
具の数の
見直し。
計画的に
提供され
た遊びで
あった
か、保育
の見直
し。
ボール、
フラフー
プ、か
けっこな
ど、遊び
が重複し
ていたの
で、遊び
方（ルー
ル）や年
齢に合っ
た遊び方
の見直
し。
エリアて
遊びを分
ける、ス
ペースを
限定し見
守りをし
やすくす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士と
かけっこ
をしてい
る他児の
姿を見
て、一緒
に走り出
そうとし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児数人
と手を繋
いで遊戯
室内を大
回りでか
けっこを
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児から
離れた場
所で他児
とフラ
フープや
ボールで
遊んでい
た。

保育士
は、そ
れぞれ
に全体
をみな
がら、
遊びに
加わっ
てい
た。

全体を見る
役、遊びに
加わる役な
ど、役割分
担をする。

5074

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

10 1 1 5歳
1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

ー ー
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

今回は、
集団遊び
の中の転
倒事故、
特にハー
ド面とい
うよりソ
フト面で
考える

今回は、
集団遊び
の中の転
倒事故、
特にハー
ド面とい
うよりソ
フト面で
考える

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

不慮の事
故とは言
え、本人
の特性等
を踏ま
え、事前
の注意喚
起が必要

事故後に
もう一度
全体に注
意喚起。
これを契
機に転倒
時の具体
的な手の
つき方に
ついて安
全係より
職員会議
で全体に
周知。再
度、子ど
もたちに
も伝えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から元
気で動き
回ってい
て、集団
あそびに
も積極的
に参加し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ側で
一緒に集
団あそび
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

昼寝中に
つき他の
職員の配
置はな
い。

ー

安全係を中
心とした振
り返り体制
は出来てい
るので、繰
り返しの注
意喚起と全
体周知。

5075

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

33 3 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２～３)
回/年

1.基
準以
上配
置

遊びの際
の子ども
の状況に
合わせ、
遊ばせ方
をや職員
の立ち位
置等を見
直す。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時　)
回/年

設備等定
期的に点
検してお
り、現状
況では改
善の必要
はないと
思われ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

新年度に
なり担任
も変わっ
たばかり
で、子ど
もひとり
一人の特
性もまだ
よくつか
めていな
かった。

子どもひ
とり一人
の特性と
その日の
状態（機
嫌や健康
状態）を
よく把握
し、それ
ぞれの子
にあった
見守りが
出来るよ
うにす
る。その
上で、園
庭に出て
見守る保
育者同士
が連携を
取り、声
かけ等を
しながら
事故がな
いように
気を付け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児の遊
びを見守
りなが
ら、対象
児から離
れたとこ
ろで時々
対象児の
様子を見
ていたた
め間に合
わず危険
回避が出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びを見守
りなが
ら、他児
の相手を
していた
ため見て
いなかっ
た

遊びの際の
子どもの状
況に合わ
せ、遊ばせ
方をや職員
の立ち位置
等を見直す

5076

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 3 4 5 6 2 1 1歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

8.その
他

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

事故防止
のマニュ
アル化が
ない。ま
た、事故
後のマ
ニュアル
もない。

職員で意
識を確認
し、対処
方法を話
し合いマ
ニュアル
化する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（　12　)
回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

園で使用
する備品
（今回は
おんぶひ
も）の正
しい使用
方法が周
知されて
いない。

園内で使
用する物
について
の安全
チェック
や正しい
使用方法
の周知。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

残って保
育を行っ
ている職
員の中で
全体を把
握できる
者がいな
かった。

職員の配
置や人選
を考慮し
ながら勤
務体制を
とる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

０歳児の
ため夕方
になる
と、お迎
えを待っ
て泣き出
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児の対
応をして
いたた
め、自分
のクラス
以外の職
員に対象
児の保育
（おん
ぶ）を任
せてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

人数的に
は足りて
いると思
い、人手
が必要か
どうかの
確認を
怠ってい
た。

担当職
員も状
況に応
じた保
育内容
を考え
ていな
い。

職員同士の
連携や声掛
け、また、
周囲を見て
自分の動き
かたを判断
する。

5077

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

29   29 2 2
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

狭い部屋
で走って
いた。

部屋では
走らない
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他クラス
との合同
になり、
気持ちが
高揚して
いた。

クラスが
合同に
なった後
は、いっ
たん静か
に過ごす
時間を作
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲の良い
友達に追
いかけら
れ楽しん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

好きな遊
びをして
いるのを
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい

迎えの保
護者に対
応しなが
ら全体を
見守って
いた。

5078

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

14 14    3 3 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第2趾
基節骨骨
端線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

朝の準備
中でタオ
ル、コッ
プ掛けの
ところに
職員が集
中してい
た。

職員がか
たまるこ
となく、
全体が見
れるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わりのな
い様子で
あり、自
分のロッ
カーの前
の床に座
ろうとし
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

朝の準備
の指導を
するた
め、近く
にいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員３人
が近くに
いたが、
全体を見
ている職
員がいな
かった。

複数の職員
で全体を見
ることを徹
底する。

5079

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

24 5 5 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯脱
臼・歯茎
切傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

問題なし

落ち着き
に欠ける
園児には
声掛けを
行い安全
に過ごせ
るように
配慮する

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

問題なし

引き続き
点検を行
い危険が
ないよう
にしてい
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他の園児
が排泄を
すませて
いた為本
人が慌て
て移動し
ようとし
た事が原
因と考え
られる。

トイレ用
スリッパ
をはき脱
ぎしやす
いものに
変える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

よそ見を
してぶつ
かる事や
転倒する
ことが多
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

排泄から
手洗いへ
と安全に
進める事
が出来る
ように声
かけや見
守りをお
こなって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室・
廊下・食
事前の手
洗い場と
分担して
子どもに
ついて見
守ってい
た為

問題な
し

落ち着いて
行動できる
ように個別
の声かけを
おこなって
いく
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5080

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

13 4 4 2歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨幹部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3)回/年

2.基
準配
置

保育士
が、間近
で、監視
すべきで
あった。

今後、一
人ひとり
の子供か
ら保育士
は目を離
さない事
を話し
合った。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

一人ひと
り確認し
ながら、
点呼も十
分し回数
を増やす
べきで
あった。

保育士
は、もっ
としっか
り片付け
後移動す
る子供た
ちの様子
をみるべ
きであっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一人ひと
りの様
子、行動
を十分確
認する必
要があっ
た。

保育士
が、もっ
と間近で
一人一人
に目を向
け、、監
視するよ
うにす
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

病み上が
りで、朝
からだら
しい様子
で、元気
がなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

片付けを
済まし
て、おい
でーと声
をかけ、
並ばせて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

隣りの部
屋に、行
くため並
ぶように
促したり
してい
た。

１人ひ
とりの
動きを
確認し
十分確
認すべ
きで
あっ
た。

今後はもっ
としっか
り、一人ひ
とりの動き
に目をくば
り、１人一
人声をか
け、移動よ
う話し合っ
た。

5081

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

15 1 1 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手中指
第一関節
１部に、
ひび
爪に内出
血

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3)回/年

2.基
準配
置

保育士
が、間近
で、監視
すべきで
あった。

今後、子
供と、保
育士が必
ず一緒に
片付けを
する。お
部屋で走
らないを
こどもた
ちと、再
確認する

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

走ったら
危険な事
をもっと
子供たち
に厳しく
指導すべ
きであっ
た。

保育士
は、もっ
としっか
り片付け
後の子供
たちの様
子をみる
べきで
あった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走る子供
２人を
もっと素
早く厳し
く引き止
めるべき
であっ
た。

保育士も
一緒に声
を掛け合
いながら
おかたづ
けの時間
をつくっ
ていきた
い。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

お腹にの
られた
後、お腹
が痛いと
泣いてい
た。直後
は手の痛
みは、訴
えていな
かった
が、祖父
が気付い
てくださ
り、確認
すると、
左手中指
の爪が内
出血をし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子供たち
がブロッ
クを片付
けるのを
見ながら
保育室を
走り回っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任保育
士１人で
対応して
いた。

１つ１
つ確認
しなが
ら、落
ち着い
た雰囲
気で片
付けを
行うべ
きで
あっ
た。

もっとしっ
かり、一人
ひとりの動
きに目をく
ばる必要が
あった。

5082

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

49 6 8 10 9 7 8 0

園
内
居
残
り
3
歳
児
1

12 10 3歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨端線離
開

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
不定期　)
回/年

2.基
準配
置

特になし

職員全員
で、散歩
の時の歩
かせ方や
仕方の共
有、経路
の状況・
使用経路
選択等の
再確認を
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

未実施
（未設
置）

実施頻度(
0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子供自身
が段差や
道路の状
況・危険
個所をそ
の都度把
握できる
よう必要
に応じて
声掛けを
丁寧にし
ていく。
中間にい
る保育士
は角を曲
がる際に
誘導や声
掛けをし
て、子供
に怪我が
ないよう
に配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特段変
わったと
ころはな
く、普段
通りで
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
一番近く
にいた
が、ちょ
うど対象
児が角を
曲がり
きった後
で少し後
方にいた
ため、転
ぶところ
の姿を見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士3
名が先
頭、中
間、最後
尾という
形で配
置。、他
職員は先
頭、最後
尾にい
た。

散歩な
どの場
合、列
の中間
にいる
保育士
が、角
を曲が
る際に
子ども
全員の
様子を
見なけ
ればな
らな
い。今
回の
ケース
は、中
間の保
育士が
角を曲

中間にいる
保育士は角
を曲がる際
に誘導や声
掛けをし
て、子供に
怪我がない
ように配慮
する。

5083

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

19 1 1 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

なし

園児に遊
具の使い
方、遊び
方を伝
え、職員
間でも必
要時応じ
て対応を
検討す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(2～3)回/
年

なし

安全
チェック
項目の再
確認

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

普段の保
育と同じ
だが、年
度初めで
落ち着い
てなかっ
た可能性
があり、
落ち着い
て保育に
あたる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段の遊
びの様子
と変わら
ない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

普段の遊
びの様子
と変わら
ない。普
段と同じ
遊びのた
め事故に
つながる
とは思っ
ていな
い。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

普段の遊
びの様子
と変わら
ない。普
段と同じ
遊びのた
め事故に
つながる
とは思っ
ていな
い。

なし

年度初めで
落ち着いて
なかった可
能性がある
ため、子ど
もの気持ち
の変化を感
じ取り保育
していく。

5084

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

18 28 20 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

なし

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５以上)
回/年

1.基
準以
上配
置

３～５歳
児でコー
ナー遊び
を楽しむ
中、各保
育室に保
育者はい
た。
職員4名
中、3つ
の保育室
に1名ず
つ。1名
は全体を
把握しフ
リーで動
いてい
た。

年齢的な
特徴を捉
えたうえ
で保育環
境や職員
の立ち位
置、関わ
り、見守
りを行っ
ていく。
各年齢の
遊びや遊
び方の共
通理解を
し、気に
なる部分
は互いに
注意を払
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48～)回/
年

遊具や玩
具の点検
は行って
いたが、
点検の目
的や内容
の理解に
温度差が
あった。

遊具や玩
具の点検
の目的や
重要性に
ついて園
全体で再
確認し、
危機管理
意識を高
めてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

５歳児の
年齢の玩
具が置か
れていた
状態で3
歳児が遊
び、環境
的に配慮
が足りて
いなかっ
た。ま
た、正月
遊びの手
作り駒に
関して、
5歳児ヘ
は爪楊枝
の危険性
を伝え、
遊び方の
周知はさ
れていた
が、3歳4
歳児へは
周知され
ていな
かった。
病院ごっ
この遊具
の準備段
階であっ
た。子ど
もは、身
近にある

様々な素
材を使
い、制作
や遊びを
楽しめる
よう日頃
より必要
なものを
用意して
いたが、
その中で
爪楊枝な
ど、細く
てとがっ
たものは
好ましく
なかった
ことを反
省し、子
どもが安
全に遊び
こめるよ
う玩具や
用具の選
び方を職
員間で共
通理解し
ていく。
また、年
齢的な特
徴を捉え
たうえ
で、保育
環境や職

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3歳児の
中で、病
院ごっこ
が流行し
ていた。
中耳炎で
耳鼻科へ
通ってお
り、耳の
中に物が
入ること
を不快に
感じてい
たたた
め、他児
が本児の
耳の中に
駒の爪楊
枝を入れ
た際、驚
いて体が
動いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

３～５歳
児でコー
ナー遊び
をしてい
たため、
5歳児保
育室には
5歳児の
担任がい
た。
3歳児が
多く遊ん
でいた3
歳児保育
室に担任
がおり、
他児の遊
びを見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

5歳児の
担任は、
3歳児が
ままごと
コーナー
で遊んで
いること
を把握。
遊び方を
見守りな
がら、４
～５歳児
の折り紙
やラ
キューの
遊びに関
わってい
た。

3歳の遊
びを把
握し見
守って
はいた
が、死
角にな
る場所
があっ
た。ま
た、職
員と3歳
児が遊
んでい
たコー
ナー
は、3
メート
ルほど
の距離
があっ
た。

職員の目が
行き届くよ
う死角にな
る場所をな
くし、ま
た、遊び方
を見て子ど
もの行動や
考えを予測
し、職員の
立ち位置を
考えてい
く。

5085

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

27 5 4 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１～２)
回/年

1.基
準以
上配
置

子どもの
怪我（骨
折）に対
する知識
をもち、
あらゆる
事故に対
する想定
をしなが
ら保育者
間での連
携を図
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

保育所に
はない高
い雲梯に
興味を示
す。

初めての
遊具だっ
たので、
事前に遊
び方を伝
える。ま
た、高い
雲梯だっ
たので常
に傍につ
き安全面
に配慮す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園外保育
の際は慣
れない場
所なの
で、特に
全体の子
どもの様
子を把握
するよう
に努め
る。

　
雲梯が好
きで興味
があっ
た。

　
雲梯の反
対側で他
児を見て
いた際、
本児が落
ちたこと
に気付き
駆け寄り
様子を確
認する。

　
シーソー
付近やト
イレに付
き添った
り、追い
かけっこ
など他の
遊びを楽
しんだり
してい
た。

個々で
自由に
雲梯を
楽しん
でい
た。

子どもから
目を離さず
様子を把握
し、いざと
いう時にす
ぐに助けら
れる体勢を
とれるよう
に心がけ
る。

5086

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

23 2 1 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨
骨幹部骨
折
左肩打撲
傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

事故予防
マニュア
ルを作成
する

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

遊具と遊
具の間隔
を十分に
あける

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊ぶ前の
注意をし
てからの
自由遊び
に入る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育者の注
意してみる
ところを分
散させて、
死角がない
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5087

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

21 　 　 　 　 2 2 6歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

着替えを
しようと
カバンを
机の上に
置く際、
カバンの
下に指を
敷いた状
態でカバ
ンを降ろ
した為、
右手小指
を机にぶ
つける。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

部屋移動
のため他
児を誘導
してお
り、登園
してすぐ
の対象児
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

特にな
し

特になし

5088

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 2 6歳
1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年
　※ケガ
があった
際には随
時事例勉
強会を開
催

1.基
準以
上配
置

-

園外活動
における
事故発生
時の対応
マニュア
ル再確認
遊びにお
ける安全
危機管理

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

-
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃の子
どもの活
動、遊び
の様子か
ら危険と
思われる
行為など
なかった
かの検
証。

該当クラ
スだけで
はなく、
全クラス
にて遊び
方、遊具
の使い方
を確認す
る。５歳
児クラス
は、どん
なことに
注意して
遊ぶとよ
いか、子
どもと考
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

散歩先の
公園には
元気に出
かけた。
友達と誘
い合い鬼
ごっこを
始めた。
鬼役から
逃げるた
めやや真
剣になっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもた
ちの遊び
の様子か
ら危険を
予測する
までには
至らな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

滑り台近
くの遊具
の補助を
していた
保育者が
勢いよく
滑り台を
駆け上が
る姿が見
えたたの
で、危険
を知らせ
ようと向
かったが
間に合わ
なかっ
た。

遊びの
盛り上
がりの
様子か
ら危険
を予測
できな
かっ
た。

遊びの内容
により、ど
こで（ス
ペースの広
さなど）行
うのが望ま
しいか、子
どもともに
考えたり、
危険を感じ
たら早めに
対応（声掛
け）する。

5089

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28 0 0 4 15 9 0 0 4 3 5歳
2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

積み上げ
る高さ、
段数など
の具体的
なマニュ
アル化、
ルール化
がなされ
ていな
かった。

タイヤに
必ず保育
士がつき
離れな
い。タイ
ヤの遊び
方ににつ
いては３
段までし
か積まな
いように
する。し
かし、並
べる、転
がすなど
高く積ま
なくても
楽しめる
遊びに誘
導できる
ように
し、登り
下りを楽
しみたい
場合のみ
３段まで
とする。
保育士監
督のもと
安全を確
保できる
範囲で、
園児たち
の遊戯の

1.定期的
に実施

実施頻度
48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

屋上の床
の素材は
ゴムチッ
プ。遊び
が豊かに
広がるこ
とを考慮
していた
ため細か
い制限を
より具体
化した
ルールに
していな
かった。

高く積む
ことは控
えるよう
にし、積
み重ねる
ことでな
はく、並
べたりつ
なげたり
転がすな
ど他の遊
びで充実
できるよ
うに配慮
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

高低差を
つけて並
べて積む
などの楽
しみやバ
ランス感
覚など自
由に発想
豊かに遊
びが広
がってい
たと同時
にヒヤリ
ハットの
観点での
見守り方
にもっと
配慮すべ
きだっ
た。

タイヤに
必ず保育
士がつき
離れな
い。タイ
ヤの遊び
方ににつ
いては3
段までし
か積まな
いように
する。並
べる、転
がすなど
高く積ま
なくても
楽しめる
遊びの
ルール
化。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

階段のよ
うに段差
を作って
楽しみ高
い所でバ
ランスを
うまくと
る児が数
名いたた
め、それ
を見てい
た当該児
が挑戦し
ようとし
た際発
生。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の遊び
に移動し
た園児ら
を見るた
め少し距
離を取っ
た場所で
当該児を
見てお
り、バラ
ンスを崩
しそうに
なったと
ころに近
寄ったが
倒れる前
に間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒、滑
り台、道
路側でそ
れぞれ園
児の遊び
を見てい
た。

それぞ
れに分
かれて
分散し
て見守
りが出
来てい
なが園
児の人
数によ
り移動
変動す
る中タ
イヤの
至近距
離にだ
れもい
なかっ
た。

タイヤに必
ず保育士が
つき離れな
い。離れる
場合は職員
同士応援要
請するなど
至近距離に
いないこと
のないよう
に徹底。

5090

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 12 7 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

打撲／外
傷性脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

トイレ介
助・活動
準備等で
クラスを
離れるこ
とがある
が、園児
の人数が
多い場合
は可能な
限りなる
べく複数
名職員が
室内にい
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

新しい玩
具を出す
際や掃
除、消毒
の際に改
めて安全
点検を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

普段行わ
ない遊び
をその日
初めて急
に行っ
た。

子どもは
予期しな
い動きを
すること
を頭に入
れ、手が
出せるよ
うにしな
がら見守
りをおこ
なってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わりなく
落ち着い
て遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児か
ら2歩離
れた位置
で対象児
の活動を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

避難訓練
の準備等
でクラス
を抜けて
いた。

トイレ介
助・活動準
備等でクラ
スを離れる
ことがある
が、園児の
人数が多い
場合は可能
な限りなる
べく複数名
職員が室内
にいるよう
にする。

5091

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

18 4 3 3歳
2.女
児

食物アレル
ギー対応
児。除去食
品：鶏卵。
アナフィラ
キシー無。
誤食直後に
起こり得る
症状：蕁麻
疹。
家庭での状
況：H31.1
より卵の喫
食を開始し
ている。現
在は鶏卵８
分の１程度
喫食可能。
鶏卵入り焼
き菓子は食
べている。

1.屋外活
動中

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

普段保育
室でアレ
ルギー児
は専用の
テーブル
でおやつ
等を食べ
ている
が、散歩
先という
いつもと
違う環境
だった
為、手順
を間違え
たものと
考えられ
る。

環境が
違って
も、配る
者・その
他の職員
共に、手
順通り
「確認
票」を
使って必
ず声出し
確認を行
うよう、
ルールの
徹底を職
員会で確
認した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段保育
室でアレ
ルギー児
は専用の
テーブル
でおやつ
等を食べ
ている
が、散歩
先という
いつもと
違う環境
だった
為、手順
を間違え
たものと
考えられ
る。

おやつは
出来るだ
け園内で
普段通り
の状況で
食べる。
園外で食
べる際
は、前
もって全
員食べら
れる除去
無の物を
準備する
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊歩道脇
にみんな
で並んで
座ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

２歳児18
名が２列
に並んで
座ってい
る所で顔
と顔を合
わせる向
きで立
ち、おや
つを配っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子ども達
の顔が見
える位置
に立ち、
麦茶を飲
んだりお
やつを食
べたりす
るのを介
助・声掛
け等しな
がら、見
守ってい
た。

普段保
育室で
アレル
ギー児
は専用
のテー
ブルで
おやつ
等を食
べてい
るが、
散歩先
という
いつも
と違う
環境
だった
為、手
順を間
違えた
ものと

環境が違っ
ても、配る
者・その他
の職員共
に、手順通
り「確認
票」を使っ
て必ず声出
し確認を行
うよう徹底
する。

5092

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4
夕方
(15：30
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 18 14 16 4 4 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折 右鎖骨
右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

戸外での
危険につ
いての意
識の低
さ。

園外での
ヒヤリ
ハット会
議を実施
し、保育
での危険
に対する
意識を高
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

人と人が
ぶつかる
こともあ
ると予測
していな
かった。

本児は普
段から活
動的であ
るため、
今後は注
意を払
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外での
活動には
危険を予
測する。

降園時保
育中は、
担任では
ない保育
士が接す
ることも
あり気を
付けてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

それぞれ
園庭を
走ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お互い一
人で過ご
している
ことは把
握してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ぶつかっ
た瞬間に
近くにい
た保育士
が気付い
た。

前をよ
く見て
走る。

子どもたち
と戸外で過
ごすときは
安全面を確
認する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
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歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5093

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 14 6 13 5 5 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもが
ケガをし
た時、迅
速に事故
予防マ
ニュアル
に沿って
全職員が
対応でき
るかが大
事であ
る。

職員会議
で周知徹
底した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
3　)回/年

日頃から
施設内の
危険個所
への気づ
きができ
る職員の
意識が大
切。

定期的な
施設の安
全点検を
行ってい
る。また
危険箇所
があれば
補修する
ようにし
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃から
施設内の
危険個所
への気づ
きができ
る職員の
意識が大
切。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

11/29～
12/2まで
発熱で欠
席してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の保
育の様子
をみてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の保
育の様子
をみてい
た。

全体を
見守る
役割の
職員が
いな
かっ
た。

個別に配慮
が必要な子
どもにつく
保育士はい
たが、全体
をみる保育
士を配置す
る。

5094

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

9 6 3 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

5.下肢
(足・足
指)

筋肉痛、
創傷、右
足異物、
皮膚びら
ん

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
8 )回/年

1.基
準以
上配
置

子どもの
遊びや活
動の全て
が事故等
につなが
る危険性
を持ち合
わせてい
る

リスクマ
ネジメン
トを進め
る上で職
員間のコ
ミュニ
ケーショ
ンを密に
するこ
と。職種
を超えた
コミュニ
ケーショ
ンが不可
欠組織全
体でリス
クマネジ
メントに
取り組む
ためには
子どもの
些細な体
調の変化
や個別性
に合わせ
た対応を
する事。
発生した
ヒヤリ
ハットや
事故報告
などの関
する情報
や対応策

1.定期的
に実施

実施頻度
(1～4)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(3～4)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1～2)回/
日

前日の雨
だったの
で、人工
芝が完全
に乾燥し
てない部
分があっ
て足が滑
りやすく
なってい
た可能性
がある。
また、
フェンス
下部の金
属にカ
バーが付
いていな
かった。

雨の翌日
の屋上で
の活動前
には人工
芝が乾燥
している
かの確認
をする。
フェンス
下部の金
属にカ
バーを付
ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人工芝の
端が確実
に乾燥し
ておらず
滑りやす
くなるこ
の認識不
足。素足
にて活動
していた
ため更に
滑りやす
く、足背
を保護で
きなかっ
た。

上履きを
履いて遊
ぶ。前日
に雨で
あった際
は人工芝
の隅々ま
で乾燥し
ているか
の確認を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わりない
様子で遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄）
対象児の
近くには
いたが、
他児と遊
んでい
た。対象
児の声に
気付きす
ぐに対応
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児と
反対側で
他児と遊
んでい
た。

他児と
遊んで
いたた
め対象
児に意
識が向
いてい
なかっ
た。

遊びながら
も子ども達
全体にも目
を向けてい
くようにす
る。

5095

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

19 4 4 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨・
尺骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1　)回/
年

1.基
準以
上配
置

コンビ
カーと三
輪車が入
り混じっ
て走って
遊んでい
た。

発達や能
力に応じ
た方法で
安全や危
険を認識
できるよ
う遊び方
のルール
を知らせ
る。職員
の立ち位
置の確
認。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

可動式の
滑り台が
2台テラ
スの真ん
中に置い
てあっ
た。

可動式の
滑り台に
より、死
角ができ
てしまう
可能性が
ある。ま
た、あそ
びが分散
して目が
届かない
などの危
険がある
ので置く
位置よく
考える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コンビ
カーがス
ピードを
出して
走ってき
たのでぶ
つかるの
を避けて
急にハン
ドルを
切ったた
め転倒し
てしまっ
た。コン
ビカーで
スピード
が出せる
ようにな
り、それ
を楽しん
でいた。

テラスで
の遊び方
のルール
を知らせ
安全に遊
べるよう
にする。
職員の立
ち位置の
確認。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもは
午前中は
園庭で遊
んでい
た。久し
ぶりに２
Fのテラ
スで遊ん
だ。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

近くから
他児（4
人）の遊
びも見て
いた。ぶ
つかるの
を避けハ
ンドルを
切ったの
は見えた
が、転倒
する瞬間
には間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

離れて他
児と遊ん
でいた。
対象児の
状況を見
ていな
かった。

子ども
は、予
測の付
かない
行動を
とるこ
とがあ
る。

職員の立ち
位置を確認
する。テラ
ス全体を見
守る職員が
必要であ
る。

5096

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

12 3 3 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１５)回/
年

1.基
準以
上配
置

保育士
は、すぐ
に行動に
移せる態
勢を常に
取ってお
くことが
必要。

常に配慮
している
ことでは
あるが、
保育の現
場におい
て少なく
とも１人
は経験豊
富な保育
士を配置
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５２)回/
年

園庭のま
わりがコ
ンクリー
トの淵に
なってい
る。その
内側が人
工芝に
なってお
り、そこ
で遊んで
いた。コ
ンクリー
トを意識
すると、
フリース
ペースが
少なくな
る。

今回の事
故では保
育を実施
するうえ
で安全管
理上逸脱
した問題
はなかっ
たと考え
るが、園
庭の広さ
等を考え
て保育設
定をする
など、い
ままで以
上の配慮
をしてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由遊び
のなかで
危険を感
じること
があった
なら、躊
躇なく遊
び方を変
更するこ
とも必
要。

子どもが
動いてい
る、とく
にゆっく
りであろ
うと走っ
ていると
きは、保
育者が衝
突の危険
を感じた
らすぐに
事故に至
らないよ
う行動を
起こす。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児、相
手の児
童、とも
に登園時
からふだ
んと変わ
らない様
子だっ
た。
自由遊び
の際も、
いつもと
変わらな
い様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士
は、対象
児童の動
きを至近
距離で見
ていた。
ゆるやか
な衝突で
はあった
が、すぐ
に駆け寄
り状況の
把握に努
め、その
場にいた
ほかの職
員と連携
した。
また、命
に係わる
状態か否
かなどの
把握に努
め、看護
師とも連
携した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

事故発生
後、本
児、衝突
した他の
児童の状
況を確
認。その
場にいた
他の保育
士も連携
して対応
に当たっ
た。
看護師に
も応援を
要請し、
ケガの状
況の把握
をした。

保育士
が3人い
たが、
決して
気持ち
に緩み
があっ
たわけ
ではな
い。
複数の
保育士
が配置
されて
いて
も、全
員が常
に緊張
感を
もって
保育に
当たる
ことが
肝要と
考え
る。

事故現場に
３人の有資
格保育士が
いたが、立
ち位置を確
認し、保育
士全員が児
の安全を担
保できる適
所で子ども
の保育に当
たってい
た。しか
し、子ども
たちは遊び
の展開によ
り場所が常
に移動して
いく。極力
１カ所に競
合すること
なく、衝突
の危険を感
じたら瞬時
に保育士が
声掛けを
し、衝突を

5097

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

10 1 1 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第一趾
末節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

保育中の
子どもの
様子や職
員の対応
などを振
り返り、
職員間で
検討して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

本児が椅
子を蹴っ
てしまっ
たことに
よる怪我
であり、
ハード面
での改善
策は特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

椅子の間
隔は適度
にあけて
ゲームを
楽しんで
いた。

ゲームに
椅子が必
要かどう
かを考え
るととも
に、必要
であれば
使用方法
や約束を
子どもと
考えたり
伝えたり
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

クラス人
数が10名
と少人数
だったの
で、フ
ルーツバ
スケット
ゲームを
すること
にした。
最初は楽
しんでい
たが本児
が鬼に
なったこ
とが悔し
かったよ
うで、椅
子を蹴っ
たりふざ
けたりす
る様子が
見られ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

椅子を
蹴ったり
その後も
ふざけた
りする様
子が見ら
れたの
で、本児
に注意す
るととも
にゲーム
を終了し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名は庶
務のため
保育室を
離れてい
た。

保育士
に注意
された
気まず
さか
ら、そ
の後に
足の痛
みを伝
えるこ
とがで
きな
かった
のでは
ない
か。

子どもの表
情や様子な
どをよく観
察し、変化
に気づける
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5098

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

86 2 13 13 21 19 18 20 18 4
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨と
尺骨の骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

園庭には
部屋に戻
ろうとし
ていた
0・1歳児
5名と、3
～5歳児
58名が遊
んでお
り、職員
は8名い
た。

配置基準
は満たさ
れてお
り、固定
遊具には
必ず職員
1名が付
くように
してい
た。危険
を予測し
てどのよ
うな状況
でも応じ
られるよ
う、職員
一人一人
の意識を
高めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎朝)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

引き続き
遊具点検
を行い、
危険なも
のがない
か確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯にぶ
ら下がる
前にも転
んだりぶ
つける姿
はなく、
滑り台も
普通に
登った
為、雲梯
にぶら下
がった時
に痛めた
のではな
いかと考
える。

自分がど
れ位ぶら
さがれる
か等、自
分の力が
わかるよ
うな遊び
方等伝え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だち5
名と職員
1名とで
鬼ごっこ
をしてい
た。鬼役
をしてい
た本児が
雲梯に立
ち寄り、
2～3段前
進した後
着地し、
その流れ
ですぐ近
くの滑り
台に登
る。頂上
に登り、
下にいた
職員と手
を振り
合ったと
ころで腕
を痛が

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に鬼
ごっこを
していた
ので雲梯
や滑り台
に行く姿
を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
も固定遊
具には必
ず付き、
全体を見
る体制が
とれてい
た。

今後も職員
皆で声を掛
け合って子
ども一人一
人の様子や
発達に応じ
た遊びがで
きている
か、気を付
けて見てい
く。

5099

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

25 0 0 0 0 11 14 0 3 3 5歳
2.女
児

平成30年４
月10日、左
足脛骨骨折
（同一部
位）。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回以
上/年

1.基
準以
上配
置

散歩マ
ニュアル
に沿って
の行動で
あり、公
園の特徴
は把握し
てあり、
引率人数
や配置も
適切だっ
た。

保育者が
安全意識
を高めて
いく。保
育者の動
線と立つ
位置の確
認をす
る。注意
する場所
の声掛け
をしてを
保育者同
士してい
く。場面
や状況に
応じて、
保育者を
増員した
り、遊び
を縮小し
たりす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日/年

4歳児が
そり滑り
をしてい
た斜面
は、安全
点検をし
ていた
が、松葉
があり滑
りやすく
なってい
た。転ん
だ4歳児
は、その
緩やかな
斜面を下
りてい
た。

急な斜面
ではな
かった
が、子ど
もの動線
を考慮
し、保育
者の配置
や危険箇
所につい
ての安全
確認をす
る。当該
児の発達
経過や身
体的特徴
を確認
し、危険
が予見さ
れる場合
には援助
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

4歳児の
遊んでい
るそり滑
りには4
歳児担任
とフリー
が付いて
いた。そ
れ以外の
範囲を5
歳児が自
由に遊ぶ
動線とし
て確保
し、遊び
を開始す
る。事前
に全体に
遊ぶ順番
を知らせ
ていた
が、安全
に遊べる
具体的な
範囲を子
どもたち
に伝えて
いなかっ
た。当該
児の成長
発達に応
じた援助
が足りな

当該児の
わかりや
すい言葉
や方法で
安全に遊
べるため
の約束に
ついて話
をする。
一人一人
の成長は
発達に応
じた活動
や援助を
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

8時32分
に通常通
り登園。
健康状態
良好。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

斜面の一
番高いと
ころで、
他5歳児
と話をし
ながら全
体を見渡
す。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

そり滑り
をしてい
た斜面
は、4歳
児担任と
フリーが
そばに付
く。

子ども
の人数
に対し
て、引
率の職
員の人
数や配
置は適
切で
あっ
た。安
全点検
も事前
に行っ
てい
た。職
員の配
置につ
いて、
具体的
な声掛
けをし
ていな
かっ
た。

わかりやす
い言葉で、
安全に遊べ
る範囲を伝
えるととも
に、立ち入
らない箇所
に職員を配
置する。職
員同士、危
険箇所につ
いての声掛
けや配置を
明確にして
いく。場面
や状況に応
じて、保育
者を増員し
たり、遊び
の範囲を縮
小する。

5100

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

24 0 0 0 0 12 12 0 3 3 6歳
1.男
児

いつものよ
うに4，5歳
児一緒に散
歩に出か
け、2人で
手をつない
で列になっ
て歩いて帰
園途中で
あった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１、２)回
/年

1.基
準以
上配
置

いつも歩
いている
ところで
あったの
で転んで
怪我をす
るとは考
えていな
かった。

道路を歩
く際には
白線の内
側を歩く
ように指
導してい
たが、こ
れからは
路肩のス
ロープや
段差にも
目を向け
て注意を
呼び掛け
安全に歩
けるよう
にしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

散歩先で
の事故で
あったの
で道路の
段差や民
家へのス
ロープな
ど道路状
況の把握
が不足し
ていた。
また、予
測が出来
ていな
かった。

道路環境
を調査
し、危険
への周知
と指導、
誘導につ
いて検証
を行い職
員で共有
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

スロープ
に乗った
時に注意
の声かけ
をする必
要があっ
た

手をつな
いで歩い
ていると
きは段差
やスロー
プには乗
らないよ
うに声か
けする事
などを職
員間で共
有してい
くように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

いつもの
様子と変
わらず手
をつない
で歩いて
いたので
段差で躓
くとは予
測できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

いつもの
様子と変
わらず手
をつない
で歩いて
いたので
段差で躓
くとは予
測できな
かった。

本児の
性格に
おいて
は少々
慎重さ
にかけ
るとこ
ろがあ
るよう
に思わ
れる

危険に対し
て本児への
適切な声か
けをしてい
くこと

5101

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

23 3 1 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折(左
手首）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

-

職員によ
る見守り
を徹底す
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

-

体操用の
マットを
敷いての
練習では
あったが
転倒を想
定して安
全対策を
講ずる必
要があっ
たと考え
ておりま
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

逆立ち歩
きの練習
後、前回
りの練習
をしての
怪我だっ
たので児
が疲れて
ないか
しっかり
と見極め
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
違う様子
はなかっ
た。前回
りに失敗
して、手
をついた
時に手の
つき方が
悪かっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

いつも
行ってい
る練習
だったの
で、少し
離れて見
守ってい
た。一瞬
の出来事
だったた
め手を差
し伸べる
隙もな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のまだ
出来てい
ない子の
指導と見
守りをし
ていた。

-

疲れすぎて
いたリ集中
力が欠如し
ていないか
を見極める

5102

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

6 6 ２歳 2 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手中指
第2関節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

事故予防
に関する
マニュア
ルはある
が、職員
各々での
確認をす
るように
してお
り、職員
一斉での
内容確認
ができて
いない。

園児の日
常の行動
の些細な
変化に気
づくこと
ができる
よう、ヒ
ヤリハッ
ト、けが
報告書等
を会議で
見直し、
視点を共
有する。
担任、看
護師のみ
ならず、
園長はじ
め職員全
体で子ど
もを見て
いくとい
う意識を
持つこと
を、職員
に繰り返
し伝え、
気づきに
つなげ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

子どもが
走り出し
た際、室
内が狭い
ため、動
きを止め
にくかっ
たのでは
ないか。

室内遊び
の中で適
した動き
のもので
あるか、
考えて保
育案を作
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

２人の保
育者がい
たが、個
別活動の
人数が少
なく、自
由遊びの
人数の方
が多かっ
たので、
保育者の
見守りの
バランス
が悪かっ
た。

保育者が
お互い声
を掛けあ
い、人数
の割合を
考えなが
ら保育活
動を行
う。また
子どもの
様子を保
育者同士
確認し、
気づきが
あれば伝
え記録し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　本児は
いつも通
りに機嫌
よく遊ん
でおり、
特別興奮
するなど
の様子も
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

サークル
内で５名
が遊んで
おり、４
名がガラ
ス壁から
隣室を覗
いて楽し
んでい
た。保育
者はその
子どもた
ちに声掛
けをして
いた。そ
の中で本
児がひと
り振り向
き動き出
して転倒
する。転
倒後に泣
き出した
ため、保
育者が気
づきなだ
めてい
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少し離れ
たところ
で、他児
１名と個
別の遊び
をしてい
たため、
転倒した
ところは
見ていな
い。泣い
て動きに
気づいて
いる。

転んだ
ため泣
いたと
いう思
い込
み、細
かい部
分の観
察がで
きてい
なかっ
た。

保育者とし
て、子ども
の行動・発
達の理解、
些細な変化
にも気づく
目を養える
よう、日々
の保育の中
で園長、主
任、リー
ダーからの
指導を受け
る。その日
何があった
のか記憶
し、記録し
ていけるよ
う、意識、
視点を学ん
でいく。
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死亡
0
歳
1
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2
歳
3
歳
4
歳
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歳
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5103

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 10 12 9 6歳
1.男
児

身長127.7
㎝　体重
23.60㎏
右水腎症で
定期的に通
院

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

　右上腕
骨顆上骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

1年に1回
は全員で
園内の危
険個所に
ついて、
確認する
機会を設
ける

園庭遊具
の使い方
やルール
の確認を
徹底する

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

本児が
サッカー
をしてい
るすぐ横
に、タイ
ヤがあっ
た（タイ
ヤの点検
はしてい
ない）

タイヤ
は、園庭
の隅に片
付けられ
ていたこ
とから、
サッカー
などで広
く場所を
使う際に
は、周囲
に何があ
るか確認
してから
出来ると
よい

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の動
きが、年
齢別に
なってい
て見守り
の責任者
がはっき
りしてい
なかっ
た。

見守り責
任者の範
囲を確認
してひき
つぎする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

片付けが
始まり、
少しずつ
入室し始
め、人数
が少なく
なった園
庭でサッ
カーボー
ルを蹴り
だかった
様子

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当は、
玄関で入
室する子
供の見守
りをして
いた。他
職員から
伝達を受
け、本児
の患部を
冷やし看
護師に伝
えた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

3歳児担
当が転倒
した所を
頃を目
撃、担当
に伝える

本児が
サッ
カーを
して転
倒する
とは想
定して
いな
かった

個別に片付
けをする時
間と再度声
をかけて制
止した方が
よかった。

5104

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

3歳
2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4　)回/
年

2.基
準配
置

降園後
で、保護
者の管理
下であっ
たが、軽
視せず、
最後まで
怪我の確
認をすべ
きであっ
た。　些
細なこと
と自身で
処理せ
ず、危機
感を持ち
対応す
る。職員
全員に周
知し、本
児のギプ
スをはめ
ての保育
体制など
も早急に
話し合
い、実施
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

7.その
他

早く帰ろ
うと、駐
車場を
走ってし
まった。

慌てず、
保護者と
手をつな
いで登降
園するこ
とを、再
度子ども
に話した
り、掲
示・お便
りで、交
通安全・
ルールに
ついてす
ぐに啓発
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

早く帰ろ
うと、駐
車場を
走ってし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者に
引き渡し
後であっ
たため。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者に
引き渡し
後であっ
たため。

保護者
に怪我
の確認
をした
が、鼻
を擦り
むいた
との報
告で
あっ
た。

小さな怪我
と思い込ま
ず、対応に
あたる。

5105

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

33 11 9 13 4 4 3歳
1.男
児

異常なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆状骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

玩具の使
い方の子
どもへの
周知が必
要

マニュア
ルやヒヤ
リハット
の再確
認・遊
具、玩具
の使い方
を子ども
に定期的
に周知

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

安全に思
える玩具
でも使い
方によっ
ての危険
性は考え
られる。

手作り玩
具の安全
性も確認
していく

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ままごと
用の手作
り椅子
で、背も
たれ部に
足をかけ
て上がる
子どもは
いなかっ
たが、た
またま本
児が登っ
てバラン
スを崩し
た。

遊具の使
い方につ
いて全体
に話した
り、その
場で個別
に伝えた
りする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

食事のあ
と、機嫌
よく部屋
に入って
きてすぐ
に椅子に
上がって
転んでし
まう。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児の着
替えなど
を手伝い
ながら部
屋であそ
んでいる
子どもの
様子をみ
ていた。
本児が転
びそうに
なったこ
とに気づ
いたが、
間に合わ
ず転倒し
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児の近
くにいた
が、玩具
の片付け
を手伝っ
ていたの
で死角に
なり本児
の方は見
ていな
かった。

本児が
部屋に
入って
すぐの
出来事
だった
ので、
予測も
できな
かっ
た。

保育士は見
守りができ
る立ち位置
を取るよう
にする。

5106

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

34 0 0 0 10 11 13 0 14 13 4歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
亀裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
7　)回/年

1.基
準以
上配
置

定期的に
職員研修
を行って
いるが、
保育者の
配置や見
守り方な
どの理解
が不十分
だったと
ころがあ
る。
新入職者
もおり、
継続的に
安全マ
ニュアル
の確認や
改善、事
故予防に
関する研
修などを
取り入れ
ていく。
また、保
育者の理
解や配慮
と共に、
子ども自
身の安全
力を高め
る働きか
け（話し
合いや子

今回の怪
我の後、
すぐに子
どもたち
に伝え話
し合う場
を作っ
た。子ど
もたちか
らはふざ
けながら
遊ぶと危
ないと
いった意
見が聞か
れた。ま
た、保育
者からも
高いとこ
ろに遊具
を持ち込
むことの
怖さなど
日頃から
感じてい
ることを
伝える場
となっ
た。
今後も、
日常的に
子どもた
ちとどの
ようにし

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

遊具に関
しては、
積み重ね
ると高さ
が出来、
またその
上に登っ
て遊ぶこ
とのでき
るもので
ある。今
回は、遊
具に破損
などが
あったわ
けではな
いが、日
常的な点
検の中
で、子ど
もたちの
遊びを想
定し、破
損などが
ないか丁
寧にみて
いく必要
がある。

今回は床
に転倒し
て事故に
繋がった
が、その
他の場所
であった
場合に思
わぬ事故
に繋がる
こともあ
ることを
考慮し、
再度設置
してある
パーテー
ションや
棚の角な
どがと
がってい
ないか確
認を行っ
た。面取
りがして
あったも
のの、安
心感を高
めるため
更に面取
りを行
う。
また、園
庭のテラ
ス部分が

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

状況とし
ては、他
児への関
わりをし
ている際
に発生し
ている。
本児は4
歳児であ
り、子ど
もたちだ
けで充分
遊びを展
開できる
年齢では
あるが、
遊び方と
して上に
乗り、バ
ランスを
取る、も
しくは、
自らバラ
ンスを崩
して転倒
すること
を楽しん
でいたと
いうこと
も分かっ
た。遊び
の様子が
やや興奮
している

子どもた
ちの遊び
の様子を
見守りな
がら、見
極めてい
くことを
共有して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故当時
の状況は
大型ブ
ロックを
使い、組
み立てた
り上に
乗ったり
して遊ん
でいた。
大型ブ
ロックに
関して
は、日頃
から同様
な遊び方
をしてお
り、いつ
も通りで
あったと
考えられ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故発生
場所の至
近にいて
遊びの様
子を見
守ってい
たが、発
生時は
ちょうど
他児の喧
嘩の仲裁
に入って
おり視線
からは外
れてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

日常的に
2階の保
育室と遊
戯室を
使って子
どもたち
が生活し
ている。
保育者は
子どもの
遊びの様
子に応じ
て、保育
室と遊戯
室、保育
室と園庭
など配置
を変えな
がら見守
りを行っ
ている。
事故発生
時は保育
室と遊戯
室で子ど
もたちが
遊んでお
り、保育
者も両者
に分かれ
て見守り
をしてい
た。その

年度初
めで
あった
という
ことか
ら、職
員間の
見守り
の配置
の確
認、認
識の共
有など
が不十
分で
あった
ところ
があ
る。

子どもの動
きに合わせ
た配置につ
いて話し合
いを行っ
た。子ども
の人数や発
達などに合
わせて常に
流動的な対
応が必要な
ため、一人
で見守る時
はどこにい
るべきか、
複数の時は
どのような
配置をとっ
ていったら
よいのか、
また、クラ
ス間での連
携が必要な
事などを再
確認した。

5107

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 4 2 3 3 3 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第５指
中手骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

人員配置
や、保育
士の介助
など

人員の見
直しや日
頃の教え
や声がけ
などを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

床が滑っ
た。

床が滑ら
ないか事
前に確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
危ない行
動や気持
ちの高ぶ
りをおさ
えられな
かった。

気持ちが
高ぶる前
に、休憩
等をとっ
て、落ち
着かせる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボール遊
びの中
で、バラ
ンスを崩
し転倒し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子ども達
と一緒に
ボール遊
びをして
いた。転
倒後、児
童へ声掛
けをし、
本人も大
丈夫との
返事をし
た。

他の園児
を見てい
たため、
近くの保
育士が見
ていな
かった。

子ども
の気持
ちの高
ぶりや
床など
の状態
が把握
しきれ
てな
かっ
た。

活動中で
も、子ども
の気持ちが
高ぶる前に
休憩や床の
状態に配慮
をする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5108

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

8 3 2 1歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯根破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

室内で過
ごす４名
に対して
大人が１
名、園庭
から室内
へ戻る４
名に対し
大人１名
がいて、
補助に１
名職員が
いるので
子どもを
見る目は
十分で
あった。

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

園庭の遊
具等、危
険個所に
ついて見
直しをす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

自由にあ
そんでい
る際に、
遊具か床
などへ勢
いよくぶ
つける。

１歳児の
職員だけ
ではな
く、園庭
であそぶ
際は他の
クラスの
職員と情
報を共有
し見守る
視点を多
くする必
要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
であった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くで何
かあれば
対応でき
る距離で
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭から
室内へ入
る子ども
の世話を
していた

子どもから
目を離して
いないつも
りでも、一
瞬の間にど
こかへぶつ
けてしまっ
たと考えら
れるので、
目を離さな
いように他
の職員とも
情報を共有
する。

5109

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

10 19 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第１指
末節骨骨
折・右第
1指基節
骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特記事項
無し

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特記事項
無し

環境面・
人面的が
要因と考
えられる
為、記載
事項無
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

園庭の隅
の方に移
動して
いったの
で、広い
ところで
鬼ごっこ
をするよ
う指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼に追い
かけられ
ることに
夢中にな
り周りが
見えなく
なってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
だったの
で、少し
離れたと
ころから
全体が見
える場所
でみんな
を見てい
た。鬼か
ら逃げて
いたとこ
ろは観察
していた
が、衝突
しそうに
なった時
には間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつ
後、4時
でおむか
えに来る
子どもた
ちの降所
の準備を
してい
た。

クラス
の動き
が2つに
分かれ
てし
まっ
た。

降所までの
短時間は、
保育室で静
かに過ごす
ことにす
る。

5110

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

70 2 11 11 18 14 14 7 4 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育室か
ら庭へと
たくさん
の児童が
移動し
た。

クラス保
育から長
時間保育
に移行す
るとき
は、人の
動きも多
くなるの
でクラス
ごとに移
動をする
など特に
気を配
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

靴を履い
てテラス
から庭の
集合場所
に行こう
と走り出
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

テラス
で、クラ
スの児童
が集合場
所に向か
う様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

集合場所
や他のク
ラスにお
り、他の
児童の様
子を見
守ってい
た。

急いで
集合場
所に行
こうと
いう意
識が働
き、足
元に注
意が及
ばな
かった
のでは
ないか
と考え

移動時には
慌てず歩い
ていくよう
に声をかけ
る。

5111

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

11 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手関節
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

使い慣れ
た運動遊
具であり
日頃上手
に使用で
きていた
児であっ
たため、
特に
声掛けは
していな
かった

基本動作
をしっか
り伝え、
すぐに補
佐できる
位置で見
守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

いつもと
変わらず
にできて
いたため
見守るの
みであっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の様
子を見
守ってい
た。

好きな
活動内
容で気
持ちが
高揚し
て落ち
着いて
いな
かっ
た。遊
具が
しっか

活動中は、
子どもたち
に声をかけ
たり、時に
は集まり、
気持ちを落
ち着かせて
から活動を
行う。
怪我に対す
る意識を高
めて保育に

5112

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 0 2 3 0 0 0 1 1 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯牙破折
（しがは
せつ）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
約１　)回
/年

2.基
準配
置

椅子を遊
びの中で
活用する
際に、危
険と思わ
れる行為
について
の予測が
不十分で
あった。

クラスと
して、椅
子を遊び
に活用す
る際の
ルールを
意思統一
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

対象児の
想定外の
行動によ
る事故で
施設・設
備等の点
検では防
げなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

並べてあ
る椅子を
そのまま
にせず、
元の位置
に戻して
おくべき
だった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

（具体的
内容記載
欄）
受け入れ
室のドア
の前に椅
子が横一
列にくっ
ついて
５，６個
並んでい
る上に対
象児が歩
き、バラ
ンスを崩
して背も
たれに前
歯をぶつ
け、転落
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
いる場所
は把握し
ていた
が、台所
コーナー
で他児
（かみつ
きあり）
のトラブ
ルの対応
をしてい
て、傍に
つくこと
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内にい
た保育士
が一人で
あり、ト
ラブルが
起きてい
たため。

対象児と離
れた場所に
いても、一
言声を掛け
るべきだっ
た。

5113

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

54 1 21 15 17 7 5 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯　右下
２　亜脱
臼

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4)回/月

2.基
準配
置

同年齢か
ら異年齢
への移行
期間が始
まったば
かりだっ
た。大き
い子の側
へ一人で
向う本児
に目を向
けられな
かった。

移行期間
は部屋の
使い方や
異年齢に
慣れてい
ないこと
を踏ま
え、より
意識を持
ち、職員
同士が連
携を取れ
るよう、
合同会議
の際、重
要確認事
項として
押さえ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

幼児室の
中央に、
高さ１０
５㎝の衣
類ロッ
カーがあ
ること
で、ちい
さい子の
様子が見
えにくい
ことがあ
る。

衣類ロッ
カーの高
さについ
て、低い
物に作り
替えられ
ないか検
討してい
るところ
だったた
め早急に
進める。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

トラブル
発生して
いる事に
気が付か
なかった

全体の監
視の強化

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特筆すべ
き事項な
し

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
口から出
血した状
態で保育
士に訴え
てきたた
め、ガー
ゼで止血
をする対
応

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2歳児ク
ラスが
移行
し、そ
の分他
自動も
興奮状
態に
あった
ことが
予測さ
れる

2歳児クラス
移行後は2歳
児の担任が
その場を離
れないよう
に薄る

5114

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

10 2 1 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯　左右
上１
（２本）
歯根破折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4)回/月

2.基
準配
置

子どもの
衣類の安
全な着方
について
気を向け
られてい
なかっ
た。

今回の事
例から、
職員間で
の確認の
徹底を
行った。

実施頻度
(12)回/年

実施頻度
(12)回/年

実施頻度
(4)回/年

特になし

引き続き
安全点検
を行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団遊び
に関係の
ないこと
をしてい
る子ども
に注意を
喚起する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

手が乾燥
により
日々切れ
ており、
そのカ
バーの為
に包帯を
手のひら
に巻いて
いた。着
衣の袖が
長く、手
が出てい
ない状態
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

3歳児の
主活動に
参加して
いる子ど
もたちを
見ている
ときに、
少し離れ
た場所で
歩いてい
た対象児
が前方に
転倒する
のを目
撃。事故
後、ガー
ゼで止血
し、看護
師にみせ
にいく。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

なし

保育士
の参加
してい
ない児
童への
配慮不
足。

保育士の位
置づき方
や、集団遊
びへの誘い
方、指導方
法などの見
直し

72 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5115

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

27 　 2 1 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足　く
るぶしの
ヒビ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

静から動
への切り
替え時に
は、注意
する。

動き始め
は注意す
るように
伝える。
また、
日々の運
動を行う
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段の生
活から物
静かで、
体を動か
すことが
得意では
ない。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
クラスで
一斉に動
き出して
いる様子
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
クラスで
一斉に動
き出す様
子を見て
いた。

動き出すと
きは落ち着
いて動くこ
とを指導す
る。

5116

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

38 19 19 6 6 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯(左
上）外傷
性歯の脱
臼　歯根
破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

雪道での
散歩で注
意を払う
点を再度
職員に周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

冬道で滑
りやす
かった。
横断歩道
には雪が
なかった
が、歩道
は雪が少
し積もっ
て凍って
いた。

転びやす
い子供に
は必ずそ
ばについ
て、冬道
を歩くと
きは足元
に注意し
て歩くよ
う常に声
がけをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り歩いて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の手
前に保育
士がたっ
て横断歩
道を渡ら
せてい
た。本児
の少し後
ろにも誘
導してい
る保育士
がいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
列の前
後、中間
に保育士
がついて
誘導して
いた。

本児に
は前後
にも保
育士が
いて声
がけを
してい
たが、
滑って
瞬時に
転んで
しまっ
た。

日頃から転
びやすい子
供には必ず
そば付き特
に注意を
払って誘導
する。また
手を繋ぐこ
とによって
一緒にいた
子供にも影
響を与える
かもしれな
いので、雪
道での散歩
の仕方につ
いては手を
繋がずに歩
いたほうが

5117

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

73 11 15 13 9 14 11 22 20 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右母指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

子どもの
行動への
予測をさ
らに深
め、全職
員で共通
認識を
もってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

側溝のふ
たが空く
状態に
なってい
ないかど
うかをは
じめとし
て、園児
の様々な
行動パ
ターンと
それに伴
う危険性
を考慮し
た施設・
設備の
チェック
を行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

興味があ
る物を見
つけると
夢中に
なってし
まう子ど
もの心理
を考え、
死角がな
いように
見守りを
徹底す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

卒園式も
終え保育
園での最
後の一
日。校区
が違うた
め離れ離
れになる
友達もい
るという
中で普段
よりもテ
ンション
が上がっ
ている様
子だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

年長児5
～6人、
年中児１
人とずっ
と行動を
共にして
おり、園
庭中を動
き回って
いた。事
故が起き
た玄関横
の花壇の
方に移動
していっ
たのは確
認してい
たがブ
ロックを
持ち上げ
るという
行動の予
測はして
おらず、
近づくこ
とはしな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の担
当クラス
の子ども
を見守っ
ていた。

大丈夫だろ
うという先
入観をなく
し、子ども
たちを確実
に視界に入
れておくよ
うに全職員
で意識改革
を行う。

5118

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

19 0 0 0 0 0 19 0 3 3 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右環指
末節骨骨
端線損傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

普段から
ルールを
決めて安
全に遊ん
でいる仲
良し5人
の女児
だったの
で、保育
士は安心
して見守
り、予測
が十分で
きず防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

子どもの
遊びの動
きを想定
し、その
対応と対
策を担任
間で検討
する。職
員会議、
ケース会
議で職員
全員に周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
244 　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
244　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
244 )回/
年

帰りの会
後の遊び
で、傍に
他の子ど
もたちの
遊びの場
があった
ため、普
段より狭
い環境で
提供して
いたこと
も怪我に
繋がった
と思われ
る。

遊びの場
面での環
境設定を
認識し常
日頃から
安全を確
保する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

4,5歳児
には体育
教室及び
戸外遊び
等で俊敏
性、対応
性等を養
うため指
導を行っ
ている
が、輪投
げを楽し
み、早く
投げる順
番に並び
たいと思
う逸る気
持ちも重
なり負傷
に繋がっ
た思われ
る。保育
士は移動
している
児童たち
の動きの
予測認識
を怠って
いた。

子どもの
集団活動
中の安全
確認や配
慮を怠ら
ない。園
児の動き
を予測
し、保育
者による
言葉かけ
や配慮の
必要性を
職員間で
共有す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は仲
良しの5
人でルー
ルを決め
て楽し
み、一人
ひとりが
早く輪を
投げたい
気持ちか
ら走った
ため、防
止ができ
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任保育
士は楽し
そうな子
どもたち
の様子を
傍で見
守ってい
たが、手
を踏まれ
たことに
気づいて
いなかっ
た。本児
から踏ま
れたこと
の報告を
受けた
が、軽度
の痛みで
普段通り
に手指を
可動する
ので念の
ため冷水
で冷やし
様子を見
ることに
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の子
どもたち
の遊びを
見守った
り、一緒
に遊んだ
りしてい
た。

帰りの
会後
の、一
斉の遊
びの
際、担
当保育
士の保
育設定
および
見守り
が十分
ではな
かっ
た。

保育者は
個々の児童
の危険性を
再認識し、
保育設定お
よび見守り
を怠らにな
いようにす
る。

5119

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 7 12 2 1 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2　　)回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度
(３　　)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２
)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該園児
と机との
距離は約
15センチ
ほどで
あった
が、充分
なスぺー
スを確保
した椅子
の配置で
あった
か？

自由遊び
時、活動
可能の為
に充分な
スペース
確保をこ
ころがけ
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保護者対
応しなが
ら教室全
体を見て
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子供
と遊んで
いた

特にな
し

特になし

5120

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

32 1 7 5 5 7 7 5 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第1中
足骨近位
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度
(２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

机上の遊
びが落ち
着いてで
きるよ
う、教材
や玩具の
準備をす
ること
で、室内
を走ると
いう行動
は防ぐこ
とができ
たのでは
ないか。

異年齢児
合同保育
という中
で、安全
に留意し
て児童の
様子を見
守り、落
ち着いて
遊べるよ
うな関わ
り、遊び
の提供を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に登
所し、普
段と変わ
りなく過
ごす

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育者の
ちょうど
目の前を
通る時に
転んでお
り、その
状況は見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

異年齢児
合同保育
中であ
り、迎え
に来た保
護者の対
応もしな
がら、他
児の保育
をしてい
た。

転倒の
状況か
らケガ
の状態
がそれ
ほど重
くはな
いだろ
うと考
えてし
まった
こと
が、病
院の受
診が遅

転ぶことは
防げなかっ
たとして
も、ケガの
状態が見た
目では判断
しにくいこ
ともあるこ
とを推測し
て対応し、
早く受診が
できるよう
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5121

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

31 0 6 6 20 20 31 0 6 5歳
1.男
児

身長　１１
３．６㎝
体重　２
３．６㎏
天候　晴れ

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
の亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

進級入園
して間も
ない時期
の子ども
の安全に
ついて
は、個々
の引き継
ぎを、職
員会議や
ケース会
議等で周
知してい
たが、環
境に慣れ
ていない
時期の慣
れていな
い場所で
の子ども
の行動や
特性の予
測が十分
できてお
らず防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

中庭での
子どもの
動きを想
定し、そ
の対応を
担任間で
検討し、
職員会議
やケース
会議等で
職員全員
に周知す
る。ま
た、担任
より園児
に安全に
ついての
確認をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
244 　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
244　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
244 )回/
年

凧揚げを
園庭で行
うにあた
り、子ど
もの動き
を想定し
対応して
いたが、
転倒する
とは思わ
なかっ
た。

日頃の保
育場面で
子どもへ
の運動発
達を促す
保育環境
の場を提
供する。
安全点検
係を中心
に中庭の
点検を徹
底し安全
を確保す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

4,5歳児
には体育
教室及び
戸外遊び
等で俊敏
性、対応
性等を養
うため指
導を行っ
ている
が、本児
は日頃か
ら目から
入る刺激
に次々反
応し注意
力が欠損
する傾向
にあり、
凧を揚げ
る事に集
中し周り
が見えて
なかった
ため、接
触し転倒
したと考
えられ
る。

子どもへ
の個人活
動中の安
全確認や
配慮を周
知する。
子どもの
動きを予
測し、保
育士によ
る言葉か
けや配慮
の必要性
（新しい
環境提
供）を職
員間で共
有する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

自分の
作った凧
を嬉しく
て園庭を
走り回っ
ていた
が、周り
を見るこ
とが出来
ず。友達
と接触し
て転倒し
たと思い
ます。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

凧の糸が
絡んだ子
がいたた
め少し離
れたとこ
ろでひも
を説いて
いた。ま
た、喜ん
で元気に
凧揚げを
してい
て、周り
に気を留
めること
なく走っ
ていたこ
とにより
友達と接
触して転
倒したと
思う。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
の担当園
児と遊ん
でいた。
他のクラ
スの保育
士が転倒
した近く
の砂場で
遊んでい
て、「楽
しそうに
上げてい
るね。」
と話して
いた。

本児は
凧揚げ
ができ
ること
を喜
び、逸
る気持
ちが抑
えられ
ずにい
た。園
庭では
走らな
いよう
に、保
育士か
ら言葉
を掛け
られた
が開放
的な気
持ちが
上まっ
ていた
と思わ
れる。
保育士
は本児
の行動

職員は常日
頃から保護
者との信頼
関係をつく
り、園児一
人ひとりの
子どもの興
味・関心・
特性につい
て把握し安
全について
の周知をす
る。さらに
予測や見通
しを立て指
導してい
く。

5122

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

18 0 0 0 0 0 0 0 3 3 5歳
1.男
児

身長　１０
８．４㎝
体重　１
８．５㎏
天候　晴れ

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯牙打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

子どもの
安全につ
いては、
職員会議
やケース
会議等で
周知して
いたが、
いつも上
手に片付
けている
ので安心
してしま
い防ぐこ
とができ
なかっ
た。

室内での
子どもの
動きを想
定し、そ
の対応を
担任間で
検討し、
職員会議
やケース
会議等で
職員全員
に周知す
る。ま
た、担任
より園児
に安全に
ついての
確認をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９５
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９５　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９５ )
回/年

毎日行っ
ている片
付けなの
で、子ど
もの動き
を想定し
対応して
いたが、
ぶつかる
とは思わ
なかっ
た。

日頃の保
育場面で
子どもへ
の安全保
育環境の
場を提供
する。片
付けを徹
底し安全
を確保す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

片付ける
事に集中
し周りが
見えてな
かったた
め、接触
したと考
えられ
る。

子どもへ
の個人活
動中の安
全確認や
配慮を周
知する。
子どもの
動きを予
測し、保
育士によ
る言葉か
けや配慮
の必要性
（新しい
環境提
供）を職
員間で共
有する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

下を向い
て片付け
ていたの
で、周り
を見るこ
とが出来
ず。友達
と接触し
て転倒し
たと思い
ます。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

側にいて
全体を見
ていた
が、毎日
している
片付けな
ので予測
できない
で周りに
気を留め
ることな
く片付け
ていたこ
とにより
友達と接
触したと
思う。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
の担当園
児と片付
けてい
た。

本児が
毎日
行って
いる片
付け
で、特
に走り
回った
りして
いな
かった
ので、
保育士
は本児
の行動
を十分
予測で
きてい
なかっ

職員は常日
頃から、園
児一人ひと
りの子ども
の興味・関
心・特性に
ついて把握
し安全につ
いての周知
をする。さ
らに予測や
見通しを立
て指導して
いく。

5123

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

5 5 8 16 15 15 26 4 4 1歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１　)回/
年

2.基
準配
置

移動中と
いうこと
もあり、
子どもた
ちも保育
士も急い
で移動し
ていた。

子どもた
ちが全員
揃って一
緒に移動
し始める
ようにす
る。
保育士同
士の声を
掛け合い
連携を取
りながら
保育にあ
たる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

安全だと
思い込ん
でいる。

子どもの
動きや物
との関係
性を予測
をしなが
ら子ども
たちの誘
導をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ベビー
カーに
乗ってい
た為、本
児が身動
きが取れ
ない状態
であっ
た。ベ
ビーカー
に乗って
いる子ど
もがいる
時は目を
離さない
ようにし
ている
が、他児
に気を取
られてい
た為、目
を離して
しまって
いた。

ベビー
カーに
乗ってい
る子ども
がいる時
は目や手
を離さな
いように
する。何
かある時
は保育士
間で声を
かけ合
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

まだ歩く
ことが出
来ないた
め、ベ
ビーカー
に乗せて
移動中で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児を
ベビー
カーに乗
せたまま
の状態
で、ベ
ビーカー
から本児
のタオル
が落ちて
いること
に気付い
たので、
引っか
かってけ
がをした
ら危ない
と思いタ
オルを拾
おうとす
る。その
際に本児
から目を
離してし
まう。
拾ってい
る時に他
児がベ
ビーカー
に当た
り、ベ
ビーカー
が横転し

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホールに
行ってい
る子を見
ていた
り、排便
をしてい
る子のオ
ムツを変
えてい
た。

子ども
たちを
まとめ
て移動
させず
に、そ
れぞれ
バラバ
ラで移
動させ
た為、
職員体
制もバ
ラバラ
になっ
てし
まっ
た。

異動すると
きは全員で
一緒の行動
をする。ま
た職員が子
どもの先
頭、中心、
一番後ろに
つく。ベ
ビーカーに
乗っている
から安心で
はなく子ど
もから目や
手を離さな
い。職員間
で声を掛け
合い連携を
取りながら
保育する。

5124

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

17 3 3 3歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首若
木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

鉄棒遊び
を見守
り・監視
していな
かった。

マニュア
ルを周知
徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年

特になし

特になし
（園庭に
ある鉄棒
や遊具は
全て保育
業者から
購入して
おり、遊
具周辺に
もゴム
マットを
敷設して
いる。安
全領域の
確保もし
てい
る。）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒遊び
は年齢に
応じて制
限を設け
る。

園庭自由
遊び時は
２歳児は
ぶら下が
りまでと
マニュア
ルを改訂
する。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

いつも通
り園庭で
鉄棒遊び
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鉄棒遊び
を誰も監
視してい
なかっ
た。泣い
ていた当
該児に気
付き、声
を掛けた
が、骨折
までは予
見でき
ず、その
まま夕刻
に保護者
に引き渡
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

誰も鉄棒
遊びを監
視してい
なかっ
た。

マニュ
アルの
周知不
足や、
保育士
の安全
対策に
対する
認識不
足が
あっ
た。

既にマニュ
アルに園庭
遊びに関す
る保育士の
監視体制に
ついての記
載があり、
定期的に周
知徹底す
る。また、
保護者への
報告を徹底
する。

5125

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

15 4 4 2歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２　　)
回/年

1.基
準以
上配
置

訓練時に
子供も慌
てて避難
しようと
した為に
起こっ
た。

保育士が
声掛け等
をきちん
と行い走
らないよ
うに子供
たちにき
ちんと伝
える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

今回の事
故は施設
整備等に
原因が無
い為特に
なし。

今回の事
故は施設
整備等に
原因が無
い為特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

早く避難
しようと
慌てて
走った
為。

子ども達
が落ち着
いて行動
できるよ
う保育士
が声掛け
をし促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

不審者訓
練で避難
しようと
慌てた
為。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

不審者訓
練で避難
するため
に子供た
ちが慌て
ていたの
で保育士
が落ち着
かせてい
たが、対
象児がこ
けてし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもた
ちを避難
させるた
めに誘導
してい
た。

急いで
いたた
め順番
に並ぶ
ことを
してい
なかっ
た。

保育士が声
掛けを行い
走らないよ
うに子供た
ちにきちん
と伝える。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5126

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

41 3 3 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

右上前歯
外傷性歯
の脱臼・
下前歯外
傷性歯の
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

衣類のポ
ケットに
は手を入
れないよ
う伝え、
本人自身
も気を付
けるよう
に声をか
ける。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

今回の怪
我での考
えられる
要因はな
い。

今回の怪
我で、改
善となる
要素はな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
守ってい
た為、本
児が転倒
する際に
すぐに反
応出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
ていて、
他児の方
へ目を向
けていた
ため本児
の方を見
ていな
かった。

職員が
見守っ
ていた
が、他
児の方
へ目を
向けて
いる際
に事故
が
起こっ
た為防

衣類のポ
ケットに手
を入れない
ことや正し
い座り方な
どを再度伝
えた。

5127

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

3歳以
上12

2 9 13 4 4 4 12 10 5歳
2.女
児

事故発生翌
日にH整形
外科にて診
断を受け
る。完治期
間不明。
事故発生7
日後にH整
形外科にて
再診。完治
期間不明。
事故発生11
日後にH整
形外科にて
完治の診
断。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(20)回/年
以上

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルや安全
点検等組
織的なソ
フト面に
起因する
事故では
ない。

マニュア
ルや安全
点検等組
織的なソ
フト面に
起因する
事故では
ないので
省略。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

ハード面
に起因す
る事故で
はない。

ハード面
に起因す
る事故で
はないの
で省略。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児が、
廊下を飛
び跳ねる
ように歩
行してい
た際に単
独で足首
を捻った
事故のた
め、保育
者の見守
りや環境
要因が直
接関係し
ていな
い。

本児が、
廊下を飛
び跳ねる
ように歩
行してい
た際に単
独で足首
を捻った
事故のた
め、保育
者の見守
りや環境
要因が直
接関係し
ていない
ため省
略。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育者は
子どもの
活動範囲
に分散
し、ゾー
ンを見守
る方法で
保育を
行ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児の異
常を発見
し保育者
がすぐに
対応した
が、患部
の腫れは
確認した
ものの、
骨折の想
定を持っ
て対応で
きていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

事故直後
に複数人
の目で患
部を確認
していな
かった。

しばら
くたっ
て腫れ
が酷く
なって
通院判
断を
行った
が、
もっと
早くに
異常を
察知で
きれば
保護者
連絡や
通院判
断が

怪我の発生
状況だけで
怪我を軽傷
と判断する
ことなく、
最悪の事態
を想定した
対応に当た
れるように
留意する。

5128

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

57 7 13 11 10 16 3 2 4歳
1.男
児

発育状況＝
良好　天候
＝晴天

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

2.基
準配
置

・遊具で
遊ぶ前
に、約束
を伝えて
確認し合
わなかっ
た。あま
り遊び慣
れていな
い遊具
だったこ
ともあり、
子どもた
ちのテン
ションも
上がって
普段はし
ない事を
してし
まった。
職員の安
全管理意
識が足り
ていな
かった。

・遊ぶ前
には、そ
の都度
しっかり
と約束を
伝えて確
認し合
う。この
公園の遊
具は高さ
も高い
事、大事
故につな
がる事も
視野に入
れ、職員
が常に危
機管理意
識を持
ち、危険
な事をし
ていたら
すぐに注
意し止め
る。公園
でのマ
ニュアル
を再度確
認しあ
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

・この公
園の遊具
の高さ。

・この公
園の遊具
の高さは
高いの
で、進級
してすぐ
行って遊
ぶ遊具と
しては危
険。子ど
も達が落
ち着き、
身体も
しっかり
成長して
から行
く。また
行くとき
には、細
心の注意
を払い、
危機意識
をしっか
り持つ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・職員の
気が緩ん
でいたと
ころは無
いだろう
か。

・再度危
機管理意
識の統
一。マ
ニュアル
の確認。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・楽しす
ぎて、友
達と一緒
に滑って
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・直前ま
で見てい
たが本児
が滑る時
には、他
児に声を
かけられ
その子ど
もと話し
た為、滑
るところ
は見れて
いなっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・角度を
変えたと
ころに１
名いた
が、違う
ポイント
を見てい
た為、本
児を見て
いない。
もう一人
は、他児
を連れて
違うとこ
ろにいた
為、見て
いない。

・職員
３名
中、公
園の遊
具に２
名、山
の方に
１名と
分かれ
て遊ん
でい
た。

・遊具で遊
ぶ時は、皆
一斉に遊具
で遊び、職
員３名で多
方面から見
守る。

5129

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

22 3 3 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

右上中切
断　歯根
破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
5  )回/年

2.基
準配
置

職員数は
基準

園児が他
への移動
の際に
は、一緒
につくな
どして、
行動を確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

トイレで
サンダル
を履くこ
とは慣れ
ている
が、サン
ダルにつ
まずいて
しまっ
た。

慌てず落
ち着いて
行動する
よう確認
してい
く。

保育士
は保育
室入口
で、見
守って
いた。

日々、使
用してい
るトイレ
で起き
た。

サンダル
の置き場
所を検討
する必要
がある。

いつも
どおり
の様子
であっ
た。

健康状態
に異常な
し。普段
通りにト
イレに
行った。

対象児
の至近
で対象
児を見
てい
た。

保育室に
は、クラ
スの園児
がいたた
め、保育
室入口で
見守って
いた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレに
行ったの
は、本児
一人で、
周りには
園児も職
員もいな
かった。

一人で
トイレ
に行
き、保
育士は
保育室
入口
で、声
を掛け
見守っ

２人担任な
ので、声を
掛け合い、
見守りでな
く、一緒に
つくように
する。

5130

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

8 8 　 　 17 17 1歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕の負
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

部屋の移
動の際や
おむつ替
えの後の
子どもの
動きに配
慮して無
理のない
保育をし
ていたか

保育士３
人の配置
と目の届
く一部屋
で保育に
専念す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

ソフトな
踏み台と
着地も
カーペッ
トが柔ら
かくバラ
ンスを崩
したか

カーペッ
トを取り
除く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

おむつ替
えを済ま
せた子ど
もから遊
び始め
た。分散
し始めた
ので声を
かけたが
側にいて
手を添え
ればよ
かった
か。

必ず遊具
の側に保
育士配置

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　おむつ
替えの済
ませた後
一人で隣
の部屋の
窓際へい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　声をか
けたら振
り向いて
台から降
りた時に
手をつい
て転ぶが
泣かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　おむつ
替えなど
それぞれ
業務をこ
なしてい
た。

月齢の
遅い子
も側に
いて、
本児へ
の関り
が薄
かった
のでは
ないか

年齢（月
齢）や本人
等の特性を
理解し、扉
を閉めてお
く対策

5131

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

13 1 1 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

配置基準
は満たし
ていたが
他のクラ
スが居な
い状態で
保育士が
一人だっ
たことを
考慮し遊
ぶ場所を
制限する
必要が
あった。

遊ぶ範囲
を制限す
るなど保
育士の目
が届く状
態にす
る。園児
まで距離
のある場
合など声
を掛けを
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

ログハウ
スに窓は
あるが死
角が多
い。

ログハウ
ス内の
フックを
取り外し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段から
園庭でも
ままごと
のような
遊びが好
きで、三
輪車を足
台にする
ような行
為を予想
できな
かった。

不安定な
物に登っ
たり、高
いところ
の危険性
を教え
る。ログ
ハウスは
夜間及び
雨天時の
三輪車置
き場に
なってお
り、雨天
以外の日
中は三輪
車をログ
ハウス内
に入れな
いことに
なってい
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ログハウ
ス内でま
まごとを
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
を見なが
ら巡回は
していた
が防ぐこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事務所か
ら園庭全
体を見る
ことはで
きるがロ
グハウス
内は見え
なかっ
た。

自由遊
びで場
所や遊
び方に
制限を
してい
なかっ
た。

自由遊びで
も確実に保
育士の視野
に入る範囲
で遊ばせ
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5132

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 5 9 3 2歳
2.女
児

異常なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2，3　)回
/年

1.基
準以
上配
置

事故の
際、怪我
の発生時
の状況や
対象児の
情報を共
有するな
ど、職員
間での連
携が取れ
ていな
かった。

事故予防
の研修を
定期的に
行い、怪
我等の際
には職員
間で連携
し合い、
迅速に対
応できる
ようにし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

子どもの
人数より
多く、風
船やボー
ルが出て
いる状態
であった
ために、
両手に風
船とボー
ルを持つ
姿があっ
た。そこ
に他児の
ボールが
転がって
きてしま
い、事故
に至って
しまっ
た。

月齢に応
じたボー
ルの大き
さを選
ぶ、ボー
ル遊びを
する時は
他に物を
出さな
い、子ど
も一人に
つきボー
ルは一つ
にする、
子どもが
立って遊
んでいる
時は、危
険も増え
るので、
保育士も
全体を見
渡せるよ
うに四隅
に立つな
どして、
目を離さ
ないよう
にする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢児
活動に加
え、ボー
ルと風船
の数も多
く、子ど
もより
ボールの
数が多い
状態で
あった。
また、
ボール遊
びの時間
が続いて
おり、遊
びに飽き
ている子
が数名い
た。

子どもの
状況を把
握し、保
育内容を
十分検討
する。特
に異年齢
児活動に
おいては
月齢に応
じた玩具
や環境設
定、職員
配置を行
う。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

前日、自
宅にてヘ
アアイロ
ンを踏ん
で左足を
火傷して
いた。朝
から機嫌
が悪い様
子だっ
た。しか
し、保育
中はいつ
もと変わ
りなく過
ごせてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の降
園準備の
ため、保
育室に向
かって歩
いてお
り、対象
児が見え
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と遊
んでい
て、対象
児が転ん
だ瞬間は
担当保育
士の死角
になり、
見えな
かった。

保育士
が横並
びに子
どもと
関わっ
てお
り、一
定方向
からし
か見て
おらず
死角が
出来て
しまっ
た。

遊戯室など
広い場所で
保育をする
際は、様々
な角度から
子ども達を
見られるよ
うに保育士
の配置場所
に気をつけ
る。

5133

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

42 7 6 6 8 6 9 15 13 3歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

保護者引
き渡し後
の見守り
保護者の
見守り意
識

園児に高
所からの
落下につ
いて危険
性指導
保護者注
意喚起

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

クラス内
での保護
者と園児
を目視で
きる配置

園舎内で
の園児見
守り
（死角へ
の注意）

7.その
他

保護者と
園児、園
舎内での
見守り
（死角へ
の注意）

園児見守
りの声掛
け、見守
りの意識
確認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

長期休み
後で、活
発に遊ん
でいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

父親に引
き渡し後
で、園児
は死角状
態であっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遅番体制
で、保護
者と一緒
であるこ
とで、見
ていな
かった

保護者
引き渡
し後、
園舎内
園児の
見守り

保護者と園
児の見守り
について連
携

5134

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

12 12 2～4 2～4 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首の
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

本児の体
格で取り
組むには
遊具の高
さが高
かったか
もしれな
い

こどもた
ち一人ひ
とりの発
達の状況
を理解し
て手を添
えたり援
助してい
く

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

雲梯下に
安全マッ
トは設置
してある
が、もう
少しクッ
ション性
のある材
質だと落
下した際
に衝撃を
吸収した
のではな
いかと思
う

新たに
クッショ
ン性のあ
るマット
などを敷
くことを
検討中

体格から
の遊具の
適正と援
助の仕方
の見極め
が不足し
ていた。
年齢的・
発達に合
わないと
思った時
には使わ
ない判断
をするこ
とも大切
かと思っ
た

楽しんで
いる姿
を、安全
な予測の
下で取り
組めるよ
うにして
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2歳児と
はいえ、
この時期
進級して
間もない
ため、行
動は1歳
児に近い
行動だと
思われる

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児の遊
びを見
守ったり
していた
ので少し
離れた所
にいた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

複数のク
ラスが園
庭に出て
遊んでい
た。他の
クラスの
職員がそ
ばにいた

挑戦す
る気持
ちが芽
生え楽
しんで
はいた
もの
の、落
下に関
しては
受け身
が未熟
だった
かもし
れな
い。年
齢的・
発達に
合わな
いと
思った

活動への取
り組みの慣
れ不慣れを
見極め、手
を放しそう
になった時
には、保育
士は抱いて
援助する等
していける
ような準備
を常に行う
ようにする

5135

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

15 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

左上前歯
外傷性歯
牙打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(4　)回/
年

2.基
準配
置

運動遊び
の際に
は、常に
子供の動
きを把握
する。運
動後、子
供からの
報告が無
くても、
全身状態
の視診を
丁寧に行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

園庭の遊
具の周り
に躓いた
り障害に
なったり
するよう
なものが
ないか確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の使
い方や留
意点につ
いて確認
する機会
を定期的
に持つよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

張り切っ
て鉄棒に
ぶら下が
ろうとし
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

目の前で
しっかり
見ていた
が、ぶつ
かるのは
止められ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の運動
遊びを見
ていた。

張り切って
いる気持ち
を受け止め
つつも、落
ち着いて取
り組めるよ
うに声を掛
ける。痛が
らなくて
も、けがの
確認をその
場でする。

5136

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

1 1 1 6歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左示指末
節骨骨端
線損傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

アクシデ
ント記録
を作成
し、改善
策につい
て職員会
で話し合
い共通理
解をする

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

ピアノ用
の椅子が
子どもの
力で倒れ
る物で
あった。

普段より
子どもと
同じ椅子
を保育士
も使用
し、高さ
のある電
子ピアノ
用の椅子
は
使用しな
いことに
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士の
声掛け
で、降園
準備をし
て椅子に
座ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

エビペン
を預かっ
ている園
児の迎え
がきたた
め、エピ
ペンをと
りに職員
室へ行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
は、降園
準備をし
ているた
め他クラ
スのよう
すには気
付いてい
ない。

保護者への
連絡などで
やむを得ず
クラスから
離れる場合
は、
すぐ保育室
へ戻り、子
ども様子が
見える場で
連絡などを
おこなう。

5137

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

20 4 4 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

戸外で遊
ぶときお
んぶをす
る場合は
園児に声
をかけな
がらしっ
かりと手
や足を握
り、支え
る様にし
て体勢を
崩さない
よう気を
付ける。

1.定期的
に実施

実施頻度(
５２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
５２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

＊安全点
検で気が
付いた処
は速やか
に対処す
る。

＊安全点
検上危険
な処は直
ぐに改善
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもを
おんぶす
る時は充
分気を付
ける必要
があり体
勢が崩れ
ないよう
整えて、
手や足を
しっかり
と子ども
にしっか
りと掴
まってお
くよう声
掛けが足
りなかっ
た

子どもを
おんぶし
たり、抱
きかかえ
る時は手
や足を
しっかり
と握り園
児にも掴
まってお
くように
声掛けを
する。体
勢に気を
つける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも元
気で活発
な子であ
り、当日
もみんな
と一緒に
遊んでい
た。ジャ
ングルジ
ムの近く
に来て
しゃがん
でいた担
当保育士
の背中に
自分から
おぶさっ
て来た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

元気に遊
んでいた
本児が背
中におぶ
さって来
た。おん
ぶをして
遊んであ
げようと
して立ち
上がり、
遊んでい
る時身体
が傾き体
勢を崩
し、本児
がおちて
しまっ
た。すぐ
におこし
て、部屋
に連れて
き、痛
がってい
る個所を
冷やし
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
3名はそ
れぞれ分
かれて、
近くには
いたが、
子どもた
ちと遊ん
だり見
守ってい
た為、視
野には
入ってい
たが、そ
の瞬間は
見ていな
かった。
担当保育
士は本児
とマン
ツーマン
で遊んで
いた時に
おきた。
他児も周
りにい
た。

担当保
育士は
本児に
対して
おんぶ
をする
時、手
や足を
しっか
りと握
り掴
まって
おくよ
う声掛
けが必
要だっ
た。

子どもをお
んぶしたり
する時は、
手や足を
しっかりと
握り園児に
にも掴まっ
ておくよう
に声掛けを
する。体勢
に気をつけ
る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5138

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

13 1 1 5歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

自由遊び
中であ
り、13名
の園児が
園庭でバ
ラバラに
遊んでい
た。危険
に対する
配慮が足
りなかっ
た。園児
に対して
も、遊ぶ
時の約束
事として
安全に対
しての言
葉がけが
十分に行
われてい
なかっ
た。

・職員全
員で、原
因と、ど
うすべき
であった
かを話し
合った。
(再発防
止会議)
・園児と
も遊ぶ時
に約束事
を再確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
① 1回/年
 
②毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
…業者　1
回/年
 
保育園
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
12回/年

この怪我
が起こっ
たのは鉄
棒だが、
鉄棒の設
置状況
(高さ)や
整備不良
が原因で
はない。

鉄棒には
問題ない
が、落ち
た時のこ
とを考
え、安全
マットを
敷いてお
くべきで
あった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士一
人では安
全に遊ぶ
ことがで
きないこ
とがある
ことに気
付けな
かった。

自由遊び
とはい
え、自分
一人では
安全が保
障できな
い遊びが
あれば、
遊び始め
る前に遊
びをある
程度制限
する必要
がある

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
とても活
発であ
り、いろ
いろな遊
具で次か
ら次へと
1人で遊
んでいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育士は
全体に気
を配りつ
つも、そ
れぞれの
自由遊び
に回って
声をかけ
ていた。
ちょうど
対象児に
背を向け
て他児と
関わって
いたた
め、対象
児が鉄棒
の上に
乗ったこ
とに気づ
かなかっ
た。

園庭には
保育士は
一人で
あった

「年長
児だか
らある
程度は
安全
だ」と
保育士
が過信
してし
まい、
「もし
落ちた
ら…」
という
最悪の
場合を
考えな
かっ
た。怪
我をす
るかも
という
ことに

もし落ちて
しまっても
怪我をしな
いように
と、安全
マットを初
めから敷い
ておけばよ
かった。
保育士の立
ち位置も重
要であり、
他児と関
わっていて
も全体が見
える向きに
いるべきで
ある。

5139

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

31 12 19 4 4 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

・補助板
(使い方
が間違っ
ていた)
と鉄棒が
動くため
保育士が
児の近く
で坂上が
りの介助
　ができ
なかっ
た。

補助版の
正しい使
い方を職
員で共有
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
50)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

　

・用途に
あった物
品を購入
する。
・補助板
は郊外の
鉄棒に設
置して杭
で固定し
て使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・安全の
確保や職
員への周
知が図ら
れないま
ま設置さ
れたた
め、使用
方法を間
違った
　可能性
がある。

・初めて
使う運動
用具は職
員間でＫ
ＹＴをし
使い方を
話し合い
共通理解
してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・活発で
いつも積
極的に鉄
棒や縄跳
びをす
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・対象児
の近くに
いて対象
児が逆上
がりをす
るところ
は見てい
たが、身
体を支え
ることが
　できる
位置で介
助してい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・となり
のもう一
つの鉄棒
で他児の
介助をし
ていた。

・４歳
児の発
達段階
にあっ
た鉄棒
の遊び
方や介
助の方
法を保
育士が
理解し
ていな
かっ
　た。

・鉄棒の介
助の仕方や
発達段階に
あった活動
内容を園内
研修する。

5140

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 11 13 1 1 5歳
2.女
児

特になし。
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右示指中
節骨骨端
線損傷、
右中指節
骨端線損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

遊びの約
束はあら
かじめ子
どもに伝
えていた
が、新し
い場で慣
れていな
かった。

危険な場
所の予知
ができて
なかった
ため、園
全体のヒ
ヤリハッ
トを洗い
出すこと
にした。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

風力が強
いと園庭
の砂が舞
い上がり
たまりや
すい。

降園後は
掃き掃除
していた
が登園前
に行うよ
うにす
る。にが
りを園庭
に散布し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士の
言葉かけ
により、
子どもが
一斉に動
き始めた
こと。

子どもの
安全を考
え、少人
数に分け
ながら声
をかける
ことで、
同時に大
勢の子ど
もが動き
始めるこ
とを避け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特にな
し。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

今から戸
外遊びし
ようと声
をかけ
て、一緒
に動き始
めまし
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

4.5歳児
混合クラ
ス担任3
名が各ク
ラス前に
いて、動
き始め
た。

子ども
に声を
かけた
時の担
任の立
ち位置
が子ど
もの前
ではな
く、少
し離れ
た場所
から声

保育士の子
どもたちへ
の声のかけ
方や、声を
かける時の
立ち位置
等、細心の
配慮をして
いく。

5141

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 10 6 2 2 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

・右上前
歯外傷性
歯牙破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
4　)回/年

2.基
準配
置

・登園自
粛中で登
園児が少
ない状態
であっ
た。当該
園児は5
月1日に
転入した
ばかり
で、本園
の遊具に
慣れてい
なかった
と考えら
れる。遊
具の使い
方につい
て、保育
士からの
説明不足
があった
と思われ
る。

・「遊具
の使い
方」マ
ニュアル
を見直
し、学年
ごとに発
達にあっ
た使い方
を具体的
に記載し
た。担任
以外の職
員にも周
知をし
た。
・園児に
対して
も、遊具
の使い方
を再確認
した。
（特に鉄
棒の待ち
方、鉄棒
の使い方
など）

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎週・毎
日)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

・常に設
置してあ
る鉄棒、
逆上がり
補助板で
あり、保
育士も子
ども達も
危険に対
する意識
が低下し
ていたと
考えられ
る。

・鉄棒を
使用する
前は準備
運動を行
う。
・園児全
体に、鉄
棒の使い
方や待ち
方等につ
いて、確
認する機
会を作っ
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・連休明
けで活動
に慣れて
いなかっ
たり、急
に気温が
上がった
ことが重
なり、疲
れが出て
きた時間
帯だっ
た。

・午後
は、休息
を多めに
とった
り、暑い
日の自由
遊びは、
戸外に出
ずに、室
内遊びを
行うよう
にした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・当該園
児は、午
後の自由
遊び中、
鉄棒が上
手になっ
たので嬉
しくて、
繰り返し
ずっと
やってい
た。疲れ
が出てき
たのだと
思う。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・担任
は、鉄棒
の傍らに
立ち見
守ってい
たが、当
該園児が
勢いよく
着地した
時、手を
伸ばした
が届かな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・園庭に
は4，5歳
児（健常
児50名、
加配児7
名）が遊
んでお
り、6名
の保育士
が保育し
ていた。
それぞれ
砂場、滑
り台、鉄
棒、園庭
中央の鬼
ごっこと
各コー
ナーで見
守り保育
してい
た。保育
士同士、
お互いの
位置や子
ども達へ
のかかわ
りを把握
してい
た。

・当該
園児が
転園児
で鉄棒
や逆上
がり補
助板に
慣れて
いな
かった
が、上
手くで
きるよ
うに
なって
きて、
気持ち
が高揚
し、着
地する
時、勢
いが出
てし
まった
よう
だ。

・子どもの
性格や状態
に合わせ
た、細やか
な声掛けや
援助が必要
である。職
員間で情報
交換しなが
ら、園庭で
の遊びをク
ラスを超え
て見守って
いく。

5142

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 1 2 4 1 3 3 4歳
2.女
児

特記事項な
し

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
顔面(口
腔内含
む)

鼻骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

・玩具を
もってテ
ラスに出
ない、保
護者対応
にテラス
に出る時
は出入り
口のドア
を閉める
など職員
の連携が
とれてい
なかっ
た。

・職員で
連携をと
り、一人
一人の行
動を把握
する。
・危険が
ないよう
に気づい
たことは
職員で話
し合い、
改善して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

子どもが
出入りす
る通路付
近に植木
鉢を置い
ていた。
マットも
めくれや
すくなっ
ていた。

・植木鉢
を取り除
き、マッ
トもゴム
製の縁取
りがある
ものに交
換した。
・安全点
検後、結
果を職員
に周知し
共通理解
を図る。

7.その
他

・迎えが
続いたの
で出入り
口のドア
が開いた
ままに
なってい
た。
・遊びの
途中で、
人形を抱
いたまま
テラスに
でてし
まったた
め転倒し
たときに
手がつけ
なかっ
た。

・迎えに
来て保護
者対応に
出るとき
は、必ず
出入り口
のドアを
閉める。
・お迎え
の児童以
外は、保
護者が迎
えに来る
まではテ
ラスに出
ず、保育
室で待つ
よう職員
で共通理
解をして
子どもた
ちにも話
をする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもは
保育室か
ら出てい
くことは
ないが、
友達がテ
ラスに出
ていくの
を見て、
一緒につ
いて行っ
てしまっ
た。
人形を抱
いたまま
テラスへ
出てい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

友達と帰
りの挨拶
をしたの
を見届
け、保育
室にもど
るように
下駄箱の
前で子ど
もたちに
声をかけ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

2組の保
護者が迎
えにきて
おり、1
名の保育
士が保護
者対応を
してい
た。も
う、1名
の保育士
は保育室
の中で子
ども（1
名）を保
育してい
た。

　迎え
に来た
子ども
の保護
者対応
にテラ
スに出
る時は
出入り
口のド
アを閉
めるな
どの共
通理解
ができ
ていな
かっ
た。

職員同士で
声をかけあ
い、一人一
人の行動を
把握する。
テラスに出
る時は必ず
ドアを閉め
るようにす
る。

5143

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 7 3 8 5 4 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外側靱帯
断裂

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故後母
親より
「靴が大
きすぎて
足に
フィット
していな
かったの
では」と
連絡あり

職員会や
入園式な
どで、靴
などは安
全の為、
体に
フィット
するもの
を選んで
もらうよ
う伝え、
新しく
なった靴
は点検す
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
点検をし
ており、
問題ない
と思われ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広々と走
れる環境
だが、
ジャング
ルジム近
くは少し
狭くなっ
ている

少し狭く
なってい
る箇所
は、注視
して見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように園
庭で追い
かけっこ
を楽しそ
うに何回
も繰り返
し遊んで
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもが
広々と走
れる環境
であっ
た。いろ
んな場面
を予測し
ておくベ
きだった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
を見守っ
ていた

今回は
分散し
て見守
りして
いた

外での見守
り担当はま
とまらず、
これからも
区域を決め
て伝達を
しっかり行
う

77 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5144

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

52 0 0 0 15 17 20 7 7 4歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性亜
脱臼、上
唇部裂傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし

安全管理
マニュア
ルや緊急
時対応マ
ニュアル
をより一
層理解す
るように
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

糸巻を横
にして遊
んでいる
ことで、
不安定さ
があっ
た。ま
た、近く
に他の糸
巻も置い
てあった
ため、ぶ
つかる要
因となっ
た。

糸巻の不
安定さを
改めて確
認すると
共に、他
の糸巻と
の距離間
隔に気を
付ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方は子
どもも疲
れが出て
くる時間
帯であ
り、普段
と同じ遊
びでも怪
我につな
がる要因
となっ
た。

子どもの
様子に合
わせて遊
びを設定
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
糸巻での
遊びを楽
しんでお
り、当日
も糸巻で
の遊びを
喜んで
行ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

糸巻から
滑り落ち
た瞬間助
けようと
したが、
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
のコー
ナーで子
どもたち
を見守っ
ていた。

側で見
守って
いた
が、普
段から
遊んで
いた遊
びで慣
れてい
たた
め、安
心感も
あった
と思わ
れる。

より一層、
一つひとつ
の遊びに対
する危険予
測をする必
要がある。

5145

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

44 0 12 0 11 10 11 6 5 6歳
1.男
児

右下中切歯
（亜脱臼及
び一部欠損
状態）、左
下中切歯は
生えており
左下側切歯
は生えか
け、右下側
切歯はまだ
生えていな
い状態で
あった。
右下、左下
犬歯は生え
ていた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

亜脱臼
(右下中
切歯)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1　)回/
年

2.基
準配
置

自己判断
してし
まった

職員会議
の中で共
有し、自
己判断し
ないで園
長や看護
師に状態
を見せ、
確認する
ことを全
体に周知
した

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

特になし

引き続き
職員全体
で安全に
留意して
いく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常の遊
びと変わ
らず特に
危険な遊
びはして
いない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
ており、
該当児が
自分で転
ぶ姿もみ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びをみて
いた

特にな
し

対人数も配
置も特に問
題があった
と考えにく
い

5146

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 1 2 0 0 4 1 3 3 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハット表
を必要に
応じて作
成し職員
で情報共
有するこ
とで、安
全管理の
意識を高
める

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

遊具が子
どもが自
由に取り
出せる場
所に置い
てあった

施設、遊
具、玩具
について
使い方を
再度確認
し、危険
度が高い
ものに対
しては保
育士のそ
ばで遊ぶ
ことを確
認する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

バランス
ボードの
遊び方を
昨年度は
繰り返し
知らせて
いたが、
今年度は
していな
かった

バランス
ボードの
遊び方を
その都度
知らせ、
単独で遊
ぶことを
約束する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由遊び
時間に、
ソフト積
み木・バ
ランス平
均台・２
０ステッ
プラバー
リング等
を並べて
サーキッ
ト風にし
て遊んで
いた。バ
ランス遊
具の真ん
中ではな
く端に足
を乗せて
しまった
ので転倒
した

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児をみ
ていたの
で、転ん
だ瞬間は
見ていな
い。「ド
ン」と音
がしたの
で見ると
床に座っ
て腕をを
抑えてい
た。すぐ
にそばに
行き、様
子を聞い
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３歳未満
児担当保
育士２名
が遊戯室
におり未
満児を見
ていた。

遊具の危険
度を理解
し、子ども
がどのよう
に遊ぶかを
予想しなが
ら事前に声
掛けをする

5147

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 1 1 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

・今回の
事故を職
員間で情
報共有
し、遊び
方の再確
認を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

・遊ぶ前
に、床面
の凹凸や
滑りがな
いか確認
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・広い
ホールで
遊べるこ
とに大い
に喜び楽
しんでい
たが、夕
方で注意
が散漫に
なってい
たのでは
ないか。

・夕方は
子どもた
ちも疲れ
てくる時
間帯なの
で、静と
動の遊び
の時間配
分を考え
るべきで
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・活発な
遊びが好
きなお子
さんなの
で、喜ん
で参加し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・瞬間、
手を差し
伸べたが
間に合わ
なかっ
た。

・担任
が保育
当番
だった
こと
で、子
どもた
ちと跳
び箱や
鬼ごっ
こなど
活発に

・一日の保
育を振り返
り、時間帯
や体力等見
通しをもっ
て保育す
る。

5148

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

11 2 2 3歳
1.男
児

個別配慮が
必要な子
で、動きが
激しい。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

左口唇裂
創　・
口腔挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
月1　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
週1　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

はんかち
かけの
フックが
外側に向
いていた
ため、転
倒時口に
引っか
かってし
まった。

ハンカチ
かけを
フックが
内側につ
いたもの
に取り換
え、手洗
い場の
マットの
幅を狭
め、通路
側を広く
とるよう
にした。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

他クラス
のハンカ
チかけが
クラスの
子どもが
使ってい
たことも
あり、廊
下の中央
において
あった。

通路をで
きるだけ
広くとる
ように、
ハンカチ
かけをお
く位置に
気をつけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

担当保育
士のすぐ
後からつ
いていく
ことはな
く、少し
離れた時
に、着て
いたメッ
シュの服
を顔に覆
いかぶ
せ、勢い
よく走っ
てトイレ
の方に向
かってき
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児を抱
き、トイ
レの前ま
で行き、
後につい
てきてい
るであろ
う対象児
を確認し
ようと振
り返って
みた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスの
他の子の
トイレに
付き添っ
た後、本
児がいる
逆の方向
を向い
て、他児
の様子を
見守って
いた。

後ろか
ら本児
がつい
てくる
と思っ
て、前
を向い
て歩い
ていた
が、対
象児の
動きや
ついて
きてい
るかの
確認が
必要で
あっ
た。

対象児は、
動きが激し
かったり、
予期せぬ行
動を起こす
ことも想定
し、一層見
守りを重視
していく。

5149

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

15 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

園内・日
常保育に
おいて想
定される
危険を再
確認し、
職員間で
共有す
る。ま
た、外部
講師を招
いてのリ
スクマネ
ジメント
の研修な
ども検討
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

当該遊具
の高さの
調節や、
緩衝マッ
トの設置
など事故
発生以前
よりすで
に対策済
みであ
り、改善
の余地は
考えにく
い

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児に対
し「日常
生活・普
段から親
しんでい
る遊具等
にも大き
な危険を
潜んでい
る」とい
うことを
再指導し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段は多
少背伸び
をするこ
とがある
が、この
日は雲梯
の高い部
分を避
け、自分
の体格に
合う低い
部分に移
動して安
全に遊ぶ
など、自
分ができ
る範囲の
遊びを自
己で判断
すること
ができて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該園児
と約２ｍ
の範囲で
見守りを
行ってい
た。しか
し、事故
発生の数
秒間だ
け、職員
の斜め後
ろに配置
された
ジャング
ルジムで
遊んでい
た他園児
に呼ば
れ、振り
返った瞬
間に事故
が発生し
た。その
後すぐに
当該園児
の異変に
気づき、
応急措置
を行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の他
の場所で
他園児た
ちの遊び
の見守り
を行って
いた。

園児・職員
数と園の規
模、また他
クラスのそ
れぞれの保
育活動を総
合的に考慮
すると、こ
れ以上の加
配等は難し
いと思われ
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5150

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

5 2 2 5歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨遠
位端骨
折、左橈
骨遠位端
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

本児は、
雪が降っ
たことが
うれしく
て、普段
とは違う
行動を
とってし
まった。
また雪で
遊具が滑
りやすく
なってい
た。

職員配置
を多く
し、でき
るだけ登
所時の園
児の姿を
見守るよ
うにし
た。
登降所時
には、遊
具で遊ば
ないこと
を保護
者、園児
に改めて
知らせ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)
回/年

本児が登
ろうとし
た遊具に
ついて
は、安全
が確認で
きている
が、濡れ
ている場
合は、危
険が伴う
ので、事
前に行動
を制止す
ることが
必要であ
る。

7.その
他

日頃か
ら、登降
所時は、
遊具で遊
ばない事
を指導し
ていた
が、雪が
降ったこ
とがうれ
しくて、
気分が高
揚したよ
うであ
る。

登降所時
には、遊
具で遊ば
ないこと
を再度、
指導す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

雪が降っ
たことが
うれしく
て、気分
が高揚し
ていたと
思われ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内で朝
の受け入
れをして
いたた
め、園庭
を見るこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で朝
の受け入
れをして
いたた
め、園庭
を見るこ
とができ
なかっ
た。

母親も
本児が
そのよ
うな動
きを取
ること
が想定
できな
かった
ため、
制止す
る事が
できな
かっ
た。

できるだけ
我が子と手
をつないで
入室しても
らう。登降
所時には、
遊具で遊ば
ないよう保
護者にも再
度お願いす
る。

5151

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 2 4 5 6 2 2 0 23 23 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左撓骨頚
部骨折、
左肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

研修の実
施回数が
少ない。
又、職員
全体で一
斉に研修
を行うこ
とは不可
能である
が、一定
数での研
修は可
能。研修
回数を増
やす必要
がある。

全体研修
（公立保
育園全体
の研修
会）の中
に事故防
止に関す
る研修を
取り入れ
ていく。
各保育園
の職員会
で再度事
故・怪我
に対する
情報・マ
ニュアル
を確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

現在鉄棒
直下に人
工芝を設
置してい
るが、
クッショ
ン性の高
い代用品
はない
か。

引き続き
毎月2回
の点検を
強化す
る。又、
園庭に鉄
棒が設置
してある
ため、や
はり人工
芝を設置
するのが
良い。現
在人工芝
が摩耗し
ているた
め、新し
い物を敷
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒補助
台を設置
してお
り、児童
個人で行
うことが
あるた
め、対策
が必須。

鉄棒は、
ブランコ
や滑り台
と比較し
た際、見
守りの優
先順位が
低い。他
の遊具を
使用する
際と同様
に見守り
を実施し
ていく。
鉄棒補助
台は保育
士の補助
可能の際
のみ使用
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時は
いつもと
同じく元
気であっ
た。元々
運動が得
意な子で
あった。
しかし、
鉄棒は普
段は行う
ことは少
ない。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当保育
士は他児
童の怪我
の処理を
行ってい
たため、
対象時の
動きは別
の保育士
が担当し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当保育
士は他児
童の怪我
の処理を
行ってい
たため、
至近には
いなかっ
た。他ク
ラスの担
当の保育
士が現場
の見守り
を行って
いた。
（4歳児
クラス担
当）

危険を
伴う事
由につ
いて
は、児
童のこ
とをよ
く知っ
た保育
士が現
場の見
守りを
可能な
限り行
う必要
があ
る。

職員配置を
明確にす
る。

5152

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
施設内
(室内)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 2 2 5歳
1.男
児

室内活動
中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

本児は、
片付けの
後ブロッ
クが床に
落ちてい
るとは思
わず、警
戒するこ
となく全
力で走っ
ており、
その勢い
のまま体
勢を崩し
たことが
怪我につ
ながった
と考え
る。

床に置か
れたもの
が危険に
つながる
ことを再
確認し、
危険を排
除し安全
な環境の
維持を徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

特になし

引き続
き、施
設・遊
具・玩具
を定期的
に点検し
子どもた
ちの安全
につなげ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

保育室で
の安全な
過ごし方
（走らな
い・押さ
ない等）
を、子ど
も達に再
度伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わら
ず、元気
に過ごし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お茶会の
準備のた
め、使用
する座机
をならべ
ている最
中に本児
の異変に
気付く
が、転ん
だ瞬間を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同室にい
たが担当
する児童
の対応を
してい
て、対象
児が転ん
だ瞬間を
見ていな
い。

特にな
し

活動の準備
等で子ども
から目を離
す際は、声
を掛け合っ
てどちらか
の保育士が
必ず見守り
にあたるよ
う徹底す
る。

5153

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

26 2 2 5歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第5指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
13　)回/
年

1.基
準以
上配
置

保育中に
とどめ
ず、保護
者への引
き渡しが
終了して
からも、
子どもが
保育所に
いる間は
注意を払
う意識付
けを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

日常的に
室内はは
だしで活
動してお
り、送迎
時は靴下
を履いて
移動して
いる。入
所児に靴
下を履い
て保育所
内を走ら
ないこと
を伝えて
いるが守
られてい
なかった
ことも予
測され
る。

登所・降
所時は走
らず静か
に移動す
ることを
改めて子
どもたち
に伝え、
掲示やお
便りで保
護者への
協力をお
願いす
る。

7.その
他

入所児
に、けが
予防につ
いて知ら
せるとと
もに声掛
けを日常
保育に取
り入れて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

最年長児
となり、
自分のこ
とは自分
ですると
いう意識
を持って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者へ
の引き渡
しが終了
し園庭の
入所児と
の活動に
戻ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の入
所児との
活動・各
保育室で
活動して
いた。

保護者
がきょ
うだい
児の降
所準備
のため
に別の
保育室
で準備
をして
いる中
での出
来事で
あり、
結果的
に現場
を誰も
見てい
ない。

これまでも
行事の集ま
りや保育所
だよりを通
して、送迎
時の注意と
して「預け
るのは年少
児からお迎
えは年長児
から」をお
願いし、子
どもが一人
で行動する
ことのない
ように喚起
してきた
が、今回な
お一層のお
願いをする
とともに、
送迎時の子

5154

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

76 5 12 10 18 12 19 0 22 17 5歳
1.男
児

天候はれ
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１～２)
回/年

1.基
準以
上配
置

・保育士
の配置は
適正であ
る。事故
当時は
４・５歳
児で公園
に行って
いた。

特に無し
実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

実際につ
まづいた
段差も、
危険と感
じられる
ものでは
なかっ
た。つま
づいた丸
木の縁石
も、子ど
もたちが
バランス
とりなが
ら上を歩
いて楽し
んだり、
美観とい
う点でも
有益だと
おもわれ
る。

特に問題
無し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・５㎝に
満たない
段差だ
が、足を
つまづき
腕をつい
た時に骨
折する。

・遊ぶと
きに転ぶ
ことにつ
いて注意
して遊ぶ
よう伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・いつも
転びやす
く体の動
作も鈍
い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・大きな
切り株の
ような遊
具にて、
子どもた
ちを見
守ってい
た。（５
歳児の担
任）

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・すべり
台で遊ぶ
子供たち
を見守っ
ていた。
（４歳児
の担任）

・ジャ
ンボタ
クシー
等で車
に乗る
とき。
対象児
は、段
差にた
いして
一人で
登れな
いの
で、本
人の体
の機能
の未熟
も考え
られ
る。

・四つん這
いなどの運
動を多く取
り入れ、体
幹を鍛えた
り、歩行数
を増やすな
どしてい
く。

5155

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

17 　 3 3 3歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨近
位端骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12 )回/年

1.基
準以
上配
置

玩具が散
乱し、安
全に遊べ
る環境で
はなかっ
た。

基本の職
員体制に
不足はな
いが、安
全に生活
できる環
境にす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

片付けの
時間で、
床に玩具
が散乱し
ていた。

安全に活
動できる
ように、
床の玩具
を整理し
て保育を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

通常の保
育室以外
で保育を
してい
た。

遊びの中
で玩具が
散乱しな
いように
その都度
整理す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食時間
前に、玩
具を片付
けていた
時、近く
にいた保
育者の背
中にしが
みついて
いた。

対象児
の動き
を見て
いた

他の職員
の背中に
しがみつ
いていた
本児を離
そうとし
た時、床
に落ちて
いた布で
足を滑ら
せ転倒し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と片
付けをし
ていたた
め、至近
にいたが
対応でき
なかっ
た。

片付け
の時間
は子ど
もが落
ち着か
ないこ
とを理
解して
いた
が、室
内環境
が安全

活動と活動
の間で、落
ち着きがな
いことを理
解し注意し
て声がけを
行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5156

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

41 9 11 13 8 5 4 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折
の疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

直後は泣
いていた
が外傷は
見られ
ず、少し
すると落
ち着いて
いた為す
ぐに報告
をせずに
様子を見
ていた。
他の保育
者への引
継ぎも
行ってい
なかっ
た。

本児が泣
いたこ
と、状況
を確実に
把握でき
ていな
かったこ
とから外
傷が見ら
れなくて
もすぐに
報告を
し、指示
を仰ぐべ
きであっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

遊具等の
配置を改
めて見直
し、広く
使えるよ
うにする
必要があ
る。

少人数ご
とに移動
するなど
混雑を避
ける必要
があっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

指示を出
し、子ど
もたちと
平行に移
動してい
た。歩い
て少しの
距離の移
動だった
為、後方
の確認は
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内での移
動でも全体
を見守る必
要がある。

5157

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

54 31 23 4 4 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

担任から
全職員に
事故報告
し内容を
共有して
再発防止
に努める

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広い園庭
での自由
遊び、特
に遊具を
使ってい
る時は気
を付ける

遊具を使
う時はい
ろんな危
険を考え
対応する
園児に遊
具のあそ
び方につ
いて改め
て伝える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

近くにい
た友だち
を呼ぼう
と振り向
きバラン
スを崩し
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具の近
くで見
守ってい
たが片付
けも始ま
り目を離
した

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつ時
間になり
片づけを
始めてい
た

片付け
も始ま
り目を
離した

遊具を使っ
ている園児
から目を離
さない

5158

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

4 3 2 0歳
1.男
児

なし 8.その他
1.負
傷

2.骨折 1.頭部

頭蓋骨骨
折
(R.2.6.2
9追加報
告）右頭
頂骨骨
折、右頭
頂部皮下
出血

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員の危
機管理の
意識の弱
さ

園内研修
の強化と
危機管理
の意識の
改善
（R2.6.2
9追加報
告）6/19
事故発生
時の時系
列、保育
室の問題
点・改善
点を上げ
園内研修
を実施

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

遊具点検
簿のみ
で、施
設・玩具
の点検簿
が作成さ
れていな
い。

早急に、
施設・玩
具点検簿
を作成し
実施。
（R2.6.
１9追加
報告）玩
具点検→
各クラス
保育室点
検簿（現
在作成
中）

5.睡眠
(午睡)
中

保育をす
る上で
の、環境
問題、保
育士の安
全管理不
足

保育環境
の見直
し、保育
士への安
全管理面
の指導
（R2.6.
１9追加
報告）園
内研修に
て指導

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

コロナ自
粛の為、
久しぶり
の登園
で、泣い
ていた。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

泣いてい
た為、保
育士が
抱っこを
してい
た。鼻水
が出たの
で、
ティッ
シュを取
りに行く
が、保育
士の歩行
先には、
物が置い
てあった
り、布団
が敷いて
あった
り、おん
ぶ紐が寝
ている子
の所に置
いてある
状況で
あった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

とっさの
出来事
で、動く
事が出来
なかっ
た。

抱き抱
えての
移動の
注意不
足、動
線の見
直し

乳児保育の
見直し、環
境構成の見
直し
（R2.6.１9
追加報告）
園内研修に
て指導

5159

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

2 2 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性脱
臼及び歯
根破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

本人がよ
り気を付
けようと
すること
ができる
伝え方を
工夫す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

ジャンプ
をした際
の着地範
囲を標示
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守る職
員があわ
てないよ
うに園児
の間隔や
動きの流
れに注意
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブロック
を積んで
日ごろか
らよく親
しんでい
る遊びで
あり、歩
く・渡
る・跳ぶ
ことは難
なくでき
ている。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ブロック
中央付近
で見守っ
ていた際
に、本児
がぶつけ
て泣いた
のに気づ
き、ホー
ル隅に移
動し洗浄
し担任と
止血を行
い報告す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホールで
別の遊び
をしてい
た園児た
ちを中心
に見守っ
ていた。
本児が泣
いたのに
気づき保
育補助と
止血を行
う。

本人がより
気を付けよ
うとするこ
とができる
伝え方を工
夫する。

5160

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

15 2 2 3歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

なし

事故発生
の経緯と
事故後の
対応の共
有、危険
予測の意
識向上

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

なし

個々の発
達に合わ
せた援助
雲梯は、
職員が必
ず側につ
くように
し、支え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

年齢や
個々に応
じた経験
の積み重
ねの把握
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子は見ら
れなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯の側
にはいた
が、その
周りにい
る子ども
たち全体
を見てい
たため、
落ちた瞬
間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

配置人数
は足りて
いたが、
それぞれ
の場所に
て子ども
の様子を
見ていた
ため、対
象児の動
きは見て
いなかっ
た。

なし

遊具に慣れ
ていないな
ど、個々の
状況を把握
し援助して
いく。

5161

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

15 2 2 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

なし

事故発生
の経緯と
事故後の
対応の共
有、危険
予測の意
識向上

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５２)回/
年

なし

雲梯で遊
ぶ際には
必ず職員
が側につ
く。
落ち着い
て遊具に
取り組む
よう指導
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

年齢に応
じた経験
の積み重
ねや運動
遊びの段
階的指導
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

異常なし

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

危険予測
をしなが
ら、対象
遊具で遊
ぶ子ども
たちを見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

配置人数
は足りて
いたが、
それぞれ
の場所で
子どもの
様子を見
ていたた
め、事故
の様子は
見ていな
かった。

なし

遊具の側に
必ずつくよ
うにし、危
険予測をし
ながら援助
を行う。

5162

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

31 2 2 6歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

足関節剥
離骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

砂場を使
用してい
なかった
ため、職
員が近く
に配置さ
れていな
かった。

砂場を使
用してい
なかった
が、職員
が園庭全
体を把握
して怪我
の発見に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻
度：毎日

1.定期的
に実施

実施頻
度：毎日

1.定期的
に実施

実施頻
度：毎日

砂場の土
嚢袋のひ
もが長く
出ていた
ため、ひ
もにつま
づき転倒
した。

土嚢袋の
ひもを短
くし、見
やすい位
置に配置
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

砂場の近
くで、一
人で走っ
ていた。

かけっこ
は、遊具
のない広
い園庭で
行うよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲良しの
友達が休
みだった
ため、一
人でか
けっこを
楽しんで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児と園
庭でドッ
ジボール
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎えの
保護者対
応、他の
場所での
見守りを
行ってい
た。

職員が
砂場付
近で見
守りし
ていな
かった
ため、
転倒の
把握が

職員が遊具
だけでな
く、園庭全
体へ目を向
け見守りを
する。

5163

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

17 0 0 0 0 0 0 0 2 2 5歳
2.女
児

なし 8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端骨折
右足関節
挫傷　右
前距腓靭
帯損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
6　)回/年

2.基
準配
置

特になし

ヒヤリ
ハットに
記入し、
職員間で
改善策を
話し合
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

入口に置
いていた
スノコに
つまずき
バランス
を崩し、
足をひ
ねった為

慌てず、
足元をよ
く見て歩
くように
声をかけ
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

食後の歯
磨きの様
子を見
守ってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

手洗い場
で本児が
転んだ
時、間近
にいた
が、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分のク
ラスの保
育室にい
た為

特にな
し

80 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5164

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

29 2 2 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕肘頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故・ヒ
ヤリハッ
ト会議を
開き、職
員で原因
や是正を
話し合い
職員全体
で再発防
止に努め
ていく

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

鉄棒には
不備がな
かった
が、落下
する危険
性もある
ため鉄棒
の下の人
工芝は砂
が溜まっ
て硬くな
らないよ
うに週1
回は清掃
をする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士も
鉄棒のと
ころにつ
いてはい
たが他児
と関わっ
ていた為
咄嗟に止
める事が
できな
かった。
近くにい
た保育士
が危険性
を見極め
られな
かった。

鉄棒の遊
び方を検
討し上に
立ったり
座ったり
すること
は禁止す
る。
遊びを通
して様々
な体の使
い方を経
験してい
けるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午睡もい
つも通り
眠り、お
やつも食
べ、集会
終了後い
つも通り
園庭に出
て自ら好
きな遊び
を見つけ
仲の良い
友だちと
一緒に鉄
棒に向か
い遊び始
めた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くには
いたが他
児が高い
鉄棒でぶ
ら下がっ
ていたた
め、座っ
ていた本
児よりも
危険性が
高いと思
い、危険
性を見極
められな
かった。
視界には
入ってい
たが、咄
嗟に止め
る事がで
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

少し離れ
たところ
から他の
クラスの
保育士の
視界には
入ってい
たが直視
はしてい
なかっ
た。
また、も
う一人の
担任は他
児と遊ん
でいたた
め見てい
なかっ
た。

保育士
も鉄棒
のとこ
ろにつ
いては
いたが
他児と
関わっ
ていた
為咄嗟
に止め
る事が
できな
かっ
た。近
くにい
た保育
士が危
険性を
見極め
られな
かっ
た。

鉄棒での遊
び方を全体
で検討し鉄
棒で遊ぶ際
には保育士
が見きれる
人数で行
う。

5165

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

32 0 0 0 0 17 15 3 3 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

年３回

1.基
準以
上配
置

基準以上
の配置は
とれてい
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

園外活動
では不審
者はいな
いか、危
険な所は
ないか確
認してい
るが、園
外の遊具
を使うの
は慣れて
ないこと
も考慮し
て保育に
あたる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

加配児な
ので、遊
具で遊ぶ
時は必ず
保育士が
傍につ
き、目を
離さない
ようにす
べきだっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特にいつ
もと変
わった様
子はなく
喜んで登
園してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

３カ所に
分かれて
配置して
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

３人お互
いの持ち
場は確認
し合って
いた。

死角になら
ないよう
に、常に目
を離さない
ようにす
る。

5166

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

9 0 0 5 4 0 0 0 2 2 4歳
2.女
児

通常の2歳
児、3歳児
クラスの園
外保育活動
中だった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故発生
時に園に
一報をし
なかっ
た。

怪我の発
生時は必
ず園に一
報をする
こと。必
要な時は
応援ス
タッフや
園長も駆
けつける
体制であ
ることを
確認。発
生時にス
タッフ間
で共有す
ると共
に、事故
の経過を
記録して
速やかに
対策に繋
げる。

2.不定期
に実施

実施頻度
(利用時)

1.定期的
に実施

実施頻度
(利用時)

3.未実施
実施頻度
(実施して
いない)

遊具の柵
でも子ど
もにとっ
ては遊具
となるこ
とへのよ
りきめの
細かい配
慮が必
要。

柵の高さ
が子ども
たちに
とって遊
具となり
うること
を職員間
で共有す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本事故が
発生した
鶴巻公園
は上と下
を緩やか
な坂でつ
ながり、
全体を二
人で見守
るには難
しい面が
あった。

広い公園
での見守
りは、ク
ラス単独
で行く場
合は範囲
を決めて
遊ぶこと
が必要で
あること
を徹底
し、保育
者の役割
分担、配
置を確認
し共有す
る。子ど
もたちに
は、公園
に到着
後、ルー
ルや遊ぶ
範囲につ
いて、明
確に伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブランコ
を次の園
児と交代
し、保護
柵から出
るとき
に、その
柵で前回
りをし
て、手が
柵から離
れた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育者は
ブランコ
について
いて、目
を配って
いたが、
とっさの
ことで手
がさしの
べられな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄
滑り台で
遊ぶ他児
の見守り
をしてい
た。

ぶらん
こ周り
の柵は
本児に
とって
ちょう
ど良い
高さ
だった
ことか
ら、鉄
棒のよ
うに前
回りを
してし
まっ
た。

保育者は常
に、園児が
遊具でない
柵でも遊ぶ
可能性を視
野に入れて
見守りをす
る。

5167

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

29 3 3 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足くる
ぶしの骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２)回/年

1.基
準以
上配
置

活動場所
が山林
で、地面
が所々枯
葉で覆わ
れていた
ため、窪
みが見え
ない状況
であっ
た。

注意喚起
をし、園
児ひとり
一人の意
識を高め
ればよ
かった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

当該児に
とって
は、慣れ
ていない
活動場所
であった
ため、枯
れ葉に隠
れた地面
の凹凸な
どに気付
けなかっ
たのであ
ろう。

園児の行
動を予測
し、活動
場所で起
こりうる
事故につ
いて、あ
らかじめ
注意喚起
をするべ
きであっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

凹凸のあ
る地面で
あった
が、枯葉
により園
児の目に
はわから
ないとこ
ろが多く
あった。

園児に
とっては
不慣れな
場所での
活動だっ
たため、
より一層
注意喚起
をすべき
だった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と一
緒に活発
に走り
回ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

活動場所
の広場に
３名の保
育士が等
間隔にな
るように
散らば
り、対象
児のこと
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

上記同様

凹凸の
ある地
面で
あった
が、枯
葉によ
り園児
の目に
はわか
らない
ところ
が多く
あっ
た。

注意喚起を
し、園児ひ
とり一人の
意識を高め
ればよかっ
た。

5168

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 0 0 0 18 21 21 0 3 3 4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

日頃から
体全体を
使って動
かす遊び
を保育に
取り入れ
て不意の
衝撃等か
ら身を守
れるよう
にしてい
るが、そ
の成果が
出なかっ
たと考え
られる。
また、職
員の予測
をしなが
ら観察で
きる知
識･観察
能力を自
主研修や
日々の経
験・過去
の事故報
告書から
の学び等
で伸ばし
ていく必
要があ

子どもが
転倒した
際に手が
前に出る
ように四
足歩きな
どの運動
を取り入
れた遊び
を行う。
職員に対
して、怪
我をした
際の観察
方法や予
測できる
事等の自
主研修・
過去の事
故報告書
からの学
びを共有
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

ハード面
の問題は
無かった
と考えて
いる。

引き続き
園庭はじ
め施設や
玩具の安
全点検を
その都度
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の立
ち居地を
再考して
全体を見
渡せるよ
うにして
転倒した
子どもな
どを見逃
さないよ
うにする
必要があ
る。

職員の立
ち位置を
配慮し、
引き続き
全体を見
守る事が
できるよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝からい
つも通り
元気に過
ごしてい
た。受傷
当時は園
庭を勢い
良く走っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で全
体を見な
がら大縄
跳びの縄
をまわし
ていた。
受傷時本
児が転倒
した瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体をみ
ながら園
児と関
わってい
た。

職員の
人員配
置は適
度で
あった
と考え
てい
る。

職員の立ち
位置を見直
し、全体を
見守るよう
に配慮して
いく。ま
た、泣いて
いる子ども
に対して声
掛け等の配
慮をしてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5169

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

27 2 2 5歳
1.男
児

特記事項な
し

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
10　)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故の振
り返りは
あるがマ
ニュアル
の確認は
不足して
いる。

事故報告
について
は内容共
有と振り
返りの徹
底強化

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

遊具の破
損、作業
の有無に
集中しが
ちな点検
だった。

三輪車の
ハンド
ル、ペダ
ルなど動
きに対し
危険を予
知する意
識的な点
検をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団によ
る統一さ
れた活動
だった場
合は、危
険性は低
いが、多
人数の自
由遊びで
は人数に
対しては
三輪車を
乗り回す
にはやや
狭いので
はない
か。

園庭遊び
の人数、
遊びの内
容を考慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

新年度に
なり、年
長になっ
た喜びか
ら気分が
高揚気味
ではあっ
た為、三
輪車がや
やスピー
ドが出て
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭に広
さがある
為、児童
が目の前
を通過し
たのは観
察した
が、転倒
時には手
の届かな
い距離に
いた為、
転倒した
際駆け
寄った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児と関
わってい
た為、見
ていな
かった。

児童の
気分が
高揚
し、注
意力が
散漫に
なって
いた。
児童が
年長で
はあっ
たが、
数日前
までは
年中ク
ラス
だった
こと
を、保
育者側

三輪車の使
用方法と危
険性につい
て伝え、気
持ちを落ち
着かせてか
ら活動を始
めるべき
だった。

5170

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

13 2 1 3歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

大型遊具
で遊ぶ
際、園児
に対して
危険性を
伝えた
が、注意
（声掛
け）が足
りなかっ
た。

起こった
事故を全
職員で周
知し、危
険性や遊
ぶ際の注
意事項な
ど再確認
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
日々、使
用する前
に点検　)

1.定期的
に実施

実施頻度(
月１　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
日々、使
用する前
に点検　)

危険性が
ある場所
（事故現
場）が見
える位置
に居た
が、とっ
さの出来
事で防げ
なかっ
た。

今後の事
故防止対
策とし
て、原因
となった
大型遊具
の昇り口
（アーチ
部分）の
撤去を
行った。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険性
(ぶら下
がり禁
止)を伝
えたが、
約束を守
ることが
出来な
かった。

２歳以上
の園児に
対して危
険性を伝
えた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭遊び
を楽しん
でいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の園児
を含め遊
びを見
守ってい
たが、落
下の際に
は５ｍほ
どの距離
があり間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
を連れて
くるた
め、教室
に戻って
いた。

危険性
がある
場所の
近くに
いな
かっ
た。

危険性が高
い遊具の近
くで見守り
を行なう。

5171

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 0 0 0 0 15 16 0 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

現在の危
機管理マ
ニュアル
の事故防
止の内容
をもっと
詳細にす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用する
時等）

鉄棒の下
にはマッ
トが敷い
てあった
ので、
ハード面
での改善
策は特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃か
ら、鉄棒
をすると
きには手
を離さな
いように
指導して
いるが、
手が離れ
てしまっ
た。

危険だな
と思った
ときは、
常に声か
けをした
り、援助
ができる
場所に職
員がいる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒が好
きで、足
かけ回り
を練習し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒や雲
梯等の落
下する可
能性があ
る遊具を
使用する
時は、職
員が傍に
ついてい
る事に
なってお
り、当日
は近くに
はいた
が、本児
以外の子
もいた
為、十分
な援助が
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄
他の遊具
の所にい
た為、見
ていな
かった。

担任で
はな
く、午
後の戸
外遊び
の当番
職員
だった
ため、
本児が
どの程
度鉄棒
ができ
るのか
把握が
十分で
なかっ
たのか
もしれ
ない。

職員全員
が、子ども
達の発達に
ついて共通
認識をし、
配慮すべき
ことを認識
する

5172

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

10 7 3 1 1 5歳
2.女
児

事故発生
時、晴天で
はあった
が、強い風
が吹いてい
た

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外側上顆
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

・幼児ク
ラスの職
員の配置
が1人に
なる瞬間
ができて
しまった
(衝突時1
人だっ
た)。
・テラス
(園庭)遊
びを行う
際の明確
なルール
がなく、
その場の
職員判断
で遊び方
が展開さ
れてい
た。

・常時2
名以上を
基本と
し、活動
内容や状
況に応じ
て配置を
検討。理
由があっ
て抜ける
際の保育
の展開方
法や職員
間の声か
けの徹底
をする。
・テラス
(園庭)で
の遊び方
や環境設
定を検討
し、遊び
が混在し
ないよう
にする
等、全職
員で周知
徹底でき
る明確な
ルールを
策定す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

・地面が
土やゴム
質の素材
であれば
衝撃を和
らげ、骨
折までい
かなかっ
た可能性
もあると
考える。
・追いか
けっこ等
の遊びを
行う場所
と縄跳
び、ボー
ル当出遊
ぶ場等の
仕切りが
ない為、
遊びが混
在してし
まう。

・園庭の
地面の素
材の協議
をし、必
要に応じ
て素材の
変更も検
討する。
・園庭の
環境につ
いて協議
を行い、
必要に応
じて安全
面を考慮
した仕切
りを設
け、遊び
の混在が
無いよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・テラス
での過ご
し方、遊
ぶ中での
留意点の
指導が足
りていな
かった。

・テラス
での過ご
し方・遊
び方の
ルールの
策定と周
知徹底、
お子様へ
の指導徹
底をする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時の
申し送り
では様子
に変化も
なく、日
中も活動
にしっか
りと参加
できてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記
載）
他児との
関わりを
持ってお
り、衝突
する前後
の動き
は、視野
に入って
いたもの
の、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記
載)
夕方のク
ラス清
掃・消毒
を行って
おり、室
内にいた
為、現場
を見てい
なかっ
た。

・他児
と関わ
りを
持って
おり、
一部始
終見て
はいた
もの
の、衝
突時に
間に合
わな
かっ
た。
・室内
へ促す
際の判
断が、
遅かっ
た。

・他の職員
へ援助を求
め、決して
無理するこ
となく保育
に従事す
る。

5173

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 3 15 7 6 1歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯根破折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３)回/年

1.基
準以
上配
置

何度も出
来ていた
ことによ
り大丈夫
だろうと
いう危機
管理の低
さ

常に万が
一を考え
危機意識
をもち大
丈夫だろ
うと過信
しない
事例をも
とにした
事故予防
に関する
研修の強
化

1.定期的
に実施

実施頻度
(584)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(584)回/
年

前日の雨
により、
水たまり
箇所が
あったた
め、濡れ
た服を着
て滑るこ
とにより
スピード
がついた
り、滑り
やすい状
況であっ
た。

すべり台
が濡れて
いる場合
は、水気
を拭きと
り、気を
つける
滑り終わ
りの箇所
にはマッ
トを敷く
などして
衝撃を和
らげる

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭で遊
ぶのが2
回目であ
り、固定
遊具に対
する身体
の使い
方、遊び
方がまだ
慣れてい
ない状況
であっ
た。

慣れてい
ない時期
は、少人
数ずつに
すること
や使用
（遊ぶ）
範囲を考
える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

すべり台
が好き
で、園庭
にでれる
ことを喜
び、園庭
に出ると
何度も繰
り返しす
べり台を
滑ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すべり台
の脇で対
象児とも
う一人の
児童がす
べり台を
滑るのを
見てお
り、対象
児の体制
が崩れあ
ぶないと
思い手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

すべり台
ののぼる
側、園庭
の山、砂
場とそれ
ぞれの立
ち位置に
おり、見
守ってい
たが危険
に気づけ
ずにいた

手の届
かない
所に危
険があ
り危機
予知が
おろそ
かで
あった

子どもの動
き、危険を
予測し、職
員の立ち位
置を考え危
険を回避し
たり、未然
に防いだり
できるよう
に一人ひと
りが注意す
る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5174

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

4 3 0歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

3.火傷
5.下肢
(足・足
指)

熱傷、皮
膚潰瘍

8.その
他

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

事故予防
と事故時
の対応の
基礎知識
の園内研
修実施

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

加湿器の
通常の設
置場所で
はなかっ
た。

加湿器の
設置場所
の安全面
の徹底

5.睡眠
(午睡)
中

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

早く目覚
めた対象
児の相手
をしてい
たもの
の、ほか
のことを
するため
にその場
をちょっ
とのつも
りで離れ
てしまっ
た。加湿
器が床の
上に下ろ
してあっ
たことを
忘れてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児以
外の子は
まだ眠っ
ていたの
で、保育
室の片付
けや掃除
をしてい
た。

午睡か
ら早く
目覚め
た子へ
の保育
者全員
の目配
り、配
慮不足

保育者の注
意してみる
ところを分
散させて、
死角がない
ようにす
る。

5175

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

24 5 5 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第３・
４第５中
足骨頚部
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

遊び内容
に対して
の場所の
整理を行
う

日々の活
動の中で
足腰を使
う活動を
繰り返し
取り入れ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

雲梯等の
固定遊具
は子ども
がすると
きは、常
にマット
を敷くよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
分散して
遊んでい
る状況に
なってい
た。

子どもの
予測行動
を考え、
危険箇所
を確認す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

まてまて
遊び（追
いかけっ
こ）を保
育士と友
だちと一
緒にする
が、その
後も体を
動かして
遊ぼうと
する姿が
見られ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ちゅう
りっぷ組
（2歳
児）の子
どもたち
の動きを
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋の掃
除とオム
ツ交換の
ため子ど
もたちを
部屋へ入
室させて
いた。

子ども
の姿、
動きの
視察を
する。

遊びの内
容、時間、
職員配置、
子どもの人
数を検討す
る。

5176

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 14 20 11 0 5 5 3歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨幹
部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特に考え
られない

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/週

特に考え
られない

今回の事
故には
ハード面
の要因が
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特に考え
られない

環境面に
要因がな
いと判断
してい
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
おっとり
とした性
格で、朝
早くから
登園する
ためか、
室内外問
わず横に
なること
がある。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一緒に園
庭に出て
遊びを見
守りして
いたが、
寝っ転
がってい
る子に気
が付かず
にいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一緒に園
庭に出て
遊びを見
守りして
いたが、
寝っ転
がってい
る子に気
が付かず
にいた。

普段から、
寝っ転がる
子には声を
かけている
が、子ども
たち自身に
も寝っ転が
ることの危
険性を意識
してもらう
ため、幼児
の各クラス
で話し合
い、意識が
持てるよう
にした。職
員は頻繁に
全体を見な

5177

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

48 3 3 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手薬指
第二関節
成長軟骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

跳び箱の
そばに保
育士はい
たが、
サーキッ
ト全体を
見てい
た。

必ず側に
保育者が
つき、手
の付き方
を確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

跳び箱の
助走の距
離が長く
とりすぎ
ていた。

跳び箱ま
での助走
の距離を
短くする
ことで勢
いを減ら
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
やりたい
という思
いで繰り
返し何度
も跳んで
いた。

子どもの
ペースで
繰り返す
のではな
く安全面
に気を付
けて取り
組めるよ
う見守っ
たり声を
かけたり
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

跳び箱が
できるよ
うになっ
たことが
嬉しく
て、戸外
遊び中、
友達と繰
り返し跳
び箱を楽
しんでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

砂場で遊
んでいる
子たちの
様子を見
ながら、
跳び箱を
している
子どもた
ちを見て
いた。そ
のため、
手の付き
方まで
は、確認
できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

跳び箱が
サーキッ
ト遊びの
一部に組
み込んで
あったの
で、近く
にいて
サーキッ
ト遊び全
体も見な
がら跳び
箱の子ど
もたちの
様子を見
ていた。

どの遊
びに危
険が伴
うのか
の判断
があま
かっ
た。

子どもの遊
びの様子を
見ながら危
険が伴う遊
びにはすぐ
に対応でき
るような距
離での見守
りをする。

5178

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

12 0 0 0 0 0 0 0 1 1 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨骨幹部
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1～２　)
回/年

2.基
準配
置

1か月を
超える連
続した休
み外出の
自粛は、
職員に
とっても
子どもに
とっても
初めてで
あり、こ
れによる
肉体的、
精神的に
及ぼす影
響が予想
を超えて
いた。

・研修が
行われた
時だけで
はなく、
年度始め
には必ず
マニュア
ルの確認
を行うよ
うにす
る。
・「普段
やってい
る」から
ではな
く、生活
の状況を
把握し、
1～2段階
下げた保
育を提供
し、安全
に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎)回/年

バイオ
クッショ
ンが全面
に敷いて
あり、す
ばやい動
きをする
遊びでは
蹴りだし
にくく、
止まりに
くい。

バイオ
クッショ
ンの特性
から、突
発的な動
きや相手
の意志に
よって動
くような
活動は控
える。
（かけっ
こ、鬼
ごっこ
等）自分
の意志で
動く遊び
を行う。
（フラ
フープ、
縄跳び
等）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

固定遊具
（うんて
い、滑り
台）では
遊ばない
という大
まかな指
示のみ
で、遊び
に関して
の注意は
しなかっ
た。

遊びの注
意点を子
ども達と
確認し合
い、遊び
によって
の行動範
囲も制限
するよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

約2か月
ぶりの登
園であっ
た。登園
時に保護
者と話を
し、休み
中は元気
に過ごし
特に変わ
りなかっ
たとの報
告を受け
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

うんてい
の近くの
全体を見
渡せる位
置にお
り、鬼
ごっこを
している
子どもが
危ない動
きをしな
いよう声
を掛けて
いた。対
象児の動
き、転ぶ
瞬間を見
ていた。

3.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と関
わってい
た為、見
ていな
かった。

長期休
みだっ
た多く
の子ど
もが登
園して
くるに
あた
り、安
全第一
に過ご
すこと
を職員
全体で
確認し
合った
が職員
ひとり
一人の
安全面
に対す
る受け
止め方
が異

園生活のリ
ズムが戻
り、心と身
体が落ち着
くまでゆっ
たりとした
ペースで室
内で過ご
す。その
後、戸外に
出る際は、
身体が慣れ
るまでは
走ったり、
鬼ごっこを
する等大き
な動きをす
ることは避
け砂場遊び
や散歩など
落ち着いた
遊びから始
めるという
ような具体

5179

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 2 5 3 11 6 6 1歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

上顎乳中
切歯２本
の亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

木製のス
ロープ面
には丸太
の部分が
あり、力
が弱い乳
児には
滑った時
に、横の
板や片側
のみの
ポールで
は体を支
えること
が難し
い。

滑り止め
になるも
のが必要
だと考
え、ウレ
タン製の
テープを
スロープ
面に等間
隔に貼
る。滑り
台を使用
する前に
は、必ず
職員が歩
いてス
ロープの
状態を確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段から
１～３歳
児の異年
齢児が同
時に遊ぶ
環境にあ
り、そん
な中で見
守られな
がら遊ん
でいた。

年齢に
よって遊
び方や動
きにも差
が出るの
で、１歳
児のみで
ゆったり
と遊ぶ環
境を作
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に登
所し、お
やつを食
べた後に
所庭で遊
ぶ。所庭
では、元
気に走っ
たり、滑
り台で繰
り返し
滑ったり
して遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台の
スロープ
を上ると
ころと、
滑るとこ
ろ両方が
見える場
所で安全
に遊べる
ように言
葉がけを
しながら
遊びを見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児童
の遊びを
見守りな
がら、全
体把握を
してい
た。

活発な
児童で
しっか
りとス
ロープ
横の板
やポー
ルもつ
かみ歩
けてい
たの
で、見
守りと
言葉が
けの対
応のみ
になっ
てい
た。

滑り台を使
用する際
は、児童の
年齢や発達
を確認しな
がら職員の
人数や見守
る場所を複
数人で確認
するなど、
体制を整え
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5180

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

64 0 0 0 20 18 26 0 5 5 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

事故や怪
我をしな
いよう気
を付けて
遊ぶよう
子供たち
と話し合
う。
日頃から
安全面に
は十分配
慮し、職
員間で確
認し合い
ながら事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
で、太鼓
橋にてぶ
ら下がっ
て遊んで
いた。足
に弾みを
つけた
時、手が
離れて右
腕から転
倒する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の事
故発生時
には、太
鼓橋の至
近距離で
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児の動
きを見
守ってい
たが、一
瞬の動作
の為、転
倒を防ぐ
事は出来
なかっ
た。

特にな
し

日頃から安
全面には十
分配慮し、
職員間で確
認し合いな
がら事故防
止に努め
る。

5181

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

39 39 2 2 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足指骨
折（中
指）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

裸足保育
の為、運
動遊びは
裸足で
行ってい
た。

３歳以上
児は内履
きズック
をはいて
生活をす
る。(遊
びや生活
に応じて
ズックを
使用す
る)

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
50)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ドッジ
ボール中
で、咄嗟
的に動く
ことを考
え、こど
もの人数
が多くな
らないよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・活発で
いつも積
極的に運
動遊びを
する。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育
士・裸
足で
ドッジ
ボール
をして
も怪我
をしな
いであ
ろうと
思いこ
んでい
た。
児童・
ボール
から逃
げよう
と友達
の後ろ

・ドッジ
ボールで自
分の身を守
る方法をク
ラス内で話
合う。
・友達の後
ろに隠れる
時は近づき
すぎないよ
うに知らせ
る。

5182

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 5 11 2 1 4歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

頬の裂傷

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

鉛筆での
傷は、す
ぐ石鹸等
で洗い流
すことを
職員に周
知した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ハード面
での改善
の必要性
はないと
考えられ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

塗り絵を
してい
て、本児
が他児の
塗り絵に
描き入れ
たため、
喧嘩に
なった。
一旦、収
まった
が、本児
が他児に
暴言をは
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

自由遊び
の時間
で、本児
が塗り絵
をしてい
ると確認
してい
た。その
日の設定
保育の準
備に隣の
保育室に
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

塗り絵を
していた
時の喧嘩
の仲裁を
した後、
本来就く
べき介助
（別の園
児）を見
守ってい
た。

現在配
置され
ている
介助員
だけで
は、対
応しき
れな
い。

介助員の増
員を提案
中。

5183

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

14 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
８　)回/
年

1.基
準以
上配
置

棚に入っ
ていた絵
本に興味
があり、
棚に上が
ろうとし
たとも考
えられ
る。

職員同士
声を掛け
合いなが
ら職員の
立ち位置
を考え
る。絵本
は保育士
と一緒に
とること
を繰り返
し伝え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし
7.その
他

棚の整理
整頓を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸棚の中
に入って
いた絵本
が見た
かったか
もしれな
い

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

朝飲んだ
コップを
洗いなが
ら子ども
達の様子
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任以外
にこの部
屋に職員
がいな
かった。

登園自
粛期間
でいつ
もより
子ども
が少な
く、職
員の気
持ち中
に安心
感が
あった
かもし

子どもの人
数に関わら
ず、どのよ
うな状況で
も常に安全
管理意識を
徹底しマ
ニュアルに
従った保育
をする。

5184

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 5 10 9 14 7 5 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

遊び慣れ
ている遊
具だった
ため、こ
のような
怪我や事
故につな
がること
を予測し
ていな
かった。
事故発生
の可能性
に対する
意識が足
りなかっ
た。

子どもの
運動能力
の発達や
遊び方に
ついて、
職員間で
把握でき
るように
する。
常に怪我
や事故に
つながる
ことを想
定して、
職員の配
置や環境
を整えて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(100)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(100)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年

遊具等は
点検済み
で安全
だった
が、遊び
方の把握
ができて
いなかっ
た。

普段遊び
慣れてい
る場所で
も大きな
事故に繋
がる可能
性がある
ことを意
識して保
育する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

繰り返し
上り下り
している
中で、気
持ちが大
きくなっ
てしまい
普段と違
う下り方
に挑戦し
てみよう
と思って
しまっ
た。

日々の活
動の中
で、行動
を予想し
て危険な
遊び方に
ついて子
ども達に
も事前に
知らせて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発で
様々な遊
びに興味
を持ち取
り組み、
何度も遊
んでいる
うちに気
持ちが高
ぶり上り
下りにも
スピード
が出てい
たように
思われ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育者１
は対象児
が遊んで
いた太鼓
橋と隣に
あるすべ
り台の間
にいた
が、すべ
り台で遊
んでいる
園児に対
応してい
て、転落
の瞬間を
見ていな
かった。
保育者２
は砂場付
近で遊ん
でいる園
児を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スの保育
者は、園
庭にいた
が他児の
様子に目
を向けて
いて見て
いなかっ
た。
保育者３
が、転落
した瞬間
は見てい
なかった
が、起き
上がり腕
を抑えて
いるとこ
ろを見つ
け、近く
にいる保
育者１に
知らせ
た。

職員配
置は十
分で
あった
が、予
測でき
なかっ
た。

職員は遊び
の中の危険
を予測し、
言葉かけや
園児の遊ぶ
様子を見直
し危機管理
について意
識を強く持
つようにす
る。

5185

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

7 0 7 0 0 0 0 4 4 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

子ども
は、予期
しないこ
と不意に
すること
がありま
す。まし
ては1歳
児なので
1歳児の
成長発達
を改めて
十分理解
し直し、
個々の動
きをしっ
かり見守
りながら
遊ばせる
ようにす

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今後、よ
り一層
個々の発
達を十分
把握した
上で、教
材を選択
し安全面
に留意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

今後、より
一層個々の
発達を把握
し関わるよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5186

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 10 11 11 5 3 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

　事故対
応マニュ
アルはあ
るが事故
予防マ
ニュアル
は作成し
ていな
かった。
事故予防
マニュア
ルがあれ
ば、内容
に従って
予防し怪
我を防ぐ
ことがで
きたかも
しれな
い。

　今後、
事故予防
マニュア
ル作成に
向けて検
討した
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

　太鼓橋
の下面は
土で、あ
る程度衝
撃を受け
入れるこ
とはでき
るが、
マット等
の設置さ
れていれ
ば怪我を
避けるこ
とができ
たかもし
れない。

　太鼓橋
の下面は
土である
が、落下
の際、よ
り衝撃を
緩和する
ことがで
きるよう
ラバー
マットを
設置し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　普段の
遊びの中
で体力の
向上を目
指した内
容を取り
入れてい
るが、バ
ランス感
覚を養う
等の体の
使い方を
覚えてい
くことが
できるよ
うな内容
をより取
り入れる
ことで、
怪我を回
避するこ
とができ
るかもし
れない。

　子ども
たちの体
力の向上
を目指す
ととも
に、危険
を回避し
たり自分
の身を
守ったり
すること
ができる
よう、遊
びの中に
そういっ
た内容を
取り入れ
たり指導
したりし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　園庭
で、近く
にあった
踏み台
（高さ39
㎝）に
登って太
鼓橋の中
央部分
（高さ
140㎝）
につかま
ろうとし
て、手を
滑らせ落
下した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　園庭内
にいた保
育士及び
保育補助
5名はそ
れぞれ砂
場、滑り
台近く、
タイヤ山
等にお
り、うち
１名は子
どもの排
泄のため
園内にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　他の職
員は他の
子どもを
保育中で
見ていな
かった

　踏み
台は子
どもが
運ぶこ
とがで
きるも
ので、
遊びに
応じて
子ども
たちが
自由に
持ち運
びして
いる
が、そ
れを踏
み台と
して中
央部分
から
登った
りぶら
下がっ
たりす
るこ
と、ま
たその
際、保
育士が
手を滑
らせる
かもし
れない

　5歳児は普
段から太鼓
橋で遊ぶ姿
がみられ、
端から登ら
ず台を自分
で運び中央
から登ろう
とすること
もあった。5
歳児という
年齢で遊び
慣れた場で
あるからと
思いこみを
することな
く、手を滑
らせるかも
しれない等
の危機管理
を常にも
ち、そばに
ついたり声
をかけたり
することを
あらためて
話し合っ
た。

5187

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

7 1 6 　 1 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２)回/年

2.基
準配
置

ボールの
扱い方に
ついて改
めて確認
する必要
がある。

子ども達
にボール
の扱い方
や友達と
の遊び方
について
伝える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

ボールの
空気の入
り具合や
劣化。

ボールの
空気や劣
化につい
ての確
認、修繕
を行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

サッカー
をやって
いる場合
は、ボー
ルを蹴る
ので、
ボールの
勢いが強
いことが
ある。

サッカー
の時は様
子に注意
し、具合
によって
は声をか
けたり注
意を促す
などす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と
サッカー
を楽しん
でいた
が、うま
く蹴るこ
とができ
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
の見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
いたが、
４歳児と
あそんで
いた。

注意喚
起や危
機管
理。

全体的な見
守りや、注
意喚起、危
機管理、職
員の連携を
見直す。

5188

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

40 2 0 5歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手前腕
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１～２　)
回/年

1.基
準以
上配
置

職員会議
が長引
き、担任
が部屋に
戻るまで
の間、保
育補助者
のみの配
置となっ
てしまっ
た。ま
た、おや
つを取り
に行って
いたた
め、一
瞬、子ど
もたちだ
けになっ
た。

部屋をあ
ける際、
必ず保育
士を配置
するよう
にする。
声を掛け
合い子ど
もだけに
ならない
よう気を
つける。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

死角を作
らない様
にする。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

配置等に
問題はな
いが、人
的な環境
を整える
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達に向
かって投
げた玩具
が命中。
友達が怒
り足をか
けたた
め、転
ぶ。ふい
に転んだ
ため強く
手をつ
く。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当保育
士が不在
だったた
め。保育
補助者が
みていた
が、おや
つを取り
に部屋を
出たの
で、一瞬
子どもだ
けにな
る。隣の
クラスの
保育士に
呼ばれ、
部屋に戻
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児の異
変に気付
き、保育
補助者に
声をかけ
担任、主
任、園長
をよぶよ
う指示。
骨折して
いる可能
性が高い
ため、腕
を固定し
すぐに病
院へ連れ
ていく。
その間、
残った保
育士が危
害を加え
た友達に
話を聞
く。

保育補
助者だ
けにな
り、い
つも以
上にテ
ンショ
ンが高
くなっ
てし
まった
のでは
ない
か。

部屋をあけ
る際、必ず
保育士を配
置するよう
にする。声
を掛け合い
子どもだけ
にならない
よう気をつ
ける。

5189

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 4 7 7 7 4 4 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

毎月安全
対策委員
会を実施
していた
が、危険
の予測が
十分では
なかっ
た。

園庭での
遊具の選
択、遊ぶ
場所を職
員会で話
し合い確
認する。
安全に遊
べる環境
設定を
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

園庭がア
スファル
ト舗装の
ため。

走ったり
ボールを
使っての
遊びは、
近くの広
場の整備
を行い、
積極的に
利用す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

まだ身の
こなしが
年齢的に
未熟であ
るが、一
人でボー
ルで遊ん
でいた。

いろいろ
な場面を
予測し
て、年齢
に応じた
遊具の選
択や保育
士の見守
りなどを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

毎朝の健
康チェッ
クでは、
熱もなく
鼻詰まり
の症状の
みで登所
し、その
後もいつ
も通り活
発に過ご
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児が
ボールで
遊んでい
るのは近
くでみて
いて、片
付けるよ
うに声か
けをした
が、その
直後他児
に声をか
けられそ
の子への
対応をし
ていると
きに、
ボールを
追いかけ
ていき転
倒してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くに
4.5歳児
クラスの
担任がい
たが、転
んだ場面
はみてい
ない。本
児の泣き
声で気づ
き、本児
にかけよ
る。

遊具の
選択、
片付け
の手順
などへ
の配慮

片付けの順
番を考慮
し、危険性
のあるもの
から、保育
士が子ども
たちに働き
かけて安全
に見守りな
がら片付け
をしてい
く。

5190

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

27 2 2 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1 )回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　急いで
保育室に
帰ろうと
していた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　園庭で
遊んでい
た子ども
達が全員
保育室に
向かって
いること
を確認
し、保育
者も保育
室に帰ろ
うとして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　先に保
育室に帰
ろうとし
ていた子
どもの様
子を見守
り、次の
活動につ
いて知ら
せてい
た。

特にな
し

特になし

5191

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

29 8 21 3 3 5歳
1.男
児

特記事項な
し

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
数　)回/
年

2.基
準配
置

戸外活動
の遊び方
におけ
る、保育
士間の共
通認識

会議にお
ける確
認、ヒヤ
リハット
の活用、
定期的な
研修

1.定期的
に実施

実施頻度(
15　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
13　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

施設・設
備に関し
て改善点
は認めら
れない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

個人の特
性を踏ま
え、様々
な状況を
想定して
の声かけ
や遊ばせ
方が必要
であっ
た。

活動場所
の環境点
検を入念
に行うと
ともに、
状況に応
じ怪我に
つながら
ないよう
な遊びの
展開を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

公園の築
山の斜面
を降りて
きたこと
で、バラ
ンスを崩
し転倒し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

帰園の声
かけによ
り集合し
てくる子
への促し
と同時
に、遊び
を継続し
ている子
ども達へ
の声かけ
や見守り
が重なり
対応が
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

帰園の準
備をして
いる他児
の対応や
見守りを
していた
ため、そ
の瞬間を
見ていな
かった。

傍にい
る子へ
の対応
によ
り、全
体の子
への目
配りに
欠け
た。

傍にいる子
のみでな
く、全体把
握を意識
し、怪我に
つながりそ
うな動きに
関してはそ
の都度声か
けして事故
防止に努め
る。

85 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5192

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

15 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

全身を
使って遊
べる様に
サッ
カー・フ
ラフー
プ・長縄
跳びを提
供し、楽
しめるよ
うにし
た。落ち
着かない
子どもた
ちの姿が
ある中
で、様子
に合わせ
た遊び方
につい
て、保育
士間で話
をする場
面がない
まま遊び
だしてし
まった。
また長縄
跳びをく
ぐり抜け
る際、
引っ掛か
り転倒す
る予測が

子どもた
ちの様子
に合わせ
た遊び方
につい
て、検討
してから
遊ぶよう
にする。
園庭遊び
の危険に
ついて、
日頃から
職員間で
共通認識
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）/
年

要因は特
に無かっ
たが、人
工芝のた
め転倒が
大きな怪
我に繋が
る場合も
あること
を共通認
識する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

サッカー
後のため
本児が長
縄跳びに
来た際、
興奮した
様子が
あった。
落ち着け
る言葉か
けが足り
なかっ
た。

落ち着け
るように
話をして
から跳ぶ
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

長縄跳び
の前に
サッカー
で遊ぶ様
子があ
り、気持
ちが高
ぶったま
ま長縄跳
びにきて
いた。順
番を待っ
てくぐり
抜けよう
とした
が、足が
引っ掛か
り前方に
転倒し
た。両手
は地面に
付いたが
左上腕骨
骨折と
なった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄）
長縄を回
していた
保育士
が、至近
で転倒す
る様子を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

サッカー
に付いて
いた保育
士は、他
児のトラ
ブル対応
をしてい
て背を向
けていた
ため、転
倒には気
づいてい
なかっ
た。

担任以
外の保
育士
が、当
日園庭
に付い
てい
た。4歳
児の子
どもた
ちの姿
など日
頃から
情報交
換はし
ていた
が、一
人一人
の発達
面など
の細か
な情報
の共有
が足り
なかっ
た。

一人一人の
子どもたち
の情報を日
頃から共有
すると共
に、クラス
の情報も職
員全体に伝
え共有して
いく。

5193

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

28 3 3 5歳
1.男
児

事故発生以
前に、自宅
で２段ベッ
トから転落
し前歯２本
ぐらつきが
ある状態

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
の脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

規定によ
り、人数
配置には
問題はな
いが、職
員間で事
故防止に
ついて話
し合うこ
とが必
要。

研修やマ
ニュアル
の確認行
い、知識
を深め、
事故予防
に努めて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

今回の怪
我に関し
て、施
設、設備
は影響し
ていな
い。

再発防止
の検討は
必要がな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
に夢中に
なり、互
いに周り
が見えな
くなった
ことが原
因と考え
る。

保育人数
に於いて
は問題は
ないが、
危ない様
子が見受
けられた
時はすぐ
に駆け寄
り安全に
遊べるよ
うにす
る。ま
た、走る
時に、周
りの様子
を見るよ
うに知ら
せてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
く、元気
に過ごし
ていた。
本児には
疲れた様
子は見受
けられな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児の一
番近くに
いた職員
がぶつ
かって転
んでいる
ところを
見てかけ
つける。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士１
名は、片
付けが終
わった子
を集め、
もう１名
の保育士
は別の子
について
おり、ぶ
つかった
ところは
目撃して
いない
が、他児
の「転ん
で血が出
てる」と
いう声を
聞き気づ
く。事故
発生後、
２名の保
育士は他
児と一緒
に保育室
に戻る。

園庭で
の遊び
は保育
士が見
守れる
範囲で
行う。
走るス
ペース
も十分
にとれ
てお
り、活
動に於
いての
問題は
ない。

子どもが逃
げることに
夢中になっ
ている時
は、子ども
に周りを見
るように声
掛けをす
る。

5194

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

39 0 9 8 9 13 4 3 4歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足薬指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

クラス移
動中に安
全確認を
する保育
士配置

クラス移
動場所に
保育士が
入り子ど
もの安全
確認をす
る

2.不定期
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

保育士
は、クラ
ス移動中
子どもの
動きが見
えない

移動クラ
スに保育
士が入り
子どもの
安全を確
認する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事前に水
分補給用
コップを
延長保育
室に用意
する

クラス移
動中の子
どもが見
えるよう
に保育士
配置を考
える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
いつも通
りの動き
をしてい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児の動
きが視野
に入らな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

水分補給
中の子ど
もに関わ
り本児が
視野に入
らなかっ
た。

保育士
間の連
携が不
足して
いた。

保育士はク
ラス移動中
の子どもの
動きに配慮
が必要

5195

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

1 2 2 6歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯牙脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２ 　)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員の配
置は十分
だった。
担任の
他、フ
リー保育
士も配置
されてい
た。

事故防止
のマニュ
アルにつ
いての研
修を行い
職員全体
に周知す
る。子ど
もの人数
に対する
職員配置
を適切に
行い、子
どもの様
子や特徴
に合わせ
て必要な
配置もす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

ホール床
は整理さ
れ、定期
的にワッ
クスがか
けられて
いる。靴
下では滑
ることも
ある。

毎日の清
掃、定期
的な点検
やワック
スがけは
今後も行
うが、お
もちゃや
危険なも
のが置か
れていな
いかを十
分確認す
る。

7.その
他

担任を驚
かせよう
と思い、
上靴を履
かないで
ホールに
出てしま
い、すぐ
戻ろうと
して踵を
返し滑っ
てしまっ
た。（お
部屋には
フリー保
育士がい
たが、一
瞬のこと
で止めら
れなかっ
た。）

ホールは
滑りやす
くなって
いるので
上靴を必
ず履くよ
うに徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

もともと
他者を驚
かせるこ
とが好き
な児童で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
を至近距
離でみて
いたが、
突然の動
きを予測
すること
ができな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
及び対象
児童を至
近距離で
みていた
が、突然
の動きを
予測する
ことがで
きなかっ
た。

おやつ
前でう
れしい
気持ち
もあ
り、担
任の後
ろにつ
いてい
きたく
なった
よう
だっ
た。

今後も子ど
もの人数に
対する配置
以上に、そ
の日の児童
の様子や、
特徴に合わ
せた配置を
配慮してい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5196

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 12 9 2 2 5歳
2.女
児

新型コロナ
ウイルスの
影響で登園
を自粛し、
家で過ごす
時間が長
かったため
体力の低下
や、体の感
覚が鈍って
いた可能性
がある。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

５月末ま
で登園を
自粛して
いたた
め、体力
や瞬発力
が低下し
ていたこ
とや、久
しぶりの
友だちと
の戸外遊
びでいつ
もよりも
気持ちが
高ぶって
いたと考
えられ
る。

通常保育
が再開さ
れる前
に、職員
間で予想
される子
どもの姿
につい
て、けが
や熱中症
のリスク
が高いこ
とは想定
し、配慮
すべきこ
とについ
て話し合
いはして
いたが、
さらに園
庭の環境
設定の具
体的な配
置図を作
成し再度
職員間で
安全対策
を考えて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭に
コーナー
が設置し
ていな
かったた
め、広い
スペース
に開放感
が増して
しまっ
た。

園庭に
シャボン
玉など落
ち着いて
遊べる
コーナー
を設置す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

新型コロ
ナウイル
ス感染拡
大防止の
ため、５
月末まで
登園を自
粛してい
た。通常
保育に戻
り久しぶ
りの園生
活だった
ため、友
だちとの
再会や広
い園庭に
気持ちが
高ぶって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

追いか
けっこを
して友だ
ちと遊ん
でいる本
児の様子
を見守り
ながら、
ジャング
ルジムで
遊んでい
る子のそ
ばに立っ
て安全確
認をして
いた。本
児が転ん
だことに
気付きそ
ばに駆け
寄り声を
かけた
が、特に
痛みは訴
えず傷や
腫れもな
かったた
め処置は
しなかっ
た。友だ
ちとの遊
びに戻り
普通に歩

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭奥の
砂場で数
人の子と
関わり遊
びなが
ら、滑り
台で遊ぶ
子の方を
気にして
いたの
で、本児
が転倒す
る」場面
は見てい
なかっ
た。

園生活
に慣れ
ていな
いこと
を考慮
し、落
ち着い
て遊べ
るよう
にする
ための
配慮が
不十分
だっ
た。

戸外へ出る
前に遊び方
について子
どもたちに
話をし、体
が慣れてい
ないことを
理解したう
えで子ども
なりに気を
付けて遊ぶ
ように配慮
をする。

5197

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

12 1 1 4歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３～４)回
/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

その時間
は大型積
み木しか
出してな
かったの
で、保育
士は子ど
も達が遊
んでいる
様子を
しっかり
見ること
はできた
が、片付
けの時に
子どもか
ら目を離
してし
まったと
思われ
る。大型
積み木の
扱い方や
状況を子
どもにわ
かるよう
に知らせ
ていく。

常時その
大型積み
木が保育
室に設置
しておら
ず、遊戯
室から保
育室に運
び、遊ん
だ。　大
型積み木
は使い慣
れた場所
である遊
戯室など
の広いス
ペースで
遊ぶよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

男児に混
じって遊
んでお
り、高く
積んだ
り、並べ
たものの
上を歩い
たりして
活発に遊
ぶ姿が見
られた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

大型積み
木を片付
けている
最中に起
こり、数
名の子ど
も達は積
み木の上
に載って
遊んでい
た。職員
は他児と
一緒に片
付けをし
ていたた
め、対象
児が転ん
だり、手
を付いた
ところは
見ていな
かった。
シクシク
泣いたい
たので
「どうし
たの？」
と声をか
けた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

なし

本児か
らの
「積み
木が手
に当
たっ
た」と
いう話
から重
大な事
故につ
ながる
まで想
定して
いな
かっ
た。

クラス全体
の子ども達
の動きを十
分に把握
し、最後の
片付けの様
子まで見守
る。

5198

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

31 2 2 5歳
2.女
児

雨天のた
め、遊戯室
にて遊ん
だ。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足中指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもの
行動予測
を十分に
考えてい
なかった
現状であ
る。

状況に応
じた職員
の配置場
所等を予
め検討し
ておく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

子どもの
行動予測
を十分に
考えてい
なかった
現状であ
る。

室内で
あって
も、骨折
が発生す
ることを
油断しな
いように
保育中も
危機管理
を徹底し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びに夢
中にな
り、子ど
も同士の
力加減が
わからな
かった
り、予想
していな
いことが
起こった
りする状
況であっ
た。

行動の限
度を考え
ていくこ
とや、互
いの力の
加減につ
いて考え
ること、
遊びの環
境を整え
ていくこ
とに努力
し、遊び
方の工夫
を考えて
いけるよ
う指導を
心がけて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
友達との
じゃれあ
いに夢中
になって
いた。本
児も遊び
に夢中に
なりどこ
で足を痛
めたか分
からな
かった。
本児自ら
担任保育
士に「痛
い」と訴
えた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児のす
ぐ傍で密
にならな
いよう声
かけを
行った直
後「痛
い」と訴
えたこと
により気
がつい
た。患部
を動かさ
ないよう
にし、所
長の所へ
移動し
た。所
長・主任
に報告
し、対応
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児から
「痛い」
と訴えて
くれたこ
とにより
本児の異
変に気が
付き、声
を掛け、
本児の様
子を見
守った。
本児のこ
とは担当
職員に任
せ、他児
の保育に
集中し
た。

遊びに
夢中に
なり、
子ども
同士の
力加減
がわか
らな
かった
り、予
想して
いない
ことが
起こっ
たりす
る状況
であっ
た。

行動の限度
を考えてい
くことや、
互いの力の
加減につい
て考えるこ
と、遊びの
環境を整え
ていくこと
に努力し、
安全面への
配慮を考え
ていけるよ
う指導を心
がけてい
く。

5199

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

56 5 5 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

芝生での
危険対策
は考えて
いなかっ
た現状で
ある。

状況に応
じた職員
の配置場
所等を予
め検討し
ておく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

芝生での
危険対策
は考えて
いなかっ
た現状で
ある。

芝生で
あって
も、骨折
が発生す
ることを
油断しな
いように
保育中も
危機管理
を徹底し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びに夢
中にな
り、子ど
も同士の
力加減が
わからな
かった
り、予想
していな
いことが
起こった
りする状
況であっ
た。

行動の限
度を考え
ていくこ
とや、互
いの力の
加減につ
いて考え
ること、
遊びの環
境を整え
ていくこ
とに努力
し、遊び
方の工夫
を考えて
いけるよ
う指導を
心がけて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
友達と鬼
ごっこに
夢中に
なってい
た。本児
が友達の
手を引っ
ぱってし
まい、そ
れを不快
に思った
友達が本
児を両手
で押して
しまい、
右肘を下
にして転
倒してし
まった。
本児自ら
近くにい
た保育士
に「痛
い」と訴
えた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

「痛い」
と訴えた
ことによ
り気が付
いた。他
児と遊ん
でいたた
め、本児
の遊びは
見守りと
なり、本
児が泣い
たことに
より気が
つき、対
応するこ
ととなっ
た。右肘
を押さえ
ていたの
で、患部
を動かさ
ないよう
にし、職
員室へ移
動した。
所長・保
健師・主
任に報告
し、対応
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児から
「痛い」
と訴えて
くれたこ
とにより
本児の異
変に気が
付き、声
を掛け、
本児の様
子を見
守った。
本児のこ
とは担当
職員に任
せ、他児
の保育に
集中し
た。

遊びに
夢中に
なり、
子ども
同士の
力加減
がわか
らな
かった
り、予
想して
いない
ことが
起こっ
たりす
る状況
であっ
た。

行動の限度
を考えてい
くことや、
互いの力の
加減につい
て考えるこ
と、遊びの
環境を整え
ていくこと
に努力し、
遊び方の工
夫を考えて
いけるよう
指導を心が
けていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5200

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

13 13 1 1 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左開放性
モンテジ
ア骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５)回/年

2.基
準配
置

三輪車の
年齢に応
じた使い
方につい
て職員間
で共通
ルールの
決りがな
かった。
転倒時の
危険リス
クについ
ても今ま
で話し合
いの中で
も取り上
げたこと
が無かっ
た。

年齢に
合った三
輪車使用
時のルー
ルを決め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

地面は、
コンク
リートで
硬かっ
た。三輪
車の点検
をしてお
らず、使
用した職
員の報告
に頼って
いた。

三輪車の
定期点検
の時期や
担当者を
決める。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

三輪車使
用時、職
員間で使
い方など
認識の差
がある。

毎年子ど
もたちは
違うの
で、職員
間でルー
ルの確認
を行い、
子どもた
ちとも使
用時に使
い方の確
認を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で三
輪車を片
足こぎし
ながら一
人で周遊
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

久しぶり
の三輪車
で、友だ
ちと遊べ
気分が高
揚した状
態だっ
た。子ど
もの特徴
を把握す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児の様
子を確認
後、事務
所職員に
応援を呼
び、副園
長、看護
師と連携
をとり病
院受診し
た。

人員配
置的に
は問題
なかっ
たが、
事故発
生後担
任保育
士がS児
につい
て状況
報告し
たらよ
りス
ムーズ
だっ
た。

転倒の仕方
で開放骨折
が疑われた
際、すぐに
固定して救
急受診す
る。固定の
仕方を学
ぶ。

5201

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

14 4 3 7 5 5 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(４５)回/
年

2.基
準配
置

本児は気
が散漫に
なった
り、気持
ちが焦る
と、転ん
だりする
ことがあ
るが、目
を離して
しまっ
た。

子ども一
人一人の
性格、特
性を把握
し、落ち
着いて行
動するよ
うに事前
に声がけ
をした
り、見守
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/週

風で園庭
の地面の
砂が払わ
れ、転び
やすく
なってい
た。

園庭整備
をする。
（塩化カ
ルシウム
を蒔く、
石拾いな
ど）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
好きな遊
びをして
いて、保
育士は一
人一人の
子どもの
動き、遊
びなどを
把握でき
ていない
時があっ
た。

保育士
は、子ど
もの姿を
把握し、
どこで何
をどのよ
うに遊ん
でいる
か、意識
して見た
り関わっ
たりす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園後、
園庭で友
達とボー
ル蹴りを
して遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当保育
士は、人
数報告を
してお
り、子ど
もを見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の視
野に入っ
ていた
が、順次
登園する
子の受け
入れを正
門辺りで
行うなど
してお
り、子ど
もの行動
を予想で
きなかっ
た。

子ども
との遊
びや登
園して
くる子
の受け
入れな
ど、役
割を
持って
保育を
してい
るが、
それの
みに
なって

子どもとの
遊びや登園
してくる子
の受け入れ
などをしな
がらも、子
ども達が安
全に遊べる
ように周り
をよく見な
がら意識し
て保育して
いく。

5202

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

48 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(    1
) 回/年

1.基
準以
上配
置

今後もヒ
ヤリハッ
トや事故
が起きた
時の検証
を行い職
員が共通
理解をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２  )回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２  )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
260 )回/
年

今後も安
全点検を
しっかり
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ドッチ
ボールの
コートの
周りを
しっかり
確認し、
どの子も
安全に遊
べるよう
な配慮が
必要だっ
た。

遊びに対
して、ど
んな配慮
が必要か
を再度確
認し全職
員に周知
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも元
気でよく
動く子な
ので、大
胆な動き
がある時
は注意喚
起も必要
である。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッチ
ボールの
コート全
体を見て
いたが、
ボールに
目が行っ
ていたと
思われ
る。ドッ
チボール
をしてい
る子だけ
ではな
く、その
周りにい
る子の安
全にも配
慮する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
を複数の
職員で見
ることに
なるの
で、それ
ぞれが見
守る範囲
をある程
度は決め
ていた。
連携はし
ていた。

子どもが遊
ぶうえで、
いろいろな
リスクがあ
ることを想
定し、対応
をしてい
く。

5203

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

29 1 1 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右側鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(
１) 回/年

2.基
準配
置

戸外遊び
ではプラ
ス1名の
配置にで
きるよう
にする

1.定期的
に実施

実施頻度
(12  )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
260 )回/
年

園庭の石
拾い等を
定期的に
実施する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外遊び
で転んだ
時に手を
ついて体
を支えら
れるよう
な活動を
取り入れ
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が鬼
ごっこの
鬼役で他
児2名を
捕まえよ
うと追い
かけてい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児を
含む3名
以外の26
名は砂場
付近で遊
んでいた
ため保育
士も砂場
付近で見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年少組の
担任2名
が園庭に
いたが、
自分のク
ラスの子
どもたち
の保育を
していた

全体を見渡
せる位置に
着いた保育
士はそれぞ
れの子ども
たちの動き
を予想しな
がら見守る

5204

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

17 3 3 3歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(新年度明
けに必ず
１)回以上
/年

1.基
準以
上配
置

保育園内
で事故・
けがの起
こりやす
い場所、
時間など
過去の事
故につい
て、研修
を実施。
保育園の
ヒヤリ
ハット報
告の閲覧
実施後の
検討会を
実施。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

テラスに
敷いてあ
る緩衝材
マット
(バイオ
クッショ
ン)が躓
きやす
い。

歩行時に
躓きにく
いマット
への買い
替え(施
設修
繕)。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

歩いてい
て緩衝材
マットに
つまづい
た、また
は足をと
られた。

慌てるこ
となく
ゆっくり
歩く
身体を十
分に動か
す遊びの
経験を増
やす

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

登園時、
父親と離
れ際に泣
いて情緒
が不安定
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当保育
士３名が
役割分担
し、声を
掛け合っ
て連携を
図ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

隣のクラ
スの保育
者は自身
のクラス
の保育中
であり隣
のクラス
の対象児
の動きは
視界に
入ってい
なかっ
た。

登園時
間が遅
い園児
が多い
クラス
であ
り、保
護者対
応・午
前のお
やつ準
備・手
洗い等
のおや
つ準備
が重な
る時間

保育準備(配
膳準備)等保
育者の動き
と子ども達
の動きに合
わせた保育
者の立ち位
置(子どもの
動きから目
を離さない)
を見直す。
保護者対応
の多い時間
帯に保育士
を補充す
る。

5205

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

23 0 0 0 0 0 0 0 2 1 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(約３)回/
年

2.基
準配
置

職員によ
る見守
り、声掛
けを徹底
する

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

木材系材
料による
滑りやす
い床面で
あったた
め

前後ぶつ
からない
ように間
隔をあけ
て体操し
ていた
が、転倒
を想定し
て
滑りやす
い床面
だったの
で事前に
床の状態
を確認し
て体操用
マットを
敷き実施
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

準備体操
後の側転
練習だっ
たので児
の集中力
や疲労は
ないか見
極める
必要が
あった。
また床が
滑りやす
くないか
事前に確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

側転練習
前に「集
中して取
り組む」
ことを全
体で伝え
たあと
だった
為、本人
もいつも
より気を
引き締め
て臨んで
いたが側
転時の踏
切の足を
滑らせ転
倒した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

毎日繰り
返して
行ってい
た体操
だった
為、全体
が見える
場所にい
た。
そのため
児が足を
滑らした
時に瞬時
に手を差
し伸べる
ことが出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

補助で
入ってい
た職員
は、側転
が苦手な
子（6
名）ほど
に付き
添ってい
た。

特にな
し

もう少し子
どもたちに
伝わるよう
な言い方や
具体例を伝
えて取り組
む。
一人一人の
集中力や疲
労を見極め
て行ってい
く。

5206

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

11 0 3 2 4 1 1 0 2 2 5歳
2.女
児

なし

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左母指挫
創　創傷
感染症

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１～２)
回/年

2.基
準配
置

なし

事故防止
マニュア
ルの見直
しと保護
者、児童
への安全
な登降所
について
周知を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/1日

なし

駐車場の
定期点検
を行い、
安全確認
をする。

7.その
他

なし

交通安全
の指導の
際に、安
全な車の
乗り降り
について
指導を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ケガ以外
は特に変
わった様
子はな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

まだ、登
園前で、
保育をす
る前で本
児を確認
できてい
ない状況
であっ
た。他の
兄弟2名
を預か
り、母親
から病院
を受診す
る旨を伝
えられ

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登所して
いる児童
の保育体
制を確認
する。動
揺がない
ように声
をかけ
る。

なし 特になし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5207

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

6 4 2 2 2 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の対
象年齢確
認を怠っ
た

遊び、活
動に入る
前に公園
内・遊具
の安全確
認をす
る。事前
に散歩
コースや
公園内遊
具がわか
り、年齢
に応じて
使用でき
るものを
挙げてお
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

三叉滑り
台、対象
児は担当
保育者か
ら一番離
れた奥側
の滑り台
を滑って
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他園児1
名を排泄
援助の
為、トイ
レに連れ
ていき、
戻ってき
たところ
だった。

保育者
が1名で
遊具に
つく時
間が
あった

職員がその
場を離れる
際は、一旦
違う遊びや
遊具にする
など安全に
見守れる環
境を整える
習慣を身に
つける

5208

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 17 4 2 6歳
2.女
児

異常なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

転倒を未
然に防げ
なかっ
た。

今後も保
育指針に
基づき保
育を行う
と同時
に、職員
の観察力
強化、連
携に努
め、園外
事故発生
を未然に
防いでい
きたい。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

柔らかい
苔状草の
ため滑り
やすかっ
た。

転倒しな
いように
見守り、
声がけに
努める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒を防
げなかっ
た。

あらゆる
危険を予
測し、常
に安全に
気を配り
ながら保
育にあた
るように
職員に再
確認させ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

笹巻き用
の笹取り
後、数名
の友だち
と鬼ごっ
こをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

数名と鬼
ごっこを
していた
が、滑り
やすい苔
状草に足
をとられ
転倒。痛
みの余り
号泣した
ため瞬時
に駆け寄
り介助し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児とと
もに笹取
りを続
行､また
は他児と
ふれあい
遊びをし
ていた。

広場が
滑りや
すい苔
状草で
あるこ
とを伝
えな
かっ
た。

あらゆる危
険を予測
し、常に安
全に気を配
りながら保
育にあたる
ように職員
に再確認さ
せる。

5209

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

19 19 7 7 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

遊具の状
態を事前
に把握す
る。

本児の運
動能力に
応じた対
応をす
る。(手
を添える
等)

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

園外の公
園等の安
全点検は
年1回実
施してい
る。(母
親クラブ
が実施)

職員が気
付いた危
険個所は
随時周知
しあう。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児の運
動能力を
確認す
る。

子ども達
と遊び方
を確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ジャング
ルジムに
登って遊
び、ジャ
ンプして
降りた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

傍で見
守ってい
たが、う
まく着地
できな
かったよ
うで転ん
でしまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児はう
まく着地
できてい
たので、
本児も大
丈夫であ
ろうと思
い、手を
添える援
助はしな
かった。

本児の
運動能
力の確
認を
怠っ
た。

担任外の職
員がつく場
合は各自の
運動能力を
確認しあ
う。

5210

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

20 4 4 2歳
1.男
児

進級して2
日目。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

進級して
2日目で
あり、本
児が環境
の変化に
なれてい
なかっ
た。
新入児退
園時刻の
ため、保
護者対応
している
保育者も
いた。

園児の特
性や年度
代わりな
ど特に環
境の変化
が大きい
時期は、
目を離す
ことがな
いように
気を配っ
ていきた
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

点検結果
を踏まえ
れば、施
設・設備
には問題
ないと思
われる。

毎日の目
視と業者
による点
検等の確
実な実施
の継続

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

進級当初
の緊張感
と昼食前
の自由遊
びの開放
感から、
本児の気
持ちが高
ぶってい
た。

注意して
階段を上
るよう、
声掛けが
必要だっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

進級して
2日目で
あり、児
が環境の
変化に慣
れていな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　　階段
を上ろう
とする本
児が見え
ていた
が、手の
届く距離
に保育士
はいな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　　本児
の行動は
見えてい
たので、
転落後す
ぐに起こ
し、痛み
の有無、
けが等の
確認をし
た。

進級当
初、慣
らし保
育の新
入園児
の退園
時刻と
重な
り、保
護者対
応のた
め、い
つもの
ような
十分な

園児に対す
る注意喚起
の声掛けを
したり、保
育士に応援
要請をした
りする。

5211

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

0 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12 )回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
24 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24 )回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体をほぐ
し、段階
を踏んで
から跳び
箱の練習
を始めた
が、新型
コロナウ
イルス感
染症拡大
防止で保
育園自粛
中に運動
不足に
なった子
どもが多
いから
か、体が
強張って
いたこと
が考えら
れる。今
後も運動
遊びの際
は、十分
な柔軟運
動を行
い、保育
士等は傍
について
すぐに対
応できる
ようにし
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

跳び箱は
2段から
始め、本
児は何度
も成功
し、その
度自信を
つけてい
た。3段
目にした
時に跳べ
ず、２回
目に挑戦
した時に
転倒し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士は
跳び箱の
傍につ
き、必要
に応じて
補助をし
ていた。
本児が跳
んだ際、
転倒しす
ぐに本児
の体の確
認をし、
対応をし
た、

特別支援
児２名は
きりん組
保育室に
て担当保
育士と保
育してい
たので、
ホールで
は担任１
名が行っ
ていた。
跳び箱を
始める前
は園長も
指導の様
子を確認
してい
た。

5212

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 24 17 3 3 4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

打撲によ
る歯牙脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

職員が園
児全体の
動きが見
えていな
かった。

職員同士
で声のか
け合い、
全体を見
渡せる位
置で子ど
もを見
守ってい
く

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
10　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
10)回/年

今後も定
期的に行
う

危険や怪
我につな
がらない
よう安全
に配慮し
た活動を
していく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
遊んでい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
と遊んで
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児以外
の子ども
を見守っ
ていた

本児が
前を見
ていな
かった
ため、
振り
返った
瞬間に
遊具の

子ども一人
ひとりの動
きを観察
し、危険や
怪我につな
がらないよ
う配慮する

5213

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

19 2 2 3歳
2.女
児

特に無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

新型コロ
ナウイル
ス感染拡
大予防で
在宅勤務
の職員が
おり、職
員配置、
園児のク
ラス配置
等イレ
ギュラー
な状態が
あった。

在宅勤務
で担任が
いない場
合がある
ので、
個々の子
どもの状
況を全職
員に伝言
し周知す
る。併せ
て園庭で
の保育士
の立ち位
置（危険
場所）や
各保育士
の役割を
明確にし
ておく必
要があ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年
（１）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年
（１）回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

園庭は施
設面、設
備面での
不備はな
かった。

何もない
ところで
事故が起
きた。危
険箇所を
職員間で
共有し、
子供の動
きを予測
しながら
見守って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は常
に指しゃ
ぶりをし
ており、
転倒した
ときに手
が付けら
れず、体
を支えら
れなかっ
たと考え
られる。
（右頬に
砂がつい
ていたの
で）

身体的に
も走り方
に幼さが
感じられ
る。情緒
の安定を
図りなが
ら、運動
遊びを取
り入れる
などして
身体面の
発達を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に問題
なく、通
常の様子
と変わり
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育士1
名は全体
を見渡せ
る位置に
いたが、
多動の子
どもに対
応してお
り、本児
の様子に
気づけな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場には
２歳児ク
ラスの担
当保育士
が２名で
子ども達
を見てい
た。３歳
児のもう
一人の担
当保育士
も砂場で
遊ぶ子ど
も達を見
ていた。

もう一
人の担
当保育
士が砂
場にい
る子し
か目を
追って
いな
かっ
た。ま
た、園
庭の子
どもが
少な
かった
為、怪
我に対
する意
識が薄
かっ
た。

砂場には２
歳児クラス
の担当保育
士もいたの
で、一人の
保育士が園
庭で遊ぶ子
ども達の動
きにも目を
配り、常に
全体を把握
しておく必
要がある。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5214

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

20 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手人差
し指付け
根　骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1～2　)回
/年

2.基
準配
置

園児の能
力及び体
調、集中
力の見極
めが適切
であった
か。

担任は、
園児の体
調、精神
的な集中
力をみ
て、安全
のために
活動の負
荷を変え
る見極め
をする。
無理に頑
張らせ過
ぎない。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

跳び箱に
ついて
は、がた
つきや破
損個所は
なかっ
た。マッ
トについ
ても落下
した時を
考えて不
安を感じ
ないよう
設置され
ていた
が、跳ぶ
方向が
ホール短
辺だった
為、圧迫
感があっ
た。

跳び箱で
ホールを
使用する
には、他
のクラス
のいない
ときに行
う。余裕
をもって
ホールの
長辺(約
16m)方向
で助走を
すること
で圧迫
感、緊張
感を軽減
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

5歳児が
跳び箱を
設置した
ことか
ら、倉庫
からの搬
入、搬出
のしやす
い近い位
置に設置
し、中央
まで跳び
箱を移動
させな
かったこ
とが考え
られる。
このこと
が助走距
離を十分
とれな
かった原
因とも考
えられ
る。

跳び箱を
ホール中
央まで移
動し、圧
迫感、緊
張感を軽
減させ
る。子供
に設置さ
せるので
はなく職
員の応援
を要請す
るなどの
対応をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　普段は
追いか
けっこ、
サッカー
で友達と
はしゃい
だりする
ことも多
いが、不
安感や興
奮で気持
ちが不安
定になっ
たりする
ことはな
く、6段
の跳び箱
に向かっ
た時は目
の前のや
るべきこ
とに集中
できてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　当該児
はじめ、
数人が繰
り返し6
段に跳ん
でいた様
子をみて
いて、ま
だ集中力
がとぎれ
ていない
ことを感
じ、活動
を継続さ
せてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

5歳児
は、4ヶ
月近くも
跳び箱を
繰り返し
行ってき
たため、
慣れがあ
り、この
日は別の
保育士を
補助にお
かなかっ
た。

クラス
で数人
しか跳
ぶこと
のでき
ない6段
を跳ぶ
ことに
当該児
が全力
で取り
組み、
気持ち
が高揚
してい
た

当該児に声
をかけ、高
揚しすぎた
気持ちを
クールダウ
ンさせてや
ることも含
め、.集中力
は衰えてい
ないにして
も、早め、
早めの措置
と見極めを
していく。

5215

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 0 5 10 6 1 3歳
2.女
児

発達がゆっ
くりで、
はっきり話
すことがで
きないこと
もあり、普
段から個別
の対応をし
ていた。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左母趾基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちが一斉
に室内を
移動した
ため、足
を踏まれ
てしまっ
た。

時間をず
らしなが
ら、子ど
もたちを
少しずつ
移動させ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
自ら積極
的に動く
方ではな
いため、
職員と手
をつない
で行動し
ていた。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

普段と変
わりな
く、対象
児と手を
つなぎ、
一緒に行
動してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児に
は一人職
員がつい
ていたた
め、他児
と関わっ
ていた。

特にな
し

特になし

5216

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 9 10 11 1 1 3歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨近
位骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

1.基
準以
上配
置

なし

体幹を鍛
える保育
活動を取
り入れて
いく

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

壁の前に
置いてあ
るコット
を片付け
て、もっ
と動ける
距離を長
くして活
動しやす
くする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

バランス
を崩した
際に壁に
寄りかか
れるよ
う、壁に
沿って集
合させる
べきだっ
た。今後
はそのよ
うに対応
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調面に
異常はな
く積極的
に活動に
参加して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　児童全
体の動き
をみなが
ら，児童
全体の動
きを見な
がらゲー
ム活動の
指導を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　当日は
担任1名
が休みの
ため、
ホール活
動とし、
1名で保
育した。
日頃から
慣れ浸し
んでいる
ゲームを
行った。

保育士のの
指示のもと
集団活動を
していた
が、補佐が
必要だった

5217

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
夜間・早
朝(泊ま
り保育)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

　 4歳
2.女
児

なし

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

1.基
準以
上配
置

なし

体幹を鍛
える保育
活動を取
り入れて
いく

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
7.その
他

5218

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

11 0 0 0 1 4 6 0 2 2 4歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折（右
の脛）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

安全の為
のマット
を持つ時
に気を付
けるよう
声掛けが
なかっ
た。

・緊急職
員会議に
て怪我に
至った状
況の説明
と対策に
ついて話
し合う。
職員の立
ち位置、
固定遊具
の遊び方
の確認
と、安全
の為の
マットを
小さくす
る案が出
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日１)
回/年

安全の為
のマット
が本児の
身体に対
し大き
く、両手
で持って
いたため
手をつく
ことがで
きなかっ
た。

安全の為
のマット
を小さく
し、持ち
やすくし
た。登り
棒に事故
防止クッ
ションを
付ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

安全の為
のマット
が本児の
身体に対
し大き
かったの
で、保育
士が手伝
うと良
かった。

・安全の
為のマッ
トを子ど
もが持ち
やすいよ
う小さく
する。
・小さい
子が使う
ときは保
育士が出
し入れを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

両手に安
全の為の
マットを
しっかり
と持ち、
片付けよ
うとして
いた。バ
ランスを
崩して転
倒した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

側で見
守ってい
たが、転
倒を予測
すること
ができ
ず、防ぐ
ことが出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登り棒を
していな
い他の子
ども達を
みてい
た。

本児が
転ぶこ
とを未
然に予
測でき
なかっ
たた
め、防
げな
かっ
た。

物を持って
いる時はい
つも以上に
気を付ける
よう声を掛
ける。

5219

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 0 0 0 8 6 9 0 3 3 3歳
2.女
児

特に無し
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足頸骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
不定期　)
回/年

2.基
準配
置

特に無
し。職員
への注意
徹底を頂
き必要で
あれば事
故防止マ
ニュアル
の作成を
園に依頼
する。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特に無
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室で
走らない
ように注
意喚起を
する。使
わない玩
具、使い
終わった
玩具はで
きる限り
片付ける
ように声
をかけ、
安全な環
境づくり
に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はなし

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童の動
く様子は
見ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

児童の動
く様子は
見ていた

保育児童が
多い中でも
保育士に周
囲確認がで
きるよう人
員配置が十
分に確保さ
れているか
再確認。

5220

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

12 4 4 2歳
1.男
児

対象児は継
続児。身長
98.6㎝　体
重14.5kg
発達状況良
好　天気晴
れ
保育園に隣
接している
公園で活動
中
クラスは2
歳児15名在
籍中12名出
席うち4名
新入園児
担任は4名
が全員同行
1人は持ち
上がり1人
は４月異動
職員
進級して初
めての園外
保育だった

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
顔面(口
腔内含
む)

打撲、歯
の欠け

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

1.基
準以
上配
置

年度当初
で園児の
行動特性
の把握が
十分でな
かった。

個々の発
達の様
子、特性
を確認し
て起こり
うる危険
や事故を
予測し、
対応方法
など職員
間で共有
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)

本児の遊
具に対す
る行動、
認識が予
想できな
かった。

遊具など
の傍で遊
んだり
走ったり
する活動
の際の園
児に対す
る配慮事
項を確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員は2
名が本児
の行動を
見ていた
がすぐ手
の届く距
離にはい
なかっ
た。

公園での
遊び方や
職員配置
の確認。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具で遊
んだ後、
保育者と
おいか
けっこを
したり虫
探しをし
たりして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員
とその周
囲にいた
子どもた
ちの様子
に本児が
興味を示
し向かっ
てこよう
とする様
子は察知
したが、
柵は本児
の視界に
入る位置
だったの
でよける
ものと予
想してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

A→他児
と遊びな
がら本児
の様子を
見ていた
が担当職
員と同じ
ように予
想。
B→本児
とは離れ
た場所で
個別配慮
の必要な
児童中心
に他児と
虫探しを
してい
た。
C→本児
とは離れ
た場所で
新入園児
を中心に
遊具で遊
ぶ他児を
見守って
いた。

本児は
段差な
どで転
びやす
く、前
方にも
ぶつか
りやす
い特性
がある
と認識
してい
たが行
動予測
が不足
してい
た。

本児は段差
などで転び
やすく、前
方にもぶつ
かりやすい
ので今後大
きなけがに
至らぬよう
気を付けて
いく。公園
での遊び方
や職員配置
の確認を行
う。本児に
対する個別
対応を検
討。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
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歳
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歳
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歳
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5221

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1 5歳
1.男
児

４月に転所
してくる。
コロナの登
園自粛もあ
り、まだ園
庭の遊具に
十分慣れて
いなかっ
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故防止
マニュア
ルに記載
されては
いるが具
体的対策
が職員全
体に十分
にいきわ
たってい
なかっ
た。

事故防止
マニュア
ルをもう
一度全員
で確認、
事例に対
する予防
策を話し
合う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４～５
)回/年

危険なブ
ランコの
乗り方を
注意する
職員が近
くにいな
かった。

職員体制
が整って
いない時
はブラン
コの使用
を中止す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　今年
度、転所
してきて
おり、当
園の遊具
にまだ慣
れていな
かったと
考えられ
る。

　ブラン
コは漕ぎ
すぎない
など遊具
の安全な
使い方を
子どもた
ちと確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　いつも
通り元気
に遊具で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　園庭全
体を１名
の保育士
が見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　他のク
ラスはま
だ、園庭
に出てい
なかった
ため、園
庭に他の
職員はい
なかっ
た。

通常は
２名の
保育士
が２か
所に分
かれて
子ども
たちの
活動を
見てい
るがコ
ロナ自
粛中で
もあり
１名の

遊具で遊ん
でいる園児
に注目。危
険な遊び方
をしている
場合は注意
する。

5222

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

7 7 6 5歳
1.男
児

なし

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし
7.その
他

本児が年
上男児を
好み遊び
たがるこ
とが多
く、特に
時々しか
会えない
小学生男
児を見た
ことで興
奮状態に
なってい
たため。

送迎時な
ど人の出
入りの激
しい時間
帯は、本
児に普段
よりも注
意深くか
かわるよ
うにし、
友だちと
一緒に部
屋で過ご
せるよう
に促す。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

顔を知っ
ている小
学生を見
つけたた
め、喜び
から興奮
状態で
あった。
本児自身
が走るこ
とに自信
があり走
りたがっ
ていた。
小学生が
走ってい
たため一
緒に走ろ
うといつ
もよりス
ピードを
出してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任が本
児が走り
出したこ
とに気づ
き、声を
かけ静止
させよう
としてい
た。小学
生にも声
をかけ、
迎えの保
護者と一
緒に園庭
から出る
ように促
してい
た。小学
生が帰ろ
うと門の
そばまで
行ったが
踵を返し
て突如走
り出し、
本児もつ
られて
走ったた
め声をか
け、静止
を促した
が間に合
わず転
倒。すぐ

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

もう一人
の担任は
園庭の片
づけをし
ながら、
対応して
いる職員
と本児の
ようすを
見てい
た。それ
以外の職
員は、室
内にて居
残り児を
保育中。

特にな
し

特に送迎
時、興奮し
やすいため
落ち着かせ
るよう保育
者が付き添
う。

5223

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

18 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
打撲　→
右上腕不
全骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

走ること
が自在の
年長児が
公園広場
で走って
つまづい
たため、
特記事項
なし。

職員間の
情報共有
と子ども
への注意
喚起。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

なし

園外保育
の際の事
前点検の
強化。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

急がせず
に集合を
させる。

遊び慣れ
た場所で
も注意を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

帰園の声
に応じ、
走ってき
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

先に集合
していた
子の対応
をしてい
た。

「集
合」の
合図に
すぐに
応じる
子、な
かなか
応じな
い子の

5224

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

75 36 39 5 5 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
近位端骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１２)回/
年

2.基
準配
置

異年齢で
遊んでい
る場合、
戸外遊び
片付け時
の保育士
の立ち位
置等配慮
事項につ
いて、共
通認識、
連携不足
であっ
た。

片付けを
する保育
士、後追
いをする
保育士、
全体を見
る保育士
等異年齢
保育での
役割分担
や配慮事
項を周知
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１７)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

園庭に平
地でなく
でこぼこ
したとこ
ろがない
か確認す
る。
倉庫が園
庭から死
角になる
園庭脇に
あり、片
付けの方
に職員の
目が向い
ていた。

転倒の原
因になる
ものや、
転倒した
ときに怪
我がおき
そうな物
がないか
等、園庭
の安全確
認を定期
的に行
う。又、
ワゴンを
出して片
付ける等
死角にな
らないよ
うにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
一斉に動
き出して
しまい、
周りを見
ていな
かった。

周りを見
て動ける
よう話を
する、ま
た、片付
けで一斉
に動くこ
とで危険
な箇所が
ないか、
子ども達
の習性も
考え指示
を出すよ
う職員間
で周知す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わら
ず、すす
んで片付
けをおこ
なってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

活動中で
はなかっ
たため、
全体をみ
ながら片
付けをお
こなって
いた。
4.5歳児
が一斉に
それぞれ
の動きを
していた
為、対象
児ひとり
をに特に
見ている
ことはな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
子ども達
と一緒に
片づけを
行ってい
た。対象
児に対応
している
保育士か
ら状況を
聞いて怪
我を知っ
た。

片付け
中とい
うこと
で怪我
が起き
るかも
という
認識が
低かっ
た。
衝突･転
倒等が
起きる
ことの
ないよ
う全体
に目を
配るよ
う周知
する必

戸外遊び(片
付けを含
む）の際の
職員同士で
役割分担の
再確認を
し、危険を
予測しなが
ら、連携を
とるなど配
慮事項の周
知を徹底す
る。

5225

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 2 4 6 5 14 9 14 8 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右環指末
節骨骨
折、右環
指爪下血
腫

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
4　)回/年

1.基
準以
上配
置

施設の危
険箇所を
図式化す
るなどし
て事故防
止につい
て職員で
研修を行
う

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

今後は子
どもの行
動を予測
しながら
危険箇所
を確認
し、対応
策を話し
合う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段、保
育中に通
らない場
所を通っ
たため、
子どもの
動きを予
測できな
かったと
考える。

保育中の
正面玄関
からの出
入りは行
わない。
いつもの
ルートを
通り子ど
もの行動
を予測し
対応して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
登園時の
視診では
普段通り
とのこと
だった。
保育中も
変わった
様子は見
られな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
にいて子
どもが玄
関の戸を
開けると
ころを見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
渡せる位
置にい
た。

玄関の戸を
開ける動作
を保育士が
行う。

5226

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

22 4 4 2歳
1.男
児

事故後、医
師の診断及
びレントゲ
ン写真で当
該児右手の
肘関節が特
徴的で、右
手前腕部の
内旋、外旋
の可動範囲
が小さく、
負荷により
前腕部が骨
折しやすい
ことが判明
した。保護
者も気づか
ないことで
あった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手前腕
部　骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1～2　)回
/年

2.基
準配
置

年齢に応
じた遊具
の選定、
園外での
活動につ
いての対
応。

年齢に応
じた遊具
の選定、
園外での
活動につ
いての対
応を職員
間で改め
て確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(2)回/年

滑り台が
他の公園
より長
く、着地
の速いス
ピードに
慣れてい
なかっ
た。また
2歳では
滑る速度
を自分で
調整する
ことも難
しい。園
の滑り台
を老朽化
のため撤
去してお
り、日常
的に滑り
台自体に
慣れてい
なかっ
た。

体格的に
もう少し
大きくな
り、当該
滑り台の
長さに順
応できる
ようにな
るまでは
使用を控
えること
も考慮す
る。まず
は下記の
ように、
保育士の
見守りが
しやすい
遊具の使
用が大切
である。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑り台の
得意な
子、不得
意の子が
混在して
いるた
め、どう
しても保
育士の注
意は不得
意の子に
集中して
しまう。
また、滑
降開始場
所での順
番の取り
合いに目
がいって
しまうこ
ともあ
る。

保育士の
見守り体
制は、滑
り台を2
つに限定
し、上の
滑走開始
場所、下
の着地場
所で見て
いる必要
がある。
また滑り
台の得意
な子とそ
うでない
子に分け
て滑るこ
とも必要
と考え
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　あまり
滑り台は
得意では
ないが、
楽しそう
に何回も
滑って楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　1人の
保育士が
当該児を
注意して
見てい
た。ひと
りで普通
に滑り台
を滑って
いたが、
滑り台の
終わった
ところで
着地の反
動で前に
転び、そ
の時に自
分の右手
を地面に
つけず、
体の下敷
きにして
前に倒れ
こんだ。
保育士は
すぐ気づ
いて、当
該児のケ
ガを確認
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2歳児は
当日18人
であり、
滑り台が
4台並列
して設置
されてい
るため、
4人の保
育士1人
がひとり
ずつ1つ
の滑り台
を滑る子
の見守り
をしてい
た。

園外の
様々な
公園
で、
様々な
遊具に
接する
ことは
園児の
発達に
とって
良い刺
激であ
ると考
える。
しか
し、各
遊具の
難易度
を保育
士が考
慮し、
年齢、
月齢に
応じて
その使
用方法
に対す
る考慮
が重要

職員会議等
で当該事故
について討
議し、園外
の遊具につ
いての適正
な使用基準
を作る必要
がある。園
内の遊具や
おもちゃに
ついては、
種類によっ
て使用は3歳
以上等と明
確な線引き
があるから
である。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5227

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

14 2 2 3歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕肘上
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

・保育士
同士の連
携が不足
してい
た。年齢
発達を十
分理解
し、危険
を予測し
た保育を
していな
かった。

・危険予
知能力を
高める為
に非常勤
職員も含
め、定期
的な研修
をおこ
なってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

・ボルダ
リングの
下には常
駐的に
マットが
敷いてあ
り、子ど
もが自由
によじ
登って遊
べる状態
だった。

・ボルダ
リングは
必ず保育
士の指導
の下で行
い、使用
しない時
はマット
をたてて
置く。ま
たマット
に線を貼
り、一度
に多数で
登らない
ようにし
た。子ど
もにもそ
の事を周
知し、安
全教育を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・遊具の
出しすぎ
で、子ど
もが散ら
ばってい
た為、十
分子ども
の見守り
ができて
いなかっ
た

・広い場
でサー
キット等
の遊びを
するとき
は、事前
に別の保
育士に応
援を頼
む。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　・ボル
ダリング
に誰もい
なくなっ
たところ
に一人で
登り落下
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　・全体
をみてい
たが、対
象児から
離れた場
所にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　・ボル
ダリング
をする子
どもがい
なくなっ
たのでそ
の場を離
れた。

・保育
士がボ
ルダリ
ングの
場を離
れると
きは、
もう一
人の保
育士に
声をか
ける必
要が
あっ
た。
マット
をたて
子ども
達に終
わりを
知らせ
る必要

・ボルダリ
ングの使用
方法につい
て職員間で
確認する。

5228

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

21 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

前額部挫
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１０　)回
/年

2.基
準配
置

子どもの
待つ場所
をサッシ
の近くに
したこ
と。

子どもが
集まる場
所は、窓
やサッシ
から離れ
た場所に
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

設備には
問題がな
かったか
ら。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士の
配置人数
に問題は
なく、子
どものい
る場所か
ら離れて
はいない
から。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　集団遊
びの準備
ができ、
待つ場所
へ移動し
ていた
が、楽し
みから気
持ちが浮
ついてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　対象児
が移動し
たことを
確認した
が、他児
がうまく
準備がで
きず手間
取ってい
たので援
助をして
いた。援
助をし、
本児の方
に目を向
けると転
んでサッ
シに額を
ぶつけて
跪くのが
見えてす
ぐに駆け
寄った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　担当の
障害児と
次の行動
をするた
めの話を
していた
ため、見
ていな
かった。

移動を
指示し
たがそ
の行動
から目
を離し
てし
まっ
た。

他児の援助
を終えて保
育士が一緒
に移動す
る。

5229

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

7 4 3 1 1 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
数　)回/
年

2.基
準配
置

同じ遊び
でも、子
供のメン
バー構成
によって
は接触や
怪我につ
ながりう
ること、
また、子
供を把握
できる保
育士の位
置につい
て意識す
ることを
会議で再
確認し
合った。

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２
)回/年

　

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・対象児
は、トッ
プスピー
ドで楕円
のカーブ
に差しか
かった時
に、転ん
だ子供の
足にひっ
かかり遠
心力で大
きく飛ん
だ可能性
が考えら
れる。参
加の人数
や場所、
スペース
は普段通
りで適切
であった
と思われ
るが、自
然にス
ピードが
セーブさ
れる枠取
りを変え
ると接触
しないの
ではない
かと反省
する。

・エリア
の枠取り
を楕円か
ら四角に
すること
で、カー
ブにさし
かかる時
のスピー
ドが抑制
されると
考えられ
る。
・より安
全に走り
回れるよ
うにエリ
アの枠を
広くと
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

・少人数
の集団
で、エリ
アのス
ペースも
十分あっ
たため、
いつもよ
り勢いよ
く走って
鬼役の子
供から逃
げてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・対象児
の走る勢
いはあっ
たが、エ
リアのス
ペースに
余裕が
あったこ
とから全
体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・子供
を把握
できる
位置で
見守る
ように
してい
たが、
対象児
の動き
に勢い
があ
り、子
供が転
んだ時
に瞬時
に対象
児の動
きを止
めるこ
とはで
きな
かっ
た。
・転ん
だ子供
は、対
象児や
周りの
子供と
動きの
勢いに
差が
あっ

・遊びの前
には、参加
のメンバー
全員で、
ルールの確
認をする場
をもつ。
・遊びが
のってくる
と、全体に
動きが激し
くなった
り、ルール
を守れな
かったりす
ることを予
測し、常に
子供の動き
から目を離
さず、状況
に応じて即
対応ができ
る位置で見
守るように
する。

5230

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
昼食時・
おやつ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

30 3 3 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

片付けで
子どもが
いろいろ
な姿勢、
動きです
ごしてい
た。

保育者の
動きを今
一度確認
し合う。
また、保
育の中の
優先事項
を整理
し、共通
理解を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(常時)回/
年

室内の環
境の見直
しをす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

それぞれ
に目的が
もてるよ
うな声か
けや関わ
りをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児との
やりとり
でお互い
に追った
りしてい
たため足
元が見え
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児が怪
我をし
て、手当
てにつく
ため場を
離れてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

会議、資
料作り等
により、
3名中2名
は保育室
から離れ
ていた。

担任間で動
きの確認、
振り返りを
し、再発防
止に努め
る。

5231

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

4 6 13 17 21 17 23 4 4 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

片付けの
とき、
走って棚
に向かっ
ていたの
で、声は
かけてい
たが、日
頃から伝
える必要
があっ
た。

室内を走
ることで
転ぶであ
ろう予測
をし、子
どもの見
守りをし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１　)回/
日

遊びの室
内の環境
を整え
る。

上靴をき
ちんと履
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内で
走ってし
まうこと
と、滑っ
てしまう
という意
識。

室内は走
らないこ
とや上靴
を履く意
識。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わりな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

（具体的
内容記載
欄）
走って片
付けよう
としてい
たので、
止めよう
としたが
間に合わ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任も一
緒に片づ
けをして
いた。

担任も
一緒で
声をか
けてい
たの
で、お
互い安
心して
いた。

誰が責任を
持って見届
けていたの
かが曖昧に
なってい
た。

5232

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 0 0 0 10 4 8 2 2 5歳
2.女
児

体を動かし
て遊ぶこと
が好きだ
が、転倒し
やすい傾向
にあった。
また、転倒
するときに
手が出ない
ことが多
かった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
は配置基
準を満た
していた
が、子ど
もから離
れる場合
等はほか
の職員が
必ず付く
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

定期的な
施設点検
の実施を
してお
り、ま
た、遊具
や玩具で
の事故で
はないた
め、特に
改善点は
無し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒の後
などは特
に園児の
様子、変
化に十分
配慮して
みる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
活発な男
児に混
ざって元
気に走り
回ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　
　迎えの
保護者の
対応をし
たり、出
入り口の
ほうにい
る園児の
対応をし
ており、
転倒した
瞬間は対
象児の側
から離れ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
　担当職
員は、
3，4才ク
ラスの子
どもと遊
んでい
て、見て
いなかっ
た。

保護者対応
など、子ど
もの側から
離れる時間
や目が行き
届かない場
合は他の職
員が保育に
あたるよう
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5233

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

15 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

上肢
(腕・
手・手
指・肩)

右鎖骨骨
幹部骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

・職員間
で事故防
止マニュ
アルの周
知を徹底
してい
く。
・職員配
置は配置
基準を満
たすた
め、特に
改善点は
無し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

定期的な
施設点検
の実施を
してお
り、ま
た、遊具
や玩具で
の事故で
はないた
め、特に
改善点は
無し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
危険の伴
う動きを
十分に予
測して気
を付けて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・回転し
たことに
より、平
衡感覚を
失った状
態で転ん
でしまっ
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

・担当職
員が本児
の身体を
支える体
勢がとれ
なかった
為、怪我
につな
がってし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・視界に
は入って
いたが、
少し離れ
た場所で
他児と関
わってい
た。

回転する遊
びには十分
注意し、平
衡感覚が
戻ったこと
を確認する
まで傍につ
く。

5234

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 5 6 5 4 4 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

A|A　外
傷性歯牙
脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１０)回/
年

1.基
準以
上配
置

保育者
は、基準
以上いた
が、それ
ぞれの保
育者が、
それぞれ
の子の対
応をして
いたた
め、ビー
玉遊びの
場面を見
ていな
かった。

全体を見
る保育者
が必要
だったた
め、全体
を見る保
育者を必
ず作って
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５４)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１０８)
回/年

担当保育
者は、次
のクラス
へ子ども
たちを入
れると
き、他の
保育者の
動きを把
握し、声
をかけ、
合同にす
る必要が
あった。

保育者同
士声をか
け合い、
クラスに
子どもを
入れても
安全か確
認してか
ら合同に
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊びの様
子をたく
さんの子
が見てい
て、密集
しだして
いること
に気づい
ていな
かった。

他児の対
応をして
いるとき
も、室内
にいる子
どもたち
を把握す
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ビー玉遊
びを見た
いため、
前の子に
近づきす
ぎてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

延長クラ
スが合同
になった
直後の出
来事だっ
たため、
他児の対
応をして
いて、見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
者も担当
クラスの
子を見て
いたた
め、本児
を見てい
なかっ
た。

前に
座って
いる子
が不意
に立ち
上がる
という
予測が
できな
かっ
た。

前の子が急
に立ち上が
るかもしれ
ないから、
距離を空け
て見ること
を声をか
け、気づか
せていく。

5235

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 0 0 0 7 5 8 2 2 6歳
1.男
児

活発であ
り、小さな
けがをしや
すい。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
は配置基
準を満た
していた
が、安全
が確保で
きない状
態であれ
ば、固定
遊具など
を制限す
ることも
考える。
職員間で
事故防止
マニュア
ルの周知
を徹底し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

登り棒の
下部分の
地面が固
い。

登り棒の
下にクッ
ション材
を敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
見守りは
していた
が、のぼ
り棒の側
に保育士
がついて
いなかっ
たこと

固定遊具
の側には
必ず保育
士がつく
こと

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　　登り
棒を上手
にのぼれ
るように
なり、得
意そうに
のぼって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　
　４メー
トルほど
離れたと
ころ（ブ
ランコ）
で他児の
対応をし
ていた。
本児が高
いところ
まで登っ
ているこ
とは確認
できてい
たが、落
ちた瞬間
手の届く
距離にい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
他の保育
者は、
３、４才
児クラス
の子ども
に対応し
ていたた
め見てい
なかっ
た。

人数的
には基
準を満
たして
いた
が、全
体把握
ができ
ていな
かっ
た。

複数の職員
がいる時
は、声を掛
け合い、配
置位置を確
認し、危険
のないよう
にする。

5236

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 5 4 7 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

活動前の
準備、危
険個所の
周知、職
員による
立哨場
所、目
線、危険
予知能力
不足。

活動前に
準備運
動、滑っ
て転ぶ可
能性のあ
る場所の
周知、職
員の予測
力向上、
保育園内
職員との
情報共有

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

日常的に
使用して
いるエリ
アでのこ
と。滑ら
ないか、
躓かない
かを事前
に職員が
確認し、
必要に応
じて使用
しない判
断をす
る。

活動前に
かならず
安全点検
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他の児童
もいたこ
とから必
要に応じ
て職員の
位置を優
先順位つ
けて変え
る。

職員の危
険予知能
力の向上
を図り、
臨機応変
に立ち位
置変更や
声掛けを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常の遊
び場で
あった
し、特段
気持ちが
盛り上
がってい
たり、そ
の逆もな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

坂の下の
方で骨折
の原因と
なる転倒
した瞬間
を目撃は
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

坂の上の
方のお子
様を見て
いた

遊ぶ場
所が日
常的な
活動範
囲で
あった
ため、
特段の
配慮を
してい
なかっ
た。

遊ぶ範囲と
しては、教
育的・身体
的効果が高
い場所でも
あるので、
けがなどを
負ってしま
うリスクを
認識して、
職員の配慮
を高める。

5237

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

56 18 17 21 6 6 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘関節
骨折の疑
い・右肘
関節打撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

滑り台は
順番に滑
るよう、
普段から
指導して
おり、今
回の児の
動きに対
する予測
が不十分
であっ
た。

それぞれ
の児の特
性や様々
な動きの
可能性を
予測しな
がら、園
児が見え
る場所に
保育士は
位置し、
細部にま
で目を配
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

点検結果
を踏まえ
れば、施
設・設備
には問題
ないと思
われる。

毎日の目
視と業者
による点
検等の確
実な実施
の継続

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1日の疲
れが出や
すい刻限
であり、
本児や児
の注意力
や集中力
が散漫に
なってい
た。

狭い・高
い場所等
に複数の
児がいる
状況下で
は、注意
喚起の声
掛けをし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

氷鬼をし
て遊んで
おり、鬼
から逃げ
て滑り台
へ向かっ
た。後ろ
に一緒に
逃げてい
た他児が
いたが滑
り台上部
で止まっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
滑り台へ
向かった
ため階段
より児の
方へ向
かったが
転落時に
は対応で
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児の対
応、見守
りをして
いたため
対応でき
なかっ
た。

追いか
けっこ
で滑り
台を使
用する
こと
で、早
く滑り
たいと
いう焦
りが児
に発生
し、後
ろにい
た他児

氷鬼等の追
いかけっこ
をする際は
遊具には登
らないルー
ルとする。
滑り台使用
時は斜面側
に職員がつ
く。

5238

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

30 2 2 4歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

保育士同
士双方が
声を掛け
合いなが
ら目で
しっかり
と園児を
確認する
ことが十
分でな
かった。
保育士が
遊具の安
全な遊び
方を周知
できてい
なかっ
た。

事故防止
マニュア
ル確認と
マニュア
ルを周知
するこ
と。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２
)回/年

特になし

緊急時の
医療機関
をリスト
アップし
て掲示し
ておくこ
と。

鉄棒の下
のマット
は柔らか
い素材で
あるため
大丈夫で
あろうと
いう思い
込みが
あった。
鉄棒の正
しい使い
方の指導
が徹底で
きていな
かった。

整えられ
た環境面
であって
も大丈夫
という思
い込みは
しない。
園児の指
導と職員
の意識改
革。いろ
いろな危
険性を学
ぶ。なぜ
骨折が発
生したの
かという
ことをマ
ニュアル
をもとに
話し合
い、今後
の事故防
止につな
げてい
く。落下
をしない
ような遊
び方を指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
足かけ回
りのでき
る園児で
あるが、
この日は
勢いをつ
けすぎた
ため、バ
ランスを
崩して前
に倒れ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
が対象児
と他の一
人の児童
の二人を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は他の児
童を見て
いた。

対象児
が鉄棒
で何を
しよう
として
いたの
かを確
認・把
握して
いな
かった
ので、
とっさ
の援助
が難し
かっ
た。

園児が鉄棒
で何をした
いのか挑戦
したい気持
ちを確認・
把握して１
人ずつ援助
をする。２
人以上であ
れば１人ず
つ順番で援
助をする。

93 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5239

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

3 3 3 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

口唇裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

今年度
は、それ
ぞれの職
員がマ
ニュアル
に目を通
してはい
るが、研
修の時間
がまだと
れていな
い。

現在、7
月11日
（土）に
予定され
いるの
で、しっ
かり研修
をして、
職員意識
を高めて
いきた
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

3人いる
保育士の
一人がお
むつ替え
やコップ
を洗浄し
ていたた
め、寝か
しつけを
待ってい
る子ども
の保育が
見守るだ
けとなっ
てしまっ
たこと。

コップの
洗浄は、
子どもの
寝かしつ
けが終
わってか
らでもで
きるた
め、きち
んと待っ
ている子
どもの側
について
保育する
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士の
見守りの
中で、室
内にある
小窓か
ら、外の
自動車を
見るのが
好きだっ
たので、
その時も
いつもの
行動で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児の寝
かしつけ
をしなが
ら、本児
を視野に
入れてい
たが、保
育士間の
言葉での
やり取り
（側にい
る子ども
のおむつ
の点検）
するため
に目を離
した瞬間
に怪我が
起きてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児を
視野に入
れて、少
し離れた
ところで
寝かしつ
けをして
いたが、
ちょっと
目を離し
たすきが
あった。

おむつ
替えと
寝かし
つけが
同時に
行われ
る午睡
前に、
コップ
の洗浄
などの
あと片
付け作
業をし
ていた
ことが
原因。

おむつ替え
と寝かしつ
けが同時に
行われる午
睡前は、
コップの洗
浄などのあ
と片付け作
業を行わ
ず、これか
ら午睡に入
る子どもの
保育にしっ
かり保育者
がつくよう
にする。

5240

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

12 2 1 5歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

園庭の状
態や、子
どもの状
況を把握
し危険な
場所や行
動に気付
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)

靴底が濡
れている
と築山を
登る時滑
りやすい
状況にな
ると考え
られる。

築山の遊
び方につ
いて幼児
担任で検
討し、人
工芝を外
して築山
の形状を
改善し
た。土の
築山とし
ている
が、滑り
やすい等
のリスク
の有無は
現在検証
中であ
る。最終
的な築山
の在り方
は今後も
検討を重
ねてい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

玩具を水
洗いして
片づけて
いる最中
で本児の
靴にも泥
が付いて
いたと思
われるが
意識せず
築山に登
り思わぬ
滑り方を
してし
まったの
でないか
と考えら
れる。

雨上がり
で周囲の
地面や築
山が湿っ
ており、
いつもよ
り滑りや
すい状態
にあるこ
とを職員
間で共有
し、子ど
もが安全
に遊べる
場を確保
できるよ
うにす
る。職員
が子ども
の見守り
方への意
識を高め
ていくこ
とを確認
し合っ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

玩具を片
付けてて
いる最中
に築山に
登ろうと
し、途中
で足が滑
り転倒し
右脛をぶ
つけた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

築山近く
の砂場で
他児と関
わりなが
ら対象児
を含む全
体の子ど
もの様子
に気を
配ってい
たが対象
児が築山
で転倒す
る瞬間の
動きは見
ていな
かった。
担当職員
は本児の
泣き声を
聞き事故
に気付い
た。状況
を聞き取
り本児の
痛がる様
子から園
長、主任
に報告し
た。ま
た、迎え
に来てい
た母にも

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
からの要
請で園
長、主任
を呼びに
行く。

砂場で
の玩具
洗いを
常勤保
育士と
子ども
で行っ
てお
り、園
庭全体
への目
配りを
するた
め、非
常勤職
員との
連携を
細やか
にして
おく必
要が
あっ
た。

非常勤職員
と連携を細
やかにとり
ながら、園
庭全体の状
況把握、状
況によって
危険が生じ
る事を予測
しながら保
育する。

5241

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

33 3 3 4歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

・子ども
のあらゆ
る行動を
予測し、
連携を取
り、保育
士は適切
な立ち位
置に配慮
する。
・保育士
の一人は
全体を確
認するよ
う、役割
分担をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(53)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

特になし

・コーン
設置によ
リ、保育
状況・職
員配置に
応じ、複
合遊具の
使用制限
を実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・滑って
いる途中
で下から
呼びかけ
た友達に
意識が向
き、その
まま落下
してし
まった。

・遊具の
安全な遊
び方、危
険な遊び
方につい
て園児に
再度指導
を徹底す
る。
・裸足保
育の際
は、裸足
では遊具
で遊ばな
いことを
子どもた
ちと約束
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・機嫌よ
くいつも
どおり友
だちと好
きな遊び
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・側にい
たが昇り
棒の園児
を介助し
ていて、
見えてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・同様に
昇り棒の
園児を介
助してい
て見えて
いなかっ
た。日頃
昇り棒に
消極的な
園児が挑
戦してい
る姿が
あったの
で、双方
の職員が
応援、介
助する形
となって
しまっ
た。

特にな
し

・声を掛け
合い、各自
の分担箇所
の責任を明
確にし、常
に全園児の
安全確認を
怠らないよ
うにする。
・園庭マッ
プによる、
危険個所、
立ち位置の
共通理解を
行う。

5242

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 0 0 0 4 8 5 0 1 1 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

肘関節部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士配
置基準を
上回る人
員であっ
たが、施
設のルー
ルである
基準配置
プラス1
名以上で
はなかっ
た。

戸外活動
に於いて
は、基準
配置プラ
ス1名の
配置を徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

該当園児
が使用し
ていた玩
具が手作
り玩具で
あり、遊
具玩具の
数が子ど
もの人数
に対して
適正では
なかっ
た。

園児の人
数に対し
て適正な
数の遊具
と玩具を
用いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該園児
が当該遊
具を使っ
て遊んで
いること
は視界に
入ってい
た。砂遊
びから当
該玩具に
乗った
際、リス
クを考え
傍にて安
全確保に
行く必要
があっ
た。

使い慣れ
ていない
玩具を使
用する際
は、事前
にリスク
を含め園
児に説明
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保冷剤で
患部冷や
した後
は、痛が
る様子も
無かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

砂遊びの
道具から
乗りもの
となった
事も確
認。気を
付けるよ
うに伝え
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

砂遊びの
道具から
乗りもの
となった
事も確
認。気を
付けるよ
うに伝え
た。

当該園
児の姿
は視界
に入っ
ていた
もの
の、他
児とや
り取り
をして
いた
為、す
ぐに行
動に移
すこと
が出来
なかっ
た。

全体を見渡
す職員を置
き、職員間
の連携を図
るととも
に、常に危
険を予測し
ながら保育
にあたる。

5243

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 5 5 2 1 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左外踝剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1)回/2年

1.基
準以
上配
置

引き続
き、職員
間で応急
手当や研
修内容に
ついて共
有してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(1　)回/
週

引き続
き、定期
的な安全
点検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

引き続き
遊びが変
化する際
に子ども
の様子を
観察し、
遊具の精
査や子ど
も同士十
分な間隔
を取らせ
る等配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ホールに
移動して
から、数
人で鬼
ごっこを
して遊
ぶ。一区
切りつい
て、疲れ
たのか休
息をとっ
たのち、
女の子と
数人で
フープで
遊ぶ。特
に普段と
変わった
様子もな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が転
んだとき
は、数人
が鬼ごっ
こをして
いるとこ
ろを向い
ていて様
子を見
守ってい
たが、本
児が転ん
だときは
視界に
入ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ターザン
ロープで
遊んでい
る数人を
見てい
た。

子どもの疲
れ具合やふ
らつき等が
無いか観察
し、適切な
声掛けを行
う。

5244

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

16 1 1 4歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

事故予防
対策等を
園内研修
に取り入
れていく

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

子どもの
行動予測
が足りな
い

危険行動
と思われ
たら止め
るまで伝
え危険で
あること
を知らせ
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラス担
任1人の
時間帯で
あったた
め職員体
制を見直
す

日々保育
の中で危
険性を子
どもたち
に伝える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
ではあっ
たが、走
り回るた
め何度も
声をかけ
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当保育
士1人の
時間帯で
あったた
め全児に
目が届い
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスで
活動して
いたた
め、他職
員は見て
いなかっ
た

子どもの動
きが見える
ように環境
を整えて手
薄になる時
間帯の職員
体制を見直
す
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5245

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 18 19 18 5 5 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

本児が周
りの子ど
もに気を
取られ横
を見なが
ら走って
いた。

鬼ごっこ
をする時
に必要な
スペース
の確認と
立ち位置
の確認を
職員間で
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

鬼ごっこ
をすると
きは、広
めのエリ
アの確保
をとれる
ようにす
る必要が
あった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

幼児の外
遊び時間
中で子ど
もの人数
も多かっ
た為、周
りの他の
子たちが
気にな
り、本児
も横を見
ながら
走ってし
まった
為。

鬼ごっこ
をするに
当たって
スペース
の確認と
職員の立
ち位置の
確認を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
おにごっ
こ中に、
他児に追
いかけら
れ横を見
た拍子に
転倒す
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊びの
全体見守
りを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
をしてい
る子たち
を見守っ
ていた。

特にな
し

鬼ごっこを
する時はエ
リアを決め
る、職員の
立ち位置を
確認するな
どの話し合
いを職員間
で行う。ま
た、鬼ごっ
この時間帯
を決める。

5246

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

23 2 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

不全骨折
(右手）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
5～6　)回
/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(365)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(365)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(365)回/
年

普段から
よく跳べ
ていた
が、久し
ぶりの跳
び箱だっ
た為、手
首の運動
が不十分
だった。

運動遊び
をすると
きは、全
身運動や
局部の運
動を入念
に行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・活動前
のリト
ミックや
準備運動
など積極
的に取り
組み、身
体もよく
動いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

･跳び箱
の側につ
き補助や
危険な場
合は身体
を支えて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・対象園
児から離
れた所か
ら、他児
を見守り
ながら活
動を見
守ってい
た。

跳び箱
の側に
つき危
険な場
合は補
助を
行って
いた。

引き続き取
り組みを行
う時は、危
険な場合に
対応できる
ように側に
つき補助を
おこなって
いく

5247

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 2 5 3 4 1 3 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(4)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
365　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
365　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育とい
うより見
守りなが
らの遊び
になって
いる

職員を増
やして
0.1.2.歳
児と
3.4.5歳
児は別に
保育をで
きるよう
に工夫す
る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

外遊びか
ら保育室
に戻り、
鬼ごっこ
をしてい
たせいも
あり少し
興奮して
いたので
部屋に
入ってか
らも走っ
ていたの
で注意を
受けた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
注意した
後、別の
保護者対
応をして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

0.1.2歳
児の子ど
も達を中
心に見て
いた

室内の
遊びに
向かう
姿勢を
とらせ
ていな
かった

外遊びで思
いっきり遊
んだ後は、
きちんと落
ち着かせて
から入室す
る

5248

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

26 9 8 9 3 3 5歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

ケガのリ
スクの少
ない「座
り方」等
の指導も
必要とな
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

定期的に
点検を行
うほか、
適宜必要
に応じて
追加実施
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

更に安全
な子ども
同士の距
離を保
つ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい

更に子ども
たち個々の
個性を把握
し、子ども
同士の相性
等もふくめ
た保育。

5249

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

27 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
顔面(口
腔内含
む)

　
左眼窩吹
き抜け骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(数)回/年

2.基
準配
置

園庭など
行動範囲
の広い場
所での職
員の立ち
位置や、
急遽保育
者が場を
離れる際
の職員間
での配慮
を十分に
おこなう
べきで
あった。

園庭での
活動、遊
具の使い
方の留意
点につい
て職員間
で確認、
共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
３年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
月

特になし

職員によ
る月２回
の安全点
検を引き
続き行
い、異常
がみられ
た際は、
すぐに市
に連絡し
修繕の処
置を行
う。

7.その
他

砂場と遊
具がすぐ
隣に設置
されてい
る。

クラス全
体で遊具
の使い方
を再認識
できるよ
う話し、
危険な使
い方をし
ている場
合には繰
り返し声
をかけて
正しく使
うことが
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

裸足で泥
んこあそ
びをして
いたが、
その後友
達６人と
鬼ごっこ
をはじめ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児が裸
足の状態
で遊具で
遊びだ
し、滑り
台から遊
具下を通
る他児の
様子を覗
き込んだ
ことに対
し、咄嗟
に注意を
促すこと
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スも園庭
には出て
いたが、
少し離れ
た場所で
活動して
おり、砂
場と滑り
台付近に
は、他の
職員はい
なかっ
た。

子ども
の行動
の予測
ができ
ていな
かっ
た。

日頃から子
どもの行動
観察をし、
危険予測や
安全面の配
慮を行う。

5250

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

15 0 0 0 15 0 0 0 1 1 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右示指末
節骨骨折
右示指爪
下血種
右示指挫
創

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

子どもが
ドアに手
をかけた
ままドア
を閉めよ
うとした
事に気づ
いていな
かった。

ドアは重
いので保
育士がな
るべく開
閉するよ
うに伝
え、子ど
も達が開
閉する時
は怪我を
しないよ
うに安全
対策をす
る。

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

子どもが
ドアを閉
めた時に
手を挟ま
ないよう
なストッ
パーがな
かった。

子どもが
ドアを閉
めた時に
手を挟ま
ないよう
にストッ
パーをと
りつけ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ドアの開
閉で手を
挟むなど
の怪我に
つながる
事を子ど
も達に指
導できて
なかっ
た。

ドアの開
閉で手を
挟むなど
の怪我に
つながる
事を子ど
も達に指
導してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前の自
由保育中

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内にい
る他の子
どもたち
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内には
他の保育
士はいな
かった

ドアの
開閉で
けがを
する事
はない
だろう
という
見誤り
があっ
た。

個々の子ど
もの様子に
十分目を配
り、安全に
遊ぶ事がで
きるように
サポートす
る。

5251

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

2 1 1 2歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(7)回/年

2.基
準配
置

保育士の
知識、経
験には個
人差があ
る。
勉強会、
事例検
討、研修
等を通じ
て同僚性
を高め、
安全管理
体制を強
化する。

園全体の
安全対策
(子ども
の行動予
測に合わ
せて保育
者の配
置、立ち
位置、見
守りの姿
勢等）に
ついて、
緊急会議
を開催し
全職員で
再確認し
た。特に
階段に子
どもがい
るときの
保育士の
見守りを
強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

環境整備
(階段で
はなく、
保育室に
て子ども
が楽しめ
る遊具の
提供）

園舎内外
に設置し
た全ての
階段の安
全点検を
実施し、
階段踊り
場床の湿
気による
歪みを補
修。ロフ
ト階段に
手摺設置
工事を発
注。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

階段の往
来が増え
る時間帯
は保育士
の見守り
を強化す
る。

十分な見
守りが困
難と判断
される場
合は、活
動や時間
帯に応じ
て扉や鍵
等を使い
分ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1階ラン
チルーム
にて昼食
を終え
て、2階
保育室に
戻り、エ
プロンと
口拭きを
ロッカー
内に片づ
ける。
再び階段
に行き、
友だちと
抱き合
い、もつ
れて横に
倒れる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

階段踊り
場にて見
ていた。
駆け寄
り、2人
が抱き
合ったま
ま２段転
がり落ち
たところ
で受け止
める。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１階ラン
チルー
ム、２階
保育室、
２階午睡
室、着
脱、トイ
レ等、子
どもたち
の生活に
合わせ
て、それ
ぞれの場
所にて見
守りと援
助を行っ
ていた。

室内、
屋上園
庭、階
段、玄
関ホー
ル等の
広範囲
をでき
る限り
行動制
限せず
に自由
にのび
のびと
活動さ
せたい
保育方
針であ
るが、
安全管
理は最
優先で
あり、
子ども
一人ひ
とりの
特性に
合わせ

普段より子
どもたちの
姿を話し合
い、情報共
有しながら
子どもの見
守りを継続
する。
園全体での
安全体制に
ついて、見
守りの時
間、場所、
担当、時間
等を明確に
して取り組
む。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5252

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

14 1 1 5歳
1.男
児

発育及び発
達状況は良
好で、既往
歴やアレル
ギー等もな
い。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
骨折（左
橈骨及び
尺骨）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(15数　)
回/年

2.基
準配
置

担任の立
ち位置か
らはゴー
ル付近の
子どもへ
の対応は
難しかっ
た。

運動遊び
の際には
園児に
ルールや
注意点を
その都度
伝えてい
くと共
に、子ど
も達に危
険がない
かを職員
が確実に
見守るこ
とを徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５５)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

ホールの
床は平坦
であり、
周囲に障
害物は無
く、濡れ
てもいな
かった。
安全領域
は確保さ
れてい
た。壁は
固かっ
た。

壁にぶつ
かった際
に衝撃を
和らげる
工夫とし
て、ゴー
ル付近の
壁に緩衝
用マット
を置く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いくつか
の活動後
で疲れが
あったこ
とや巡回
指導で保
育士以外
の職員も
見学して
いたこと
でいつも
とは違っ
た雰囲気
だった。

一人一人
の体力を
配慮しな
がら室内
（ホー
ル）での
活動を提
供する。
また、競
争などの
活動は、
子どもの
体力や気
持ちを十
分に考慮
し実施す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調は普
段通りで
あった
が、コロ
ナウイル
ス対策に
よる外出
の自粛や
梅雨でな
かなか外
に出られ
ていない
状況があ
り、体力
を持て余
している
様子は
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ホール中
央のス
タートラ
インと
ゴールラ
インの間
に立ち、
全体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

障がい児
保育の巡
回指導の
ための見
学者は、
ゴールラ
イン側の
隅から見
学してい
た。
主には当
該児童で
はない他
の障がい
児の様子
を観察し
ていた。

通常
は、2回
ほど実
施する
が、時
間の関
係で一
回のみ
の実施
を子ど
もたち
に伝え
ていた
ことや
見学者
がいた
ことか
ら、普
段と少
し違っ
た状況
に張り

担任の立ち
位置を、補
助がしやす
いゴールラ
イン側に近
い場所とす
る。

5253

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

5 0 0 0 3 2 0 0 2 2 4歳
2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
不定期　)
回/年

1.基
準以
上配
置

事故防止
対応マ
ニュアル
には、対
象年齢
シールが
貼れない
ような物
に対し記
載はな
く、保育
士が状況
判断し
て、遊具
の使い方
や選定を
してい
る。

　事故防
止対応マ
ニュアル
を見直
し、対象
年齢シー
ルが貼れ
ないよう
な物に対
し、適合
した物で
あるのか
どうかを
熟慮する
必要性を
職員間で
徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用時)

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)

　事故発
生時の該
当遊具
は、特に
対象年齢
シールが
貼られて
いるよう
なもので
はなく、
該当遊具
の性質
上、上部
分は危険
であると
いう認識
はあった
もの、下
部分（56
ｃｍ）な
らば問題
ない高さ
という認
識があっ
た。

　対象年
齢シール
を参考
に、個々
の発達等
を考慮し
て遊具の
使い方を
見直す、
また、あ
る程度高
さがある
ものでは
転落とい
う危険が
あるとい
うことを
より認識
し、園児
への指導
とともに
職員への
周知徹底
を図って
いく。万
が一転落
した際に
は骨折を
疑うこと
も意識
し、報
告・連
絡・相談
を周知徹

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　事故発
生時の該
当遊具
は、特に
対象年齢
シールが
貼られて
いるよう
なもので
はなく、
該当遊具
の性質
上、上部
分は危険
であると
いう認識
はあった
もの、下
部分（56
ｃｍ）な
らば問題
ない高さ
という認
識があっ
た。

　対象年
齢シール
を参考す
るととも
に、貼ら
れていな
いような
物では、
特に園児
に適合し
た物であ
るのかど
うかを熟
慮し、そ
の際に
は、園児
の発達状
況や運動
能力、そ
の日の様
子なども
考える。
また、今
までよく
利用して
いたもの
でも、園
児によっ
ては難し
いという
ことを頭
に入れ、
その都度
安全に遊

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　登園自
粛の中、
久しぶり
に仲の良
いお友達
と一緒に
公園遊び
ができる
ことに、
気持ちが
高ぶって
いる様子
はあった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　ぶら下
がり健康
器具のそ
ばで当該
園児と4
歳児1名
を見守っ
ていた
が、当該
園児が落
下する瞬
間に手を
差し伸べ
るも間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　滑り台
の遊具を
利用して
遊んでい
た3歳児3
名の見守
りをして
いた為、
見ていな
かった。

事故防
止対応
マニュ
アルに
は、対
象年齢
シール
が貼れ
ないよ
うな物
に対し
記載は
なく、
保育士
が状況
判断し
て、遊
具の使
い方や
選定を
してい
る。

　遊具の遊
び方やルー
ルを見直
し、園児へ
伝えてい
く。また、
その日その
日の園児の
様子や状況
等も考慮し
ながら、公
園選びや遊
具選びをす
るように徹
底する。

5254

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

39 0 0 12 8 9 10 0 8 4 6歳
1.男
児

年長児の
ジャングル
ジムでの追
いかけっこ
が目立っ
た。発生
時、門の不
具合があり
保育者が対
応に入って
いた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１)回/年

2.基
準配
置

職員間で
「遊具を
含めた追
いかけっ
こ」に対
して危険
だという
ことを再
度確認
し、園児
にも改め
てルール
として伝
え、徹底
する。保
育資格保
持職員の
比率を上
げる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

園庭横の
自動扉が
故障しか
けてい
た。（事
故当時、
業者発注
済み）

事故発生
後、再度
至急扉の
修理を行
うよう業
者に連
絡。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭横の
外から出
入りする
自動扉が
故障し、
故障音が
鳴り響い
ていた。

故障扉の
修理。
年長児の
心のケア

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

年長児男
児による
遊具の上
も含めた
追いか
けっこが
事故前に
も見ら
れ、注意
を促して
いたが、
止まらな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

故障音の
音に、反
応し、園
児たちが
開いたた
ままの扉
を出てい
こうとす
るのを阻
止するた
め、ジャ
ングルジ
ムから1
メートル
程度離
れ、園児
が園外に
出ないよ
うに配慮
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

扉の故障
音に反応
する子供
達に扉の
方には行
かないよ
う声掛
け。
別箇所の
遊具につ
く職員。

子供に落ち
着きのない
様子が見ら
れた時の保
育者の対処
法を確認
通常と違っ
た状態に
あった時の
職員間の連
携を確認。
具体的に
は、一度子
供達を一か
所に集め、
話をする。
外に出てし
まうような
危険があっ
た場合に室
内に一度戻

5255

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 9 9 4 3 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

玩具を
使って遊
ぶ時の遊
び方は学
んでいる
が、トラ
ブルがお
きたとき
に、玩具
がもたら
す危険度
の把握が
未熟だっ
た。

予想もし
ていな
かった怪
我である
ので、い
ろいろな
ことを想
定して、
危険を防
止する研
修を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(13　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

今回怪我
をしたブ
ロックは
破損等も
なく、い
つも遊ん
でいたも
のであっ
たので、
このよう
なことに
なること
の想像力
が欠けて
いたので
はない
か。

友だちと
のトラブ
ルにいち
早く気付
き、仲立
ちするこ
とが必
要。安全
な使い方
も知らせ
ていく必
要があ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外のクラ
スとの合
同保育に
なってす
ぐの時間
帯だった
ので、全
体的に落
ち着いて
なかった
のかもし
れない。

その日の
子どもの
状態や様
子なども
しっかり
と把握
し、合同
になって
も子ども
が落ち着
いて活動
できるよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
かわりは
なかった
が、相手
の子ども
が本児が
持ってい
たブロッ
クが欲し
かったの
だと思わ
れる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の1歳
児の子ど
もを抱っ
こして関
わってお
り、対象
児のトラ
ブルに気
づくのが
遅れた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の担
当の子ど
もたちと
関わって
遊んでお
り、対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

外のク
ラスと
の合同
にな
り、十
分に気
をつけ
て保育
しなけ
ればな
らない
が、他
の職員
との連
携が取
れてい
なかっ

保育士同士
が声を掛け
合って、職
員の立ち位
置や担当す
る子どもの
把握などに
努める。

5256

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

18 2 2 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
7　)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット報
告等で、
職員間で
危険な事
例を共有
している
ものの、
子どもの
行動につ
いての見
通しの甘
さがあっ
た。ま
た、一人
一人の保
育士の危
機管理意
識が薄
かった。

ヒヤリ
ハット報
告を再度
検証し、
事故マ
ニュアル
の熟読を
行い、職
員一人一
人の危機
管理意識
を高め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

晴天で園
庭の土壌
が乾燥し
滑りやす
くなって
いた。

園庭の砂
の量に配
慮してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友達と追
いかけっ
こをして
走ってい
て体の向
きを変え
ようとス
ピードを
落とすが
体の動き
が付いて
行かずつ
まずき、
今回の事
故につな
がった。

追いか
けっこを
するとき
は園庭の
広い場所
で行うよ
うにする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時は
健康状態
は良好で
他児と楽
しく生活
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
含め数人
の子が固
定遊具で
遊んでい
たのでそ
の場につ
いてい
た。その
目前に対
象児が追
いかけっ
こをして
走ってき
たて転倒
したが手
を差し伸
べること
が出来る
距離では
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の保育
士は加配
の子の側
について
援助して
いたので
対象児を
確認でき
なかっ
た。

対象児
の性格
や日頃
の行動
からの
予測が
不十分
であっ
た。

子ども達に
走るときに
は広い場所
で行うよう
に言葉をか
けたり、ど
こでどのよ
うな遊びが
展開されて
いるか把握
し遊びに的
確な場所へ
と導くよう
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5257

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

15 4 11 4 4 1歳
1.男
児

食事中
(おやつ
含む)

1.意識不
明

誤嚥
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(隔)回/年

2.基
準配
置

食事をし
ている子
どもの様
子をしっ
かり把握
できてい
なかっ
た。

食事中の
子どもの
食べ方
や、口の
中に入れ
る量を確
認し、一
人一人に
合わせ
て、食材
の大きさ
や口に入
れる量を
調節して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

新型コロ
ナウイル
ス感染拡
大防止の
ため、一
つのテー
ブルに四
人座れる
が、対角
線に二人
座ってい
る。保育
者が子ど
もの食事
の様子を
把握しき
れていな
かった。

机の配置
を変え、
保育者が
子ども全
体の様子
が見渡せ
る場所に
座る。保
育者の背
面に子ど
もが座る
ことのな
いように
する。

6.食事
(おや
つ)中

食べ終
わった子
を布団で
寝かしつ
けたり、
昼寝の場
所へ移動
するため
に、保育
者が食事
の場所か
ら離れ、
子どもか
ら目が離
れてしま
うことが
あった。

子どもか
ら離れる
時は、わ
ずかな時
間でも声
をかけた
り、近く
にいる保
育者の側
へ移動さ
せたりし
て、子ど
もから目
を離さな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

食事は手
づかみが
中心で、
スプーン
を使って
の食事が
まだ難し
い。保育
者が介助
しなが
ら、自分
で手づか
みで食べ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

食事が済
んだ子を
連れて、
布団が敷
いてある
畳の方へ
移動して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児の他
に、1歳
児、二人
の食事の
介助をし
ていた。
（1名）
0歳児、
三人の食
事の介助
をしてい
た。（1
名）　0
歳児、一
人を寝か
しつけに
いって、
食事の場
所に戻っ
てきた。
（1名）

食事中
の職員
同士の
連携。

一人一人の
職員が視野
を広く持
ち、自分の
動き、子ど
もの様子で
気付いたこ
となどをお
互いに声を
かけ合う。
子ども一人
一人の食べ
方や咀嚼の
様子を職員
間で共有す
る。

5258

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 20 25 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯の打撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

屋外で子
どもたち
の行動予
測を再度
行う。子
どもたち
とも危険
な行動に
ついて話
をする

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

走って遊
べる場所
の確保や
遊びの種
類の整理
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

注意喚起
を行った
後も行動
を見守
り、改善
されてい
るか確認
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

自分の遊
びに夢中
になり周
囲への注
意が散漫
になって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
の子ども
の見守り
をしてい
たため、
当該事故
発生時に
すぐ手が
届く場所
にいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

固定遊具
で遊んで
いる子ど
もの見守
りをして
いた。

安全な行動
について再
度検討す
る。

5259

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

21 2 4 4 2 2 2 18 18 4歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左肩鎖骨
骨折（保
護者様か
らの聞き
取り）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハットの
意識を、
常に持
つ。

事故予防
に関する
研修を行
います。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日・毎
回）

ヒヤリ
ハットの
意識を、
常に持
つ。

現状維持
して、安
全点検を
します。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育の教
育で、悪
いことは
注意して
いく。

集団活動
中は、必
ず見守り
をしてい
ます。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

毎日　児
童の様子
を確認し
ている。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

いつもと
違う様子
の児童
は、こま
めに確認
します。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、他の
児童の様
子・動き
を確認し
ます。

保育士
の職員
を募集
してい
る。

常に報連相
を基に行い
ます。

5260

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

11       2 2 5歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1～2)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故予防
に関する
園内研修
の頻度が
少なかっ
た。

園内でマ
ニュアル
の読み合
わせや安
全な環境
設定につ
いての研
修を行う
機会を増
やす。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ルール説
明の際
に、危険
な跳び方
について
説明や見
本を見せ
なかっ
た。

縄の跳び
方は決め
られた跳
び方のみ
とし、危
険な跳び
方につい
て説明し
見本を見
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体を動か
すことを
好むた
め、いつ
も以上に
楽しそう
に活動し
ており興
奮してい
る印象が
あった。
普段から
体を動か
すことに
関して長
けてお
り、自分
の能力を
過信して
いるとこ
ろがあっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が予
想外の行
動を取っ
たが一瞬
のことで
あったた
め対応で
きなかっ
た。本児
を含め、
危険につ
ながる行
動を取っ
ていた児
には適宜
声をかけ
て注意し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児が予
想外の行
動を取っ
たが一瞬
のことで
あったた
め対応で
きなかっ
た。本児
を含め、
危険につ
ながる行
動を取っ
ていた児
には適宜
声をかけ
て注意し
ていた。

職員2名
で縄を
持って
いたた
め、
マット
付近で
子ども
の介助
がすぐ
にでき
る職員
がおら
ず、予
想外の
行動に
対応で
きな
かっ
た。

活動時、職
員１名はす
ぐに子ども
の体に触れ
ることので
きる位置で
介助につ
く。

5261

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

11 1 1 6歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(15)回/年

2.基
準配
置

担当保育
士が排泄
に行った
園児に目
を向けて
いる際に
発生し、
状況の把
握が不十
分であっ
た。各々
トイレに
行った
り、保育
室に居た
りする環
境を作っ
てしまっ
たことも
要因のひ
とつと考
えられ
る。

担当保育
士が排泄
に行った
園児に目
を向けて
いる際に
発生し、
状況の把
握が不十
分であっ
た。各々
トイレに
行った
り、保育
室に居た
りする環
境を作っ
てしまっ
たことも
要因のひ
とつであ
り、今後
は保育士
が常に全
体を把握
できる活
動の流れ
を作るよ
うにして
いく。ま
た、子ど
も達自身
も危険に
繋がる行

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし
7.その
他

担当保育
士が排泄
に行った
園児に目
を向けて
いる際に
発生し、
状況把握
が不十分
であっ
た。各々
排泄に
行った
り、保育
室に居た
りする環
境を作っ
てしまっ
たことも
要因と考
えられ
る。

今後は保
育士が常
に全体を
把握でき
る活動の
流れを作
るように
してい
く。ま
た、子ど
も達自身
も危険に
繋がる行
動を避け
ることが
できるよ
う働きか
けや促し
を行い、
習慣付け
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

常に活発
な園児で
はあり、
時折危険
と感じる
行為は見
受けられ
ていて、
そのよう
な際には
保護者に
もその姿
を知らせ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当保育
士がトイ
レに行っ
た園児に
目を向け
ている際
に発生
し、状況
把握が不
十分で
あった。

痛みを
直ぐに
訴え
ず、担
当職員
も異変
をいち
早く察
知でき
ていな
かった
ことや
園児自
身も危
険行為
を避け
られて
いな
かった
ことも
要因と
考えら
れる。

怪我をした
際には、直
ぐに保育士
に訴えるよ
うに促した
り、異変に
いち早く気
付くような
視点を養っ
ていきた
い。また、
子ども達へ
も危険に繋
がる行動を
避けること
ができるよ
う働きかけ
や促しを行
い、習慣付
けていく。

5262

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 9 10 7 9 8 8 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

保育園に
まだ慣れ
ていない
子もお
り、保育
士は個別
の対応や
保護者対
応など慌
ただしい
時間帯で
あった。

固定遊具
に職員を
配置す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

鉄棒下の
マット
は、張り
替えたば
かりで
あったが
マットの
素材につ
いて再検
証し、必
要に応じ
て張り替
えを行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一人一人
の子ども
の動きに
合わせ
て、遊び
のエリ
ア、使用
遊具・玩
具も検討
し、安全
重視の遊
びを提供
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
一緒に遊
ぶことを
喜び、遊
びを変え
ながら楽
しんでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

出勤した
ばかりで
全体の把
握をして
おり、対
象児の動
きは見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

個別の対
応や保護
者対応
等、対象
児の動き
は見てい
なかっ
た。

年長児
同士で
楽しく
遊んで
いたの
で、怪
我や事
故に結
びつく
という
保育士
の意識
が低
かっ
た。

子ども達と
遊び方を確
認したり、
遊びの様子
を気にかけ
必要に応じ
て気づかせ
たり、話を
したりして
いく。今ま
で以上に定
期的な会議
の中で、子
どもの姿、
保育士の受
け入れの仕
方、配置等
について話
し合いを持
ち、一人一
人の子ども
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5263

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 10 16 5 5 4歳
2.女
児

約３年前、
両下腿２度
熱傷にて瘢
痕と肥厚あ
り。腫れや
皮膚色の変
化が分かり
にくく、保護
者との話に
て経過観察
中である。

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足首捻
挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

戸外活動
を始めた
ばかりの
時間で、
体が十分
に温まっ
ていない
状態だっ
たと考え
る。ま
た、本児
が準備体
操をしっ
かりやっ
ていたか
の確認が
できてい
なかっ
た。

戸外遊び
の前に
は、準備
体操など
行うこと
を職員間
で再確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

地面に
ひっかか
り足を捻
る転び方
をしてい
たので、
土です
べった
り、地面
に小さな
凹凸が
あった可
能性も考
えられ
る。

築山を含
めてさら
に細やか
に園庭整
備を行っ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は身
体を動か
すことが
好きで、
戸外遊び
開始後す
ぐに追い
かけっこ
をしてい
た。全身
の準備運
動（特に
足先の柔
軟）不足
が考えら
れる。

遊ぶ前に
は、全身
の準備運
動と足先
の柔軟、
足を上げ
る運動な
どを取り
入れる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

自ら追い
かけっこ
を選択
し、担当
と友だち
と取り組
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当が一
緒に追い
かけをし
ていたた
め、現場
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

4歳児担
当1名
は、配慮
の必要な
児童に付
き添って
いた。5
歳児担当
は、クラ
スの子ど
もについ
ていたた
め、現場
を見てい
ない。

やや肥
満体型
や怪我
の既往
があ
り、足
の柔軟
さが弱
い可能
性があ
る。

継続的に体
幹を使った
遊びを通し
て、バラン
ス感覚を養
い、転んで
も自分で回
避できる体
づくりをし
ていく。

5264

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

41 13 14 14 7 3 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
牙亜脱臼

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(８)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

その日に
クラスに
入ってい
た充実保
育士が列
の側にい
たが、他
児を注意
する対応
をしてい
た。その
隙に、相
手の児の
動きが
あったと
思われ、
保育士か
ら事故現
場は死角
になって
しまって
いた。保
育士の足
元で声が
したたた
めに、２
人の状況
に気がつ
いた。

特に注目
していな
ければな
らない児
童に関し
ては、危
険につな
がる動き
がトラブ
ルにつな
がりやす
いので、
常に目の
端に入れ
ておく必
要があっ
たと思わ
れる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

夕方はテ
ンション
が高く、
職員（担
当以外）
が１対１
で付き、
支度をし
て遊戯室
に向かう
ように配
慮をして
いた。遊
戯室に
入った途
端、再び
落ち着き
ない行動
に至って
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当２人
のうち一
方は全体
への声か
けをして
おり、も
う一方は
他児のト
ラブル対
応に当
たってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の子
ども、ま
たは各児
のクラス
対応をし
ていた。

本児は
集団の
流れに
乗れな
い時が
あり、
そこの
確実な
配慮
（大人
同士の
引継
ぎ）
と、相
手は衝
動的な
行動
が、日
頃から
みられ
る特性
をもつ
児で
あっ
た。

個々の児童
の行動の把
握を最後ま
で行う。

5265

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 5 5 7 4 4 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

前腕骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

事故予
防、発生
時の対応
について
の園内研
修を実
施。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

おもちゃ
箱の置き
場所を壁
側にし、
飛び越え
られない
ような配
置に改善
した。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

片付け時
のルー
ル、危険
な行為を
しないな
ど、子ど
もへ知ら
せた。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

危険な箇
所、危険な
子どもの様
子がない
か、事故予
防につい
て、園内研
修を行っ
た。

5266

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

11 3 3 1歳
1.男
児

既往歴との
因果関係は
ない

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

舌裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　）回/
年

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハットの
集計結果
を元に怪
我の要因
や時間帯
を周知し
ていく

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２  )
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

今回に関
しては、
子ども自
身が何も
ない床面
で転倒し
たため
ハード面
での改善
はない
が、今後
床材を交
換するべ
き時は今
回の事を
検討事項
の一つに
入れてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

移動開始
のタイミ
ングだっ
たこと
で、子ど
もたちが
多少興奮
状態に
なってい
る可能性
があった
ので、移
動すると
きは子ど
もたちに
落ち着く
よう声を
かけてい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本人の意
思でお友
だちと手
をつな
ぎ、移動
していた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

移動開始
のタイミ
ングで３
名の保育
士がつい
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員の立ち
位置を見直
す必要性が
ある。前方
１名中間に
１名後方に
１名の立ち
位置を職員
同士で声を
かけながら
考えていく

5267

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

18 4 4 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

本児が転
倒した際
に、すぐ
に手が出
せるよう
な位置に
職員がい
なかった
為、顎を
打ち裂傷
した

職員の手
が届く範
囲での
コーナー
を作り、
転倒が起
きた際で
も手を出
せるよう
にしてい
く

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

ブロック
がでてい
て気分が
高揚して
しまった

ブロック
遊びで
は、机に
座ってで
きるよう
にしてい
く

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児が両
手でブ
ロックを
もって歩
いていた
際にバラ
ンスを崩
して躓い
て持って
いたブ
ロックで
顎を打ち
裂傷する

ブロック
を手に
持ってい
る状態で
は、立っ
て歩いた
りせずに
座って遊
ぶように
促してい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康面は
良好で、
友だちと
のトラブ
ルもなく
過ごして
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児から
離れたと
ころで全
体の様子
を見守り
ながら
座って遊
ぶように
声掛けを
していた
が、転倒
の際に手
を差し伸
べること
ができな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
と同様、
本児から
離れた所
で全体の
様子を見
守ってい
た

本児に
座るよ
うに促
しはし
たが、
実際に
本児の
側まで
行き座
るとこ
ろを見
届けて
いない

座って遊ぶ
ように促
す。同時に
本児の側ま
で行き、座
るのを見届
ける。

5268

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

10 0 2 2 2 1 3 3 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

尺骨・橈
骨 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

河川敷の
斜面近く
の野草や
花が生え
ている場
所であっ
た為、バ
ランスを
崩しやす
かった。

転倒しや
すい場所
を改めて
確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

非該当 非該当

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

河川敷の
斜面近く
の野草や
花が生え
ている場
所であっ
た為、バ
ランスを
崩しやす
かった。

斜面近く
の足元が
不安定な
場所では
なく、広
場の方に
するなど
適切な場
所を選ぶ
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

しゃがん
で落ち着
いた環境
の中花を
摘んでい
たが、他
児が虫を
見つけて
「蜂だ」
と急に騒
ぎだし、
驚いて立
ち上がり
逃げよう
とした。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ横に
いたわけ
ではない
が、対象
児と他児
４・５名
と一緒に
野草や野
花を観察
したり、
摘んだり
して過ご
してい
た。転倒
する前に
は止めら
れず、転
倒後手を
ついた瞬
間は見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

乳児クラ
スの児た
ちを見て
いた

子ども
達が蜂
を見つ
けて騒
いで慌
ててし
まった

子ども達に
慌てないよ
う、声をか
ける。

98 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰
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令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

14 2 2 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

園内で発
生した事
故に関し
ては、園
児事故記
録を各自
が確認す
ることで
情報共有
し周知し
ている
が、それ
らに関し
て全体で
検討する
機会はな
かった。

事故防止
マニュア
ルの定期
見直しや
危機管理
研修会に
加え、自
園に於い
て受診が
必要だっ
た事故な
どに関し
ても、園
内で検討
する機会
を設け、
園全体で
の危機管
理意識を
高める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

跳び箱に
は、手を
つくべき
部分に、
印を描い
ておくな
どの視覚
的配慮は
あらかじ
めなされ
ていた
が、遊び
を始める
時には、
それを見
せながら
説明する
ことがで
きていな
かった。

今回の事
故を受
け、遊び
始める前
には、手
をつく部
分の印を
子どもた
ちに見せ
ながら説
明するこ
とで、子
どもたち
自身が跳
ぶ前に手
をつく部
分を意識
すること
ができる
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

左手の指
が数本曲
がった状
態で跳び
箱に手を
ついたこ
とからバ
ランスが
崩れ、右
手に負担
がかかっ
てしまっ
た。

跳び箱を
跳ぶ前に
約束事を
伝えた
り、準備
体操
（グー
パー）を
必ずし
て、手を
広げやす
くなる様
な配慮を
する。跳
び箱の適
正な位置
に手のひ
らをつい
て跳ぶこ
とを意識
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動が得
意で、自
信をもっ
て意欲的
に取り組
む。”自
分でした
い”とい
う挑戦心
が強く、
普段から
保育士に
補助され
ることを
拒む姿が
見られ
る。活発
で良く遊
び、周囲
の変化に
いち早く
気づく。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士
（担任
Ａ）は順
番に跳ん
でくる園
児の跳び
箱（前向
き３段）
の補助を
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士
（担任
Ｂ）は手
押し車の
補助をし
ながら、
跳び箱で
遊んでい
る様子も
見てい
た。

普段か
ら跳び
箱4段を
跳んで
いる本
児の能
力に対
し、事
故が発
生した
跳び箱3
段は容
易な段
数だっ
たた
め、普
段と同
じよう
に上手
に跳び
越すこ
とがで
きると

普段からで
きている遊
びでも、危
険は潜んで
いることを
常に心がけ
て保育を行
う。

5270

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 2 2 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

この件に
関するソ
フト面の
改善策は
特にな
し。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

この件に
関する
ハード面
の改善策
は特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

この件に
関する環
境面の改
善策はな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
おままご
とをして
いた。本
児は赤
ちゃん役
ではいは
いをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ほかの園
児を見て
いた。

この件に関
する人的面
の改善策は
特になし。
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令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

23 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
顔面(口
腔内含
む)

前歯1本
骨折
歯茎裂傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(365)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(365)回/
年

5歳児の
身長に
あったう
んていの
高さで、
クッショ
ン材は敷
いていた
が、その
クッショ
ン材を裏
返して使
用したた
め。うん
てい足元
にあるベ
ンチの置
き場所が
危ない.

クッショ
ン材は裏
返して使
用しな
い。購入
から7年
経過して
いるので
新しい
クッショ
ン材を購
入。それ
までは、
現在使用
してる
クッショ
ン材の上
にマット
を敷く。
足元に置
いている
ベンチの
位置を変
えてみ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該児童
は長時間
にうんて
いをしな
いという
約束をわ
かってい
たが、友
だちもう
んていを
していた
ので一緒
に遊ん
だ。落ち
て、怪我
をしたこ
とを伝え
るととっ
さに怒ら
れると
思ったよ
うで、怪
我したこ
とを伝え
ずにヘル
パーさん
のお迎え
がきたの
でそのま
ま帰宅す
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は保
護者対応
をしてい
たので当
該児童を
見ていな
かった。
ヘルパー
さんがお
迎えに来
たときに
伝達を忘
れたので
追いかけ
て対象児
の顔を見
て話しを
したのに
そのとき
は、口元
の怪我に
気が付か
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
の保育士
もそれぞ
れ保護者
対応・ト
ラブル対
応中だっ
たので、
見ていな
かった。

保護者
対応に
気をと
られて
しま
い、対
象児か
ら目を
離して
しまっ
た。夕
方の長
時間は
うんて
いをし
ないと
いう約
束を守
れてい
なかっ
た。

普段から気
になる行動
がある対象
児なので、
今後目を離
すときは、
必ず近くに
いる保育士
に伝えてか
ら離れるよ
うにする。
当該児童だ
けではな
く、クラス
の子どもた
ちに夕方の
長時間の遊
びかたを再
確認し、約
束を守るよ
うに伝え
る。

5272

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

11 6 5 1 1 6歳
1.男
児

6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボディペ
インティ
ング用に
洗濯のり
を混ぜて
いた絵の
具を使っ
ていたの
で滑りや
すかっ
た。今年
度初めて
のボディ
ペイン
ティング
で子ども
の気持ち
が普段以
上に盛り
上がって
いた。

絵の具は
お皿に入
れる。ダ
ンボール
は描くた
めの物に
し壁に立
てかけ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

今年初め
てのボ
ディペイ
ンティン
グで楽し
みにして
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

危険を感
じ声かけ
はしてい
たが、そ
ばにつく
ことはな
く手をさ
しのべる
ことがで
きなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の
シャ
ワー、室
内あそび
を担当し
ていた

ダン
ボール
の上を
歩くこ
とは禁
止には
せず、
「（の
りが
入った
絵の具
なので
すべる
から）
気をつ
けて」
と声を
かけて
いるだ
けだっ
た。滑
るかも

ダンボール
の上は歩か
ない事を遊
ぶ前の約束
に加え、遊
んでいる時
も危険を感
じたら遊び
を一旦止め
約束を確認
する。

5273

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

16 2 2 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもを
思いきり
走らせた
いと思い
で、長年
恒例にし
ていた
為、舗装
路を走ら
せるとい
うことへ
の危機管
理が薄く
なり、気
づきが遅
れた

安全管理
の視点で
保育を見
直す。か
けっこは
場所を考
え、地域
のグラン
ドや所庭
で工夫し
て行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

初めての
事ではな
いが、3
歳児に
なってで
きるか
けっこで
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

スタート
の合図と
順番を待
つ子ども
につくと
に分か
れ、走り
出す子ど
もの様子
を見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他クラス
の職員
は、声援
を送った
りゴール
テープ持
ちや、
ゴール後
の3歳児
の受け入
れなど見
ていた
が、こけ
た場から
は離れて

すぐに
助けに
は行け
たが、
転んだ
その場
で異常
を感じ
取れな
かっ
た。

転んだ時
に、その場
での状況確
認をする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5274

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

2 　 　 　 　 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
（首・胸
部・腹
部・臀
部）

右肩鎖骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0)回/年

1.基
準以
上配
置

お昼ご飯
準備の忙
しい時間
帯であっ
た。準備
に担任が
2人で取
り掛かっ
てしまっ
た。長雨
が続き泥
山がぬれ
ていた。
久しぶり
の好天気
に子ども
達が外に
飛び出し
ていっ
た。

ご飯の準
備に2人
で取り掛
かったこ
と。どち
らかが子
どものそ
ばにいる
べきで
あった。
まして雨
が上がっ
て子ども
の気持ち
が解放さ
れていた
ので見守
る必要が
あった。

1.定期的
に実施

実施頻度(
250)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
週1)回/年

長雨が続
き泥山が
ぬれてい
た。

子ども達
に気を付
けるよう
に話すべ
きだっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任はご
飯準備に
気をとら
れ、フ
リー保育
士は庭の
片付けを
行ってい
た。

子ども達
が遊んで
いるとき
は保育士
はそこに
注意を向
ける。

3.いつ
もより
活発・
活動的
であっ
た

雨上がり
で嬉しい
気持ちで
外に飛び
出して
いった。
久しぶり
に手作り
のブラン
コに乗れ
るのが嬉
しかっ
た。友達
も乗りた
くて早く
交代して
あげよう
と慌てて
ブランコ
から降り
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

給食の準
備に気を
とられて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

雨が上
がったの
で庭の片
付けをし
ていた。

子ども
達の動
きや気
持ちを
担任が
受け止
めてい
なかっ
たので
はない
か、久
しぶり
のお天
気で子
ども達
は外に
出られ
た嬉し
さで
いっぱ
いだっ
た。大
好きな

子ども達の
気持ちを敏
感に感じ取
れるように
なりたい。

5275

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 3 1 2 1 0歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

3.火傷

4.上肢
(腕・
手・手
指）

火傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

面談の時
に連れて
来た子ど
もは、で
きるだけ
保育室内
には入れ
ないよう
にする方
が、望ま
しい。

①新規面
談の日程
の設定
は、保育
する子ど
もの年
齢、保育
時間、面
談の所要
時間を十
分に把握
し、重な
らないよ
うに注意
する。②
保育士１
名で、子
どもを安
全に保育
できない
と判断し
た時は、
他の職員
に声を掛
け応援を
してもら
う。

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

　以前使
用してい
た加湿機
能付き空
気清浄機
には高温
になる蒸
気が出
ず、チャ
イルド
ロックも
ついてい
たタイプ
だった。
新しい加
湿器に
チャイル
ドロック
が付いて
いない事
は認識し
ていた
が、以前
と同じ
で、高温
になる蒸
気が出な
いタイプ
だと思っ
ていた。
(吹き出
し口に
「警告
やけどの

①新たな
製品を使
用する際
は、取扱
説明書を
よく読
み、機能
を充分に
把握す
る。
②加湿器
は棚を作
り子ども
の手の届
かない場
所に移動
させた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　面談時
間が延び
てしま
い、保育
士１名で
子ども６
人を見て
いた事

①新規面
談の日程
の設定
は、保育
する子ど
もの年
齢、保育
時間、面
談の所要
時間を十
分に把握
し、重な
らないよ
うに注意
する。②
保育士１
名で、子
どもを安
全に保育
できない
と判断し
た時は、
他の職員
に声を掛
け応援を
してもら
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

歩行はま
まなら
ず、ハイ
ハイで自
由に動
き、つか
まり立ち
を楽しん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

面談中の
子どもた
ち（兄
弟）が保
育室内で
玩具の取
り合いを
しはじめ
た為、保
育士Aが
兄弟の側
に行き仲
裁に入っ
た。本児
の泣き声
がし、見
ると加湿
器の前で
つかまり
立ちをし
て泣いて
いた。加
湿器まで
移動した
様子は見
ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

面談の対
応をして
いた為、
本児の動
きは見て
いない。

　面談
時間が
延びて
しま
い、保
育士１
名で子
ども６
人を見
ていた
事

①新規面談
の日程の設
定は、保育
する子ども
の年齢、保
育時間、面
談の所要時
間を十分に
把握し、重
ならないよ
うに注意す
る。②保育
士１名で、
子どもを安
全に保育で
きないと判
断した時
は、他の職
員に声を掛
け応援をし
てもらう。

5276

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

14 4 3 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頚
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

これまで
は年度当
初に行っ
ていた
が、内容
量が多い
ので自由
に閲覧で
きるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
14　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

施設の安
全管理と
点検マ
ニュアル
チェック
表は園長
が記入し
ており、
その内容
を他の職
員にも知
らせ、共
有する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3歳児は
子ども自
身のやり
たい気持
ちが先に
立ち、自
分で危険
を予知す
ることは
難しい点
を認識す
る。その
うえで保
育士が常
に子ども
の状況を
把握し、
危険を予
知し回避
できるよ
うに働き
かけを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

いつも通り
の様子の時
にも、突発
的な行動を
起こすかも
しれないと
いう意識を
もって子ど
もの様子を
見守る。

5277

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 4 4 4 10 10 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

改善点は
ありませ
ん。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊具につ
いては、
適切に点
検がなさ
れてい
る。遊具
の安全な
遊び方に
ついて、
園児たち
と一緒に
話し合い
安全教育
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

進級して
約1カ月
経過しよ
うとする
中で、子
供たちの
動きも活
発となっ
ていた。

生活に慣
れ、活動
的になっ
てきた子
供たち
に、遊び
方や注意
事項等を
事前に伝
え、注意
喚起をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭を複
数人数で
見守って
いたが、
具体的な
監視エリ
アを決め
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭を複
数人数で
見守って
いたが、
具体的な
監視エリ
アを決め
ていな
かった。

複数人
数での
見守り
の際
も、職
員同士
声掛け
をし、
監視エ
リアを
決める
必要性
があ
る。

園庭自由遊
びの際は、
各保育士監
視エリアを
決めて死角
がないよう
な職員配置
になるよう
にする。

5278

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

58 5 5 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
靱帯損
傷・右足
関節外果
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

身体をほ
ぐすとい
う指導に
対する保
育士の意
識が浅
かった。

リズム遊
びの前に
は、手足
の運動な
ど、事前
運動で体
をよくほ
ぐす。現
在も行っ
てはいる
が、より
しっかり
と行える
よう保育
士研修に
取り入れ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４)回/年

床の滑り
が少し悪
かったか
もしれな
い。

床拭き掃
除の際
に、滑り
具合の点
検をし、
状態が悪
ければ、
共有す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

リズム遊
びの前
の、事前
運動で体
はほぐし
たが、よ
り丁寧な
体ほぐし
を指導す
る必要が
あった。

伸び伸び
と身体を
動かすこ
とができ
るよう、
１グルー
プの人数
を減ら
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄）
はりきっ
て、ス
ピードを
つけなが
ら走って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　
対象児や
その他の
子どもた
ちの動き
一つ一つ
を、５
メートル
程離れた
ところか
ら、見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　
対象児や
その他の
子どもた
ちの動き
を近くで
見守って
いた。

スピー
ドを出
しすぎ
ている
場合に
は、よ
り集中
できる
よう、
合間に
声掛け
をして
いく。

一人一人の
動きや様子
を、より見
守り、動き
方や集中の
仕方等、指
導してい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5279

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

13 3 3 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

登園応
対、排泄
への促し
と気持ち
を向ける
事柄が点
在してし
まったこ
とで、個
に沿った
関わりが
薄くなっ
てしまっ
ていた。

子どもの
特徴、そ
の子に
あったか
かわり方
を園の職
員が共通
理解した
ほかに、
臨機応変
な対応が
できるよ
う、その
場での連
携も細や
かにする
必要があ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

施設環
境、設備
に関する
課題面は
今回の事
例には見
られな
かった。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちがまと
まって、
表情よく
遊んでい
たので遊
びを受容
してし
まった。

子どもた
ちは喜ん
で遊んで
いたもの
の、本来
の使用の
仕方では
ない遊び
方は行わ
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段は行
わない遊
び方をし
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

そばにい
て、茣蓙
に潜った
子に出る
よう促す
ことに気
を取ら
れ、茣蓙
の上に
載ってき
た子に気
付くのが
遅れた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

茣蓙の遊
びとは違
う遊びを
行ってい
た子を見
守ってい
た。

保育士
の人数
は足り
ていた
が、こ
のクラ
スの正
担当で
はな
く、子
どもの
特徴や
事故発
生時間
の様子
の理解
が十分
ではな

職員全員が
園の子ども
の理解を行
いながら、
現場におい
てはリー
ダーの判断
やその場の
保育士の連
携を行いな
がら、個に
合ったかか
わり方がで
きるように
する

5280

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

11 11 4 4 1歳
1.男
児

　発育・発
達状況　：
良好、特に
異常なし

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

　鎖骨に
ひび

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

危機管理
意識の低
さ

事故予防
マニュア
ルを見直
し、職員
の研修を
行う。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

年齢・発
達に合っ
ていない
遊具（ウ
レタン積
み木）を
設置して
いた。

原因と
なった積
み木は撤
去し、年
齢・発達
に合う遊
具を使用
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

排せつ、
食事前の
手洗いな
ど複数の
活動を
行ってい
て全員に
目が届か
なかった

保育者の
立ち位
置、保育
の進め方
を考えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

排せつや
手洗いな
ど食事の
準備をし
ていた他
児と違っ
て部屋の
中、遊具
の周りを
走り回っ
たりして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の準
備をして
いたり、
全体の子
どもたち
のようす
を見てい
て、本児
は死角に
入ってい
たと思わ
れる。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児の動
きは目に
入ってい
たが、転
落は予想
できず防
げなかっ
た。

常々そ
の遊具
から本
児が
ジャン
プして
楽しん
でいる
姿を見
ていた
ので、
転落が
予想で

転落に気付
かない保育
者もいたの
で、保育の
進め方、保
育者の立ち
位置を考え
直す。

5281

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

21 0 3 4 1 6 7 5 4 5歳
2.女
児

お天気も良
く、気温も
上がってい
た。園から
出て歩く道
はほぼアス
ファルトで
ある。道路
の温度は気
温よりかな
り高い状況
でした。

1.屋外活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

熱中症
（疑い）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

給水はし
たものの
アスファ
ルトの道
路を歩い
ていたた
め、熱が
こもり、
本児の
摂った給
水だけで
は熱を発
散できな
かったの
ではない
か。

公園遊び
の行程は
日陰が少
ない環境
となるの
で、気温
が高かっ
たり日差
しが強い
場合は、
日陰での
休憩や水
分補給を
こまめに
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時の
検温も平
熱で、普
段と変わ
りなく元
気であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児から
の訴え
後、視診
の結果、
異常を認
識し迅速
な対応を
取ってい
た。（日
陰に移
動、職員
への報
告、本児
の太い動
脈の部位
を冷やす
処置）

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児対応
の職員か
らの報告
を受け、
119番通
報、保護
者への連
絡、保育
所の報告
と分担で
迅速に対
応を取っ
ていた。

公園ま
での道
のり
で、体
調に異
変が起
きてい
たので
はない
かと思
われ
る。

休憩や給水
時には、
個々の視診
を詳しく行
い、異常が
あれば迅速
に気付くよ
うにする。

5282

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 14 19 12 8 7 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右関節外
果骨折の
疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

　

マニュア
ルについ
ては全職
員に通知
し、内容
を共有し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

保育に使
用する物
や場所に
危険がな
いか、そ
の都度複
数人で点
検・確認
を行うと
ともに、
使用する
空間の広
さも考慮
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

常に事故
を予測
し、保育
士一人で
は安全確
保ができ
ない場合
などには
遊びを変
更するな
ど、柔軟
な対応を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
担任と同
じクラス
の園児2
名とでタ
イヤ跳び
をして遊
んでい
た。もう
一度遊ぼ
うと列に
並ぶため
走って戻
る際に右
足をくじ
いてしま
う。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　
他の2名
の園児ら
が固定タ
イヤを跳
ぶのに見
守りや補
助をして
いたた
め、対象
児が足を
くじいた
事に気づ
けず、そ
の後の変
化にも気
づけな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
固定タイ
ヤ付近に
いたのは
担任保育
士のみ
で、それ
ぞれ鉄棒
や雲梯等
に配置し
ており、
対象児の
事は見て
いなかっ
た。

子ども個人
の性格から
痛みを訴え
られなかっ
たり、我慢
することも
あるという
事を念頭に
置き、普段
の様子との
違いがない
か常に子ど
も一人一人
の様子を把
握していく
事を全職員
で再確認し
た。更に、
個人の体型
や運動能力
を考慮する
こと、普段
から親しん
でいる遊び
であっても
夢中で遊び
続ける事で
疲れが生
じ、ケガに
つながりや
すくなると
いうことも

5283

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

21 0 3 4 1 6 7 5 4 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は雲
梯ができ
る子でク
リアでき
る自信も
あり、普
段は自ら
着地も出
来ていた
が、その
日は普段
の様な着
地となら
なかった
のでは。

出来る
子、出来
ない子に
限らず、
保育士の
援助が伴
う遊具で
ある認識
を更に深
め、園児
と保育士
が一体と
なって遊
ぶことを
基本の位
置づけと
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように元
気で活発
に遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯の遊
具に張り
付いてお
り、着地
後泣き出
した本児
の痛いと
訴えてい
る部分を
確認後、
安全な場
所に移動
し冷や
す。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児対応
の職員の
報告後、
園に連絡
を入れ園
長の応援
を要請す
る。子ど
も達の動
きに更に
注意して
見守る。

雲梯を
頑張っ
ていた
園児の
体力の
許容範
囲を
オー
バーし
ていた
ので
は。

雲梯を使用
できる子ど
も達と、も
う無理と
思った時点
で職員に援
助を求める
様に子ども
達にはおや
くそくとし
て周知す
る。また、
職員もこの
子は出来る
子と過信し
はせず、い
つでも援助

5284

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

12 3 3 5歳
2.女
児

特記事項な
し

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(数)回/年

1.基
準以
上配
置

行事の活
動で気持
ちが高
ぶってい
るので、
いつもよ
り保育士
は園児に
落ち着い
た対応を
する。

年度当
初、新職
員も含め
て全員で
事故対応
マニュア
ル、安全
チェック
リストの
内容等を
確認す
る。園外
の事故予
防研修に
参加す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

施設・設
備に関し
ては特別
改善点は
認められ
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

公園内の
樹木の位
置など事
前に確認
するべき
だった。

事前に下
見に行
き、遊具
やトイレ
の施設等
の安全確
認をした
が自然公
園という
こともあ
り樹木の
状態等を
意識して
見ておく
べきだっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

公園内を
散策中、
担任と先
頭を歩い
ていた。
担任の
「お弁当
にしよ
う」とい
う言葉が
けに走り
出し木の
根につま
づいて転
んだが、
急な動き
に間に合
わなかっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

列の全体
を確認し
ながら歩
いた。当
人は前列
近くを歩
いてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

列の途中
と後列を
見守って
歩いた。

楽しみ
にして
いた
「お弁
当」と
いうこ
とで、
嬉しく
て当人
を含む
数人が
お弁当
を置い
てある
場所へ
走り出
したの
で、注
意した
が間に

次の行動を
指示する時
は一度活動
を止め、行
動を確認す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5285

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 8 6 0 4 4 1歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位若木骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

・開所し
て間もな
い為、事
故防止や
対応につ
いての研
修が不足
してい
る。
・園独自
の各種マ
ニュアル
の整備と
職員への
周知が不
足してい
る。

　今後、
内部研修
の実施及
び外部研
修への計
画的に参
加する。
各種マ
ニュアル
の整備と
検討を実
施し、事
故防止へ
の意識を
共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1階フロ
アは乳児
室、ほふ
く室、保
育室が
オープン
であり、
かつ、保
護者の迎
えが来た
際の出入
り口ま
で、園児
が自由に
移動でき
る、制限
の少ない
環境と
なってい
たため歩
行が安定
しない低
月齢児の
転倒しや
すい環境
であっ
た。

フロアで
園児が走
り回る状
況や環境
について
見直し、
棚やパー
テーショ
ン等を用
いて空間
を区切る
などし子
どもが活
動しやす
い環境を
整える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

家族の迎
えが混み
合うと
き、出入
口付近の
入退室の
状況が子
どもたち
の視界に
入り、気
持ちが落
ち着かな
くなって
いた。

対象園児
の心理や
行動につ
いて、常
に洞察、
予見し対
応する。
行動に対
する声掛
けだけで
はなく、
園児が注
目して取
り組める
活動等の
提供を行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

迎えの込
み合う時
間帯で家
族が頻繁
に出入り
するた
め、本児
において
もいつも
より気持
ちが落ち
着かない
様子が見
られてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が立
ち上が
り、他の
迎えの家
族に歩み
寄った際
には本児
の名前を
呼び声掛
けし見守
りしてい
たが転倒
には間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

迎えの家
族の対応
に1名の
職員が対
応し、ほ
かに2名
は他園児
の保育及
び本児の
見守りを
してい
た。

園児が
突発的
な行動
に移行
する前
に、個
別に関
わりを
持つ意
識が十
分では
なかっ
た。

家族が入退
室の際に、
園児が来客
者に走り寄
る場合、歩
み寄り、声
掛け、見守
りを行う。

5286

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

10 1 1 6歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指基
節骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

特になし

職員会議
等で事故
報告を
し、職員
全体に周
知し、再
発防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

特になし

通常安全
確認をし
てから使
用してい
たが、今
後も安全
確認をし
てから使
用するこ
とを再確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱を
跳べるよ
うになっ
たことが
嬉しく、
勢い余っ
て体が前
のめりに
なってし
まい、着
地でバラ
ンスを崩
してし
まった。

子どもの
状態に合
わせて跳
ぶタイミ
ングを計
り、必要
に応じて
休息を促
す等、落
ち着いて
取り組め
る様にす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　特段変
わりはな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

側で危険
がないか
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はいな
かった。

担当保
育士の
みが見
ていた
ため、
全体を
把握し
なが
ら、
個々の
様子や
気持ち
の変化
に気づ

落ち着いて
取り組める
様、個々の
様子をしっ
かり見てい
き、可能な
限り複数の
保育士で見
守り、指導
するように
する。

5287

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22 0 0 0 0 12 10 0 1 1 4歳
2.女
児

身長（6月9
日現在）１
０６．２㎝
体重２１．
０㎏　　天
候　雨

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

本児が倒
れた場所
の横で、
床で絵を
描いてい
たため、
それに気
を取られ
て転倒し
た可能性
あり。

マニュア
ルに沿っ
て、職員
間で事故
防止につ
なげる意
識を強化
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(ほぼ毎
日)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(ほぼ毎
日)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

お布団敷
きの時間
だったた
め、上履
きを脱ぐ
ためにそ
の場所ま
で移動中
だったの
で、滑っ
たわけで
もなく、
足がもつ
れて転倒
と考えら
れる。

ホールに
つながる
広い場所
で、床も
滑ること
もないた
め不備は
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

行動が緩
慢な本児
なので予
測して付
き添うべ
きだっ
た。

運動的な
発達を促
す遊びな
どを取り
入れ、身
体的能力
を向上さ
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

上履きを
脱ぐため
に移動
中、絵を
描く友達
に気を取
られて
か、足を
絡ませて
か転倒す
る。床に
手を突こ
うとして
骨折。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

布団敷き
のために
本児に上
履きを脱
ぐように
指示をし
てから、
布団室の
前にい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

トントン
と小走り
しながら
歩いてい
て突然床
に転んだ
のを２ｍ
のところ
から見て
いた。

布団敷
きを指
示する
ときの
指示を
本児が
理解し
ていな
かっ
た。

いつもの活
動でも、指
示する時に
は具体的に
話をし、理
解している
かを確認す
る。

5288

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

5 5 7 5 1 1 4歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ・
ハットし
たことが
あった場
合、都
度、職員
間で情報
共有を図
り防止策
を徹底す
る。

職員間の
情報共有
がしっか
りされる
よう、研
修の記録
には職員
全員の押
印をもら
う。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・活動中
の園児の
人数を少
人数に
し、十分
なスペー
スを確保
する。、

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに走っ
ていて、
登園時も
変わらな
い様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

前の友達
を見なが
ら走って
いた。日
ごろから
特別よく
転ぶ姿は
見られな
い。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体把
握をす
る職員
が、園
児の近
くにい
なかっ
た。ま
た、把
握しず
らい位

活動全体が
見えるよ
う、少し離
れた位置か
ら活動を進
めていくべ
きであっ
た。

5289

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

18 16 2 16 3 2歳
2.女
児

鶏卵アレル
ギー
ピーナッツ
アレルギー

食事中
(おやつ
含む)

鶏卵ｱﾚﾙ
ｷﾞｰ

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

アレル
ギー児に
対する園
独自のガ
イドライ
ンを作成
し職員全
員で周知
し再発防
止に努め
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日行
う)回/年

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

アレル
ギー児に
対する給
食側の確
認作業が
足りな
かった

ガイドラ
インにア
レルギー
児の食事
につい
て、写真
を掲載し
て職員全
員がアレ
ルギー児
に対して
の対応方
法がわか
るように
する。ま
た、アレ
ルギー児
専用のト
レーを作
る

6.食事
(おや
つ)中

いつも除
去してい
るバーム
クーヘン
を気づか
ずに担任
が提供し
てしまっ
た事はア
レルギー
に対して
の意識が
足りな
かったと
考えられ
る

毎朝シフ
ト表脇に
おやつ、
昼食時に
アレル
ギー除去
食がある
かないか
の掲示を
する。提
供時に調
理員から
保育士に
直接説明
し、共通
理解をし
ながら食
事提供を
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育
士・・・
おやつを
配膳する
際一人で
作業をし
ていた。
除去があ
るかどう
か確認を
していな
かった。
調理
員・・・
おやつ準
備をして
いる時に
途中でそ
の場を離
れ、他の
調理員と
確認をせ
ずに別な
業務を
行ってし
まった。
また、他
の調理員
も確認せ
ずに準備
されてい
るおやつ
を出して

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

クラス担
任が発疹
に気づ
き、対象
児のおや
つを排
除、給食
室へ確
認。その
後看護師
へ繋いだ

全ての給食
職員および
対応する保
育士が責任
を持ち提供
すること。
アレルギー
食に対する
知識の共通
理解を深め
る

5290

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

3 6 6 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈 骨
骨幹部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

ソフト面
の改善策
はなし

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

ハード面
の改善策
はなし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員も子
ども達も
眼科検診
に気が取
られてい
た。

ゆとりを
もって声
かけを
し、職員
の行動が
重ならな
いように
連絡を取
りながら
進める。
また、い
つもと違
う流れ時
には、怪
我につな
がること
を認識
し、保育
にあた
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気持ちが
急いだこ
とと、や
やせっか
ち、活動
的な子ど
もである
ことが考
えられ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

この場所
で走ると
は考えな
かったた
め、子ど
もに任
せ、職員
は次の行
動に目を
やってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスの
子どもを
見てお
り、ま
た、眼科
検診の準
備に気を
とられて
いた。年
長組の子
どもへ目
配りがな
かった。

職員間
の慣れ
合い、
連携不
足。

行事前でも
保育を丁寧
に行い、常
に全体に目
を配る。視
野を広げ、
片付けも余
裕をもって
行うように
し、職員の
立ち位置や
連携など連
絡を取り合
う。

102 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5291

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28 10 10 8 3 3 4歳
1.男
児

夕方の外遊
び時（16時
頃）子ども
達はそれぞ
れに遊んで
いる時、虫
探し遊びを
していた4
歳児の男の
子が「へび
に咬まれ
た」と言っ
て、保育士
に伝えに来
る。見ると
小さなへび
のような物
だったの
で、正体を
確認する
為、すぐ捕
獲してスマ
ホで撮る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

マムシに
よる咬傷

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(13)回/年

1.基
準以
上配
置

マムシが
どこにい
るかわか
らず、用
務員、保
育士は
常に園庭
を調べる
ようにす
る

園舎のハ
ザード
マップ見
直し作成
自然教室
の講師に
危険な虫
について
の話をし
てもらう

1.定期的
に実施

実施頻
度：毎日

1.定期的
に実施

実施頻
度：毎日

1.定期的
に実施

実施頻
度：毎日

ヘビがひ
そまな
い、園庭
に出て来
れないよ
うにする
カエルは
遠くに逃
がす

度々の草
刈り
土止め工
事

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊び前
に再点
検、遊び
途中も安
全注意

むやみに
土手のカ
エル、虫
探しは控
える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

土手のと
ころでカ
エル探
し、虫探
し

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児に送
迎を知ら
せたり、
滑り台の
園児の見
守り、園
庭全般の
見守り

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内の保
育士は室
内から見
守り、園
庭にいた
他クラス
の保育士
も
注意をは
らいなが
ら見守り

帰りの
集会が
終わ
り、園
庭に出
て10分
も経た
ない時
だった
が、室
内の保
育士も
少しで
も早く
園庭に
出て見
守るよ
うに心
掛け
る。

子どもへの
指導①「良
い虫、危険
な虫」をわ
かりやすく
教える。
②講師を呼
んで、もう
一度実体験
しながら話
して頂く。

5292

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

16 15 1 0 5歳
1.男
児

無
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨頭
不全骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
５～６)回
/年

2.基
準配
置

遊び方の
研修等の
実施をす
る等，延
長保育の
充実を考
えてい
く。

規定の保
育士数は
満たして
いるが，
余裕があ
ればもう
１名配置
できると
よい。

1.定期的
に実施

実施頻度(
５２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３００　)
回/年

新型コロ
ナウイル
スの対応
もあり，
通常より
遊べる玩
具に限り
があっ
た。

遊ぶ玩具
の見直
し，必要
な玩具の
補充をす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

人の出入
りが多い
時間帯で
あった。
すっきり
としない
天候が続
いていた
ことも
あって
か，気持
ちが発散
しきれ
ず，落ち
着かな
かった。

遊びの内
容，室内
の配置な
ど落ち着
いてじっ
くり遊べ
る環境づ
くりをす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

雨が降る
ことの多
い天候が
続いてい
たことも
あって，
気持ちが
発散しき
れなかっ
たり，落
ち着かな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

落ちつき
がない子
がいたた
め，その
子が落ち
着いて遊
べるよう
に近くに
ついてい
た。
戦いごっ
こをして
いた園児
たちにも
声をかけ
様子をみ
ていた。

職員１名
で保育を
してい
た。

戦い
ごっこ
に対す
る認識
の甘さ
があっ
た。

戦いごっこ
の危険性を
見直すとと
もに，日中
の保育内容
との連携の
見直し，ま
た気持ちが
発散できる
遊びの内容
の工夫をす
る。

5293

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

15 15 13 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
遠位部若
木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
（１０）
回/年

1.基
準以
上配
置

なし

各研修は
職員会議
で報告さ
れ、出席
職員へ共
有、会議
記録にて
全体に周
知が図ら
れてき
た。今後
は、その
職員会議
におい
て、園長
の指導の
下、自園
で提出さ
れたヒヤ
リハット
や事例集
（新日本
法規出
版）など
を教材
に、起こ
りうる危
険や事故
防止のた
めに何を
すればよ
いかを学
ぶための
研修の時

1.定期的
に実施

実施頻度
(１2　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時　)
回/年

なし

園庭に大
型遊具を
設置・維
持してい
く意義を
問い直し
ている。
園庭舗装
の更新時
期到来に
伴い、こ
の機に、
子どもた
ちが主体
的に、か
つ安全に
遊ぶこと
のできる
保育環境
を目指し
て、園庭
遊具の取
捨選択を
検討した
い。年度
内には着
手する予
定。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

比較的よ
こながの
園庭なの
で、子ど
も達に目
が届きに
くい状況
がある。
死角や目
が行き届
いていな
いところ
に声をか
けたりす
るなど細
やかな対
応が求め
られる。
「全職員
で全園児
を保育す
る」理念
のもと、
子どもた
ちをクラ
ス枠を越
えて見
守っては
いるが、
それが
「誰かが
見てい
る」だろ
うという

各保育士
が互いの
立ち位置
の確認を
したり、
今まで以
上にクラ
スを越え
て必要な
声の掛け
合いをす
る。保育
中は、子
ども一人
ひとりの
行動に目
を向け、
主体的な
活動を大
切にしな
がらも、
個別の配
慮事項を
忘れず、
的確な工
夫をして
必要な対
策を講じ
ていく。
何よりも
保育者
は、子ど
も一人ひ
とりの個

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育園が
大好き
で、その
日も機嫌
よく登園
してきて
いた。朝
の集会や
体操を終
えて園庭
遊びと
なった
際、大型
遊具の上
段に寝転
んでいる
他児か
ら、名前
を呼ばれ
て走り
よった当
該児が
ネットを
上る途
中、右手
が外れて
バランス
を崩し、
そのまま
後ろへ尻
から落下
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

大型遊具
左側の滑
り台にい
た2歳組
担任が、
当該児が
遊具ネッ
ト途中か
ら落下す
るのを目
撃した。
その担任
が落下場
所に駆け
よったと
き、当該
児は尻を
地面につ
けたまま
「痛い、
痛い」と
言って横
座りに
なって泣
いていた
のを確認
した。
「痛いと
ころはど
こなの」
と尋ねる
と、右太
ももやひ
ざの上部

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

4歳組担
任の一人
は太鼓橋
に付き、
そこで遊
ぶ子ども
たちに起
きた小さ
ないさか
いの仲裁
をしてい
た、二人
目の4歳
組担任は
数名の子
たちと庭
花の世話
をし、三
人目の担
当者は鉄
棒のとこ
ろで子ど
も達を見
守ってい
た。

クラス
の13名
中、課
題が
あって
気にな
る子が
半数以
上いる
ため
に、保
育中、
危険で
衝動的
な行動
が散見
され、
一瞬た
りとも
気が抜
けない
ことは
担任も
よく承
知して
いた。
園とし
ては可
能な限
り、人
員の投
入もし
てき
た。だ

子どもが安
心して主体
的に活動す
るために、
子どもと保
育者の安定
した信頼関
係を築くこ
とに努め、
心身の発達
を十分に踏
まえた保育
を目指す。
そのために
は
①保育に入
る際にはい
つも、子ど
もの精神状
態、気分、
機嫌、友だ
ち関係、身
体能力など
をよく見極
め、必要に
応じて個別
対応をす
る。
②クラス内
の課題のあ
る子を放
任・放置す
ることな
く、その課

5294

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

31 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特にな
し。

特にな
し。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

藤棚の枝
が年長児
の手が届
く高さま
で伸びて
いた。

藤棚の枝
をひもで
結ぶとと
もに、不
要な枝を
剪定して
子ども達
の手が届
かないよ
うにし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段ぶら
下がって
遊ぶ姿は
見られな
かったの
で、予想
していな
かった。

藤棚での
遊び方を
子ども達
に周知し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故発生
時、本児
は数名の
友達と砂
場で遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラス担
任は砂場
から離れ
たところ
にいて、
対象児の
様子は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス担
任以外の
職員は室
内にいた
ため、対
象児に付
き添って
いなかっ
た。

事故発
生時、
本児は
数名の
友達と
砂場で
遊んで
いた
際、藤
棚の枝
にぶら

子ども達に
藤棚の枝に
ぶら下がら
ないことを
伝えるとと
もに、藤棚
の状態を把
握し、危険
な状態があ
れば改善す
る。

5295

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

16 3 1 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第一中
足骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

1.基
準以
上配
置

事故を職
員会議に
て周知。
事故防止
チェック
リストの
確認。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

テラスに
て活動す
る際は、
危険物や
床面の状
態の確認
を行って
から遊ぶ
ようにし
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

事前に準
備運動を
行ってか
ら遊ぶよ
うにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育を行う
際に、保育
士同士の立
ち位置を確
認するとと
もに、場所
を移動する
際は、声を
掛け合い連
携をとりあ

5296

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 2 3 4 1 1 1 3 3 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右下肢骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/月

2.基
準配
置

園内で起
こった怪
我・事
故・ヒヤ
リハット
は会議で
話し合い
をし、再
発防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/月

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

「だんさ
あり。き
をつけま
しょ
う！」の
文字を貼
り、目で
見て気を
付けられ
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

この時間
はどこで
遊ぶのか
を決め、
子供達に
も約束事
として知
らせてい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

女子数名
で走り
回ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登園受け
入れをし
ていたの
見れてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋のい
る子供達
や加配児
を見てい
た。

職員同士の
声掛けを密
にし、子供
達の動きを
把握してい
く。

5297

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

21  1 1 6歳
2.女
児

（事故と因
子関係があ
る場合に、
身長、体
重、既往
歴・持病・
アレル
ギー、発
育・発達状
況、発生時
の天候等を
記載）

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

各クラス
担任が保
育を行っ
ていな
かった
為，他ク
ラスまで
注意した
り，職員
配置まで
行き届い
ていな
かった。
また，職
員間での
声掛けな
どが必要
だった。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

保育室の
環境設
定。机，
棚などの
配置。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

周りに
は，障害
物はな
く，子ど
も達も
走ったり
していな
かった状
況。

子ども達
に保育室
での過ご
し方，安
全につい
ての話を
行い，保
育士・子
どもたち
に注意を
促す。保
育士の配
置，立ち
位置を確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分の使
用した玩
具を，元
の所に片
づけし，
集合場所
に移動す
るところ
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子ども全
体が見え
るところ
にはいた
が，本児
と他児の
衝突を止
められる
場所には
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

クラスご
との保育
をしてい
た為，他
クラスま
で目が行
き届かな
かった。
職員間同
士での声
掛け，注
意，職員
配置が行
き届いて
いなかっ
た。

職員配置，
職員間での
声掛けをこ
まめに確認
しあい，協
力しながら
保育をして
いく。危険
性を感じた
後は，対応
策を考える
ようにして
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5298

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

75 15 20 20 20 21 13 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（左
ひじ）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

体育用具
一つ一つ
に十分な
人的配置
ができる
ように配
慮する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

事故が起
きたとび
箱は古い
ものでは
なく劣化
している
箇所はな
かった
が、上部
の布の面
が滑りや
すくない
かの確認
も必要

体育用具
について
は、運動
会前に安
全チェッ
クを行っ
ている
が、子ど
もの動き
から事故
を予測し
ての
チェック
が必要。
当日・配
置前にも
確認をし
てから設
置する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

とび箱
が、保護
者の観覧
席の目の
前に設置
していた
ことで緊
張したこ
とも考え
られる

障害物の
用具の配
置を安全
性を考慮
して考え
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1人ずつ
の競技
だったの
で、いつ
もより緊
張してい
る様子は
見られ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

順番を
待ってい
る他児の
近くに待
機してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

とび箱の
横に経験
のある職
員が一人
ついてい
たが、一
瞬のこと
で手は出
せなかっ
た。

体育用具に
は、職員が
付くように
している
が、日頃の
子どもの状
況がわかっ
ている担任
が付くよう
にする。

5299

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

1 1 1 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし

上述の通
り、跳び
箱の補助
に入る職
員は、両
手で補助
（サポー
ト）を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

主任保育
士が月末
に安全点
検を実
施。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

前述の通
り、跳び
箱の補助
に入る職
員は、両
手で補助
（サポー
ト）を行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動会
で、当日
の朝から
張り切っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱時
は、今ま
で同様に
跳び箱の
横で補助
をする。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くに配
置する。

特にな
し

跳び箱の横
への職員配
置は今まで
通りとし、
補助の仕方
をかえる。

5300

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

3  3 3 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

年長クラ
ス最終日
だったの
で、保育
士3名を
配置して
いたが、
クラス移
動で部屋
の片付け
もしてい
た為、園
庭には保
育士1名
しかいな
かった。

基準以上
に配置可
能なとき
は子ども
の活動の
危険度の
応じて職
員を配置
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

サッカー
ボールは
子ども用
のサイズ
で柔らか
いタイプ
の物だっ
た。蹴っ
た園児が
履いてい
た靴がス
ポーツ
シューズ
で足先が
少し硬
かった。

保育園に
はスポー
ツシュー
ズを履い
て来ない
ように保
護者にお
願いをす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士は
ゴール付
近で子ど
もの活動
を見守っ
ていた。

保育士が
一人しか
いないと
きはサッ
カー遊び
はしな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　サッ
カー遊び
中ゴール
間近で、
友達と
ボールを
奪い合う
ように
走ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　ボール
がゴール
に飛んで
くるのを
予想して
待ってい
た。一瞬
の出来事
で対象児
が動けな
くなって
ケガに気
付いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　他の職
員２名の
うち１名
はクラス
移動の
為、部屋
の片づけ
をしてい
た。もう
１名は女
児数名と
一緒にク
ラスで給
食を準備
する為、
園庭から
帰った。

保育士
はゴー
ル付近
で子ど
もの活
動を見
守って
いた。

保育士が一
人しかいな
いときは
サッカー遊
びはしな
い。

5301

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

10 1 1 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

事故報告
書を作成
する。職
員間で共
有出来る
ように
し，再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時
)回/年

ジャング
ルジムの
ペンキが
剥がれ，
滑りやす
い箇所が
あった。

滑り止め
をつけ
る。ペン
キの塗り
直し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

卒園への
期待から
か，5歳
児が少し
浮足立っ
ている様
子が見ら
れてい
た。

卒園児期
の5歳児
の変化に
ついて，
職員間で
共通認識
し，保育
にあた
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

卒園への
期待から
か，少し
浮足立っ
ている様
子が見ら
れてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ジャング
ルジムで
対象児を
見守って
いたが，
飛び移っ
た先で着
地した時
に，滑っ
て落下し
た。保育
士が手を
伸ばして
助けよう
とした
が，間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で担
当職員1
人で見て
いた。

園児が
普段か
らよく
遊んで
いる遊
具で
あった
為，子
どもの
予期せ
ぬ動き
を想定
してお
らず，
咄嗟に
対応出
来な
かっ

定期的に園
児と一緒に
遊び方の約
束を確認す
る。また，
起こった事
故を職員間
で共有し，
園児がその
ような動き
をするかも
しれないと
いうことを
認識してお
く。

5302

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

12 2 2 3歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
類上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

事故発生
のリスク
を考慮し
て職員の
配置を行
う。
毎月の職
員会議に
てヒヤリ
ハット報
告書につ
いて振り
返りを職
員全員で
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

今年度
（R2年
度）より
玩具の担
当者を配
置し、各
保育室の
玩具の点
検や修理
などを定
期的に行
うように
する。
建物、保
育室など
で危険箇
所がある
場合は報
告、早め
に修理な
どの対応
をしてい
く。
安全点検
は怠ら
ず、細か
い部分ま
で危険箇
所がない
かを
チェック
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児の成
長発達ま
で考えた
活動内容
だったか

日頃のそ
れぞれの
園児の園
での様子
からその
子の行動
の予測を
する。例
えばぶつ
からない
ように一
人ひとり
の間隔を
取る等の
配慮をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

競争心旺
盛で、日
頃からお
友達に負
けたくな
い気持ち
が強く張
り切って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児が壁
に沿って
一列に並
んでいた
ためゴー
ル付近に
クラス担
任、端に
補助の職
員がいて
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児が
クラス担
任のいる
位置をめ
がけて斜
めに走っ
て行く様
子を、補
助の職員
は端から
見てい
た。

職員配
置の仕
方に問
題はな
いか

最低基準の
配置は満た
していて
も、職員の
資質などを
考慮しなが
ら職員配置
をし、事故
発生のリス
クが無いよ
うに配慮す
る。

5303

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

88 25 33 30 0 3 3 4歳
1.男
児

福岡市障が
い児保育対
象児。療育
手帳有　B
２
家庭や保育
所において
部屋から飛
び出した
り，高い所
を好み登る
ことがある
ため，個別
に関わって

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

安全対策
のため，
全職員の
共通理解
に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊具や玩
具の配置
を工夫す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
主体的な
活動を大
切にしつ
つ，環境
への配慮
や指導を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

高い所を
好み登る
ことがあ
るため，
常に見
守ってい
る状況で
ある。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもへの
より具体的
な安全指導
を徹底す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5304

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

20 2 2 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

再度、事
故に対す
る確認を
行い引き
続き研修
を行って
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

園外保育
時におい
ても、安
全点検を
行い確認
してから
保育をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

もう一度
危険がな
いよう話
し合いを
し、職員
の配置を
見直す。
周囲を見
て動ける
ように
日々の保
育の中で
運動遊び
などを取
り入れ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りで特に
変わった
様子はな
く積極的
に遊ぶ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

公園の入
り口付近
で鬼ごっ
この様
子、どん
ぐり探
し、草花
集めをす
る様子を
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児か
ら少し離
れたとこ
ろで鬼
ごっこの
様子、他
の遊びの
様子を見
ていた。

全体を見な
がら、ぶつ
かったりし
ないよう声
掛けをして
いく。

5305

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

34 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕
（肘）の
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１～３)
回/年

1.基
準以
上配
置

状況を把
握し適切
な処置が
とれるよ
う、けが
の対応等
の研修に
さらに務
める

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
月

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
月

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
月

点検とと
もに起こ
りうる状
況をより
多面的に
とらえる
よう意識
化を図る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

これまで
以上に、
さらなる
危機意識
をもって
見守る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

同日　逆
上がりが
出来るよ
うにな
り、その
喜びから
興奮気味
であった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

6～7名の
子どもが
順番に、
雲梯渡り
を行って
いた為、
安全に配
慮し、近
くで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
の子ども
の様子見
ていた。

・興奮気味
の様子に対
して、落ち
着くような
声掛けや、
休憩を促す
などの対応
をする。遊
びの　中で
高い所から
の着地の仕
方、手の着

5306

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

7 2 2 3 0 2 2 4歳
2.女
児

怪我をした
直後に通院
した病院で
は触診で脱
臼と判断さ
れ、レント
ゲンを撮ら
なかった。
翌日になっ
ても腕を動
かさず翌々
日に熱もあ
り、かかり
つけの小児
科へ保護者
と通院す
る。腕の腫
れも少しあ
り再検査の
ため病院を
紹介され子
ども病院を
受診する。
レントゲン
の結果、骨
折がわかっ
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘脱臼
（陣内整
形外科病
院）→右
腕骨折
（福岡市
こども病
院）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハットの
共通認識
を徹底
し、事故
や怪我の
発生時の
対応の仕
方を園内
研修に取
り入れ
る。ま
た、救命
講習など
に積極的
に参加す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(３～４)
回/年

砂場用玩
具の位置
を砂場の
真横に位
置づけ、
玩具の用
途が年少
児でも分
かりやす
くしてお
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

砂場用玩
具を砂場
以外へ持
ち出して
遊ばない
よう園児
への指導
を行う。
また、物
を持って
走ろうと
している
時は、危
険である
ことを伝
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おとなし
い性格
で、激し
い動きを
したり活
発に走り
回るタイ
プではな
く園庭で
遊ぶ時は
砂遊びや
固定遊
具、三輪
車などを
好んで遊
んでい
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭の見
守りを４
歳と５歳
の担任が
２人で
行ってい
た。全体
を見守る
職員（４
歳児担
任）が本
児が砂場
用に玩具
を持って
立ってい
るのを確
認してい
た。その
後、突然
トラック
の方へ行
き走りだ
したの
で、玩具
を持って
走らない
よう声を
かけよう
とした時
にぶつ
かってし
まった。
泣かな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児より
４，５ｍ
離れたと
ころ（砂
場）で別
の子の対
応をして
いた。本
児の倒れ
た様子は
気づいて
いた。

担任以外が
戸外遊びの
見守りを行
う時の立ち
位置や見守
り方を共通
認識する。

5307

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

25 2 2 4歳
1.男
児

特記事項な
し

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

(具体的
内容記載
欄)
３歳児２
人の保育
士のうち
一人は新
規採用の
ため、運
動遊びを
補助する
には十分
な知識や
経験が不
足してい
たと考え
られる。
また、そ
れに対す
る指導が
十分に行
き届いて
いなかっ
た。

運動遊び
について
園内研修
を行い、
運度遊び
の指導方
法や補助
の仕方に
ついて職
員の経験
年数に問
わず対応
出来るよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(３～４)
回/年

特記事項
なし

運動遊具
は組み合
わせ方に
より遊び
方が変わ
るので、
その都
度、活動
前に点検
をし、配
慮が必要
なところ
をその日
の担当保
育者と確
認をして
おく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

室内で運
動遊びを
行う時
は、広い
空間を確
保し活動
の順番や
展開がス
ムーズに
移れるよ
う配慮す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

身体を動
かすこと
を好む。
周囲が気
になりや
すく集中
できない
こともあ
る。運動
遊びで少
し気持ち
が高ぶっ
ていた様
子は見ら
れた。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

担当職員
に限ら
ず、運動
器具を使
うとき
は、器具
の横につ
き補助で
きる体制
をとって
いる。補
助を行う
前のこと
で、本児
は跳べな
いので跳
び箱に上
りあがろ
うとして
跳び箱に
走りこん
できたと
きに足を
跳び箱に
ぶつけた
ので止め
られな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

別の子の
対応をし
ていたの
でぶつけ
た時は見
ていな
かった。

特記事
項なし

細かな配慮
が必要な活
動において
はクラス担
任だけに限
らず、以上
児リーダー
や主任保育
士が入り、
発達に合わ
せて細かに
活動を分け
たり個別指
導を行うな
ど集団と個
別の対応を
考慮する。

5308

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

24 4 4 2歳
1.男
児

本人がス
キップのよ
うに飛び跳
ねる癖があ
り配慮して
みていたが
間に合わな
かった。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

下口唇裂
創　外傷
性歯の亜
脱臼疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
５～６　)
回/年

2.基
準配
置

成長する
スピード
が各月
齢・個人
差があり
各々で顕
著に異な
ることを
しっかり
と理解す
る必要が
ある。

事故内容
やヒヤリ
ハット事
例を職員
間で出
し、検討
会を委員
会メン
バーを中
心に考え
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

広いス
ペースは
かえって
走ったり
転倒した
りと危険
要素とも
なりう
る。

広く走り
回れる場
所はホー
ル等にて
行い、保
育室では
コーナー
等を作っ
て対処し
てみる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
特性を保
育士間で
しっかり
と情報を
共有し理
解してお
く事が必
要であっ
た

職員間で
の園児の
様子や情
報を、
しっかり
と共有す
る体制を
とる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　元気が
あり、ス
キップの
ように飛
び跳ねた
動きが日
頃から多
いが、当
日も室内
をピュン
ととんで
動く様子
があっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

数名ずつ
の子ども
を保育士
が担当し
ていた。
その際、
児が急に
飛び跳ね
始めたた
め、間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くにい
る子ども
を見なが
ら保育に
あたって
おり、転
倒して気
が付く

１歳児
のクラ
スで、
月齢的
には４
月生ま
れと高
いもの
の、歩
行や
走った
りの動
きな
ど、運
動能力
に個人
差があ
ること
や、家
庭環境
によっ

個人個人の
能力や発達
にしっかり
と向き合っ
ていき、そ
れにそって
環境や遊び
の工夫をし
ていく必要
がある。

5309

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

35 35 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

保育士が
声を掛け
合い子ど
もを見守
るよう再
度確認し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

園庭の異
物の
チェック
などして
いく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
の様子を
十分に見
守り声掛
けをして
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時か
ら特に変
わった様
子もな
く、いつ
も通りの
姿

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
の子ども
達の様子
を見守り

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
の子ども
達の様子
を見守り

保育士が声
を掛け合い
子どもを見
守るよう再
度確認して
いく。

105 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5310

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

108 24 28 28 28 9 9 5歳
2.女
児

父親が入院
中で、母親
と2人で生
活をしてい
る。母親か
ら、本児の
情緒面が心
配だと相談
を受けてい
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

父の入院
中であ
り，家庭
内で心配
なことが
ある際
は，情緒
面の支援
を行う。

本児の様
子をよく
観察し，
気になる
時にはそ
ばにいる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(40)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(40)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(40)回/年

鉄棒の下
にマット
を敷いて
いるが，
少し硬
かった。

鉄棒遊び
は，以前
から行っ
ているこ
とではあ
るが，改
めて鉄棒
を使うと
きには，
保育士が
そばにつ
いて，子
どもの安
全確保が
出来るよ
うに職員
で確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

２歳以上
児の複数
のクラス
で外遊び
をしてい
て，子ど
もの数が
多かった
ため，保
育士が児
童全員を
見渡しに
くい状況
だった可
能性があ
る。

児童が多
くなり過
ぎないよ
う，時間
帯を分け
て，大人
数になり
過ぎない
ように配
慮する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該児童
の父親が
入院して
おり，児
童の情緒
面が心配
されてい
る状況
だった。
当日の朝
は，いつ
もと変わ
らない様
子に見ら
れた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故発生
時間帯
に，違う
場所で起
きていた
けんかの
仲裁を担
任が行っ
ており，
対象児童
の動きを
確認して
いなかっ
た。鉄棒
を担任が
いない時
に行って
はいけな
いこと
は，子ど
もたちに
は伝えて
いたが，
その状況
を注意す
る職員は
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
の子ども
を見てい
たので，
見ていな
かった。

鉄棒付
近に職
員が一
人でも
いた
ら，気
づいて
注意す
ること
が出来
たが，
職員は
点在し
てお
り，鉄
棒のそ
ばには
いな
かっ
た。

園庭遊びの
際には，職
員ひとりひ
とりが死角
を作らない
ように配慮
し，声を掛
け合う。

5311

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 20 20 3 3 5歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨下
端剥離骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

様々な場
所や場面
で事故が
起こりう
ることを
予測する
意識が足
りなかっ
た。

職員間で
の情報共
有を行
い，園全
体の環境
や保育中
における
安全に配
慮すべき
点の見直
しを図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

乾燥のた
め園庭の
砂が滑り
やすかっ
た可能性
が考えら
れる

乾燥時は
水を撒
く，玩具
倉庫から
のピク
ニック
テーブル
までの距
離をもう
少しとっ
て配置す
る等工夫
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

慌てたり
走ったり
してお
り，まわ
りがよく
把握でき
ていな
かったこ
とによる
もの

日頃よ
り，落ち
着いて行
動するこ
とを伝
え，片付
けの時間
を十分に
とれるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

片付け中
や，足を
ぶつけた
と思われ
る後にも
特に変
わった様
子がな
く。2回
まで階段
を上って
室内へ
戻った。
お迎え時
は祖父に
駆け寄っ
ていたた
め，気が
付くこと
ができな
かった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は，
勤務時間
を終え，
クラスか
ら離れて
おり，代
替職員が
入ってい
た。順次
片づけ終
えた子ど
もたちを
集めよう
としてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

週休代替
職員が砂
場近くで
玩具等の
片づけを
一緒に
行ってい
た。

子ども
達も散
らばっ
てそれ
ぞれの
動きを
してお
り，全
体を把
握でき
るよう
な体制
が十分
でな
かっ
た。

職員の役割
分担や立ち
位置に配慮
し，一人一
人に目が行
き届くよう
にする。

5312

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

27 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折
（肘中骨
折）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
８　)回/
年

2.基
準配
置

継続して
職員への
研修を行
う。研修
内容を見
直し検討
する。
（怪我や
事故に対
する予測
や対応が
しっかり
出来るよ
うに、よ
り具体的
内容にす
る。）

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

継続して
点検等を
行ってい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

対象児
が、部屋
に戻らな
いといけ
ないとの
思いと、
鉄棒がし
たいとの
思いがあ
り、慌て
ていたこ
とが考え
られる。

危険な遊
び方が分
かり安全
に行動で
きるよ
う、再確
認を行
う。（安
全教育）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びか
ら部屋に
戻る前
に、最後
にもう一
度鉄棒を
して部屋
に戻ろう
としてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

外遊びか
ら部屋に
戻る促し
を全体に
行いなが
ら、全体
を見てい
た。残り
数名に
なった中
の一人が
対象児。
（最後に
もう一度
鉄棒をし
て部屋に
戻ろうと
してい
た）対象
児の様子
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

片付けを
して、部
屋に戻っ
ていく子
どもたち
への声掛
けや、促
しを行っ
ていた。

危険に対す
る予測を行
い、安全に
配慮して子
どもと関わ
ることを徹
底する。

5313

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

30 0 0 0 30 0 0 0 2 2 3歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

年齢に
あった固
定遊具で
はなかっ
た

園外散歩
の下見で
は、往復
路の危険
個所だけ
でなく、
年齢に
あった遊
具かま
た、子ど
も達の運
動能力を
過信しな
いように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

固定遊具
が安全で
あるか、
（保育園
の遊具同
様）細か
い所を下
見で
チェック
する。

園外保育
計画書
に、下見
で行った
内容を記
載する。
また、子
ども達に
も遊び方
をしっか
り説明し
安全対策
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園内には
ない遊具
なので、
気持ちが
高ぶった
可能性あ
り。

年齢に
あった固
定遊具に
は近づか
ないよう
に伝え、
正しい遊
び方を説
明する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段か
ら、元気
の良い子
どもで運
動能力も
高く「出
来る」と
過信した
ように思
う。ま
た、園の
固定遊具
より大き
く気持ち
が高ぶっ
たのでは
ないだろ
うか。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもの
発達を過
信し、
「このく
らいなら
大丈夫」
と思い、
まさか途
中で手を
放すとは
思ってな
かった様
子。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くに職
員がいる
から大丈
夫と思
い、近く
の子ども
の動きし
か見てい
なかっ
た。

固定遊
具の使
用年齢
があっ
ている
のか
を、２
名職員
いて何
も感じ
ていな
かっ
た。

園外散歩計
画書の内容
を見て、主
任または園
長も「固定
遊具」が年
齢にあって
いるのか?の
疑問を担当
保育士に再
度確認する
こと。

5314

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

17 2 2 3歳
2.女
児

　特記なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

　鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハット
マップの
見直し
と、職員
会議等
で、事故
に対す
る、危機
管理の研
修を行い
全員が周
知するよ
うにする

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

　安全点
検を適切
に行い、
破損がな
いことを
確認する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　

　鉄棒の
危険性を
子どもに
伝えると
共に注意
事項を具
体的に伝
える
　鉄棒使
用時には
保育士が
必ずつく
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
鉄棒に親
しんでい
たため、
足掛け周
りをして
楽しんで
いたが、
手がす
べった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　対象児
のすぐそ
ばにい
て、介助
していた
が、出来
ると思い
油断して
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　保育士
1名は鉄
棒をして
いる園児
のそばで
介助をす
る。もう
１名は
待ってい
る園児を
見守る。

そばに
いて本
児を見
ていた
が、足
掛け周
りが出
来る子
で今ま
で危険
なこと
がな
かった
為
安全だ
と思い

　全ての園
児に対して
油断をせ
ず、すぐに
介助できる
体制をとる
ようにしぃ
クイン全員
に周知する

5315

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

14 3 11 5 5 1歳
2.女
児

慣らし保育
中の園児で
あった。天
候は晴れ。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2,3)回/
年

1.基
準以
上配
置

新型肺炎
の感染拡
大防止の
ため、園
外研修・
園内研修
は現在行
えていな
い。

遊具での
遊び方の
園内研修
にて再度
情報を共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

遊具はひ
かりのく
に製「レ
トロな汽
車セッ
ト」。直
近の指導
監査、毎
年の遊具
点検にお
いて指摘
された事
項は無
かった。

低年齢児
が遊具に
登って遊
ぶ際は落
下等を考
慮し手を
添えるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

入園した
ばかりの
園児であ
り、遊具
に慣れて
いなかっ
た。

遊具で遊
ぶ際の安
全管理や
配置、注
意点等を
再度確認
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調等に
異常はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

数名の園
児が遊具
で遊ぶの
を至近距
離で見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
にて複数
名ずつ園
児を見て
いた。

職員一
人で２
～３人
ずつの
園児を
見てお
り、マ
ンツー
マンの
状況で
はな
かっ
た。

砂場で遊ぶ
園児は５人
に１人の職
員、遊具で
遊ぶ園児は
２人に１人
の職員を付
けるなど、
状況に応じ
て職員配置
等を工夫す
る。

106 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5316

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

11 2 2 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

子どもが
下り終わ
るまで職
員は見
守ってい
たが、子
どもは咄
嗟に予期
せぬ行動
をとるこ
ともある
ため、特
に不安定
な場所で
は、そば
で最後ま
で見守
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

傾斜や不
整地等の
不安定な
場所で
は、子ど
ものそば
について
最後まで
そばで見
守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

トンネル
山に登
り、座っ
て手をつ
きなが
ら、ゆっ
くり坂を
下りてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

トンネル
山のふも
とで、対
象児が
座って手
をつき降
りてくる
のを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くで遊
んでいる
他児や全
体を見
守ってい
た。

不整地等
は、子ども
のそばで最
後まで声掛
けや見守
り、必要で
あれば援助
を行う。

5317

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

18 3 3 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

顔面切創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

戸外遊び
後は子ど
もがより
活動的に
なってい
るため、
室内に入
る前に一
度子ども
たちを落
ち着か
せ、見守
りや声掛
けを行う
様に指導
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

階段にノ
ンスリッ
プゴム
マットを
設置し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全ての年
齢を対象
に、子供
を一度他
の場所で
集合さ
せ、保育
士と歩い
て玄関に
入るよう
徹底し
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

戸外あそ
び直後の
ため、や
や活動的
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員が先
回りして
階段下に
待機して
いたが、
本児の転
倒に間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

先頭に担
当職員、
子どもた
ちの中
間・後方
に各一人
ずつ職員
がつい
て、本児
を含む全
体を見て
いた。

外遊びから
室内に入る
際は、外で
体を動か
し、活動性
が高まって
いるため、
室内に移動
する前に子
どもたちを
落ち着かせ
てから行動
するように
対応を改め
る。

5318

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 0 0 0 7 11 12 0 4 4 5歳
1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

みぎ上腕
骨顆上開
放骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

「保育者
は、常に
周囲の子
どもが視
界に入る
ようにす
る」こと
を臨時の
職員会議
を開催
し、あら
ためて周
知・共有
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

新設した
遊具で
あったた
め、園児
が使用方
法に馴染
んでいな
かった。
日頃は、
保育室に
安全に遊
ぶための
イラスト
を掲示
し、鉄棒
の上に立
たない、
遊んでい
る側に行
かない、
鉄棒の握
り方、回
転の途中
で手を離
さない等
の約束を
保育者は
子どもに
伝えてい
た。

専門業者
が、安全
基準に基
づいて設
置してお
り、地面
も砂で柔
らかいが
安全マッ
トを敷い
ていた。
安全マッ
トの厚み
を見直
す。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児が、
鉄棒で自
分の力量
以上の遊
びをしよ
うとし
た。

鉄棒の遊
び方につ
いて、年
齢にあっ
た使い方
や、危険
があるこ
とをてい
ねいに話
すべき
だった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊んでい
る子ども
の力量や
年齢に応
じて、危
険が予測
される遊
びをしよ
うとした
際は、
「危ない
遊びだ
よ」「も
う少しで
きるよう
になった
らね」等
の言葉が
けは日頃
からして
いたが、
この日、
他児はで
きるが、
本児の力
量に適し
ていない
鉄棒に足
をかける
遊びに挑
戦してし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

砂が目に
入った他
児の目を
水道で流
しに行っ
ていた。
本来、園
庭遊びで
は、必ず
鉄棒と雲
梯遊びを
見るべき
場所に、
誰かがい
ると思い
込み、4
人の保育
者の一人
もいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1人は保
護者対
応、1人
も保護者
のために
保育室に
モノを取
りに行
き、1人
は砂場で
園児と遊
んでい
た。

本来、
園庭遊
びで
は、必
ず鉄棒
と雲梯
遊びを
見るべ
き場所
に、誰
かがい
ると思
い込
み、4人
の保育
者の一
人もい
なかっ
た。

必ず、所定
の場所を離
れる際は、
他の保育者
全員へ声を
かけるこ
と。また、
声をかけら
れた保育者
も、その言
葉を反復し
て声に出す
こと。

5319

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 0 3 5 4 3 6 6 4 3歳
1.男
児

経過観察に
て外傷性網
膜剥離が出
てこないか
経過観察の
結果、眼底
に異常はな
し。今後外
傷による白
内障がでて
くることも
考えられ
る。

8.その他
1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

　左眼窩
底骨折・
左眼臉打
撲傷（A
病院・B
病院の診
断書）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

今回の事
故を分析
し、保育
士の資質
の向上を
図る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

子どもた
ちの安
全・安心
を第一に
考え点検
を実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
迎えの
際、職員
の目が保
護者に向
いてし
まった。

遊具の近
くでそれ
ぞれの保
育士が見
守り、手
が出せる
距離を保
つこと

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びが
すきで探
索して歩
きまわっ
た後、遊
具に座り
楽しんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
含め３名
落着いて
遊んでい
たため、
少し離れ
たところ
から別の
子どもに
も注意し
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

未満児や
動き回る
子どもに
も目配り
してい
た。

２０名
の子ど
もた
ち、以
上児・
未満児
で一斉
に園庭
に出る
と目が
届きに
くいの
ではな

時間をずら
して遊ぶ

5320

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

15 1 1 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

当日は職
員配置も
適切で、
ソフト面
に関して
は要因が
ない為、
改善点な
し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

ハード面
に関して
要因がな
い為、改
善点な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動を行
うにあた
り、適切
な人数、
十分な広
さではな
かった可
能性があ
る。

室内で身
体を動か
して遊ぶ
際は、
ホール等
十分な広
さが確保
できる環
境を設定
したり、
保育士を
追加で配
置し、人
数を分け
て行うな
ど安全面
に留意し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

曲の盛り
上がる部
分で、気
分が高揚
し走り出
してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

曲に合わ
せて、保
育室内を
子どもた
ちと一緒
に反時計
回りで歩
く。本児
は保育者
の後方に
いた為、
転倒する
瞬間を見
ることが
できな
かった。

保育室に
は担任以
外配置な
し。

本児が
走り出
すこ
と、転
倒する
ことを
予測で
きな
かっ
た。

室内でリズ
ム体操をす
る際は、全
体を見れる
位置で行
う。
保育士を追
加で配置
し、見守り
の目を増や
す。

5321

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

17 5 3 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）

砂地なの
だが踏み
固められ
ているの
で、転ん
だ時の衝
撃が大き
かった。

砂を入
れ、整備
を行っ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

何もない
ところで
自分の足
が絡まっ
た。

本児の運
動能力を
鑑み、職
員がなる
べく側に
つくよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

犬の腰掛
けから降
り、もう
一度その
場所に行
こうと歩
いている
時に足が
もつれ転
倒した。
当日は熱
もなく情
緒も安定
してい
て、いつ
も通りの
様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

歩いてい
たので、
次の場所
へ行こう
とする本
児を見か
けたが、
そこで転
ぶとは思
わずに手
を差し伸
べられな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

乳幼児用
園庭で他
児の世話
をしてい
たので、
対応でき
なかっ
た。

同じ場
所で17
名の子
どもた
ちが遊
んでい
たこと
が要因
とな
る。

子どもを分
散して保育
をする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5322

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

30 2 2 6歳
2.女
児

家庭で起こ
した２回の
鎖骨骨折に
ついては、
通院し完治
していると
担当職員が
聞いてい
る。
鎖骨は弱く
骨折に繋が
りやすい
と、医師が
母親に言っ
たという事
です。
本児が特に
骨折しやす
という診断
は無かった
という事で
す。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

手を繋い
で走って
逃げてい
たので、
手が出な
かった事
も要因の
一つかと
思われ
る。

手をつな

いだまま

逃げない

事、転び

そうに

なったら

手を着く

事を教

え、見守

る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広い園庭
の中で、
一斉に同
じ方向に
逃げ、転
倒等起こ
りやす
い。

保育士が
見守りな
がら、空
いている
場所を伝
え、密集
しないよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はなし

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士も
一緒に参
加しなが
ら、全体
を見守っ
ていた
が、至近
ではな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
は室内保
育中

2人の担
当保育
士が一
緒に参
加とい
う同じ
行動を
取って
いた。

集団活動
は、1人が見
守り・1人が
子どもと一
緒の活動と
対応をす
る。

5323

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

15 2 2 3歳
1.男
児

当該児は熱
性痙攣既往
児（前回発
症より1年
半経過)

食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

1.意識不
明

熱性痙攣
8.その
他

1.あ
り

け
が・
事故
に対
する
対
応・
防止
マ
ニュ
アル

実施頻度(
1　)回/年
救急救命
研修

全ク
ラス
複数
担
任、
保健
師１
名

特になし
実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

特になし
6.食事
(おや
つ)中

翌日イン

フルエン

ザAとの

診断。翌

週の頭迄

欠席後、

以降は土

曜も含め

通常保

育。その

後脳波検

査・MRI

検査を受

け、てん

かんのよ

うな脳波

が見られ

るとの診

断有り、

内服治療

常勤の保
健師(看
護師)を
中心に、
今後も日
常的に本
児の見守
りに留意
する

登園から
昼食時ま
で特に体
調に異常
なし。昼
食時椅子
に座った
状態で後
ろに倒れ
る。

担任は
子ども
の配膳
が終わ
り、続
いて自
分の食
事準備
中に対
象児が
倒れ
る。声
かけを
するが
反応悪
く、保
健師を
呼び園
長に状
況説明

保健師は
本児の様
子を様子
や脈を測
る。チア
ノーゼが
出ている
ため救急
車を要
請。病院
まで救急
車に同
乗。

救急車
の中で
意識が
次第に
はっき
りし、
問いか
けにう
なづく
等でき
るよう
に。病
院到着
後、問
診、血
液検査
に異常
なし。
14：40
自宅へ
帰宅

午睡時は職
員のそばに
布団を敷
き、席も一
番前のグ
ループにす
る等、体調
の変化に十
分留意し、
状況により
検温を実
施。

5324

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

17 3 3 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯茎の打
撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

日々の活
動の中で
足腰を使
う活動を
繰り返し
取り入れ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

危険箇所
の再度
チェック
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
予測行動
を考え、
危険箇所
を確認す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

室内環境
が変わり
広くなる
と、走り
だす傾向
がある。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

出席簿を
チェック
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児に
走らない
ように声
をかけた
後は、対
象児以外
の子ども
の見守り
を行って
いた。

安全な行動
について再
度検討す
る。

5325

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

19 3 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１００)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

安全に座
るという
指示が
入ってい
なかった

まずは指
示が入っ
ているか
確認し、
入ってい
ない場合
は担任保
育士の側
に待機さ
せるよう
にする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

絵本の読
み聞かせ
は、本児
にとって
はつまら
ないこと
が多く、
その場合
は集中が
続きにく
く、当日
も注意力
散漫で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は３
ｍ位離れ
たところ
で、絵本
の読み聞
かせをし
ていたた
め、落下
した瞬間
は、視界
の端でと
らえてい
たレベル

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

すぐ後ろ
で見守っ
ていた
が、瞬時
のこと
だったた
め、落下
を防げな
かった

イスが
３０ｃ
ｍの高
さであ
るこ
と、１
度目の
落下で
平然と
してい
たこ
と、な
どから
イス上
の正座
を、骨
折につ

子どもは小
さな危険で
も大けがに
つながるこ
とを再認識
し、常に少
しのリスク
を潰し続け
ていく

5326

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝（始
業～午前
10時頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

15 4 4 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
（切創・
裂傷等）

1.頭部 裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

事故後の
対応で、
薬の処方
時、保護
者へ「薬
剤アレル
ギーの有
無」「服
用中の
薬」「形
状」の確
認を怠っ
て、園で
与薬して
しまっ
た。

今回は大
事には至
らなかっ
たが、こ
れは偶
然。
すぐに与
薬マニュ
アルを作
成し、職
員に周知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１００)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

押し入れ
の角部分
がむき出
しになっ
ていた。

園児が接
触する可
能性があ
る柱角部
分にクッ
ション
ガードを
取り付け
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの空
間設定に
甘さが
あった。

間取り変
更。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子は見ら
れなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士①
は、アレ
ルギー児
の水分補
給の見守
り。
保育士②
は、次の
グループ
の水分補
給を促し
ながら、
玩具片づ
け。
保育士③
は、コッ
プを片づ
けなが
ら、まだ
飲んでい
る子の見
守り、次
グループ
の受け入
れ。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士④
（フ
リー）
が、本児
転倒から
２ｍほど
離れた場
所で、巧
技台の見
守りをし
ていた。

一番近
くの保
育士
が、転
倒時に
支えら
れな
かっ
た。

保育士は、
常に子ども
を視界に捉
え、視野を
広く持ち、
子どもの動
きに違和感
があれば、
見逃さない
という、見
守りの基本
を再認識す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5327

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

18 3 3 3歳
1.男
児

ー 8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2カ月に1
回

1.基
準以
上配
置

休憩時間
を設けて
いたが、
本児は出
来るよう
になった
事が嬉し
くて「見
ていて
ね。」と
声掛けが
あったの
で、その
思いを優
先してし
まい、雲
梯棒遊び
を続けて
いた。本
児が30分
ほど雲梯
棒で遊び
を楽しん
でいたこ
とを考慮
すると、
本児の両
腕の疲労
が生じ握
力が落ち
る可能性
があった
のではな
いか。両

休憩時間
を設けて
いたの
で、「休
憩してか
ら見せて
くれ
る？」な
どと声掛
けし他児
と同様休
憩する事
の大切さ
を伝え
る。ま
た、汗ば
みについ
ては、
「手の汗
ばみがあ
ると滑る
よ。」な
どと声を
かけ汗を
拭きとっ
たり、滑
りやすく
なってい
ないかと
雲梯棒や
本児の様
子を確認
や観察を
する。加

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

屋上には
柔らか
マット2
層を敷き
詰めてい
るが、雲
梯棒を利
用する時
は、下に
もっと
マットが
必要だっ
たと考え
られる。

雲梯棒を
利用する
際は、屋
外用マッ
トを追加
で使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

三輪車の
遊ぶエリ
アと雲梯
棒で遊ぶ
エリアを
分け遊ん
でいた
が、年齢
や個別で
の体力の
消耗具合
など事前
に確認が
必要で
あった。

遊ぶ時間
や休憩の
声掛けな
ども工夫
し、体力
消耗状態
が続かな
いよう職
員全体で
共通確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活動に意
欲的。雲
梯棒で移
動出来た
ことに自
信をも
ち、早
速、保育
者に見せ
たくて張
り切って
いた。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

「先生、
みてて」
と本児が
雲梯棒1
段目から
2段目へ
移動する
際に雲梯
棒の傍に
立ち、手
を添えて
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

休憩（給
水）の呼
びかけを
しつつ、
給水の援
助をして
いた。園
児は、雲
梯棒にい
た子以外
は、給水
するエリ
アにい
た。

事前に
遊具等
や遊び
の環境
等にお
いて
（雲梯
棒を利
用する
場合の
ルール
など）
予測さ
れるケ
ガ等を
防止す
る対策
を職員
間で確
認する
べき
だっ
た。

予測される
遊び等につ
いて、事前
に話し合い
をもつ。一
人ひとりが
危機意識を
もち、ケガ
が起こりう
ることに注
意をするこ
とを確認。
また、子ど
も達と事前
に約束事を
決め確認を
する。（雲
梯棒では、
①保育者と
一緒②一方
通行③一人
ずつ）

5328

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 0 2 15 0 0 0 0 4 3 3歳
1.男
児

3歳には
なっている
が、身長９
８．６ｃ
ｍ・体重１
７．５㎏
で肥満傾向
にある。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

普段から
朝の受け
入れや土
曜日は合
同保育を
してい
る。

園内研修
で安全管
理マニュ
アルを確
認し、職
員会議で
保育中の
職員の配
置や園児
の遊具で
の遊び方
について
確認し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

2.不定期
に実施

実施頻度
(３)回/年

高さは１
ｍしかな
く、下に
マットを
敷いてい
たので改
善策はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ぶら下
がった時
に足を曲
げたり、
からませ
たりして
いたと思
われる。

普段から
ぶら下が
り方や、
手を放す
タイミン
グ等の指
導をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄）
普段から
給水タイ
ムの時に
飲むのが
早く、先
に遊びに
行った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の子ど
も達にお
茶を飲ま
せなが
ら、本児
の様子は
見ていた
が普段し
ている遊
びなので
気にして
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の2名
の保育士
は他の子
ども達の
お茶飲み
の世話を
してい
た。保育
補助の職
員はその
時保育室
の掃除を
していて
いなかっ

一人で
も遊び
始めた
ら、遊
びの方
にも保
育士が
付くべ
きで
あっ
た。

給水タイム
は休憩タイ
ムとして、
全員が飲み
終わるまで
座って待つ
ように指導
することを
全職員で確
認した。

5329

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

24 0 0 0 0 12 12 0 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第一趾
中足骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

低い段差
であって
も、着地
の際に
は、子ど
もの足に
負荷がか
かること
を全職員
に周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

新設した
遊具で
あったた
め、園児
が使用方
法に馴染
んでいな
かった。
日頃は、
保育室に
安全に遊
ぶための
イラスト
を掲示
し、鉄棒
の上に立
たない、
遊んでい
る側に行
かない、
鉄棒の握
り方、回
転の途中
で手を離
さない等
の約束を
保育者は
子どもに
伝えてい
た。

遊具及び
周辺の安
全点検、
各保育年
齢・遊び
方に適し
ているか
確認を
行ってい
く。

個人活
動中・
見守り
あり

屋上にて
自由遊び
中

自由遊び
中の登
る・ジャ
ンプ等の
遊びで
も、自分
の動き・
身体に意
識を持ち
ながら遊
べるよ
う、事前
及び適宜
声をかけ
ていく。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

自由遊び
中の登
る・ジャ
ンプ等の
遊びで
も、自分
の動き・
身体に意
識を持ち
ながら遊
べるよ
う、事前
及び適宜
声をかけ
ていく。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

緊急事態
宣言下で
子どもが
少ない
為、４，
５歳合同
で活動を
しており
全体を見
ながら本
児も見て
いた。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

担任が休
みの為臨
時保育士
が入って
いたが、
他の子ど
も達を見
ていた。

連休明
けで、
保育園
の遊具
で遊ぶ
楽しさ
が、い
つもよ
り増し
ていた
ように
思え
る。

個々の運動
機能成長を
見極め、安
全面に考慮
していきな
がら、運動
機能の発達
を促す活動
や身体の使
い方を知ら
せていく活
動等を保育
に取り入れ
ていく。

5330

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

20 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

1.基
準以
上配
置

担任が、
室内で縄
跳びをす
ることを
容認して
いた。

室内遊び
のルール
の徹底

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

部屋にス
ペースが
あり、出
来上がっ
たのがう
れしくて
跳んでし
まった。

保育室内
での危険
が予測さ
れる遊び
はしな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

室内遊び
のルール
の徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように登
園して、
設定の活
動が早く
終わった
ので、縄
跳びをし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　
声をかけ
ながら、
近くの場
所で様子
を見なが
ら、他児
に関わっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
担任1人
体制のた
め、他の
職員はい
なかっ
た。

ケガの
予測や
判断力
の甘さ
があっ
た。

職員会議に
て全体に周
知し、今一
度安全につ
いて話し
合った。

5331

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 13 10 4 2 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第5指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

一人ひと
りの行動
に注意を
払い、静
かに遊ん
でいる子
でも定期
的に声掛
けを行っ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
60)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
60　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
60　)回/
年

遊具使用
時の注意
を促して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

引継ぎ中
の保育体
制の見直
しを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

近くのブ
ロックを
座ったま
ま取ろう
とした。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

お絵描き
コーナー
で1メー
トルくら
い離れた
ブロック
コーナー
で遊ぶ子
供3人を
見守りな
がら保育
してい
た。
本児が、
「手が痛
い」と歩
いて保育
者のそば
に来て訴
えて気付

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のコー
ナーにい
たため、
本児の様
子は見て
いない。

静かに遊ん
でいても、
時折声掛け
するなどの
配慮を多く
していく。

5332

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

32 16 16 3 3 5歳
2.女
児

元々　肘の
骨が柔らか
く、逆に曲
がってしま
う。父親も
同じ性質。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2)回/年

1.基
準以
上配
置

いつも歩
いている
道だった
ので、保
育士も子
どもたち
も注意力
に欠けて
いたので
はない
か。

歩行中、
おしゃべ
り　よそ
見をしな
い。急い
で歩かな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(10)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

今までに
なかった
ことなの
で、油断
があった
のではな
いか。

職員会議
で危険箇
所の確認
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

歩道が少
し狭かっ
たので、
子どもが
ぶつかり
合ってし
まったの
ではない
か。

保育士の
目が行き
届くよう
にし、
ゆっくり
歩く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

何度も歩
いていた
コース
を、いつ
もと同じ
ように歩
いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

二名の保
育士が列
の前と後
ろに分か
れ、子ど
もを見な
がら歩い
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

後ろの職
員がすぐ
そばにい
たので、
転倒時す
ぐに助け
起こし
た。

保育士
が　車
がこな
いか確
認しな
がら歩
行して
いた。

見守り要員
がつけられ
るとよい。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5333

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 1 1 2 2 2 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

捻挫
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

保護者が
入ってき
たことが
分かるよ
うに、ま
た子ども
が戸を開
閉して手
を挟まな
いように
保育室の
扉を開け
たままに
していた

保護者対
応を保育
室内で行
い、保育
室の扉は
常に閉め
ておく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室外
に出てい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者対
応をして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレ掃
除をして
いた

他児が
本児を
抱っこ
して室
内に連
れて行
こうと
してい
た

保育士が室
外に出ない
ようにし、
保護者対応
中も子ども
たちの動き
をしっかり
見る。他児
に抱っこで
はなく手を
繋いで連れ
て行くよう
に伝える。
子どものあ
らゆる行動
を考え、起
こりうる危

5334

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

15 28 22 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他 1.頭部
後頭部打
撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

1.基
準以
上配
置

園庭遊び
の際は、
危険のな
いように
随時確認
すること
等を全職
員に周知
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

雲梯落下
時の怪我
防止のた
めに、
クッショ
ンマット
を購入す
ることと
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員同士
がさらに
声を掛け
合い、危
険個所に
満遍なく
職員が配
置できる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯が得
意で、何
度も楽し
みながら
挑戦して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ近く
で見守っ
ていたの
だが、他
の園児を
見ている
際に転倒
してしま
い、防ぐ
ことが出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他３名の
職員は、
それぞれ
の固定遊
具で他児
を見守っ
ていた。

園庭で遊ぶ
際は、職員
の配置を十
分にし、見
守り体制を
強化する。

5335

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

10 3 3 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

マットエ
リアで走
り回って
いる子ど
も（A
児）の後
を追いか
けようと
しての事
故だった
ことか
ら、提供
されてい
た遊びに
集中して
遊び込め
ていない
と思われ
る子ども
に対し
て、それ
を放置し
たために
本児も手
に玩具を
持ったま
ま模倣し
て走り出
し事故が
起こって
しまった
と考えら
れる。

毎日を対
象に振り
返りを
行ってい
たが、走
り回って
しまう子
どもの行
動につい
てはヒヤ
リハット
にも上げ
ておら
ず、今回
の事故を
受けて、
最悪のこ
とを想定
しての対
応につい
て見直
し、早め
の声掛け
や遊びの
提供の仕
方の改善
を検討す
ることと
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

本児は手
に玩具を
持って走
りだした
ことによ
り、1歳
児という
年齢も
あってバ
ランスを
崩しやす
かった
り、転倒
の際、う
まく手を
ついて安
全を確保
すること
が難し
かったと
考えられ
る。

玩具を
持っての
走行や、
物の上に
立つ行為
は危険が
伴う可能
性が高い
ので、子
どもたち
が落ち着
いて遊べ
るよう環
境の作り
方を再度
検討した
り、この
ような姿
が見られ
た時はそ
の都度、
危険を知
らせたり
していく
よう改善
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

近くに保
育士はお
り規定数
は満たし
ていた。
それぞれ
の動きは
気づいて
はいた
が、この
ような危
険がある
ことを想
定してい
ないとこ
ろがあ
り、前記
A児が
走ってい
ることを
止めてい
なかった
ため、本
児の走り
出しに繋
がったと
考えられ
る。

子どもの
遊ぶ姿か
らして、
その時
使ってい
た玩具で
はすでに
集中して
（興味を
持って意
欲的に）
遊べてい
ないので
はないか
の見極め
が甘かっ
たため、
遊びに飽
きてし
まって
走ってい
ることを
放置して
しまっ
た。今後
は、その
都度、子
どもたち
の様子を
見極め、
遊びの展
開、遊び
の牽引な
どをしっ

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
自分で集
中して遊
びこむタ
イプでは
なく、他
児の様子
をよく見
ていてか
かわろう
とした
り、模倣
をしよう
としたり
する様子
があっ
た。この
時も楽し
そうに走
り回るA
児を見て
追いかけ
て共感し
たいと感
じたと思
われる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

前記A児
とそれを
追いかけ
て走り始
めた本児
を見ては
いたが、
ここまで
の事故に
つながる
という考
えはな
く、声掛
けや関わ
りが不十
分であっ
た。ま
た、走っ
ている状
況につい
ても、ブ
ロックで
遊び始め
てすでに
30分あま
りが過ぎ
てたが子
どもの集
中力を考
えての遊
びの展開
はできて
いなかっ

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児が転
倒した場
所から約
2メート
ルほど離
れてはい
るが、同
じ空間に
いて近く
にいた子
どもたち
に関わっ
ていたた
め本児の
転んだ音
で事故に
気付い
た。
もう1名
は、トイ
レで他児
のおむつ
を替えて
いたた
め、サー
クル内の
状況は把
握できて
いなかっ
た。

同じス
ペース
で関り
見守っ
ていた
保育士2
名とも
に、事
故を想
定した
最悪の
状況の
イメー
ジがな
く、走
り回る
子への
関わり
や、集
中力を
考えて
の環境
整備が
行われ
ていな
かっ
た。ま
た、見
守り方
の視線
の範囲
につい
ても不
十分な

常に最悪の
事態も想定
に入れなが
ら、環境や
子どもの動
きを見てい
く。また、
日頃から視
界を広く持
ち、保育士
同士互いに
声を掛け
合って、自
分から遠い
スペースに
ついてもカ
バーしあっ
て見守りを
行っていく
習慣を身に
着ける。

5336

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

12 3 3 3歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１～2　)
回/年

1.基
準以
上配
置

　事故が
起こった
後、すぐ
事務所に
報告がな
かった。
現場の保
育士のみ
の判断で
あったの
で、骨折
に気づか
ずに見込
みが甘
かった。

　園長・
主任・看
護師等へ
の報告・
連絡の徹
底、マ
ニュアル
の徹底と
見直し、
職員への
周知

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

　マット
の位置の
確認

　マット
の位置の
確認

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

　全体を
見渡せる
位置に保
育士が立
ち、子ど
もたちを
見守るこ
とができ
ていな
かった。

　保育士
は、子供
に背を向
けず、全
体を見渡
せる位置
に立つ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　　至近
で見てい
たが数名
の児を１
人の保育
士で見て
いたため
十分な補
助ができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　　それ
ぞれが全
体を見守
れる位置
に立って
いなかっ
た

　児の
年齢に
あった
活動内
容では
なかっ
た。

　２歳児ク
ラスには柱
に登らせな
いような決
まりを作る
等、児の年
齢に応じ、
安全面に配
慮した活動
内容とす
る。

5337

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

19 1 1 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
左手首の
骨のひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１)回/年

2.基
準配
置

竹馬に乗
れるよう
になった
ことで油
断が出来
た

安定して
歩けるよ
うになる
まで側で
支え注意
深く見守
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

玩具（竹
馬）の破
損等はな
いため

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任のみ
で活動を
していた
ため目が
行き届か
なかった

竹馬など
の危険が
伴う活動
は保育者
の配置を
増やす

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

変わった
様子はな
かった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
見守りつ
つ他児の
竹馬を支
えていた
ため対象
児が転倒
して際に
支えるこ
とが出来
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

５歳児ク
ラス単独
のかつど
のため他
の職員は
いなかっ
た

担任の
みで活
動をし
ていた
ため目
が行き
届かな
かった

竹馬などの
危険が伴う
活動は保育
者の配置を
増やす

5338

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

23 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

今回は本
児の責任
で転倒し
ている
が、改善
点として
クラス全
体で室内
での過ご
し方等を
再確認し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

現場は見
通しの良
い平面な
床であっ
た為、改
善すると
ころはな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

通常通り
の保育体
制であり
問題はな
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

通常通りの
業務を行っ
ていた。問
題はなかっ
た。

5339

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 5 5 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足第中
足骨骨
折、右拇
趾基節骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
回/年

2.基
準配
置

机を運ぶ
際は担任
がそばに
ついて見
守る

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園では以
上児がそ
れぞれの
年齢に応
じてでき
る掃除を
行ってい
る。今
後､担任
が目を配
りながら
行ってい

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達（同
クラス）
と一緒に
年長当番
として
ホールを
掃除する
ため

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士も
本園児や
他園児と
一緒に机
を運んで
いた。ほ
か園児と
一緒に運
んでいる
際の出来
事

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭、各
部屋で保
育に従事
してい
た。

子どもの行
動を予測し
ながら職員
配置等を考
慮してい
く。
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死亡
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歳
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歳
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歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5340

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

43 21 22 5 5 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１５　)回
/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故につい
て、再発
防止のた
め、また
今後どの
ように本
児や保護
者に配慮
していく
か具体的
に職員で
話し合い
を行っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

毎月１回
の点検だ
けではな
く、日々
の点検を
行い、事
故につな
がること
が予想さ
れる場合
は、すぐ
に改善で
きるよう
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

部屋の隅
の方で友
達と数人
で大型積
木にのっ
て遊んで
いた。バ
ランスを
崩しやす
いもので
はあっ
た。

危険性を
考慮し、
玩具の安
全な使い
方につい
て児童と
一緒に確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

４歳児保
育室で友
達数人と
大型積木
を並べ遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

４歳児保
育室に保
育士が１
名いた
が、他児
のトラブ
ルに対応
していた
ため、本
児が積木
の上から
落ちる瞬
間を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
士はテラ
スでの水
遊び、廊
下での遊
びの担当
をしてい
たため、
４歳児保
育室にい
なかっ
た。

本児が
怪我を
した
際、強
く痛み
を訴え
たり、
泣いた
りしな
かった
ため、
大きな
怪我だ
という
ことに
気が付
きにく
く、肘

他児のトラ
ブル対応の
際にはほか
の職員と連
携して声を
掛け合いな
がら子ども
を見ていく
ようにす
る。

5341

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

23 3 3 5歳
1.男
児

特になし 8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
靱帯損
傷・左距
骨剥離骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
6　)回/年

2.基
準配
置

特になし

ヒヤリ
ハットの
事例を出
し合い、
その都度
確認し、
改善策を
考える

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

日々の点
検を確実
に行い、
その都度
問題点の
共通理解
をする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし
役割確認
の徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

道路右側
歩道を一
列で歩い
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもの
列の先頭
を歩き、
子どもの
様子を振
り返り確
認したり
声をかけ
たりしな
がら全体
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもの
列の最後
尾と真ん
中より少
し後ろに
ついて気
になる子
どもに声
かけなが
ら歩いて
いたた
め、本児
の動きは
確認でき
なかっ
た。

特にな
し

役割確認の
徹底

5342

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳以
上児クラ
ス

26 2 2 4歳
2.女
児

発生時　７
月９日
（木）　天
気　雨
保育室から
トイレに行
く際テラス
を通る（テ
ラス廊下に
屋根はある
が雨天時は
地面が濡れ
ていること
がある）た
め、事故当
日は滑りや
すくなって
いたことも
考えられ
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

左乳中切
歯・左乳
側切歯の
揺れ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

・特にな
し。

・ヒヤリ
ハットの
事例を出
し合い、
その都度
確認し、
改善策を
考える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

・子ども
が使用し
ていない
椅子の片
付けがで
きていな
かった。

・子ども
が使って
いない椅
子や遊具
は怪我に
つながる
危険性に
配慮し片
付けるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

居残り保
育に入る
為、子ど
もを2部
屋に分け
ていたお
り、子ど
もの人数
は減って
いたが、
個々の対
応に当
たってい
たため十
分把握を
すること
ができて
いなかっ
た。

・夕方の
職員の人
数が減る
時間帯に
は思いに
沿った遊
びを充実
させ、そ
れぞれが
満足しな
がら遊び
込める環
境づくり
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・保育室
で遊びを
探してい
たとこ
ろ、ボー
ルを見つ
けそれで
遊ぼうと
手を伸ば
したが、
バランス
を崩し転
倒した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・トラブ
ルになっ
た他の子
どもの仲
立ちをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・居残り
保育の時
間の為、
全体を見
ていた
が、特に
お絵かき
コーナー
の子ども
を見てい
たので、
本児の動
きを確認
できてい
なかっ
た。

・事故
当時、
保育室
全体を
見るこ
とので
きる保
育者が
いな
かっ
た。

・保育者同
士で声を掛
け合い、ト
ラブルの対
応をする際
にはもう一
人の保育者
に全体を見
てもらうよ
うに声をか
ける。

5343

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 15 25 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足すね
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

2.基
準配
置

保育士が
子どもの
行動を十
分に把握
できてい
なかっ
た。

事故防止
のための
ガイドラ
インを再
確認する
と共に、
ヒヤリ
ハットを
整備し職
員に周知
を行っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

固定遊具
の使い方
について
約束事を
決めてい
たもの
の、安全
なあそび
方をして
いなかっ
た。

固定遊具
の安全な
あそび方
や決まり
につい
て、子ど
も達へ具
体的な指
導を行っ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

居残り保
育は担当
保育士2
名で行っ
ている
が、当日
の子ども
の人数・
様子（状
態）に
よっては
人員が不
足してい
たのかも
しれな
い。

臨機応変
に担当保
育士を増
やすこと
としてい
く。滑り
台や鉄棒
など固定
遊具で遊
ばせる時
には見守
り保育士
が付くこ
とにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
滑り台で
遊んでい
るのは目
で追って
いたが、
滑り台か
ら少し離
れた所で
他児との
やりとり
をしてい
て目を離
してし
まった際
に事故が
起こって
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の固定
遊具で遊
んでいた
園児の見
守りをし
ており、
対象児の
行動把握
ができて
いなかっ
た。

担当保
育士の
役割分
担や配
置につ
いて話
し合い
ができ
ていな
かっ
た。

担当保育間
での明確な
役割分担や
配置を行
い、保育士
は子どもの
行動を常に
把握できる
状況である
ことを周知
した。

5344

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

27 5 5 8 9 2 2 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

一人ひと
りの子ど
もの行動
特性につ
いて保育
士間で情
報を共有
し、所定
の保育環
境のもと
で起こる
かもしれ
ない事故
を予測で
きなかっ
た。ま
た、事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
なかっ
た。

事故防止
マニュア
ルを整備
し、職員
に周知を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

このよう
な転落事
故はどこ
でも起こ
り得る事
故だと認
識が足ら
なかっ
た。

転倒、落
下が想定
される範
囲には、
安全マッ
ト（衝撃
吸収性能
を有する
素材）を
敷いてお
くように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
危険な行
動に対し
て「危な
い」と声
をかけた
という安
心感と、
日頃から
転んで擦
り傷を
作ったり
という本
児の行動
特性につ
いて、保
育士間で
情報共有
していた
にも関わ
らず、危
険予知の
レベルが
低く、事
故のリス
クに気が
付かな
かった。

大型遊具
にかかわ
る事故防
止につい
て注意す
るべきポ
イント
を、具体
的にわか
りやすく
まとめ、
繰り返し
保育士に
周知して
いく。一
人ひとり
の子ども
の行動特
性につい
て、保育
士間で情
報を共有
し、所定
の保育環
境のもと
で起こる
かもしれ
ない事故
パターン
を予測し
て保育士
に徹底し
て伝えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

大型遊具
の上に上
がり、身
を乗り出
して他児
の遊びの
様子を見
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

「危ない
よ」と声
をかけつ
つも、お
迎えにき
た保護者
対応のた
め、その
場を離
れ、門の
方へ移動
した。想
定される
べき事故
の発生に
予測が持
てず、見
守りが十
分ではな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広場で遊
んでいる
子どもの
見守りを
してい
た。

見守り
が十分
でな
かっ
た。

保育士が大
型遊具の危
険性につい
て再認識
し、見守り
を怠らない
ようにす
る。

5345

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

23 2 2 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
基部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

園内・園
外の危険
箇所など
を保育士
間で常に
確認し合
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

園内・園
外の危険
箇所など
を保育士
間で常に
確認し合
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちが遊び
やすく、
危険のな
いよう環
境を整え
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一人は対
象児の側
で、子ど
もたちと
片付けを
してい
た。もう
一人の担
当者は、
同じ室内
の違う場
所で、片
づけをし
ていた。

普段の遊び
の中で、体
幹を鍛える
遊びを取り
入れ、丈夫
な体づくり
を進めてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5346

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

78 7 12 13 13 15 18 - 14 14 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじの
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

事故予防
マニュア
ルの策定

1.定期的
に実施

実施頻度
(５２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５２)回/
年

保育士の
配置を工
夫する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他のクラ
スの児が
行きかう
中で、
しゃがん
で取り組
んでい
た。

安全に落
ち着いて
取り組め
るスペー
スを保育
室内に確
保する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時よ
り、元気
であり、
食欲も
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が床
にしゃが
んで自分
の布団を
たたんで
いたとこ
ろまでは
確認して
いるが、
全体の様
子を見て
いたので
本児にマ
ンツーマ
ンでつい
ていたわ
けではな
い。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

３人それ
ぞれが全
体を見
て、気に
なる子供
の手伝い
をした
り、注意
をしたり
してい
た。

保育士数名
が保育室に
いて子供た
ちを見てい
たのだが、
それぞれが
同じように
見ていたの
で、今後は
個々を見る
係、全体を
見る係など
と役割分担
を決めて動
いていくよ
うにした
い。

5347

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

57 19 20 18 9 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

他の遊び
をしてい
る子とぶ
つからな
いように
仕切って
鬼ごっこ
のスペー
スを作っ
たり、こ
まめに休
憩をとっ
たりして
いたが怪
我してし
まった。
活発な5
歳児が十
分に動け
る広さ
だったか
など他に
も改善点
がないか
職員で検
討をして
いく。

鬼ごっこ
など活発
に動く前
に準備運
動をした
り、子ど
もたちが
自ら気を
付けられ
るような
話をした
りする。
日頃から
体を十分
に動かし
て遊ぶ経
験を重ね
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

見た目は
分からな
いが、砂
地なので
滑りやす
いところ
があった
のかもし
れない。

いろんな
原因を考
えなが
ら、安全
に遊べる
環境を
作ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他の遊び
をする子
どもと交
わらない
ようにす
るために
柵を使っ
たが、か
えって行
動範囲に
制限がか
かってし
まったの
かもしれ
ない。

子どもの
活動の様
子を見な
がらもっ
と広いス
ペースを
確保す
る、園庭
の砂の状
態を確認
するな
ど、より
安全に遊
べる環境
構成の工
夫をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
かった。
一回目転
んだ時、
靴の履き
方を確認
したが問
題はな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一緒に鬼
ごっこを
して遊ん
でいた
が、転ぶ
ところは
見ていな
かった。
滑って転
んだ様子
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
も園庭に
はいた
が、他の
遊びをし
ている子
どもを見
ていた。

一緒に
遊んで
いたこ
ともあ
り、常
に全員
から目
を離さ
ないと
いう状
態を保
つのは
難し
かっ
た。

転んだ時に
擦り傷もな
かった。し
ばらく休ま
せて、本人
も大丈夫と
言って遊び
に参加し
た。しか
し、より丁
寧に観察し
た方が良い
場合もある
ので気を付
けていく。

5348

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 8 9 2 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
顔面(口
腔内含
む)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

水遊びを
行って気
分が高揚
している
ため、落
ち着いて
着替えが
できるよ
うに促す

・約束事
をしっか
りと子ど
もに繰り
返し話す
ことで、
理解し
て、実行
できるよ
うにす
る。・判
断の甘さ
がある。
事故が起
こった時
点で、医
師への受
診をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

机、いす
の配置へ
の配慮

安全面を
考慮した
机や椅子
の配置を
考える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

机や椅子
の配置

机・椅子
を隅に寄
せて場所
を広くと
る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　普段か
ら活発な
子である
が、水遊
びをした
ことで、
さらに気
持ちが高
揚してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児と話
をしなが
ら立って
着替えを
していた
ので、何
度も座っ
て行うよ
うに促し
てい
た。。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

配慮が必
要な子ど
もを見て
いた

声掛け
だけで
なく、
しっか
りと見
届けて
いな
かっ
た。

声掛けだけ
ではなく、
落ち着かせ
て着替えを
するように
促し、見届
ける。また
補助職員と
の役割分担
をする。

5349

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 20 30 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左前下脚
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

夕方の合
同保育中
で、個々
の子ども
に目がい
き渡らな
かった。

園庭遊具
に職員が
配置でき
ない時は
使用を制
限する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日   )
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日  　)
回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段から
遊び馴れ
ているた
め、自由
に遊具を
利用して
いた。

子ども自
身が遊具
に馴れて
きて、動
きが大き
くなって
きた時期
であっ
た。予想
外の動き
が、事故
につなが
ることを
再認識
し、利用
の仕方を
子どもた
ちに分か
りやすく
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
雲梯送り
手渡りを
してい
て、足を
蹴り上げ
左脚の脛
を棒にぶ
つける。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　
雲梯下の
マット上
で泣いて
いる対象
児に気付
き声をか
けたとこ
ろ、泣い
てなかな
か返事も
できず、
抱きかか
えて園舎
に搬送す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
・砂場で
園児の対
応をして
いたた
め、見て
いなかっ
た。
・お迎え
の保護者
対応をし
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

各遊具
やボー
ル、な
わとび
等の遊
びを園
庭全体
を使っ
て活動
をして
いたた
め、見
守りの
目がい
き渡ら
なかっ
た。

子どもの突
発的な動き
の初動を見
逃さないよ
うにする。

5350

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

14 2 1 5歳
1.男
児

6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

6.その他 1.頭部
急性硬膜
外血腫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

感染症対
策から密
を避ける
為、今年
はプール
を出さず
水遊びの
みとした
が、初め
てのこと
で事故防
止対策が
検討しき
れていな
かった。

ヒヤリ
ハット報
告、ハ
ザード
マップ作
成の運用
方法につ
いて話し
合い、見
直しを行
うと共に
職員の意
識向上を
図った。
園児に濡
れた床が
滑るこ
と、走ら
ないこと
を再度指
導する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

水遊びで
屋上が濡
れている
ところを
子どもが
走ると滑
りやす
い。

クッショ
ン性のあ
るメッ
シュ状の
滑り止め
シートを
設置し、
その上に
人工芝を
敷いた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

頭を打っ
たので注
意して観
察してい
たが、ふ
らつきや
意識障害
等が見ら
れなかっ
た為、様
子を見る
こととし
ていた。

頭部の怪
我につい
ては異常
が見られ
なくても
病院での
受診を考
える。
頭部外傷
後の対応
について
書面を作
成し職員
に配布し
た。
頭部に怪
我をした
際の状
況、処
置、注意
事項等を
記入し、
保護者に
渡す書類
を作成し
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

水遊びの
中で、楽
しく興奮
すると走
り出して
しまう。
暑さで園
庭遊びが
できない
分、発散
し動きが
活発に
なってし
まう。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の様
子を見て
いた。屋
上なので
園庭程広
くは無
い。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の様
子を見て
いた。

プール
遊びの
際は監
視員を
置いて
いた
が、水
遊びの
為、監
視のみ
（保育
には関
わらな
い）の
職員は
いな
かっ
た。

プール以外
でも水遊び
等の際は全
体を見渡す
監視員を置
く。

5351

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

20 0 0 0 0 20 0 0 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指末
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

子どもが
転んだ事
に気付か
ず、けが
の有無の
確認がで
きていな
かった。

子どもの
異変に気
付く事が
できるよ
うに、保
育室での
保育者の
位置を見
直す。

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

畳と床の
段差に気
をつける
ような表
示がして
なかった

畳と床に
段差があ
る事がよ
くわかる
ような表
示をし、
子ども達
にも十分
気を付け
るように
伝える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

降園する
前に子ど
もの身体
に異常が
ないかの
確認が不
十分だっ
た。

降園する
前には子
どもの視
診をしっ
かり行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午後の自
由保育中

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内にい
る他の子
どもたち
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内にい
る他の子
どもたち
を見守っ
ていた。

子ども
の様子
を把握
する見
守りが
不十分
であっ
たた
め、け
がの対
応がで

子どもの様
子を把握す
るための保
育士の動き
について、
保育士間で
話し合い、
連携をもっ
て保育す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5352

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

46 0 0 0 24 0 22 0 0 4 4 3歳
2.女
児

身体的に病
気はなく健
康体であ
る。事故発
生時の天候
は晴れ。事
故との因果
関係は特に
ない。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

安全管理
マニュア
ルを確認
し、危険
を回避で
きるよう
努める

子ども達
の行動を
把握し未
然に事故
を防げる
よう努め
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

安全点検
日に危険
な箇所と
場所を常
に点検
し、必要
に応じ修
理する

実施して
いる事を
継続する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育環境
を整備し
園児が安
全に遊べ
る環境作
りを心が
けている

安全に配
慮してい
ることを
継続する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず元
気であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

シーソー
の近くに
職員が立
ち、シー
ソーに
乗ってい
る園児を
見守って
いたが、
対象児が
一瞬でバ
ランスを
崩した
為、手を
差し伸べ
たが、落
下に間に
合わず落
下を防げ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

公園で他
の園児も
遊んでお
り、危険
がないか
全体を見
守ってい
た為、落
下に気付
いたが落
下を防げ
なかっ
た。

近くで
見守る
ととも
に、子
ども達
にも安
全に遊
べるよ
うに更
に頻繁
に声が
けが必
要で
あっ
た。

常に危険の
予測をし、
子どもから
目を離さず
事故を未然
に防ぐ。

5353

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 0 0 0 13 7 0 0 0 3 3 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位骨幹端
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

職員の配
置が、片
付け、他
児、保護
者対応に
偏ってし
まってい
たこと。

屋台に上
るとき
は、すぐ
そばに大
人がつく
こと。片
付けや迎
えが多い
時間帯は
一番危険
という認
識を持
ち、保育
士同士声
をかけ
あって全
体を見て
いくこ
と。あそ
び始める
前に安全
点検をす
ること。
保育士が
特に午後
の遊び
は、体力
面、気持
ちの面に
も目を配
り、一人
一人の子
どもの様
子をしっ

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

地面は土
だが、
クッショ
ン性に欠
けてい
た。

屋台の周
りに、バ
イオマッ
トを敷
き、クッ
ションに
なるよう
にした。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

片付けの
時間は、
少し長め
に取り、
自分で遊
びに区切
りをつけ
られるよ
うにして
いた。保
育士３人
は、それ
ぞれのと
ころで子
どもに関
わりなが
ら片付け
をしてい
て、直接
そばに
行って声
掛けしな
かった。

砂場道具
等を片付
ける保育
士と、子
どもの様
子を見る
保育士と
役割を分
担するこ
とで、危
険を回避
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

上ったり
下りたり
すること
が楽しく
て、なか
なか遊び
をやめら
れない様
子。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児に
は、「片
付け」
「下り
て」と声
がけしな
がら、少
し離れた
ところで
他児と一
緒に片付
けをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もや、保
護者に対
応してい
た。

直接そ
ばに
行って
下りる
ように
声がけ
し、下
りると
ころま
で見守
らな
かっ
た。

本児は、
「屋台」に
上ったり下
りたりをい
つも上手に
していたと
いう思い込
まずに、夕
方の時間は
疲れもでて
くるので、
体の動きも
鈍くなる場
合もあるこ
とを認識し
ていくこ
と。特に、
くらしの切
り替えの時
間や、午後
のおやつ後
の時間は、
子どもたち
一人一人の
動きに十分
目を向け
て、安全に
過ごせるよ
うに全保育
士が再自覚
する。

5354

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

15 15 3 3 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
牙打撲、
亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(　６　)
回/年

2.基
準配
置

・保育士
が分散し
て子ども
と関わっ
ていた
が、転倒
した遊具
の側につ
いていな
かった。

・遊具で
遊ぶ際
は、保育
士は必ず
遊具の側
に付き、
危険な場
面にすぐ
に対応
　できる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

・戸外に
出る前に
水を撒い
たが、時
間が経ち
地面が乾
き滑りや
すくなっ
ていた。

・地面が
乾燥して
いる時
は、戸外
に出る前
や遊びの
途中で水
を撒く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・転んだ
原因は分
からない
が太鼓橋
の下に敷
いてある
マット
に、砂が
入り込み
角が1か
所少し浮
いてい

・マット
がめくれ
ないよう
に定期的
に点検
し、砂で
盛り上
がった所
は平らに
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・事故前
は本児を
含めた数
名と保育
士と一緒
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・本児を
含めた数
名と一緒
に遊んで
いたが、
転倒時の
本児の動
きを確認
できてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・他児の
遊びにつ
いてい
て、見て
いなかっ
た。

・保育
士が分
散して
子ども
と関
わって
いた
が、目
が行き
届かな
かっ
た。

・個々の動
きに目を配
り、保育士
の立ち位置
を考慮しな
がら保育士
間で連携を
取り事故防
止に努めて
いく。

5355

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 17 16 15 3 3 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

モンテジ
ア骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５　)回/
年

2.基
準配
置

子どもの
発達を把
握し、子
どもの動
きを予測
して見守
る、子ど
もに安全
な遊び方
を知らせ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

園庭や遊
具の使用
前の安全
確認を行
うように
職員と再
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボール蹴
りや他の
遊びの場
の設定を
再考す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通
り、仲の
良い友達
と好きな
遊び
（ボール
蹴り）を
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ボールが
いきかっ
ていたの
で他の子
どもに当
たらない
ように少
し離れて
見守って
おり、転
んだ時に
手を差し
伸べられ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名は通
用門付近
で子ども
の対応を
し、もう
1名は総
合遊具に
ついてい
たため、
転んだ瞬
間を見て
いなかっ
た。

園庭に出て
いる職員は
連携をとっ
て子どもの
動きを見る
ようにす
る。

5356

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

23 23 1 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

ＡＡ外傷
性歯の脱
臼　　Ａ
部歯槽骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

毎月、安
全対策に
ついて話
し合いを
している
が、けが
の想定が
出来てい
なかっ
た。。

所内研修
などで
色々な場
面を想定
して、け
がの対応
が出来る
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

場所を移
動した
際、移動
した場所
にはマッ
トが敷い
ていな
かった。

子どもた
ちが密集
しない
で、分か
れて遊べ
る環境を
作る。
マットを
敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
一か所に
集まり、
遊びの選
択ができ
なかっ
た。

子どもが
遊びを選
択して遊
べるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登所時か
ら体調、
顔色など
変わりな
く、機嫌
も良かっ
た。絵本
コーナー
から場所
を移動し
た直後に
床に滑っ
て転ぶ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

暴れてい
た本児を
落ち着か
せること
が出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

掃除を優
先してし
まい、本
児の動き
をしっか
り見てい
なかっ
た。

転んだ
時、泣
いた
り、歯
を痛
がった
りして
いな
かった
ので、
「大丈
夫だろ
う」と
その場
では思

転んだ時
は、身体の
表面だけで
はなく身体
の細部を丁
寧に視診す
る。

5357

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 2 1 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
顔面(口
腔内含
む)

左頬部外
傷性刺青

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
7)回/年

1.基
準以
上配
置

配置基準
は満たし
ている
が、支援
の必要な
子ども
（発達障
害児、
ADHD児等
2名）へ
の関わり
に手が取
られてし
まう時が
ある

もう一人
職員がい
ればいい
が園の人
員上厳し
い

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

マジック
は水性細
太で上下
使える
細い方は
少し尖っ
ていて太
い方は丸
い

・1つの
机に椅子
を間隔を
あけて座
るように
する
・絵を描
くときは
ふざけて
マジック
等があた
ると危な
いことを
指導する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

室内と園
庭は広く
目が行き
届かない

保育者の
見守りが
十分でな
い時は、
室内で遊
ぶように
して保育
士が子ど
もの動き
を把握で
きるよう
にする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おっとり
している
自分の好
きなこと
をじっく
りとする
絵を描く
のが上手

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お迎えに
来た保護
者と連絡
事項など
伝えてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園外で遊
んでいる
子供をみ
ていた

職員2名
がそれ
ぞれ、
降園時
の対と
と戸外
で遊ん
でいる
子ども
を見て
いたた
め、遊
びの様
子や子
ども同
士の関

場面に応じ
て、危険が
予測される
遊びを中止
する、他の
職員の援助
を求めるな
ど職員間で
声を掛け
合っていく

113 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5358

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 0 0 0 4 7 9 0 4 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

尺骨急性
塑性変
性、橈骨
急性塑性
変性

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３６)回/
年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハットの
記録はそ
の都度回
覧してい
たが、周
知に時間
がかかっ
ていた。

回覧と合
わせて、
毎月の会
議やけが
の度に
行ってい
たヒヤリ
ハット検
証を定期
的に行
い、ヒヤ
リハット
検証担当
者がまと
めて、週
初めの
ミーティ
ングで報
告・注意
喚起して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３００)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３００)
回/年

遊具等の
定期点検
は正規職
員が中心
に行って
いて、早
朝・延長
職員に点
検事項や
ポイント
が十分に
周知され
ていな
かった。

安全点検
表の確認
は、担任
（正規職
員）だけ
でなく、
各クラス
に配置し
ている職
員が順番
に担当し
て行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

玄関で靴
など準備
をする集
団と既に
戸外に出
て遊び始
めている
集団とに
分かれい
て、保育
者が見守
る範囲が
広すぎ
た。

有資格者
が集団を
リード
し、移動
先に1番
に待機
し、職員
配置の指
示を出し
ていく。
要支援児
や集団か
ら遅れる
子の見守
りは早
朝・延長
職員に必
ず声をか
けて引き
継いでい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

最近、鉄
棒に興味
を持ち始
め、仲の
良い友だ
ちと一緒
に鉄棒の
練習をす
ることを
楽しんで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

暑い日
だったた
め、鉄棒
の下に
マットを
敷いた
後、暑さ
防止のた
めの水ま
きをしよ
うとした
ため。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鉄棒の隣
の遊具
（ジャン
グルジム
様の遊
具：タイ
ムトンネ
ル）で7
～8人の
子どもを
見ていた
ため、担
当職員の
動きは視
野に入っ
たが、鉄
棒の見守
りには入
れなかっ
た。

鉄棒の
下に
マット
は敷い
たが、
鉄棒に
くる子
が最初
はいな
かった
ため、
熱中症
予防で
先に水
まきを
済ませ
ようと
した。

園庭・遊戯
室など保育
室以外で保
育を行う時
には、事前
に環境設定
を行い、準
備を整えて
から子ども
を移動させ
る。

5359

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

54 2 2 4歳
1.男
児

戸外遊びに
入る前準備
運動を行っ
て遊び始め
たが、朝よ
りむし暑
く、手に汗
をかいて橒
梯を握る手
が滑りやす
くなってい
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
4　)回/年

2.基
準配
置

夏は日中
気温が上
がり外の
遊具が熱
くなって
いる。そ
のため午
前中でも
気温が上
がってい
ることも
考えて固
定遊具の
点検をし
ておく。

まず、実
際に職員
が見本と
なる遊び
方を行っ
てみると
遊具の状
態を把握
できる

1.定期的
に実施

実施頻度(
５０　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
５０　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
５０　)回
/年

落下時の
ことも考
え、職員
がそばに
ついて補
助をおこ
なう。

落下時の
ため下に
ゴムマッ
トをひい
ていた
が、クッ
ション性
のある人
工芝をさ
らに重ね
ておく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯は少
しずつ高
くなって
いるので
個々の体
のバラン
ス・成
長・体力
を見極め
て導入し
ていく。

鉄棒など
できるよ
うになっ
た子よ
り、少し
ずつ経験
させてい
く。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

数日前よ
り橒梯を
渡れるよ
うになり
自信を
もってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで見
ていた
が、落下
するとき
に、間に
あわな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くにい
たが気が
付かな
かった。

運動神
経がよ
く、大
丈夫と
いう思
い込み
があっ
た。

前日、手に
まめをつ
くっていた
ので視診を
行い、しっ
かりと鉄棒
を握れるか
確認を行っ
た上に経験
させるべき
であった。

5360

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 2 5 9 3 3 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

左上A外
傷性歯の
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

毎月１回
の職員会
議で、必
ず事故防
止の確認
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

施設の巡
回を適宜
行い、各
クラス
の、点検
報告を綿
密に行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
への見守
りが、漫
然となら
ないよ
う、観察
に力を入
れ、声掛
けも常に
行うこと
とする。
園長、主
任は保育
士に適宜
声掛けす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃か
ら、活発
に動く園
児であ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ごちそう
さまのた
めに、園
児皆に声
掛けして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

片付けの
方を受け
持ってい
た。

より、注意
力を高め、
動きのある
園児には、
特に目を注
ぐ

5361

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

11 7 6 2歳
2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首骨
折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

常に安全
を心がけ
て行動す
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

危険箇所
の把握・
確認を行
う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児等周
りの確認
を行う

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

　
祖母の迎
えの為少
しぐず
る。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

　
園児がぐ
ずったた
め笑顔で
帰っても
らうため
抱っこの
行動をと
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
各クラス
で保育

保育士は、
先を予測し
て危険のな
いよう配慮
する。

5362

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 0 0 0 12 8 10 0 2 2 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(５)回/年

2.基
準配
置

どういっ
たときに
事故が起
こりうる
可能性が
増えるか
の検証し
把握が必
要だった

研修など
の場で、
怪我が起
きやすい
時間や活
動内容を
見直し各
自が意識
を高める
ことが大
切である

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

可動壁を
動かし部
屋を広げ
ていた
分、見え
ない部分
も増えて
いた

部屋が広
がって保
育士の死
角も生ま
れること
から、注
意深く見
守る必要
があるこ
とを認識
しなくて
はいけな
い

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

可動壁を
動かし部
屋を広げ
ていた
が、一か
所に子ど
もが数人
集まって
いた

瞬間的で
も密集し
てしまう
と事故に
つながる
ため、子
ども達が
体を動か
して遊ぶ
ときは十
分に距離
を保てる
ように配
慮する必
要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　リズム
遊びで、
音楽を聴
きながら
体を動か
し楽しん
でいたた
め全体的
に他児と
の距離が
近くなっ
てしまっ
ていい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　園児30
名ほどの
前に立ち
踊りって
いたた
め、対象
児たちが
数人で集
まって
踊ってい
るのはい
るのは確
認できて
いたが転
倒すると
ころは
ちょうど
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　他児の
保護者が
お迎えに
みえてい
たため、
その対応
をしてい
た。

対象児
たちが
数人で
集まっ
ては
しゃい
でいる
のは確
認して
いた

友達同士楽
しめている
のは良かっ
たが体を動
かすときは
もう少し離
れるように
するなど声
をかけた
り、怪我に
つながるこ
とがないよ
う注意して
見守れたら
よかった

5363

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

25 2 1 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折の疑
い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

事故予防
マニュア
ルの作
成。事故
予防に関
する研修
の実施。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（　１２
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

片付けて
ある椅子
を使って
遊んでい
た。日頃
遊ばない
よう声か
けしてい
るにも関
わらず、
このよう
な事例が
発生する
のは、遊
びやすい
場所にあ
るとも言
える。

椅子を片
付ける場
所を検討
し、遊び
にくい場
所に置
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

自由あそ
び中は、
気持ちに
解放感も
あり活動
が活発に
なりすぎ
る傾向が
ある。

危険なこ
とにつな
がる行動
を見逃さ
ず子ども
たちに注
意喚起す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由あそ
びの時間
に友達と
ごっこ遊
びをして
いた。保
育室北側
にある椅
子の後ろ
側に隠れ
ていて、
その場か
ら出てこ
ようとし
た時に椅
子に登っ
て乗り越
えようと
したが、
足が引っ
かかり転
倒。その
際に右肘
内側を椅
子に打ち
つけた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児か
ら３メー
トルほど
離れたと
ころで対
象児も含
め数人の
子どもを
見守って
いたが、
対象児が
椅子に
登って転
倒した瞬
間には間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

隣の部
屋、ホー
ルで遊ん
でいる子
どもを見
守ってい
た為、対
象児のこ
とは見て
いなかっ
た。

子どもたち
が遊んでい
る時の職員
配置に十分
配慮し危険
のないよう
に声を掛け
ながら見守
る。危険に
つながる行
動について
改めて職員
間で共通認
識を持ち、
椅子の使い
方を再度子
どもたちに
注意喚起す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5364

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

14 3 2 2歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘の打
撲（もし
くは、骨
折の可能
性もあ
る）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(1～2)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1～2)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(数)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者の
人数に対
して、設
定する遊
具の数が
多かっ
た。
子どもの
反射的な
反応が未
熟であ
る。

保育者の
人数に応
じた遊具
の種類・
数を設定
する。
一つの遊
具に複数
の子ども
ではな
く、一人
ずつ乗せ
てあそ
ぶ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

時間が経
つにつ
れ、あそ
びが楽し
くなり動
きが活発
になる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

丸太遊具
の近くに
居て子ど
もたちを
見守り、
補助して
いたが、
その時は
手を出し
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他にも、
ソフト階
段やソフ
ト三角
マット遊
具を設定
し、各遊
具に職員
が見守
り、子ど
もの補助
していた
ため、対
象児を見
れていな
かった。

慣れて
いる遊
具とい
うこと
もあ
り、油
断して
いた。

不安定な遊
具で遊ぶと
きには、遊
具のそばに
ついて、す
ぐに支えら
れるように
する。ま
た、全体の
様子を見守
る職員の配
置があれば
なお良い。

5365

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 3 3 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右両前骨
骨幹部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

通常保育
の活動か
ら延長保
育への移
行（場
所・職
員）がス
ムーズで
なかっ
た。

延長保育
時の事故
防止につ
いての細
かなマ
ニュアル
の作成、
周知

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年
 
毎週

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年
 
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年
 
毎日

布団持ち
帰りの日
で、廊下
に布団が
置いてあ
り、普段
より、廊
下の幅が
狭くなっ
ていた。

安全に通
れるよ
う、通路
の確保
（広さ、
整理整頓
など）を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

通常保育
から延長
保育に入
るため、
移動を
し、いつ
もより狭
くなって
いる廊下
を通るこ
とで、転
倒のリス
クがあっ
た。

安全に通
れるよ
う、布団
を置く場
所を狭く
するな
ど、改善
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

迎えを待
つ間に、
歩いて延
長保育室
への移動
をした
際、転倒
し、腕を
つき、転
倒した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもを
引率し、
延長保育
保育室へ
移動。先
頭にいた
ため、集
団の後ろ
に歩いて
いた本児
の動きは
把握して
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

延長保育
当番職員
は、延長
保育保育
室で４歳
児を見て
おり、廊
下にいる
子どもの
動きは見
ていな
かった。

いつも
と異な
り、担
任が園
内で行
われて
いた職
員健診
のた
め、不
在で、
代替の
職員が
保育に
あたっ
てい
た。布
団持ち
帰りの
日で廊
下に布
団が
あった
り、何
人かの
保護者
が布団
持ち帰
り準備

延長保育時
で、担任不
在と廊下の
幅が狭く
なっている
状況である
ことをふま
えて、子ど
もの動きを
十分把握、
確認する。

5366

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

30 2 2 3歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

  右前歯
のぐらつ
き

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１～２)
回/年

1.基
準以
上配
置

室内で遊
んでいる
際の職員
の配置の
確認を行
う

適宜、子
ども達へ
の声掛け
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
１回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
１回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
１回/日

施設的に
は問題な
いと思わ
れる。

引き続
き、安全
点検を定
期的に行
い、保育
中も危険
な場所が
ないか見
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

周囲の確
認が必要
であっ
た。

周囲を確
認し、危
険のない
ように伝
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が四
つ這いの
体勢から
移動中、
手を滑ら
せ、床と
顔面が接
触し、上
唇出血。
その際歯
を打つ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児とそ
の周囲の
様子を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもと
関わりな
がらクラ
ス全体の
様子を見
ていた。

十分に
目を配
り、子
ども達
の様子
を見守
りなが
ら、怪
我を未
然に防
ぐよう
に努め

怪我に繋が
る箇所を常
に確認し、
迅速な対応
が出来るよ
うに努め
る。

5367

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

21 0 0 0 0 0 0 0 2 2 5歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

靱帯損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1～２　)
回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

遊びは全
体に気を
配ってみ
ること。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特にな
し。

保育室の
床が滑り
やすかっ
たりしな
いか常に
チェック
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

昨年も自
宅で同じ
ようにア
ヒル座り
をしてい
て、左足
をくじき
靱帯を痛
めている
ようなの
で、児の
座り方に
留意して
声掛けを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
含め、全
体を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊びを見
る保育士
がいた。

特にな
し

今までの怪
我について
の聞き取り
をしっかり
としてい
く。

5368

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 9 10 12 10 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２)回/年

2.基
準配
置

特になし

安全管理
体制につ
いて、引
き続き、
年二回職
員会議を
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

施設や、
遊具、玩
具の点検
を、引き
続き、
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし
活動内容
の見直し
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッヂ
ボールの
活動中、
ボールを
避けよう
と、飛び
跳ねた
際、着地
が上手く
出来ずに
転倒。そ
の時に右
腕が体の
下敷きに
なる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ホールに
て、ドッ
ヂボール
をしてい
る全児童
を見てい
たが、対
象児童が
飛び跳ね
た瞬間に
声をかけ
たもの
の、間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
ではない
が、対象
児童を含
む、全児
童を見て
いた。

特にな
し

怪我に気を
つけて遊ぶ
ように、子
どもたちへ
声をかけ知
らせ、危険
な場面が見
られた場合
は、即座に
対応する。

5369

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

28 2 2 5歳
1.男
児

特に無し
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第３中
足骨近位
披裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

危機管理
の認識の
甘さ。

園児と大
型ブロッ
クの遊び
方を再確
認する。
安全マ
ニュアル
を再確認
し、危機
管理意識
の向上を
図る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年
（１）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年
（１）回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

施設、設
備等に不
備はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブロック
から降り
ようとし
た時にバ
ランスを
崩し着地
に失敗し
た。

床にマッ
ト等を敷
き危険が
ないよう
にする。
遊びの場
の整理を
し、遊び
場が交錯
しないよ
う整え
る。運動
遊びを取
り入れる
などして
身体面の
発達を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に問題
はなく、
通常の様
子と変わ
りなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

１名の担
当保育士
は大型ブ
ロックで
遊んでい
る場所に
いたが、
ブロック
で昇り降
りができ
るように
階段を
作って
あった場
所に他児
がいた
為、そこ
の場所か
らずれて
もらうよ
う他児に
話しをし
ていたの
で本児の
姿に気づ
けなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当保育
士以外に
1名保育
室にいた
が、ラ
キューや
Bブロッ
クで遊ぶ
子どもた
ちと共に
いた。

保育士
が自分
の周り
にいる
子しか
見てな
かった
ため、
室内の
子ども
の状況
把握が
不十分
となっ
た。保
育士間
の役割
の分担
がはっ
きりと
共有で
きてい
なかっ
た。

職員は子ど
もの動きを
把握し、そ
れぞれの位
置と、見守
る園児の分
担をお互い
に共有し声
を掛けあい
連携をと
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5370

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 10 10 2 2 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右中指末
節骨開放
骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

落下した
ベースの
固定ねじ
の確認使
用前の確
認が怠っ
た。

用具の確
認は
チェック
表に基づ
き使用前
の必ず確
認を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
4　)回/年

遊戯室に
ある遊具
（積木
箱、マッ
ト、跳び
箱等）の
収納がき
ちんとな
されてい
るか、収
納の高さ
の安全が
図られて
いるか。

職員会議
で危険個
所の確認
を行って
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

台（ベー
ス）固定
ねじの緩
みのチ
エックを
怠ったた
めと思わ
れる。

遊具を使
用すると
きは必
ず、確認
をするよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気な園
児でいつ
も通り元
気で登園
し、運動
会の練習
をクラス
の園児が
皆で行っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

玉入れの
練習の一
回戦が終
わり玉入
れの籠の
移動の最
中ベース
が落下し
た。園児
の確認と
移動時の
経路の確
認不足。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士2
人で園児
を見てい
たが、籠
付きスタ
ンドを移
動の時は
園児の様
子を二人
の保育士
が確認し
ながら移
動しな
かった。

常日
頃、遊
具の点
検は
行って
いな
かった
こと
と、使
用する
前は必
ず締め
ねじ等
の確認
は必ず

玉入れの籠
スタンドの
ベースはボ
ルトネジで
パイプを固
定する。

5371

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 0 0 0 12 13 12 0 3 3 3歳
2.女
児

特になし。
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１～数回)
回/年

2.基
準配
置

・正しい
遊具の使
い方をそ
の場で伝
えられて
いなかっ
た。職員
の配置を
増やすべ
きだっ
た。

・遊具で
の正しい
遊び方、
園庭での
正しい遊
び方をそ
の場その
場で伝え
ていく。
職員の配
置を増や
し余裕の
ない場合
は戸外遊
びを行わ
ない。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

遊具・地
面ともに
濡れてい
なかっ
た。地面
は土で
マットは
敷いてい
ない。

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・遊具で
の遊び方
について
遊具には
座って遊
ばないよ
う伝える
べきで
あった。

・今一度
遊具での
遊び方や
対象年齢
を考慮し
て遊べる
ようにし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
で遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　
勤務修了
の時間と
なり退勤
準備をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場付近
に1名、
遊具付近
に1名い
た。遊具
付近の対
象児の近
くにいた
保育士が
他児に呼
ばれその
対応を
し、対象
児から目
を離して
しまっ
た。

・職員
も子ど
もも全
体的に
遊具で
遊ぶこ
とへの
危機感
が薄れ
てい
た。
・正し
い遊具
の遊び
方がで
きてお
らず、
それを
注意も
できて
いな
かっ
た。
・職員
の退勤
時間な
どで抜
ける際

・職員間で
遊具での正
しい遊び方
を再確認す
る。
・職員の退
勤などで人
数が減る時
間帯に合わ
せ戸外遊び
を終え、室
内遊びに切
り替える。

5372

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 0 0 0 0 7 6 0 2 2 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折（ひ
び）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

マニュア
ルに基づ
き、しば
らく本児
の様子を
見たが、
その後痛
がること
もなく遊
んでいた
ので、大
丈夫だと
判断して
しまっ
た。

怪我直後
は大丈夫
でも数時
間経って
から痛み
が出る可
能性もあ
るので、
保護者に
丁寧に状
況を報告
し、引き
続き経過
観察をお
願いして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

日差しが
強く、地
面が乾燥
していて
滑りやす
かった可
能性があ
る。

地面が乾
燥してい
る時に
は、水を
撒いてか
ら使用す
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士も
一緒に
ドッジ
ボールを
行い、子
どもの様
子は把握
していた
が、保育
士が小石
を投げる
いたずら
に反応す
ること
で、いた
ずらをす
る子ども
の気持ち
を高揚さ
せてし
まった。

保育士の
目の前で
も怪我は
起こって
しまう。
子どもの
心情をと
らえて、
言葉かけ
や対応を
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

保育士に
小石を投
げること
が楽しく
なり、気
持ちが高
揚してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

小石を投
げてきた
本児に、
対応して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ドッジ
ボール以
外で遊ぶ
他の園児
の保育を
行ってい
た。

保育士
が反応
し、友
達も小
石を拾
うこと
に応戦
したこ
とで、
本児は
楽しく
なり、
気持ち
が高揚
して、
小石を
投げる
いたず
らを
し、逃
げる遊

１度目に小
石を投げた
時点で、危
険・やって
はいけない
ことを厳し
く伝え、そ
の遊びが続
かないよう
にするべき
だった。

5373

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

27 7 9 11 2 2 4歳
2.女
児

特になし 8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハットを
記入し職
員へ周知

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

施設再点
検、安全
面の確認
と遊具等
の使い方
を職員で
再確認

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

テラス端
に水遊び
の用具と
子どもの
鞄が置い
てあった
ため、テ
ラスの幅
が少し狭
くなって
いた

用具の置
き場所を
変更また
は、整頓
子どもの
鞄は遊戯
室側の広
い所へ移
動させ、
狭いテラ
スにでき
る限り物
を置かな
いように
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

延長担当
保育士
は、トイ
レに向か
う子ども
たちの後
方で一緒
にトイレ
に向かっ
ていた
対象児の
一番近く
にいた保
育士は、
子どもの
鞄を整頓
をしてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の延長
児の保育
をしてい
た

園児へ
の指導
不足

テラスは歩
くよう、子
どもに話を
する　安全
面に配慮し
ながらの保
育者の立ち
位置の確
認・徹底

5374

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

23 2 2 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘関節
不全骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

これまで
は年度当
初の研修
だった
が、月一
回の職員
会などで
再度確認
しあう。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１４
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１４　)
回/年

施設の安
全管理と
点検マ
ニュアル
チエック
表は園
長・主査
が記入し
ているが
全職員に
報告共有
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児の気
持ちの高
揚などを
把握して
保育士の
立ち位置
の改善
や、注意
の仕方な
ど熟考す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

担任がい
なかった
ことと、
巡回相談
業務で来
客3名が
園内にい
らしたこ
とでいつ
もより気
持ちが高
揚してい
た可能性
がある。
気持ちが
落ち着か
ず、いつ
も取らな
い行動を
起こして
しまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラスの
園児１７
名ほどを
一緒に見
ていたた
め、他児
からは離
れた場所
にいた。
廊下を這
うという
危険な行
動を起こ
したので
注意した
が、その
後壁に肘
を打ち付
けること
は予想で
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

トイレに
近い3歳
児クラス
の保育士
がクラス
の出入り
口で一連
の様子を
見てい
た。

当日は
担任が
休暇取
得、フ
リー保
育士が
担当す
る。い
つもよ
り気持
ちが高
揚して
いた可
能性が
ある。

保育士同士
のクラスの
子どもたち
の様子につ
いて引継ぎ
を細やかに
行う。廊下
の歩き方な
ど、その場
にあった行
動がとれる
ように日頃
から話し合
い子どもた
ちが意識し
て歩き、確
実に身につ
くように指
導を重ね
る。また、
保育士が注
意するとき
はすぐそば
で、様々な
状況に対応
できる状態
にし、適切

5375

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

22 1 1 4歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘上腕
骨外果骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(数)回/年

2.基
準配
置

怪我がな
いようヒ
ヤリハッ
トを毎月
1回報告
書提出

廊下を一
人で走っ
ていて転
倒した
為、廊下
は、走ら
ない等
ルールの
徹底。

1.定期的
に実施

実施頻度(
常に　)

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
毎日　)

特に無
し。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

特に無
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おやつ後
の自由遊
びの出来
事であっ
た。絵本
コーナー
からクラ
スに戻る
ため、一
人で廊下
を走って
いて転倒
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

4歳児の
ため、保
育者が傍
について
いなかっ
た時に起
こった事
故であ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

廊下での
事故のた
め、他の
職員も傍
にはいな
かった。

特に無し。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5376

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 2 23 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第５指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回以
上/年

2.基
準配
置

よく転倒
してしま
う児の把
握、転倒
しやすい
場所の周
知を行な
い、その
場に人員
を配置し
注意を呼
び掛け
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

園舎の周
りを歩い
て安全確
認をした
後に、園
児と走る
ようにし
ている。

滑りやす
い所がな
いか注意
深く確認
し、必要
に応じて
掃くなど
の対応を
とる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒後、
自分で職
員に報告
すること
ができて
いた。

怪我した
部位や体
調不良が
あれば職
員に報告
ができる
よう日頃
から伝え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

屋外での
体育あそ
びの活動
も、いつ
も行なっ
ている内
容で、新
しい遊び
はしてい
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員が見
守ってい
る場所で
はないと
ころで転
倒してし
まった。
園児は転
倒したこ
とを、自
ら職員に
言いに来
たため、
怪我の把
握ができ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒・
マット・
平均台・
ハードル
などの体
育遊具を
使用して
いたた
め、鉄棒
について
園児の介
助を行
なってい
た。

看護師
が怪我
の部位
を確認
後、創
部の処
置を行
なっ
た。右
第５指
に腫れ
や痛み
の訴え
はな
かった
ため、
その後

視診のみで
判断してし
まったた
め、指を
しっかり屈
曲・伸展さ
せ、疼痛増
強の有無を
確認する必
要があっ
た。

5377

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

41 3 8 9 9 7 6 　 13 10 5歳
2.女
児

お盆の体制
で、通常の
保育体制と
異なってい
た

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第５趾
中節骨若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

お盆とい
うことで
通常保育
ではな
く、異年
齢の合同
保育中で
ありいつ
もと動き
が異なっ
ていた

職員の動
きなどを
出勤者の
中で再度
確認する
ことが必
要である

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

押入れが
狭く、椅
子をし
まってお
く場所が
ないた
め、保育
室の端に
置いてい
る

子どもの
動きを妨
げないよ
うな場所
に置くよ
うにする

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

朝の荷物
の準備を
している
時で、子
どもたち
が入り混
じり、雑
然とした
様子は
あった

大人がき
ちんと危
険のない
よう見守
りが必要
である

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分の荷
物の準備
ができて
いたの
で、他の
部屋のお
もちゃを
片付けに
いった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
ほかの部
屋のおも
ちゃを片
付けに
いったと
ころまで
は見てい
たが、片
付けに
いった先
の部屋に
は誰もい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児が
片付けに
行った部
屋にはい
なかった

誰もい
ない部
屋に片
付けを
しに
行った
が、５
歳児な
ので大
丈夫だ
ろうと
思いこ
んでし
まっ
た。

５歳児で
あっても、
危険の予測
をして見守
ることも必
要であった

5378

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 2 6歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（右
手人差し
指）

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

事故予防
に関し
て、その
ときは細
部まで注
意が行き
届かな
かったか
もしれな
い

定期的な
事故予防
に関する
研修の実
施および
職員会議
等で口頭
での周知

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

普段、あ
まり使用
していな
い器具を
使っての
運動で
あったた
め

事前に使
用する器
具等につ
いて講師
から連絡
をいただ
き、把握
しておく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団での
活動で張
り切り、
本児がい
つも以上
の動きを
しようと
したかも
しれない

無理な動
きをしな
いような
声がけ、
または必
要に応じ
ての個別
対応を行
う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母親から
も特に変
わった様
子はなし
と引継ぎ
を受け、
いつもど
おり室内
遊びをし
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一人ずつ
跳び越え
ようとす
る跳び箱
のすぐ側
で、子ど
もたちの
実態に合
わせた支
援および
見守りを
行ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

２グルー
プにわか
れて行っ
ており、
対象児が
属さない
グループ
の跳び箱
のすぐ側
で子ども
の実態に
合わせた
支援およ
び見守り
を行って
いた

跳び箱
を行う
際の具
体的な
支援の
細かい
点まで
担当職
員が把
握して
いな
かった

講師から支
援にあたっ
ての注意点
や支援の仕
方を、前
もって聞い
ておく

5379

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 2 4 6 5 14 9 14 11 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
4　)回/年

1.基
準以
上配
置

新しい活
動を始め
るとき
は、職員
間で危険
個所につ
いて確認
しあう。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

園庭の凹
凸や危険
物（石な
ど）を改
善、排除
すること
を点検項
目に加え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

猛暑が続
き、あま
り戸外で
運動をし
ていな
かったの
で、激し
い運動を
する前に
は準備的
な運動を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
登園時の
視診では
普段通り
とのこと
だった。
保育中も
変わった
様子は見
られな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2～3ｍほ
ど離れた
ところで
リレーを
するとこ
ろを見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

各クラス
の保育を
してい
た。

子どもの動
きを観察し
的確に対応
していく。

5380

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 2 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第２第
３中手骨
不顕性骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(5)回/年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

体育遊び
の指導の
仕方を学
ぶ。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特にな
し。

その都度
の、安全
対策を講
じる。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱の
手の位置
の指示が
足りな
かった。

より、
個々に見
合った保
育援助を
職員間で
共通認識
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

跳び箱に
対して、
意欲があ
り、自ら
挑戦して
いた姿が
ある。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

横につい
ていた。
手の付き
方等も見
ていて、
本児の様
子も表情
も見れて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同じ空間
にいるこ
とで、す
ぐに対応
に入るこ
とはでき
ていた。

個々運
動力を
より、
把握し
たうえ
での指
導が不
足して
いた。

跳び箱での
手の位置等
にもう少し
配慮を行
い、より丁
寧な指導を
心がける。

5381

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

99 28 41 30 55 1 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

保育者の
立ち位置
の改善

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３００　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１５０
)回/年

落下防止
マット強
化

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

保育者の
立ち位置
の改善

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯が出
来るよう
になり、
注意散漫
になって
しまった
ことから
落下して
しまった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児と関
わりをし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鬼ごっこ
等他児と
の関わり
をしてい
た

保育者の立
ち位置の改
善

5382

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

14 2 1 5歳
1.男
児

月3回行っ
ている体操
教室中に起
きた。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

基節骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
月１　)回

2.基
準配
置

怪我の状
態を見て
受診の有
無を判断
した職員
は外部事
業者職員
（体操講
師）と保
育者だっ
た。園で
怪我をし
た場合、
園長もし
くは主任
に報告を
し、怪我
の状態を
見て受診
の判断を
すること
と患部の
腫れ、本
児の痛が
る様子
等、症状
が見られ
た場合は
すぐに受
診する。

園で怪我
をした場
合、園長
もしくは
主任にす
ぐに報告
する。怪
我の状況
は園の従
事者複数
で確認す
る。患部
に腫れや
変形など
確認でき
たり、本
児に痛が
る様子が
見られた
場合等、
おかしな
様子が
あった場
合は受診
する。以
上のこと
を全職員
に周知し
て対応で
きるよう
に指導す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

3.未実施
実施頻度
(遊具の
設置なし)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

- 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体操教室
は室内で
行ってい
る。室内
で行う活
動として
適切だっ
たか、他
に方法は
なかった
かなど体
操講師と
相談して
活動の見
直しをす
るべき
だった。

ボール遊
びは活動
内容にも
よるが戸
外ででき
るような
環境を整
えるべき
だった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
楽しみに
行ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

体操講師
の指導の
下、ボー
ル遊びを
行ってい
た。講師
は全体を
見ながら
対象児童
の動きも
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児童
の担任保
育士が至
近距離に
いた。子
どもたち
に危険の
ないよう
に見守っ
ていた。

-

講師と月1回
は、評価・
反省をし、
活動に活か
せるよう取
組を行っ
て、クラス
や子どもた
ちの様子を
共有した
り、配慮す
る子への接
し方を考え
る時間を作
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5383

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

30 28 23 3歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

なし

自らの転
倒による
けがであ
るため。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特にな
し。

特になし
（自らの
転倒によ
るけがの
ため。）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

特になし
（自らの
転倒によ
るけがの
ため。）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と追
いかけっ
こをして
いる中
で、気持
ちが高ぶ
り、コン
トロール
できるス
ピードを
超えて下
り坂を
走ってし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
至近で対
象児を見
ていた
が、対象
児が転倒
してし
まった時
には、補
助が間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
に付いて
いたた
め、対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

特にな
し。

転倒しそう
になった子
をすぐにサ
ポートでき
るように、
心がける。

5384

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

3 2 1 3 3 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

夕刻の保
育の検
討、マ
ニュアル
の再確
認、

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
月

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
月

特になし

特に改善
するべき
ところは
ないが安
全に気を
配った言
葉がけが
必要であ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子どもの
疲労度に
合わせた
遊びの提
案に心が
ける。延
長時間に
入る前に
担任に聞
き取りを
してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変わ
らずでは
あった
が、部屋
からホー
ルに出た
際に思わ
ず走って
しまった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
部屋から
出て、思
わず走っ
てしまっ
たので声
をかける
も、自ら
転んでし
まった
為、怪我
の様子の
把握をす
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

一緒に1
歳児が
走ってし
まったの
でそちら
の対応を
しながら
対象者を
みてい
た。

特にな
し

子どものそ
の日の活動
や延長に入
る前の様子
の聞き取り
をする。担
任は変わっ
た様子があ
れば必ず延
長の保育士
に伝えるな
ど、連携を
欠かさな
い。

5385

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

24 24 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左母指基
節骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
４ )回/年

2.基
準配
置

午睡の片
付けとお
やつの準
備で、子
どもたち
の動きが
多くなる
が慌てて
行わなく
てもよい
ことを伝
えてな
かった

大丈夫だ
ろうと判
断せず、
常に子ど
もの姿に
目を向け
るように
する

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

出入口付
近に
シューズ
置き場が
あった
そしてそ
の近くに
いつもは
置いてい
ない椅子
が置いて
あった

シューズ
置き場の
変更
子どもの
動線には
物を置か
ないよう
にする

7.その
他

シューズ
を履く場
所が狭
く、子ど
もたちが
密集して
しまった

子どもの
動線を妨
げない場
所に
シューズ
置き場を
つくる
必要のな
い椅子は
置かない
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午睡後、
床に座っ
てシュー
ズを履い
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

午睡後の
片付けを
してお
り、本児
の様子を
見ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人担任
のため、
他の保育
士はいな
かった

午睡後
だった
ため、
片付け
をする
子、お
やつの
準備を
する子
と様々
であ
り、ク
ラスの
子ども
全体に

常にクラス
全体に目を
向けるよ
う、立ち位
置等注意す
る

5386

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

24 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左示指中
節骨裂離
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５)回/年

2.基
準配
置

運動器具
を使用す
る際の望
ましい補
助の仕方
等の知識
不足

保育士間
での子ど
もの状況
の情報共
有　運動
器具使用
方法の研
修実施

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９２　)
回/年

子ども一
人一人が
跳び箱を
跳ぶ前の
安全確認

運動器具
を使用す
る前に再
度、危険
がないか
確認をす
るととも
に、運動
器具を使
用した後
の安全確
認

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
能力や取
り組む姿
勢（気持
ち）につ
いての分
析不足

跳び箱の
段数につ
いて、子
どもの挑
戦しよう
とする意
欲を確認
するとと
もに、能
力的に無
理がない
か判断す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　跳び箱
5段
（縦）に
挑戦して
おり、跳
び箱を跳
び超える
際の勢い
が足り
ず、左手
が跳び箱
に残り、
体重がか
かってし

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

跳び箱の
横につい
ていた。
跳び箱を
跳び超え
た為、特
に補助は
しなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くで移
動鉄棒の
指導をし
ていた。

複数の
運動器
具を使
用する
際の保
育士の
立ち位
置や補
助の仕
方

複数の運動
器具の使用
を控え、保
育士がひと
つの運動器
具の指導や
補助をして
いくように
する

5387

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

24 2 2 2 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

2.基
準配
置

園内研修
などを通
して、危
険予測や
事故防止
ができる
よう知識
や技術を
確認し学
んでい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

全体の子
どもの動
きを把握
し、玩具
の使い方
の安全確
認を行う
と共に、
気付いた
時点で迅
速な対応
を行うよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コルク積
み木で遊
ぶ時は職
員が必ず
傍につ
く。子ど
もには2
個以上は
重ねた上
は歩かな
い等、注
意喚起す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　自分か
ら積極的
に行動す
ることは
ないが、
友達の様
子を見て
真似て後
に続いて
行ってい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
た場所か
ら本児ら
の遊びは
見ていた
がカード
遊びにつ
いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事務処理
の為、少
しの間一
時的に保
育室を離
れる。

保育室から
離れる場合
は、子ども
の行動や全
体の様子を
見てから離
れる。無理
な場合は離
れない。

5388

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

19 2 2 6歳
1.男
児

身長116.4
㎝　体重
25.4㎏と肥
満傾向にあ
り、自分の
体を支えづ
らかったこ
とも要因の
一つとして
考えられ
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首
橈骨　尺
骨の骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
6)回/年

2.基
準配
置

-

事故の経
緯、反省
点を会議
で共有、
事故報告
書も全職
員に回覧
し、注意
を促し
た。ま
た、安全
対策マ
ニュアル
の中の園
外保育の
項に、雲
梯の注意
点（約束
事を指導
したうえ
で始める
等）を追
加した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

対象年齢
は適合し
ていた
が、対象
児が6歳
になった
ばかりで
あったこ
とを考え
ると、配
慮が必要
であっ
た。

近隣公園
の遊具の
対象年齢
をもう一
度確認
し、適合
しない場
合、無理
があると
判断され
る場合は
使用しな
いことを
園として
徹底す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

対象年齢
は適合し
ていた
が、対象
児が6歳
になった
ばかりで
あったこ
とを考え
ると、配
慮が必要
であっ
た。

近隣公園
の遊具の
対象年齢
をもう一
度確認
し、適合
しない場
合、無理
があると
判断され
る場合は
使用しな
いことを
園として
徹底す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

雲梯に自
信をもっ
ており、
大きく足
を振って
進み、事
故前数回
繰り返し
取り組ん
でいた。
事故発生
時は前の
子どもが
渡りきる
前にス
タートし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯の下
に立ち、
渡る子ど
もの援助
をしつ
つ、滑り
台の方の
子どもた
ちの安全
も確認し
ていた。
事故発生
は、対象
児の前の
子どもが
雲梯を渡
り切って
最後の台
に乗るの
を援助
し、振り
返った瞬
間の出来
事だった
ため手が
届かな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

壁登りの
そばに立
ち、登っ
ていく子
どもの援
助をしつ
つ、滑り
台の方の
子どもた
ちの安全
も確認し
ていた。
事故の瞬
間は見て
いたが、
手が届く
距離では
なかっ
た。

-

保育士が雲
梯の援助に
集中し、完
全に体を支
えられる状
況でない限
り行わない
こととし、
行う場合は
危険性を子
どもたちに
よく伝え、
合図を出し
てからス
タートする
ことを徹底
するように
する。

5389

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

67 21 24 22 9 8 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

鼻部擦過
創

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士の
基準は満
たしてい
たが、園
庭では、
3歳児、5
歳児も一
緒に遊ん
でおり、
鉄棒の側
にも保育
者（担任
以外）は
居たもの
の、3歳
児の子に
対応して
いた。

鉄棒は子
ども一人
ひとりの
出来る度
合いを把
握してい
る担任が
必ず側に
つき補助
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

鉄棒の下
には何も
敷いてお
らず、地
面にマッ
トなどを
敷く必要
があっ
た。

戸外でも
遊ぶ時に
は鉄棒の
下にマッ
トを敷く
など安全
面に配慮
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任がそ
の固定遊
具（今回
は鉄棒）
につけな
い

廊下や保
育室を走
らないよ
うに徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
は良く、
登園後、
いつも通
り他児と
の遊びを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

列の先頭
を歩いて
いた為、
対象児よ
り先に保
育室に
入って
待ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

朝の受入
れをして
いた職員
もいた。

保育者
の近く
にいた
子ども
達（列
の前
方）が
ゆっく
り歩く
ことが
できて
いた
為、最
後尾も
大丈夫
だろう
と捉え
がちで

一人ひとり
の動きに気
を配ってい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5390

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

2 3歳
2.女
児

登園・降
園中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

前額部裂
創、前額
部外傷、
前額部外
傷後肥厚
性瘢痕、
異物残
留、前額
部外傷性
異物

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

本児が怪
我をする
前に同じ
場所で怪
我をした
園児の様
子など職
員間で情
報の
共有が行
われず危
険周知で
きていな
かった。

ヒヤリ
ハットの
活用を
行った
り、どこ
でどのよ
うな怪我
であった
かなど回
覧や
会議など
で周知を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

正門には
3段の階
段があ
り、園舎
から出て
正門に行
くまでに
傾斜があ
る
つまづき
やすく、
走るとス
ピードも
出るので
危険だっ
たのでは

傾斜をフ
ラットに
し、道幅
を広く整
備した。
また、階
段も高さ
を低く
し、幅を
広げ安全
に昇り降
りしやす
いよう手
すりをつ
けた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事前に危
険な場
所、怪我
をしやす
い場所だ
と周知を
したり声
をかけて
いれば
気をつけ
ることが
できたの
ではない
か

再度安全
に登降園
するよう
に伝え
た。
職員間で
も危険な
ときには
すぐに声
をかけた
りするよ
うにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　　いつ
もどおり
の様子で
あった。
　
家族が迎
えに来
て、帰る
際きょう
だいが門
を開けて
待ってい
た場所に
走って
行った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

実際は、
家族に引
き渡した
ので、み
ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

看護師が
緊急で止
血した。

保護者
に受け
渡した
後は、
保護者
に任せ
ていた
ことが
多かっ
たので
はない
か

手を繋いで
帰ることを
子ども達と
約束し、登
降園してい
る姿を見守
るようにす
る。
又、危険が
あるときに
はすぐに声
を掛けるよ
うにする

5391

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

9 3 3 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯の打
撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもの
人数に対
して、規
定の保育
者の人数
が入って
いたが、
担任から
当番の保
育者に口
頭で引き
継ぎをし
ていたの
で子ども
にしっか
りと目が
行き届い
ていな
かった

担任から
当番の引
継ぎをし
ている時
にも子ど
も達に目
を向け、
安全に気
を配る

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者の
引継ぎを
待ってい
る時で、
遊具もな
く、立っ
ていたの
で友だち
同士のふ
ざけ合い
になって
しまった

すぐに引
き継ぎを
終えるこ
とが出来
ない時
は、子ど
も達を座
らせた
り、絵本
を見たり
すること
が必要
だった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

 担任か
ら当番の
職員に引
継ぎをし
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

引継ぎを
受けてい
た

遊んで
いる時
ではな
く人数
も少な
く一列
に並ん
でいる
時だっ
た為、
安全に
待てて
いると
捉えて
しまっ
てい
た。

担任から当
番の保育者
に引継ぎを
する時にも
子ども達に
目を向け、
引継ぎの内
容を上に記
入してお
き、スムー
ズに引継ぎ
が出来るよ
うにしてお
く

5392

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

37 13 11 13 3 3 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨・
尺骨骨幹
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

見張りの
職員の数
は十分い
たが、対
象児が職
員の後ろ
を走った
ときに転
び、止め
ることが
できな
かった。

子どもが
走ってい
るとき
は、座っ
て遊ぶよ
う声をか
けたり、
他の遊び
に誘導す
るなどし
て、しっ
かりと見
守る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

他児の足
につまづ
いた為、
ハード面
での問題
はない。

職員の後
ろ側で遊
んだり、
走りまわ
る子には
声をかけ
るなど、
引き続き
見守りを
しっかり
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体の
他、役割
の場所の
見守りを
してい
た。

役割の場
所での見
守りをし
ながら、
後ろ側な
どにも死
角ができ
ないよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

園外保育
があるの
で、楽し
みな様子
で、いつ
もより活
発であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
で対象児
を見守っ
ていた
が、職員
の後ろ側
で転んで
しまった
ため、防
ぐことが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の場所
で見守り
をしてい
た。

役割の
場所で
見守り
をして
いた
が、子
どもの
予期せ
ぬ行動
に、す
ぐに対
応でき
るよう
にす
る。園
外保育

事故を未然
に防げるよ
う、毎朝、
ホールや園
庭に出る前
に、子ども
たち全員に
遊ぶ時の約
束や注意事
項を話す
等、引き続
き見守りを
しっかりと
行う。

5393

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

下顎前歯
永久歯の
外傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度4
回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
12回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
12回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
12回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

リトミッ
クをする
際の、園
児間の間
隔が不十
分だっ
た。

リトミッ
ク等、動
きのある
活動をす
る際は、
保育室で
行うので
はなく、
より広い
遊戯室で
行うなど
して、園
児間の間
隔を十分
に確保す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラスの
園児たち
のリト
ミックを
指導する
立場とし
て、園児
たちの前
の位置に
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

リトミッ
クの時間
において
は、ほか
の職員は
参加して
いなかっ
た。

活動中
の安全
確認が
不十分
だっ
た。

リトミック
の活動中、
園児間の間
隔が狭く
なっていな
いか等、担
当職員は指
導の中で、
安全面の確
認も行う。
一人で確認
が難しい場
合は、主任
やフリー担
当の職員に
手伝っても

5394

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 9 7 8 2 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

職員間で
事故経過
について
共有した
うえで、
改めて事
故防止に
ついての
情報共有
等話し合
いを行っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

柔らかい
マットの
使用や
マットを
重ねるな
どし配置
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

マルチパ
ネル周辺
のマット
上は移動
しないよ
う、声掛
けや見守
りを行
い、再度
子どもた
ちと約束
事を確認
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

午前中
に、行事
的な活動
があり、
楽しい気
持ちで高
揚してい
たこと
や、週末
の疲れな
ども出て
きて注意
力も落ち
ていたの
ではない
かと思わ
れる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児が普
段から楽
しんでい
るあそび
のため、
少しはな
れた別の
遊びの
コーナー
の子ども
達とかか
わってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別のあそ
びのコー
ナーで他
児とかか
わってい
た。

子どもたち
の様子に注
意深く目を
配り危険行
為に繋がり
そうな際は
事前に注意
を促すよう
にする。ま
た、高さの
ある遊具を
使用する際
は、保育者
はすぐに手
の届くとこ
ろで見守
る。

5395

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

12 3 3 2歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右すねの
骨折（ヒ
ビ）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
３～４　)
回/年

2.基
準配
置

不安定な
台の上に
乗るにも
かかわら
ず、子ど
もに注意
を促すた
めの保育
者の声か
け不足。

園庭長
（子ども
の遊びに
加わら
ず、園庭
の危険を
注視する
保育者）
を配置
し、危険
を判断、
周知を行
う。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

好奇心が
旺盛な子
で、色々
なことに
挑戦しよ
うとする
姿が見ら
れる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

どこでど
んなこと
をして遊
んでいる
かは把握
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもた
ちの動き
は把握し
ていた
が、入室
時の時間
で他の子
どもの対
応を行っ
ていた。

どこで
どんな
ことを
して遊
んでい
るかは
把握し
ていた
にもか
かわら
ず、危
険を判
断でき

職員会議を
開催し、保
育者間で周
知を行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5396

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 9 7 2 2 4歳
1.男
児

弱視、眼鏡
使用

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

身体的特
徴やそれ
に対して
の配慮事
項を含
め、運動
機能や発
達に関し
て学ぶこ
とが不足
していた
と考えら
れる。

配慮が必
要な園児
に対する
情報は、
職員間で
共有をよ
り具体的
に伝え
る。
運動機能
に差があ
る異年齢
の活動時
は活動場
所、時
間、内容
（方法）
を検討
し、鬼
ごっこな
どゲーム
性が高く
スピード
感がつき
やすい活
動につい
ては、
個々のス
ペースを
確保し見
守りなが
ら活動を
行うよう
にする。

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

要因なし

事故の状
況から、
施設設備
環境面で
改善事項
はないと
考えられ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

要因なし

要因はな
いが保育
士の見守
りや声掛
け等でリ
スクを減
らせる可
能性もあ
る為、今
後の活動
に於いて
はより注
意をし活
動を行う
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
は経験し
ている活
動であ
る。追い
かけられ
る側で
あった。
後ろを振
り返りな
がら鬼が
他児を
タッチす
る様子を
見ながら
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

活動内容
は1種の
ため、活
動に参加
していた
15名（4
歳児8名5
歳児7
名）の園
児を1名
の保育士
は園庭で
全体が見
渡せる位
置に移動
し声掛け
をしなが
ら子ども
の活動を
見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

集団遊び
に参加で
きない1
名の園児
がいたた
め、園庭
よりほか
の場所で
保育を
行ってい
た。事故
が起きた
時間は園
庭にいな
い

眼鏡を
使用。
そのた
め運動
時には
身体の
バラン
ス調整
を崩す
場合が
あり転
倒など
につな
がる危
険性が
あっ
た。

活動の制限
は設けてい
ないが本児
の運動能力
に他児と差
が生じてく
る場合の個
別対応は、
本児をサ
ポートでき
る位置で今
後見守りを
行う。

5397

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

19 5 4 5歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

事前に的
確な補助
の仕方を
確認、統
一したも
のを整え
て職員で
共有する
べきで
あった。

事故後に
体育教室
の先生に
改めて補
助の仕方
の助言を
頂いた。
個々の子
どもの体
格や体力
に対応す
る事が必
要であ
り、この
事を職員
全員で確
認した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

園庭の芝
には特に
問題はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱は
室内の遊
戯室では
回数をこ
なして練
習をして
きたが園
庭の芝生
の上で練
習するの
は２回目
だったに
もかかわ
らず高い
段に挑戦
させてし
まった。

芝生の上
での跳び
箱を跳ぶ
感覚にな
れるまで
は、高い
段数に挑
戦しない
など配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で７
段に挑戦
をするの
が２回目
であり少
し緊張気
味であっ
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

跳び箱の
すぐ横に
補助に付
いてい
た。本児
が跳び箱
を跳び着
地の際に
バランス
を崩し落
下をする
際本児の
左肩・脇
のあたり
を支える
が支えき
れなかっ

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
は跳び箱
のほかに
も鉄棒が
出ており
その補助
に付いて
いた。他
の職員も
数名園庭
にいて、
様子を見
ていた者
もいた。

7段の高
さに対
して自
信を
持って
跳べる
という
段階で
はなく
自信を
付けて
から跳
ばせる
べきで
あっ
た。

低い段数を
繰り返し跳
び、徐々に
段数を増や
していき自
信を付けさ
せてあげ
る。更に緊
張の度合い
をみて一呼
吸おかせる
等の緊張を
ほぐさせる
事も必要で
あった。

5398

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

12 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

上前歯2
本脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

園内研修
で学んだ
こと（け
がを避け
る体の使
い方）を
子どもた
ちに反復
して、身
につくよ
うにして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

施設整備
面におい
て改善策
は無し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

次の動き
に移る際
にけがを
しないよ
うに声を
かけるこ
とが不足
してい
た。

言葉がけ
によっ
て、子ど
も自身が
けがにつ
ながるこ
とを気付
くようす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室内
を探し物
ごっこを
終え普段
通り歩い
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育室内
で、探し
物ごっこ
を終えて
座るよう
に言った
際に転倒
を目撃。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう一人
の職員
は、子ど
もたちの
排泄をト
イレにて
見守って
いた。

いかなる時
において
も、けがに
つながるこ
とを認識し
子どもに危
険を伝え
る。

5399

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

22 22 3 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨・若
木骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
随時　)回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし
（屋上園
庭には、
他のクラ
スはいな
かった）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
一緒に保
育士を追
いかけて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

追いかけ
てくる子
どもの様
子をうか
がいなが
ら逃げて
いたが、
ちょうど
視線をず
らした瞬
間に事故
が起き
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名は、
固定遊具
の場所で
安全見守
りをして
いた。も
う1名
は、担当
児（加配
児）の見
守りをし
ていた。

保育士
が目を
離した
時に事
故が起
こっ
た。

追いかけっ
こをしてい
ても、子ど
もの動きの
状況把握に
努める。

5400

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

46 0 0 0 16 15 0 15 5 5 5歳
1.男
児

身体の使い
方のコント
ロール力に
弱さが見ら
れ、以前に
も保育士の
許可なく跳
び箱に突進
しぶつかる
事もあっ
た。また一
点集中傾向
にあり注意
をする事に
も困難さが
うかがえ
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

研修等は
行ってい
るもの
の、子ど
も一人ひ
とりの特
性を配慮
し突発的
な行動を
予測する
スキルを
向上させ
対応する
事が大切
と考え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

特になし

園庭遊具
の使用方
法につい
て改めて
子ども達
に説明。
またどの
様な怪我
に繋がる
か勉強会
を行う。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

身体の使
い方に弱
さが見ら
れること
から（急
に走る、
急に動く
など力加
減のコン
トロール
が難しい
様子）急
にペダル
を踏んだ
後の対応
に身体が
付いて行
かなかっ
たように
考えられ
る。

自宅でも
身体のコ
ントロー
ルについ
ては市の
関係機関
に通って
いる。園
でも引き
続き体操
やかけっ
こ、ボー
ル遊び等
を通して
身体のコ
ントロー
ルがス
ムーズに
なる様心
掛ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特別突発
的な動き
が多いと
いう事も
なく午前
中は過ご
してい
た。夕方
も、普段
通り遊ぶ
姿が見ら
れた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

同じ園庭
内にてト
ランポリ
ンで遊ぶ
子ども達
について
いた保育
士の前で
三輪車を
急発進し
て転倒。
急な事で
一番近く
にいた保
育士も対
応に行け
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で遊
んでいる
中、他保
育士は適
度な距離
を保ちな
がら全体
的な見守
りをして
いた。

特にな
し

身体の動き
のコント
ロールが難
しい面があ
る為、力強
くこいだ場
合の対応が
分からな
かったと思
われる。子
どもの突発
的な行動を
予知し、危
険な行為に
至らない様
声をかけて
いく。

5401

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 0 0 0 8 8 6 0 3 3 5歳
1.男
児

身体の使い
方のコント
ロール力に
弱さが見ら
れ、７月２
１日にも三
輪車を急発
進し転倒、
指の骨を骨
折という怪
我を負っ
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

ボールの
扱い方を
段階を
追って練
習する事
で、ボー
ルとの距
離感をつ
かんだ
り、身体
の使い方
が上手に
なる様工
夫する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

特になし

ボールは
子どもの
年齢に応
じたもの
を使用し
ている
が、子ど
もの力量
によって
はソフト
ボールに
替えるな
どの対応
が必要で
ある。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

他者との
距離感、
物との距
離感等つ
かむのが
難しい面
がある。

同年齢の
友だちと
の関わり
が上手で
はない
為、保育
士が仲立
ちをしな
がら程良
い距離感
を指導い
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

楽しく
ドッヂ
ボールに
参加して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッヂ
ボールを
一緒に
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他保育士
はそれぞ
れの学年
の子ども
を見守っ
ていた。

特にな
し

日常的に距
離感をつか
む事が難し
い面がある
為、現在も
作業療法士
の指導のも
と療育を受
けている。
引き続き療
育の指導も
受けなが
ら、園でも
様々な体験
を通して、
他者や物と
の距離感や
身体の感覚
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5402

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

45 0 0 14 16 15 0 0 6 6 4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部 裂傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員は多
めに配置
していた
ものの、
公園に着
いた直後
分散した
際保育士
の視線が
向けられ
ていな
かった
為、それ
ぞれ配置
に着いた
後に子ど
もを分散
させる様
にする。

職員は多
めに配置
していた
ものの、
公園に着
いた直後
分散した
際保育士
の視線が
向けられ
ていな
かった
為、それ
ぞれ配置
に着いた
後に子ど
もを分散
させる様
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

特になし

子ども達
が力試し
をしたい
欲求の
下、木に
ぶら下が
る事は想
定内では
あるが、
いつでも
危険が回
避できる
様職員を
必ず配置
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

いつも遊
んでいる
公園で
あって
も、定期
的に、公
園内のリ
スクにつ
いて説明
する。特
に木にぶ
ら下がる
時には
「先生が
いる時」
という決
まりを
しっかり
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子は見ら
れなっ
た。公園
につき遊
び始める
事を楽し
みにして
おり真っ
先に木へ
走って
行ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもと
職員が同
時に分散
した為、
該当場所
への見守
りが甘く
なってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもを
見守って
はいたも
のの、該
当場所へ
背を向け
てしまっ
ていた。

公園で
の危険
予知力
につい
ての勉
強が足
りな
かっ
た。

公園の安全
確認終了
後、リー
ダー保育士
のみ子ども
と残り、他
保育士が配
置に着いた
事を確認し
てから子ど
も達を遊ば
せるように
する。

5403

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

75 5 11 14 15 15 16 13 12 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

・R2.8月
頃、いつ
も木の手
入れや環
境整備に
ご協力し
てくだ
さってい
る協力者
の方が
ターザン
ロープを
作ってく
れ、大き
い子から
試しに遊
んでい
た。
・ターザ
ンロープ
は保育士
も一緒に
やってい
たのに、
楽しんで
いるから
と子ども
たちだけ
にして保
育士が離
れていた
こと。
・担任が
子どもた

・高い所
からの遊
びは大人
が必ずそ
ばにい
る。
・職員が
予測でき
ないので
複数体制
で保育に
あたる。
・子ども
任せで遊
ばせず
に、ス
ピードが
あるもの
は大人が
一緒にか
かわる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

木にぶつ
かる想定
をしな
かった。
スタート
地点に
印、執着
地点にス
トッパー
又は安全
クッショ
ン等を設
置してい
なかっ
た。

安全管理
が困難な
ためター
ザンロー
プを撤去
する。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

始めたば
かりのあ
そびなの
に保育士
が離れた
こと。

遊具の遊
び方につ
いて改め
て職員へ
周知す
る。複数
体制をと
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

裏山の
ターザン
ロープで
6人の子
どもたち
と遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ターザン
ロープが
ある山に
向かって
左下のと
ころで見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

該当児が
乗ってい
るロープ
が高く上
がってい
るのを見
ていた
が、大丈
夫だろう
と思い声
をかけな
かった。

複数の
職員で
行かな
かった
こと。
子ども
たちだ
けに遊
びを任
せてし
まった
こと。

子どもの予
測できない
動きがある
からこそ、
園外の遊び
の場合は、
複数で出か
け、連携を
とってしっ
かりと子ど
もを見守
る。

5404

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 12 9 4 4 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

特に問題
はなかっ
た。

園児の動
きを常に
把握し、
危機意識
を持つ。
職員全員
による事
故予防研
修の実施
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

特に問題
はなかっ
た。

今後も、
危機管理
をもって
安全に過
ごせる環
境面に気
を配る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

力が入り
すぎ足を
滑らせた
際に、体
のバラン
スを崩し
てしまっ
た。

走るト
ラックの
コーナー
に水を撒
くなど、
滑らない
対策を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年長児9
名、年中
児１2名
でバトン
リレーを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任２名
はリレー
の補助を
行いなが
ら、走る
様子を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任以外
の保育者
２名も、
本児の動
きを見
守ってい
た。

地面の
乾き具
合によ
り滑り
やすい
環境に
なって
いるこ
とへ
の、確
認・配
慮が足
りな
かっ
た。

可能な限
り、危機が
起こる前に
予見し、危
機の回避を
図る方策と
体制（安全
管理）を整
えることが
重要であ
る。そうし
た安全管
理・危機管
理の視点に
立って、子
どもたちが
安心して過
ごせるよう

5405

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 5 7 4 4 1歳
2.女
児

4月6日、登
園して間も
なく午前9
時過ぎに間
代性痙攣発
作数分あ
りー受診し
脳波異常な
し。その後
は経過観察
中

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12　)回/
年

2.基
準配
置

保育士が
2人で高
さ50㎝の
ウレタン
滑り台の
両側で見
ていたが
転倒し
た。

当園児は
体動がス
ムーズで
なく転び
やすいの
で、動き
やすい体
作りを援
助する

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

万が一の
事を考え
滑り台の
周りには
マットを
敷いてい
たが、転
倒し怪我
をした

1才半に
なり大人
の言う事
が理解で
きる時期
なので
「滑りや
すい」と
学ばせる

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当児は言
葉を話せ
ない為、
滑るタイ
ミングが
保育士に
は分かり
ずらかっ
た

当児の特
徴を考慮
し、保育
士は手を
添える工
夫を援助
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当児は滑
り台がど
こまで進
んだら滑
り落ちる
のか、理
解してい
なかった
から、1
歩前に出
たら滑り
だしたの
ではない

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台の
両側に付
いて見
守ってい
たが、突
然の動き
に保育士
は手を差
し伸べる
のが遅れ
たのでは
ないか

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の別
の遊びを
見守って
いたので
見ていな
かった

日々両
手を
使った
遊びが
足りな
かっ
た。上
手に滑
れると
先入観
があ
り、油
断して

遊びの中で
四肢を使っ
た運動をす
る。その時
の体調や周
囲の環境に
より、思わ
ぬ怪我を引
き起こすこ
とを踏まえ
て、常に細
心の注意を
払う。

5406

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 15 3 3 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1２)回/
年

1.基
準以
上配
置

問題はな
かった

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）

事故発生
時保育室
内のテー
ブルやい
すは整頓
されてい
たが、引
き続き室
内の整理
整頓に心
がける。
また、子
どもたち
の動きに
合わせ、
歩くス
ペースを
できるだ
け広くと
るよう再
度テーブ
ルや椅子
等の配置
を見直
す。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

走ったり
気が急い
でいたわ
けではな
いが、室
内は走ら
ないよ
う、足元
をみて気
をつけて
歩くよう
改めて子
どもたち
に話し意
識づけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
午睡明け
でクラス
に戻り、
担任に髪
を結んで
もらった
あと、一
緒に体操
をする隣
の４歳児
に時間を
伝えに
行ってく
る、と歩
き出した
と同時に
転倒し
た。走っ
たわけで
もなく一
瞬のこと
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の髪
の毛を結
び直して
あげた直
後、
「いって
きます」
と足を踏
み出した
と同時に
目の前で
転倒し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
Ａ：午睡
明け保育
室にいた
が、事故
発生時は
用事で事
務室にい
た。
Ｂ：調理
室におや
つのワゴ
ンをとり
に行って
いる間に
転倒し
た。

問題はな
かった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5407

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

　 5歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手橈骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

職員の人
数は基準
内。迎え
に来た母
親に渡し
た後の事
故であっ
た。

母親に子
どもを渡
した後で
も、気を
付けて帰
るように
声をかけ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

玄関前の
手すりの
下に子ど
もが乗り
やすい土
台があ
る。また
手すりの
隙間から
子どもが
抜き出す
ことが出
来る広さ
がある。
今回は、
背負って
いた
リュック
サックが
手すりに
引っ掛
かった。

手すりは
障害車用
のスロー
プに付け
てあるも
のであ
る。子ど
もが遊ば
ないよう
に、物を
置く事は
できな
い。

7.その
他

園児に
は、常日
頃から、
手すりに
乗らない
ように伝
えてい
る。母も
危ないと
注意して
いたが、
本児は危
険性を感
じていな
かったと
思われ
る。

今回、事
故があっ
たことを
話しなが
ら、手す
りで遊ぶ
ことは危
険である
ことを、
再度、伝
えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4人兄弟
の3番目
で、活発
な子。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

母親に渡
した後の
事故で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

母親に渡
した後の
事故で
あった。

落ち着
きのな
い子。
送迎
時、家
族がい
ると、
テン
ション
が高く
なる。
また、
担任の
話を聞
いてな
い時も
ある。

個人の特徴
を捉え、適
宜声を掛け
ていく。

5408

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

24 1 1 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

マニュア
ルを再度
周知する
ととも
に、今回
の事故の
検証を職
員全員で
行い再発
防止に努
める。

実施頻度(
12　)回/
年

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
12　)回/
年

毎月の自
己点検を
しっかり
と行い報
告する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

一人一人
の動きを
見守る中
で、危険
が予測さ
れるとき
には声を
かけた
り、動き
を止め
る。時間
的にゆと
りのある
計画をた
てる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

トイレか
ら出た廊
下で、
しゃがみ
込んで上
履きを履
いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くで見
守りをし
ていて、
走らない
よう注意
喚起はし
ていた
が、一名
の年中児
男児が
走って保
育室から
出てきて
負傷児と
ぶつかっ
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

負傷児担
任は保育
室にいた
為、対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

子どもたち
の見守りを
する際、
様々なリス
クを想定
し、対応す
ることを心
がけるよう
にする。保
育士自身が
ゆとりを
持った行動
を心がけ
る。

5409

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 4 4 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

1)左橈骨
遠位端骨
折　２）
左尺骨遠
位端骨折
３）左肘
関節捻挫

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

障がい物
（戸板）
を超える
際に足が
引っか
かってし
まったこ
とで、前
方へ倒れ
るように
落下して
しまい受
け身が不
十分に
なってし
まった可
能性が考
えられ
る。

職員研修
において
事故の要
因を全職
員で共有
し、戸板
越えの際
に職員は
前方に配
置し落下
を防止出
来るよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(６２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

特になし

ハード面
での問題
は確認さ
れなかっ
た為、現
行の対応
を継続す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1人ずつ
戸板越え
を行って
いた。

これまで
以上に運
動会に向
けた活動
につい
て、一つ
一つの動
作、手
順、気を
付けるこ
となどを
理解し、
注意をし
ながら保
育をする
ことを職
員間で周
知徹底す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段より
も活動的
に動く姿
が見られ
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

担任は、
対象児童
の背後か
ら補助を
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

戸板の両
脇を2名
の職員で
支えてい
た。

担任1名
が、遅
番で
あっ
た。

運動遊びの
際には、職
員が子ども1
人ひとりの
動きをしっ
かり確認
し、どの様
に補助を行
うか職員間
で確認し合
う。

5410

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

　 19 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯破折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３ )回/
年

2.基
準配
置

ホールで
布団敷き
をしてい
た子と、
クラスに
戻る子が
分散して
しまい、
目がいき
届かない
状況に
なってし
まった。

ホールか
ら退室す
る際、落
ち着いて
移動がで
きるよう
にし、最
後の一人
の退室ま
で確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

活動の切
り替えの
時間で、
子どもが
自由に動
ける空間
もあっ
た。

活動の切
り替えの
時間は子
どもの気
が緩むの
で、危険
な行為が
ないか常
に目を向
け、子ど
もの導線
を考えた
移動方法
を声掛け
する。

5.睡眠
(午睡)
中

ホールに
残った子
どもを、
最後の一
人まで確
認してい
なかっ
た。

3クラス
の布団敷
きを年長
クラスが
敷いてる
ので負担
が大きい
と考え
る。クラ
ス単位で
布団敷き
をするよ
うに改善
する。

・活動の
切り替え
で早く保
育室に戻
ろうと急
いでい
た。

・活動の
切り替え
で、ホー
ルに数名
を残し隣
の年長児
クラス保
育室に向
かった。

(具体的
内容記
載）
・各担当
クラスの
保育。

ホール
で布団
敷きを
してい
た子
と、ク
ラスに
戻る子
が分散
してし
まい、
目がい
き届か
ない状
況に
なって
しまっ
た。子
どもの
導線を
考えた

3クラスの布
団敷きを年
長クラスが
敷いてるの
で負担が大
きいと考え
る。クラス
単位で布団
敷きをする
ように改善
する。移動
の際は最後
の一人まで
確認する。

5411

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

12 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

事故防止
マニュア
ルを周知
徹底す
る。
予想され
る危険を
察知し、
職員配置
を決め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

今後も安
全点検を
徹底し、
危険な箇
所等があ
れば至急
改善す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士の
立ち位置
なども一
部が死角
にならな
いように
配慮し、
保育の安
全面への
徹底に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもの特
性を知り、
ケガや事故
に合わない
ように細心
の注意を払
うととも
に、職員同
士の連携を
しっかりと
とってい

5412

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 7 4 3 2 2 5歳
2.女
児

　１歳位ま
では頻繁に
熱性けいれ
んを起こし
ていたが、
その後徐々
に少なくな
り、ここ１
年半は起こ
していな
かった。

食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

1.意識不
明

熱性けい
れん

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

　職員会
などでマ
ニュアル
等を再度
確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし
6.食事
(おや
つ)中

　日頃は
３７．５
度以上有
る場合
は、連絡
を入れる
事になっ
ている
が、元気
であって
も帰園後
（行事参
加）には
必ず検温
する様に
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　今回は後
少し遅けれ
ば、救急車
を呼ぼうと
考えていた
が、次回か
らは早めに
呼んでも良
いのではな
いかと思
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5413

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 3 6 4 3 0 1 0 5 3 1歳
1.男
児

　朝の合同
保育の時間
で、乳児と
幼児が同じ
部屋にい
た。本児に
は軽度の自
閉症、軽度
～中度の知
的障害があ
り、手持ち
無沙汰にな
ると床に寝
転がってし
まうことが
多く、より
注意が必要
だった。ま
た、職員は
5名いた
が、１人は
0歳児の部
屋、1人は
片付け、1
人はプール
の水量の確
認に行って
いて、一時
的に大人の
数が少ない
状況だっ

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左両前腕
骨遠位端
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

　事故が
起きた当
日、職員
は5名い
たが、１
人は0歳
児の部
屋、1人
は片付
け、1人
はプール
の水量の
確認に
行ってい
て、一時
的に大人
の数が少
ない状況
になって
いた。

　片付け
や準備な
ど、後で
出来る事
は後回し
にし、保
育を優先
するよう
にしてい
く。ま
た、職員
同士声を
かけ合い
子どもを
見ていく
ようにし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

　今回の
事故で
は、設備
面が直接
的な原因
にはなっ
ていない
が、限ら
れた面積
であるこ
とからそ
の都度危
険な個所
がないか
どうか確
認してい
く必要が
ある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　子ども
たちが集
まってい
るところ
に２人の
職員がつ
き、当該
児が1人
になって
いた。

　絵本を
見ている
子どもた
ちとは離
れた場所
に当該児
がいた。
配慮が必
要な子で
あったの
で、特に
職員の配
置に気を
つけるべ
きだっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　体調が
悪いとい
うことは
なかっ
た。た
だ、普段
から手持
ち無沙汰
になると
床に寝転
がってし
まうこと
が多く、
事故当日
も他児と
は離れた
ところで
寝転がっ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　部屋の
中央で子
どもたち
を集め、
手遊び、
絵本の読
み聞かせ
をおこ
なってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　担当職
員が絵本
の読み聞
かせを
行ってい
るところ
に一緒に
いて、子
どもたち
を見てい
た。

　本児
には軽
度の自
閉症、
軽度～
中度の
知的障
害があ
り、手
持ち無
沙汰に
なると
床に寝
転がっ
てしま
うこと
が多
く、よ
り注意
が必要
だっ
た。

　全体を見
る人と、配
慮が必要な
子につく職
員の役割分
担を決めて
おく。ま
た、寝転
がっている
子がいた場
合は声をか
け楽しい遊
びに誘って
いくように
する。

5414

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 0 4 6 1 4 0 0 4 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
折・左肘
挫傷・左
肘前腕挫
傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士が
何人かお
り、誰か
が見てい
ると思っ
てしまっ
ている。

職員の配
置を職員
会議で再
確認す
る、

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ 　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

滑り台の
横にある
飾りの部
分に登っ
てしまう

飾りの部
分には登
らない
ルールの
徹底

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

危険な行
為を口頭
で注意し
ただけ
で、目を
離してし
まった。

滑り台で
遊んでい
る子がい
る時には
目を離さ
ない

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段より
多動性が
あり、体
の動きが
活発に
なって、
少し危険
なことに
チャレン
ジしたく
なってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

繰り返し
危ない状
況を注意
していた
が、高さ
もそれほ
どないの
で1・2歳
児が部屋
に入る手
伝いをし
ようと背
中を向け
た時に落
下した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1・2歳児
が部屋に
入るた
め、靴を
脱がした
り足を
洗ったり
してい
た。

下に
クッ
ション
マット
がひい
てあ
り、高
さも
90cmく
らいの
ところ
なの
で、万
が一落
下して

滑り台で子
どもが遊ん
でいる時
は、声をか
け必ず誰か
が目を離さ
ず見るよう
にする。

5415

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

18 6 6 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

舌中央裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
6　)回/年

2.基
準配
置

転倒した
子どもの
そばには
担当保育
者が不在
で職員配
置が適切
でなかっ
た

朝のミー
ティング
時にどの
保育者が
どの子を
担当する
のかを再
度確認し
合う。職
員同士の
連携を密
にし、子
どもの動
きや全体
を把握し
て職員を
配置。責
任者を決
めて対応
する。園
全体での
会議の
他、人
的、物的
環境を変
えたこと
により子
どもに
とって安
心安全な
環境が
整ったか
を検証す
る0歳児

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

室内で月
齢差や発
達の異な
る子ども
が入り混
じって遊
んでいた

0歳児職
員全員で
室内を見
直し、検
証会議を
する
月齢や発
達に応じ
て柵でク
ラスを2
つに分
け、安全
に遊べる
ようにす
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自分の担
当の子ど
も以外の
子どもに
も目を向
けてしま
い、担当
する子ど
もの様
子、動き
をしっか
り見てい
なかった

0歳児は
保育者1
人で3人
の子ども
を保育す
るので自
分の担当
の子ども
を責任を
持って保
育し、安
全に生活
できるよ
うにする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

歩行し始
めたばか
りでバラ
ンスを崩
し転倒し
やすい
舌を出す
くせがあ
る

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当の子
どもを他
の保育者
に任せ食
事の片付
けをす
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子ども全
体をみて
保育して
いたので
その子ど
もが転び
そうに
なった時
手が届か
なかった

片付け
に入る
時等、
担当の
子ども
を保育
できな
い時、
他の保
育者に
「誰を
たのみ
ます」
という
声がけ
ができ
ていな
かった

おむつ替え
や片付け等
で担当の保
育者が保育
できない時
は、他の保
育者にしっ
かりと保育
を依頼し連
携を取る。
保育者の人
数が少ない
場面では手
遊びや絵本
を見る、リ
ズム遊びを
みんなです
る等、子ど
もたちが落
ち着いて過
ごせるよう
に保育す
る。　　事
故を起こさ
ないように
気を付けて
保育しなが
らも、保育
者が楽しん
で保育する
よう心がけ
る。

5416

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

23 2 2 6歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨遠
位端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

正門の
前、玄関
前、保育
室前テラ
スは地面
がコンク
リートに
なってい
る。

コンク
リート部
分では走
らないよ
うにし、
さらに子
どもがよ
く通る部
分には安
全マット
を敷くよ
うにし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大勢の子
が同時に
走り回る
鬼ごっこ
で、すべ
ての子ど
もの動き
に保育士
が対応で
きない部
分があっ
た。

保育士か
ら死角部
分に行か
ないよう
にし、目
の届く範
囲で遊ぶ
ようにす
ること
で、危険
があった
らすぐに
声がかけ
られるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発に動
き回るタ
イプの子
で、普段
からよく
転ぶ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一緒に鬼
ごっこに
参加して
いたた
め、離れ
たところ
から追い
かける子
と逃げる
子を全体
的に見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

年少クラ
スも同じ
園庭で遊
んでいた
ため、担
任の他に
3名の保
育士がお
り、転ん
だ際にも
すぐに近
くにいた
保育士が
対応し、
担任に知
らせた。

特にな
し

特になし

5417

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 2 2 15 0 0 19 0 5 5 6歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

固定遊具
のいずれ
か子ども
が遊ぶ時
は、必ず
保育士が
その場所
につくこ
とになっ
ている。

固定遊具
それぞれ
の遊び方
の再確認
と、職員
の配置や
援助の仕
方の徹底
を図る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

鉄棒の下
にマット
が敷いて
あり、支
柱もカ
バーをし
てある。

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児の後
ろに職員
がいたが
低い鉄棒
の子ども
に目がい
き、咄嗟
に助ける
ことがで
きなかっ
た。

1つの鉄
棒に2人
までに
し、目が
届くよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
体操教室
に通って
いて、連
続足掛け
逆上がり
ができる
ようにな
り、この
日も得意
になって
行ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　
低い鉄棒
で遊んで
いた子に
目を向け
て再び見
た瞬間、
落下の様
子を目撃
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
各自クラ
スの子ど
も達を見
ていた。

鉄棒の
低・
中・高
の３連
で子ど
もがそ
れぞれ
遊んで
いたの
で、職
員の目
が届か
なかっ
た。

高度な技を
している子
の補助は怠
らないよう
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5418

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

18 1 1 6歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

6.その他 1.頭部
左耳介血
腫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

移動の際
には保育
士が付き
添い、子
どもが慌
てないよ
う保育士
が子ども
の変化に
気づくよ
うに注意
をして見
守る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

トイレの
タイル、
サンダル
が滑りや
すくなっ
ていない
か点検を
した。古
い滑りや
すいサン
ダルは処
分した。
転倒時ケ
ガに繋が
る突起物
を点検
し、危険
なものは
排除し
た。

7.その
他

トイレは
狭く滑り
やすい場
所である
ことが視
覚で伝わ
るよう表
示を付
け、注意
喚起をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

食事マ
ナーを意
識するよ
うにな
り、食事
を済ませ
てから排
泄に行こ
うと我慢
していた
ので、急
いでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
訴えを聞
き、急い
でいるこ
とに気づ
き、「気
をつけて
いくんだ
よ」と声
を掛けた
が、他児
の食事の
片づけや
食事中の
子どもへ
の対応に
追われて
いた為つ
いて行く
ことが出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
の園児の
食事の対
応をして
いた為

生活習慣が
身について
いる、排泄
が自立して
いることに
安心せず危
険予測を行
う。保育士
が常に安全
意識を持
ち、子ども
に付き添
う。また子
ども自身が
慌てず、周
りをよく見
て行動する
よう日頃か
ら指導を繰
り返す。

5419

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

83 0 0 0 30 27 26 7 7 6歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
５０　)回
/年

2.基
準配
置

ブランコ
付近で柵
をくぐ
る、ブラ
ンコ内に
侵入をす
る、柵を
鉄棒のよ
うにして
遊ぶとい
う想定と
職員のブ
ランコに
対する危
機感が不
十分で
あった。

一つ一つ
の遊具の
危険リス
クについ
て話し合
い、職員
で危険回
避の意識
を持つ。
また、遊
具の柵で
遊ぶかも
しれない
という意
識も高め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９３　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９３　)
回/年

ブランコ
の柵で鉄
棒のよう
に遊ぶの
ではない
かという
予測不
足。

ブランコ
の柵は遊
びに使用
しない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブランコ
の柵で逆
上がりを
しようと
した。

ブランコ
の柵を鉄
棒のよう
に遊ぼう
とした時
には、危
険なので
止める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びの途
中で、休
憩をしよ
うとブラ
ンコの柵
に立ち
寄った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は出勤前
であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊びには
ついてい
たが、ブ
ランコに
は子ども
が遊んで
いなかっ
たので、
ついてい
なかっ
た。

ブラン
コの柵
は、鉄
棒のよ
うに遊
ぶ場所
ではな
いこと
を、事
前に園
児に周
知して
いくよ
うにす
る。

今後は、ブ
ランコの柵
を遊具とし
て遊ばな
い。柵の近
くに子ども
が遊びに
行った時に
は職員が配
置する。

5420

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

15 3 3 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/週

1.基
準以
上配
置

事故が起
きて振り
返ると
「担任
は、日頃
からよく
動き、転
びやすい
ことを感
じていた
こと」
「家庭で
も膝から
崩れて倒
れること
が多かっ
たこと」
を把握し
た。その
ため日頃
から、家
庭との連
携、一人
一人の体
の動かし
方、使い
方を含
め、運動
発達を意
識しての
関わり、
働きかけ
が弱かっ
たことや

日頃か
ら、保護
者との連
携を大切
にし一人
一人の運
動発達を
意識し、
会議等で
も子ども
の姿とし
て話題に
し、皆で
考える機
会を持
つ。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

園庭で平
地で何も
ないとこ
ろでの、
出来事で
あったた
めなし。

なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

幼児園庭
の凸凹も
ない状態
の、広い
環境で安
全に体を
動かして
遊ぶこと
が出来る
ようにし
ていた。

転んだ原
因となる
ものはな
いが、引
き続き段
差や躓き
につなが
る環境は
取り除い
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝からい
つも通り
元気に登
園。本児
はフラ
フープを
使っての
引っ越し
遊びに参
加し、本
児は他児
と同じ場
所になり
その場所
に入れず
悲しい表
情で立っ
ていた。
その後、
保育士に
手をつな
いでも
らって本
児の動く
ペースに
合わせて
他のフラ
フープに
移動する
途中、
1.2m先何
もないと
ころで、

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

本児とは
1.5ｍ離
れたとこ
ろにいた
が、悲し
い表情で
立ってい
た姿にす
ぐ気が付
いて駆け
寄った。
本児に寄
り添い本
児の手を
つなぎ本
児の動き
に合わせ
て他のフ
ラフープ
に一緒に
移動し、
1.2ｍ先
で、膝か
ら崩れ落
ちる状態
で座り込
んだ。手
をつない
でいたこ
ともあ
り、衝撃
を和らげ
ることが

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

引っ越し
遊びの全
体をみて
いたが、
どの子も
場所を見
つけ動き
も止まっ
ていたの
で、本児
が移動す
る姿を目
で追って
いて、座
り込んだ
瞬間を見
ていた。

手をつ
ないで
いたこ
とで良
くな
かった
面があ
るか検
証した
が、手
をつな
いでい
たから
衝撃が
少なく
外傷が
なかっ
たので
はない
か。骨
折した
瞬間
が、座
り込ん
でから
か、そ
の前に
異変が
起こり
座り込
んだの
か、泣
き出し
た瞬間

日頃から泣
き出した瞬
間がいつで
あるかの意
識を高めて
少しでも細
かく記憶に
残していけ
るようにし
ていく。

5421

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

53 0 0 0 18 22 13 0 11 11 6歳
2.女
児

本児は身長
１１６．４
ｃｍ、体重
２７．０ｋ
ｇで比較的
肥満気味の
体型であ
り、普段で
も機敏に動
くことは苦
手である。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
４8　)回/
年

2.基
準配
置

発生時は
登園時で
あり、戸
外で遊ぶ
子ども、
受け入れ
ている子
どもと
様々な状
況の中で
の保育
だった。

戸外で受
け入れの
登園時は
異年齢で
過ごして
いるこ
と、子ど
もの状況
も様々で
あること
を意識し
ながら連
携を取り
合い保育
するこ
と。

1.定期的
に実施

実施頻度
(３００)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３００)
回/年

戸外遊び
は芝生上
である
為、平坦
でなく多
少の凹凸
がある。

毎日園庭
の状態を
複数の保
育士で確
認する。
遊びの内
容によっ
ては、で
きるだけ
凹凸が少
ない場所
を選んで
行うよう
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

異年齢の
戸外遊び
中であ
り、さら
に登園時
で保護者
対応も必
要な時間
帯であっ
た。

戸外で受
け入れの
登園時は
異年齢で
過ごして
いるこ
と、保護
者からの
申し送り
を聞くこ
と、子ど
もの状況
も様々で
あること
を意識し
ながら連
携を取り
合い保育
するこ
と。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

登園して
すぐに、
靴取り遊
びをして
いる友達
を見つ
け、十分
な準備運
動をしな
いまま靴
取り遊び
を始め
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

靴取り遊
びをして
いた職員
は、子ど
もと一緒
に逃げな
がら、追
いかける
本児たち
も含め全
体的に見
ていた
が、咄嗟
の事で本
児の転倒
を防ぐこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、登園
する子ど
もを受け
入れてい
たり、固
定遊具の
遊びに付
き添って
いたりし
ていた。

１２月
で気温
も低い
朝の時
間帯
は、体
も十分
ほぐれ
た状態
ではな
かっ
た。

随時登園し
て戸外遊び
をする前
は、必ず保
育士と一緒
に準備体操
をして体を
ほぐし動き
やすい状態
になってか
ら遊ぶよう
にする。

5422

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

83 0 0 0 30 27 26 7 7 5歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨不
全骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
５０　)回
/年

2.基
準配
置

ブランコ
で遊び慣
れていな
い本児が
ブランコ
で遊ぶ瞬
間を見逃
した。

遊具の危
険リスク
について
話し合
い、職員
で危険回
避の意識
を持つ。
また、子
どもの遊
びの特徴
を会議で
把握し、
慣れてい
ない遊び
は特に気
を付けて
遊びを見
届ける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２９３)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２９３)
回/年

ブランコ
に乗り、
漕ぐ前に
落ちるか
もしれな
いという
予測不足

危険予知
の力を高
め、遊具
に子ども
が来た時
点で職員
は遊具に
配置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブランコ
に子ども
が遊びに
来たが、
職員が配
置しな
かった。
早朝で遊
具が冷た
く、子ど
もの手先
がかじか
んでい
た。

子どもが
遊具に来
た時点で
危機意識
を持ち、
すぐに配
置する。
ブランコ
の鎖が冷
たいこと
もあり、
握れるか
を確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

挑戦して
みようと
いう気持
ちがあっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は出勤前
であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くで遊
びについ
ている保
育士はい
たが、本
児の様子
には気づ
かなかっ
た。

遊び慣
れてい
ない遊
具で遊
ぶ時に
は、危
険リス
クが高
いこと
を予測
して、
ブラン
コに配
置でき
なかっ
た。落
ちた瞬
間を誰
も見て

子どもの運
動能力を把
握し、危険
を予測して
必ず、遊具
につく。遊
んでいる間
は目を離さ
ない。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5423

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 5 9 4 4 2歳
2.女
児

日頃の生活
で、つま先
立ちで歩く
ことが多
い。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨若
木骨折
左足挫傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

全職員が
事故防止
マニュア
ルの熟
読、共通
理解がで
きている
か、しっ
かりと確
認してい
なかっ
た。

職員の危
機管理意
識を高め
たいと思
い、週案
会議や月
案会議で
ヒヤリ
ハットの
報告、文
献の読み
合わせ、
事故防止
チェック
リストの
記入など
行ってい
るが、一
人ひとり
の意識、
理解度を
しっかり
把握でき
ていな
い。事故
防止
チェック
リストを
毎週必ず
確認し、
1週間ご
とに危機
管理意識
を一緒に

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年　毎日

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年
毎日

床暖房が
入ってい
るので、
裸足で生
活してい
る。靴を
はいてい
ない分滑
りやす
い。

体操をす
るときは
できるだ
け部屋で
は行わず
に、遊戯
室で靴を
履いてお
こなった
り、部屋
で体操を
する場合
には走り
回らない
曲を選択
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体操をす
る時のス
ペースが
狭かった
ため、間
隔をたく
さんあけ
て体操が
できてい
なかっ
た。

体操をす
るとき
は、広い
スペース
がとれる
場所で行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

毎日楽し
んでいる
大好きな
体操で
あったた
め、はり
きって体
操をして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の側
に立ち、
一緒に体
操をして
いたた
め、本児
が転倒し
た瞬間を
見たが、
瞬時のこ
とですぐ
に手を差
し伸べら
れなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
以外もう
１人の保
育士が側
で一緒に
体操をし
ており本
児が転倒
した瞬間
をみた
が、瞬時
のことで
すぐに手
を差し伸
べられな
かった。
その他1
名の保育
士は５ｍ
離れた乳
児室南側
のスペー
スで0歳
児のおや
つの介助
をしてお
り、もう
1名の保
育士は
４．５ｍ
離れた調
乳室でお
やつの片

体操を
すると
きに2名
の保育
士が
立って
体操を
してい
たた
め、子
どもの
目線の
位置に
寄り添
えてお
らず、
すぐに
手を差
し伸べ
られな
かっ
た。

保育士間で
声を掛け合
いながら、
常に子ども
の目線に寄
り添い一人
ひとりの子
どもの様子
をしっかり
と把握して
いく。

5424

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

26 26 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(　２　)
回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

・園庭が
乾燥して
おり、滑
りやす
かったと
考えられ
る。

・園庭乾
燥時には
適宜散水
し、すべ
りにくく
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・一つの
ボールに
集中した
複数児が
集中した
ため。

・周囲を
よく確認
し遊べる
ように子
どもに指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・ドッジ
ボールの
際に外野
に転がっ
てきた
ボールを
取ろうと
動き出し
たとこ
ろ、先に
転倒した
他児につ
まづきい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・５歳児
クラス２
６名で
ドッジ
ボールを
実施中、
２人の保
育士がつ
いてい
た。対象
児が転倒
した際
は、すぐ
に駆け寄
り、対象
児の怪我
の確認を
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・同じ遊
びをして
いたもう
一人の保
育士と、
状況確認
を行っ
た。

5425

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

18 18 3 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

　　左上
腕骨外上
顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

晴れの天
気であっ
たが、思
いのほか
気温が低
かった。

鉄の冷た
さを確認
し、実行
すべきか
の判断を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

総合遊具
であった
ため、事
故が起き
た雲梯だ
けでな
く、他の
場所にも
目を行き
届かせる
必要が
あった。

総合遊具
の中で遊
ぶ遊具を
限定する
などの対
策をと
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスで
雲梯がで
きる子が
増え、本
児も挑戦
したい気
持ちが
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の遊具
で遊んで
いる子ど
もの見守
りを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児が
落ちると
いう予想
がなく、
他児の動
きに目を
とられて
いた、

担当職
員の見
守りの
配置が
適当で
なかっ
た。

事故の起き
る可能性が
より高い遊
具に担当職
員がつくべ
きである。

5426

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

36 10 14 12 3 3 5歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第3指
末節骨骨
折・右第
3指皮膚
欠損創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
５　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年
（　1　）
回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
日

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

絵本の読
み聞かせ
の途中か
ら保育室
に入室。
すでに他
の子ども
たちは、
椅子に
座って話
を聞いて
いたの
で、どこ
に座れば
いいのか
座る場所
に戸惑い
があっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

絵本を読
みなが
ら、子ど
もの様子
を全体的
に観察し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

母子分離
ができな
い子や不
安になっ
ている子
に対して
受け入れ
をしてい
た。

早朝保
育時間
の絵本
の読み
聞かせ
は、子
ども同
士の間
隔を取
るため
に、椅
子に
座って
行って
いた
が、椅
子の使
用が転
倒事故
につな

絵本の読み
聞かせの時
には、椅子
を使用せず
に間隔を
取って床に
直接座るよ
うにする。

5427

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

23 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手薬指
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

再度職員
間で共有
する

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

園庭の斜
面を利用
した遊び
場から石
が出てく
る。

危険が伴
うことを
伝える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもに
分かるよ
うに具体
的に声を
かける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
良く動く
お子さん
なので、
普段から
声掛けな
ど配慮し
ている。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

集まる場
所に来る
ことや、
石を持っ
て走るこ
とは危険
だという
ことを声
掛けして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

石を
持って
いた時
に転ん
だこと
は、
知って
いた。

ひざの擦り
傷の他に、
ケガはない
のかを確認
するとき
に、石で挟
まったこと
を想定し
て、手指の
動きの確認
をする。

5428

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

6 1 1 5歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

下Ａ外傷
性歯の脱
落　下Ｂ
外傷性亜
脱臼

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

口に物を
咥える危
険性を認
識し、子
どもに指
導できる
よう周知
する。ま
た、歯が
抜けた際
の対応の
仕方を周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

子どもの
姿として
落ち着き
のない児
が多いな
か、降園
時間に外
などが見
えず、子
どもが
各々動こ
うとする
姿があっ
た。落ち
着いて待
てる環境
の工夫が
足りな
かった。

子どもが
落ち着か
ない時に
は必要に
応じて座
る場所が
分かるよ
うに絨毯
を敷いた
り現具を
準備し、
落ち着い
て行動で
きるよう
にする。

7.その
他

保育士の
目に入り
にくい場
所で保護
者を待っ
ていた

保護者対
応中でも
座って
待ってい
る子ども
の姿がよ
く見える
ように、
保育士の
目に入る
位置に絨
毯を敷
き、絵本
を用意す
ることで
落ち着い
て座って
待てるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

座って保
護者を
待ってい
る時にハ
ンカチを
口に咥え
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもの
受け渡し
中で保護
者対応を
してい
た。

日ごろから
ハンカチな
ど口に入れ
てはいけな
いものを口
に咥えたり
入れたりし
ないという
ことを伝え
ていく。
保護者対応
をしながら
も、待って
いる子ども
の様子も気
にしてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5429

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

93 49 20 24 7 7 6歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

本児の特
徴を保育
士全員が
理解して
いない。
また理解
していて
も十分な
配慮や働
きかけが
できてい
なかっ
た。

同じ遊び
をしてい
る保育士
だけでな
く、勢い
よく走る
姿や、横
を見なが
らはしる
すがたな
ど見かけ
た時には
「前見て
ね」「小
さい子い
るよ」
等、全員
が意識を
し、声を
かけるよ
うにする
ことを周
知した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)
回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

登園時の
自由遊び
のため延
長当番の
職員など
揃ってい
ない職員
もいた。

一人一人
の子ども
の特徴を
担任だけ
でなく職
員間で共
通理解
し、どこ
で遊んで
いても、
誰もが意
識しなが
ら声かけ
をするよ
うに話し
合った。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

夢中にな
り鬼ごっ
こを楽し
んでい
た。周り
は見えな
い様子
だった。
機敏さに
欠けてい
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任はク
ラスの子
どもたち
を、目で
追うよう
にしてい
たが、年
長児であ
ることや
鬼ごっこ
の人数が
少ないこ
と、おそ
らく大丈
夫だろう
という油
断があっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の保育士
は子ども
にかか
わってい
たため、
気づけな
かった。
園庭全体
へ、視野
を広げて
子どもを
見守るこ
とが足り
なかっ
た。

夢中に
なる
と、周
りのこ
とが目
に入ら
ず、注
意散漫
な点
や、は
しゃぐ
姿が
あっ
た。

担任保育士
だけでな
く、戸外に
いた保育士
が、それぞ
れに、全体
の子供を見
るという意
識を持つこ
とが必要
だった。ま
た、注意散
漫な子や、
動きのゆっ
くりな子な
どについて
も共通理解
をし、声か
けをするこ
とを周知し
た。

5430

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

89 2 10 15 15 19 28 15 15 5歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足の剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

なし

転んだあ
とには、
その後の
児の様子
を細かく
観察して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

業者点検
（12）回/
年
固定遊具
（４８）
回/年
可動遊具
（９６）
回/年

1.定期的
に実施

毎日

園庭につ
まずきや
すい段差
や穴等あ
る可能性
がある。

園庭につ
まずきや
すい段差
や穴等が
ないか確
認し整備
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

今後も園
庭全体の
遊びの様
子の把握
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
で、戸外
で縄跳び
をしてい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任はお
休みで
あったた
め代行保
育士が園
庭の全体
の様子を
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

加配保育
士は加配
対象児に
関わりな
がら全体
の様子も
見てい
た。

なし

今後も園庭
全体の遊び
の様子の把
握をしてい
く。

5431

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

68 3 7 11 18 10 19 18 16 6歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指打
撲　　右
小指基節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(40)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

砂で足を
滑らせ
た。ジャ
ンプして
いる際に
自分の足
にから
まった。

園庭に石
ころが落
ちていな
いか、穴
があいて
いないか
等を毎日
確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気分が高
まり、そ
の場で
ジャンプ
を繰り返
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で全
体が見や
すい位置
で子ども
たちを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年長児13
名だけ
だったた
め、職員
が1名で
対応して
いた。

友だち
とのト
ラブル
もな
く、転
倒した
際も保
育士に
訴える
ことが
なく、
気づく
ことが

泣いたり、
痛がってな
くても転倒
した際は必
ず状態を確
認する。
バランス感
覚や足腰が
強くなるよ
うな遊びを
取り入れ、
体幹を鍛え
る。

5432

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

15 4 4 2歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3～4　)回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

１歳児に
対して、
大型の
ボールは
発達に不
適切だっ
たと思わ
れる。

3歳未満
児が戸外
で遊ぶ時
は、事前
に大型の
ボールを
片付ける
よう職員
で周知し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段も活
溌であ
り、ボー
ル遊びが
好きでよ
く遊ぶ姿
が見られ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士A
は入室し
ようとす
る子を
5・6人見
ていた。
保育士B
はテラス
にて靴を
脱ぐ手伝
いをして
いた。保
育士C
は、砂場
にいた子
を片付け
ながら傍
にいた。
保育士D
は、少し
離れたと
ころにい
る子に室
内に入る
よう声掛
けしてい
たところ

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児以
外の子に
目を向け
ていたた
め、入室
している
子、戸外
にいる子
とふた手
に分かれ
子どもを
見るよう
にし、片
付けは全
員が入室
した後で
も良かっ
た。

当該児
が大型
ボール
から滑
り落ち
るよう
に体勢
を崩し
たが、
地面が
芝生
だった
ため重
大事故
につな
がるま
で想定
してい
なかっ
た。

保育士４人
の立ち位置
に気をつ
け、連携の
際は声を掛
け合って入
室してい
く。

5433

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

76 19 26 31 6 6 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
隔　)回/
年

2.基
準配
置

直前まで
ブランコ
周辺にい
た保育士
が、他の
保育士へ
の伝達の
ためその
場を離れ
ており、
ブランコ
の様子を
見ている
保育士が
いなかっ
た。

保育士が
移動する
際は、周
囲の子ど
もが遊ん
でいる状
況を確認
したうえ
で、他の
保育士に
声かけを
する。ブ
ランコの
乗り方に
ついて、
再度子ど
もに話し
たり一緒
に考え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

ブランコ
には問題
はない
が、大き
く揺らし
すぎたこ
とでバラ
ンスを崩
しやすく
なった。

常に保育
士は子ど
もの動き
を見守
り、危険
につなが
りそうな
時はすぐ
に声かけ
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は危
険な遊び
方をする
子ではな
く、いつ
も通り落
ち着いた
様子だっ
たので、
見守りに
気の緩み
があっ
た。

子どもの
傍を離れ
る時は、
わずかな
時間でも
他の保育
士に声を
掛けた
り、子ど
もに背を
向けない
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達とそ
れぞれの
ブランコ
に乗り、
大人が見
て危なく
ない程度
に前後に
揺らして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

直前まで
ブランコ
と総合遊
具の間で
見守りを
していた
保育士
は、遅番
出勤の年
長児担任
の代わり
に保育に
入ってお
り、引継
ぎのため
その場を
離れて年
長児担任
の所へ
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

すぐ近く
の砂場で
子ども２
名と遊ん
でいた保
育士は、
その子達
を見てお
り、周辺
の子ども
の遊びの
様子を把
握してい
なかっ
た。

子ども
と遊ん
でいる
時の職
員同士
の連
携。

一人ひとり
の職員が視
野を広く持
ち、お互い
に注意し
あって危険
を回避でき
るようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5434

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

16 1 1 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右環指中
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

担当保育
士が本児
の「大丈
夫」とい
う言葉か
ら怪我は
していな
いと思
い、身体
の確認を
怠り、怪
我に気づ
くことが
できな
かったこ
とが要
因。マ
ニュアル
を周知さ
せること
と合わせ
て、ヒヤ
リハット
などから
事故を予
知する園
内研修等
をより意
識して
行ってい
きたい。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

転倒した
机に不備
等は見ら
れなかっ
たが、園
児が使用
する机・
椅子等の
安全点検
も引き続
き行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は保
育士に座
るよう促
されたが
なかなか
座ろうと
しなかっ
た。自分
のしてい
た行動か
ら机が倒
れ、手を
ぶつけて
痛みは
あった
が、その
時は担当
保育士に
伝えるこ
とができ
なかっ
た。

本児が保
育士に患
部等を知
らせるこ
とができ
ないこと
から、自
分の思い
を保育士
に話すこ
とができ
る雰囲気
作りが必
要であっ
た。
危険な行
為をする
とどのよ
うな怪我
につなが
るか、発
達に合わ
せて知ら
せ、目を
離さず
守ってい
く必要が
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育環境
を準備を
するため
声はかけ
ていたが
園児全員
に目を向
けていな
かった。

担任保育
士1名の
み

保育士
が本児
に対し
被災の
瞬間を
見てい
なかっ
たにも
関わら
ず、怪
我の確
認を
怠っ
た。

保育士が環
境等準備を
する前に園
児を全員座
らせるな
ど、落ち着
かせてから
行うべきで
あった。園
児全員に目
を配ること
ができるよ
う、保育士
の立ち位置
や視線など
を工夫した
り、小さな
ことでも怪
我等の疑い
があると考
え、視診触
診を丁寧に
するべきで
あった。ま
た、子の特
性を保育士
が十分に把
握し、その
子に合った
かかわり方
をする必要

5435

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

27 2 2 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
中節骨骨
折→右手
小指基節
骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

今後も研
修を計画
し研修の
中でいろ
いろなパ
ターンを
想定し、
事故予防
に努めて
いけるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

特になし

芝生の整
備を定期
的に行
い、つま
ずく物、
危険な物
も落ちて
いない状
況だった
為、改善
点はな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今後も、
子どもと
遊ぶ前に
ルールや
注意事項
を確認
し、安全
に気を付
け活動し
ていける
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
経験して
いる遊び
で、いつ
も通りの
様子で、
特別暴れ
たり騒い
だりする
こともな
く、バラ
ンスを崩
して転倒
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は、
他児と他
の遊びを
しており
転んだ瞬
間は見て
いなかっ
たが、鬼
ごっこの
様子や他
児が逃げ
ることを
楽しいん
でいるこ
とは把握
してい
て、転ん
だ直後に
担任が気
付きすぐ
に駆けつ
けた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児と他の
遊びをし
ていたた
め見てい
なかっ
た。

特にな
し

対象児も一
緒に遊んで
いた他児も
いつもと同
じ様子で、
鬼ごっこの
場所も十分
広かった。
保育士の配
置も適切
だった。

5436

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

4 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
挫傷、左
足挫傷、
左足関節
後果骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

年度初め
に子ども
の遊具で
の遊び
方、保育
士の関わ
り方につ
いて、職
員間で話
をしてき
たが、徹
底されて
いなかっ
た。

怪我が起
きやすい
遊具には
必ず職員
がつく。
事故に繋
がるリス
クや危険
等、職員
で確認。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

遊具の異
常はな
く、雲梯
の地面に
も安全対
策の人工
芝が敷い
てある。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

対象児の
遊んでい
る様子は
複数の保
育士が見
ていた
が、対象
児が最近
一人で雲
梯ができ
るように
なったと
いう安心
から、離
れたまま
見守る行
動をとっ
てしまっ
た。

園児が遊
具で遊ぶ
際の安全
マニュア
ルの確認
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気に入っ
た遊具に
転々と
移って遊
んでい
た。雲梯
に一人で
ぶら下が
れるよう
になっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
動きを見
守りなが
ら、もう
一人の担
当児の遊
びについ
ていた。
雲梯に移
るところ
は確認し
たが、
ちょうど
他児の遊
びを支え
ていて、
対象児を
見守るだ
けだっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　　担当
職員の位
置より離
れた職員
室から２
名の職員
が落下を
見たが、
間に合わ
なかっ
た。

遊具で
遊ぶと
きは必
ず職員
が側に
つくよ
うに園
全体で
確認し
合って
きた
が、そ
こを
怠って
いたこ
とで対
象児の
落下を
支えら
れな
かっ

マニュアル
の確認と、
側で見守る
ことの徹
底。

5437

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

83 28 30 25 8 8 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛腓骨
骨幹部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

　常に戸
外遊び中
は、基準
配置より
も1人多
く配置す
る

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
月

特になし

　園庭整
備の為、
水をまい
たりトン
ボを掛け
たりす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

　園庭整
備の為、
水をまい
たりトン
ボを掛け
たりす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボールが
飛んでき
た際、咄
嗟に動き
出そうと
して慌て
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッジ
ボールの
コートの
外から遊
びの様子
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で、
それぞれ
の遊びに
対応して
いたた
め。

特にな
し

　寒い日
は、体を動
かし温めて
から遊び出
すようにす
る。
　子どもた
ちにも周知
した。

5438

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 9 10 7 3 3 5歳
2.女
児

高さ150㎝
ほどの遊具
からの転落

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折
左頬部挫
傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

年齢に応
じた固定
遊具の使
い方の定
めが曖昧
だった。

固定遊具
の正しい
使い方を
確認。マ
ニュアル
を作成す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

幼児26名
が園庭に
出て遊ん
でいた
為、一人
ひとりの
子どもの
状況がと
らえられ
なかっ
た。

園庭での
遊び方を
検討す
る。（園
庭の広
さ・人
数・子ど
もたちの
活動・動
き等）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

行事終了
後、しば
らく室内
で過ごし
幼児クラ
ス全員
（25名）
保育士3
名で園庭
に出る。
本児は、
固定遊具
の雲梯で
遊ぶ。他
児は、鬼
ごっこ・
大縄跳び
等それぞ
れが好き
な遊びを
楽しむ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育士1
名が怪我
をした園
児の処置
の為、園
庭にいる
保育士2
名に声を
かけて室
内へ入っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に
は、保育
士2人い
たがそれ
ぞれが集
団遊び・
大縄跳び
の縄回し
をしてい
た為、本
児が遊ん
でいた雲
梯の近く
にはいな
かった。

事故発
生前か
ら雲梯
の正し
い使い
方をし
ていな
い姿を
度々目
にして
いた。
危険を
予知し
ていた
が止め
ていな
かっ
た。

場を離れる
際の具体的
な保育士の
配置や子供
たちの活動
の様子を確
実に伝え確
認をする。

5439

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

23 1 1 4歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘顆上
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

危機管理
の認識の
甘さが
あった。

室内での
遊び方に
ついて再
確認す
る。安全
マニュア
ルを再確
認し危機
管理意識
の向上を
図る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年
（１）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年
（１）回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

施設、整
備等に不
備はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内を小
走りで動
き回って
いた。

室内での
遊び方に
ついて再
度考え
る。転び
方を考え
ると、バ
ランスの
悪さを感
じるた
め、運動
遊びを取
り入れる
などして
身体面の
発達を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児か
ら離れた
ところで
対象児を
見ていた

室内の
子ども
の状況
把握、
対応が
不十分
であっ
た。

職員は、子
どもの動き
を見守り、
危険と判断
した動きは
確実に止め
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5440

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

84 38 46 7 7 6歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

常に活動
について
話し合
い、必要
な保育士
の調整を
行う等、
常に正し
い保育体
制がとれ
ているか
確認しあ
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
50　)回/
年

始めは広
い場所で
ボールあ
そびをし
ていた
が、転
がったこ
とにより
園庭の隅
でボール
を触る形
となっ
た。

玩具の置
き場所や
遊び場所
が安全か
常に確認
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

年長年中
3クラス
が遊んで
いた為、
園庭に大
勢がいる
状態で
あった。

園庭の広
さを踏ま
えてあそ
びの内容
を考えて
いく必要
がある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッジ
ボールを
使い、友
だちと
ボール投
げをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

あそびの
中で、他
児と関わ
りながら
全体の様
子を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

自由あそ
び中なの
で、園庭
でそれぞ
れ立ち位
置を開け
ながら子
どもと一
緒に遊ん
だり、全
体的に様
子を見て
いた。

複数の
クラス
の担任
と補助
保育士
がいた
が、ま
んべん
なく様
子を見
れてい
たか確
認が必
要だと
思われ

安全に対し
て再確認
し、あそび
を見守る方
法を話し合
い役割分担
をしながら
保育する。

5441

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

84 38 46 7 7 6歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

常に活動
について
話し合
い、必要
な保育士
の調整を
行う等、
常に正し
い保育体
制がとれ
ているか
確認しあ
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
50　)回/
年

園庭が雨
による浸
食などで
デコボコ
している
箇所も
あった。

園庭の土
の具合に
も気を配
り、整備
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

年長年中
3クラス
が遊んで
いた為、
園庭に大
勢がいる
状態で
あった。

今までも
時間差で
外遊びを
していた
が、活動
によって
は、より
園庭で遊
ぶ人数を
制限する
必要もあ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

あそびか
らあそび
へ移動す
る為に園
庭を走っ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

あそびの
中で、他
児と関わ
りながら
全体の様
子を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

自由あそ
び中なの
で、園庭
でそれぞ
れ立ち位
置を開け
ながら子
どもと一
緒に遊ん
だり、全
体的に様
子を見て
いた。

複数の
クラス
の担任
と補助
保育士
がいた
が、ま
んべん
なく様
子を見
れてい
たか確
認が必
要だと
思われ

安全に対し
て再確認
し、あそび
を見守る方
法を話し合
い役割分担
をしながら
保育する。

5442

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

36 0 0 0 12 12 12 0 5 3 4歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘挫傷
左肘頭骨
折　右肘
頭部打撲
傷　右尺
骨近位端
骨折の疑
い

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児が前
に走って
いる本児
を抜かそ
うとして
しまっ
た。

人数を学
年ごとに
する。友
だちにぶ
つからな
いように
走ること
を園児に
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
守ってい
て、園児
がぶつか
る瞬間を
目撃し、
声を掛け
たが間に
合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児から
離れた場
所で、
走ってい
る他児の
見守りを
してい
た。

特にな
し

特になし

5443

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9
3.昼食
時・おや
つ時

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

23 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕骨
の骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4　)回/
年

2.基
準配
置

重大事故
訓練を
様々な想
定で月１
回実施
し、とっ
さの時に
落ち着い
て対応で
きるよう
に、また
職員間の
連携を図
れるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

鉄棒、登
り棒、太
鼓橋の下
のマット
をクッ
ション性
のあるも
のにし、
万が一落
下しても
最小限の
怪我で済
むように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒が得
意である
が、午後
からの活
動で疲れ
もあっ
た。

鉄棒に２
名の園児
がいた
為、一人
ずつ行い
必ず補助
できる体
制を作
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

以前より
鉄棒を好
み、いつ
もどおり
得意気に
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒につ
き対象児
ともう一
人の園児
を見てい
た。対象
児が落下
する瞬間
に手を差
し伸べた
が、間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

午前の
戸外遊
びで運
動会
ごっこ
をして
いた。
午後か
らの戸
外遊び
は疲れ
が生じ
たと思
う。

気温、体
調、疲労感
を考慮して
遊びの内容
を検討す
る。

5444

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

25 2 2 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし

園庭にい
る人数も
適切で、
広い場所
で３人で
遊び、
ボールの
扱い方、
遊び方も
適切だっ
たので改
善点はな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

特になし

芝生の整
備を定期
的に行
い、つま
ずく物、
危険な物
も落ちて
いない状
況だった
為、改善
点はな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

園庭で遊
ぶ時間は
クラスご
とになっ
ており、
園庭には
年長児２
５名で、
自由遊び
中で密集
すること
なく十分
広い場所
があった
ため改善
点はな
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
経験して
いる遊び
で、
キャッチ
ボールで
取りそこ
ねたボー
ルを追い
かけた際
に転ん
だ。いつ
も通りの
様子で、
特別暴れ
たり騒い
だりする
こともな
く、普通
にボール
を追いか
けて転ん
だ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラスの
人数が多
いため、
順番に園
庭に出た
ところ
だった。
担任も園
庭に出て
きたとこ
ろで全体
が見渡せ
る位置か
ら対象児
が遊んで
いる姿が
見えてい
た。ボー
ルを追い
かけ転ん
だところ
も見てい
てすぐに
駆けつけ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児のトラ
ブルに対
応したた
め見てい
なかっ
た。

特にな
し

対象児も一
緒に遊んで
いた他児
も、いつも
と同じ様子
で暴れるこ
となくボー
ルを使う場
所も十分広
かった。保
育士の配置
も適切だっ
た。

5445

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

8 2 2 2歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘剥離
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(      12
) 回/年

2.基
準配
置

マニュア
ルはあ
り、毎月
研修を
行ってい
るが、理
解してい
ても、現
場で生か
されな
かった。

ヒヤリ
ハットを
ただ検討
するだけ
でなく、
実際の事
例を、再
現してよ
り危険を
避けるに
はどうす
ればよい
か、方法
を具体化
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12  )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12  )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12  )回/
年

玩具の量
が、人数
に対し、
適正では
なかった
可能性が
考えられ
る。

人数に
合った玩
具の選
択、子ど
もの様子
に見合っ
た玩具提
供のタイ
ミング等
を再度全
員で共有
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当日事故
時間帯に
は、2歳
児8名の
園児がお
り、保育
士2名が2
歳児教室
で、保
育・見守
りをして
いた。2
人で、
しっかり
と役割分
担を明確
にしてい
なかった
のが要
因。

役割分担
をあいま
いにせ
ず、必ず
互いに声
を出して
確認し合
う。必
ず、死角
の無いよ
う保育士
の立ち位
置を十分
留意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前7時
30分に登
園。健康
状況良
好。いつ
も通り活
発に遊び
過ごす。
給食後
は、少々
寝つきが
悪かっ
た。おや
つ後は、
大好きな
ブロック
あそびに
夢中にな
り、集中
し遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当保育
士は、保
護者のお
迎えに気
を取られ
ていた部
分があっ
た。よっ
て、対象
児の動き
をしっか
りと見る
ことがで
きていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
すぐ側
で、一緒
に座りブ
ロックを
使い遊ん
でいた
が、他児
との1対1
の遊びに
気を取ら
れ、全体
を見守っ
たり、対
象児の動
きを把握
をするこ
とができ
ていな
かった。

廊下か
ら離れ
た場所
で、子
どもた
ちの遊
びが展
開され
ていた
ため、
保育士
は子ど
もと、
保護者
の確認
に無理
やムダ
ｓが生
じたの
ではな
いか。

保育士は、
日々の保育
について疑
問をもち、
改善しよう
とする姿勢
を目指す。

5446

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

105 47 58 5 5 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１０)回/
年

2.基
準配
置

鉄棒を握
らず、腹
でぶら下
がる等、
やっては
いけない
技は決め
ていな
かった。
握らない
で腹や足
でぶら下
がること
から生じ
る危険性
あり。

握るこ
と、鉄棒
から手を
離さない
ことを繰
り返し知
らせてい
く。年度
初めだけ
でなく、
半年に一
度など、
安全マ
ニュアル
の再確認
を行って
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
５４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５４)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１０８)
回/年

いつで
も、どの
年齢でも
使用でき
る状態に
なってい
た。

鉄棒に使
用の約束
札を付
け、使用
の有無の
確認がで
きるよう
にする。
下に敷い
てある人
工芝を、
今までよ
り厚いも
のにす
る。使用
の際は
マットを
敷く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒の近
くに日よ
けのテン
トがあ
り、強風
対策で低
く下げて
あったた
め、園庭
を見渡す
には視野
の狭い、
死角のあ
る状態に
なってい
た。

暑さも和
らいでき
たので、
テントが
必要か確
認し、子
どもの姿
が確認で
きる高さ
まで上げ
て使用す
ることと
した。死
角になり
うる場所
であるこ
とを共通
理解し
た。

自身でや
りたい気
持ちから
一人で挑
戦した。
本児の意
欲を把握
していた
ものの、
補助につ
く保育士
がいなく
ても挑戦
できるよ
うになっ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くに職
員がいた
ものの、
鉄棒をや
ろうとし
ている児
の動き
に、「も
しかし
て」とい
う気持ち
をもっ
て、傍に
行ったり
注視でき
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の方
を見てお
り、児の
動きまで
追えてい
なかっ
た。

鉄棒や
うんて
い等、
落下や
転倒の
恐れの
ある場
所で遊
ぶ子が
いた際
は、近
くにい
なくて
も目で
確認が
できる
ように
する必
要が
あっ

鉄棒で遊ぶ
時には、保
育士が傍に
補助が付く
こととし、
子どもたち
が遊ぶ時に
は申し出て
もらうよう
伝える。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5447

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 0 0 0 6 5 4 0 0 2 2 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部

右眼窩上
壁骨折、
右眼窩底
骨折、脳
震盪

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

安全マ
ニュアル
をもう一
度読み合
わせてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
月

何かあっ
た時に保
育士が全
てを見る
ことが難
しいの
で、その
時の詳細
がわかる
ようにビ
デオカメ
ラを増や
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雨の日は
子どもも
落ち着か
ず、走る
ことが増
える。

テラスに
物を置か
ないとか
部屋の環
境を整備
するなど
雨の日対
策をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
遊んでい
た。廊下
にある水
道で手を
洗おうと
部屋を出
たとこ
ろ、部屋
から飛び
出した他
児とぶつ
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

部屋で遊
んでいた
様子は見
ていた
が、手を
洗いにテ
ラスに出
てからは
直接見る
ことはで
きていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

副担任は
次の活動
(給食)の
準備に動
いてい
た。怪我
をさせた
児童は隣
のクラス
の子で遊
戯室から
戻るとき
に走って
きた。
隣のクラ
スの保育
士は一番
後ろから
戻ったた
め、その
場面を直
接見ては
いなかっ
た。

落ち着
きのな
い子、
衝動性
の強い
子が多
い。

加配児童に
対して保育
士の数を増
やしたい。

5448

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 10 7 9 7 7 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手親指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

2.基
準配
置

重大事故
訓練だけ
ではな
く、危険
予知ト
レーニン
グを定期
的に行
い、事故
予防に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

コンク
リートの
上の砂を
掃く、園
庭に敷い
てある
マットな
どのめく
れやズレ
などがな
いか確認
すること
を行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

玄関、テ
ラスなど
各場所で
保育士が
見守るよ
うにし、
走らず歩
いて行動
するよう
に声かけ
を行って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

所持品の
始末をし
た後、い
つもなら
テラスで
座って
まってい
るが、近
くにいた
他児が走
り出した
のを見て
本児も後
について
走り出し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら離れた
ところで
対象児を
見ていた
が、事故
が起きた
瞬間は登
園してき
た他児に
話しかけ
られ転倒
するのを
防ぐこと
はでき
なった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

玄関で他
児の所持
品の始末
の手伝い
や年少児
の受け入
れなどを
してお
り、見て
いなかっ
た。

テラスで待
つ時間が長
くなると
待っている
子が落ち着
かなくなる
ので、始末
が終わった
子から数人
ずつ保育士
と一緒に遊
びに行くよ
うにする。

5449

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

8 2 2 3歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右の大腿
骨遠位骨
端線離開

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年
(　１　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年
(　１　)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ミニハウ
スや滑り
台や足蹴
りカーで
友達や保
育士のそ
ばで元気
に遊ぶ、
いつも通
りの様子
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当保育
士は、全
体が見渡
せる位置
で観てい
たが、
座って園
庭を見て
いる子と
話してい
て本児の
姿に気づ
けなかっ
た。
もう一人
の担当保
育士は足
蹴りカー
に乗って
いる子ど
もを見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊び場に
は担当の
保育士が
2名で子
どもを見
ていた。
幼児の保
育士は園
庭で運動
会の練習
をしてい
た。

幼児の
運動会
の練習
の様子
を見て
いる子
や、遊
んでい
る子が
いた。
保育士
の意識
のすべ
てを目
の前の
子ども
に向け
ていな
かっ
た。

保育士の立
ち位置、子
どもを見る
保育士の意
識の改善。
滑り台に子
どもがいる
ときは滑り
台について
いたが、子
どもがいな
くなり場所
を離れてし
まった。全
体を見てい
る保育士
が、幼児の
運動会の練
習に一瞬気
を取られ、2
歳児の子ど
もに背を向
けて目を離
してしまっ
た。
担当の子ど
もの動きか
ら目を離さ

5450

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 12 11 3 2 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

危険予測
不足

身体の使
い方、子
どもの特
徴（転び
やすいな
ど）を職
員同士で
共有する

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

子どもた
ちに間隔
をあけ順
番にス
タートす
ることを
再度伝え
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体の使い
方を日々
の活動の
中で教え
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもの意
欲をみとめ
つつ、能力
にあった補
助を行う

5451

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児

40 5 5 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

5452

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 0 0 0 3 3 7 0 1 1 3歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯2本
が折れた

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2)回/年

1.基
準以
上配
置

バス乗
車、降車
に対する
事故の研
修が不足
してい
た。

バス乗降
時の研修
を行う

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

バスを乗
る際、子
どもが間
隔を空け
て待てる
ようにす
る。

バス乗車
場の床に
間隔を空
けて待機
できるよ
うに印を
つける。

7.その
他

バスに乗
る際、慌
てた事が
要因。

バスに限
らず乗り
物に乗る
時の注意
事項を園
児に伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

身体能力
が低く、
日頃から
転倒した
際に手が
出ないこ
とがあ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児の手
を取って
ステップ
の補助を
行ってい
た為、対
象児がつ
まづいた
瞬間に手
を差し伸
べること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の保育室
で保育を
してい
た。

バス担
当の保
育士の
みしか
おら
ず、直
ぐに手
を差し
伸べる
ことが
できな
かっ
た。

降園時は立
番として保
育士を近く
に置き、直
ぐに対応で
きるように
した。

5453

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

7 7 3 3 0歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
骨幹部骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１)回/年

2.基
準配
置

今回の事
故が起こ
りうるこ
ととし
て、保育
士の中で
イメージ
されてい
なかった

会議等
で、どの
ような事
故が保育
中に起こ
るのかを
だし、共
有してい
く

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

鍵の位置
が低くや
りにくい
ため、柵
をまたい
で通って
いた

柵の高さ
を高くす
る

6.食事
(おや
つ)中

プレイ
ルームに
戻そうと
焦ったの
と、保育
士が抱い
たまま跨
いで移動
させてい
たのが常
態化して
危険度の
認識が薄
れていた

柵の高さ
を高くす
ることで
跨げない
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

　本児を
抱きかか
えて、プ
レイルー
ムに戻ろ
うとして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

転びそう
になって
いるのが
わかり、
とっさに
手を差し
伸べたが
間に合わ
なかった

足が
引っ掛
かった
ら転ぶ
ことが
イメー
ジでき
ず、安
易に子
どもを
抱いて
またい
だ

子どもを抱
いている時
は、移動時
注意を払う
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5454

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 0 0 0 6 5 4 0 0 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

安全マ
ニュアル
をもう一
度読み合
わせてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/月

特にな
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭には
築山や芝
生の坂や
たくさん
のデコボ
コがあ
り、それ
が楽しい
遊びにつ
ながる
が、反面
危険もあ
る。

しっかり
体を動か
していく
中で転ん
だ時に手
が出たり
危険を回
避できる
体を作
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

少し前ま
で保育士
と一緒に
遊んでい
たが、そ
の後一人
で下の園
庭に走っ
ていき坂
の手前で
転んだ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は職
員室で休
憩の時間
で休憩対
応職員が
対応して
いた。外
でしばら
く一緒に
遊んでい
たが、一
人で下の
園庭行く
ところは
しっかり
目で追っ
てはいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午後の時
間、外で
は３人の
保育士が
以上児２
８人を見
ていた。
保育士は
上の園庭
に１人、
下の園庭
に２人配
置してお
り、見渡
せる場所
にいた
が、自然
の動きの
中での怪
我で視覚
には入っ
ていても
ずっと見
ていたわ
けではな
かった。

午後の
外遊び
は疲れ
も出て
怪我の
リスク
が高ま
る時間
帯であ
る。

危ないこと
をしている
子には注意
していく。

5455

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

9 1 1 5歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨
折、右上
腕骨顆上
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１２)回/
年

2.基
準配
置

片付け時
の保育士
の立ち位
置、目線
等の配慮
不足。

片付けを
する際子
どもの配
置を考慮
して保育
士が立ち
位置を配
慮する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１７)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

保育室内
の対角線
上で片付
けをし、
保育士の
死角に
なってい
た。

保護者対
応も行う
ため、遊
ぶ位置や
片付けの
位置の考
慮し、死
角を作ら
ないよう
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

片付けを
している
際に、ふ
ざけて友
達と遊ん
でいた。

何をする
べき時間
なのかを
子ども自
身が考
え、落ち
着いて活
動の切り
替えがで
きるよう
に、保育
士が指示
を出すよ
う配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

片付けを
行う時間
だった
が、友達
とふざけ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

片付け中
で、ほか
の片づけ
をしてい
る子供に
ついてい
て、反対
側で片付
け後、ふ
ざけあっ
ている子
どもたち
の動きを
みていな
かった。

一人で対
応中だっ
た。

片付け
中とい
うこと
や人数
が少な
いこと
で、怪
我が起
きるか
もとい
う認識
が低
かっ
た。
全体に

片付けの際
の危険を予
測しなが
ら、保育士
の立ち位置
や声掛けな
どの配慮を
徹底する。

5456

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

41 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

鉄棒で遊
ぶ際の事
故けがを
予測し、
補助見守
りの仕方
を話し
合った。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

鉄棒付近
に障害物
がないか
点検し、
不要なも
のは移動
させた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

複数が同
時に鉄棒
を行わな
いように
する。混
雑時は交
代するな
どルール
を作る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

またがっ
た状態か
らの反転
の遊びを
これまで
も繰り返
し楽し
み、慣れ
があっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の隣
で声を掛
けつつ
も、隣の
鉄棒で逆
上がりを
していた
子の補助
をしてお
り、落下
時手を添
えること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れたと
ころで
ドッジ
ボールの
審判をし
ていたた
め。

遊び慣れた
動作であっ
ても気の緩
み、集中が
途切れるこ
ともあるの
で常に何が
あるかわか
らない危機
感を持って
見守り、補
助をするよ
うに心がけ
る。見守り
ができない
ときは遊び
を縮小した
り順番を決

5457

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

45 45 4 4 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

職員の複
合遊具の
正しい使
い方の周
知ができ
ていな
かった。

全職員で
遊具の使
い方を再
検討、再
確認した
ことを周
知する。
危機管理
意識の向
上を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

複合遊具
の正しい
遊び方に
ついて、
周知の徹
底ができ
ていな
かった。

全職員に
よる安全
保育につ
いてのマ
ニュアル
の再確認
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちに複合
遊具の安
全な遊び
方の指導
が十分で
なかっ
た。

園児に安
全な遊び
方の指導
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

複合遊具
の一部に
ある、滑
り台か
ら、雲梯
まで、柵
の外側に
つかまり
渡ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

直ぐ近く
で、対象
児が落ち
る瞬間を
見たが、
助けが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
いたが、
竹馬を
やってい
る子ども
について
いた。

保育士
が子ど
もの危
険な行
動を事
前に止
めるこ
とがで
きな
かっ
た。

職員の十分
な確保と、
子どもの行
動に細心の
注意をはら
い、事故を
予測して、
事前に止め
るようにす
る。

5458

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

46 3 3 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

今後も随
時ヒヤリ
ハット事
例の振り
返り等を
会議や園
内研修に
て行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

今後も安
全点検を
行いなが
ら危険な
ものはな
いかを確
認してい
く。。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体を見
渡す保育
士の近く
にタイヤ
を置き、
遊ぶよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも楽
しんでい
る遊び
で、いつ
も通りの
動きで
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の様
子を見
守ってい
たが、対
象児が転
んだ瞬間
は近くに
おらず、
転んだ後
気付いて
対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
の遊具で
遊ぶ子を
見守って
いた。

3名の保育士
で見守って
いたが、子
どもの状況
に応じ、連
携を取りな
がら対応し
ていく。

5459

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

73 39 34 5 5 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１２)回/
年

2.基
準配
置

雲梯には
必ず職員
がつくよ
うになっ
ていた
が、どの
ように補
助すれば
いいのか
までの具
体的なマ
ニュアル
となって
いない。

どのよう
に落下し
たのかを
検証し、
職員間で
固定遊具
の援助の
仕方を再
度確認
し、統一
したもの
を全職員
に周知、
徹底して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１７)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

雲梯の高
さが低い
ところで
も150㎝
ほどの高
さがあっ
た。

高さもあ
り、転落
の危険性
を考え、
雲梯で遊
ぶ年齢や
遊び方を
改めて話
し合い、
職員間で
周知、徹
底する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

雲梯での
約束ごと
や握り方
の指導が
足りてい
なかっ
た。

雲梯など
の正しい
握り方が
できるよ
う日頃か
ら指導し
たり、握
る力がつ
くような
活動を保
育の中に
取り入れ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　雲梯が
少しずつ
自分でで
きるよう
になり、
繰り返し
取り組ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯がで
きるよう
になって
きたこと
もあり、
普段より
少し離れ
て見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の担当場
所で、子
どもたち
を見守っ
たり一緒
に遊んで
いた。

雲梯が
できる
ように
なって
いたこ
とで、
保育士
が少し
安心し
てし
まって
いたの
ではな
いか。

いつ何が起
こるかわか
らないの
で、常に気
を緩めな
い。何か
あった時に
すぐ手が出
る場所で見
守る。

5460

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 6 8 8 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の配
置では、
それぞれ
の役割を
明確に
し、子ど
もの動き
によって
保育士自
身の動き
を変えて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

保育活動
中も危険
はない
か、常に
注意す
る。今後
も安全点
検は怠ら
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
の範囲を
決め、広
い場所を
走り回る
だけでは
ないよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

大好きな
鬼ごっこ
をするこ
とで気持
ちは高
ぶってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に鬼
ごっこを
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちが
コーナー
で遊んで
いたた
め、子ど
もに寄り
添い、
コーナー
を見守っ
ていた。

子どもの気
持ち、動き
を予測して
保育士の言
葉がけや動
きを変えて
いく。

5461

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

21 21 2 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
顔面(口
腔内含
む)

左目下部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１３　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

特になし

洗面台に
安全ガー
ドをつけ
る。滑り
止めシー
トを敷
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

雨天で室
内で過ご
したこと
もあり、
午睡時に
ほとんど
眠れず、
起きた後
もテン
ションが
高かった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

テンショ
ンが高く
ふざける
様子が
あったた
め、声を
かけてい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近いとこ
ろにいた
が、他の
障碍児を
見ていた

特にな
し

特になし

130 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5462

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

15 1 1 3歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１)回/年

2.基
準配
置

特になし

転んだり
落ちたり
した時、
手を付け
たとして
も骨折す
る場合が
あるとい
う子ども
の発達を
踏まえた
保育の実
施

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12)回/年

特になし

落下した
場合の安
全マット
は設置し
てある。
遊具も含
めて安全
のため設
置してあ
る物の定
期的な点
検を行
い、必要
に応じて
取替えを
行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

保育士が
一瞬でも
離れる時
に、子ど
もに危険
が生じる
恐れがあ
る活動
は、一旦
違う遊び
へ誘いか
けるなど
する

2.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯に興
味を持ち
少しずつ
進められ
るように
なり、
２．３個
進んでは
落ち、を
感度も繰
り返して
いた

対象児
の付近
で対象
児を見
ていた

対象児の
近くで遊
び様子を
見守って
いたが、
離れたと
ころで他
児が泣い
たため、
その場を
離れた瞬
間に落下
した。

3.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
の子ども
たちと遊
んだり、
見守った
りしてい
た

特にな
し

2.3個進んで
は落ちるこ
とを繰り返
している状
況の場合、
少しでもそ
の場を離れ
るならば、
他の保育士
に声掛けや
見守りを代
わっても
らったり、
対象児に遊
ぶのを待っ
てもらった

5463

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 19 15 21 7 7 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端裂離
骨折、右
足関節捻
挫、右前
距腓靱帯
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

戸外遊び
が十分で
きていな
かったた
めに、朝
の体操が
始まる前
に遊びた
いという
気持ちが
強く、行
動に焦り
が見られ
た。

子どもの
気持ちや
行動を読
み取り、
遊びの静
と動のメ
リハリを
つけ、流
れを考え
て安全に
行動でき
るよう配
慮するこ
とが必
要。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

ブランコ
の下の部
分の土
が、なだ
らかでは
あるが少
し窪んだ
状態に
なってい
た。

窪みを整
地し、
マットを
敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外遊び
が十分で
きていな
かったた
めに、少
しでも遊
ぼうと気
持ちが
焦ってい
た。

静と動の
遊びのメ
リハリを
つけ、子
どもの気
持ちを考
慮して流
れを考
え、安全
に遊べる
ようにす
ることが
必要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発で、
運動的な
遊びや固
定遊具が
大好きで
ある。こ
の日も遊
びたいと
いう気持
ちが強
く、気持
ちが焦っ
て慌てて
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども全
体が見渡
せる場所
で様子を
見なが
ら、片付
けを促し
たり一緒
に片付け
たりして
いた。本
児がブラ
ンコに行
く様子も
把握して
いた。転
倒すると
いうより
バランス
を崩すよ
うな感じ
であった
が、至近
距離では
なかった
ために身
体を支え
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で戸
外遊び中
であった
ために、
分散して
園児の保
育にあ
たってい
た。

片付け
の時間
帯で
あった
ため
に、保
育士の
気持ち
がそち
らに向
いてい
た。

子どもの動
きをよく見
て、落ち着
いて行動で
きるような
言葉がけを
する必要が
あった。

5464

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

39 4 4 5歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手挫
傷、左第
２，３中
手骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
５　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年
（　1　）
回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
日

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お膳を出
し、保育
士の配膳
を座って
待ってい
る。A児
に蹴られ
るが、そ
のままの
場所で耐
えてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

食事の準
備を進め
ている子
どもたち
を見守り
ながら、
食器の
入ってい
る籠や食
管などを
カートか
ら配膳台
に移動し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3人の職
員が子ど
もの手指
消毒、お
膳の消
毒、加配
児の対
応、遅れ
ている子
に声をか
けるなど
それぞれ
分かれて
対応して
いた。

職員
は、遊
戯室に
はいた
ものの
それぞ
れが、
自分の
役割に
集中し
ていた
ため、A
児の行
動に気
づけな
かっ
た。多
動傾向
のある

他害の恐れ
のある子に
対して注視
する。お膳
を持って前
から詰めて
座る、座っ
て配膳を待
つなど約束
事を子ども
たちに伝え
た。またA児
に対して
は、落ち着
いて準備や
食事ができ
るような場
所を固定し
た。

5465

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

39 12 14 13 3 2 3歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨若
木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

1.基
準以
上配
置

保育士
が、他児
の便の始
末に行っ
たこと
で、安全
に目が行
き届いて
いなかっ
た。雲
梯、鉄
棒、ブラ
ンコをや
る時は、
保育士に
言い、見
守って行
う約束で
あった
が、保育
士がそば
にいない
状態で鉄
棒を行
なってい
ること
に、気付
かず、目
が行き届
いていな
い。前週
は運動会
準備で、
園庭が使

トイレに
介助がい
る。場を
はなれな
ければい
けない時
などに
は、職員
を要請
し、補填
するな
ど、保育
ができる
体制を作
る。危険
意識を高
める職員
間の共有
が必要。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

特になし

鉄棒下に
は安全
マットが
敷いてあ
り、消耗
もしてい
ない。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

保育士
が、他児
のトイレ
介助に
行ったこ
とで、安
全に目が
行き届い
ていな
かった。
雲梯、鉄
棒、ブラ
ンコをや
る時は、
保育士に
言い、見
守って行
う約束で
あった
が、保育
士がそば
にいない
状態で鉄
棒を行
なってい
ること
に、気付
かず、目
が行き届
いていな
い。前週
は運動会
準備で、
園庭が使

戸外で目
が行き届
かない場
所の遊
具、介助
が必要な
遊具はや
らないな
ど決め
る。
子どもた
ちと遊具
の使い方
の確認を
きちんと
行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

時間外で
戸外に出
られたこ
とが嬉し
くて、気
分が高揚
してい
た。近く
に保育士
がいな
かったた
め、鉄棒
がやりた
いことを
つたえら
れなかっ
た。汗
で、手が
滑った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

排便を漏
らした子
の始末を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1人は、
木製アス
レチック
にいる子
の介助。
1人は、
鉄棒近く
の遊具で
子どもた
ちが、多
くいたの
で一緒に
いた。

排便の
始末に
行くた
め、場
を離れ
ること
を伝
え、
「頼み
ます」
と伝え
たが、
他の職
員の意
識が薄
く、3歳
児の様
子、危
険な遊
びなど
見るこ
とがで
きてい
なかっ
た。

側につけな
い遊具は、
やらない。
排便の失敗
などは，中
にいる保育
士に頼み、
戸外にいる
子どもたち
の安全を守
る。

5466

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

70 9 24 37 11 11 4歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨ら
せん骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭に安
全防止の
ために敷
いてある
マットの
上に砂が
乗り、滑
りやすく
なってい
た可能性
が考えら
れる。

安全マッ
トの上に
砂がある
ときは掃
き出す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
楽しくか
くれんぼ
をしてい
た。遊び
に夢中
で、勢い
よく走り
出したら
滑ってし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒にか
くれんぼ
をしてい
た職員
は、転ん
で泣いて
いる本児
に気づき
すぐに駆
け付け
た。その
後室内に
運び安静
にしなが
ら患部を
冷やた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

転倒した
際に一番
側にいた
保育士が
本児に駆
け寄り、
患部の確
認をし
た。その
後事務所
にて園在
中の看護
師に診て
もらい事
務所にて
安静に過
ごせるよ
う見守っ
た。

特にな
し

特になし

131 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5467

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

20 5 5 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

（右足親
指付け根
骨折）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１)回/年

2.基
準配
置

事故防止
のマニュ
アルを再
度見直
す。

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

遊びを始
める前に
室内に危
険な物が
落ちてい
ないか、
遊びの途
中で玩具
が散乱し
すぎてい
ないか、
机の配置
は適切か
等、その
都度確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内遊び
において
子どもの
人数を分
散し、一
人あたり
のスペー
スを確保
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内での
自由遊び
の際に、
玩具を持
ち立って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の遊
びを見守
りつつ、
子どもと
一緒に室
内の玩具
で遊んで
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもた
ちの遊び
の状況を
確認し、
子どもの
身の回り
の支度を
したりト
イレへ連
れて行っ
たりして
いた。

すれち
がった
他児に
ぶつ
かった
際に転
倒し、
不意に
左足の
付け根
に負荷
がか
かっ
た。

室内遊びで
走り回ろう
とする時
は、すぐに
やめさせ他
の遊びに誘
い掛ける。

5468

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

90 1 11 13 16 19 30 0 16 16 5歳
2.女
児

なし 8.その他
1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

・アルミ
サッシの
扉の滑り
具合に個
体差があ
るので、
開閉の力
加減に気
を付ける
・子ども
の位置を
確認して
から扉を
閉める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

業者点検
（12）回/
年
固定遊具
（４８）
回/年
可動遊具
（９６）
回/年

1.定期的
に実施

毎日

アルミ
サッシの
扉の滑り
具合に個
体差があ
る。

指挟み防
止器具等
設置の検
討。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢が
入り混
じっての
戸外での
不審者対
応訓練
だった。

不審者役
を立てた
訓練は保
育士と子
どもとも
に慌てて
しまうの
で不審者
侵入の想
定での動
きの確認
にしてい
き、落ち
着いて訓
練できる
ようにし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外活動
中で不審
者対応訓
練のた
め、担任
以外の保
育士に指
示をうけ
て動いて
いた。

担任は、
正門近く
の子ども
の避難誘
導を行っ
ていて、
本児のそ
ばにはい
なかっ
た。

一旦、子
どもを安
全な場所
に避難さ
せてから
不審者の
対峙に加
勢するた
めに室内
から園庭
へ移動し
ていた。

不審者
への対
応に慌
てたた
め、周
りへの
配慮に
欠けて
しまっ
た。

戸の開閉時
は、必ず子
どもが近く
にいないか
確認し、目
視しながら
行う。

5469

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

22 2 2 6歳
1.男
児

食物アレル
ギー（乳・
卵）があ
り、食事制
限を行って
いる。それ
が原因か？
同年齢の園
児と比べる
と一回り小
柄な印象。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右下腕部
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１ )回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度(
２～３　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１　)回/
日

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午前中は
発表会に
向けての
活動をし
た。給食
後戸外で
集団遊び
「どろぼ
うと警
察」をク
ラス全員
で行っ
た。園庭
一杯を
使って集
団遊びを
したた
め、「早
く走りた
い」思い
が強く出
てしま
い、周囲
の危険を
考えるこ
とができ
なくなっ
てしまっ
た。

身を翻し
たり、走
るコース
を変える
「集団遊
び」の楽
しさと
「早く走
る」こと
を楽しむ
機会を作
り、その
違いを伝
える。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　午前中
室内での
活動だっ
たので、
解放感か
らいつも
よりもダ
イナミッ
クに身体
を動かし
て遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　　全体
が見える
位置で遊
びを見
守ってい
た。前を
見ずに凄
いスピー
ドで走っ
ている本
児とY児
を見て、
「危な
い」と
思ったが
次の瞬間
にはぶつ
かってし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　　他児
と一緒に
休憩ゾー
ンで他児
の様子を
見守って
いた。走
るスピー
ドが凄い
こと、前
を見て
走ってい
ない園児
がいるこ
とに気づ
き、「大
丈夫か
なぁ」と
不安に
思ったが
声を掛け
る前に事
故が起き
た。
　

特にな
し

静と動のバ
ランスを考
えて活動を
選択する時
に、子ども
達が解放感
からどう動
くか、それ
に伴い危険
なことはな
いか予想す
ることが必
要。また危
険だと思っ
たら制止の
タイミング
を逃さない
ようにす
る。

5470

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

1 15 15 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

痛みが継
続する場
合には、
担任保育
士だけで
なく看護
師、園
長、園長
補佐など
の職員に
も報告す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

不定期で
はある
が、石ひ
ろいをし
たり、園
庭のくぼ
みや段差
などに気
づいた時
にはその
都度園庭
整備を
行ってい
る。今後
も継続し
て行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

身体を動
かす事が
好きな児
である。
今後も保
育の中で
運動遊び
をとりい
れ体力づ
くりを
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児から
追いかけ
られてい
る時に転
ぶ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に鬼
ごっこ
（警察と
どろぼ
う）をし
ており、
他児を追
いかけて
いたため
本児の転
んだ瞬間
は見てい
なかっ
た。

周りに何も
ないところ
で転んでお
り、一緒の
活動を行っ
ていたがす
ぐに手を差
し伸べるこ
とが出来な
かった。今
後も一緒に
遊んでいく
中でも全体
を意識して
見守る事を
行う。今回
は、痛みを
訴えたが担
任保育士だ
けの確認で
あったた
め、今後は
看護師、園

5471

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

50 0 0 0 0 0 50 0 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１０)回/
年

2.基
準配
置

職員配置
として、
鬼ごっこ
など園庭
を広く使
用してい
た。
危険予測
をし、段
差のある
手洗い場
周辺に保
育士が
立ってい
なかっ
た。

園庭のみ
ではな
く、グラ
ウンドを
使用して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５４)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１０８)
回/年

昇降口付
近は段差
がある
が、普段
から靴を
脱いで上
がるひら
けた場所
であるた
め、危険
箇所とし
て認識が
薄かっ
た。

段差のあ
る箇所の
周辺部分
では、
走ったり
しないよ
うに伝
え、統一
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

集団遊び
としての
園庭利用
時のス
ペースに
なってい
た。

園庭での
鬼ごっこ
は、中央
部分のス
ペースや
若葉グラ
ウンドを
使用す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭での
戸外遊び

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

昇降口段
差付近の
危険予
測・予想
が甘かっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もの遊び
の対応を
してい
た。

段差や
手すり
のある
スペー
スの近
くで
走った
り遊ん
だりす
ること
の危険
意識を
十分に
子ども
に伝え
られて

段差がある
スペース周
辺では、危
険があるこ
とを周知す
る。集団遊
びは特に広
いスペース
を利用す
る。

5472

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

46 0 　 　 13 17 16 0 3 3 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

園庭全体
に各々が
広がって
遊んでい
たため、
スクー
ターの傍
にいな
かった

スクー
ターの使
用に関
し、バラ
ンスを崩
し、倒れ
そうに
なった際
には手を
離すこと
をマニュ
アルに記
載

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

タイヤが
支点とな
るため、
反対側に
倒れると
転倒しや
すい

バランス
が取れな
いときは
手を放す
練習をす
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

スクー
ターを出
すために
後ろに下
がること
が小さい
子どもに
は難しい

スクー
ターを出
し入れや
すいよう
に配置を
考える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に記載
すべき事
項はない

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
に子ども
たちが広
がって遊
んでいた
ため、ス
クーター
の傍にい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場、滑
り台の方
の子ども
に注意を
してお
り、ス
クーター
にまで目
が行き届
かなかっ
た

特にな
し

スクーター
の設置場所
から園庭全
体を見渡す
ようにする
園庭の見守
りを増やす
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5473

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

10 2 2 2歳
2.女
児

食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右中指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

給食を食
べている
子、午睡
に入って
いる子な
ど行動が
ばらつい
ていた

保育者間
で連携を
図り、
机、ベッ
ド、トイ
レ等全体
を見る位
置につく

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
５２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
５２　)回
/年

机の短辺
側に座っ
ていた

広さは十
分に確保
され、椅
子も故障
は見られ
なかった

6.食事
(おや
つ)中

給食を食
べ終わっ
ていた
が、他児
と一緒に
行動する
ため待た
せていた

全体が見
られる位
置に保育
者が付き
柔軟に行
動できる
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

給食を食
べ終え、
すること
がなく遊
び始めて
しまった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険な行
動である
と声を掛
けていた
が、他児
に給食の
介助を求
められた
ので、他
児につい
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう一人
は午睡し
ている子
のベッド
につき寝
かしつけ
をしてい
た

それぞ
れの保
育者が
１つの
場所の
みにつ
いてし
まった

全体を見ら
れる位置に
つく

5474

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

8 8 1 1 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
下肢
(足・足
指)

右頸骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1以上　)
回/年

2.基
準配
置

保育士
は、1人
で着脱で
きるよう
になった
児童に対
して、足
元の帽子
を踏んで
しまう想
定をしな
かった。

早く片付
けて次の
遊びを行
いたい児
童の心理
状態を想
定内にし
ながら、
手が届く
距離で見
守り対応
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
13　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

床拭き作
業（ジャ
ンバーか
ら落ちた
水滴）を
行ってい
て、児童
から目を
離したた
め。

ジャン
バー掛け
は玄関に
置き、脱
いで室内
に入る。
帽子は、
置き忘れ
や落下を
防ぐた
め、専用
の帽子カ
ゴを玄関
に用意
し、まと
めて回収
する。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

足元から
目線を離
したた
め。

事例をあ
げなが
ら、事故
につなが
る事を分
かりやす
く指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
帽子を投
げ飛ばし
て遊ぶ様
子がみら
れた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　
帽子を片
付けるよ
う声掛け
しながら
も、転倒
した時は
本児に背
を向けて
床拭きを
してい
た。

　
他の職
員はい
なかっ
た。

児童の
側に寄
り添わ
なかっ
たた
め。

拭き作業の
場所に帽子
掛けを移動
させ、児童
に寄り添い
ながら片付
けの援助を
行う。

5475

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

20 1 1 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
頸部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

遊具から
飛び降り
ようとす
る際は注
視する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

事故発生
時の保育
士および
園長との
連絡が滞
らないよ
う研修内
容を再度
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

より注意
して見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

積極的に
友達とお
しゃべり
をしなが
ら遊ぶ、
元気な女
児。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室入
口付近に
て遊戯室
全体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
給食の後
片付けと
午睡の準
備に向け
担当の仕
事をして
いた。

遊具（はん
とう棒）の
近くで見守
るようにす
る。

5476

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 0 0 7 4 18 9 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

事故防止
に対する
職員の意
識が低
かった。

会議等で
こまめに
園児の様
子やヒヤ
リ・ハッ
ト等の情
報を共有
し、危機
管理の意
識を高め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

遊具自体
に危険な
個所は見
られな
かった
が、遊び
方に注意
が必要
だった。

園児が楽
しめるよ
う見守り
つつ、危
険な遊び
方が見ら
れた場合
には保育
者が声が
けをす
る。遊ぶ
前に遊び
方の確認
も行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児が
５歳児と
いうこ
と、遊び
慣れてい
る遊具だ
という事
もあり、
児童も保
育者も油
断してい
たと思わ
れる。

危険なこ
ともある
事をきち
んと子ど
もたちに
も伝え、
保育者も
常に周り
の状況を
みるよう
気を付け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭にあ
る遊具
(太鼓橋)
にのぼ
り、一番
高い所か
らジャン
プをして
おりた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

２歳児か
ら５歳児
までの園
児が園庭
で遊んで
おり、保
育者は２
名で担当
していた
が発生時
は１名の
保育者が
他児の対
応で園庭
を離れた
為、残り
の保育者
が１名で
監督して
いた状態
であっ
た。その
為、対象
児だけで
はなく他
の園児の
事も見
守ってい
たので対
象児の動
きを見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

発生時、
他児の対
応にあた
りその場
にいな
かった。

発生
時、園
庭で園
児の人
数に対
して一
時的に
でも監
督の保
育者が
１名に
なって
しまっ
た事。
十分に
目が行
き届か
なかっ
た。

保育者間で
声をかけあ
う。危険な
行動が見ら
れそうな場
合は園児に
も声をかけ
行動を一度
止めるなど
の配慮をす
る。

5477

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

96 8 11 12 20 20 25 14 12 4歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘亀裂
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
4　)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
13　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

大型ブ
ロックの
高さも60
㎝位と低
く、普段
から数人
が大型ブ
ロックの
上で遊ん
でいても
マットを
下に敷い
ている為
転倒して
も怪我の
予測がで
きなかっ
た

大型ブ
ロックの
高さを普
段は１段
にしてお
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　遊戯室
では
3.4.5歳
児クラス
が遊んで
いたが、
まだ30人
程度の子
どもに保
育士2名
の配置が
あった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

いつも通
り登園時
の対応を
するため
出入口に
1名、他
の保育士
はテラス
近くで遊
ぶ子ども
たち全体
を見てい
た

60㎝く
らいの
高さで
マット
も敷い
てあっ
た為転
倒して
も近く
にいな
くとも
大丈夫
という
過信が
あった

大型ブロッ
クを2段にし
て遊ぶ場合
は必ず保育
士が側に付
くようにす
る

5478

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

20 1 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

右乳中切
歯の破折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
４)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士は
1人なの
に、動き
のある遊
びが2つ
あり、目
が行き届
かなかっ
た

保育士の
人数を考
え、主な
遊びは保
育士の人
数以上は
しない

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1つのフ
ロアで動
きのある
遊びを２
つ行って
いた

１つのフ
ロアでは
動きのあ
る主な遊
びは１つ
にする

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

違う遊び
(鬼ごっ
ことボー
ル遊び)
を同じフ
ロアで
行ったこ
と

１つのフ
ロアでは
主な遊び
は１つに
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボールの
みに集中
し、周り
をみてい
なかった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鬼ごっこ
に参加し
て、子ど
もと一緒
に遊んで
いたた
め、ボー
ル遊びの
方をみて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ボール遊
びに参加
して、子
どもと一
緒に遊ん
でいたた
め、鬼
ごっこの
方をみて
いなかっ
た。

保育士
も鬼
ごっこ
に参加
してい
た為、
子ども
全体の
動きに
目が行
き届か
なかっ

主なあそび
を一つに
し、全体が
見られるよ
うにする

5479

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

19 3 3 3歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛部
の骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
5　)回/年

1.基
準以
上配
置

危険を感
じられた
のに、そ
の後のそ
こへ行か
ないとい
う徹底が
足りな
かった。

危険と感
じる場所
に、子ど
も達が行
かないよ
うに対策
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

公園の安
全点検は
行ってお
らず、遊
具の使用
年齢が6
歳以上と
なってい
たのに遊
んでし
まった。

使用年齢
をしっか
りと守っ
て遊ぶ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員がそ
の場を離
れてし
まった。
危険だと
感じ、そ
の場を離
れるよう
に話す
も、徹底
できてい
なかっ
た。

遊具の使
用をやめ
たことを
職員同士
やその他
の児童と
共有す
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た

保育士に
手を引か
れるのを
嫌がり、
一人で高
い所から
ジャンプ
しようと
する姿が
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険を感
じて他の
遊び（広
場）に
誘った。
そのとき
10名ほど
の子も傍
にいたの
で、一緒
に広場で
虫探しな
どをして
遊んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広場で遊
んでいる
のを確認
し、他児
とほかの
大型遊具
で遊んで
いた。

使用年
齢が、6
歳以上
である
ことを
確認し
ていた
が、昨
年まで
保育所
の隣の
公園に
あり、
低年齢
児も遊
んでい

大丈夫であ
ろうという
意識を持た
ず、どんな
時でもいろ
いろなこと
を想定して
おく。保育
士の連携、
声掛け、立
ち位置の確
認を怠らな
いようにす
る。
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歳
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5480

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

9 2 2 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右母趾IP
関節捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

・動きが
激しい子
どもに対
する、予
測される
動きを職
員間で共
通理解す
る。

・一人ひ
とりの子
どもの特
性を考え
ながら、
保育を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

・保育室
で体操を
行うに
は、場所
が狭かっ
た。

・体操を
行う時
は、ホー
ルなどの
広い場所
で行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・体操を
行うた
め、保育
士は机や
椅子等は
片付け場
所を広く
とろうと
してい
た。床面
は特にす
べりやす
いことも
なく、子
どもは裸
足だっ
た。

・体操を
行う時
は、ホー
ルなどの
広い場所
で行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・体操が
始まる
と、とて
も喜び、
保育士を
見ながら
同じよう
に動く。
保育士は
その場で
足踏みを
するが、
本児は走
り出す。
床面には
障害とな
るものは
何もな
かった
が、転ん
だ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・体操の
試技をし
ていた。
保育室内
は、障害
となるよ
うなもの
は片付け
たため、
子どもが
転ぶとは
予想でき
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・参加し
ていない
子を誘っ
て、体操
をしてみ
せてい
た。その
ため、対
象児と
は、少し
距離が
あった。

・対象
児は、
普段か
らとて
もよく
動く。
保育室
であっ
ても力
一杯走
ること
を担任
が予測
できれ
ばよ
かっ
た。

・体操を行
う時は、
ホールなど
の広い場所
で行う。

5481

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

18 2 2 5歳
2.女
児

なし
食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕前腕
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

事故が起
きた時の
ための事
故防止マ
ニュアル
はできて
いた。

事故予防
対策に対
しての意
識がさら
に高まる
よう園内
の話し合
いを綿密
に行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

足が滑
る、つま
ずく等の
障害物は
なかっ
た。

改善策な
し（理
由：当時
転んだ場
所には何
も無かっ
た。）

6.食事
(おや
つ)中

おかわり
の際、皿
とフォー
クを持っ
て移動し
ていた。

皿は割れ
る可能性
があるこ
とを日頃
から伝
え、気を
付けて扱
うように
繰り返し
話す。再
度、
フォーク
を持って
歩かない
よう徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おやつを
食べ終え
たので、
おかわり
をもらう
為に歩き
出したが
フォーク
を持って
いたの
で、机に
置きに行
こうと向
きを変
え、歩い
たが転ん
でしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
守りなが
ら、おや
つのおか
わりが欲
しい子の
近くに行
き、おや
つを分け
ていたた
め、本児
が転んで
怪我をす
るのが防
げなかっ
たが、す
ぐに駆け
寄ること
はでき
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
守ってい
たが、食
べられず
にいる子
に対して
声掛けを
していた
ため、本
児が転ん
で怪我を
するのが
防げな
かった
が、すぐ
に駆け寄
ることは
できた。

おやつ
中、保
育士は
２名が
見守っ
てい
た。

どんな状況
でも事故が
起こりうる
ということ
を子ども達
に伝え、自
らも危機回
避ができる
よう働きか
けていく。

5482

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 12 5 4 4 4歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

前距腓靭
帯の剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

カーブを
走ったた
めと思わ
れる

直線を走
るように
指導する

1.定期的
に実施

実施頻度
(50　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
50)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
50)回/年

霜柱があ
り、ぬか
るみが
あった箇
所を避け
ての活動
を行って
いた。

ぬかるみ
を排除す
る（砂で
埋めるな
ど）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走り縄跳
びをする
際は、た
だのか
けっこと
違い、躓
きや転倒
の危険が
高まる事
を配慮し
なければ
いけな
かった。

躓いた
り、引っ
掛かった
りするも
のが無い
かチェッ
クしてお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走り縄跳
びを夢中
でやって
いた。勢
いがつい
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が転
び、職員
が駆け
寄ったこ
とに気づ
き近づい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

所庭に
散って子
どもたち
を見てい
た。転ん
だことに
気づき駆
けつけ
る。

子ども
の動き
を予測
しなが
ら、全
体を見
る注意
力が足
りな
かっ
た。

保育士同士
が連携しな
がら、危険
のないよう
に見守る。

5483

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

30 2 2 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左環指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

準備運動
も行い跳
び箱の近
くに職員
を配置し
ていたが
安全面の
再確認を
していき
たい

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

跳び箱使
用前に点
検を行っ
たが問題
はなかっ
た

跳び箱の
点検も
行ってい
るが今後
も引き続
き点検す
るように
したい

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

準備運動
を行って
から活動
に入った
が今後も
引き続き
充分な準
備体操を
し活動し
ていきた
い

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常、跳
び箱を跳
ぶことが
出来てい
た

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

跳び箱の
近くにお
り、対象
児が跳び
箱前に立
ち手をつ
く所を確
認してい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児の跳
び箱近く
におり、
他児の指
導にあ
たってい
た

今後も引き
続き指導を
していきた
い

5484

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

6 6 4 3歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１～２
)回/年

2.基
準配
置

所庭活動
中の職員
の位置に
偏りが
あったと
思われ
る、友だ
ちと手を
繋いで
走ってい
た行動を
止められ
なかった

担任同士
が密に声
掛けをし
て死角を
作らない
ようバラ
ンスよい
位置につ
く

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０　)
回/年

転倒場所
に表面に
砂をか
ぶった
マットが
３枚存在
した、所
庭中央か
ら見えな
い死角で
あった、

危険個所
の発見を
全職員で
意識し情
報共有す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

所庭全体
の職員配
置のバラ
ンスが悪
かった

担任同士
が密に声
掛けをし
て死角を
作らない
ようバラ
ンスよい
位置につ
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児の活
動場所が
建物の裏
になり見
えにく
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
も達を見
ていた。
散歩から
戻ってき
た0歳児
担当保育
士が転倒
した児童
に気付い
た。

担当職
員間の
意思疎
通が不
十分で
あった

担任同士が
密に声掛け
をして死角
を作らない
ようバラン
スよい位置
につく

5485

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34 3 31 4 4 5歳
1.男
児

該当なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
７ )回/年
（令和元
年度）

1.基
準以
上配
置

該当なし

子ども同
士の活発
な遊びの
中での不
慮の事故
のため、
特に改善
点はな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５２)回/
年

該当なし

おいか
けっこを
する十分
な広さ
と、園児
が混み合
う状況で
はなかっ
たので、
改善点は
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

該当なし

おいか
けっこを
する十分
な広さ
と、園児
が混み合
う状況で
はなかっ
たので、
改善点は
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2人でお
いかけっ
こをして
いたが、
後ろから
抱きつか
れたた
め、バラ
ンスを崩
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

普段通り
のおいか
けっこを
見守る。
転びそう
な時、気
付いて声
を掛けて
近付いた
が、届か
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場等、
別の遊び
をする子
どもを見
守った
り、降園
児の対応
をしてい
た。

該当な
し

保育士の配
置は十分で
あり、近く
で見守って
いた保育士
がいたが、
防げない事
故のため、
改善点はな
い。

5486

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

11 14 12 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
4　)回/年

1.基
準以
上配
置

安全や子
どもの様
子につい
て、引き
続き職員
間で確認
してい
く。ま
た、職員
は十分な
人数を
配置する
ととも
に、立ち
位置を確
認。声の
掛け合い
など連携
がとれる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

実施頻度(
)回/年

引き続き
点検を
しっかり
行い、危
険個所に
ついては
すぐに対
策を行
い、
職員間で
共有して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

想定外の
事故も起
こりうる
ので、瞬
時に動け
るような
見守り・
援助・職
員間の
連携を図
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

築山の上
にいる友
達の所
に、走っ
てのぼろ
うとし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら少し離
れた固定
遊具付近
で見守り
をしてい
た。
体格の良
い対象児
が、築山
の上の方
へ走り、
転倒する
のを見て
いた。す
ぐに立ち
上がり歩
いたの
で、大丈
夫だと
思った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に出
ていた
が、他児
と関わっ
ており、
離れた場
所にい
た。

個々の発達
の特性に即
した見守り
を行ってい
き、職員全
体で把握す
る。

134 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5487

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

97 4 16 17 21 22 17 17 16 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

尺骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

ホールと
以上児の
保育室を
開放し、
ホールで
は3・4・
5歳児33
名と保育
士2名が
リズム遊
びをして
いた。

配置基準
は満たし
ていた
が、リズ
ム遊びを
2グルー
プに分か
れて行っ
ていた
為、子ど
もの予測
できない
動きにも
対応でき
るよう、
もう1名
保育士を
増やし、
各グルー
プに1人
ずつ付く

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎朝)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

遊具点検
は勿論の
こと、リ
ズム遊び
をする時
は周りに
危険なも
のがない
か、広さ
が十分と
れている
か確認を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

リズムの
走る動き
の走り出
しのとこ
ろでぶつ
かった
為、まだ
円が作り
切れてい
ない、園
児が混雑
していた
時だと考
えられ
る。

進行方向
を守って
リズムを
するよ
う、毎回
子ども達
と確認し
ている
が、走り
出しや動
き出しの
ところに
細心の注
意を払う
ようにし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

初めは4
歳児の保
育室で遊
んでいた
が、ホー
ルのリズ
ム遊びに
興味を持
ち、参加
してすぐ
の転倒
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
ながら、
子ども達
と一緒に
リズム遊
びをして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ピアノを
弾きなが
ら、子ど
も達の様
子を見て
いた。

一緒に遊ぶ
中で、子ど
も一人一人
の様子や発
達に合わせ
て危険がな
いかを十分
注意して見
ていき、職
員同士声を
掛け合って
大勢の目で
安全に遊べ
るようにし
ていく。

5488

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 0 0 0 8 0 9 0 4 4 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯2本
の損傷と
歯根脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

リスクを
も想定し
た安全な
遊び方の
マニュア
ル確認が
不足して
いた。全
体の園児
数が少な
いことで
職員間に
リスクへ
の甘さが
あったと
思われ
る。

マニュア
ルの再確
認とリス
ク対応な
どの情報
を園長か
ら発信す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

点検表の
項目に沿
い用務員
が施設の
点検をし
ている
が, 保育
士の目線
としての
点検をし
ていな
かった。

用務員が
行う施設
点検の他
に, 保育
士目線で
の安全点
検が必要
である。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手をつな
いで走る
ことへの
危険性を
園児と職
員で共有
されてい
なかっ
た。

危険のな
い遊び方
の再考と
園児同士
の組み合
わせでど
のような
リスクが
あるかを
再考す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
　発表会
リハーサ
ルを終
え,少し
開放的な
気持ちで
戸外遊び
をしたと
思われ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　
　園庭で
他クラス
の発達支
援児のい
ざこざが
おき, そ
の対応の
ために他
クラスの
園児を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　他のい
ざこざに
対応した
り, 自分
の周囲の
園児のみ
見たり
し, 突発
的に起き
たいざこ
ざの把握
まで至ら
なかっ
た。担当
保育士の
動きの意
図も他の
保育士は
分からな
いでい
た。

同じ遊
びの場
におい
て, 場
を共有
する保
育士一
人一人
が遊び
の状況
を共有
するこ
となく,
自分の
思いで
それぞ
れに保
育を
行って
いたと
思われ

遊びの場を
共有すると
きは, 見守
りのエリア
を確認し
合ったり保
育士間での
思いや行動
にまで留意
する必要が
ある。

5489

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

106 10 15 14 13 15 17 22 15 13 5歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
通顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

固定遊具
での遊び
は起こり
うる事態
を想定し
見守る。

全職員に
周知し、
安全対策
の一環と
して意識
づけをす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(約280　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
約280　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
約280　)
回/年

本児は雲
梯が出来
るように
なり何度
も行って
おり、大
丈夫と
思ってい
た。

鉄棒、雲
梯は職員
と一緒に
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にあり
ません

雲梯、鉄
棒の下に
マット
（専用）
を敷く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母親とい
つものよ
うに登園
し、その
日の活動
に参加し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯の遊
具に職員
が位置づ
いていた
が、他の
子と話を
している
時で、落
ちる瞬間
を見て手
を出した
が間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　
雲梯を
行ってい
るの見
守ってい
たが、一
瞬の出来
事で間に
合わな
かった

その子
のクラ
ス担任
ではな
かった
が、延
長保育
ではど
の職員
がどの
位置に
つくか
決めて
おき、

雲梯遊びの
時は、渡り
終えるまで
その子の近
くにいて見
守る。（落
ちそうに
なった時に
手を添えら
れるように
位置づく）

5490

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

51 17 15 19 6 6 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

園外での
注意事項
の認識が
十分でな
かった。

事故防止
のための
具体的な
手立てを
考える話
し合いの
場を持つ
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

初めてで
はない園
外の場所
でも危険
個所を意
識し行動
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

坂道で
あったた
め、バラ
ンスがと
りにく
い。

坂道での
歩き方の
注意を園
児に伝
え、保育
士の見守
りを強
化。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り歩いて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
こける場
面は見た
が、手を
差し伸べ
る間もな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児が列
になって
歩いてい
る左側
を、等間
隔程度に
保育士が
配置し一
緒に歩い
ていたの
で、対象
児から離
れていた
り、前方
にいた保
育士は気
が付かな
かった。

概ね５
列に対
し保育
士一人
がそば
で歩い
ていた
が、急
なこと
に対応
できな
かっ
た。

想定される
園児の行動
を予測し、
怪我のリス
クを回避で
きる方法を
考えてお
く。

5491

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 0 7 7 0 0 0 0 3 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

歩いてい
て、バラ
ンスを崩
した。

保育士の
立ち位置

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12　　)
回/年

子どもの
歩行が、
安定して
いなかっ
た。

保育者が
注意し立
ち位置を
考える。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

対象児が
いつも遊
んでいる
場面で歩
行だと思
い、注意
が足りな
かったと
考えられ
る

お遊戯室
で遊ぶ場
合、それ
ぞれの身
体的発達
を把握し
ていて
も、転倒
すること
もあると
注意喚起
を行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わった
様子はな
かった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員は対
象児と2
メートル
くらい離
れていた
がその前
を歩いて
いた。そ
の保育士
が対象児
の泣き声
で、すぐ
に駆け付
けた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

異年齢で
お遊戯室
で遊んで
いて、保
育士はそ
ばで見
守ってい
たが事故
の場面は
見ていな
かった。

保育士
の立ち
位置

異年齢児が
お遊戯室で
遊ぶ中で一
人ひとりの
身体的発達
など共通理
解をしてお
く。

5492

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

20 　 　 　 　 　 2 2 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨幹部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故防止
マニュア
ルを整備
し、研修
の実施に
より、職
員の周知
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )回/
年

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

部屋全体
を使って
遊んでお
り、玩具
が点在し
ていた。

コーナー
遊びで
は、部屋
を区切
り、移動
を少なく
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

玩具を片
手に持っ
て歩いて
いたとこ
ろ、バラ
ンスを崩
し転ぶ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一人は全
体の様子
を見守っ
ており、
もう一人
は他のク
ラスに用
事があ
り、部屋
を離れて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
の保育室
で保育し
ていた。

クラス
担任が
現場を
離れる
際に
は、声
をかけ
るよう
にす
る。

保育士の役
割など明確
にし、一人
一人十分に
見守ってい
く。

5493

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

22 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果剥離
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お友だち
に自分の
フラフー
プを渡そ
うとし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

１０人の
グループ
がフラ
フープで
安全に遊
ぶ様子を
側で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

足をひ
ねった様
子や痛が
る様子が
見受けら
れなかっ
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5494

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

20 8 5 7 3 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
折・右尺
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

職員数、
職員の立
ち位置に
も気を付
け、先頭
を歩く職
員は危険
と感じる
場所を
先々気付
き、全体
に声掛け
をしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

散歩に出
かけた
際、下見
において
把握して
いる危険
場所だけ
でなく、
状況は変
化してい
くので、
その都
度、危険
と感じた
場所を職
員全員に
周知して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

道路を横
断後の段
差だった
が車に気
を付ける
事だけに
気を取ら
れ、足元
は注意で
きていな
かった。

職員一人
一人が子
ども、周
りの環境
全体を見
て、気付
いたこと
をなど声
掛けを常
に行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

5歳児と
手をつな
いで保育
所門前の
坂を下
り、道路
を横断
し、横断
した先の
数センチ
の段差に
つまづい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

3名の保
育士での
園外保
育。先
頭・中
間・最後
尾に職員
配置。中
間職員は
先頭付近
の子ども
から最後
尾付近の
子どもが
渡るまで
坂の下で
横断を確
認。先頭
の保育士
は、全員
が渡って
待機でき
るくらい
の間隔を
あけるた
め少し先
に進んで
待ってい

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児童
の姿も見
てはいた
が、対象
児だけで
なく、左
右に首を
振りなが
ら横断の
様子を見
ていたの
で、転倒
した瞬間
が確認で
きていな
い。

職員一人一
人が、車だ
けでなく、
周りの状況
にも細心の
注意を払
い、職員同
士、児童に
も声をかけ
あってい
く。

5495

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 22 3 3 6歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
随時　)回
/年

2.基
準配
置

　これま
で起こっ
たケース
や予想さ
れること
について
は周知し
ていた
が、より
　多様な
状況や事
故を予想
していか
なければ
ならない
と感じ
た。

　今以上
の職員の
連携と意
識統一を
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
13　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
13　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

120cmほ
どの高さ
の中型太
鼓橋。渡
る面も網
が張って
あり転倒
の危険は
少ないと
思ってい
たが、4
名が同時
に行動し
たことが
事故に繋
がったと
思
われる。

側面から
の転落
だったこ
とから、
保育士が
傍で見守
る事を周
知する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

太鼓橋の
大きさに
対する遊
べる人数
の見直し
が必要

片付けの
知らせ方
の配慮
と、慌て
なくてよ
いことを
しっかり
周知す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

片付けの
声かけが
あったた
めに,友
だちより
先に片づ
けようと
思ったと
のこと。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児た
ちの行動
に目を向
けていた
が、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ほかの子
どもたち
の行動を
見ていた
ので気づ
かなかっ
た。

太鼓橋
自体
は、危
険な遊
具では
ないが4
人同時
に上
がって
いたこ
と,一斉
に動い
たこと
が事故
に繋
がっ
た。

一度に上に
上がるのは2
名までと
し、保育士
が傍に付き
そう。

5496

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

16 2 2 4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

全体に目
を配って
いる最中
に目の前
の子が落
下した。

全体に目
を配るこ
とは重要
だが、子
どもの状
態を把握
しなが
ら、危険
個所での
保育を重
視してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日) 回
/年

滑れりや
すくなっ
ていない
か確認を
する。

落下防止
の為の
クッショ
ンは常設
していた
が、より
一層の安
全に気を
付ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもに
あった高
さの遊具
であった
かを確認
する。

無理がい
くようで
あれば、
使用を控
えるなど
の処置を
とるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯に挑
戦してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
至近にい
たが、全
体の子も
見ながら
だったの
で、落下
する瞬間
に手を差
し伸べる
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
について
いた為、
対象児の
様子を見
ていな
かった。

複数の
保育は
連携を
取りな
がら行
う。

複数での対
応の時は見
落としのな
いように連
携を取りな
がら保育す
る。

5497

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

17 2 2 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨骨幹部
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

①一生懸
命にやろ
うと張り
切りすぎ
た。②本
人にとっ
ては、難
易度は高
くない練
習なので
油断が
あった。

①全クラ
スにおい
て体操練
習時の園
児の様子
を細かく
観察し、
異変があ
れば練習
を中止す
る②準備
運動にて
柔軟練習
をしっか
りと行っ
ておく

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

怪我防止
の為に
マットは
数多く整
備してい
るので、
園児は怪
我をしな
いという
過信が
あったか
もしれな
い

全クラス
において
体操練習
時の園児
の様子を
細かく観
察し、異
変があれ
ば練習を
中止する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

疲れが
あったの
かもしれ
ない。

全クラス
において
体操練習
時の園児
の様子を
細かく観
察し、異
変があれ
ば練習を
中止する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに、元
気に体操
練習に取
り組んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

負傷園児
のすぐ横
で、園児
を見てい
た。怪我
は一瞬の
時間で
あったた
めに、補
助をする
まで間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2名以外
は、保育
室で別の
クラス園
児を見守
り

ベテラ
ン保育
士2名が
対応し
ていた
ため、
油断や
過信が
あった
かもし
れない

今後、怪我
防止の為の
園内研修を
増やし、園
全体の安全
管理品質を
向上させて
いく

5498

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

17 3 3 1歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右母跡基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

保育室内
に保育士
は3人い
たが内1
人が室内
でおやつ
の片付け
をしてい
た為コー
ナー遊び
について
いる保育
士二人で
園児全員
に目が行
き届かな
かった

職員同士
で声を掛
け合い4
コーナー
を二人で
見る事の
再確認と
その中で
自分たち
が行うべ
き内容を
明確にす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし

引き続き
安全点検
を定期的
に行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室内
に保育士
は3人い
たが内1
人が室内
でおやつ
の片付け
をしてい
た為コー
ナー遊び
について
いる保育
士二人で
園児全員
に目が行
き届かな
かった

玩具を置
く場所
等、環境
の再確認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おままご
とコー
ナーにて
遊んでい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

隣のコー
ナーで本
児を見守
りつつ他
の子ども
に対応し
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

隣のコー
ナーで本
児を見守
りつつ他
の子ども
に対応し
ていた

保育室
内に保
育士は3
人いた
が内1人
が室内
でおや
つの片
付けを
してい
た為
コー
ナー遊
びにつ
いてい
る保育
士二人

保育士同士
で声を掛け
合いそれぞ
れの役割分
担を明確に
する。

5499

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

28 7 6 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

事故予防
について
の園内研
修を増や
す。（週
１回程
度）

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)
回/年

園庭に小
石や凹凸
等ないか
安全確認
を毎日す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

３歳児～
５歳児の
異年齢児
で遊ぶ場
合は、鬼
ごっこ等
走力の差
が出やす
い遊びは
避ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に
「鬼ごっ
こ」をし
て遊ぶ。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士１
名はテラ
スから見
守り、他
２名は、
３歳未満
児８名と
入室して
いた。

子どもが走
る速度にも
注視し、必
要に応じて
声かけをす
る。

5500

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

12 2 2 4歳
1.男
児

左大腿骨
骨のう腫
因果関係不
明

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

らせん骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1   )回/
年

事故後に
職員会議
を開催し
情報と対
応の方法
を共有し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

実施頻度
(　12　)
回/年

実施頻度
(　12　)
回/年

いつも
より保
護者の
お迎え
が遅
かった
ため、
落ち着
きがな
かっ
た。

どんなと
きでも、
保育士は
一カ所に
いるので
はなく、
分かれた
場所に配
置し子ど
もを見守
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

いつも
より保
護者の
お迎え
が遅
かった
ため、
落ち着
きがな
かっ
た。

どんなとき
でも、保育
士は一カ所
にいるので
はなく、分
かれた場所
に配置し子
どもを見守
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5501

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

15 1 1 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

作品展で
の展示す
る作品作
りが終わ
り、戸外
で沢山遊
べる解放
感で少し
興奮状態
であった
かもしれ
ない。

戸外に出
てあそぶ
前には準
備運動を
したり、
遊び方の
確認をし
たりして
気を付け
て遊ぶよ
うに促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時か
ら元気に
過ごして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ちと一緒
に遊びな
がら全体
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう１人
の担任は
室内で子
どもを保
育してい
た。

特にな
し

特になし

5502

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

21 1 1 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度
(1.2)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

特になし 特になし

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

その場に
保育士が
いなかっ
た。

トイレに
行くとき
も、見守
る体制を
作る。ト
イレ前で
並ぶ場所
に目印を
つけ、並
ぶ場所を
知らせる
ようにす
る。子ど
もと約束
して危険
のないよ
うに、保
育室の中
の危険な
ことにつ
いてしっ
かり話し
合い、今
後このよ
うなこと
がおこら
ないよう
に努めて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該児童
はいつも
通りで
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

けんかの
仲裁に入
り、他児
の対応を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1人で保
育してい
た。

保育士
の見守
りが十
分でな
かっ
た。

トイレに行
くときも保
育士が見守
る体制をつ
くり、少人
数ずつで行
くようにす
る。
保育士をも
う一人配置
し担任の目
の行き届か
ないところ
をフォロー
する体制を
作る。
気になる児
童には保育
士がそばに
つき、行動
を共にする
ようにす
る。

5503

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

64 28 22 14 4 4 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

上前歯２
本不完全
脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
4　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保護者が
遊んでく
れている
近くで、
別の遊び
をしてい
る子ども
達もいた
ので、内
容や人数
を見て、
遊ぶ場所
を分ける
などを伝
えていく
ことが出
来なかっ
た。

活動の内
容や人数
によっ
て、危険
のないよ
う遊びの
スペース
の配置を
示してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友人の保
護者がい
つもとは
違う時間
にお迎え
があり、
遊んでも
らい、気
持ちが高
まってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭にて
他の延長
保育の子
どもたち
が遊んで
いるのを
見守りな
がら、対
象児がど
こにいる
かを確認
して見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　
園庭にて
対象児の
動きや担
当者がど
こにいる
かを常に
把握して
いた。

保護者
が関
わって
遊んで
いる近
くで、
別の遊
びをし
ている
子ども
達がい
たが、
どのよ
うな状
態で遊
んでい
るか、
状況の

それぞれの
保育士は全
体、各箇所
の把握をす
ると同時
に、それぞ
れの遊びが
重なると危
険につなが
らないかな
どを予想し
て、遊び方
を伝えたり
遊ぶ場所を
提示するこ
とで、危険
が生じる前
に回避でき

5504

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

8 3 3 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　登園か
ら元気に
過ごし、
鉄棒で遊
んでいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　全体の
様子を見
守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　一人
は、排泄
対応を済
ませ、園
庭に出て
子どもた
ちを見
守ってい
た。もう
一人は、
夕方保育
の準備を
してい
た。

担当職
員は、
基準以
上の人
数を配
置して
いたが
鉄棒に
はつい
ていな
かっ
た。

遊具で遊ぶ
時は遊具の
そばで子ど
もを見守り
対応する。
移動式鉄棒
のため設置
する位置を
考える。

5505

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

22 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２
)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭で三
輪車とス
クーター
で遊ぶ子
どもと縄
跳びで遊
ぶ子ども
がいたた
め、全体
に目が行
き届か
なった。

子どもた
ちが楽し
めるよう
にリクエ
ストに答
え遊びを
提供する
のであれ
ば全体の
見守り安
全に配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

三輪車
コーナー
内で遊ん
でいた
（5人）

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

縄跳び
コーナー
と三輪車
コーナー
に遊ぶ場
所を分け
全体を見
ながら縄
跳びのこ
どもの回
数など一
緒に数え
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配の必
要な子供
に付いて
いた

遊び後
に本児
の衣服
の汚れ
に気付
き話す
事が苦
手な子
どもと
把握し
ていた
のに丁
寧な聞
き取り

4歳児なの
で、活動の
終了後に遊
びの様子を
話し合う中
で、転んだ
りぶつかっ
たりせずに
安全に遊ん
だかの確認
を行うとと
もに、一人
一人の言葉
に耳を傾け

5506

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

8 2 2 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右けい骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

3.未実施
実施頻度(
０)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

寒くて身
体が十分
にほぐれ
ていな
かった。

寒い日は
十分身体
を動かし
てから取
り組む。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

寒がって
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鬼ごっこ
に夢中に
なり一人
ひとりの
様子を丁
寧に見る
ことがで
きずにい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任2名
とも遊び
に夢中に
なって一
人ひとり
の動きを
確認しき
れていな
かった。

鬼ごっ
こは全
員が走
り回る
ため一
人ひと
りの様
子を見
れない

集団遊びを
するときは
遊びをリー
ドする保育
士と全体を
見る保育士
とに役割を
分けて保育
を進める。

5507

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 2 2 1 5 1 5歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１０　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１０　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６ 　)回/
週

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

母と帰ろ
うと振り
むいた
際、対象
児が履い
ていた靴
下が床で
滑ったた
め、バラ
ンスを崩
し前方に
転倒す
る。手が
出なかっ
たため、
顔を床で
ぶつけて
しまっ
た。

延長保育
室はマッ
トを敷い
ているた
め、上靴
は入口で
脱ぎ、靴
下を履い
て遊ぶこ
とになっ
ていた
が、今後
は幼児が
延長保育
室に入る
際は、靴
下も脱ぎ
裸足で遊
ぶように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母が担当
から引き
継ぎを受
けている
間も、落
ち着いて
母の側に
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

母への対
応が終わ
り、対象
児を引き
渡した直
後であっ
た。転倒
を想定し
ていな
かったた
め、助け
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の異年
齢保育の
児童の保
育にあ
たってい
た。

特にな
し

特になし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5508

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

16 0 0 0 0 0 0 0 3 3 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

右上歯
外傷性脱
臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

・リー
ダーの職
員が不在
のため、
日ごろ気
を付けて
いること
に対して
の援助や
保育士の
動きの確
認、声か
けが少な
い状況が
あった。

・日頃よ
り、クラ
ス内で確
認してい
る安全へ
の対応、
声かけ、
動き等の
事項は、
クラス外
の職員
（特にフ
リー保育
士）にも
共有して
おく。
・書面で
も確認で
きるよう
にしてお
き、クラ
ス担任が
不在の時
も確認し
たうえで
保育にあ
たる。
・リー
ダーが不
在になる
場合は、
リーダー
的な声か
けや動き

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
( 60 )回/
年

・トイレ
の数が少
ない為、
分散して
行くこと
になる。

・施設の
構造上、
4歳児が
普段使用
している
トイレの
個数を増
やすこと
は難し
い。混み
あう場合
は、もう
一か所の
トイレ
（部屋か
ら少し離
れてい
る）を使
用してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・いつも
は自分の
水筒のお
茶を飲ん
でいる
が、当日
は、急遽
牛乳を飲
むことに
なり、い
つもと違
う活動に
なった。
・活動変
更になっ
た時に、
子どもの
様子に変
化が起き
ること
や、活動
の順番や
時間配分
が必要な
ことの検
討ができ
ていな
かった。

・活動を
変更する
時の援助
や活動の
流れ等を
話し合っ
ておく。
（子ども
達が落ち
着いて子
どもたち
を見守る
ことがで
きる余裕
を持った
時間配
分、職員
の立ち位
置、活動
の順番な
ど）
・廊下や
トイレが
見える位
置での見
守りの配
置をす
る。
・視覚的
に停止線
等を廊下
に貼る。
・同時で
はなく、

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・牛乳を
飲むこと
がわか
り、片付
けは張り
切って行
い次の行
動に移っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内で椅
子に座っ
て水分補
給をして
いる児と
玩具の片
付けをし
ている児
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

玩具の片
づけや、
床に落ち
た玩具を
拾ってい
た。

・個人
配慮児
は欠
席。そ
の他の
配慮児
も落ち
着いて
おり、
普段の
流れに
添って
活動で
きてい
たので
子ども
が移動
しても
大丈夫
と思っ
た。
・子ど
もたち
は張り
切って
準備を
する姿
が見ら
れた
が、子
どもが
移動す
る場面
で、走

・日頃よ
り、段取
り・子ども
への付き方
等を、職員
同士で確認
する。特に
クラスで気
を付けてい
ることに関
しては、ク
ラス担任か
ら発信し、
確認をして
おく。
・担任が不
在の時は、
代わりに保
育に入る職
員（フリー
保育士）に
活動内容や
援助の仕方
等を再度確
認してお
く。
・子どもが
部屋の内外
に移動して
いる時は、
移動してい
る子どもに
注目する。
・出入り口

5509

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

118 8 19 24 24 23 20 18 18 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

保育所等
で起こる
事故に関
する情報
の共有を
職員全員
で行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

鉄棒の下
にマット
を敷いて
いたが、
長年使用
している
もので
あった。

マットが
消耗して
いれば、
定期的に
買い替え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒の握
り方の指
導もして
おり、そ
の場に職
員の見守
りもあっ
た。本児
は鉄棒が
得意な子
どもで
あった
が、禁止
されてい
る鉄棒に
座る行為
をしよう
としたた
めバラン
スを崩し
て落ちた
ことが原
因と考え
られる。

鉄棒に座
ることは
しないよ
うに、幼
児クラス
の子ども
たちに再
度話をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
鉄棒に
乗った状
態から、
禁止され
ている座
る行為を
しようと
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　
鉄棒に職
員が1人
ついてい
たが、も
う一人の
子どもの
長い髪の
毛が鉄棒
をするの
に危険と
判断しそ
の子の髪
の毛をく
くってい
たので、
すぐに助
けること
ができな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体把握
1名、ブ
ランコに
1名、滑
り台に1
名、子ど
もの遊び
につく人
3名。

特にな
し

子どもから
目を離すと
きは、他の
職員に必ず
声をかけ連
携する。

5510

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

76 26 26 24 6 6 3歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

（歯牙破
折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故予防
に関する
研修を、
職員に周
知できる
よう行
い、定期
的に意識
できるよ
う働きか
ける。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし

安全点検
を引き続
き行い、
日々の中
でも安全
面を意識
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭あそ
びの時に
は、年齢
の低い子
どもは特
に気をつ
けて見守
る。

園庭のそ
れぞれの
場所にひ
ろがり、
子どもの
遊び・安
全を見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

滑り台は
滑らず、
傾斜の下
の方で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭あそ
びの全体
を見守り
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭あそ
びの全体
を見守り
してい
た。

手すり
を持っ
たまま
向きを
変え、
座ろう
とする
等、行
動の予
測がで
きな

園庭での見
守りの職員
を増やし、
安全に見守
れるように
する。
年齢の低い
子どもは特
に気をつけ
て見てい
く。

5511

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

8 0 0 0 4 1 3 1 1 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折
左腓骨遠
位骨端線
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
複数回　)
回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

人工芝の
つなぎ目
に段差が
生じてお
り　転倒
しやすい
状況で
あった。
点検の際
には気に
なる状態
ではな
かった。

修繕を依
頼した。
業者にて
クッショ
ンで段差
をうめる
予定。現
在、材料
等調整手
配中であ
り、事故
現場には
立ち入れ
ないよう
に仕切り
をしてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

使い慣れ
た場所で
あり　特
に声掛け
等してい
なかった

活動中は
こどもた
ちに声を
かけた
り、高揚
時には
いったん
集合し、
落ち着い
てから活
動を再開
させる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り友だち
と鬼ごっ
こを楽し
んでいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

いつもど
おりの様
子であり
特に声掛
け等なく
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人で保
育してい
た

危険予
測がで
きてい
なかっ
た。危
機管理
能力の
不足。

毎月の安全
点検を行っ
ているが
使用前の確
認、安全点
検を行う

5512

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

17 4 3 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

顔面(口
腔内含
む)

口腔内受
傷

上顎右側
乳歯歯牙
脱臼

遊具等
からの
転落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

滑り台木
製ステッ
プの足を
掛ける部
分が、経
年劣化に
より摩耗
し、足が
掛けにく
い状態に
なってい
た。木製
ステップ
が摩耗し
ている事
に気づい
ていた
が、摩耗
している
ことがケ
ガにつな
がるとい
う危険に
対する意
識が弱
かった

遊具で遊
ぶ際は、
危機管理
意識を持
ちなが
ら、事前
の安全点
検を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑り台
に、対象
年齢（1
～3歳）
の表示が
なく、4
歳以上の
児童も使
用してい
た。滑り
台を4歳
以上も使
用してい
た為、摩
耗が激し
かったと
考えられ
る。

今後この
遊具は、
1～2歳児
クラスを
対象と
し、適正
な大人の
人数が付
き使用す
る。滑り
台のわか
りやすい
場所に対
象年齢を
表示し、
職員が入
れ代わっ
ても適正
に使用で
きるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に登
所し、い
つも通り
機嫌よく
外遊びを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児童
が滑り台
のステッ
プを上
がってい
る傍らに
つき、見
守り及び
補助をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少し離れ
たところ
で、所庭
で遊んで
いる児童
の見守り
及び補助
をしてお
り、当該
児童が転
倒する場
面を見て
いなかっ
た。

一人の
保育士
での見
守り
で、突
然のア
クシデ
ントに
対応で
きな
かっ
た。
（先に
滑り終
えた児
童が転
倒しそ
うに
なった
際、咄
嗟に当
該児童
から目
を離し
てし
まっ

滑り台を使
用する時
は、一人が
滑り終わる
のを確認し
てから、次
の児童がス
テップを上
がるように
する。もし
くは、滑り
終えたとこ
ろに、もう
一人職員を
配置する。

138 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5513

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

15 1 1 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日
以上

屋上の地
面が緩衝
剤の入っ
たゴム状
の地面で
はあるが
落下の衝
撃が強く
骨折した

マットな
どがあれ
ば今回の
ような骨
折事故は
防ぐこと
ができた
と思われ
るので、
落下防止
にマット
を敷き活
動する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広範囲に
わたる遊
びの中
で、鉄棒
は落下が
伴うので
側につい
ていたが
全体を見
守る中瞬
時の行動
が遅れた

園庭など
広範囲に
わたる遊
びの中で
は、保育
士複数人
で見守る
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒で自
分の好き
な遊びを
楽しみ保
育士に見
守られな
がら安心
して遊ん
でいた

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

鉄棒のす
ぐ側で見
守ってい
たが対象
児が落下
する瞬間
手を差し
述べたが
間に合わ
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人で保
育してい
たので他
の職員は
いない

園庭で
遊んで
いたが
担任で
はない
保育士
が見
守って
いたの
で個々
のスキ
ルを把
握しき

園庭や広い
場所での遊
びでは担任
または複数
の保育士で
見守るよう
にしすぐさ
ま補助でき
るように配
置する

5514

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

12 4 4 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右下脃骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度(
3　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児が粘
土を取り
に行くと
きの動線
上に座っ
ていた。

子どもの
動きを考
え動線を
整理し、
危険のな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりな
く遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもた
ちの遊び
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい

お迎えの
保護者対
応をして
いた。

他児が
粘土を
取りに
行くと
きの動
線上に
座って
いた。

動線の中に
座っていた
子どもに声
掛けをし、
安全な場所
に導く。

5515

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

10 10 4 4 1歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

普段の保
育から考
えられる
事故につ
いての認
識不注意

ケガにつ
ながるこ
とや注意
すべき点
を職員で
共有す
る。年齢
的な子ど
もの動
き、体の
つくりを
考慮し、
職員に周
知する。
年齢に
あった保
育の遊び
の設定や
職員間の
連携の大
切さを伝
え、一人
一人が再
認識する
よう促
す。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

簡易的に
セッティ
ングした
遊具（布
団のお
山）の配
置につい
て、死角
ができ、
足の踏み
場も狭く
なってい
た。

部屋の大
きさに合
わせ、必
要な時の
みに適切
なタイミ
ングで設
営するよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちの興味
が分散さ
れ、近す
ぎること
で起こる
子ども同
士のトラ
ブルは減
るが、そ
の分子ど
もたちが
バラバラ
になり全
体の見通
しが悪く
なる。
また、職
員が他の
作業をす
ることで
見守りが
不十分に
なる。

自由遊び
の際の設
定を観察
できる範
囲で設置
する必要
がある。
事故の前
後には子
どもたち
は全ての
遊びを
行ってい
なかった
ので、必
要に応じ
て、片付
けるなど
遊びの整
理を行う
必要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

職員と他
児が行っ
ているふ
れあい遊
びを楽し
そうだと
思ったの
か職員に
近づいて
行った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

２名の子
どもをそ
れぞれ
抱っこ・
おんぶさ
せて振り
向きなが
ら立ち上
がったた
め、足元
に移動し
てきた本
児の姿は
全く把握
できてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子と
遊ぶ・排
泄介助・
おやつ後
の後片付
け等、そ
れぞれの
職員が別
の用事を
おこなっ
ていた。

抱っこ
紐など
の装具
なしに
職員が
二人の
子ども
を抱く
こと
は、不
安定な
状態で
危険が
生じる
恐れが
ある。
担当職
員の行
おうと
してい
たふれ
あい遊
びは、
危険が
やや高
くそば
にいた
対象児
が巻き
添えに
なっ
た。
他職員
もそれ

装具なしに
職員１人で
２人の子ど
もを抱っこ
しない。
（ただし、
非常事態時
除く）
ふれあい遊
びは、さま
ざまな方法
があるが、
危険が高く
ない方法を
選び職員間
で情報を共
有する。
他職員も常
に周囲に気
を配り、視
線を全体的
に見渡す。
また、職員
同士が危険
に対して注
意しあえる
関係づくり
を作ってい
く。

5516

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

15 4 3 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕果
外骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
7　)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

想定外の
転倒で
あった。
認識の甘
さがあっ
た。

危険な物
がない場
所でも油
断するこ
となく、
色々な場
面や状
況、子ど
もの動き
を考え、
安全に活
動出来る
様に見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも活
発に活動
し元気な
子で、変
わりな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児を至
近距離で
見ていた
が、転倒
する予測
がつか
ず、止め
る事がで
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子ども達
の動きに
合わせ
て、移動
しながら
監護にあ
たってい
た。

自由遊
びで危
険な物
のない
場所で
あった
為、認
識の甘
さが
あっ
た。

職員一人ひ
とりの危機
管理の認識
を高め、
色々な状況
を想定し安
全に活動出
来る様にし
ていく。

5517

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

31 2 2 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第五趾
基節骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室の
出入り口
が狭いの
で、混雑
してい
た。

混雑して
いる時
は、ケガ
をしやす
いことを
日頃から
子どもに
伝え、
ゆっく
り、順番
に移動す
るように
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
午前中は
室内あそ
び、運動
会にの縄
跳びダン
スなど
行ってい
た。怪我
をした後
も変わり
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　
対象児を
含めたク
ラス全体
を見てい
たが、対
象児に変
わった様
子が無
かったの
でアクシ
デントが
あった事
に気付か
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室の
片づけを
してい
て、部屋
に残って
いた

ケガに
気付か
なかっ
たため
に、受
診,処置
が遅れ
た

一人一人の
動きを把握
し、トラブ
ルがないか
気を配る。
又、何か
あった時に
は、必ず担
任に伝える
ように指導
する。

5518

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

1 1 1 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左下腿骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(数)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

保育して
いるとこ
ろで作業
してい
た。

保育室で
作業する
場合は仕
切りなど
の設備を
利用して
園児から
見えない
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
何度も来
ていたの
にファイ
ルを踏む
かも、と
いう認識
がなかっ
た。卓上
で作業を
おこなう
という配
慮がな
かった。

年齢に
合った室
内での遊
びを、保
育室の危
険要因を
予測・検
討して設
定する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日ごろか
ら活動的
な児童で
あるの
で、時に
他児とト
ラブルに
なること
もある。
発生時は
対象児の
好む玩具
を準備し
ていた
が、通常
と違う環
境設定に
気持ちが
高ぶった
可能性も
ある。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児1
名のみの
保育で
あった
が、対象
児が遊ぶ
様子を1
メートル
ほど離れ
たところ
で観察し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
数名は書
類準備の
ため、保
育の様子
は見てい
なかっ
た。

対象児
の気持
ちをく
み取
り、保
育担当
者が
しっか
り対応
する時
間が必
要だっ
た。

少人数保育
であっても
保育担当者
と作業担当
者とを分け
ることが必
要である。

5519

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 0 0 14 20 16 0 0 6 6 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

Aクリ
ニック
（事故当
日）左肢
打撲
Bクリ
ニック
〈後日）
左上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

子ども達
が遊んで
いる姿全
体を見れ
るよう
に、園庭
の要所に
保育士が
付き遊び
の内容も
考えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

該当なし 該当なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭に出
ている子
どもの人
数に合わ
せて遊び
の内容も
考える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で追
いかけ
ごっこし
ている本
児と3歳
児とがぶ
つかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れたと
ころから
見守って
たので対
象児が転
倒すると
き支えが
出来な
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
はその他
の子の見
守りをし
ていた。

スペースや
人数、子ど
もの動きに
あわせた遊
びの構成を
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5520

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

21 3 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4～5)回/
年

1.基
準以
上配
置

補助や見
守りの改
善や取組
みの初め
のころ
は、人員
を増や
す。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
40　)回/
年

引き続き
遊具等の
点検を行
う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一つ一つ
の遊具の
使い方等
を丁寧に
伝える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任①は
ごっこあ
そびの
リーダー
とマット
の状況を
見守って
いた。
担任②は
一本橋付
近と巧技
台を見
守ってい
た。
応援保育
士は鉄棒
付近を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

今年度
は緊急
事態宣
言で当
初欠席
をして
いたこ
とや、
散歩等
が全く
出来て
いな
かった
ことで
運動面
で対応
が難し
かった
ように
も考え
られ

室内の運動
遊びも行っ
てはいた
が、意識的
に増やした
り、個人差
はあるので
個々の状況
も把握して
いく。

5521

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

15 2 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

寝起きで
少しぼん
やりとは
していた
が体調不
良や機嫌
の悪さな
どはな
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

午睡の片
づけをし
ており、
転倒した
場面は目
視してい
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児への
対応をし
ており、
転倒した
場面は目
視してい
ない。

午睡か
ら目が
覚めた
ばかり
で当該
児童自
身が、
周囲へ
の注意
が薄
かっ
た。保
育士は
午睡の
片づけ
をして
おり、

午睡から目
覚めたばか
りの時は覚
醒しきれて
いないとい
うことを把
握し、子ど
もたちの様
子や行動を
注意深く見
守る。

5522

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

29 1 1 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕上腕
の肘の接
合部の剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(5)回/年

2.基
準配
置

保育士が
一人の時
の戸外遊
びの仕方
や決まり
が定まっ
ていな
かった。

保育士が
一人の時
の遊ばせ
方や一人
で保育と
ならない
ように対
策を立
て、複数
で保育を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒で遊
ぶ子ども
と走る子
どもがお
り、保育
士は鉄棒
で遊ぶ子
どもに集
中してい
た。

走る子ど
もも多く
接触しや
すい状況
であった
ため遊び
を限定し
たり、応
援の保育
士を呼ぶ
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

みなが遊
びに夢中
になり、
周りが見
えていな
い状況で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鉄棒をし
ている子
に集中し
てしまい
接触が起
こる状況
を把握で
きていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人で保
育を行っ
ていた

保育士
が一人
で鉄棒
も見よ
うとす
ると子
どもの
方に死
角がで
きてし
まっ
た。

全体を見守
るようにす
る。

5523

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

15 1 1 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左肘関節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1　　)回
/年

1.基
準以
上配
置

要因がな
いため、
特にな
し。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

要因がな
いため、
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

木の床が
特に滑り
やすい状
態ではな
いが、
カーブを
曲がる、
早歩きを
していた
ことと両
手に物を
持ってい
たこと
が、要因
になって
いるかと
思う。

両手に物
を持って
いる時の
行動には
細心の注
意をもっ
て対応す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子ども達
の全体の
動きを確
認しなが
ら指導と
見守りを
おこなっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任をし
ているク
ラスの保
育をおこ
なってい
た。

本来
は、外
で小走
りで行
うが、
室内で
行う為
にいつ
もより
スピー
ドを落
とし早
歩きに
するよ
うに子
ども達
に伝え

場所が変わ
ることで事
故が起きる
かもしれな
いというこ
どもたちへ
の指導に追
加して、物
を持ってい
ても転倒し
た際には、
物から手を
放して手を
つくこと
を、普段の
保育の中で
繰り返しこ

5524

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

10 2 2 6 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘頭骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１０　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１０　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１０　)回
/年

鉄棒の下
には人工
芝を敷い
てあり、
遊ぶ時に
は、セー
フティ
マットを
敷いてい
る。

鉄棒で遊
ぶ際に
は、引き
続きマッ
トを敷
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

側で見
守ってい
たが、
とっさに
手が届か
なかっ
た。

常に落下
の危険性
を認識
し、保育
士はすぐ
に手が届
く位置で
見守りや
補助を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に登
所し、外
遊びにも
積極的な
姿が見ら
れた。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

5歳児が
３名順番
に鉄棒を
している
のをマン
ツーマン
で見守っ
ていた。
対象児が
前に回る
ときに手
が離れ落
下しかけ
たので手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
と鉄棒か
ら離れた
ところで
遊んでい
たので、
見ていな
かった。

運動会
の後、
気が大
きくな
りケガ
につな
がりや
すい行
動が
あった
にも関
わら
ず、鉄
棒を
握って
離さな
い等の
遊び方
の約束

子どもの発
達や、その
日の状態を
把握し、子
どもの行動
の予測をし
た上で遊び
方の約束を
する。職員
間で子ども
の身体づく
りについて
日頃から取
り組み、安
全に遊べる
ような情報
の共有を行
う。

5525

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 8 2 2 2 2歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

手すりが
若干滑り
やすく感
じる

滑りにく
い手すり
に改善す
るため、
業者に相
談する

7.その
他

一度に10
名を下ろ
してし
まった

子どもの
人数を少
なくして
階段を下
りるよう
にする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2階から1
階に下り
る時に残
り3段の
ところで
手を滑ら
せ、転倒
する

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

前方で誘
導してい
た職員が
後方が気
になり、
一時的に
場を離れ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

中間地点
ではなく
後方にい
た

全体を
把握で
きる場
所に職
員がい
なかっ
た

全体を把握
できる位置
を考えて行
動する

5526

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

52 17 19 7 7 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左外果骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

全児が園
庭で遊ぶ
状況で、
安全に遊
べる内容
を検討す
る。

幼児が追
いかけ遊
びや、
ボール投
げなどの
広い空間
が必要な
時は、隣
接するグ
ラウンド
を借りる
ようにし
て、安全
に遊べる
環境を整
える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

園庭整
備、子ど
もの人数
をみて、
遊びの内
容や職員
の役割配
置を検討
する。

幼児が追
いかけ遊
びや、
ボール投
げなどの
広い空間
が必要な
時は、隣
接するグ
ラウンド
を借りる
ようにし
て、安全
に遊べる
環境を整
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険な行
動がみら
れるたび
に指導を
行ってい
るが、期
間を決め
て定期的
な指導は
出来てい
ない。

指導内容
の回数を
増やし、
事故防
止、けが
防止に対
する意欲
を高めら
れるよう
に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

5歳児が
鬼ごっこ
で走って
いて、ぶ
つかり、
転倒し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
守るリー
ダーが全
体をみて
いたが、
本児が転
倒した瞬
間には気
づけな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
守るリー
ダーが全
体をみて
いたが、
本児が転
倒した瞬
間には気
づけな
かった。

転倒し
た瞬間
をだれ
も気づ
けてい
なかっ
た。

職員の配
置、役割を
明確にし、
危険な遊び
が内容に見
守り、、子
どもの動き
を察知して
いく。

5527

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

88 0 8 18 15 14 15 0 18 10 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

限られた
スペース
の中でど
のように
遊びの場
を使用し
ていくか
を再度確
認が必要

園庭で遊
ぶ時間配
分を再度
組みなお
し、遊び
方の工夫
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

玩具など
転倒した
再に怪我
につなが
らないよ
うに点検
を常に行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭内が
限られた
スペース
なので子
ども同士
の距離が
近くなっ
たことも
一つの要
因だっ
た。

こどもが
思いっき
り走れる
時間帯を
学年ごと
に設定し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と鬼
ごっこ遊
びを楽し
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体が見
える位置
で対象児
童を含む
鬼ごっこ
をしてい
るこども
中心に見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒にも
見守りが
必要なの
で、鉄棒
をしてい
るこども
数名の側
について
いた。

職員課間の
連携を徹底
し、立ち位
置の工夫と
活動内容・
時間を考え
る。

140 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5528

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

16 2 2 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右環指中
節骨骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

跳び箱６
段を友だ
ちと順番
に跳んで
いた。
（２台の
跳び箱を
使い補助
の先生が
各とび箱
につき
行ってい
た）

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

跳び箱の
そばで補
助につい
ていたが
手の付き
方も気を
付けてみ
ていたが
咄嗟で間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう１人
の保育者
は、もう
１台に跳
び箱の補
助につい
ていたの
で見てい
なかっ
た。

両手
（指）
を広げ
て跳び
箱に手
をつか
なかっ
た。

跳び箱を跳
ぶ時の手の
付き方を繰
り返し丁寧
に伝える。
事前に声を
かける。

5529

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 9 6 9 0 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨ひ
び

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
３　　)回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
複数　)回
/年

築山が滑
りやすい

斜面でも
あり、転
倒する危
険がある
ため、平
坦なとこ
ろでの活
動に誘う
べきだっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

築山での
追いか
けっこは
危険で
あった。

平坦な地
で誘うべ
きだった

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

屋上で他
児と一緒
に遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故当
時、2名
の保育士
がいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

転んだ瞬
間を見る
事が出来
なかった

保育士
の十分
な見守
りがで
きてい
なかっ
た。

保育士の立
ち位置を配
慮すべき
だった。

5530

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

97 0 0 0 32 33 32 0 10 10 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1～2　)回
/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度(
数　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
数　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と鬼
ごっこを
していた
際、バラ
ンスを崩
して転倒
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもと
一緒に鬼
ごっこを
していた
為、転倒
する瞬間
に手を差
し伸べる
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各担当ク
ラスの子
どもと鬼
ごっこや
砂遊びを
している
職員の
他、園庭
全体が見
える位置
につく職
員がいた
が、転倒
する瞬間
は見てい
なかっ
た。

砂場遊
び、鬼
ごっ
こ、だ
るまさ
んが転
んだ等
の遊び
を子ど
もたち
が各々
楽しん
でお
り、各
箇所に
保育士
を配置
した上
で、遊
びに参
加せず
園庭全
体の見
守りを
行う保
育士も
配置し

子どもたち
の遊びに一
緒に参加す
る保育士と
園庭全体の
見守りを行
う保育士の
役割分担を
明確にした
上で、各自
の持ち場を
責任持って
担当できる
ようにし、
見守りの担
当の保育士
は常に全体
を見渡せる
位置につい
て見守りを
行う。

5531

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

14 0 0 0 19 21 13 0 12 12 5歳
2.女
児

10～１１月
に計６回受
診。10/13
初回受診時
にギブス装
着。10/30
にギブスが
取れて治療
終了。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肩骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
５　)回/
年

2.基
準配
置

今回は想
定外の出
来事で
あった
が，園内
で情報共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
９０　)回
/年

天候が良
く乾燥し
ていたた
め滑りや
すくなっ
ていた

適度に園
庭に水を
まく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

天候が良
く乾燥し
ていたた
め滑りや
すくなっ
ていた。

園庭の状
態をよく
把握して
程度に水
をまく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスの
友達と鬼
ごっこを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一緒に鬼
ごっこを
楽しみ，
鬼になっ
たり逃げ
たりして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

固定遊具
などで遊
んでいる
園児を見
守ってい
た。

園庭遊びの
前に園庭の
状態を確認
し，環境整
備をしてお
く。

5532

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3
10時50分
頃

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

28 25 22 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじの
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

本児が坂
道で転ん
だことを
他児が気
づかず、
そのまま
ぶつかっ
てしまっ
たことが
事故の要
因と思わ
れる。、

子どもた
ちにしっ
かりと声
掛けをす
ることで
注意喚起
を促し、
また体操
教室中に
子どもた
ちが密に
ならない
ように人
数を制限
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

事故現場
は急な坂
道となっ
ており、
走ってい
ると足が
もつれた
り、急に
止まるこ
とが難し
い。

坂道では
走らず、
出来るだ
け歩くよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体操教室
では4,5
歳児クラ
スが合同
で行って
いるた
め、人数
が多く、
転んだり
けがをし
てしまう
ことがあ
る。

時間を区
切った
り、4,5
歳児が
別々で行
うなど、
安全策を
考えてい
きたい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

坂道で足
がもつれ
て転倒し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の近
くにいた
ものの、
助ける前
に他児が
後ろから
ぶつかっ
てきたた
め防げな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ばらばら
に職員が
散らばっ
て子ども
たちの様
子を見
守ってい
るため、
助けるこ
とが出来
なかっ
た。

一番が
好きな
園児の
ため、
早く走
ろうと
本児が
いつも
より興
奮して
いた。

気を付ける
ように声を
かけたり、
危ないとき
は落ち着か
せるように
する。

5533

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

20 3 3 3歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘頭骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
6　)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
36　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
36　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びが慣
れてきた
時に、高
さを上げ
た。

児の年
齢、発達
や状況に
応じた遊
具の設定
を考え、
高さを上
げるタイ
ミングに
ついても
十分考慮
する。正
しい跳び
方の指導
を十分に
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
最近、
ヒーロー
のポーズ
に憧れて
いた。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

　
巧技台を
飛び降り
て遊ぶ
が、最初
はヒー
ローのよ
うに受け
身のよう
な格好で
飛び降り
たので、
注意し指
導する。
飛び方も
慣れたと
思われた
ので、高
さを上
げ、再
度、飛び
方を指導
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
それぞれ
の遊びの
コーナー
について
いた。

飛び降
りて遊
ぶこと
で、気
持ちの
高ぶり
はな
かった
か。本
児の運
動能力
に合っ
た適切
な高さ
であっ
たか。
30分程
度跳び
降りて
遊んで
いたの
で、脚
力に疲
れはな

その子ども
の運動能力
に合った高
さ、体力に
合った活動
量を考え
る。

5534

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

13 0 0 0 0 0 13 0 1 1 6歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
６　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
36　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
36　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
36　)回/
年

特になし

施設や設
備による
事故では
ないため
特にな
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

地面が乾
いていた
ので、水
をまいて
からドッ
ジボール
を始めた
が、滑り
やすかっ
たのかも
しれな
い。

地面が乾
燥してい
る時は、
しっかり
水をまい
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに気の
合う友達
８人で
ドッジ
ボールを
楽しんで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

この時、
砂場で遊
んでいた
子どもか
ら水を撒
いてほし
いと言わ
れて、砂
場に行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

４歳児以
下は昼寝
の時間
で、他の
職員は午
睡指導や
保育準備
などをし
ていた。

5歳児と
いえど
も何が
起こる
かわか
らない
ので、
安全の
ために
は2人体
制にし
た方が
よいの
ではな

安全のため
に外で遊ぶ
時は、保育
士を二人体
制にする。
子ども自身
にも転んだ
時に手をつ
くとか、地
面が乾燥し
ていたら滑
りやすいの
で注意が必
要だという

5535

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

8 8 2 1 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

準備運動
の不足、
注意が散
漫になっ
ていたた
め

準備運動
をしっか
りする。
遊びを始
めるとき
に丁寧に
説明す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

今後もの
びのびと
実施でき
る場を選
び、じっ
くり遊べ
る時間的
な配慮を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ゆとりを
もって、
遊ぶこと
ができる
場を設定
し、危険
の無いよ
う注意し
て保育す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鬼ごっこ
に夢中に
なり過ぎ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼ごっこ
が始まる
ところ
だったの
で、子ど
も達が相
談する様
子を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一緒に鬼
ごっこに
参加し、
逃げてい
た。

最初に
落ち着
いて
ルール
等徹底
する必
要が
あった
かもし
れな

子ども同士
の話し合い
に参加する
者と、全体
を見る者に
分かれて行
うようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5536

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

30 0 0 0 9 11 10 5 5 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

3歳児の
担任が子
どもの対
応するた
め砂場を
離れたの
で、職員
1名が3歳
児と5歳
児を見る
ことに
なった。

職員が園
庭からい
なくなる
時には、
職員室に
いた1名
が交代し
て戸外に
出るなど
の連携を
とる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

鉄棒が滑
りやすく
なってい
たのでは
ないか。

鉄棒の下
には、厚
みのある
人口芝を
敷く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊びたい
気持ちが
強かった
ため、鉄
棒はお休
みという
約束を忘
れたた
め。

鉄棒の使
用の有無
の表示を
貼る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

お茶を飲
みに室内
に入る。
その後身
体計測を
行い、最
後に計測
した本児
は戸外に
出た。１
週間ぶり
の登園で
遊びたい
気持ちが
強かっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒の本
児と雲梯
の子ども
達、砂場
で遊んで
いる３歳
児の動き
を見てい
たが、一
瞬、雲梯
の子ども
達の動き
に目線が
いったた
め、気づ
いた時に
は本児が
落ちてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任1名
は身体計
測の片付
けをして
遅れて戸
外に出
た。担任
1名は5歳
児の出席
人数が少
ないため
職員室に
いた。3
歳児の担
任は子ど
ものケガ
の対応の
ため砂場
から離れ
ていて、
4歳児は
入室中で

他のク
ラスも
出入り
をして
いたた
め、職
員の体
制が
整って
いな
かっ
た。

園庭と部屋
が死角にな
るため、職
員が揃って
から子ども
と一緒に戸
外にいく。

5537

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

40 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
遠位骨端
線損傷、
左上腕遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

事故現場
を目視で
きていな
かった。

職員の立
ち位置に
留意し、
子どもた
ちの活動
を見守
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

該当児童
が滑り台
を逆に
登ってと
ころを目
視できて
いなかっ
た。

職員の立
ち位置に
留意し、
子どもた
ちの活動
を見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように活
発に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児との
活動中で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

付近には
いたが、
他の保護
者等と話
をしてい
た。

5538

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

15 1 1 4歳
1.男
児

8月19日
鴨方整形外
科でレント
ゲンを撮
り、上腕骨
顆上骨折と
診断。
　
念のためＣ
Ｔを撮るよ
う医師より
指示がで
る。
　
１８時ごろ
水島病院、
久永医師の
診察。ＣＴ
を撮る。病
名は同じく
上腕骨顆上
骨折であ
る。
　
シーネと弾
性包帯で固
定する。
　　20日
水島中央病
院　久永医
師より腫れ
がないので
このままで
よいと診断

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

保育士
は、本児
が体育座
りの体勢
でお尻よ
り後ろに
手を置
き、後ろ
に重心を
置きなが
らお尻を
浮かせて
後ろに移
動して遊
んでいる
様子を見
て、危険
とは感じ
なかっ
た。

変わった
体勢をし
ていたら
止め、
座って遊
ぶよう促
す。
降園時、
保護者と
話をしな
がらも必
ず子ども
から目を
離さな
い。
定期的に
会議で上
記のこと
を職員に
伝える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

危険を察
知できな
かった。

座って遊
ぶよう指
導する。

7.その
他

保護者対
応中に視
線が離れ
てしまっ
た。

保護者対
応中でも
視線は常
に子ども
から目を
離さない
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段は
座って遊
んでい
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園時で
保護者に
他児を引
き渡して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の保育室
にいた。

保護者
が来ら
れた時
にどう
しても
子ども
から目
が離れ
てしま
う。

とにかく、
子どもから
目を離さな
いように心
掛ける。

5539

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

20 2 1 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭自由
あそび中
であった
ため、子
ども同士
で競い合
い、次第
に無理に
跳んでし
まったと
思われ
る。

子どもた
ちと安全
な遊び方
を確認す
るととも
に見守り
を継続
中。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
約(240)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

遊びがエ
スカレー
トして危
険な行為
にならな
いように
見守りを
継続して
いる。

危険な遊
び方をし
ていると
きは、声
掛けで静
止してい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

好きな遊
びができ
る環境で
あったた
め、目が
行き届か
ず見守り
が不十分
であった

遊ぶ場所
や使用す
る遊具を
限定する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝一番の
活動で元
気も活力
もあり、
勢いがつ
きすぎた
か。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ジャンプ
という単
純動作で
あったた
め骨折す
ることが
予想でき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
も集団の
見守りを
していた
ため、目
が行き届
かなかっ
た。

保育者
２名で
園庭全
体で遊
ぶ20名
の子ど
もたち
を見
守って
いたた
め、見
守りや
声が届
きにく
く、ま

２名で子ど
もたちの見
守りをする
際は、巡回
しながら適
宜適切な声
掛けを行う

5540

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

9 2 2 2歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

緊急の連
絡事項が
あり、保
育士１名
が部屋を
離れてし
まった事
が要因で
ある。連
絡事項の
伝達は内
線等を活
用した
り、他ク
ラスへ協
力を求め
る必要が
あった。

連絡事項
の伝達は
内線等を
活用す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

隣の保育
室とは
コーナー
で仕切ら
れてお
り、子ど
もの動き
を隣から
も確認、
連携を取
りやすい
形状であ
る。

しかし、
今回事故
が発生し
たので、
基本に立
ち返り、
いつでも
安全に留
意するよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

バルコ
ニーへ出
るまでの
間に本児
がその場
でぐるぐ
る回って
遊んでし
まった。

保育者が
揃ってか
ら活動の
準備を行
うように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

玩具の片
付け後で
保育室に
広いス
ペースが
できたこ
とから本
児が回り
たくなっ
たと思わ
れる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
近くには
いたが、
保育室内
の手洗い
場にて他
児の手を
洗ってい
たため、
本児に背
を向けて
いる状況
であり、
転倒の瞬
間を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

隣の０歳
児保育室
に職員が
いたが、
朝のおや
つを提供
していた
為、担当
者・対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

職員が
伝達の
為、部
屋を離
れたの
で、普
段より
一時的
に保育
者の数
が少な
かっ
た。

他児の手を
洗う際は、
他の子へ背
を向けない
ように立ち
位置に気を
付ける。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
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歳
以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5541

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34 20 14 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨遠位端
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭あそ
びの中
で、子ど
もたちは
主体的・
創造的に
自由あそ
びを楽し
んでいる
が、動き
が大胆に
なり、事
故につな
がった。

・遊具を
使ったあ
そび以外
にも危険
な場面や
危険個所
があるこ
とを再度
チェック
して、職
員で共通
理解をし
ていく。
・子ども
たちとの
約束事
（やって
良いこ
と、いけ
ない事な
ど）にバ
ラツキが
ないよう
職員間で
統一して
対処す
る。
・職員が
時差退勤
し、人数
が少なく
なった時
点で大型
固定遊具

2.不定期
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

樹木の枝
の生長に
より、タ
イヤとび
箱との距
離が近く
なる

今後、同
じ事が起
こらない
よう、樹
木の枝打
ちをす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任保育
士者が園
庭あそび
を見守っ
ている
中、迎え
に来た保
護者へ対
応をして
いる最中
に事故が
起こる。

人的面の
改善策と
同じ

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段の園
庭あそび
の中で保
育者の助
けを借り
ながら、
木の枝に
ぶら下
がった
り、木に
登ること
があっ
た。園児
の背丈で
ジャンプ
してかろ
うじて枝
に触れる
ことがで
きる程度
であっ
た。当日
は、樹木
近くであ
そんでい
た。園児
は動きが
活発、大
胆な動き
をするこ
とがあ
り、これ
までの体
験をとお

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラスの
子どもた
ちと遊び
ながら、
時折、他
の場所で
あそんで
いるクラ
スの子ど
もたちを
離れてい
るところ
から見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他の
職員は、
見守りや
介助が必
要な三角
ジム
（チェー
ン）、す
べり台等
の大型遊
具の近く
に配置さ
れおり、
樹木の近
くに職員
はいな
かった。

担任保
育士者
が園庭
あそび
を見
守って
いる
中、迎
えに来
た保護
者へ対
応をし
ている
最中に
事故が
起こ
る。

・お迎え時
の保護者応
対の際、子
どもたちの
見守りが手
薄になりが
ちである点
を職員全員
が認識し、
見守りの範
囲を広げ
フォーロー
していく。

5542

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

65 8 15 18 24 8 6 2歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

クラス担
任同士で
常に声を
かけあい
別のクラ
スが遊ん
でいる場
所を把握
する。上
のクラス
が鬼ごっ
こ等の走
る活動の
際は年齢
の低いク
ラスが移
動する。
幼児クラ
スは活動
を行う前
に、小さ
い子とぶ
つかった
らどうな
るか等
ルールを
決め約束
事をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

午後の園
庭での活
動中、自
由あそび

4歳児ク
ラスは鬼
ごっこ
や、か
けっこを
する際の
約束事を
担任と話
する。
職員同
士、ヒヤ
リハット
再確認し
あう。
（場所、
状況、事
故時の対
応）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4歳児の
追っか
けっこを
していた
が集団の
一人が本
児にぶつ
かり転倒
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
近くにい
たが背を
向けてい
る状態。
どのよう
に衝突し
たかは見
ていな
く、すで
に転倒し
ていて泣
いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職
員、他の
職員も見
ていな
かった。

午後の
活動は
全体的
に自由
遊びが
多く、
日頃か
ら幼児
クラス
は友達
同士で
鬼ごっ
こや走
り回っ
たりし
てい
る。鬼
ごっこ
に夢中
になり
本児の
事が見
えてい
なかっ
た。ス
ピード
も出て
いて避
けるこ

ヒヤリハッ
トの再確認
（反省をふ
まえて職務
会を行う）
予期せぬ事
故もあり得
る。どんな
ケガでも軽
視せず子ど
もの顔色、
ケガの状況
を把握、経
過観察す
る。
職員個人や
クラス単位
で事故（ケ
ガ）の対応
を行わず園
の責任者
（必要に応
じ）への報
告をし園全
体（一人ひ
とり）の意
識として考
えていく。

5543

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

9 3 2 4歳
1.男
児

・前かがみ
の体制で走
ることが多
い。（大好
きな恐竜に
なりきっ
て）。バラ
ンスを崩し
たり、転ぶ
ことを楽し
んでいる姿
もある。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

転んだと
き、手が
先に出る
ような体
勢の遊び
が足りな
かった

幼児の発
達、ある
いは走り
方の特性
に留意す
ると、手
をついて
体を支え
たりする
要素を遊
びの中で
多く取り
入れてい
くことが
再確認さ
れ、全職
員に周知
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24)回/年

床面にゴ
ムチップ
塗装
（クッ
ション性
があるも
の）を敷
くなどし
ていた。

安全性の
あるもの
を塗装し
ていた
が、今後
も再確認
して活動
を進めて
いきたい

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転んだと
きに、手
が出るよ
うな動き
を日々の
遊びの中
で足りな
かった。

転んだと
きに、手
が出るよ
うな動き
を日々の
中で、取
り組んで
いきた
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
で、走る
コーナー
で遊んで
いた。
（6人の
児童、他
3児は、
ボルダリ
ング）

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ボルダリ
ングコー
ナー以外
でかけっ
こを楽し
むとい
う、通常
のルール
の声掛け
で、対象
児（走る
コー
ナー）の
見守りを
１人の保
育士がし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児（ボ
ルダリン
グコー
ナー）と
の見守り
を１人の
保育士が
してい
た。

個々の
発達に
より留
意し
た、動
きを日
常的な
遊びの
中で取
り入れ
ている
のが足
りな
かっ
た。

転んだとき
に、手が出
るような動
きを日々の
中で、取り
組んでいき
たい。

5544

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

1 1 1 0 6歳
2.女
児

食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果剥離
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

・職務会
や園内研
修などで
話し合い
をし、ケ
ガの原
因・改善
策を職員
全員で周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

・細かい
部分の掃
除や物を
動かす掃
除は、子
どもがい
ない時間
や午睡中
などに行
う。

6.食事
(おや
つ)中

・掃除中
だったの
で、いつ
もと違う
環境に本
児が興味
を示し遊
んでし
まった。

・声掛け
だけでな
く、掃除
をとめ
て、園児
を遊戯室
に誘導す
ることを
優先す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

・おやつ
後に遊戯
室で過ご
すことに
なってい
たが、本
児が部屋
に戻って
きて他の
子と遊ん
でいた。
遊戯室に
戻るよう
に声をか
けたがそ
のまま遊
び続け、
滑って転
んだ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・ケガを
した時、
側にいた
保育士が
すぐに駆
け寄り
「痛い」
と言って
いる部位
を確認す
る。担任
の先生に
伝え、様
子を見
た。歩き
方にも異
変はな
く、痛が
る様子も
なかっ
た。保護
者にはケ
ガがあっ
た経緯を
伝え、謝
罪した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・他クラ
スの保育
士は、
各々の部
屋に戻っ
た。

・掃除
はほと
んど保
育補助
の先生
が行う
ことが
多い。

・掃除をす
るときは、
短時間で済
ます。
・部屋に子
どもをいれ
ないように
する。

143 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
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歳
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歳
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歳
以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5545

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

18 1 1 5歳
1.男
児

CT検査を行
い、骨折と
診断され
る、処置は
なく安静に
過ごすよう
に言われ
る。（昼食
をとれな
かった為、
検査後点滴
をし、帰宅
する。）翌
日形成外科
にて受診。
日常生活に
は支障はな
いが、しば
らくは激し
い運動はひ
かえてほし
いとのこと
でした。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
顔面(口
腔内含
む)

前頭骨骨
折、顔面
骨骨折、
眼窩骨
折、副鼻
腔炎

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(8)回/年

2.基
準配
置

子どもと
一緒に担
当保育士
もリレー
に参加し
ていた。

担当職員
は一人な
ので、一
緒に子ど
も達と参
加する場
合はフ
リー職員
を配置し
ぶつかる
可能性の
ある場所
の前で見
守っても
らう。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/毎
日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/毎
日

活動する
時は、危
険と思わ
れる箇所
の情報を
職員で共
有し、保
護するな
どの対策
をする
（職員配
置する
等）

7.その
他

保育の中
で日頃か
ら取り入
れている
遊びなの
で、子ど
もと一緒
に走って
いた。

遊びなれ
ている場
でもいろ
んな想定
をして活
動に誘
い、安全
対応につ
いて確認
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
競争心が
強く、当
日も意欲
的に参加
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
後ろをつ
いて走っ
ていた

子ども
の状
況、心
理状態
（予想
される
こと）
ヒヤリ
ハット
の再確
認して
いく。

子どもの性
格を配慮し
てその動き
考慮し対応
していく。

5546

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

8 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

体育あそ
びや、園
外活動に
は、必要
に応じて
用務員の
補助をつ
けるなど
に努め
る。

今回の件
を通し
て、今ま
で以上に
子どもの
発育・発
達と遊具
事故の関
係性につ
いて園内
研修等で
職員と共
有し、危
険に対す
る予防に
ついて意
識の向上
を図る。
また、園
外研修等
にも多く
の職員が
参加し園
内研修に
て共有し
危機管理
の向上を
図る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　　)
回/年

巧技台に
は破損が
なく事故
につなが
るような
ことはな
い。事故
発生時、
巧技台を
積み重ね
た高さも
担当が付
き、園児
は喜んで
上り、跳
びを行っ
ていた。
巧技台の
下には
マットが
敷かれて
いた。

今まで通
り安全点
検と定例
研修に努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃、園
児が喜
び、自信
をもって
挑戦して
いたが、
対象児の
当日の気
持ちや様
子を挑戦
するたび
にしっか
り確認す
る。

担任がそ
れぞれの
遊具に着
き体育あ
そびを行
う場合
は、事前
に園児の
発達を確
認し合
い、見守
りの仕
方、危な
い場合の
対応を確
認する。
また、そ
の日の園
児の様子
も確認し
合う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

入園して
から行っ
ていた体
育あそび
巧技台上
りを本児
も喜んで
行ってい
た。頂上
で立ち上
がる前に
マットの
方へすべ
り落ちて
しまっ
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

入園して
からの取
り組み
で、いつ
も喜んで
跳んでい
たため大
丈夫だと
思い側に
ついてい
たところ
があり、
対象児が
一瞬のう
ちに滑べ
りおちた
ため、手
で支える
のには間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

8名の園
児は平均
台、巧技
台遊びの
活動中。
他の職員
は、巧技
台が終
わった子
が平均台
に来るの
を待ち、
背後に
座って
待ってい
た子にも
目を配っ
ていた。

園児は
入園し
てから
取り入
れてい
た巧技
台の上
り飛び
降りの
体育あ
そびの
時は、
毎回喜
んで
行って
いたた
め、大
丈夫だ
と思っ
ていた
ら、一
瞬のう
ちに落
下して
しまっ
た。

幼児の発
達・発育、
個々の発
達、発育の
特徴を捉
え、見守り
には細心の
注意が必要
である。

5547

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

80 20 22 21 17 10 10 3歳
1.男
児

発生時１２
月２日
（水）　天
気　曇り

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

・特にな
し。

・ヒヤリ
ハットの
事例を出
し合い、
その都度
確認し、
改善策を
考える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

・特にな
し

・地面に
敷いてい
る体操
マットの
落下衝撃
への柔軟
性の確
認。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

居残り保
育に入る
為、子ど
もの人数
は減って
いたが、
保育士が
保護者や
個々の対
応に当
たってい
たため子
どもの動
きを十分
把握をす
ることが
できてい
なかっ
た。

・夕方の
居残り保
育の時間
は、子ど
もが安全
に遊べる
ように遊
びの内容
に配慮
し、満足
しながら
遊び込め
る環境づ
くりをし
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

・鉄棒を
友達がし
ているの
を見て、
自分も参
加したい
と思い鉄
棒で遊ん
でいた。
できたこ
とが嬉し
くて何度
も順番に
並んで参
加してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・降所す
る子ども
と保護者
への対応
をしてい
たので本
児の動き
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・鉄棒の
傍で補助
をしてい
たが、本
児が鉄棒
をすると
きに他の
子どもの
トラブル
の仲裁に
入ってい
たため、
本児の動
きを見て
いなかっ
た。

・事故
当時、
鉄棒を
補助し
たり見
ること
のでき
る保育
者がい
なかっ
た。

・保育者同
士で声を掛
け合い、ト
ラブルの対
応をする際
には他の保
育者に鉄棒
の補助に
入ってもら
うように声
をかける。
鉄棒から離
れるときに
子どもにも
鉄棒をしな
いように声
をかける。

5548

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

32 10 12 10 2 2 5歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈尺骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

お迎えに
来た際に
は、嬉し
い気持ち
を受け止
めながら
も、落ち
着いて行
動できる
よう見
守った
り、伝え
たりす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

子どもが
使ってい
ない椅子
や使い終
わった椅
子の片付
けを徹底
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
動きやす
い導線を
考え、机
やいすの
配置を見
直す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児のそば
で迎えが来
たことを落
ち着いた口
調で伝え、
本児が落ち
着いて母親
のもとに行
けるよう見
守る。

5549

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 15 5 2 2 4歳
2.女
児

食物アレル
ギー（魚）

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

なし

園庭での
見守り体
制の仕方
や遊具の
点検を怠
らないこ
とや、子
どもたち
へ使い方
を再確認
し安全に
努めてい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

なし

点検の仕
方や
チェック
リストの
見直しを
行ってい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑り台下
にはクッ
ション材
を敷いて
おり、そ
の上に落
下したが
骨折して
しまっ
た。

見守り時
の意識を
高めてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から変
わった様
子はな
かった。
園庭では
友だちと
遊ぶより
も一人で
遊ぶこと
が多い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児は日
頃から危
なっかし
いことも
あり、よ
く声をか
けてい
た。すぐ
に聞いて
くれない
ことも
あった
が、信頼
関係はき
ずけてい
たことと
思う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもた
ちは分散
してあそ
んでお
り、他児
も含め全
体的な見
守りをし
ていた。

本児が
下から
滑り台
を登ろ
うと
し、注
意した
が聞き
入れな
かった
ため。

他児にも注
意を促し、
滑り台下に
人がいると
きは降りて
こないよう
に指導す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5550

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

70 8 10 16 12 12 12 10 9 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首く
るぶし
右腓骨遠
位端裂離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

子どもの
自由な遊
びを制限
する
（例：小
さな遊具
を飛び越
えること
を禁止）
ことは可
能である
が、その
ことが正
しい対応
方法とは
思えな
い。事故
を防止す
るために
施設側の
環境設定
の見直し
が必要で
ある。

このよう
な事故が
発生する
可能性が
あること
を、事故
例として
今後の研
修に取り
入れる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
自由な遊
びを制限
する
（例：小
さな遊具
を飛び越
えること
を禁止）
ことは可
能である
が、その
ことが正
しい対応
方法とは
思えな
い。事故
を防止す
るために
施設側の
環境設定
の見直し
が必要で
ある。

子どもが
自由に走
り回るエ
リアにで
きる限
り、障害
物を置か
ないよう
工夫す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの健
康状態、
動きで
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くでは
保育士が
複数名
立ってい
たが、本
児が足を
捻った瞬
間に特に
大きな動
きがな
かったこ
と、本児
もすぐに
活動に
戻ったこ
となどか
ら、気付
くことが
できな
かった。
（園庭を
撮影して
いるカメ
ラで怪我
をしたと
きの状況
は確認し
た）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くでは
保育士が
複数名
立ってい
たが、本
児が足を
捻った瞬
間に特に
大きな動
きがな
かったこ
と、本児
もすぐに
活動に
戻ったこ
となどか
ら、気付
くことが
できな
かった。
（園庭を
撮影して
いるカメ
ラで怪我
をしたと
きの状況
は確認し
た）

子ども
の自由
な遊び
を制限
する
（例：
小さな
遊具を
飛び越
えるこ
とを禁
止）こ
とは可
能であ
るが、
そのこ
とが正
しい対
応方法
とは思
えな
い。事
故を防
止する
ために
施設側
の環境
設定の
見直し

子どもが自
由に走り回
るエリアに
できる限
り、障害物
を置かない
よう工夫す
るととも
に、職員の
立ち位置の
見直しを実
施した。

5551

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 0 0 0 7 7 8 0 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

　A  歯
牙脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(　１２
)回/年

2.基
準配
置

危険と感
じる前
に，早め
の声掛け
や指導を
している
が，一瞬
の出来事
で声掛け
が間に合
わなかっ
た。

保育士や
友だちの
姿が見え
る広い場
所で遊ぶ
よう，繰
り返し声
掛けをし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

園庭の遮
光カーテ
ンの４本
の支柱は
園児の怪
我防止の
為，安全
を考慮し
てクッ
ション材
で巻いて
ある。そ
の高さは
年長児の
背丈くら
いで幅が
子ども２
人分くら
いであ
る。子ど
もが隠れ
ると見え
にくい。

安全のた
めにクッ
ション材
が巻かれ
ている支
柱に隠れ
て飛び出
した時，
相手側が
走ってき
て衝突し
た時の衝
撃が大き
く，怪我
に繋が
る。姿が
見える広
い場所で
遊ぶよ
う，今後
も繰り返
し声掛け
をしてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちは隠れ
るために
狭い場所
を好んで
走ったり
乗り物に
乗って通
ることが
ある。広
い場所で
遊ぶよう
声を掛け
ている
が，楽し
く動き
回ってい
る。

毎回，遊
ぶ時の約
束事の再
確認をし
たり，子
どもの様
子を予想
し，早め
に声を掛
けてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

３・４・
５歳児数
名で鬼
ごっこを
してい
た。本児
は安全の
為にクッ
ション材
で巻かれ
た遮光
ネットの
柱の陰に
隠れ，勢
いよく飛
び出した
拍子に
走ってき
た３歳児
男児の額
とぶつ
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

危ないと
声を掛け
る前にぶ
つかって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

危ないと
声を掛け
る前にぶ
つかって
いた。

本児の
姿は支
柱に隠
れて見
えず，
勢いよ
く飛び
出した
時は声
掛けが
間に合
わな
かっ
た。

全体を見渡
せる立ち位
置で子ども
たちの活動
を目視し，
状況に応じ
て声を掛け
らえるよう
に努める。

5552

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 0 6 2 4 5 6 0 3 3 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

 1   12
歯牙脱臼

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(　１２
)回/年

2.基
準配
置

降園の身
支度や園
児と保護
者への挨
拶等が重
なり，室
内で降園
を待って
いる園児
に一瞬目
が行き届
かなかっ
た。

保育士が
少ない時
は特にお
互い声を
掛け合
い，降園
対応や園
児全体に
目が行き
届くよ
う，その
日の保育
士で役割
分担をし
ていくこ
とを再度
改めて
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし

室内の設
備に関し
て危険と
みなされ
ないため

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

テレビ視
聴の時間
は座って
静かに視
聴してい
たが，本
児が発し
た言葉で
近くにい
た他児が
怒って本
児の所に
移動し，
背後から
押した。

よく喧嘩
を起こす
園児の実
情に応じ
て配慮を
してい
く。ま
た，落ち
着いた雰
囲気の中
で活動で
きるよう
繰り返し
援助して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

テレビは
静かに視
聴してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

迎えの園
児と保護
者の対応
中だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同室にい
たが，一
瞬のこと
だったの
で，本児
が倒れる
時に制止
すること
が難し
かった。

17時30
分以降
は，保
育園児
と一時
預かり
児が同
じ部屋
で保護
者のお
迎えを
待って
おり，
迎えの
時間が
重なる
と対応
に追わ
れるこ

テレビ視聴
は静かに
座って見
る，隣や前
後にいる友
だちに対し
て手を出さ
ないなど，
毎回繰り返
し伝えてい
き，その日
の低年齢児
の状況に
よっては保
育室の隅で
別の遊びを
するなど，
安全に活動
し降園でき

5553

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

67 5 10 11 12 11 9 9 0 15 10 5歳
2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
顔面(口
腔内含
む)

鼻骨骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

バス乗降
時の安全
管理・園
児を迎え
る側の対
象年齢・
保育士ご
とにバス
乗降時の
手順と介
助方法の
違い

安全確保
の見直
し・園児
を迎える
側の対象
年齢は中
学生以上
であった
が、原則
１８歳以
上、やむ
を得ない
場合は高
校生も可
に変更・
乗降時の
手順の確
認見直し

1.定期的
に実施

実施頻度
園バス運
行前

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

ステップ
の踏み外
し

バスの内
外装備の
点検を乗
車時には
徹底して
行い、不
具合が
あった場
合はすぐ
修理する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

バス運行
中は常に
園児たち
を見てい
たが、下
車時に目
を離して
しまった

バス下車
時は外で
補助をす
ることを
徹底し、
園児たち
にもバス
内での約
束を常時
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日中はい
つもどお
りであっ
たが、バ
ス乗車時
は眠気が
みられ
た。下車
時には平
常時の様
子であっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

バス内で
至近には
いたが、
対象児の
荷物を下
ろすとき
に目をは
なした
最後のス
テップを
踏み外す
ことはな
いだろう
という、
思い込み
があった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

バス運転
者は運転
席から周
囲の安全
確認をし
ていたた
め、対象
児の動き
は見てい
なかっ
た。

現場で
は様々
な要所
で状況
確認と
的確な
判断を
臨機応
変に行
うこと
が求め
られ
る。

園児がバス
を下車する
ときは、添
乗保育士が
先に降りて
安全に園児
を降ろす・
バス乗車中
の園児に眠
気が見られ
る場合は、
下車10分前
には到着す
ることを伝
え、本児の
眠気を覚ま
す

5554

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

17 1 1 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

打撲

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

子どもの
リスク管
理、支援
が必要な
子どもの
特性につ
いて周知
や研修を
行う。

職員の見
守る位置
の見直
し、子ど
もの遊び
方、他児
とのかか
わりにつ
いて再確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年
※随時

特になし

今回は遊
具や施設
等に関係
している
事故では
なかった
が、今後
も定期的
な点検を
実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員は事
故対象児
以外の子
どもの対
応を行っ
ていた。

友達との
関わり方
や危険性
について
伝えた
り、子ど
もの様子
を予測し
たりして
未然に防
ぐ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
様子で遊
んでい
た。他児
の足が本
児の前歯
に当たっ
た直後に
激しく泣
き出し、
痛がり始
めた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で子
どもたち
の遊びを
見守って
いたが、
他児の対
応を行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子ども同
士のルー
ル理解に
誤差があ
り、職員
が気付い
ていな
かった。

見守り
を行っ
ていた
が、対
象児以
外の子
どもの
対応を
行って
おり、
瞬時に
トラブ
ルを止
めるこ

他児とのか
かわり方や
遊び方につ
いて再度伝
える。

5555

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 0 6 9 0 0 0 0 0 3 3 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足部中
足骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

今年度
は，ヒヤ
リハット
の検討
が，され
ていな
かった。

話し合い
を持ち，
確認する
ことで，
日常のど
こにでも
危険が潜
んでいる
ことを，
再認識
し，ヒヤ
リハット
の検討の
回数を多
くする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

ほふく
室・保育
室には備
え付けの
棚のみ
で，床面
にはマッ
ト以外何
も置いて
いなかっ
た。

歩行が安
定してい
ない子ど
ももいる
ため，室
内での動
きもしっ
かり見守
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動と活
動の間
で，排泄
に行って
いる子，
排泄が済
んだ子が
いて，子
どもの動
きにばら
つきが
あった。

排泄に行
く子ども
に付く保
育士，
待ってい
る子ども
に付く保
育士と，
役割分担
を保育士
の中で決
めて，子
どもが落
ち着いて
行動でき
るように
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園して
きて，機
嫌良く車
の玩具や
パズルで
遊び，片
付け後，
トイレの
順番を
待ってい
る最中
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士の
１人は園
児と共に
トイレに
行き排泄
の様子を
見守って
いた。も
う１人は
園児の衣
服の着脱
の援助を
し，後の
１人はお
やつの
為，机や
椅子の準
備をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の年齢の
クラスに
いて，保
育中で
あった。

排泄に
誘って
いる時
に，
待って
いる子
への声
かけや
配慮が
足りな
かっ
た。

声かけだけ
では，理解
できないこ
ともあるた
め，一緒に
順番を待っ
たり，落ち
着いて誘導
を行い，子
どもの行動
に，対応で
きるように
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰
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令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

14 3 2 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

幼児の身
体的特徴
の把握と
衣服の着
脱時の注
意点の確
認

個々に応
じて衣服
の着脱等
を行う

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

月齢の高
い子は自
分でやろ
うとす
る。

見守りと
同時に危
険のない
ように援
助を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
自分で服
を脱ごう
と左手で
右袖を
引っ張っ
ていた。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

　
服の着脱
の援助を
行う

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
１人は給
食後の片
付けを、
他の１人
は他児へ
の対応を
行う。

保育士
が服を
下から
上に脱
がした
時、右
手に負
荷がか
かった

乳幼児の腕
は脱臼や骨
折しやすい
ことを常に
意識して援
助をする。

5557

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

23 4 4 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2～3　)回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし

職員会で
注意喚起
を行っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし
室内の安
全を確認
した。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

室内では
走らない
等、その
都度声掛
けをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

夕方の部
屋遊びの
際、保育
室を小走
りしてい
る際、転
倒した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

室内で遊
んでいる
様子を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい

室内で遊
んでいる
様子を見
守り、本
児の動き
も見てい
た。

特にな
し

職員会で協
力、連携を
取り、個々
の動きを見
て危険予測
ができるよ
う体制を万
全にする。

5558

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

70 23 21 26

２＋
他ク
ラス

担任3

5 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(10)回/年

2.基
準配
置

園庭での
転倒が骨
折につな
がるとの
考えに至
らなかっ
た事で、
子でも達
への声掛
けなどの
援助、配
慮が不足
していた

走ったり
歩いてい
るときの
転倒が大
きな怪我
につなが
ることを
考え、子
供達の見
守りを徹
底し、走
る際には
気を付け
るよう子
供達への
声掛けを
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特にな
し。

園庭は危
険な凹凸
なども無
く、地面
の状態も
良く改善
策は無し
と考え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走り回れ
るスペー
スは十分
にあった
が、3ク
ラスの子
供達が園
庭にいた
こともあ
り子供達
の見守り
や声掛け
が十分に
行えてい
ない状態
にあっ
た。

園庭に複
数のクラ
スがいる
際は他の
クラスの
職員と連
携を取
り、見守
りや声掛
けを行
う。園庭
の使用ク
ラスが多
いときに
は散歩な
どの戸外
活動に切
り替え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段より
仲の良い
女児と一
緒に追い
かけっこ
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児達が
追いか
けっこを
している
ことは見
ていた
が、トイ
レに行き
たい子の
対応をす
るため、
１歳児保
育室の窓
付近より
園庭を見
守る職員
が一人、
0歳児保
育室の窓
前付近
で、手を
踏まれて
しまった
子の対応
をしなが
ら園庭を
見守る職
員が一名
おり、遊
具裏側で
転んだ瞬
間を見て
いなかっ

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
自分の担
当するク
ラスの子
を見てい
たため見
ていな
かった。
遊具裏側
では、
4、5歳児
の子供は
遊んでい
なかっ
た。

事故直
前まで
は、遊
具裏側
にも目
の届く
ところ
で職員
が見守
りをし
ていた
が、他
事の対
応等で
遊具裏
側が見
えない
位置
に、担
当職員
二名が
いた。

連携を取り
合い、園庭
での死角が
無いように
立ち位置を
工夫してい
く。
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令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児

6 2 2 5歳
2.女
児

特に無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

寒い時期
等は、活
動前に体
をほぐす
などして
いるが季
節的に問
題なく特
に無し

遊ぶ際に
危険な行
動につい
て話し
合った
り、約束
の再確認
をしたり
して注意
をするよ
う促す。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

戸外活動
中の為
特に無し
活動前に
も現場周
辺は安全
確認をし
てから開
始してい
る。

足元や周
りの安全
確認を徹
底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

接触時に
対処でき
る位置に
いなかっ
た。

活動中、
全ての子
どもにつ
く事は難
しいが
怪我のリ
スクの高
い行動を
している
児童を見
極めて配
置につく
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　　自粛
中で人数
も少なく
広範囲で
活動出来
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　他の児
童も含め
対象児童
にも目を
配ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　他の活
動をして
いる児童
の監督中
であっ
た。

追いか
けっこ
などの
活動に
は、転
倒は起
こり得
るもの
として
発生後
に対応
した。

活動中でも
事前に、転
倒に気を付
けるように
声掛けする
などの対応
をしてい
く。

5560

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

11 3 2 6歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足親指
付け根ヒ
ビ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年
重大事故
が発生し
た場合は
その都度

2.基
準配
置

跳び箱で
の転倒防
止の為、
補助は必
ず付き行
うように
してい
る。今回
は跳び箱
を跳ぶ前
での躓き
だった
為、そこ
を防ぐ事
が出来な
かった。

跳び箱に
慣れてき
ていたと
いう気の
緩みが
あったか
と思われ
る。事前
導入を
しっかり
行ってい
くように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(月1)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

屋内遊戯
室内、跳
び箱、ロ
イター板
等の点検
を行って
から使用
する。
又、3歳
児、４歳
児が使用
した後に
も確認、
点検を
行った。

室内遊戯
室、跳び
箱、ロイ
ター板等
の問題は
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体育講師
による指
導中に起
きた。専
門知識を
持った方
が補助を
してい
た。

跳び箱の
補助に
入ってい
たが、そ
の手前で
躓き起っ
てしまっ
たので、
防ぐ事が
出来な
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わりはな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱に
補助とし
て職員を
配置。跳
んだあと
の補助と
して対応
する為、
跳び箱の
横に立
つ。
本児がロ
イター板
を踏み外
し、跳び
箱に激突
するのを
防いだ。
（ロイ
ター板を
踏み外す
のは防げ
なかっ
た）

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

跳び箱を
終えた子
が列に戻
る時の補
助として
配置。本
児の動き
を至近距
離で見て
いたが、
跳び箱の
補助に
入ってい
た職員が
対応した
のを確認
したの
で、他の
子の対応
に当た
る。

跳び箱
２台使
用。一
人ずづ
補助に
入り
（計２
名）、
全体的
な対応
にもう1
名が当
たる。
計３名
の職員
配置。
職員配
置に関
して対
応は妥
当だっ
たと考
える。

体育活動と
いう事で、
普段の時よ
り多く職員
を配置す
る。
５歳児１１
名に対し職
員３名。配
置人数は妥
当だったと
考える。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
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歳
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歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5561

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 3 15 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

基節骨骨
折(左足
小指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

配置人数
や安全管
理体制に
不備はな
かったと
考える。

不備がな
かったた
め、特に
なし

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

日常の点
検をしっ
かり行っ
ており、
不備はな
かったと
考える。

不備はな
かったた
め、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園の方針
として裸
足保育を
推奨して
おり、当
該児童
は、裸足
で遊んで
いた。鬼
ごっこを
アスレ
チック含
め行って
いた。以
前より鬼
ごっこを
する際は
アスレ
チックを
使わない
点は伝え
ており、
理解して
いる子も
多数い
る。一方
で、例
年、進級
及び入園
の際にに
２歳児ク
ラス以上
を対象に
園庭の使

園の方針
である裸
足保育は
継続して
行うが、
冬場の朝
晩は気温
の低下に
より、手
足の感覚
が鈍るこ
とから靴
の着脱を
徹底す
る。
鬼ごっこ
をやる際
のルール
として、
アスレ
チック等
では行わ
ないこと
を子ども
に繰り返
し伝えて
いく。
（学年ご
とに園庭
の使い方
やルール
などを再
度伝え
た。）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児と同
じ年中組
の児童と
一緒に元
気よく滑
り台等で
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

離れた所
から園庭
全体を見
ていた。
また、受
け入れ等
も同時に
行ってお
り、対象
児童がぶ
つけた瞬
間は見る
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

２歳児が
外に出る
際の靴の
着脱を手
伝いなが
ら、先に
出ている
２歳児の
様子を主
に見てい
た。

保育士
の配置
位置
（園庭
上で
の）が
不充分
であっ
た。

園庭上の配
置について
共通認識を
図り、実行
していく。
すべり台で
の遊びにつ
いて留意
し、子供に
遊び方を適
宜促す。
また、職員
が配置につ
いてから子
供が外で遊
ぶというこ
とを徹底す
る。

5562

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

26 2 2 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

「隠れて
いるとこ
ろから突
然飛び出
す」とい
うことが
含まれる
追いか
けっこ
は、視野
が狭い子
どもに
は、適さ
ない遊び
であっ
た。

「3～5歳
の運動遊
び」全般
を大きく
見直すこ
とにし
た。（年
齢に適し
ているの
か、一つ
ひとつの
運動遊び
の積み上
げ（連続
性）が保
たれてい
るのか
等）

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48　)回/
年

危険予測
のされる
空間に気
付けな
かった。

子どもが
活動する
前に危険
物がない
か確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
動きを予
測しきれ
なかっ
た。又、
職員同士
の声掛け
が不足し
ていた。

遊びの内
容に合わ
せて遊ぶ
範囲を決
め、見守
りが隅々
まで行き
届くよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

追いか
けっこの
ような動
的な遊び
に積極的
に参加す
るように
なってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら少し離
れたとこ
ろから見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の動
きを見て
いた

隠れて
飛び出
す追い
かけっ
こが危
険であ
ると判
断でき
ず、注
意をし
たり違
う遊び
に誘う
等がで
きな
かっ
た。

子どもは視
野が狭いと
いうことを
意識し、隠
れて飛び出
す等の遊び
はしない。
職員がリス
ク管理でき
るよう再度
研修を行
う。

5563

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

16 2 1 5歳
2.女
児

大人が公園
内を見渡し
危険がない
か確認して
から遊んだ
が、遊び始
めてから木
の根元の茂
みよりガラ
ス片を見つ
け、危険の
ない場所に
避けた。土
に埋め込ま
れている物
も多数あっ
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右中指切
創

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

口頭確
認・報告
のみで文
書確認が
不十分な
ところが
あった

園外保育
マニュア
ルを文書
化・改善
し、園全
体で行動
記録が分
かるよう
にした。

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用する
前)

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用する
前)

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用する
前)

点検はし
たが、埋
め込んで
あるガラ
スまでは
気づけな
かった。

施設遊具
の点検マ
ニュアル
を作成
し、定期
的に点検
をする。
予想され
る子ども
の行動に
合わせ
て、細か
く点検す
る。子ど
もと一緒
に危ない
場所を確
認してか
ら遊ぶよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
対象児の
手元が見
えない場
所での一
人遊びの
状態だっ
た

集団遊び
に誘い、
1人遊び
にならな
いように
留意する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

集団遊び
（おに
ごっこ）
には参加
せず、1
人で探索
をしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

集団遊び
（おに
ごっこ）
の指導に
入りなが
ら、対象
児の動き
は把握し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児数名
とごっこ
遊びをし
ていた。
対象児の
動きは把
握してい
た。

手元が
見えな
い状態
でしゃ
がんで
いて、
把握で
きない
部分も
あった

１人で離れ
て遊んでい
る園児に対
しても、声
をかけ、何
をして遊ん
でいるか把
握できるよ
うにする

5564

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

85 18 21 24 22 6 2 4歳
1.男
児

２～５歳児
クラスも園
庭で遊んで
いたため、
混雑してい
た。夕方の
時間帯で薄
暗かった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部
急性硬膜
下血種

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

16:00～
17:00個
人面談の
ため、正
規の担任
がいない
時間帯で
あった。

応援に
入っても
らう保育
士に入室
時間や過
ごし方な
どを、事
前に丁寧
に引き継
ぎを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

近隣から
の騒音問
題もあ
り、ボー
ルを長期
間、使用
していな
かった。

ボールの
扱い方を
職員内で
確認し
た。使っ
たものは
片づける
ことを子
どもたち
に伝え
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボールで
の遊び
方。薄暗
い時間帯
での戸外
遊びをし
ていた。

薄暗くな
る前に入
室する。
夕方は
ボールの
使用を控
える。
ボールの
個数を職
員が把握
し、個数
の制限を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た。友だ
ちとの
ごっこ遊
びを楽し
み、走っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら離れた
場所で
あった。
事故発生
前に他の
職員と入
室につい
て引き継
ぎをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
転倒の様
子を確認
すること
はでき
ず、本児
がうずく
まってい
る様子に
気づき、
声をかけ
た。

全体把
握

全体把握が
できる位置
で見守る。

5565

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 8 8 7 8 6 5 3歳
1.男
児

事故発生日
は、異年齢
児にて合同
保育を行っ
ていた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

職員に危
険な箇所
の認識が
出来るよ
うな指導
体制を管
理者が取
れていな
かった。

マニュア
ルを基
に、実際
の危険な
箇所を会
議等で、
再度確認
し、常に
危険個所
にいる子
ども達へ
の配慮が
出来るだ
け届くよ
うな視点
を持てる
ように話
合をする

1.定期的
に実施

実施頻度(
200　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
200　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
200　)回/
年

今回の事
故発生場
所が死角
になって
しまう場
所である
ことの認
識がな
かった
事。加え
て、事故
発生時刻
は2歳児
クラスか
ら順次入
室してい
たことも
あり、職
員の目が
より一
層、分散
されてい
た。

当該場所
が死角に
なるとい
う認識を
全職員が
持つ事。
2歳児ク
ラスにお
いては、
当該場所
の利用時
職員が見
守る事を
徹底し、
職員が見
ていない
状況での
利用を止
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

通常時と
異なる環
境設定で
の「見守
り」行為
により、
注意対象
が散漫に
なってい
た事が挙
げられ
る。2歳
児クラス
は帽子の
色が異な
るが、他
クラス児
に紛れて
しまい、
行動を追
いにくく
なってい
た事、職
員の「見
守り」の
視点が抽
象的すぎ
て、2歳
児に対す
る見守り
のポイン
トがズレ
ていた事
により、

「危険と
思われる
場所」の
有無を職
員間で出
し合い、
「見守る
場所」の
共通認識
を持つ
事。子ど
もの動き
を見守
る・危険
と思われ
る場所を
見守る、
一口に
「見守
る」と
いっても
具体的に
見守る内
容を共通
認識出来
るよう、
マニュア
ル化す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常時か
ら片付
け・入室
の声掛け
に素直に
応じる事
はなく、
まだまだ
遊びたい
気持ちを
強く訴え
最後まで
遊んでい
る事が多
かった。
当日も他
児が入室
動作に
移ってい
ても気に
する事な
く遊び続
けてい
た。当日
は他クラ
スがまだ
遊んでい
た事もあ
り、余計
に遊びを
切り上げ
られる気
持ちにな

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

入室対応
に追わ
れ、対象
児がはし
ごに昇っ
ている事
に気付く
事が出来
なかっ
た。ま
た、通常
時と異な
る場所か
らの入室
により、
見守る範
囲も異
なってい
た事も防
ぐことが
出来な
かった要
因と一つ
と考えら
れる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当日、2
歳児クラ
スの担当
職員は主
担任を含
め5名。
うち1名
は加配対
応児を担
当。主担
任は前述
の通り別
室で作業
中、残る
3名のう
ち2名が
既に入室
した園児
の着替え
やトイレ
誘導など
にあたっ
ていた。
他クラス
の職員も
それぞれ
担当して
いるクラ
ス児の対
応に追わ
れてい
た。

何を
「見守
る」対
象とし
ていた
のか、
見守る
内容を
把握し
きれて
いな
かっ
た。
他クラ
スの職
員も含
め、職
員が多
い事で
「誰か
が見て
くれて
いる」
という
暗黙の
了解が
生じて
しま
い、入
室対応
により
園庭に
残る職
員への

合同保育と
いう通常と
異なる環境
での職員間
の連携の在
り方を職員
に示す必要
がある。通
常時に担当
しているク
ラス以外の
園児とも関
わる環境に
おいて、職
員側の注意
が散漫にな
りやすい事
を自覚し、
より安全に
子どもを見
守るための
注意点を明
記する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
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歳
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5566

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

18 0 0 0 0 0 0 0 1 1 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨遠位端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２ )回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし

ひとクラ
スだけの
普段の保
育である
がゆえ、
一つの遊
びに熱中
すること
もあると
考える。
遊び方の
危険な遊
びを予測
して怪我
に繋がら
ないよう
に見守
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

現在屋上
はゴム
チップで
床面を保
護してい
る。

定期的に
剥がれが
ないか点
検をして
いる。太
鼓橋の下
には別の
保護剤が
必要か検
討する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

個人の運
動能力も
含め、遊
びの展開
を想定し
適切な声
かけも必
要。

太鼓橋か
らの降り
方を実践
を見せな
がら改め
て指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

少しづつ
自信をつ
け太鼓橋
からジャ
ンプをし
て着地す
る動きを
一人で楽
しんでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

昼食前の
クラスで
の戸外活
動。何人
かが太鼓
橋に挑戦
していた
ので、担
任は少し
離れたと
ころで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のは近
くにいな
かった

何度も
太鼓橋
に登
り、着
地する
遊びを
展開し
ていた
が、回
が増す
ほど体
を揺さ
ぶって
いた。
チャレ
ンジの
状態を
見守っ

回を重ねる
ごとに自信
をつけて
いった本児
だが実力が
伴っている
行為かの判
断が適切に
できるよう
に保育士へ
の指導も怠
らない。

5567

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

59 14 23 22 4 4 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足足関
節外果骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故防止
のため、
複数の目
でケガが
ないか確
認する。

事故防止
の為、
様々な事
故がある
ことをそ
の都度全
員に伝達
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

　実施頻
度(　毎
)回/年

園庭がデ
コボコし
ている箇
所がない
か確認す
る。

砂等が砂
場から出
ている所
はもどす
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

狭い場所
での鬼
ごっこ
だったの
で、園庭
の広い場
所で行う
ようにす
る。

遊びの区
域をはっ
きり子ど
もにもわ
かるよう
に白線を
引く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
を楽しん
でいた。
自分が捕
まりたく
ない気持
ちが強く
無理な態
勢になっ
たのでは
ないか。
片目が視
力がない
ので見え
ていない
分対応が
遅れてし
まったの
ではない
か。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保護者対
応をしな
がら、玄
関の少し
高い位置
から全体
をみわた
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒や砂
場など身
近な子ど
もの様子
を見守っ
ていた。

鬼ごっ
こをし
ていた
ので、
本人の
テン
ション
が上
がって
いた。

本児のテン
ションが上
がりすぎて
いたら、職
員が声を掛
ける。

5568

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

11 11 2 2 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

定期的に
事故予防
マニュア
ルを確認
し、職員
間で共有
し話し合
う。

2.不定期
に実施

実施頻度
(4)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(4)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
4)回/月

安全点検
は日々
行ってい
る。壊れ
そうなも
のは確認
後すぐ修
理してい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

積み木や
高いとこ
ろには登
らないよ
うに注意
する。部
屋の配置
で危ない
所はない
か確認し
気を付け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに登
園。体調
も変わり
なく元気
な様子
だった。
部屋遊び
ではお絵
描きや絵
本を見て
静かに過
ごしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

年中長ク
ラス全体
を見渡せ
る場所に
いて、子
どもたち
と関わり
ながら様
子を見
守ってい
たが、特
別高いと
ころに
登ってい
るわけで
はなく危
ない状況
ではな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ室内
にいた
が、他児
と関わっ
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

子どもから
目を離さな
いようにす
る。危険だ
と感じた時
は子どもの
行動を止め
たり注意を
促す。

5569

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

11 1 1 6歳
1.男
児

特になし 8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年以上

2.基
準配
置

34㎝の段
差を、年
長児は日
頃から登
り降りを
していた
ため、保
育士と園
児は特に
危険視し
ていな
かった。
最後に
なってし
まった事
で本児に
焦りが生
じ、バラ
ンスを崩
したこと
も要因と
思われ
る。

保育士全
員に周
知。今後
舞台から
降りる際
には、必
ず踏み台
を使用す
ること。
担任は全
員が無事
降りるの
を見届け
てから移
動するこ
と。子ど
も達にも
怪我の重
大さを話
し、気を
つけるよ
う指導す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

日頃、舞
台中央に
も踏み台
は設置し
ている
が、発表
会練習期
間から本
番が終わ
るまで移
動してい
たため、
当日はな
かった。
緞帳を付
けていた
ため逆に
危険なの
で取り外
すように
してい
た。早く
外遊びを
したい気
持ちから
焦りが生
じ本児の
注意力が
散漫に
なったこ
とも要因
と思われ
る。

舞台右横
には踏み
台があっ
たので、
そちらか
ら誘導す
る。

7.その
他

他の子ど
もたちは
隣りの保
育室へ移
動が済ん
でいて、
本児が最
後であっ
たため、
担任も異
動の声か
け（シン
バルを片
づけてお
いで）は
したもの
の他の子
ども達に
も対応し
ていた。

最後まで
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
舞台正面
から降り
るのも34
㎝と、さ
ほど高く
無いた
め、普段
から降り
ていて慣
れてい
た。その
後外に行
くことに
なってい
たので、
気の焦り
もあった
かもしれ
ない。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は子
ども達に
クラス移
動を促
し、保育
室、ホー
ルが両方
確認でき
る場所に
いて、本
児に持っ
ている楽
器を置い
て来るよ
う声かけ
をしたが
一瞬目を
離した瞬
間だった
ので防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ホールの
外で園庭
遊びをし
ていた保
育士が偶
然本児の
様子を目
撃してい
て、すぐ
に駆けつ
け、担任
と一緒に
腕の上げ
下ろしや
指の動き
などを
チェッ
ク。ぶつ
けた幹部
を冷やし
た。

ホール
と保育
室（ワ
ンフロ
アー）
を子ど
も達だ
けで移
動する
ことも
あった
ため、
怪我を
すると
は思っ
てもい
なかっ
た。危
険が伴
うこと
を意識
してい
なかっ
た。

舞台中央に
踏み台が置
かれている
ときでも、
登り降りは
一人ずつ確
認しなが
ら、ゆっく
り行い、子
ども達にも
繰り返し指
導してい
く。

5570

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

30 3 3 4歳
1.男
児

特になし 8.その他
1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

無し

配慮が必
要な児童
の対応の
仕方を検
討し、全
職員に周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 )回/
年

午睡準備
の間、違
う保育室
を使用す
る

普段から
室内での
遊び方を
知らせて
いく

7.その
他

保育室を
移動中
だったこ
ともあ
り、保育
士が分散
していた

職員間の
連携を
しっかり
行い、本
児童の行
動を把握
していく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段より
活発で、
危険を伴
う行動が
多い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険を伴
う行動が
多いこと
から常日
頃から目
を配って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童は
別室にも
いたこと
からそち
らの児童
を見てい
た。

声をか
けなが
ら保育
士が両
手を広
げ制止
させよ
うとし
たが、
すり抜
けてし
まった
ため、
制止す

言葉だけで
なく走って
いる時は、
しっかり体
に触れ制止
させてい
く。また、
室内で走る
ことはなぜ
いけないの
かを分かり
やすく、繰
り返し伝え
ていく。

5571

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

13 4 4 2歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右母指基
節骨骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

対象児童
の行動に
対し、予
測して対
応するこ
とが不足
してい
た。

行動を予
測して、
事故が起
こりやす
い危険箇
所を認識
し共有し
ていく。
他の場
所、場面
でも考え
られる事
故のた
め、園内
の危険箇
所を確
認、周知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)
回/年

蝶番側に
子どもの
手が入り
込む可能
性があっ
た。

蝶番側を
ネットで
くるみ、
結束バン
ドで止
め、手が
入り込ま
ないよう
に保護す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

扉の内側
で待機す
る職員2
名の内、
1名が、
園庭の状
況を確認
するため
に、扉を
開け閉め
した。そ
の際、複
数の児童
が扉の内
側に密集
してい
た。

順次、扉
の外に誘
導するな
ど、子ど
もが密集
しないよ
うに対応
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

階段から
降りてき
て、早く
園庭に出
ようと、
扉につか
まってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭の様
子が気に
なり、対
象児童の
手が扉の
蝶番付近
にあるこ
とを予測
できず開
閉してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の様
子に気を
とられ
て、対象
児童の動
きを見て
いなかっ
た。

扉の内
側に児
童が、
密集す
る状況
ができ
てしま
い、対
象児童
の動き
を見ら
れな
かっ
た。

階段から降
りてくる前
に職員が園
庭の様子を
確認するこ
とが必要
だった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5572

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

70 5 14 9 10 13 19 23 19 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足腓骨
遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

保育の中
で、体を
使った遊
びを通し
て、体の
使い方を
知り、危
険回避で
きるよう
に育む。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50～240)
回/年

テラスか
ら園庭に
降りる場
所に、2
段の階段
がある。

児童に
とって
は、慣れ
た場所で
はある
が、昇降
には注意
するよう
声をかけ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童は、
友達と会
話をしな
がら、段
差部分を
目視せ
ず、昇降
をしてい
たため、
注意が散
漫になっ
ていた
た。

児童に
とって
は、慣れ
た場所で
はある
が、昇降
には注意
するよう
声をかけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭遊び
中、降園
する友達
に挨拶を
するため
に、段差
を上り、
再び降り
ようとし
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は、他の
児童の保
護者の対
応をして
いたた
め、対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者以
外に3名
の保育士
が園庭に
いたが、
各々に大
型遊具、
鉄棒、砂
場付近の
保育を
行ってい
た。

友達と
会話を
しなが
ら、段
差を降
りよう
として
いたた
め、足
元をよ
く見て
いな
かっ

児童にとっ
ては、慣れ
た場所では
あるが、昇
降には注意
するよう声
をかける。

5573

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児

10 2 2 6歳
2.女
児

5歳児クラ
ス単独での
保育。天候
は晴れ、少
し風が強く
気温20-25
度程度。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

会議で公
園での遊
具の使い
方につい
てルール
を決めて
いた事が
守られて
いなかっ
た。実際
に公園に
着いた時
に公園の
混み具合
や職員数
を考慮し
て幼児に
対しては
都度、遊
具使用範
囲などの
お約束を
する事に
なってい
たが約束
が守られ
ていな
かった。

今年入職
の職員2
名が現場
にいた。
職場や子
どもたち
に慣れて
きたこと
により気
のゆるみ
が出てし
まったと
思われ
る。気を
引き締め
て見守り
を行うよ
う厳重注
意を行っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
60　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
60　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使う都
度)

ブランコ
の下は土
（砂）だ
が、踏み
固められ
ている状
態。
ブランコ
の近くの
樹木が風
に吹かれ
落ち葉が
たくさん
散ったた
め本児は
手を伸ば
して取ろ
うとし、
ブランコ
から手を
離してし
まい、そ
のまま落
下。

保育士は
ブランコ
に乗って
いる子ど
もから目
を離さ
ず、落下
などがし
ないよう
に見守
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブランコ
に乗る時
は保育士
が必ず一
人付き幼
児2人ま
でとして
いたが年
長なので
大丈夫と
思い3人
に使わせ
てしまっ
た。

子どもの
運動能力
によって
は遊具を
使う人数
を制限
し、安全
を第一優
先にして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブランコ
を自発的
に漕いで
いる時に
木の葉が
風に吹か
れ舞い落
ちてくる
のを掴も
うとし片
手を離し
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児童
が保育士
の見守る
中ブラン
コをして
いた。他
児がブラ
ンコを押
してほし
いとの事
で当該児
童の二つ
隣のブラ
ンコを押
しに行っ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

少し強い
風に吹
き、木の
葉が舞い
落ちてく
る様子に
他児と共
に目を奪
われ、担
当者と対
象児を見
ていな
かった。

他児が
ブラン
コを押
してほ
しいと
の事で
当該児
童の二
つ隣の
ブラン
コを押
しに
行っ
た。
押す瞬
間に視
界から
当該児
童の姿
が見え
ない瞬
間があ
り、そ
の際に
ドンと
いう音
が聞こ
えすぐ

遊具を使用
している時
は子どもか
ら目を離さ
ない。遊具
の使い方に
ついて再度
検討する。

5574

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

5 3 1 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手人差
し指　ひ
び（亀裂
骨折)

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0)回/年

1.基
準以
上配
置

今年度園
内研修で
予定は
あったも
のの、緊
急事態宣
言の発令
等によ
り、人数
が集まら
ず開催で
きなかっ
た。来年
度開催予
定あり。

ソフト面
での問題
による事
故ではな
い為。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

毎回
1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

なし

ハード面
での問題
による事
故ではな
い為。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

環境面で
の問題に
よる事故
ではない
為。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

跳び箱の
練習に参
加してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一人ずつ
跳び箱を
跳んでお
り、従事
者①(体
操講師1)
が跳び箱
の補助、
従事者②
(体操講
師2)が跳
び箱開始
の合図を
出し、従
業員③
(担当保
育士)が
子どもた
ちと待機
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当は一
人だっ
た。

当該児
童は、
跳び方
の説明
を受け
たの
ち、4番
目に跳
ぶ予定
だった
ため、
前の児
童が跳
んでい
る姿を
見てい
たこと
や、何
度も跳
び箱は
経験し
ている
為、や

一人ひとり
跳ぶ前に、
再度やり方
を確認して
いく。

5575

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

11 3 3 1歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

舌貫通創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

職員配置
など問題
はなかっ
た。

職員配置
など問題
がなかっ
たため、
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

3.未実施
実施頻度
(都度)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)

当該児が
転倒した
場所の水
濡れ・玩
具等は無
かった。
転倒した
床はフ
ローリン
グ貼り。
近くに
あったﾃｰ
ﾌﾞﾙは木
製で角処
理がされ
ているも
の。

遊び･保
育士の人
数・子ど
もの人数
を配慮し
ながら、
室内の広
がりを制
限するよ
うにし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・室内全
体を使用
し、乾燥
した足裏
がフロー
リングで
滑り易い
と思われ
る。

・ﾌﾛｰﾘﾝ
ｸﾞより滑
りにく
い、マッ
トを敷く
範囲を広
くした。
遊びに合
わせ室内
の利用範
囲を減ら
し、子ど
もが広が
り過ぎな
いように
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
特に活発
であった
りはせ
ず、ひと
りでもよ
く遊ぶ。
ゴザの位
置から何
故事故現
場に向
かったの
かは不明

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　
当該児は
ごみを捨
てる為に
立ち上
がった保
育士の後
ろ側に位
置してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
各コー
ナーの児
と遊んで
いた為、
泣き声で
本児が倒
れたこと
に気づい
た。

保育者
同士が
連携の
取り易
い位置
にいた
のか。
保育士
がその
場から
動き出
す際に
適切な
声の掛
け合い
や他
コー

保育者の配
置位置、動
き、声かけ
連携の在り
方を見直
し、お互い
に指示や声
かけのし易
い関係構築
に努力す
る。午後も
できるだけ
固定の保育
士を配置す
る。

5576

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 0 0 0 17 19 0 3 3 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

危機管理
意識の職
員による
温度差。

職員の危
機管理意
識向上に
向け、今
回の事故
の検証と
マニュア
ルの再確
認を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

日々の安
全点検を
引き続き
実施する
ととも
に、危険
な部分が
あった場
合には、
速やかに
修繕など
改善策を
講じる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

衝突をし
た2人が
遊びこめ
ずに移動
していた
かとも思
われる。

子どもた
ちへの安
全教育の
徹底。
一人一人
がじっく
り遊びこ
める環境
設定と働
きかけ
に、更に
努める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
自由遊び
では散策
している
ことが多
く、当日
も普段と
変わらな
い動きで
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任が本
児の近く
に位置
し、見
守ってい
た。衝突
を見てす
ぐに対応
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他保育士
2名は他
の子ども
達を見
守ってい
た。

3名の保
育士が
それぞ
れ固定
遊具、
砂場付
近など
見守っ
てい
た。組
織的に
見守
り、対
応して

組織的に対
応できる体
制につい
て、安全管
理マニュア
ルを通し再
確認する。

5577

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

17 0 2 2 3歳
2.女
児

特になし

睡眠中
(うつぶ
せ寝以
外)

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足第5
趾中節骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし

パート職
員に対す
る研修の
強化

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

午睡時の
子ども同
士の間隔
を歩ける
程度に空
ける

5.睡眠
(午睡)
中

コット
（お昼寝
ベッド）
から足が
出ていた

身体をき
ちんと
コット内
に収め
る。午睡
時の採光
を考慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

換わった
様子なし

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

午睡見守
り

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

休憩中

午睡時
見回り
時に、
本児の
足が出
ていた
ことに
気づか
ず踏ん

子どもが近
くにいる時
や、横を通
る時は足を
踏むことが
ないよう注
意する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5578

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

11 3 3 2歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

口腔内挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

毎日行う
「園庭安
全チェッ
クリス
ト」に今
後は遊具
のボルト
の緩みが
ないか、
ささくれ
がないか
を追記し
日々意識
をしてい
く必要が
ある。施
設・玩具
の日々の
清掃や消
毒を行う
中で、各
職員が危
険箇所や
玩具の破
損、不備
がないか
を意識す
ることで
一日一回
の安全点
検以外に
細かな安
全チェッ
クの機会

①危険箇
所の把握
と大人の
見守り方
の改善
2日間の
全体会議
にて実施
済み
②事故防
止マニュ
アルの回
覧確認の
実施
③3月3週
目までに
統括園長
による、
各クラス
緊急対応
研修を行
う
④職員研
修内で園
内ハザー
ドマップ
の作成す
る
⑤P:指導
計画を実
施する中
で、D:ヒ
ヤリハッ
トを集

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/月

2.不定期
に実施

実施頻度(
１)回程度
/月

地面は人
工芝で濡
れていた
り、玩具
が落ちて
いるとい
うことは
なかっ
た。また
人工芝が
盛り上
がったり
剥がれて
いる様子
はなかっ
た。
遊具は約
1年前に
に設置さ
れた。特
にささく
れや腐食
等はな
かった。
当該児が
走ってい
る際、
滑ったま
たはバラ
ンスを崩
したなど
何かしら
の原因で
転倒。転

①今回の
怪我をし
てしまっ
た箇所の
カバー
対応済み
②他にも
危険と思
われる箇
所の洗い
出しとそ
の対策
※全てカ
バーや排
除ではな
く子ども
の遊びを
保障する
ためにも
大人の見
守り方や
立ち位置
により怪
我防げる
ようにす
る。
※全職員
共通意識
ができる
よう、危
険箇所の
写真また
は図を作
成し、共

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外に11
名の園児
がおり、
担任1
名、フ
リー職員
2名、室
内から戸
外を見て
いた担任
1名がい
た。おや
つを食べ
ている子
の対応を
している
担任もい
た状況で
あった
が、人数
の少ない
方にフ
リーが付
き担任は
戸外の人
数が多い
方につく
べきで
あった。

①配置人
数だけで
はなく、
園児のこ
とを把握
している
担任が人
数の多い
方に付く
ように改
善する。
※雑務掃
除や帰宅
準備など
はフリー
職員にお
願いをす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り戸外で
楽しそう
に過ごし
ていた。
いつも仲
良くして
いる男児
が滑り台
に登りは
じめ、そ
の子を見
ていたた
めその子
のところ
に行くた
めに滑り
台の反対
側から転
倒場所に
走って
いったの
ではない
かと目撃
者は推
測。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2番目に
近くにい
た職員が
現場目撃
者であっ
た。その
職員も階
段に登る
別の児童
が落下を
しないよ
う、下か
らサポー
トをしな
がら当該
児のこと
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一番近く
にいた職
員は他児
童がトラ
ブルにな
らないよ
うに、平
均台を含
めコンビ
カーを中
心に注意
を払って
いた。

一番近
くにい
た職員
はトラ
ブルに
ならな
いよう
に平均
台を含
めコン
ビカー
を中心
に注意
を払っ
ていた
が、園
児が集
団で遊
んでい
る場合
は全体
を見回
しなが
らその
箇所も
見守っ
ていく
必要が
ある。

①園児を見
守る配置体
制の確認を
改めて行
う。
※死角に
なっていな
いかの確認
や危険箇所
と認識して
いる場所は
担任やリー
ダーなどを
配置する。
また、職員
間での子ど
もの位置を
把握するな
ど、声の掛
け合いを徹
底する。

5579

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

21 2 2 4歳
2.女
児

身体的に小
さめで動き
も幼い。
散歩時は保
育士と手を
つないで歩
いている。

8.その他
1.負
傷

2.骨折
顔面(口
腔内含
む)

上前歯
（2本）
の折れ、
神経の切
断

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

子どもの
先頭と最
後に職員
が付き、
室内へと
送ってい
た途中に
本児がい
た。

本児は職
員と共に
先頭で行
くよう声
かけをす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

段差や滑
りやすさ
など、危
険なとこ
ろがない
か改めて
見直す

4.個人
活動
中・子
どもの
み

特になし

間の子ど
もの様子
が見えな
くなる状
況を作ら
ないよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

分散して
の移動で
先頭の誘
導と最後
に残って
いた子の
誘導で間
にいた子
の様子を
見ること
が出来て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

２Fから
降りて来
た職員が
気付き泣
いていた
該当児の
対応をし
伝達に走
る。

特にな
し

職員がどこ
にいても、
全体的に子
どもの動き
を気に掛
け、行動す
る。

5580

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

12 1 1 5歳
1.男
児

無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

固定遊具
の周辺で
鬼ごっこ
等の遊び
を行った
ため、子
どもが鬼
から逃げ
ようとし
て遊具に
上ってし
まった。

マニュア
ルに「固
定遊具の
周辺にお
いては、
鬼ごっこ
等の遊び
を行わな
い」と
いった一
文を加え
る。ま
た、職員
会議等を
通して周
知徹底を
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（使用す
るとき）

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用する
とき

遊具の補
修等につ
いては、
日常で
行ってい
るが、遊
具の周囲
について
も安全性
を高める
必要があ
る。

同遊具に
ついて
は、使用
禁止と
し、撤去
予定。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
をしてい
る最中
に、遊具
に上って
しまっ
た。

子どもに
対し、鬼
ごっこを
している
最中には
他の遊具
を使用し
ないよ
う、「朝
の会」や
「帰りの
会」、
「遊びの
開始前」
に徹底し
ていくこ
とを日々
の申し送
りや職員
会議を通
して周知
徹底して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
る最中
に、鬼か
ら逃げよ
うと遊具
に上っ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
るため、
少し離れ
た場所で
見守って
おり、落
下をする
瞬間には
傍にいる
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

配置基準
を満たし
ており、
保育室内
にて作業
を行って
いた。

保育士
が全体
を見よ
うとし
た場
合、
「ロッ
ククラ
イミン
グ」か
らは離
れた場
所と
なって
しまう
ため、
万が一
上って
しまっ
た場合
（落下
してし
まった
場合）
におい
ても安
全に保
育が行
えるよ
う話し
合いを
行っ
た。
また、

配置が可能
であれば、
保育補助等
の配置を検
討する。

5581

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

28 5 4 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘上腕
骨顆上骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
数)回/年
会議時に
職員全員
に研修報
告(不参加
職員は回
覧にて通
知)をし、
事故予防
の意識を
高める。

1.基
準以
上配
置

会議時に
要因を分
析し、再
発防止策
を話し合
い、職員
全員に周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

園庭の芝
生がまば
らになっ
ている所
の状態や
デコボコ
がないか
安全点検
をしっか
り行う。

定期的に
園庭整備
を実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

複数担任
で、分散
し、声を
かけ合い
ながら保
育をして
いる。全
体を見な
がらも
個々の動
きもしっ
かり注視
し、安全
に配慮す
る。

子どもが
体のコン
トロール
が効かな
い位走る
のに夢中
になりす
ぎないよ
う行動を
見極めて
保育す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
に喜んで
参加し、
夢中に
なって保
育士を追
いかけて
いた。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

鬼ごっこ
で共に様
子を見守
りなが
ら、共に
走ってい
た。転ん
ですぐに
対応はで
きた。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

違う場所
で遊んで
いる他児
を見てい
た。

子ども
が遊び
にのめ
り込
み、興
奮状態
になっ
ていな
いか等
見極
め、緩
急をつ
けて保
育す
る。

子どもが夢
中になりす
ぎ、コント
ロールでき
ない速度に
ならないよ
う気を付け
る。他職員
も個と関わ
りながらも
全体の動き
を把握し、
声をかけ合
い安全に遊
べるよう配

5582

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 0 1 3 2 1 1 0 2 5歳
2.女
児

室内活動中
に歩き回る
ことが多い
子であり、
人や物にぶ
つかること
がたびたび
見受けられ
たため、毎
日座って遊
ぶよう促し
注意してい
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

再度、マ
ニュアル
を見直し
全職員に
徹底さ
せ、事故
が起きな
いよう、
再度徹底
して子ど
もたちを
見守る

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

特になし

室内の玩
具等の配
置等を検
討し、活
動スペー
スを確保
出来るよ
うにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

他の園児
との感覚
をとり、
安全に保
育活動が
行えるよ
う注意喚
起する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

この日
は、情緒
が安定し
ていて、
楽しく過
ごしてい
た。より
活発に活
動してい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

活発な動
きに注意
を払い見
守るべき
でした

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
の自分の
担当して
いる子ど
もの援助
をしてい
た。

里親と
保護者
との生
活が入
れ替わ
り困惑
をして
いる状
況下
で、子
どもな
がらに
我慢を
してい
る状況
が伺
え、情

保護者の養
育能力が低
く、バラン
スの取れた
食事の改善
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5583

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 9 9 12 3 3 6歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

・ケガを
した際通
院を検討
すべき
だった

・あらゆ
る状況を
考え、通
院の検討
をする

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

・走って
いた際、
砂地で足
がとられ
る。

・園庭砂
地の砂量
を見直
し、園庭
整備をよ
り丁寧に
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・限られ
たスペー
スで、異
年齢で走
りまわ
り、発達
差がある
子どもた
ちが入り
混じって
いた。

・コロナ
禍で外遊
びも少な
くなり、
運動能力
の低下も
ふまえ
て、夕方
の時間帯
では、園
児が疲れ
怪我をし
やすいこ
とを鑑
み、限ら
れたス
ペースで
の遊びの
選択をも
つ。
・準備運
動等を
し、身体
をほぐし
てから遊
びを開始
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・体調、
顔色良
好、元気
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・保育士
２名が、
対象児の
そばで全
体を見な
がら他の
児童と遊
んでい
た。保育
士１名
は、少し
離れたと
ころで全
体を見な
がら保護
者対応を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・室内に
て事務や
作業をし
ていた。

・対象
児や遊
びの近
くに保
育者が
いた
が、怪
我への
予測は
なかっ
た。
・足を
痛めた
後複数
で判断
した
が、通
常通り
に遊ぶ
姿があ
り、骨
折に至
る予測
が不十
分と
なって
しまっ

・保護者対
応等の状況
に応じて、
対応の余剰
も考え、職
員を加配す
ることも行
う。
・怪我が起
きた際は、
複数で判断
をし、より
重篤に考え
通院等の処
置をとるよ
うにする。

5584

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

71 22 22 27 6 6 6歳
1.男
児

雨天で、全
員が室内で
活動してい
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1～2)回/
年

2.基
準配
置

雨天だっ
たため、
全員が室
内で活動
してい
た。

あそびの
数や、保
育士の配
置につい
ても適当
だったと
思うが、
活動の切
り替え場
面や児の
入れ替わ
り(お相
撲の取り
組みのメ
ンバーの
交代）の
タイミン
グでは、
楽しい雰
囲気興奮
状態での
集団心理
の中で
は、本来
のあそび
とは違う
動きをし
たり、集
中が途切
れたりと
いうこと
が思わぬ
ケガや事
故につな

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

0.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

各保育室
で静のあ
そび、遊
戯室で動
のあそび
とし、遊
戯室での
あそびで
はマット
を敷くな
どの安全
対策もし
ていた。

使用前に
破損がな
いか等確
認してか
ら遊びだ
すように
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

あそびが
もりあが
り、応援
の児も興
奮してる
状態だっ
たため、
そのおさ
えきれな
い気持ち
の表れと
してお相
撲をして
いた児
も、応援
の児も一
度にマッ
トの上に
乗るよう
な状況と
なったこ
とが起因
となった
ように思
う。

年長児で
動きや力
も大きく
強くなっ
ているこ
とをふま
え、落ち
着けるよ
うな働き
かけをし
てから、
あそびを
切り替え
られるよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

あそびが
盛り上
がってお
り、やや
興奮状態
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

それぞれ
のコー
ナーに、
少人数ず
つ集中し
て遊ぶ様
子があ
り、お相
撲ごっこ
も、適当
な人数で
あそぶこ
とができ
ていた。
保育士も
中に入っ
てあそん
だり、行
司のを務
めたり
し、一緒
に活動し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全員が室
内にいた
ので、そ
れぞれの
保育者が
お互いの
活動をみ
ながら、
保育にあ
たってい
た。

全員が
室内で
の活動
だった
ため、
保育士
として
は各々
の活動
が見え
やすく
分かり
やす
かった
が、子
どもた
ちは他
の遊び
の声
や、他
児童の
コー
ナー間
の動き
等の影
響から
集中し
にく
かった
り、興
奮状態
になり
やす
かった

あそびの様
子をみなが
ら声を掛け
合ったり、
スペースを
調整しあっ
たりしてい
く。

5585

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

16 4 4 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右代指挫
創　手表
在性皮膚
感染症

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

三輪車の
遊びの
ルールが
不適切な
ところが
あった。

三輪車の
遊び方に
ついて再
度話し合
い、ルー
ルの見直
しをし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
50　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
200　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
200　)回/
年

園庭や三
輪車の安
全点検を
今後も継
続してい
く。三輪
車を使用
する場所
の確認を
改めて
行った。
三輪車の
対象年齢
が2歳～
となって
いるため
園の遊び
のルール
を再度検
討する。

三輪車の
使用を2
歳児クラ
スからと
する。
0，1歳児
が園庭に
いる時に
三輪車で
遊ぶ場合
は、声を
かけ十分
に気をつ
ける。乗
る場所な
どの工夫
を行い安
全に配慮
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

三輪車の
対象年齢
が2歳～
であり、
体格等を
考えると
適さない
遊具で
あった。

三輪車の
使用を2
歳児・3
歳児クラ
スとす
る。保管
場所は倉
庫内、使
用後は担
任が倉庫
に片づけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外に出た
当初は花
梨の木を
眺めてい
た。砂場
を見た
り、歩い
て探索を
していた
が、2歳
児室前に
三輪車が
あること
に気づ
き、自分
でまた
がった。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

三輪車に
またがっ
たので、
危なくな
いように
近づき見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

点在して
遊んでい
る園児の
見守りを
した。

担任間
で職員
の配
置、子
どもの
位置、
遊びの
様子を
把握し
て安全
面に留
意して
いる。

引き続き、
上記の行動
を継続す
る。

5586

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

2 1 1 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

使用後の
タイヤを
片づける
タイミン
グが図ら
れてな
かった

全体の個
別タイヤ
の数を減
らし、使
用後のタ
イヤの片
づけを徹
底する

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４０)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

固定タイ
ヤの使い
方のルー
ルは、
あったが
個別タイ
ヤの取り
扱いの徹
底がされ
てなかっ
た。

個別タイ
ヤの使用
法を徹底
し、踏み
台のよう
に使用で
きる位置
以外の所
に異動し
ておく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

個別タイ
ヤを踏み
台とし
て、使用
し自力で
登れない
タイヤに
上ろうと
してけが
をした。

固定タイ
ヤの近く
に踏み台
となる個
別のタイ
ヤを置か
ない。安
全面を再
検討し撤
去の方向
に決定
し、その
間は、乳
児のジャ
ンプはや
める。大
人が付き
添う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

朝からい
つもより
行動的に
動いてい
たが、担
任同士で
情報共有
ができて
いなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

1対1で対
応してい
たが、片
づけに気
を取られ
ていて声
掛けはし
たが、そ
の場を離
れた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、入室
してい
て、いな
かった。

登らな
いよう
に伝え
たが、
玩具を
片づけ
に行き
ケガの
場面は
見てい
なかっ
た。

園児と一緒
の時は、片
づけよりも
園児優先
し、全員入
室後に片づ
けをするこ
ととした。
普段と違う
園児の状況
が見られた
時は、担任
間で情報共
有の徹底。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5587

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28 0 0 0 0 14 14 0 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

職員間
で、全体
を見る役
割を誰が
担うか明
確ではな
かった。
そこが
はっきり
していれ
ば、本児
と他2名
が滑り台
を固まっ
て滑る前
に気付い
て予防で
きていた
可能性が
ある。ま
た、遊び
始める前
に遊ぶ際
の約束ご
とは話し
ていた
が、滑り
台での具
体的な
ルールに
ついては
触れてい
なかっ
た。

職員間で
役割分担
を事前に
明確にし
ておく。
また、園
での、子
どもたち
が遊ぶと
きのルー
ルについ
て職員間
で改めて
確認しあ
い、子ど
もたちが
遊ぶ際に
周知して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12 )回/年

事故後に
検証した
ところ、
滑り台の
着地点に
設置して
いるマッ
トの上に
砂が乗っ
ていると
滑りやす
いことが
分かっ
た。ま
た、足を
取られや
すいとい
う位置で
はない
が、マッ
トと滑り
台との間
にわずか
な溝があ
る。この
いずれか
が転倒の
要因と
なった可
能性が考
えられ
る。

滑りにく
い素材、
滑り台の
大きさに
あわせた
マットの
使用を検
討する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑り台
で、本児
と他２名
が続けざ
まに滑っ
ていた。
本児と後
ろの児と
は一緒に
遊んでい
たわけで
はなかっ
たとのこ
と。危険
に気付い
て声を掛
けた職員
も急かす
ような言
動はして
いない
が、着地
の際に本
児が早く
行こうと
急いだ可
能性や、
後ろから
他の児が
来て楽し
くなって
はしゃい
だ結果
ジャンプ

滑り台
は、前の
子が滑り
降りて離
れたのを
確認して
から次の
子が滑る
ように声
を掛けて
いく。ま
た、降り
る際には
足元に注
意して着
地するよ
う伝えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

らせん状
の滑り台
にて遊ん
でおり、
本児を先
頭に２名
の児が
滑ってい
た。着地
の際、本
児が滑り
台の角度
がなく
なった平
らな部分
からジャ
ンプのよ
うな動作
をし、
マットで
滑り転倒
した。本
児と後ろ
の児は一
緒に遊ん
でいたわ
けではな
かったと
のこと。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の職員
が遊具に
登った
り、トラ
ブル対応
をしてい
たため、
水道付近
で全体を
見ていた
際に、本
児らの様
子に気付
く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名は個
別配慮児
担当のた
め、その
児に付き
添い固定
遊具の上
に一緒に
登ってい
た。もう
一名は別
の子ども
同士での
トラブル
の対応を
してい
た。その
ため両者
とも事故
の状況は
目撃して
いない。

現場に
いる人
数は足
りてい
たが、
それぞ
れに対
応をし
ており
全体を
見てい
た職員
は１名
だっ
た。も
う１名
自由に
動ける
職員が
いれ
ば、事
故につ
ながる
要因を
事前に
予防で
きた可
能性が
ある。

保育の中
で、子ども
を見守る手
が足りない
と感じた場
合には、応
援を呼ぶな
ど対応す
る。また、
トラブル対
応などで全
体から目を
離す際に
は、お互い
に声を掛け
合う。

5588

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

11 2 4 5 0 0 0 0 4 4 1歳
1.男
児

特になし 8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手指中
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

他の職員
にも目を
配っても
らう為の
声掛けが
なかっ
た。

職員会議
にて怪我
に至った
状況の説
明と対策
について
話し合
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年
　　毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日1)回
/年

特になし
安全点検
を強化す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手を繋い
でいれば
安全だと
思ってし
まった。

月齢が低
く、探索
が活発と
いう本人
の発達を
把握し、
歩行が安
定するま
では、散
歩カーに
乗せる様
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

歩行が不
安定な為
転倒し
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

本児が歩
いて行っ
てしまう
と危険と
思い、手
を繋ぎつ
つ他児の
対応にあ
たった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の自分の
担当して
いる子ど
もの援助
をしてい
た。

本児が
転ぶこ
とを予
測出来
ず、手
を繋い
でいれ
ば安全
だと思
い、目
を離し
て他児
の対応
にあ

発達の特徴
をふまえ、
歩行が安定
するまでの
時期は、０
歳児の担当
やフリー保
育士に協力
を求め、０
歳児と一緒
に安全な動
線で移動さ
せてもら
い、散歩

5589

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 3 5 0 0 0 0 0 2 2 1歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

外傷、
炎症後色
素沈着
(左頬)

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故につい
て、職員
間で情報
共有し対
応する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年
　　毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１　)回/
日

特になし

玩具その
ものには
問題がな
いため、
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
興味があ
る玩具が
１台のみ
であっ
た。

子どもの
発達、興
味に応じ
て、数は
適当か再
検討す
る。
これを機
にもう1
台増や
し、トラ
ブルを防
ぐように
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

テーブル
を挟んで
反対側に
いた相手
の園児が
バイクに
乗ろうと
している
のを見
て、とっ
さに行動
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守って
はいた
が、バイ
クはまだ
誰も使っ
ていな
かったた
め、そこ
までのト
ラブルは
予測でき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同室にい
た０歳児
担当保育
士は、担
当の園児
を見てい
た。

自己主
張の強
い２人
だった
ので、
気を付
けて見
守って
いた
が、予
測でき
ず防げ
なかっ

自我の芽生
え等、発達
の理解をよ
り深められ
るよう、研
修等でスキ
ルを高め
る。

5590

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

23 2 2 5歳
1.男
児

発育発達状
況正常　当
日の健康状
態良好　発
生時の天候
晴れ　日常
的な要配慮
事項は特に
無し。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

鉄棒に限
らず、各
固定遊具
の遊び方
（遊ばせ
方）の詳
細をマ
ニュアル
化する。

子ども達
の体力、
発達状況
を見直し
無理なく
遊べる遊
具なの
か、傍ら
に職員を
配置し介
添えが必
要なのか
を再確認
しケガに
繋がらな
いように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(24)回/年

鉄棒の設
置場所
（地面は
砂地）や
高さ（９
０㎝）等
は特に問
題は感じ
られず。

周辺や下
に危険な
ものがな
いか常に
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ケガに繋
がるよう
な遊び方
を見極
め、安全
な遊び方
の体得を
目指した
保育が十
分ではな
かった。

子ども達
にも安全
に遊ぶた
めの方法
や注意す
ることを
日頃から
知らせて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
良好　機
嫌等も気
になる姿
はなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　職員２
名で園庭
全体を見
渡せる位
置にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　至近距
離ではな
かった
が、視界
には入っ
ていたの
で落下直
後に駆け
寄ってい
くことは
できた。

落下す
る可能
性を想
定をし
て園庭
遊びを
見守
り、危
険な場
面は適
宜声掛
けが必
要だっ
た。

子どもの遊
び方の内容
に応じ人員
を増やす対
応をしてい
く。安全対
策について
全職員で学
んでいく。

5591

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

11 0 0 0 0 0 11 0 2 2 6歳
2.女
児

普段は幼児
3クラス合
同で保育を
している
が、この日
は5歳児の
み跳び箱の
練習を行っ
ていた。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ関
節骨折
（ひび）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12　)回/
年

2.基
準配
置

5歳児ク
ラスに2
名の保育
士の配置
は十分で
あるとは
言え、
マットを
敷かずに
跳び箱を
したこと
は不注意
であった
と考えら
れる。ま
た準備運
動からの
時間も長
く疲れが
出ていた
と思われ
る

体育運動
をする際
には、
マットを
敷く、数
か所では
なく一か
所で行
い、必ず
見守りを
置き、怪
我の対応
にすぐに
対処でき
るように
する。
マニュア
ルへの追
記検討を
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

馬とびは
何度も経
験してお
り保育士
も子ども
達も跳び
越せると
油断して
いたと考
えられる
し、常に
危険と背
中合わせ
であるこ
とを忘れ
ていた
5才児と
いえど
も、個々
の体力を
考慮する
必要が

・運動の
際には時
間配分を
考える
・子ども
が運動を
する際に
は、一人
ずつ丁寧
な対応が
できるよ
う余裕を
持って行
う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

何度か経
験してい
ることな
ので今回
もできる
という甘
い考えが
発生し
た。ま
た、2か
所で行っ
てしまっ
たこと
で、子ど
もの姿が
把握でき
ていな
かったこ
とも原因
と考えら
れる

運動を行
う際の危
険をよく
考え、今
後は実際
に子ども
の指導を
する保育
士の他に
見守りを
徹底して
いく

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

楽しく馬
飛びをし
ていたが
回数を重
ねるごと
に疲れが
あったよ
うで、基
本的な跳
び方（両
手をしっ
かりとつ
く等）が
できてい
なかった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2か所で
行動して
いたこと
により、
自分の担
当児だけ
に目を向
けたこと
と・馬役
の保育士
が下を向
いていた
ために対
象時の異
変（痛
み）に気
付くのが
遅れた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

巧技台の
方の保育
士も、対
象児の転
倒は目に
入った
が、先輩
が対応し
ている安
心感があ
り直接対
応してい
なかっ
た。対象
児の症状
を直ぐに
聞いてあ
げられな
かった。

担任と
フリー
保育士
が十分
に子ど
もたち
を理解
し慣れ
ている
クラス
であっ
た為、2
名でも
大丈夫
であろ
うとい
う安心
感で任
せてい
たこと
が当該
児の症

運動の際は
必ず1か所で
行うように
し、他の1名
は全体を見
渡せるよう
に配置す
る。必要で
あればもう
一人配置で
きる環境で
行う

5592

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 0 0 0 21 19 20 0 4 4 5歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手甲の
中央の骨
のヒビ

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
３ )回/年

1.基
準以
上配
置

傾斜のあ
る山に遊
び用の
シートが
かかって
おり、滑
りやすく
なってい
た

傾斜のあ
る部分に
遊び用の
シートを
かけない
よう、子
ども・職
員に周知
する

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

－

毎日の遊
具の安全
点検項目
の一つに
加える

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

・児童や
保護者に
対応する
時にも全
体を見る
目を持て
るように
指導する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりに登
園し、い
つもどお
りに活動
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当保育
士が不在
（休日）
のため、
フリー保
育士がク
ラスを担
当してい
た。少し
離れたと
ころで他
児と関
わってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

朝の受け
入れ時間
帯であ
り、保護
者対応や
他児童と
関わって
いた。

－

・職員の立
ち位置を改
善する
・児童や保
護者に対応
する時にも
全体を見る
目を持てる
ように指導
する

152 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5593

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

20 4 4 3歳
1.男
児

既往歴・持
病・アレル
ギー等無
く、いつも
通り良好な
状態であっ
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

年12回～
14回

2.基
準配
置

職員間の
声掛けだ
けでな
く、場面
から目を
離さず交
替をする
ことの意
識が足り
ていな
かったの
ではない
かと思わ
れる。

子ども達
への遊び
方の確
認・指
導。職員
間の場を
離れる時
のお互い
の声掛け
だけでな
く、子ど
も達への
声掛け、
場面から
目を離さ
ず交替が
できるよ
う意識す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
15　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
13　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

0.1.2歳
児用の遊
具であ
り、使用
方法が
合ってい
なかっ
た。

安全点検
を引き続
き行うと
ともに、
使い方も
しっかり
確認して
いくｊ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び方の
約束・指
導や職員
間の声掛
けだけで
なく、子
ども達へ
の声掛け
（次の職
員が来る
まで待っ
ててねな
ど）や場
面から目
を離さず
交替をす
ることの
意識が足
りていな
かったの
ではない
かと思わ
れる。

子ども達
への遊び
方の再確
認・指
導。職員
間の場を
離れる時
のお互い
の声掛け
だけでな
く、子ど
も達への
声掛け、
場面から
目を離さ
ず交替が
できるよ
う意識す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児が跳
ぶところ
を見て、
本児もで
きると過
信してし
まい跳
ぶ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

プラス
チック滑
り台の上
にいたこ
とは見て
知ってお
り、地面
に着地の
姿勢でい
たのは見
ている
が、、プ
ラスチッ
ク滑り台
の段から
跳ぶとこ
ろは見て
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児を
シャワー
に連れて
いくた
め,声を
かけて離
れたり、
他の場所
で他の子
たちを見
ていた。

職員間
の声掛
けだけ
でな
く、子
ども達
への声
掛け
（次の
職員が
来るま
で待っ
ててね
など）
や場面
から目
を離さ
ず交替
をする
ことの
意識が
足りて
いな

子ども達へ
の遊び方の
再確認・指
導。職員間
の場を離れ
る時のお互
いの声掛け
だけでな
く、子ども
達への声掛
け、場面か
ら目を離さ
ず交替がで
きるよう意
識する。

5594

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

28 0 0 0 9 9 10 0 3 3 6歳
1.男
児

体格が劣っ
ているわけ
ではなかっ
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨
骨折　全
治1カ月
→経過観
察に週に
1回程度
通院し約
１か月後
完治

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

令和2年度
は右記の
日程で
行った

1.基
準以
上配
置

コロナ対
応・園庭
のない保
育園のた
め身体を
動かす機
会が減っ
ていた。

現代の子
どもは骨
も弱く、
転んだ時
の受身な
ども身に
着いてい
ないた
め、土と
はいえ固
い地面の
上での相
撲は危
険。マッ
トの上な
どで行う
様にして
行く。日
常に慣れ
て来た頃
の気の緩
みが事故
につなが
る事を再
認識す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

頻繁に訪
れる公園
ではな
かった。

公園マ
ニュアル
の見直し
をした。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

平らな地
面ではあ
るが、表
面に多少
の砂があ
り足元が
すべっ
た。保育
士が眼を
離したと
きに起き
た。

子どもの
力量や経
験値に
あった遊
びを展開
していく
ようにす
る。保育
士は最後
まで見届
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士が
「帰る時
間なので
相撲はお
しまい」
と終了を
伝えた
が、「も
う一回」
と気持ち
がはやっ
てしまっ
た。側に
居た年中
児と、保
育士が背
を向けた
時に取り
組みを
し、倒さ
れ転んで
しまっ
た。いつ
もと違う
痛みを感
じ泣い
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

直前まで
一緒に遊
び、終了
を告げた
ことで背
を向けて
しまっ
た。が、
子どもの
楽しい気
持ちが治
まったこ
とを確認
し完全に
終了を確
認してか
ら、背を
向けるべ
きであっ
た。いつ
でも、最
後の児の
動きを見
守ってか
ら、保育
士は動か
ないとい
けない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他ふたり
の保育士
は、それ
ぞれの持
ち場で固
定遊具で
遊ぶ子ど
ものそば
で介助や
見守りを
してい
た。全体
を見守る
リーダー
の役目が
果たされ
ていな
かった。

園庭で
はない
ため、
公園に
よって
注意事
項が
違って
くる。
また、
子ども
達も大
きくな
り、
ルール
も守れ
るよう
になっ
て来て
いたた
め保育
士に安
心感・
気の緩
みが
あっ
た。

転んで怪我
をするの
は、日々の
中でもある
がそれを｢仕
方ない」と
片付けるの
ではなく、
必ずリー
ダーが全体
を見ている
こと。ま
た、複数の
保育士で小
さな事でも
声を掛け
合って安全
に遊べる空
気を作って
いくことも
重要。安
全・安心と
楽しく遊ぶ
という両立
を図る為に
緊張感をい
つも持って
いること。

5595

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 0 0 0 11 9 0 0 3 2 4歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

上唇小帯
裂傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
7　)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルは整備
されてい
る。職員
配置は基
準以上。

マニュア
ルがあ
り、職員
配置は基
準以上の
ため、特
になし。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　　)回
/年

定期的な
安全点検
をしてい
る。

定期的な
安全点検
をしてい
るため特
になし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動場所
の広さの
確保がさ
れていな
かったた
め

2グルー
プが同時
に活動す
るために
配置を考
えるべき
であっ
た。
友達との
距離の取
り方を日
頃から考
えたり、
活動に必
要な約束
事の確認
をしっか
り行って
いく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

玉入れに
参加した
時に本児
が球を入
れようと
頭を上げ
た際、前
にいた他
児の頭部
側面に衝
突した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本活動に
入れない
児の対応
をした後
ホールに
戻ると本
児が泣き
ながら保
育者に報
告に来
る。その
際口元か
ら出血が
見られた
のですぐ
に止血し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
がカゴ役
として静
止した状
態で活動
に参加し
ており背
中側にい
た本児は
死角と
なってい
たため見
えていな
かった。

その場
に3名の
保育士
がいた
がカゴ
役（2
名）、
活動に
入れな
い子ど
も対応
（1名）
にあっ
たって
いた
為、客
観的に
全体の
子ども

カゴを1台に
してフリー
対応の保育
士をおき全
体の把握が
できるよう
にしたり、
子ども達が
落ち着いて
から活動す
る。

5596

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 9 15 17 0 3 3 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部 切り傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

危険個所
に保育士
は配置す
るが、お
互いに全
体が見渡
せる向き
でいるこ
とも大切
であっ
た。

時間外保
育など、
落ち着か
ない状況
が見られ
た場合に
は、園児
の人数に
関してだ
けでだけ
で配置人
数を割り
振らな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４０　)
回/年

遊具の素
材をプラ
スチック
製にした
り、滑り
台の高さ
を低くす
ること
で、怪我
の軽減に
繋げられ
るため、
今後の遊
具の購入
に反映さ
せる。

雨天後
は、濡れ
て滑るこ
とがない
様に確認
をする。

7.その
他

集団遊び
のルール
や、動と
静の遊び
のバラン
スを時間
帯を季節
ごとに考
える。

遊具の正
しい使い
方と遊び
のルール
を繰り返
し知らせ
る。
滑り台
は、逆に
昇り降り
しないこ
とを知ら
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
追いかけ
ごっこを
してい
た。滑り
台に登
り、滑ら
ずに追い
かけてき
た友だち
から逃げ
るため
に、階段
を降り
た。降り
る際に、
階段を踏
み外して
顎をぶつ
けて切
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

滑り台に
登ってい
たことは
確認して
いたが、
滑らずに
階段をあ
わてて降
りようと
したとこ
ろまでは
目視して
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の場所
にそれぞ
れ配置し
ていた。

危険個
所には
配置し
ていた
が、ど
の保育
士も全
体が見
渡せる
位置に
いるこ
とが大
切で
あっ
た。

遊具のある
場所や園児
の遊び方に
応じて、職
員の目が届
くように分
かれて配置
したり、声
を掛け合
う。

5597

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

20 4 4 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1～２  )
回/年

2.基
準配
置

子どもの
興味や動
きを予測
して、誰
がどのあ
そびを見
守るか事
前に打合
せ準備
し、こど
もの動き
に保育者
が先回り
したり、
落ち着い
た気持ち
で園庭に
向かえる
ようにし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

2歳児ク
ラスのみ
（乳児ク
ラスも）
が園庭を
使う場合
は、幼児
用ブラン
コは外し
ておくこ
ととし
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育室か
ら園庭に
出て、そ
れぞれが
自分の興
味のある
場所や玩
具に移動
してあそ
び始める
時だっ
た。

他クラス
の保育士
とも子ど
もの様子
を常に伝
えあって
置き、協
力をあお
ぎあうよ
うにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ここのと
ころ、プ
ランコで
の遊びを
好んでい
て、毎日
楽しんで
いる様子
があっ
た。大好
きなブラ
ンコがあ
いていた
ので、
走って駆
け寄って
乗ってい
た。我先
に乗ろう
と気持ち
が急いて
いたかも
しれな
い。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

保育室か
ら園庭に
出て、そ
れぞれが
自分の興
味のある
場所や玩
具に移動
している
タイミン
グで、本
児童がブ
ランコに
行き乗っ
たところ
は確認し
ており、
担当職員
もブラン
コのそば
で見守る
ために移
動してい
るところ
だった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

園庭に移
動してい
る園児や
他の固定
遊具等で
あそぼう
とする園
児につき
つつ、全
体の児の
動きを見
ていた。

保育者が先
に出て子ど
もたちを迎
えられるよ
うにした。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
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以
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そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5598

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 7 9 7 2 2 5歳
2.女
児

・通常はこ
の時間帯は
室内遊びで
あるが、9
時３０分か
らA療育セ
ンターの巡
回訪問で
ソーシャル
ワーカーに
室内遊びの
様子を観て
もらうた
め、その前
に園庭遊び
にして、
デーリープ
ログラムの
変更をし
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨靭
帯裂離骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

・毎日の
ミティン
グでヒヤ
リハット
の報告を
していた
が、事故
防止策の
マニュア
ルは年度
初めのみ
の確認だ
けだっ
た。

・再度、
事故防止
マニュア
ルの読み
合わせを
して、再
確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎朝 )

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

・切株の
一部が腐
食して穴
が開いて
いる部分
は砂を埋
めて指を
入れない
ように対
策を講じ
ていた
が、切株
の着地面
の腐食し
た窪みは
危険の認
識まで至
らず対策
が講じら
れていな
かった。

・切株の
使用はや
めて、今
後撤去す
る。他の
遊具や遊
びの環境
などにつ
いても危
機管理意
識を高め
て点検を
行い、問
題点につ
いては速
やかに改
善してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・デー
リープロ
グラムを
変更した
ことで全
体的に落
ち着かな
い面がみ
られ、担
任から園
児に遊び
の約束を
守るなど
の注意喚
起をし
た。（理
由：通常
はこの時
間帯は室
内遊びで
静かに過
ごしてい
るが、9
時３０分
からA地
域療育セ
ンターの
巡回訪問
でソー
シャル
ワーカー
に室内遊
びの様子
を観ても

・通常と
保育状況
が違う場
合は、子
どもの様
子を観て
柔軟的に
変更して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他2名の
友だちと
間隔を空
けながら
何度も切
株を渡っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・3メー
トルくら
い離れた
場所から
子どもの
動きを見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・至近距
離ではな
いが、全
体の遊び
の様子を
みる保育
士が切株
渡りをし
ている子
どもたち
に動きを
みてい
た。該当
児が転倒
した様子
も見えて
いたがす
ぐに動い
ていたの
で、怪我
はないと
思った。

・いつ
も子ど
もたち
が遊ん
で慣れ
親しん
でいる
切株で
ある
が、上
部面の
一部が
腐食し
て窪ん
でいた
こと
で、着
地が不
安定に
なった
り、滑
りやす
かった
ことが
考えら
れる。
保育士
が至近
距離に
いな
かった
ことで
転倒を
防ぐこ

・動きの激
しい遊びに
は、側につ
いて見守
る。
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令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 7 8 9 4 3 5歳
1.男
児

3,4,5歳児
は縦割り5
チームに分
かれそのう
ち2チーム
が園庭で遊
ぶ。数人で
鬼ごっこを
していたと
ころ、固定
遊具のカウ
ンターテー
ブルをまた
ごうとして
体勢を崩し
転倒する。
当該児は普
段から予期
せぬ行動を
とることが
あるため特
別な配慮を
必要として
いた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕橈
骨、尺骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
数　)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員配置
は十分で
あったが
別件の報
告事項が
あり、配
慮の必要
な当該児
から目を
はなして
しまっ
た。当該
児から離
れる時は
職員同士
声を掛け
合い見守
れる体制
をとるべ
きであっ
た。

縦割り2
チームの
中には年
少児、配
慮児が数
名いたた
め、当該
児だけを
1対1で見
守ること
は難し
かった。
十分であ
ると考え
ていた職
員配置も
今後状況
に応じて
考えてい
かなくて
はならな
い。ま
た、担当
保育者が
離れる時
は必ず声
を掛け合
い全体で
フォロー
し、見守
れる体制
を整えて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

固定遊具
のおいて
ある地面
は土であ
り、草も
生えてい
るため、
転倒での
骨折を予
測できて
いなかっ
た。50ｃ
ｍの高さ
の危険性
も認識し
ておかな
ければな
らない。

遊具のカ
ウンター
テーブル
をまたご
うとして
体勢を崩
し転倒し
た今回の
事例は初
めてで
あった
が、どん
なことも
想定して
危険を察
知してお
かなくて
はならな
い。遊具
の使い方
等につい
ても伝え
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の高
い遊具に
は誰も
登ってお
らず、保
育者も危
険な要素
があるこ
とには気
が付かな
かった。

子どもの
動きから
危険を察
知し落
下、転倒
などなど
起こらな
いよう遊
び方につ
いて再度
検討し、
動きが激
しくなり
過ぎない
よう声掛
けをして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
を楽しん
でいた
が、とっ
さにいつ
もは通ら
ないとこ
ろ（カウ
ンター
テーブ
ル）をま
たごうと
してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

別件の報
告があり
鉄棒付近
へ移動す
る。普段
通り鬼
ごっこを
している
姿を見て
はいた
が、死角
となると
ころで、
予想外の
行動を
とってい
る該当園
児の姿を
見落とし
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒付近
で2名は
別件の報
告を行っ
ていた。
もう1名
は別の遊
具の様子
を見てい
た。もう
一名は鉄
棒と遊具
の間で当
該児童の
動きは見
ていた
が、こち
らも死角
に入り当
該児を見
落として
しまう。

遊具と
言えば
転落の
危険と
いう認
識が強
く、高
い所に
登って
いない
場合の
危機管
理不
足。低
い所で
も転
落、転
倒の可
能性が
あるこ
とが意
識でき
ていな
かっ
た。

上記の要
因、分析を
職員全員で
確認し、危
険予測を
しっかりと
たて、子ど
もの動きに
合わせた死
角をつくら
ない配置に
していく。

5600

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 3 1 2 1 1 4歳
2.女
児

保護者の迎
えを待ちな
がら室内で
5歳女児と
座って人形
遊びをして
いた。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（左
ひじ）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

幼児クラ
スの異年
齢で、6
人で落ち
着いて
座って遊
んでいる
からと、
日誌を
書きなが
ら、保育
していた
こと。

年齢を問
わず、園
児の近く
で積極的
なかかわ
りを持ち
ながら保
育する。
園児から
目を離さ
ず全体を
見て保育
すること
を、再
度、園全
体で話し
合い確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

床はクッ
ションフ
ロアでで
きてお
り、怪我
が起きに
くいつく
りでは
あった。
遊んでい
た玩具も
少なく、
床に散ら
ばってい
るわけで
はなかっ
た。しか
し、ちょ
うど踏み
出した際
に足元に
玩具があ
り、つま
づく危険
性を子ど
もに伝え
られな
かった。

引き続
き、施
設・玩具
の安全点
検を怠ら
ず毎日行
い、その
うえで保
育士が園
児の行動
に注意深
く見守
る・かか
わること
を行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

幼児クラ
スの子ど
もの人数
が少なく
なり、落
ち着いて
座って遊
んでいた
ため、日
誌を書き
ながらで
も大丈夫
であろう
という思
い込みと
油断が
あった。

思い込み
と油断が
事故を招
くので職
員一人一
人が緊張
感を持
つ。広い
視野を
もって保
育を行
い、且つ
お互いに
声掛けす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子で遊ん
でいた。
座った状
態でメル
ちゃん人
形で遊ん
でいた。
周囲の園
児も落ち
着いた様
子で過ご
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

日誌を書
きつつ机
を間にし
て園児全
員を見て
いたが、
対象児の
転倒の瞬
間は、自
分の横に
座ってい
た3歳児
の男児が
玩具棚の
方向に立
ち歩き始
めたた
め、そち
らを目で
追ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員配置
が乳児、
玄関ホー
ル、幼
児、夕食
に分かれ
ていたた
め、担当
者が一人
で見てい
た。

保育士
が日
中、日
誌を書
く時間
が取れ
ず時間
に追わ
れてい
た。転
倒時、
手で支
えられ
なかっ
た。対
象児が
歩き出
した時
に玩具
が前に
ある警
告を伝
えられ
なかっ
た。

保育中は書
類の仕事を
しない。子
どもが遊ぶ
至近距離に
て保育する
こと。保育
中のリスク
について園
内研修を行
い、全職員
がルールを
守るように
する。

5601

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 1 3 4 2 3 5 3 3 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕ひじ
下骨折
（複雑骨
折）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

登園時間
帯で、保
護者の対
応と保育
の両方を
同時に
行ってい
たため、
目を離す
瞬間が
あったと
思われ
る。

朝は子ど
もが過ご
す場所を
決めて、
保育士の
目が十分
届くよう
にする

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

いつもな
ら上手に
できるこ
とが、誕
生日当日
というこ
とで服装
や気持ち
の状態が
平常とは
違ってい
たため、
そういう
ことも想
定して遊
具の設定
を行うべ
きであっ
た。

・２つあ
る木製遊
具のうち
１つを多
目的ス
ペースか
ら撤去し
た
・残した
方の木製
遊具には
登らない
よう、児
童への指
導を徹底
した
（元々
登って遊
ぶための
遊具では
ない）

4.個人
活動
中・子
どもの
み

職員の役
割分担を
明確に
し、登園
の対応と
保育と分
けて専念
すれば良
かったの
ではない
かと考え
られる

保育士の
担当内容
を明確に
し、個々
の対応を
強化する
こととし
た

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

誕生日当
日で、い
つもより
はしゃい
でいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登園時間
帯は、児
童の引渡
しを受け
る職員と
は別に遊
びを見守
る役割の
職員がい
るが、事
故の瞬間
は見てい
ない

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童の引
渡しを受
ける職員
は、玄関
と保育室
を往復し
て遊具付
近も通過
していた
が、事故
の瞬間は
見ていな
い

普段は
運動能
力が高
い児童
であっ
たた
め、任
せても
大丈夫
だと過
信して
しまっ
ていた
のでは
ないか
と考え
られる

運動能力の
特性のほ
か、今後
は、気持ち
の状態も加
味して安全
観察するこ
ととする
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5602

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

19 9 10 6 4 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

下唇の裂
傷、左上
前歯のめ
り込み

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

園に人手
はあった
ので、引
率をお願
いすれば
良かっ
た。
散歩
リュック
に滅菌
ガーゼは
あった
が、すぐ
に取り出
せる
ティッ
シュを
使ってし
まった。

・人手が
ある時
は、フォ
ローをお
願いす
る。
・滅菌
ガーゼを
使用し
て、止血
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

レンガの
角が鋭角
であり、
危険と感
じていて
も口に出
して他の
保育者に
伝えてい
なかっ
た。
落ち葉は
あった
が、築山
全体を覆
う程では
なく、裾
に溜まっ
ていた。
芝生なの
で、他の
保育園も
乳児クラ
スが遊ん
でいるこ
とがあっ
た。当該
児は高月
齢なの
で、運動
機能の発
達に問題
はなく、
駆け回る

引率者全
員に、危
険箇所を
情報共有
する。
個々の月
齢と現在
の発達を
踏まえた
上で、散
歩の行き
先を決め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全園児の
動きを把
握してい
る者がい
なかった
為、築山
を途中か
ら下る当
該児に気
付くのが
遅くな
り、転
倒・ケガ
を予測出
来ず、ケ
ガに繋
がった。

異年齢保
育中での
リーダー
を、明確
にしてお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

築山を上
ることを
楽しんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児が
走り下り
ているこ
とに気付
いても、
すぐに手
が届く距
離ではな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

当該児の
転倒に気
付いて
も、すぐ
に手が届
く距離で
はなかっ
た。

初めて
の散歩
先に興
奮し、
気分が
高揚し
てい
た。

遊ぶ範囲を
限定した
り、保育者
同士で持ち
場を決める
際に、声を
掛けて連携
すべき。

5603

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

11 3 3 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

広い部屋
での活動
時は活動
内容や大
人の配置
を考え
る。
保育士が
1名遅刻
すると分
かった段
階で、1
名配置を
増員すべ
きだっ
た。
肢体不自
由児
（3：
１）１
名、本児
（１：
１）のた
め、日常
時の配置

加配児童
が２名い
る状態の
中で広い
場所を
使っての
活動をす
るのであ
れば、
（12：
4）で活
動をすべ
きだっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
240　)回/
年

ホールの
材質は
クッショ
ン入りの
フローリ
ング。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ホールで
1歳児に
リズム運
動という
保育活動
は適切な
内容かど
うか
保育士1
名がピア
ノを弾く
行為が必
要かどう
か
動いてい
る子のそ
ばにいる
保育士が
いない状
態で他児
を走り回
らせるこ
とは適切
な対応と
言えるか

広い部屋
での活動
時は活動
内容や大
人の配置
を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

リズム運
動に参加
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

おしっこ
の対応を
するた
め、本児
に背中を
向けた状
態だっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
ていた
が、本児
が職員に
向かって
走ってい
るのに気
づくのに
遅れた。

ピアノ
伴奏を
せず
に、歌
いなが
らリズ
ム運動
をして
1：1の
児童に
保育士
がつく
ように
するべ
きだっ
た。

全体を見る
職員が別の
動きをする
際は他の職
員がカバー
して動ける
ように
声掛けをし
ていく。

5604

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

20 3 2 4歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員によ
る見守
り、声掛
けを徹底
するとと
もに怪我
の様子を
確認する
際は看護
師に見せ
ることを
施設内で
共有する

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

児の発達
面におい
て、注意
力散漫な
面があり
走りなが
ら危険を
察知して
回避する
ことが難
しかった
と思われ
る。

少人数ず
つ走った
り、走る
速さが同
じくらい
の子ども
同士で走
り、危険
を回避し
やすくし
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

怪我をし
た児がか
けっこに
集中でき
ていない
うちにか
けっこが
始まり、
ひとりだ
け危険を
回避でき
なかっ
た。

かけっこ
の前の準
備運動と
してジャ
ンプなど
を行って
いたが、
屈伸や体
側などの
準備うど
うも行
い、か
けっこを
行う気持
ち作りを
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

毎日ホー
ルでか
けっこを
行ってい
るので、
事故発生
当日もい
つもと同
じように
かけっこ
をおこ
なってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1人の職
員は全体
への指示
を出し、
もう一人
の職員は
子どもた
ちの活動
を促した
り、危険
な時には
すぐに助
けられる
ように見
守ってい
たが、突
発的な事
故だった
ので助け
が間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

もう一人
の職員同
様に子ど
もたちの
活動を促
したり、
危険な時
にはすぐ
に助けら
れるよう
に見守っ
ていた。

転んだ
児に手
を伸ば
せば届
く範囲
の場所
に職員
の配置
ができ
ていな
かっ
た。

子どもが転
倒した時や
危険な時に
すぐに助け
られるよう
に職員の配
置をしてい
くことを各
クラスにお
いて共有す
る

5605

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

56 17 19 20 8 8 4歳
2.女
児

良性乳児痙
攣を持病と
している。
家庭にて一
日一回薬を
服用してい
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

舌上部縫
合

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(適宜)回/
年

2.基
準配
置

　とくに
なし

　移動す
る際は、
周囲を見
ながら歩
くことを
徹底する

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

　とくに
なし

　転倒場
所に障害
物等や不
具合はな
い

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　とくに
なし

　本児が
移動中の
転倒であ
り、転倒
後すぐに
保育者が
駆けつけ
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育活動
（マラソ
ン）へ積
極的に参
加してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　マラソ
ン中のた
め、コー
スの外で
見守る

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい

　園庭内
随所で子
どもを見
守る

　とく
になし

　引き続
き、子ども
の状況の見
守りを継続
する

5606

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

141 13 13 40 35 40 31 25 6歳
2.女
児

天候は晴れ
ており、部
屋から走り
出た時に転
倒。内股で
外側に足が
倒れた時に
骨折が起こ
りやすいと
病院にて保
護者に話さ
れたそう
だ。ギブス
で固定を
し、２週間
様子をみて
から病院に
通院する。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

　寒くな
り、全身
を動かし
て遊ぶこ
とを拒む
ように
なってい
るため、
急に体を
動かすと
思うよう
に体のコ
ントロー
ルができ
なくなっ
ているの
ではない
か

　急激に
体を動か
すのでは
なく、常
に体を動
かした
り、姿勢
よく話を
聴いたり
するな
ど、子ど
も達にも
意識させ
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

　寒さに
より、遊
具など冷
たくなっ
ていた
り、露な
どがつい
ていたり
する場合
があるた
め、怪我
の原因に
つながり
やすくな
る。

　寒い時
は、使用
しないこ
とや露が
ついてい
る時は
しっかり
ふき取
り、滑ら
ないか見
届けてか
ら使うよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　気持ち
だけが焦
り、体が
ついてい
かなかっ
たため、
転んだと
考えられ
る。

　慌てて
外にでな
いこと、
普段から
体全体を
動かして
遊び、体
の柔軟性
や内股で
の走り方
などの改
善してい
きたい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　　早く
遊びに行
きたいと
いう気持
ちが強
く、駆け
出してし
まったた
め、転ん
でしまっ
たのでは
ないかと
思われ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　　部屋
から戸外
に出る時
なので、
部屋に子
どもが
残ってい
ないか確
認した上
で戸外に
出ようと
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　　戸外
に子ども
達と遊ん
でいる職
員が数名
いた。

　一瞬
のこと
であ
り、気
持ちだ
けが先
ばしっ
たこと
と、寒
さのた
め、体
も硬く
なって
いるこ
となど
が考え
られ
る。

　普段から
全身を使っ
た遊びを取
入れ、体全
体を柔らか
くしておく
ことが大切
のように考
えられる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5607

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

28 3 3 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

事故は、
午後で、
疲れが出
る時間帯
であっ
た。子ど
もは自分
でペース
配分はで
きないの
で、安全
を意識す
ることば
がけが必
要であっ
た。ま
た、子ど
もの様子
によって
戸外遊び
を早めに
切り上げ
る対応も
必要だっ
た。

一人一人
の行動に
気を付
け、不適
切な行動
や危険な
行動に
は、すぐ
に対応で
きる体制
をとる。
また、子
どもの状
態に合わ
せた保育
士配置を
考慮す
る。　普
段から職
員全体に
周知する
ことが重
要であ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4人　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

特に要因
となるこ
とはなし

戸外へ出
るとき
は、一人
一人の視
診をしっ
かりと実
施する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午後の活
動は、子
どもの体
力も減少
するの
で、遊び
方を考え
る必要が
あった。

遊ぶ時の
注意事項
の確認を
事前にす
ることで
子どもの
安全意識
を高める
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも活
発で積極
的に遊び
に取り組
んでい
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に活
動しなが
ら本児を
含め、全
体の様子
を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

安全性を
考え遊具
のそば
で、見守
り声をか
けてい
た。

午後と
いうこ
ともあ
り、体
力的に
も注意
力的に
も十分
でな
かっ
た。

子どもの様
子を見なが
ら遊びを選
んでいく。

5608

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

94 10 11 32 21 20 17 15 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

マニュア
ルを職員
間に似て
再確認す
る
子どもの
強い体づ
くりを意
識した保
育を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

園庭の点
検や整備
を定期的
に行う
（穴や凹
凸など）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
状況（体
調・精神
状態な
ど）に合
わせて遊
びを提案
する。
安全な見
守りを強
化する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

５歳児ク
ラスで
ドッヂー
ボールを
盛んに
行ってお
り、なか
なか当て
られない
中、友達
にボール
を当てる
ことがで
きたの
で、とて
もうれし
く飛び跳
ねて喜ん
だ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に
ドッヂ
ボールを
して遊ん
でいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午後から
の自由遊
びの時間
のため、
他の場所
で遊んで
いる子供
たちの側
にいた。

飛び跳
ねて着
地した
時を見
逃し
た。

子どもの様
子をしっか
りと見て、
変化にしっ
かりと気づ
けるように
する。
話をしやす
い関係づく
りをしっか
りとする。

5609

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

62 19 21 22 16 16 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

本児は多
動傾向が
あり、雲
梯の渡り
方や落ち
方が激し
く、保育
士が側に
つくよう
にしてい
たが、
とっさの
落下に対
応できな
かった。

落下に対
応できる
ように体
を支える
ようにす
る。
雲梯等遊
具による
怪我や事
故のヒヤ
リハット
を職員間
で共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由遊び
中で本児
の注意力
も散漫
だった。

今後も遊
具には必
ず保育士
が側につ
くように
する。

挑戦遊び
に意欲的
になり、
できるよ
うになっ
てきたこ
とが嬉し
くて、激
しい動き
となっ
た。

すこし先
のところ
で本児の
動きを見
ていた
が、落下
する瞬間
に手を差
し伸べた
が間に合
わなかっ
た。

登園して
くる園児
をテラス
で受け入
れていた
ため。

園庭での職
員の配置を
分担する。

5610

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

59 19 40 6 6 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

2.不定期
に実施

実施頻度
(1～2)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1～2)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

負けず嫌
いな性格
のため、
友だちが
雲ていで
遊んでい
るのを見
てやる気
になっ
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

体が幼い
ことや、
雲梯に慣
れていな
いこと。
また本児
の性格か
ら過度に
声掛けや
手をかけ
るとへそ
を曲げる
ため、そ
ばで見
守ってい
た。手を
離して落
下する瞬
間に手を
差し伸べ
たが、間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒、木
製遊具な
どの遊具
で遊ぶ園
児の見守
りをして
いた。

職員が
そばで
見守っ
ていた
が、本
児のや
る気と
身体発
達が比
例して
いな
かっ
た。職
員の認
識の甘
さが
あっ
た。

今後は年齢
の発達具合
で判断する
のではな
く、園児一
人一人の発
達具合を考
慮し、その
子にあった
サポートを
していく。

5611

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

不明 3歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘関節
剝離骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
6　)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
随時　)回
/月

１階テラ
スで保護
者の迎え
を待つ
時、個人
の降園時
間に合わ
せて２階
より１階
に降りて
待つよう
にし、待
つ人数を
減らす。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他クラス
児が保護
者の迎え
の為、２
階より１
階テラス
に数人で
降りてき
て、対象
児が左手
を床につ
いていた
ところ
へ、その
場を通る
時に足を
ひっかけ
てしまい
転倒。

降園時間
の間際
で、早迎
えの子ど
も達が１
階テラス
に降りる
為、現在
より人数
を減ら
し、子ど
も同士接
触しない
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

テラス床
に左手を
体重をか
けてつけ
ていた
為、他児
の足が
ひっかか
り転倒。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児の足
が対象児
の左手に
ひっか
かったの
が分かり
にくく受
け止めら
れなかっ
たが、傍
にいた
為、すぐ
に症状を
見て対
応。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

少し離れ
たところ
で見てい
た。

他クラ
ス児が
対象児
や他に
座って
いる子
の様子
を見て
いな
かった
ので、
足が
ひっか
かり転
倒。

対象児クラ
スや他クラ
ス児が保護
者迎えの
為、１階に
降りてきた
ら、よく見
守り、子ど
も同士の接
触が起きな
いようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5612

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 21 15 4 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1回/1月
2.基
準配
置

遊具の近
くに2名
いたが落
下の時に
援助でき
る位置で
はなく、
注意が他
の子に
行ってい
た。

配置の確
認、遊具
の危険個
所の確認
と注目す
べき場所
の共通理
解

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

遊具は点
検したば
かりだっ
たが、地
面が固く
なってい
た。

地面は人
工芝をひ
いた。鉄
棒の使い
方も、園
児と確認
をして保
育士も共
通理解を
持つ

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

「見て」
と言われ
て近くに
来た保育
士だった
が、しば
らく見た
後、遠く
の木登り
の園児が
気にな
り、鉄棒
に背を向
けて木登
りの方を
見てい
た。高い
方の鉄棒
にもう一
人いた
が、隣の
砂場に気
をとられ
ていた。

危険な場
所に就く
ものは、
他の事に
気を取ら
れず、子
どもの動
きをしっ
かり見
て、手の
出せる場
所にいる
事。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

低い鉄棒
でやった
ことのあ
る上に座
る動作を
今回も低
い鉄棒で
やった
が、今回
はバラン
スを崩し
て落下し
てしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児で
はない子
の動きが
気にな
り、注目
していな
かった為
落下の瞬
間に、手
を差し伸
べられな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒を背
にして遠
くの木登
りをして
いる園児
に注目し
ていた。

危険な
場所の
共通理
解が、
充分に
されて
いな
かっ
た。

園庭遊具の
遊び方、保
育士の配慮
の仕方など
を文章にし
て、全職員
が理解して
保育にあた
る。

5613

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

不明 5歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

芝生での
危険対策
は考えて
いなかっ
た現状で
ある。

状況に応
じた職員
の配置場
所等を予
め検討し
ておく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

芝生での
危険対策
は考えて
いなかっ
た現状で
ある。

芝生で
あって
も、骨折
が発生す
ることを
油断しな
いように
保育中も
危機管理
を徹底し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

芝生での
危険対策
は考えて
いなかっ
た現状で
ある。

戸外で遊
ぶ前に
は、柔軟
体操を行
い体を慣
らすよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故発生
時まで
は、足の
痛み等も
訴えるこ
ともなく
過ごして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で他
の子ども
達と関
わってい
た為、本
児が足を
ひねった
場面は直
接見てい
ない。
本児が足
の痛みを
訴えてき
たことで
事故を知
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で子
ども達と
関わって
為、見て
いなかっ
た。

子どもの異
常に気づき
対応できる
ように保育
士の立ち位
置や全体を
把握するよ
うに職員で
共通理解を
図った。
保育士が把
握できるよ
う子どもの
人数に応じ
て遊ぶ範囲
を区切る等
する。

5614

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
7.異年齢
構成

96 10 11 34 20 21 17 17 5歳
2.女
児

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右母指基
節骨　骨
端線損傷

8.その
他

実施頻度
(1　)回/
年

2.基
準配
置

職員間に
てマニュ
アルや遊
具の使い
方につい
て再確認
し、安全
に使うこ
とができ
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(4　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

使用前に
は遊具の
確認（腐
食、破
損、濡れ
ていない
か等）を
し、安全
な状態で
使用す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

今後も子
どもが遊
具で遊ぶ
ときに
は、必ず
保育士が
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

午後から
の自由遊
びの時間
のため、
4人ほど
の子ども
達と順番
に鉄棒を
する様子
を保育士
が側で見
ていた。
回ろうと
した時に
突然手を
離したの
で、助け
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午後から
の自由遊
びの時間
のため、
他の場所
で遊んで
いる子供
たちの側
にいた。

・鉄棒
は得意
で、い
つも
やって
いる足
かけ回
りをや
ること
に慣れ
てい
た。

・鉄棒の持
ち方や回り
方など確認
をする
・顔を打っ
たことを見
ていたの
で、そちら
を念入りに
確認した
が、確認に
が足りな
かった。本
人がどこも
痛くないと
は言って
も、しっか
りと体全体
の確認をす
る。

5615

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

30 5 5 4歳
2.女
児

身長１０
９．４　体
重２１．０
少し太り気
味

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

朝から運
動遊びを
続けてい
た本児に
疲れが
あった。
３歳児ク
ラス前に
雨水用排
水部分の
段差があ
り、そこ
で足をぐ
ねった。

子どもの
体調や疲
れを観察
し、それ
に応じた
活動を誘
いかけ
る。
子どもた
ちに段差
の確認を
促し、注
意を促
す。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

遊具、施
設の不具
合ではな
く、既存
の段差の
危険性に
気づいて
いなかっ
た。

思いもよ
らないと
ころに事
故発生の
可能性が
あること
を踏ま
え、子ど
もたちに
も危険性
を知らせ
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

担当保育
士数も十
分であ
り、毎日
おやつ
後、保護
者のお迎
えまで子
どもたち
が思い思
いの遊び
を楽しむ
大切な時
間になっ
ている。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から大
縄跳びを
楽しむ姿
が見ら
れ、いつ
も通り活
発に遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラスの
子どもが
大縄跳び
をしてい
たので、
担当保育
士は大縄
を回して
いた。そ
のすぐ後
ろでしゃ
がみこん
だ被災児
に気づき
どうした
のかを尋
ねる。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

被災児が
しゃがみ
こんだこ
とに気づ
いた他の
保育士も
駆け寄り
様子を見
る。

園庭で
大縄跳
びとし
ている
子ども
たちの
大縄を
回して
いたの
で被災
児が担
当保育
士の後
ろ側に
なって
しまっ
てい
た。

保育士の後
ろ側になる
子供の様子
を正面から
見られる位
置に立つ保
育士がいる
ように保育
士同士の立
ち位置の調
節を行う。

5616

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

65 20 18 27 8 8 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手薬指
付け根骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

多数の園
児が遊ん
でいるの
で、そば
にいる園
児をみて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

5617

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

25 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

マニュア
ル等もあ
り職員配
置も基準
配置して
いた為特
になし。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

毎月の施
設・遊具
などの点
検を今後
も継続し
て行う
為、特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

死角の無
いよう、
保育士の
動線や立
ち位置等
今まで通
り気を付
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だち数
人とサッ
カーを楽
しんでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊ぶ様子
を子ども
の動線を
考えなが
ら見守っ
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　
加配保育
士は担当
の子ども
を見守
り、園庭
にはほか
のクラス
は出てい
なかった
ので、他
の職員は
いなかっ
た

運動遊びの
危険性を再
認識し、安
全に遊べる
よう今後も
配慮してい
く

5618

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

42 4 4 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
基節骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

基準以上
の職員配
置で子ど
も達を見
守ってい
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

遊具等に
不備はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段から
ボールに
触れる機
会を増や
し、ボー
ルを投げ
たり受け
たりする
ことに慣
れていけ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わる様子
はなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子ども達
がドッヂ
ボールを
している
側で、審
判として
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

違う遊び
をしてい
る子ども
達もいた
ため、そ
れぞれの
場所で子
ども達を
見守って
いた。

それぞれの
場所で子ど
もの側につ
き、見守っ
ていた。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
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歳
4
歳
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歳
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童

そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5619

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

69 18 21 30 5 5 6歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

職員間で
今回発生
した事故
について
情報共有
するとと
もに、事
故の状況
を分析
し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

今回の事
故に関し
て、施
設・設備
の影響は
なく、改
善の必要
はない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の配
置を決
め、全体
が見渡せ
る位置に
立つ。職
員が他ク
ラスと同
じ場所で
多人数の
保育をす
る時は、
事故の危
険性につ
いて意識
を持って
おく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に登
所してき
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭でク
ラス全体
の動きを
見てい
た。対象
児の動き
も見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児を見
守ってい
たため、
対象児は
見ていな
かった。

子どもの動
きを確認
し、怪我に
気を付ける
ように子ど
も達に声を
かけながら
保育を実施
していく。
危険を感じ
た時は、そ
の都度子ど
もへ声かけ
し、遊ぶ場
所・遊び方
について伝
える。

5620

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

11 2 3 3 3 5 5 4歳
2.女
児

特になし

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘関節
内骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

職員間で
今回発生
した事故
について
情報提供
するとと
もに、事
故の状況
を分析
し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

今回の事
故に関し
て、施
設・設備
の影響は
なく、改
善の必要
はない。

7.その
他

園児には
園庭遊具
の使用に
ついての
約束を再
度確認す
る。保護
者には送
迎時は子
どもから
目を離さ
ないよう
伝えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段の保
育の中で
は3歳児
クラスは
使用禁止
としてい
るうんて
いに本児
が取り組
んだ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

母親と降
園中の園
庭で起き
たため、
職員が本
児の様子
を見れて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

母親と降
園中の園
庭で起き
たため、
職員が本
児の様子
を見れて
いなかっ
た。

園児には園
庭遊具の使
用について
の約束を再
度確認し、
保護者には
送迎時に園
庭では遊ば
ず、速やか
に降園する
ことを伝え
ていく。

5621

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 6 10 5 4 4 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

マニュア
ル作成、
研修受
研、必要
な職員配
置を行っ
ているた
め改善の
必要な
し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

必要な点
検を行っ
ているた
め改善の
必要な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

通常の保
育状況で
あったた
め改善の
必要な
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と追
いかけっ
こをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児と追
いかけっ
このよう
に走って
いたた
め、傍で
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　
同上

通常の保育
状況であっ
たため改善
の必要な
し。

5622

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

80 0 0 0 0 40 40 0 4 4 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左モンテ
ジア骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

現マニュ
アルが適
当か、不
備がな
かったか
見直し必
要に応じ
て改定を
行う。

改めて、
全職員で
遊具の使
用対象年
齢の確
認・どん
な怪我が
想定され
るか研修
を行っ
た。職員
の休みが
ある時の
遊具の制
限も見直
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

設置場所
は適切な
場所だっ
たか。目
の届きや
すい場所
だった
か。再
度、検討
を行う。

人工芝と
ウレタン
マットを
敷いて、
怪我が軽
減できる
ように対
策を行っ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の人
数に応じ
て、使用
できる固
定遊具に
制限をか
けるなど
の措置を
日頃から
考えてお
く必要が
あった。

職員がい
ないとき
は鉄棒に
近づかな
いように
周囲に白
線を引
き、使用
する場合
は順番を
守るよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
午後、屋
外活動に
参加のた
め、午睡
していな
いが、午
前午後と
もいつも
通りの様
子であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児と一
緒に鉄棒
の練習
し、見
守ってい
た。その
後、他児
も鉄棒し
に来たた
め、見守
る。その
際、本児
が一人鉄
棒を始
め、危険
と思った
たため、
すぐ駆け
付けたが
間に合わ
ず、転落
してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
保育者１
名は、降
園時の対
応。一人
はジャン
グルジム
で見守
る。一人
は保護者
へ報告す
ることが
あったた
め、玄関
にて対応
中であっ
た。

早出の
職員が
いた場
合、外
につけ
る職員
が少な
い場合
は、本
園舎よ
り補助
の保育
士の派
遣など
行うべ
きだっ
た。

鉄棒する時
は、保育士
一人につ
き、子ども
一人ずつ行
うようにす
る。

5623

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

8 1 1 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

腓骨遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

職員の配
置として
は、満た
していた
が、自分
で足首を
捻ってし
まうこと
を防ぐこ
とはでき
なかっ
た。

急いで水
を飲みに
行ったた
め、慌て
ないで行
くように
声がけを
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(25)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

モノに躓
いたわけ
でもな
く、地面
も平だっ
たので、
要因は本
児が足首
を捻って
しまった
ことによ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

喉が渇い
ていた
し、ドッ
チボール
の最中
だったの
で、気持
ちが高揚
してい
た。

水を飲み
に行くと
き等は、
落ち着い
ていくよ
うに声が
けをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

急いで水
を飲みに
行く様子
があっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ドッチ
ボールを
している
グループ
を見てい
て、そこ
から、水
を飲みに
行った本
児からは
目を離し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ドッチ
ボールを
している
グループ
の見守り
をしてい
た。

近くにいた
職員も、
ドッチボー
ルを見てい
て、本児が
視野に入っ
ていなかっ
たため、今
後は全体を
視野に入れ
るように心
がける。

5624

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

16 7 6 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の立
ち位置。

職員が声
を掛け合
い、立ち
位置を確
認し合
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
52　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
52　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

高い台を
使用する
前に、そ
の台のと
ころには
必ず、エ
スケープ
ルートを
設置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由遊び
の時は、
特に見守
りに配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該児童
は、いつ
も通りで
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の園児
に対応し
ていた
為、少し
離れた所
から見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
に対応し
ていた
為、見て
いなかっ
た。

高い台を使
用する時は
必ず1名職員
を配置す
る。

5625

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

12 2 2 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脛骨螺旋
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

　年齢的
な特徴や
行動、あ
そび方に
ついても
学びを深
めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ )回/
年

　遊具自
体には不
具合はな
いが、以
後も安全
性を点検
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

　夕方は
お迎えの
児が随時
あるので
自由あそ
びの時間
帯となる
ことが多
いが、一
人ひとり
に目を行
き届かせ
ていく。
保護者と
かかわる
場合等、
主任等に
見守りを
補助協力
してもら
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　自分で
やりたい
気持ちが
あった。
ぶら下が
り、腕が
少し疲れ
てきてい
た。手の
離し方
が、左右
同時では
なかっ
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

　対象児
に対して
状況の見
極めと判
断が、適
切ではな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　園庭
で、他児
の活動の
見守りを
してい
た。

　お迎えの
忙しい時間
帯ではある
が、児への
対応の判断
を適切に
行ってい
く。

5626

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

11 2 2 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
側顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

職員の配
置として
は、満た
していた
が、自分
での転倒
を防ぐこ
とはでき
なかっ
た。

全職員で
今回のケ
ガを共
有、危険
性の認識
を再確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

毎日の掃
き掃除の
時に、危
険な凹凸
がないか
再確認。
月に1回
の園庭石
ひろいの
回数を増
やす。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友だちと
の距離が
近すぎ
た。

友だちと
ぶつかっ
たり、転
んだりし
ないよう
運動あそ
びのやり
方を検討
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
一緒にか
けっこを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
転んだ
時、抱っ
こして起
こそうと
したが、
友だちが
上から倒
れこんで
きた。手
を差し伸
べたが、
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児のト
イレに付
き添い、
その場を
離れたの
で、見て
いなかっ
た。

職員は2人体
制で子ども
を見守る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5627

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 0 2 4 5 6 4 0 4 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

脱臼骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１ )回/年

2.基
準配
置

特になし

今回発生
した事例
やその他
過去に起
きた事例
や対応策
を職員間
で共有
し、事故
発生防止
に関する
職員の意
識向上に
努める。

2.不定期
に実施

実施頻度(
６ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
６ )回/年

斜めに設
置された
丸太の一
本橋の高
い方(１
２０ｃ
ｍ)の下
には、
マットな
どは敷か
れてな
く、その
まま園庭
の土だっ
た。

斜めに設
置されて
いる丸太
の一本橋
の高い所
からは飛
び降りな
いよう
に、真ん
中から高
いほうに
遮光ネッ
トを巻
き、「あ
がらない
で」のプ
レートを
つけ子ど
もたちに
わかるよ
うに視覚
支援を
行った。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

居残り保
育時は、
保育に入
る前に担
当者が改
めて子ど
もと一緒
に遊具の
使い方を
確認して
外あそび
に入る事
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日中にク
ラス担任
が見守る
中、友だ
ちと一緒
に、丸太
の一本橋
に上が
り、飛び
降りて楽
しくあそ
んでい
た。しか
し、その
時は高い
端までは
登らず丸
太の中程
で飛び降
りてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

幼児組担
当の２人
とも全体
を見てい
たが、事
故発生時
は、１名
はブラン
コの順番
でもめて
いる他児
に関わ
り、もう
１名は友
だち同士
でぶつ
かった他
児のおで
こを冷や
しなが
ら、全体
や本児が
丸太の一
本橋に上
がってあ
そんでい
るのを見
ていた
が、他児
のおでこ
の様子を
確認する
ために、
本児から

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
の担任
は、自分
のクラス
の用事や
保育室・
おもちゃ
の消毒な
どをした
りしてい
た。

特にな
し

子どものあ
そびや動き
に十分注意
しながら、
保育をす
る。

5628

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

40 40 5 4 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

(主）右
足関節捻
挫・右腓
骨遠位骨
端線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

事故予防
マニュア
ルの作
成。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

ホールで
こま遊び
と追いか
けっこを
して同時
に遊ぶ子
ども達が
いたこと
は、人数
やホール
の広さか
ら考える
と、接触
する可能
性もあり
危険だっ
た。

ホールへ
出る前に
子ども達
に安全な
遊び方に
ついて話
をする。
職員は子
どもに危
険な動き
がないか
把握し、
安全に遊
べる環境
を整え
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

自由あそ
び中は、
気持ちに
解放感も
あり活動
が活発に
なりすぎ
る傾向が
ある。

危険を伴
う室内で
の追いか
けっこ等
はしない
ように子
ども達に
伝える。
職員は危
険なこと
に繋がる
行動を見
逃さず、
子ども達
に注意喚
起する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だち5
名程と追
いかけっ
こをして
いて右足
をくじい
た。追い
かけっこ
に夢中に
なってい
たと思わ
れる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

こまが回
らない子
どもを援
助しなが
ら全体も
見守って
いたが、
本児に変
わった様
子は見ら
れなかっ
た為、け
がを把握
すること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつ
後、各部
屋とトイ
レの掃
除、消毒
を行って
いた為、
対象児の
ことは見
ていな
かった。

見守り
の職員
が少な
かっ
た。

おやつ後子
ども達は各
部屋で落ち
着いて過ご
し、安全を
確保できる
十分な職員
配置ができ
た後、自由
遊びに移行
し、職員は
声をかけな
がら見守
る。また、
部屋の掃除
等を別の時
間に変更す

5629

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

24

2
（パ

ート1
含

む）

2 5歳
2.女
児

特記事項無
し

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特記事項
なし

職員会で
けがの報
告をし
て、全職
員で再発
防止に向
けての話
し合いを
持ち、危
険回避意
識をもっ
て保育に
あたるよ
うにす
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

ボールを
転がす力
がまだ弱
いので少
し狭い枠
にしてい
たため、
逃げる範
囲が狭く
子ども同
士がぶつ
かりやす
かったの
ではない
かと思わ
れる。

子ども
（24名）
が動くこ
とを想定
し、少し
ゆとりの
ある広さ
を確保し
て枠を描
くように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は動
くことが
大好きな
のでボー
ルが転
がってく
るのを避
けようと
夢中に
なって、
友だちが
視野に入
りにくく
なってい
たと思わ
れる。

枠の中に
入ってい
る子ども
の数が多
い時は、
ボールは
ゆっくり
目に転が
し余裕を
持って逃
げられる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
動き回っ
て転がし
ドッジ
ボールを
楽しんで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

枠の外側
から全体
の子ども
を見なが
ら、子ど
も達と一
緒に転が
しドッジ
ボールに
参加して
いた。
対象児が
足をひ
ねった場
面は見て
おらず、
異変に気
付かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
の反対側
に立ち参
加してい
たが、対
象児が足
をひねっ
た場面は
見ておら
ず、異変
に気付か
なかっ
た。

転がし
ドッジ
ボール
をより
楽しく
盛り上
げるこ
とに一
生懸命
で、安
全面に
配慮で
きてい
なかっ
たので
はない
かと思
われ
る。

保育士一人
は遊びに参
加せず、全
体に目を配
り子どもの
変化を注意
深く見守る
ようにす
る。

5630

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

1 1 2 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第４・
５中足
骨々折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

声掛けが
少なくバ
ランスを
崩す前に
気が付い
てあげな
かった。

竹馬に乗
る前に子
どもにも
声掛けを
ししっか
り乗る認
識を持た
せ、保育
士は側に
ついて見
守る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日１　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日１　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日１　)
回/年

落下した
場所が少
しくぼん
でいた。

毎日園庭
を見周り
整備す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

いつも通
りにでき
ていると
思ってい
たので
しっかり
見ていな
かった。

思い込ま
ずにしっ
かりそば
で見てい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

喜んで
乗ったの
で安心感
が甘かっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

中央あた
りで見て
いたがバ
ランスを
崩す前に
気がつか
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもの
受け入れ
をしてい
た。

声掛け
が少な
くしっ
かり見
ていな
かっ
た。

毎日園庭点
検を行い、
乗り始めか
ら終わりま
でしっかり
側について
見守る。

5631

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

27 　 4 4 6歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
４ )回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

子どもの
体調や変
化に留意
すること
はもちろ
んだが、
過去の重
篤事故、
ヒヤリ
ハット等
の報告書
による事
例情報や
対応策を
職場内で
共有し、
十分な予
防策を認
識するこ
とで、事
故を防止
すること
は可能
だったと
思う。今
後は、よ
り一層連
携を強
め、事故
防止への
充実を目
指してい
きたい。

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

幼児期
は、心身
の発達が
著しく、
その成長
は同じ年
齢であっ
ても個人
差が大き
いので、
配慮が必
要。特に
体を動か
す遊びの
中で、普
通の生活
で必要な
動きや
とっさの
時に身を
守る動き
など様々
な動きを
経験し身
につける
取り組み
を今まで
以上に充
実してい
れば防げ
た事故
だったか
もしれな
い。

さまざま
な遊びを
中心とし
て、散歩
やお手伝
い、リズ
ム運動な
どの多様
な動きを
経験する
保育内容
の創造と
合わせ
て、園庭
の土の状
況、遊具
（竹馬）
の状況、
職員の配
置と動き
の状況な
ど環境へ
の配慮の
充実。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会直
後で、
すっかり
自信をつ
けて気持
ちも高揚
していた
本児の身
体と心を
信じ、過
信してい
た担任に
気持ちの
ゆるみが
あったよ
うに思
う。

運動会と
いう一大
イベント
をみんな
で乗り越
えた子ど
もたちの
気持ちの
高揚時に
おける保
育内容の
見直し、
点検の必
要性。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に登
園し、い
つもどお
りで朝の
仕事や朝
の会にも
参加して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

竹馬行進
を見守る
職員人数
はいつも
どおり
で、要所
要所に人
員は配置
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

通常保育
の時間帯
だったの
で、各年
齢別保育
にあたっ
ていた。

コー
ナーで
見守っ
ていた
職員も
転倒の
瞬間は
確認し
たが、
すぐ補
助する
には間
に合わ
なかっ
た。

一人一人の
職員が、日
常的に子ど
もたちの発
達や取り組
みを認識、
把握し保育
にあたる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5632

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

21 21 2 2 4歳
1.男
児

１歳４ヶ月
頃一晩に痙
攣発作を２
回起こして
高知大学医
学部付属病
院に入院し
たことがあ
る。

睡眠中
(うつぶ
せ寝以
外)

1.意識不
明

脳波に異
常な所見
はあるが
診断はつ
けられな
い状態

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(4～5)回/
年

1.基
準以
上配
置

再発防止
としてで
はない
が、対応
の改善点
として次
のことが
挙げられ
る。0歳
クラス在
園中、自
宅で痙攣
発作を起
こしてい
たことを
その時の
担任は把
握してい
たが、進
級時に担
任に引き
継がれて
いなっ
かったこ
と。ま
た、痙攣
発作の初
発症状を
聞き取り
していな
かったこ
とは、け
いれん発
作状態の

けいれん
発作など
重要な既
往歴や発
作の初発
症状につ
いては詳
しく聞き
取り、職
員間で引
き継いで
いけるよ
うに改善
する。特
にけいれ
ん止めの
座薬を預
かってい
ない園児
は情報が
把握しづ
らいため
進級時に
は詳しく
聞き取り
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（　１２
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

5.睡眠
(午睡)
中

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　　廊下
などの消
毒・清掃
を行って
いた。

5633

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

81 36 25 20 14 10 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部
頭蓋骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(4～5)回/
年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルの内容
に園庭で
の事故や
遊具の遊
ばせ方の
注意点の
記載が足
らず研修
が不十分
だった。
ヒヤリ
ハットが
生かされ
ていない
状況が
あった可
能性があ
る。

マニュア
ルに園庭
や遊具で
の遊ばせ
方や注意
事項の内
容を追加
する。定
期的に遊
具での遊
ばせ方に
ついて全
職員に研
修する。
ヒヤリ
ハットが
起こった
時に原因
や対策を
検討し、
全職員で
共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（　１２
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

ハード面
の不備は
なく遊ば
せ方の問
題と考え
ている。

安全な遊
び方を子
ども達に
指導す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

すべり台
の安全な
遊び方が
園児に身
について
いなかっ
た。

すべり台
の上では
止まらず
にすぐ滑
るように
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食後園
庭ですべ
り台で遊
んでい
た。すべ
り台の上
ですぐに
滑らず友
達を滑ら
さないよ
うに立っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑ってく
れないの
で待ちき
れなく
なった友
達が本児
を突こう
とする様
子が見ら
れた。職
員は突こ
うとする
友達を止
めようと
したが間
に合わず
友達が膝
で本児を
押したた
めバラン
スを崩し
すべり台
右側の手
すりから
転落。ト
ラブルを
止めるこ
とに気を
とられ転
落する瞬
間に間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は砂場、
園庭の中
心、鉄
棒、すべ
り台等で
園児の遊
びを見
守ってい
たので見
ていな
かった。

すべり
台の上
ですぐ
滑らず
に止
まって
いたこ
とが事
故を起
こす原
因と
なっ
た。

すべり台の
上では止ま
らずにすぐ
滑らすこと
を徹底す
る。

5634

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

37 0 0 0 12 11 14 0 3 3 4歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１ )回/年

1.基
準以
上配
置

職員の配
置で連携
がとれて
いなかっ
た。

基本の職
員体制で
不足はな
いが、
各々の職
員の位置
を把握す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊具場所
が数か所
ある。

遊具で遊
ぶ時は、
子どもの
側につ
き、より
注意して
保育を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

居残り保
育開始直
後で、落
ち着きが
なかっ
た。

落ち着い
た環境の
下、こど
もたちと
居残り保
育時での
約束ごと
を確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

居残り保
育時、遊
具(雲
梯）で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

別の子ど
もの動き
に注意を
呼び掛け
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当時、園
庭には3
人の保育
士がい
た。

他の子
どもに
注意が
いき、
本児か
ら目を
離して
しまっ
た。

遊具で遊ん
でいる子ど
もから目を
離さない。

5635

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

70 0 0 0 0 35 35 0 3 3 5歳
1.男
児

4月27日
(月)に右大
腿骨骨折し
手術を受
け、6月17
日に退院。
7月27日
(月)リハビ
リ終了し、
医師より治
癒したの
で、ジャン
プやかけっ
こなどの運
動制限の必
要なしと言
われ、通院
も終了して
いる。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１)回/年

2.基
準配
置

朝の外遊
びは､多
年齢の子
どもたち
が遊び、
行動も多
岐にわ
たってい
る。けが
をした児
も今まで
のように
走るのは
難しい状
況の中で
の急な方
向転換も
事故の一
因として
考えられ

遊び方、
職員配置
の再構築
が必要

2.不定期
に実施

実施頻度(
３～４)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

砂地では
あるが、
多少の起
伏があ
る。

遊具を含
む安全点
検の強化

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

梅雨明け
が遅く、
久しぶり
の晴天が
続いた。
7月まで
思いっき
り走り回
ることが
出来な
かった。

子どもた
ちへの安
全指導の
強化

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
て逃げる
ことに必
死にな
り、急に
向きを変
えた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

走ってい
るのは見
たが、倒
れた瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で身
支度をし
ている児
や、テラ
ス･園庭
で他児と
関わって
いた。

走り回
ること
が好き
なこど
もたち
で、夢
中にな
りやす
い。夢
中にな
ると、
周りに
注意が
払えな
い。

園庭での職
員配置の再
検討

5636

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 3 3 3 3 2 4 18 18 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
５)回/年

2.基
準配
置

一定の距
離を保ち
見守って
いたが対
象児のす
ぐ側に職
員がいな
かった。

対象児の
すぐ側で
名前を呼
び、転倒
した場合
に咄嗟に
手が出せ
ればよ
かった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３１０)
回/年

空気が乾
燥し、床
が滑りや
すかっ
た。

足ふきを
出入口に
使用した
り、床を
水拭きし
ながら滑
らない環
境づくり
をしてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

プレゼン
トを持っ
ていたた
め咄嗟に
手が出な
かった。

行事の時
は気持ち
が高ぶっ
ているの
で特に怪
我に留意
し、子供
たちにも
気を付け
て行動す
るように
促してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

サンタク
ロースと
写真を撮
ろうと気
持ちが
焦ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
名前を呼
び、サン
タクロー
スの側に
来るよう
に促して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

サンタク
ロースと
子どもた
ちの写真
撮影を
行ってい
た。

見守り
なが
ら、事
前に子
どもた
ちに滑
りやす
くなっ
ている
ことを
伝えて
いた。
個別に

床が滑りや
すいことを
その都度個
別に促して
いけばよ
かった。

5637

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児

25 3 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

通常と異
なる保護
者との遊
びに子ど
もたちが
興奮気味
であっ
た。気持
ちを抑え
る声掛け
等をタイ
ミングを
見ながら
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ソフト面
に記載の
とおり、
子どもの
興奮状況
に配慮し
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ほかの園
児と一緒
に保護者
に遊んで
もらい喜
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保護者が
遊んでく
れて盛り
上がって
いる様子
を気にし
ながら見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

転倒した
事には離
れたとこ
ろから気
が付いた
が、周り
の園児の
陰に隠れ
てぶつけ
たところ
は見えな
かった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5638

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

12 2 2 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折
（ひび）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

2.基
準配
置

骨や筋肉
の弱さ、
関節や身
体の固
さ、使い
方が不器
用。

手の付き
方、身体
の使い
方、等丁
寧に伝え
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

十分な広
さを確保
する。

他児とぶ
つかる事
の無いよ
う配慮す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

家庭での
様子等、
保護者か
ら詳しく
聞いてお
く。

登園時の
視診の徹
底。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から元
気に登園
し、活動
的であっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の子
どもたち
を見なが
ら、声を
かけてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい

障害児の
側にいた
が、全体
を見てい
た

全体的
だけで
なく、
個々の
様子も
細かく
把握す
る。

激しい動き
でなくて
も、ケガが
ありうると
保育士の共
通認識にす
る。

5639

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

1 3 2 2 5歳
1.男
児

児童は過去
に同じ部位
の怪我（顆
上骨折）を
していた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

事故予防
に関する
園内研修
を行う。
職員間で
のケース
の共有を
強化し、
事故予防
に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/年

遊具下の
マットや
人工芝を
敷く範囲
を広げ、
安全を確
保する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

土曜保育
で担任外
の保育
たっだた
め、児童
が鉄棒が
苦手なこ
とを把握
していな
かった。

児童個人
の特性・
注意点を
職員間で
周知す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段は鉄
棒を進ん
で行わな
いが、当
日は友達
に誘わ
れ、やっ
てみたい
気持ちが
大きくな
り、前回
りを勢い
よく行っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒につ
き児童の
近くで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒をや
りたい子
どもたち
の意思を
担当職員
に伝え、
鉄棒につ
いてもら
うよう声
掛けす
る。壊れ
た砂場の
道具を園
庭内のゴ
ミ箱へ捨
てに行っ
た。

・鉄棒をす
る前に安全
を確保す
る。
・土曜保育
では安全な
遊びを選択
する。

5640

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

12 6 12 12 14 13 15 3 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右頚骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２～３　)
回/年

2.基
準配
置

異年齢の
生活が日
常的にあ
り、全員
で見てい
る安心感
から事故
につなが
りやすい
のではな
いか。

看護師が
休暇で
あった。
けが等が
あった場
合、保育
士の視診
の仕方に
ついて看
護師から
も学ぶ機
会を持
つ。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

子ども達
の自由な
遊び方を
優先する
ために
は、子ど
もの特性
や、保育
者の安全
対策につ
いていま
一度確認
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

発達的に
まだ未熟
な点が多
い年齢の
ため、
個々の発
達状況を
確認し年
齢に合わ
せたあそ
び方につ
いて職員
間で共有
する。

子ども達
の自由な
遊び方を
優先する
ために
は、子ど
もの特性
や、保育
者の安全
対策につ
いていま
一度確認
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外遊び
が大好き
で、特に
土山のか
けおりが
この時期
お気に入
りで、い
つも通り
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラスの
子どもは
園庭のあ
ちこちで
遊んでい
るため、
担当職員
が一人一
人傍で見
ているこ
とが困
難。その
点につい
ては日頃
から子ど
もの姿を
共有し保
育を進め
ていた。
しかし駆
け下りて
くる遊び
について
の十分な
配慮がな
されず傍
にいな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭には
異年齢で
遊ぶ子供
たちがい
た。園全
体で子ど
も達を安
全に見な
がら保育
を行って
いる。傍
には他の
クラスの
保育士が
いたが、
担当職員
は他の子
の対応を
してい
た。

発達的
にはま
だまだ
未熟な
点が多
い年齢
のた
め、
個々の
特性を
把握し
つつ対
応が必
要だっ
た。

子ども達の
自由な遊び
方を優先す
るために
は、子ども
の特性や、
保育者の安
全対策につ
いていま一
度確認して
いく。

5641

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

11 11 3 3 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨亀
裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(4)回/年

1.基
準以
上配
置

引き続き
事故防止
のための
研修を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/使
用日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

岡の補修
（斜面の
傾斜を緩
やかにす
る）を行
う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

引き続き
見守り強
化

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
の動きで
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児とも
う一人の
園児を至
近の距離
で見守り
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
他の園児
の見守り
をしてい
た。

引き続き見
守り強化

5642

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

24 3 3 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
遠位部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
５　)回/
年

2.基
準配
置

子どもの
特性を十
分に理解
したうえ
で、職員
一人ひと
りが事故
予防に心
がけ、気
配りをし
ていくこ
とで、起
こりうる
リスクを
減らして
いく。所
長とリス
クマネー
ジャーが
一体と
なって、
事故に発
展する可
能性のあ
る問題点
を把握し
て、事故
予防に取
り組んで
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

狭い空間
ではある
が、給食
のテーブ
ルと着替
えの場所
をしっか
り区分で
きるよう
にすると
ともに、
職員の役
割分担を
明確にす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内の動
線を考
え、着替
えの場
所、テー
ブルの位
置を決め
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会の
予行を終
え、いつ
も通りに
手洗い、
着替えに
取り組ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1名は室
内で着替
えの様子
を見守
り、1名
はベラン
ダでの手
洗いを見
守りなが
ら、室内
の子ども
たちの様
子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレの
見守りに
行ってお
り室内に
いなかっ
た。

子どもたち
の着替える
時間にばら
つきがある
ため、次の
行動を促す
場合は、職
員間で声を
掛け合い、
安全に配慮
しながら行
う。

5643

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

16 20 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨頭
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12)回/年

2.基
準配
置

タイヤや
梯子を乗
せた状態
で揺らし
て遊び、
ぐらつい
て転倒に
至った。

園庭で複
数の遊具
があり、
職員が見
れる遊び
に絞って
みてい
く。ケガ
に至った
梯子は当
面撤去す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

ケガに
至った梯
子は当面
撤去す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭中央
で全体を
見ていた
職員がい
るが、本
園児のそ
ばにはい
なかっ
た。

ケガにつ
ながる可
能性が一
定程度あ
る遊びに
対しては
職員が近
くで見て
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭の中
央から本
園児含む
集団を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

5歳児20
名と活動
をしてい
た。

ケガにつな
がる可能性
が一定程度
ある遊びに
対しては職
員が近くで
見ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5644

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 7 6 12 0 0 0 0 10 7 3歳
2.女
児

なし
食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
7　)回/年

1.基
準以
上配
置

床がやや
滑りやす
い箇所が
みられ
る。
令和3年3
月に床前
面のリ
フォーム
を行う。

・室内で
過ごす際
に、子ど
もの様子
に応じて
引き続き
落ち着い
て過ごせ
るようか
かわって
いく。
・怪我や
ヒヤリ
ハット事
例につい
て、研修
などで共
有し、き
ちんと分
析や対応
をしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

床がやや
滑りやす
い箇所が
みられ
る。現
在、法人
と相談
し、園全
体のリ
フォーム
を計画中
である。

今回は床
に転倒し
て怪我に
繋がった
が、その
他の場所
であった
場合に思
わぬ事故
に繋がる
こともあ
ることを
考慮し、
全体の安
全確認を
実施す
る。窓の
連絡防止
ロックが
劣化して
緩んでい
る箇所が
あったた
め交換す
る。ま
た、床に
敷いてあ
るマット
類は遊ん
でいる際
に動かな
いように
テープで
固定す

6.食事
(おや
つ)中

・他児は
全て食べ
終えてお
り、本児
は最後の
一人とい
うことで
あった。
保育者は
本児に対
して、片
付けをし
ながら見
守ってい
る。ま
た、翌日
の環境整
備担当の
保育者も
一緒に見
守ってい
る。口拭
きタオル
の後片付
けは以前
から自ら
行ってお
り、片付
け忘れた
本児に対
して促す
ことは日
常から考
えられる

子どもた
ちの様子
を見守り
ながら、
室内を歩
いて移動
できるよ
うなかか
わりや環
境の整備
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・マカロ
ニきな粉
は本児の
好物であ
り、一人
で食べ完
食してい
る。食べ
ている間
も保育者
との受け
答えをし
ており、
いつも通
りの様子
であった
と考えら
れる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・配膳担
当の職員
がおり、
他児の食
器を厨房
に戻して
戻ってき
た時に本
児が転倒
する。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・クラス
内にいた
別の職員
は、室内
の翌日の
環境整備
をするた
めに、全
体に目を
向けなが
ら本児に
かかわっ
ていた。
また、す
ぐ横の部
屋には乳
児担当の
職員が2
名いる状
態であっ
た。
・他児は
玄関ホー
ルと支援
センター
で遊んで
いたた
め、他児
の見守り
に入って
おり、怪
我の状況
は把握し

・配置
は適正
な人数
がいた
と考え
られ
る。

・子どもの
動きに合わ
せて配置人
数を変更し
ていく必要
があるた
め、適宜保
育者間の連
携を取って
いけるよう
配慮する。

5645

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 0 0 0 0 20 15 0 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

朝の活動
前の、
4・5歳児
の園庭で
の自由遊
びに当
たってい
た職員の
立ち位置
が、園児
全体を見
渡せる位
置ではな
かった。

遊具の遊
び方・職
員配置を
再検討

2.不定期
に実施

実施頻度(
3～4　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

上り棒
を、上か
ら降りよ
うとする
としっか
り捕まり
きれず、
転落に繋
がる可能
性があっ
た。

遊具安全
点検の徹
底

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
遊びが、
園庭だけ
でなく、
高さのあ
る遊具の
上で繰り
広げられ
てしまっ
た。

こどもた
ちへの安
全指導の
徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をして、
遊具の上
で逃げる
事に夢中
になって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登園する
園児、保
護者の対
応で、遊
んでいる
児から目
が離れて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で身
支度をし
ている児
や、テラ
ス・園庭
で他児と
関わって
いた。

走り回
る事が
好きな
こども
たち
で、夢
中にな
りやす
い。
夢中に
なる
と、周
りに注
意が払

職員配置の
再検討

5646

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

97 5 14 11 19 25 23 0 14 10 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の配
置１人に
対して遊
んでいる
子どもの
人数が多
かった。
遊び方の
ルールを
見直し、
人数配置
のバラン
スを取
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

地面には
落下時の
衝撃緩和
のマット
が敷いて
あるが老
朽化して
いる物が
ないかを
含めて点
検と交換
を行う

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ソフト面
に記載の
とおり、
保育士の
配置状況
で子ども
の人数を
絞れるよ
うに入り
口となる
場所を決
めた

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登り棒の
てっぺん
まで登れ
るように
なったば
かりであ
り、繰り
返し練習
している
時期で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対角線側
の棒付近
から登っ
ている本
児の様子
を見てい
た。棒は
８本あり
他の子の
動きも確
認しなが
らであっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭内で
ばらけて
配置され
ており、
登り棒に
職員配置
がされて
いること
をそれぞ
れが確認
はしてい
た。その
中の１人
はたまた
ま落下す
る瞬間に
通りか
かったた
め手を伸
ばしたが
間に合わ
なかった

5647

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

　 6 1 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

2.骨折 左腕骨折
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

5.睡眠
(午睡)
中

(具体的
内容記
載）

(具体的
内容

5648

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

44 11 12 9 12 6 5 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手橈骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4)回/年

2.基
準配
置

事故分析
を行い、
公園での
遊び方、
保育士の
立ち位
置、援助
の仕方を
再度検討
する

1.定期的
に実施

実施頻度(
6)回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

園内での
事故では
ないが園
外の遊具
について
再度危険
個所を洗
い出し、
ハザード
マップを
修正する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

高さに関
しての危
機管理が
甘かった

遊具の遊
び方につ
いて園で
の指針を
明確にし
実施する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びに夢
中にな
り、心と
体をコン
トロール
すること
が難し
かった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

配置的に
は問題は
なかった
が他の児
童の対応
をしてい
て手が差
し伸べら
れなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児以
外の園児
の対応を
してお
り、全体
を見る意
識が低
かった

遊び方
につい
て危機
管理の
意識が
低かっ
た

公園での遊
具の遊び方
の指針を決
め実行する

5649

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

0 0 10 0 0 0 0 2 2 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第1趾
中足骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4)回/年

2.基
準配
置

活動に移
る際の保
育士の配
置場所に
問題がな
かったか
検証を行
い、改善
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
6)回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

事故記録
簿をもと
に、園内
のハザー
ドマップ
を再度検
討する。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

園児が次
の行動に
移る際の
危機管理
の意識が
なかった

子どもの
姿を再度
確認を
し、状況
に合わせ
た保育士
の配慮の
視点を修
正する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おままご
とのマッ
トの上に
座り、周
りの様子
を見てい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

配置人数
的には問
題はな
かったが
全体を見
られてい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

危ない行
動をとっ
ていな
かったの
で他の園
児を見て
いた

園児の
発達の
理解が
浅く、
危機管
理の意
識が低
かった

園内のハ
ザードマッ
プに記載
し、怪我の
リスクの共
有を行う

5650

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

16 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足第３
趾　基節
骨　骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
適宜)回/
年

竹馬は手
作りで職
員が竹を
用いて作
成してい
るため、
長く使用
するとゆ
るみ等が
生じるこ
ともあ
る。

竹馬の点
検を定期
的に実施
してい
く。

おやつ後
の園庭で
の自由遊
びの際、
竹馬を数
名の児童
と一緒に
行う。

担任１名
はリレー
をする児
童に関わ
り、もう
１名の担
任は休憩
のため休
憩保障の
職員が代
替えと
なってお
り、室内
にて保育
準備をし
ていた。

フォロー
に加わっ
ていた充
実保育士
が竹馬を
している
児童に付
いてい
た。

子ども
たち一
人ひと
りの竹
馬の乗
れ具合
の段階
を、共
有出来
ていな
かっ
た。

職員間で竹
馬の乗れて
いる状況を
報告し合
い、共有し
ていく。

162 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5651

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

71 5 13 14 11 12 16 0 12 12 4歳
1.男
児

A病院にお
いて応急的
な縫合措置
を実施後、
B病院に搬
送、事故発
生日夜に緊
急手術。切
断しかけて
いるのは指
先５㎜程
度。事故発
生日の２日
後、血の循
環状況の経
過観察。事
故発生日の
６日後、血
の循環確
認。指の根
本からの切
断の可能性
は無くなる
が、指先の
変色あり。
引き続き経
過観察。

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

不明（右
足親指先
端の裂傷
（切断し
かけてい
る状
態））

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

研修の仕
方や内容
を考える

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

三輪車の
ペダルと
軸の間が
ちょうど
子どもの
親指が入
る。三輪
車に表示
されてい
る「はだ
しでのら
ない」＆
イラスト
の表示の
仕方が気
付きにく
い場所に
張られて
いる。

裸足で乗
らせない

7.その
他

夕方で暗
かった

明るいう
ちに遊具
を片付け
て、部屋
に入る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　裸足に
なり、三
輪車に
乗った

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　靴を履
いて外に
出たの
で、裸足
で三輪車
に乗って
いること
に気付か
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　他の子
ども達と
片付けを
したり、
足を洗い
部屋に入
る子ども
の対応を
していた

曇りの
日だっ
た為、
いつも
より早
く暗く
なり、
子ども
の動き
が見え
にく
かった

明るい時間
に片付け
て、部屋に
入る

5652

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

23 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肩骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１)回/年

2.基
準配
置

職員間で
危険個
所・事故
発生箇所
として共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

園内だけ
でなく園
外保育中
の危険に
ついても
チェック
をしてい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

声がかけ
られる距
離で見守
る。子ど
も達にも
気を付け
るように
話をす
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

朝から機
嫌は悪
く、ぐず
ることが
多かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1人の職
員は同じ
複合遊具
について
いる太鼓
橋につき
ながら対
象児の様
子も見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう1人
の職員は
近くでは
なく他の
遊具の所
で子ども
達と一緒
にいた。

太鼓橋
の方が
不安定
な足場
であっ
たので
対象児
ではな
く太鼓
橋の方
で見
守って

事故が起き
た場所で子
どもが遊ぶ
時は、様子
がよく見え
る距離で見
守り安全に
遊べるよう
に言葉かけ
をする。

5653

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

22 11 11 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故防止
マニュア
ルの再確
認　子ど
もの見守
りの徹底

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

危険な場
所の点
検・配慮

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
見守りの
徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

神社の庭
を元気に
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
まわせる
場所にて
子ども達
の安全確
認をして
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
とは別の
場所で死
角がない
よう子ど
も達の安
全確認・
見守りを
してい
た。

死角がない
ように子ど
もの見守り
の場所を確
保する。

5654

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

35 0 0 11 9 7 8 8 8 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第5趾
基節骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4)回/年

2.基
準配
置

保育士の
配置場所
に関して
は問題が
ないが再
度検討し
死角を減
らすよう
に検証を
する

1.定期的
に実施

実施頻度(
6)回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

事故記録
簿をもと
に、園内
のハザー
ドマップ
を再度検
討する。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

園児の動
線と棚の
配置の角
度があっ
ておら
ず、行き
たい方向
だけ見て
歩いたの
で発生し
たのでは
ないか

園児の動
線を観察
し棚の配
置を工夫
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走ってい
るわけで
もなく、
部屋を移
動してい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

配置人数
的には問
題はな
かったが
全体を見
られてい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

危ない行
動をとっ
ていな
かったの
で他の園
児を見て
いた

全体を
見る役
割の職
員が明
確でな
かった

園内のハ
ザードマッ
プに記載
し、怪我の
リスクの共
有を行う

5655

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

12 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

園児は、
予測もつ
かない行
動をとる
ことを、
再度保育
士は認識
する。

職員（保
育士）に
事故内容
を周知
し、危険
を予測
し、保育
するよう
指導す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児は、
予測もつ
かない行
動をとる
ことを、
再度保育
士は認識
する。

保育士
は、園児
の事故は
不意に起
こること
や、予測
もつかな
い行動を
とること
を常に想
定する。
園児に
は、安全
教育（遊
び方等）
を実施す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスの
友達と遊
ぶことが
楽しく、
活発に動
いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走ってい
る最中に
起こった
事故のた
め、未然
に回避す
ることは
できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

走ってい
る最中に
起こった
事故のた
め、未然
に回避す
ることは
できな
かった。

園児
に、遊
ぶ前に
注意点
等を指
導はし
ていた
が、一
人ひと
りが理
解して
いるか
の確認
はして
いな
かっ
た。

保育士は、
園児の事故
は不意に起
こること
や、予測も
つかない行
動をとるこ
とを常に想
定する。園
児には、安
全教育（遊
び方等）を
実施する。

5656

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

34 12 11 11 5 5 3歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕螺旋
骨折、右
肘脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

毎月1回
2.基
準配
置

毎月の事
故防止委
員会をお
こなって
いていた
が、一人
一人の事
故防止の
意識が足
りなかっ
た

遊具の待
ち方や、
職員1人1
人の事故
防止に対
する研修
を行う必
要がある

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/日

遊具の待
ち方の
ルールを
守ってい
なかっ
た。危険
な子ども
の動きを
止める事
が出来な
かった。

子どもは
思いがけ
ない事を
すると認
識し保育
にあた
る・子ど
もが安全
に遊べる
ように職
員の研修
を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

目の前の
子どもの
対応だけ
でなく、
他の保育
士の活動
や配置を
みて、広
い範囲で
の見守り
が必要と
いう意識
をもつこ
との指導
が足りて
いなかっ
た。

園内外、
安全面で
の子ども
の活動に
合わせた
保育士の
連携した
動きなど
再度確認
し学び実
践する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブランコ
の柵に座
り転倒す
る

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ブランコ
を乗って
いる子ど
もについ
て介助し
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の子ども
の動きに
合わせて
保育をし
ていた

遊具待
ち方に
つい
て、安
全対策
が欠け
ていた

１人１人が
広い視野で
保育にあた
ることや声
を掛けあっ
ていく

5657

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

27 19 17 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

上前歯2
本脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

2.基
準配
置

普段の保
育の中で
体育的遊
びを意識
的にふん
だんに取
り入れ、
転んだ時
手をつく
ことや、
踏ん張る
力を付け
る。

子どもに
危険がな
いように
常に周囲
の状況の
変化に対
応しなが
ら散歩を
する。古
く傷みだ
している
道路も多
くあるこ
とを職員
に周知す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

散歩の目
的地まで
安全に歩
く為、自
動車等の
交通の状
況を常に
確認す
る。道路
面及び，
塀や垣
根、電柱
などにも
気を配
る。

歩く道の
状況を前
もって知
る。下見
をする。
前方だけ
ではなく
上方，下
方、左右
を見てお
く必要が
ある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
歩いるて
いる最中
に保育士
が声をか
けること
は子供の
注意がそ
ちらに
いってし
まう。そ
して、足
元などに
注意が向
かなくな
る可能性
がある。

保育士が
子どもの
とっさの
動きを見
通し、安
全を守る
ためにど
のような
方法で声
掛けをし
たらよい
のか、し
ないほう
が良いの
か判断す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育の中
で散歩に
行く機会
が多い。
また、初
めてむか
う公園で
はなく今
までも
通ったこ
とがあ
る。仲良
しの友達
と普段通
り楽しそ
うに歩い
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども通
し2人で
手をつな
いで歩い
ている。
2人の保
育士が引
率してい
た。一人
は列の先
頭を歩
き、一人
は最後尾
を歩いて
いた。交
通の状況
を見なが
ら子ども
たちの安
全に注意
を払って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

交通の状
況を見な
がら子供
の様子を
見てい
た。二人
ずつ手を
つなぎ並
んで歩い
ていた。
引率保育
士は前
方、十字
路を渡る
時には左
右の安全
を確認、
しばしば
後ろを見
て子ども
の様子を
見てい
た。

保育士
にとっ
さに声
をかけ
られる
と、手
をつな
いだ友
達がい
ること
を忘れ
て言わ
れたこ
とを行
動に移
してし
まうの
で、声
をかけ
るタイ
ミン
グ、保
育士が
そのお

保育士同士
の声の掛け
合いをす
る。子供た
ちの間隔が
空かないよ
うに先頭保
育士は交通
の状況とと
もに子ども
たちの様子
を見守る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5658

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

26 2 2 6歳
2.女
児

すべりだい
から着地し
て右足首捻
挫する。運
動会は痛む
様子なく参
加する。一
か月は過ぎ
ていたもの
の足の動き
に関して十
分ではなく
鈍さがあっ
たかもしれ
ない。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(10)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

園児一人
ひとり注
意して見
守る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(56)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

周りにも
何もない
状態で、
特になし

固定遊具
が原因で
はないの
で、改善
策として
特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

周囲にも
何もない
ので、改
善策とし
ては特に
なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

固定遊具
を使って
鬼ごっこ
をしてい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一人はブ
ランコに
乗ってい
た他の子
どもたち
を見てい
た。一人
は次の保
育の環境
整理をし
ていた為

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
での保育
をしてい
た為。

特にな
し

環境を整え
てから、園
庭で遊ぶよ
うにする

5659

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

93 19 15 3歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

口唇擦過
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ル作成と
研修への
参加不足

事故防止
マニュア
ルを作成
し、周知
徹底をす
る。
予想され
る危険を
察知し、
職員配置
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(月４，５
)回/年

園庭の地
面等の点
検不足

今後も安
全点検を
し、危険
個所があ
れば至急
改善をす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

取り出し
やすい場
所に遊び
道具を置
いていな
かった

危険がな
い場所に
道具を用
意し、取
りやすい
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　
３歳児ク
ラスに進
級したこ
とで、嬉
しさと外
遊びの充
実で気持
ちが高
ぶってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

とっさの
ことで手
を差し伸
べること
ができな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
を見守っ
ていた

分散し
て見
守って
いた
が、保
育士の
予想危
険度の
中に
入って
いな

子どもの特
性を知って
おき、けが
や事故に合
わないよう
細心の注意
を払うとと
もに、職員
同士の連携
をとってい
く。

5660

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

20 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で
走ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

転んだ瞬
間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
みではな
く全体を
見てい
た。

職員の配置
を直し全体
が把握でき
るようにす
る。

5661

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

6 2 2 4歳
2.女
児

身長：
105.6㎝
体重：20.5
㎏　先天性
甲状腺機能
低下症、膀
胱尿管逆流
症(一旦通
院終了）、
遠視（眼鏡
着用中）、
先天性耳ろ
う孔

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

職員会議
で見守り
体制につ
いて話し
合い、周
知を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

遊具下の
マットが
固く、落
下時の衝
撃で体に
負荷がか
かった

遊具下の
マットを
人工芝に
交換し、
落下時の
衝撃を抑
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具が朝
露で滑り
やすく
なってい
た事と、
靴の後ろ
に砂が付
き滑りや
すい状態
だった。

遊具で遊
ぶ前に、
保育者が
安全点検
をし確認
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

固定遊具
の種類に
よっては
恐怖感を
持ってい
る。いつ
もは恐怖
感から登
る前に泣
き出す
が、出来
るように
なって自
信がつい
たのか、
この日は
泣き出す
こともな
く自分か
ら登って
いく。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもた
ちが渡っ
ていく様
子をたい
こ橋の至
近で見守
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士2
人態勢で
たいこ橋
の至近で
見守る。

子ども
たちが
連なっ
て行っ
ていた
為、本
児への
対応が
遅れ
た。

一人ずつ行
うなど、一
人の子に対
して十分に
目が行き届
くような配
慮が必要。

5662

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

20 1 1 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(5)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(ほぼ毎
日)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年長児は
卒園を前
にこの時
期はテン
ションが
高くなっ
てしまい
がちであ
る。いつ
も以上に
園での過
ごし方に
ついての
話を繰り
返しする
必要が
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戦いごっ
こと言っ
ても部屋
を走り回
るわけで
はなく、
友だちと
じゃれ
あってい
た。相手
の手が本
児の小指
にあたっ
た時も痛
がる様子
もなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラス全
体を見
守ってい
たが、近
くに本児
がいたの
で、指が
あたった
時もみて
いた。
ちょっと
触れた感
じでは
あったの
で、気に
なり看護
師にみて
もらった
が、指も
動いてい
たので骨
折とは思
いもしな
かった。

５歳児
担任が
おり配
置的に
は基準
はクリ
アして
いる
が、夕
方、子
どもの
落ち着
きが欠
けやす
い事を
踏ま
え、声
掛けを
もっと
した方
が良
かっ
た。

時間の節
目々で、声
をかけ、落
ち着いて室
内での遊び
をするよう
に見守る。

5663

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 3  2  2 3歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
顔面(口
腔内含
む)

鼻骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

実施頻度(
)回/年

常時設置
している
机だが、
設置場所
が適当か
どうかを
様子を見
ていく。

いろんな
原因を考
えなが
ら、安全
に過ごせ
る環境を
作ってい
く。

7.その
他

移動して
から座っ
て遊ぶよ
うな遊び
の準備を
していな
かった。

場所の移
動や活動
の区切り
は、特に
注意を払
い、子ど
も自身が
落ち着い
て行動で
きるよう
に十分な
配慮をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

   いつ
も通り、
過ごして
いた。遊
びのス
ペースを
移動した
後だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

同じス
ペースに
はいた
が、園児
の動きを
十分に注
意して見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、０歳
児3人を
見てい
た。

移動す
る前に
落ち着
いて移
動する
ような
言葉を
かけて
いな
かった
事と、
移動し
てから
座って
遊ぶよ
うな活
動の準
備をし
ていな
かっ

移動する前
に落ち着い
て行動でき
るような言
葉をかけた
り、落ち着
いて遊べる
ように準備
をしてお
く。また、
移動すると
きなどは目
を離さない
ようにす
る。部屋の
中を走る事
のないよう
に工夫す
る。

5664

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

2 2 2 4歳
1.男
児

当初治療見
込みが30日
未満であっ
たが、治療
期間が延長
になったた
め報告が遅
れました。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指末
節骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

年齢的に
は大人し
く安心し
ていた面
がある。

今後も、
園内研修
等を開
き、改善
点があれ
ばその都
度マニュ
アルを見
直してい
くように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

日頃から
危険な箇
所がない
かを点検
時以外に
も意識を
して確認
し、危険
個所が見
つかった
場合に
は、報
告・改善
するよう
にしてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラスの
子どもた
ち全ての
行動を、
いつ何時
でも把握
すること
は困難な
ので、日
頃から環
境整備だ
けでな
く、子ど
もたち自
身も園で
の活動時
の過ごし
方につい
て意識で
きるよう
な保育を
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園での排
便の経験
が少な
かった
為、他児
が入って
きた足音
が気にな
り扉の開
閉を繰り
返してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

トイレに
入ったの
が１人
だったの
で、クラ
スの子ど
も達の面
倒を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給食後の
清掃をし
ていた。

トイレ
に入っ
ている
時に一
人だっ
た為、
不安に
なって
しまっ
た。

日頃から不
安を持って
いる子ども
に対して、
職員が付き
添い見守る
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5665

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

21 16 5 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘　肘
頭骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

事故が起
きた時に
落ち着い
て対処が
できるよ
う研修な
どをして
正しい知
識を身に
着けてお
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

日頃から
危険な箇
所がない
かを点検
時以外に
も意識を
して確認
をするよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
園児のす
べて監視
をするこ
とは困難
なため、
日頃から
保育園で
の過ごし
方につい
ての話を
するなど
して注意
を促す。
(約束事
や注意点
など)

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児が
順番が来
てもなか
なか滑ろ
うとせず
後ろで
待ってい
た
友だちか
ら背中を
押され
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児が口
論してい
たので、
仲立ちを
して話を
着てい
た。背中
を押され
た後に事
故に気付
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

固定遊具
のそばに
つき安全
に遊べる
よう見
守ってい
た。

他のﾄﾗ
ﾌﾞﾙに対
応して
いる
時、全
体に目
が届い
ていな
かった

特定の子の
対応をして
いる時も、
子ども達全
体の遊びの
様子に目を
向ける。
死角を作ら
ず事故を未
然に防ぐ。

5666

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

24 1 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第５趾
基節骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

移動する
時は落ち
着いて歩
くように
クラス全
体で話
す。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
25 )回/年

保育室、
廊下の状
況をしっ
かり把握
し異常が
あれば改
善する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
様子に一
層の注意
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

トイレを
済ませ、
歩いてク
ラスへ
戻ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラス内
で他の児
童の対応
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当のク
ラスで保
育にあ
たってい
た。

特になし

5667

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 15 18 17 3 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

5.下肢
(足・足
指)

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１ )回/年

2.基
準配
置

本児が
登った基
礎部分が
低いこと
もあり、
怪我の恐
れがある
という意
識が薄
かった。
見守りを
しっかり
行ってい
れば怪我
につなが
る動きを
事前に制
止できた
のかもし
れない。

少しでも
怪我の恐
れがあれ
ば声かけ
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６ )回/年

本児が
登った基
礎部分が
低いこと
もあり、
怪我の恐
れがある
という意
識が薄
かった。
見守りを
しっかり
行ってい
れば怪我
につなが
る動きを
事前に制
止できた
のかもし
れない。

突起部分
に安全
テープを
巻き、子
どもたち
へ注意喚
起を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が
登った基
礎部分が
低いこと
もあり、
怪我の恐
れがある
という意
識が薄
かった。
見守りを
しっかり
行ってい
れば怪我
につなが
る動きを
事前に制
止できた
のかもし
れない。

少しでも
怪我の恐
れがあれ
ば声かけ
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
支柱の基
礎部に
登って遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

多くの園
児が一斉
に部屋へ
戻ってい
た時間帯
であり、
本児が登
ろうとし
ているの
は目に
入ってい
たが近く
の他児の
対応をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
がいたた
め、他児
への対応
を行って
いた。

本児が
登った
基礎部
分が低
いこと
もあ
り、怪
我の恐
れがあ
るとい
う意識
が薄
かっ
た。見
守りを
しっか
り行っ
ていれ
ば怪我
につな

少しでも怪
我の恐れが
あれば声か
けを行う。

5668

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 6 2 7 3 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外側靱帯
断裂（剥
離骨折）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故後、
母親から
「再度の
ケガもあ
りうる」
と医師か
ら言われ
ていた、
との事。
担任も前
回のケガ
の時、も
う少し確
認してお
くべき
だった。

ケガの後
は、再発
するおそ
れがない
かたずね
ておくべ
きだっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
点検して
おり、問
題ないと
思われ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守り体
制や見守
り方につ
いて検
討・確認
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同学年の
子どもと
２対２で
サッカー
をしてお
り、ボー
ルの所へ
子どもた
ちが集ま
り、すぐ
近くにい
た状態で
けり合
い、足に
ボールが
あたっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもた
ちのサッ
カーの声
かけをし
ながら、
見守って
いたが、
近くにい
た子ども
が虫を見
つけてい
た為、そ
の虫を見
せても
らってい
た瞬間に
事故がお
きてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の学年
の子ども
がいる所
を見守っ
ていた。

以前、
怪我を
してい
た部分
であ
り、運
動会の
練習で
負荷が
かかっ
てい
た。

保護者の方
から練習の
了承を得て
いたが、再
度ケガしや
すいとの事
までは聞い
ておらず
もっと話し
合いをする
など、慎重
になるべき
だった。

5669

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

39 27 26 6歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕(橈
骨・尺
骨)骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

初めは複
数の目で
見れる範
囲で遊ん
でいた
が、途中
で、声を
かけずに
場所を移
動してし
まったた
め、一人
で見る状
態になっ
てしまっ
たので、
必ず、声
を掛け合
うように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

くるみを
集めに行
くという
目的を話
してその
場所（園
庭の奥の
方）に
行ってお
り、対象
児は遊具
では今は
遊ばない
という約
束を守ら
ず、数名
のお友達
と一緒に
固定遊具
に登って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

くるみを
集めると
いう活動
をするた
め、対象
児に「今
は遊具で
は遊ばな
いで」と
注意はし
たもの
の、それ
を聞かず
に遊んで
いたにも
関わら
ず、遊具
の方に背
を向けて
しまって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その区域
には担当
者が一人
しかおら
ず、担当
者や対象
児を誰も
見ていな
かった。

一人で見守
る場合は、
二つの活動
をせず、一
つの活動に
制限するよ
うにする。

5670

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

38 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（左
手前腕）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

日頃から
危険な箇
所がない
かを点検
時以外に
も意識を
して確認
をし、危
険箇所が
見つかっ
た場合に
は、報
告、改善
するよう
にしてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラスの
子どもた
ち全ての
行動を、
いつ何時
でも把握
すること
は困難な
ので、日
頃からの
環境整備
だけでな
く、子ど
もたち自
身も園で
の活動時
の過ごし
方につい
て意識で
きるよう
な保育を
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で、
普段と同
じように
遊んでい
たが、目
の前で転
倒してい
る園児に
気付かず
につまず
いてバラ
ンスを崩
し、とっ
さに両手
をつくこ
とができ
ず左肘か
ら転んで
しまった
ようだ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

その時間
に5歳児
担当をし
ていた職
員は、対
象児では
ない子た
ちの方を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう1
人、その
時間に4
歳児担当
をしてい
た職員も
別の場所
で子ども
たちを見
ており、
対象児を
見ていな
かった。

普段か
ら、こ
のクラ
スの中
におい
ては、
目立つ
動きを
しない
子ども
なの
で、怪
我をす
るかも
しれな
いとい
う意識
が薄
かった
ことも
考えら
れる。

どの子で
も、どの場
面において
も怪我をす
ることが考
えられるの
で、常に何
かが起きる
かもしれな
いという意
識を持って
保育にあた
るようにす
る。できる
だけ、死角
ができるよ
うな場所か
ら子どもた
ちを見守ら
ないように
する。

5671

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

57 18 20 19 9 9 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右中指末
節骨折・
右中指骨
骨端線損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもが
初めての
ことに
チャレン
ジしよう
とする時
には、危
機回避で
きるよう
近くで見
守る

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊具の重
さも骨折
につなが
る原因だ
と考える
ので、今
後の遊具
選定に配
慮する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の重
さも骨折
につなが
る原因だ
と考える
ので、今
後の遊具
選定に配
慮する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1人で平
均台に
座ってい
たので、
手持ち無
沙汰で平
均台を動
かしてみ
ようと
思った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

泣き声に
気づい
て、子ど
もにたず
ねると指
を挟んだ
ことが分
かり、す
ぐに流水
で冷やし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
と一緒に
運動会の
全体活動
をしてい
た。

暑さ対策で
テント下で
一人で過ご
すことを認
めていた
が、もっと
近くで見学
させるべき
だっ
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5672

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

83 21 20 3歳
2.女
児

肥満気味
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果裂離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

見守り
は行っ
ていた
がけが
の際
は、目
を離し
てい
た。ま
たけが
後の様

他の園児も
いる中なの
で、けがの
際を見落と
したことも
問題だが、
その後の様
子で当該園
児の異常を
見落として
いた点は見

5673

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

4 4 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

　子ども
の行動を
把握して
いなかっ
たように
思いま
す。

　事故予
防等の事
例集を活
用したい
と思いま
す。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
その都度)
回/年

園庭の面
積と異年
齢児の行
動を考え
ず、玩具
（三輪
車）で遊
んだこと
が事故の
原因だと
思いま
す。

ヒヤリ
ハット等
を活用し
ていきた
いと思い
ます。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年齢に
よって行
動（発
達）に差
があるの
で、異年
齢児で遊
ぶ場合に
は、三輪
車等の乗
り物は控
えるよう
にした
い。

三輪車等
の乗り物
は子ども
の人数や
年齢等を
考える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
喜んで三
輪車をこ
いでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもの
遊びを見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

滑り台で
遊んでい
るこども
たちの側
で補助を
したり、
三輪車の
乗り方を
教えたり
していた

他の子
どもが
いるよ
うな場
所へ三
輪車を
移動さ
せない
ように
言葉を
かけて
おけば
よかっ
たと思

三輪車をこ
いで移動し
ている子ど
もがどのよ
うな移動を
するのかを
把握する

5674

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

95 13 15 16 17 15 19 16 15 3歳
1.男
児

食物アレル
ギー有り
(卵・魚
卵・牛乳・
くるみ）受
診継続中

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

舌の咬傷
オトガイ
部挫傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

登園時の
対応で職
員体制が
十分でな
かった。

保育士が
子どもの
行動を把
握できる
範囲で外
遊びを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

日頃から
一輪車を
押して遊
ぶのが好
きで行動
範囲が広
がってし
まった。

遊具の遊
び方、安
全確認に
ついて子
どもたち
に常に知
らせる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由遊び
で異年齢
児同時の
あそび場
になるた
め混雑す
る

未満児の
あそび場
の確保、
混雑時は
遊具、玩
具を減ら
すなど安
全面を考
慮する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

大好きな
遊具で夢
中になっ
て遊んで
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園舎にて
対象児以
外の対
応。
全体的に
子どもた
ちの動き
を見守っ
ていた。

全体的に
子どもの
動きを見
守ってい
た。

現場で
の職員
配置不
足、安
全確認
不足

職員が揃う
までは遊び
を縮小して
安全面を重
視する。

5675

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

53 6 5 1歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折
（診断名
変更）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

事故防止
マニュア
ルを周知
徹底す
る。
予想され
る危険を
察知し、
職員配置
を決め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

今後も安
全点検を
徹底し、
危険な箇
所等があ
れば至急
改善す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士の
立ち位置
なども一
部が死角
にならな
いように
配慮し、
保育の安
全面への
徹底に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもの特
性を知り、
ケガや事故
に合わない
ように細心
の注意を払
うととも
に、職員同
士の連携を
しっかりと
とってい

5676

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

20 2 2 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

創傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と
ゲーム
（追いか
けっこ）
をしてお
り前を向
いておら
ず遊具に
ぶつかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の対
応をして
いた為、
動きを見
る事が出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
みではな
く全体を
見てい
た。

職員の配置
を直し全体
が把握でき
るようにす
る。

5677

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

11 0 2 2 5歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨折・右
鎖骨部打
撲・右肩
打撲症

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

子どもた
ちの園庭
での遊び
方につい
て、危険
な行動は
なかった
か。ま
た、保育
士の見守
り体制は
整ってい
たか。

外遊びに
ついて代
表者で話
し合い職
員会議で
周知す
る。子ど
もたちに
も「安全
のはな
し」をし
園庭での
遊び方に
ついての
約束をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊具の点
検は毎月
行い、特
に問題は
なかっ
た。

事故防止
のため、
毎月、安
全点検を
徹底す
る。今回
は遊具の
不備はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午前中、
雨が降り
チェーン
が濡れて
滑りやす
かった。

子供たち
が遊ぶ前
に遊具が
濡れてい
る所や滑
りやすい
場所を点
検し水気
を拭いて
おくなど
の処置。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭に元
気に出
て、大好
きなクラ
イミング
に挑戦し
ていた
が、少し
慌てすぎ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士2
名、園庭
に出てい
たが
チェーン
付き登り
棒から離
れていた
為、子ど
もが落下
した時に
は間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもた
ちの様子
を見なが
ら、お迎
えの対応
をしてい
た。

外遊び
は子ど
もたち
も気持
ちが開
放的に
なり、
特に注
意が必
要。職
員同士
でしっ
かり連
携を取
りなが
ら、遊

子どもたち
に安全の話
をし、園庭
での遊び方
について約
束をしたり
危ない遊び
をしたら事
故につなが
ることを教
えていく。

5678

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

21 1 1 5歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第5中
足骨骨折
（剥離骨
折）

8.その
他

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故予防
マニュア
ルの作成
と事故予
防に関す
る研修の
開催

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

廊下の幅
も基準通
りであ
り、通行
の妨げに
なる障害
物等もな
く、施
設・設備
等の面で
は問題は
ないと思
料する。

引き続き
安全点検
表に基づ
く点検の
実施及び
点検の形
骸化防止
並びに点
検表の定
期的な見
直しの実
施

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

お遊戯会
を明日に
控え、園
児たちの
気持ちが
高揚して
いた

移動させ
る前に、
園児達に
声掛けし
て移動さ
せるな
ど、職員
の危機管
理につい
て再確認
させる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室
（縦割り
クラス）
内で歯磨
き等の指
導をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の受け持
ちクラス
で保育中

見守り
等の間
隙に生
起した
事故

危険見積・
事故予防の
意識の元、
職員配置及
び見守り体
制の強化等
の検討

5679

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

85 13 13 6歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

職員のヒ
ヤリはっ
とが活か
されてい
なかっ
た。

職員のヒ
ヤリはっ
とを活用
し危険個
所をわか
りやすく
示して、
保護者説
明会等で
保護者に
注意喚起
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

地面が滑
りやすく
なってい
ないか確
認ができ
ていな
かった。

園児が遊
ぶ場所に
危険なも
のがない
か清掃す
る。

7.その
他

各自の鉄
棒の握り
方や足の
かけ方な
ど遊び方
について
の把握が
不十分
だった。

園児に安
全な遊び
方を教え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康な状
態だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者に
渡した後
の降園中
の事故
で、行動
の確認が
不十分
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者に
渡した後
の降園中
の事故
で、行動
の確認が
不十分
だった。

遊具の
遊び方
につい
て、職
員が感
じる危
険度に
違いが
ある。

園児の遊具
での遊び方
について情
報共有し、
けがに繋が
る行動を確
認する。

5680

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

24 1 1 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果裂離
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

遊ぶ前の
準備運動
をして活
動にはい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
24 )回/年

保育室、
園庭の状
況をしっ
かり把握
し異常が
あれば改
善する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険な箇
所、物が
ないか確
認し、子
どもの様
子に一層
の注意を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

積極的に
鬼ごっこ
に参加し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

同じ遊び
を一緒に
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当のク
ラスで保
育にあ
たってい
た。

特になし

5681

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

95 11 16 16 17 17 18 16 14 3歳
2.女
児

突発的な行
動が見ら
れ、危険性
も高い。

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

肘関節骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

情緒不安
定になり
やすい

常に職員
が側につ
いている
ことが必
要。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

突発的な
行動をと
る時があ
る。

職員が側
で声掛け
をしなが
ら安心で
きるよう
に配慮す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

最近，自
分に目を
向けてほ
しい気持
ちでの情
緒の不安
定な部分
が見ら
れ、テン
ションが
高ぶって
しまつて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児に
声をかけ
ながら、
対象児以
外の子ど
もも見て
いた。

各クラス
で子ども
を見てい
た。

職員配
置不足

職員が不足
している時
は、作業を
縮小して対
象児は個別
に行う。

166 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5682

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

28 2 2 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
の剥離骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

研修等は
実施して
いたが、
日常と変
わらない
状況や環
境であっ
たため、
危機予測
が不十分
であっ
た。

常に危機
管理意識
をもち、
事故やケ
ガへの対
応の仕方
を職員で
共通に
し、確実
に対応で
きるよう
にしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

給食の配
膳の机が
置いてあ
り、場所
が十分確
保できて
いなかっ
た。

日頃から
十分な広
さがある
か、危険
な場所な
いか複数
の目で確
認する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

日頃の環
境や保育
内容と変
わりない
状況であ
り、子ど
もにも目
立った行
動はな
かったた
め、特に
ケガが起
こること
を意識し
ていな
かった。

職員同士
で常に声
をかけあ
い、危険
が予測さ
れる園児
は近くで
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

その前に
遊戯室で
体を動か
して遊ん
でいたた
め、本児
自身の注
意力が欠
けてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員は近
くに配置
してい
た。本児
が特に動
き回って
いたわけ
ではな
く、不意
に起こっ
た事故で
あったた
め、本児
が保育者
に伝えた
ことで気
付いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給食の配
膳の準備
をしてい
たため、
クラス全
体を見
守ってい
た。

部屋で
は落ち
着いて
過ごす
等の指
導が不
十分で
あっ
た。

危機管理意
識を常に持
ち、日常の
些細な動き
や行動で
も、時には
事故やケガ
につながる
ことを常に
念頭にお
く。

5683

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

17 17 2 5歳
1.男
児

無し
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右母趾基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(６)回程
度/年

2.基
準配
置

本児がリ
レーごっ
こで走っ
ているこ
とは把握
してい
た。しか
し、本児
の走りで
負けたく
ない気持
ちが優先
してし
まった事
が事故発
生の要因
のひとつ
であると
考えられ
る。

準備体操
や日頃の
身体づく
りに配慮
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

カーブを
走ってい
たため、
足指をく
じいた状
態になっ
た。

体育館で
の運動会
を想定し
ての保育
室内での
リレー
ごっこ
だった。
広さに配
慮が足り
なかっ
た。走る
距離、
コースの
幅などに
配慮す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

準備体操
や日頃の
身体づく
りに配慮
する。

走る広さ
の確保に
配慮す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

勝負がか
かると気
持ちの高
ぶりが抑
えられな
い時もあ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

リレー
ごっこを
応援して
いたが、
足指をぐ
ねった様
子を見つ
ける事が
出来な
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任と同
じように
リレー
ごっこを
応援して
いたが、
足指をぐ
ねった様
子を見つ
ける事が
出来な
かった。

足指付
け根の
損傷
だった
ので、
本児も
痛さが
わかり
にく
かっ
た。保
育士も
転倒と
かでは
なかっ
たので
リレー
直後に
すぐ気
づけな

保育士間で
連携をと
り、些細な
事も見過ご
すことがな
いようにす
る。

5684

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児

5 5 5 5歳
2.女
児

無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈尺骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３～４)
回/年

1.基
準以
上配
置

無し

事故発生
の防止マ
ニュアル
につい
て、職員
間で再度
共通理解
を図る。

2.不定期
に実施

実施頻度
随時

2.不定期
に実施

実施頻度
(１～２)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
随時

無し 無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

無し

予測され
る危険に
ついて、
更に確認
し、職員
全員で把
握するこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当日、健
康状態良
好で登園
し、現地
では遊具
で活発に
遊び、事
故発生時
まで普段
と変わら
ない様子
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

運動面に
課題のあ
る子の様
子を見守
りと全体
を巡回し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもた
ちの様子
を巡回し
ながら見
守りをす
る職員
と、危険
個所の見
守りをす
る職員に
わかれて
いた。

予測し
ていた
危険箇
所以外
の箇所
には職
員の配
置がで
きてい
なかっ
た。

危険箇所を
しっかりと
予測し、危
険箇所以上
の職員配置
となるよう
に遊具の使
用について
検討をす
る。

5685

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

6.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃)

2.施設内
(室外・
園庭等)

7.異年齢
構成

20 1 1 3 3 7 5 8 8 5歳
1.男
児

7.登園・
降園中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指)

右上腕骨
顆上骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

事故原因
を分析
し、職員
間で共通
理解する
ことで、
同様の事
故が起こ
らないよ
う危機管
理意識を
高める

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

飛び出し
防止のた
めのロー
プでは
あった
が、子ど
もが跳び
越えたく
なるよう
な高さや
幅のロー
プであっ
たことか
ら、そう
いうこと
も想定し
て安全点
検を行っ
ていく。
ロープの
間にさら
にコーン
を置く。

7.その
他

保護者へ
時間帯や
状況に
よって起
こりうる
怪我など
について
啓発する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者と
保育者が
ホールで
話してい
る間に、
先に靴を
履き駐車
場前で
待ってお
り、その
際、ロー
プを跳び
越えたら
出来たこ
とから、
保護者に
も見ても
らおうと
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

靴を履い
て出たこ
とはわ
かってい
たが、日
頃の本児
の様子か
ら駐車場
に勝手に
行くこと
は考えら
れなかっ
たため、
保護者と
話してい
た。
（ロープ
を跳んで
いたこと
には気づ
いていな
かった）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

夕方の時
間で園舎
内に全員
入ってい
て、保護
者がお迎
えに来て
いる園児
であり、
園舎から
出ていた
ため、見
ていな
かった。

保護者
と保育
者が話
してい
る間
に、挑
戦して
出来た
ことを
保護者
に見て
もらお
うとし
て事故
になっ
た

保護者対応
する時には
子どもの動
きを保育者
も保護者も
把握するこ
と、また、
時間を要す
る時には、
子どもの保
育を継続す
る上で話を
することを
徹底する

5686

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
2.施設内
(室外・
園庭等)

7.異年齢
構成

48 4 14 11 19 14 14 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

　今年度
危機管理
マニュア
ルが改訂
されたの
で、内容
を再度職
員全体に
周知する

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

引き続き
遊具の安
全点検を
行ってい
き、落下
事故が予
測される
ところに
はマット
等で保護
できるよ
うにする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険と感
じたとき
にはすぐ
に対応で
きるよ
う、保育
者間で声
を掛け合
い動いて
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭に出
ることを
喜び、３
歳児の兄
を見つけ
て同様の
あそびを
楽しみ、
ブロック
ジャング
ルジムに
登ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
ジャング
ルブロッ
クに座っ
ているこ
とに気づ
き、すぐ
に近寄っ
たが、そ
の足元で
他児がこ
けたこと
に対応し
た瞬間に
対象児が
落下し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児の
側を通っ
た他クラ
スの職員
が「危な
いよ」と
声をか
け、担任
に告げ
る。他に
も２歳児
クラスの
職員が少
し離れた
ところに
いた。

担任以外で
も「危な
い」と気づ
いたときに
は、躊躇せ
ず行動に移
すようにす
る

5687

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 9 7 4 0 2 2 6歳
1.男
児

本児は足も
速く運動に
自信を持っ
ていたが、
遊具の遊び
方が間違っ
ていた。こ
の日は雨上
がりで遊具
が濡れてい
たことも事
故発生の要
因かもしれ
ない。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

対象児が
年長だっ
たことも
あり、職
員の危険
要素の認
識が甘
かった。

遊具の使
い方を職
員で確認
し、子ど
も達への
説明方法
を周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
350　)回/
年

雨あがり
で遊具が
濡れてい
た。遊具
の遊び方
が間違っ
ていた。

遊具が濡
れている
時は拭
く。水分
がぬぐい
取れない
時は遊具
を使わな
い遊びを
する。
遊具の正
しい遊び
方を園児
に伝え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児の受
け入れ、
保護者へ
の対応に
手を取ら
れた時間
があっ
た。

他の職員
の位置も
確認し、
声を掛け
合い、行
き届く見
守りをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
健康状態
は良かっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

以前より
健康観察
が必要と
され、登
園の受け
入れにも
対応して
いたの
で、遊ん
でいる園
児の十分
な観察が
できてい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児の
姿は見て
いたが、
他児の遊
びの対応
をしてい
た。

特にな
し

園児に普段
から遊ぶ時
の注意、遊
具の使い方
を話す。職
員間で立ち
位置など連
携をとって
見守る

5688

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

10 4 4 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２４　)回
/年

1.基
準以
上配
置

保育室で
は走らな
い事を子
ども達に
伝える事
を確認し
あう。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

次の活動
に移る前
に歩いて
移動する
ことを伝
えてから
行動す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

次の活動
に移る際
全員一度
に呼んで
しまっ
た。

全員一度
に呼ぶの
ではな
く、1～
２名づつ
呼び歩い
て移動す
るように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

朝の会で
気持ちが
いつもよ
り高ぶっ
ていて、
次の場所
への移動
時まっす
ぐ進まず
走りなが
ら遠回り
し転んで
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走りだし
たので、
止めよう
としたが
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ＣＤラジ
カセの準
備・他児
への対応
をしてい
た。

全員を
見渡せ
た保育
士が1名
しかい
なかっ
た。走
り出す
かもと
予測は
してい
たが、
声掛け
が間に
合わな

準備をしな
がらも子ど
も達に背を
向けないよ
うにする。
全員一度に
呼ぶのでは
なく、1～２
名づつ呼び
歩いて移動
するように
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5689

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

7 2 2 2歳
1.男
児

発達に緩や
かさがみら
れ表出言語
は少ない
が、言語理
解はある。
ただ、声か
けに伴った
行動が状況
によりでき
る時とでき
ない時があ
り、配慮が
必要な場合
がある。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
４ )回/年

1.基
準以
上配
置

公園利用
時の安全
確認につ
いて職員
の意識と
対策が不
十分だっ
た。

園外保育
時の職員
の動きに
ついて再
確認し、
全体に周
知してい
く。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

目的地は
普段から
よく利用
している
公園だっ
たが、行
き慣れた
場所とい
うことも
あり、危
険意識が
不十分
だった。
遊具自体
に不具合
はなかっ
た。

園外での
活動は特
に緊張感
を持って
把握に努
めてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具使用
時には注
意が必要
だったが
目を離し
てしまっ
た。

遊具使用
時には正
しい使い
方を知ら
せ、危険
な行為が
ないよ
う、繰り
返し声を
かけてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に普段
と変わり
はなかっ
た。4人
程すべり
台で遊ん
でおり、
上から滑
る事を楽
しんでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

  すべり
台南側に
1名つい
ていたが
対象児が
滑ってく
る際は他
の場所で
あった子
ども同士
のトラブ
ルに視線
がいって
しまい、
見届けが
不十分
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

  他の場
所での子
ども同士
のトラブ
ルの対応
をしてい
た。遊具
に対して
は背を向
けていた
ため、見
届けが不
十分だっ
た。

遊具を
使用す
る際の
職員の
動きや
配慮点
が確認
不足
だっ
た。

遊具を使用
する際は子
どもから目
を離さな
い。全体が
見えるよう
に職員の配
置位置を連
携をとりな
がらその都
度確認して
いく。

5690

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

21 5 5 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯2本
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

2.基
準配
置

２人の子
どもが手
を繋いで
飛び跳ね
ていた為
静止し子
どもの動
きが止
まったの
を確認し
た。大丈
夫と判断
し２m先
の帽子を
取りに
行った直
後に子ど
もが動き
出し転倒
に繋がっ
た。

保育士が
もう１人
来るまで
その場を
離れない
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
250　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
250　)回/
年

木製のテ
ラスから
出て地面
が固い外
であっ
た。本児
は日常か
ら小走り
で移動す
る事が多
く体が追
い付かず
転倒しや
すい。ま
た手も着
きにく
い。前歯
が突出し
ており口
が常に開
いている
状態であ
る。

本児以外
にも個別
に関わり
が必要な
状況があ
る。子ど
もの特性
やその日
の情緒的
な面を理
解し情報
共有す
る。また
声を掛け
合い場面
に適した
対応をす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

他児と手
を繋ぎ回
り始めた
時に何ら
かの原因
でバラン
スを崩し
転倒して
しまっ
た。

自分の持
ち場を離
れる時は
近くの保
育士に声
をかけ見
守るよう
お願いす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

  テラス
前で靴を
履き終わ
り立って
他児を
待ってい
た。散歩
に出かけ
るのに初
めて１番
に慣れた
為嬉しく
興奮ぎみ
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

  ２人が
靴を履い
たのを確
認した。
その場で
跳ねてい
た２人の
頭を撫で
ながら落
ち着こう
ねと促し
「うん」
と返事が
あったの
で、２ｍ
先の帽子
入れから
帽子を取
ろうと目
を離し
た。２人
が回り始
めて転ん
だ為すぐ
に本児を
抱き上げ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

  他の４
名は排泄
中の児、
水道付近
の手洗い
の児の見
守り、保
育室とテ
ラスの境
で外に行
く児の促
し、テラ
スで１名
の児靴を
履かせて
いた。

跳ねて
いた為
「落ち
着い
て」と
声をか
けたら
「う
ん」と
返事が
あった
ので大
丈夫と
判断し
てし
まっ
た。

落ち着いて
座って待つ
所まで確認
する。持ち
場を離れる
際は他の保
育士に声を
かける。

5691

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 19 20 21 8 8 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

亀裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

日頃より
危険予知
を意識し
た保育を
心掛けて
いる為、
職員配置
も配慮し
ていた
が、事故
は起き
た。

今後も子
どもの様
子・姿を
きちんと
把握し、
更に注意
を向けた
対応が必
要。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

使用した
縄は以前
より使用
してきた
（太さも
程よい）
ものだ
が、縄の
太さの改
善も必
要。

足をすく
われたと
いう点か
ら考え、
もう少し
細いもの
があれ
ば、その
方がよい
と思われ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会に
向けて、
日々頑張
ろうとす
る姿が見
られる一
方で、疲
れもたま
り、身体
に負担も
かかりや
すいこと
を考慮
し、子ど
もの様子
を把握す
る必要が
あったと
思われ
る。

常に行っ
ているこ
とではあ
るが、子
どもの様
子や動き
に注意を
向け、事
故を未然
に防げる
よう対応
をしてい
きたい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

跳び箱、
鉄棒、登
り棒、長
縄跳びの
順でサー
キットを
行ってい
る時、最
後の長縄
跳びのと
ころで事
故が起き
た

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

長縄跳び
をいつも
の調子で
行う。ま
た、長縄
を回す時
には、そ
の子のタ
イミング
を見なが
ら行う。
長縄に足
がひっか
かり転倒
した時
は、子ど
もの様子
を確認し
対応をし
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職員はそ
れぞれの
場所で自
分の担当
の動きを
行う中
で、主担
当の職員
は全体を
見ながら
保育を
行ってい
た

普段の
保育の
中で
は、担
任が一
人ひと
りのタ
イミン
グやリ
ズムに
合わせ
て長縄
跳びの
練習を
してき
たが、
運動会
に向
け、別
の職員
を配置
（練習

子どものタ
イミングに
合わせ、長
縄跳びが跳
べるよう
に、練習と
本番では同
じ職員が対
応できるよ
う職員配置
を行ってい
た。今後も
できる範囲
でそのよう
に対応をし
ていきた
い。

5692

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

16 3 3 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故防止
ガイドラ
インの見
直しや、
今回の事
故を含め
具体的な
事例につ
いての学
習を取り
入れる
等、事故
防止・対
応に関す
る研修を
充実させ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

斜面は幼
児でも容
易に登り
降りがで
きる程度
のもの
で、つま
ずきやす
い物や特
に滑りや
すい部分
もなかっ
たため、
現状以上
の改善は
難しい。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

数日ぶり
にゆっく
り外遊び
をする機
会となっ
たので、
園児達が
やや興奮
した雰囲
気になっ
ていた。

園児の状
況を見
て、落ち
着かない
時には適
宜声をか
け、注意
を促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は他
児と一緒
に走り
回っては
いたが、
元来穏や
かな性格
で、いつ
もより興
奮した様
子になる
ことはな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

複数の園
児が園庭
内を動き
回って遊
んでいた
ため、他
の職員と
見守る場
所を分担
し、自分
の分担場
所全体を
見渡せる
位置から
園児達の
動きを見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者同
士の動き
は把握し
ていた
が、それ
ぞれの位
置で見守
りを行っ
ていたた
め、本児
の転倒し
た箇所は
見ていな
かった。

特にな
し

職員の人数
や見守りの
態勢につい
て現状以上
の改善は難
しい。

5693

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

22 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左脛骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

2.基
準配
置

早番と時
短勤務者
の為保育
士1名が
16時から
保育を交
代してい
る時間帯
だった。

大型遊具
から砂場
へ移動す
る時には
他の保育
士に声を
かけ場所
に付く等
子どもを
見守る目
を増や
す。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
250　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
250　)回/
年

大型遊具
と花壇の
間は狭く
段差もあ
り、注意
を払い歩
行するべ
き個所で
あった。

幅の狭い
所では体
をぶつけ
やすい事
と、走り
ぬける行
為は危険
である事
を日頃か
ら子供と
考えてい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

片づけ最
中に本児
とKが追
いかけ合
い、勢い
のあまり
の転倒
だった

大型遊具
付近では
日頃から
走らない
ように注
意する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

砂場の玩
具の片づ
け最中、
2人が追
いかけ
合ってし
まった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　砂場に
いた全体
の子を見
ており2
人が砂場
から大型
遊具の方
へ走って
行くのを
確認し注
意を促
す。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場にい
た子ども
達と玩具
の片づけ
をしてい
た

本児の
動きを
把握し
危険な
行動を
制し転
倒につ
ながら
ないよ
う声を
かける
等配慮

保育は予想
しないこと
が起こるこ
とを想定し
安全に過ご
す為に環境
を見なおす

5694

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 4 3 3 2 2 2 26 21 4歳
1.男
児

晴天時、本
児は、健康
状態良好で
園庭で遊
ぶ。
平均的体
型。運動能
力は低めで
ある。

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2)回/年

2.基
準配
置

朝夕安全
点検で見
まわりを
してきた
が、大雨
により土
砂が流
れ、水栓
が隆起し
ているこ
とにに気
づかな
かった。

日々の安
全点検の
際、朝礼
にて安全
に対する
気づきの
申し送り
をする。
特に、台
風や荒天
後の園庭
の安全確
認につい
ては、水
栓がむき
出しと
なってい
ないかな
どの点検
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
365　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
365　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

プールが
設置され
ている時
期は、安
全の確保
をして遊
び場の範
囲、動き
を限定す
る。

土より出
てしまっ
た水栓に
固まる土
を付けて
段差を無
くす。軒
下のコン
クリート
に人工芝
をかけて
コンク
リート面
を無く
す。（当
日改善
済）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

集団遊び
の関り
は、範囲
を限定し
て狭い場
所には行
かないよ
うに保育
士が見守
る。

狭く、危
険を感じ
る場所を
無くすよ
う、プー
ルの設置
場所を変
更する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本児は、
個性が強
く友達と
の関わり
が乏し
かった
が、４歳
児男児の
仲が深ま
り、集団
遊びを進
んでする
様になっ
てきた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が積
極的に友
達と関り
を持ち、
集団遊び
に関わっ
ていたの
で、保育
士が仲立
ちをし
て、共に
関り遊び
を楽しま
せる様、
配慮とし
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

クラス担
任は、ク
ラスの児
の人数確
認をしな
がら遊び
を見守
る。

登園
後、気
分転換
を兼ね
て戸外
遊びを
させて
いた
が、走
る行為
に注意
を払い
安全を
確保し
て対応
する。

園舎側の狭
い範囲の立
ち入りは慎
重に行動さ
せる様、指
導をする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5695

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

26 3 3 6歳
1.男
児

特になし 8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷　歯
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

廊下は歩
く、部屋
からの出
入りは十
分確認す
るなど約
束事につ
いて再度
職員で確
認する。
本児は言
葉での理
解が難し
い子なの
で、絵や
マーク等
視覚で訴
えるよう
な働きか
けをして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

スペース
があると
走る等衝
動的な行
動をする
子であっ
た。

止まる意
識がもて
るよう足
形マーク
やストッ
プマーク
など視覚
的な表示
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人の動き
がある出
入口付近
でフッ素
の用意を
してい
た。出入
口の近く
に机が
あった。
片付けや
フッ素の
準備など
子どもの
動きが多
かった。

子どもの
行き来の
多いス
ペース
は、躓き
やすい物
はよけ
る、机の
配置を考
える等安
全配慮を
十分に行
う。フッ
素は子ど
もがとり
に行くの
ではなく
保育士が
分けるよ
う改善す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　廊下の
スペース
で遊んで
いて、室
内に入る
ところ
だった。
日頃よく
走り、転
んだりぶ
つかった
り配慮の
必要な子
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

フッ素の
準備をし
ていたた
め、本児
の動きに
は注目し
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

片付けを
している
子の様子
を見守っ
たり、給
食の片付
けのため
配膳室に
行ったり
してい
た。

担任の
保育士
が室内
や別の
場所に
いて、
廊下に
いた本
児の動
きには
注目し
ていな
かっ
た。

子どもの動
きに応じ保
育士の立ち
位置を考え
ていく。予
想される子
どもの範囲
を広げ、咄
嗟のことに
も対応でき
るように心
構えをする
こと職員に
伝えた。

5696

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

1.0歳児
クラス

7 4 4 1歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
13　)回/
年

1.基
準以
上配
置

子どもか
ら離れる
時に周り
の職員に
声を掛
け、しっ
かり確認
をしな
かった。

他の保育
士に声を
掛け確認
をするよ
う、共通
理解をし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日朝
夕)回/年

特にあり
ません

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭に置
かれてい
たベンチ
に本児
は、つか
まり立ち
をした所
まで見
守ってい
たが、他
児が滑り
台で遊び
始めたた
め、そち
らに移動
してし
まった。

歩き始め
の子ども
が使用し
ている時
は、いろ
いろ想定
をし、保
育士は傍
につき、
子どもの
居場所、
行動を保
育士間で
伝え合っ
て共有す
る。怪我
の要因を
現場検証
し再度保
育士間で
話し合
い、危険
がないか
を確かめ
なおす。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

歩き始め
で、歩行
がしっか
りしてお
らず、ベ
ンチでつ
かまり立
ちをして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児が滑
り台に移
動したた
め、そち
らに気を
取られて
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児がベ
ンチにい
たこと
は、確認
していた
が、他児
が遊ぶ様
子をみて
いたた
め、途中
から目を
離してい
た。

本児が
戸外に
出た
際、保
育士が
途中離
れる時
に、近
くの保
育士に
声を掛
け、確
認を
しっか
りでき
なかっ
た。子
どもが
ベンチ
から手
を滑ら
せるこ
とを保
育士
が、想

戸外での活
動中、子ど
もの傍を離
れる時は、
周りにいる
保育士に伝
え、代わり
に見てもら
うようにす
る。保育士
間で事故内
容を確認
し、事故再
発のないよ
うに話し合
う。

5697

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

26 26 2 2 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右母指基
節骨不全
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

夏のプー
ル活動か
ら運動器
具を用い
る活動に
移行して
いく時期
であり、
まだ子ど
もも体が
慣れてい
ない。

マニュア
ルにも季
節の変わ
り目で活
動内容が
変化して
いく時期
には、よ
り注意を
払うよ
う、記
載。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

跳び箱の
設置状
況。

危険のな
いよう
な、子ど
も全体が
見渡せる
位置で運
動器具を
設置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動前の
準備運動
が足りな
かった可
能性があ
る。

活動前に
は十分に
準備運動
を行うな
ど、体を
ほぐして
から行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

バランス
を崩すこ
とはな
く、安定
して手を
ついて跳
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険時に
はすぐに
補助でき
るよう、
跳び箱の
前で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

半分の児
は跳び
箱、残り
の半分は
鉄棒を
行ってい
たため、
もう一人
の職員は
鉄棒の近
くで見守
りをして
いた。

遊具の
危険性
を保育
者が十
分に把
握しき
れてい
なかっ
た可能
性があ
る。

跳び箱など
遊具を使う
際には、そ
の危険性を
保育者が把
握し補助等
の仕方を理
解した上で
行う。また
使用前に前
段階の動き
を十分に経
験し、注意
点を子ども

5698

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 3 10 9 8 11 4 6 6 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕上腕
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
12)回/年

基準
配置

職員によ
る安全配
慮の欠
如。

同様の事
故再発防
止に向け
て研修等
で危機意
識醸成を
図る。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

特にな
し。

屋外も含
めた施設
全体の点
検を定期
的に実施
してい
く。

集団活
動中・
見守り
あり

特にな
し。

集団活動
中の見守
り体制を
強化して
いく。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

当日朝、
クラスの
友達がい
つもより
早く登園
したこと
に高揚。
ここから
日中ずっ
と高揚し
たままで
あった。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

目の届く
範囲で保
育に従
事。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

目の届く
範囲で保
育に従事
していた
が見逃し
た。

特にな
し。

集団活動中
の見守り体
制を強化し
ていく。

5699

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

85 2 7 14 16 18 23 0 13 13 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
の骨が折
れている

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

事例検討
が生かさ
れていな
い。

検討内容
の充実を
図る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

遊べるス
ペースは
確保され
ている。
落ち着い
て遊ぶこ
とが出来
る気持ち
作り。

興味を
持って遊
び込める
玩具の提
供、玩具
の使い方
の確認。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

上靴を脱
いで靴下
での遊び
であった
ため、
滑った。

どんな遊
びをして
いるか目
を配り、
安全に遊
べるよう
に促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
元気な様
子で登
園。変わ
りなく過
ごせる

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

対象児か
ら少し離
れてい
た。遊ん
でいた様
子は見て
いたが、
転んだ瞬
間は見て
いなかっ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　職員同
士間隔を
空け、他
児と遊ん
でいた。
対象児が
転んだと
ころを見
ていたと
いう職員
がいな
かった

職員の
位置、
目配
り。

他の職員の
動きを見
る。声を掛
けあいなが
ら全体を把
握する。

5700

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

25 0 0 0 0 0 0 3 3 4歳
2.女
児

特になし 8.その他
1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１０)回/
年

2.基
準配
置

特になし

噛みつき
や怪我が
あった場
合、保護
者への報
告をす
る。全保
育士への
周知、主
担任が集
まり報
告、予防
策につい
て話し合
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４０　)
回/年

今回の事
故との関
連はない
が、年齢
に合った
遊具や玩
具等での
遊びであ
るよう注
意する。

今回の事
故との関
連はない
が、老朽
化してい
るものは
破棄し、
安全面を
重視して
いるもの
を置く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

突発的な
子どもの
動きに、
ある程度
予測が必
要。

広い園庭
ではない
が、他の
遊びの園
児との接
触を減ら
すため
に、集団
遊びを行
う範囲を
決める。
ぶつから
ないよう
園児にも
注意を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変わ
りありま
せん

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ぶつかる
予測が出
来なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で
は、立ち
位置の間
隔を気を
付けてい
る。

突発的
な子ど
もの動
きに、
ある程
度予測
が必
要。

広い園庭で
はないが、
他の遊びの
園児との接
触を減らす
ために、集
団遊びを行
う範囲を決
める。ぶつ
からないよ
う園児にも
注意を促
す。

5701

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

不明 不明 6歳
2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年　以上

2.基
準配
置

保護者へ
安全面に
対する周
知徹底さ
れていな
い

保護者へ
安全面に
対する周
知を行う

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

園庭が暗
くなるた
め、見に
くい

引き続
き、点検
を実施
し、不具
合ヵ所の
把握、修
繕を実施
する

7.その
他

引き渡し
後の子ど
もの様子
を把握で
きていな
かった

引き渡し
後に遊ん
でいる子
がいたら
注意し、
降園を促
す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者へ
引き渡し
後だった
ため、引
き渡し前
の園児を
見ており
本児の動
きを見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同上

降園後
は、遊
ばずに
帰るこ
とを子
どもや
保護者
に周知
徹底さ
れてい
ない

降園後は、
遊ばずに帰
ることを子
どもや保護
者に引き続
き周知徹底
する
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死亡
0
歳
1
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歳
3
歳
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歳
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歳
以
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5702

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

12 3 3 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯牙脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

椅子や
テーブル
が出てい
る室内を
走った。

職員が、
子どもが
走って危
ない環境
の時は、
走らない
ように声
をかけ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用する
時等）

ぶつかっ
て怪我を
すること
が想定さ
れる状況
なら、子
どもの動
きをかえ
るか、物
を移動さ
せるかす
る。

7.その
他

おやつ後
で、テー
ブルと椅
子が出た
ままに
なってい
たので、
椅子を端
に寄せる
等してい
なかっ
た。

早めに椅
子を端に
寄せた
り、室外
へ出す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

トイレに
行った
後、椅子
のあった
方に走っ
て行って
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

テーブル
付きの椅
子に座っ
ている子
を、椅子
から降ろ
そうとし
ていた。
その椅子
の脚に本
児が引っ
掛かっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2人の保
育士は、
トイレに
行った子
ども達の
おむつ交
換をして
いた。

おやつ
後の机
の片づ
けやお
むつ替
えで子
どもの
動きを
しっか
り把握
できて
いな
かっ
た。

おむつ替え
や片づけを
していて
も、子ども
の動きを把
握する。ま
た、職員は
役割分担を
して子ども
に読み聞か
せをしたり
手遊びをし
たりして、
走り回って
事故になる

5703

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

12 4 4 1歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

なし

事故発生
時の経緯
と事故後
の対応の
共有、危
険予測の
意識向上

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３１)回/
年

なし

職員間で
危険予測
を共有
し、園内
外の環境
を定期的
に見直
す。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

なし

室内では
走らない
よう指導
する。
使ってい
ない玩具
を速やか
に片付け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

異常なし

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
近くには
いたが、
他児と関
わってお
り、音楽
を掛ける
ために本
児に背を
向ける態
勢となっ
てしま
い、目を
離してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の場所で
子どもの
様子を見
ていたた
め、事故
の様子は
見ていな
かった。

なし

子どもの動
きに合わせ
ながら、全
体の様子が
把握できる
ように職員
を配置す
る。

5704

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

15 2 2 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

2.基
準配
置

ホールの
半分を間
仕切りし
て遅番保
育のス
ペースと
していた
が、保育
士の声掛
けの合間
に出てし
まった。

未満児が
以上児と
合同する
時間帯
だったの
で、未満
児を見る
担当者を
明確に
し、出て
いかない
ように周
知し徹底
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

ブランコ
周りにす
ぐ近くを
通らない
ようプラ
ンターを
設置して
いるが、
抑止力に
ならな
かった。

ブランコ
の前で
いったん
立ち止ま
れるよう
に、プラ
ンターを
少し高い
ものに変
えるなど
の配慮を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

4つのブ
ランコに
対して4
名以上が
「だれよ
りも先に
という思
いで走っ
ていっ
た。

危険に至
る可能性
がある行
動をとっ
た時に
は、子供
と一緒に
どうする
とよかっ
たか考え
る機会を
設ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り喜んで
戸外へ出
て行っ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全員が靴
を履いた
ことを確
認し、
個々に好
きな遊び
に向かう
姿を全体
が見える
場所で見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

1クラス
のみ出て
いた。

保育士
が複数
いたら
危険を
察知
し、ブ
ランコ
に向
かって
走って
いる複
数人の
子供を
止める

2クラスまた
は2名以上の
職員が出る
ようにす
る。

5705

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 7 10 9 2 2 5歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし
より目配
りをする

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1～2)回/
週

園庭は
11/7
（土）に
有志保護
者の方に
より、園
庭整備を
したばか
りであっ
た。園庭
には玩具
なども落
ちていな
い環境
だった。

園庭の整
備はされ
ており、
鬼ごっこ
の最中の
個別の転
倒への対
処は難し
いと思わ
れる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭にて
本児は焼
き芋を食
べ終わ
り、同年
齢（年長
児）の友
達2名
と、保育
士体験に
来ていた
別園児の
母と氷鬼
をしてい
た。鬼に
追われ、
園庭の木
を回り込
もうとし
て足をひ
ねるよう
な形で転
倒した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当日は焼
き芋を園
庭の隅で
行なって
いたた
め、芋を
焼いてい
る所や、
焼きあ
がった芋
を食べて
いる子を
中心に見
ていた
為、保育
士体験の
保護者の
方と遊ん
でいた本
児の転倒
の瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１・２歳
児クラス
も園庭で
遊んでお
り、１・
２歳児ク
ラスの担
任が園庭
の園児全
体を見て
いたが当
該園児は
見ていな
かった。

火を
使って
焼き芋
を焼い
ていた
為、園
児が近
づかな
いよう
に職員
の注意
がそち
らに向
きがち
であっ
たと思
われ
る。

基準以上の
職員配置は
されていた
が、焼き芋
で火を使っ
ていたた
め、職員の
目もそちら
に注意が向
いていたと
思われるの
で、職員間
でコミュニ
ケーション
を取り合
い、園児全
体を見るよ
うにするよ
うにしてい
く。

5706

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

61 20 19 22 4 4 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左撓骨近
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

普段使用
していな
い公園の
鉄棒だっ
たので、
使用を可
にするか
検討すべ
きだっ
た。

園の鉄棒
の下には
マットを
敷くよう
にした。

1.定期的
に実施

実施頻度(
297　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
297　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
297　)回/
年

今回の事
故に関し
て、施
設、設備
は全く影
響してい
ない。

再発防止
の検討は
必要な
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

慣れない
鉄棒なの
で、使用
不可とす
るか、
個々に付
き添って
補助する
必要が
あった。

園外の遊
具は、使
用可にす
るものを
検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

公園の鉄
棒で前回
りをやっ
ていた。
手を離し
てしまい
落ちる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒を数
人の子が
やってい
て見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

公園には
4名の職
員がそれ
ぞれの箇
所をみて
いた。

異年齢
で遊ん
でいた
ので、3
歳児の
鉄棒使
用を検
討すべ
きだっ
た。

園内の鉄棒
を使用する
時にも、保
育者が居る
ときでない
と使用して
はいけない
ことを伝え
る。

5707

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

21 0 0 0 0 0 0 0 1 1 5歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

モンテジ
ア脱臼骨
折(左肘
脱臼・左
尺骨骨
折)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

常に子ど
もの動き
に注意
し、安全
に遊べる
よう伝え
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/月

安全な場
所である
からと過
信せず、
常に子ど
もの動き
に気を配
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午睡のな
い日で、
午後から
自由に遊
べること
で子ども
達の気分
が高揚し
ていた。

約束を十
分に伝
え、安全
に遊べる
よう意識
をさせて
おく必要
があっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
やや落ち
着きに欠
ける面が
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもが落
ち着いて遊
べるよう十
分に配慮す
る。

5708

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

19 2 2 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故に対
する危機
意識が低
い

事故予防
に対する
研修を重
ね、事故
に対する
危機意識
を高める
必要があ
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

跳び箱、
飛び板、
マットと
も正常に
配置し、
ぐらつき
もなかっ
た。

引き続き
使用前に
は遊具の
配置状
況、ぐら
つきの確
認などを
徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会が
近づき、
友だちが
跳べるよ
うになっ
て自分も
跳びたい
という気
持ちが強
く、気持
ちが先行
してし
まった。

個々のレ
ベルを見
極めて指
導・補助
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
３段が飛
べるよう
になり嬉
しそうに
して、４
段にも挑
戦しよう
とした。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱4
段の横で
跳んでく
る園児の
見守り、
補助を
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

跳び箱3
段の横で
跳んでく
る園児の
見守り、
補助を
行ってい
た。

３段が
飛べる
ように
なり、
４段も1
回跳べ
てうれ
しくな
り、は
りきっ
て跳ん
だが勢
い余っ

うまく跳べ
るように
なった子で
も手が滑る
など事故に
つながるの
で、事故が
起きること
を予測しな
がら一人一
人に応じた
補助をして
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5709

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

30 5 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
の脱臼
歯槽骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
4　)回/年

2.基
準配
置

普段での
室内あそ
びとは違
い、サー
キット遊
びをする
ときは障
害物の間
にもう一
人職員を
配置し安
全面に配
慮するこ
と。

1.定期的
に実施

実施頻度
（１２）
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

用具の選
定（箱椅
子、長椅
子等）が
不十分
だった。

用具の高
低差、傾
斜等、障
害物を使
う際、発
達の緩や
かな子へ
合わせて
設定した
り、障害
物に使う
物の素
材、高さ
などにも
十分注意
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

歩行が
しっかり
し、走
る、跳ぶ
等、運動
面が発達
してきて
少し難し
いかなと
思うこと
にも挑戦
する姿が
出てき
た。でき
た時の喜
びも大き
く何回も
挑戦して
いた。

障害物や
高低差、
傾斜のあ
るものを
用いて
サーキッ
ト遊びを
するとき
は職員の
配置場所
やその年
齢にあっ
た遊び方
であるか
どうか等
職員間で
再検討し
障害物は
転んでぶ
つけたと
しての大
きな事故
につなが
らないよ
う、ソフ
ト積み木
等用いる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当日は雨
ふりで外
で体を
使った遊
びの発散
ができな
いため、
室内で体
を使った
あそびを
取り入れ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当者
は、サー
キット遊
びの傾斜
をつけた
箇所につ
いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人は
サーキッ
ト遊びに
一人ずつ
スタート
させるた
め、並ば
せてい
た。もう
一人は
サーキッ
ト以外の
遊びをし
ていた子
について
いた。

限られた人
数での中で
サーキット
遊びをする
際は、職員
がつける箇
所にだけ障
害物を置
く。その上
で障害物を
置く場合は
転倒しても
大きな事故
につながら
ないような
柔らかい素
材のものを
使用する
か、主任な
どその時間
だけ応援に
来てもらう
ようにす
る。

5710

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

14 4 3 7 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

実施頻度(
３ )回/年

子どもの
動き、あ
そび方に
合わせた
配置をす
る

実施頻度(
１２ 　)
回/年

実施頻度(
１２ 　)
回/年

実施頻度
(常時)回/
年

踏ん張れ
る力をつ
けたり、
坂でのあ
そびに慣
れていけ
るように
する

子どもの
様子をみ
ながら坂
か平面を
選ぶよう
にする

坂を走
り、往復
する

ぶつかっ
たり、糸
がからま
らないよ
う全体を
見る

からまっ
た糸をほ
どいた
り、たこ
あげのや
り方を教
えていた

子どもの変
化を見落と
さないよう
にする

5711

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

14 1 1 6歳
2.女
児

身長
108.0ｃｍ
体重
17.4kg

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

毎月の職
員会議時
の「ヒヤ
リハッ
ト」や
「リスク
マネジメ
ント」の
報告の際
に、保育
の具体的
な場面に
ついて、
全員で確
認して改
善してい
くする機
会をもつ
ことを徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
313　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
52　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
313　)回/
年

特になし

敷地内の
戸外の自
然物の状
況につい
ても定期
的に点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動前の
指導が十
分ではな
かったこ
と。

子どもの
年齢に応
じて、遊
ぶ場所と
遊び方を
子どもと
一緒に考
えたり、
伝えたり
し事前に
約束事を
行う等徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児がお
にごっご
をしてい
た場所か
らおおよ
そ約６
メートル
離れたと
ころで見
守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
はかんさ
つの森以
外の場所
で活動し
ており、
その場に
他の職員
はいな
かった。

特にな
し

子どもの遊
ぶ様子を把
握し、必要
に応じて声
をかけた
り、活動内
容によって
は園庭に移
動するなど
しっかりと
判断をして
対応する。

5712

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

22 3 3 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１ 　)回/
年

1.基
準以
上配
置

今後も救
急法をは
じめ、事
故予防の
研修を全
職員で受
講し、い
ざという
時に対応
したい。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ 　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１2　)回/
年

園外に出
る時は、
その施設
のしくみ
や状況を
よく把握
して出か
けるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手袋を渡
した子ど
もはその
部屋から
出る等、
空間を広
くとるべ
きだっ
た。

いつもと
違う環境
の下で
は、子ど
もがス
ムーズに
動けるよ
う、子ど
もの動き
を考えて
行動を促
すように
したい。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　
初めての
園外での
そり遊び
で、とて
も楽しみ
にしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　
子どもた
ちが手袋
や帽子を
外してい
くのを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
１人は子
どもから
受け取っ
た手袋、
帽子を干
してい
た。もう
１人は渡
し終わっ
た子ども
たちにつ
いてい
た。

園外での活
動時は、１
日の流れを
担当する職
員で、確認
してから出
かけるよう
にする。

5713

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

13 2 3歳
2.女
児

食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

・椅子の
片づけの
指導が不
足してい
た。
・子ども
の様子を
しっかり
見ていな
かった。

・複数ク
ラスが一
緒にいる
場合は、
特に気を
付けて子
ども達の
様子を見
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

・本児は
小柄なの
で、椅子
の大きさ
が体に
合ってい
なかった
のかもし
れない。

・ランチ
ルーム内
の椅子や
机の配置
状況によ
り、通路
が狭くな
ることが
あるの
で、歩く
スペース
を確保し
て配置し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

・一人一
人の子ど
もの様子
をしっか
り見てい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年末、年
始の休み
明けとい
うことも
あり、生
活リズム
が少し変
わってい
たのかも
しれない
が、いつ
もの様子
で登園
し、生活
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラス全
体を見て
いたが、
一人　一
人の細か
な動きま
では見る
事ができ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ランチ
ルームに
は数名の
職員がお
り、周り
を見なが
ら自分の
立ち位置
を確認し
ていた
が、本児
の動きを
見ていな
かった。

特にな
し

・職員同士
で声をかけ
合って、一
人一人の子
どもの様子
を、しっか
り見る。

5714

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

6 0 0 6歳
1.男
児

日頃よりと
ても元気が
よく、いつ
も動いてい
て運動遊び
を得意とし
ている。天
気が良いと
園庭に出て
友だちと
サッカーを
している。

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第3,4
中足骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

事故に対
する危機
意識が低
かったと
思われ
る。

事故予防
に対する
研修を重
ね、事故
に対する
危機意識
を高める
必要があ
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

ピアノの
下にカー
ペットを
敷いてい
たが、年
数が経過
し端がめ
くれてい
た。

カーペッ
トにつま
づいて転
んだと思
われるの
で、椅子
の下の部
分は切り
取り椅子
も使用時
のみ出し
て使うよ
うに改善
した。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

雨天時は
外に出ら
れず発散
すること
が少ない
ため、ト
ラブルが
起こりや
すい。

雨天時は
特に事故
が起こり
やすいこ
とを認識
し、遊ぶ
時の約束
事をきち
んと伝え
るように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　　おや
つ後にお
帰りの準
備が終
わってか
ら友だち
と誘い合
い遊んで
いる。日
頃からと
ても活発
でサッ
カーなど
常に動い
て遊んで
いる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　担任は
おやつ後
の片づけ
をして部
屋にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　他の職
員もクラ
スの子ど
もたちの
対応で遊
戯室には
誰もいな
かった。

午前中
製作活
動をし
て体を
動かす
活動が
少な
かった
が、雨
天のた
め午後
も園庭
に出ら
れず遊
戯室で
の鬼

遊戯室で遊
ぶ際は小さ
い子もいる
ので激しい
動きは抑え
るように伝
え、鬼ごっ
こなどの集
団遊びは職
員と一緒に
するよう改
善する。

5715

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

19 2 0 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

事故防止
のための
ヒヤリ
ハットの
内容の振
り返りと
対策を協
議し、職
員会議に
おいて全
職員での
周知を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

少し加湿
をしてい
たが、床
が乾燥し
て滑りや
すくなっ
ていた。

加湿を
しっかり
して、必
要ならば
足を濡ら
す足ふき
をようい
してお
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一斉に走
るリズム
で、子ど
もが集中
してい
た。

リズムに
よって
は、少な
い人数の
グループ
にして行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように2
階のホー
ルでリズ
ムをして
元気に過
ごしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は4
才児クラ
スの子ど
もたちと
一緒にリ
ズムをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他クラス
の職員
は、自分
たちの出
番が来る
まで座っ
て見てい
た。

いつも
通りの
活動で
緊張感
が足り
なかっ
た。

子どもたち
の様々な行
動を予想
し、安全面
での配慮を
欠かさな
い。

171 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5716

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 6 8 1 1 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

事故に対
する危機
意識が低
い

事故予防
に対する
研修を重
ね、事故
に対する
危機意識
を高める
必要があ
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

遊戯室に
ついて
は、安全
管理を
行ってい
るので改
善個所は
ないと思
われる

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室、
テラスは
他クラス
の園児も
一緒に遊
んでいる
ので、目
が行き届
かないこ
とがあ
る。

一緒に遊
んでいる
園児に小
さい子が
一緒に遊
ぶことを
知らせ
る。子ど
もの動き
を予測
し、危険
を察知し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

動くこと
が好きな
本児で、
あちこち
動き回っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

年中児も
いたの
で、ぶつ
からない
よう気を
付けてみ
ていた
が、他児
の対応で
目を離し
た時に、
背後で勢
いよく
走ってき
た友だち
(同年
齢）とぶ
つかって
しまっ

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

テラスや
廊下、部
屋で分散
して他の
園児の対
応をして
いた。

他クラ
スの園
児も遊
んでい
て本児
もうれ
しくて
走り
回って
いたの
で、ぶ
つかる
かもし
れない
との認
識が甘
かった
と思わ
れる。

午後のおや
つ後の時間
は子どもた
ちが分散し
がちなの
で、保育士
の目が行き
届く場所
（園庭な
ど）1か所で
遊ぶように
する。衝突
などに十分
注意する。

5717

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

4 2 2 2歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

第4指末
骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１ )回/年

1.基
準以
上配
置

部屋から
廊下への
出入口の
ドアの鍵
が開いて
おり、園
児が自由
に開閉で
きる状態
で、保育
士の対応
が遅れ
た。

廊下への
出入口を
1つにし
て、園児
が自由に
開閉でき
ないよう
にする。
また、保
育者間で
声を掛け
合って、
園児の行
動を見守
り死角を
作らない
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ )回/
年

ドアが軽
いので園
児が簡単
に開閉で
きる。

スライド
ドアなの
で、鍵を
かけて園
児が自由
に出入り
できない
ようにす
る（もう
1つの開
き戸側か
ら出入り
する）。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児が自
由にドア
の開閉が
できる状
態だっ
た。

園児が自
由にドア
の開閉が
できない
ように鍵
を掛ける
ようにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に登
所し、い
つも通り
におやつ
も食べ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら離れた
ところ
で、排泄
の子の対
応をしな
がら対象
児を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

排泄の対
応の終
わった子
と一緒
に、玩具
の片付け
をしてい
た。

園児が
部屋の
いろい
ろな場
所に散
らばっ
てい
た。

園児がドア
の側にいる
ときは、近
至にいてド
アを開閉し
て手を挟ま
ないように
見守る。

5718

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

33 14 19

一
時
預
か
り

5 5 5歳
1.男
児

※12月17日
（木）・・
・・治癒

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

園外の活
動には、
職員が少
なかった
のかもし
れない

園外の活
動には職
員数をも
う少し増
やす

1.定期的
に実施

月1回
1.定期的
に実施

月1回
1.定期的
に実施

月1回

現地を事
前に下見
に行き、
危険個所
を確認し
ておいた
が、不十
分だった
のかもし
れない。

事前学習
を取り入
れる

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りは
していた
が、声掛
けが不十
分だった
かもしれ
ない

活動前の
声掛けを
徹底する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遠足とい
う事で、
気分が高
揚してい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児の
リュック
サック置
き場で、
対象児が
転倒する
場面を見
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
のクラス
の園児を
見ていた

遠足で
気分が
高揚し
ている
うえ、
普段遊
んでい
る園庭
や公園
より地

普段より活
動的にな
り、気分も
高揚する
「遠足」等
での落ち着
いた行動を
呼びかける

5719

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 5 4 7 3 2 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右環指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

活動の切
り替えの
時間帯で
の子ども
の動きに
注意し、
保育士の
目を減ら
さない

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
９６)回/
年

引き続き
安全点検
を実施し
ていく

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

活動の切
り替えの
時間帯で
の子ども
の動きに
注意する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の準備
をしなが
ら、機嫌
よくその
場で歌っ
たり跳ね
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園の行事
の準備の
ため遊戯
室には不
在であっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

活動の切
り替えの
時間帯で
おかたず
けや次の
活動の呼
びかけの
ため、遊
戯室全体
を見てお
り、対象
児だけを
注視して
はいな
かった

活動の切り
替えの時間
帯での子ど
もの動きに
注意し、保
育士の目を
減らさない

5720

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

13 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首圧
迫骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

子どもた
ちの事故
防止につ
いての研
修を園内
でも度々
やるよう
にしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

園庭用の
テーブ
ル・ベン
チ等の配
置につい
ても設置
場所を吟
味してみ
る。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

特になし

日頃から
子どもた
ちには、
様々な挑
戦をする
にしても
危なくな
いように
十分気を
付けるよ
うな働き
かけをし
ていくよ
うにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

当日、初
めて上り
棒がで
き、本児
としては
とても嬉
しかった
とおも
う。いつ
もあまり
木にぶら
下がった
りしたこ
とはない
が挑戦し
てみたく
なったの
だと思
う。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

次の畑仕
事に移る
ところ
だった
が、子ど
もたちを
信頼して
グループ
全員がそ
ろったら
畑に来る
よう指示
し見晴ら
しの良い
隣の畑で
待ってい
たが、一
緒に移動
するべき
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

補佐の保
育士も主
担任と一
緒に畑に
移動して
しまった
ので、全
員の子ど
もが移動
するまで
その場に
いて確認
をするよ
うにする
べきだっ
た。

特にな
し

今回の事故
について子
どもたちと
話し合い、
充分に注意
するように
伝えた。保
育士も2人い
たので、役
割分担をし
年長児とい
えども子ど
もたちを見
守る役割を1
人は必ず置
くように今
後改めた
い。

5721

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

8 4 4 2歳
2.女
児

身長83.7
㎝、体重
9.9㎏。1歳
半健診結果
発達遅延の
為定期的に
主治医に相
談されてい
た。本年5
月15日保育
中クッショ
ンシートの
めくれにつ
まずき右足
腓骨脛骨骨
折。その後
8月11日自
宅で転倒し
右足骨折と
亀裂骨折。
10月の検査
で骨形成不
全と診断さ
れ同月下旬
までシーネ
を装着して
いた。シー
ネが外れた
後暫く歩行
が不安定で
右足親指を
浮かせて外
側重心歩行
が続き看護

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折
の再発

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２ 　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

事故発生
防止の為
の指針を
作成す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ 　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日 　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし

安全点検
簿に項目
を追記
（マット
のめくれ
や破損は
ないか）
死角への
配慮（保
育士同士
の声掛
け）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子どもの
発達に合
わせて遊
びに変化
を持たせ
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任保育
士2名と
フリー保
育士1名
は至近距
離で、対
象児を含
め子ども
たちを囲
む体制で
見守りを
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

フリー保
育士(男
性)1名
は、トイ
レに排泄
物を廃棄
した後保
育室に入
るところ
であっ
た。

体格の
大きい
男性保
育士に
対し
て、恐
怖心を
持って
いた。

日々の関わ
りを積み重
ねて徐々に
慣れていく
ようにす
る。
唐突な印象
を与えない
ように、声
をかけて入
室する。

172 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5722

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22 1 3 4 6 3 5 7 2 6歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯
（AA）脱
臼、下口
唇裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

・朝の受
け入れ
時、保護
者対応中
に子ども
の遊びを
見届ける
職員がい
なかっ
た。
・朝の延
長時間に
職員が見
届ける場
所で遊べ
る環境づ
くりが必
要だっ
た。

・早番は
全体把握
と、保護
者対応・
保育の見
守りがで
きるよう
にする。
・延長時
間の遊び
の環境を
整える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

・５歳児
室の部屋
が縦長で
広い為、
遊ぶ場所
が広範囲
になる。

・朝の延
長時間
は、出入
り口付近
でテーブ
ルと椅子
に座り遊
べる環境
を設定す
る。

7.その
他

・保護者
対応中は
子どもの
遊びから
目が離れ
てしまう
事があり
見届けが
難しい。
・上履き
を脱いで
遊んでい
た為、滑
りやすく
なってい
た。

・早番職
員は玄
関、廊下
付近で保
護者対応
や子ども
の見守り
を行える
ようにす
る。
・上履き
を履いて
過ごすよ
う子ども
たちに伝
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の延長
時間帯に
友だちと
ごっこ遊
びをして
いた時
に、空き
箱を持ち
小走りに
立ち去ろ
うとした
際に、関
係児童が
後方から
両腕を掴
み数秒後
に力を緩
めた際、
前方に転
倒し、手
もつけ
ず、口元
周辺部位
を強打し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者対
応後に、
預かった
薬を薬入
れ（棚の
上）に入
れてい
た。子ど
もの状況
を把握し
見守るこ
とができ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

早番は他
クラスへ
状況確認
に行って
いた。朝
の延長時
間で、早
番以外の
職員は各
クラスで
保育をし
ていて他
の部屋で
の状況に
気づく事
はできな
かった。

担当職
員は部
屋の出
入り口
で保護
者対応
中だっ
たが、
出入り
口から
離れた
場所で
遊んで
いて目
が行き
届かな
かっ
た。

保護者対応
中でも、部
屋全体を見
渡しながら
対応できる
場所に立ち
対応する。

5723

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 5 4 1 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

乳児クラ
スの担当
職員が幼
児3，4歳
の合同保
育を担当
した。

幼児、乳
児クラス
の職員間
で、ウレ
タンブ
ロックの
遊び方を
注意する
ことを確
認した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

3，4歳児
の成長・
発達の違
いがある
中で4歳
児の遊び
方でウレ
タンブ
ロックを
使用し
た。

合同保育
で担任が
不在のと
きにはウ
レタンブ
ロックを
使用しな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

4歳児が
ウレタン
ブロック
を高く形
成し遊ん
でいる様
子を本児
が見て、
一緒に遊
びたい思
いから仲
間に入る
ことを望
んだ。4
歳児がウ
レタンブ
ロックか
ら降りる
姿を真似
て降りよ
うとした
が、同じ
ようには
降りられ
ずバラン
スを崩し
て転ん

ウレタン
ブロック
で遊ぶ際
にはパー
ツの数や
形を考慮
し、周囲
に他の玩
具が無い
ことを確
認する。
ウレタン
ブロック
は3個以
上積み重
ねないこ
となど遊
び方を子
どもたち
に伝え
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4歳児が
ウレタン
ブロック
で楽しそ
うに遊ん
でいる様
子を注視
し仲間に
入り、4
歳児と同
じように
ウレタン
ブロック
の上に
座って遊
んだ。他
児がウレ
タンブ
ロックか
ら降りる
際に同じ
ように真
似たが本
児はバラ
ンスを崩
して転ん
だ

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ウレタン
ブロック
で遊んで
いる子ど
もたちを
見守りな
がら、他
の遊びを
している
子どもと
関わりを
持ってい
た。

乳児ク
ラスの
保育に
あたっ
てい
た。

3，4歳児
9名の合
同保育
だったの
で、職員
は1人
だった。

本児が4
歳児の
行動と
同様に
しよう
とした
が、年
齢や発
達を考
慮する
と少し
難しく
保育者
の援助
が必要
だった
ことが
考えら
れる。

ウレタンブ
ロックで遊
ぶ際には、
他の玩具を
出さずに、
保育者は至
近距離で子
どもたちを
見守り、必
要な援助を
する。

5724

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

8 1 1 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折（右
足の小
指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

適正な立
ち位置で
保育をす
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
週1　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日1　)
回/年

子どもに
事前に遊
ぶ箇所を
伝えてい
たが、口
頭のみに
なってい
た。

遊ぶ範囲
の箇所を
ビニール
テープ等
で可視化
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3歳児以
上が鬼
ごっこ等
をする際
は室内履
きを着用
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

衝突直後
も少し足
を気にす
る様子が
見られる
が、すぐ
に走る姿
がみられ
た。（動
画確認）

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
衝突と同
時に別の
子も衝突
があり、
そちらに
目が向い
ていた。

なし

子どもの足
を気にする
姿に気付け
なかったの
で、普段の
様子等をよ
く観察し、
変化に気付
けるように
する。

5725

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 12 10 3 2 4歳
2.女
児

特記なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

マニュア
ルをもと
に年齢に
合わせた
細かな遊
びの確認
が必要で
ある。

再度職員
間で確認
し共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
５２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９０　)
回/年

特記なし

定期的に
点検が行
われ，事
故後も異
常はみら
れなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの
ルールが
守れてい
なかっ
た。

職員間で
遊びの
ルールを
再確認
し，危険
な時は固
定遊具遊
びを一時
中断す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児とタ
イヤ渡り
ジャンケ
ンをして
遊んでい
た。ジャ
ンケンで
負けた時
にはタイ
ヤから降
りて戻る
ことに
なってい
たが，タ
イヤの上
を歩いて
戻ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険がな
いように
１．５m
の距離の
ところか
ら見守っ
ていた
が，本児
を支える
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の迎
えがあり
保護者対
応中で
あった。

担任が
保護者
対応の
ため固
定遊具
から離
れてい
て，担
任でな
い会計
年度職
員が本
児のそ
ばで対
応して
いた。

子どもの年
齢に合わせ
た遊び方を
考え，職員
間で共有し
てすすめて
いく。固定
遊具には担
任（会計年
度任用職員
を含む）か
正規職員が
対応してい
く。

5726

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 9 13 2 2 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

鉄棒で前
回りはし
ない予定
であった
が，勢い
がつきす
ぎて体を
セーブで
きずに
回ってし
まった。
想定外の
動きで，
とっさに
支えるこ
とができ
なかっ
た。

遊びの約
束のマ
ニュアル
をもとに
園内で研
修は実施
している
が，今回
の事故を
職員間で
共有し，
事故防止
に役立つ
研修をさ
らに実施
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
５０　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４０　)
回/年

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒がで
きるよう
になった
ことがう
れしくて
取り組ん
だが，力
が入りす
ぎてし
まったよ
うに思
う。

鉄棒は危
険を伴う
遊具なの
で，けが
をするか
もしれな
いことを
念頭にお
いて落ち
着いて遊
ぶように
する。ま
た，適切
な介助を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育参観
では体育
発表とし
て鉄棒を
やること
になって
いるの
で，その
練習をし
ようと
思った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
含め，２
名の園児
が鉄棒を
してい
た。そば
で見守っ
ていたが
一瞬ので
きごとで
あり，頭
部を打た
ないよう
支えるの
が精一杯
であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
も園庭で
遊んでい
たため，
それぞれ
危険がな
いよう見
守り対応
してい
た。

鉄棒で
の前回
りは想
定外の
動き
だった
ため，
予見で
きな
かっ
た。

保育士はど
んな遊びも
活動も大き
な事故につ
ながる危険
性があるこ
とを認識
し，どのよ
うにしたら
安全に遊ば
せられるか
考え，共有
する。
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死亡
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歳
1
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2
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そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5727

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

17 1 1 5歳
1.男
児

本年8月か
ら発達セン
ターに継続
相談中。ク
ラスに実習
生1名が入
り気持ちが
高揚してい
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手第2
指基節骨
骨折（骨
端線離
開）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

小学校の
就学前検
診で登園
人数も少
なかっ
た。園庭
での遊び
だったた
め、担任
1名と実
習生1名
の二人で
引率。担
任は、大
縄飛びを
している
子どもた
ちと一緒
にいなが
ら、園庭
を監視し
ていた。
実習生
は、別の
子どもた
ちのグ
ループと
一緒にい
た。天候
も良く、
遊び慣れ
た斜面で
の芝滑り
をして遊

外遊びの
際は、保
育室内で
2種類の
体操を
行ってい
る。外で
も屈伸な
ど準備体
操をして
いたが、
指のスト
レッチな
どを行っ
ていな
かったの
で保育者
が一つひ
とつ念入
りに行う
ようにし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊び慣れ
た園庭
で、芝滑
り斜面を
してい
た。駆け
上がって
滑りたい
気持ちが
はやり、
慌てた
り、友達
と競った
りして、
さらに注
意が散漫
になった
ことも考
えられ
る。

遊び始め
る前に
は、園庭
や遊具の
破損、危
険箇所、
動物の糞
などない
か点検を
行ってか
ら、危険
な遊び方
や注意し
て遊ぶ箇
所などを
子どもた
ちと確認
しながら
遊び始め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

斜面で半
数程度の
子どもた
ちが、芝
滑りなど
をして遊
んでい
た。他の
半数程度
の子ども
たちは、
大縄飛び
や縄跳
び、ドロ
ケイをし
て遊んで
いた。

遊び中に
接触や衝
突などし
ないよう
に分散し
て遊べる
ように適
切に遊具
や玩具を
出すこと
も必要に
応じて考
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

乳児の時
から遊び
慣れてい
る園庭の
斜面で
あったた
め、斜面
から離れ
た場所で
大縄飛び
を回して
したた
め、斜面
での転倒
に気づく
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当日は、
28名中、
17名と人
数も少な
かったた
め、もう
一人の担
任は、保
育室で片
付け、消
毒を行っ
ていた

当日、
実習生1
名が保
育に
入って
いたた
め、子
どもた
ちは少
し興奮
気味
だっ
た。

子どもの人
数が少なく
ても普段い
ない実習生
が入ってい
る場合に子
どもが興奮
するなど普
段見られな
い姿を予測
し、思わぬ
事故につな
がることを
想定し、担
任2名で配慮
の必要な子
どもをから
目を離さな
いような保
育体制を維
持する必要
があった。

5728

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 1 2 7 5 2 5 5 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

新園で、
職員間で
事故予防
に関する
研修がで
きておら
ず、不十
分だっ
た。

早急にマ
ニュアル
を作成
し、園内
で共有し
て行ける
よう研修
の機会を
設ける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(300)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

ホールが
広く、子
どもたち
が散って
遊んでい
たため、
見守り不
足だっ
た。

保育士数
と園児数
を考え、
目の届く
範囲で保
育を行う
ことも考
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

まだ、ス
キップも
できない
様子だ
が、ス
キップで
ボールを
取りに行
こうとし
たため、
足が絡ん
でしまっ
た。一斉
に声をか
けたた
め、好き
な遊びへ
移行する
際に慌て
てしまっ
た。職員
1名が清
掃に入っ
てしまっ
た。

保育中は
保育に専
念をし
て、掃除
等は保育
時間後に
行う。
ボールな
どの遊具
を揃える
場合は遠
くに置か
ずに、小
さい子も
選びやす
いように
配置を配
慮する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段も活
発な本児
である。
おやつ
後、室内
からホー
ルに場所
が移った
ことで、
更に活動
的になっ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ボールの
近くにい
た職員
と、子ど
もたちに
ついて歩
きだした
保育士
と、転ぶ
瞬間を見
届けた職
員はいた
が、離れ
ていたた
め助ける
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつ後
だったた
め、テー
ブルと床
等の清掃
を一人の
職員が
行ってい
たため、
現場を見
ることが
できな
かった。

土曜保
育のた
め、担
任が不
在で本
児の性
格的な
ことま
で把握
ができ
なかっ
た。ま
た、担
当保育
士も9月
入職の
職員で
園児の
把握が
できて
いな
かっ
た。

個々の状況
や性格等も
含め、土曜
保育の担当
者は事前に
担任との引
継ぎを行
う。また、
年齢も様々
な子の保育
なので、遊
びの中でも
一斉に動く
ような促し
はしない。
環境設定の
際には年齢
ごとの動き
を考える。

5729

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

21 1 1 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕橈
骨遠位端
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
随時　)回
/年

2.基
準配
置

年度初め
に遊具の
遊び方に
ついて職
員会議で
共通理解
を図って
いる。

今回の事
故に関し
て情報を
共有し、
起こりう
る事故の
可能性に
ついて広
く視野を
持ち事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
200　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
200　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
200　)回/
年

今回の事
故におい
ては施
設、設備
等は利用
がなかっ
た。

ハード面
は要因と
なってい
ないた
め、改善
策はなし
とする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

担当が１
名の状況
で庭の広
い範囲を
使って遊
んでい
た。

担当の目
の届く範
囲での活
動を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

庭で元気
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

庭全体で
遊ばせて
いる所を
担当１名
で保育を
行ってい
た。受傷
の時、他
児の虫刺
されに薬
を塗って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
担当する
クラスの
保育に従
事してい
た。

追いか
けっこ
場面で
は子ど
も同士
の衝突
を完全
に防ぐ
ことは
でき
ず、今
回の怪
我は、
偶発的
な事故
と考え
られ
る。
しかし
なが
ら、担
当職員
が１名
の状況
で、そ
の職員
の視線
が特定
の子ど
もに集
中する
時間が

その場を離
れるときな
どは職員同
士声掛けを
行い、返事
を確認して
から行動に
移すことを
再度意識
し、子ども
から目を離
さないよう
にする。

5730

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 11 8 10 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１～３)
回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４０)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

安全
チェック
だけでな
く、職員
同士が意
識統一で
きるよう
に職員会
議にて危
険箇所の
確認など
を行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちが一斉
に走るこ
とが予想
され、ぶ
つかる、
距離が近
いことで
衝突が起
こる。

遊びたい
遊具が
偏ってい
ることが
ある為、
時間を指
定して遊
ぶ事など
ルールを
作る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
元気に戸
外遊びを
行ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ちに遊具
で遊ぶこ
とを促し
た直後の
時間だっ
たため、
園児の様
子は見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３歳児の
こどもた
ちの水分
補給の促
しをして
いた。

保育者
間の連
携はと
れてい
たが、
子ども
達の行
動を想
定して
の促し
が不十
分で
あっ

様々な行動
をする可能
性がある事
を十分理解
し、グルー
プ毎に誘導
するなどの
配慮を考え
て対応す
る。子ども
同士も周り
に友達がい
る事の意識

5731

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

23 1 1 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕顆上
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

所庭での
遊び方
が、児童
に浸透し
ていな
かったと
思われ
る。

児童に
は、定期
的に遊び
のルール
や約束事
を伝え、
安全に対
する意識
付けを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

樹木が多
く、木登
りが容易
にできる
施設であ
る。

児童に
は、定期
的に遊び
のルール
や約束事
を伝え、
安全に対
する意識
付けを行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

所庭での
遊び方
が、児童
に浸透し
ていな
かったと
思われ
る。

児童に
は、定期
的に遊び
のルール
や約束事
を伝え、
安全に対
する意識
付けを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調良
好。　こ
の日は発
表会の予
行練習が
所庭遊び
の前にあ
り、いつ
もより楽
しい気分
であった
可能性が
ある。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

戸外から
入室する
直前であ
り、所庭
の片付け
を促し、
もみじの
木に登っ
ている子
どももい
なかった
ことを確
認し、他
の場所に
目を向け
たところ
であっ
た。

所庭で
の遊び
が終了
し、室
内に戻
る際に
担任が
待機し
ていた
場所か
ら見え
ない場
所に当
該児童
がいた
ため注
意がで
きな

子どもたち
が所庭のど
こに居てど
んな遊びを
しているか
を把握し、
遊び終わっ
て室内に戻
る時は、担
任の声掛け
に反応して
全員が戻っ
てきている
のか確認を
確実に行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5732

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 0 0 0 15 13 15 0

園
庭
に
い
た
人
数
と
す
る

5 5 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭遊び
（特に木
登りに関
して）職
員会議に
て話し
合ってい
く

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

木の剪定
を行っ
た。木の
下の、
石，瓦礫
を撤去。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新しい木
登りの
ルールを
作成中

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で実
際の木を
見て話し
合いを
持った。
また、職
員会議で
話し合い
を重ね
た。

親子で
木登り
体験を
するイ
ベント
を企画
し、保
護者の
方の意
見を

ルールの周
知。木登り
の再開に向
けての手順
考案中。

5733

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

30 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

アクシデ
ントレ
ポートの
結果をま
とめ、職
員で共有
すること
で再発防
止をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

安全点検
を行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育者の
人数は、
適正。子
ども達へ
も足元を
注意する
よう伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で、
ボール遊
びをして
いたが、
ボールを
取りに
行ったと
きに滑り
転倒し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども達
は、それ
ぞれボー
ルで、遊
んでお
り、担当
の職員
は、他児
の対応を
してい
た。本児
が転倒し
た後にそ
ばにいた
他児が転
んだこと
を職員に
伝えたた
め、職員
が本児を
確認して
職員室に
連れてき
た。

担当者は、
常に児童全
体の活動が
確認できる
ような場所
に位置し、
見守るよう
にする。

5734

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2.1歳児
クラス

14 3 3 1歳
1.男
児

先天性骨形
成不全の疑
い(母・姉
は先天性骨
形成不全)

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右下肢脛
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

3.未実施
実施頻度(
)回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

土嚢の上
に滑り止
めのよう
なものが
あった
が、歩行
が不安定
な園児が
遊べる環
境である
か判断す
るべきで
あった。

個々の発
達や運動
面によっ
て遊ぶ遊
具を選択
して安全
に配慮す
る必要が
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

複数人の
子どもが
その場所
で遊んで
おり、近
くにはい
たが、転
倒時に手
を差し出
すのが間
に合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の対応を
してお
り、そば
で見てい
なかった

5735

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

21 2 1 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折
左足趾挫
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

職員配置
は基準以
上となっ
ており職
員への研
修も実施
してい
る。子ど
もの個性
を踏ま
え、事故
予防に向
けて配慮
すべき事
項も変わ
るため、
日々の保
育の中で
より多く
のヒヤリ
ハットに
気づくこ
とができ
るよう取
り組みを
深めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

園庭に凸
凹等や転
倒した付
近に固定
遊具もな
く、園庭
の広さも
５歳児が
鬼ごっこ
をするの
に十分な
広さで
あった。

園庭や室
内の遊玩
具および
環境整備
はこまめ
に行って
おり事故
予防に努
めてい
る。点検
時に不良
個所等を
発見した
場合は、
必要に応
じ区担当
にも報告
し速やか
に対処し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育補助
員は、日
頃から５
歳児専任
の補助員
であり園
児との関
係もしっ
かりでき
ており、
職員配置
は適正で
あった。
５歳児の
みの活動
というこ
とで、園
庭の使用
方法、遊
びの設定
に問題は
ないと考
えられ
る。

運動遊び
を行う際
には、準
備運動を
十分に行
う等個々
の運動能
力に応じ
た対応を
日頃から
意識して
いくよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調不良
もなく、
夕方涼し
くなって
いたこと
もあり積
極的に外
で運動遊
びを楽し
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

正規職員
は運動会
に向けて
縄跳びの
練習に付
いていた
ため、鬼
ごっこを
始めた子
の付近に
はおら
ず、視界
に入る位
置での見
守りで
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育補助
員は虫探
しをして
いる園児
に付いて
おり、鬼
ごっこを
している
園児の様
子は見て
いなかっ
た。

児が半
年前に
骨折し
ていた
ことを
念頭に
保育に
あたる
こと
で、転
倒した
際に外
傷や痛
みがな
くても
早めの
受診を
考慮で
きた。

家庭内での
子どもの過
去の怪我に
ついても、
正確に把握
できるよう
職員間で情
報共有を
しっかりと
行い、事故
発生時の対
応に反映で
きるように
していく。

5736

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2.1歳児
クラス

14 4 4 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

実施頻度
(１～２)
回/年

2.基
準配
置

・配置基
準は満た
していた
が、室内
での職員
の配置
（どの場
所に誰が
いるべき
か）や1
日の流れ
の再確認
（子ども
の動きを
把握でき
るような
無理のな
い流れで
あった
か）を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

・日々の
ヒヤリ
ハットで
挙がった
危険箇
所、危険
場面を定
期的に職
員全体に
周知し、
改善策を
考える。
（全体）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・活動時
間の過ご
し方（子
どもの様
子や人数
に合わせ
た適正な
玩具を提
供してい
るか等）
を日々の
振り返り
で検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・対象児
の動きは
普段とは
変わりな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・本児の
付近で全
体を把握
しながら
適宜、目
を配って
いた。見
ている中
では、本
児周辺で
子ども同
士の衝突
やトラブ
ルは発生
していな
い。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・子どもの
動き、姿勢
（座位の際
に負荷のか
かるような
姿勢を取っ
ていないか
等）に適
宜、注意を
向ける。

5737

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

26 3 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右下腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

　三輪車
の安全な
乗り方を
指導す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

　園庭は
砂面と
なってい
るので、
それほど
スピード
は出ない
様になっ
ている
が、凹凸
もあるの
で、そこ
で転んだ
のではと
考えられ
る。

　たちこ
ぎをして
いた時に
は随時声
をかけて
いく。

7.その
他

　子ども
達は自由
にあそん
でいるの
で、個人
個人につ
いている
事がな
い。

　今まで
も分散し
て危険個
所には保
育士を配
置してい
るが、よ
り注意し
て見守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　朝は園
庭で受入
をし、園
庭で午前
中は自由
に遊んで
いる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　園庭遊
びの際は
職員が点
在し、怪
我のない
ように見
守る事が
多い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　担任は
離れた場
所にい
て、他の
職員が
（単独
で）転ぶ
様子を見
ていた。

　子ど
も達は
自由に
あそん
でいる
ので、
個人個
人につ
いてい
る事が
ない。

　遊び方を
確認（三輪
車の乗り
方）し、注
意を呼び掛
ける。
　分散して
危険個所に
は保育士を
配置してい
るが、より
注意して見
守る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5738

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

2 2 1 4歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

上左乳中
切歯の亜
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故発生
時、正規
職員１名
おり、保
護者もそ
の場にい
た。

保護者に
すぐに引
き渡す。
保育終了
時間間際
のお迎え
の時は荷
物を持っ
て待つ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お迎えに
きた保護
者と話し
ており、
対象児の
動きを見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
時、保育
士は１名
であり他
の保育士
はいな
かった。
他にその
場にいた
のは対象
児の保護
者と兄弟
児1名、
対象児以
外の３歳
児１名と
その保護
者のみで
あった。

保育室
にいる
全ての
園児に
お迎え
が来て
いた
が、コ
ロナ感
染対策
とし
て、保
護者は
保育室
に入室
できな
いた
め、完
全に保
育の手

保護者にす
ぐに引き渡
す。保育時
間ギリギリ
のお迎えの
時は荷物を
持って待
つ。

5739

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 7 6 5 2 1 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

足関節外
果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

保育士そ
れぞれは
子どもに
ついて遊
んでいた
が、本児
のそばに
はいな
かった。

本児が落
ち着いて
遊べるよ
うな環境
を作って
いく。ま
た、身体
のどこか
に痛みや
違和感が
あった時
は保育士
に伝える
ように話
をしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

夕方とい
うことも
あり、子
どもも遊
びに飽き
てきてい
た。ま
た、疲れ
もあっ
た。

子どもの
様子を見
ながら落
ち着いて
遊べる環
境を作
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
遊びを見
つけるた
めに歩い
ている時
に、声を
かけた
り、遊び
に誘った
りしな
かった。

本児につ
き、一緒
に遊びを
見つけた
り、一緒
に遊んだ
りすると
よかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びを見
つけるた
めに、
ホールの
中を歩い
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の保
護者が迎
えに来た
ため対応
中だった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
も数名と
一緒にパ
ズルをし
ていた。

保育士
それぞ
れは子
どもに
ついて
遊んで
いた
が、本
児のそ
ばには
いな
かっ
た。

本児が楽し
く遊べるよ
うな遊びや
玩具の設定
をしたり、
一緒に遊ん
でいく。

5740

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

24 24 2 2 5歳
1.男
児

身長113.0
㎝　体重
21.6㎏　体
幹が弱く､
片足立ち･
腹筋･背筋
運動が出来
ない。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

上左右乳
中切歯及
び右乳側
切歯脱臼

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

規定の人
数は満た
している
が､怪我
をした時
職員一名
が砂場物
置を掃除
してい
た。

サッカー
など激し
い遊びを
している
時は､傍
につき見
守る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

石がとこ
ろどころ
に落ちて
いる。地
面の砂が
少ないと
滑りやす
く転びや
すい。

安全点検
や園庭遊
びの時
に､大き
な石は拾
う。砂が
少なく
なってき
たら､業
者へ砂を
発注す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

サッカー
コート外
では競っ
て取り合
わないこ
とを伝え
ていな
かった。

サッカー
コートか
らボール
が出たら
出してい
ないチー
ムが､競
わずに
ボールを
取りにい
くことを
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体幹が弱
く､片足
立ち､腹
筋･背筋
運動が出
来ない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

サッカー
を見守っ
ていた職
員は砂場
物置の掃
除をして
いたが､
アスレ
チック傍
で見守っ
ていた職
員が近づ
いてきた
本児とも
う一人の
動きを見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
を見なが
ら､砂場
物置の掃
除をして
いた。

いつも
はサッ
カーな
ど激し
い動き
がある
ところ
につい
ている
が､砂場
で小さ
い子達
がいて
危ない
と思い
行った
ら物置
に入っ
ていく
子がい
て扉が
開かな
かった

激しい動き
をしている
所へ直ぐ戻
るようにす
る。

5741

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 3 10 3 2歳
1.男
児

無し
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足　脛
骨　腓骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(10)回/年

1.基
準以
上配
置

各年齢の
発達をと
らえる研
修を行っ
ていたが
理解が不
足してい
た。身体
活動の発
達理解も
不足して
いた

発達をと
らえる研
修を4月
９月１２
月3月実
施し、年
間カリ
キュラム
に反映
し、毎日
の保育計
画に落と
し込んで
いく。保
育内容が
発達に応
じている
か、主任
はカリ
キュラ
ム、日々
の保育内
容を確認
する

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
15)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
15)回/年

１歳児が
２歳児の
体育活動
に計画な
しに混
ざった。
１歳児の
遊びとし
て不適切
だった。

１歳児が
この遊具
を使用す
る際は飛
び降りな
いように
する。個
人的な身
体発達も
把握した
上で、午
前中の集
中力があ
る時間に
担任保育
士が遊び
を展開す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕保育の
中のかみ
つき、
ひっかき
を防ぎた
いという
意図で、
１歳児３
人を２歳
児室に連
れて行っ
た。１歳
児を分散
させるこ
とで、ク
ラス内で
の小さな
トラブル
を防ぎた
かったの
だが、事
前に担任
間で話し
合いが無
く、遅番
担当者が
決めてし
まった。
２歳児担
任に事前
の相談が
無かっ
た。

夕方の保
育内容は
クラス担
任で確認
し、その
上で異年
齢で交流
するので
あれば毎
日昼に開
催してい
る「昼
会」
（1：25
に全クラ
スが集ま
り午前の
保育の報
告と夕保
育の相談
を行って
いる）で
異年齢の
クラス担
任と保育
内容を確
認してか
ら実施す
る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

体育活動
は得意で
あり活発
な本児
は、２歳
児室で２
歳児と遊
べてうれ
しく、は
りきって
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

１歳児担
任が至近
距離で見
て対応し
た。保育
歴２０年
のベテラ
ン。体育
活動を
やってい
る２歳児
の中に来
たことに
不安を感
じたが、
撤収する
判断をし
なかっ
た。運動
能力が高
い子なの
で、この
子なら大
丈夫と過
信した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

２歳児担
任新卒２
年目。２
歳児担任
は２歳の
体育遊び
に１歳児
が急に来
ることは
不安を感
じた。
「体育遊
びをやっ
ているけ
ど良いで
すか」と
いう発信
はした
が、１歳
児担任は
先輩なの
で不安を
感じなが
らそのま
ま保育し
た。16：
40に業務
が終了し
あがった
２歳児担
任も１歳
児が混ざ
ることに
対し不安

感覚的
にその
場にい
た大人
は不安
を感じ
ていた
のに、
やめよ
うとい
う発信
をしな
かっ
た。２
歳児担
任は先
輩の判
断に対
して意
見が言
えてい
ない。
１歳児
担任は
２歳児
の体育
遊びに
混ざる
ことに
不安を
感じた
のに、
撤退の
判断が

子どもの発
達を理解し
たうえで子
ども中心に
判断をする
ことが、子
どもも保育
士も守るこ
とになる。
感覚や雰囲
気で保育内
容を決め
ず、危険の
確認、事前
の打ち合わ
せをクラス
内でおこな
い、異年齢
での活動を
する場合
は、更に合
流するクラ
スと打ち合
わせをした
うえで、保
育の場所、
内容を決め
ていく。ク
ラスリ－
ダーは話し
合いの回数
と質に責任
を持つ。

5742

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

25 25 3 2 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足第五
指骨端線
損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1-2　)回
/年

安全に遊
べるよう
見守れる
職員配置
とする

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

保育室や
園庭は簡
単には広
くできな
い

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体を動か
すのに十
分なス
ペースを
確保する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

周りに人
がいるの
に側転を
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児に危
ないこと
は伝えた
が、止め
られな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

制作に関
わってい
た。

制作が終
わった後も
全体を見て
安全に遊べ
るような環
境を整え
る。

176 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5743

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

15 2 1 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

上前歯2
本の脱臼

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

おやつを
食べた
後、保育
補助が絵
本コー
ナーに座
り順次体
温測定を
していた
が、おや
つを終え
た子が
徐々に増
え保育補
助の周り
に子ども
が多く
なってい
た。担任
は食べて
いる子ど
もの対応
と後片付
けを行っ
ていた。

人数が多
い等、子
どもの対
応がより
必要な方
に、担任
がつくよ
うにす
る。

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

個人活
動中・
見守り
あり

寝転んで
絵本をみ
ている子
がいた。
絵本コー
ナーには
保育補助
が検温の
ために
座ってい
た。

絵本を見
るスペー
スを広げ
る。おま
まごと
コーナー
を使う時
はテーブ
ルを片付
ける。体
温測定は
場所や時
間をずら
す。子ど
もたちに
は座って
見るよう
に声をか
けてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

絵本を選
び、見る
ためにお
ままごと
コーナー
の方へ移
動してい
るところ
だった。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

おやつの
片づけ等
をしなが
ら、転ぶ
直前まで
本児を見
ていた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

絵本コー
ナーに座
りなが
ら、順番
に体温測
定をして
いた。

子ども
が増え
ても体
温測定
を絵本
コー
ナーで
し続け
た。担
任が雑
務につ
いてい
た。保
育補助
が多く
の子ど
ものそ
ばにい
たが体
温測定
に集中
してい
た。

子どもたち
を見ること
を最優先
し、雑務は
保育補助に
頼んだり、
体温測定は
時間をずら
したりす
る。

5744

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

41 14 14 13 6 6 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右外踝裂
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

「裂離骨
折」とい
う、後か
ら症状が
出る負傷
について
の知識･
経験がな
かった。

症状がな
くても、
状況の聞
き取りな
どから疑
わしい時
や迷った
時には受
診する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

公園に
は、乳児
が登れる
程度の小
山があ
り、登り
下りを楽
しめる
が、一方
で転倒な
どの危険
もある。

小山付近
での園児
の動き
（転倒や
足をひね
るなどケ
ガにつな
がる動
き）を見
逃さない
ようしっ
かり見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

公園内で
は、保育
者が全体
を見渡せ
るように
要所要所
にいて見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

公園内で
は、保育
者が全体
を見渡せ
るように
要所要所
にいて見
守ってい
た。

①園児
が転倒
するな
どケガ
につな
がる場
合、保
育者が
気づか
ないこ
とはこ
れまで
にな
かった
こと。
②捻挫
や骨折

①小山付近
での園児の
動き（転倒
や足をひね
るなどケガ
につながる
動き）を見
逃さないよ
うしっかり
見守る。②
症状がなく
ても、状況
の聞き取り
などから疑
わしい時や
迷った時に
は受診す

5745

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

2 5 5 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(数)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(数)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい

5746

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

15 1 1 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首腓
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

あり
未実
施

実施頻度(
)回/年

基準
配置

特になし

事故予防
に関して
はヒヤリ
ハットの
共有を会
議で行っ
ている
が、より
共通理解
を深め事
故予防に
関する学
びを深
め、職員
の教育を
強化して
いく。

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

集団活
動中・
見守り
あり

日常と同
じ活動で
あった。
おやつ後
に園舎裏
遊び場で
５歳児が
自由あそ
びをす
る。

特になし

いつも
どおり
の様子
であっ
た

対象児の
動きを見
ていな
かった

対象児
の動き
を見て
いな
かった

対象児に
背をむけ
たところ
で長縄を
まわし他
児と遊
ぶ。静か
にうつむ
いてタイ
ヤの上に
座りこむ
対象児に
気づいて
側にい
く。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

倉庫整
備、事務
処理をし
ていた。

タイヤ
の上で
両足
ジャン
プをし
ている
時に足
をすべ
らせた
のかも
しれな
い。

担当職員は
遊び場全体
を見守れる
場所に立
ち、常にど
んな遊びを
しているの
か把握す
る。また事
故・怪我が
あった場合
などにもす
ぐに対応で
きるように
する。

5747

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

26 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

研修への
参加職員
を増や
し、事故
防止への
意識を強
める

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

園外の広
場だった
為、園庭
より滑り
やすかっ
た可能性
がある

・滑った
り、転倒
すること
を予測し
て、注意
の声掛け
をしてい
く
・地面が
乾いてい
るときは
水を撒く
などして
滑らない
ような対
策をとる

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭より
広い場所
の為、勢
いよく走
り出して
しまった
り、高揚
感があっ
た可能性
がある

普段と違
う場所で
は、事前
の注意の
促しと、
通常より
も見守り
を強化す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
転倒前は
いつも通
り元気で
あり、鬼
ごっこに
参加した

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　
バナナ鬼
ごっこを
広場で他
２名の保
育士と見
守ってい
たが、転
倒した時
には本児
に手が届
く距離で
はなかっ
た為、転
倒を防げ
なかった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　　　鬼
ごっこを
担当と３
か所に分
かれて見
守ってい
たが、２
人とも手
が届く距
離ではな
く、転倒
を防げな
かった

鬼ごっ
この
為、走
る（逃
げる）
方向が
予測で
きず、
全体を
見渡せ
る場所
での見
守りと
なって
しまっ
た

事前の注意
は促してい
たが、滑っ
たり、転倒
することを
予測して、
こまめに注
意の声掛け
をしていく

5748

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 4 2 3 3 3 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第２，
３，４中
足骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(   )回/
年

1.基
準以
上配
置

今回の事
故を受け
て改め
て、子ど
もたちの
動きの予
測をより
危険な行
動となる
ように考
え、日ご
ろから話
合うこと
が大切だ
と思う。

事故が起
きた時す
ぐに当事
者（そこ
にいた職
員）と看
護師、園
長、副園
長で話し
合い具体
的にどこ
が原因
だったか
を明らか
にし、そ
れを、職
員全体の
共通認識
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

点検はし
ていた
が、危険
という認
識がな
かった。

今乗れる
ように
なってい
る窓枠の
ところを
アクリル
板などで
覆い、乗
れないよ
うにする
ことを検
討中（今
現在は養
生板を
張ってい
る）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

18時に0
歳児が降
りてき
て、０，
１，２歳
児の合同
保育と
なった。
保育士①
子どもを
みながら
おもちゃ
を片付け
ていた。
②おむつ
を片付け
たり戸締
りをして
いた。③
遊んでい
る子につ
いてい

遊んでい
るときの
子どもの
様子から
保育士が
つかなく
てはいけ
ないとこ
ろをしっ
かり把握
してつけ
るよう話
し合い共
通認識と
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故の前
から、風
船遊びな
どしてい
て、興奮
をしてい
て、走っ
たりして
いた。走
るのを止
められ、
2歳児Eと
一緒に月
を見に出
窓へ向
かった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

おもちゃ
だなの向
こうか
ら、おも
ちゃを片
付けなが
ら、本児
たちの行
動を見て
いたが、
危ないと
思い、本
児のいる
出窓の方
に行った
が、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人はお
むつの片
づけ、窓
閉めを
行ってい
た。もう
一人は、
別の場所
で子ども
と遊んで
いた。

子ども
が分散
して室
内で遊
んでい
たの
で、大
人は箇
所ごと
にしっ
かりつ
かなく
てはい
けない
とこ
ろ、か
たづけ
や窓閉
めをお
こなっ
てし
まっ

その都度、
自分のいる
位置を確認
し、全体で
見えてない
ところが無
いよう声を
出して確認
し合う。窓
閉め、おも
ちゃの片づ
けは、子ど
もたちが1階
に行ってか
らおこな
う。

5749

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

24 5 5 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
３　）回/
年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12 )回/
年

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児が遊
んでいる
姿をみて
いたが、
集合がか
かり園庭
の方へ歩
いて行っ
た。その
後泣きな
がら「転
んだ」と
近寄って
きたので
その時に
受傷した
のではな
いか。

子どもの
遊ぶ姿を
広くとら
え、どこ
で何をし
ている
か、広範
囲にみて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
激しい遊
びをする
タイプで
はないの
で、大き
な危ない
動きもな
く遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くに職
員がいた
が、人数
確認で集
合の声が
かかるま
で、遊ん
でいる時
には転倒
する様子
もなく砂
場～藤棚
下、周辺
で遊んで
いた。笑
い声も聞
こえてき
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

人数確認
の集合を
かけた際
に、とま
とぐみの
水道場横
を泣きな
がら近
寄ってく
る本児の
姿を確認
して、声
をかけ
た。

遊んで
いる際
は普段
通りで
あった
が、そ
の後人
数確認
で集ま
る際に
転倒し
た可能
性があ
る。本
児も転
んだと
話して
いた。

子どもの遊
ぶ姿を広く
とらえ、ど
こで何をし
ているか、
広範囲に見
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5750

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
6.5歳以
上児

22 2 2 5歳
1.男
児

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯列裂傷
歯牙脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

事故報告
及び検証
を行い、
けがをし
た際の手
順(マ
ニュア
ル)の確
認をし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

園庭に５
種類の遊
具が設置
してあ
る。

毎朝、安
全点検担
当が固定
遊具及び
園庭の点
検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

しかし、
駆け出し
て行った
先にジャ
ングルジ
ムがあ
り、その
手前で躓
き転倒す
るかもし
れないと
いう予見
はできな
かった。

適切な環
境下で保
育が行わ
れていて
も安心安
全が
100％保
証できる
わけでは
ないこと
を理解
し、けが
をした後
の保育士
や看護師
の動きや
連携を確
認した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　担当保
育士の
「ボール
で遊んだ
人は片づ
けて」と
いう声掛
けに応
じ、ボー
ルを取り
に行っ
た。自分
の責任を
果たそう
とする姿
は年長の
子どもの
姿であ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　園庭で
ボールを
片づけて
いる子ど
もたちを
見守って
いたが、
本児が躓
いて転倒
する瞬間
は見逃し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　園庭の
固定遊具
で遊んで
いた子ど
も達と共
に、保育
室へ戻っ
た。

危険認
識力が
やや弱
く、乳
児の頃
から前
後左右
の状況
を意識
せずに
走りま
わり、
物や人
にぶつ
かった
り、転
倒する
ことが
多々
あっ

園内で事故
報告を行
い、行動が
活発な子ど
もに潜む危
険性につい
て意見を出
し合った
り、運動機
能を高める
ために効果
的な遊びに
ついて検討
する。

5751

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 0 0 0 11 9 4 1 1 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

玩具に破
損はな
かった
が、子ど
もがやり
たいこと
を見守
り、玩具
が正しく
使用され
ていな
かった。

チェアと
して使用
すること
に決定

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

玩具の破
損はなし

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

久しぶり
の登園
で、遊び
を分散さ
せるため
に様々な
道具（玩
具）を出
してい
た。

玩具の準
備は前
もって行
う。
職員が遊
び込まず
全体をみ
ること。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常は
チェアも
一人1.2
個で遊ん
でいるの
で重ねて
遊ぶこと
にならな
かった
が、登園
人数も少
なく、た
くさんの
カラフル
チェアを
使用して
遊べ重ね
ていた。
怪我の直
前まで本
児と他児
のトラブ
ルもな
く、本児
が積み上
げたチェ
アを積み
上げて置
こうとし
たことに
対して他
児が気に
入らなく

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

正月休み
明けで、
子どもた
ちも久し
ぶりの登
園でよく
遊んでい
て、全体
を見てい
た。本児
が、3段
目を積み
上げよう
としたと
きに、他
児が「だ
めー」と
言った時
に止めよ
うとした
が、間に
合わな
かった。

　

該当なし

保育士
がカラ
フル
チェア
をのぼ
りなが
ら積み
上げよ
うとし
ている
危険行
為を注
意しな
かっ
た。

カラフル
チェアなの
で、椅子と
して使用す
る事。

5752

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 17 21 4 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第２指
基節骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(4)回/年

2.基
準配
置

保育士の
立ち位置
等までの
確認がな
かった。

保育士が
園庭全体
にバラン
スよく点
在するよ
うな配慮
をしてい
くことが
必要だと
考えられ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

保育準備
をしてか
ら子ども
達を園庭
に誘導す
るべき
だった。

園庭に出
る際は保
育準備
等、職員
同士声を
掛け合い
ながら分
担してい
くように
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育士
は、他の
遊びの準
備をして
いて子ど
もから目
を離す瞬
間があっ
た。

他の保育
士に声を
かけてか
ら他の遊
びの準備
を始めた
り、遊び
の準備が
終わるま
で子ども
達もテラ
スに座っ
て待つな
どの呼び
かけをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は他
児と一緒
に追いか
けっこす
ることに
なり走り
出した時
に、前か
ら走って
きた男児
とぶつ
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が他
児と園庭
の端で話
している
姿は確認
してい
た。走り
出し他児
とぶつ
かった瞬
間は目撃
しなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

各場所で
子ども達
と一緒に
遊んでい
た。

他の遊
びの準
備をす
る時
も、周
りの子
ども達
の姿か
ら目線
を離さ
ず安全
に遊べ
ている
かしっ
かりと
把握を

子ども達が
どんな遊び
をしている
かしっかり
と把握し、
怪我につな
がる動きで
あれば保育
士が仲立ち
に入り身の
回りの安全
へと注意を
向けられる
ようにす
る。

5753

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

17 1 1 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

2.基
準配
置

職員配置
の基準に
はなって
いるが、
園庭を広
く使う活
動などで
は、職員
1名の配
置では少
ないと考
えられ
る。ヒヤ
リハット
マップや
そのレ
ポートの
現場検
証、ま
た、研修
を行って
いたが、
研修効果
の確認と
して、防
止策につ
いての周
知が弱
い。

園庭活動
の内容
（運動な
どの活動
等）に
よって
は、担任
1名でな
く複数の
配置にし
ていく。
事故防止
に関して
の研修効
果を園長
主任によ
る保育巡
回等によ
り確認、
ヒヤリ
ハット
マップの
見直し・
会議など
で周知し
共通の認
識を持つ
ようす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

園庭の遊
具点検
で、破損
個所の周
知は行い
改善され
るまで使
用禁止等
行うが、
園庭地面
の状態等
の全体へ
の情報共
有ができ
ていな
い。

園庭の遊
具点検
で、天候
や活動前
の園庭の
状態等、
状態によ
り起きる
であろう
ケガの予
測をし
て、ヒヤ
リハット
マップに
記載し、
危険箇所
を確認で
きる標語
等視覚か
らも危険
が予測で
きる配慮
をする。
（印字し
たものを
貼る）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭での
マラソン
中に、高
這いを行
わせてし
まった
事。子ど
もの様子
が普段よ
り活発で
あったに
も関わら
ず、担任
が普段と
変わらな
い声掛け
で進めて
しまっ
た。行動
の緩急の
つけ方が
十分でな
かった。

園庭での
マラソン
に無理な
体制の動
きは入れ
ない。保
育内容、
場所、人
数等によ
り危険予
測を会
議・昼礼
等で共有
する。次
の動作の
負荷のか
かり方を
考えた指
導をおこ
なってい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

弟が見て
いたこと
により、
本児が普
段より少
し活発に
活動をし
ていた。
（基本的
には静か
に過ごし
ている
が、いろ
いろな所
に注意が
向きやす
い所があ
る）

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども達
が園庭を
走ってい
たので、
全体が見
える場所
で、声掛
けをしな
がら担任
は見守っ
てたが、
離れたと
ころでの
転倒で
あったた
め、手を
出すこと
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2歳児保
育士が1
階テラス
で自身の
クラスの
子の様子
を見てい
た。5歳
児が転倒
した後に
気づく。

マラソ
ンとい
う活動
の中
に、高
這いと
いうそ
ぐわな
い動き
を入れ
ていた
事、ま
た職員
の中で
その流
れが危
険とい
う意識
が欠け
てし
まって
いた。
子ども
の様子
が普段
より活
発で
あった
が、普
段と同
じよう
に指示
を出す
などケ

子どもの様
子の把握を
行い、その
活動が安全
か危険かの
判断をおこ
なって保育
を進める。
子どものテ
ンションが
高い時には
保育の内容
を変更する
か、落ち着
かせてから
行う。計画
の段階でそ
の活動が危
険かどうか
の見極めを
行う。園庭
を広く使う
活動の時に
は、事前に
他クラスの
職員等と打
ち合わせを
して複数で
安全な保育
が行えるよ
うにしてい
く。

5754

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

1.0歳児
クラス

6 6 3 3 1歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性亜
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

保育者が
想定出来
ていな
かったこ
とが原因
と考えら
れる。

戸外活動
の際に
は、子ど
もの遊び
方や姿に
よって配
置を決め
て、起こ
る可能性
のある怪
我・事故
を予測
し、対応
を話し
合ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ブランコ
の周りの
柵をよけ
て通るの
には通路
が狭く、
柵の高さ
も子ども
の顔から
頭の高さ
の為、ぶ
つかりや
すい。

月齢や発
達によっ
て遊具の
使用を決
め、遊び
方を見直
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わった
様子はな
く、公園
内を走り
回って遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児2名
がブラン
コに興味
を示し
て、ブラ
ンコを揺
らそうと
していた
為、視界
には対象
児が入る
ように見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士1
名は、低
月齢児2
名を見て
いて、も
う1名は
道路へ出
ていこう
とする子
を止めて
いた。

低月齢
児を保
育士2名
で見て
いるこ
とが多
く、高
月齢児
は保育
士1名で
見てい
ること
も原因
と考え
られ
る。

職員の配置
を再確認
し、職員同
士の声掛け
をしながら
臨機応変に
動けるよう
にしてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5755

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 0 2 0 1 5 0 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手第4
指亀裂骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

2名が一
緒にボー
ルを取り
に行きぶ
つかる可
能性があ
る環境を
つくって
しまっ
た。負け
たくない
気持ちが
強い2人
だった
が、トラ
ブルにつ
ながるこ
とまで想
定が出来
ていな
かった。
ルールの
明確化が
不十分
だった。

全体は見
ていた
が、接触
しそうな
際にすぐ
に止めら
れるよ
う、職員
の立ち位
置等その
都度検討
してい
く。研修
等で職員
に共有し
事例検討
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

破損等
あった場
合は昼礼
等で共有
している
が、漏れ
がないよ
うに確認
を徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2名が一
緒にボー
ルを取り
に行きぶ
つかる可
能性があ
る環境を
つくって
しまっ
た。負け
たくない
気持ちが
強い2人
だったた
めトラブ
ルにつな
がること
まで想定
が出来て
いなかっ
た。ルー
ルの明確
化が不十
分だっ
た。

動きが活
発になっ
てきた場
合広い室
内に移動
する、園
庭に移動
するなど
環境を整
える。時
間を区切
る。ボー
ルは一人
一つあっ
たので、
他児の
ボールは
取らない
などルー
ルを決め
てから活
動をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

最初はい
つも通り
であった
が、活動
していく
うちに気
持ちが高
ぶってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2人の保
育士が全
体を見て
おり、
走った際
に注意の
声をかけ
たが、接
触を止め
ることが
できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

1歳児2名
と関わっ
ていたた
め、接触
の際は気
付かな
かった。

2名が一
緒に
ボール
を取り
に行き
ぶつか
る可能
性があ
る環境
をつ
くって
しまっ
た。負
けたく
ない気
持ちが
強い2人
のた
め、ト
ラブル
につな
がるこ
とまで
想定は
してい
たが、
急なこ
とで止

他児のボー
ルを取らな
いなどと遊
ぶ前に繰り
返しルール
を伝えてか
ら活動を開
始する。活
動途中でも
危険を感じ
たら止めて
落ち着くよ
う話をした
り、休息の
時間を設け
る。トラブ
ルに発展し
そうな場合
は活動を切
り替える。

5756

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

10 2 2 1歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

右上A亜
脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

危険予測
が不十分

危険予知
訓練を研
修に取り
入れる

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

玩具の整
理整頓

使用しな
い玩具は
片付ける

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体制がギ
リギリ
だった

無理な活
動はせ
ず、室内
で目の行
き届く活
動をする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り活気あ
り

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
動きを把
握できて
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
動きは把
握してい
たが、砂
場で遊ぶ
他児につ
いていた
ため支え
が間に合
わなかっ
た

階段付
近で数
名の子
どもが
いた

階段付近で
集まらな
い・遊ばな
いよう伝え
る

5757

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

16 1 1 5歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
顔面(口
腔内含
む)

外傷性鼓
膜穿孔

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1２)回/
年

5歳児保
育室と
ホールが
引き戸で
仕切られ
繋がって
いる。

5歳児が
使用する
ときは引
き戸を全
て開けて
おく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士1
名で保育
をしてい
た。

保護者対
応などで
見守りが
出来ない
場合は、
子どもに
説明し行
動を止め
てもら
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
体を動か
すのが好
きであ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者対
応中で
あった。

保育士1
名で保
育をし
てい
た。

保護者対応
などで見守
りが出来な
い場合は、
子どもに説
明し行動を
止めてもら
う。

5758

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 6 4 4 2 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

転んだ際
の手の付
き方がよ
くなかっ
た。ま
た、登園
した後
ちょっと
してから
の怪我
だったの
で、体の
準備が出
来ていな
かった。

体操の時
間に、手
の付き方
を教えて
いく。ま
た、登園
してすぐ
は動きが
鈍いの
で、屈伸
や手・足
首を動か
す準備運
動をして
から遊ぶ
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

非該当 非該当

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

縄飛びの
高さも低
く設定し
ていた
為、職員
は見守る
程度にし
ていた。

少しでも
危険だと
感じた時
にはすぐ
に対応で
きるよ
う、遊び
の中に一
緒に入る
などす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年長児２
名と一緒
に、片方
をフェン
スに結
び、片方
をしゃが
んだ他児
が持った
縄飛びを
跳ぶとい
う遊びを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
他児２名
が一緒に
縄飛びで
遊んでい
るのを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

オムツ替
えやトイ
レの補
助、保護
者対応に
あたって
いた。

非該当 非該当

5759

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児

18 1 1 6歳
2.女
児

無
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

遊具の不
具合では
なかっ
た。

引き続
き、使用
都度の点
検をす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児が手
を離すタ
イミング
や足がつ
く、低い
鉄棒で
あったこ
とに過信
したと思
われる。

「気を付
けて」と
いう、言
葉をかけ
たり、低
い所でも
危険はあ
る事を知
らせてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わったこ
とはなし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒での
遊び方で
通常と違
う事はし
ていな
かったた
め、至近
距離での
見守りと
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任の方
が近くで
の見守り
をしてい
たので、
至近距離
ではある
が、視野
に入る位
置での見
守りをし
ていた。

足のつ
く、高
さであ
り、本
人も通
常と同
様に遊
んでい
たのケ
ガをす
ると
思って
いな

通常と変わ
らない遊び
方であって
も、ケガを
する事もあ
る事を伝
え、気を付
けるように
伝える。

5760

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

47 0 0 0 16 18 13 0 4 3 3歳
1.男
児

なし
食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

いつもよ
り配膳に
多くの子
どもが殺
到し、待
たせた時
間が長す
ぎたこと
もあって
か、落ち
着かない
まま食事
が始まっ
ていた。
子どもが
慌てる要
因にもな
りうるの
で、配膳
前の流れ
など連携
を取りな
がらス
ムーズに
運ぶこと
ができる
よう、全
員で気を
付けるこ
とができ
なかっ
た。

・食事の
流れが子
どもが待
つことな
くスムー
ズに進む
よう、活
動の内
容、時
間、間隔
などを一
人ひとり
が考え保
育者間で
伝え合
う。
・全体把
握を明確
にして、
食事中も
ピンクタ
スキ（全
体把握の
目印）を
付けて保
育を行う
ことを徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

・床に
スープが
落ちてい
たにもか
かわら
ず、すぐ
に拭かな
かった。
・仕切り
にしてい
るラティ
スと子ど
もの座席
の間が75
センチほ
どで通り
道として
は狭いと
考えられ
る。ま
た、もっ
と狭い場
所もあっ
た。

・床に水
分が落ち
ていた際
はすぐに
拭くよう
心掛け
る。その
動作を待
つ。
・子ども
の様子や
その時の
保育内容
に合わせ
てかつ安
全に食事
をとるこ
とができ
るよう、
その都度
考えなが
ら配置し
ていく。

6.食事
(おや
つ)中

・スープ
やお茶を
運ぶ際は
バランス
よく運ぶ
ことがで
きるよ
う、保育
の中で体
作りを
行ってい
く。
・スムー
ズに運べ
るような
環境づく
りを行
う。ま
た、子ど
もも大人
もとりや
すい場所
に雑巾や
布巾を置
く場所を
設置す
る。

・子ども
が水分を
こぼした
時や、そ
れに気づ
かなかっ
た際も保
育者が気
付き子ど
もと一緒
に拭く。
・小さな
汚れやご
みなどに
気づき、
床がぬれ
ていない
ことを確
認してか
ら配膳を
始める。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

・お腹が
すいてい
たようで
慌ててお
かわりを
取って
戻ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・近くの
席で他児
と一緒に
食事を食
べようと
して座っ
たところ
だった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・配膳に
ついてお
り、そこ
から全体
を見るこ
とができ
るような
場所で
あった。
・おかわ
りをしに
きた子に
盛り付け
る役割を
担ってい
た。

・保育
者も食
べ始め
る前に
全体を
目視し
たり、
個々の
食べて
いる場
所や
量、
テーブ
ルの雰
囲気な
どを確
認する
と同時
に、周
辺環
境、設
備を整
える。

・全体把握
をする職員
が全員が安
全に心地よ
く食事をと
れているか
等、役割を
担うと同時
に、保育者
間で声を掛
け合い、ど
の場所で誰
と食べるの
かが的確か
など個々で
判断してい
く。

5761

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

20 2 2 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

定期
的に
実施

実施頻度(
3~4　)回/
年

基準
以上
の配
置

行動予測
の範囲を
広げ、
様々な視
点での危
険性に気
づけるよ
う話し合
う

定期的に
実施

実施頻度
(１２
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

出入り口
付近は活
動の邪魔
になるも
のを配置
しないこ
とを継続
していく

子ども一
人一人の
特性をつ
かみ、行
動の前に
声掛けな
どを行う

いつも
と同じ

対象児
の至近
距離で
対象時
児を見
ていた

少し離
れたと
ころで
本児の
動きを
見てい
た

子どもの動
きには想定
外のことが
起きること
を念頭に置
いて活動を
促す
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5762

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

11       1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭遊び
の前に園
児とルー
ル等を確
認してい
なかっ
た。

園庭遊び
の際は事
前にルー
ルを決
め、始ま
る前にも
う一度注
意喚起す
る。職員
は見守り
の規定を
確認し、
安全面を
考慮して
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時か
ら通常通
り過ごし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員
は全体を
見渡す位
置に立
ち、一部
始終を見
ていたの
で、すぐ
に駆け
寄って対
処するこ
とができ
た。対象
児は転び
そうに
なったと
ころを、
鬼にタッ
チされた
ことでバ
ランスを
崩した。
ゆっくりと
右肩から
回転する
ように転
倒した
が、強く
打った様
子ではな
かった。

5763

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

7 7 2 2 2歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部
右耳介挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

認可移行
の際、園
庭柵の
でっぱり
は「危
険」と職
員から声
が上がっ
ていた
が、運営
側から、
柵の強度
のために
は必要だ
と言われ
ていた。
・当月採
用者がい
る中で、
子どもの
特性や性
格などを
把握し、
保育がで
きていた
のか

・柵の
でっぱり
の撤去・
および柵
の強化
・職員・
保護者で
情報を開
示・共有
する

1.定期的
に実施

実施頻度(
4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

柵につい
ては、以
前より危
険ではを
言う指摘
があった
にも関わ
らず、手
を付けて
いなかっ
た。

施設面に
おいて
は、今回
の要因に
もなった
柵の工事
を行った

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当時の保
育士配置
の中で、
担任がい
るにも関
わらず、
ほかのク
ラスに入
るような
状況が出
ていた。
やはり、
子どもが
安心でき
るのは、
担任だと
思うの
で、まし
て採用さ
れてばか
りの保育
士だと、
まだ慣れ
ていない
ことの方
が多いと
思う。臨
機応変な
考えや動
きがあっ
てよかっ
たうたの
ではない
か。と思

当時のよ
うなシフ
ト配置に
はしてお
らず、担
任配置の
中で、保
育を進め
ている。
また、通
院してい
る事実が
あるにも
かかわら
ず、園側
が確認を
しておら
ず、1週
間後の抜
糸なども
わかって
いる中
で、記録
が一切な
いので、
必ず、経
過と観
察、記録
の記載を
行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

とても活
動的で、
よく走っ
たりする
お子さん
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

その場に
見守りで
いた保育
士が、採
用された
ばかりの
保育士
と、保育
の経験年
数が少な
い保育士
間であっ
た。ま
た、担任
がほかの
クラスに
入ったた
め、担任
保育士も
不在と
なってし
まってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

シフトに
入る時間
帯でもあ
り、担任
以外の保
育士がク
ラスに
入ってい
る状況で
あった。

・園の
対応に
不信を
抱いて
いる職
員がい
たにも
かかわ
らず、
誰も声
を上
げ、改
善がで
きるよ
うな環
境にな
かっ
た。
・保護
者も園
の対応
に不信
と気持
ちがな
えてし
まい、
それ以
上、言
葉を発
するこ
とがで
きない
環境を
作って

・リスクマ
ネジメント
委員会の発
足に伴い、
事故の分
析・対策・
防止などを
話し合い、
職員全員に
周知すると
ともに、保
護者にも情
報の周知・
共有を行
う。

5764

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

36 8 16 12 8 7 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

2.基
準配
置

保育園内
のヒヤリ
ハットの
研修、公
園までの
安全な道
のりの検
討、歩く
際の注意
点の話し
合いは
行ってい
たが、公
園内遊具
について
の研修は
行ってい
なかっ
た。公園
へ行った
際その都
度、子ど
もの人数
やその日
の公園の
様子に合
わせてそ
の場で口
頭にて使
用する遊
具、人員
配置の確
認は行っ
ていた。

園のみで
なく、公
園のヒヤ
リハット
や事故防
止につい
て、公園
のリスト
に基づき
各公園毎
に話し合
いを行っ
ていき、
全職員が
共通の認
識を持っ
ていく。

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者が
側につい
ていた
が、他児
にも目を
向けてい
た為に起
きた。

視野を広
げる事も
必要であ
るが、危
険なポイ
ントにつ
いている
時にはそ
の部分を
重点的に
見て対応
できるよ
うにする
べきで
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

全員で
ローラー
すべり台
を滑る時
間を設け
て順番に
滑って
いった。
特に興奮
した様子
はなかっ
たが、久
しぶりの
公園の遊
具であっ
た為、気
持ちは少
し高まっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

上からす
べり降り
てくる子
や再度滑
る為に、
階段を
上ってい
る子に目
を向けて
いた為、
落下に気
付いた時
に手を出
したが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

滑り始め
る他児や
階段を
上ってく
る他児の
誘導を
行ってい
た。

滑り出し、
滑り終わ
り、階段と
誘導する部
分が決まっ
ていた為、
場に合った
対応をしっ
かりとする
べきであっ
た。又、一
人ひとり滑
る間隔を空
けて一人一
人が見られ
る状況で滑
るべきで
あった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5765

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

20 20 1 1 5歳
1.男
児

身長114.7
㎝　体重
20.4㎏　天
候晴れ

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

規定の人
数は満た
している
が､この
日は夕方
の職員が
一名いつ
もより､
少なかっ
た。

大人の人
数が少な
いは、子
ども達と
一緒に並
んで戻
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

石がとこ
ろどころ
に落ちて
いる。地
面の砂が
少ないと
滑りやす
く転びや
すい。

安全点検
や園庭遊
びの時
に､大き
な石は拾
う。砂が
少なく
なってき
たら､業
者へ砂を
発注す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

部屋への
戻り方に
ついて､
園児に定
期的に話
していな
かった。

戻る前
に、必ず
前を向い
て歩いて
帰ること
を伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

コロナ対
策で休む
日が多く
2～3日し
か来ない
週が多
かったが
(自宅で
は主に
ｹﾞｰﾑをし
て遊んで
いるとの
こと)､こ
の週は4
日来てい
て週末
だったの
で､疲れ
ているよ
うに見え
なかった
が､疲れ
が溜まっ
ていたの
かもしれ

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭の職
員は一人
ひとり､
謎解きの
答え合わ
せをして
いた｡平
常時は道
中に1名
いて危な
くないよ
う声掛け
している
が､この
日は1名
早く上が
るので､
道中は誰
もいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

先に部屋
へ戻り、
受け入れ
体制に
入ってい
た。他ｸﾗ
ｽの職員
も入れ替
わりで園
庭に降り
てきてい
たが、転
んでいる
所は見て
いなかっ
た。

いつも
は職員
が一人
部屋に
いて､も
う一人
が道中
にいて
見守り
をして
いるが､
1名は
15:30上
がり､も
う1名は
17:00上
がり
だった
ので､平
常時と
違う動
きに
なって
いた。

大人の人数
が少ない
は、子ども
達と一緒に
並んで戻
る。

5766

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

17 6 10 49 49 48 49 0 1 1 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

担任は
とっさの
事で予想
できな
かった。

・スタン
ディング
ブリッジ
は行わな
い。一人
で行わな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

技による
がそばに
つき行い
想定され
る中で行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも活
発なお子
さん、い
つもどお
りであっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児の体
をはじめ
から支え
ていたの
でそばに
ついてい
た。

子供の
行動を
予測で
きてい
なかっ
た。

スタンディ
ングブリッ
ジは行わな
い。また、
そばにつき
行う。

5767

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

20 10 10 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
使用前に
必ず実施)
回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

山の横幅
が広い
為、視線
を少し外
すと片側
が見にく
かった。

いつも全
体を見渡
せる位置
に居るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発な児
童。いつ
も通り元
気に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

直前まで
見ていた
が、落ち
着いて遊
んでいた
為他児を
見ていた
ので転倒
時は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鬼ごっこ
側にもう
一人の保
育士は配
置してい
たため

今後も遊ぶ
前の環境確
認は必ず行
い、危険な
場所に関し
ては、子ど
もと確認を
し、いつも
全体を見渡
せる位置で
の保育を意
識して行

5768

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 18 19 5 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
近位部腫
瘍

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(4)回/年

2.基
準配
置

保育士の
立ち位置
等までの
確認がな
かった。

保育士が
園庭全体
にバラン
スよく点
在するよ
うな配慮
をしてい
くことが
必要だと
考えられ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

園庭の地
面に凸凹
があるの
で、バラ
ンスを崩
しやす
かったの
ではない
かと考え
られる。

強風の日
が多く、
園庭の地
面に凸凹
があるの
で、業者
と検討
中。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭の地
面に凸凹
があるの
で、バラ
ンスを崩
しやす
かったの
ではない
かと考え
られる。

強風の日
が多く、
園庭の地
面に凸凹
があるの
で、業者
と検討
中。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

虫探しを
していた
ので、
しゃがみ
こんで
じっくり
と遊んで
いた。立
ち上がり
次の動作
に入ろう
とした時
倒れた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
虫探しを
していた
姿は把握
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児が
虫探しを
していた
姿は把握
してい
た。倒れ
こんだの
ですぐに
駆け付け
た。

母親か
ら「昨
夜対象
児が剣
道の稽
古後で
足がだ
るいと
訴えた
ため、
足をさ
すって
あげ
た」と
報告が

朝の受け入
れの際に保
護者と話を
しっかりと
していくこ
とが大切だ
と考える。

5769

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

26 2 2 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
左前腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

人的配置
に不備な
し。職員
の手を子
どもの腹
部と背中
に添えた
完全補助
が必要。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

用具に問
題はな
かった
が、手が
滑る可能
性を示唆
し、意識
を向上さ
せる
必要があ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境面で
の不備は
なかっ
た。職員
の手を子
どもの腹
部と背中
に添えた
完全補助
が必要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

助走なし
３段を跳
べた後
に、ス
テップ
アップと
して４段
に挑戦
し、２回
成功後
だった。
出来た事
に喜んで
はいたが
普段と変
わらない
姿だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱横
にて補
助。本児
含め参加
児全員が
安全に行
えている
と考えて
いたの
で、事故
の瞬間に
反応しき
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で跳
び箱に参
加しな
かった児
の自由遊
びを見守
り。

とっさの補
助は難しい
瞬間がある
為、出来る
出来ないに
関係なく全
ての児に対
し職員の手
を子どもの
腹部と背中
に沿えた完
全補助を
行ってい
く。

5770

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 12 11 3 3 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２ )回
/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度
都度

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/日

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内の活
動で上記
のように
色々な配
慮をして
きたにも
かかわら
ず、パラ
バルーン
から手を
放してし
まったこ
とで転
び、事故
が起きて
しまっ
た。

パラバ
ルーンの
扱い方に
ついても
日頃から
話をして
きたが、
更に、危
険が伴う
ことや
しっかり
持つこと
の必要性
を伝えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会で
行なうパ
ラバルー
ンの練習
中であっ
た。自信
のない活
動に対し
ては消極
的なとこ
ろが見ら
れる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

運動会の
練習の
為、パラ
バルーン
の指導を
してい
た。
全体が見
える位置
にいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体が見
える位置
にいた。
支援児が
参加して
いたので
付き添っ
ていた。

練習ス
タート
時はい
つもど
おりの
様子で
あった
が、事
故直前
に技を
間違え
てし
まっ
た。普
段から
失敗を
嫌がる
傾向に
あるの
で、そ
の後気
持ちが
落ちこ
んだま
ま継続
して参
加して
いたこ
とが予
想され
る。

普段から個
人的に声を
掛け自信を
もって活動
できるよう
にしてきた
が、今後は
得意なこと
をみんなの
前で見せた
り、褒めた
りして、ク
ラスや他ク
ラスの友だ
ちにも認め
てもらいな
がら、更に
自信へとつ
ながる働き
かけをおこ
なう。ま
た、今回の
ように怪我
となる事も
ある為、活
動に対し消
極的な姿や
気持ちが昂
るような場
合は、より
注意深く見
ていき、声

181 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5771

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

16 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

事故予防
に関する
研修が未
実施で
あったこ
と。

事故予防
の研修会
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

遊具の点
検は、今
まで通り
実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

水遊びの
予定だっ
たが、気
温が低
かったた
め戸外遊
びに変更
した。久
しぶりの
大型遊具
での遊び
で、注意
事項を園
児に再確
認してい
なかっ
た。

大型遊具
の遊び方
について
毎回注意
喚起をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯は普
段から遊
んでいた
遊具だっ
た。雲梯
にぶら下
がること
を楽しん
でいた
が、2～3
本先の所
まで手を
伸ばし、
つかもう
としたが
つかめず
転落し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

大型遊具
にいた保
育士は体
調不良の
園児の対
応をして
いたた
め、転落
の様子を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

湿度の高
い日だっ
たため、
戸外遊び
中、何度
も声掛け
を行い、
水分補給
と休息を
行ってい
たが遊び
に夢中で
水分補給
をしない
園児がい
たため、
水筒のあ
る場所に
ついて一
人ひとり
が必ず水
分を摂る
か確認し
ていたた
め転落の
様子を見
ていな
かった。

大型遊具か
ら離れる
際、必ず他
の保育士に
声をかけ、
遊具周辺か
ら保育士が
離れないよ
う連携をと
ることを徹
底する。

5772

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

26 4 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

事故予防
に関する
研修を園
長のみが
受けてい
たが、職
員に周知
すること
を怠って
いた。
職員の危
機感不足
以上に、
園長自身
が安全対
策に対し
ての危機
感が薄
かった。

来月（1
月）から
の事故予
防、安全
対策の研
修をなる
べく多く
の職員が
受講でき
るように
計画して
いる。ま
た、研修
後は研修
未参加の
職員には
職員会議
や研修報
告を通し
周知す
る。
事故防止
のマニュ
アルの読
み合わせ
を職員会
議にて行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/月

平均台で
遊ぶ際は
上履き・
靴下は履
かず、裸
足で遊ん
でいた。
裸足のた
め平均台
から滑る
事はな
かった
が、バラ
ンスをく
ずし落ち
てしまっ
た。しか
し、落ち
た場合の
想定で
マット等
の安全対
策はして
いなかっ
た。

常に危険
を考え、
マット等
の安全対
策を必ず
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

平均台の
そばに職
員がいた
が、制作
ではさみ
を使用し
ていたた
め、すぐ
に駆け付
けること
ができな
かった。
平均台か
ら落ちる
事を想定
せず、平
均台の周
りにマッ
ト等の安
全対策が
なされて
なかっ
た。

活動内容
の見直し
をおこな
い、運動
遊びと制
作は別に
考えた保
育を工夫
する。
また、運
動遊びを
する場合
は年齢に
あった遊
び方か確
認をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な女
児で、当
日も通常
時と変わ
らず元気
に過ごし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

平均台の
近くに置
いた机に
向かい、
他児とは
さみを
使った制
作をしな
がらホー
ル全体を
見てい
た。本児
が平均台
から落下
した際
は、はさ
みを使用
していた
ためにす
ぐには駆
け付ける
ことがで
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

平均台の
そばで別
の遊びを
していた
子ども達
を見守っ
ていた。
本児が平
均台から
落下した
際の泣き
声に気づ
きすぐに
駆け付け
た。

子ども
達が遊
んでい
るそば
で別の
場所を
見守っ
ている
職員は
いた
が、平
均台で
遊んで
いる子
どもに
手を差
し出せ
る職員
がいな
かっ
た。
運動遊
びとは
さみを
使用す
る制作
を同時
にする

担当職員が
制作に携
わっていた
点を反省
し、今後は
遊びを見守
るときには
必ず遊んで
いる要所要
所につき、
保育士同士
が確認をし
ながら危険
な時にはす
ぐに手が差
し出せるよ
うにする。
子どもたち
へ遊び方を
伝え、見守
りながら声
かけを危険
の無いよう
にする。
遊びに入る
前に職員そ
れぞれの立
ち位置を確

5773

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

6 2 8 6 7 3 0 0 5歳
2.女
児

剥離骨折
は、前回の
ものかもし
れないし、
今回かは
はっきりと
判断つかな
い。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足外く
るぶしの
剥離骨折
と捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

前々日に
遠くまで
お散歩し
公園で
たっぷり
遊んでき
ていた。

疲労が
あった可
能性があ
るので、
保育内容
を変更し
てもよ
かった。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

事前に園
独自のマ
ニュアル
を使用
し、特に
危険な個
所で遊ん
でいた鬼
ごっこで
はなかっ
た。

別の遊び
への転換
が必要
だった。
砂遊び等

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体を使う
遊び以外
の環境設
定が足り
ない。

砂場道具
をその日
持って出
かけるの
を忘れて
しまっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は
走って急
に曲がる
など足に
負担がか
かる様子
が普段か
ら見られ
ると母親
からの証
言が事故
後にあっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

だるまさ
んが転ん
だを行
い、職員
の後ろを
走ってい
た。転ん
ですぐに
その状況
を話し
た。すぐ
に足の状
況確認
を、行い
園へ連絡
を入れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他事の遊
びを見守
り、転ん
だ様子
だったの
で近くに
行き声を
掛ける。
その後本
児をおん
ぶして園
まで戻
る。

その日
は他児
も足の
縺れに
よる転
倒が多
く、鬼
ごっこ
以外の
遊びを
した方
が良
かっ
た。

子ども達の
様子によっ
て週案の変
更や判断を
綿密に行う

5774

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

8 17 17 4 4 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯の打撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児、他
児の体調
に問題な
し。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

至近距離
ではな
く、どろ
けいを実
施してい
る全体を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

異年齢の
散歩で
会った。
２歳児ク
ラスの遊
びを見て
いた職員
は本児の
動きを全
体把握で
しか行っ
ていな
かった。

鬼ごっ
こなど
の激し
く動く
遊びの
際に周
囲をよ
くみて
遊ぶよ
うな子
どもへ
の声掛
けや環
境設定

事故の状況
を職員に限
らず、子ど
もへの説明
をしてい
く。年長児
に対して生
え変わりの
時期である
ため、歯の
大切さや役
割を伝えて
いく。

5775

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 10 11 9 3 3 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

子どもが
事故が起
きたス
ペースで
運動をす
ると予測
できてい
なかっ
た。

今回の事
故を機に
子どもは
予測しな
い行動を
する可能
性があ
り、それ
を見越し
た見守り
方を意識
していき
ます。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

対象児が
前転出来
ると思え
る広さと
感じた。

運動をし
たくなる
ような広
さを作ら
ないよう
に設定を
変えまし
た。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

運動遊び
の活動時
間の保障
が足りて
いなかっ
た。

活動計画
に運動遊
びの時間
を増やし
て子ども
が満足で
きるよう
にしま
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
友だちと
遊びなが
ら、事故
が起きた
絵本コー
ナーへ
入って
いった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児と
他児の動
きは把握
していて
絵本コー
ナーへ
入って
いったこ
とは把握
していた
が中の様
子は把握
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別のス
ペースに
ついて子
どもたち
を見守っ
ていたた
め把握で
きていな
かった。

事故が
起きた
時の状
況を職
員が把
握して
いな
かっ
た。

子どもがい
るスペース
は定期的に
安否確認を
行います。

5776

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

15 15 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

　　右第
五指　二
関節骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1　　)回
/年

2.基
準配
置

基準の職
員は配置
されてい
たので、
つねにケ
ガや事故
がおきる
という事
を、考え
ながら保
育をして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1　　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
4　)回/年

巧技台ふ
らつくと
ころな
し。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新型コロ
ナ感染症
の為、自
粛保育中
であり、
本児の思
うように
身体が動
かせてい
なかっ
た。

本児の発
達に合わ
せた遊び
を提供す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に興奮
した様子
もなく、
落ち着い
て遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

何人か
（15人）
の他児も
近くで遊
んでいた
ので、一
緒に声を
かけたり
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鉄棒につ
き見守り
ながら、
巧技台な
どの様子
も見守っ
ていた。

現状維
持

小さなこと
でもクラス
内で連絡事
項簿に記入
し、担任間
で共有する
ことが大
事。また、
上司、看護
師への報
告、相談も
忘れずにす
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5777

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

7 7 2 2 2歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

　　骨折
右第三指
中足骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

配置人数
には問題
なし。

事故後、
職員間で
ジャンプ
の高さの
確認を
し、低め
の設定に
変えるこ
とになっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

巧技台の
下にマッ
トも敷い
ていた。

特にな
し。

本児には
無理のな
い高さで
あり、い
つも楽し
んでいた
が、ジャ
ンプの時
バランス
を崩して
しまうこ
とはあっ
た。

身体の使
い方を身
に着ける
ような遊
びを取り
入れてい
く。

普段と変
わらず、
落ち着い
て遊んで
いた。

巧技台に
つき見守
りなが
ら、他児
の様子も
見てい
た。

すべり台
につき見
守りなが
ら、他児
の様子も
見てい
た。

本児の
様子も
きちん
と見て
いて、
すぐに
報告、
看護師
へと対
応を繋
げられ
た。

今後も引き
続き子ども
の様子を見
守る。

5778

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

98 5 15 16 19 21 22 0 21 15 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

太鼓橋を
雲梯のよ
うにぶら
下がって
使用する
遊び方
と、登っ
て上を渡
る遊び方
を同時に
行ってい
ると、接
触・落下
の危険が
高まるた
め、同時
にその遊
び方をし
ないよう
再度確認
した。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

体調もよ
く、元気
に遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
至近にい
て活動の
様子を見
守ってい
たが、大
縄跳びの
準備のた
め目を離
した瞬間
に事故が
発生し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
時に至近
で見守っ
ていたの
は担任1
名で他の
職員はい
なかっ
た。

児童が
のぼっ
ていた
場所が
低い位
置で
あった
ので、
落下時
のけが
のリス
クが低
いとの
思い込
みが職
員に
あっ
た。

低い位置だ
から危険で
はないとい
う思い込み
をせず、接
触・落下が
起こりうる
という意識
のもと、
しっかりと
見守りをし
ていく。
高さがあり
落下事故の
リスクが考
えられる遊
具の場合
は、できる
だけ複数人
での見守り
を行う。

5779

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

12 5 3 2歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

右上顎歯
肉挫創
右上口唇
貫通創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(10)回/年

1.基
準以
上配
置

園庭の危
険個所の
認識が職
員間で統
一されて
いなかっ
た。

ヒヤリ
ハットの
分析・検
討により
注力し、
危険個所
に気づき
改善を図
る。障害
物がある
側に職員
が立つよ
うにす
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日1回)

2.不定期
に実施

実施頻度
(その都度
確認）

通路に生
えている
剪定済み
の木を危
険と認識
していな
かったた
め、凸凹
が残った
状態に
なってい
た。

事故現場
付近とイ
チジクの
木の凸凹
部分を改
めてのこ
ぎりで剪
定し、保
護材で
覆った。
また園庭
の木の整
備を行っ
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

木が生え
ている側
に担任が
ついてい
なかっ
た。本児
が走りた
くなるよ
うな声が
けを行っ
てしまっ
た。

危険と思
われる個
所で保育
士がつく
位置を再
確認し、
職員間で
周知徹底
を図る。
また、子
どもの気
持ちが先
走らない
ような声
がけを行
うよう一
層注意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　本児を
含む子ど
も４名
が、担任
２名と園
庭にある
通路の探
索を楽し
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

２名の担
任が本児
の前後の
至近距離
について
いた。後
ろについ
ていた担
任は本児
が走り出
そうとし
て転んだ
ため、咄
嗟に防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

テラス付
近にいた
子ども５
名を職員
２名、園
庭中央に
いた子ど
も３名を
職員１名
がついて
子どもた
ちを室内
に誘導し
ていたた
め、本児
の動きを
見ていな
かった。

剪定済
みの木
の危険
性を認
識でき
ていな
かっ
た。木
側に担
任がつ
いてい
なかっ
たた
め、本
児は転
倒をし
た時に
木に口

保育中の保
育士の位置
や声がけの
仕方につい
て、園全体
で考え危険
回避の意識
を高めてい
く。

5780

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 0 0 0 13 14 21 0 4 3 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨斜
骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
24　)回/
年

1.基
準以
上配
置

・実施し
ている保
育に必要
な環境設
定を熟考
し、不必
要な物及
び事故原
因と考え
られる物
を見直す

・園庭ト
ラック
ロープの
撤去、再
設置をす
る場合
は、ロー
プを地面
に埋め込
み、地上
に浮き上
がらない
ようにす
る
・危機管
理マニュ
アル園庭
トラック
ロープに
ついての
記載がな
かった
　園庭に
ロープを
常時設営
はしない
が、今後
運動競技
によって
は必要に
なる可能
性もある
ため、再
発防を記

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

・職員の
安全点検
の視点が
曖昧に
なってい
た
・職員の
危機察知
能力が乏
しい

・書面に
て安全点
検観点の
共有を図
る。
チェック
リストの
作成す
る。（1
２月中に
完成予
定）
・日々の
朝礼と終
礼で危機
管理ポイ
ントの気
づきを伝
え合いな
がら、必
要に応じ
てマニュ
アル化す
る。（1
２月中に
完成予
定）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・ドッジ
ボールの
試合コー
トをト
ラック
ロープ上
に作成し
ていた
・トラッ
クロープ
が地面よ
り浮いて
いたた
め、足が
引っ掛か
る可能性
があった
・ドッジ
ボールに
参加して
いる職員
が1名し
かいな
かった
・ドッジ
ボール前
に園児と
ともに十
分な準備
体操をし
てなかっ
た

・現在の
保育には
不必要で
あったト
ラック
ロープを
撤去して
いなかっ
たため、
撤去した
・ドッジ
ボール
コートを
作成する
際は、地
面状況及
び周囲の
備品など
により事
故の恐れ
がないか
確認をし
て実施す
る
・ドッジ
ボールに
参加する
職員は2
名以上配
置を基本
とする
・ドッジ
ボール開
始前には

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・保育士
の話をよ
く聞き、
指示をよ
く理解で
きる
・活発で
戸外を好
み、ドッ
ジボール
を意欲的
に取り組
んでいた
・試合中
コート内
でボール
を避けた
際に、ト
ラック
ロープに
足が引っ
掛かり転
倒をした

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・ドッジ
ボールの
審判とし
て保育を
進めてい
た
・他の場
所他児が
転倒した
ため、一
時的に
コートを
離れた瞬
間、該当
児が転倒
したた
め、その
瞬間は見
ていない
・該当児
が転倒後
すぐに駆
けよるこ
とができ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・至近距
離にはお
らず、他
の園児と
遊びを
し、全体
確認をし
ていた

・人的
事故で
はない
が、職
員は
ドッジ
ボール
してい
る全園
児が見
える位
置にい
なかっ
た

・ドッジ
ボールの試
合だけでは
なく、練習
の際も園児
の人数に
よって2名以
上の職員で
見守る
・職員配置
は全園児が
見える位置
に変更する

5781

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

28 19 18 3歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右痙骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(10)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(5)回/年

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

7.その
他

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

・行事前
日で、少
しテン
ションが
あがって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・列の後
ろの方に
いて、先
頭の職員
は気づか
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・痛がっ
て泣いて
いたの
で、後か
ら来た担
任が気づ
く。

・子ど
もの動
きに合
わせ
て、列
の最初
と最後
に職員
がつい
て動き
の確認
を
　怠っ

・室内から
他の場所に
移動する時
には、列の
最後にも確
認の必要が
ある。

5782

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

22 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外踝骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

本児だけ
でなく、
子ども達
に怪我等
の報告を
担任にす
るように
伝える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

遊具やお
もちゃを
使ってい
ての事故
ではな
い。

園庭での
活動時に
死角が出
来ない様
に職員を
配置して
いるが、
より強化
してい
く。

7.その
他

帰りの受
け渡しの
際も保護
者と会話
したが、
女児、保
護者から
の訴えも
なく
足をひき
ずる様子
もなかっ
た。

普段は小
さい傷で
も訴える
女児であ
るが、怪
我等した
ときは保
育士に必
ず
伝える様
に話す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝は園庭
で受入を
し、園庭
で午前中
に自由に
遊んでい
る。なわ
とびや走
り回る様
子を見て
いる。
給食時、
午睡明け
訴えもな
く、１６
時より外
遊びに出
た。階段
も園庭で
も足をひ
きずる様
子を見て
いない。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭遊び
の際は職
員が点在
し、怪我
のないよ
うに見守
る事が多
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ダウン症
のお子さ
んや発達
障がいの
お子さん
もいるク
ラスでは
あるが、
本児が
帰ってか
ら母親に
訴えた、
「転ん
だ」と
いう現場
は見てい
ない。

女児と担任
の信頼関係
は出来てい
ると思われ
るが、
怪我等は保
育士に伝え
るように話
していきた
い。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5783

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

22 3 3 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

大きなけ
がにつな
がらない
ような体
づくりを
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

問題な
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

問題な
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
いつも通
り意欲的
にリズム
遊びを
行ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

リズム遊
びを行う
子ども達
の様子を
見なが
ら、『と
んぼ』を
ピアノで
弾いてい
た。全体
の動きが
見える角
度で弾い
ており、
本児が転
んだ瞬間
をピアノ
の場所か
ら見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・交代で
リズム遊
びを行っ
ていたた
め、待っ
ていたグ
ループの
子ども達
と一緒に
いながら
リズム遊
びの様子
を見てい
た。本児
と同じグ
ループの
子が1
名、やら
ずに立ち
尽くして
いたた
め、他児
との衝突
を防ぐた
め壁際に
移動する
よう誘導
してい

保育士が適
宜声掛けな
どを行って
いく。

5784

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

20 4 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈尺骨の
骨幹部骨
折（２ヶ
所骨折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

本児は鬼
ごっこを
している
際に、他
児を捕ま
えようと
して目の
前にあっ
たブラン
コの柵を
飛び越
え、転倒
し、怪我
をしてし
まった。
今後はこ
のような
状況を予
測し、園
児が柵を
超えたり
しないよ
うに保育
士が遊び
を見守
り、状況
に応じて
声を掛け
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎朝)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎朝)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

今回の転
倒は遊具
の不具合
から発生
した事故
ではな
かった
が、今後
も点検を
継続して
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
等、相手
を捕まえ
ようと気
持ちが急
いてしま
うと、柵
を飛び越
えるなど
園児の思
わぬ行動
が発生し
やすい。
リスクを
予測し子
どもの行
動を把握
しつつ、
危険を回
避できる
よう声を
掛けてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

身体を動
かすこと
が好きな
子どもで
あり、ま
た、鬼
ごっこの
際には、
足の速い
他児を捕
まえよう
と気持ち
が急いで
しまい、
目の前に
あったブ
ランコの
柵を横跳
びしてし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
他児が鬼
ごっこを
している
中に入
り、一緒
に遊びな
がら全体
の把握を
してい
た。対象
児が他児
を追いか
け、ブラ
ンコの柵
を横跳び
してし
まった様
子も見て
いた。ブ
ランコの
柵を飛び
越えよう
とし勢い
が付き、
転倒して
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もが園庭
内の遊具
で遊んで
いた為、
その遊具
の付近に
ついて遊
びを見
守ってい
た。

対象児が飛
び越えよう
としていた
柵は、子ど
もにとって
飛び越えた
くなる高さ
であった。
鬼ごっこ等
は怪我に繋
がる可能性
のある物の
ない広い場
所を活用す
るなど工夫
し、怪我に
繋がりやす
いことを子
ども達にも
知らせてい
く。

5785

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 6 1 1 8 4 5 0 3 3 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右中手骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

職員配置
人数には
問題はな
かった
が、職員
の連携が
不十分
だった

違った使
い方をし
ている園
児には園
児の理解
につなが
る声かけ
を行いそ
の行動を
止める。
または、
他の遊び
を仕掛
け、他に
興味が行
くように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

ソファー
の素材や
配置等は
要因とは
考えてい
ない。

このケー
スにおい
ては、人
的環境の
部分が強
い。よっ
て、ハー
ド面の改
善はな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児の高
ぶった気
持ちを分
かり声掛
けしても
改善につ
ながらな
い場合
は、他職
員に相談
したり、
コーナー
を中止す
る方法も
あった。

活用でき
るコー
ナーを状
況に応じ
て減ら
し、安全
に見られ
るように
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本来、絵
本を読む
コーナー
であった
が、妹と
遊んでい
て気持ち
が高ぶり
ソファー
の背もた
れに体ご
と乗って
ケガにつ
ながっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

何度か声
をかけ危
険なこと
や使い方
が違って
いること
を注意し
落ち着い
たので、
少し離れ
たところ
で見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3名中、1
名は本児
の絵本
コー
ナー・1
名は受け
入れ対
応・1名
は別コー
ナーを担
当してい
た。

職員同
士の声
掛けを
積極的
に行
い、園
児状況
に合わ
せて職
員が動
く必要
があ
る。

ケガに繋が
りそうな遊
びをしてい
る子を把握
し、遊び方
を伝えた
り、興味を
持てそうな
遊びに誘っ
たりしてい
く。職員間
で共有す
る。

5786

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 25 20

一
時
保
育

26 11 5歳
2.女
児

　
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

　　右肘
尺骨 亀
裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　　普段
から静的
な動きよ
りも、動
的な動き
を好む特
性がある

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　　他の
子どもた
ちと大縄
跳びの活
動（担当
職員は大
繩を回
す）を
行ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　おやつ
後、園庭
での自由
遊び中
　　他ク
ラスの子
どもとの
あそびに
関わって
いた

 担当保
育士は
園庭全
体の子
どもの
動きを
把握す
ること
ができ
ていな
かった

担当保育士
は 園庭にい
る子ども全
体が確認で
きるような
立ち位置と
子どもとの
関わり方を
常に意識し
行動する

5787

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 0 4 3 3 3 3 2 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯牙打撲
（右上歯
Ａ・左上
歯Ａ・右
下歯Ａ）
下前歯欠
損

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

延長保育
で利用す
る場合の
４・５歳
児室の環
境に無理
があった
のではな
いか。

18：00以
降、１～
５歳児が
合同で過
ごす室内
環境が安
全で安心
できるも
のになる
ように全
職員で確
認をし、
整える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・乳児や
幼児の
様々な年
齢の子ど
もが遊べ
るような
環境を整
えること
ができて
いなかっ
た。

・遊びを
見つけ、
落ち着い
て過ごせ
るように
遊びの環
境を整え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記
載）
・延長保
育時間の
補助食を
食べてか
ら、気持
ちが高
ぶってい
て該当園
児を含め
た３人と
一緒に部
屋の中を
走った
り、歩き
回ったり
と落ち着
いていな
い姿だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

該当園児
を含めた
３人の気
持ちが落
ち着ける
ように声
をかけた
り、そば
について
対応した
あと、乳
児の子ど
もの遊び
につい
た。
その後も
気持ちが
高ぶり
走ってい
る様子が
該当園児
を含めた
３人に
あったた
め、走ら
ないよう
に声をか
けるが事
故が起
こってし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

補食を食
べていた
時間は全
体的に落
ち着いて
いたため
正規職員
は別室に
いた。非
常勤職員
について
は、1名
は隣の4
歳児室で
園児１名
の対応と
おやつ後
の片づけ
し、もう
１名は室
内や遊具
の消毒作
業を行っ
ていた。

乳児の
子ども
たちが
安全に
遊べる
ように
するた
めに、
気持ち
が高
ぶった
ままの
まだ遊
びが見
つけら
れてい
ない該
当園児
のそば
を離れ
てし
まっ
た。又
延長保
育時間
で、子
どもた
ちも疲
れが出
てくる
と予想
される

・乳児や幼
児、様々な
年齢の子ど
もがいる時
間帯、また
場面の切り
替え時に
は、より安
全に保育が
出来るよう
に十分な職
員配置を行
う。リスク
意識を高く
持って保育
に臨む。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5788

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

21 3 3 6歳
1.男
児

天気良好晴
れ

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

怪我や事
故に対し
て職員研
修を行っ
ていな
かったの
で、怪我
や事故に
対して職
員周知が
出来てい
なかっ
た。

１１月の
園内研修
の議題が
「保育中
の事故」
について
だった
が、怪我
について
の内容が
なかった
ので,１
月頃怪我
について
の職員研
修を検討
してい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週一回)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

遊び始め
る前に
は、必ず
職員が園
庭を一回
りして安
全を確認
したり、
危険物が
落ちてい
ないかな
どチェッ
クしてか
ら子ども
達を園庭
に出して
遊ぶよう
にしてい
る。

今まで以
上に子ど
もたちの
安全・安
心を第一
に考え、
事故・怪
我に対す
る職員の
意識を高
めて日々
の保育に
取り組
む。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭に出
た時に
は、子ど
も達に遊
ぶ時の注
意事項、
大型遊具
での遊び
方につい
て話しを
してい
る。気に
なる危な
い遊び方
をしてい
る子ども
には、そ
の都度声
をかけ注
意を促し
ていたが
十分に出
来ていな
かったの
ではない
か。

戸外遊び
の前に
は、子ど
も達に遊
具の使い
方や遊び
方を話
す。ま
た、すぐ
に遊び出
す（動き
出す）と
運動不足
気味の子
どもの身
体に負担
をかけて
しまうの
で、引き
続き準備
運動を
しっかり
行ってか
ら遊ぶよ
う促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児
は、園庭
に出ると
いつも走
り回って
お友だち
と鬼ごっ
こをして
いる事が
多く、こ
の日も他
児2人と
一緒に鬼
ごっこを
して園庭
を走って
いた。普
段から落
ち着きの
ないのが
目立つ子
でもあ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任Ｂが
鬼ごっこ
をしてい
る３人を
目で追っ
ていた。
対象児を
含め園庭
を走って
いたの
で、気に
かけてみ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
た担任Ａ
は園庭内
で他の子
ども達と
遊んでい
た。担任
Ｃは、担
任Ｂと距
離をとっ
て園庭内
で遊んで
いる子ど
もたちの
様子を見
ていた
が、鬼
ごっこを
して走っ
ていた対
象児が門
から玄関
付近に来
た時は、
大型固定
遊具の方
を見てい
たので対
象児が転
倒すると
ころは見
ていな
かった。

担任は
距離を
とり園
庭内に
いて、
子ども
たちの
様子を
みてい
たが、
活動前
に子ど
も達へ
遊ぶ中
での危
険を指
導する
配慮が
足りな
かった
のでは
ないか
と考え
る。

遊び始める
前には、子
ども達に遊
び方・遊具
の使い方、
準備運動の
大切さを指
導してい
く。担任同
士でも戸外
活動中のそ
れぞれの立
ち位置、子
ども達の見
守り方を確
認しあう。
走り回って
いると転倒
した時に危
ない事や大
型固定遊具
では遊び方
により手を
離してはい
けない事な
どを子ども
達に指導す
る。声を掛
ける事を心
掛けてい
く。

5789

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

15 1 1 6歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足　脛
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの笑
顔、動き
があった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッヂ
ボール
コートの
中で一緒
にいた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児集団
と遊んで
いた。

5790

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

25 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
月一)回/
年

2.基
準配
置

定期的に
行ってい
るヒヤリ
ハット報
告、怪我
報告によ
り危険個
所や危険
行動な
ど、全職
員で共有
していく
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週一)回/
年

定期的に
行ってい
るヒヤリ
ハット報
告、怪我
報告によ
り危険個
所や危険
行動な
ど、全職
員で共有
していく
を徹底す
る。

7.その
他

動きに勢
いがあ
り、転び
やすい本
児を、引
き続き傍
で見守っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

河川敷に
到着し自
由遊びの
合図とと
もに、走
ることが
好きなこ
ともあり
勢いよく
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全員が自
由に走っ
ていた
為、傍に
はいな
かった
が、本児
の動きは
見てい
た。

2.対象
児の動
きを見
ていな
かった

1名は全
体を見
て、残り
1名は、
他児の個
別対応を
してい
た。

子どもの行
動を予測し
事前に声を
かける。
傍で見守り
ながら保育
していく。

5791

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 0 0 0 10 8 12 0 2 2 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手薬指
末節（転
倒による
切創と同
部位の）
開放骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

対象者は2
～3回/年
職員全体
は1回/年

2.基
準配
置

保育室の
室内清掃
が終了し
ていな
かった

室内清掃
が終了し
てから園
児を誘導
する

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

清掃し終
わった場
所にコー
ナーを変
更するた
め、椅子
を持って
移動した

移動時、
動線の妨
げになる
ものは撤
去する、
または支
障の無い
動線を選
択する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

清掃が終
わった場
所に絵本
コーナー
を移動す
ると保育
士から声
が掛か
り、それ
を聞いた
本児は絵
本を片付
け、自分
の座って
いた背も
たれ付き
の椅子を
持ち、移
動した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

清掃が完
了した場
所から
コーナー
設定をし
ていくた
めに、
コーナー
を作りな
がら子ど
もの見守
りをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

非常勤職
員がコッ
トを片付
け、常勤
職員が室
内清掃を
してい
た。

椅子を
持った
まま狭
い場所
を通っ
たこ
と。

子どもが手
に物を持っ
て移動する
時は、十分
なスペース
と動線を考
慮する。

5792

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

21 4 3 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

アスレ
チックの
丸太の階
段には、
必ず保育
者が付く
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

安全基準
をクリア
している
アスレ
チックの
ため、特
になし。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

日課の一
つなの
で、特に
なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内に戻
る時間に
なった
が、アス
レチック
に登ろう
としてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

丸太の階
段の左横
にある網
にいる園
児を見て
おり、対
象児に対
して背を
向けてい
たため、
転落して
から気が
付いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内に
戻って来
ている園
児もいた
ので、そ
ちらに付
いてい
た。

死角を作ら
ないよう
に、職員の
立ち位置等
について話
し合い、工
夫してい
く。

5793

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

1 4歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

子どもを
引き渡
す、引継
ぎをして
いる時は
近くにい
るように
する。さ
ようなら
をして、
保護者に
引き渡し
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

必要に応
じて、不
具合が起
きている
時には、
修理す
る。

7.その
他

危険な動
きをして
いる子ど
もがいな
いか丁寧
に見守っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

バランス
を崩し転
倒し、そ
の際手を
つき負傷
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他のお迎
えに対応
している
状況

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のお迎
えに対応
し、保育
室を移動
してい
る。

危険な動き
をしている
子どもに素
早く対応で
きるように
連携を取っ
ていく。

5794

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

20 3 3 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

モンテジ
ア骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

鉄棒のと
ころに保
育士はつ
いていた
が、瞬時
に助ける
ことが出
来なかっ
た。

バランス
を崩した
時にすぐ
に補助で
きるよう
な体勢を
とる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

室内用鉄
棒を使用
するのは
初めて
で、園庭
の鉄棒よ
りも高さ
が高かっ
た。
鉄棒下に
敷くマッ
トがウレ
タンのも
ので足が
沈みやす
かったの
ではない
か。

遊びなれ
ていない
ものを使
用する時
は一段下
げるなど
子どもに
あった高
さに調整
する。厚
み重さの
あるマッ
ト（適し
たマッ
ト）を使
用する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は鉄
棒の前回
りの経験
がまだ少
なかっ
た。本児
はほかの
運動遊び
でも身体
が支えら
れないと
ころがあ
る。普段
の姿とし
て照れて
脱力する
姿も見ら
れる。

子どもの
動きを把
握した上
で補助を
できるよ
うにして
いく。事
前に個別
に手を離
さないな
どの声を
かける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調等含
めていつ
もと変り
なく過ご
してい
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

日常から
鉄棒をす
るときに
は、必ず
ついて見
守るよう
にしてい
て、事故
当日も鉄
棒の横で
見ていた
が、瞬時
のことで
助けられ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

コーナー
に分かれ
て運動遊
びをして
いたの
で、ほか
の場所に
ついてい
て見てい
なかっ
た。

本児は
まだ鉄
棒（前
回り）
は未熟
だった
が、支
えるこ
とがで
きてい
なかっ
た。
側には
ついて
いた
が、回
るとき
に勢い
があ

一人ひとり
の力を把握
し、その子
に合わせて
対応援助
（身体を支
える、手を
添える等）
していく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5795

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 25 17 1 8 6 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
の脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

高さのあ
る遊具や
遊びには
必ず大人
が付き安
全対策を
取ってい
るが、今
回アスレ
チック遊
びで縄が
たるみメ
ンテナン
スをする
時に子ど
もを下に
降ろして
から行わ
なかった

外遊び時
に起こり
得るリス
クの洗い
出しを
し、大き
な怪我に
繋がらな
いよう、
子どもの
育ちや意
欲、様子
等に合わ
せた環境
の見直し
や、遊び
に応じた
留意事項
を全職員
で確認し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

保育室、
園庭を中
心とした
施設内の
安全点
検、遊
具・玩具
の安全点
検を徹底
し不具合
が生じた
時にはす
ぐに情報
を共有
し、改善
する事を
徹底する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

縄のたる
みに気づ
いた担任
がほんの
わずか目
を離した
事が事故
に繋がっ
ており、
安全対策
の為の
マットが
敷かれて
いなかっ
たのも要
因のひと
つである

固定遊具
等を利用
し、アス
レチック
のように
して遊ば
せる時に
は縄にた
るみがな
いか等の
確認は必
ず子ども
を下に降
ろしてか
ら行い、
下には
マットを
敷く等安
全対策を
徹底する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年長児が
遊んでい
たアスレ
チックに
興味があ
り、担任
と一緒に
遊び始め
た

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

子どもの
希望を聞
き、そば
について
安全を
図ってい
た。下に
張った縄
にゆるみ
が見つ
かった
為、手を
離さない
よう子ど
もに伝
え、視線
を縄に向
けた時に
落ちてし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

3歳児25
名、4歳
児17名、
5歳児1名
を8人の
保育士で
保育して
おり、ス
クーター
や砂場、
鬼ごっこ
などで遊
んでいる
子どもを
見守って
いた。

アスレチッ
ク遊びのよ
うな可動遊
具で遊ばせ
る時には、
事前の安全
点検を複数
で確認し安
全を図るよ
うにする。

5796

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

18 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折（ひ
び割れ）
全治4週
間

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

2.基
準配
置

園庭遊び
の人数が
増えてき
た中で、
見守りは
していた
ものの、
声をかけ
る、動き
を制止す
る等の職
員の動き
が取れな
かった。

園庭遊び
において
の転倒や
衝突によ
る事故に
関して、
今回の状
況や他ヒ
ヤリハッ
トの事例
等をもと
に、その
都度、改
善策を練
り、職員
で共通の
認識や気
づきが得
られる機
会を継続
的に入れ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

玩具の破
損チェッ
ク・整理
整頓の管
理と共
に、安全
面に留意
した、そ
の玩具の
使用方
法、遊び
方につい
ての検討
等もして
いく

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

室内と園
庭とで分
かれて過
ごしてい
る中で、
職員がす
ぐに声掛
けをする
必要性の
ある状況
が発生し
たが、子
どもの人
数の配分
が均等で
はないこ
ともあ
り、すぐ
に対応す
ることが
できな
かった。

職員が見
る子ども
の人数の
配分が均
等ではな
くなる
中、個別
に対応し
なくては
ならない
事項が発
生するこ
ともある
ことか
ら、職員
間の連携
をより一
層強め、
また状況
に応じて
は、補助
の職員が
入れるよ
うな体制
を取って
いかれる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
関わりな
がら、活
発に遊ぶ
ことが好
きで、こ
の時も
ロープを
手に友だ
ちと絡み
ながら楽
しく遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体が見
られる場
所に立っ
ていた
が、怪我
をした時
がどのタ
イミング
だったの
かは、明
確に捉え
られな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内遊び
の子ども
達の保育
をしてい
た。

縄とコ
ンテナ
を使っ
た遊び
をして
いた中
で、子
ども達
同士が
交錯し
たり、
引っ張
り合う
ような
激しさ
を増し
てきた
状況
だった
が、そ
のタイ
ミング
で、声
をかけ
たり、
動きを
制する
ことが

園庭での自
由遊び等、
子どもの遊
びの状況に
合わせ、広
い場所への
移動や、遊
びの展開の
きっかけづ
くりをする
などしなが
ら、怪我が
起きない方
向へと導く
工夫が必要
になるので
はないかと
思われる。

5797

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 8 11 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

診断名は
なし

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

5798

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

14 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

8.その
他

実施頻度(
１　)回/
年

本児は跳
び箱に慣
れていた
が、油断
も考えら
れたた
め、事前
に跳び方
や注意点
について
丁寧に伝
えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

本児は跳
び箱に慣
れてお
り、環境
設定は特
に問題は
なかっ
た。

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱の
環境設定
は、担任
が行って
いた。

担任でな
い職員が
保育に入
る際は、
環境設定
を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は慣
れてお
り、当日
２段と４
段の跳び
箱を両方
跳んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員は跳
び箱の近
くにい
た。

その日
は担任
でない
職員
（乳児
クラス
の担
任）が
跳び箱
の補助
をして
いた。

担任でない
職員が保育
に入る際
は、環境設
定を考え
る。

5799

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

14 4 4 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

上前歯歯
牙打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

今後も現
状どおり
安全点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

オープン
スペース
に置いて
あった遊
具の入っ
たカゴは
この時遊
びに必要
なかった
為、今後
使用時以
外は必ず
片づける
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は遊
びのコー
ナーから
仕切りを
押して保
育室奥の
オープン
スペース
に出て行
き、敷い
てあった
布団に
座った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士1
人が4人
の園児を
室内の
コーナー
で保育し
ていた。
保育士が
「お片付
けして給
食を食べ
ようか」
と園児に
声かけを
していた
時、本児
が遊びの
コーナー
からコー
ナーの仕
切りを押
して保育
室奥のス
ペースに
移動し
た。保育
士は本児
に近づ
き、「お
いで」と
声をかけ

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1歳児な
ので少人
数ずつ園
児は活動
していた
が、他の
保育士は
他の園児
の食事を
見守って
いた。

本児は
口に指
を入れ
て噛む
くせが
あり、
止めさ
せよう
とする
と余計
に噛ん
でしま
う。

口に指を入
れていると
バランス感
覚も悪くな
る為、保育
士が傍まで
行き手を繋
いだり抱い
たりして対
応してい
く。

5800

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

10 2 2 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯槽骨骨
折、外傷
性歯の脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(10)回/年

2.基
準配
置

今後も職
員の体制
を前日に
確認し、
不足ない
ように体
制を整え
ている。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

今後も現
状通り安
全点検を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児の運
動機能を
高めて怪
我を減ら
すため、
身体を
使った遊
びを日常
的に取り
入れてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は園
庭で遊ぶ
ことを喜
んで、自
主的に外
靴に履き
替えて園
庭に出
た。友だ
ちと追い
かけっこ
を楽し
み、その
後、一人
で走って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児は友
だちと追
いかけっ
こをして
いた。し
ばらくす
ると友だ
ちは遊具
で遊び始
めたが、
本児は一
人で引き
続き走っ
ていた。
担当職員
1名は遊
具を使用
していな
い本児を
含む園児
たちを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者の
もう1名
は遊具で
遊んでい
る園児を
主に見て
いたの
で、本児
の姿は見
ていな
かった。

遊具で遊ん
でいる園児
を保育士が
見守る際
に、園庭の
中心には背
を向けない
ように意識
づけを行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5801

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

46 5 8 6 13 8 6 10 10 4歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

少しのこ
とでもけ
がに繋が
ることが
あるの
で、子ど
もの特性
を理解し
て安全面
に十分注
意し、保
育を行っ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

園庭の地
面の状態
などを確
認した
り、整地
を行うよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体操、リ
ズム遊
び、足腰
を鍛える
ような遊
びを保育
に取り入
れて、体
力づくり
をしてい
くように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭の遊
具を片付
けて、整
列しよう
とゆっく
りと走り
転倒す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

片づけを
しなが
ら、ゆっ
くりと
走ってい
る姿は見
ていた
が、転ぶ
瞬間は見
えていな
く、次に
見たとき
は転倒し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

片づけを
しなが
ら、子ど
も達の様
子も見て
いた。

転ぶ瞬
間は見
えてい
なく、
腕のつ
き方が
見えて
いな
かっ
た。

3.4歳児が遊
んでいて、
職員3名いた
ので、片付
けと全体を
見る職員に
分かれる必
要があっ
た。

5802

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 13 12 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

送迎時な
ので保護
者対応も
ある状況

夕方は園
庭では最
低3名の
保育士を
配置す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　　鬼に
追いかけ
られる事
にテン
ションが
上がり、
本人は全
力疾走で
逃げてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・職員は
全体は見
ていた
が、本児
の転ぶ瞬
間は目に
入らな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　・保護
者対応を
していた

夕方の園庭
での保育士
数を増やし
た。

5803

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

14 0 0 0 14 ／ ／ ／ 2 2 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

腸閉塞

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット等
作成し職
員会議で
周知する
も、具体
的な事故
防止へと
繋がって
いなかっ
た。日々
の保育に
つながる
ように検
討する必
要性があ
る。

・突発事
故の予
防・防止
の研修を
行う。
・玩具の
安全点検
表の再考
を行い修
正した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２ )回/年

保育室
は、部屋
の中で二
部屋に仕
切られて
おり、子
どもに目
が届きに
くい時が
あった。
また、玩
具の磁石
はプラス
チックで
覆われ，
老朽化に
より欠け
ている箇
所がある
物があっ
た。

玩具１つ
１つを丁
寧に点検
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・壊れた
玩具を見
つけた時
に他の玩
具も壊れ
ている可
能性の予
見をし破
棄しする
べきだっ
た。
・また、
数個、
テープを
貼り修理
してし
まったた
め、逆に
子どもに
興味をも
たせてし
まった可
能性もあ
る。
・修理す
る物と破
棄すべき
物の把握
が不十分
であっ
た。
・複数の
保育士で
の確認も

・定期的
に１つ１
つ丁寧に
玩具の点
検。使用
頻度の多
い玩具や
購入して
時間が経
つ玩具は
特に点検
が必要。
・複数の
保育士で
確認を行
う。
・壊れた
玩具は必
ず破棄す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が磁
石の玩具
を選びイ
メージし
作ってい
るところ
に，友達
4，5人が
加わり一
緒にくっ
つけて遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

給食を食
べていた
子どもが
いたため
寄り添
い，言葉
がけをし
たり食べ
させたり
しながら
遊んでい
る子ども
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の担当ク
ラスで保
育に当
たってい
た

・給食
時間帯
であっ
たた
め、食
事指導
も行っ
ており
食べて
いる
子、食
べ終
わった
子ども
等への
関わり
が出来
ていな
かっ
た。
・担任2
名が同
じ行動
をして
いた。

・給食時間
帯で一人ひ
とりの子ど
もに関われ
るよう配慮
が必要。
・給食を食
べている子
どもを見る
保育士、給
食を早く終
わって遊ん
でいる子ど
もを見る保
育士とそれ
ぞれ分担し
て連携す
る。
・給食時間
帯にフリー
保育士の配
置の検討も
必要。

5804

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

29 3 3 7 4 8 4 4 4 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第５趾
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもに
対する危
険予測が
十分では
なかった

子どもの
様子や行
動の特徴
を把握
し、危険
予測に努
める

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/月

室内には
滑り止め
マットを
敷き、転
倒時の対
策はとっ
てあった
が裸足で
過ごす子
どもの指
が引っか
かって転
倒し、怪
我につな
がる予測
が十分で
なかった

裸足で室
内を移動
する際、
マットに
引っかか
らないよ
う、段差
や隙間が
開かない
ようにす
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

室内を
走ってい
たが制止
するまで
につまず
いて転ぶ

室内で落
ち着いて
遊ぶこと
のできる
環境の見
直し（玩
具・コー
ナーの配
置）
動き回り
たい本児
が発散出
来る活動
や保育内
容の見直
し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気になる
おもちゃ
やそれが
置いてあ
るコー
ナーを自
由に行っ
たり来た
りしてい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

つまずい
て転んだ
ことによ
り泣いた
本児に声
をかけ膝
に抱いて
なだめる

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

居残りの
部屋で遊
んでいる
子どもた
ち全体の
様子を見
ていたが
お迎えの
保護者へ
の伝達で
部屋の外
に出て保
護者と廊
下で話し
ていた。

本児の
動きに
対する
危険予
測が十
分でな
かった

室内で移動
する際、子
どもの行動
を十分把握
し、声をか
けたり、危
険だと思う
行動には早
めに声をか
けるなどし
て制止する
よう促す

5805

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 2 4 5 6 6 7 7 4 4歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折 1.頭部

急性硬膜
外血腫、
局所性脳
挫傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)

7.その
他

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

朝、機嫌
が悪く、
自家用車
から母親
に抱きか
かえられ
て登園し
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

駐車場か
ら児童玄
関までの
間の出来
事の為、
転倒した
状態は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

駐車場か
ら児童玄
関までの
間の出来
事の為、
転倒した
状態は見
ていな
かった。

朝、子
どもの
機嫌が
悪かっ
たう
え、母
親も出
勤時間
に間に
合わせ
ようと
急いで
いたた
め。

当該保護者
に対し、時
間に余裕を
持って登園
していただ
くことを伝
え、再発防
止について
確認いただ
いた。他の
保護者に対
しては、同
様の内容の
お便りを配

5806

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

⒉午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

21 2 2 4歳
⒉女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

⒌口腔内
受傷

⒉顔面
（口腔内
含む）

右上Ａ歯
根破折

⒊子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1２)回/
年

2.基
準配
置

特記事項
無し

引き続き
月に1回
安全衛生
委員会を
行い、ヒ
ヤリハッ
トの報
告、予防
対策検討
を実施
し、今回
の事故に
対して全
職員に報
告を行
い、職員
間で話し
合いを
行って今
後の事故
防止に努
めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1２)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1２)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1２)回/
日

保育室で
大型カル
タ遊びを
行うに
は、環境
的に狭く
安全性を
考慮して
遊戯室で
の遊びを
設定した
が事故が
起こって
しまっ
た。

今後も遊
びの内容
に応じて
しっかり
場所、空
間の確保
を配慮し
ながら遊
びを計画
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1か所に
子どもが
勢いよく
集まるこ
とが想定
されるが
危険の認
知が甘
かった。
又、グ
ループの
半分で捕
るようラ
バーを設
定し、捕
りに行く
ようにし
たが、
立って
行ったた
め勢いが
ついてし
まった。

遊戯室の
広さに対
しての人
数は適当
であった
が、カル
タの数が
減ると最
後の一枚
をめぐ
り、子ど
もの勢い
が増すこ
とを想定
し、座位
で行った
り札の読
み方、カ
ルタの取
りに行く
方法等遊
び方の工
夫をして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活動（カ
ルタ遊
び）に夢
中になり
最後の1
枚のカー
ドに集中
し、周り
がみえて
いなかっ
た為。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室の
真ん中
で、輪が
2グルー
プあり、
その真ん
中に立
ち、読み
札を読ん
でおり、
咄嗟のこ
とで止め
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児が
居ない方
のグルー
プにつ
き、子ど
もに交じ
り一緒に
カルタ遊
びをして
いた。

特記事
項無し

担当職員は
互いの役割
分担の中で
も、全体の
子どもたち
の遊びの展
開を把握し
ていく。そ
の中で、危
険と感じる
場面では互
いに連携を
とり他の職
員に支持を
送る等して
さらに連携
を図る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5807

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 3 4 3 3 3 3 3 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘頭部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１ )回/年

2.基
準配
置

事故やヒ
ヤリハッ
ト事例な
どについ
ての園内
研修も行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎 )回/年

遊具及び
玩具を設
定する時
には安全
面に十分
に気をつ
ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

縄跳びを
取りやす
く片づけ
やすい動
線を考え
て、ス
ペースの
間に
置いた。

足元に置
いてある
物や落ち
ている玩
具に気を
つけ、安
全な環境
を
設定す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

牛乳パッ
クででき
た縄跳び
入れをま
たごうと
してつま
ずいて転
倒した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室全
体が見渡
せる場所
におり、
遊びの様
子を見
守ったり
降園時の
対応をし
たりして
いた。
対象児ま
では距離
があった
ため、転
倒時にす
ぐに手を
差し伸べ
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

延長保育
時間だっ
たため、
他職員は
３歳未満
児に対応
してい
た。

延長保育時
間の子ども
の人数に対
しては適切
な職員配置
だったと
思われる。

5808

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

48 20 13 15 4 4 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

　右手小
指骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

・日常生
活で起こ
る怪我に
ついての
認識不足

・怪我に
つながる
ような活
動内容に
ついて園
内研修等
を行い、
職員全体
で共通意
識をもっ
て保育に
取り組
む。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・自由保
育の活動
内容
・友達と
の関わり
方(後ろ
から押さ
ない、手
をつなぐ
時は、指
だけを持
たずしっ
かりと手
をつなぐ
等)の指
導が不十
分であっ
た。

・お迎え
まで、落
ち着いて
過ごせる
よう遊び
や活動、
環境の見
直し。
・友達と
の関わり
方をしっ
かりと伝
え教えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・友達数
人と手を
つない
で、ぐる
ぐると
回って遊
んでい
た。勢い
がついて
きて声か
けを行う
と回るの
を止めて
ブロック
で遊び始
めてい
た。
手を気に
する様子
もなく、
両手を使
いブロッ
クの組み
立てて遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・子ども
達が数人
で手をつ
なぎグル
グルと
回って遊
んでいる
至近で遊
びを見
守ってい
たとこ
ろ、回っ
ている勢
いがつい
てきたの
で
転倒、怪
我につな
がる恐れ
があった
ため「あ
ぶない
よ」と声
をかけ
た。。痛
がる様子
や対象児
からの痛
みの訴え
がなかっ
たため、
引き続き
至近で見

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・迎え対
応、別の
場所での
見守りを
行ってい
た。

・遊び
の活動
内容
・訴え
がない
場合で
も「痛
いとこ
ろな
い？」
等の細
やかな
声かけ
の不足
・見守
りを
行って
いる時
の、子
どもの
細かな
身体的
変化の
観察不
足。

・痛みを訴
えたり、痛
がる様子が
見られない
場合でも、
痛いところ
なかった？
等と
細やかな声
かけや、身
体的変化が
ないかの細
かな観察を
行うことで
怪我の早期
発見に努め
る。
・迎えまで
の間落ち着
いて過ごせ
るよう活動
内容の見直
しを行う。

5809

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

7 0 0 0 1 3 3 0 1 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
状骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
4)回/年

1.基
準以
上配
置

研修や周
知事項の
内容で、
子どもが
生活する
上で危険
とされる
行動の予
測を立て
て対応す
るとして
いました
が、今回
その予測
の部分が
不足して
いた。

今回の事
例も研修
内容に入
れ込むと
同時に全
体周知を
行う。鍵
を開けよ
うとして
の事故で
あったの
で、子ど
もにも大
人に伝え
るように
と全体的
に話をし
て約束事
とする。

実施頻度(
24　)回/
年

実施頻度(
24　)回/
年

実施頻度(
随時　)回
/年

今回の振
り返り
で、玩具
に点検も
定期的に
しっかり
と行うこ
ととす
る。

各部屋の
チェック
は引き続
き毎日行
い、玩具
の点検は
毎週週末
に行う。
チェック
表を作成
し活用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

部屋には
際立って
高い物も
置いてお
らず、
テーブル
と椅子を
置いて、
座っての
活動を
行ってい
た。しか
し、子ど
もの椅子
が低いと
いう点で
危険であ
るという
意識が低
かった。

子どもの
椅子は低
いが、そ
の上に
立ったま
まの状態
で転倒す
ると、危
険である
ことを意
識づけ
る。職員
にはマ
ニュアル
に表記し
周知す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

行事の環
境づくり
を行って
おり、い
つもと違
う雰囲気
に、いつ
もよりも
興奮状態
であり、
ソワソワ
する様子
が見られ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
興奮して
いるのが
分かって
いたので
気掛けて
いたが、
他の子が
トラブル
で泣き出
してし
まったの
でその対
応をして
いる際の
事故と
なってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は他の作
業に入っ
ており、
その場の
様子は見
ていな
かった。
途中で子
どもの人
数に確認
で声をか
けた際
に、子ど
もの人数
が７名で
あったの
で引き続
き担当者
にお願い
して場を
離れた。

子ども
の人数
は少な
かった
が、対
象児だ
けでな
く他に
もいつ
もと違
う雰囲
気に興
奮気味
の子が
いたの
で、職
員の配
置が必
要で
あっ
た。

行事前やい
つもと異な
る環境と
なった場合
には、子ど
もの状況を
踏まえて職
員の配置を
しっかりと
行う。子ど
もの人数で
はなく、子
どもの状況
で配置す
る。

5810

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

21 2 2 4歳
1.男
児

多動傾向あ
り。出口小
児科受診の
上、現在検
査結果待
ち。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

1.基
準以
上配
置

傷の大
小、受診
の有無に
関わら
ず、ヒヤ
リハッ
ト・事故
報告を義
務付け、
全体への
伝達を行
う。

現在行っ
ている報
告、伝達
を確実に
行い、引
き続き事
故予防へ
の意識を
全職員で
高めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

担当同士
の連携を
深め、点
検のもれ
がないよ
うにす
る。

現在行っ
ている点
検の内容
を確実に
行い、不
具合が起
こった時
には内容
の見直し
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園外保育
の際はで
きるだけ
他クラス
と合同で
行くか単
独で行く
場合はも
う一人い
た方がよ
り安全
だった。

・ステン
レス製の
水筒をや
め、プラ
スチック
製の水筒
に変えて
もらうよ
うに保護
者にお願
いし、実
行しても
らってい
る。
・子ども
のペース
にあった
歩くス
ピードを
今一度考
えてい
く。
・できる
限りクラ
ス単独で
の園外で
はなく、
保育士が
たくさん
確保でき
る他クラ
スとの合
同で出か
けること

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
で、他児
と手をつ
ないで歩
道を歩い
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

後ろから
歩いてい
たので、
本児が転
倒したの
は確認で
きたが、
阻止する
ことはで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一番前で
前後確認
しながら
歩いてい
たので、
転倒した
後しか見
ることが
できな
かった。

診断名
はない
が、発
達障害
に該当
する子
どもの
割合が
増えて
いる。
大村市
独自の
障害児
保育に
対する
補助金
もある
が、補
助金を
もらう
には検
査が必
要で、
保護者
の同意
が必要
であ
る。保
育士が
検査を
すすめ
ても同
意が得
られな

他のクラス
の園児数、
職員数を見
ながら合同
保育かクラ
ス単独です
るか考えて
いく。他県
では県、市
独自でプラ
スの保育士
配置に対す
る人件費が
出ていると
ころもあ
る。保育士
の大変さを
理解した上
での補助金
を検討して
ほしい。
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死亡
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歳
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5811

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 2 4 6 5 7 7 0 0 9 8 3歳
2.女
児

・前歯に固
定装具を装
着中。　食
事などで外
れたら、ク
リニックへ
連絡。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
牙脱臼
下唇の裂
傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

・遊具の
大きさと
園児の体
格におけ
る遊具の
使用が適
正でない
場合、補
助を行う
保育士が
横に付く
が、その
場にいな
かったた
め事故が
起こって
しまっ
た。

・遊具を
使用する
際の園児
の発達年
齢と適正
な使用方
法を再度
見直し、
補助が必
要な固定
遊具使用
の際は保
育士が横
に付くこ
とを確認
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(20)回/年

・太鼓橋
の高さが
2歳児の
身長より
高いた
め、ぶら
下がった
状態で地
面に足が
付かな
かった。
・太鼓橋
の下の地
面が土で
あった
が、落下
した際に
緩和する
もの
（クッ
ションと
なるも
の）が
　無かっ
た。

・太鼓橋
の下に、
落下の衝
撃を緩和
するもの
として
マットを
敷いた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・2～5歳
児の各担
任が、集
団遊びの
中に入っ
て遊ぶ
中、個人
が遊具に
て遊ぶ場
面もある
ため、
　見守り
の保育士
がいる
が、離れ
た遊具で
遊ぶ際、
上に上る
姿が無
く、ぶら
下がる本
児から目
が離れて
しまっ
た。

・園庭で
の見守り
に際し、
それぞれ
の遊具に
保育士が
付き、危
険が無い
ように園
児を見守
ることと
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・10月頃
から太鼓
橋を登っ
て渡れる
ようにな
り、自信
が付いた
様子で、
繰り返し
遊ぶ姿が
見られ
た。　室
内より外
遊びが好
きで、こ
の日も遊
具を使っ
て体を動
かして遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・太鼓橋
と別の場
所で遊ん
でいた園
児の鼻水
を拭こう
と移動し
た際、本
児の動き
から目が
離れてし
まい、落
ちた際に
泣いた声
で気付い
て駆け寄
り、ケガ
の確認を
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・それぞ
れの集団
遊びの中
に入り遊
ぶ中、移
動をして
遊具の遊
びの見守
りを行う
が、固定
しての見
守りでは
なかった
ため、本
児や担当
者の動き
を見逃し
てしまっ
た。

・本児
の固定
遊具に
ついて
の経験
が浅い
ため、
担当職
員が横
に付い
ての見
守りが
必要で
あっ
た。

・本児の固
定遊具につ
いての経験
と発達年齢
からの遊具
遊びに対す
る意欲的な
態度を考慮
し、これか
らの遊びの
予測を立
て、見守る
こととし
た。

5812

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

11 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3～4)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（48)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

園庭の
土、表面
に凹凸は
なく、特
にハード
面での要
因は無
し。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・同年齢
児と鬼
ごっこを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・全体を
見渡せる
位置かつ
何かあれ
ばすぐに
動ける位
置にい
て、子ど
もと過ご
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・他児の
対応をし
ていたた
め、転ん
だ瞬間を
見ていな
かった。

・本児
は体格
が良
く、身
体の動
きに少
し鈍さ
があ
り、転
んだ時
の手の
付き方

・身体の動
きに滑らか
さが出るよ
うに、運動
遊び等経験
させなが
ら、転んだ
時の対処法
を習得させ
ていく。

5813

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

26 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

不定
期に
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

主担任が
休みだっ
たため、
副担任が
一人で対
応してい
た。

全体を目
視する保
育者を配
置する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

雪上の
為、走り
にくい状
態。他児
が使いっ
ぱなしに
したそり
が足元に
あった

遊ぶ際の
注意事項
をその都
度子ども
達に伝え
る。遊び
の妨げに
なるもの
はすぐに
片付け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雪遊びが
嬉しくて
いつもよ
り子ども
達がは
しゃいで
いた。

雪は楽し
くもあ
り、危険
もあるこ
とを伝え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
動きが活
発な子
で、ケガ
も多い。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

そり遊び
をしてい
る子を見
ていた。

当初、
そり遊
びはし
ない予
定だっ
たが、
他クラ
スの子
ども達
が使っ
ていた
のを見
て遊び
たいと
いう要
望があ

そり遊びを
する時点で
見守る保育
者を増員す
る。

5814

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 0 0 0 4 6 5 0 2 2 4歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨々
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２～３)
回/年

2.基
準配
置

個々の活
動、行動
を丁寧に
把握し
て、職員
全員で情
報共有を
行うべき
であっ
た。

定期的に
事故防止
マニュア
ルについ
て検討す
るととも
に、園内
で発生し
た事故や
ヒヤリ
ハットの
事例につ
いて、職
員間で対
策を検討
し、情報
共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

　　実施
頻度(　12
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

施設内の
安全及
び、使用
する遊
具・おも
ちゃの日
常的な点
検を今後
も続けて
いき、不
備があっ
たら迅速
に対応す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちの疲れ
や、気持
ちの緩み
が出やす
い時間帯
であっ
た。

上記時間
帯に、身
体を動か
す遊びを
設定する
ときは、
細心の注
意が必要
であり、
遊びの内
容やコー
ナー数を
考えて設
定する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども一
人ひとり
の行動
や、全体
状況の把
握、安全
確認が不
足してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子ども一
人ひとり
の行動
や、全体
状況の把
握、安全
確認が不
足してい
た。

環境面(遊び
の内容、
コーナー
数）に配慮
するととも
に、職員の
目が全体に
行きととど
くように、
保育を行
う。

5815

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

1 1 1 1歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨々
折、左下
肢打撲傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

2.基
準配
置

定期的に
事故防止
マニュア
ルについ
て検討す
ると共
に、園内
で発生し
た事故や
ヒヤリ
ハットの
事例につ
いて、職
員間で対
策を検討
し、情報
共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/年

共有ス
ペース
（遊戯
室、廊下
等）含
め、毎月
の点検を
行い、危
険な個所
や不備が
あったら
迅速に対
応する。

7.その
他

冬季は雪
が降るの
で、迎え
にきた保
護者が園
内に入る
と、衣服
等につい
た水滴が
落ち、玄
関や廊下
が滑りや
すくなる
ことがあ
る。

濡れてい
る箇所が
あれば、
すぐに拭
く等し、
安全に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

本児を抱
きかかえ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

妊婦の
母を雪
の降る
屋外で
待たせ
ていた
ことか
ら、急
ぎ、慌
ててし
まった
ため、
内履き
シュー
ズを履
かず、
靴下の
まま小

どんな状況
下でも慌て
ず、子ども
を抱いた
り、おんぶ
等をしてい
るときは、
特に落ち着
いて行動す
ること。

5816

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

34 4 2 6歳
1.男
児

持病があ
る。体支持
で体を支え
きれなかっ
たのは体格
が良いため
かと思う
が、持病も
関係してい
るかもしれ
ない。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯牙破折
の疑い、
外傷性歯
の亜脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

本児は持
病があ
り、現在
の主な症
状は歩行
困難さが
ある。し
かし、腕
の力で体
を支えら
れなかっ
たことか
ら、腕の
筋力も同
年齢の子
より弱い
のかもし
れない。
また、や
や太りぎ
みであ
る。

本児に対
しては他
児とは違
う配慮も
必要であ
ること
を、職員
全員と外
部コーチ
にも周知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

床にマッ
トを敷い
ていな
かった。

・体力測
定の体支
持持続時
間測定に
は、転倒
すること
を可能性
を予測
し、床に
マットを
敷く。
・体力測
定に使用
する用具
が適切か
再度、検
討する。
（机の安
定性な
ど）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

34名を4
種目同時
にサー
キット形
式で行っ
たが、種
目を減ら
す、職員
を増やす
等対応で
きたか。

種目に１
名の職員
配置だっ
たので、
本児には
このよう
な活動の
時は１対
１で職員
がつくよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年に6回
の外部
コーチに
よる運動
遊びの時
間であ
り、子ど
も達はと
ても楽し
みにして
いるが、
それゆ
え、クラ
ス全体と
してはい
つもより
は気持ち
が高ぶっ
ている様
子も見ら
れた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

4つの種
目に分か
れていた
ため、担
任は別の
種目を担
当してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外部コー
チがこの
種目を担
当してい
たが、も
しかして
体を支え
られない
のではと
いう可能
性を職員
で意識し
ていな
かったの
で、特別
な配慮を
してほし
いと伝え
ていな
かった。

本児に
対し、
足は歩
行困難
な症状
がある
ので配
慮の意
識が
あった
が、腕
の力の
弱さま
での意
識はな
かっ
た。

保護者から
症状につい
て再度話を
聞くなどし
て、病気の
特性や本児
の現在の状
態を知り、
配慮の仕方
を職員全員
と外部コー
チとも共有
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
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歳
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歳
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歳
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童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5817

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 2 5 14 5 3 1歳
2.女
児

Ｏ脚の傾向
有り、９月
頃より受診
し、経過観
察中。（歩
行バランス
がよくな
い。）

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外果骨
折、左前
腕筋膜炎

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(５　　)
回/年

2.基
準配
置

基準通り
に配置で
きてたい
たが、担
任保育士
がトイレ
に行って
いる間の
怪我だっ
た。（ト
イレに行
くこと
は、周囲
の職員に
伝えてい
た。）ま
た、２歳
児数名が
トイレに
行くた
め、担任
１名が付
き添って
遊戯室を
出たとこ
ろだっ
た。

用があり
保育士が
離れる時
は、他の
職員で必
ず目の行
き届くよ
うにす
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(３　)回/
年

遊具（積
木）には
問題はな
く、他の
園児なら
危なくな
かった
が、歩行
バランス
があまり
よくない
本児に
は、危険
が伴っ
た。

発達の気
になる園
児が遊具
を使う時
は、危険
がないか
よく見守
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

少し人数
が多かっ
たが、危
険なほど
ではな
く、遊具
もボー
ル、積
木、ゲー
ムボック
スに限っ
て使って
いた。

身体の動
きがよく
ない園児
には、だ
れがつく
か、声を
掛けあ
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた。Ｏ
脚の傾向
があり、
受診し経
過観察中
である。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

普段の担
当職員は
トイレに
行ってい
た。（他
の職員が
近くで見
てい
た。）

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くで見
ていた
が、担任
保育士ほ
ど、本児
には危な
い行動だ
という意
識がな
かった。

Ｏ脚気
味で他
児に比
べると
歩行バ
ランス
がよく
なかっ
た。そ
のこと
を、保
育者全
員が念
頭に入
れ保育
する必
要が
あっ
た。

「発達の気
になる園児
から離れる
時は、必
ず、○○先
生お願いし
ます。」と
声を掛け
る。

5818

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児

47 4 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

定期的に
事故防止
マニュア
ルの確認
や、事故
事例につ
いて、職
員間で共
有し、対
策を検討
する。ま
た、子ど
もの個々
の活動
や、行動
の特性を
把握し、
職員間で
共有して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

日頃から
利用して
いる戸外
施設、戸
外遊具で
あって
も、施設
や遊具の
点検は確
実に行
い、安全
上危険が
ある箇所
があれ
ば、改善
策を講じ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

土管が高
所であっ
たため、
登ること
にも注意
が必要で
あり、そ
こから降
りる時点
で細心の
配慮が求
められ
る。ま
た、飛び
降りるこ
とが危険
と判断
し、制止
すること
も必要で
ある。

事前に子
ども達へ
遊びの約
束をする
等、危険
のないよ
うに保育
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くにい
た別の子
どもの対
処に気を
とられ、
止めるこ
とが間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児の
近くには
いたが、
止められ
るほどの
近距離で
はなかっ
た。

保育士
の経験
不足も
あり、
危険予
測の判
断がで
きてお
らず、
保育
士、子
ども両
者にお
いて、
高所か
らの飛
び降り
が危険
とみな
されて
いな
かった

高所からの
飛び降りの
危険性を事
前に子ども
達へ伝える
こと、また
全体の状況
を見なが
ら、子ども
の会話に耳
を傾け、危
険を阻止す
ることが必
要であっ
た。

5819

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

62 17 13 16 16 12 7 5歳
1.男
児

本児とぶつ
かった他児
が、外斜視
や弱視があ
り、周りの
様子が見え
にくいとこ
ろがあっ
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第２中
手骨基部
骨折、右
第３中手
骨基部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２０)回/
年

2.基
準配
置

職員間で
異年齢で
の遊びを
積極的に
取り入れ
ていた
が、体の
動きの差
を考慮す
るなど、
危機予測
が弱かっ
た。

一つの球
を取り合
うなどの
行為が見
られる遊
びは年齢
ごとに行
う

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

・園庭で
転がし
ドッチ
ボールを
行うこと
で、ボー
ルを取り
に行きた
い思いの
子ども達
が力いっ
ぱい走る
姿があっ
た。

・転がし
ドッチ
ボールは
遊戯室で
行い、走
るスピー
ドを子ど
も達なり
にコント
ロールで
きるよう
な環境を
事前に作
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・最初に
ドッチ
ボールを
始めた人
数での
コートの
広さを、
人数が増
えた時点
で変えな
かった

・人数に
応じて広
さを変え
る。コー
トの大き
さを変え
づらい時
は、人数
を少数に
する等、
十分ス
ペースが
とれるよ
うにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　
　・午前
中は友だ
ちとぶつ
かった
り、午睡
後は椅子
に座りそ
こねるな
ど、いつ
も以上に
落ち着き
がなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　
・そばで
ドッチ
ボールの
様子を見
守ってい
て、園児
同士がぶ
つかりそ
うにな
り、「危
ない！」
と声をか
けたが、
間に合わ
ず衝突し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

そばで３
名の保育
士が見
守ってい
た。2名
はお互い
対角線上
に立ち、
一緒に
ボールを
転がした
り、見
守ってい
た。もう
１名は他
の園児の
対応を個
別に行っ
ていた。

子ども
達が落
ち着か
ない様
子があ
る時
は、園
庭での
びのび
と遊
び、落
ち着い
て過ご
せるよ
うにと
いう思
いが
あっ
た。・
子ども
達の好
きな
ドッチ
ボール
を取り
入れた
こと、

落ち着かな
い様子の時
に園庭に出
ること以外
の、遊びの
提案をして
いく。・子
ども達の発
達を再度見
直し、無理
なく楽しめ
る遊びを考
えていく。

5820

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

15 2 2 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
亜脱臼骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

代替職員
が園児の
状況把握
が十分で
なかっ
た。

事故の検
証を実施
し、再発
を防止す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

床が滑り
やすく
なってい
た。

床のワッ
クスがけ
を年１回
以上実施
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

一人で他
児とは少
し離れた
場所で遊
んでい
た。

一人ひと
りの行動
を予測
し、保育
に向か
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気では
あるが、
転ぶ回数
は多かっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くでは
見ていた
が、手が
届く距離
にはいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス全
体を見て
いた。

担任が
不在で
代替職
員が保
育をし
てい
た。

危険な行動
がみられる
ときは遊び
をやめさせ
る。

5821

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 10 6 4 3 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘上腕
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

対象児は
日頃から
落ち着い
ている子
でヒヤリ
ハットに
は名前の
挙がって
こない子
どもだっ
たため、
注意深く
見ている
ことはな
かった。

転びやす
い子、体
の動きが
滑らかで
ない子、
行動の予
測不能な
子につい
て、全職
員で把握
してお
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

平坦な地
面ではあ
るが多少
の湿り気
があっ
た。

保育者は
地面の凹
凸、乾き
具合を
しっかり
と確認し
てから園
庭遊びを
行わせ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭での
自由遊び
時間で、
子どもた
ちはいろ
いろな遊
びをして
いたため
園庭の
色々なと
ころに点
在してい
た。

保育者は
どこでど
んな子が
どんな遊
びをして
いるのか
を常に見
ながら活
動させ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず落
ち着いて
遊んでい
た。鬼
ごっこに
誘われ、
友だち4
～5名と
一緒に走
り始めて
間もない
時に転倒
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員の近
くにいる
ところで
走ってい
た。対象
児の転倒
に気付き
すぐに走
り寄った
が、それ
よりも前
に他児が
対象児に
躓いて転
倒したた
め、重な
る転倒を
防ぎきれ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職員も子
どもたち
の遊びに
合わせて
点在し、
それぞれ
の遊びに
一緒に参
加した
り、見守
りをして
いたが子
ども同士
のトラブ
ルの仲裁
などもあ
りずっと
見続ける
ことは不
可能だっ
た。

クラス
を超え
て、園
全体で
の見守
り体制
作りを
してい
く必要
があ
る。

バランスが
悪く転倒し
やすい子か
らは目を離
さない。大
勢で走ると
きの間隔に
気を付け
る。

5822

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

7 0 0 2 0 3 2 0 2 2 4歳
2.女
児

運動遊びの
経験が少な
く、体の使
い方に少し
不器用さが
見られる。
友達と日々
運動遊びに
取り組む経
験の中で、
やってみよ
うという意
欲が出てき
ていた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

延長保育
担当職員
が日々変
わり、役
割分担や
職員配
置、日課
等の共
有、再確
認が必要
な時期
だった。

戸外に出
る時の職
員配置や
担当を見
直し、日
暮れが早
くなる時
期に向け
て、１
６：００
すぎから
戸外遊び
に出て、
１７：０
０には入
室するよ
う日課を
変更す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

毎日

６０ｃｍ
と低い鉄
棒で地面
は芝生な
ので、子
どもも大
人も少し
油断して
しまうこ
とがある
のではな
いかと思
われる。

低い鉄棒
でも使用
する時
は、必ず
そばにつ
き、両手
でしっか
りと持つ
よう指導
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
人数は少
なかった
が、2歳
児と4歳
児がそれ
ぞれに固
定遊具に
登って遊
んでいた
ため、そ
ばにいた
保育士は
2歳児の
方を主に
見てい
た。

鉄棒に子
どもがい
る時に
は、必ず
そばにつ
いて安全
確認をす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
一緒に鉄
棒で遊ん
でおり、
鉄棒に片
足をかけ
て登ろう
としてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒の前
のタイヤ
の遊具に
２歳児が
登って遊
んでいた
ので、タ
イヤと鉄
棒の間に
おり、対
象児を見
ながらも
主に２歳
児を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

主任は、
園庭の花
壇に水や
りをしよ
うとホー
スをのば
してい
た。
担任は、
延長保育
担当でな
かったの
で、保育
室内で片
づけをし
ていた。

延長保
育担当
職員が
日々変
わり、
不慣れ
な職員
が担当
の日
だっ
た。

日暮れが早
くなってく
る時期にな
るので、で
きるだけ早
めに戸外遊
びに出て、
早めに入室
する、戸外
に出る時の
職員配置や
担当を見直
す。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5823

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

13 13 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

　ヒヤリ
ハット会
議にて、
職員の立
ち位置や
対象児へ
の聞き取
りなどを
丁寧に行
うことを
再確認し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

　菜園付
近の環境
が安全面
について
丁寧に点
検を行う
ことを再
確認し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　対象児
がプール
入り口近
くのコン
クリート
部分で遊
んでいた
が、その
横の菜園
のネット
がはみ出
している
ことに保
育士は気
が付いて
いなかっ
た。

　遊んで
いる場所
や生活の
場所が安
全である
かを常に
確認し、
把握して
おくよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　転倒し
た瞬間は
見たが、
ネットに
ひっか
かったと
いう認識
はなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　4歳児
までは午
睡中の時
間帯で、
他の職員
は各クラ
ス保育室
あるい
は、事務
所で事務
を行って
いた。

　日頃より
子どもの行
動を把握
し、どのよ
うなことが
危険になる
のかを職員
間で共有す
ることで、
安全意識を
高める。

5824

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

23 13 10 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右下腿骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもの
怪我はど
のような
場面で起
こるかわ
からない
という意
識を持
ち、事故
防止マ
ニュアル
を再度確
認するな
ど安全に
十分留意
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

園内は安
全点検を
定期的に
行ってい
るが、園
外保育の
公園で安
全が不十
分な場合
は管轄し
ている行
政に知ら
せるなど
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

落ち葉で
すべって
転倒し怪
我につな
がること
もあるの
で、安全
確認を改
めて行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　子ども
たちが鬼
ごっこを
している
様子を近
くで見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　遊具で
遊ぶその
他の園児
の動きを
見守る。

子どもの怪
我はどのよ
うな場面で
起こるかわ
からないと
いう意識を
持ち、安全
に十分留意
する。

5825

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

11 11 3 3 1歳
2.女
児

2.屋内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

顔面挫傷

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット会
議で、
ひっかい
てしまっ
た子ども
について
丁寧に見
ていく
ことや落
ち着いて
遊べる環
境・保育
の見直し
をすすめ
ていくこ
とを確認
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

子どもの
気持ちの
安定を図
るため、
落ち着い
て遊べる
環境を作
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

勤務時間
は終了し
ていた
が、保育
士が机に
シールを
貼る作業
を保育室
で行って
いた。遊
んでいた
子どもが
様子を見
ていると
ころに、
もう一人
の子ども
も作業し
ている保
育士の側
に来た。

作業を行
うとき
は、子ど
もがいな
い時間・
場所で行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

突発的な
動きのた
め止めき
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

勤務上が
りの保育
士にまか
せてい
た。

子どもの特
性を理解
し、行動を
予測して対
応する。
保育士の役
割分担を明
確にし、保
育を進めて
いく。

5826

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

19 19 2 2 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

下顎部裂
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

今回の事
例を踏ま
えて、イ
ンシデン
トについ
て職員会
議で検証
を行っ
た。再発
を防ぐた
めに職員
間で保育
中の立ち
位置、声
出し確認
等の強化
を行って
いくよ
う、共通
認識し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

年長児の
みが起き
ている時
間帯の活
動中で、
保育士か
ら見えな
い場所
で、棚の
角で顎を
強打し
た。

保育室の
死角をな
くすよ
う、棚な
どのレイ
アウトを
変え、棚
の角に関
しても緩
衝材を貼
る等の衝
撃緩和策
を取り、
物的環境
を工夫し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士は
２人配置
されてお
り、目も
届いてい
たのだ
が、本児
の咄嗟の
動
きが予測
できな
かった。

保育士の
立ち位置
等をより
意識し、
子どもの
動きに留
意してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

造形活動
では、集
中が続か
ず、気持
ちもやや
散漫な状
態だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

立ち上
がって走
り出した
本児の咄
嗟の動き
を把握し
ていない
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児以
外の子ど
もと造形
活動中
で、活動
を進める
ことに気
持ちの比
重が掛
かってい
た。

職員体
制とし
て子ど
もの人
数と保
育士の
配置人
数は適
切で
あった
が、造
形の活
動中の
２人の
保育士
の役割
分担が
明確で
はな
かった
のでは

職員間でヒ
ヤリハット
等事例確認
を行い、子
どもの安全
保育につい
ての意識を
高め、子ど
もに対して
も「あるこ
うね」「あ
るきましょ
う」と、言
葉をかけ、
意識啓発を
していく。

5827

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 2 4 5 6 2 2 23 21 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

研修の実
施回数が
少ない。
子どもの
遊びの把
握と危機
管理に対
する職員
の資質。

全体研修
に事故予
防に関す
る研修を
取り入れ
る。職員
会や園内
研修でマ
ニュアル
の読み合
せ、共通
理解を
し、資質
向上を目
指す。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

現在登り
棒直下に
人工芝を
設置して
いるが摩
耗してい
ないか。

引き続き
毎月2回
の点検を
強化す
る。遊具
の安全な
遊び方を
園児に何
度も知ら
せる。
又、人工
芝は現在
摩耗して
いない
が、今後
は取り換
えを検討

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

月曜日で
遊びのリ
ズムがつ
かめてい
ないこと
も一因か
もしれな
い。

危険を予
測し、見
守りを強
化してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時は
いつもと
同じく元
気であっ
た。もと
もとすば
しっこ
く、じっ
としてい
るのが苦
手なとこ
ろがあ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当保育
士は全体
を見守り
ながら鉄
棒遊びの
見守りと
補助をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

副担任は
全体を見
守りなが
らブラン
コ遊びの
見守りを
してい
た。正担
任よりも
登り棒に
は近い場
所にい
た。

動きが
活発な
子に対
する見
守りの
強化を
してい
く。

同じ遊具ば
かりでな
く、見守り
の場所を変
えて全体を
把握する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5828

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

14 14 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルに沿っ
て対応し
たため改
善点はな
し

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1～2)回/
週

特になし

遊具は適
切に配置
してあり
改善点は
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
落ち着き
がなく注
意力が散
漫なとこ
ろがあ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

玄関で靴
を履きな
がら、園
庭に出て
行く子ど
もの様子
を観てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児が
園庭に
出て
走って
いく姿
はみえ
たが、
周りの
見通し
もよ
く、園
庭に
立って
いた保
育士
（保育
士の左
後方か
ら）に
ぶつ
かって
いくと
は予測
できな
かっ
た。周
りの様
子をよ
くみて
いな
かった
か、ま

日頃からの
本児の姿を
念頭におい
て、さまざ
まな予測を
たてて本児
に声をかけ
るなど配慮
していく。
危険を未然
に防げるよ
う、子ども
より先に保
育士が外に
出るように
し、子ども
たちにも伝
え徹底して
いく。

5829

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 0 0 0 11 12 8 0 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３～４)
回/年

1.基
準以
上配
置

①剪定や
園庭整備
後に危険
なもの
（木の
枝、石な
ど）がな
いことを
確認する
ことをマ
ニュアル
に記載し
注意を促
す
②剪定や
園庭整備
後には、
職員に申
し送り
し、安全
確認を促
す

1.定期的
に実施

実施頻度
（１２)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3日前に
園庭の藤
棚の剪定
を行っ
た。その
際、剪定
後の枝な
どの処理
が不十分
だった

園庭使用
前には園
庭の整備
を行い、
木の枝、
木の実、
石などを
除去する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が木
の枝を
もって、
友だちと
一緒に遊
んでい
た。友だ
ちが木の
枝を欲し
くなり、
貸してほ
しいと
言った
が、貸さ
なかった
ため取り
合いにな
りなっ
た。友だ
ちが取っ
た後、本
児の顔に
枝を向け
たため突
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

木の枝を
持って遊
んでいる
様子は見
ていた
が、目を
つく恐れ
があるこ
とまでは
予想せ
ず、取り
合いを防
ぐことが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
た別の保
育士は、
他の児童
の遊びの
対応をし
ていた。

職員は、園
庭全体をく
まなく見て
園児の安全
を確認する

5830

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 20 20 5 5 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上肢
(肘)の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
10 )回/年

2.基
準配
置

行事の日
などの非
日常に対
する安全
意識

遊びの約
束マニュ
アルに行
事日の安
全につい
て追加す
る。ま
た、行事
予定表の
中に文章
を追加
し、行事
前には必
ず読み合
わせをす
るよう改
善した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段より
多くの子
供が園庭
で遊んで
いた。

適正な見
守りがで
きる保育
士の配置
だった
が、もう
少し子供
の人数を
分散して
もよかっ
た

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

弁当日と
いう行事
の直前で
あったた
め、いつ
もより嬉
しい気持
ちや浮か
れた意識
が働いて
いたと推
測する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

10人ほど
の子供が
範囲を決
めて鬼
ごっこを
してお
り、そば
で見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

行事のた
めの室内
準備のた
め、たく
さん子供
が戸外に
でていた
が、フ
リー保育
士等も適
正に配置
されてい
た。

行事前
の浮か
れた気
持ちが
直接の
原因で
はない
が、一
つの要
因であ
ると考
えられ
る。

行事やいつ
もと違う活
動時は、ケ
ガにつなが
りやすいこ
とを再確認
し、行事事
前打ち合わ
せや朝礼で
職員間の申
し合わせを
するように
改善する。

5831

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

81 28 25 28 4 4 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨頭
の剥離骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

地面に多
少の凹凸
ができて
いた。ま
た、冬期
で空気が
乾燥し、
土も乾い
ていたた
め、平常
時よりも
滑りやす
くなって
いた。

定期的な
点検・清
掃・整備
を徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は体
を動かす
遊びが好
きで、い
つもどお
り遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鬼ごっこ
をして遊
んでいる
ことは把
握してい
たが、他
児を見て
おり、本
児の転倒
場面を見
ていな
かった。
本児もす
ぐに起き
上がって
鬼ごっこ
を再開し
たため、
転倒に気
がつかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当児童
を見守っ
ており、
本児の転
倒に気が
つかな
かった。

各保育
士が自
身の担
当児童
を注視
してお
り、連
携して
全体を
見守る
ことが
できて
いな
かっ
た。

配慮が必要
な児童を見
守る保育士
と全体を見
守る保育士
で役割分担
を決め、保
育を行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5832

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児

13 13 12 5歳
1.男
児

春山小学校
の体育館
で、運動会
を実施して
いた。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

『保育の
安全の心
得』を再
確認し、
運動会行
事時は、
挑戦意欲
がエスカ
レートす
るので、
園児と共
に、安全
でより楽
しめるよ
うな方法
を考えて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

小学校の
体育館の
滑り具合
の確認が
不足して
いた。

小学校の
体育館
は、保育
園に比べ
滑りやす
いので、
事前に
走ってみ
た時に子
どもたち
とも、滑
り具合の
確認をす
るように
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育園で
はない場
所で小学
校の体育
館は、保
育園とは
違い、滑
りやす
かったこ
とと、保
育園で経
験してい
る距離よ
りも長め
だった。

普段と違
う環境
で、気持
ちも高
ぶってい
たかと思
われるの
で、痛み
もそれほ
ど感じな
かったの
かもしれ
ないが、
転んだ時
の体勢が
少し気に
なってい
たことも
あったの
で、安易
に自己判
断しない
で、受診
を勧める
ととも
に、職員
間でも共
通理解を
した。ま
た、保育
の中で
も、運動
遊びの中
で転倒し

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動会の
かけっこ
競技中
で、一生
懸命は
走ってい
たとこ
ろ、両手
をつかな
いで転倒
してしま
い左側の
手に身体
が覆いか
ぶさって
転倒し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ゴール
テープを
持ってい
た職員が
いたが、
転倒する
瞬間に手
は差し伸
べること
が出来な
かった。
本児が自
ら立ち上
がりゴー
ルした時
に、痛み
がないか
の確認を
行った。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児が自
ら立ち上
がり走る
ことが出
来たの
で、ゴー
ルした時
に痛みが
ないかの
確認を
行った。

運動会
という
こと
で、気
持ちも
高ぶっ
ていた
こと
や、保
育士や
友だち
からの
声援
に、挑
戦意欲
がいつ
もより
高く
なって
いた。

挑戦意欲が
エスカレー
トする行事
であるの
で、スター
ト前に保育
士と深呼吸
をしたりし
て、気持ち
を落ち着か
せてからス
タートでき
るような配
慮も必要だ
と職員間で
話し合い、
共通理解を
した。

5833

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

12 2 2 2歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯の亜
脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

遊具で遊
ばせる時
の約束事
項（園児
へ）の再
確認と、
保育士の
見守り強
化。
事故が起
こる前
に、予期
し対応す
るための
対策を確
認。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

すべり台
の構造上
の問題

事故後す
ぐに、滑
り台の下
の角（本
児が打撲
した部
分）に
クッショ
ン材をセ
メダイン
やビニー
ルテープ
巻きつけ
固定し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

１歳児は
園庭に出
ると散ら
ばりやす
く、２人
の保育士
が全園児
のすぐそ
ばで見守
り保育す
ることが
難しい。

１歳児ク
ラスのみ
で園庭に
出て遊ぶ
際は、子
どもが散
らばりや
すいが出
来る限り
近くで遊
ぶように
子どもを
ひきつけ
ながら保
育し、２
人の保育
士で安全
に見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

楽しく滑
り台で遊
んでいた
が、滑っ
たあとな
かなか下
に下りな
いでそこ
にとど
まってし
ました。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台で
遊ばせる
時に、下
の子が降
りてから
次の人が
すべるよ
うに事前
に声をか
けておく
ことと、
下に子が
居る状態
のまま
滑ってき
た子を止
められな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給食を食
べ終わる
のが遅
かった園
児につい
ていたた
め、本児
の見守り
は出来て
いなかっ
た。

園庭に
出た時
に、完
全に２
人で見
守れる
状態で
なかっ
た。

滑り台の下
に滑り終
わった子が
残っている
場合は、次
の子を止め
られる場所
に保育士が
立ち、安全
に見守る。
他のクラス
等の協力も
得て完全に
２人以上で
見守れる状
態で園庭に
出す。

5834

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

72 7 8 15 20 14 8 20 14 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

舌外傷
・　歯の
亜脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
数　)回/
年

2.基
準配
置

園内に
て、職員
対象で・
事故防止
及び事故
発生時の
対応のた
めのガイ
ドライ
ン・園内
緊急マ
ニュアル
の再研修
を行う

1.定期的
に実施

実施頻度(
日々)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
日々)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
日々)回/
年

さくらん
ぼリズム
を行う部
屋の広さ
と参加人
数の関係

室内で行
うさくら
んぼリズ
ムにおい
ては、年
齢別・男
女別に行
う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

リズム動
作が終了
し、自分
の場所に
走って
戻ってい
た。

今後、自
分の場所
に戻ると
きには、
歩いて戻
るように
変更し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
であっ
た。
（登園時
検温 ３
６．４
度）

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

リズムを
行う子ど
もたちの
円の中
で、子ど
もたちと
一緒にリ
ズムを行
いなが
ら、全体
を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

リズムを
行う子ど
もたちの
円の中
で、子ど
もたちと
一緒にリ
ズムを行
いなが
ら、全体
を見てい
た。

全体に気を
配りながら
も、日々、
園児一人ひ
とりの身心
の状況に応
じえて、声
掛けや、立
ち位置等に
も配慮す
る。

5835

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

20 1 1 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

他のクラ
スが一緒
に出てい
るとき
は、自分
のクラス
のみでは
なくでき
るだけ広
く見守る
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

園庭の段
差がない
ように、
雨の次の
日や日々
点検す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

履いてい
た靴のマ
ジック
テープが
しっかり
とついて
いなかっ
た。

靴の履き
方（左右
が合って
いるか、
マジック
テープが
しっかり
ついてい
るか、靴
のサイズ
は合って
いるかな
ど）を
日々繰り
返し伝え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

かけっこ
中であ
り、友だ
ちと競争
していて
スピード
が出てい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

スタート
するとき
は確認し
て様子を
見ていた
が、転ん
だ瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スも戸外
で遊んで
いたの
で、他の
職員もい
たが対象
児を見て
いなかっ
た。

競争すると
きも、ス
ピードや走
り方に気を
つけるよう
に繰り返し
伝えてい
く。

5836

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 3 4 4 2 13 12 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
の脱臼、
歯の打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/月

1.基
準以
上配
置

・子ども
の動きに
対し、危
険を予知
する感覚
の欠如。
・クラス
間など横
の連携
や、職員
同士のコ
ミュニ
ケーショ
ンの欠
如。
・事故や
危険に対
する能動
的な思考
の欠如。

12月に事
故防止対
策委員長
を中心に
保育職員
による事
故防止対
策委員会
を発足し
た。委員
長と委員
長補佐は
月2回で
定例会議
を行う。
事故防止
対策委員
会は月1
回で実施
し、職員
から収集
したヒヤ
リハット
報告書を
もとに、
事故を起
こさない
ための仕
組みづく
りをPDCA
で実施
し、日常
の保育に
潜む危険

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

遊具設備
の形状や
状態に起
因する要
因ではな
く、ソフ
ト面によ
る事故で
あるた
め、ハー
ド面は従
来通り定
期的な安
全点検を
行い、特
段の改善
策は実施
しない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他クラス
の保育士
に見守り
を要請し
ていた
が、頼ま
れた職員
が該当児
の身体能
力を把握
した遊び
への介助
ができて
いなかっ
た。

依頼する
側は危険
を想定し
て具体的
な見守り
方を伝え
る。依頼
された側
もその子
どもの発
達状況を
捉えたう
えで、適
切な介助
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃より
活発で動
きが多
い。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
の見守り
をしてお
り、　対
象児の付
近に他ク
ラスの職
員に見守
りを頼ん
でいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
から対象
児の見守
りを頼ま
れてお
り、対象
児から３
ｍの付近
で見てい
た。

・自分
のクラ
ス以外
の子ど
もに対
する
個々の
身体的
な発達
状況の
理解
と、子
どもの
遊びの
場面に
応じた
適切な
介助を
行うと
いう意
識が十
分では
なかっ
た。

他クラスの
ヒヤリハッ
ト報告書を
見ること
で、年齢の
違いによる
事故の特徴
など情報収
集をし、子
どもの活動
の場面に応
じた危険を
予知する感
覚を身につ
ける。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
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歳
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歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5837

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

15 3 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第一趾
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもが
走ってい
る時は転
倒や衝突
等を想定
し、注意
深く見守
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

転倒の原
因となる
石や穴党
の障害物
がない
か、地面
を確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒時の
怪我の軽
減の為に
も、乳児
期から運
動機能を
高める遊
びを保育
に取り入
れる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と追
いかけっ
こをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を把
握しつ
つ、対象
児の動き
も見てい
たので、
転んだ際
はすぐに
起こす。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体把握
しつつ見
守ってい
た。

転倒前も見
守り、対象
児の周囲に
危険物がな
いことは確
認していた
し、転倒後
の処置も適
切であるた
め、今後も
引き続き対

5838

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

20 1 1 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折
左尺骨遠
位端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

遊戯室に
いた保育
士は一人
で、トイ
レに同行
できず、
園児2人
でトイレ
に行っ
た。
トイレに
は、他の
クラスの
職員がた
またまい
たが、二
人の園児
がトイレ
から出て
いく場面
を見ただ
けで、事
故が起き
た瞬間
は、誰も
見ていな
かった。

事故に関
する研修
の機会を
全職員に
設けた
り、研修
内容をよ
り共有し
たりする
ことで、
予防や対
応の意識
を高め
る。
保育室を
離れる園
児に対応
できるよ
う、職員
間で連携
を取る。
どうして
もできな
い場合
は、混雑
や複数で
の移動を
さける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

突起部分
や机、
ロッカー
などの
角、水平
部分には
ガードを
している
が、窓枠
の垂直方
向のガー
ドをして
いなかっ
た。

ぶつかっ
た際の衝
撃を減ら
すため、
窓枠に
コーナー
ガードを
付ける。

7.その
他

遊戯室で
の遊びに
早く戻ろ
うとし
て、廊下
を走った
と思われ
る。

普段の生
活と異な
る場所や
遊具を使
うとき
は、園児
の意欲や
気分が上
がってい
ることが
多いの
で、どう
しても見
守ること
ができな
い場合
は、事前
の注意や
声掛けを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスは
遊戯室
（ホー
ル）で過
ごしてい
たので、
保育士に
トイレに
行きたい
ことを伝
え、友達
と2人で
行った。
トイレか
らの帰り
に廊下を
走った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊戯室に
いた保育
士は一人
だったの
で、トイ
レについ
ていくこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スの職員
がトイレ
にいた
が、別の
園児の対
応をして
いたた
め、2人
がトイレ
から出た
場面まで
しか見て
いない。

保育士
がトイ
レに同
伴でき
ない状
況だっ
たが、
気にな
る園児
ではな
かった
ので、2
人で行
くよう
に話し
た。
事前に
注意を
呼び掛
けた
り、遠
くから
でも見
守った
りする
ことが
できて
いな

活動の場所
から離れる
園児に同伴
できないと
きや、他の
職員と連携
が取れない
ときは、離
れた場所か
らでも園児
の動きを把
握できる場
所で見守
る。

5839

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

24 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨骨折
尺骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

いつも使
用してい
る遊具の
安全な遊
び方の指
導を怠っ
た。

園児自身
が危険を
回避でき
る能力を
みにつけ
させる。
生活や遊
びを通し
て危険へ
の意識を
高められ
るよう、
適切な安
全指導を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

大型遊具
は、園児
たちの大
好きな遊
具で、子
どもさん
が密集す
ることが
多いた
め、職員
の目が行
き届かな
い事があ
る。

大型遊具
の遊びで
園児の体
力向上の
観点から
撤去する
ことは考
えていな
い。遊び
方の安全
指導を心
掛けた
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大型遊具
は高さも
あるた
め、より
一層見守
りを強化
すること
と、子ど
もたちへ
の安全指
導を行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつも活
動的に遊
んでい
る。遊具
で遊ぶの
に慣れ、
気の緩み
があった
のではな
いか。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

落ちる瞬
間はみて
いない
が、遊具
で遊んで
いたのは
確認して
いた。泣
き声に気
づいて園
児のけが
を確認、
事務所に
運んで対
応した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の遊びに
対応して
いた。

ロープ
網の遊
具で、
足を踏
み外す
事があ
る。

集団で遊ぶ
場合は、人
数を制限す
る。見守り
の職員の確
保をし、一
人ひとりの
園児を見守
るようにす
る

5840

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

71 24 27 20 4 4 5歳
1.男
児

食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

通常使用
している
テーブル
なので危
険である
ことが認
識されて
いない。

通常使用
している
テーブル
でも危険
であるこ
とを再認
識する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

通常使用
している
テーブル
なので危
険である
ことが認
識されて
いない。

足を打っ
てもけが
をしない
ようにプ
ロテク
ターなど
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

発達段階
を踏まえ
たテーブ
ル等の配
置が考慮
されてい
ない。

見守りが
しやすく
なるよう
なテーブ
ル等の配
置を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通
り、朝か
ら登園し
ている。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任が離
れたとこ
ろから見
守りをし
ていたた
め、事故
発生を未
然に防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任とは
別の方角
を見守っ
ていたた
め気づく
ことがで
きなかっ
た。

保育者
の見守
りの分
担がで
きてい
なかっ
た。

保育者が見
守りを分担
して、見守
りに死角が
ないように
する。

5841

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

21 3 3 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右中指末
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
1回/1 ～2
年

1.基
準以
上配
置

子どもの
骨折を早
期に見極
めができ
るような
研修を近
いうちに
受けるよ
うにした
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

園庭が駐
車場にな
るため地
面がぼこ
ぼこに
なってい
る。その
都度保育
士が整備
して使用
している
が十分で
ない時が
あるので
改善でき
るように
働きかけ
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

マラソン
時にカー
ブを曲が
る際に、
友達を押
しのけて
走ってし
まう子が
いる。

子どもた
ちには、
友達を追
い越す際
には押さ
ないこと
や友達に
ぶつから
ないよう
に走るこ
とを指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄
)担任３
人のうち
１名はス
タート地
点にい
た。また
他の２名
はコー
ナーに立
ち、子ど
もたちを
見守って
いた。ス
タート地
点にいた
担任が、
対象児が
転んだと
ころを目
撃し、状
態確認を
しようと
駆け寄っ
ている途
中で、後
方から他
児がさら
に対象児
にぶつ

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　　コー
ナーに
立ってい
た他の担
任２名
は、他児
の様子を
見守って
いた。

マラソンを
する時には
引き続き、
コーナーに
保育士が
立って見守
ることと、
転倒した幼
児がいれば
すぐに駆け
付け、全身
の状態確認
をする。

5842

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

22 3 2 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手ひじ
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3)回/年

2.基
準配
置

保育士
が、気を
付けるよ
うに、た
びたび声
をかける
必要が
あった。

保育士
が、日頃
から、両
手をつい
てこける
訓練を
もっとす
べきで
あった。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

子ども自
身が遊び
に夢中で
前の子を
追い越そ
うとして
いた事が
原因と考
えられる

追いか
けっこを
する直前
に子供た
ちに気を
付けるこ
と厳しく
指導すべ
きであっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し、広い
園庭の真
ん中で
あった。

保育士
が、もっ
と間近で
監視し、
たびたび
声をかけ
る必要が
あった。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

前を走る
子を夢中
で追いか
け、こけ
て左ひじ
をついて
しまっ
た。痛み
で泣いて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

傍にいた
職員と実
習生がす
ぐかけつ
け、看護
師を呼
び、すぐ
に水で冷
やし楽な
姿勢を保
ち、母親
に連絡を
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士２
名で、見
守りをし
ていた。

遊びを
開始す
る前に
落ち着
いた行
動がと
れるよ
うに声
掛けを
すべき
であっ
た。

保育士が、
日頃から、
両手をつい
てこける訓
練をもっと
すべきで
あった。
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死亡
0
歳
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歳
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歳
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歳
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そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5843

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1
3.昼食
時・おや
つ時

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

36 3 3 6歳
1.男
児

子ども同士
の自由遊び
のときにす
もうをして
いて、転ん
だときに骨
折した。保
育士はそば
で見守りを
していた。
楽し気に笑
いながら数
人で遊んで
いたのが急
にエスカ
レートし止
める暇もな
く投げられ
て転び骨折
した。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
折　　肩
関節に近
い位置で
の骨折・
今後の成
長に影響
する位置
ではない
との診断

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

園児の戸
外遊びの
見守りを
している
ときに、
どこまで
介入して
遊びの中
断を促す
か。危険
と判断す
るのが遅
かったの
かという
ことが反
省として
挙げられ
た

事故は子
供同士の
「すもう
ごっこ」
の時に起
き、女児
を含めた
5名ほど
が押した
りしてい
た。園児
が転んだ
りする前
に声掛け
をして
マットな
どを出す
などの配
慮が必要
だった

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
常時)回/
年

感染症対
策が長く
なり制限
がある
日々の中
で、戸外
遊びにな
るとスト
レス発散
で激しい
遊びをし
がちにな
る。戸外
遊びの内
容を考慮
する

園庭に衝
撃吸収の
マットを
準備す
る。遊び
の内容を
考慮す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

女の子を
含めた5
名ほどが
押したり
組んだり
して遊ん
でいたの
が激しく
なって
いった。

自由遊び
でのすも
うごっこ
の時は
マットな
どを敷く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由遊び
のとき
で、お友
達と楽し
く笑顔で
遊んでい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任1は
すもう
ごっこを
始めたと
きから近
くで遊び
の様子を
見守って
いた。担
任２はほ
かの遊び
をしてい
る園児な
ど全体を
見守って
いた。す
もうごっ
こは複数
グループ
のうちの
ひとつで
行われて
いた。楽
しいあま
りに激し
くなって
いったよ
うだ。ケ
ガをした
ときにす
ぐ周囲の
職員に知
らせ、ケ

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

年長児担
任3名の
うち1名
は保育室
内で給食
後のかた
ずけ・清
掃をして
いた。2
名が戸外
遊びを見
守ってい
た。

けがの
後で取
り組み
をして
いた園
児がひ
どく沈
んだ様
子だっ
たので
保護者
に他児
のけが
の原因
となり
ショッ
クを受
けてる
ことを
話し
た。気
に病ま
ないよ
うに家
庭でも
見守っ
てもら
うよう
話し
た。

遊びの見守
りを行う際
にはさらに
注意深く観
察し事故が
ないように
配慮する

5844

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

72 0 0 0 24 23 25 4 4 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故が起
きた時は
その都度
共有して
いるが、
対策をし
たことも
共有し安
全に過ご
せるよう
配慮して
いきたい

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

点検箇所
に不足が
ないか再
確認を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の整
備が十分
に行えて
いなかっ
た。

子どもが
つまづく
ことが無
いよう園
庭の状態
を整える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と一
緒に戸外
での活動
を楽しん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士
は、全体
が見える
位置にい
たが、バ
ランスを
崩す際に
対応する
ことは間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
も達とか
かわって
遊んでい
た。

戸外での職
員の配置に
ついて見直
す。

5845

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

38 2 2 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

室内遊び
の際、気
を付ける
ことを職
員間で共
通理解す
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

今後も定
期的に実
施をして
いく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

部屋を広
くしてい
たことも
あり、子
どもたち
が広範囲
に広がっ
ており、
他の子ど
もの対応
中に起
こった

部屋を広
げた場合
は、必ず
2人で見
守る。や
むをえず
1人にな
るとき
は、部屋
を狭くす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おもちゃ
を持ち、
室内を歩
いて回っ
ていたた
め何度か
声をかけ
る。その
後後ろ向
きに歩い
ていたた
め、寝転
んで遊ん
でいる子
に気づか
ず転ぶ

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子の
対応中
で、対象
児から目
を離して
しまった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の事も
併用して
やってい
たため、
部屋を出
たり入っ
たりして
いた

活発に活動
し落ち着か
ない時は、
やっている
仕事を中断
するなどの
対応を臨機
応変にして
いく

5846

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

13 1 1 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外側上顆
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年
程度

2.基
準配
置

遊ぶ時の
子供の動
きを予想
できるよ
うに、事
例をもと
にマニュ
アルを見
直すよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
45　)回/
年

施設的な
要因は今
回の場
合、ない
と思われ
る。（人
工芝の状
態は、点
検してお
り、継ぎ
目などの
段差は見
られな
かっ
た。）

点検をす
る場合、
そこでの
子どもの
行動につ
いても考
えて点検
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボールを
持った状
態で追い
かけられ
転んだた
め、肘を
つき、左
肘に負荷
がかかっ
た。

事故が起
きること
を想定
し、ボー
ルを持っ
た状態で
走らない
ように気
を付け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボールを
持った状
態で追い
かけられ
転んだた
め、肘を
つき、左
肘に負荷
がかかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
で見てい
たが、
走ってい
たため倒
れるとき
に追いつ
けなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年中児
（13人）
の保育で
あったの
で、一人
で対応し
ていた。

担任が
休んで
いたの
で、主
任が
入って
いたが
以前か
ら何度
も入っ
ている
ので子
供たち
の状態
はとら

年中児で子
ども達の動
きが活発に
なるので、
外遊びの際
はできれば
もう一人プ
ラスして見
守る。

5847

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

14 1 1 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

子どもを
見るには
十分な配
置だっ
た。しっ
かりと子
どもを見
ることが
出来てい
なかっ
た。

しっかり
と子ども
たち一人
ひとりを
見て、危
険のない
ようにし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

子ども達
の机で死
角にな
り、本児
の様子が
見えにく
かった。

保育の環
境を整
え、危険
な物は片
付けるな
どしっか
りと対策
をする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児は椅
子に座ら
ず、保育
室を歩い
たり跳ん
だりして
いた。

事故に繋
がる前に
子どもに
声を掛
け、危険
なことを
知らせる
べきだっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

通常より
全体の子
どもの人
数が少な
く、保育
室を広く
使えるこ
とから、
気分が高
揚してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の対
応や書類
の記入を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任1一
人で保育
を行って
いた為。

全体を
見渡す
ことが
出来ず
に、視
野が狭
くなっ
てい
た。

しっかりと
全員の子ど
もたちに目
を配り、事
故を防いで
いく。

5848

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 10 6 2 3 3 4歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の危
機管理が
薄かっ
た。子ど
もに対す
る指導・
注意喚起
を行って
いなかっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４ )回/年

指はさみ
の防止の
カバーが
取り付け
てあった
が、事故
が起こっ
た際は、
そのカ
バーがず
れてし
まってい
たため、
今回の要
因となっ
てしまっ
た。今後
はカバー
が外れて
いない
か、ずれ
ていない
かなど、
毎日クラ
ス担任が
確認する
必要があ
る。

施設点検
のチェッ
ク項目を
増やし、
各クラス
の担任が
不備を発
見したと
きにすぐ
にチェッ
ク・報
告・対策
をする。
そして会
議でも全
員に共有
してお
く。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

クラス担
任が、部
屋にいな
かった。

ドアの開
閉部分に
直接子ど
もが、手
を触れる
ことがな
いように
ドアの両
側に棚を
置く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

無意識的
に手を入
れてし
まった
が、扉が
閉まり手
を挟んで
しまうこ
とを予想
できな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の職員
と活動の
話し合い
と準備で
部屋を開
けてし
まってい
た。目を
離したと
きに子ど
もが怪我
をするか
もしれな
いと予測
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

隣の部屋
で他児の
対応をし
ていた。

子ども
の受け
入れ
や、片
付けの
指導な
どで、
やむを
得ず、
目を離
してし
まうこ
とを想
定し、
日頃か
ら注意
が必要
な場所
を職員
同士で
共有す
ること
ができ
ていな
かっ
た。

担任保育士
は不必要に
室外に出な
い。当日に
保育の準備
をしない。
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死亡
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歳
1
歳
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歳
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歳
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歳
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歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5849

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

132 12 23 24 25 25 23 0 20 20 4歳
2.女
児

怪我をした
直後に通院
した病院で
は触診で脱
臼と判断さ
れ、レント
ゲンを撮ら
なかった。
翌日になっ
ても腕を動
かさず翌々
日に熱もあ
り、かかり
つけの小児
科へ保護者
と通院す
る。腕の腫
れも少しあ
り再検査の
ため病院を
紹介され子
ども病院を
受診する。
レントゲン
の結果、骨
折がわかっ
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘脱臼
（陣内整
形外科病
院）→右
腕骨折
（福岡市
こども病
院）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハットの
共通認識
を徹底
し、事故
や怪我の
発生時の
対応の仕
方を園内
研修に取
り入れ
る。ま
た、救命
講習など
に積極的
に参加す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(３～４)
回/年

砂場用玩
具の位置
を砂場の
真横に位
置づけ、
玩具の用
途が年少
児でも分
かりやす
くしてお
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

砂場用玩
具を砂場
以外へ持
ち出して
遊ばない
よう園児
への指導
を行う。
また、物
を持って
走ろうと
している
時は、危
険である
ことを伝
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おとなし
い性格
で、激し
い動きを
したり活
発に走り
回るタイ
プではな
く園庭で
遊ぶ時は
砂遊びや
固定遊
具、三輪
車などを
好んで遊
んでい
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭の見
守りを４
歳と５歳
の担任が
２人で
行ってい
た。全体
を見守る
職員（４
歳児担
任）が本
児が砂場
用に玩具
を持って
立ってい
るのを確
認してい
た。その
後、突然
トラック
の方へ行
き走りだ
したの
で、玩具
を持って
走らない
よう声を
かけよう
とした時
にぶつ
かってし
まった。
泣かな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児より
４，５ｍ
離れたと
ころ（砂
場）で別
の子の対
応をして
いた。本
児の倒れ
た様子は
気づいて
いた。

担任以外が
戸外遊びの
見守りを行
う時の立ち
位置や見守
り方を共通
認識する。

5850

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 1 11 14 0 1 21 0 8 8 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度3
回/年

2.基
準配
置

事故発生
に応じて
マニュア
ルの見直
しを行
う。また
ささいな
気づきを
共有し改
善に繋げ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度1
回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

園庭で転
びやすい
状態にな
らないよ
う地面の
状態を把
握し、土
をなら
す、水を
撒くなど
の対策を
とるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭全体
を見守る
ことがで
きるよ
う、さら
に声を掛
け合い見
逃しがな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

動きが大
きいまた
動きが多
い子では
ない。玩
具は持た
ず走って
もおらず
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

近くには
おり、本
児の遊び
の様子を
把握して
いたが、
事故発生
の瞬間は
見ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任以外
の保育士
が７名園
庭にい
た。それ
ぞれ距離
をとり見
守りをし
ていた。
事故発生
の瞬間は
みていな
い。

園庭に
いた園
児は通
常より
少ない
人数
だった
が、0・
1歳児は
衝突を
避ける
ことが
難し
かっ
た。

異年齢が同
時に園庭を
使用する時
は、玩具の
選別や遊び
の種類を限
定するな
ど、できる
だけ衝突等
を防ぐ工夫
を行う。

5851

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

33 3 3 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯の根
元が折れ
ている。

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故防止
の対応は
マニュア
ル通りで
きてい
た。

再度、職
員間でマ
ニュアル
確認や研
修など細
やかに行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

園庭から
年少のク
ラスは少
し離れて
いるので
廊下を走
らないよ
う気を付
ける。

室内は絶
対に走ら
ない事を
約束す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雪の日は
特にテン
ションが
高くなっ
ているの
で、気持
ちを落ち
着かせ
る。

職員同士
協力し合
い、子ど
も達の行
動を見守
る。声か
けし合
う。廊下
は職員が
先頭につ
き一緒に
歩いて戻
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外で雪遊
びをし
て、興奮
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で子
ども達と
雪だるま
を作った
りして、
全体が見
渡せる場
所にい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
渡してい
たが、防
ぐことが
できな
かった。

けがが起き
た後の対応
はマニュア
ル通り素早
く出来てい
たので、こ
のような対
応策は常
に、職員全
体が把握す
るようにし
ておく。

5852

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

4 3 3 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足趾、
神経・じ
ん帯・血
管の損傷
断裂、皮
膚の壊
死、骨
折、脱臼
→父親か
らの聞き
取り→病
院からの
意見書に
より、左
第5趾Ｐ
ＩＰ間接
脱臼、足
背部挫創

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

事故予防
マニュア
ルを定期
的に見直
し、改定
しその都
度、全職
員で共通
理解を図
り、速や
かに対応
できるよ
うにす
る。外部
研修や園
内研修を
受講し、
園児の事
故予防の
ため安全
教育を実
施する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

引き戸が
落下する
という認
識が甘
かった。
職員一同
で危険個
所や危険
な行動に
結びつく
ような事
柄を想定
し、安全
点検簿に
盛り込
む。全職
員で危険
個所や危
険な事柄
に結び付
く行動を
無くして
いく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ハイン
リッヒの
法則に従
い、常に
保育を行
う上で安
全はな
く、小さ
なヒヤっ
としたこ
とを保育
士間で共
有し、ど
ういった
行動やど
んなとこ
ろに危険
が潜んで
いるのか
緊張感を
もって対
策をたて
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

直前まで
座ってい
る保育士
の膝の上
でじゃれ
合って落
ち着いて
遊んでい
た。勤務
終了後の
保育士が
入室して
きた。そ
の保育士
に挨拶を
するた
め、近
寄ってい
き足元に
しがみつ
いていた
ところへ
引き戸が
落下

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

勤務終了
の為、保
育室へ入
室。園児
の遊ぶ姿
を目で捉
えなが
ら、荷物
をとるた
めに引き
戸を開
け、荷物
を肩にか
けた時に
引き戸が
落下

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　座位で
園児と戯
れて遊ん
でいた保
育士は５
メートル
弱のとこ
ろにい
た。消毒
をしてい
た職員も
５ｍ弱の
ところの
いた。

担当職員は
引き戸を閉
める際には
正面を向い
て閉める。
他職員は引
き戸が高い
位置にある
ため、開閉
する際は意
図的に子ど
もが下にい
ないことを
確認する。

5853

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 6 8 7 1 1 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯の亜脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

子どもの
椅子の座
り方や物
の扱い方
も意識し
て目を配
る様、指
導した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

‐

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
体型に
合った椅
子を使用
できてい
るか、座
り方が適
切か見守
りや声掛
けをして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内で落
ち着いて
机上あそ
びを行っ
ていた
が、机上
の物をと
ろうとし
て座って
いた椅子
からバラ
ンスを崩
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室全
体を見て
おり、対
象児がバ
ランスを
崩して転
倒した際
も、手が
届く距離
にはいな
いが、見
守ってい
た。

椅子の適切
な座り方が
できている
か見守り、
必要な際に
は声掛けや
援助を行
う。

5854

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 0 6 6 3 0 3 3
１、2
歳

2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右下腿脛
骨腓骨骨
幹部骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

なし

事故防止
として、
職員は死
角がない
よう自分
の位置を
考えるな
ど研修等
で確認す
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日)回
/年

なし

事故状況
に準じて
検討の結
果見当た
らない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

事故状況
に準じて
検討の結
果見当た
らない

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
遊んでい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

片付けを
している
際、側に
いる本児
に気づか
ず転倒

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当児童
の食事、
片付けを
見守る。

周囲の
状況未
確認

周囲を確認
して動く。

5855

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

23 2 2 3歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

右上A外
傷性歯の
脱臼、下
口唇咬傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

走りなが
ら固定遊
具(すべ
り台)に
登る行
動、いっ
たん立ち
止まるべ
き。

固定遊具
の各箇所
に職員配
置、安全
指導の確
認及びマ
ニュアル
を再確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　）

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　）

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　）

固定遊具
のまわり
各箇所に
職員の見
守りが必
要だっ
た。

まわりに
他の固定
遊具も設
置の為、
固定遊具
の動線を
考慮し、
子どもに
知らせ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

明確なあ
そび場が
理解され
ていな
かった。

職員が見
守れる範
囲内で遊
ぶよう、
呼びか
け、注意
して目を
配るよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

築山付近
で走った
り、友だ
ちと遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

築山～鉄
棒付近、
子どもた
ちのそば
で全体を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊びだし
たのを見
届け、室
内の給食
準備を
行ってい
た

遊具付
近で
も、転
倒する
ことを
見越
し、注
意点を
事前に
子ども

目が届く範
囲内であそ
び、過ごす
ように呼び
かけると同
時に、複数
で戸外あそ
びを見守る
ようにする
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5856

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

34 4 10 4 5 11 5 4 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左母趾開
放骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活動的な
子どもで
なくマイ
ペースに
ゆっくり
動く　ブ
ロックを
追いかけ
ている時
もスピー
ドは出て
いなく転
がったブ
ロックを
目で追い
かけ他児
に気が付
いていな
かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

異年齢が
いるので
全員に目
を配って
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

居残りの
子どもを
連れて来
ていた
又はお迎
え児童の
対応をし
ていた

保育士によ
る見守りを
強化すると
共に、園児
同士の動向
にも注意す
る。

5857

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

33 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故防止
の対応は
マニュア
ル通りで
きてい
た。

再度、職
員間でマ
ニュアル
確認や研
修など細
やかに行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

戸外での
遊び方
等、子ど
も達に伝
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

何がある
か分から
ないの
で、しっ
かり子ど
も達と関
わってい
く。

防げる事
故・防げ
ない事故
もあるこ
とを再度
しっかり
受けとめ
次に同じ
ことが繰
り返さな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りだっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラスの
子ども達
が各々自
由に遊ん
でいたの
で、全体
が見渡せ
る場所で
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
渡してい
たが、突
然転倒
し、少し
距離が
あった所
にいたの
で防ぐこ
とができ
なかっ
た。

常に声かけ
等をしなが
ら、子ども
達を見守
る。

5858

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

17 0 0 0 0 0 0 2 2 5歳
1.男
児

身長110.4
ｃｍ、体重
17.7ｋｇ。
既往歴、持
病、アレル
ギーなし。
発育・発達
状況問題な
し。

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

右まぶた
創裂傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回程度
/年

1.基
準以
上配
置

更なる目
配り、気
配りを意
識してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

室内外共
に、玩具
等の片付
けを子ど
も達も含
め皆で強
化する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

歩く・走
る場面で
は、しっ
かり前方
を向いて
行動する
事を適宜
伝えてい
き、職員
は、園児
を見渡せ
る位置で
保育す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
比べ大き
な環境の
変化は無
く、普段
通りに過
ごした。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員が対
象児の比
較的近く
に居た
が、他児
の支援を
している
最中に、
対象児が
衝突して
しまい、
怪我につ
ながっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
クラスは
職員２人
で保育を
してい
た。１人
の保育者
は、対象
児の近く
で保育。
もう一人
の保育者
は、同じ
く園庭で
居たが、
対象児か
ら離れた
場所で他
児の保育
をしてい
た。

対象児
の比較
的近く
にて保
育して
いた
が、対
象児で
はない
他児の
対応を
してい
た為、
対象児
の様子
は十分
には把
握出来
ていな
かっ
た。

職員には、
何か対応し
ていても、
見渡せる状
況をつくっ
て支援等す
る事を徹底
する。

5859

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

18 0 0 0 0 0 0 2 2 4歳
2.女
児

身長96.9ｃ
ｍ、体重
17.7ｋｇ。
既往歴、持
病、アレル
ギーなし。
発育・発達
状況問題な
し。

食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
剥離骨折
の疑い

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

子ども達
の小さな
変化に気
付けるよ
う、目配
り、気配
りを常に
意識して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

保育室や
遊戯室
等、整理
整頓をよ
り一層実
施する。

収納家具
等の配置
を考え、
より良い
保育環境
になるよ
う見直し
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

より一層
の整理整
頓や点検
を実施。
子ども達
の状況と
状態への
配慮をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
比べ大き
な環境の
変化は無
く、普段
通りに過
ごした。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員が本
児の比較
的側に付
いていた
が、転倒
や他児と
の衝突・
接触等変
化に気付
けなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
日の午前
中、クラ
スは職員
２人で保
育をして
いた。１
人の保育
者は、対
象児の近
くで保
育。もう
一人の保
育者は、
同じ空間
に居たが
対象児か
ら少し離
れた場所
で保育し
ていた。

対象児
の比較
的近く
にて保
育して
いた
が、転
倒等気
付かな
かっ
た。

子ども達の
小さな変化
に気付ける
よう、目配
り、気配り
を更に意識
していく。

5860

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

23 2 2 6歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第2節
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１～２
)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

運動遊び
の研修等
を活か
し、安全
面を配慮
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

特になし

跳び箱、
ロイター
板の点検
を使用す
る前に必
ず行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

跳び箱等
使用した
場合は、
使用後確
実に直
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気いっ
ぱいに跳
び箱をし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
そばで補
助をして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい

遊びを見
ている保
育士がい
た。

特にな
し

注意深く見
るようにす
る。

5861

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

17 0 0 0 0 0 0 2 2 5歳
1.男
児

身長103.1
ｃｍ、体重
15.6ｋｇ。
既往歴、持
病、アレル
ギーなし。
発育・発達
状況問題な
し。

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

左側前頭
部裂傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回程度
/年

1.基
準以
上配
置

更なる目
配り、気
配りを意
識してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

室内外共
に、玩具
等の片付
けを子ど
も達も含
め皆で強
化する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

歩く・走
る場合
は、しっ
かり前方
を向いて
行動する
事を適宜
伝えてい
き、職員
は、園児
を見渡せ
る位置で
保育す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
比べ大き
な環境の
変化は無
く、普段
通りに過
ごした。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員が対
象児の比
較的近く
に居た
が、他児
の支援を
している
最中に、
対象児が
衝突して
しまい、
怪我につ
ながっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
クラスは
職員２人
で保育を
してい
た。１人
の保育者
は、対象
児の近く
で保育。
もう一人
の保育者
は、同じ
く園庭で
居たが、
対象児か
ら離れた
場所で他
児の保育
をしてい
た。

対象児
の比較
的近く
にて保
育して
いた
が、対
象児で
はない
他児の
対応を
してい
た為、
対象児
の様子
は十分
には把
握出来
ていな
かっ
た。

職員には、
何か対応し
ていても、
見渡せる状
況をつくっ
て支援等す
る事を徹底
する。

5862

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

22 1 1 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手薬指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

危なくな
いような
場所に物
を置いた
り、子ど
もたちに
も安全な
使い方を
繰り返し
伝えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1  )回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1  )回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1  )回/日

タオル掛
けが体重
をかけた
り、引っ
張ったり
すると不
安定にな
る。

当番制で
点検をし
ている
が、各職
員が意識
して危険
場所など
を見つけ
てその都
度改善し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

できるだ
け見守り
を行い、
危険なこ
とをして
いた時や
時間がか
かってい
るときは
その都度
声かけを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

準備に遅
れること
が多く、
集団の流
れに追い
ついてい
けない
為、一人
でのペー
スで動い
てしまっ
ている。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

朝の会を
始める準
備のた
め、他の
園児と共
に別の部
屋にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任１人
で保育し
ていたの
で、他の
職員はい
なかっ
た。

できるだけ
他の園児と
一緒に行動
できるよう
にし、一人
でいるとき
でも気にか
けて見守る
ことが必
要。
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歳
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5863

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

31 6 6 3歳
1.男
児

以前から家
でも歯を打
つことが多
く、治療中
でした。そ
のため、左
前歯は神経
が無くなっ
ていて、今
回抜けた右
前歯も危な
いと言われ
ていた。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

右上A外
傷性歯の
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

転倒しそ
うになっ
た時は手
をつくよ
う伝え
た。

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

今回の怪
我での考
えられる
要因はな
い。

今回の怪
我での考
えられる
要因はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
ていて、
多児の方
へ目を向
けていた
ため、本
児の方を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
ながら体
操をして
いたの
で、本児
の方を見
ていな
かった。

職員が
見守っ
ていた
が、他
児の方
へ目を
向けて
いる際
に事故
が起
こった
ため防
ぐこと

体操が身体
を動かす時
は周りに気
をつけ転倒
しそうに
なったら手
をつくよう
伝えた。

5864

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

56 3 3 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘関節
脱臼骨
折、右上
腕骨内側
上顆骨
折、右肘
打撲擦過
傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

鉄棒の他
の箇所に
立ってい
たため、
事故が起
きた時防
げなかっ
た。

再度遊び
方を伝
え、本人
自身も気
をつける
ように声
かけをす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２００)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２００)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２００)
回/年

今回の怪
我で改善
となる要
素はな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わりなく
他児と別
行動して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

運動会の
練習中で
そちらに
ついて見
ていたた
め、対象
児が落下
する瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

総合遊具
付近で他
児を見て
いたた
め、鉄棒
の方は見
ていな
かった。

練習中
にも関
わらず
遊んで
いて、
友達が
してい
るのを
見て自
分も出
来ると
思い鉄
棒に座

5865

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

7 1 1 2歳
2.女
児

・3月生ま
れで華奢な
体格で、運
動面は月齢
なりの未発
達な傾向に
ある。
・既往歴、
持病、アレ
ルギー等は
ない。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
牙の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３ )回/年

2.基
準配
置

・テーブ
ルは木製
の素材を
使用し、
適正に配
置してい
るが、３
歳未満児
特有の運
動発達の
未熟さに
より、つ
まづいた
ことが要
因と考え
られる。

・運動発
達による
転倒を予
測し、事
前に室内
は走らな
いように
働きかけ
ると共
に、どん
な時も咄
嗟に対応
できるよ
う一人一
人の園児
の動きを
把握し、
できるだ
け事故を
未然に防
ぐように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

・テーブ
ルや棚は
適正に配
置してい
るが、転
倒した場
所にテー
ブルが
あったた
め、顔面
をぶつけ
た。

・転倒の
リスクを
考慮し、
日ごろか
ら園児に
テーブル
の周りで
の行動に
注意する
よう呼び
かける。
（走らな
い・テー
ブルをよ
く見る・
テーブル
の付近で
暴れない
など）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・訪問者
(他クラ
ス保育
士)のと
ころに行
こうと走
り出した
が、気持
ちが逸っ
たのか足
がもつれ
てしまい
転倒し
た。
・いつも
と同じ場
所にテー
ブルを配
置してい
るが、思
いがけな
い転倒に
よりテー
ブルをよ
けること
ができな

・どんな
環境でも
転倒のリ
スクがあ
ることを
踏まえ、
室内は走
らないよ
うに園児
に働きか
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・気分が
高揚しや
すい性向
にある。
保育士の
声掛けに
より気持
ちを落ち
着かせる
ことはで
きる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・周りに
つまづく
ようなも
のはな
く、当該
児が転倒
するとい
う予測が
つかな
かったた
め、転倒
を咄嗟に
防ぐこと
ができな
かった。

・他の職
員はいな
かった。
（園児7
名、保育
士1名
だった）

・保育
士に帰
りの挨
拶をし
たいと
思い、
見てい
た絵本
を棚に
片づ
け、す
ぐに訪
問者(他
クラス
保育
士）め
がけて
走り出
した。
そのた
め、気
持ちが
逸った
ためか
足がも
つれ転

・子どもは
気分が高揚
すると、突
発的な行動
にでること
を念頭に置
き、一人一
人の行動を
観察すると
共に必要に
応じて対応
できるよう
にする。ま
た転倒する
経験も大事
（手をつ
く、上手な
転び方を学
ぶ、俊敏
性、注意力
を身に付け
る等）にし
ながら、一
人一人の運
動発達の特
性を捉えて

5866

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 13 14 14 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

毎月、安
全対策に
ついて話
し合いを
している
が、怪我
の想定が
できてい
なかっ
た。

所内研修
等で色々
な場面を
想定し
て、怪我
の対応が
出来るよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

埋め込み
タイヤが
あること
に気が付
かなかっ
た。

子ども達
がままご
と遊びや
運動遊び
など各
コーナー
でじっく
り遊び込
める環境
づくりを
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

タイヤ付
近に職員
がついて
いなかっ
た。埋め
込みタイ
ヤがある
ことに気
付かずぶ
つかり、
転んだた
め。

固定遊具
には必ず
職員がつ
いて安全
を確保す
る。走る
時は前を
向いて走
らないと
危険なこ
とを子ど
もに周知
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登所時か
ら体調、
顔色など
変わりな
く普段通
り過ごし
ていた。
園庭で遊
んでいた
際に走
り、タイ
ヤにぶつ
かって転
ぶ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体の子
どもの様
子は見て
いたが、
対象児の
動きを見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の子
どもの様
子は見て
いたが、
対象児の
動きを見
ていな
かった。

転んだ
とき傷
がない
こと
や、腕
を上げ
下げ出
来る事
を確認
できた
ため、
所長に
報告は
しな

転んだとき
は、自分で
判断せず、
所長や他の
職員に知ら
せ、事故後
の経過をよ
く見てお
く。

5867

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

11 4 3 1歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

切り傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(不定期)
回/年

2.基
準配
置

事故に対
しての検
証を終
礼・朝礼
にて確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日実
施)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日実
施)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日実
施)回/年

事故に対
しての検
証を終
礼・朝礼
にて確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動器具
の周りに
玩具が落
ちていた
際、片づ
けておく
必要が
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びに集
中して参
加してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

運動器具
について
子どもの
援助を
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

おむつ替
えと食事
の片づ
け、ミル
クの調乳
を行う職
員に分か
れてい
た。

活動全体の
中で保育者
が子どもの
動きを想定
をする。子
どもにしっ
かりつく職
員は目を離
さず、動い
ている職員
も気にかけ

5868

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

16 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2・3)回/
年

2.基
準配
置

児童数・
職員数を
考慮して
活動場所
や内容を
決めた
り、子ど
もの状態
（落ち着
き）を見
て保育内
容や声掛
けを配慮
したりす
るなどし
て危機管
理への意
識を強く
持つ。

・環境設
定の見直
し・子ど
もの見守
りの仕方
の見直し
や共通理
解の確認

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

・破損個
所や危険
な物に注
意して過
ごす。

破損個所
や危険な
物がない
よう，
チェック
リスト等
で確認を
徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・動き・
体力に違
う異年齢
児が合同
で遊ぶ際
はの危険
を意識し
て配慮す
る。
・加配や
配慮の必
要な子や
その日落
ち着かな
い子など
は意識し
て見守る

・人数や
人員（年
齢・体力
など）に
よって環
境構成・
設定を配
慮する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
活発で落
ち着きの
ない面も
あるが、
友だちと
トラブル
事もな
く、遊ん
でいる時
は異状を
伝えに来
ることも
なかった
が帰りの
会前（制
服への着
脱の際）
肩の痛み
を訴えて
きた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

屋上園庭
で全体が
見える所
で見守り
をしてい
たが、保
護者対応
で一時的
に園庭を
離れる。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任がい
る時は、
子どもの
傍で見守
りながら
遊んでい
たが、担
任が離れ
た際は、
全体が見
えるとこ
ろで見守
りをして
いた。

始めは
着脱の
腕をね
じって
痛めた
と思
い、そ
こに迎
えに来
られた
保護者
に様子
を見て
受診を
すすめ
たが、
その日
は保護
者が問
題ない
と判断
し受診
しな
かっ
た。翌
日痛み
を訴
え、屋
上で転
んだ事
を母親
に話し

・見守り体
制の見直
し・事故対
応（判断）
についての
検討

198 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5869

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

132 14 22 23 24 24 25 3 3 6歳
1.男
児

　　無
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
の脱臼
下唇裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

雲梯で遊
ぶ児童に
は声掛け
を行う。

雲梯及び
遊具付近
には職員
の配置を
行い、声
掛けを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

雲梯に向
かう際に
つまづき
雲梯で唇
付近を打
つ。

園庭で遊
ぶ前に
は、遊
具・雲梯
の状況の
把握。及
び児童に
対しての
声掛けを
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯を行
う際、児
童に早く
雲梯を渡
り切ろう
という気
持ちも
あった可
能性もあ
る。

児童には
ゆっくり
雲梯を行
うように
声掛けを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
急いで雲
梯に向か
おうとい
う焦りが
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯をし
ている児
童を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

一人は他
の遊具付
近をみ
て、声掛
けを行っ
ていた。
二人目は
園庭全体
を見て声
掛けを
行ってい
た。（対
象児童も
目に入っ
てい
た。）

足元の
動きに
対して
も、
もっと
注意が
必要
だっ
た。

広い環境を
準備して危
険な所は少
人数で行
う。

5870

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

17 2 2 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左　手首
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

走り縄跳
びが楽し
くなり、
気持ちが
高まって
いた。声
掛けはし
たが見守
りが足り
なかっ
た。

危なさを
感じたと
きには、
一度活動
を止めて
話をす
る。体制
がある時
に限り、
縄跳びを
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

保育室や
ホールの
床の状況
（滑りや
すい、へ
こみがあ
る等）を
注意して
みてお
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ホールで
の見守り
が、“な
がら”見
守りに
なってし
まった。

危なさを
感じたと
きには、
一度活動
を止めて
話をす
る。見守
りの体制
がきちん
と取れる
時に縄跳
びはす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもよ
り興奮し
ている様
子があっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

同じ空間
にはいた
が、他の
子どもの
縄跳び編
みの指導
をしてい
たため、
目を離し
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3歳児ク
ラス、4
歳児クラ
スは室外
で過ごし
ていた。

ホールでの
活動には必
ず保育士が
つくように
する。見守
りができな
い時は使用
しない。

5871

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

101 4 30 34 33 5 5 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1　)回/
年

2.基
準配
置

安全管理
につい
て、職員
で話し合
いを行っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6 　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6 　)回/
年

安全管理
を今後も
継続して
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
遊んでい
る際の突
発的な事
故

職員は、
子どもの
遊んでい
る場所や
状況を把
握し子ど
もに声を
掛けた
り、危険
な場合
は、別の
場所で遊
ぶよう誘
導した
り、援助
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　　いつ
も通りゆ
めのお山
で遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　　　ゆ
めのお山
近くに居
たが、本
児が落ち
る瞬間を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　　　園
庭で他児
が遊んで
いる様子
を見てい
た為、見
れていな
かった。

保育士
の働き
かけと
して本
児が遊
んでい
る様子
を把握
し、園
庭の別
の場所
で同じ
ような
遊びが
出来る
よう遊
びの誘

保育士が、
子どもの遊
んでいる状
況を見なが
ら声掛けや
援助ができ
るように配
置をする。

5872

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

23 5 5 1歳
2.女
児

食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

唇の内外
裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１～２
)回/年

1.基
準以
上配
置

きちんと
座って食
事するよ
うに周知
する

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

特になし
6.食事
(おや
つ)中

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

食べ終わる
まで、きち
んと席に
座って食べ
るよう周知
する

5873

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

38 0 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左くるぶ
しの剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1～3　)回
/年

1.基
準以
上配
置

担任が骨
折するほ
どの事故
になると
予測がつ
いていな
かったこ
と

担任は子
ども一人
ひとりの
動きや特
徴を今以
上に把握
できるよ
うになる

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
52　)回/
年

追いか
けっこは
屋上では
なく園庭
で行うと
いうルー
ルを作
る。
マルチパ
ネなどの
遊具は端
に寄せ、
広い空間
を作るよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

屋上園庭
で遊ぶ人
数が多
かった。

2グルー
プに分け
て遊ぶよ
うにし、
お友だち
との衝突
が起きな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お友だち
と追いか
けごっこ
に夢中に
なって遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

屋上遊び
をしてい
る全体を
見守って
おり、対
象児から
6メート
ルほど離
れたとこ
ろにいた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別室にて
保育記録
書類を書
いてい
た。

一人ひ
とりの
行動を
細かく
見るこ
とがで
きてい
なかっ
た。

子どもたち
が遊んでい
る様子に常
に目を向け
怪我につな
がりそうな
状況の時は
早めに対処
をしてい
く。

5874

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

29 1 1 4歳
2.女
児

なし
食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

切傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12)回/年

1.基
準以
上配
置

事故と同
じ状況を
職員で再
現しどう
すれば防
げたのか
確認する

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

背もたれ
の無い椅
子の導入
検討

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

机や椅子
の使い方
を繰り返
し伝えて
怪我を予
防できる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　特段変
わった様
子はな
く、落ち
着いて行
動が出来
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　全員が
座って食
べていた
時間だっ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全員が
座ってい
たところ
で、対象
児が立っ
たので気
をつけて
は見てい
た。

園児への声
かけの回数
を増やし、
注意できる
ようにす
る。

5875

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

11 4 3 1歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

切傷

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12)回/年

1.基
準以
上配
置

職員で現
場を再現
し事故当
時を振り
返り原因
の追究を
行う

1.定期的
に実施

実施頻度(
48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48)回/年

なるべく
スポンジ
マットの
ある所で
遊ぶよう
声を掛け
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

歩き出し
たり、ハ
イハイの
時期なの
で子ども
同士が近
づいてし
まった時
は怪我に
繋がらな
いように
十分に気
を付けて
おく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

変わった
様子は見
られな
かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

視覚には
入ってい
たが行動
が読めな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

 視覚に
は入って
いた

至近距離に
職員は居て
直ぐに手を
差し伸べら
れように努
める。

5876

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

58 3 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
貫通骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

戸外遊び
時は、遊
具等が
あっても
死角が出
来ないよ
うに職員
を配置し
ていた
が、転落
するまで
が急だっ
た為、間
に合わな
かった。

今回の事
故に関す
る内容の
検証を行
い、職員
へ周知徹
底した。
又、再発
防止及
び、安全
保育に十
分配慮す
るように
努め、危
険性の高
い及び高
さのある
遊具には
定期的に
巡回しな
るべく近
く配置し
安全を確
保する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

遊具の安
全点検は
毎日行
い、遊具
に不備は
ない。

引き続
き、日々
の安全点
検を行
い、安全
保育に努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

定期的に
遊具の使
い方につ
いて指導
を行って
いる。
又、今年
度の初め
にもいろ
んな事例
を上げ、
園児たち
に指導を
行った。

今回の事
故の内容
を子ども
達に伝
え、再度
遊具の使
い方につ
いて指導
をしてい
く。又、
階段等で
乗降する
遊具は、
ゆっくり
と行うよ
うに指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と一
緒に仲良
く元気に
遊んでい
たが、不
意に足を
滑らせて
落下し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

複数の担
当職員で
死角の無
い様に、
子ども達
を全体的
に見守っ
ていた。

全体的
に見
守って
いた
が、７
５㎝程
度の高
さで
あった
為、落
下する
までの
猶予が
なく、
受け止
めるこ
とが出
来な
かっ
た。

子ども達を
見守る際、
危険性の高
い及び高さ
のある遊具
には定期的
に巡回しな
るべく近く
配置し、事
故やトラブ
ルが無い様
にしてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5877

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

20 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第４第
５趾基節
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
1回/1 ～2
年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちが二人
乗りでブ
ランコこ
ぎをする
姿が見ら
れてい
た。

職員間で
話し合い
を持ち、
やはり二
人で乗る
ことによ
り危険が
生じると
考えて、
ブランコ
の二人乗
りはでき
ないとい
うことを
子どもた
ちに再度
知らせて
徹底して
いくこと
とした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄
)担任３
人のうち
１名は支
援児に付
いてい
た。他の
１名は子
どもたち
とサッ
カーをし
て遊んで
いてブラ
ンコのと
ころは見
ていな
い。、も
う１名は
なわとび
をしてい
たが本児
が友達と
一緒にブ
ランコを
こいでい
るところ
は見てい
たが降り
たところ
などは把
握できて

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　　他の
クラスが
あとから
出てきた
が、他ク
ラスの担
任はブラ
ンコのと
ころには
担当の子
どもがい
なかった
ので気を
つけて見
ていな
かった。

5878

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 0 3 3 2 3 4 3 3 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第1趾
未節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

怪我が起
こった際
に、病院
を受診す
ることを
ためらう
ことがな
いように
再度マ
ニュアル
の読み合
わせ、各
クラスに
おける危
機管理の
指導を行
い、子ど
もとのか
かわり方
を考え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

コーナー
の棚や机
を子ども
の導線を
理解し配
置する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒が多
い年齢の
子ども
は、一緒
に遊びな
がら側で
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内を
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室全
体を見渡
せる場所
で見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のこど
もに絵本
の読み聞
かせをし
ていた。

室内を走る
段階で声掛
けをするこ
とや、側に
寄って見守
る必要が
あった。室
内での怪我
のシミュ
レーション
を行い、適
切な声掛け
と関わりを
見直す。

5879

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

24 4 4 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指中
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

特になし

園児の手
の届く場
所に不安
定なもの
を置かな
いよう、
片付け場
所が安全
な場所、
状況であ
るか職員
全体で確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

特になし

今回の事
故は施
設・設備
等には原
因がな
く、改善
する項目
がないた
め

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園児がそ
の場所に
入らない
よう、万
全に対策
をする必
要性が
あった。

園児に危
険性を伝
えるた
め、わか
りやすく
的確に指
示を出す
ように努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おやつを
食べた
後、園庭
で遊ぼう
と屋外廊
下に出て
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
含め、お
やつ後、
歯を磨く
園児と園
庭で遊ぶ
園児を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつを
まだ食べ
終わって
いない園
児の様子
を見守っ
ていた。

特にな
し

園児がその
場所に入ら
ないように
万全に対策
をとり、危
険性をわか
りやすく的
確に指示を
出す。

5880

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

19  1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

保育士は
連絡ノー
トの
チェック
や一部の
子どもた
ちと会話
をしてお
り全体的
な見守り
が十分で
なかっ
た。

常に全体
的視野を
もつこと
の必要性
を再認識
する

1.定期的
に実施

実施頻度
(４９)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４９)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

今回は特
になし

今回は特
になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

２名の子
どもが
たって話
しをして
いたとこ
ろに対象
児が通り
かかった

状況をみ
て席につ
くよう声
をかける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お茶を飲
もうと自
分の水筒
を取りに
行った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
うごいて
いるのを
部屋の離
れたとこ
ろから確
認してい
たが手元
では連絡
ノートの
チェック
や他児と
会話をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
が呼びに
来たこと
て゛気付
いた。

子ども
たちへ
の全体
的な声
かけ見
守りが
不十分
だった

子どもたち
の動きを常
に把握し、
全体的視野
を持つこと
を再認識す
る

5881

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

26 1 3 4 8 5 5 3 3 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
牙打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

毎月１回
の職員会
議で、必
ず事故防
止の確認
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

テーブル
の配置に
隙間があ
り、子ど
もが間に
入る空間
があっ
た。

居残り時
間中の
テーブル
の配置に
ついて確
認を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
様子を
しっかり
観察し、
声掛けを
行い、見
守る事の
徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃か
ら、活発
に動く園
児であ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守りは
していた
が、瞬間
的であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

より、注意
力を高め、
動きのある
園児には、
特に目を注
ぐ
大声で注意
する。

5882

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

16 2 2 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

基準以上
に職員は
配置して
いたが、
事故が発
生したこ
とから、
今後も
（人員増
も含め
た）適正
配置に努
めなが
ら、危機
管理を徹
底してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

今回の事
故と直接
は関係な
いが、跳
び箱、
マットど
ちらも購
入してか
ら年数が
経ち古く
なってい
る。事故
が起こる
可能性が
あるため
新しく購
入する必
要があ
る。

跳び箱の
上部の布
を湿らせ
るなどし
て滑りに
くくす
る。長期
的には買
い替え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会で
の発表に
向けて短
期間・集
中的な練
習を行っ
ていた。
クラスご
とに跳び
箱の練習
を行って
いた。

短期間・
集中的に
行うので
はなく、
年間を通
して練習
する方法
に変更
し、ゆと
りのある
練習スタ
イルに見
直す。複
数クラス
合同で行
うなどし
て、補助
に入る職
員数を増
やせる環
境とす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

跳び箱の
練習に励
んでお
り、6段
に挑戦中
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱を
跳ぶ園児
の補助と
して跳び
箱の横に
いた、対
象園児が
跳び箱を
跳びバラ
ンスを崩
して頭か
ら前方へ
落ちそう
になった
ため、下
から体を
支えた
が、支え
きれな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

低い段数
の跳び箱
の練習を
している
他の園児
の補助を
してい
た。

跳び箱
の危険
性を認
識し、
補助の
保育士
はきち
んと配
置して
いた
が、跳
び箱の
練習方
法、補
助のや
り方に
ついて
の知識
が不足
してい
た。

今後、跳び
箱の練習方
法、補助の
やり方等に
ついての研
修を受ける
など知識を
深める。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5883

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

20 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

（主）右
第4中手
骨近位端
亀裂骨折
右第2中
手骨近位
端亀裂骨
折　右第
3中手骨
近位端不
顕性骨
折、右手
部打撲傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

事故に関
する研修
は、主に
所長が受
けるの
で、職員
間の情報
共有が不
十分な面
がある。
遊具から
の落下や
頭部の打
撲に比
べ、怪我
の確認が
十分では
なかっ
た。

事故に関
する研修
の機会を
全職員に
設けた
り、研修
内容をよ
り共有し
たりする
ことで、
予防や対
応の意識
を高め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

降園準備
で、荷物
を廊下に
並べるた
め、すれ
違いのス
ペースが
狭くなっ
ていた。

出来る限
り廊下に
荷物を置
かず、ス
ペースを
確保す
る。
降園準備
の荷物
は、各部
屋で管理
する。

7.その
他

降園準備
は、保育
室内で終
了し、荷
物の移動
をしな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士が
そばを通
ることに
は気づい
ていた
が、声掛
けに気が
付かな
かったの
か、注意
や静止を
促す言葉
だと理解
していな
かった様
子。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

物干しハ
ンガーを
両手で抱
えて歩い
ていた。
声をかけ
て通った
ので、本
児が動く
とは思っ
ていな
かった。
痛みや腫
れがな
かったの
で、怪我
をしてい
ることに
気づかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の降
園準備の
ため、保
育室内に
いた。
転倒した
保育士か
ら連絡を
受けてい
たが、本
児に変わ
りがな
かったの
で、怪我
をしてい
るとは思
わなかっ
た。

本児に
つまず
いた保
育士
は、荷
物（物
干しハ
ン
ガー）
を持っ
ていた
ので、
転倒し
たとき
に両手
が使え
なかっ
たた
め、本
児をよ
けるこ
とがで
きな
かっ
た。
痛みや
腫れが
なかっ
たの

子どものあ
らゆる動き
を想定し
て、両手を
ふさがない
ように心が
ける。
保育士の行
動や意識
で、事故に
なるケース
や、怪我の
発見が遅れ
る要因を確
認し、注意
する。

5884

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 9 13 10 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

肘内障
橈骨遠位
端骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

職員の時
差出勤な
どで、複
数のクラ
スをまと
めて保育
する時間
が長くな
る日があ
る。
通常の保
育時間
は、加配
保育士も
含めた基
準配置だ
が、朝夕
の時間
は、個別
に配慮が
必要な子
の加配保
育士を配
置してい
ない。
園児数は
減ってい
くが、お
迎えの対
応を随時
するの
で、子ど
もから目
が離れる

時差出勤
を見直
し、複数
クラスで
まとまる
時間をで
きる限り
短くす
る。
朝夕の時
間も、個
別の配慮
が必要な
子への対
応を考慮
した人員
配置を行
う。
園庭で対
応する職
員数を2
人から3
人に増や
し、一人
がお迎え
の対応を
していて
も、複数
で園児を
見守るこ
とができ
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

高さがあ
る遊具周
辺には、
人工芝な
どを敷い
ている
が、乳児
用滑り台
は滑り板
周辺のみ
で、階段
付近には
何も敷い
ていな
い。

乳児用滑
り台階段
周辺にも
人工芝を
敷いて、
転倒時の
衝撃を和
らげる。

7.その
他

見守りが
十分にで
きないと
きは、遊
ぶエリア
や遊具を
制限する
ことも考
慮に入れ
て対応す
る。
保育士が
いないエ
リアで園
児が遊ん
でいない
か、室内
にいる職
員も気を
付け、外
の職員と
連携を取
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりな
く、お迎
えを待つ
時間、園
庭で遊
ぶ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

気になる
子（B）
と、お迎
えの保護
者との間
でトラブ
ルが続い
ていたの
で、Bや
個別の配
慮が必要
な子（加
配保育士
有）の対
応をして
いた。
本児が、
乳児用滑
り台で遊
んでいる
のを把握
していた
が、気に
なる子
（A）も
一緒にい
ることは
把握でき
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
との一緒
に遊びな
がら、固
定遊具で
遊んでい
る子を見
守ってい
た。

未満児
担当の
保育士
が、サ
ポート
に入っ
ていた
が、個
別の配
慮が必
要な子
やAの動
きを十
分に把
握でき
ていな
かっ
た。

見守りの保
育士は、園
児とのかか
わり(一緒に
遊ぶ)よりも
見守りを重
視ずる。

5885

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

20 5 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

2.基
準配
置

職員間で
危機管理
への共通
理解・認
識に相違
があっ
た。

マニュア
ルの再確
認と危機
管理の意
識をしっ
かり持
つ。子ど
もの様々
な行動を
予測し、
子どもか
ら目を離
さず、臨
機応変に
対応でき
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

遊ぶス
ペースに
密集して
しまっ
た。

体を動か
す場合、
衝突など
が起きな
いよう
に、十分
なスペー
スを確保
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

風船を膨
らましな
がら子ど
もの様子
を見てい
た為、
とっさの
行動に対
処できな
かった。

事前に遊
びに使う
玩具・遊
具など
を、確認
準備して
おく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母と登園
し、いつ
も通り保
育者と話
をした
り、友達
と関わっ
ていた。
日中は、
ままごと
やぬいぐ
るみで遊
び、好き
な玩具を
離さず
持ってい
た。食
事・午
睡・おや
つも変わ
らず行
い、夕方
を迎え
た。風船
を出した
ことで、
少し、気
持ちが高
ぶったよ
うにも見
えた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育者の
近くで転
倒してい
た子に声
を掛けて
いた矢
先、よそ
見をしな
がら走っ
てきた対
象児に気
付き、声
を掛けよ
うとした
ものの、
対応が間
に合わな
かった。
ドンと音
がして、
転倒した
対象児が
泣いてい
るのを見
て、両脇
を抱えて
起き上が
らせ、体
全体を確
認。左腕
に違和感
を感じ声
を掛けな

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

風船遊び
が始まっ
ても座っ
ていた子
に声を掛
け一緒に
遊んだ
り、風船
の取り合
いをして
いる子の
対応を行
う。至近
で見てい
た保育者
から状況
について
報告を受
け、洋服
を脱がせ
て、両腕
の状態を
見比べな
がら確認
した。

目の前
でしゃ
がんで
いる子
がいた
が、対
象児が
風船や
近くの
友達に
気を取
られた
状態
で、よ
そ見を
して走
り出
し、周
りが見
えてな
い状況
にあっ
た。

職員の配置
を明確に
し、立ち位
置を確認し
合う。ま
た、子ども
の動きを把
握するよう
に努める。

5886

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

13 1 1 6歳
2.女
児

発生時の天
候・晴れ

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２　　)
回/年

2.基
準配
置

鉄棒の遊
び方の見
直しと徹
底。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

鉄棒の下
の砂が風
で飛ばさ
れ地面が
固くなっ
ていた。

安全点検
時に確認
し砂を敷
くように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

前回りが
できるよ
うになり
喜んで挑
戦してい
るが、慣
れも出て
きてい
た。

鉄棒遊び
の危険性
を再度伝
え、握り
方や手を
離さない
ことを徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
他に鉄棒
をしてい
た園児が
いたため
対象児か
ら一瞬目
がそれ、
防げな
かった。

途中で他
のクラス
は保育室
に戻り、
園庭には
担当職員
のみだっ
た。

鉄棒を
使用す
る際は
必ず保
育士が
見守る
ように
してい
たが、
３台の
鉄棒を
園児３
名に自

保育士の目
が届くよう
順番に使用
させる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5887

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 0 0 1 17 16 9 0 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛部
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

危機管理
について
の意識が
十分では
なかった
ことが考
えられ
る。

職員の意
識向上及
び子ども
が安全に
ついて理
解できる
指導につ
いて定期
的に内容
の確認を
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

砂場そば
のコンク
リート通
路のため
砂があり
滑りやす
かった。

通路に砂
があった
場合は掃
き掃除を
する。常
時危機管
理への意
識を持
ち、確認
と活動を
併せて行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
遊びの傾
向を予測
するのが
遅れた。

一人一人
の子ども
の遊びの
傾向を予
測しする
ととも
に、安全
な遊びの
ルールを
子どもと
共有す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

他児が落
ち着いて
遊ぶ中、
遅めに登
所してき
た本児は
気の合う
友達を見
つけると
気持ちが
高ぶった
様子で追
いかけ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

「砂場な
ので走ら
ないで」
と声をか
けたが本
児には聞
こえな
かったの
か走り出
したの
で、そば
へ行こう
としたと
ころ転ん
だ。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

違う児童
の対応を
していた
ため、本
児が転ん
で倒れて
いるとこ
ろを見
た。

普段か
ら活動
的な本
児だ
が、登
所直後
に気の
合う友
達を見
つけた
ことで
更に気
持ちの
高揚が
あり、
周りの
状況を
よく見

職員が危機
管理意識を
持つととも
に、子ども
自身にも安
全に過ごす
ことの大切
さを知ら
せ、身に着
けていくよ
うにする。

5888

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 5 7 5 3 1 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

他児の対
応をして
いて対象
児の対応
は声かけ
だけで
あった。

保育士２
名共他児
の対応を
していた
ので1人
は必ずド
アの所で
対応す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

ドアにス
トッパー
などを設
置してい
なかった
ため。

必ず大人
がドアを
開閉す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

言葉で扉
に近づい
てはいけ
ないこと
は言って
いたが、
目印がな
かった
為。

子どもは
登・降園
以外扉に
近づかな
いよう伝
えていく
だけでな
く、目で
見えるよ
うに✕印
などで示
した。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

実習生が
いて、い
つもより
テンショ
ンが上
がってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　本児を
見ながら
他児の対
応をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　他児と
関わって
いた。

ふざけ
ている
子が多
く、対
応して
いたの
で対象
児のそ
ばまで
行けな
かっ
た。

必ずドアま
で行って挨
拶して見送
りする。

5889

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

7 6 1 2 2 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

右耳裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

ソフト面
において
は実施さ
れていた
ため

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

棚の角に
カバー等
がなかっ
たことも
要因と
なった。

棚の角を
カバーで
覆った。

7.その
他

敷いた布
団と棚と
の距離

布団をも
う少し棚
から離し
て敷くよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発な動
きが見ら
れてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
の着替え
等に対応
していた
ため見て
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

午睡室に
いた職員
は担当児
の寝かし
つけをし
ており、
対象児の
動きを見
ていた
が、バラ
ンスを崩
した際手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

担当職
員が他
児に対
応中、
本児か
ら目が
離れて
しまっ
た。

午睡の際は
クラス全員
担当職員と
ともに移動
すること。
担当職員の
声掛けの徹
底や連携を
強化する。

5890

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

23 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

常時、担
任2名配
置とす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

・施設、
設備等の
改善策は
なし。
・市の管
轄のた
め、不具
合は市へ
報告す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境面の
改善策は
なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

T公園に
て友だち
2名ずつ
間隔をあ
けて競走
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

スタート
地点で見
ていたた
め、転倒
を防げな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

競走とは
別の遊び
の子たち
を見てい
た。

子どもの活
動に十分目
を配り、危
ないときは
声をかけ、
けがのない
よう配慮す
る。

5891

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

10 2 2 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右肘内障
鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(４)回/年

1.基
準以
上配
置

過去の事
故報告や
事例が生
かされな
かった。
子どもの
姿を先入
観から思
い込んで
みてし
まった。

日頃より
事故事例
などに目
を通し
て、想定
内外の事
故に対応
できるよ
うにす
る。子ど
もの様子
をよく観
察し、年
齢にあっ
た遊び方
を工夫、
提供す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

転倒から
の鎖骨骨
折は想定
外であっ
たが、滑
らない配
慮や転ん
だ時の衝
撃吸収な
どの検討
が必要

今回は自
らの転倒
ではあっ
たが、先
を予測し
た対応を
行ってい
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室か
ら多目的
室に出た
ため開放
的になっ
たこと、
夕方の時
間帯で疲
れが出て
いたこと
が考えら
れる

玩具や棚
などの配
置も含め
た環境に
ついて改
善点など
を定期的
に話し合
い、より
よい空間
作りを行
う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

床で自動
車の玩具
を走らせ
ていた
が、立ち
上がりそ
の場で左
回転をし
バランス
を崩して
転倒

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士の
１ｍ以内
で車の玩
具を手で
走らせて
いる対象
児の他、
数名の子
どもの遊
びを見
守ってい
た。立ち
上がり回
転し転倒
した本児
を抱き起
し１０分
程度抱い
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各担当の
位置に配
置し、保
育を行う

日頃の
子ども
の姿や
様子か
らの先
入観は
持た
ず、い
ろいろ
な可能
性を考
えた見
守りや
対応を
行って
いく

遊びの工夫
や、コー
ナー遊びの
中に静と動
のバランス
を考えた環
境を整える

5892

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

42 7 12 13 10 5 5 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）
3.体幹
（首・胸
部・腹部・
臀部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

新型コロ
ナ感染症
で、思う
ように会
議が出来
ず、木登
りの危険
性を周知
徹底でき
ていな
かった

少人数、
短時間で
の会議を
増やし、
書面での
連絡も含
め、木登
りの危険
性を周知
徹底して
いく

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

雨上がり
だった。
木の表面
は乾いて
いるよう
に見えた
が湿って
いた可能
性があっ
た。

天気や滑
りやすさ
等、その
日の状態
を把握し
て、木登
りが出来
る状態な
のか確認
し、状態
によって
は木登り
しないと
いう対策
を取る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児が
落下した
横には、
コンク
リート製
の雨水溝
があった
ため、落
下場所が
ずれてい
れば大け
がにつな
がってい
た可能性
があっ
た。

落下する
ことも予
想し、ブ
ロックや
石など硬
く怪我に
繋がるも
のがない
かどうか
事前に調
査し遊び
の設定を
おこな
う。例え
ば硬く怪
我に繋が
るものが
ある場
合、マッ
トを敷く
とか、状
況によっ
ては中止
するなど
の判断を
するな
ど。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもよ
く出かけ
る公園に
ある木登
できる人
気の木に
順番で
登ってい
た
木登りな
どによく
挑戦する
対象児で
はあっ
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

対象児が
登ってい
たすぐ下
に担当職
員が配置
してい
た。対象
児が足を
滑らせて
落ちてき
たので手
を出した
が予想以
上の重さ
で手をす
り抜け落
下してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

公園のそ
れぞれの
ポジショ
ンに配置
していた
ので対象
児と担当
職員の様
子は見え
ていな
かった。

落下す
る子ど
もの重
さに落
下重力
が加わ
り予想
以上の
重さに
なって
しまっ
た可能
性があ
る。

想定の範囲
を広げて想
像出来うる
限りの対策
をもう一度
話し合う必
要がある。
実際に物を
落下させ、
実際の重さ
と落下する
重さを比較
するなど体
験する。
木登りの不
慣れな子
を、しっか
りと把握
し、保育士
間で共通の
理解をして
おく。その
ような子が
木登りをし
ている時は
声を掛け合
い、足を掛
ける場所を

5893

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 5 4 6 4 6 4 4 4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２～３　)
回/年

1.基
準以
上配
置

対象年齢
が変わる
中で、遊
びで起こ
りうる事
故に対し
て保育士
同士の共
有が足り
なかっ
た。

遊びで起
こりうる
危険なこ
とに対し
て職員の
中で確
認・共有
していく

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
使用時　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし

砂山やブ
ルーシー
トには問
題点はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

姿の確認
ではなく
遊びが年
齢にあっ
ているか
どうかも
含めて確
認し合う
必要が
あった

こども達
が園庭で
どんな遊
びをした
いのかを
それぞれ
確認し、
こどもの
年齢に
あった遊
びを選択
できるよ
うにして
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
砂山でブ
ルーシー
トをかけ
て滑って
遊んでい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

土曜保育
のため人
数も少な
く広々と
遊べる環
境にあり
ながら、
狭い場所
での遊び
を黙認し
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の年齢の
こども達
が遊びだ
していた
ため、離
れた場所
では遊ぶ
姿を確認
していた
が、事故
の瞬間を
見ていな
かった。

１歳児
が遊ん
でいた
砂山
で、３
歳児が
遊び始
めたた
め遊び
の内容
をこど
もと確
認した
りルー
ルを知

遊んでいる
こどもの様
子によっ
て、順番に
滑るなどの
ルールの声
掛けをして
いく
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5894

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

8 2 2 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2～3　)回
/年

1.基
準以
上配
置

別紙参照
（乳児会
議録写
し）

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

別紙参照

別紙参照
（乳児会
議録写
し）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
落ち着い
ていた。
はしゃい
だり走り
回ること
はなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

室内活動
であった
為、対象
児童の側
におり児
童と共に
活動して
おり至近
距離で児
童を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

室内活動
であった
為、対象
児童の側
におり児
童と共に
活動して
おり至近
距離で児
童を見て
いた。

別紙参
照

別紙参照
（乳児会議
録写し）

5895

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児

13 4 4 6歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第5趾
基節骨損
傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

行事を行
う際の共
通認識や
必要な配
慮事項に
ついて周
知徹底さ
れていな
かった。

鬼役の動
きや行動
の範囲を
詳細に決
めて行事
計画書に
記載し、
その内容
を職員へ
事前に周
知するこ
とで安全
に進行で
きるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
9　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
9　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
9　)回/年

テーブル
などの家
具は端に
寄せて広
いスペー
スを作
り、角は
危険のな
いよう
マットで
覆ってい
た。床は
クッショ
ンフロア
で衝撃の
少ない物
を使用し
ている為
問題はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼も園児
も室内を
自由に動
き回れる
状態にあ
り、個々
の状況把
握が難し
かった。

鬼と園児
の場所を
区別し決
められた
場所から
豆まきを
行う設定
を行うこ
とで、室
内を走り
回らない
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

節分の豆
まきで普
段より気
持ちが高
ぶってお
り、鬼か
ら逃げて
走った
り、豆代
わりのカ
ラーボー
ルを投げ
たりと動
き回って
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼を怖が
る4名ほ
どの他児
が職員の
後ろに隠
れるよう
に立って
いた為、
動き回ら
ずに全体
の様子を
見てい
た。
事故の瞬
間は確認
できな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の様
子を見な
がら、保
育室内を
移動し、
豆まきや
「鬼は
外」の掛
け声を促
してい
た。
事故の瞬
間は確認
できな
かった

鬼が二
人でそ
れぞれ
室内を
動き
回って
いた
為、全
体の見
守りが
難しい
状況で
あっ
た。

鬼を一人に
減らし全体
の見守りが
しやすいよ
うにする。

5896

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 6 6 5 7 7 2歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

不全骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもが
内科健診
を受ける
際、子ど
もの全身
の安全を
確認する
意識が職
員に足り
なかった

子どもを
落ち着か
せる為の
声掛けや
視線を向
けて安心
させつ
つ、全身
の状態に
ついても
常に把握
しながら
見守るよ
うにして
いく

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

ハード面
での不備
はなかっ
た

7.その
他

本児を含
めた数人
は、午睡
明けいつ
もと違う
様子に戸
惑ってお
り、先に
健診をし
た0歳児
の子ども
の泣き声
が聞こえ
たりして
気持ちが
不安定に
なってい
た

子ども達
が少しで
も不安に
ならない
ようにす
るため、
午睡から
早めに起
こして落
ち着く時
間をと
り、泣く
ことの少
ない2歳
児から内
科健診を
受ける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

内科健診
が始まる
まではい
つもと変
わらな
かった
が、0歳
児クラス
から内科
健診が始
まり、受
診してい
る他児の
泣き声が
聞こえ、
不安な様
子であっ

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

本児の左
側から診
察の補助
をし、見
守ってい
たが、机
にぶつけ
た瞬間は
確認でき
ていない

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

施設長は
本児の右
側から診
察の補助
をし、見
守ってい
たが、机
にぶつけ
た瞬間は
確認でき
ていない

園医、
担任、
施設長
の3人に
体の動
きを抑
止され
たこと
で、本
児がよ
り不安
定にな
り抵抗
が強く
なった

子どもが内
科健診を受
ける際に泣
いてしまっ
たり、抵抗
したりした
時は、担任
が子どもを
抱っこを
し、安心し
て受診出来
るように、
園医と確認
していく

5897

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

18 1 1 5歳
1.男
児

なし。
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右母趾基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

ボールを
使っての
自由遊び
の際の動
作予測が
不足して
いた。

ボール遊
びの事例
を取り上
げて危険
予測を職
員間で話
し合い共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

・ボール
を蹴る際
に裸足の
場合は
ボールの
材質等に
も注意す
べきで
あった。

　室内で
自由に
ボール遊
びをする
際には、
蹴る動作
を予測し
柔らかい
材質の
ボールを
使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボールを
使った自
由遊びの
設定自体
は適切で
あったこ
とから、
環境面で
の問題は
なかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児
は、他の
園児８名
とボール
遊びをし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

２階ホー
ルの中央
にある柱
から窓側
に2.5
メートル
のところ
に位置
し、左右
の遊びを
見守って
いた。し
かし、対
象児が
ボールを
蹴り怪我
をした瞬
間を見て
いなかっ

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

２階は他
の職員は
いなかっ
た。

  １名
の保育
士で２
種類の
遊びを
自由に
させる
際、中
央に位
置した
保育士
が一人
ひとり
動きや
動作を
十分把
握出来
ていな
い部分
があっ

  １名の保
育士で複数
の遊びを行
う際には危
険につなが
る動きにつ
いては制限
したり、複
数の職員で
対応するこ
とも考慮す
る。

5898

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

38 1 5 2 11 16 3 9 9 1歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

配置の基
準は満た
していた
が、担任
が休みで
登録保育
士が勤務
していた

事故防止
マニュア
ルは作成
している
ものの、
園外の事
故防止の
みである
ことか
ら、園内
の事故防
止につい
ても検討
し、修正
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊具の設
置場所に
問題が
あった

本児が事
故発生前
に遊んで
いたと思
われる遊
具(鉄棒)
の配置変
えや転落
が心配な
用具の片
付けと自
由遊び時
の見守り
の強化

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団での
活動中で
見守りに
死角が発
生してい
た

十分注意
し見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり楽し
く安全に
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児か
らは、目
を離して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の様
子を常に
見守って
いた。

担当保
育士が
全ての
子供た
ちの安
全確保
が十分
できて
いない
可能性
もあ
る。

担当保育士
が全ての子
供たちの安
全を確保で
きるための
遊びの種類
や範囲を配
慮すること
も必要

5899

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

32 3 3 4歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

右乳中切
歯の外傷
性歯牙脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

規定によ
り、人数
配置には
問題はな
いが、職
員間で事
故防止に
ついて話
し合うこ
とが必
要。

研修やマ
ニュアル
の確認を
行い、知
識を深
め、事故
予防に努
めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

今回の怪
我に関し
て、施
設、設備
は影響し
ていな
い。

再発防止
の検討は
必要がな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体育遊び
について
は、何度
も行って
いるもの
であり職
員の配置
や人数に
も問題は
ない。ま
た、空間
も十分に
ゆとりを
持って
行ってい
た。

再発防止
の検討は
必要な
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

変わった
様子はな
く、疲れ
た姿は見
られてい
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

跳び箱を
跳ぶ子の
介助をし
ながら、
ベンチで
待ってい
る子の様
子を見て
いた。本
児が転ん
だ姿を見
て、すぐ
にかけつ
ける。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
士は、各
コーナー
（大縄と
び・鉄
棒）につ
いてお
り、本児
が転ぶ姿
を見てい
なかっ
た。

本児が
ベンチ
に座る
のを確
認せ
ず、次
の子が
跳び始
めたこ
とで本
児が不
注意に
なって
いるこ
とに職
員が気
付かず
声を掛

跳び終わっ
た子がベン
チに座った
のを確認し
てから、次
の子を始め
るようにす
る。すぐに
声が掛けら
れるよう
に、保育士
の近くにベ
ンチを置く
べきだっ
た。小走り
で戻る様子
が見られた
ので、走ら
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5900

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 3 5 7 2 2 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕橈骨
骨幹部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

今後も事
故予防に
関する園
内研修の
実施や外
部研修に
参加し、
職員間で
共通理解
をしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時 )回/
年

今後も遊
具の破
損、点検
整備を都
度行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体育教室
の中で跳
び箱の下
に巧技台
を足して
７段、８
段として
使ってい
たため、
同じ使い
方をして
いた。

普段の保
育の中で
も体育教
室と同じ
ような形
にして
使ってい
たが、安
全面を考
え、巧技
台は使わ
ないこと
を確認し
た。今後
は巧技台
を足さず
に跳び箱
を使うよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前中、
クラスの
自由遊び
をホール
でしてい
た。子ど
も達の要
望から跳
び箱を出
し、１度
目は跳ぶ
ことがで
き、２度
目に跳ぼ
うとした
際に左足
が跳び箱
に引っか
かり、バ
ランスを
崩して右
腕から
マットに
着地し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
横で補助
できる位
置にいた
が、バラ
ンスを崩
した時に
手を差し
伸べ補助
をするこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じホー
ル内でス
ポンジ積
み木で遊
んでいる
子どもた
ちと遊ん
でいた。

一度目
は跳ぶ
ことが
出来て
いたた
め、２
度目も
跳べる
という
思いが
あり危
険予測
や補助
をする
意識が
足りて
いな
かっ
た。

出来ると過
信したり安
心せずに、
危険を予測
しながら補
助をし、事
前に防げる
ようにして
いく。

5901

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

54 4 8 9 9 10 14 7 7 4歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

遊具を本
来の遊び
と違う遊
びで使用
すると危
険な事も
あること
を子ども
達に話を
していた
が守り切
れていな
かった。

事故後各
クラスの
児童に遊
具の危険
性と正し
い使い方
について
話をし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

園庭及び
フラフー
プには特
に問題は
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭でフ
ラフープ
を使って
遊ぶ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭で本
児の近く
で見てい
て声掛け
もしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他6名の
保育士も
それぞれ
の遊びや
排せつに
付いてい
た。

本児
に、
走って
いる児
童のフ
ラフー
プを掴
む事が
危険で
あるこ
とを伝
えたが
本児が

怪我につな
がる遊びを
見つけた場
合声掛けだ
けでなく直
ぐに制止さ
せ、安全に
遊ぶよう注
意をする。

5902

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

13 3 2 2歳
2.女
児

10月6日
岩田病院・
整形外科受
診
10月7日
大西病院・
形成外科受
診
10月14日
大西病院・
形成外科に
てテーピン
グ
11月10日
大西病院・
形成外科に
て最終受診

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

左眉毛部
裂傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
３)回/年

1.基
準以
上配
置

危険と思
わない場
所でも、
大きな事
故につな
がること
を意識
し、安全
に気を配
ると共
に、全職
員で情報
を共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

靴のマ
ジック
テープの
ゆるみ
も、つま
ずきの1
つの原因
になった
と考えら
れるの
で、遊び
の前に全
園児の靴
の履き方
を再点検
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

すべての
遊戯を使
用できる
ようにせ
ず、園児
の人数と
保育士の
人数に合
わせて、
ある程度
使用する
遊具を制
限する必
要もある
かと考え
られる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
他の遊具
について
おり、見
てはいた
が、助け
ることが
できな
かった状
況。

近くに保育
士がいた
が、転ぶ際
に手助けで
きなかっ
た。園児が
次の動きを
した時必ず
園児の近く
に寄り、不
測の事態に
対応できる
ようにす
る。

5903

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

15 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1～2　)回
/年

1.基
準以
上配
置

その日の
保育の
リード
（新人保
育士）を
援助する
ための、
パート
ナーの動
きとなっ
ていた。

保育の見
通しを
しっかり
確認する
必要が
あった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

製作と自
由遊び
が、同じ
環境で行
われてい
た。

環境を分
けた取り
組みを考
えるべき
であっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調的に
は、元気
な姿で
あったが
保育士を
求める姿
が多く見
られて居
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラスの
大半の子
ども達が
側に居る
環境の
中、対象
児と保育
士が関わ
る状態で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスの
3人の子
ども達と
机上にて
製作に取
り組んで
いた。

日常で
あれ
ば、室
内では
脱いで
いる靴
下を、
本人が
脱ぎた
がらず
履いた
まま過

本人が脱ぎ
たがらない
場合でも、
脱ぐ様働き
かけをして
いく。

5904

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

15 0 0 0 0 6 9 0 2 2 4歳
1.男
児

事故発生の
2週間前に
右肘が抜け
て受診し肘
内障と診断
されてい
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
通顆骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３～４)
回/年

2.基
準配
置

保育者一
人一人の
事故予防
に対する
意識が不
足してい
る部分が
あった。

ヒヤリ
ハット
等、毎月
の職員会
議で話し
合い、職
員間で共
通認識
し、事故
予防に対
する意識
を高めて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

使用して
いたマッ
トの硬さ
などに特
段問題は
なかった
ためハー
ド面の改
善箇所は
ない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広い環境
と体操の
器具があ
り、見通
しはいい
が死角に
なる箇所
はある。

保育者が
見渡せる
範囲内で
遊ばせる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育者と
他児と鬼
ごっこを
していた
が、ブ
リッジを
している
保育者と
他児に興
味を示
し、駆け
寄って
いった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児との
遊びの中
で子ども
と一緒に
ブリッジ
をしてい
る中、本
児が来た
ことを確
認した。
その後本
児が１人
でできる
と思い、
側に付い
ていたが
手の向き
や補助を
すること
をしな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

集団遊び
をしてい
た事と、
死角だっ
たため見
えなかっ
た。

保育者
も一緒
に遊び
に参加
しブ
リッジ
をして
いたこ
ともあ
り、本
児に対
しての
見守
り・補
助がで
きな
かっ
た。

運動遊びを
する時は、
必ず目を離
さず子ども
の体の動き
を確認し、
補助を行
う。

5905

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 8 6 7 3 2 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

両手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

ない ない
1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

ない ない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

その子の
発達に合
わせて段
階的な設
定が必要
だった。
また、注
意事項な
ど細かな
取り組み
をする際
には、身
体の使い
方、動か
し方など
丁寧に伝
えてい
く。

子ども一
人一人の
発達を考
慮しなが
ら保育内
容の設定
をしてい
く。ま
た、体育
的な取り
組みをす
る際に
は、身体
の使い
方、動か
し方など
丁寧に伝
えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会に
向けての
取り組み
ので戸板
登りをし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

戸板を職
員二人で
支えてい
て手を差
し伸べよ
うとした
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸板登り
を終えた
子の側に
いたので
手を差し
伸べるの
には間に
合わな
かった。

ない

職員の配置
体勢を、活
動に応じて
変更してい
く。
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死亡
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歳
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5906

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

1 0 0 0 1 0 0 2 2 4歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕脱
臼・骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

今後も職
員同士で
情報共有
を行い、
子どもが
安全に遊
べるよ
う、子ど
もの行動
を注意深
く見守っ
ていくよ
うにす
る。降園
後、速や
かに帰宅
すること
を促す。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

今後も点
検を継続
してい
く。バイ
オクッ
ションを
鉄棒下に
設置す
る。

4.その
他
降園
後、園
庭で遊
んでい
るとき

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

父親が迎
えに来た
ことが本
児も嬉し
かったよ
うで、気
持ちが大
きくな
り、けが
につな
がった。

対象児
から離
れたと
ころ
で、対
象児を
見てい
た。

発生時、
父親に引
き渡した
あと、保
育室へ戻
り保育を
行ってい
た。

担当
者、対
象児の
動きを
見てい
た。

本児がけ
がをした
後、しば
らく泣き
続けてい
たため、
保育室に
いた主任
保育士が
様子を見
に行っ
た。

遊具の使い
方を誤ると
事故につな
がることを
職員全体で
情報共有
し、危険意
識を高めて
いくように
する。

5907

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 0 0 4 2 3 3 2 2 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
牙脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

今後も職
員同士で
会議など
で情報共
有を行
い、子ど
もが安全
に活動で
きるよ
う、子ど
もの行動
を注意深
く見守っ
ていくよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日・1)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日・3)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)
回/年

今後も点
検を継続
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員で十
分に連携
をとり、
保育室で
の玩具も
人数に見
合ったも
のを設定
するよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

こびとず
かんの人
形を貸し
て欲し
かった他
児の様子
が気にな
り、背後
から覗き
込んだと
き、手作
り椅子に
座ってい
た他児が
立ち上が
り、他児
の頭と対
象児の顎
がぶつ
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児か
ら２mぐら
い離れた
ところで、
他児とま
まごとで
遊んでい
たので、
対象児の
様子を見
ていた
が、ぶつ
かった直
後に
しか駆け
寄ること
ができな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同じ保育
室にもう
１名保育
士が保育
にあたっ
ていた
が、他児
とブロッ
クで遊ん
でいたの
で、ぶつ
かった直
後にしか
駆け寄
ることが
できな
かった。

日々の保育
で、全体を
見渡しつ
つ、すぐに
援助してけ
がを防止で
きるよう、
保育士の立
ち位置を考
え、子ども
が予測でき
ない活動は
何かなど、
職員間で話
し合いなが
ら、危機意
識を高めて
いくように
する。

5908

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

15 1 1 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

当日は職
員配置も
適切で、
ソフト面
に関して
は要因が
ない為、
改善点な
し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

ハード面
に関して
要因がな
い為、改
善点な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

リズム体
操をする
のに適切
な人数、
十分な広
さではな
かった可
能性があ
る。

リズム体
操、運動
遊び等、
室内で身
体を動か
して遊ぶ
際は、
ホール等
十分な広
さが確保
できる環
境を設定
したり、
保育士を
追加で配
置し、人
数を分け
て行うな
ど安全面
に留意し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

曲の盛り
上がる部
分で、気
分が高揚
し走り出
してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

曲に合わ
せて、保
育室内を
子どもた
ちと一緒
に反時計
回りで歩
く。本児
は保育者
の後方に
いた為、
転倒する
瞬間を見
ることが
できな
かった。

保育室に
は担任以
外配置な
し。

本児が
走り出
すこ
と、転
倒する
ことを
予測で
きな
かっ
た。

室内でリズ
ム体操をす
る際は、全
体を見れる
位置で行
う。
保育士を追
加で配置
し、見守り
の目を増や
す。

5909

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 11 9 13 5 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

職員会議
で過去の
事故やヒ
ヤリハッ
トの検証
と対策の
学習も行
い、事故
の起こり
やすい傾
向（環
境・時間
帯・怪我
しやすい
子ども）
を職員全
体で把握
し事故防
止につな
げる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(13)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(13)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

園庭での
見守り配
置を確認
したうえ
で保育を
行ってい
たが、子
どもの受
け取りに
対応した
際、見守
り不足に
なったこ
とを反
省。配置
を移動す
る際に職
員間で声
を掛け合
うことを
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭での
見守り配
置を確認
して保育
を行って
いたが、
担任が子
どもの受
け取りに
対応した
際に見守
り不足に
なったこ
とを反省
する。配
置を移動
する際に
職員間で
声を掛け
合うこと
を確認す
る。午睡
後も痛み
を訴えた
際は保護
者に確認
したうえ
で保育園
で通院す
ることを
判断すべ
きだっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　普段転
びやすい
子どもで
はない
が、当日
は2回転
んでしま
う。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもの
受け取り
に対応し
て見守り
不足に
なった。
その際に
他の職員
に声を掛
けておく
べきだっ
たと反省
する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　合同保
育は全体
で見守る
意識をお
互いに持
ち、声を
掛け合う
ことを忘
れずに行
う。

園庭での見
守り配置を
確認したう
えで保育を
行っていた
が、受け取
りに対応し
た際に見守
り不足に
なったこと
を反省。配
置を移動す
る際に職員
間で声を掛
け合うこと
を確認す
る。

5910

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

52 19 18 15 4 4 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

通常の職
員配置
で、体制
は適切
だったと
思われ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

雲梯の下
には、人
工芝を敷
き、万が
一落下し
た際に衝
撃を軽減
できるよ
うにして
いた。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

通常通
り、雲梯
の下には
人工芝を
敷いてお
り、万が
一落下し
た場合に
衝撃を軽
減するよ
うにして
いたが、
不意に手
を離し落
下したた
め、左手
に覆いか
ぶさるよ
うに転倒
し防御姿
勢をとる
ことがで
きなかっ
た。

見守りは
行なって
いたが、
雲梯の至
近距離で
の見守り
ではな
かったの
で、特に
事故が起
こる危険
性がある
遊具には
至近距離
での見守
りを行な
い、危険
な状況に
なりそう
な時に咄
嗟に手を
伸ばして
守る事が
できるよ
うに努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
様子で過
ごしてい
た。普段
から雲梯
にぶら下
がっても
手を前に
運ぶ事は
難しいた
めそのま
ま戻ると
いう遊び
方で楽し
んでいる
ので、そ
の様子か
ら見て、
その日も
いつもの
ように両
手でぶら
下がり、
そのまま
反動で戻
ろうとし
ていたと
考えられ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

３学年合
同での自
由遊び
だったた
め、４名
の職員が
数か所に
分散しそ
れぞれ近
くの園児
を見守っ
ていたた
め、担当
保育士は
対象児か
ら離れた
場所にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

雲梯から
少し離れ
た場所で
他園児と
遊びなが
ら見守り
を行なっ
ていたた
め、対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

夕方と
いう事
もあ
り、対
象児に
疲れが
見られ
たり開
放感が
あった
りし
て、不
意に手
を離し
てし
まっ
た。

雲梯や鉄棒
など、事故
が起こる危
険性が高い
と考えられ
る遊具に
は、保育者
がしっかり
と付き至近
距離での見
守りを行な
うように
し、万が一
の場合に手
を差し伸べ
るなどして
事故を防ぐ
努力を行な
えるように
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5911

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

9 3 3 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
年複数回/
随時

2.基
準配
置

各遊具等
の監視方
法におい
て、園全
体として
の注意点
などは決
めていた
が、月齢
ごとに配
慮箇所が
違うの
で、その
辺りのき
め細かな
決め事が
なかった
ことが、
今回の結
果になっ
た要因か
と思われ
る

上記の内
容を、園
全体と年
齢ごとの
2段構え
の注意点
を決め、
実践して
いく

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

今回の事
故に関し
て、ハー
ド面はそ
の要因で
はないと
判断して
おります

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回の事
故に関し
て、環境
面につい
ては、適
正な保育
士を配置
していた
ため、そ
の要因で
はないと
判断して
おりま
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
その遊具
を使用し
て遊んで
いたが、
たまたま
いつもよ
り滑り降
りる勢い
が強かっ
たようで
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

滑り台に
おいてよ
り転落の
可能性が
高い階段
側の補助
について
おり、滑
り降りる
先の方ま
では注意
を払って
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の職員
が、自分
の担当す
るクラス
等の子供
たちを見
ていた

対象年
齢児の
滑り台
遊びに
おい
て、発
生しう
る事故
等の予
測が認
知が不
足して
いたた
め、階
段側だ
けを注
視して
いた結
果

年齢ごとの
遊具遊び等
で起こりう
る危険個所
や状況につ
いて再検討
し、必要な
職員を配置
や対処方法
を全職員で
共通理解を
深める

5912

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 4 11 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
近位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

固定遊具
及び可動
式鉄棒を
含む遊具
の使用方
法の再確
認と指導
方法の確
認

1.定期的
に実施

実施頻度
(１～１
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

園庭には
人口芝生
が既に設
置してあ
り、落下
時の衝撃
に対する
緩和がで
きるよう
になって
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

定期的に
使用方法
や活動時
の手の握
り方等を
指導・声
がけして
注意喚起
しながら
活動して
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

 
母親と登
園後、普
段通り受
け入れす
る。その
後は血糖
値測定を
行い、9
時過ぎに
は外階段
を利用し
て園庭に
出て活動
する

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

登園して
きた園児
及び保護
者の受け
入れをす
るため
に、本児
付近から
移動中で
あった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

朝の受け
入れ内容
（引き継
ぎ）を記
入してい
た

受け入れ内
容等の口頭
内容は、忘
れないうち
に記入すべ
きことでは
あるが、周
りの状況を
確認するの
と他職員に
記入するこ
とを伝えて
から記入す
るなど活動
中の場面か

5913

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 14 17 14 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕2か
所骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

大人が側
について
いたが、
本児が鉄
棒に座ろ
うとする
ことを予
測でき
ず、落ち
ることを
防ぐこと
ができな
かった。

職員全体
でマニュ
アルを再
確認し、
鉄棒の補
助につい
て見直し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

遊具（鉄
棒）につ
いては不
具合はな
く、下に
マットも
敷いてい
た。年齢
に合った
遊具だっ
た。

遊具の点
検をこれ
まで通り
定期的に
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境面に
問題はな
かった。

子どもの
人数と広
さについ
て適切な
職員の配
置だっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝はいつ
も通り元
気に登
園。鉄棒
で楽しく
遊んでい
たが、い
つもはし
たことの
ない鉄棒
に座ろう
として鉄
棒から落
ちてしま
う。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

いつも通
り側で対
象児を見
ていた
が、対象
児がいつ
もと違う
ことをし
ようとし
たため、
気づいて
助けよう
としたが
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭が広
く、要所
要所で、
他の子の
保育にあ
たってい
た。

鉄棒の
補助に
ついて
見直
し、対
応でき
る人数
を確認
した
り、あ
らゆる
子ども
の姿を
想定し
て補助
を行
う。子

職員全体で
鉄棒での遊
び方を確認
し、あらゆ
る子どもの
姿を想定し
補助をおこ
なう。ま
た、子ども
たちとも遊
び方を確認
し、いつも
と違うこと
をする時は
保育士に声
をかけるよ
うに伝え

5914

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

5 0 5 0 0 0 0 0 1 1 1歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手指挫
創　　左
手指骨折
（第４
指）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

今片付け
をするこ
とによっ
てどのよ
うな怪
我・事故
が起こる
か予測し
て動く

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

柵をはめ
る際には
はまりを
確認しや
すいよう
印をつけ
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者が
一人の場
合は、上
着など片
付けはせ
ず、すぐ
子どもを
つれて２
歳児クラ
スへ移動
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外から
帰ってき
て上着を
脱いだり
してい
た。1歳
児クラス
から2歳
児クラス
へ移動す

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

片付けを
行ないな
がら子ど
もを観て
いる状況
有り

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

0歳児　2
歳児を見
て居るた
め2歳児
クラスに
いた

子ども
の個々
発達を
踏まえ
た保育
の配慮
不足

声掛けや目
配り余裕を
持って行な
う為に片付
け等は落ち
着いてから
行なう。ま
た落ち着か
ない状況が
ある際は保
育補助をつ

5915

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

2 0 0 0 1 0 1 0 2 2 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

①ペアを
呼ばな
い、保護
者や園長
に電話連
絡を入れ
ないな
ど、職員
が一人で
対応した
こと。
②応急処
置等を
怠ったこ
と。

①近くの
職員をす
ぐに呼
ぶ。ま
た、園長
に電話で
状況を報
告する。
②保護者
に連絡し
状況を伝
えるとと
もに、痛
がってい
る個所を
冷却した
り、受診
の方向で
動く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（１２)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

スポンジ
マット
は、２枚
重ねても
弾力は無
く、園児
を落下さ
せる道具
ではない
ことを確
認。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

延長保育
の時間帯
は、園児
の体力や
集中力が
落ちてお
り、運動
遊びを行
うべきで
はないこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故の直
前まで、
絵本コー
ナーにて
静かに絵
本を読ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

3歳男児
と当該男
性保育士
が跳び箱
とマット
を組み合
わせ、跳
び箱から
ジャンプ
する遊び
を行って
いたが、
途中から
３歳男児
をマット
に落下さ
せ始め
た。さら
に、絵本
を読んで
いた本児
を誘い、
落下させ
怪我をさ
せた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室よ
り出て、
ごみの回
収等、閉
館業務を
行ってい
た。

職員
が、高
さ８０
㎝から
園児を
落下さ
せるこ
とを
「遊
び」と
思って
いたこ
と。ま
た、怪
我の予
見に甘
さが
あっ
た。

園児を落下
させること
は「遊び」
ではないこ
とを確認。

5916

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 15 3 1 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
数　)回/
年

2.基
準配
置

広いス
ペースで
カルタ取
りをした
ことで、
取るべき
カードに
子どもた
ちが集中
してしま
い、全体
重がか
かってぶ
つかった
ため、腕
に強い衝
撃がか
かった。

カルタな
ど一点に
集中する
遊びはぶ
つかり合
うことの
無い環境
で行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

カルタそ
のものに
は危険性
はない
が、床の
上に並
べ、離れ
た場所か
らカルタ
を取る形
だったた
め、突進
するなど
勢いが増
すことは
予測でき
ていた。

年齢の大
きい子だ
からこ
そ、エス
カレート
すること
も予測
し、動き
が抑えら
れる場所
に設定す
る。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

子どもた
ちの遊び
方を見て
いて、動
きに変化
が見られ
た時点で
一度注意
しておく
ことが必
要であっ
た。

遊び方の
ルールや
注意事項
は伝えて
いくべき
であっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た。

カルタが
取れるこ
とで嬉し
くなり動
きも大き
くなっ
た。他の
子に取ら
れたくな
いので、
腕を伸ば
し放さな
いように
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くには
居て、楽
しんでい
る様子は
分かった
が、危険
な動きと
いう認識
はできて
いなかっ
た。

一人で保
育を行っ
ていた。

楽しん
で遊ん
でいる
様子が
分か
り、安
心して
ケガが
起きる
ことは
ないと
軽く考
えてし
まっ
た。

一人で保育
を行ってい
る時には、
目の前のこ
とにだけ没
頭すること
なく、全体
を見渡し子
どもたちの
動きを確認
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5917

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 2 2 2 3 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕の骨
にひびが
入った

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

走り回っ
ているこ
とに気づ
いていな
がら、注
意を怠っ
てしまっ
た。

延長時間
で子ども
たちも疲
れている
ことを十
分に配慮
した対応
をするこ
とを職員
全員で認
識を新た
にした。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び方の
スピード
が上がっ
た時点で
声をかけ
なかっ
た。

保育室で
の遊びの
場合は、
走るよう
な行動の
時には声
をかけと
めていく
こと、動
きたい遊
びの時に
は広い場
所に変え
ていく判
断を速や
かに行っ
ていくこ
とを話し
合った。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り延長の
時間でも
友達と遊
びを展開
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

仲良く遊
んでいる
と未満児
の傍にい
ながら見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のお迎
え児の保
護者対応
をしてい
た。

小さい
子たち
との合
同の時
間だっ
たの
で、室
内であ
れば玩
具の提
供が間
違って
いた。

少数ではあ
るが異年齢
児集団での
遊びの内
容、場所の
選択の仕方
等、改めて
全体で話し
合った。

5918

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

16 3 3 2歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足の中
足骨の骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

配置基準
は満たし
ていた
が、子ど
もの動き
に対する
意識が薄
かった。

今回の事
故を振り
返り、ど
こが不十
分であっ
たかを園
全体で話
し合い行
い，意識
を高め
た。ま
た，全職
員の面談
や全職員
への説明
を実施し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りは
行ってい
たが、
個々を
しっかり
見ていな
かった。

動きのな
い活動の
場合も一
人一人の
様子を確
認するこ
とを意識
してい
く。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た。

一日中保
育士の傍
にいて過
ごしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

日々の活
動であ
り、列で
並んでい
たので、
何も起こ
らないで
あろうと
安易に考
え、距離
を置いて
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

日々の活
動であ
り、全体
を見ては
いるもの
の子ども
たちの変
化に気づ
けていな
かった。

走り出
した他
児は動
きの予
測がで
きな
かった
のに、
傍で対
応する
ことを
怠っ
た。

職員の立ち
位置を考
え、子ども
たちの動き
に対応でき
る位置にい
るように
し、集団で
動いている
ときにも一
人一人の様
子を確認す
るよう意識
して保育に
あたる。

5919

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 7 12 11 5 3 4歳
2.女
児

食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第2中
足骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

集合の笛
の合図に
慌てたと
思われ
る。

高所にい
る園児に
は慌てず
ゆっくり
降りるよ
う声掛け
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(8)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(8)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

園外の公
園に設置
されてい
る遊具の
ため、本
児には高
さのある
遊具だっ
た。

予め下見
を行い、
幼児に適
した遊具
かの判断
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りが
不十分
だった。

高いとこ
ろにいる
ときは目
を離さな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　普段通
りの様子
で遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　帰園準
備をしな
がら他児
を集めて
いた。２
名の職員
は遊具の
そばにい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　担任は
離れた所
で他の園
児を集め
ながら対
象児を見
ていた。

子ども
の人数
を確認
しなが
ら集ま
るのを
待って
いた。

遊具で遊ん
でいる園児
が集まって
から人数確
認を行うよ
うにする。

5920

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

28 2 2 5歳
2.女
児

吊り輪から
地面の距離
約１４０cm
吊り輪にぶ
ら下がり曲
げていた足
から地面は
約30～50㎝

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨近
位骨幹端
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3 )回/年

1.基
準以
上配
置

常時十分
な職員配
置をして
いるが、
危険が想
定できる
箇所には
保育士が
就く

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

吊り輪の
下にマッ
ト設置
等、検討
中

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日常的に
使用して
いる遊具
で常時活
動してい
るが、接
触を回避
できるよ
う間隔を
あける、
折り返す
場合は、
保育士が
就き対応
して危険
を回避す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　常時園
庭遊具で
活動して
いる

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

日常的に使
用している
遊具でも、
危険が伴い
そうな場面
を予測しそ
の地点に就
き対応す
る。活動の
仕方を工夫
する等、安
全な活動の
方法を指導
し危険回避
の対応に努
める

5921

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

51 15 20 16 3 3 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(不定期
)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

怪我をさ
せようと
思わなく
ても
ちょっと
したこと
でけがを
させてし
まう事を
伝える。
追いかけ
ている時
点で職員
が対応す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

お迎えの
時間帯
だったの
で、他の
保護者対
応等もし
ていた。

保護者対
応しなが
らも目を
子ども達
へ向ける
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
普通通り
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　
普段通り
友達同士
でじゃれ
て遊んで
いる感じ
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
転ぶのが
目に入り
慌てて駆
け寄る。

特にな
し

友達同士の
かかわり
方、ちょっ
としたこと
で怪我につ
ながる事を
子どもなり
に考える機
会を作る。

5922

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

5 9 8 3歳
1.男
児

日常より、
平坦な所で
フラフラと
よろけてよ
く転んだ
り、また、
室内では
座って同じ
姿勢を保つ
ことができ
なく　ゴロ
ンと寝そべ
る体勢にな
ることが多
かった。普
段の様子は
保護者にも
伝えてい
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１～２)
回/年

1.基
準以
上配
置

子どもの
身体状況
を良く把
握し遊び
や行動に
つなげ
る。

職員全員
が危機意
識を持ち
保育にあ
たる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

日常より
室内や戸
外の平坦
な所でも
フラフラ
とよろけ
てよく転
んだりす
ることが
多かった
が、ス
コップを
持って一
人でグル
リと回り
すぎた上
に芝生の
上で足を
とられた
ことが考
えられ
る。

転びやす
い本児や
他園児
共々に、
足場の安
全確保や
段差の所
では注意
を促した
りしてい
く。ま
た、長ズ
ボンの長
さがかか
とまでき
ていない
か、靴は
本児に
あってい
るかなど
の確認を
して転倒
対策に心
がけてい
くように
する。物
を持って
いる時は
十分注意
を促す。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

夕方とい
うことも
あり、子
どもなり
に緊張感
がなく
なった
り、疲れ
もあった
だろうと
考えられ
る。

転びやす
いことや
集中力の
時間を考
えて遊ば
せるよう
にする。
足場の悪
い場所や
壊れた用
具・遊具
の見直し
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

あとから
来る友だ
ちの方を
見て待っ
ていたよ
うなのだ
が、無意
識にグル
リと回っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任と一
緒に園庭
で行動し
ていた
が、担任
から約２
～３ｍ程
離れたと
ころで転
倒をして
しまっ
た。転倒
したあ
と、担任
はすぐに
本児に近
寄り抱き
かかえ
て、他保
育士と手
当をす
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他組の保
育士はそ
のまま自
分のクラ
スの園児
を保育
し、本児
には担
任、フ
リー保育
士、園長
が対応に
あたる。

本児の
至近に
はいた
が、転
んだ時
にすぐ
に支え
られな
かっ
た。

夕方の事故
について
は、職員体
勢を考える
と手薄にな
らないよう
に十分に気
をつけるよ
うに配慮す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5923

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22 8 14 2 2 4歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

2.基
準配
置

担任と以
上児２ク
ラスを行
き来する
補助の
パート職
員１名が
ついてお
り、その
場を離れ
る際は声
掛けをし
ていた
が、見守
りや子ど
もたちへ
の声掛け
が不十分
だった。

職員研修
でマニュ
アルの確
認を行
い、予想
される子
どもの動
きや特
性、事故
の発生し
やすい状
況、場所
について
共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

特になし
5.睡眠
(午睡)
中

友達の布
団の上を
走って移
動するこ
とを想定
していな
かった。

予測不能
な動きを
念頭に置
き、今ま
で以上に
布団の間
隔をあ
け、園児
の通るス
ペースを
十分に確
保する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　気分が
高揚しや
すく、い
つも以上
に興奮し
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　他の子
どもの対
応をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　食事の
片づけを
してい
て、転倒
する瞬間
を見てい
なかっ
た。

活動の
合間
で、職
員が対
応に追
われる
時間帯
なの
で、子
どもた
ちが落
ち着い
て待て
るよう
な工夫
が足り
なかっ
た。

保育室では
繰り返し走
らないと約
束するとと
もに、子ど
もが落ち着
けるような
言葉かけ
や、見守り
をする。

5924

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

44 16 17 11 3 3 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

職員に不
足はな
かった
が、担当
者3人中1
人が、保
護者対応
をしてい
た。

担当者が
全員揃っ
て、園児
にも安全
な遊び方
を伝えて
から行動
に移るよ
うにし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ 　)回/
月

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
月

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

雲梯に関
しては、
弾力のあ
るマット
を敷い
て、雲梯
の高さも
135㎝と
安全に配
慮してい
たが、ス
テンレス
製なの
で、しっ
かり握ら
ないと滑
りやす
かったか
もしれな

使い方の
指導の徹
底

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児
は、いつ
も迎えが
早いの
で、好き
な遊びを
慌ててす
る傾向が
あった。

担当者
が、決め
た固定遊
具のみ使
用するよ
うにし
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

雲梯がで
きるよう
になり、
いつもよ
り遠い3
番目の棒
を掴もう
としたと
き手が
滑った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

固定遊具
を使うと
きは、必
ず側で見
守ること
を原則と
していた
が、別の
方向を見
ており気
付かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者対
応をして
いた保育
士がいた
為、見て
いない箇
所があっ
た。

担当者
が対象
児の特
性や興
味を
もって
いるも
のを聞
いてい
なかっ
た。

情報交換や
担当職員の
配置場所を
あらかじめ
決めておく
ようにし
た。

5925

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 1 1 3 3 1 5 7 7 4歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第3中
足骨亀裂
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

1.基
準以
上配
置

保護者と
連携して
身体
（足）の
成長を見
守ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ゴザ
（0.5
㎝）につ
まずい
た。転倒
はなく、
バランス
を崩した
様子もな
いことか
ら、骨折
箇所に体
重がか
かった。

ゴザを敷
く配置の
配慮（通
路を広く
取る）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　17時55
分、夕方
の園庭遊
びから保
育室に戻
り、手洗
いをして
いた。17
時56分、
母親の迎
え。手洗
いを済ま
せ、ロッ
カーから
カバンを
取り玄関
に行こう
として、
敷いて
あった使
用中のゴ
ザにつま
ずいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

迎えが来
たことを
本児に伝
え、手洗
い場付近
から本児
を見守っ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　　3歳
未満児担
当はゴザ
の上で3
名に絵本
の読み聞
かせをし
ていた。
3歳以上
児担当
は、本児
を除く8
名の手洗
いやその
後の行動
の見守り
を行って
いた。

特にな
し

特になし

5926

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

13 1 1 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

特になし
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

緊急対応
訓練（Ａ
ＥＤ・心
肺蘇生）
を引き続
き行う。
ロールプ
レイング
形式の訓
練を導入
し、どの
職員も緊
急時に対
処ができ
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

特にな
し。

当該児に
ついては
睡眠時の
観察に加
え、ベ
ビーセン
スを導入
した。未
満児につ
いてはル
クミーと
午睡
チェック
表を用い
た、睡眠
時の観察
を引き続
き行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

室内にて
活動して
おり、す
ぐに異変
に気付き
迅速に対
応するこ
とができ
た。今後
は事故が
戸外遊び
にて起
こった場
合等、
様々な場
面を想定
し、緊急
時対応訓
練を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
昼食前の
時間帯に
なると、
眠気の訴
えや機嫌
が悪くな
ることが
あった。
登園時は
体調不良
等はなく
普段と変
わらない
様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラス担
任保育士
が休暇で
あったた
め、クラ
ス代任保
育士が保
育にあ
たってい
た。機嫌
が悪く、
普段と異
なる児の
様子を見
て、速や
かに看護
師のもと
に連れて
行った。
看護師は
児のそば
でバイタ
ルサイン
の観察や
処置を行
い、園長
は救急車
を要請し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士１
名が保護
者への連
絡や必要
な物品の
準備など
を行っ
た。
他の職員
はそれぞ
れ保育室
にて他の
園児の保
育を行っ
ていた。

特にな
し。

役割分担を
行い、迅速
に救急要請
を行い、対
応した。後
日、どの職
員も緊急時
に対応でき
るよう、振
り返りを行
い、緊急時
対応訓練を
行った。

5927

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

19 6 13 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

今回子ど
も同士の
接触によ
るもので
押したり
したわけ
ではない
が、遊び
方のルー
ルをもう
一度こど
も達と話
し合う。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

帽子を
しっぽに
見立て帽
子をズボ
ンに挿
み、しっ
ぽとり
ゲームを
した際に
とった帽
子を手に
持ってい
たことに
より倒れ
る際に手
をつくこ
とが出来
ず、右手
が体の下
敷きに
なったと
考えられ
る。

ゲームを
行う際は
十分な広
さの確保
と子ども
同士の接
触を出来
るだけ防
ぐため
しっぽと
りは専用
の紐を使
用するこ
と

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

紐ではな
く帽子を
使用した
ことによ
り、より
接触を招
いてし
まった。

できるだ
け接触を
防ぐため
にしっぽ
取りは専
用の紐で
するこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達の帽
子をとろ
うとして
いたこと
ろへ他児
が近寄り
接触し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

接触し倒
れるとこ
ろを見て
おり手を
出そうと
思ったが
間に合わ
なかっ
た。

担当職員
と少し離
れた所で
子ども達
の様子を
見てい
た。

事故が起き
た経緯がわ
かるように
子どもが見
渡せる場所
に居るよう
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5928

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

33 0 0 4 8 10 11 0 3 2 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘　骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
随時　)回
/年

1.基
準以
上配
置

職員配置
を考える
に、危険
の要素が
ある遊び
を見た時
は速やか
に状況を
見守れる
位置に移
動して配
慮する必
要がある
と思われ
る。

再発防止
策を考え
るに、上
記で分析
した危険
と思われ
る遊びを
している
場所に保
育者も速
やかに移
動し、見
守る事を
職員間で
話し合
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

積み木を
重ねて遊
ぶ行為、
積み木の
高さには
問題はな
かった。

積み木自
体、柔ら
かく安全
な製品で
あり、遊
具につい
ての問題
は特にな
いと思わ
れる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
の最中に
積み木の
上に走っ
て逃げる
行為が怪
我につな
がったと
考える。

鬼ごっこ
をする場
合は、高
い所には
上がらな
いで遊ぶ
ように指
導した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室内
で友だち
3人と鬼
ごっこを
してい
た。鬼
ごっこの
際に、年
少児の積
み上げた
積み木
(20㎝2つ
と、
10cm1つ
の計50cm
位で、安
定した積
み方であ
り、横に
広げた置
き方)に
立って登
り、向き
合って他
児とタッ
チをする
行為をし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員3人
で見守り
を行って
おり、全
体を見渡
せるよう
な位置に
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同左

1月より
年長児
は、就
学に備
え午睡
なしな
ので疲
労して
いると
思われ
る。

子どもの様
子に合わ
せ、週2回程
度、体を休
めることが
できる保育
内容を検討
する。

5929

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

27 12 8 7 4 4 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕尺
骨骨幹部
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

部屋移動
の際に、
日常的に
通ってい
るところ
であるが
腕を広げ
ながら勢
いよく走
りだした
ことで、
防火扉の
柱乳児ぶ
つけたと
思われ
る。

部屋から
出る時
は、走ら
ない約束
を再度す
る。鉄の
柱の部分
にコー
ナーガー
ドを張り
付ける。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

柱が少し
廊下側に
でていて
鉄の部分
があるこ
とで、歩
行の障害
になりや
すい。

コーナー
ガードを
張り付け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

おやつが
終わり自
分の物を
片付けす
るため
に、移動
の最中で
あり、勢
いよく飛
び出した
ことが要
因となっ
たと思わ
れる。

走り出す
ことの危
険性を再
確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

片付けが
終わり急
いで部屋
に戻ろう
としてい
た。手を
広げた状
態で走り
出した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児が、
鞄を片付
ける部屋
には、職
員はいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児が、
鞄を片付
ける部屋
には、職
員はいな
かった。

こども
の居場
所の把
握と危
険予知
不足。

こどもの居
場所を職員
間でしっか
り共有した
うえで、危
険個所の見
守り強化。

5930

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

2 1 1 4歳
1.男
児

既往症があ
り、薬を服
用してい
る。自宅で
も何度か骨
折してい
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第5趾
中足骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

2.基
準配
置

既往症が
あること
を配慮を
していた
が、1対
１での対
応が難し
かった。

保育士の
配置を考
えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(使用時)
回/年
使用前の
確認、使
用後の消
毒

ジャン
パー掛け
のおき場
所の配慮
不足が考
えられ
る。

ジャン
バー掛け
（可動
式）のお
き場所を
配慮して
改善を
行った。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ジャン
バー掛け
に足をぶ
つけるこ
とが想定
できな
かった。

スノー
ウェアを
かけよう
として
ジャン
バー掛け
の近くに
いたこと
で足をぶ
つけたと
考えられ
るので安
全面に配
慮し、環
境の見直
しを行っ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
既往症で
服薬して
おり、通
常同様に
登園し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　
少し離れ
た所にい
たため、
助けられ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
保育室に
いなかっ
た。

転んで
足をぶ
つけて
しまう
事が想
定され
ず、既
往症が
あるこ
とから
近くで
見守る
ことが
必要で
あっ
た。

安全に見守
り援助でき
るようにし
た。ギブス
使用で移動
の時はおん
ぶや抱っこ
で対応して
いる。

5931

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 8 7 4 1 6歳
1.男
児

情緒面で個
別に配慮を
している子
であり、被
害妄想やフ
ラッシュ
バックがみ
られる。
もともと
4・5歳児の
混合クラス
で生活して
いる。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右肩鎖骨
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

個別に対
応してい
る子で、
集団へ入
ることに
抵抗のあ
る子に対
しては、
特に友だ
ちとのか
かわり方
におい
て、注意
深くみる
ように、
職員で確
認し合っ
た。ま
た、園児
にはじゃ
れ合いで
もケガに
つながる
ことがあ
ると知ら
せ、どう
したらよ
いか確認
しあっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１３　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

今回、お
昼寝前の
絵本の読
み聞かせ
で集まっ
ていた
が、床に
直接座っ
ていたの
で、子ど
も同士が
じゃれや
すかった
ので、椅
子を使う
ことも取
り入れて
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

皆で集ま
るという
場面は、
生活の中
でよくあ
ることな
ので、落
ち着いた
環境構成
を常に意
識した
り、混合
クラスと
いうこと
で、年齢
差にも配
慮をし、
安全に落
ちついて
集まれる
配慮を継
続してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特性があ
る子なの
で、個別
に一人つ
いて本児
の特性に
合わせな
がらかか
わってい
る。特性
の中に集
団の場に
いるのが
苦手なこ
とがあ
り、安心
して入れ
るように
手立てし
てきたこ
とで、
やっと自
らは入れ
るように
なってき
たところ
であっ
た。友だ
ちとも心
地よく関
われる場
面も多く
なってき
たが、楽

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の特
性に合わ
せながら
かかわっ
ている。
特性の中
に集団の
場にいる
のが苦手
なことが
あり、安
心して入
れるよう
に手立て
してきた
ことで、
やっと自
らは入れ
るように
なってき
た。全体
の場で
も、楽し
くなると
加減がわ
からなく
なってし
まうの
で、その
点、もう
少し早く
気持ちを
セーブさ
せるなど

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

排泄に付
きそう職
員、その
場のサ
ポートを
する職
員、個別
対応して
いる職員
とそれぞ
れ役割分
担してか
かわって
いるの
で、職員
の立ち位
置的に
は、適当
と考え
る。集ま
るのに時
間がかか
りすぎて
いるよう
であれ
ば、促し
等に手立
てが必要
であった
と思う。

集団の場に
いるのが苦
手で、いつ
も居場所や
どんな活動
をしている
か気にかけ
ながら本児
の特性に合
わせがら配
慮をしてい
るが、目の
前にいると
きは安心し
てしまいが
ちなので、
その場での
かかわり方
により注視
し、エスカ
レートしそ
うな場面で
は、落ち着
いて活動で
きるよう
に、早めの
対応をとっ
ていく。

5932

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

15 6 4 2歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

額の切創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
4　)回/年

2.基
準配
置

近くに保
育士はい
たが、転
ぶことを
予想して
いなかっ
た

一人ひと
りの行動
や様子を
確認する
転倒する
ことを念
頭に置き
全体を見
守る

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

遊ぶス
ペースに
面した
ロッカー
の角に、
緩衝材な
どの転倒
防止策を
していな
かった

ロッカー
の鋭角な
所を段
ボールで
覆う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
スペース
の真ん中
で様子を
みていた
が、本児
が転ぶこ
とを予想
できな
かった

一人ひと
りの子ど
もの動き
に目を向
け、すぐ
に対応で
きるよう
な位置で
保育する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通
り、遊ぶ
スペース
で保育士
や友達と
触れ合い
ながら遊
んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

別の場所
にいる子
どもや保
育士と確
認しなが
ら、その
場にいる
子どもが
何人い
て、何を
している
かなど、
把握しな
がら保育
していた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

その都度
子どもの
動きを確
認しなが
ら、お互
い声をか
けていた

なし なし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5933

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 4 4 5 2 2 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
の外側へ
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

・子ども
人数に見
合った職
員配置で
あった
が、他で
活動して
いる子ど
もに気を
取られ跳
び箱をし
ている子
どもの様
子を見て
いなかっ
た。

・遊びに
目を向け
られない
状況の時
は、遊び
を中断さ
せること
も考え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

・遊具の
破損はな
くて、跳
び箱が安
全にでき
る環境に
はなって
いた。

・改善策
は特にな
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・保育者
は2名い
たが、1
名は玄関
で子ども
の受入に
対応して
いたため
ホール全
体の遊び
に目が行
き届かな
かった。

・把握で
きない保
育環境の
場合は、
遊びを一
旦中断す
ることも
考える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・本児は
いつも開
脚せず跳
び箱を跳
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・開脚せ
ず跳ぶの
は危険で
あること
は言葉で
知らせる
と共に、
実際に年
長児が跳
ぶ様子も
見せてき
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・跳び
箱を設
定する
際、遊
び方や
ルール
につい
て十分
に子ど
もに話
が出来
ていな
かっ
た。

・毎年設定
する遊びで
あっても、
きちんと遊
び方やルー
ルについて
説明する。

5934

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 0 0 0 5 2 6 0 3 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
（7）回/
年

2.基
準配
置

当日は１
６：００
以降の保
育で、３
歳児５
名、４歳
児２名、
５歳児６
名の計１
３名に、
保育士
（正職
員）２
名、保育
補助１名
を配置

ソフト面
の改善策
はなし

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

ハード面
の改善策
はなし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方保育
の中で子
どもたち
が全体的
に興奮気
味になっ
ていた。

活動時間
や、取り
入れる遊
びについ
て危険の
ないよう
配慮して
いく。

3.いつ
もより
活発・
活動的
であっ
た

他児や保
育士等と
共に鬼
ごっこを
楽しんで
おり、張
り切って
鬼役をし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児や
他児と共
に鬼ごっ
こに参加
しながら
遊びを見
守ってい
た。対象
児が走る
子どもに
向かって
突然飛び
出したた
め対応で
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鬼ごっこ
や砂場遊
びを楽し
む子ども
を見守っ
ていた
が、突然
のことで
防ぐこと
は出来な
かった。

夕方の
戸外遊
びとい
うこと
での嬉
しさと
鬼ごっ
この盛
り上が
りか
ら、子
どもた
ちが全
体的に
興奮気
味に
なって

子どもたち
の状態に合
わせて早め
に室内に戻
るなど遊び
時間の調整
や、運動遊
びでは危険
のないよう
な決まりや
制限を設け
る。

5935

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

165 14 19 22 39 35 36 0 27 20 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２ )回/年

1.基
準以
上配
置

事故予防
に関する
マニュア
ルの未整
備とリス
ク管理が
充分でな
かった。

マニュア
ル整備及
びヒヤリ
ハット事
例の分析
を毎月実
施してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

今回の事
故につい
ては、遊
具の不具
合等特に
ない。

現在の状
態を維持
し、不具
合が生じ
た際は速
やかに修
理を実施
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

自由保育
中であっ
たため、
園庭や遊
戯室に分
散して遊
んでい
た。

降園前
は、遊戯
室内で自
由に遊ん
でいるた
め、その
際のルー
ル等を子
どもたち
に伝える
ととも
に、職員
による行
動観察も
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室内
のすべり
台を他の
園児と一
緒に遊ん
でいた。
対象児
は、すべ
り台の部
分に後ろ
向きの姿
勢で降り
始め途中
で止まり
足をすべ
り台より
外側に出
した後、
そのまま
側面から
下に転落
する。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員
は他の園
児の降園
に携わっ
ており、
転落の様
子は確認
できな
かった。
遊戯室内
には、監
視カメラ
が設置さ
れていた
ため、直
ぐにその
状況確認
を行う
と、状況
が把握で
きた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、乳児
や三歳未
満児、他
の居残り
園児に対
応してい
た。すべ
り台付近
には職員
おらず、
転落の際
の物音で
気づき駆
け付けた
担任保育
士がけが
の有無を
確認する
が、対象
児からの
痛みの訴
えがな
かった。
その後、
他保育士
が痛みを
確認す
る。

自由保
育中で
あった
ため、
全ての
園児の
行動観
察が手
薄に
なっ
た。

職員の役割
分担や配置
等を明確に
し、事故防
止に努め
る。

5936

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

51 0 0 0 14 18 19 0 5 5 4歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕　橈
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
随時　)回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし

発生した
事故につ
いて、再
発防止策
を職員間
に周知す
るととも
に、必要
に応じて
保護者と
も共有を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

特になし

随時、点
検を行っ
ていた
為、玩具
に異常は
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大型積み
木に乗っ
ていた
が、その
中でも高
さは10ｃ
ｍ程の１
番低い積
み木であ
り、また
年中児と
いう事も
あり、注
視して見
守る状況
ではな
かった。

特に危険
な状況で
はなかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室に
て、大型
積み木
（ソフト
な素材、
高さ10
㎝）を床
に並べ、
その上を
歩いて遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児
は、大型
積み木の
上を歩い
ていた
が、その
中でも高
さは10㎝
の1番低
い積み木
であり、
また年中
児という
事もあ
り、安全
だと判断
した為、
全体を見
渡せる位
置から危
険のない
よう見
守ってい

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の職員
は、他の
コーナー
を担当し
ていた。

特にな
し

子どもの遊
びの状況に
合わせて、
職員配置を
考える。

5937

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 0 0 0 2 2 2 0 2 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

なし

ソフト面
が要因と
なる事故
ではない
ため、改
善策はあ
りませ
ん。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日、週
1)回

なし

ハード面
が要因と
なる事故
ではない
ため、改
善策はあ
りませ
ん。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方保育
中、少人
数にな
り、子ど
もたちの
活動が大
胆になっ
てしまっ
た。

活動の前
に遊びの
ルールや
危険性の
ないよう
に事前伝
えをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段の活
動の時よ
り、夕方
保育では
人数が少
ないこと
から入る
速さが早
くなって
しまい、
うまく対
応しきれ
なかった
と考えら
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育者が
鬼ごっこ
に一緒に
入り過ご
す中で安
全面の声
かけをお
こなって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室で
3歳女児
と一緒に
見てい
た。

保育の
中で安
全な走
り方を
再確認
しなけ
ればな
らな
かっ
た。

活動の前に
やり方を知
らせ、確認
しながら活
動するよう
にする。

5938

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 12 12 3 3 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外果骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

玄関先で
の混雑を
避け、無
理に割り
込まない
ように配
慮する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

子どもの
行動で危
険だと
思ったこ
とをその
都度話し
合い、情
報を共有
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

玄関先が
とても狭
いことを
考慮し、
靴の着脱
を何回か
に分け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

玄関先での
行動をよく
観察し、子
ども同士の
接触を避け
るよう間隔
に配慮す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5939

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

24 16 10 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故防止
に関する
研修等に
できるだ
け多く参
加し、事
故防止に
対するス
キルアッ
プに努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

遊戯室全
体を走る
ので、職
員の立ち
位置に気
を付け衝
突など起
きないよ
うに注意
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員が、
衝突など
が起きな
いように
注意して
保育す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
には楽し
んで参加
してい
た。激し
い動きは
していな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転びやす
い子なの
で担任団
で周知し
て気を付
けていた
が、前に
不意にぶ
つかっっ
てきたの
で、担当
職員が近
くにいた
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広い遊戯
室で、職
員が間隔
を開けて
子どもた
ちをを見
ていたた
め他の職
員は気が
付かな
かった。

鬼ごっ
こをす
る時
は、遊
戯室を
存分に
駆け回
るの
で、起
こり得
る事故
を想定
し、配
慮すべ
き点を
職員が

遊戯室全体
を走るの
で、職員の
立ち位置に
気を付け衝
突など起き
ないように
注意する。

5940

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

26 10 10 6 3 3 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

　　左手
小指の骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

運動遊び
の保育計
画や知識
が不十分
だった。

運動器具
を使用す
る時間を
決める。
運動遊び
について
専門知識
を身につ
ける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

新しく購
入した器
具であっ
たため、
特性を十
分に理解
していな
かった。

新しく購
入した遊
具は、全
職員で特
性や遊び
方を確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動器具
の正しい
使い方、
跳び方を
子どもた
ちへはっ
きりと伝
えてな
かった。

正しい使
い方、跳
び方を全
員へ知ら
せ、安全
に遊べる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　跳び箱
が跳べる
ようにな
り、嬉し
くて何度
も遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　跳び箱
の側にい
て、安全
に跳べて
いるか見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　跳び箱
をしてい
る子ども
たちから
は、目を
離さずに
見守って
いた。

保育士
は、一
人一人
の子ど
もの様
子を見
ていた
が、本
児の異
変に気
づけな
かっ
た。子
ども
は、保
育士に

保育士は子
どもの小さ
な異変にも
気づけるよ
うに配慮す
ること、ま
た何でも保
育士に話せ
るような雰
囲気作りを
することが
大切。

5941

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

120 11 20 20 21 23 25 0 27 27 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨骨
折、左橈
骨の変形

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

転倒な
ど、受傷
が予想さ
れる動き
や遊びを
職員で共
有し、予
防に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

用具掛け
の位置や
並べ方
を、子ど
も達が走
りにくい
配置にな
るよう検
討する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員間
で、子ど
もの動き
と用具掛
けの適切
な配置の
検討を重
ねる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

追いか
けっこを
してい
て、後ろ
向きに思
いっきり
加速し、
台座に足
を引っか
けて後ろ
向きに倒
れる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

転倒後、
左腕前腕
に痛みを
訴えたの
で、患部
を冷や
す。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児以外
の園舎内
の遊びの
見守りを
してい
た。

園児の特性
なども考慮
し、見守り
を行う。

5942

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 1 5 4 5 6 5 10 7 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

園児の活
動に運動
面で「36
の基本動
作」を意
識して遊
んでい
る。

乳幼児の
体の動き
と遊び方
を確認
（学び）
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

園庭には
ストライ
ダーの
コース等
などがあ
り、あそ
び内容で
スペース
を確保で
きるよう
に配慮し
ている

鬼ごっこ
をするス
ペースと
しては狭
いと考え
られるの
で、肩を
ぶつけた
丸太を事
故後撤収
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
落ち着き
のない児
である。
園内でも
わざとコ
ケてふざ
けること
がある。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭にい
た職員が
転倒して
痛がる児
の泣き声
に気づ
き、どこ
が痛いの
か聞くと
「腕が痛
い」と言
う。事務
室に連れ
て来て冷
やしてい
るところ
に父親が
迎えに来
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
たが他の
園児の遊
びを見
守ってい
た。

職員会
議や園
内研修
での話
し合い
を実施
する。

「鬼ごっ
こ」での保
育者の参加
と見守りに
ついて、11
月の職員会
議で話し合
うことにし
た。

5943

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

204 11 32 34 39 40 48 0 0 38 32 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨遠位部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２～3)回
/年

2.基
準配
置

各年齢毎
に確認し
たことを
徹底して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

固定遊具
で遊ぶ場
合の確認
を徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

固定遊具
で遊ぶ場
合は、園
児一人一
人にしっ
かり目が
届くよう
にさらに
配慮す
る。螺旋
状の登り
棒は、2
歳児には
危険なた
め使用し
ないこと
を職員と
園児に徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

固定遊具
の周囲を
友だちと
二人で追
いかけっ
こしてい
る場面は
本児の動
きを見て
いたが、
すべり台
のトンネ
ル入り口
にいる他
児に声掛
けしてい
る間に、
本児が螺
旋状の登
り棒に登
り、落下
する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、全体
を把握
し、子ど
もの動き
に合わせ
て要所要
所に付い
ていた。

螺旋状の登
り棒は、2歳
児には危険
なため使用
しないこと
を職員と園
児に徹底す
ると共に、
螺旋状の登
り棒付近
に、職員が
必ず付くこ
とも徹底す
る。

5944

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 8 12 4 4 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

定期的に
マニュア
ルを全職
員が確認
し安全対
策の意識
を高め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

使用時に
は周囲の
安全確認
と子ども
の動きを
予測す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

裏側から
登ろうと
したため
危ないか
ら表側へ
来るよう
に声をか
けた。

順番に固
定遊具を
使用し他
児は座っ
て順番を
待つ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で自
由遊びの
時、他児
が固定遊
具で遊ん
でいる様
子を見て
自分も遊
ぼうと上
り始め
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児が固
定遊具に
上がって
いたので
そばで見
守ってい
た。対象
児が上が
り始めた
ので保育
士側へ来
るよう声
をかけた
が他児が
上がって
いたため
場を動け
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の場所
で遊んで
いる子ど
もを見
守ってい
た。

こどもの行
動を予測し
固定遊具等
は複数の保
育士で見守
りを行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5945

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

70

26
（
28
内
2
欠
席
）

17 27 4 4 4歳
2.女
児

事故発生日
の３日前１
１月２３日
(月）自宅
で左足を捻
挫し２６日
はシップ、
サポーター
をして登園
していた。
（受診はし
ていない）
保護者から
「戸外遊び
をしても大
丈夫です」
と言われ普
段通り過ご
していた。
８月にも自
宅で右足の
靭帯が伸び
る怪我をし
てギブスを
していた。
（９月末完
治）

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
剥離骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
52　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
52　)回/
年

4.個人
活動
中・子
どもの
み

右足を捻
挫で痛め
ていた
為、鉄棒
から降り
るとき通
常通りの
着地が出
来なかっ
た。
保育士が
そばにい
なかった
ため痛み
を伝えら
れなかっ
た。

見えにく
いところ
や危険が
予測され
るところ
は保育士
がつく。
全体を見
守る職員
も決めて
おき一人
ひとりに
目が行き
届くよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒から
降りよう
としたと
き足を
捻った。
その後一
瞬右足を
押さえた
が、歩い
て砂場に
行き遊び
だした。
園にいる
ときは足
の痛みを
訴えるこ
ともな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は他の子
達と遊ん
でいて本
児の怪我
を把握し
てなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

４名の保
育士で子
どもたち
を見てい
たが、子
どもと一
緒に遊ん
でいた
り、総合
遊具のと
ころで見
守りをし
ていたり
し本児
の怪我を
把握して
いなかっ
た。

保育士
が本児
がどこ
で遊ん
でいる
かを把
握して
いな
い。
鉄棒な
ど怪我
をしや
すい遊
具のそ
ばに職
員がい
なかっ
た。

鉄棒などの
危険個所に
は保育士が
つきそばで
見守る。
怪我をしや
すい子、怪
我をしてい
る子の動き
を常に把握
しておき声
かけ等を行
う。

5946

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 17 19 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

研修以外
にも職員
会議で不
定期的に
注意喚起
をしてい
る。事故
予防につ
いて、今
後も研修
を行い、
理解を深
めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

定期的に
安全点検
を行って
いる。引
き続き、
定期的な
施設の安
全点検を
行い、事
故防止を
図る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

砂場で水
を使って
泥団子を
作った
後、砂の
ついた手
で太鼓橋
に上り、
手が滑っ
てバラン
スを崩し
た

砂場で遊
んだあと
は、手の
砂をしっ
かり落と
す。又
は、手を
洗う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

砂場を片
付けて、
園舎に入
るまでの
わずかな
時間に遊
具で遊び
たかった
為、手の
砂をあま
りきにせ
ず急いで
太鼓橋に
上った為

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
が見渡せ
るよう園
庭の真ん
中で見
守ってい
たため、
太鼓橋か
らは少し
離れてい
て、対象
児の手に
砂が付い
ているこ
とを把握
できてい
なかっ
た。対象
児が落ち
た瞬間は
見たので
すぐに駆
け寄った

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児と
は違う組
の職員
で、その
職員のク
ラスが先
に園舎に
入る準備
をしてい
て、太鼓
橋とは、
かなり離
れた場所
で他児を
見ていた
ので、対
象児は見
ておら
ず、担当
職員が対
象児に駆
け寄った
ことで、
異変に気
付き駆け
寄った

長い時
間砂場
で遊ん
でいた
対象児
が、砂
場を片
付けて
遊べな
くなっ
たの
で、園
舎に入
るまで
の短い
空き時
間で
も、遊
具で遊
びたい
と急い
だ為、
手に砂
がつい
ている
のを気
にせず

砂がついた
手で太鼓橋
や鉄棒、
ジャングル
ジムで遊ぶ
とどうなる
か園児に伝
え、手の砂
を払ってか
ら遊具で遊
ぶことや、
もしも払っ
ても取れな
いときは、
手を洗って
から遊具で
遊ぶことを
教え、普段
からも忘れ
ている園児
がいないか
注意して見
守るように
する。

5947

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

85 8 15 20 21 21 18 18 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

2.基
準配
置

子どもの
怪我につ
いて事故
後の対応
を話し合
う。理解
しあう。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
動線上に
つまづく
物や危険
なものが
ないかど
うか、注
意してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に外
遊びを楽
しんでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊び
中、本児
が砂場に
いること
は確認し
ていた。
保育士が
他の子と
関わって
いる時に
事故発
生。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他クラス
職員が
走ってい
る本児が
足をこね
て転倒す
るところ
を見てい
た。座っ
ている本
児に声を
かけ、担
任に報
告。

いつも
元気な
子供
に、
「歩い
ている
から大
丈夫」
という
予測を
勝手に
してし
まっ
た。

子どもは、
怪我の状態
をうまく表
現できない
こともある
ので、子ど
もの状態の
観察ととも
に、表現し
やすい様な
声掛けに気
をつける。

5948

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

57 23 18 16 3 3 5歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨・尺
骨遠位端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

今回の事
例を基に
事故防止
について
研修を実
施し、再
発予防に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

いつも水
を受けて
いる為、
多少ぬめ
りがあ
る。

土管の清
掃を実施
し、ぬめ
りを除
去。引き
続き安全
点検を実
施。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

あらゆる
危険を想
定し園児
を見守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に戸
外活動を
楽しんで
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
を見渡せ
る位置
で、園児
たちを見
ていた。
土管に上
がったの
で下りる
よう声を
掛けた瞬
間転倒し
てしまっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の動
きを見て
いた

土管の上に
上がらない
事を徹底
し、見守り
を強化する

5949

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 10

4 6 2 2 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
顔面(口
腔内含
む)

歯茎の骨
折（母親
から聞き
取り）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

年齢に応
じた対応
をしてい
た。

園児の嬉
しい気持
ちが高
ぶってい
るときに
も事故は
起こりう
るという
ことを教
訓に、職
員間で話
し合いを
行った。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

周りの友
だちが歌
を歌って
いること
で、気持
ちが高揚
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児のそ
ばで一緒
に歌いな
がら、見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもた
ちの前に
立ち、全
体を見な
がら保育
を進めて
いた。

近くに
いたが
転ぶの
を防げ
なかっ
た。

夕方の時間
は、なるべ
く興奮しな
い過ごし方
となるよう
見直しを
図った。

5950

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

14 1 4 3 4 1 1 2 2 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折　右脇
打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

保育士の
一人が給
食の準備
のため、
先に月齢
の低い子
と部屋に
いってし
まった。

部屋に入
るとき
は、子ど
もたち一
緒に入っ
たり、そ
の場を離
れるとき
は、危険
がないよ
うに確認
し互いに
声を掛け
合う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎朝)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎朝)回/
年

予測がで
きない動
きだった
ため対応
が間に合
わなかっ
た。

子どもの
そばです
ぐに対応
できるよ
う、また
ある程度
は予測を
ができる
ようにし
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもを
見ていた
が、少し
離れてい
たので間
に合わな
かった。

どのよう
に子ども
を見てい
くか、特
に混合で
見る場合
は保育士
が声を出
して確認
しあう。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
かわりな
く過ご
し、外遊
びをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児が大
型遊具か
ら落ちそ
うになっ
ていたた
めその方
に目を向
けていた
ところ、
対象児が
富士山滑
り台から
落ちてし
まった。
落ちると
ころを見
ていた
が、少し
離れてい
たため間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

月齢の低
い園児2
名を連れ
部屋に入
り、机を
拭いたり
椅子を並
べ給食の
準備を行
う。

土曜日
だった
ので混
合保育
だっ
た。

土曜日の保
育について
保育士がど
のように対
応していく
か確認し
た。戸外で
は、どこに
子どもたち
がいるか
（特に未満
児）は、把
握して目を
離さないよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5951

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 11 13 13 5 5 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
数　)回/
年

2.基
準配
置

事故防止
のためヒ
ヤリハッ
トの強
化、及び
ヒヤリ
ハットの
園内研修
を行い、
職員で周
知し合
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

安全点検
で基準を
満たして
いる為、
改善策は
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の使
い方につ
いて周知
の徹底が
出来てい
なかった

再度、子
どもに遊
び方や
ルールを
知らせ伝
える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前に滑り
終えた園
児が２人
座ってい
たため、
退くのを
待たず滑
り台の側
面を超え
降りよう
とし転倒

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

時差出勤
の為、不
在

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒で他
児の対応
をしてい
たため、
見守りが
十分でな
かった
(離れた
ところか
ら見てい
た）
他の遊具
について
いた（見
ていな
かった）

各遊具にそ
れぞれ職員
配置

5952

令和
3年
11月
1日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

12 12 14 13 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右中指末
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

事故予防
マニュア
ルの周知
徹底と、
日頃より
事故予防
につい
て、職員
間で話し
合う機会
をもち、
危険箇所
等の情報
共有に心
がける。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

室内の設
備や玩具
等には不
備は見当
たらな
い。

今まで同
様、安全
点検を行
い、不備
があれ
ば、即対
応する。
また、危
険がない
ような設
備の配置
に留意す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

同じ遊び
のコー
ナーに、
子どもの
人数が集
中し、机
や椅子の
間隔が狭
くなって
いた。

できるだ
け危険が
ないよ
う、物の
配置や椅
子の片付
け方につ
いて見直
し、子ど
もたちに
知らせて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内で、
遊びの移
動のた
め、本児
は上靴を
はこう
と、床に
手をつい
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は、同じ
保育室内
に居た
が、他児
と一緒に
遊んでい
たため、
対象児の
動きを見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の担当ク
ラスで保
育してい
た。

特定の
子ども
に保育
者の目
が向い
てお
り、危
険を未
然に防
げな
かっ
た。ま
た、室
内での
遊び方
につい
ても子

保育者は、
全児の動き
に気を配
り、危険を
早めに察知
し、子ども
たちにも知
らせていく
必要があ
る。

5953

令和
3年
11月
1日

2.認可
7.認可保
育所

12 2.午前中
施設内
(室内)

7.異年齢
構成

18 0 0 0 7 5 6 0 2 2 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

剥離骨折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1回／年

1.基
準以
上配
置

職員配置
基準以上
の配置を
行ってお
り、改善
点は特段
ない。

1.定期的
に実施

2回／年
2.不定期
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

2・3回／
週

室内活動
でゲーム
をする際
には、活
動範囲の
周囲を片
付け、十
分なス
ペースを
確保す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動の合
間に休憩
を入れた
り、人数
を分ける
など保育
方法を工
夫する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

朝からい
つもより
落ち着き
のない様
子だっ
た。いつ
もゲーム
になると
夢中にな
り周りが
見えなく
なってし
まう。ま
た、手を
踏んでし
まった子
も、本児
と同様の
タイプ
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ゲームを
一緒にし
ながら全
体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
守ってい
たが、事
故発生時
は職員自
身の周り
にいた子
どもの様
子を見
守ってい
た。

万が一
の事態
を考え
なが
ら、子
どもの
様子を
見守
る。

子どもが痛
みを訴えて
きた際に
は、特段の
変化がない
場合におい
ても、時間
ごとの様子
を確認する
ほか、様々
な結果を想
定して対応
するよう、
職員間で周
知する。

5954

令和
3年
11月
1日

1.認可
7.小規模
保育事業

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

8 5 3 3 3 2歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯牙破
折、外傷
性亜脱
臼、上唇
小帯裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2)回/1年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/１年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/１年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢児
同士で手
をつない
でいた

手をつな
ぐ時は、
歩調の差
が出ない
ように歩
調の合う
子ども同
士で手を
繋ぐよう
に考慮す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
あった

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

左手で2
歳児と1
歳児の2
名と手を
繋ぎ、本
児1名を
右手で手
を繋いで
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分と手
を繋いで
いる園児
のみを見
守りをし
ていた。

本児の
体形は
内また
ぎみ
で、10
分ほど
の距離
でも入
所当時
からよ
く自分
の足に
躓き、
転ぶ方
であっ
た。

散歩に出か
ける前の体
操や室内で
のサーキッ
トあそびを
取り入れ、
体幹や身体
のバランス
感覚が身に
つくように
する。また
散歩に行く
園児数を減
らし保育者
と1対1で手
を繋いで散
歩に行くよ

5955

令和
3年
11月
1日

1.認可
7.小規模
保育事業

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

5 2 2 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右示指切
断

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

4月当初
であるこ
とを踏ま
えて、子
どもの動
きに対し
ての見守
りに徹す
る職員が
いても良
かったの
ではない
か。

入園直後
など子ど
もの行動
の予測が
難しい時
期におい
ては、活
動内容に
合わせて
職員配置
を増やす
などの対
応がとれ
るように
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年
消毒
（48）回/
年

毎月の点
検は行っ
ていた
が、その
都度、使
用する前
に実際に
触れて確
認をする
など行え
ばよかっ
たのでは
ないか。

点検表で
の確認の
他、実際
に使用す
る前（直
前）の遊
具、玩具
の状況を
確認す
る。ま
た、これ
までの施
設点検
表、事故
防止
チェック
リストの
項目の見
直し、遊
具点検に
おける見
るべきポ
イントを
職員間で
共有して
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当日は担
任2名の
うち1名
が公休の
ため、担
任1名と
フリー保
育士1名
での保育
を行って
いた。

進級児、
新入園児
といった
個々の状
況を踏ま
え、必要
な子ども
へは側に
ついて見
守りを行
うなどの
個別対応
を行って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブランコ
のベルト
部分が気
になり、
イスの前
に座って
ベルトを
何度もは
めたり外
したりす
る姿が
あった。
ブランコ
に乗った
時には手
すりを持
つところ
を保育士
と一緒に
確認し
た。手す
りをしっ
かり持
ち、本児
の体重で
揺れる程
度のブラ
ンコの揺
れを楽し
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ブランコ
に乗る本
児の顔が
見える位
置にて本
児を見て
いた。隣
接する滑
り台で遊
んでいた
2名がト
ラブルに
なり、そ
の対応を
した時に
本児の声
が聞こ
え、ふり
むくと指
が挟まっ
ており、
もう一人
の職員と
一緒に声
をかけな
がら対応
しようと
していた
が、それ
より先に
本児が痛
みのため
引き抜い

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

別の複合
遊具の側
につき、
他の子ど
もの見守
りを行っ
ていた。

本児が4
月入園
という
ことも
あり、
関わり
がまだ
少な
かった
ことが
考えら
れる。

園児職員と
もに信頼関
係の築きや
行動の特性
を知る段階
であったた
め、他ｸﾗｽの
保育に入る
前には、子
どもの現時
点の遊びや
生活の中の
姿、興味・
関心を持っ
ているもの
などについ
ても引継ぎ
を具体的に
行ってい
く。

5956

令和
3年
11月
1日

1.認可
7.小規模
保育事業

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 2 8 7 0 0 0 0 5 4 1歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

事故予防
に関する
研修を定
期的に
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

特になし

点検
チェック
リストを
作成す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

見守りの
時に全体
が見える
よう職員
の位置を
確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

マットの
上に登っ
たり、歩
いたりと
体を動か
して遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

マットの
階段付近
に座って
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応をして
いた。

特にな
し

職員一人一
人が全体を
よく見てい
くようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5957

令和
3年
11月
1日

1.認可
7.小規模
保育事業

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

5 3 2 2 2 1歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

研修回数
を増や
す。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

点検回数
を増やし
細かい所
まで点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児一人
一人に平
等に目を
配り、保
育士間で
もこまめ
に声かけ
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

すべり台
に続く階
段に上ろ
うとした
が，2段
目を上り
終え，し
ばらくし
て降りよ
うとして
階段を踏
み外す。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

階段を上
り始めた
ので，階
段の真正
面で至近
距離で見
守ってい
たが，支
えきれず
落下させ
てしまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児が遊具
で遊ぶ際
は，最初か
ら最後まで
保育士が至
近距離で見
守る。

5958

令和
3年
11月
1日

1.認可
7.小規模
保育事業

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

2 1 1 2 2 2歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

実施頻
度：毎日

1.定期的
に実施

実施頻
度：毎日

1.定期的
に実施

実施頻
度：毎日

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

芝生が若
干濡れて
いる箇所
があった
かもしれ
ない

芝生の状
況の確
認、普段
から滑り
やすい場
所の点検
をする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児２人
と一緒に
追いか
けっこを
してい
た。1
メートル
ほど離れ
た場所に
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

土曜保育
で園児が
２人だっ
たため、
１人の保
育士が２
人を保育
し、１人
は事務作
業をして
いた

怪我を
した園
児は普
段より
動きが
激しく
走り
回って
いる子
であ
る。戸
外で、
開放的
になり
気持ち
が高ぶ
り、さ
らに勢
いのあ
る動き
だった
点と、
歩行は
安定し
ている
が、走
り方が

子どものそ
の時の様子
により、興
奮させ過ぎ
ないなど関
わり方に気
をつける

5959

令和
3年
11月
1日

1.認可
7.小規模
保育事業

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

13 1 6 6 0 0 0 0 0 5 4 3歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

引き続
き、研修
を行った
ら全保育
士で情報
を共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

引き続き
毎日点検
を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

時々園庭
を走って
いると
き、遊び
としてわ
ざと転ぶ
様子が
あった。

わざと転
ばないよ
うに走る
ように指
導してい
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り落ち着
いていて
明るい様
子であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

各固定遊
具の補助
をしなが
ら、園庭
を走る様
子も気を
付けてみ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

声掛けし
ながら、
行動にも
気を付け
ながらみ
んなで保
育してい
た。

園から
卒乳に
ついて
話をし
ていた
が改善
され
ず、食
事代わ
りにミ
ルクを
飲んで

やわらかい
芝生の上で
転んで、骨
折するとは
思ってはい
ず、いろい
ろと職員間
で話し合っ
た。

5960

令和
3年
11月
1日

1.認可
7.小規模
保育事業

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 9 10 8 7 2歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

保育士の
立ち位
置、危険
予測が細
かく把握
できてい
なかっ
た。

独自の危
険度マッ
プを作
り、タイ
ムスケ
ジュール
にあわせ
ての見守
り方研修
を行う。

2.不定期
に実施

実施頻度
(36)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(36)回/年

細かい規
則がマ
ニュアル
化されて
いなかっ
た。

独自のマ
ニュアル
を作成
し、職員
研修を
行った。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りの
立ち位置
にこども
の活動の
死角とな
る要因が
あること
を分析。

戸外での
保育士の
立ち位置
をマニュ
アル化
し、実施
してい
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

この日は
特別早め
に登園し
た。いつ
もの流れ
ではない
ところ
で、朝一
番からテ
ンション
高かっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにい
たが、自
転車に乗
る他児を
見てい
た。本児
のいた場
所が死角
になって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れたと
ころにい
た職員も
他児と活
動してい
た。

保育士
の立ち
位置が
死角と
なり、
本来の
ぼって
はいけ
ない府
営住宅
内のベ
ンチに
のぼり
ジャン
プして

マニュアル
マップに職
員の立ち位
置を記載
し、こども
たちの動き
が死角にな
らないよう
に共通理解
し、実施し
ている。

5961

令和
3年
11月
1日

1.認可
7.小規模
保育事業

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

9  2 3歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

左上Aの
神経損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット報
告書の提
出が少な
く、類似
事故の報
告がな
かった。

ヒヤリ
ハット報
告書を積
極的に提
出し、職
員会議等
で問題点
と対策を
検討して
全職員で
情報共有
をする。

1.定期的
に実施

毎日実施 3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

毎日実施

毎日安全
点検を
行ってお
り、施設
や備品に
関連した
事故では
ないた
め、改善
策なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもに
背を向け
ないとい
けない位
置にCD
デッキを
置いてい
た。
体操の曲
と曲の間
の待機の
仕方の
ルールが
なかった
ことも要
因。

子どもに
背を向け
ずに操作
できる位
置にCD
デッキを
置く。
体操の曲
と曲の間
は座って
待機をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

曲と曲の
間でジャ
ンプして
いた。
転倒時に
手が出な
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

CDデッキ
を操作す
るために
背を向け
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

立ってい
る子ども
たちに座
るよう声
をかけて
いた。

安全確
認が不
十分な
状態で
子ども
に背を
向けた
ことが
要因。

音楽が止
まったら
座って待つ
ことを習慣
づけるこ
と、職員
は、子ども
全員が座っ
ているか、
安全を確認
した上で次
の準備をす
る。

5962

令和
3年
11月
1日

1.認可
7.小規模
保育事業

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

17 6 5 6 0 0 0 0 6 6 1歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

保育者の
安全面に
対する認
識不足

職員間で
安全面に
ついて話
し合い、
各クラス
の発達段
階におい
ての遊具
の使い方
を考え、
再発防止
に努めて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

園外のア
ミューズ
メント
パーク
だった為
特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

個々の発
達に合わ
せた環境
づくりに
努める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

他児を膝
の上に乗
せて滑ろ
うとした
際に、本
児が近く
に来た
為、一人
だけ残し
ておくの
は危険だ
と思い、
二人を膝
に乗せる
よりも、
両脇に抱
えた方が
安全だと
考えた
為。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他のス
ペースに
移動して
いるとこ
ろだった
為、滑り
終わった
子を抱い
て近くで
待機して
いた。

保育の流れ
を動作ごと
に止めて、
皆で確認し
ながら丁寧
に動いてい
く。

5963

令和
3年
11月
1日

1.認可
7.小規模
保育事業

3
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 3 6 10 7 7 2歳
1.男
児

食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
ヒビ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/月

1.基
準以
上配
置

園児が居
るときに
は雑巾掛
けをしな
いように
職員で話
し合いを
持ちまし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

引き続き
施設安全
点検及び
玩具の点
検を行っ
ていきた
い

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員が雑
巾がけを
している
フロアー
を走って
しまった

見守りの
配慮が足
りなかっ
たので事
故の内容
に職員で
話し合い
を持った

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもは
歩いて室
内に戻る
のに、こ
の日は
走って行
動してし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子を
見ていた
為、ケガ
した園児
には目が
行き届き
ませんで
した

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスご
とに分か
れて、お
やつ介助
にに入っ
ていた為
他の職員
は誰も見
ていませ
んでし
た。

室内を
走って
しまい
壁にぶ
つかり
ケガを
した

クラスに園
児が入るま
で見守りが
必要だっ
た。今後、
気を付けた
い

214 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
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歳
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歳
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歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5964

令和
3年
11月
1日

1.認可
7.小規模
保育事業

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 1 1 2 3 3 2歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

子どもの
活動中の
姿勢が重
大な怪我
につなが
ることへ
の認識が
甘かった

園内研修
等で子ど
もの発達
や遊び方
を検証
し、子ど
もの活動
中の姿勢
が重大な
怪我につ
ながるこ
とを全職
員で認識
していく

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

3.未実施
実施頻度(
０　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

玩具の遊
び方に
よって
は、重大
な事故に
つながる
可能性が
あるとい
う認識が
甘かった

玩具の点
検をこま
めに実施
し、破損
等の不具
合が無い
か確認を
する。ま
た、活動
中は周囲
の状況を
よく把握
し、十分
な活動ス
ペースが
あるか、
危険なも
のが落ち
ていない
か等、安
全管理の
維持を徹
底してい
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
動きや姿
勢の不安
定さを予
測できな
かった

危険な遊
び方をし
ていない
か、不安
定な姿勢
で遊んで
いないか
を常に注
意しなが
ら見守っ
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前中の
戸外活動
時に猫の
糞を踏ん
でしま
い、戸外
活動用の
靴が履け
なくなっ
てしまっ
たため、
午後の戸
外活動は
参加せず
室内で自
由遊びを
して過ご
していた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児の戸
外活動の
見送りを
玄関にて
行ない、
２歳児保
育室へ
戻ったと
ころで
あった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

フリー保
育士１名
が本児の
そばで遊
びの様子
を見守っ
ていた。
０歳児担
当保育者
は、０歳
児を抱っ
こして２
歳児保育
室へ移動
している
最中で
あった。
１歳児担
当保育士
とフリー
保育士で
戸外活動
へ行って
いた。

怪我に
至る子
どもの
動きを
予測で
きな
かった

子どもの様
子がしっか
りと見られ
る位置に保
育者を配置
し、保育者
間で子ども
の様子を共
有してい
き、安全の
確保に努め
る。

5965

令和
3年
11月
1日

1.認可
7.小規模
保育事業

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

4 2 2 2 3 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第１指
皮ふ欠損
創、左第
１指切創

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

脚立が倒
れる危険
性を大き
く懸念し
ていた
が、挟ま
ることの
認識が薄
かった。

挟まる危
険性があ
り得るこ
とを認識
し、職員
全員に共
有。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

子どもの
居るス
ペースで
の脚立使
用。

同空間に
子どもが
いるス
ペースで
の脚立作
業は行わ
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
居るス
ペース脚
立を出し
ていたこ
と。

同空間に
子どもが
いるス
ペースで
の脚立作
業は行わ
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
自分の
ペースで
動き回る
傾向があ
るが、こ
のとき
も、一つ
の物に集
中してあ
そぶこと
無く、歩
き回って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

脚立に乗
りながら
も声を掛
けたり、
子どもた
ちの様子
を見てい
た。
手元を見
た瞬間的
に本児が
脚立に近
寄った
為、本児
の居る反
対側に速
やかに降
りた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

脚立から
離れた位
置に子ど
もたちを
引きつ
け、全体
を見てい
た。

手元を
見た瞬
間に本
児が脚
立に近
づい
た。

一時も子ど
もから目線
を外さない
ことができ
ない為、脚
立作業は行
わない。

5966

令和
3年
11月
1日

1.認可
7.小規模
保育事業

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

9 4 5 3 3 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

不明

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

公園での
使用時は
必ず、注
意するこ
とを伝え
ているが
聞かずに
走りだす
子もい
る。特に
１歳児は
中々聞い
てくれな
い。

危険個所
には人が
ついてい
るが、咄
嗟の時は
対応しき
れない
が、気を
つけて予
見するし
かない。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

常に走り
回ってい
る姿があ
り、いつ
も以上に
目をはな
さないこ
と。一度
その場か
ら離れた
様に見せ
かけて
戻ったの
で最後ま
で目を離
さない。

すべり台
は特に、
逆さ上り
しないよ
う注意し
ている
が、保育
士の目を
盗んで行
こうとす
る子もい
るので、
その場を
離れない
ようにす
ること。

まさか、
回り込ん
で逆さ上
りすると
は考えら
れず、ま
た、上か
ら来る他
児に気を
取られて
しまった
面もあ
る。

最後まで
目を離さ
ず、見守
るべき
だった。
帰る時間
となり気
を許した
面もあ
る。職員
同士の声
かけも足
りなかっ
たか。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た。

良く知っ
ている公
園らし
く、砂場
の回りを
走り回っ
たり、植
木の中に
も入った
りしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すべり台
を滑り下
りてきた
本児に対
して、逆
さ上りを
しないよ
うに注意
を促し声
もかけて
いたが聞
き入れ
ず、振り
返って滑
り台に向
かって
行ってし
まい、顎
を顔面か
らぶつけ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

反対側の
階段の方
に１人つ
いてい
て、踊り
場付近に
溜まらな
いように
見てい
た。「逆
さ上りし
ない
よ。」と
の担任の
声の後、
泣き声が
してぶつ
けた事実
が起き
た。

帰る間
際で一
瞬、気
がふっ
とぬけ
ていた
かもし
れな
い。

逆さ上りし
ないよう声
かけだけで
なく子ども
に向き合っ
て、ダメな
ことを教え
るべきだっ
た。態度で
示さない
と、子ども
は理解しな
い。

5967

令和
3年
11月
1日

1.認可
7.小規模
保育事業

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

14 9 5 4 4 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

担任はク
ラス活動
から離れ
ないよう
徹底す
る。

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

何もない
ところで
も、子ど
も達がつ
まずきそ
うな凸凹
が無いか
等、細か
い部分ま
で安全点
検を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭等戸
外活動の
際には、
必ず全体
を見る保
育士を設
置する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外で走る
ことを好
む。活発
である。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の排
泄のた
め、他職
員に対象
児を含む
数名をお
願いし
て、その
場を離れ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の把
握はして
いたもの
の、他児
との遊び
にほんの
少し集中
している
時に事故
が起こっ
た

活発で
あり、
動きも
機敏
で、予
測が出
来ない
ことが
ある。

常に全体に
目を配り、
対象児のよ
うに活発な
子は注意深
く観察する
ことを職員
の共通認識
としていく

5968

令和
3年
11月
1日

1.認可
7.小規模
保育事業

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

7 2 2 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

額部裂
傷、二次
感染、創
部痛

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

職員数は
足りてい
たが、ト
イレに３
人程を一
人の保育
者が連れ
て行って
おり、、
他の子を
一人で見
ていた。
その際、
目の前で
転倒し
た。

保育者1
人で複数
の子ども
をみる場
面では、
転倒のリ
スクがあ
ることを
念頭に置
き、いつ
も以上の
注意を払
う。

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

地面が凸
凹になっ
ており、
そこで
打った
（丸みの
ある石が
埋め込ま
れてい
る）

市の公園
であり、
元からの
デザイン
なので、
改善は難
しい。ソ
フト面、
環境面で
の対策に
努める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コンク
リートの
広場であ
るため、
気をつけ
て走るよ
うに伝え
ていた。

園外の施
設である
ため、改
善は難し
い。走る
時にス
ピード等
も気をつ
けるよう
にその都
度声をか
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園外の広
場にて
走って遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走ってい
る園児の
近くで見
守った
り、一緒
に走った
りしてい
た。
（救急
セットを
持参した
状態で見
守ってい
た。）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレへ
行く子ど
もがいた
ため（３
名程一緒
に）その
場にいな
かった。

楽しん
でいる
と、気
分が高
まり、
走るス
ピード
が速く
なりす
ぎて転
倒に繋
がるの
ではと
考え
る。

本児が外で
気分が高
まっている
と感じた時
には、走る
スピードに
気をつけら
れる様に声
をかける。

5969

令和
3年
11月
1日

1.認可
7.小規模
保育事業

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

3 1 2 2 2 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

保育中に
起こりう
る事故を
想定し、
どのよう
な対策が
必要であ
るか、園
内研修を
行うなど
して、話
し合う機
会を多く
設けてい
く。マ
ニュアル
を作成す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

毎月の点
検だけで
なく、日
頃より危
険な物、
危険な箇
所はない
かなどを
職員一人
一人が意
識して
チェック
を行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

日頃より
子どもた
ちが読ん
だ絵本や
遊んだ玩
具などを
片付けな
いまま、
次の玩具
を出して
しまう様
子が見ら
れてい
た。

絵本や玩
具が散ら
かったま
まの状態
をなくす
ととも
に、保育
室の使い
方におい
て、コー
ナーを作
るなど、
走り回る
ことのな
いような
使い方で
工夫をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
保育士に
よく甘え
ることが
多く、事
故発生前
も保育士
の膝の上
で絵本を
読んでも
らってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
膝から離
れたた
め、落ち
ていた絵
本を片付
けてい
た。その
ため、対
象児が転
倒した瞬
間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児のお
迎えが
あったた
め、そち
らの対応
にあたっ
ていた。

事故当
日、欠
席者が
多く登
園時が
極端に
少な
かった
ことも
あり、
職員も
気が緩
んでい
た。

子どもの人
数に関わら
ず、事故や
怪我は突然
起こるとい
うことを頭
に入れ、保
育中は子ど
もから目を
離さず、ま
た気を緩め
ることなく
保育にあた
る。

215 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5970

令和
3年
11月
1日

1.認可
7.小規模
保育事業

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 1 4 6 4 4 2歳
1.男
児

令和２年１
１月３日に
自宅にて前
腕骨骨折に
よりギプス
で固定して
いたが、１
１月２５日
に外れてい
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

前腕骨骨
折再受傷
（右）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

・以前家
庭で同じ
動きをし
ていて怪
我をして
おり、同
じ動きを
しないよ
うに保育
者間で注
意するな
どヒヤリ
ハットの
面で意識
の改善を
しきれて
いなかっ
た。

・ヒヤリ
ハットを
今一度見
直し、保
育者間で
危険な動
きや箇所
を再認識
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

・考えら
れる要因
は特にな
し

・考えら
れる改善
策は特に
なし

7.その
他

・座って
待てるよ
うな環境
にしてい
なかっ
た。

・座って
待てるよ
うな環境
にするた
めに、手
遊びや絵
本、玩具
などを用
いて保育
者がそば
につく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

両手を床
につけ、
壁に足を
当て踏ん
張り、や
や逆立ち
に近い体
勢で遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

近くにい
た他児に
手洗いの
時間の声
かけをし
て移動を
促した
り、活動
で使用し
た楽器を
片付けて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児のオ
ムツ替
え、手洗
い等につ
いていた
ため見て
いなかっ
た。

・活動
で使用
した楽
器の後
片付け
は後回
しにす
るなど
の臨機
応変な
判断が
できて
いな
かっ
た。
・オム
ツ替え
のタイ
ミング
を変え
たり、
替える
保育者
の人数
を状況
によっ
て変え
るなど
の状況
判断を
誤っ
た。
・怪我
に繋が

・活動前後
の子どもた
ちの動きを
スムーズに
出来るよう
に保育者が
状況判断を
し、お互い
の行動を声
に出して確
認する。
・怪我に繋
がりそうな
動きをしな
いように声
をかける。
・園児にす
ぐに手を差
し伸べるこ
とができる
場所に保育
士を配置す
る。

5971

令和
3年
11月
1日

1.認可
7.小規模
保育事業

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

2 2 1 3歳
1.男
児

病院受診経
過：
11/10，
11/13，
11/17，
11/24，
12/1，12/8
※通院期間
は合計3か
月くらいに
なる見込み

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

雪で滑り
やすい。
子どもの
テンショ
ンが上
がってい
た。

遊具やベ
ンチな
ど、雪の
降り始め
で滑りや
すい所で
は、転倒
の危険性
があるの
で遊ばな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

公園内の
遊具の危
険性を確
認し（雪
で滑
る）、そ
の場に近
づかない
ようにす
るべき
だった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑る危険
性、上が
るテン
ションを
考慮し、
危険回避
を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の登園
も元気。
雪が降っ
ていたの
でいつも
よりはテ
ンション
が上がっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具の近
くにい
て、滑る
ことに対
して注意
はしてい
たが、今
回の事故
が防ぎき
れなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
で園児を
見守りし
ていた。

遊具の
滑りを
考え、
場所を
変えた
りすれ
ばよ
かっ
た。

滑ることに
対し口頭で
の注意を促
した時点で
危険性を察
し、場所を
移動して保
育するべき
だった。

5972

令和
3年
11月
1日

1.認可
8.小規模
保育事業

12 2.午前中

施設外
（園外保
育先・公
園等）

3.2歳児
クラス

5 5 2 2 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
の脱臼

遊具等
からの
転落・
落下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

近隣の公
園の遊具
（ジャン
グルジ
ム）に4
名が登っ
ていた。
降りよう
とした時
に、足を
滑らせ2
段目から
落下転
倒。保育
士2名が
ジャング
ルジムの
外側にお
り、落下
の際に
ジャング
ルジムの
中を登っ
ていた、
本児を受
け止める
ことが出
来なかっ

複数の子
どもが一
度にジャ
ングルジ
ムを使用
しないよ
うにし、
ジャング
ルジムの
中にも保
育士が入
り、危険
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ジャング
ルジムを
好み、上
り下りを
複数の子
どもで
行ってい
たため、
2名の保
育士で外
側に付い
てみてい
た。

複数の子
どもが一
度にジャ
ングルジ
ムを使用
しないよ
うにし、
ジャング
ルジムの
中にも保
育士が入
り、危険
防止に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と一
緒にジャ
ングルジ
ムの中に
入り、上
り下りを
して遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

4名の園
児がジャ
ングルジ
ムを使用
していた
ので、2
名共が
ジャング
ルジムの
そば（外
側）で園
児を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ジャン
グルジ
ムの外
側から
の見守
りしか
出来て
いな
かっ
た。

ジャングル
ジムの中に
も入り、子
どもを支え
られるよう
にする。

5973

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

8.家庭的
保育事業

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

2 1 0 0歳
1.男
児

令和3年3月
29日　保護
者より、病
院に問い合
わせた結
果、死因が
判明した
旨、区へ連
絡あり。

睡眠中
(うつぶ
せ寝以
外)

2.死
亡

6.その
他

乳幼児突
然死症候
群

死亡
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1～2)回/
年

2.基
準配
置

・今年度
は新型コ
ロナウイ
ルス感染
拡大防止
の観点か
ら、多く
の研修を
中止して
いる。書
面での研
修を実施
した。

・緊急時
の「通報
訓練」、
「対応訓
練」の実
施など、
研修内容
の充実、
見直し。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

・ベビー
センサー
等の配置
はなし。
・布団
は、区が
購入した
敷布団を
使用。
　（がわ
地綿
100％、
詰め物ポ
リエステ
ル
100％）
・午睡
チェック
は5分毎
に実施
し、保育
ママ連絡
手帳に記
載。
・午睡中
は、受託
児の顔が
見える保
育室の明
るさは十
分にあっ
た。

・早期発
見の補助
として、
ベビーセ
ンサー等
の導入の
検討。
・敷布団
の素材に
ついて検
討。
・巡回
で、午睡
の時の保
育室の部
屋の明る
さ等、環
境の確
認。

5.睡眠
(午睡)
中

・複数(2
名）の受
託児を保
育。
・午睡時
の環境設
定、見守
りの状
況、午睡
チェック
の方法。

・研修に
て、複数
受託して
いる時の
保育のポ
イント
(授乳
時、食事
時、おむ
つ交換時
等）の確
認。
・研修に
て、午睡
時の環境
設定、見
守り等を
確認。
・マニュ
アルや午
睡チェッ
ク(保育
ママ連絡
手帳）の
記載方法
など検
討。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食のお
弁当を残
した。
15：00に
用意した
おやつ
(保護者
持参品）
も、手で
払いの
け、いら
ない様子
を見せ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

眠たそう
にしてい
たので、
布団に仰
向けに寝
かす。寝
付けずに
フンフン
とぐず
り、布団
の上をご
ろごろし
ていた。
保育ママ
は傍で、
もう一人
の受託児
の帰宅の
ための荷
物準備を
しなが
ら、5分
おきに午
睡チェッ
クを行
う。（最
終チェッ
ク15：
50）
午睡
チェック
のタイミ
ングで、

保育ママ
のご主人
が、在宅
してお
り、異変
に気付い
た後、保
育ママが
ご主人を
呼び、心
肺蘇生を
した。

・過去
の巡回
にて、
保育内
容、施
設・安
全対
策、保
護者対
応、保
育ママ
の健康
状態
等、指
摘事項
なし。

・午睡時間
における巡
回の実施。
　（保育室
の状況、保
育ママの確
認方法、受
託児の様子
等の確認）
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5974

令和
3年
11月
1日

1.認可

10.事業
所内保育
事業（認
可）

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 0 11 10 0 0 0 0 10 9 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

本児を近
くで見
守ってい
た職員は
保育士歴
10年だが
入社して
4ヵ月
だったた
め、社内
事故防止
研修は未
実施だっ
た。今後
は入社時
に危険個
所の共有
に加え事
故防止研
修も実施
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

遊具に破
損や劣化
等はな
かった。
使い方に
ついても
落ち着い
て座って
いたため
保育者は
適切な範
囲で遊具
を使用し
ていたと
考える
が、子ど
もの発達
状況や動
きなどを
想定し、
万が一に
備えて、
今後は
クッショ
ンマット
を使用す
る際は床
面にマッ
トを敷く
こととす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の脇
に、マッ
トを敷い
ていな
かった。

遊具を準
備する際
にはマッ
トから準
備を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から普
段通りの
様子で
あった。
また、母
からの申
し送りや
連絡ノー
ト等もい
つも通り
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

マットの
近くで本
児と他児
含め見て
いたが、
本児がバ
ランスを
崩し転倒
する瞬間
に手を差
し伸べた
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

マット付
近に職員
がいるこ
とを確認
し、他児
を見てお
り本児は
見ていな
かった。

職員の配置
場所につい
て、対象児
を複数人で
見ることが
できるよう
見直す。

5975

令和
3年
11月
1日

1.認可

10.事業
所内保育
事業（認
可）

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

7 2 5 2 2 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

3.火傷
5.下肢
(足・足
指)

熱傷
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

事故予防
に関して
具体的な
事例をあ
げながら
の研修機
会を増や
す。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

月1回の
点検だけ
にとどま
らず、使
用する前
に用具・
玩具の点
検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

グル―ガ
ン使用時
の危険性
について
十分な想
定をし、
グル―ガ
ン以外の
接着方法
について
も検討

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもと
は違う製
作の方法
に、子ど
もたちの
気持ちが
高ぶって
おり、ざ
わついて
いた。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

出席して
いた園児
を2班に
分けて順
番にグル
―ガンで
液をつけ
渡してい
たが、一
人ひとり
に渡す
際、安全
面に十分
な配慮が
足りな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
で散歩に
出たり、
室内遊び
をする。

ケガの危険
がある道具
を使用する
際、起こり
得る危険を
十分に検討
し、クラス
はもちろん
他の職員の
意見も求め
参考にしな
がら保育内
容を計画し
ていく。

5976

令和
3年
11月
1日

1.認可

10.事業
所内保育
事業（認
可）

1 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 8 10 1 0 0 0 0 7 5 1歳
1.男
児

睡眠中
(うつぶ
せ寝以
外)

1.負
傷

3.火傷
顔面(口
腔内含
む)

顔面・頸
部・胸
部・上肢
深達性Ⅱ
度熱傷

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

職員一人
一人の危
機管理の
意識が低
かった。
保育園で
のヒヤリ
ハット
（気づ
き）を職
員間での
話し合い
がされて
いなかっ
た。

保育園で
のヒヤリ
ハット
（気づ
き）を職
員間で
もっと出
しあえる
環境作
り、また
一人ひと
りが気付
きを増や
し危機管
理の意識
を高め保
育に努め
ていく。
事故防止
員会を立
ち上げ毎
月１回、
ヒヤリ
ハットの
事例をも
とに職員
会議で職
員の共通
理解を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

ミニキッ
チンと保
育室の仕
切りが足
を上げて
またぐ形
式の柵
だった
為。当
日、換気
の際、窓
枠が外れ
テーブル
の立てか
けてある
位置が通
常とずれ
ていた。

仕切りの
柵を出入
りしやす
い柵に変
更。ま
た、テー
ブルの立
てかけて
いる場所
が保育室
内という
点の変
更。

5.睡眠
(午睡)
中

事故発生
４日前よ
り、新型
コロナ感
染拡大防
止・乳幼
児突然死
症候群の
為、園児
一人ひと
りにス
タッキン
グベット
を使用
し、保育
室内に間
隔を取り
ベットを
敷いた
為、保育
者達の導
線が通常
より狭く
なってい
た。

保育室の
環境整備
（保育者
の導線の
確保）が
整うまで
は、ス
タッキン
グベット
の使用を
一時休止
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

１２：０
０にベッ
トに入
り、１
２：１０
頃、本児
が入眠。
１２:３
０頃に他
の園児が
全員、午
睡に入
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児が午
睡に入
り、職員
の休憩を
とる。ミ
ニキッチ
ンにて職
員の休憩
用の飲み
物を職員
がいる舞
台（パソ
コン室・
職員道具
置き場）
に運ぼう
とする。
その際、
ミニキッ
チン入口
の柵（ま
たぐ形
式）で足
（スリッ
パ）が立
てかけて
あるテー
ブルに
引っ掛か
り、テー
ブルが倒
れそうに
なったの

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
が、飲み
物をこぼ
した際に
叫んだ声
で、同室
の担任と
隣にいた
クラスの
職員が気
付き、園
児の意識
の確認
後、着衣
のまま流
水を行な
う。主任
の自家用
車で医療
機関へ向
かう時は
サラン
ラップを
巻き　保
冷剤にて
冷やす。

ミニ
キッチ
ンにて
園児の
調乳を
行なっ
てい
る。職
員用の
キッチ
ンでは
ないの
で、職
員の休
憩用の
飲み物
を淹れ
た。

職員休憩用
のお湯をミ
ニキッチン
にて入れな
い。

5977

令和
3年
11月
1日

1.認可

10.事業
所内保育
事業（認
可）

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 1 8 4 1 4 3 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
３回/年

2.基
準配
置

保育中の
保育士の
配置

職員の保
育中の配
置の確認
事故防止
マニュア
ル確認・
研修の充
実

1.定期的
に実施

実施頻度(
365　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
365　)回/
年

室内の中
心部に柱
があり、
広い保育
室の左右
の移動時
勢いよく
走行し、
柱周りを
カーブ状
に走行
中、小走
りになり
足がもつ
れた。

室内での
移動時の
仕方・事
故付近の
柱回りに
パーテ
ションの
設置でお
部屋の二
分割にし
て、室内
は走らな
いような
保育環境
を作る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

身体を動
かしてお
歌や手遊
びを楽し
んでいた
後の出来
事で落ち
着きがな
く興奮状
態だっ
た。

お帰り会
後の活動
の見直し
を始め、
保育室で
の走行の
危険さを
子どもと
ともに職
員に周
知、日々
の保育の
見直し・
安全面を
考えた保
育活動

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

異年齢保
育中（１
歳児２歳
児）で動
きが活発
になって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

移動の
際、先頭
を歩き歩
行の誘導
をしてい
た。（背
後に子ど
もいる状
態）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お帰りの
会の進行
役や２歳
児の保育
をしてい
た。

普段も
動きが
活発な
女の子
で、
走って
しまう
可能性
があ
る。

異年齢児保
育時間帯の
保育内容の
見直し。安
全面の意識
を職員が持
ち、ゆった
りとした保
育を行うよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5978

令和
3年
11月
1日

1.認可

10.事業
所内保育
事業（認
可）

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

9 3 3 1歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

・当時、
１歳児9
名がプレ
イルーム
にでて保
育士3名
を配置し
ていた
が、夕方
の降園時
間と重な
り、保護
者対応を
行なうこ
とがある
ため、自
由遊びと
見守りの
保育士配
置が不十
分になる
時間帯が
あった。
・ブロッ
クマット
の使用
ルールが
定められ
ていな
かった。

・夕方は
一斉にで
ることを
せずに、
グループ
に分かれ
て十分な
保育士を
確保した
上でプレ
イルーム
を使用す
る。
・ブロッ
クマット
の使用
ルールを
まとめ、
全職員へ
の周知徹
底を行
う。(遊
具の保管
場所へ常
に掲示)
・危機管
理マニュ
アルの保
育士への
周知、徹
底を行な
う。（園
内研修を
追加）

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12  )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

・開園時
（13年
前）から
常設して
あったた
め、ブ
ロック
マット滑
り台は低
年齢児で
も使用可
能と判断
してい
た。今
回、遊具
メーカー
へ確認し
たとこ
ろ、年中
児以下の
低年齢児
について
は保育士
が十分に
ついてい
る状況が
作れるの
ならば安
全に使用
可能とい
う見解
だった。
・ブロッ
クマット

・当該遊
具をプレ
イルーム
に常設は
せず、低
年齢児に
ついては
設定保育
として使
用する。
保育士は
登ってか
ら滑るま
で責任を
持って見
る。３歳
以上児は
設定保育
と自由遊
びの時に
使用し、
必要に応
じた保育
士を設置
する。
・低年齢
児がブ
ロック
マット滑
り台使用
する時
は、階段
等の位置
を変化さ

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・降園時
間と重な
り保護者
対応か
ら、保育
士が配置
から離れ
る時間帯
があっ
た。
・ブロッ
クマット
滑り台の
階段部分
の使い方
がいつも
と違って
いたので
興味を持
つ子が多
く、集中
してい
た。
・プレイ
ルームが
広く、保
育士の目
が行き届
かないこ
とがあ
る。

・事前に
環境設定
をして、
使い方を
知らせて
から活動
を開始す
る。ブ
ロック
マット使
用時は、
ねらいを
設定し、
保育士は
その適用
条件下で
登ってか
ら滑るま
で責任を
持って見
る。
・プレイ
ルームが
広いた
め、低年
齢児が安
全に遊べ
るスペー
スを仕切
り、保育
士の目が
行き届く
範囲と、
使用する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
・本児は
活発で、
いつもの
ブロック
マットの
使い方で
はなく、
変化が
あったの
で興味を
持って行
なってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・保育士
①　ブ
ロック
マットの
近くで対
象児の一
番近くに
いたが、
階段を上
がる子ど
もを見て
いたた
め、対象
児の動き
と落下す
る瞬間を
見ていな
かった。
泣き声で
気がつい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・保育士
②　ブ
ロック
マットか
ら少し離
れた所
で、その
周囲で遊
んでいた
子どもた
ちを見て
いた。対
象児が落
下してす
ぐに気が
ついて駆
けつけ
た。
・保育士
③　少し
離れた所
におり、
別の遊び
をしてい
る子ども
を見てい
た。

・安全
に遊ぶ
ことが
できる
位置設
定をす
ること
ができ
ていな
かっ
た。
・ブ
ロック
マット
滑り台
の高さ
60セン
チの場
所から
の落下
予測が
できて
いな
かっ
た。
・保育
士のこ
れまで
の保育
経験が
少な
く、子
どもた
ちの遊

・事前に環
境設定を
し、職員の
立つ位置を
考え、職員
間で周知し
連携をと
る。
・経験年数
の少ない職
員には危機
管理意識が
高まるよう
に研修参加
やヒヤリ
ハットを用
いた検証か
ら学ぶ。
・経験年数
関係なく、
全職員でこ
まやかな声
かけを全て
において実
施する。

5979

令和
3年
11月
1日

1.認可

10.事業
所内保育
事業（認
可）

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 5 7 2 4 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故がお
きてから
分析する
のではな
く、安全
な環境設
定を日頃
から検討
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

保育室に
段差など
はなかっ
たが、
ハード面
での安全
対策は日
頃から
行ってい
く。

7.その
他

保育士の
立ち位置
の確認。
子ども達
の状態把
握をしっ
かりと行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブロック
遊びをし
ている
時、ヒー
ローにな
りきって
決めの
ポーズを
する時に
誤って転
倒する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
側で子ど
も達の把
握を行っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の子ど
も達の把
握にあ
たってい
た。

保育者の立
ち位置を再
度確認す
る。小保育
室では静の
遊びを行っ
ているが、
遊び方の工
夫、見守り
を徹底す
る。

5980

令和
3年
11月
1日

1.認可
11.一時
預かり事
業

9
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 2 1 2 3 3 3歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

2.基
準配
置

昼寝の準
備中に走
りまわら
ないよう
徹底でき
ていな
かった。

昼寝の準
備中に走
りまわら
ないよう
常に声を
かける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

なし なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

食後、休
憩ができ
るような
環境づく
りができ
ていな
かった。
（絵本を
見るなど
の静かに
過ごせる
遊びの提
供）

片付けや
次の活動
の準備を
する者と
子どもと
関わる者
など担当
に分かれ
て保育を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
二人で
走ってい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

走らない
ように声
かけをす
るが、制
止しな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子の
昼食介助
をしてい
た。

2人の児
が走っ
ている
状況を
見てい
たが、
その後
起こる
かもし
れない
状況を
予測で
きな

危険予知し
危険回避で
きるように
する。
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令和
3年
11月
1日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

3 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

1 1 0
4.３
か月

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

大腿骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

職員配置
数は充分
であった
が、当該
職員は保
育士でな
く、子育
て支援員
であり、
ホワイエ
の空間に
当該園児
と２人き
りとなっ
ていた。
乳児に対
し、自分
の頭より
高く、た
かいたか
いをして
しまって
いた。園
内の危険
個所の確
認は頻繁
に行って
いたが、
経験の浅
い子育て
支援員に
対して、
乳児保育
について

保育士以
外は1:1
の空間に
ならない
ようにす
る。（現
在は保育
士のみで
対応）
各種マ
ニュアル
を再整
備、研修
での読み
合わせ等
を実施。
毎日ブ
リーフィ
ングを実
施し、園
児の状況
等を共
有。今回
の事故に
振り返り
や他園事
故例の研
修を定期
的に実施
すること
とした。

2.不定期
に実施

6回／年
1.定期的
に実施

毎日の掃
除の際に
確認

1.定期的
に実施

毎日のお
もちゃ拭
きの際に
確認

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

1対1では
あった
が、保育
士ではな
い職員
だった。
(子育て
支援員）
当該職員
は、何と
か泣き止
ませよう
と焦って
いた。

子どもが
泣き止ま
ない場合
は、経験
の浅い保
育者に対
しての
フォロー
をより丁
寧に行っ
ていく。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

午前中は
普段より
よく寝て
いた。昼
の授乳の
後から普
段よりも
多少機嫌
が悪いよ
うに感じ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

園内のエ
ントラン
ス（どこ
の部屋か
らも通じ
ている）
にて愚図
る対象児
をだっこ
してあや
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
午睡につ
いてい
た。
又、休憩
に入って
いる職員
もいた。

・自分
が関わ
る時だ
け子ど
もが泣
くな
ど、他
の保育
士に比
べ劣等
感を抱
いてい
た様
子。他
の職員
に頼る
ことが
できな
かっ
た。
・当該
職員が
事故の
報告を
怠り、
園長の
確認に
も虚偽
の報告
を行っ
たた
め、状
況の把
握、対

・子育て支
援員は1:1の
空間になら
ないように
する。保育
士を2名増
員。日々、
ブリーフィ
ングを実施
し、保育従
事者として
の自覚と責
任を持ち、
お子様の安
全第一の対
応が取れる
ようにす
る。
・不自然な
音や懸念が
のある報告
があった場
合は、防犯
カメラをす
ぐ確認し、
状況の把握
を行うとと
もに、不用
意な動きの
けん制とす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5982

令和
3年
11月
1日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

26 6 12 8 8 7
9.８
か月

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

軟口蓋裂
傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

事故発生
時も玩具
の選別や
破棄を
行ってい
る最中で
あった。
しかし、
すべての
玩具を取
り上げて
しまうこ
とで、遊
ぶものが
少なく
なってし
まうこと
を憂慮
し、本児
が遊んで
いた玩具
に関して
は見守り
の中で安
全に使う
よう意識
していた
が一瞬の
気のゆる
みが事故
につな
がった。

・玩具の
選別
・各クラ
ス、年
齢、発達
に応じた
玩具の提
供の徹底

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

1回/週

1,2歳児
に適した
形状の玩
具も混在
させてし
まってい
た。それ
を0歳児
が遊ぶ玩
具として
共有して
いたこと
が事故の
要因とし
て挙げら
れる。さ
らに0歳
児のなか
でも特に
月齢の低
い子ども
には注意
が必要で
ある。

・危険な
玩具（棒
状、先端
の尖った
もの）を
すべて破
棄する。
・合同保
育の際
に、使用
するス
タッフが
視覚的に
分かるよ
うにし、
全員で共
有する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境的な
問題で言
えば、0
歳児クラ
スとはい
え本児と
他児では
月齢の差
がかなり
あるの
で、同じ
環境内で
遊ぶにし
てもより
一層の注
意が必要
であっ
た。

環境構成
に問題が
なかった
として
も、さま
ざまな要
因が重な
ることで
事故が起
きること
を再認識
し、より
一層の環
境構成の
安全化に
務める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

うつ伏せ
やずり這
い、まだ
座位も安
定してい
ないぐら
いの発達
段階。し
かし動き
は活発で
行動的。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児の発
達状況も
考慮した
うえで、
保育士の
膝元に本
児を位置
していた
が、子ど
もの見守
りを行い
ながら看
護師と玩
具につい
ての討議
などして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の見守り
を行いな
がら、保
育士と玩
具につい
て討議な
どしてい
た。

クラス
全体の
行動を
把握す
るうえ
で、お
互いの
位置や
向きな
どは日
頃から
意識し
ていた
が、子
どもを
膝元に
抱えて
いた状
態での
関わり
方など
を改め
て意識
し直す
必要が
ある。

見守りと討
議の場は分
けるべきで
あった。ど
うしてもそ
の一瞬の気
の緩みが今
回の事故に
繋がった要
因は大き
い。その為
にもチェッ
クリストを
作成し、定
期的に危険
な箇所や行
動を検討す
る場を月例
の会議とし
て設ける。
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令和
3年
11月
1日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

7 3 3 1 7 6
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘打撲
傷・右上
腕骨顆上
骨折の疑
い

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

研修を受
講してい
る。それ
を持ち帰
り毎日5分
のミー
ティング
でヒヤリ
ハット、
午睡徹底
に関する
ことを保
育士と話
す。

1.基
準以
上配
置

帰り際、
帰る作業
に気を取
られ園児
対応がお
ろそかに
なってい
たと感じ
る。1歳
児となか
なか集ま
らない2
歳、危な
いと予想
した3歳
児の方に
気を取ら
れ、素直
に集まっ
ていた子
どもの行
動に注意
を欠い
た。危な
いことを
危ないと
認識でき
ない保育
士の力
量。

1対1で見
ることが
できると
きは遊ば
せる前に
担当者を
はっきり
させる。
最後まで
その子に
責任を
もって保
育する。
道具を用
意する整
理する片
付ける、
そのよう
なことは
子供の保
育にとっ
ては優先
順位が低
いことを
学んでも
らう。と
にかく子
どもから
目を離さ
ない。

1.定期的
に実施

遊ばせる
とき都度

1.定期的
に実施

遊ばせる
とき都度

1.定期的
に実施

遊ばせる
とき都度

子どもに
とって危
なくない
と感じて
しまうベ
ンチの高
さ

事故が起
こらない
という考
えは捨て
る。リス
クマネジ
メントが
できるか
常に自分
に問う。
人任せの
保育をし
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

リスクマ
ネジメン
トが欠如
している
と感じ
る。保育
の質が低
い。外あ
そびは無
計画のま
まだらだ
ら過ごし
ているの
ではない
か。

今回徹底
的に話し
合ったと
ころ、○
○すると
危ないか
らどうす
れば良い
かわから
ない、と
いう意見
が良く出
たが、基
本的に、
この場所
この時間
ならこの
遊びをさ
せられる
という計
画がしっ
かりでき
ていない
と感じ
る。行き
当たり
ばったり
で遊ばせ
ているこ
とに気づ
き、外遊
びもしっ
かりした
保育教育

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

2歳児3名
3歳児1名
での混合
保育。保
育士の指
示通り素
直に集合
できた。
その素直
に集合で
きている
時間が長
く感じそ
ばのベン
チに上
がってし
まう。途
中保育士
が気づき
降りるよ
う促す
も、その
うえで足
ふみを始
めたため
片足を踏
み外し
た。保育
士は静止
を聞かな
かったた
め下ろそ
うとした
が、その

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当保育
士がいな
い、3歳
児1人、2
歳児3人
を3人の
保育士で
見守りな
がら遊ん
でいた。
1歳児3人
を先に帰
園させる
ため、避
難車を木
の近くに
設置、予
定では1
歳が帰園
後2歳児
と3歳児
は3人の
保育士で
さらに遊
ぶことを
考えてい
たが蜘蛛
の発見に
より、1
歳児より
後で出発
はする
が、そん
なに時間

・2歳児
以上は
担当制
でな
かった
ため、
誰かが
誰かを
見てい
るだろ
うと感
じた。
子供目
線の保
育を考
えられ
ない。
保育士
が決め
た、保
育士中
心で子
供を動
かそう
とする
ため、
子ども
は自分
たちの
言うこ
とを聞
くだろ
うとの
考えが

・リスクマ
ネジメント
の重要性を
徹底的に話
し合う。管
理者はリス
クマネジメ
ントができ
る保育士に
育てる必要
があること
を痛感して
いるため、
事故防止研
修へ積極的
に参加する
よう促す。
・事故が起
こらないと
いう考えは
捨てる。リ
スクマネジ
メントがで
きるか常に
自分に問
う。人任せ
の保育をし
ない。保育
士としてス
キルを磨く
ことが如何
に重要か研
修などを通
じ学んでい
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令和
3年
11月
1日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6 5 4
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左ふくら
はぎから
足首の間
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

12回/年

全職員対
象・外部
研修に出
席した職
員などが
講師とな
り、毎月
行ってい
る。
内容：
水・食事
中・睡眠
中・ヒヤ
リハット
分析など

遊具・玩
具につい
てのヒヤ
リハット
は、これ
まで誤飲
や破損に
ついての
ものが多
い。

壊れた
り、誤飲
の恐れの
ない物で
も、使用
方法や子
どもの特
徴につい
て職員間
で共有す
る。

1回/週

場所毎
（靴脱ぎ
場・廊下
テラス・
階段・ト
イレ・調
理室・門
塀・園
庭・保育
室・手足
洗い場）
に点検内
容を分け
て項目ご
とに週一
回点検し
ている。

1回/日

遊具のグ
ラつき・
ささくれ
などの項
目に分け
て、毎日
点検して
いる。

1回/日

清潔に保
たれてい
るか、壊
れたり
尖ったり
したもの
がないか
などの項
目に分け
て毎日点
検してい
る。

軽くて柔
らかい
ボール
だったの
で、以上
児には不
向きだっ
たのでは
ないか。

柔らかい
ボールは
未満児用
に使用す
る。

午前の活
動中、全
クラスで
の集団遊
び中。
クラスご
と時間を
分けて活
動を行う
ことが多
かった
が、この
日は、全
クラス外
で遊んで
いた。

クラスご
と時間を
分けて行
うように
した。

ボールを
蹴って遊
んでい
た。上手
に蹴るこ
とができ
ていたの
で、保育
者に見て
もらいた
く繰り返
し蹴って
いた。

３歳児担
当職員
は、それ
ぞれを見
ながら保
育を行っ
ていた
が、他の
園児に声
を掛けら
れ、一瞬
目を離し
た際に対
象児が
ボールを
蹴りそこ
ない転ん
でいた。

担当の配
置と全体
を見る職
員の配置
も出来て
いた。事
故当時そ
のうち１
名は別の
園児をト
イレに連
れて行っ
ていた。

・新入
園児７
名迎え
たばか
りの時
期なの
で、少
なから
ず職員
の目が
慣れな
い子ど
もを中
心に向
いてい
たので
はない
か。
・全ク
ラス合
同での
外遊び
だった
め、大
きい子
向けの
遊具は
出さず
安全と
思われ

・園生活に
慣れてる子
どもに対し
ても、何気
ない遊びの
中にも大け
がをするリ
スクがある
ことを、職
員一同重く
受け止めて
いく。
・安全に遊
ぶルールを
子どもにも
繰り返し伝
え、どんな
状況でも怪
我のリスク
があること
を職員も重
く受けとめ
ていく。
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令和
3年
11月
1日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

6 2 2
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第5中
足骨骨
折、右第
3中足骨
不全骨
折、第4
中足骨不
全骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3回/年

1.基
準以
上配
置

広い範囲
を保育者
（2歳児
担当）2
名で保育
する

保育者が
子どもを
安全に確
実に見守
られる場
所、活動
範囲にす
る（事前
に保育者
同士も確
認する）

1.定期的
に実施

12回/年
2.不定期
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時

子どもの
行動範囲
の予測不
能、運
動、体力
面に伴わ
ない遊具
の選択

事前に子
どもの年
齢、体力
面に適し
た遊びで
あるか確
認をする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広い範囲
を保育者
（2歳児
担当）2
名で保育
する。保
育者同士
の場所が
離れる

子どもの
年齢に応
じ遊びの
範囲を限
定し、保
育者が十
分に見守
られる場
所、活動
にする

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

始めは滑
ろうとし
ていな
かった
が、下か
ら友達に
呼ばれて
滑り出す

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くの女
児を援助
中、本児
が滑り出
したため
後を追う
が間に合
わなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児が別
の場所に
行ったた
め、そち
らについ
ていた

・保育
者が女
児の援
助の
中、本
児の行
動を予
想でき
なかっ
た
・保育
者自
身、本
児は滑
らない

・保育者が
よく目を配
れるよう
に、安全な
場所、範囲
を決めたう
えで遊ぶ
・常に子ど
も達の行動
から危険を
細かく予測
し、子ども
の安全が完
全に確保で
きない場所

5986

令和
3年
11月
1日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

21 4 4
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1回/年
2.基
準配
置

1.定期的
に実施

毎日、安
全チェッ
ク表を用
いて、項
目ごとに
確認を
行ってい
る。

1.定期的
に実施

毎日、安
全チェッ
ク表を用
いて、項
目ごとに
確認を
行ってい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士間
の声がけ
などの連
携が足り
なかっ
た。

危険を感
じた職
員、気づ
いた職員
が注意喚
起を促す
ことで、
その場に
いた全員
が意識で
きるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児の真
似をし、
ベンチに
興味を
持った様
子。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児を含
め、4名
の園児を
見てい
た。本児
が落下す
る瞬間に
駆け寄
り、手を
伸ばすも
のの間に
合わな

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞ
れ、自分
の近くの
園児を見
ていたた
め、対象
児まで見
れていな
かった。

そばに
職員も
おり、
本児も
ゆっく
りハイ
ハイし
ていた
ため、
「大丈
夫だろ
う」と

危険予測、
危機管理意
識を高め、
万が一を想
定した対応
が必要で
あった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5987

令和
3年
11月
1日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

8 4 4 2 2
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

職員配置
は基準配
置となっ
ている
が、保育
の際、職
員が全体
の子ども
の動きを
見ること
ができて
いたいの
か。

園児から
目を離さ
ないよう
に職員間
の連携、
声の掛け
合いをを
行う。事
故後の検
証内容を
園内で共
有する。
マニュア
ルの再確
認をし、
職員が把
握する。

1.定期的
に実施

毎日夕
方、職員
が園内の
安全点検
を行い、
保育室、
廊下、園
庭等異常
がないか
確認して
いる。
建物構
造、防火
施設、避
難施設、
火気使用
設備器
具、電気
設備、危
険物等の
確認は年

3.未実施
1.定期的
に実施

毎日の保
育終了後
に玩具の
消毒を
行ってい
る。その
際に玩具
の点検も
行ってい
る。

身近にあ
る物（机
とマッ
ト）で用
意した遊
具だった
ので、高
さや角度
の調整等
が難し
かった。

机とマッ
トを組み
合わせて
用意した
遊具が子
どもの発
達にあっ
たもの
だったの
か。子ど
もたちの
姿、発達
と合わせ
て考え、
修正をし
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室内
に準備し
た遊具の
数（環
境）と職
員の人
数、体制
が合って
いたのか

年齢の異
なる子ど
もたちが
一緒に過
ごす中
で、発達
にあって
おり、子
どもが十
分楽しめ
る活動、
内容を考
えてい
く。その
中で支
援、援助
も各自に
あわせて
対応して
いく必要
がある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

歩行は安
定してお
り、走る
こともで
きる。遊
具を使っ
て身体を
動かし遊
ぶことも
好きで喜
んで遊
び、活発
に動いて
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

もう一つ
の遊具の
側で他の
子どもと
関わって
おり、転
倒があっ
たその遊
具から少
し離れて
しまって
いた。遊
具の側に
はいたの
で、転倒
を防ごう
としたが
間に合わ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

0歳児を
抱っこし
ながら側
で遊んで
いる様子
を見てい
た。抱っ
こをして
いたた
め、転倒
の際にす
ぐ手を伸
ばすこと
ができな
かった。

・2人い
る職員
がほぼ
同時に
その遊
具から
離れて
しまっ
た。
・子ど
もの動
きを予
測して
対応で
きてい
たか。

・職員間の
連携、コ
ミュニケー
ション、お
互いの動き
の確認
・子どもの
発達、遊び
の様子を見
て、安全性
も考えなが
ら環境構成
を考えてい
く。

5988

令和
3年
11月
1日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

27 4 4 6 4 5 4 5 4
15.３
歳

1.男
児

急性弛緩性
麻痺症候群
（右上
肢）。左下
肢も弱さあ
り。身体障
害者手帳；
上肢3級、
下肢2級、
総合で1級

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2回/年

1.基
準以
上配
置

研修の定
期実施。
ヒヤリ
ハット記
録のさら
なる活
用。特に
ハンディ
がある
子、小さ
い子の動
きについ
ての確
認、共通
認識。

3.未実施
2.不定期
に実施

2回/年

毎日の活
動の中で
目視はし
ている。

2.不定期
に実施

2回/年

毎日、使
用時、片
付け時に
は確認し
ている。
週末な
ど、全体
的に片付
ける時に
も確認
し、壊れ
ているも
のは修

3ヶ月～
半年ごと
に日を決
め、点検
をする。
職員全体
でも危険
個所の把
握をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員がま
とめて見
られない
場合は、
子どもの
遊ぶ範囲
を決め
て、活動
するよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

最近は行
動範囲も
広がり、
いろいろ
な所に
登った
り、下り
たりする
ように
なってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
気にして
近くには
いたが、
落下する
時には間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
で、他の
子たちの
保育、対
応をして
いた。

支援の
いる子
なの
で、近
くにい
て行動
に気を
つけな
ければ
ならな
かっ
た。

支援の必要
な子ではあ
るので、そ
の担当者が
つくように
する。職員
全体で、そ
の子の状態
や動きを確
認する。

5989

令和
3年
11月
1日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

14 2 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折
左手関節
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1回/年
2.基
準配
置

・複数の
保育者が
保育室内
にいたた
め、転倒
したこと
はすぐに
気付い
た。転倒
直後には
左手首の
違和感を
保育者に
訴えてい
たもの
の、その
後の活動
には他児
と変わら
ない様子
で一緒に
参加して
いたた
め、骨折
を疑うこ
となく対
応をして
しまっ
た。

・本児が
継続して
違和感や
痛みを訴
えてこな
くとも、
骨折など
の大きな
怪我かも
しれない
というこ
とを頭に
入れて対
応をする
よう職員
間で意識
する。

1.定期的
に実施

毎日
固定遊具
の設置な
し

1.定期的
に実施

毎日

・床の滑
り具合や
子供の服
装等に問
題は見ら
れなかっ
た

・より念
入りに環
境整備を
行なう。
湿度や室
温等につ
いても
しっかり
と管理す
る。
・活動に
参加する
際の服装
について
も今一度
職員・保
護者に周
知する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・体操は
本児も好
きな活動
の一つで
あり、毎
回意欲的
に参加し
ていた。
当日もい
つも通り
参加。

・安全に
ついてヒ
ヤリハッ
トを共有
し、共通
理解をす
る。
・空間
的・時間
的にも余
裕をもっ
て活動を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・準備体
操の間隔
をあける
際(横異
動) に足
を絡ませ
て転倒す
る

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・全体を
見てお
り、本児
が転倒す
る瞬間を
見ていた
が転倒を
防ぐこと
はできな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・全体を
見ていた
が、本児
が転倒す
る瞬間は
見ていな
い。

器具を
使用す
る時や
他児と
の関わ
りの中
だけで
事故が
起こる
わけで
はな
く、園
児単体
で事故
に繋が
る可能
性があ
る事
（足を
滑ら
す・足
に引っ
掛かる
等)も予
測して
見守ら
なけれ
ばなら
ない。

・全職員が
事故につい
て考える場
を持つ。”
だろう”で
はなく、”
かもしれな
い”を考え
て行動す
る。

5990

令和
3年
11月
1日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

11 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 3 4 3 3 1 2 4 2
18.６
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘下の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4回/年
2.基
準配
置

問題なし
ソフト面
に問題な
し

1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

園内に遊
具なし、
公園での
点検は毎
回行う。

1.定期的
に実施

12回/年 問題なし
施設面に
問題なし

5.睡眠
(午睡)
中

別室で遊
んでいた
が、起き
てくる友
達が気に
なり保育
従事者の
注意を聞
かず、午
睡部屋に
入ってし
まった。
午睡時に
起きてい
る子供に
対応でき
るような
保育室、
保育士の
配置。

配慮が必
要な園児
であるた
め、午睡
部屋では
なく、別
室で集中
して取り
組めるよ
うな環境
を作り、
落ち着い
て過ごせ
るように
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

別室で遊
んでいた
が、午睡
部屋が気
になり移
動した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

寝ている
子を起こ
しなが
ら、布団
を片付け
ていた。
対象児に
対して、
走り回ら
ないよう
に注意を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

隣の部屋
でおやつ
の準備を
したあ
と、午睡
部屋に移
動してい
る最中
だった。

・保育
者は、
対象児
が走り
回る行
動を止
める言
葉がけ
を行っ
てい
た。し
かし、
園児の
テン
ション
も上
がって
いたの
で、言
葉かけ
だけで
はな
く、園
児が興
味を示
して取
り組め
るよう
な環境
を設定
する必
要が
あっ
た。

・午睡の時
間は、起き
ている園児
が興味を持
ち集中して
取り組める
ような環境
を設定し、
午睡時間を
落ち着いて
過ごせるよ
うにした。
・カリキュ
ラムの中
に、静かに
集中して取
り組める遊
びや、体を
使って動き
回る遊びな
ど、さまざ
まなプログ
ラムを取り
入れるよう
にした。そ
うすること
で、体を十
分に使用し
たり、集中
すべき時は
集中して取
り組んだり
できるよう
になってい

5991

令和
3年
11月
1日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

7 4 2 1 2 1
15.３
歳

1.男
児

身長97.7
㎝、体重
14.7㎏、両
親が韓国人
で家庭では
韓国語使っ
ているた
め、日本語
でのコミュ
ニケーショ
ンが十分に
できるわけ
ではありま
せん。身体
面の発達状
況に気にな
る点はあり
ません。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3回/年
2.基
準配
置

特にルー
ルを決め
ずに遊具
で遊んで
いた。

・公園で
最初に子
どもたち
に危険個
所を伝え
る
・公園遊
具の危険
箇所に気
付いたら
スタッフ
同士で共
有する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

すべり台
を逆さか
ら登って
いた（繰
り返しし
ていた）

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児のブ
ランコを
押してい
た。目視
はできる
が、手は
届かない
距離にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ドキュメ
ンテー
ション
（記録
用）の写
真を撮っ
ていた。

何度か
繰り返
して、
声もか
けてい
たが、
大丈夫
だろう
という
保育者
の思い
込み。

大丈夫だと
思いこまず
に、注意を
促した上で
子どもが繰
り返すよう
なら、手の
届く距離で
見守った
り、夢中な
場合は一度
遊びを止め
て話をす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5992

令和
3年
11月
1日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2.1歳児
クラス

8 1 4 3 3 3
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.意識不
明

諸検査を
したが、
特に異常
は認めら
れず、症
状の原因
は不明。

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

1回/年
1.定期的
に実施

毎日の消
毒の際、
点検して
いる

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

散歩中の
事故であ
るが、保
育園を出
かける前
までは、
特に変
わった様
子はな
かった。
散歩前の
お茶/お
やつの喫
食も完食
してい
た。担当
保育士に
よると、
出かけた
数分後に
元気がな
い様子に
気づい

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

散歩車に
乗車中の
対象児童
の様子を
見なが
ら、散歩
車を押し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児童
以外の子
どもの手
を引き、
前方を散
歩してい
た。

5993

令和
3年
11月
1日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

12 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

24 7 7
9.８
か月

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足大腿
骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3回/年

1.基
準以
上配
置

園児を
抱っこし
て移動す
るときの
注意点な
どマニュ
アルが無
かった

園児を抱
きかかえ
て移動す
るときの
注意点を
マニュア
ルに追記
し、研修
を行う

1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年

サークル
出入り口
に16セン
チの段差
がある物
だった

事故時の
サークル
出入り口
を撤去
し、新た
に出入り
口に段差
の無い
サークル
を使用す
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

歩けない
ため、職
員に抱っ
こされて
部屋にも
どるとこ
ろだった

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児を
抱っこ
し、サー
クルから
出ようと
してサー
クル下の
段差につ
まずいて
転倒する

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児を
抱っこ
して、
サーク
ルから
出る時
に足元
の確認
ができ
ていな
かっ

サークルか
ら出る時の
注意喚起の
ポスターを
作成し、職
員の目につ
く場所に掲
示する

5994

令和
3年
11月
1日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

12 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

5 2 2 1 3 2
14.２
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

5.下肢
(足・足
指)

脳震盪、
左足切
創、脳出
血の疑い

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1回/年

1.基
準以
上配
置

こちらに
非がある
事故では
ありませ
ん。修繕
の際にバ
リガード
重量鉄鋼
を入れて
より強い
ガードで
補強をし
ました。

1.定期的
に実施

12回/年

園内の安
全点検

1.定期的
に実施

12回/年

おもちゃ
の安全点
検

1.定期的
に実施

12回/年

安全点検
票にて毎
月実施

園に非が
ある事故
ではあり
ません。
修繕の際
にバリ
ガード重
量鉄鋼を
入れてよ
り強い
ガードで
補強をし
ました。

5.睡眠
(午睡)
中

車が突入
したお部
屋はより
強いガー
ド補強し
ました
が、今
後、午睡
はそのお
部屋では
しませ
ん。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の午睡の
準備をし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児5人
に対し職
員2人が
対応中。
他の職員
1名も別
室にて仕
事をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午睡のお
部屋には
2名職員
がいたの
で、他1
名はお掃
除等の仕
事をしよ
うとして
いた。

車が突入し
たお部屋で
午睡はしま
せん。

5995

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

16.企業
主導型保
育事業

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 0 0 5 10 1 1 2 1 3歳
1.男
児

事故当日、

Ａ病院に
行ったが
痛がり、
レントゲ
ンがうま
く取れな
かったた
め、翌日
Ｂ病院に
行き、レ
ントゲン
をとると、
左ひじと
左手首の
骨折を確
認した。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折
（肘）、
左手関節
骨折（手
首）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

夕方の英
語のレッ
スンが終
わり、外
に出る予
定ではな
かった
が、少し
の時間、
外に出て
しまい、
園児たち
の気持ち
も高ぶっ
ていた。
他児の靴
を履くこ
とを手
伝ってい
て、その
間、死角
が出来て
しまって
いた。

外に出る
際は、必
ず、一人
以上のス
タッフが
全体が見
える位置
に配置す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

階段で躓
いたとき
に柵がな
い

柵を新た
に追加
し、転倒
を予防す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

移動の際
は、英語
講師に協
力しても
らい、必
ず複数人
で移動を
行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

予定にな
かった園
庭への移
動で、気
持ちが高
ぶってい
たように
感じた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の靴
を履くこ
とを手助
けしてい
て、目を
離してし
まってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児と一
緒に鬼
ごっこを
してい
て、死角
となる場
所に移動
してい
た。

園庭へ出る
場合は、必
ずもう一
人、スタッ
フを配置す
るようにす
る。園児と
の遊びの中
でも、死角
に園児がい
ないか気を
配り、エリ
アを区切る
などして、
確実に動き
を身を賭さ
ないように
する。

5996

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

17.地方
単独保育
施設

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児

20 0 0 0 0 0 0 0 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

普段から
体操など
で高い場
所からの
飛び降り
に慣れて
いたが、
遊びに夢
中になる
ことに
よって判
断ができ
なかった
ので、テ
ラスで遊
ぶルール
を徹底す
る。

テラスで
の遊び方
の見直し
と、職員
の危機管
理の研修

1.定期的
に実施

実施頻度(
150　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
150　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

子どもの
力量以上
の場所か
ら跳び下
りたこと
が原因と
考えられ
る。

普段から
固定遊具
などから
の跳び下
りの高さ
を考え子
どもに伝
えてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼から逃
げるため
に跳び下
りた。

鬼ごっこ
をする前
に約束事
を決めて
おくな
ど、危険
個所を事
前に予測
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に普段
と変わら
ず体調が
悪いわけ
でもな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任保育
士が視野
を広くも
てず、事
前に注意
すること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

次の活動
の準備の
ため、部
屋を離れ
ていた。

見渡せ
る場所
ではあ
るが、
テラス
では担
任が一
人だっ
た。

高いところ
からの飛び
降りは、保
育士がいな
いところで
はしない
ルールやテ
ラスへは担
任一人では
なく補助職
員も一緒に
帯同する。

5997

令和
3年
11月
1日

1.認可
17.地方
単独保育
施設

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成 56

0 0 6 20 16 14 0 4 3 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首橈
骨骨折と
診断を受
けた。１
か月半程
度で完
治。

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

狭いとこ
ろでの鬼
ごっこな
どをしな
いように
注意喚起
が必要
だった。

安全指導
で、全児
に指導し
た。職員
の見守り
もしっか
り行うこ
とを周知
した。
危険箇所
に子ども
がいる場
合には職
員が立つ
ようにし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

コンク
リート塀
の構造を
改善する
のは現在
のところ
難しい
が、今後
も備品要
求をして
いきた
い。また
危険個所
に職員が
立って安
全を確保
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

逃げ隠れ
しやすい
ため、狭
い場所に
おり、逃
げること
に夢中に
なって後
ろの壁に
激突して
しまっ
た。

鬼ごっこ
等の危険
性を安全
指導で知
らせ、広
い場所で
行うよう
指導し
た。
職員の見
守り時の
配置を狭
いところ
まで見渡
せるよう
に立つよ
うにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り体を動
かして遊
んでいた
が、逃げ
ることに
夢中に
なってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

所庭の他
児に遊具
を取って
ほしいと
言われ対
応した
後、所庭
を歩きな
がら見守
りをして
いた時
に、対象
児の鳴き
声が聞こ
えて負傷
したこと
に気付い
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の子
どもたち
の見守り
をしてい
たが、年
齢の小さ
い子の見
守りをし
ていた
為。

広く全
体を見
守りを
してい
たが、
狭い場
所や見
えにく
いとこ
ろでの
活動へ
の注意
喚起が
必要
だっ
た。

子どもの動
きを注意し
て見なが
ら、狭い場
所などには
特に注意し
て見守り、
注意喚起を
する。コン
クリート塀
付近に子ど
もがいる時
には職員が
立つように
した。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

5998

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

17.地方
単独保育
施設

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 7 11 7 4 0 1 1歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折（ひ
び）

8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

教育・保
育施設等
における
事故防止
及び事故
発生時の
対応のた
めのガイ
ドライン
（事故防
止のため
の取組
み・事故
発生時の
対応）を
一つ一つ
確認し、
職員全員
で周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

玩具や遊
具を毎日
拭く際に
必ず
チェック
をしてい
るが定期
的に総点
検をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びから
片付け、
朝の会に
移行する
場面であ
り、体操
があるこ
とが楽し
みで児童
は全体的
に興奮し
ており、
保育士も
次の活動
の準備等
をしてお
り、児童
一人ひと
りの動き
に注意を
払いきれ
ていな
かった。

職員一人
一人が全
体に目を
配り、子
ども達の
動きを把
握するこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

変わらな
い様子で
職員の足
元では
しゃいで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当保育
士の死角
に入り
（真後
ろ）至近
で見てい
たにもか
かわら
ず、瞬間
気づけな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職員一人
一人が全
体に目を
行き届か
せるよう
注意を払
う。職員
の死角に
なるよう
なところ
に(足
元・真後
ろなど）
いるとき
はお互い
に注意す
る。後ろ
に移動す
る時は必
ず後ろを
振り返り
確認、足
元など注
意を払う
ように気
を付け

職員全
員が全
体に目
を配り
離れて
いる子
どもの
動きも
把握
し、注
意を
払って
いたに
もかか
わら
ず、瞬
間的に
事故が
起きて
しまっ
た。

職員全員が
周りにも気
を配り常に
全体に目を
配り子ども
たちの動き
を確認す
る。

5999

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 2 1 1 1 1 3 3 4歳
2.女
児

‐
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
か骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

各職員が
担当する
子どもを
決めずに
保育して
いた

担当制に
し、各職
員が責任
を持って
担当児を
保育する

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎回

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

-

事故発生
時の施設
設備には
問題がな
かった

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1人の保
育士の傍
に子ども
が集まっ
ていた

他の保育
士が興味
がわくよ
うな遊び
の提供と
言葉がけ
をし、
場所の移
動を促し
落ち着い
て遊べる
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
よく慕っ
ている職
員の傍で
過ごして
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
横で他児
と関わっ
ていた
対象児が
転倒した
瞬間に手
を差し伸
べが間に
合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児か
ら少し離
れた位置
で子ども
達の持ち
物の
チェック
をしてい
たため見
ていな
かった

日頃か
ら姉妹
でじゃ
れあっ
たり、
対象児
が過剰
に妹の
世話を
してい
た

対象児と妹
に関わりが
見られた場
合はより注
意してすぐ
てを差し伸
べられる位
置に付く

6000

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

10 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

36 0 6 8 8 7 7 0 9 9 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯打撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

昼食後、
駆け出し
ていく児
童を落ち
着かせる
べきだっ
た。

自由・合
同・遊び
の際は、
スペース
を広く確
保する。

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

座ってい
た時間の
後なの
で、駆け
出したた
め

声かけな
どをして
ぶつから
ないよう
にみてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊び、
かけっ
こ、追い
かけっこ
が大好き
な子など
を把握し
ていた
が、走り
出しに勢
いがあっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見渡せる
位置に
立って見
ていた
が、ぶつ
かる瞬間
の児童と
もう一人
の児童に
は手が届
かなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

昼食の後
片付けを
3名、子
供たちを
みる6名
と分かれ
る。

保育士
の目は
足りて
いると
思われ
るが、
ぶつか
らない
配慮を
する。

どんな遊び
になって
も、危険が
みられたら
遊びを変え
る。

6001

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

16 2 4 5 5 5 4 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

危険な場
所を子ど
も自身が
把握でき
ていな
かった。
遊び方を
工夫する
などの配
慮が必
要。

危険な場
所を子ど
もと一緒
に考え
た。木の
根だけで
なく、
石、穴な
ど、遊び
方も気を
付けるよ
うに伝え
た。

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

身体的に
運動能力
が高いと
言えない
子どもの
動きの想
定がもっ
と必要
だった。

定期的に
子どもた
ちへ注意
を促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体のバラ
ンス感覚
が低く、
普段から
外遊びで
は滑り
台、走る
ことが主
流。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
の至近距
離で木の
根に足が
引っ掛か
るところ
を見てい
た。少し
離れた場
所に保育
士がい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の子ど
もを見て
いた。

目の前
にある
公園
で、い
つもの
慣れた
場所の
為、あ
えて注
意をし
なかっ
た。

大きい根っ
こがあるこ
とをこども
たちに事前
に知らせて
気付かせ
る。

6002

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

28 28 3 1 3歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯牙脱臼
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

コロナ対
策、熱中
症対策に
関連する
ミーティ
ング頻度
が多く、
事故予防
に対する
意識が弱
かったと
考えられ
る。

それぞれ
の項目を
バランス
よく時間
配分を行
いミー
ティング
を実施す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(２)回/年

ゲームを
終え、一
斉に園児
が片づけ
をする際
に、平均
台を置い
たままに
してい
た。平均
台がある
ことで飛
び越えて
片付けよ
うとする
子も見ら
れた。園
児が片付
けている
最中に平
均台を持
ち上げ、
同時に該
当園児が
飛び越え
ようとし
たことに
より、事
故が起
こった。

妨げとな
る平均台
を始めに
園児が完
全に離れ
た状態で
片付ける
べきだっ
た。平均
台に限ら
ず、大き
な道具を
動かす際
や片づけ
る際に
は、園児
を完全に
その道具
から離し
てから動
かすよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

２８名で
一斉に道
具を片付
けていた
事によ
り、園児
一人一人
の動きを
把握しき
れていな
かった。

片付ける
人数に制
限を設け
るべきで
あった。
少人数に
限定する
ことで園
児一人一
人を注視
でき、危
険な行
動、衝動
にも気づ
きやすく
未然に事
故、怪我
を回避で
きる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

該当園児
はいつも
通り落ち
着いた様
子であっ
たが、夏
休み前と
いう事も
あり、ク
ラス全体
は落ち着
きが足り
ない様子
であっ
た。話し
を聞く場
面で動き
回る、指
示を待た
ずに動い
てしまう
などの様
子が見ら
れた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の様
子を確認
しつつ、
道具を片
付ける場
所に立
ち、片付
けの補助
を行って
いた為、
転倒した
際にすぐ
に助ける
ことが出
来なかっ
た（平均
台を持ち
上げた職
員は即対
応し
た）。現
場の責任
者は全体
を指揮、
把握する
立場であ
る為、常
に動きな
がら園児
の動きを
確認すべ
きであっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
時には３
名職員が
いた。ク
ラスの職
員は、園
児同士の
トラブル
の対応に
追われ、
該当園児
を見てい
なかっ
た。サ
ポートに
入った
パートの
職員は、
平均台を
片付けよ
うと平均
台に集中
していた
為、該当
園児の動
きに気付
くのが遅
れてし
まった。

サポー
トに入
る職員
への配
慮に欠
けてい
た。片
付ける
タイミ
ングや
次に行
う事の
指示出
しを上
手く行
えてい
なかっ
たこと
で今回
の事故
に繋
がっ
た。

園児だけで
はなく、職
員に対して
も明確な指
示を行うよ
うにすべき
だった。片
付けるタイ
ミングや動
かす際にい
つ、何を、
どこに動か
すのか明確
に指示する
事で未然に
事故を防ぐ
ことが出来
ると思っ
た。

6003

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

12 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

学童 13 13 2 1 学童
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左右腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3)回/年

1.基
準以
上配
置

遊具での
危険が無
いよう近
くで見守
りをして
いた。ブ
ランコの
乗り方に
問題はな
く、不注
意での事
で予防が
出来な
かった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊具に問
題はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
い。

学童児に
今回の事
故を伝
え、安全
な遊具の
遊び方に
ついて話
をし、学
童児自身
で注意点
を再認識
させた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

特にな
い。

学童児に遊
具遊びの注
意点を再認
識させた。
職員間で事
故の経緯を
伝え、今後
の見守り時
に注意をす
るよう徹底
した。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6004

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 2 4 7 6 6 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

外傷性挫
傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

規定人数
は満たさ
れていた
が配置が
考えられ
ていな
かった。

子どもの
見守れる
人数で保
育をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

フェンス
をつなぐ
柱から出
ているネ
ジの危険
に気づけ
ていな
かった。
園庭が緩
やかに斜
面になっ
ている。

ネジ部分
を覆う応
急処置。
後日修繕
工事を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

0歳児の
子どもと
お迎えの
保護者様
に保育士
が気を取
られてい
た。

0歳児と
お迎えの
早い子ど
もを別部
屋にて保
育するこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭の芝
生の上を
走ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他に気を
取られて
しまい対
象児と遊
ぶという
ことをし
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

フェンス
のネジが
出ていて
危険だと
いう認識
はなかっ
た。

走って
いる対
象時に
危険を
知ら
せ、遊
びを提
供でき
ていな
かっ
た。

子どもと関
われる人数
での配置に
し、遊べる
ものを用意
する。

6005

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 3 5 5 6 5 3 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

　園庭の
床面に固
いコンク
リート部
分がある
（今回は
そこで転
んだ）

　床面に
クッショ
ン性のあ
るマット
を敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全員が園
庭で様々
な遊びを
してい
た。（走
り回る、
ボール遊
びなど）

年齢別に
分かれて
遊ぶ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由遊び
の中に
入って走
り回る

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児と
ボールで
蹴る遊び
をしてい
たら、対
象児が間
に入って
きてボー
ルに足を
とられて
転んだ。
手を差し
伸べたが
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に出
ていた職
員は他の
園児を見
ていたの
で対象児
を見てい
なかっ
た。

6006

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 　 6 5 1 2 2 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

螺旋骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

①通常は
5名体制
だが、当
日は職員
1名欠
席、早番
職員2名
が別室の
清掃及び
玩具消毒
をしてい
た為、現
場には2
名で対応
してい
た。
②滑り台
付近に職
員が1名
いたが、
他児のト
ラブル対
応の為、
落下付近
には目を
向けてい
なかっ
た。もう
1名は窓
側付近で
全体を見
ていた
が、落下
の時には

①園児の
人数に応
じて、清
掃に入る
職員の人
数を調整
したり体
制を見直
す。
②常に園
児の近く
で保育を
行い、遊
具などの
近くで保
育をして
いる職員
が他児の
対応を行
う場合に
は、職員
同士声を
掛け合
い、連携
をはか
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

機嫌よ
く、滑り
台で遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くにい
た職員は
滑り台で
遊んでい
たことは
把握して
いたが、
落下の瞬
間は見れ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
ていた職
員も他児
と関わっ
ていたた
め、気付
いた時に
は落下の
瞬間だっ
た。

①事故
を予測
し、職
員の立
ち位置
を考え
る必要
があっ
た。
②離れ
る際や
危険個
所から
目を離
す際に
は職員
同士で
声を掛
け合う
必要が
あっ
た。
③滑り
台の周
りに
マット
を敷く
などの
対策が
なかっ
た。

①事故を予
測し、危険
個所を職員
同士周知徹
底する。
②その場か
ら離れる際
や危険個所
から目を離
す際には声
を掛け合
う。
③滑り台の
周りにマッ
トを敷いて
使用する。

6007

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

11 0 0 0 0 2 9 0 2 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
2 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
随時)回/
年:園内に
遊具はな
いが、園
外保育で
公園等に
行ったと
きは子ど
もが遊び
始める前
に危険な
ものがな
いか毎回

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び方が
混在して
いた。

うんてい
使用禁
止、高い
台からの
ジャンプ
も禁止

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

うんてい
のバーを
持ち、揺
れていた
が、飛び
降りよう
としたと
ころ着地
に失敗し
骨折し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

総合遊具
の滑り台
側で、滑
り台で遊
ぶ園児や
公園を
走って遊
ぶ園児を
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

うんてい
側で対象
児以外の
園児の手
助けをし
ていた。
対象児が
揺れてい
るのを見
守ってい
た。

対象児
がうん
ていの
バーに
捕まっ
ていた
時、鬼
ごっこ
をして
いる子
どもに
も目線
がい
き、目

うんていの
台からジャ
ンプしない
ように、台
の近くに必
ず保育者が
立ち、目を
離さないよ
うにする。

6008

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

13 2 1 1歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

ひじの亜
脱臼

8.その
他

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

保育者の
子どもを
抱っこす
る際に気
を付けな
いといけ
ないこと
の周知不
足

マニュア
ルを作成
し、職員
間で事故
防止・安
全保育に
ついて研
修を定期
的に行う

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

施設の整
備上、手
洗い場が
大人用の
高さに
なってお
り、踏台
を使用し
て登り降
りをして
いる。

子どもた
ちの身長
に合わせ
て台を設
置する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手洗い中
に対象児
のお迎え
が来た
為、急い
でしまっ
た

お迎えが
来たから
といって
急ぐ必要
はなく、
ゆっくり
ていねい
に対応す
る。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

登園時よ
り微熱が
あり一度
受入れし
たが30分
後の検温
で37.8℃
の発熱
だった
為、お迎
えを待っ
ていた。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

お迎え時
間を過ぎ
てもこな
かった
為、対象
児に昼食
をとらせ
るため手
洗い場で
手洗いを
行った。
洗ってい
る最中に
保護者が
お迎えに
みえたの
で、とっ
さに急い
でしま
い、うで
を持って
台から降
ろした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1歳の部
屋に職員
1人、
ホールに
1人。手
洗い場が
部屋・
ホールか
ら死角に
なるので
見ていな
かった。

あわて
てうで
を持っ
てし
まっ
た。

子どもを降
ろす時は必
ず脇を両手
で持ってあ
げる。職員
一同周知す
る。

6009

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

　　 　 　 　 　  　 3 1 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨
骨間部骨
折（全治
1ヶ月
半）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

タオルを
しぼり、
カゴに入
れる間の
距離で水
がたれ
る。

タオルを
しぼって
入れるカ
ゴを、近
くに移動
した。

2.不定期
に実施

実施頻度(
2～3 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

タオルを
しぼり、
カゴに入
れる間の
距離で水
がたれ
る。

タオルを
しぼって
入れるカ
ゴを、近
くに移動
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手洗いで
タオルを
しぼり、
カゴに
持って行
く間、水
がたれて
いたた
め。

カゴの位
置を近く
に変え
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、オモ
チャや人
形でごっ
こ遊び
中、1人
の子の所
へ移動す
る時に
滑って転
んだ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ごっこ遊
び中のグ
ループに
走り回ら
ないよう
（柱でグ
ルグル
回ってい
たので）
注意、声
掛けなど
した後の
出来事
だった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

動き回ら
ず座って
ください
と、声を
かけてそ
の場を離
れようと
した時
に、その
子が動き
出し滑っ
て転ぶ。

朝の受
け入れ
対応時
間、自
由に遊
んでい
るが、
タオル
などの
水がた
れてい
たため
と考え
られ
る。

タオルをし
ぼり、カゴ
を近くに移
動する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6010

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2.1歳児
クラス

8 - - - - - - - 3 3 1歳
2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右母指の
挫創

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3)回/年

2.基
準配
置

特記事項
なし

事故の詳
細と注意
喚起内容
を「園外
活動記録
表」に記
載する。
散歩車を
操作する
際の注意
事項を事
務所に掲
示し、職
員会議で
危機管理
について
話し合
う。
「お散歩
マニュア
ル」を定
期的に確
認し、散
歩時の留
意事項を
確認す
る。
今後の職
員会議で
ヒヤリ
ハットも
含めて、
事故を未
然に防ぐ

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

備品の危
険箇所の
確認が不
十分だっ
た。

現在使用
している
備品や、
新しく購
入する備
品につい
て複数の
職員で使
用方法に
ついて話
し合い、
リスクに
対しては
必要に応
じて適切
な処置を
とる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

人的面の
事故につ
き、環境
面での改
善策は特
になし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おとなし
い性格だ
が、興味
があるも
のに対し
ては自ら
動いて触
れにいく
性格。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

散歩先か
ら施設に
戻る際、
園児4名
を散歩車
に乗せ、
散歩車内
の園児に
気を取ら
れてしま
い、周囲
の安全確
認および
本児の位
置を確認
せず、散
歩車のブ
レーキを
解除して
しまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

1名は散
歩車に
乗ってい
ない園児
の場所を
把握し、
誰と誰が
手を繋ぐ
か促して
いた。も
う1名は
リュック
にお茶を
いれ帰園
の準備を
してい
た。2名
とも本児
の居る場
所を把握
していた
が、活動
内容は理
解してい
なかっ
た。

特記事
項なし

散歩車のレ
バーを動か
す保育士は
安全確認と
して指差
し・声出し
確認を実施
する。
また、集団
活動では人
数確認だけ
でなく園児
が何をして
いるか、動
きに注意し
保育士同士
で声掛けを
する。
事故内容と
改善策を職
員会議で全
職員へ周知
する。
「園外活動
記入表」に
周知内容を
添付し、意
識づけをす
る。

6011

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 1 2 3 2 3 1 0歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

1.頭部
急性硬膜
化血種

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

0歳児中
心に歩行
が安定し
ない園児
に対する
事故予防
マニュア
ルを作成
する

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

薄いマッ
トを敷い
ていた
が、床が
固く、頭
部保護に
は適して
いなかっ
た

転倒して
も安全な
ように、
マットを
導入す
る。また
背中に背
負うタイ
プの保護
クッショ
ンを装着
する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

新たに転
倒予防の
ための0
歳児の保
育マニュ
アルを整
備した

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

つかまり
立ちがで
きるよう
になって
から、事
故の1週
間前から
ハイハイ
をするよ
うになっ
ていた
（元々つ
かまり立
ちがすき
で、歩行
遊びを喜
んでい
た、ハイ
ハイの前
につかま
り立ちを
覚えてい
た）

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

手洗い場
から1
メートル
付近です
ぐ近くに
いたが、
2名の園
児に気を
取られて
いた。泣
き声で気
づき、
抱っこす
るも、顔
色がすぐ
悪くな
り、看護
師に対応
を依頼し
に移動。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

瓶授乳の
ため頭部
クッショ
ンを外し
た。瓶授
乳後機嫌
よく、保
育者のす
ぐ近く
の、児の
すきな場
所である
おままご
と台につ
かまり立
ちをして
遊んでい
た。その
後、手洗
い場まで
ハイハイ
をしてい
くのを捉
えたが、
目の前に
きた1歳
児3人に
注意を
払ってし
まった。
手洗い場
でつかま
り立ちを

新しく整備
した0歳児保
育マニュア
ルに沿い、
つかまり立
ちの危険性
を認識し、
安全に保育
する事を教
育する。
11/9に予防
マニュアル
について説
明した

6012

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成 44

3 10 4 11 5 11 3 2 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足首捻
挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

　ルール
を守って
安全に遊
べる様に
指導する

　日頃か
ら注意さ
れている
事なので
再度指導
し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

　特に朝
の縦割り
自由保育
中は小さ
い子たち
にも気を
つけなが
らルール
を守って
遊ぶ

　遊具の
散乱がな
いように
注意して
見る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

　遊具の
散乱がな
いように
注意

　縦割り
保育中は
特に小さ
い子もい
るので、
遊具の使
い方に注
意する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　クラス
のお友だ
ちと遊ん
でいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　給食数
を出しに
行ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　２歳児
のトイレ
に付き
添った
り、他児
と遊んで
いた

　職員
１名の
状態で
の事故
だった
ので目
が行き
届かな
かった

　職員が
ホールを離
れる際は、
各クラスの
お部屋で静
かに遊んで
待つように
する

6013

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

4 4 2 1歳
2.女
児

搬送後、点
滴をしてレ
ントゲン、
心電図等の
検査をした
が異常は見
つからな
かった。
脳波かＭＲ
Ｉの検査、
検査結果予
定。

2.室内活
動中

無
8.その
他

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

実施頻度(
)回/年

6014

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

10 0 0 0 0 1 9 3 1 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

危険な滑
り方や、
外部から
の衝突等
での事故
の可能性
は予測し
ていた
が、全体
的に事故
予測の認
識が十分
でなかっ
た。

事故防止
マニュア
ルの整備
及び研修
の実施

2.不定期
に実施

実施頻度(
不定期　)
回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
不定期　)
回/年

下見をし
てから園
外保育に
臨んだ
が、アイ
ススケー
トという
スポーツ
から予想
される危
険認識が
十分でな
かった。

危険箇所
の認識、
その対策
を再確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段と違
う環境下
におい
て、予想
される子
どもの姿
の想定が
不十分で
あった。

子ども達
の発達が
この環境
下での活
動に適切
かどうか
調査し、
職員間で
よく話し
合い危険
性を共有
し合う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

スケート
靴を初め
て履いて
座り方、
立ち方を
学んだ
後、歩行
の仕方を
学んでい
る最中に
転倒し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

スケート
教室の指
導員の指
示の下、
子ども達
の動きを
見守り、
時に声掛
けをして
いた。対
象児が転
倒した時
も注視は
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

（保育士
1名）
リンク内
外でビデ
オ録画を
しなが
ら、子ど
も達の動
きを見
守ってい
た。
（運転手
2名)　施
設の外か
ら少し見
守った
後、駐車
場の車内
で待機し
ていた。

事故が
起こる
かもし
れない
という
危険性
の認識
が職員
に足り
ていな
かっ
た。

いつもと違
う場面で起
こりうる子
どもの動き
を予想し、
対応策を職
員間で共有
しておくこ
とで、事故
を未然に防
ぐ対策、事
故が起こっ
た際に対処
できるよう
にしてお
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6015

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

27 2 2 4歳
2.女
児

2階スタジ
オでの体操
プログラム
中。準備運
動で走って
いたところ
他児と衝突
し転倒。

食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

担任1名
は休憩に
入る。

再度マ
ニュア
ル、人員
配置等の
見直し。
（体操指
導者と補
助の立ち
位置。準
備運動に
ついて、
走る際の
方向等）

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

自由に走
り回らせ
るには少
しスペー
スが狭
かったか
もしれな
い。

走り回る
場所の広
さ走り方
の見直
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

「ぶつか
らないよ
うに」
「周りを
見てね」
等の言葉
がけが不
足してい
たかもし
れない。

言葉がけ
の徹底。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に走
り回る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子ども達
と一緒に
準備運動
をしなが
ら、様子
を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を確
認しなが
ら、準備
運動の指
導を行っ
ていた。

子ども
達が自
由に動
き回る
場合、
どのよ
うな危
険があ
りどう
声かけ
をし指
導者と
補助の
保育士
がどの
ような
視点を
持つこ
とが安

役割分担の
徹底。

6016

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

4 3 1 3 3 2歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

剥離骨折
（右肘上
部）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

初めての
場所では
ない為大
丈夫だと
いう過信
があり、
事前の確
認が出来
ていな
かった。

遊び始め
る前に場
所の安全
点検を行
い、園児
対応をす
る保育士
以外の見
守り保育
士を配置
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(※毎日)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(※適宜)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(※毎日)
回/年

危険個所
の確認が
できてい
なかっ
た。

事前に危
険個所を
確認、職
員間で共
有してお
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士2
名も一緒
になって
園児と遊
んでい
た。

全体を見
る（役
割）職員
を事前に
決めてお
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

コロナ禍
で戸外遊
びに行く
機会が減
り、久し
ぶりの戸
外遊び
だった。
歩いて向
かう時は
落ち着い
ていた
が、現場
に着き手
を離した
途端、嬉
しさのあ
まり走り
出してし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

直ぐそば
につき一
緒に追い
かけっこ
をしよう
とした矢
先、足元
を見ずに
駆け出し
た為、躓
き転倒す
る園児を
支えるこ
とが出来
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

直ぐ近く
には居た
が、他の
園児が自
由に歩き
回る為そ
ちらの対
応をして
いた。

何度か
行って
いた場
所・遊
びの
為、園
児なり
に足元
に気を
付けて
いると
油断が
あっ
た。神
社の為
玉石や
段差が
多かっ
た。

再度遊ぶ場
所の安全確
認を行い、
園児と遊ぶ
保育士以外
の見守り保
育士も同行
する様に改
善する。

6017

令和
3年
11月
1日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 2 5 4 2 0 0 1 4 3 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

対象児が
気になる
児（他衝
動的行動
や他害等
あり）と
して、気
にかけて
いた児で
あったが
事故の予
見が甘
かった。

事故や怪
我の起き
やすい箇
所を改め
て確認
し、職員
で共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

トイレ入
り口の扉
が力を込
めれば勢
いよく開
閉する仕
様であっ
た。

トイレ入
り口の扉
の開閉速
度の調節
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

普段から
気持ちの
浮き沈み
が激しく
衝動的な
行動に出
る児で
あった
が、特に
朝から情
緒が不安
定であっ
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

衝動的な
他害のあ
る児で
あった
為、普段
より必ず
マンツー
マンでつ
いてい
た。
事故当時
もトイレ
誘導に1
対1で関
わってい
たが、対
象児が扉
の開閉を
止めるの
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

あおつま
りの時間
であった
為、他児
たちの対
応をして
いた。

対象児
を担当
してい
たのが
保育補
助であ
たった
ため、
リー
ダーが
対象児
の様子
を見て
別の方
法を提
示すべ
きで
あっ
た。

他職員との
連携を行
い、危険が
あれば他職
員に伝えあ
う。

6018

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 25 25 3 1
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第5指
基節骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

異年齢集
団遊びを
日常から
実施して
いるが、
今回の事
故のよう
なことが
起きな
かったた
め、いつ
も通りの
遊びでは
あった。
いつも通
りという
ところが
要因と考
えられ
る。

あそびを
始める前
に、全員
に遊び中
について
の注意を
促してか
ら遊びを
始めるよ
うにす
る。低学
年と高学
年を分け
て、別々
に遊ぶこ
ともして
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

今回の事
故では、
ハード面
に関する
要因は見
られな
い。

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童数に
対し、支
援員の数
は十分で
あった。

特にな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

負傷箇所
の様子か
ら処置の
必要ない
程度のも
のと判断
し、応急
処置を行
わなかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

職員間の
引継ぎや
保護者へ
の連絡を
徹底す
る。事故
が起きた
段階で支
援員内で
事故対
応、児童
対応と役
割分担を
行う。

異学年
齢集団
で遊ぶ
ときの
危険度
につい
ての認
識があ
まかっ
た。

後から腫れ
など状態に
変化が起こ
ることもあ
るため、個
人で判断せ
ずに必ず処
置を行う。

6019

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 20 5 5
18.６
歳

2.女
児

※怪我の状
況について
医師によれ
ば、神経の
切れた乳歯
は治療のし
ようがない
ため、永久
歯に生え変
わるのを待
つしかない
とのこと。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

―
※医師か
らの診断
なし

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

所定の配
置につい
て、体育
館全体を
見守るよ
うにして
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

所定の配
置につい
て、体育
館全体を
見守るよ
うにして
いた。

当該児
童は４
月に入
学して
から間
もな
く、ク
ラブの
環境や
指導員
に慣れ
ていな
かっ
た。そ
のた
め、身
体の不
調や友
達とぶ
つかっ
たこと
を指導
員に直
接伝え
ること
ができ
なかっ
た。
指導員
につい

クラブを利
用する児童
に対して、
身体の痛み
や不調を感
じた場合は
些細なこと
でも指導員
に申し出る
ように声か
けを行う。
保護者に対
しても児童
の様子に変
化があれ
ば、指導員
に必ず情報
を提供をし
てもらい、
早期に対応
してもらう
ようにお願
いをする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6020

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 5 4
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指基
節骨骨折

8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

事例研修
を行う

1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

3
使用する
ボールを
見直し

ゴムボー
ルに変更

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

同じ事を
するにあ
たり個人
の能力、
体力など
に大きな
差がある

1人1人の
能力を考
慮して遊
びをすす
める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

新しい遊
び方だっ
たため指
導を要し
又、様々
な危険に
備え、見
守る必要
があった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な

他児の見
守り

見守りも十
分であり安
全に遊んで
いた

6021

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 28 28 2 2
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

5.下肢
(足・足
指)

右足膝の
切創・裂
傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

特に改善
策等なし

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

今回は公
園という
普段はあ
まり使わ
ない場所
であった

遊ぶ前に
児童に対
して注意
喚起を促
す

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

公園内の
砂利部分
の水まき

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童館に
戻る時間
だった
為、児童
を集合さ
せていた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な

エコ活動
をするた
めに児童
を集めて
いたこと
で周りの
把握が出
来ていな
かった

児童に対し
て職員の数
が少なかっ
たので今後
は見守りの
職員数を増
やす

6022

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 5 5
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

屋外の見
守りにつ
いて人数
が不足し
ている状
況

職員配置
を見直
す。事故
防止に関
するミー
ティング
等を実施
する。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

12 － －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－
職員配置
を見直
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッチ
ボールの
ため、少
し離れた
場所で見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい

他児童の
見守りを
行ってい
た。

－ －

6023

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 23 23 4 2
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1.基
準以
上配
置

支援員が
遊具の直
近にいな
かったた
め、落下
する瞬間
に間に合
わなかっ
た。

校庭での
支援員の
配置。児
童への遊
具使用の
指導。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

学校側の
点検に任
せるので
はなく、
クラブ側
でも点検
を実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

遊具の正
しい使用
方法の指
導

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

うんてい
から少し
離れた場
所にいた
ため、対
象児童が
落下する
瞬間に間
に合わな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他児童の
見守りを
していた
ため

1週間ぶ
りのク
ラブ利
用のた
め、い
つもよ
り興奮
してい
る状態
であっ
た。

新型コロナ
ウイルス感
染症の影響
により自
宅、クラブ
でも制限が
ある生活と
なってい
る。児童
各々の心身
状態につい
て、更なる
把握に努め
る必要があ
る。

6024

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 6 6 4 2
24.12
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

骨折（ひ
び）

8.そ
の他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

児童の行
動を注視
すること
の徹底

1.定期的
に実施

2 3.未実施
設置遊具
なし

2.不定期
に実施

毎日

今回の事
故は、施
設の設備
や玩具に
よるもの
ではない

上記のた
め、なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友達同士
の接触を
避ける様
に遊びを
制限して
いる

日頃から
部屋の広
さを考
え、学年
ごとに人
数制限を
して遊ば
せている

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

サーブを
する際
に、羽根
を打とう
として、
腰をひ
ねった時
に痛みを
感じたら
しいが、
見守りを
していて
違和感が
なく、そ
の時は本
児も特に
何も言わ
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

羽根つき
をしてい
る部屋の
隅にある
洗い場で
片付け物
をしてい
た

ラケッ
トを思
いきり
力強く
振り下
ろし
た。以
前より
腰痛が
あっ
た。

屋内なので
思いきり打
たないよう
に言葉がけ
をする。子
どもの体調
を特に考慮
し、遊びの
提供をす
る。

6025

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 56 56 7 6
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

第5中足
骨基部剥
離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

広い場所
での見守
りの場合
は、支援
員・補助
員の目が
すべての
子供に行
き届くよ
うに配置
する。

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

体育館は
学校管理
となって
いる。

遊ぶ前に
注意喚起
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊ぶ前に
注意喚起
し、準備
体操を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ほかの遊
びをして
いる子も
おり、近
くにはい
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

ほかの遊
びを見
守ってい
た。

広い場所で
の見守りの
場合は、支
援員・補助
員の目がす
べての子供
に行き届く
ように配置
する。

6026

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 22 22 7 4
20.８
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

下校門か
ら走って
帰ろうと
するの可
能性を念
頭に置く

門から出
したら終
わりでは
なく、安
全に落ち
着いて下
校できる
ように、
最後ま
で、見守
り声かけ
誘導が必
要

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3

下校門か
ら走って
帰ろうと
する可能
性を念頭
に置く

門から出
る前に事
前に落ち
着いて帰
れるよ
う、支援
員の安全
確認、声
掛け強化

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

下校門か
ら走って
帰ろうと
する可能
性を念頭
に置く

門から出
る前に事
前に落ち
着いて帰
れるよ
う、支援
員の安全
確認、声
掛け強化

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

高鉄棒付
近で見守
り及び介
助を行っ
ていた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

外遊びに
て対象児
童を含み
全体の見
守りにあ
たってい
た

下校門
から
走って
帰ろう
とする
可能性
を念頭
に置く

門から出し
たら終わり
ではなく、
安全に落ち
着いて下校
できるよう
に、最後ま
で、見守り
声かけ誘導
が必要

6027

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 160 ## 18 4
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

常に事故
発生の可
能性を念
頭に置く

傍での見
守り、介
助、注意
喚起の徹
底。また
高さもあ
り、事故
の可能性
が高い遊
具の為、
特に低学
年におい
ては使用
制限を設
けるなど
の対応を
行う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

遊具での
事故発生
の可能性
を念頭に
置く

外遊びに
出る前の
事前注意
の徹底及
び支援員
の見守り
強化

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

小学校の
先生と遊
んでいる
という事
で、児童
クラブと
しての見
守りが当
該児童の
ところま
で行き届
いていな
かった。

普段使用
している
遊具で
あっても
怪我が起
こり得る
とことを
十分念頭
に置き、
見守りを
強化して
いく必要
がある

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

高鉄棒付
近で見守
り及び介
助を行っ
ていた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

外遊びに
て対象児
童を含み
全体の見
守りにあ
たってい
た

小学校
の先生
と遊ん
でいる
という
事で、
児童ク
ラブと
しての
見守り
が当該
児童の
ところ
まで行
き届い
ていな
かっ
た。

児童クラブ
の活動時間
内であると
いう事を
各々がもっ
と自覚し、
周囲の見守
りを行うと
ともに危機
管理の徹底
に努める。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6028

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 71 71 7 6
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

14

1.基
準以
上配
置

クラブの
室内遊び
～おやつ
の時間帯
に放課後
子供教室
に参加す
る児童の
見守り
は、放課
後子ども
教室のス
タッフが
行ってい
た。

放課後子
供教室に
参加する
クラブ児
も多いの
で、その
見守りの
職員をで
きるだけ
配置する
ようにす
る。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

4

事故現場
であるへ
りの上
は、幅が
狭く高さ
もあり、
歩くには
危険であ
る。そも
そも遊ぶ
場所とし
て認めら
れていな
い場所で
あった。

子どもが
危険な行
動をとっ
た時にす
ぐ注意で
きるよ
う、職員
を配置す
る。子ど
もたち全
体に、危
険箇所で
の遊びに
ついて指
導してお
く。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

特になし

クラブの
スケ
ジュール
で室内で
過ごす時
間帯に
も、放課
後子供教
室に参加
している
児童の様
子を見る
ために、
職員を１
名以上配
置するよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

放課後子
供教室ス
タッフが
見守って
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

放課後子
供教室ス
タッフが
見守って
いた。

放課後
子供教
室開催
中、外
遊びは
放課後
子供教
室のス
タッフ
２～３
名程度
が事故
現場よ
り少し
離れた
ところ
で見守
りをし
てい
た。

放課後子供
教室に参加
するクラブ
児も多いの
で、その見
守りの職員
をクラブか
らもできる
だけ配置す
るようにす
る。放課後
子供教室の
スタッフと
もケガの情
報を共有
し、連携が
とれるよう
に努める。

6029

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 48 48 8 3
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

ネットの
枠にぶつ
かり、打
撲、挫傷
等するか
もしれな
い
ネットの
網に引っ
掛かり転
倒するか
もしれな
いという
予見がで
きてい
た。

バッティ
ングネッ
ト前に支
援員が立
ち、ネッ
トのある
場所に児
童たちを
近づけな
いように
する。

1.定期的
に実施

週１
1.定期的
に実施

週１ 3.未実施

段差のあ
る場所。
ソフト部
の備品。

遊ぶ前に
遊び場の
注意点や
危険個所
を説明。
ソフト部
の備品の
ため、壊
れたらど
うなるか
という事
をと伝え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

サッカー
ゴールと
シーソー
があり、
思いきり
サッカー
ができる
環境であ
る。ボー
ルも道路
に出にく
い場所。
どんぐり
の木もあ
るので、
低学年も
遊べる。

ソフト部
の備品の
方には行
かないよ
う子ども
達に声を
掛ける。
遊ぶ範囲
に色のつ
いたコー
ンを置
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ポールや
ネットに
引っ掛け
てこける
と予見で
きたので
すぐ側で
注視して
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

それぞれ
子ども達
と遊んで
いた。

担当職
員に子
どもが
集中し
てお
り、視
線を外
すこと
もあっ
た。職
員の見
守る範
囲も曖
昧で
あっ
た。

児童に遊ぶ
範囲を明確
に示し、理
解してもら
う。

6030

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 19 19 7 7
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
第一関節
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

児童の動
線を意識
した見守
りを心が
ける

2.不定期
に実施

3.未実施 3.未実施

室内遊び
時の見守
り方法を
改めて確
認。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

室内の広
さと子ど
もの人数
をふま
え、受け
入れ人数
を制限す
るべきだ
と思う。
今回学校
が休校
で、利用
人数が少
なかった
が、机等
の配置は
そのまま
なので、
活動に併
せた配置
にするべ
きだった
と思う。

机等の配
置はでき
るだけ活
動に合わ
せたもの
にし、低
学年の場
合、近く
でも個々
の児童の
動向に気
を配る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

順番を
守って遊
んでお
り、少し
離れたと
ころで遊
びを見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

それぞれ
違う遊び
をしてい
る児童の
所で配置
してい
た。

児童への安
全指導に努
める。

6031

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 23 23 4 2
24.12
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折、左頬
骨折（ひ
び）

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

当日の指
導員の配
置が不足
してい
た。

当日の職
員配置を
厚くす
る。各橋
に常時指
導員がい
れば、迅
速な対
応、救護
ができ
た。指導
員同士で
しっかり
と連携・
連絡がと
れるよう
にする。

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

2.不定期
に実施

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

橋では横
断が危険
なため必
ず指導員
がいて横
断させる
ことに
なってい
た。橋で
先頭集団
を渡した
後、少々
後方にい
た指導員
へ先に行
くと伝達
するため
に戻り、
すぐ先頭
児童へ向
け引き返
すと座り
込んでい
る児童を
発見す
る。その
後、後続
指導員も
現場に到
着し待
機。保護

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

徒歩組で
到着した
直後、自
転車組の
指導員よ
り事故の
連絡があ
る。状況
を聞きす
ぐ保護者
へ連絡し
すぐ現場
へ来ても
らうよう
お願いす
る。現場
指導員に
連絡し、
本人につ
いてもら
い保護者
の到着を
待っても
らうよう
お願いす
る。数分
後、現場
指導員よ
り本人の
様子から
救急車の

当日の
指導員
の配置
が不足
してい
た。

当日の職員
配置を厚く
する。各橋
に常時指導
員がいれ
ば、迅速な
対応、救護
ができた。
指導員同士
でしっかり
と連携・連
絡がとれる
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6032

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 26 3 2
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

自らの転
倒による
もの

支援員及
び補助員
で今回の
事故の振
り返りを
行い、今
後に繋げ
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

4

校庭が晴
天続きで
滑りやす
くなって
いた

支援員に
対し事故
の報告を
行い、対
策を検討
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新１年生
も遊んで
いたり施
設入口の
方まで見
守りをし
ていたの
で、サッ
カーの見
守りが十
分でな
かった。

校庭での
遊び方や
支援員、
補助員の
配置を事
前に話し
合う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故発生
時は、
サッカー
をしてい
る子の見
守り、施
設入口の
方の見守
りを１人
で行って
いた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

教室内に
は、１０
名程の児
童が遊ん
でおり主
任が教室
内を見守
り、他の
支援員１
名、補助
員１名が
園庭に出
ていた

人員配
置は十
分で
あった
と思う
が、新
一年生
もいて
建物の
周りや
入口ま
で見守
りを
行って
いたた
め、
サッ
カーの
場所ま
で見守
りが十
分でな
かっ
た。

校庭では、
４クラスの
児童が遊ぶ
ため、各ク
ラスと連携
を図るよう
努める。

6033

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 17 17 2 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

2.不定期
に実施

1 3.未実施
2.不定期
に実施

1

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊び実
施前に児
童に怪我
等への注
意喚起を
行うよう
支援員に
指示した

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援員か
ら10ｍ程
度の場所
で転倒し
た

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい

室内で保
育を実施
していた

6034

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 18 18 5 3
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯損傷
（一部が
欠ける）

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

日常的な
危機管理
能力を高
めていく
指導する

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2

ハード面
の改善と
いうよ
り、児童
や指導員
の日常的
な危機管
理能力を
高めてい
くこと

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

日常的な
危機管理
能力を高
めていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

運動場で
遊んでい
る他児童
たちも含
めて、全
体が見え
る場所で
見守って
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ

室内で遊
んでいる
児童を見
守ってい
た。

人的には改
善する余地
はないが、
互いに見守
り方の綿密
な打ち合わ
せをしてい
くこと

6035

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 8 4
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨の
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

一輪車の
使用方法
の確認

遊具使用
時の遊び
方の確認

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

12
グランド
の細かな
おうとつ

グランド
整備

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児の
技能、技
術力を過
剰評価し
ない。一
輪車に乗
る時は、
よそ見を
しないと
伝える。
グランド
の状態
（石穴・
でこぼ
こ）を確
認する。

グランド
整備

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

得意そう
に乗る対
象児で
あったた
め、転倒
を想定し
てなかっ
た。対象
児がよそ
見をし
て、瞬時
にバラン
スを崩し
転倒した
ため、至
近距離に
いた支援
員が介助
に駆け
寄ったが
間に合わ
なかっ
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

対象児か
ら3メー
トル離れ
た所に1
名、それ
以上離れ
た所に1
名の支援
がいた
が、他児
の遊びの
見守りを
していた
ため対応
できな
かった。

バラン
スを取
り日常
的に一
輪車遊
びをし
ていた
ため、
想定外
の転倒
であっ
た。よ
そ見を
しな
い、慎
重に乗
ること
を児童
に伝
え、転
倒する
ことも
想定し
転倒前
の身の
こなし
方も必
要と思
われ
る。

一輪車に乗
るときは、
周囲の確認
をするこ
と、転倒時
の着地の仕
方、バラン
スのとり方
など教え
る。

6036

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 24 2 1
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

遊具で危
険な遊び
をしよう
した際、
すぐに止
められる
ように支
援を行
う。

2.不定期
に実施

必要に応
じて実施

1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

必要に応
じて実施

遊具では
危険な遊
びをしな
いように
児童に対
して事前
に周知し
ておく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員体
制は適正
であり、
特段の改
善策はな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

グラウン
ドで遊ぶ
児童の様
子を全体
的に見渡
すことが
できる場
所で支援
を見守り
を行って
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

支援室内
で他の児
童の見守
りを行っ
ていた。

遊具で危険
な遊びをし
ようした
際、すぐに
止められる
ように支援
を行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6037

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 29 7 3
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部
左耳挫創
または
左耳切創

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

その場所
で遊ぶ子
ども達が
いなくな
り、職員
もその場
から離れ
た。職員
がいなく
なった時
に、再度
当該児童
がその場
に足を踏
み入れ走
り出した
（職員が
いたとき
は走って
いなかっ
たため、
注意が必
要な状態
ではな
かっ
た）。

外遊びの
ルールに
昇降口の
立ち入り
禁止を追
加

1.定期的
に実施

6
2.不定期
に実施

8
1.定期的
に実施

1

設置され
ている
フェンス
に鋭利な
部分が
あった。

学校側に
報告、鋭
利だった
フェンス
の１部が
テープで
保護され
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ピロティ
は学校の
昇降口付
近で走っ
てはいけ
ない場所
であり、
校庭の中
でも端の
場所に位
置する。
そのため
普段は、
日陰で涼
みに行っ
たり、休
憩で座っ
たり、
ごっこ遊
びなど落
ち着いた
遊びで使
用してい
たのがほ
とんどで
あった。
もちろ
ん、学校
のガラス
扉もある
ため、

今後は立
ち入り禁
止とな
り、ルー
ルをわか
りやすく
した。
走ってい
なくても
行っては
いけない
場所とな
り、侵入
した時点
で声をか
けてい
く。走り
出す前に
声をかけ
ること
で、同様
のけがの
発生を防
止する。
今後職員
同士、外
遊びの注
意事項と
して徹底
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当該児童
を見つ
つ、他の
児童と関
わってい
た。当該
児童が
ちょっか
いを出
し、逃げ
て行った
際は一瞬
の出来事
だった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他のエリ
アにいる
児童の見
守りを行
い、行き
来をして
いた。

職員は
広い校
庭にそ
れぞれ
分かれ
て子ど
も達の
見守り
を行っ
てい
た。当
初、事
故が起
きたピ
ロティ
で当該
児童は
走って
おら
ず、
ルール
は守っ
ていた
ため、
職員に
よる注
意は特
に必要
な状態
ではな
かっ

関わりがエ
スカレート
していかな
いように途
中で声をか
ける。今回
は構ってほ
しくて
ちょっかい
を出してい
たため、遊
びに混ぜた
り他の遊び
に誘ってい
く。日ごろ
からのルー
ルをきちん
と認識さ
せ、それを
守らせてゆ
く。

6038

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 72 72 9 5
22.10
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

―

児童館利
用（特に
児童クラ
ブ員）へ
の注意喚
起および
呼びかけ

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

学校から
の登館路
の安全点
検と危険
個所の
チェック

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―
利用者へ
の注意喚
起

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

施設外で
の事故の
ため

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見

施設外で
の事故の
ため

―

職員への状
況説明と、
こういった
事故もある
ということ
の情報共有

6039

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 4 4
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右くるぶ
し　剝離
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

登館時に
は普段と
変わらな
い様子で
あって
も、活動
中に連休
の疲れが
出てくる
場合があ
る。

・遊びの
前に怪我
への注意
喚起を児
童たちに
伝える
事。
・遊びの
前にスト
レッチ体
操、準備
体操等を
行う。
・疲れた
様子が見
られた時
は、一休
みの声か
けを行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

・いつ事
故が起き
るかもし
れないこ
とに備え
ておく。

・遊びの
前にスト
レッチ体
操、準備
体操等を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・いつ事
故が起き
るかもし
れないこ
とに備え
ておく。

・遊びの
前にスト
レッチ体
操、準備
体操等を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・大繩を
廻しなが
ら、疲れ
た様子の
児童に
は、ベン
チで休む
または、
水分を補
給するよ
うに声を
かけた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

・ほかの
子どもた
ちの様子
を見守っ
ていた。

三連休
明け
だった
こと。

・休み明け
には児童の
健康チェッ
クを行うこ
と。

6040

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 18 18 2 1
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足の甲
の骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

遊ぶとき
に十分注
意するよ
う途中で
声掛けを
する。

2.不定期
に実施

3.未実施
2.不定期
に実施

毎日点検
をしてい
ることか
ら、改善
策はない
と考え
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

上靴を履
いていな
かった。

必ず上靴
を履くよ
う指導し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員2名
で見守っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

新型コ
ロナウ
イルス
感染拡
大防止
のた
め、部
屋を分
散して
保育し
ていた
ため、
通常よ
りも職
員が少
なかっ
た。

途中で注意
を促す。

6041

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 3 3
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足人差
し指骨折

8.そ
の他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

テープ台
が落下し
たことに
職員が気
づくこと
ができ
ず、事後
確認と
なってし
まった。

職員配置
の確認

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12

今回の事
故には要
因無しと
みられる

ハード面
には特に
改善策は
特にな
し。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

全体的に
さまざま
な遊びし
ていたた
め、全体
的に見
守ってい
た。

重いセロ
テープ台
ではな
く、貸し
出す場合
は軽いセ
ロテープ
台を渡す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

セロテー
プ台を貸
し出し、
テーブル
に置いて
いるとこ
ろまでは
確認。そ
の後使用
している
姿を確認
していた
が、落下
時には職
員は確認
できな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

全体を確
認してい
たが、発
生時は降
所確認や
他児童の
対応。

全体を
見てい
たが、
周囲を
見切れ
ていな
かっ
た。

今回の事故
を職員が気
づいていな
いため、周
囲確認して
いくように
する。

6042

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 49 49 7 2
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

配慮を要
する児童
であり、
運動面に
やや遅れ
がありバ
ランスが
うまく取
れなかっ
た事も要
因の一つ
と考え
る。

グラウン
ドへ行く
際は走ら
ず、歩い
て行くよ
うに指
導。翌日
より個別
に移動せ
ずまと
まってグ
ラウンド
へ行くよ
うに変更

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

今回の怪
我につい
てはハー
ド面の原
因はな
かったも
のと考え
る

学校施設
の利用の
際は、危
険箇所の
点検、情
報を共有
していく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

小さな段
差などが
あったの
かも知れ
ない

危険箇所
の確認、
点検、情
報共有。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

激しい遊
びをする
児ではな
く危険を
予測して
いなかっ
た為、傍
にいな
かった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の児童
と遊んだ
り固定遊
具付近の
見守りを
してい
た。

一年生
は室内
で遊ん
でいた
為、グ
ラウン
ドに出
た支援
員数が
いつも
より少
なかっ
た。

危険予測を
しておく。
支援員の必
要人数の配
置確認
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6043

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 45 45 14 8
21.９
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手中指
関節挫傷

8.そ
の他

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

体育館活
動中の見
守り方法
を改めて
確認。

3.未実施 3.未実施 3.未実施

学校の玩
具のため
管理者に
任せてい
るが、劣
化してい
る部分を
発見した
場合は早
急に修繕
等の依頼
を行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

体育館活
動中の児
童の安全
指導に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

審判をし
ながら
ドッジ
ボールを
している
児童を見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

全体や他
の遊びを
する児童
を見守っ
ていた。

体育館活動
中の児童の
安全指導に
努める。

6044

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 17 17 2 1
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

靭帯損傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

本児は規
則を守っ
て遊べる
為、事故
発生時に
本児の近
くで見
守っては
いなかっ
た。

危機感を
持ち、全
体をしっ
かり見守
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

週１

すべり台
の付近
に、必要
の無いブ
ロックが
あった。

施設や周
辺の安全
確認を指
さしで
しっかり
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

すべり台
の付近
に、必要
の無いブ
ロックが
あった。

施設や周
辺の安全
確認を指
さしで
しっかり
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故現場
から離れ
た場所で
別の児童
を見守っ
ていたた
め、対象
児童のつ
まずきに
気付かな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

もう一人
は、室内
で過ごす
児童の見
守りを
行ってい
た。

本児は
規則を
守って
遊べる
為、事
故発生
時に本
児の近
くで見
守って
はいな
かっ
た。

規則を守っ
て遊べる子
でも、周辺
に危険な物
が無いか危
機感を持っ
て見守る。

6045

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 2 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

関節内骨
折（左
肘）

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

今回友達
同士で遊
んでいる
最中に自
らの転倒
により起
きた事故
である
が、転倒
する可能
性がある
という事
を危険予
知しな
かったこ
とが要因
と考えら
れる。

危険箇所
等がない
か巡視を
強化する
ととも
に、危険
予知をし
児童が遊
ぶ際の声
かけなど
注意喚起
の強化を
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

今回転倒
による事
故である
が施設の
不備は見
当たらず
施設が直
接的要因
としては
考えにく
い。また
今回遊具
や玩具を
使用して
おらず要
因にはあ
たらな
い。

引き続き
施設や遊
具の点検
を実施す
るととも
に危険予
知なども
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員は
転倒する
可能性が
ある事を
考慮し、
児童に転
倒する可
能性があ
るので注
意するよ
う声をか
けなかっ
たことが
要因と考
えられ
る。

児童活動
中の見守
りをする
際、危険
予知をし
少しでも
危険と感
じた場合
には即座
に児童に
声をかけ
注意を促
すなど、
児童への
注意喚起
を強化す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

昼食後に
園庭で遊
ぶ児童の
見守りを
実施。対
象児が他
児童と遊
んでいた
ところ躓
いて転ん
だ為、声
をかけて
様子を伺
う。手が
挙げられ
ないよう
な様子で
あったの
で、他の
支援員に
伝達し病
院を探し
てもら
う。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

担当の支
援員より
伝達を受
け、早急
に病院に
連絡す
る。病院
に状況を
伝え診察
を依頼す
る。

対象児
は事故
当時、
友達を
おんぶ
して遊
んでい
たとこ
ろ躓い
て転ん
だ。転
んだ際
に、友
達をお
んぶし
ており
両手が
ふさ
がって
いた
為、肘
から地
面に着
地した
事が要
因と考
えられ
る。

脱落や落下
の際、受け
身等が取れ
ず安全に着
地などが出
来ないとい
う状況を除
去する為
に、友達間
での抱っこ
やおんぶす
る事を今後
しない事と
した。

6046

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 6 4
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

臨時休校
に伴い、
放課後児
童クラブ
の活動で
は初めて
使用する
場所のた
め、児童
も支援員
も危険箇
所の把握
が出来て
いなかっ
た。

中庭に出
る際は、
安全確認
をしなが
ら児童を
一人ずつ
外へ出
し、近く
で見守
る。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12

放課後児
童クラブ
の活動で
は初めて
使用する
場所であ
り、支援
員児童共
に不慣れ
だった。

遊び場と
して適し
ていな
かった
為、今後
の使用は
見直す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段は使
用しない
場所のた
め、遊び
場として
は適して
いなかっ
たとも考
えられ
る。

中庭を使
用する
際、玄関
の内と外
に支援員
を1名ず
つ配置し
て見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

出入り口
で支援員
が見守っ
ていた
が、一人
ずつ靴を
履いたこ
とを確認
しきれな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

等間隔に
配置して
児童を見
守ってい
たが、靴
を履く場
所の段差
で足を挫
く予想を
していな
かった。

使用前に、
遊び場とし
て適切な場
所か再確認
する必要が
ある。

6047

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 10 10 3 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足踵剥
離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

鬼ごっご
で動き回
る多くの
児童を見
守ること
ができる
場所で支
援を行
う。

2.不定期
に実施

必要に応
じて実施

1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

必要に応
じて実施

事故誘因
は自らの
転倒によ
るもので
あるた
め、ハー
ド面にお
ける特段
の改善策
はない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員体
制は適正
であり、
特段の改
善策はな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊びの
見守りで
グラウン
ドで支援
を行って
いたが、
別の児童
の見守り
を行って
おり、当
該児童が
転倒した
瞬間を見
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

支援室内
で他の児
童の見守
りを行っ
ていた。

鬼ごっごで
動き回る多
くの児童を
見守ること
ができる場
所で支援を
行う。

6048

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 11 11 3 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

なし

今後も研
修等を通
して子ど
もの遊び
方や危険
の予知に
ついての
理解を深
める。

2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 なし

ドッチ
ボールの
ラインと
壁の間隔
を再点検
し、危険
性があれ
ばルール
を変更す
るか、別
のライン
を引いて
壁との距
離に余裕
を持たせ
るなど、
工夫す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新型コロ
ナの影響
で来館児
童数が少
ない状況
から、遊
戯室を使
える時間
が通常よ
り長く
なってい
る。

遊戯室を
使える時
間を見直
すととも
に、鬼
ごっこ
や、ドッ
チボール
など怪我
のリスク
が高い遊
びは続け
て行わな
いような
ルールを
作るな
ど、その
日の来館
児童数や
子どもの
状況に合
わせた遊
び方がで
きるよう
工夫す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一人で全
体を見て
いたた
め、対象
児とは距
離があっ
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

鬼にタッ
チされる
ことは予
測できた
が、普段
はうまく
逃げ回っ
ているの
で弾みで
壁に衝突
するとは
考えられ
なかっ
た。

なし

指導員の増
員はできな
いが、立ち
位置の工夫
などをして
死角を少な
くする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6049

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 6 6 3 2
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

・本来の
遊び方と
異なる遊
び方をし
て、すべ
り台途中
から飛び
降り、バ
ランスを
崩して腕
から落ち
てしまっ
た。

・遊び方
のルール
を職員で
話し合
う。高お
に（おに
ごっこ）
はプレイ
ルームで
はしな
い。すべ
り台から
飛び降り
ないこと
を徹底。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

・遊具で
遊ぶ際、
本来の遊
び方と違
う遊び方
をしてし
まった。
（すべり
台途中か
ら飛び降
りる）

・学童で
遊ぶ時間
は幼児用
すべり台
の位置を
変える。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・幼児向
け遊具を
アスレ
チックの
ように利
用する。

・体力・
能力に応
じた遊具
の配置と
使い方の
指導を徹
底する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

上学年に
追いかけ
られ、あ
わてて飛
び降りて
しまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

別のグ
ループの
行動を手
助けしな
がら様子
を見てい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

離れた場
所で全体
の動きを
見てい
た。

・いつ
もやっ
ている
遊びで
注意の
声掛け
が足り
なかっ
た。

・遊びに対
しての職員
の配置と声
掛けの再確
認と徹底。

6050

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 9 9 2 2
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指

5.他
児か
ら危
害を
加え
られ
たも
の

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

職員配置
や研修を
改善して
も防ぐこ
とのでき
ない事故
だと考え
る。

1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

今回の事
故はハー
ド面が原
因のもの
ではな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童同士
が密集し
て遊ぶと
きは、普
段よりも
注視すべ
きであ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

特に対象
児童の大
きな反応
はなく、
いつもの
ように室
内をまん
べんなく
見てい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距

特に対象
児童の大
きな反応
はなく、
いつもの
ように室
内をまん
べんなく
見てい
た。

児童同士が
密集して遊
ぶときは、
普段よりも
注視する。

6051

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 4 4 3 2
22.10
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端不全
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

支援員等
相互が、
状況判断
力や児童
自身の危
険回避能
力や防衛
力が高ま
る関わり
方につい
て事例研
究を行う
ことで、
支援力を
より高め
ていく。

1.定期的
に実施

開館日
1.定期的
に実施

開館日
2.不定期
に実施

遊戯室の
床が滑り
やすいこ
と。

遊戯室で
遊ぶ前に
はモップ
等で埃を
取り、準
備運動に
ついても
入念に行
うよう努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

気持ちが
高まって
しまった
児童に対
しての声
かけが不
十分で
あった。

普段か
ら、危険
が及ばぬ
よう声か
けをし、
たまに来
館する児
童に対し
てはより
一層注意
の声かけ
をするよ
う徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室全
体を見渡
せる位置
に配置
し、見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の部屋
で、活動
を見守っ
ていた。

他の部
屋で、
活動を
見守っ
てい
た。

普段から、
危険が及ば
ぬよう声か
けをし、た
まに来館す
る児童に対
してはより
一層注意の
声かけをす
るよう徹底
する。

6052

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 34 34 3 2
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕若木
骨折（全
治2ヶ
月）

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎回

当該事故
には関係
していな
い。

当該事故
には関係
していな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

低学年と
高学年分
けず，一
緒に鬼
ごっこを
した。

初めての
皆遊び
だったの
で、低学
年と高学
年に分け
て鬼ごっ
こをすれ
ばよかっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

初めての
皆遊びで
少し興奮
気味だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
というの
は特にな
いが、新
１年生が
入って初
めての皆
遊びだっ
た為、対
象児童だ
けではな
く皆興奮
気味にク
モ鬼をし
ていた為
全体的に
見守って
いた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

担当職員
というの
は特にな
いが、上
記職員と
同じく、
初めての
皆遊び
だった為
全体的に
見守って
いた。

集団遊
びでの
指導
（ルー
ル，怪
我の予
防の声
がけ）
が不足
してい
た。

利用児童の
多い日は，
年齢等で活
動を分け，
それぞれに
職員配置す
る。

6053

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 10 10 2 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外側靭帯
断裂骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

見守りを
強化

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

12

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近で見
守ってい
たが事故
を防ぐこ
とができ
なかっ
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至

児童全体
の動きを
見ていた

6054

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 21 21 4 1
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘上腕
骨の骨折

8.そ
の他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

①施設の
広さが限
られてい
るので、
室内での
生活の仕
方につい
て制限を
設ける。
・走り
回った
り、ボー
ルを使っ
たりする
ことの禁
止

①職員の
指導の在
り方とし
て注意で
終わるの
ではな
く、危な
い行為を
している
児童がい
れば、や
めさせる
ことを徹
底。
②屋外、
屋内でで
きる活動
を共通理
解すると
ともに、
子どもた
ちにも徹
底させ
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

運動公園
内を利用
している
ため、さ
まざまな
遊具、玩
具があ
り、遊び
方によっ
ては、危
険を伴う
場合があ
る。

使用して
はならな
いものに
関して
は、前
もって説
明し、活
動を行っ
ている
が、事前
の説明を
徹底する
ことはも
ちろん、
「やめさ
せる」指
導を徹底
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

屋外、屋
内で遊ん
でいる場
合は、そ
れぞれ職
員を配置
している
が、今後
はすべて
の子ども
たちが見
える位置
から見守
ることを
共通理解
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

健康状態
に問題は
なかった
が、学校
が臨時休
校中とい
うことも
ありスト
レスが溜
まってい
る状態で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

活動に対
して子ど
もに再三
の注意は
行ってい
たが、止
めるまで
には至っ
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

危険な行
為をして
いる状況
を他の職
員は把握
できてい
なかっ
た。

新型コ
ロナウ
イルス
の影響
で学校
が臨時
休校に
なり１
日学童
が長期
化し、
子ども
のスト
レスが
たまっ
てい
た。

①常に児童
が見れるよ
うな職員配
置を徹底し
ていく。
②危険な行
為を発見し
たら、注意
だけではな
く止めさせ
る。

6055

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 21 21 3 1
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘上腕
骨の骨折

8.そ
の他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

学校臨時
休校中の
１日学童
が長期的
に継続さ
れたた
め、不慣
れな職員
が
対応する
場面が
あった。

①すべて
の職員に
指導方法
について
共通理解
を徹底す
る。
②指導に
入るまで
には数回
の研修会
を実施す
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

施設の広
さが狭い
ので、屋
内での活
動に制限
を設ける
必要性が
ある。

屋内での
活動の在
り方につ
いて制限
を設け
る。具体
的には
走った
り、ボー
ルを使っ
たり、大
声を出す
ような活
動は禁
止。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

体を動か
す活動を
屋内で実
施してい
た。

屋内での
活動の在
り方につ
いて制限
を設け
る。具体
的には
走った
り、ボー
ルを使っ
たり、大
声を出す
ような活
動は禁
止。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

子どもと
マンツー
マンで体
を動かす
運動を実
施してい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の職員
は別の業
務、見守
りを行っ
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

学校臨
時休校
中の１
日学童
が長期
的に継
続され
たた
め、不
慣れな
職員が
対応す
る場面
があっ
た。

①すべての
職員に指導
方法につい
て共通理解
を徹底す
る。
②指導に入
るまでには
数回の研修
会を実施す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6056

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 6 6 3 2
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

 骨折(上
腕骨顆上
骨折)

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

怪我が起
こりうる
活動内容
であるこ
とを改め
て認識
し、見守
り・かか
わりを今
まで以上
に安全に
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48

一輪車の
定期的な
点検を
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動的な
活動的の
場所に
は、活動
人数が少
なくても
職員の配
置を十分
に考慮す
る必要性
があった
かもしれ
ない

活動内容
によって
臨機応変
に適正な
職員配置
をそのつ
ど考えて
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険のな
いように
環境設定
と見守り
を行い、
転倒時は
即座に本
児のもと
にかけつ
けること
はできて
いた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の部屋
にいたた
め、視界
には入ら
ない状況
だった

活動的な場
面には、人
員配置を増
やし、より
安全に見
守っていく

6057

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 22 22 6 3
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足　腓
骨遠位骨
端線損傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

特になし

職員は適
正な人数
を置いて
おり、応
急手当や
保護者へ
の引き継
ぎなど事
故後の対
応につい
ても適切
に処置
（処理）
されてい
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

発生場所
について
は、事故
防止の観
点から活
動時に上
ぐつの着
用を義務
付けてお
り、当日
も徹底し
て活動を
実施し、
適正な使
用をして
いた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢で
の活動に
なってい
るとこ
ろ、当該
児童は入
学してま
だ間もな
く体力差
があった
ことが考
えられ
る。

体力差に
配慮し、
低学年に
はルール
変更によ
り便宜を
図るなど
対策を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児童
が参加し
ていた
ボール遊
びの審判
役とし
て、対象
児を含め
た児童の
活動を見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

ミニ児童
会館の専
用区画で
ある活動
室にて児
童の活動
見守りや
保護者か
らの問い
合わせ対
応として
配置

対象児
につい
ては１
年生と
低年齢
であ
り、重
心の安
定感
（バラ
ンス）
から考
えてま
だ転倒
しやす
い特性
がある
と考え
られ
る。

準備体操の
他に、転び
方の指導や
遊びの中で
体幹をきた
えるといっ
た取り組み
を考えた
い。

6058

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 23 23 3 2
23.11
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特記なし
基準配置
のため

2.不定期
に実施

約10 3.未実施
2.不定期
に実施

10
特記な
し。

注意喚起
の掲示。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一日保育
が２ヶ月
になり、
遊びたい
気持ちが
強くあら
われた。

気持ちの
高まりが
あり落ち
着くよう
に繰り返
し教える

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

1対１で
見るほど
ではない
が他の子
を見なが
ら気を付
けて見る
ようにし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室で
他のグ
ループの
遊びを見
ていたが
対象者が
咄嗟に走
り出した
ので予測
ができな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

保護者の
電話の対
応してい
たため見
ていな
かった。

特記な
し。

職員が意識
的に見守り
を強化す
る。

6059

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 8 8 3 3
22.10
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手中指
剥離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

特になし

事故予防
研修を定
期的に行
う。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 特になし

事故発生
場所に注
意喚起の
貼り紙を
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

何度でも
子どもた
ちに注意
を促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

その児童
は館内を
歩いてい
ただけ
だったの
で、特別
に注意を
向けてい
たわけで
はなかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の職員
は別の部
屋の掃除
を始めて
いた。

特にな
し

どんなとき
でも子ども
の行動には
十分気をつ
ける。

6060

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 5 5 2 1
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
幹部骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

特になし

支援員が
雑務等で
子どもか
ら離れる
場合に
は、別の
職員を置
く。

1.定期的
に実施

2～3
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

２階押し
入れ上段
部は天井
が低いこ
とから、
足を踏み
外し落下
すること
は今後も
あり得る
と判断。
押し入れ
上段部を
撤去する
こととし
た。

２階押し
入れ上段
部を撤
去。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

約３～４
分の間、
児童の見
守りをす
る支援員
を配置し
なかっ
た。

支援員は
数分間で
あっても
児童のい
る場から
離れる場
合には、
交代要員
を置く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

休校に
なってか
ら、非常
に活発で
ある。放
課後児童
クラブに
くるのが
楽しくて
たまらな
い様子で
あった。
本児は男
子と遊ぶ
ために男
児が来館
するのを
待ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

新型コロ
ナウイル
ス感染を
防ぐため
に環境消
毒。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

雑務と環
境消毒。

支援員
の雑務
が多
い。保
育に専
念でき
るよう
な体制
が必要
ではな
いか。
新型コ
ロナウ
イルス
感染症
によっ
て、よ
り一層
支援員
の負担
が増え
てい
て、余
裕を
もって
児童を
保育す
ること
ができ
ない。

これ以上人
員を増やせ
ない中で大
変ではある
が、支援員
同士が声を
掛け合い、
必ず支援員
が児童のそ
ばにいるよ
う努力した
い。

6061

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 29 7 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

手首骨折
（2本）

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

特になし

ブランコ
等の遊具
の正しい
使い方を
児童に改
めて指導
をし、職
員につい
てはでき
るだけ
個々の児
童の対応
に集中せ
ず全体を
見渡すよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

ブランコ
自体には
問題はな
く、使い
方に問題
あり。

ブランコ
自体には
問題はな
かったも
のの、ブ
ランコ等
の遊具の
正しい使
い方を児
童に改め
て指導を
し、職員
について
はできる
だけ個々
の児童の
対応に集
中せず全
体を見渡
すように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブランコ
で間違っ
た遊び方
してお
り、注意
をしたが
児童に響
いてな
かった。

誤った遊
び方で
は、ケガ
をする可
能性があ
ること
を、分か
りやすく
説明す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童がブ
ランコか
ら転落
し、声を
出した瞬
間気付い
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

ほかの児
童の対応
をしてい
た。

外遊び
の時は
常に児
童に注
意を
払って
いる
が、他
の児童
の対応
をして
いたた
め、見
守りの
体制が
通常時
に比べ
て手薄
となっ
た。

ブランコ等
の遊具の正
しい使い方
を児童に改
めて指導を
し、職員に
ついてはで
きるだけ
個々の児童
の対応に集
中せず全体
を見渡すよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6062

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 13 13 2 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘から
手首にか
けての橈
骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

今回の事
故は、
ルールを
守った上
での事故
だった。
本児も気
を付けて
遊んでい
たが起
こってし
まったた
め、外に
出る前に
けがをし
ないよう
気を付け
る項目を
子どもた
ちと確認
し、外あ
そびへ行
くように
する。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎週
1.定期的
に実施

毎日

毎週の点
検をして
おり、昨
年度に購
入した備
品だった
ため遊具
に問題は
なかった
が、引き
続き安全
点検を続
けてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

近くで見
守りをし
ており、
安全な場
所で遊ん
でいたた
め特にな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

外あそび
に出てす
ぐの怪我
だったた
め、近く
で見守り
を実施し
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

支援員二
人での保
育であ
り、且つ
室内で遊
ぶ児童の
見守りに
支援員が
一人付い
ていたた
め、外あ
そびは支
援員一人
での見守
りとなっ
た。

近くで見守
りをしてお
り、安全な
場所で遊ん
でいたため
特になし。

6063

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 45 45 13 4
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

中足骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

職員配置
上は基準
以上の人
数を整え
ていた。

1.定期的
に実施

日々の開
所時

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

校庭に凹
凸などは
なく、問
題はな
かった。

骨折の原
因が躓き
などでは
なく、骨
の発達以
上に体重
の負荷が
かかった
為なの
で、ハー
ドの問題
は考えら
れない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

ボールが
鉄棒の方
へ転がっ
ていき、
一人で
ボールを
追いかけ
ていた際
に発生し
たことな
ので、他
者との衝
突等はな
く、問題
はなかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

サッカー
で遊ぶ子
ども達を
至近で見
守ってい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

発生した
直後の様
子も鉄棒
付近にい
た指導員
が見守っ
ていた。

特にな
し。

至近で見
守っていた
為、問題は
なかった。

6064

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 24 5 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

自らの転
倒による
もの

支援員及
び補助員
で今回の
事故の振
り返りを
行い、今
後につな
げる

1.定期的
に実施

毎日
2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

4

新1年生
で、遊具
やその周
辺の遊び
方に慣れ
ていな
かった。

遊具やそ
の周辺の
段差など
気を付け
る場所を
確認し、
対策を検
討する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新1年生
を中心に
見守りを
していた
が、配慮
が十分で
はなかっ
た。

校庭での
遊具や周
辺の遊び
方につい
て、支援
員、補助
員が注意
喚起す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の様
子を見守
りしてい
たが、倒
れたとこ
ろは見て
いなかっ
たが、す
ぐに気づ
き部屋ま
で付き
添って
戻った。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

主任が部
屋の見守
り、他
補助員2
名が校庭
に出てい
た。

人員配
置は十
分で
あった
と思う
が、足
元のタ
イヤの
段差に
は、
前もっ
て声掛
けをす
るべき
であっ
た。

校庭での遊
具や周辺の
遊び方につ
いて話し合
い、児童に
注意喚起す
る。

6065

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 12 12 2 1
23.11
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第5趾
末節骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

対象児の
靴はハイ
カットの
靴で
チャック
の部分が
壊れてい
た。走る
遊びに適
していな
い状態
だったこ
とに気付
くことが
できな
かった。

子どもの
様子や服
装などを
よく観察
して、動
き回る際
に転倒な
どの原因
となるこ
とが予想
される場
合は注意
を呼びか
けたり、
ある程度
行動を制
限したり
する。

1.定期的
に実施

4 3.未実施
2.不定期
に実施

問題点は
ない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児本
人の話で
は、走っ
ていた時
に足をひ
ねったか
もしれな
いとの
事。当日
は14時頃
から30分
ほど小雨
が降った
ので、地
面は少し
湿ってい
た。学校
の中庭は
広範囲に
雑草が
茂ってい
て、足元
が見えづ
らい状況
だった。

遊び場に
滑りやす
い箇所
や、転倒
の原因と
なるもの
がないか
どうかを
確認し、
足元や周
囲に気を
付けるよ
う児童に
声掛けを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

学校の中
庭で外遊
び中、対
象児から
「右足の
小指が
変」と言
われる。
その場で
靴下を脱
いでもら
い様子を
見ると、
赤く腫れ
ていたの
で、原因
を対象児
に尋ねる
と、少し
ひねった
かもしれ
ないとい
うことを
聞く。部
屋に戻っ
て冷やす
か聞く
が、対象
児が「大
丈夫」と
答えたの

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

外遊びの
時間が終
わり、外
に出てい
た子ども
たちが
帰ってく
るのと一
緒に対象
児が室内
に戻って
きて「足
の小指が
痛い」と
言うの
で、靴下
を脱いで
見せても
らう。左
右の足を
見比べる
と、右足
小指が赤
く腫れ、
一部青く
なってい
たので氷
嚢で冷や
す。外に
出ていた
支援員か

本人が
大丈夫
と言っ
ていて
も、腫
れてい
ること
が確認
できた
時点
で、す
ぐに対
象児を
室内に
戻して
怪我の
処置を
するべ
きだっ
た。

腫れている
ことを確認
した時点で
左右の足を
見比べるな
どよく様子
を見る。そ
の時点です
ぐに対象児
を室内に戻
し、処置を
行うように
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6066

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 4 4 3 2
20.８
歳

1.男
児

近視が進ん
でおり眼鏡
着用も周囲
がよく見え
ていない様
子。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

当該児童
の特性を
鑑み危険
なプレー
を予想し
ながら職
員が見守
り、適宜
声をかけ
る。

1.定期的
に実施

毎日 3.未実施
1.定期的
に実施

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

・平日は
3年生も
入って
サッカー
をしてい
て、当該
児童もプ
レーは抑
えてい
る。当日
は3年生
の出席が
なく同級
生・下級
生と遊ん
でいたた
めプレー
が乱暴に
なりがち
だっ
た。・近
視が進み
眼鏡も度
数があっ
ていない
ためあま
り見えて
いない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

サッカー
中は審判
として子
どもたち
を見守っ
ている。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

あとから
合流する
子どもた
ちについ
ていた。

当該児
童とぶ
つかっ
た児童
も鬼
ごっこ
などで
よく他
児とぶ
つかる
児童
だっ
た。

遊んでいる
児童たちの
特性を鑑み
危険なプ
レーを予想
しながら職
員が見守り
適宜声をか
ける。

6067

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 9 9 4 2
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

勝負事に
気持ちが
熱くなり
すぎて、
加減がコ
ントロー
ルできな
い状態ま
で興奮し
てしまっ
た。

子どもた
ちのその
時の動き
などを把
握し激し
すぎる行
動には、
声掛けや
小休憩な
どの対応
をとる。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

1

当該事故
に関する
ハード面
での改善
点はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動遊び
を続ける
中で、グ
ランドが
荒れてし
まう事
で、転倒
のリスク
が高まっ
た可能性
がある。

グラウン
ドの凸凹
を遊び途
中の休憩
時にトン
ボなどで
均す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該勢い
よく走っ
て来た
が、受け
止めるこ
とができ
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他児の他
の遊びの
見守りを
してい
た。

職員も
一緒に
サッ
カーを
してい
る中プ
レーす
る子ど
も一人
ひとり
を客観
的に見
守るこ
とがで
きなっ
た。

職員は遊び
に入り込ま
ず、一緒に
遊びながら
も客観的に
その遊びを
見られるよ
うな対応が
必要。

6068

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 43 3 1
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～3

1.基
準以
上配
置

事故との
関連無し

2.不定期
に実施

10～12
2.不定期
に実施

10～12
2.不定期
に実施

10～12
事故との
関連無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊び中
は鉄棒な
ど遊具付
近を特に
注意して
見守るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊び中
に子供た
ちを各箇
所にて見
守ってい
た。本児
の近くで
も見守っ
ていた
が、転ぶ
場面は見
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

ほかの集
団または
個人を見
守ってい
た

鉄棒遊びの
時など注意
が必要な時
には、職員
が近くで見
守るように
する。

6069

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 83 83 9 7
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
頚部骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

一斉下校
などによ
りいつも
より児童
が多かっ
た。ま
た、地域
の児童も
多く遊ん
でいた。

特に低学
年児童な
ど小さい
子達へ重
点的に注
意し配慮
してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

特に低学
年には難
易度の高
い遊具が
多い。

発達に応
じて遊具
の決まり
など設け
る。高い
所などに
小さい子
がいる時
にはいつ
も以上に
注意して
見てい
く。その
他、施設
外（公
園）の遊
具が壊れ
ている場
合は速や
かに管理
者へ連絡
し、危険
の回避を
促す。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

公園遊び
の児童が
多く偏り
があっ
た。その
他、外部
児童との
トラブル
対応もあ
り一時的
に遊具を
みている
職員が手
薄となっ
た。

児童の人
数に偏り
が出ない
よう、工
夫して分
散してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

雲梯と汽
車側で他
の児童へ
声掛けを
行ってい
た為、対
象児が二
本橋から
落下時、
気が付く
ことが出
来なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

公園の奥
に行く児
童に対
し、声掛
けを行っ
ていた。
アスレ
チックの
高い所な
ど、危険
な場所の
遊びを見
ていた。

雲梯と
汽車へ
職員が
移動
し、中
間を見
る職員
がいな
くなっ
た。

職員同士声
を掛け合
い、死角を
つくらない
よう注意す
る。

6070

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 44 44 4 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

職員が見
守ってい
る状況
だった
が、遊ん
でいる時
に声をか
けなかっ
た。

遊ぶとき
に「手を
離さない
ように」
等丁寧に
声をかけ
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

設置場所
は、学校
の校庭。
遊具に不
具合はな
し。

不具合が
ないた
め、改善
点はあり
ません。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

「汗をか
いて滑
る」こと
も考慮し
て声をか
けるべき
だった。

落下する
要因（手
が滑る、
一段とば
して手が
届かな
い、繰り
返しで握
力がなく
なる等）
を考慮し
て、適切
な声掛け
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

うんてい
の側面で
本児が遊
んでいる
ところを
見守って
いたが、
本児が落
下する瞬
間、受け
止めるこ
とに間に
合わな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

うんてい
で遊んで
いる児童
が1名
で、その
他にドッ
ジボール
や虫探し
をしてい
る児童が
20名以上
おり、他
の職員は
他の児童
をみてい
たため。

本児の
様子や
状況を
瞬時に
判断
し、的
確な声
掛け
（少し
休憩し
よう
等）を
し、本
児の動
きをコ
ント
ロール
できる
とよ
かっ
た。

1人の児童
に2人の職
員配置は取
れないが、
声掛けの必
要性はあ
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6071

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 5 5
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

職員の各
部屋1名
配置に努
めている
が, 再度
確認し
た。

1.定期的
に実施

15
1.定期的
に実施

13
2.不定期
に実施

2 特になし

　床に敷
いたカー
ペットや
床板の様
子を観察
すること
にした。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

床面にパ
ズルを置
いて遊ん
でいたた
め, 　本
児が踏ん
で滑って
しまっ
た。

パズル等
玩具は,
机上で行
うよう子
どもたち
に指導し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

用事が
あって,
事故の
あった部
屋（図書
室）を出
た直後
だった。
部屋に
戻って子
どもの異
状に気付
いた。
滑って手
をついた
本児が痛
みを訴え
たため,
患部を氷
水で冷や
した。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

事務室か
ら職員が
行き,
本児から
けがの経
緯,  パ
ズルをし
ていた他
児童, 近
くにいた
児童から
事故当時
の様子を
聞き取っ
た。

床面に
おも
ちゃを
置いて
遊ぶ場
面は通
常のこ
とで,
子ども
も職員
も危険
性まで
は感じ
ていな
かっ
た。

図書室での
様々な危険
性をイメー
ジし, 　子
どもを見守
ることを職
員間で確認
した。

6072

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 50 50 3 2
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手薬指
骨折

5.他
児か
ら危
害を
加え
られ
たも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

児童の様
子への観
察が徹底
できてい
なかっ
た。

児童館に
おいて
は、職員
は児童対
応におい
て、きち
んと目を
配り対応
すること
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

毎日

対象児は
ふざけて
遊んでい
たため
に、右手
薬指を床
につい
て，その
上に他児
がのしか
かってき
た。

テーブル
が２台あ
り，狭い
スペース
での遊び
であり，
つまずき
やすかっ
た。テー
ブルの配
置にも問
題があ
り，広く
保つため
の工夫が
必要であ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

対象児は
ふざけて
遊んでい
たため
に、右手
薬指を床
につい
て，その
上に他児
がのしか
かってき
た。

テーブル
が２台あ
り，狭い
スペース
での遊び
であり，
つまずき
やすかっ
た。テー
ブルの配
置にも問
題があ
り，広く
保つため
の工夫が
必要であ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見守りは
していた
が，怪我
の瞬間ま
では見て
いなかっ
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

見守りは
していた
が，怪我
の瞬間ま
では見て
いなかっ
た。

対象児
はふざ
けて遊
ぶこと
が多い
ため、
落ち着
きのな
さも起
因して
いる。

普段からの
指導を徹底
していくこ
とも大切で
ある。

6073

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 76 76 8 6
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕肘骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

児童の動
きを想定
して声掛
けをして
いたが、
怪我を避
けられな
かった

児童への
言葉かけ
や配慮を
しっかり
行う

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12

連日晴天
が続いて
いた為、
運動場土
が乾燥し
滑りやす
くなって
いた。職
員間や児
童にも呼
びかけ注
意を促し
ていた

特に活動
場所を移
動する時
は、慌て
ず慎重に
行動しな
ければい
けない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

晴天が続
き、運動
場が滑り
やすく
なってい
た

活動場所
を移動す
る時は、
必ず実際
の状況や
注意点を
伝える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一斉に外
へ出た
為、危険
個所の階
段見守り
に集中し
てしまっ
ていた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

クラブ出
口の見守
りや児童
への指導
をしてい
た為、見
ていな
かった

児童へ
は注意
を促し
ていた
が効果
がな
かった

改めて指導
の時間を設
け、危険な
場所の確認
をし合う

6074

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 7 7 2 2
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ヘルメッ
トの着用
を義務付
けていた
が、肘・
膝の保護
具は着用
していな
かった。

ヘルメッ
トだけで
はなく、
肘・膝の
保護具着
用の検討

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

不慣れで
あった
が、周回
コースの
緩やかな
下り坂で
スピード
がでてし
まった。

遊び方の
ルールの
見直し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童6人
が周回
コースを
回って遊
んでいた
ため対象
児童のみ
を見てい
なかった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

児童6人
が周回
コースを
回って遊
んでいた
ため対象
児童のみ
を見てい
なかった

児童
は、ブ
レイブ
ボード
にまだ
不慣れ
であっ
たが、
特別な
見守り
はして
いな
かった

不慣れな児
童について
は特に注意
して見守る

6075

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 36 36 10 5
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘・外
顆骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

職員は、
見守りを
行ってい
たが、鬼
ごっこ中
にロープ
に上って
しまっ
た。

職員会議
において
職員間で
こどもへ
の指導や
見守り方
法を確認
と周知

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

使用でき
ないとき
は、ロー
プの一部
を巻き付
け、使用
しないこ
とをルー
ル化して
いたが鬼
ごっこ中
にロープ
に上って
しまっ
た。

使用しな
いよう
ロープ部
分に貼り
紙で掲示

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

学校の休
校が続
き、一年
生はまだ
学校での
活動がで
きていな
い状況

集団での
遊び方の
ルールの
周知徹
底、見守
り方法の
再確認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

職員
は、見
守りを
行って
いた
が、鬼
ごっこ
の際中
にロー
プに
上って
しまっ
た。

職員間で、
なぜ事故が
起きたか話
し合い、危
険な個所の
再確認と児
童の見守り
を行う際の
注意点・指
導方法を確
認。また児
童に対し
て、けがが
あった経緯
を説明し注
意喚起をし
た。

6076

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 30 30 4 2
23.11
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

外遊びに
参加する
人数が少
なく、高
学年が半
数を占め
ていたの
で、外遊
びについ
ては支援
員１名体
制で見守
りを実施
した。※
クラブ１
全体では
４名の支
援員等を
配置

外遊びを
実施する
際は、可
能な限り
２名体制
で見守り
を行う。

1.定期的
に実施

10
2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

10 特になし

近隣公園
施設の点
検に際す
る、
チェック
リストの
作成

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑り台に
複数人
登ってい
た時に降
りるよう
に声掛け
をするべ
きだった

本来の遊
具（今回
は滑り
台）の使
用方法に
ついて確
認する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れた場
所より対
象児も含
めて公園
全体を見
守ってい
たが、飛
び降りた
際には他
児の対応
をしてお
り、気づ
いた時に
は対象児
が地面に
倒れてい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の職員
は現場に
いなかっ
た

滑り台
に複数
人登っ
ていた
時に降
りるよ
うに声
掛けを
するべ
きだっ
た

落下する可
能性がある
遊具の傍に
はすぐ対応
できるよう
に支援員を
配置し、落
下しないよ
うな遊び方
を指導する

235 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6077

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 36 36 3 1
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

より多く
の児童を
見守るこ
とができ
る場所で
支援を行
う。

2.不定期
に実施

必要に応
じて実施

1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

必要に応
じて実施

事故誘因
は自らの
落下によ
るもので
あるた
め、ハー
ド面にお
ける特段
の改善策
はない。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

支援員体
制は適正
であり、
特段の改
善策はな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊びの
見守りで
グラウン
ドで支援
を行って
いたが、
少し離れ
た場所で
別の児童
の見守り
を行って
おり、当
該児童が
落下した
瞬間を見
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

支援室内
で他の児
童の見守
りを行っ
ていた。

より多くの
児童を見守
ることがで
きる場所で
支援を行
う。

6078

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 1 1 1 1
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手関節
部切創

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

小学生が
園児と一
緒に同じ
活動をし
たこと

児童支援
員と保育
教諭と
で、園児
と小学生
の合同活
動につい
て連携を
図る

1.定期的
に実施

288
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

48

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児に対
して小学
生が一人
という状
況

小学生に
園児と活
動する際
の注意事
項を確認
の後、活
動に入る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

小学生が
一人だけ
であった
ため、年
下の園児
を前に張
り切って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

室内を走
り回って
いたた
め、部屋
全体を見
渡せるよ
う少し離
れてい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至

走る園児
達を見渡
せるよう
に距離を
とってい
た。

見守る支援
員、保育教
諭の位置、
距離を工夫
する

6079

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 21 21 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

無し

外遊び引
率職員は
2名で配
置で配置
基準は満
たしてい
た。

1.定期的
に実施

日々 3.未実施
クラブ内
に遊具無
し

1.定期的
に実施

日々 無し

遊びの中
で走り方
やこけた
時の対応
の仕方を
日々の中
で知らせ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

無し

外遊びの
際、子ど
も達の行
動範囲が
広い時は
遊んでよ
い場所を
制限する
必要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

個々に好
きな遊び
をしてい
たため、
支援員は
全体に見
守りを
行った。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距

多方面で
遊ぶ児童
もいたた
めに他方
面の見守
りを行っ
た。

多方面
で遊ぶ
児童も
いたた
めに遊
ぶ範囲
は広
かっ
た。

外遊びの
際、子ども
達の行動範
囲が広い時
は遊んでよ
い場所を制
限する
必要があ
る。

6080

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 71 71 11 4
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

児童が
ボールの
上に乗っ
ていたら
転倒する
可能性が
あったが
注意喚起
がなかっ
た。

転倒する
危険性が
ある場合
事前に注
意喚起し
ておく。
また、転
倒する危
険性のあ
る行動を
している
児童がい
た場合す
ぐさま注
意をす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

安全点検
は定期的
に行って
おり、設
備などで
のケガで
はないた
め今回の
事故によ
る具体的
な改善策
はない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒する
危険性が
ある場合
事前に注
意喚起し
ておく。
また、転
倒する危
険性のあ
る行動を
している
児童がい
た場合す
ぐさま注
意をす
る。配置
人数は適
切だった
が注意喚
起を怠っ
ていたの
で今後は
児童への
注意喚起
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

支援員が
サッカー
の説明を
している
際、支援
員の後ろ
で怪我を
した児童
が話しを
聞いてい
た。なの
でボール
に乗って
いること
がわから
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

サッカー
をしてい
る際は、
2人で対
応してい
たが、説
明をして
いる職員
が1人。
もう1人
の職員は
話を聞い
ていない
児童の対
応をして
いたので
けがをし
たときは
見ていな
かった。

全児童の動
きを把握出
来ていな
かった事が
原因だっ
た。今後、
児童の動き
が分かるよ
うな立ち位
置を気にし
て、けがの
恐れがある
ことをして
いたら注意
することを
徹底する。

6081

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 60 60 8 3
21.９
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

爪の剥が
れと骨折

8.そ
の他

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

今まで定
期的に実
施出来て
いなかっ
たが、事
故予防に
関する研
修の必要
性を強く
感じたの
で、今後
は実施し
ていくべ
きだと
思った。

3.未実施 3.未実施 3.未実施

小学校の
一室だっ
た為点検
には関
わってい
ないが、
机等の扱
いについ
て（子供
たちが片
付けたこ
とがある
のか
等）、事
前に確認
しておく
べきだっ
た。

いつどん
な時でも
使用場所
や道具に
ついての
扱いにつ
いて、支
援員同士
共通認識
をしてお
くべきだ
と思っ
た。

7.その
他

いつもと
違う環境
である事
から、机
等の扱い
について
危機感を
持ってお
く必要が
あった。

机、椅子
共に、子
どもたち
が普段使
用してい
る物と違
うことか
ら、片付
けは支援
員が行う
事にし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

片付けの
誘導を
し、机に
ついては
3年男子
に手伝っ
てもらお
うかなと
声をかけ
た。椅子
の片付け
の補助に
入ってい
た為、一
番に机の
元に戻っ
た児童の
行動を予
想してい
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

借り物の
消毒、片
付けの誘
導1名、
片付け後
の子ども
の誘導
（クラブ
へ戻る
為）に1
名、担当
同様、机
に戻った
児童がす
ぐに机の
片付けを
始めてし
まうとは
思ってい
なかっ
た。

いつも
の様に
おやつ
後の片
付けを
してく
れたの
だろう
と思う
が、机
の重さ
や運び
にくさ
から、
子ども
達が必
要以上
に触ら
ない様
にして
おくべ
きだっ
た。

日常的に当
たり前に
なっている
机等の扱い
にも危機感
を持ち、支
援員が補助
に入りなが
ら過ごすよ
うにする。

6082

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 15 15 5 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手　若
木骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1.基
準以
上配
置

児童に遊
ぶ上での
事前説明
を行い、
準備体操
等の徹底
をする。

1.定期的
に実施

3 3.未実施 3.未実施

児童に遊
ぶ前には
遊具の使
い方等を
説明す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼ごっこ
の際に遊
びに参加
していた
支援員が
対象児含
め3名の
児童を見
守りつつ
あそんで
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の職員
は、運動
場のそれ
ぞれの場
所で遊ん
でいる児
童につい
て見守り
をしてい
た。

支援員は遊
ぶ中で児童
のテンショ
ンが上がり
すぎないよ
う、所々で
声掛けを行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6083

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 41 41 4 1
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

コロナ禍
で学校で
も学童で
も、体を
動かす遊
びが限ら
れてい
る。その
為、エネ
ルギーが
ありあ
まってい
る感じが
見受けら
れる。

遊びの内
容によ
り、安心
できるよ
うに場所
を確保す
る。ま
た、児童
全員に、
何度も丁
寧に危険
に繋がる
行為の説
明を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

2

今回の事
故に直接
結びつく
箇所は見
当たらな
い

今後も現
行の点検
に努める

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

倒れた場
所が、フ
ローリン
グ部分横
の元廊下
部分であ
るコンク
リート部
分との境
目であっ
た事も否
定できな
いと思わ
れる。

廊下の部
分も充分
活用して
おり、ま
た、床の
素材を変
える事
は、甚だ
難しいと
思われる
ので、滑
らないよ
うに、靴
下をぬく
など声を
かける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

コロナ禍
で体を動
かす遊び
が限られ
ている
中、児童
たちは距
離を保て
るフラ
フープを
してい
た。その
間を拭う
様に数名
の児童が
走り始め
たので止
めるよう
声掛けし
ていた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

１教室程
度の広さ
のプレイ
ルーム
で、２名
の指導員
が子供を
見守って
いた。

教室内
での走
る行為
には声
掛け等
で止め
る必要
はある
が、守
られな
い場
合、安
全笛な
どを利
用して
速やか
に止め
る行為
が必要
であ
る。

プレイルー
ムでの遊具
等の使う組
み合わせや
時間配分の
変更などを
考え、ま
た、危険予
知を指導員
や全児童と
再度話し合
う。

6084

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 4 3
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

11

1.基
準以
上配
置

片付けを
促し、帰
りの支度
をするに
向けて学
童室全体
が慌ただ
しかっ
た。

落ち着い
て片付け
や、支度
ができる
ように全
体に向け
て言葉が
けを行
う。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

293

児童が靴
下を脱
ぎ、小走
りで移動
してい
た。

室内は
ゆっくり
歩くよう
に再度指
導を徹底
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室だ
けでな
く、移動
の廊下や
トイレま
で見守り
を強化す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

帰りの会
の直前で
あったた
め、保育
室に全員
が目がい
き、トイ
レへの注
意が薄
まってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

帰りの支
度や片付
けの補助
で他児の
対応で見
ていな
かった。

本児か
らの訴
えでア
イシン
グや保
護者へ
の連絡
は行っ
ていた
が、本
児もぶ
つけた
あと活
動して
いたの
で油断
してい
た。

こまめに痛
みの様子や
骨折等まで
の可能性を
踏まえた対
応をできる
ように職員
間で意識を
統一する。

6085

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 28 28 3 3
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

事故との
関連無し

2.不定期
に実施

10~12
2.不定期
に実施

10~12
2.不定期
に実施

10~12
事故との
関連無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故との
関連無し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員の近
くにいた
ので、本
児童の様
子を見て
いたが、
地面に打
ち付けた
手と膝を
心配して
声をかけ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

ほかの児
童の対応
をしてい
た

事故発生後
に、児童が
足を引き
づっている
のを見て他
の職員も声
掛けを行っ
たが、本児
が痛みを訴
えなかった
ため、冷や
すことなど
を行わな
かった。
「膝が痛
い？」と聞
いたことで
「痛くな
い」と答え
た可能性も
あり、実際
に負傷した
「足首」の
痛みを聞き
出すことが
できなかっ
た可能性が
ある。職員
からの質問
の仕方に工
夫が必要と

6086

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 174 ## 24 7
22.10
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨下
端骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

見守りの
範囲が広
く目が離
れてし
まった際
に起こり
うる事故

広い視野
を持って
保育にあ
たる

1.定期的
に実施

2 3.未実施 遊具無し
1.定期的
に実施

1

学校内の
図書室の
ため荷物
置き場の
棚などが
無い

シートや
収納BOX
等で対応

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

学校内の
図書室の
ため、
シートを
固定する
事ができ
ない

シートの
めくれな
どを養生
テープな
どで押さ
える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

発生時
は、室内
で遊ぶ児
童の見守
りをして
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

各自、担
当の遊び
の見守り
をしてい
た。

荷物置
き場が
児童の
活動の
場から
離れて
いる
為、支
援員の
目が離
れた。

荷物置き場
へ行く際
は、支援員
が必ず荷物
置き場まで
見守る。

6087

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 53 53 7 4
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

事故予防
に関する
研修を
行ってい
ないた
め、今後
対応する

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

毎回
1.定期的
に実施

適時

本来、遊
んではい
けない遊
具を使用
しての事
故だった
為、児童
への周知
を徹底し
ていく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りに
死角が
あった
為、立ち
位置など
の再検討
が必要で
ある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の遊
びの見守
りをして
おり、鉄
棒にぶら
さがって
いること
の確認が
できてい
なかなっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

落下した
後に、本
児の様子
に気付
き、怪我
の経過を
見る。

本児の動き
を全く把握
できなかっ
たことが今
回の怪我の
原因と考え
られる為、
職員配置も
含め、死角
がないよう
見守りを強
化してい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6088

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 55 55 5 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

鉄棒をし
ている時
に一度手
を滑らせ
て落ちそ
うになっ
た。見て
いた支援
員が「絶
対に手を
離さない
よう
に。」と
声を掛け
たが再度
鉄棒にぶ
ら下がり
手が滑っ
て落ちて
しまう。

危険と判
断したら
違う遊び
に誘って
みるか、
鉄棒がし
たいので
あればし
ばらく支
援員が目
を離さな
いように
する。

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

低学年な
ので、鉄
棒をした
いという
気持ちが
大きく、
危機感が
なかった
のかもし
れない。

遊具を使
用する場
合は、よ
り一層注
意深く見
守る。学
年に関わ
らず（特
に低学
年）危な
いと感じ
たらしば
らくは目
を離さな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

校庭が広
く隅々ま
で目がな
かなか行
き届かな
く、大勢
の子ども
達を見て
いるので
1人につ
いている
のは難し
い。

鉄棒等遊
具の所
に、支援
員を配置
し目配り
ができる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一度落ち
かけたと
ころを目
撃し、手
を離さな
いように
声を掛け
て近くに
いたが、
対象児か
ら目を離
していた
時「落ち
た」と近
くにいた
子どもの
声が聞こ
え駆け寄
る。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の学童
児の保育
やお迎え
の対応を
してい
た。

近くで
見守っ
ていて
も目を
離した
すきに
起きて
しまう
事もあ
り、子
ども達
の動き
に対応
できな
い時も
ある。

できるだけ
一人一人に
目が行き届
くように
し、大きな
ケガがない
ように見守
り、支援を
していく。

6089

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 37 37 4 3
23.11
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

新型コロ
ナウイル
ス感染症
予防対応
のため、
児童の先
回りをし
て手洗
い・アル
コール消
毒にかな
り注意を
払ってい
た。その
ため、児
童の最後
尾で最後
まで見守
る体制が
不備で
あったと
考えられ
る。

支援員が
児童の先
に立って
行動する
ことは勿
論だが、
最後尾で
も安全確
認を確実
に行うよ
うに支援
対応を見
直した。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

300

グランド
からクラ
ブ棟に入
るところ
がスロー
プになっ
ていて2
か所に点
字ブロッ
クがあ
る。薄い
黄色で目
立つよう
にしてあ
るが、慌
てるとつ
まづく可
能性があ
る。

視覚障が
い者には
大切な点
字ブロッ
クだが、
色をもっ
と目立つ
色にして
危険予知
できると
より安全
だと考え
られる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊ぶ児童
数は少な
くなった
が、消毒
にも気配
りが必要
なため、
十分な目
配り気配
りができ
なかっ
た。

児童の行
動範囲を
支援員の
目配りが
届く範囲
になるよ
う調整し
た。ま
た、児童
の前後に
誰がつく
かを表に
まとめて
確認する
ようにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

4・5年生
は9人
で、児童
数として
は少な
かった
が、遊び
時間が終
わる時に
は、新型
コロナウ
イルス感
染症予防
対策とし
て、手洗
いと消毒
に気配り
をしてい
た。その
ため前
もってク
ラブ棟に
支援員が
戻ってい
たため、
対象児童
の動きを
最後まで
見ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

クラブ棟
は、2年
生と4年
生、5年
生の3学
年が共同
生活をし
ている。
この時期
は、新型
コロナウ
イルス感
染症予防
対策を意
識してい
たため、
3密の回
避を常に
意識して
いた。そ
のため、
目配り気
配りが対
象児童か
ら離れて
しまって
いた。ま
た、普段
から落ち
着いた児
童である

児童
館・ク
ラブ棟
の2か所
で児童
を支援
してい
るが、
学校が
休校中
で、特
に1年生
は学校
未経験
の状態
であっ
た。そ
こで、1
年生の
いる児
童館側
を優先
にして
いたと
ころも
ある。
午後の
支援員
の人数
が少な
かった

外遊びの折
には、見守
りの人員を
増やした。
また、グラ
ンドでの行
動範囲を制
限して、支
援員が見守
りやすくす
る対策を
とった。

6090

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 24 5 3
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕部
骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

遊びの内
容、人数
に対し、
適切な人
員配置を
行ってい
た。

今後も、
適切な人
員配置を
行う。
これまで
同様、気
になった
ことは
ミーティ
ングや職
員連絡
ノート等
で情報共
有し、危
機管理に
対する意
識を高め
る。

1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

60

安全
チェック
リストに
基づいた
日々の施
設点検
や、外遊
び前後の
遊具点検
を行って
いた。

引き続
き、安全
点検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コートの
広さやそ
れに対す
る児童の
人数は適
切だっ
た。
他の遊び
をしてい
る児童と
は十分な
距離を
取ってい
た。

今後も児
童の遊び
の内容や
人数を見
ながら、
安全なス
ペースが
確保でき
るよう職
員が調整
する等の
援助を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

コートの
外から担
当職員が
見守りを
していた
が、距離
があった
ため支え
るなどの
対応はで
きなかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他に２名
の職員が
校庭に出
ていた
が、フラ
フープを
している
児童、
キャッチ
ボールを
している
児童にそ
れぞれつ
いてい
た。

新型コ
ロナ
ウィル
ス感染
症対策
による
外出自
粛のた
め、児
童の体
力、筋
力、運
動能力
が衰え
ている
こと
を、対
象児も
職員も
意識で
きてい
なかっ
た。

児童の体力
が予想以上
に低下して
いることを
意識した注
意、声掛け
をする。
これまで同
様、準備運
動をしっか
りと行うよ
う指導す
る。

6091

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 30 3 3
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

校庭内に
石ころあ
ある場合
があって
つまづく

石ころに
気付いた
場合は
拾って捨
てる

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

屋外遊び
の前、お
やつの時
間等に注
意を繰り
返しする
ようにす
る。

遊び方や
遊具の使
い方等を
支援員の
ミーティ
ングを通
して注意
しながら
見守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

少し離れ
たところ
からみて
いたが、
転んでい
たので様
子を見に
行った

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な

障害児対
応と男子
児童の
ボール遊
びをみて
いた

特にな
し

特になし

6092

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 12 12 6 3
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端剥離
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

-

児童の心
身の状態
を充分に
把握した
うえで遊
びや動き
の危険に
ついての
認識を全
職員で情
報を共有
し予測さ
れる危険
を未然に
防ぐため
の声が
け・環境
整備を徹
底する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 -

遊具の破
損や施設
環境の不
備などに
よる危険
について
日常的に
こまめに
点検を実
施し該当
箇所は速
やかに改
善する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

本児の個
性を把握
したうえ
で活動の
指示や見
守りにつ
いての配
慮を工夫
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児とと
もに片付
けをしな
がら、対
象児に片
付けを促
す声がけ
を行った

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

対象児の
行動に危
険を感じ
たため離
れた場所
から声が
けを行っ
た

-

活動時は、
危険を未然
に防ぐため
の職員の配
置を各所で
工夫する。
児童との距
離感につい
ても配慮を
欠かさない
ように意識
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6093

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 6 6
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

-

子どもが
活動する
場合には
必ず職員
を配置
し、安全
な場所で
の見守り
と対応を
継続す
る。

1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

35 -

館庭は毎
日整備し
ているが
地面の凹
凸などさ
らに留意
して整備
を続け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

低学年が
多い場合
には人員
配置を多
くするな
ど配慮し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当児童セ
ンターで
は職員６
名の配置
の中で、
その日の
児童数や
活動場所
（館庭・
遊戯室・
集会室図
書室）や
活動内容
に応じ
て、適切
な職員配
置を行っ
ている。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

- -

児童の様子
を細やかに
観察し、異
変があった
時には素早
く対応でき
るようにし
ていく。

6094

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 25 25 6 5
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

打撲

5.他
児か
ら危
害を
加え
られ
たも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3・4

1.基
準以
上配
置

-

児童全員
に対して
KYT（危
険予知ト
レーニン
グ）の実
施。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 -

アスレ
チック
ボックス
の撤去。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

運動遊び
中は子ど
もの動き
が煩雑で
事故要因
に気づき
にくいた
め、より
注意して
子どもの
見守りを
実施。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

運動遊び
をしてい
る子ども
のそばで
部屋全体
を見てい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

別室でそ
れぞれ子
どもを見
守ってい
た。

-

運動遊び中
は、安全対
応能力が低
い児童のそ
ばで見守り
を実施。

6095

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 19 19 6 5
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足指第
3趾中骨
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

　ドッジ
ボールの
休憩時間
で見守り
をしてい
た職員が
ちょうど
トイレに
行ってお
り，
縄跳びに
付いてい
た職員一
人が遊戯
室にいた
状況だっ
た。

　児童の
動きにす
ぐ職員が
対応でき
るよう，
職員が専
属で付け
る時のみ
肋木が使
えるよう
に改め
た。

1.定期的
に実施

毎日２回
1.定期的
に実施

毎日２回
1.定期的
に実施

毎日 - -

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

上靴を履
かずに遊
んでい
て，肋木
から床に
飛び降り
た。

上靴を履
く。飛び
降りな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当時遊戯
室には２
名の職員
がいたが
それぞれ
ドッジ
ボールと
縄跳びに
付いてお
り，肋木
専属で見
守る職員
がいな
かった。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

残り４名
のうち３
名は集会
室と図書
室で児童
を見守っ
ていた。
所長は当
初遊戯室
で子ども
を見守っ
ていた
が，来客
があり，
事務室に
移動して
いた。

　肋木
に上っ
ていた
本児に
対し，
友達が
ふざけ
て手を
出し
た。そ
れを避
けよう
とし
て，本
児が肋
木から
落下し
た。

　早速帰り
の会で子ど
もたちと，
①先生が付
いていると
きに行う，
②飛び降り
ない，③上
靴を履くの
３点を確認
し，以後肋
木に掲示し
ている。

6096

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 5 4
22.10
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第五趾
基節骨骨
折

8.そ
の他

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

上記マ
ニュアル
を支援員
等全員が
再確認す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1 3.未実施

今後も同
様の点検
を実施し
ていく。

7.その
他

２階に移
動した
際，児童
が裸足で
過ごして
いたため
に，事故
につな
がったと
考えてい
る。今後
は，室内
では上履
きを着用
すること
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

特に目
立った様
子はな
かったの
で，通常
どおり全
体を見守
る体制で
あった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

特に目
立った様
子はな
かったの
で，通常
どおり全
体を見守
る体制で
あった。

児童が裸足
で過ごして
いたことが
事故につな
がったと考
えている。
今後は室内
では上履き
を着用する
よう指導す
る。

6097

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 32 32 3 3
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

事故との
関連無し

2.不定期
に実施

10～12
2.不定期
に実施

10～12
2.不定期
に実施

10～12
事故との
関連無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

机の配置
を変えた
り、机の
脚に緩衝
材をつけ
るなどの
対応を検
討する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員の近
くにいた
ので、本
児童の様
子を見て
いたが、
自ら机の
脚にぶつ
かったの
で止めら
れなかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

ほかの児
童の対応
をしてい
た

見守りだけ
では対応が
できないの
で、机の配
置を変えた
り、机の脚
に緩衝材を
つけるなど
の対応を検
討する。

6098

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 15 15 3 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨骨
幹部若木
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

0～1
2.基
準配
置

3か所に
分かれて
活動する
児童に対
し、2人
で見守り
を行って
おり、離
れた場所
から児童
を見守っ
ていた。

2名の支
援員が安
全に見守
れる活動
範囲を検
討する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

10

児童が活
動スペー
スへ移動
する際の
経路上に
学校農園
が存在し
ており、
農園を囲
う石が通
る際の妨
げとなっ
た。

安全に通
行できる
場所を通
るように
する。
その場所
を通る時
は走らな
い、と
ルールを
決め、通
る際は支
援員が注
意して見
守る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1名の支
援員が2
か所にい
る児童を
見守るた
め、離れ
た場所か
らの見守
りとなっ
た。

2名の支
援員が安
全に見守
れる活動
範囲を検
討する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
遊んでい
る場所
と、もう
一方の児
童が遊ん
でいる場
所の2か
所を同時
に見守る
ため、少
し離れた
所からそ
れぞれの
児童を見
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の児童
の見守り
を行って
いたた
め、対象
児の方を
見ていな
かった。

他の児
童と会
話をし
てたた
め、対
象児が
転ぶ瞬
間は対
象児を
見てい
なかっ
た。

危険な動き
をしている
児童を迅速
に発見でき
るよう、常
に児童の動
きに目を配
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6099

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 18 18 4 2
23.11
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足親指
骨折、打
撲、挫傷

8.そ
の他

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

事故等の
際の病院
に行くま
での応急
処置や研
修、保護
者等への
連絡方法
等のマ
ニュアル
作成・共
有。

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

小学校と
危険個所
の共有

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該児童
が6年生
というこ
とで、使
用前に危
険個所・
ルールの
確認を
怠ってい
た。体育
館使用上
のルール
等の明文
化と定期
的な児童
との確認
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

機嫌が良
く付きっ
きりの必
要がな
く、遠見
で大丈夫
と判断。
事故当
時、パー
トが体育
館と部屋
で入れ替
わりをし
ていたと
きで、体
育館に支
援員は1
人だっ
た。機嫌
も良く、
落ち着い
ていたの
で一瞬の
気の緩み
で児童を
視界から
外して、
他の児童
の注意に
気を取ら
れた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

児童クラ
ブと体育
館を分担
してみて
いた。

体格も大き
くなり、力
も出てきて
今まで出来
なかったこ
とが出来だ
し、支援員
が声掛けす
る猶予がな
く咄嗟が間
に合わなく
なっている
ため、今後
は支援員が
付きっきり
で保育をし
ていく体制
とっていき
たい。しか
し、常時そ
の体制がと
れるかは、
その他の児
童の様子、
支援員の人
員によって
は困難な場
合がある。
それには
パート職員
の資質向上

6100

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 19 19 3 2
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘外顆
骨折、左
肩打撲

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

事故発生
後のおや
つタイム
に全児童
に知らせ
ると共
に、遊具
の正しい
使い方に
ついて確
認した。
また、そ
の後の外
遊びの時
間に、事
故発生現
場に行
き、肋木
だけでな
く、それ
ぞれの遊
具の使い
方や禁止
事項につ
いて再確
認した。

2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12 特になし

遊具に問
題はない
ため特に
ありませ
ん。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

小学校の
運動場遊
具で起き
た事故の
ため、小
学校にも
事故報告
を行っ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

肋木附近
で児童の
活動を見
守ってい
た支援員
がすぐに
駆けつ
け、身体
の状況を
調べた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の児童
を見守っ
ていたた
め事故発
生の瞬間
は見てい
なかった
が、事故
後対象児
童の看護
にあたっ
た。

特にな
し

児童の危険
行為を確認
次第すぐに
注意し、事
故を起こさ
ないよう指
導する。

6101

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 4 2
23.11
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10
2.基
準配
置

事故発生
時の対応
は学んで
いるが、
事故につ
ながる前
の保育の
時点で防
止できる
よう一層
児童それ
ぞれの状
況につい
て職員間
で共有し
ておく

1.定期的
に実施

1・2
1.定期的
に実施

1・2
1.定期的
に実施

日々

遊具の損
傷などは
随時点検
して危険
なものは
修理する
などの改
善策を速
やかにと
る。また
使い方に
ついて本
来の目的
と異なる
事をして
いる場合
は注意を
促す

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の使
用の仕方
で本来の
目的と異
なる使用
方法を
行ってい
る場合は
注意をす
るだけで
なくやめ
るまで見
届けるよ
うにする

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

見守りを
行ってい
た支援員
を遊びで
はあるが
バットで
たたいて
いた。そ
のことに
対して注
意をしな
がら見守
りをして
いたが、
そのうち
にぐるぐ
るバット
をして遊
ぶ、とい
う個人の
遊びに変
わった。
ぐるぐる
バットを
した後に
再度後ろ
から支援
員をたた
こうと近
づいてき
たが、自

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

背後から
たたこう
とする気
配はあっ
たので意
識してい
たが、ブ
ランコの
柵付近に
いたため
場所の移
動は行わ
ずそのま
ま静止し
ていた。
倒れた直
後支援員
の前にい
た児童た
ちが倒れ
た状況に
気づき、
その様子
をみ振り
返り倒れ
た児童に
気づいた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

本人は
ジャング
ルジムに
突っ込ん
だ事は意
識にな
く、肩が
痛い、と
訴えた。
室内への
移動を促
し部屋で
横になっ
た為、様
子を確認
しながら
見守っ
た。保護
者への連
絡をする
よう児童
に伝える
と、すぐ
お迎えの
時間にな
るので連
絡は不要
といっ
た。

同学年
の登所
人数に
偏りが
あり仲
間関係
が保て
ない結
果無茶
な遊び
につな
がった
ところ
がある
と思わ
れる

同じような
遊びをして
いる場合に
は具体的に
危険なこと
があったの
でやめるよ
うに伝える

6102

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 44 44 5 2
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手　手
首の骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

事故予防
の研修を
行う事
で、支援
員の事故
を防ぐ知
識や意識
を高め
る。

3.未実施 3.未実施
1.定期的
に実施

学校の遊
具等も定
期的に安
全点検を
するよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑り台な
どの固定
遊具には
必ず1名
の支援員
が見守る
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

滑り台の
そばにい
たが、他
児のケン
カの仲裁
をしてい
たため落
下の様子
は見てい
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

配置した
場所で児
童の見守
りをして
いた。

滑り台の安
全な滑り方
を教えた
り、滑り台
の途中で止
まるなどの
行為を見つ
けた場合は
速やかに滑
るように促
すようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6103

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 26 4 2
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

特にな
し。

特にな
し。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特にな
し。

学校のグ
ラウンド
には問題
がないた
め。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

特にな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外には、
職員が2
名いたた
め、1名
の職員が
転んで痛
がる児童
と一緒に
児童会館
に戻って
きて、処
置を行っ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

外にいた
職員が１
名戻って
きて、館
内にいた
職員と一
緒にけが
の部分の
確認と処
置を行
う。
館内にい
た職員が
交代で１
名、外へ
行き外あ
そびをし
ている児
童の対応
をした。

特にな
し。

特になし。

6104

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 4 3
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指基
節骨骨端
線損傷

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

ソフト面
における
要因は特
にない。

ソフト面
における
改善策は
特にな
い。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ハード面
における
要因は特
にない。

ハード面
における
改善策は
特にな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該児童
が立とう
として床
に手を着
いた瞬
間、つま
づいて転
んだ他児
の膝と接
触したこ
とは偶発
的である
と考え
る。

偶発的な
ものと考
えるた
め、環境
面におけ
る改善策
は特にな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児童
と同じ部
屋で児童
の活動を
見守り、
必要に応
じて声掛
けを行っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

担当職員
以外の３
名は、そ
れぞれ１
名ずつ体
育室、図
書室、事
務室にて
児童対
応・保護
者対応・
事務作業
をしてい
た。

当該児
童が立
とうと
して床
に手を
着いた
瞬間、
つまづ
いて転
んだ他
児の膝
と接触
したこ
とは偶
発的で
あると
考え
る。

職員１名は
当該児童を
含む児童の
活動を見守
り、必要に
応じて声掛
けを行って
いた。他児
との接触は
偶発的なも
のと考える
ため、人的
面における
改善策は特
にない。

6105

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 32 32 3 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
剥離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

子どもた
ちは休校
や自粛生
活で外遊
びをする
機会が少
なく、身
体を上手
に動かせ
ていない
ことが考
えられ
る。

学校生活
やミニ児
童会館で
の活動中
にも怪我
が多く発
生してい
ること
を、職員
や子ども
たちに周
知し、注
意喚起を
行うとと
もに準備
運動を
しっかり
と行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

公園内の
地面が、
芝と土の
境目等で
凹凸が多
いことが
転倒の原
因と考え
られる。

事前に気
を付ける
箇所、場
所を事前
に子ども
たちへ注
意喚起す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

注意喚起
の声掛け
を適時行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援員も
「鬼ごっ
こ」に参
加し、活
動を見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

補助員は
他の遊具
での遊び
を見守っ
ていた。

見守り
時にお
ける注
意喚起
不足も
一部の
要因と
して考
えられ
る。

遊びを見守
る際にはそ
の学年やそ
の児童の特
性を十分に
配慮し、対
応人数を配
置する。

6106

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 14 14 3 2
24.12
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

本児の油
断が原因
の一つに
考えら
れ、その
予測が万
全ではな
かった。

職員間で
の危機予
測の共
有。ボー
ルを使用
した活動
自体の見
直し。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300

活動参加
人数は10
名だった
が部屋の
広さを考
慮し、2
～3名ず
つのチー
ム編成に
してい
た。

ボール・
他児への
接触がな
い中での
怪我とな
り、直接
的な改善
策が難し
い。
ボールを
使用した
活動自体
の見直
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事前に
ボールの
扱いにつ
いて指導
を行って
いた。

ボールの
使用を見
直す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

審判とし
ての役割
も持ちな
がら、全
体が見え
る位置で
見守って
いた。
ボールや
周囲の物
にぶつけ
た状況は
ない中、
本児が痛
がったた
め視診。
10分ほど
冷やすが
痛みが変
わらず、
晴れがみ
られたた
め、保護
者に連
絡。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

別保育室
で、ドッ
ジボール
に参加し
ない児童
の活動を
見守って
いた。

チーム
編成人
数を少
なくし
過密を
防ぎ、
ボール
使用に
関する
注意指
導も
行って
いた。
油断が
怪我の
原因と
なるこ
とへの
予測が
できて
いな
かっ
た。

下級生が多
い活動環境
の中で本児
が油断して
いた可能性
がある。

6107

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 45 45 5 5
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

遊戯室で
遊ぶ際
は、無理
な体制や
危険な動
きはしな
いよう気
をつける
ように児
童へ周知
する。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
2.不定期
に実施

24 特になし

今回の事
例につい
ては特に
改善の必
要性はな
いと考え
ます

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今回の事
例につい
ては特に
改善の必
要性はな
いと考え
ます

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

ドッチ
ボール遊
びのた
め、プレ
イ中は興
奮気味で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
側で見守
り

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に

対象児の
側で見守
り

特にな
し

見守り職員
が、更なる
こまめな声
がけをして
いく
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6108

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 93 93 10 3
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右下肢脛
骨骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

事故防止
に関する
研修を積
極的に受
講する。
ヒヤリ・
ハット事
例の収集
を行い、
必要な対
策を職員
間で話し
合い全体
で取り組
んでい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
2.不定期
に実施

今後も遊
具施設管
理を徹底
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

1年生に
は、年度
初めに遊
具の使い
方につい
て指導し
ていた
が、トル
ネード型
の登り棒
の具体的
な遊び方
について
の説明が
不足して
いた。

一年生の
外遊びの
時間帯を
変更する
ととも
に、ケガ
をしない
ための安
全な遊具
の使い方
について
具体的に
指導する
機会を繰
り返し設
定する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

昼食後の
外遊びで
遊具や砂
場で各々
好きな遊
びを始め
たところ
で先に庭
に出た補
助員が見
守ってい
たが、支
援員が外
に出たと
ころで起
きた事故
でその瞬
間は見て
いなかっ
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

1年生外
遊びの全
体を見
守ってい
た状態
で、地面
に落ちた
場面を目
撃した。

午前勤
務の職
員と午
後勤務
の職員
の引継
ぎが伸
びたこ
とで、
支援員
より児
童が先
に庭に
出て遊
び出し
てし
まっ
た。

見守る職員
の体制が
整ってから
児童を庭に
出すことを
徹底すると
ともに一年
生の外遊び
の際は、見
守る職員を
増員する。

6109

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 40 40 6 4
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部
前頭骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

公設民営
に移行し
た際、民
設民営時
代からの
マニュア
ルを改定
して使用
している
とのこと
だった。
救急要請
の判断が
できな
かった。
（管理指
導不足、
指導
チェック
体制の不
備など）

・市が事
故対応マ
ニュアル
を作成、
支援員等
へ周知
・市が支
援員等を
対象に、
熱中症及
び子ども
のケガの
対応研修
を実施
（講師：
市保健
師）
・今後、
事故予防
点検マ
ニュア
ル、アレ
ルギー対
応マニュ
アルを作
成予定

2.不定期
に実施

3.未実施
2.不定期
に実施

・ブラン
コの近く
でボール
を使用し
ていた。
ボール遊
びの場所
について
具体的な
決まりを
設けてい
なかっ
た。

・小学校
区放課後
児童クラ
ブ活動中
は、ブラ
ンコ前に
カラー
コーン及
びバーを
設置す
る。
・ リヤ
カーを用
意し、体
育倉庫か
らボール
や一輪車
等の遊具
は決めら
れた遊び
場所まで
支援員が
運搬し、
体育倉庫
及びブラ
ンコ周辺
では使用
しない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・ 放課
後児童ク
ラブとし
て、ブラ
ンコの立
ち乗りを
容認して
いた。
・ 支援
員への遊
具の使用
について
等、安全
管理面で
の認識と
研修の不
足があっ
た。
・ 児童
に向けた
遊具で遊
ぶための
安全教育
が十分で
なかっ
た。

・ 支援
員への遊
具の使用
について
等、実地
での安全
教育の実
施。
・ 遊具
の使い方
について
は小学校
と同じ
ルールと
し、児童
に向けた
安全教育
の実施。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・（当該
支援員主
訴）ブラ
ンコ横の
体育倉庫
近くにお
り、ボー
ルを追い
かけてブ
ランコ前
に走って
いく本児
を見か
け、声を
かけたが
間に合わ
なかっ
た。自分
はボール
を触って
いない。
・（本児
主訴）当
該支援員
の説明よ
りもブラ
ンコ側
で、当該
支援員が
持ってい
たボール

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

支援員等
２名は小
学校校庭
に来た児
童、保護
者による
迎えのた
め退室し
た児童の
引継ぎを
行ってお
り、事故
発生の現
場は見て
いなかっ
た。補助
員1名
は、校庭
の離れた
場所で児
童の見守
りを行っ
ていた。

・ 事故
後、迅
速に救
急車を
要請す
べきで
あっ
た。

・頭部への
受傷は救急
要請を基本
とし、軽症
と思われる
場合でも6
～12時間後
に容態が急
変する可能
性があるこ
とを保護者
に説明し病
院受診を促
す取り扱い
に変更、支
援員等への
周知を徹底
する

6110

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 55 55 6 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手　若
木骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特にな
し。

遊び方の
指導をす
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

石ころを
取り除い
たりし
て、滑り
にくくす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広い校庭
なので、
見落とし
がないよ
うに支援
員を配置
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

三角ジム
の上で３
年生の子
たち４～
５人で鬼
ごっこを
していた
ので、や
めるよう
に注意し
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の持ち
場で他の
子供を監
視してい
た。

危ない遊び
方をしてい
る子には注
意する。

6111

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 42 42 4 2
18.６
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘外顆
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

下校時コ
ロナ自粛
期間直後
であった
ため、迎
えに行っ
た。
事故発生
当日は迎
えに言っ
たが、前
日は迎え
に行って
いなかっ
た。

事故予防
に関する
施設内研
修を毎月
行う

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

6

点検だけ
ではな
く、点検
後の話し
合いを行
う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員は
前後につ
き、集団
で下校す
る

迎えに行
く支援員
を1名か
ら2名に
した

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本来なら
子ども同
士で下校
してきて
いるが、
コロナ自
粛直後で
あったた
め、迎え
に行った
方がいい
と判断
し、迎え
に行った
当日で
あった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

迎えに
行った支
援員が1
名であっ
たため、
他の職員
は見てい
ない

迎えに
行くこ
とを子
ども達
に話
し、
走って
帰らな
いこと
も声を
かけて
おく。

事故後、引
き続き迎え
に行くとと
もに、行く
支援員を1
名から2名
にした

6112

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 69 69 8 4
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘関節
亀裂骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

代表者の
会議にお
いて事故
報告を確
実に行
い、危機
管理を徹
底する。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

活動中の
あらゆる
児童の動
きを想定
し、導線
の確保が
必要で
あった。

室内家具
の配置を
状況に
よって見
直し、常
に最善の
環境を整
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人数、場
所など、
さらなる
工夫して
活動を行
うことが
必要。

室内保育
で起こり
うるケガ
等の具体
例を職員
が共有
し、注意
喚起す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒にす
ぐに気が
付き、駆
け寄り状
況確認を
行った。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の児童
の保育中
であっ
た。

あらゆ
るケ
ガ・事
故を想
定し、
活動前
に児童
への注
意喚起
が必
要。

ケガの具体
例を職員だ
けでなく児
童とも共有
し、再発防
止に努め
る。

6113

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 12 12 2 1
19.７
歳

1.男
児

障がいの診
断等は特に
ないが、行
動が活発で
あり、注意
が必要な場
合は多くみ
られる。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕尺骨
亀裂骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

木登りが
好きな児
童である
ことを認
識し、
上った場
合は降ろ
すように
してい
た。

外遊びで
約束事が
守れない
ときは、
即時事業
所へ戻す
というこ
とを徹底
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

木登り可
能と思わ
れる木を
チェッ
ク。

児童との
上記樹木
の確認と
禁止事項
の再度の
伝達。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

行動に特
製のある
児童のた
め、その
特性に応
じた対応
が必要と
思われる
が、常に
その児童
に張り付
いている
ことはで
きない。

危険なこ
とに関し
て約束を
破った時
は、事業
所に戻
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.2年生
の集団と
共に、遊
具での遊
びの見守
りをして
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

放課後児
童クラブ
内にて、
遅れて当
初してく
る児童の
受け入れ
等を担
当。

木登り
好きで
あるこ
とは、
保護者
も知っ
ていて
注意を
してい
るが、
繰り返
す。

当該児童に
ついては、
遠くからで
も見守りを
続け、何度
でも繰り返
し声掛けす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6114

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 7 7 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ関
節の骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4～6
2.基
準配
置

特になし

スタッフ
間でもし
もを想定
し、研修
会を行え
るように
環境を整
備をす
る。

1.定期的
に実施

1 3.未実施
2.不定期
に実施

特になし

利用する
施設、遊
び場の下
見をして
事前に点
検を行う
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

なるべく
全体を把
握できる
ように配
慮をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

林の中で
の鬼ごっ
こだった
ため、完
全に目を
配れてい
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な

支援員２
名とも該
当児から
少し離れ
てたとこ
ろにい
た。

特にな
し

林で遊ぶ際
は完全に目
を配ること
は難しいの
で子ども達
にも事前に
注意喚起を
行う。

6115

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 33 4 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

マニュア
ルに加
え、過去
に起きた
事故を再
度確認す
る時間を
会議内に
設け、一
度起きた
事故が再
発しない
よう情報
共有して
いく必要
がある。

今回の事
故の原因
及び当時
の状況を
精査し、
同じ事故
が起きな
いように
指導員会
議で確認
をする。
また、事
故予防に
関する研
修も取り
入れてい
く。

1.定期的
に実施

毎朝
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎朝

学童保育
所、学校
の双方で
随時目視
点検をし
ていると
ころであ
る。
異変が
あった場
合は使用
を即座に
中止し対
応するこ
ととして
いる。

今回の事
故におい
ては設備
の不備に
よる事故
ではない
が、今後
起こりう
るリスク
を想定
し、点検
等を行っ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

上記の一
般生徒の
中に、乱
暴な児童
がいたた
め、そち
らの注意
もしてい
た。

状況に
よって配
置人員が
十分では
ないと判
断した場
合は、増
員等の対
応が必要
であった
と考え
る。その
場合、す
ぐに専任
指導員に
状況報告
をし、事
故防止の
対処をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象時の
至近で見
てはいた
が、突然
の落下に
対しての
事故防止
の対応は
できな
かった。
しかし、
事故後の
認知は即
座にする
ことがで
き、応急
処置も迅
速に行う
ことはで
きた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他に遊び
が体育
館、教室
と別れて
いたた
め、他の
職員は見
ていな
かった。

チョー
ク遊び
の後に
手を
洗って
から鉄
棒をし
たの
で、手
が濡れ
ていた
かもし
れない
と本児
が話し
てい
た。

日頃の行動
を予測し、
注意深く子
どもの様子
に気を配っ
ていく。手
が濡れてい
ることや、
その他事故
につながる
ような様子
が見受けら
れる場合、
また、児童
に対してそ
の注意喚起
を徹底す
る。

6116

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 123 ## 11 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

両手首骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

今までの
公園遊び
にも気に
登ること
があった
が、公園
に行く前
に木に登
らないこ
とを注意
項目に入
れていな
かった。

公園に引
率で行く
際は、出
発前に危
険個所や
想定され
る危険な
事項を参
加者全員
で確認す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

公園に行
く際の留
意点をま
とめたも
のが特に
なかっ
た。

公園使用
時の確認
リストを
作成し、
公園に出
かける際
は持ち出
し確認す
ること。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

比較的視
認性のい
い公園で
はある
が、職員
２名で１
８名引率
は妥当と
言える
が、使用
指定範囲
を少し広
くとりす
ぎた可能
性があ
る。

公園の活
動指定範
囲はあま
り広くと
らず、無
理のない
範囲とす
ること
と。ま
た、職員
間でその
範囲を統
一確認す
ること。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故者の
いつもの
行動を把
握し、公
園到着し
てから注
意して声
掛けをし
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

もう１名
の引率職
員は担当
職員と違
う範囲の
子どもの
動きを確
認してい
た。

今回は
フル指
導員
（ベテ
ラン）
１名と
パート
スタッ
フ１名
の引率
で、適
正な配
置で
あっ
た。

フル指導員
でも新任で
あれば、臨
時職員もし
くは主任
パートス
タッフとの
組み合わせ
を考慮して
いく。

6117

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 30 7 1
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

ソフト面
における
要因は特
にない

職員は適
正な人数
を置いて
おり、応
急手当や
保護者へ
の引き継
ぎなど事
故後の対
応につい
ても適切
に処置
（処理）
されてい
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ハード面
における
要因は特
にない

発生場所
について
は、事故
防止の観
点から活
動時に上
ぐつの着
用を義務
付けてお
り、当日
も徹底し
て活動を
実施し、
適正な使
用をして
いた。ま
た一輪車
について
も使用前
後に不備
がないか
確認して
いた

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一輪車の
出し入れ
や、安全
走行の補
助等をし
ていると
全体が見
えなく
なってし
まう場合
がある

一輪車の
出し入れ
だけに気
をとられ
ない。安
全な一輪
車の乗り
方を子ど
もたちに
指導し、
場合に応
じて声か
けをす
る。また
状況に応
じて担当
職員数を
増やす

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児童の
一輪車の
出し入れ
の補助、
安全確認
をしてお
り、当該
児童の動
きを把握
できてい
なかった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

担当職員
以外の6
名はそれ
ぞれ図書
室、プレ
イルー
ム、事務
室にて児
童対応・
保護者対
応・事務
作業等を
していた
ため、体
育室の様
子は見て
いなかっ
た

職員が
複数い
れば事
故の瞬
間は見
れてい
たかも
しれな
いが、
停止し
ようと
した際
に勢い
余った
のは偶
発的
で、そ
れによ
り事故
を防げ
たとは
考えに
くい

活動児童が
少なくて
も、特に体
育室の職員
配置は複数
にする
他職員がど
の部屋でど
のような補
助等を行っ
ているか、
他職員が把
握し、配置
場所を変更
するように
する

6118

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 5 3
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

脾臓亀裂

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

事故予防
に関する
研修等を
定期的に
開催し、
事故予防
に努め
る。

本件は、
遊具や施
設、玩具
を使用し
ている最
中の事故
ではない
ため記載
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒等の
危険性を
事前に予
測し、危
険性があ
る場所を
避けて外
遊び等を
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

４名の職
員が外遊
びの見守
りをして
おり、対
象児童と
は、３
メートル
程度離れ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

校庭等の比
較的危険性
の少ない場
所での活動
であって
も、職員
各々が危険
性を予測
し、声掛け
や危険な場
所へ行かな
いように指
導するなど
の対応を
行ってい
く。

6119

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 16 16 2 2
18.６
歳

2.女
児

体格の良い
体重の多い
女児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

事故後、
事故予防
マニュア
ルを作成
した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

3

縄跳びの
紐やグ
リップ等
の細かい
部分も点
検も行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

必ずどの
シーンで
も１人は
見守りの
支援員を
配置す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故発生
時、支援
員は２人
体制で、
事故発生
場所には
１人の支
援員がい
た。しか
し、別の
場所にい
たもう１
人の支援
員を呼び
に行った
わずかな
時間では
あるが不
在となっ
てしま
い、その
間に事故
が起き
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

事故発生
時、支援
員は２人
体制で、
事故発生
場所とは
別の場所
にいた。

必ずどの
シーンでも
１人は見守
りの支援員
を配置す
る。

243 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6120

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 29 4 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外頭骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

　事故予
防マニュ
アルの作
成、及
び、事故
予防に関
する研修
の実施を
検討す
る。

3.未実施
1.定期的
に実施

1 3.未実施

　点検結
果と今回
の事故に
直接的な
因果関係
は見られ
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　児童
（特に低
学年）が
遊具等を
使用する
際には、
注意の呼
び掛け等
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

横に一輪
車を練習
する場所
があり、
指導員
は、両方
を見てい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ

指導員の
配置は、
北側の雲
梯側、虫
取りの見
守り、南
側ブラン
コと分か
れてい
た。

児童（特に
低学年）が
遊具等を使
用する際に
は、注意し
て児童の行
動を観る。

6121

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 27 5 5 -
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

手首骨ひ
び

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

職員配置
に問題は
なかっ
た。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

5
特にな
し。

施設、設
備等に不
具合はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

育成支援
の状況等
に問題は
なかっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

来所前か
ら足を痛
めていた
が、来所
後、外遊
びに参加
し転倒。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

外には支
援員４名
がおり、
うち１名
が児童た
ちと共に
ドッヂ
ボールを
してい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

外遊具で
遊ぶ児童
たちの周
囲に支援
員３名、
室内に支
援員１名
がいた。
外遊具付
近にいた
３名の支
援員も児
童が転倒
した様子
を目撃。

児童へ
室内で
過ごす
よう促
した
が、結
果的に
外遊び
を認め
てし
まっ
た。

体調の万全
でない児童
に対して
は、保護者
が迎えに来
るまで室内
で安全に過
ごせるよう
支援する。

6122

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 28 28 2 2
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨
折。尺骨
遠位端若
木骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

全ての児
童に対し
て平等な
見守りが
困難とな
る状況下
において
は、集団
の活動を
設けるな
ど、決ま
りを設け
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

24

支援員の
見守り体
制による
もののた
め、特に
なし。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

いつも遊
んでいる
一輪車で
あったた
め、注意
力が散漫
になって
いたので
はないか
というこ
とも考え
られる。

ルールを
守り一輪
車で遊ぶ
ことの大
切さを改
めてきち
んと指導
すること
が必要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

玄関ホー
ルにも児
童がいた
ため、そ
ちらの方
を向いて
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

学習室に
いた児童
たちを見
ていた。

児童た
ちがよ
く見え
るよう
な見守
りの位
置に居
なかっ
た。

児童たちに
遊び方の
ルールを再
度掲示し指
導を行う。
利用人数に
かかわらず
危険の無い
ように遊び
を制限した
り、全児童
へ見守りが
できるよう
にする。

6123

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 55 55 5 4
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

事故発生
当時、ソ
フトボー
ルをして
いる生徒
もおり、
支援員が
うんてい
とソフト
ボールの
双方を見
ている状
態であっ
た。

支援員の
見守る場
所につい
て、気を
付ける。

3.未実施 3.未実施 3.未実施

設備自体
について
は特段の
問題な
し。

設備では
ないが、
夏場は汗
をかくの
で子ども
の手を拭
くなど、
滑りにく
いように
注意す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夏場で汗
をかきや
すいた
め、声掛
けをより
行うべき
だった。

特に夏場
は、遊具
を持つ手
がすべり
やすいた
め、一層
の声掛け
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ソフト
ボールを
している
子どもた
ちと、う
んてい遊
びをして
いる子ど
もたちの
間に立っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

落下時に
は、ソフ
トボール
をしてい
る子ども
たちの方
を見守っ
ていた。

夏場で
汗をか
きやす
いた
め、遊
具で滑
りやす
い。

遊具で遊ぶ
際、より一
層注意喚起
を行う。

6124

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 48 48 5 5
18.６
歳

1.男
児

発達障害
（自閉症）
があり、
多動である

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

11
2.基
準配
置

加配対象
児童によ
り、多動
である

言い聞か
せが困難
な面があ
るため目
を離さ
ず、見守
りが必要

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

トイレや
お茶のみ
で児童が
動きだし
たため、
じっとし
ていられ
なくなっ
た

児童全体
を動かす
前に対象
児童に支
援員が必
ずつく

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

最近落ち
着きが無
くなって
きていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童に俊
敏さがあ
り、突発
的に走り
だした。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距

２名の支
援員が近
くにいた
が、制止
できな
かった

動く活
動中で
はな
かった
ため、
靴下を
はいて
おり、
すべっ
たこと

対象児は、
動きを止め
られないた
め今後靴下
を脱いでの
入室が必要
になる

6125

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 6 3
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右第３中
足骨骨端
線損傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

土間や通
路での遊
び方につ
いて検討
の余地あ
り。

2.不定期
に実施

正式な形
としての
事故防止
マニュア
ルの作成

土間・通
路での過
ごし方に
ついて検
討が必要

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

狭い場所
での遊び
の様子の
把握に努
める。

定期的に
職員が意
識統一し
て環境の
点検をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

室内・室
外と交互
に見守り
を続けて
いた。
（２名）

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見

全体や他
の遊びを
する児童
を見守っ
ていた。

子ども
たち同
士の人
間関係
の把握

その場の遊
びの様子を
もっと丁寧
に見守る。

6126

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 30 4 2
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足指尾
骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

事故防止
に関する
研修を実
施する。

1.定期的
に実施

12 3.未実施 遊具無し
2.不定期
に実施

6

安全点検
の際、事
故の要因
箇所をよ
り注意
し、実施
する。
ロッカー
に衝突防
止カバー
を設置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守る際
の視野を
広げるよ
う心がけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員は部
屋内で見
守りして
いた為、
廊下を見
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

職員は部
屋内で見
守りして
いた為、
廊下を見
ていな
かった。

上履きの使
用を徹底
し、廊下は
走らないよ
うに周知を
する。

6127

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 22 22 4 3
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

24
2.基
準配
置

支援員の
事故防止
に関する
研修、
ミーティ
ングの実
施回数を
増やす。
児童への
遊ぶ上で
のルール
周知の徹
底。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

1

あまり広
い場所で
はないと
ころでの
鬼ごっ
こ。

もう一
度、外で
の遊び方
について
の説明、
注意の徹
底をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

来所児童
がいつも
より活動
的で、外
遊びの人
数も多
かった。

外遊びの
ルールを
守ること
の徹底
と、より
子どもの
様子に注
意を払
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体的に
事故・け
がが発生
しないよ
うに注意
を呼び掛
けながら
見守って
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

広範囲で
多数の児
童が遊ん
でいたた
め、他の
児童を見
守ってい
た。

呼びか
けが不
十分
で、対
象の児
童まで
届いて
いな
かった
可能性
があ
る。

遊びに熱中
している子
どもにも伝
わるような
呼びかけの
工夫をす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6128

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 2 2
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

遊具の遊
び方の指
導不足。
他の児童
のトラブ
ルが発生
した為、
1名の支
援員が対
応したこ
とで持ち
場を離れ
てしまっ
た。

滑り台の
遊び方の
ルールを
再度指導
し徹底さ
せる。何
らかのト
ラブルが
発生した
際に支援
員が対応
する時
は、代わ
りの支援
員を配置
させるよ
う伝達し
連携す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
裸足で遊
んでい
た。

上靴を履
いて遊ぶ
ことを徹
底させ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大勢で遊
ぶ時の人
数にある
程度の制
限が必
要。

時間、人
数の制限
をして遊
ばせる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の児童
のトラブ
ルに対応
してい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の児童
の対応や
見守りを
してい
た。

もう１
人の児
童が滑
り台を
下から
上がっ
て遊ぶ
ことを
楽しん
でい
た。

滑ってくる
児童がいる
時は下から
上がらない
よう決まり
を守るよう
徹底し、声
掛けをす
る。

6129

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 21 21 3 1
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

毎回、外
遊びの前
に子ども
たちに注
意喚起を
促す。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

小学校の
校庭を借
りて外遊
びをして
いるの
で、子ど
もたちも
慣れてい
ると考え
ていた。

遊具等で
遊ぶ場合
は、事前
に職員が
点検して
から使用
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

シーソー
自体にブ
レーキが
つけば一
番よい
が、学校
の設備に
つき使用
するとき
は職員を
そばに配
置する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

瞬時のこ
とであっ
たので、
注意でき
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

各配置場
所での見
守りを
行ってい
た。

遊具近くに
は必ず職員
を配置する

6130

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 19 19 4 2
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘上腕
骨外顆骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

危機管理
マニュア
ルに関し
ては、職
員の見え
る場所に
常に掲示
してあ
り、読め
る状況で
ある。

危機管理
マニュア
ルの再度
読み直し
を行い、
職員間で
事故予防
について
話し合
う。ま
た、マ
ニュアル
内で不足
している
点がない
かをクラ
ブ全体で
話し合
い、不足
点につい
ては追加
する。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

12
うんてい
の高さが
高い。

うんてい
の高さが
すぐに変
えること
ができな
いため当
面の間の
使用を禁
止とす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

並べて敷
いている
マットは
薄いタイ
プのもの
を使用し
ていた。

厚めの
クッショ
ン材の
入った
マットを
検討す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

いつもだ
と２、３
個目で終
わってし
まううん
ていだ
が、当日
は５個目
まで進め
ていて対
象児も嬉
しそうに
してい
た。ま
た、うん
ていから
下りる
際、自ら
振り子の
ようにな
り飛び降
りてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

プレイ
ルームに
いた職員
は、うん
ていを見
る職員と
全体を見
ている職
員の２名
がいた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の職員
２名は、
１階にて
保育して
いたため
２階のプ
レイルー
ムの状況
は把握し
ていな
い。

うんて
いから
下りる
際の着
地の仕
方など
の指導
を児童
へ周知
できて
いな
かっ
た。ま
た、無
理しな
いで行
うよう
には周
知して
いたが
自己判
断に任
せてい
た部分
があっ
た。

遊具の使用
方法を職員
間話し合い
周知し、児
童へ伝え
る。また、
貼り紙等で
分かるよう
にする。

6131

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 52 52 6 5
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
顆骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

上級生の
危険行為
を真似て
発生した
事故であ
り、危険
行為その
ものが他
の児童に
も波及す
ることを
想定して
いなかっ
たと考え
られる。

各遊具で
想定され
る危険行
為の確認
を行い、
支援員間
で情報共
有を行う
ととも
に、その
遊具で遊
んでいる
児童全体
に声掛け
を行うよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

通常の使
い方をし
ていれば
発生しな
かった事
故であ
り、使い
方及び禁
止行為に
ついての
指導が足
りなかっ
たと思わ
れる。

遊具の使
用につい
て見守り
を行うの
はもとよ
り、事前
に各遊具
の禁止行
為につい
て児童に
周知を図
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

上級生の
危険行為
について
は注意を
払ってい
たが、そ
の行為を
下級生が
真似する
ことは想
定してい
なかった
と思われ
る。

危険行為
について
は、真似
をする可
能性も考
慮し、周
りにいる
児童も含
めて声掛
けを行う
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童会室
内に残っ
ている児
童への対
応のた
め、主任
支援員は
外遊びの
見守りを
していな
かった。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

遊具周辺
に３名の
支援員お
り、ブラ
ンコの前
には１名
支援員が
いたが、
他の方向
を向いて
見守りを
行ってい
たため、
対象児童
の動きは
見ていな
かった。

ブラン
コ遊び
で想定
される
危険行
為等に
ついて
支援員
が把握
してい
なかっ
た可能
性が考
えられ
る。

外遊びでの
見守りのポ
イントを再
確認すると
ともに、想
定される危
険行為が多
い遊具につ
いて重点的
に目をむけ
て見守りを
行うように
する。

6132

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 39 6 5
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

基節骨折
8.そ
の他

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

今後事故
予防に関
する研修
をミー
ティング
時等に
行ってい
く。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

12
特にな
し。

ハード面
での改善
策はなし
（当時
ボールも
柔らかい
ものを
使ってい
た）。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

危ない遊
び方をし
ている子
供には注
意する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッジ
ボールの
枠外にて
見守って
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な

他の持ち
場で他の
子供を監
視してい
た。

特にな
し。

体格差のあ
る児童間で
のドッジ
ボールはさ
せないよう
にする。

6133

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 33 4 3
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第二指
中節骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

投げよう
としてい
る子の
ボールに
手を出し
てしまっ
たがた
め、ほか
の力が働
き、指に
圧力がか
かってし
まう。

園庭は、
谷山児童
クラブと
一緒に使
用するの
で危険回
避の掛け
声など,
配置され
ている場
所での子
供たちの
動きを予
想を立て
ながら見
守る。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1

施設、遊
具等につ
いては点
検等を増
やす。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ドッジ
ボールの
遊び方、
扱い方

ドッジ
ボールな
どボール
の扱い
方、どの
ような行
為がけが
に至るか
の指導

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童が痛
みを訴え
てきて把
握。適切
な処置を
行ってい
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

事故発生
時は室内
で児童を
対応

遊びに
目配り
が足り
なかっ
た、冷
やすな
どの処
置が必
要で
あっ
た。

支援員の配
置、外遊び
の際の目が
届きやすく
なるための
工夫。けが
などに対す
る支援員の
対応をクラ
ブ内で再度
認識して今
後の対応に
生かす。

245 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6134

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 47 47 5 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

支援員は
基準以上
配置して
おり、体
制には問
題なし。

鉄棒等、
落下の可
能性のあ
る遊具の
で遊ぶ際
は見守り
をより強
化する。

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

学校から
の依頼も
あり、外
遊びの際
には遊具
等の
チェック
を行って
いるので
ハード面
での原因
はないも
のと考え
る。

夏場は汗
をかきや
すく、湿
気も高い
ので滑り
やすいこ
とから、
児童には
より一層
の注意を
促す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員は
基準以上
配置して
おり、体
制には問
題なし。
児童の遊
び方も普
段と変
わった様
子はな
かった。

鉄棒等、
落下の可
能性のあ
る遊具の
で遊ぶ際
は見守り
をより強
化すると
ともに、
危ない遊
び方をし
ないよ
う、注意
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

複数の遊
具で遊ぶ
児童を同
時に見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

複数の遊
具で遊ぶ
児童を同
時に見
守ってい
た。

鉄棒は
落下等
のリス
クもあ
るた
め、よ
り注視
すべき
であっ
た。

鉄棒やうん
てい等の怪
我のリスク
が高いと思
われる遊具
に対しては
見守りを強
化する。

6135

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 8 8 5 1
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

児童に遊
ぶ上での
事前説明
を行い、
準備体操
等の徹底
をする。

1.定期的
に実施

学校側に
よる

1.定期的
に実施

学校側に
よる

1.定期的
に実施

12

児童に遊
ぶ前には
遊具の使
い方等を
説明す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

リレーを
行う際
は、事前
に児童に
隣の児童
と接触し
ないよ
う、注意
を促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ぶつかっ
て痛いと
のことな
ので冷や
して様子
を見てい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な

他の職員
は、児童
と一緒に
リレーを
行ってい
たため。

リレーをす
る時のルー
ルを再度徹
底する。

6136

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 60 60 4 3
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

高低差の
少ない位
置からの
落下で
も、想定
外のケガ
をする可
能性があ
ることを
認識して
いなかっ
た可能性
がある。

遊具の使
用法だけ
でなく、
季節や状
況に応じ
て危険性
が変わる
ことも認
識し、そ
れに応じ
た対応を
すること
により、
ケガのリ
スクを軽
減する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

８月の暑
い中での
遊具の使
用のた
め、汗に
より手を
滑らせて
しまった
可能性が
ある。

落下の危
険性があ
る遊具を
使用する
際は、状
況に応じ
て手汗を
拭くなど
の対応を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新型コロ
ナウウイ
ルス感染
拡大防止
のための
自粛期間
が続いて
いたた
め、運動
不足に
なってい
た可能性
もある。

開始時の
準備運動
等を十分
に行うこ
とによ
り、ケガ
のリスク
を軽減す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

 児童会
室内に
残ってい
る児童へ
の対応の
ため、主
任支援員
は外遊び
の見守り
をしてい
なかっ
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

 児童会
室内に
残ってい
る児童へ
の対応の
ため、主
任支援員
は外遊び
の見守り
をしてい
なかっ
た。

季節に
応じた
危険
性・コ
ロナ禍
による
ケガリ
スクの
増大に
ついて
支援員
が把握
してい
なかっ
た可能
性が考
えられ
る。

外遊びでの
見守りのポ
イントを再
確認すると
ともに、季
節や状況に
応じた危険
性について
も考慮して
見守りを行
うようにす
る。

6137

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 3 2
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左環指基
接骨骨端
軟骨板損
傷

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

6138

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 6 6 2 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨前端
線離開

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

特になし

遊具で遊
ぶ児童に
対して一
層の注意
を払う

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

特になし

重大な事
故につな
がる遊具
でもな
く、ハー
ド面での
改善は特
になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

当該児童
は1年生
であり、
一輪車遊
びに不慣
れだと思
われるた
め、一層
の注意を
払い見守
りを強化
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一瞬の出
来事で
あったた
め、手を
差し伸べ
ることが
できな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他で遊ぶ
児童を見
守ってい
たため、
対象児童
の動きを
見ていな
かった。

特にな
し

当該児童は
1年生であ
り、一輪車
遊びに不慣
れだと思わ
れるため、
一層の注意
を払い見守
りを強化す
る

6139

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 15 15 3 2
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨
折、右尺
骨茎状突
起骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

0～1
2.基
準配
置

2か所に
分かれて
活動する
児童に対
し、1人
で見守り
を行って
おり、離
れた場所
から児童
を見守っ
ていた。

児童が分
かれて活
動する際
には、安
全に見守
れるよう
支援員を
配置す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

10

学校生活
で普段か
ら高鉄棒
は使用し
ており、
慣れてい
る遊び
だった。

子どもの
体力や身
長に合わ
せた高さ
の鉄棒で
遊ばせ、
無理をし
ないよう
声をかけ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1名の支
援員が2
か所にい
る児童を
見守るた
め、離れ
た場所か
らの見守
りとなっ
た。

2か所に
分かれて
活動する
児童を見
守れるよ
う、支援
員を2
名、室外
へ配置す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒から
離れた場
所で、も
う一方の
児童を見
守ってい
たため、
対象児に
声をかけ
ることが
できな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

室内の児
童の見守
りをして
いたた
め、外で
活動して
いる児童
を見てい
なかっ
た。

他の児
童の帰
宅準備
を手
伝って
いたた
め、着
地の瞬
間は見
ていな
かっ
た。

危険な遊び
をしている
児童を迅速
に発見でき
るよう、常
に児童の動
きに目を配
る。

6140

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 48 48 9 2
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

大人数で
の外遊び
時に水分
補給のタ
イミング
をまとめ
てしまっ
た点。

学年別や
男女別な
どに分け
て水分補
給するよ
う声掛け
すると共
に階段で
は走らな
いよう徹
底してい
く。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

2
1.定期的
に実施

12

大人数が
密集して
しまった
為、設備
規模に応
じた誘導
が必要で
あった。

支援員複
数人によ
る児童誘
導及び声
掛けの徹
底。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

水分補給
のタイミ
ング及び
場所の分
散化。

支援員複
数人によ
る児童誘
導及び声
掛けの徹
底。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

日常で
行ってい
る施設内
戸外保育
中に生じ
た事故で
あった。
支援員も
日常通り
の保育を
実施。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

日常で
行ってい
る施設内
戸外保育
中に生じ
た事故で
あった。
支援員も
日常通り
の保育を
実施。

今回の
事故を
想定し
た人員
配置の
見直
し。危
機意識
の是正
と継続
性を持
たせ
る。

事故事例を
改めて共有
化する研修
を実施済
み。再発な
きよう対応
する。

6141

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 4 4 4 3
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
靭帯損傷

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

特になし

職員が少
なく限ら
れた人員
の中でも
注意深く
見守って
いくこと
を職員全
員で確認
した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

危険な箇
所が無い
か遊び始
める前に
職員同士
で確認を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

その場に
留まら
ず、死角
をつくら
ないよう
に職員も
移動しな
がら見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ベンチに
手をぶつ
けて、当
人が痛い
と言った
と同時に
児童まで
駆け寄
り、処置
を行っ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の児童
を見守っ
ていた。

特にな
し

外遊びに行
く前に子ど
もたちと注
意事項等の
確認を行っ
ているが、
現地到着後
にもあらた
めて確認す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6142

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 20 4 1
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

裂傷、打
撲傷、筋
挫傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

特にな
し。

当該児童
に寄り添
い、保護
者と連絡
を取って
いく。学
校への報
告と連携
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特にな
し。

学校施設
のため、
特にな
し。

7.その
他

特にな
し。

各児童に
目が行き
届くよ
う、人数
が多い時
は引率職
員数を増
やし、支
援が必要
な児童が
いる時は
マンツー
マンでの
対応をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

補助員
は、男児
のトイレ
に付き添
いなが
ら、当該
児童に声
を掛けて
いたが、
急に走り
出したた
め静止さ
せるも間
に合わず
壁に顔面
をぶつけ
てしまっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

ソーシャ
ルディス
タンスを
保つた
め、学校
より多目
的室を借
用し補助
員1名が
対応。ミ
ニ児童会
館は放課
後児童支
援員1名
と補助員
1名が対
応してい
た。

当該児
童の通
院日に
は、保
護者か
ら状況
を教え
ていた
だき、
今後の
取り組
みにつ
いて確
認を
行って
いる。

学校、家
庭、ミニ児
童会館で情
報の共有を
することに
した。

6143

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 5 2
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手親指
付け根骨
折（亀
裂）

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

特になし

職員配置
やあそび
の内容に
ついては
十分に配
慮し、安
全対策は
万全であ
たった
め、改善
策は特に
なし

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

定期的に
施設点検
を実施し
ており、
安全対策
を行って
いるため
特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

安全が確
保される
状況であ
るかどう
か職員間
で確認し
ながらあ
そびを展
開してい
るため、
特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

かけっこ
をしてい
る様子を
見守って
おり、対
象児が転
倒した
後、該当
箇所の他
にも出血
が見られ
たため施
設内に移
動し応急
処置を
行った。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

他の職員
も事故発
生時は担
当職員と
同じくか
けっこを
見守って
いたた
め、対象
児を施設
内に運
び、その
後外遊び
児童対応
に戻っ
た。

勝負に
夢中に
なり冷
静さを
欠いた
状態に
なって
いた。
敷地内
（玄関
前）で
他児童
もいた
ため道
が狭く
なって
おり、
体が近
づきや
すい状
況だっ
た。

準備運動を
行い、周り
をよく見て
落ち着いて
遊ぶよう声
かけをす
る。その遊
びに対する
十分な広さ
が確保でき
ているか確
認する。

6144

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 2 1
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手手首
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

支援員等
相互が、
状況判断
力や児童
自身の危
険回避能
力や防衛
力が高ま
る関わり
方につい
て事例研
究を行う
ことで、
支援力を
より高め
ていく。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

新しい施
設で点検
も行って
いるた
め、特に
要因はな
かったと
考えられ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

気持ちが
高まって
しまった
児童に対
しての声
かけが不
十分で
あった。

児童のさ
まざまな
ことに挑
戦したい
と思う気
持ちと児
童自身の
危険回避
能力の差
に留意
し、危険
な行動の
際の制止
など、積
極的な声
かけを行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

学校で雲
梯が上手
くできる
ようにな
り支援員
に見せた
いと支援
員が見守
る中行っ
ていた
が、勢い
をつけて
前に体が
行ったと
ころで着
地しよう
とした
が、それ
よりも早
く手を離
してし
まったた
め体が後
ろにいっ
た時に手
が離れて
しまい落
下した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯のす
ぐそばに
支援員が
おり、見
守ってい
たが、落
下する際
に手を差
し伸べよ
うと思っ
たが間に
合わな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

もう一人
の支援員
は、近く
の畑側に
いる児童
を見てい
たため、
遊具にい
る児童は
見ていな
かった。

気持ち
が高
まって
しまっ
た児童
に対し
ての声
かけが
不十分
であっ
た。

普段から危
険が及ばぬ
よう声かけ
をし、気持
ちが高まっ
ている児童
に対しては
より一層注
意の声かけ
をするよう
徹底する。

6145

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 34 34 4 1
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨骨幹部
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

児童クラ
ブを通常
実施して
いない施
設で実施
すること
によって
児童が通
常と異な
る動きを
する可能
性があ
る、とい
うことが
予見でき
ていな
かった。

事故予防
マニュア
ルを策定
し、職員
全員が理
解する。
児童クラ
ブを通常
実施して
いない施
設での実
施となっ
たときに
予見でき
る児童の
動きへの
対応又は
注意点を
職員全員
が理解す
る。

2.不定期
に実施

1 3.未実施 遊具無し
2.不定期
に実施

1

高所から
の落下を
想定する
遊びが可
能な設備
（安全
マットな
ど）を有
しない施
設であっ
たこと
が、事故
後に判明
した。

児童クラ
ブを通常
実施して
いない施
設での実
施となっ
たとき
に、事故
が発生し
得るよう
な高所か
らの落下
などが想
定される
遊びが可
能な施設
であるか
確認す
る。確認
できない
ときは、
遊び方を
制限す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

通常実施
していな
い施設で
実施して
いたこと
から普段
と違う遊
びをし、
さらに気
分が高揚
していた
可能性が
ある。

気分の高
揚が見ら
れるとき
は、落ち
着かせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

１人の職
員は、児
童が飛び
越える馬
になって
一緒に遊
んでい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他職員
は、広間
におり、
広間にい
る子ども
たちを見
ていた。
１名の職
員は廊下
と広間を
行き来
し、馬と
びをして
いるとこ
ろを見て
はいた
が、事故
発生時は
広間にお
り、広間
の子ども
たちを見
ていた。

事故発
生時ま
でに馬
とびを
失敗し
なかっ
たこと
から、
職員は
当該児
童の落
下を予
見しな
かっ
た。

事故発生時
に即座に対
応できない
位置又は状
況で、職員
は一緒に遊
ばない。
安全マット
等がない状
況で落下を
予見できる
遊びを行う
場合、落下
しても支え
られるよう
職員を配置
する。

6146

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 60 60 16 4
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

常に事故
発生の可
能性を念
頭に置く

傍での見
守り、介
助、注意
喚起の徹
底。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

室内での
事故発生
の可能性
を念頭に
置き、注
意喚起を
継続して
行う

事前注意
の徹底及
び支援員
の見守り
強化

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児童と
仲良く遊
んでいる
という事
で、怪我
の可能性
を鑑みる
ことがで
きていな
かった

普段通り
の状況下
であって
も怪我が
起こり得
るとこと
を十分念
頭に置
き、見守
りを強化
していく
必要があ
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

室内で見
守り及び
介助を
行ってい
た

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他室にて
他児童の
見守りに
あたって
いた

児童数
及び職
員数が
少ない
時間帯
だった
ことや
職員が
室内清
掃中
だった
ことも
あり見
守りが
手薄に
なって
いた

清掃の時間
帯は毎日ほ
ぼ固定なた
めその際の
危機管理を
再度徹底す
る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6147

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 10 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時 － 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

6148

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 42 42 13 9
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時 － 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が当該
児童と
一緒に
遊び，
見守り
を行っ
ていた
が，事
故が発
生し
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

6149

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 131 ## 10 7
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時

運動場の
トラック
用の紐が
未整備で
あった

・対応に
ついて学
校に相談
する→整
備済み
・トラッ
クの近く
で遊んで
いる児童
がいる場
合は，特
に留意す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

6150

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 64 64 9 8
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘関節
内骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

特になし

・事故防
止につい
ての情報
共有等を
更に密に
してい
く。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

適宜
2.不定期
に実施

特になし

これまで
以上に点
検をしっ
かり行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

日常的に
危険回避
について
子どもた
ちと考え
る場を設
け、意識
付けを図
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児だけ
を見守る
担当はい
ないが、
全体を数
名で見て
いた。転
倒場面は
誰も見て
いなかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

室内外に
点在し、
児童の見
守りを
行ってい
るため、
遠くにい
た職員は
気が付か
なかっ
た。

特にな
し

これまで以
上に注意深
く見守り、
必要な支援
を怠らない
ようにして
いく。

6151

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 39 5 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

雨上がり
等普段と
コンディ
ションが
違う時は
子どもた
ちへの声
掛けを行
う

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

240

雨上がり
だったた
め地面が
濡れてい
た

雨上がり
の際は外
遊び前に
草が濡れ
て滑るか
もしれな
いと伝え
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

雨上がり
の際は滑
る場所で
の遊びを
制限する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
ブランコ
に向かっ
て走って
いるとこ
ろを、滑
るから危
ないと声
掛けをし
ていた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ

校庭全体
に子ども
たちが散
らばって
いたた
め、他児
童の見守
りをして
いた

－

今後も同様
に、担当職
員は子ども
への危険へ
の声掛けを
行っていく

6152

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 52 52 2 2
19.７
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

事故の様
子を詳し
く聞き取
り、職員
間で共有
してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

10
2.不定期
に実施

施設外で
のできご
とだった
ため、詳
しく場所
の確認を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

来館前の
出来事
だったた
め、来館
後の状態
をよく観
察し、職
員間で共
有する。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理
由を記
載)

転んだと
帰ってき
たため

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

玄関で児
童の受け
入れ

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の児童
の受け入
れ

後で見せて
ねと声をか
け荷物の片
づけを促
す。他職員
にも周知し
怪我の様子
を確認し
た。今後も
連携して対
応する。

6153

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 153 ## 18 14
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

－

ヒヤリ
ハットを
常に意識
し事故発
生の予防
に心がけ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

300 －

固定箇所
にもぶつ
かる可能
性を考
え、常に
注意喚起
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

速く走る
ことに集
中しすぎ
て、ス
ピードを
落としき
れず、バ
ランスを
崩し転
倒。

運動を始
める間に
準備運動
や、競技
の途中で
クールダ
ウンでき
る時間を
作る等工
夫する。
また、走
る最中に
スピード
を抑えら
れるよう
にケンケ
ン等を導
入する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
含めグ
ループ全
体を見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

各部屋や
各スペー
スにス
タッフは
配置され
ていた
為、対象
児を把握
すること
ができな
かった。

－

離れた位置
の場所で遊
ぶ子ども達
も、できる
だけ見守り
ができるよ
うに心掛け
る。

6154

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 13 13 3 2
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
第３関節
骨折

8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

特別児童
が2名利
用してい
た為、支
援員も注
意力が分
散した可
能性有。

定期的
に、クラ
ブ内で起
こった事
例、その
他の事例
集を準備
し職員研
修を
実施す
る。

1.定期的
に実施

毎日 3.未実施 遊具無し
1.定期的
に実施

毎日

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

土曜日利
用者が、
人数、利
用者がほ
とんど同
じだった
為、支援
員の中に
遊びに対
しての注
意が緩く
なってい
た事が考
えられ
る。

職員の業
務内容に
よって、
DVD鑑賞
など集団
活動も考
慮する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

特別児童
とDVDを
鑑賞しな
がら、下
学年と他
児童の動
きを見
守ってい
たが、受
傷者児童
たちが支
援員の後
ろに回り
目が離れ
た瞬間に
事故が発
生した。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

特別児童
と、あや
とりをし
ながら下
学年の児
童を見
守ってい
た為、見
ていな
かった。
支援員補
助員も事
務処理中
で、見て
いなかっ
た。

教室内
での職
員の位
置取り

教室内での
職員と児童
達との位置
を見直し、
死角を作ら
ないような
位置取りを
考察し、状
況によって
は遊びの種
類、場所を
限定する。

6155

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 22 22 3 3
19.７
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈尺骨
急性可塑
性変形
（若木骨
折）

2.自
らの
転
倒・
衝突

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

各職員の
認識のば
らつき。

マニュア
ル等の整
備及び職
員への周
知徹底。

1.定期的
に実施

11
1.定期的
に実施

11 3.未実施
7.その
他

児童のみ
の帰宅

可能な限
り保護者
等のお迎
えを依頼
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6156

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 30 4 4
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

手首骨折
8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

低い場所
からの落
下だった
ので過信
していた

特に低学
年には過
信がない
よう気を
付ける

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12
学校に登
りやすい
木がある

木登りし
ている時
には注意
してみる

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一人ひと
り気を付
けて登る
ように注
意をして
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守り、
声掛け

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

他児童見
守り

足が届
かない
場所に
いる時
には声
掛けは
してい
たが、
足が届
く場所
から落
ちてケ
ガにい
たる。

安全に下り
る時まで声
掛けをする

6157

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 4 1
22.10
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

手首骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

基準配置
ではあっ
たが1年
生の保育
を重点的
に行って
いた。

危険個所
や事故予
防につい
て、職員
内で共有
し校庭で
の遊具の
使用につ
いて見直
しを行
う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

学校の遊
具：不備
はみられ
なかっ
た。

危険個所
や事故予
防につい
て、職員
内で共有
し校庭で
の遊具の
使用につ
いて見直
しを行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

こども達
と一緒に
危険個所
の確認、
遊びの中
の危険に
ついて話
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

1年生が
鉄棒で遊
んでいた
為、側に
いたがみ
れていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の職員
も離れた
場所にい
た為みれ
ていな
かった。

遊びの
中の危
険につ
いて、
注意喚
起をし
てから
外遊び
に行く
ように
するべ
きで
あっ
た。

支援員の配
置範囲を決
め、危険が
多い箇所は
より重点的
に保育し事
故防止に努
める。

6158

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 24 24 5 4
19.７
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右の尺骨
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特記事項
なし

外部講師
による研
修の実
施、支援
員の資質
向上

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
特記事項
なし

帰宅時の
事故であ
り、本件
とは関連
性なし。

7.その
他

特記事項
なし

特記事項
なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

帰宅時に
発生し
た、自宅
近くでの
事故。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ

帰宅時に
発生し
た、自宅
近くでの
事故。

帰宅時
の「か
えりの
かい」
での声
掛けが
十分で
なかっ
た。

集団下校時
には「かえ
りのかい」
で帰宅時の
注意点をみ
んなで唱和
するが、
「慌てない
で帰る」を
追加する。

6159

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 55 55 6 6
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第５指
基節骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特にな
し。

「部屋の
中で安全
な遊び
方」につ
いて支援
員が共通
理解し、
繰り返
し、子ど
もたちに
話をし、
指導す
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

棚や机な
どこども
の動きで
安全であ
るか再考
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内での
過ごし方
について
指導をし
続ける。
危険が予
測される
行動には
早めにそ
の具体的
な危険性
を伝え、
やめさせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子供同士
でふざけ
ていたの
で、危な
いからや
めるよう
に再三注
意をして
いた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

対象児の
近くで、
登所時の
出席簿や
連絡帳等
の確認、
他児童の
対応をし
ていた。

子どもの行
動から目を
離さず、危
険を察した
らその場に
行って（中
に入って）
指導する。

6160

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 6 6 3 3
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

園庭内の
石ころや
雨上がり
のグラウ
ンドの変
化

石ころに
気づいた
場合は取
り除く、
グラウン
ドの土は
平坦にな
らす

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

屋外遊び
前、お弁
当、おや
つの時間
等に注意
事項を繰
り返しい
う

遊び方の
注意深く
の見守り
や外遊び
ではタイ
マーをか
け適度な
時間を守
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

少し離れ
たところ
から見て
いたが、
転んだの
で様子を
見て部屋
に連れて
いった。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い

全体の遊
びも見て
いて対象
児童の状
況にも気
づき
担当職員
に託し残
りの子ど
もたちの
様子を見
ていた。

特にな
し

より一層見
守りに留意
する。

6161

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 28 28 4 1
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上唇裂
傷・前歯
脱臼

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

事故予防
に努める
ための共
通理解が
徹底でき
ていな
かったた
め、職員
の研修を
行う。

1.定期的
に実施

1 3.未実施
2.不定期
に実施

室内で子
どもたち
が十分遊
べるス
ペースが
ない。

室内での
活動を区
分けす
る。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

職員が場
所を離れ
る際に
は、代わ
りの職員
に代わり
を頼むな
ど、安全
に見守る
体制作り
を強化す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

宿題をし
ている児
童が多く
いたた
め、屋外
での活動
は始めて
いなかっ
た。活動
的なた
め、宿題
が終わる
のを待っ
ている最
中であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

和室内を
見守って
いた支援
員1名が
保護者対
応のた
め、その
場から離
れた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

廊下を隔
てた室内
で様子を
うかがっ
ていた職
員がいた
が、直接
対象児童
を見てい
なかっ
た。

学童全
体とし
ての危
険察
知・事
故防止
に対す
る認識
が不十
分で
あっ
た。卓
球ラ
ケット
を持っ
ている
児童へ
の注意
が十分
に出来
ていな
かっ
た。

事故防止の
マニュアル
作成と同時
に職員の研
修を徹底
し、職員全
体の資質向
上を図る。
児童には、
道具を使う
時のルール
を守るよ
う、遊ぶ際
の注意点と
危険性につ
いて周知す
る。

6162

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 3 3 3 1
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨骨
幹部骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

児童クラ
ブに残っ
ていた児
童が３人
と少な
かったた
め、職員
の気が緩
み児童の
監視が行
き届いて
いなかっ
た。

児童数に
関わら
ず、目を
行き届か
せるよう
にする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

室内で
ボール遊
びをして
いたた
め、屋外
で遊ぶ時
よりも全
身を使っ
てボール
を取ろう
とするな
ど無理な
体勢をと
り、児童
同士が衝
突した。

室内での
玩具の使
い方、室
内では
ボール遊
びをしな
いなど遊
び方を改
善する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童の行
動すべて
を監視す
ることは
困難なた
め、クラ
ブ室内で
の遊び
方、過ご
し方につ
いて注意
を促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

室内の清
掃を行っ
ており、
児童の動
きを監視
できてい
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

廊下(室
外)や室
内の清
掃、事務
処理等を
行ってお
り、児童
の動きを
監視でき
ていな
かった。

室内で
のボー
ル遊び
を容認
してい
たこ
と、支
援員が
児童の
動きを
見てい
なかっ
たこと
が事故
の要因
になっ
たと思
われ
る。

室内での遊
び方の改善
をするとと
もに、支援
員等が児童
の様子を注
意深く観察
して見守り
を徹底して
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6163

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 43 5 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

低学年児
童が遊具
を使用す
る際の見
守り方の
見直し。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
特にな
し。

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

外遊びの
時間が終
わった
ら、速や
かに部屋
に戻るよ
う、徹底
して指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにい
た児童複
数人に入
室を呼び
掛けてい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な

近くにい
た児童複
数人に入
室を呼び
掛けてい
た。

特にな
し。

低学年児童
が雲梯をす
るときは、
落下を想定
して見守り
を行う。

6164

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 21 21 4 2
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.そ
の他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

児童に遊
ぶ上での
事前説明
を行い、
準備体操
等の徹底
をし、児
童に異変
があった
場合はす
ぐに支援
員に声掛
けをする
よう周知
する。

1.定期的
に実施

3 3.未実施 3.未実施

遊ぶ前に
は遊具の
使い方等
を説明
し、怪我
に配慮し
て遊ぶよ
う声掛け
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

低学年児
童がドッ
ジボール
をする際
にはより
クッショ
ン性の高
いボール
を使用す
るように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

普段の土
曜日より
も高学年
が少な
く、ドッ
ジボール
をしてい
る際にい
つも以上
に積極的
にボール
をキャッ
チした
り、投げ
たり活発
に遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

体育館に
いた支援
員複数名
で、対象
児を含め
たドッジ
ボールを
している
児童を見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

体育館に
いなかっ
た支援員
は、児童
クラブ室
内で児童
の見守り
をしてい
た。

支援員は、
ボール遊び
等怪我の可
能性がある
遊びをする
際には児童
によく目を
配り、異変
を感じ取れ
るようにし
ておく。児
童が怪我を
訴えでた際
には怪我を
見逃すこと
の無いよ
う、複数の
支援員で患
部を確認
し、処置す
る。

6165

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 5 2
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

支援員同
士の立ち
位置の確
認をし、
あそび場
全体を見
られるよ
うにす
る。
遊び方の
確認、指
導を再度
行う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12

定期的に
安全点検
を行い、
児童が安
心して過
ごせる環
境づくり
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員の
少なくと
も１人
が、子ど
もの安全
を確認し
つつ、最
後に室内
に移動す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

室内に移
動するた
め、外で
遊んでい
る子ども
たちに声
掛けを
行ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

室内に移
動するた
め、外で
遊んでい
る子ども
たちに声
掛けを
行ってい
た。

支援員の少
なくとも１
人が、子ど
もの安全を
確認しつ
つ、最後に
室内に移動
する。

6166

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 29 3 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

屋外で活
動する際
に、雨が
降ってき
た場合
は、指導
員の指示
のもと、
児童を室
内に安全
に誘導す
る。

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

雨が降っ
た場合、
運動場に
水たまり
ができ、
転倒しや
すくなる
ので、事
前に不具
合等がな
いか確認
を行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

不測の事
態が発生
した場合
でも指導
員の指示
に従うよ
う日頃か
ら指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くに指
導員はい
たが、室
内に誘導
している
間に事故
が発生

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の活動
をする児
童達の見
守りを
行ってい
た。

屋外と室内
のそれぞれ
で活動する
児童数によ
り適切な人
員配置を行
う。

6167

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 39 4 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルの再確
認・支援
員等の児
童に対す
る見守り

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 3.未実施

今回の事
故は遊具
自体に問
題があっ
たわけで
はない
が、引き
続き点検
を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児童
だけ見て
いるわけ
にはいか
ない。

危険な場
所で遊ん
でいる児
童に対し
て注意深
く見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

落下して
いる瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な

落下して
いる瞬間
は見てい
なかっ
た。

全体的
に児童
の遊び
を見
守って
いた。

危険な場所
で遊んでい
る児童に対
して注意深
く見守る。

6168

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 41 41 5 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

夏休み後
半の疲れ
があっ
た。ま
た、広い
スペース
で走るた
め、想像
以上にス
ピードが
出ていた
可能性が
ある。

水分補給
と十分な
休息を設
けるよう
職員間で
共有す
る。走る
際には、
立ち止ま
れるス
ピードで
走るよ
う、声を
掛けてい
くように
する。

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

施設利用
前に、施
設内や遊
具の安全
確認を徹
底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

汗などで
床が滑ら
ない様、
絶えず、
雑巾など
で拭いて
いたが、
身体の汗
を拭き切
れていた
かまで
は、わか
りにく
かった。

休息時含
めて、児
童、職員
全員がタ
オルなど
で汗を丁
寧に拭い
てから遊
ぶように
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども同
士のやり
取りで楽
しんでい
るので、
子どもの
世界を邪
魔しない
様に見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

室内遊
び、外遊
びの見守
りや、高
学年のバ
スケット
の相手を
してい
た。

4,5月中
が新型
コロナ
ウィル
ス感染
拡大予
防策に
伴い、
学校も
休校と
なり、
自宅で
の自粛
を余儀
なくさ
れた。
本来、
春の散
歩や登
下校、
登所、
降所に
て鍛え
られる
運動面
が不足
したま
ま、6月
を迎
え、夏
休みを

運動不足で
あるか否か
を見極める
のは難しい
が、例年と
は違うイレ
ギュラーな
状態であっ
たことを念
頭において
児童の育成
支援にあた
る。遊ぶ前
に準備運動
などを行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6169

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 7 7 2 1
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨折

8.そ
の他

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

　事故予
防マニュ
アルの作
成、及
び、事故
予防に関
する研修
の実施を
検討す
る。

3.未実施
1.定期的
に実施

1 3.未実施
事故との
関連無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　もう少
しスピー
ドを落と
させるこ
とで事故
は軽減で
きるかも
しれない
が、鬼
ごっこと
いう遊戯
の性格上
おのずと
スピード
アップし
てしま
う。

　鬼ごっ
こという
遊びには
接触が伴
うため、
事故発生
の可能性
について
児童に注
意を促
し、事故
発生を抑
制する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
も通常通
りの行動
を取って
おり、何
かの変則
的な行動
で事故が
発生した
訳ではな
い。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

事故発生
後、他の
職員は、
速やかに
患部の冷
却を行
い、一方
で主任指
導員は事
故発生時
間
（18:20
）に開業
している
整形外科
医を検索
してお
り、保護
者のお迎
え時
（18:30)
にすぐに
病院に行
ける段取
りを、指
導員チー
ムとして
対応でき
たと考え
ている。

接触を伴う
遊び等で
は、事故発
生の可能性
について児
童に注意を
促すととも
に、指導員
は児童の行
動に注意し
て指導を行
う必要があ
る。

6170

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 74 74 6 5
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

右目眼球
破裂

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

6171

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 61 61 6 4
22.10
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第3路
基節骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

当日40名
程度(子
ども教室
15名程
度)で遊
んでいた

体育館で
遊ぶ時に
は各自
ルールを
守ること
を話す

1.定期的
に実施

（学校に
て実施）

1.定期的
に実施

（学校に
て実施）

2.不定期
に実施

その都度
体育館自
体には問
題はない

体育館
シューズ
を履いて
いなかっ
たことも
怪我の一
つの要因
と思われ
るので、
シューズ
の着用を
徹底させ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボール遊
びをして
いて前か
ら1年生
が走って
くるのを
みてあぶ
ないと思
いとっさ
にとまっ
たがまに
あわな
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

支援員は
全体的
(各場所
に分かれ
て)児童
に目がむ
くよう配
置してい
た。ぶつ
かったの
は一瞬で
いっしょ
に遊んで
いた児童
から呼ば
れ様子を
みた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

ぶつかっ
た児童だ
けを教室
に帰し、
怪我の処
置をしな
がら話を
きいた。

特記な
し　(判
断能力
あり)

体育館での
遊び方をも
う一度話し
合い、安全
に楽しく遊
べるよう促
す。

6172

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 101 ## 11 7
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

　職員配
置に関し
ては充分
な体制で
あった。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48

　点検は
定期的に
実施して
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　対象児
童は１０
月●日と
●日も雲
梯から落
下してい
たが、怪
我はして
いなかっ
た。

　安全に
活動でき
るよう、
児童への
声掛けを
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　雲梯以
外の遊具
で遊んで
いる子ど
も達も見
守りして
いた為、
　落下し
た所は見
ていな
い。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

　他の支
援員は、
別の担当
範囲内で
の子ども
たちの見
守りをし
ていた。

　対象
児童
が、以
前にも
雲梯か
ら落下
してい
たこと
を支援
員内で
共有し
ていた
が、危
機意識
が低
かっ
た。

　支援員内
での情報の
共有を徹底
するととも
に、支援員
内での危機
意識を高め
る為、マ
ニュアルの
再確認と見
直しを行
う。

6173

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 10 10 2 2
21.９
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
端線損傷
腓骨遠位
端骨折

8.そ
の他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

定期的に
児童へ登
下所にお
ける交通
安全につ
いて注意
を促す

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

登所中の
事故で
あったた
め、特に
なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

登所中の
事故で
あったた
め、特に
なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見

登所中の事
故であった
ため、特に
なし

6174

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 46 5 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

職員会議
での見守
りのポイ
ントの確
認と周知

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

施設設備
について
は問題な
し

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

見守り方
法の再確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

子どもたち
に危険な場
所を伝え、
近寄らない
よう、また
危険なこと
をしないな
ど指導をす
る。また、
遊具以外の
場所で遊ば
ないよう再
度注意。職
員の注意を
よく聞き守
るように話
をする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6175

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8
5.おやつ
時（学
童）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 76 76 4 2
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯損傷

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

施設利用
活動の際
の注意点
が職員間
で共有さ
れていな
かった。

マニュア
ルを再整
備し、初
めて訪れ
る場所に
ついては
危険・注
意箇所を
事前に把
握し、引
率職員全
員で共有
する。怪
我をした
際の最寄
りの病院
を認識
し、共有
してお
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

７６名を
４名の引
率者で見
守りをし
ており、
事故当時
は帰りの
整列を促
してお
り、まだ
遊びたい
児童への
見守りが
手薄に
なってし
まった。

多人数で
園外活動
へ行く際
は保育園
より保育
士を引率
者として
追加する
などし
見守りが
十分にで
きるよう
に担保し
ておく。
怪我をし
た際は指
導員で怪
我の程度
を判断せ
ず病院受
診する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

帰りの際
の整列・
集合に気
を配って
おり、遅
れてくる
児童ま
で、目が
行き届か
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

帰りの際
の整列・
集合に気
を配って
おり、遅
れてくる
児童ま
で、目が
行き届か
なかっ
た。

上唇の
内部、
歯茎の
上を
切った
とのこ
とで、
うがい
をし、
冷却す
る処置
をしま
した。
学童に
戻り、
血が止
まり、
外で遊
んでい
る姿を
見たた
め、怪
我の程
度を軽
視し、
病院受
診をし
なかっ
た。

指導員の見
地で怪我の
程度を判断
せず、病院
受診する。

6176

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 80 80 7 3
21.９
歳

1.男
児

5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（右
手小指
指先）

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

児童の見
守りを強
化する。

1.定期的
に実施

4 3.未実施

小学校が
管理して
いる遊具
を使用し
ているた
め

2.不定期
に実施

消毒・片
付け時等

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児と他
児は、力
の加減が
できな
かった。

今回の事
故のよう
に些細な
行動でも
大きな事
故につな
がる可能
性がある
ため、遊
ぶ時は力
加減に気
を付ける
ことを利
用児童に
話した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

手洗い
時、子ど
も達が列
を乱さな
いように
見守って
いた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

着席後
も、落ち
着いて
座ってい
られるよ
うに見
守ってい
た。

児童同
士の
じゃれ
あいが
大きな
怪我に
つなが
ること
を予測
してい
なかっ
た。

児童の行動
を更に注意
深く見守る
ようにす
る。

6177

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 43 43 7 3
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手骨折
8.そ
の他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

事故・ケ
ガ防止の
ため、子
ども自身
が安全に
配慮した
行動を学
習・習得
できるよ
う、より
一層援助
する。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12

マットの
中に入る
と中の様
子がわか
らないの
で、使用
禁止
学校側か
らの要請
も有り、
禁止にす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
に遊具の
使い方や
危険な行
為を理解
させる安
全指導を
再度行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の遊び
に誘導し
ようと遊
具を部屋
に取りに
行ってい
た為、事
故発生時
の様子は
見ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他のグ
ループの
遊びに参
加してい
た為、本
児の様子
は見てい
なかっ
た。

その場を離
れる時は、
他の指導員
かアルバイ
ト学生に声
をかける等
役割分担・
見守り体制
を改めた。

6178

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 32 32 5 2
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足甲部
亀裂骨折

8.そ
の他

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

事故当日
より保育
員全員に
事故の内
容を説明
し、この
様な事故
が今後起
きないよ
う指示を
行った。

2.不定期
に実施

4
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

今回使用
していた
セロテー
プ台つき
の重たい
物であっ
た。

直ちに台
つきのセ
ロテープ
を使用禁
止にし、
全て簡易
型の手持
ちタイプ
に変更し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

通常事務
室では工
作を行っ
てはいな
いのです
が、保育
室の机が
全て使わ
れていた
ため、事
務室で工
作してい
た。

事務室で
は工作な
どを行わ
ずに、必
ず保育室
の低い
テーブル
で行うよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

痛めた
後、直ち
に、応急
処置を
行った。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

すぐ近く
で見守っ
ていた。

児童が
椅子に
座らず
立った
ままの
状態で
工作し
ていた
ため、
セロ
テープ
台が直
接足の
甲に当
たっ
た。

工作時は必
ず椅子に座
り、正しく
道具を使う
ように指導
する。

6179

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 38 38 3 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

高低差の
少ない位
置からの
落下で
も、想定
外のケガ
をする可
能性があ
ることを
認識して
いなかっ
た可能性
がある。

遊具の使
用法だけ
でなく、
状況に応
じて危険
性が変わ
ることも
認識し、
それに応
じた対応
をするこ
とによ
り、ケガ
のリスク
を軽減す
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

本人が手
に砂を付
けて遊具
を使用し
ていたの
を「滑る
から危な
いよ」と
注意して
いた矢先
の出来事
だった。

落下の危
険性があ
る遊具を
使用する
際は、子
供たちに
遊具の使
用上の禁
止事項・
注意事項
について
周知・徹
底を図
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新型コロ
ナウウイ
ルス感染
拡大防止
のための
自粛期間
が続いて
いたた
め、運動
不足に
なってい
た可能性
もある。

開始時の
準備運動
等を十分
に行うこ
とによ
り、ケガ
のリスク
を軽減す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童会室
内に残っ
ている児
童への対
応のた
め、主任
支援員は
外遊びの
見守りを
していな
かった。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

遊具周辺
に１名の
支援員が
いて見守
りを行っ
ていた。

手に砂
をつけ
て雲梯
をする
と滑る
という
危険性
は予見
してい
たもの
の、コ
ロナ禍
による
ケガリ
スクの
増大に
ついて
支援員
が把握
してい
なかっ
た可能
性が考
えられ
る。

外遊びでの
見守りのポ
イントを再
確認すると
ともに、コ
ロナ禍での
新たに生じ
ているケガ
リスクも考
慮して見守
りを行うよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6180

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 26 4 1
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2.基
準配
置

研修内容
を全ての
職員に伝
達してい
なかっ
た。

事故予防
マニュア
ルの見直
しをす
る。研修
内容を全
ての職員
に伝達す
る意味
で、クラ
ブ内研修
を行う。

2.不定期
に実施

3.未実施
2.不定期
に実施

引き続
き、遊具
等の安全
点検を日
ごろから
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一人ひと
りの児童
の発達を
考え、遊
びの支援
をするこ
とが必要
だった。

外遊びの
配置な
ど、再度
検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に遊
んでいた
別の子が
ジャンプ
して届い
ていたた
め、対象
児童も挑
戦してい
る姿を見
て応援し
ていた。
最初は、
抱えて鉄
棒にぶら
下がって
いたが、
「自分も
ジャンプ
してみ
る」とい
うので、
そばで見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の児童
と関わっ
ていた。

全児童に事
実を話し、
常に危険に
対し見通し
を持って行
動をするよ
うに伝え
る。

6181

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 34 34 4 3
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨遠位
骨幹端骨
折+尺骨
遠位骨幹
端骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

遊具使用
の慣れの
ため注意
喚起が疎
かになっ
ていたた
め。

指導員間
の事故予
防の再確
認をす
る。

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

クラブで
の遊び場
所の安全
点検が出
来ていな
かった。

事故の起
こりそう
な場所の
確認と子
どもたち
への注意
喚起をす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊び場所
が多方面
にあり、
支援員の
目が届き
にくい。

支援員の
人数を増
やせない
ので、遊
び場所を
絞る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

数人が
乗ってい
たので、
離れたと
ころで見
ていたた
め、助け
られな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の場所
での保育
見守りを
していた
ため事故
場面を見
ていな
かった。

一輪車
に乗り
慣れて
いた子
だった
ため、
乗り慣
れてい
ない子
の方に
目が
行って
いて事
故現場
を見逃
してい
た。

マンツーマ
ンでの保育
が出来ない
ので、満遍
なく子ども
の行動に注
意を図る。

6182

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 5 2
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足腓骨
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

今後も職
場・職員
間で安全
管理マ
ニュアル
を再確認
する。

1.定期的
に実施

2 3.未実施
2.不定期
に実施

引き続
き、遊
具・玩具
の安全面
をしっか
り点検し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体調が悪
いときは
室内で過
ごさせる
か、人員
状況など
を踏まえ
判断を
しっかり
する。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理
由を記
載)

当日は体
調不良の
ため、外
遊びに出
るが走っ
たりせず
静かに過
ごそうと
話し、平
均台の近
くで砂遊
びをして
過ごし
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
数人の児
童と一緒
に静かに
過ごして
いたが、
対象児が
平均台か
ら降りて
着地した
瞬間を確
認する。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

外遊び
中、他児
の遊びを
見守りし
ていたた
め見てい
なかっ
た。

当日の
対象児
の体調

児童の体調
を十分考慮
し、活動内
容を判断す
る。

6183

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 35 4 2
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

5.下肢
(足・足
指)

左内足裂
傷

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

夕方戸締
まりの際

1.定期的
に実施

使用の度
1.定期的
に実施

使用の度

ガラス戸
が飛散防
止対策が
なされて
いない物
だった。

強化ガラ
ス入れ替
え工事を
実施し完
了

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

まだ動い
ている子
たちに声
かけをし
て静かに
させるべ
きだっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

特定のグ
ループの
子たちと
朝から行
動を共に
してい
て、遊ぶ
姿が見ら
れてい
た。その
延長上で
マスクで
目隠しを
し、女児
にちょっ
かいを出
した為、
女児に背
中を押さ
れながら
移動した
際にガラ
ス戸に向
かう事と
なりぶつ
かってし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

暴れるな
ど激しく
動いてい
なかった
ので、注
視してお
らず様子
を見てい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

他児の対
応をして
いたため
ずっとは
見れてい
なかっ
た。

子ども
の突発
的な動
きに対
する予
測・考
えが足
りな
かっ
た。

子どもの
ちょっとし
たちょっか
いにも目を
向けて注意
をし、止め
るべきだっ
た。

6184

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 59 59 5 4
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首
剥離骨折

8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

見守り体
制はでき
ていた。

2.不定期
に実施

3.未実施
2.不定期
に実施

何もあそ
び道具は
使ってな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

学校敷地
内におい
て、走っ
てはいけ
ない箇所
や危険な
箇所を確
認し、子
どもたち
に伝え
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
をしてい
たので、
追って回
れなかっ
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に

部屋の中
で子ども
たちを見
ていた。

事故後に見
回り体制を
見直した。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6185

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 29 3 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

高低差の
少ない位
置からの
落下で
も、想定
外のケガ
をする可
能性があ
ることを
認識して
いなかっ
た可能性
がある。

各遊具で
想定され
る危険行
為の確認
を行い、
支援員間
で情報共
有を行う
ととも
に、その
遊具で遊
んでいる
児童全体
に声掛け
を行うよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

通常の使
い方をし
ていれば
発生しな
かった事
故であ
り、使い
方及び禁
止行為に
ついての
指導が足
りなかっ
たと思わ
れる。

各遊具で
想定され
る危険行
為の確認
を行い、
支援員間
で情報共
有を行う
ととも
に、その
遊具で遊
んでいる
児童全体
に声掛け
を行うよ
うにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

コロナ禍
により、
運動不足
になって
いた可能
性もあ
る。

今後は、
けがの可
能性を考
えさせ、
突発的な
行動が危
険なこと
を理解さ
せる

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

通常どお
り、自由
にブラン
コで遊ん
でいた。
普段は慎
重に行動
する児童
で、ブラ
ンコから
飛び降り
るという
突発的な
行動は全
く予想外
だった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ブランコ
の近くで
見守って
いたが、
間に合わ
なかった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

ブランコ
の台数が
多く、死
角が生じ
る場所も
あり、支
援員の目
が届いて
いなかっ
た。

日常的
に遊ん
でいる
ブラン
コなの
で、事
故やけ
がへの
注意が
希薄
だった

外遊びでの
見守りのポ
イントを再
確認すると
ともに、想
定される危
険行為が多
い遊具につ
いて重点的
に目をむけ
て見守りを
行うように
する。

6186

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 52 52 6 6
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘脱
臼、左腕
尺骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

特になし

ケガをし
た状況、
原因につ
いて引き
続きミー
ティング
等で全職
員に共有
して再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

359 3.未実施
1.定期的
に実施

359 特になし

遊戯室床
面に躓く
ような損
傷はな
かった
が、安全
に過ごせ
るように
引き続き
遊ぶ前に
施設、設
備に異常
がないか
点検、確
認をして
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2面に分
かれて遊
んでいた
がボール
遊びの児
童と接触
する等の
危険はな
かったた
め、リ
レー遊び
で壁を
タッチし
て折り返
した際に
バランス
を崩した
可能性あ
り。

床が滑り
やすい等
の危険は
見られな
かったた
め、折り
返しする
部分で
は、衝
突・転倒
等考え、
十分なス
ペースを
確保し、
子ども達
に、勝ち
負けには
こだわら
ずに無理
な動きは
しないよ
う注意喚
起をす
る。
遊戯室で
の自由遊
び前は必
ず準備体
操をし
て、少し
でもケガ

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童館職
員が部屋
の端（ス
タート地
点）でリ
レー遊び
を見守っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

遊戯室内
のボール
遊びに主
に注意を
注いでお
り、転倒
した瞬間
について
は見てい
なかっ
た。リ
レー遊び
をしてい
たことは
把握して
いた。

遊戯室
では激
しい遊
びが多
くケガ
の危険
性が高
いた
め、で
きる限
り職員
体制を
厚く配
置して
いる。

激しい遊び
の中でもで
きるだけ安
全性が確保
できるよ
う、全体の
遊びの様子
や子ども一
人一人の動
きについて
注意を払っ
ていく。ま
た、各職員
の配置を把
握し状況に
応じて声を
掛け合いな
がら、臨機
応変に動い
ていく。

6187

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 41 41 5 2
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首は
く離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

外遊びの
内容や見
守りの実
施方法に
ついて、
検討す
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2

当該事故
におい
て、ハー
ド面に問
題がない
ため、改
善策な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊びの
内容や見
守りの実
施方法に
ついて、
検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児童の
遊びを見
守ってい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距

近くで他
児童の遊
びを見
守ってい
た。

鬼ごっこの
ような広範
囲にわたる
遊びについ
て、範囲を
限定する等
遊びの内容
について検
討してい
く。

6188

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 37 37 7 5
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.そ
の他

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

危険回避
のための
行動につ
いて意識
が低かっ
た。

安全に過
ごすため
の自己管
理能力を
どうした
ら身に着
けていけ
るか職員
で話し合
い、全体
で取り組
んでい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

200

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体を把
握しきれ
ていな
かった。

座る位置
にマーク
をつける
かマット
を使うな
どして安
全を確保
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

特に騒が
しい様子
もなく、
担当職員
も困って
いる様子
ではな
かったた
め、それ
ぞれ別の
部屋や庭
にいる子
どもたち
の見守り
を行っ
た。

静かに
待つの
が難し
いと感
じた子
どもに
関して
は、個
別の配
慮が必
要だっ
た。

参加人数や
参加児童の
状態によっ
て、一人で
把握しきれ
ないと判断
した場合は
速やかに他
の職員に応
援を求め安
全を確保し
ていく。

6189

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 128 ## 12 5
22.10
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

事故防止
に関する
研修を積
極的に受
講する。
ヒヤリ・
ハット事
例の収集
を行い、
必要な対
策を職員
間で話し
合い全体
で取り組
んでい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
2.不定期
に実施

随時

遊具の正
しい使い
方を再度
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本来の使
い方では
ないこと
を職員に
一度注意
を受けて
いるもの
の、やめ
ようとせ
ず遊び続
けたこと
で事故が
起きた。

職員間で
情報を共
有し、ハ
ザードを
把握す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の遊
びの様子
を見守っ
ていた
が、特に
危険な遊
びをして
いるとは
思わな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

本来の使
い方では
なく危険
なのでや
めるよう
に注意し
た後、そ
の場を離
れてい
た。

どこま
でが危
険なの
か、何
を禁止
にする
のか、
職員間
での価
値観に
相違が
あっ
た。

ハザードを
取り除くた
めに、何を
禁止にする
のか職員間
で共有し、
危険な行為
については
繰り返し声
がけしてい
く。

6190

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 12 12 1 0
18.６
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨折（全
治３か
月）

8.そ
の他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

事故当日
の7：30
～8：00
まで指導
員が1人
だった

人員配置
の拡充に
努める

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

施設を遊
びの場と
して最大
限広く使
いたいの
で長机を
重ねて保
管してい
た

カーテン
等で完全
に仕切る
等、机の
保管場所
保管方法
を工夫す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

机の保管
場所に立
ち入らな
い等の
ルールを
喚起する
ことが不
十分だっ
た

子ども一
人一人に
注意を払
うことを
徹底する
ととも
に、子ど
もたちに
机の保管
場所へ立
ち入らな
いルール
の再確認
をした

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の登所
児童の出
席の
チェッ
ク・検温
をしてい
た

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

7：55に
もう一人
の指導員
が出勤
し、怪我
の部分を
確認

指導員1
人の時
間帯
で、個
別の児
童に目
がとど
かなっ
た

開所時間中
は原則、指
導員2人以
上配置とす
る

254 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6191

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 50 50 5 2
19.７
歳

1.男
児

嚙まれた
後、一か月
は再度嚙ま
れるとアナ
フィラキ
シーショッ
クになる可
能性がある
と、医師か
ら忠告が
あった。一
か月経過観
察中には再
度嚙まれる
ことはな
かった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

ムカデに
嚙まれた

6.ア
ナ
フィ
ラキ
シー
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

ムカデが
側溝にい
ることを
職員が知
らなかっ
た。

ムカデや
ハチが危
険である
ことを児
童に再度
周知させ
る。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

ムカデが
いること
を確認し
たら、駆
除する。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

雨が降っ
た後のジ
メジメし
た状態で
あった。

側溝の蓋
を設置し
てもらう
ように要
望する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

校庭でい
つも通
り、虫を
探してい
ることを
知ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

室内で他
児童の宿
題の指導
や校庭で
の見守り
を行って
いた。

毒虫が危険
であると、
指導員が再
認識すると
ともに、毒
虫への対処
法を確認し
た。

6192

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 9 9 2 2
23.11
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折、左手
首ひび

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

職員がそ
ばで見守
りを実施
していた
ものの、
普段通り
の遊び方
であった
ため、そ
こに内包
する危険
認知が弱
かった可
能性があ
る。あら
ゆる危険
を想定し
た声掛け
をするべ
きであっ
た。

鉄棒での
遊び方を
含め、外
遊びの注
意事項を
再点検
し、怪我
につなが
るような
遊びにつ
いては児
童への注
意喚起を
一過性で
なく継続
して行っ
ていく。

1.定期的
に実施

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

遊具（鉄
棒）自体
の劣化は
見受けら
れないも
のの、普
段から慣
れ親しん
でいる遊
具であっ
たため
に、危険
認知が弱
かった面
がある。
（ソフト
面に該
当）

ハード面
について
は、改善
策はない
ものの、
遊具を
使った遊
び方、外
遊びにつ
いても子
どもたち
と話し合
える機会
を作り、
意識付け
を行って
いく。
（ソフト
面に該
当）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒のそ
ばには職
員配置を
していた
ものの、
複数の子
どもの様
子を見守
りながら
の見守り
だったた
め、とっ
さの児童
の動きに
機敏に反
応をする
ことがで
きず、事
前に声掛
けなど注
意喚起を
行うよう
な配慮が
不足して
いた。

日頃と同
じような
状態で
あって
も、常に
注意喚起
の声掛け
を行いな
がら、児
童の行動
や意識に
より一層
の気を配
るように
対応を徹
底してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
会話をし
ながら活
動を見
守ってい
たが、普
段と変わ
りのない
状況で
あったた
め、危険
予測の
下、注意
喚起など
を行うこ
とができ
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の児童
の見守り
をしてい
たため、
対象児へ
の見守り
はできな
かった。

職員配
置とし
ては、
危険な
箇所
（鉄
棒）に
配置を
してい
る状況
では
あった
が、対
象児へ
の注意
喚起の
声掛け
配慮が
足りて
いな
かっ
た。

常に日頃と
同じ状態で
あっても、
児童の行動
に気を配り
ながら声掛
けを継続し
て行ってい
く。

6193

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 65 65 8 4
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

長期の休
み明けの
ため、ほ
とんどの
児童が一
週間ぶり
の登所
だった。

遊戯室内
で座って
待つとき
は、足を
延ばして
座らない
ように声
をかけ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

1 -

ハード面
が原因で
ないた
め、子ど
もに気を
付けるよ
う話をし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

長期の休
み明け
は、いつ
も以上に
気を付け
て見守っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室全
体が見え
る入り口
で、見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な

他の部屋
や、戸外
で他児童
を見守っ
ていた。

-

子どもの動
きを見なが
ら、危険だ
と感じた場
合は早めに
声をかけ
る。

6194

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 33 33 4 1
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5～6

1.基
準以
上配
置

激しい動
きのある
鬼ごっこ
に支援員
１配置
し、本児
は１人で
ブランコ
をしてい
たので補
助員１を
つけてい
た。大人
の目は近
くにあっ
たが、バ
ランスを
崩して滑
り落ちた
のに対応
しきれな
かった。

屋外活動
の前に
は、遊具
の状態を
確認して
いたが、
それを徹
底して行
うように
する。手
が滑る危
険性があ
るので、
暑くなっ
てきたら
都度休憩
を取るよ
う促すな
ど、対応
してい
く。

1.定期的
に実施

6～7
2.不定期
に実施

都度
2.不定期
に実施

12 なし

滑りやす
い箇所と
合わせ
て、遊具
の点検を
念入りに
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見える範
囲にはい
たが、手
が届く範
囲ではな
かった。

環境とし
ては整え
ていた
が、急な
動きに対
応しきれ
なかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くに職
員の配置
はあっ
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

近くにい
た職員以
外にも、
公園内の
他の場所
で子ども
達を見
守ってい
た職員も
様子は見
えてい
た。

新学期
が始
まって
初日と
いうこ
とで、
いつも
と気持
ちは
違った
かもし
れな
い。ま
た、夏
休み中
悪天候
であま
り外で
遊べな
かった
ので、
久しぶ
りに思
い切り
遊べた
という
のもあ
るかも
しれな
い。

上記要因に
より、子ど
もの心身に
変化がある
と予想され
る日は遊ぶ
前に注意事
項を改めて
伝えたり、
事前の対応
に工夫が必
要になる。

6195

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 87 87 8 3
21.９
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕橈骨
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

活動面積
が狭い中
での子ど
もの行動
に対する
危険を回
避するた
めの注意
喚起の徹
底。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

来館人数
に対する
活動室
(面積)の
不足。

活動室の
机等の配
置の見直
し。活動
スペース
の確保。

7.その
他

特にな
し。

活動面積
が狭い中
での子ど
もの行動
に対する
危険を回
避するた
めの注意
喚起の徹
底。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

帰り支度
をするた
めに活動
室から退
室すると
ころだっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ

他の児童
の支援に
当たって
いた。

特にな
し。

活動面積が
狭い中での
子どもの行
動に対する
危険を回避
するための
注意喚起の
徹底。

6196

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 42 42 4 3
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯欠損

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

特になし
遊び方の
確認を徹
底する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

学校敷地
内のため
施設改善
は難しい
ので使い
方の確認
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊ぶ場所
の環境を
職員が事
前に確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転んです
ぐに気付
きけがの
状態を確
認。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至

当該児童
以外の子
どもの対
応

特にな
し

児童の運動
能力を理解
した活動を
行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6197

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 25 25 2 1
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折（1
か月程
度）

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

職員ひと
り一人
が、事故
はいつ発
生しても
おかしく
ないとい
う意識を
持って研
修等の結
果を再確
認し、対
応の徹底
を図る。

2.不定期
に実施

日々の清
掃時

3.未実施 遊具無し
2.不定期
に実施

日々の清
掃時

施設等の
瑕疵によ
る事故で
はなかっ
た。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

これまで
危険がな
いと考え
ていた場
面につい
ても、事
故が起こ
り得るこ
とを意識
して見守
り体制の
見直しを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

電話の対
応を行っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

別室で他
児の見守
りを行っ
ていた。

土曜日
で利用
児童が
少ない
ことか
ら統合
（休
所）し
ている
クラブ
の保育
室（本
クラブ
の隣
室）を
活用
し、２
部屋で
活動を
してい
たた
め、職
員を分
散して
いた。

事故は予期
しない場面
で発生する
ことを職員
全員が認識
し、児童の
動きに常に
注意を向け
る。また、
本件に関
わった児童
以外の利用
児童に対し
ても、相手
の気持ちに
なった遊び
への誘いに
ついて知ら
せ、また、
言葉で相手
に思いを伝
えられるよ
う支援を
行ってい
く。

6198

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 24 4 1
22.10
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

支援単位
が2つの
為、外遊
びでは合
同保育(7
人体制)

児童への
注意喚起
の呼びか
け

2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

12

児童への
注意喚起
の呼びか
け

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び場に
滑りやす
い箇所
や、転倒
の原因と
なるもの
がないか
どうかを
確認し、
足元や周
囲に気を
付けるよ
う児童に
声掛けを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊び中
だった
為、複数
の支援員
が全体の
見守りを
してい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

室内の遊
びをする
子の見守
りをして
いた

児童に注意
喚起の呼び
かけ

6199

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 61 61 12 5
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

8.そ
の他

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

今まで以
上に準備
運動やス
トレッチ
を行い、
事故防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

293
2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

児童へ外
遊びで起
こりうる
ケガ等注
意喚起す
る。外遊
びで起こ
りうるケ
ガ等の具
体例を職
員が共有
し、常に
最善の環
境を整え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童へ外
遊びで起
こりうる
ケガ等注
意喚起す
る。

遊ぶ前に
ルールを
説明をす
る。外遊
びで起こ
りうるケ
ガ等の具
体例を職
員が共有
し、注意
喚起す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童たち
の近く
で、見守
りしてい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

四方面よ
り見守っ
ていた。

あらゆ
るケ
ガ・事
故を想
定し、
活動前
に児童
への注
意喚起
が必
要。

ケガの具体
例を職員だ
けでなく児
童とも共有
し、再発防
止に努め
る。

6200

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 3 2
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

今後も基
準配置を
継続す
る。

2.不定期
に実施

3,4
2.不定期
に実施

3,4
2.不定期
に実施

3,4

遊具の点
検を継続
し、気が
付いた点
は改善す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具が濡
れている
等があれ
ば拭き上
げや使用
中止をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ブランコ
は４基あ
り、全て
のブラン
コを児童
４人が使
用してい
た。ブラ
ンコ横の
雲梯でも
児童が遊
んでいた
ので支援
員は全体
を把握す
るため少
し距離を
取って見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の児童
と遊んで
いた。

職員による
児童の見守
りを継続す
る。

6201

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 9 9 1 0
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕ひじ
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

9
2.基
準配
置

事故発生
時は迎え
の対応の
ため、職
員１名が
別室で待
機してお
り、１名
で見守り
を行って
いた。

児童に対
してルー
ルの徹底
を図る。
運動を伴
う活動を
する際は
支援員２
名で見守
りを行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊戯室の
ステージ
は上がら
ない決ま
りとして
いたが、
児童が上
がってし
まったと
きの危険
対策が不
十分で
あった。

児童が立
ち入る可
能性があ
る場所の
備品等の
配置につ
いて安全
面から再
考する。
また、安
全性を確
認した後
使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ステージ
に上がら
ないルー
ルにして
いたが、
児童がス
テージに
容易に上
がれる状
態となっ
ていた。

活動を行
う前に児
童とルー
ルの再確
認を行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

日頃から
活動が活
発な子で
あり、当
日はハイ
テンショ
ンであっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児童
が転倒し
た際は、
背中を向
けてほか
の子を見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

教室で迎
えの保護
者を待っ
ていた。

ステー
ジに上
がらな
いよう
注意を
した
が、ス
テージ
から降
りるの
を確認
せずに
対象児
に背を
向けて
他の児
童の見
守りを
行って
いた。

児童に注意
を行った際
は、注意し
た事項が解
消されるま
で見守りを
行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6202

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 10 10 1 0
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨間端骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

事故予防
マニュア
ルの作成

3.未実施 3.未実施 3.未実施

遊具・施
設点検に
関して
は、公民
館に申し
出る。玩
具点検
（児童ク
ラブ教
室）はR
２．１０
月●日点
検を実施
した。今
後も定期
的に実施
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

必ず児童
全員で外
遊びをす
るように
し、支援
員は２人
体制で見
守る事を
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
遊んでい
る様子を
見ていた
が、他の
児童の様
子を見て
いる間に
起きてし
まい気づ
いた時に
は滑り台
の下にう
ずくまっ
ていた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

教室で宿
題をして
いる児童
がいた
為、教室
で見守っ
ていた。

宿題等終
わってない
児童がいる
場合など終
わるのを待
つなどし児
童全員で外
遊びへ行く
ようにする

6203

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 67 67 8 4
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（左
手親指付
け根）

5.他
児か
ら危
害を
加え
られ
たも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

特になし

・事故防
止につい
ての情報
共有を
しっかり
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

適宜
1.定期的
に実施

適宜 特になし

これまで
同様しっ
かり点検
を行う

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・言葉の
足りなさ
から、物
の取り合
いに発展
した事故
だった。

・コミュ
ニケー
ションを
うまく取
れるよ
う、必要
な支援を
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

・2人の
間に入
り、話を
しようと
してい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

・他児の
活動を見
守ってい
た。

加害児
童が言
葉での
表現が
得意で
なく、
大人に
対して
手足が
出やす
い面が
あった
が、友
人に対
しては
それほ
どでも
なかっ
たた
め、今
回のよ
うな
ケース
を予測
してい
なかっ
た。

様々な状況
を予測し
て、支援し
ていく。

6204

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 3 2
23.11
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足のす
ね辺りの
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

遊びを始
める前の
注意喚起
不足

遊びを始
める前
に、子ど
も達への
注意喚起
の徹底

2.不定期
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2 光量不足

暗くなっ
てからの
庭遊び用
に、LED
ライトの
増設

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

無し
注意喚起
の徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
で見てい
たが、転
ぶのを支
えるのが
間に合わ
なかった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見

室内遊び
の子ども
達と室内
に居た。

無し

6205

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 26 26 3 2
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

「左橈骨
骨幹部骨
折」
「左尺骨
骨幹部骨
折」

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

職員間で
マニュア
ルの読み
合わせを
定期的に
実施して
いなかっ
た。

定期的に
事故予防
マニュア
ルを職員
間で読み
合わせを
して、足
りない点
はその都
度補って
いく。

2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

24
2.不定期
に実施

24

跳び箱の
周りに敷
いていた
マットが
跳び箱専
用ではな
いため、
薄く硬
い。

当面の
間、1年
生の跳び
箱の使用
を禁止と
する。ま
た、跳び
箱専用の
マットは
購入を検
討する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱の
最上段の
クッショ
ン部分に
玩具を乗
せたこと
により、
正しい使
用方法で
使用出来
ていな
かった。

体を動か
し遊ぶプ
レイルー
ムには複
数の職員
を配置す
ること
で、見守
りの目を
増やす。
また、落
下する危
険性のあ
る遊具に
関して、
正しい使
用方法を
児童に声
掛け・周
知するこ
とで、本
来の正し
い使用方
法以外で
の使用を
控える。
(例：跳
び箱を高
くする場
合、箱枠
を増や

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

前日まで
に4段の
跳び箱を
跳び自信
がつき、
児童自ら
工夫し難
易度を上
げた跳び
箱に挑戦
しても
きっとク
リア出来
るだろう
と、やる
気があふ
れ、全体
がとても
活発な雰
囲気で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故発生
直前まで
は、跳び
箱の横に
支援員が
ついてい
たが、対
象児の前
に並んで
いた児童
の記録を
壁に貼っ
てある用
紙に記入
するため
に、跳び
箱から少
し離れ、
背を向け
てしまっ
たため、
事故発生
の瞬間を
見ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

事故発生
時、他2
名の職員
は隣の学
習室で、
掃除や宿
題の
チェック
を行って
いたた
め、現場
のプレイ
ルームに
は担当職
員1名し
かいな
かった。

・事故
が発生
した週
から、
高学年
のクラ
スと部
屋を交
換して
過ごし
てお
り、新
しい遊
具、玩
具がた
くさん
あるに
も関わ
らず、
児童た
ちへの
使い方
の周知
徹底が
足りな
かっ
た。
・新た
な遊
具、玩
具の使

1年生は特
に危険を予
測できない
ことが多い
ので、児童
の工夫によ
る遊び方で
も、リスク
が多少でも
ある場合、
職員はその
リスクを取
り除くこと
を最優先し
てしてい
く。そし
て、落下の
おそれがあ
る遊具のそ
ばには必ず
職員がつ
き、安全を
確保する。
また、どん
なに小さな
物でも新た
な遊具、玩
具を導入す
る際は、使
い方の周知
徹底をして

6206

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 21 21 3 3
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

児童への
遊具での
遊び方の
指導は実
施してい
たが、児
童への危
険度が伝
わりきら
なかっ
た。

要領・マ
ニュアル
に基づき
職員間で
の情報共
有などは
できてい
た。
児童への
伝え方を
考えなく
てはいけ
ない。

1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

今回の事
故はハー
ド面が原
因ではな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童の遊
具での遊
び方や職
員の見守
り等問題
はなく、
児童によ
る不注意
で落下し
てしまっ
たもので
ある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険が伴
う遊具に
ついては
職員が付
近におり
見守り・
注意喚起
を実施し
ていた

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

職員は該
当児童を
落下する
ところま
で見てい
た。助け
に入った
が間に合
わなかっ
た。

危険が伴う
遊具には必
ず職員を配
置してい
た。児童へ
の注意喚起
に工夫を施
す必要があ
る。

6207

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 60 60 5 2
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

事故予防
に関する
研修の実
施

3.未実施

異変等に
気が付い
た時点で
報告・対
応をして
いる。

3.未実施

異変等に
気が付い
た時点で
報告・対
応をして
いる。

3.未実施

異変等に
気が付い
た時点で
報告・対
応をして
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

乾いた砂
で普通の
靴で滑り
やすい状
況であっ
た

サッカー
はPKの
シュート
のみにし
たり、遊
びのルー
ルを変え
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転んだ瞬
間駆け
寄った

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい

校庭で遊
ぶ他児童
たちを見
守ってい
た

児童への遊
び方への指
導

257 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6208

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 42 42 3 2
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨
折・靭帯
損傷

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

通常の遊
具の使い
方をして
いても、
児童の発
達段階に
よって
は、ケガ
につなが
るリスク
があるこ
とを支援
員等が認
識してい
なかった
可能性が
ある。

各遊具で
想定され
る危険行
為の確認
を行い、
支援員間
で情報共
有を行う
ととも
に、場合
によって
は学年や
児童に応
じてその
遊具の使
用につい
て声掛け
を行うよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

運動能力
が未熟な
段階なた
め、通常
の遊具の
使い方で
もケガを
する危険
性があっ
た。

遊具の使
用につい
ては、児
童の発達
段階を考
慮し、使
用にあ
たっての
ルールや
見守り強
化を行う
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童が恥
ずかしさ
から支援
員等に落
下状況等
を伝えな
かった可
能性も考
えられ
る。

誰か友達
に異変が
あった場
合につい
ては、支
援員等に
知らせて
もらうよ
うに児童
に伝え
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童会室
内に残っ
ている児
童への対
応のた
め、主任
支援員は
外遊びの
見守りを
していな
かった。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

遊具周辺
に２名の
支援員が
いたが他
の方向を
向いて見
守りを
行ってい
たため、
対象児童
の動きは
見ていな
かった。

児童の
発達状
況と遊
具の危
険性に
ついて
支援員
が把握
してい
なかっ
た可能
性が考
えられ
る。

外遊びでの
見守りのポ
イントを再
確認すると
ともに、発
達段階に応
じて想定さ
れる遊具の
危険性につ
いて把握し
た上で、重
点的に目を
むけて見守
りを行う。

6209

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 58 58 4 1
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

用を足し
た後、急
いで戻ろ
うとし
た。

急がず歩
くよう声
掛けをす
る。

1.定期的
に実施

4 3.未実施

小学校が
管理して
いる遊具
を使用し
ているた
め

2.不定期
に実施

消毒・片
付け時等

段差があ
りつまず
いた。

急がず
ゆっくり
段差を上
がるよう
声かけを
する。

7.その
他

複数の児
童がトイ
レの順番
を待って
いる時
は、支援
員が見守
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

トイレの
順番待ち
で子ども
達だけで
並んでい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な

保育室で
他の児童
を見守っ
ていた。

児童が
段差で
転倒す
ること
を予測
してい
なかっ
た。

複数の児童
がトイレの
順番を待っ
ている時
は、支援員
が見守るよ
うにする。

6210

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 37 37 5 4
22.10
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

職員の配
置人数等
に問題は
なかった
が、より
事故防止
について
職員の意
識を高め
る必要が
あると考
える。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6

ハード面
の問題で
発生した
事故では
ないた
め、改善
策はあり
ません。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

目の届か
ない児童
がいない
よう、児
童を集め
る支援員
と見守り
を行う支
援員に分
ける等の
対応を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊び終
了に伴
い、児童
を集めて
いる中起
きた事故
であった
ため、近
くにはい
たが事故
の瞬間は
目撃する
ことがで
きなかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

外遊び終
了に伴
い、児童
を集めて
いる中起
きた事故
であった
ため、近
くにはい
たが事故
の瞬間は
目撃する
ことがで
きなかっ
た。

児童を集め
る際や見守
りを行う際
に、見えな
い児童がい
ないような
位置取りで
職員が立つ
ことによ
り、事前に
注意等を行
うことがで
きるのでは
ないかと考
える。

6211

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 15 15 3 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

特になし

準備体操
を念入り
に行って
から遊ぶ
様に声を
掛ける

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

怪我をし
たと分
かった時
には、児
童が大丈
夫と言っ
ていても
休ませる
ようにす
る。また
保護者に
はすぐに
連絡を入
れる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊んでい
る所を2
人の支援
員が見
守ってい
て声掛け
も行って
いた

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

他の児童
がキック
ベースを
している
のを見て
いた

特にな
し

遊びに入る
前に準備運
動をさせ、
身体を温め
てから遊ば
せる

6212

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 66 66 7 4
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

ドッジ
ボール中
は必ず職
員がつく
ようにし
ていた
が、全て
の子ども
に目が届
いてない
ことも
あったた
め

職員の配
置や安全
管理マ
ニュアル
の再確認
を行う

1.定期的
に実施

6 3.未実施
2.不定期
に実施

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボールが
硬いもの
だった

怪我が起
こるかも
しれない
ことを想
定して柔
らかい
ボールも
使うよう
にする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

異年齢の
ドッジ
ボールな
ので、高
学年は手
加減をす
るよう声
掛けを行
いながら
見守って
いる。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

ドッジ
ボール以
外で遊ん
でいる子
たちを見
守ってい
た。

高学年
からの
ボール
で少し
取るこ
とにた
めらい
があっ
たよう
に見れ
た。そ
のた
め、と
りそこ
ねて手
首に
ボール
が当
たって
しまっ
た。

自分で取れ
ないと思っ
たボールは
無理には取
らないよう
にする。

6213

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 44 44 7 6
23.11
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

職員会議
での見守
りのポイ
ントの確
認と周知

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

施設設備
について
は問題な
し

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

見守り方
法の再確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった

見守り方法
の再確認
他の児童に
も周知し、
各自でも注
意するよう
に促す
児童が鉄棒
など危険が
ある遊具で
遊ぶ際には
注意して見
守りをする

6214

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 2 1
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

児童の集
団活動中
の事故で
あり不可
避

見守りを
強化

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

12

ハード面
の不備は
なかった
ものの、
日常点検
を強化す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りを
強化

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近で見
守ってい
たが事故
を防ぐこ
とができ
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見

児童全体
の動きを
見ていた

事例をス
タッフミー
ティングで
共有し再発
防止に努め
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6215

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 76 76 7 3
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
3.基
準以
下

指導員体
制がとれ
ず、他所
からの応
援体制も
組めな
かった。

日常の指
導員体制
の確保並
びに応援
体制の徹
底。
事故防止
について
の研修参
加。
事故後の
本児に対
しての最
善の対応
が行える
ように救
急法の確
認。
事故が起
こった際
の、指導
員間の連
携等の確
認。

1.定期的
に実施

260
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

260 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊具に配
置してい
たが、本
児が怪我
をした時
には他の
児童を見
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

鉄棒や運
動場で鬼
ごっこな
ど、他の
配置につ
いてい
た。

特にな
し

運動場での
指導員配置
について見
直し（特に
遊具周辺へ
の配慮）。

6216

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 30 5 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

山では
木々が多
いため、
死角が多
く全体を
把握でき
ていな
かった。
スタッフ
同士での
死角が発
生しそう
なときの
声掛けが
なかっ
た。

職員が動
きながら
児童を見
守り、で
きないと
きは他の
職員に話
す。
状況に応
じて死角
が発生し
そうなポ
イントは
職員間で
声掛けを
して対応
する。
死角とな
りそうな
箇所をマ
ニュアル
に記載す
る。

1.定期的
に実施

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

開所時の
掃除、閉
所前の片
付けの時

危険な場
所に対し
ての張り
紙やロー
プがな
かった。

活動禁止
区域に
は、ロー
プもしく
は張り紙
等を貼る
などし、
児童にも
目に見え
る形で注
意喚起を
する。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

全体を見
渡せる職
員配置が
できてい
なかっ
た。

校庭（山
含む）な
どの広い
範囲で遊
ぶとき
は、職員
同士の配
置状況を
各自で把
握し、持
ち場を離
れる場合
は情報を
共有す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

若桐山の
中だった
ため、死
角が多
く、全体
を見れて
いなかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

発生現場
では木々
が多く死
角もある
ため、児
童がそこ
で遊んで
いること
に気づい
ていな
かった。

担当職
員の持
ち場が
曖昧で
あっ
た。外
遊びに
行く際
には事
前に職
員配置
の確
認、全
体を視
野に入
れる事
の確認
が必要
であっ
た。

遊んでいい
場所とダメ
な場所を児
童が分かる
まで何度も
伝える。職
員間で遊び
場の見守り
に死角が発
生しないよ
うに情報の
共有を徹底
する。

6217

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 36 36 6 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足向こ
う脛骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

児童らに
対する事
故防止の
呼びかけ
が不足し
ていた。

支障物や
危険な場
所の近く
で遊んで
いないか
よく確認
し、事故
防止のた
めの呼び
かけを徹
底する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

50

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2学期か
ら、今ま
でと比較
して園庭
として活
用できる
面積が大
幅に減少
してお
り、児童
らが遊べ
る場所が
狭くなっ
ていた。

園庭の広
さに対し
て、外で
遊んでい
る児童ら
の人数や
遊びの内
容が適切
かどうか
を見極
め、児童
らが安全
に遊べる
よう配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童らは
けいどろ
をしてお
り、樹の
周辺では
3～4人が
逃げ回っ
ていた。
支援員は
2～3ｍほ
ど離れた
位置から
見守って
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

もう一人
の支援員
は園庭内
の反対側
の位置
で、他の
児童らの
遊びを見
守ってい
た。

園庭が
狭小と
なって
いるこ
とや、
支障物
の位置
や建物
の周辺
など危
険な場
所で遊
ばない
ことの
認識が
不十分
であっ
た。

児童らの人
数や遊びの
内容に合わ
せて、支援
員の配置の
バランスや
遊びの指導
の方法を柔
軟に対応
し、職員同
士または児
童らへの声
掛けを徹底
する。

6218

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 21 21 2 1
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

両腕骨折
(腕を2～
3週間固
定)

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

教室間に
横断歩
道・信号
機がない
ため急が
せてし
まった。
(横断歩
道の設置
等につい
ては市や
警察へ以
前より要
請済み)

付近の横
断歩道を
利用する
(100ｍ
先)

2.不定期
に実施

5 3.未実施
2.不定期
に実施

5

同建物内
に園庭が
なく、移
動をしな
ければな
らないた
め。

屋上園庭
建設を予
定(2021
年3月ま
でには完
成予定)

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

教室間に
横断歩
道・信号
機がない
ため急が
せてし
まった。
(横断歩
道の設置
等につい
ては市や
警察へ以
前より要
請済み)

付近の横
断歩道を
利用する
(100ｍ
先)

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
他1名を
連れて担
当職員が
見守りな
がら移動
してい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

対象児が
転倒した
時点は見
ていな
かった
が、児童
を安全な
場所へ移
動させ管
理者へ報
告・病院
への連絡
などを相
談中は他
職員も同
席した。

教室間
に横断
歩道・
信号機
がない
ため急
がせて
しまっ
た。
(横断歩
道の設
置等に
ついて
は市や
警察へ
以前よ
り要請
済み)

付近の横断
歩道を利用
する(100ｍ
先)

6219

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 31 31 4 1
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

職員の見
守り位置
の確認を
再度話し
合う。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日

施設や設
備等に関
するもの
では無い
ため、特
になし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びに熱
中しすぎ
周りが見
えなくな
る児童も
いるので
夢中にな
りすぎな
いよう声
かけが必
要

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

前日誕生
日だった
為、いつ
もよりは
りきって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ゲーム中
だったた
め、支援
員は全体
を見てい
たが,転
んだ瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

玄関ホー
ルの方に
も児童が
いたため
そちらの
方を主に
みてい
た。

児童に対し
て遊び方の
ルールを再
度確認す
る。遊び方
を見ながら
適宜遊び方
を変えてい
けるように
職員同士で
再度話し合
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6220

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 14 14 4 2
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

職員の配
置は適正
だが、子
どもを見
守りする
位置を考
慮する。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

遊具の使
い方。

遊具の点
検を定期
的に続け
ていくと
ともに、
使い方の
指導を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

キック
ボードで
グルグル
回り、ぶ
つかって
しまっ
た。

遊具を使
用する場
合の安全
指導を行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

砂場の横
でキック
ボードを
使用して
いて、指
導員が砂
場をみて
いた時
に、ぶつ
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の職員
は離れた
ところか
ら児童の
見守りを
行ってい
た

特にな
し

人とぶつか
らないよう
に遊ぶよう
に指導する
が、それで
も、事故が
起きたら、
必ず厚生員
に報告し、
事故発生後
すぐに処置
にあたり、
速やかに保
護者に連絡
をして引き
渡す。

6221

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 28 28 4 3
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

事故予防
マニュア
ルの作成
をする。

1.定期的
に実施

1 3.未実施 遊具無し
1.定期的
に実施

1

施設の安
全確認の
ため、目
視のみで
なく安全
チェック
表を準備
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

バランス
を崩し
滑った。

足が滑ら
ないよう
に濡れた
雑巾等を
用意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体的に
子どもの
様子は見
ていて鬼
ごっこを
していた
のも把握
していた
が、対象
児童が転
ぶ瞬間は
見ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

全体的に
子どもの
様子は見
ていて鬼
ごっこを
していた
のも把握
していた
が、対象
児童が転
ぶ瞬間は
見ていな
かった。

考えられる
危険を子ど
もたちに指
導する。

6222

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 56 56 5 2
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足親指
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

事故防止
マニュア
ルの作成
をする。

1.定期的
に実施

1 3.未実施 遊具無し
1.定期的
に実施

1

施設の安
全確認の
ため、目
視のみで
なく安全
チェック
表を用意
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

多い場
合、２回
に分けて
対応す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

瞬間は見
ていた
が、
「あっ」
という瞬
間に手助
けする位
置にいな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な

他の遊び
をしてい
る児童に
対応して
いた。

おにごっこ
の動きを職
員で分担す
るととも
に、２，３
回に分けて
遊び方を工
夫する。

6223

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 55 55 5 2
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手薬
指・小指
基節骨骨
端線損傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

事故防止
マニュア
ルの作成
をする。

1.定期的
に実施

1 3.未実施 遊具無し
1.定期的
に実施

1

施設の安
全確認の
ため、目
視のみで
なく安全
チェック
表を用意
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

多い場
合、２回
に分けて
対応す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

瞬間は見
ていた
が、
「あっ」
という瞬
間に手助
けする位
置にいな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の遊び
をしてい
る児童に
対応して
いた。

ドッチボー
ルの動きを
みるよう職
員配置を分
担し、プ
レー時間を
短くしたり
２回に分
け、遊び方
を工夫す
る。

6224

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 39 39 4 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頭
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

事故防止
マニュア
ルを作成
する。

1.定期的
に実施

1 3.未実施 遊具無し
1.定期的
に実施

1

施設の安
全確認の
ため、目
視のみで
はなく、
安全
チェック
表を用意
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

土の地面
で足がも
つれた。

広く、地
面が平ら
なグラウ
ンドのほ
うで鬼
ごっこを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

公園で遊
んでいる
全体を見
ていた。
鬼ごっこ
の様子も
見ていた
が、転倒
を防ぐこ
とはでき
なかっ
た。転ん
だ瞬間を
見ていた
ため、す
ぐに駆け
付けた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

鬼ごっこ
以外の遊
びに入り
ながら、
全体を見
ていた。
転んだ瞬
間を見て
いたた
め、すぐ
に駆け付
けた。

遊ぶ場所の
地面の状態
などの確認
し、危険箇
所を子ども
達に伝え
る。

6225

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 53 53 5 2
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上顎前歯
脱臼左上
１番

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

事故防止
マニュア
ルの作成
をする。

1.定期的
に実施

1 3.未実施 遊具無し
1.定期的
に実施

1

施設の安
全確認の
為、目視
のみでな
く安全
チェック
表を用意
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

シャトル
を拾いに
行く際、
取り合い
になるこ
とが予想
されるの
で、中央
にライン
を引い
て、拾い
に行くエ
リアを決
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

気をつけ
る様、声
はかけて
いたが衝
突の瞬間
を制止す
ることは
できな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

それぞれ
の担当場
所を見て
いたため
（砂場1
名　ドッ
チボール
1名　室
内1名
お迎え1
名）

子ども同士
の衝突を避
けるため、
拾いに行く
範囲を知ら
せ、滑り込
み等はケガ
につながる
ことを指導
する。

6226

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 18 18 3 2
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

基準以上
の３名を
配置して
いたが、
事故の起
きた時間
は１名が
休憩中で
あった。

人数が少
ない場合
は、より
一層見守
りの意識
を高め
る。

1.定期的
に実施

2 3.未実施 遊具なし
1.定期的
に実施

12

ロールス
クリーン
チェーン
が垂れ下
がってい
たことが
要因と思
われる。

ロールス
クリーン
チェーン
を子ども
の手の届
かない位
置に置く
ようにし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ロールス
クリーン
チェーン
が垂れ下
がってい
たことが
要因と思
われる。

ロールス
クリーン
チェーン
を子ども
の手の届
かない位
置に置く
ようにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児以
外の児童
も見守っ
ていたた
め、ぶつ
かる瞬間
に間に合
わなかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他児の対
応をして
いた。

支援員
１人が
休憩に
入って
いたた
め、目
が届か
ないと
ころが
あった
と思わ
れる。

支援員によ
る見守りを
強化する。

6227

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 44 44 4 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

本児が油
断し手を
離してし
まった。

鉄棒等落
下の危険
性のある
遊具の使
い方を児
童を含め
確認す
る。
1年生は
遊び方を
限定し、
登るのみ
にする。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

使用時、
その都度

1.定期的
に実施

週に1回 なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

日頃から
できてい
たため、
そばで見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

校庭全体
を見守り
をおこ
なってい
た。

特にな
し

特になし

260 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6228

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 37 37 3 2
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

報告体制
が指導員
へ浸透し
ていな
かったた
めに、所
長への報
告がかな
り遅く
なった。

事故予防
マニュア
ルについ
ては、作
成予定で
ある。児
童の発達
や特徴・
職員の動
きや意識
について
の、学童
指導員全
員が参加
対象とな
る職場内
研修を
行ってい
く。報告
体制につ
いては、
マニュア
ルを作
り、全学
童の主任
へ周知
し、その
後主任よ
り各指導
員へ周知
した。

今回の事
故発生場
所は、学
童が小学
校より借
りている
校庭で
あった。
学校の施
設・遊具
の安全点
検の頻度
について
は把握し
ていな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児たち
は10名以
上のグ
ループで
サッカー
をしてい
た。ゲー
ムが白熱
する中、
本児が
ボールを
蹴ろうと
した際
に、足を
空振り転
倒した。

指導員が
保育時に
更なる目
配りをし
ていくこ
と。ま
た、学童
に所属し
ていない
中学生の
遊びへの
参加には
注意を払
う。一方
で、子ど
も自身の
反射神
経・危険
予測・危
険回避能
力・判断
力を日常
的に保育
の中で鍛
えてい
く｡

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故当時
は自由遊
びの時間
であり、
校庭では
サッカー
をしてい
る本児ら
の男子グ
ループ
と、それ
以外の女
子達６名
程のグ
ループに
分かれて
いた。校
庭担当の
指導員1
名は、全
体を見守
れるよ
う、少し
離れた見
通しの良
い場所か
ら見守っ
ていた｡
事故時、
本児の転
倒を見た

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

事故当
時、3名
の指導員
がそれぞ
れ別々の
場所で見
守ってい
た(校庭1
名･学童
保育所の
庭1名･学
童保育所
室内1名)
為、学童
の庭・室
内の指導
員は、校
庭担当者
及び対象
児の動き
を見てい
ない。事
故直後、
校庭担当
者に呼ば
れた室内
担当の指
導員1名
が事故の
対応に加
わり、学

1名の指導
員が広範囲
を見守る際
には、より
注意・工夫
が必要であ
る。激しい
遊び方とそ
うでない遊
び方をして
いる際に
は、激しい
遊びの方へ
寄るなど、
立ち位置を
考える必要
がある。

6229

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 40 7 4
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右くるぶ
し剥離骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし

支援員配
置に問題
はない。
改善策は
特にな
し。

1.定期的
に実施

240 3.未実施
1.定期的
に実施

240
特にな
し。

日頃から
毎日点検
を行って
いた為、
今回の事
例で改善
策は特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童の体
力低下を
考慮した
声掛けが
必要でし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

自分のと
ころに向
かって小
走りして
いたので
至近距離
で見てい
たが支え
るには距
離的に間
に合わな
かった。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

校庭で自
由な遊び
だったの
で、適宜
距離を
保って配
置してい
た。転ん
だ児童は
見ていた
が、距離
的に間に
合わな
かった。

コロナ
の影響
で児童
の体力
が落ち
てい
た。

児童たちに
注意喚起を
促す。ま
た、支援員
もリスクを
考え児童た
ちに声掛け
の徹底。

6230

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 18 18 3 2
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足甲の
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

急病・傷
害発生時
の対応マ
ニュアル
が不十分
であっ
た。

事故防止
マニュア
ルを整備
し、対応
マニュア
ルととも
に、本子
ども会と
しての研
修を実施
するなど
により、
全指導員
に周知す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

使用時以
外、防球
ネットは
束ねて窓
際に置い
てある
が、遊戯
室内を大
回りして
走ってい
た児童が
足を引っ
掛けてし
まった。

ネットの
裾が床に
触れない
よう籠の
中に収納
するよう
にした。
また、特
に遊戯室
は使用前
にその都
度安全点
検する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室に
１名、子
ども会の
部屋に２
名の指導
員の配置
は妥当
だったと
思われ
る。

人数だけ
ではな
く、遊び
の内容や
状況に応
じ臨機応
変に指導
員が動
き、見守
りを怠ら
ないよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

お茶を飲
みに一旦
遊戯室を
出てい
き、再び
戻ってき
たので児
童の動き
を何気な
く見てい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

子ども会
の部屋で
残りの児
童を見
守ってい
た。

遊びの
中にあ
る危険
性の認
識が十
分では
なかっ
た。

指導日誌や
指導員間の
話合いの場
を有効活用
しながら、
児童を取り
巻く課題に
ついて共有
し、対処し
ていく。

6231

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 35 7 3
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

特記事項
なし

再度職員
間での安
全面（指
導）につ
いて確
認。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特記事項
なし

施設面の
不備等に
よる事故
ではない
ため、現
況改善の
必要はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

休憩時間
の取り方
など、疲
労による
集中力の
低下及び
慢心、気
の緩みか
ら起きた
と考えら
れる。

子どもた
ちのレベ
ルに合わ
せてルー
ルの見直
し。（休
憩時間の
入れ方な
ど）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
ながら、
当該児童
の動きも
見ていた
が、降車
する直前
の出来事
で補助も
間に合わ
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の部屋
の児童対
応を行っ
ていた。

子ども
のレベ
ル参加
人数に
合わせ
て職員
を配置
してい
た。

これまでの
子どものレ
ベルや参加
人数に合わ
せて職員を
配置してい
たが、時間
の工夫など
を実施す
る。

6232

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 30 3 1
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手人差
し指第２
関節ひ
び、中指
第３関節
ひび、薬
指第３関
節ひび

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

ソフト面
における
要因は特
にない。

ソフト面
における
改善策は
特にな
い。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ハード面
における
要因は特
にない。

ハード面
における
改善策は
特にな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボールを
よけよう
として転
倒したこ
とは偶発
的である
と考え
る。

偶発的な
ものと考
えるた
め、環境
面におけ
る改善策
は特にな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児童
の付近で
安全に配
慮しなが
ら見守
り、必要
に応じて
声掛けを
してい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の職員
は離れて
遊ぶ鬼
ごっこの
集団を見
守ってい
た。

当該児
童は運
動神経
に優れ
ている
ため、
普段か
ら機敏
な動き
でボー
ルをよ
けてお
り、逃
げる勢
いがつ
きすぎ
て転倒
したと
思われ
る。

職員１名は
当該児童を
見守り、必
要に応じて
声掛けを
行ってい
た。転倒は
偶発的なも
のと考える
ため人的面
における改
善策は特に
ない。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6233

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 35 6 1
22.10
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足首靭
帯損傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

特になし
（ソフト
面に問題
があって
起きた事
故とは言
い難く、
改善点が
見当たら
ないた
め）

特になし
（ソフト
面に問題
があって
起きた事
故とは言
い難く、
改善点が
見当たら
ないた
め）

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

特になし
（ハード
面に問題
があって
起きた事
故とは言
い難く、
改善点が
見当たら
ないた
め）

特になし
（ハード
面に問題
があって
起きた事
故とは言
い難く、
改善点が
見当たら
ないた
め）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし
（環境面
に問題が
あって起
きた事故
とは言い
難く、改
善点が見
当たらな
いため）

特になし
（環境面
に問題が
あって起
きた事故
とは言い
難く、改
善点が見
当たらな
いため）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童全体
が見られ
るよう、
かたきを
行ってい
る四角の
スペース
の角の位
置に立
ち、全体
把握して
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

事故発生
時は、体
育館内は
職員一人
のみ。他
職員は他
の部屋で
その部屋
にいる児
童を見て
いた。体
育館から
戻ってき
た当該児
童から足
を捻った
報告を受
け、箇所
を冷やし
て対応し
た。

特にな
し（人
的面に
問題が
あって
起きた
事故と
は言い
難く、
改善点
が見当
たらな
いた
め）

特になし
（人的面に
問題があっ
て起きた事
故とは言い
難く、改善
点が見当た
らないた
め）

6234

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 43 43 3 3
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

捻挫

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

何か小さ
な違和感
があった
ときに近
くに伝え
ることが
出来る大
人がいな
かったた
め。

子どもに
何かあっ
たとき
に、すぐ
にでも言
出せる距
離感を意
識する。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12

天候など
の関係も
あり、地
面の状態
がスポー
ツに適し
ていな
かった可
能性があ
る。

施設外で
活動を行
う場合は
フィール
ドチェッ
クをしっ
かり行う
様にす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

芝が剥げ
たり、地
面が凸凹
だったの
かもしれ
ないが、
走ったり
飛んだり
する際に
問題は感
じない。

危険だと
思う箇所
を把握
し、声か
けする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ボールが
公園外に
出た場合
などを想
定して、
危険が察
知できる
場所で見
守ってい
る。特に
トラブル
も無かっ
たため離
れた位置
での見守
りを行っ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

怪我に繋
がるよう
なアクシ
デントが
特にな
く、普段
通り遊ん
でいたた
め。

本児が
支援員
に伝え
ること
が難し
かった
可能性
があ
る。

些細なこと
でも相談で
きる関係性
作りを意識
していく。

6235

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 14 14 5 3
22.10
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

毎日 特になし

遊具玩具
等での怪
我ではな
かった
為、改善
策は特に
なし。
引き続
き、施設
等の点検
などを
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動前に
約束事や
ルールの
確認をし
てから、
遊びを実
施。運動
があまり
得意でな
いことも
あってか
バランス
を崩し、
足がもつ
れ転倒し
たと考え
られる

個々の運
動能力に
合わせた
声掛けを
実施す
る。
活動前に
約束事や
ルールの
確認をさ
らに強化
して伝え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

施設５階
の屋上
で、児童
8名（内
訳：3年
3名、4年
5名）に
対し、支
援員2名
で運動遊
びの見守
りを行
う。人数
に対し、
空間の広
さも十分
に取れて
おり、他
児との接
触・衝突
はなし。
支援員
は、本件
対象児お
よび子供
達全体の
動きを中
心地点か
ら見守
る。対象
児との距

3.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

施設5階
の屋上
で、児童
8名（内
訳：3年
3名、4年
5名）に
対し、支
援員2名
で運動遊
びの見守
りをおこ
なう。人
数に対
し、空間
の広さも
十分に取
れてお
り、他児
との接
触・衝突
はなし。
支援員
は、本件
対象児お
よび子供
達全体の
動きを中
心地点か
ら見守
る。対象

特にな
し

特になし

6236

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 53 53 4 2
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

施設、設
備につい
ては引き
続き定期
的に安全
点検を実
施し、学
校と連携
しなが
ら、危険
を未然に
防止する
ことに努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

引き続
き、屋外
での遊び
時間には
支援員が
付き添
い、危険
な遊びは
しない、
ルールを
守るよう
指導を徹
底してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員が
土盛りし
ており小
高く、全
体を見渡
せる場所
で見守り
をしてい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

担当者と
同様の場
所で全体
の見守り
を行って
いた。

見守り体制
については
適切に実施
していた。

6237

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 71 71 4 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

施設、設
備につい
ては引き
続き定期
的に安全
点検を実
施し、学
校と連携
しなが
ら、危険
を未然に
防止する
ことに努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

引き続
き、屋外
での遊び
時間には
支援員が
付き添
い、危険
な遊びは
しない、
ルールを
守るよう
指導を徹
底してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

担当者と
同様の場
所で全体
の見守り
を行って
いた。

見守り体制
については
適切に実施
していた。

6238

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 50 50 4 3
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
（付け
根）骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

施設、設
備につい
ては引き
続き定期
的に安全
点検を実
施し、学
校と連携
しなが
ら、危険
を未然に
防止する
ことに努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

引き続
き、体育
館での遊
び時間に
は支援員
が付き添
い、危険
な遊びは
しない、
ルールを
守るよう
指導を徹
底してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

担当者と
同様の場
所で全体
の見守り
を行って
いた。

見守り体制
については
適切に実施
していた。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6239

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 53 53 4 2
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

施設、設
備につい
ては引き
続き定期
的に安全
点検を実
施し、学
校と連携
しなが
ら、危険
を未然に
防止する
ことに努
める。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

引き続
き、支援
員が適切
に児童の
遊びを見
守るとと
もに、危
険な遊び
はしない
など、
ルールを
守るよう
指導を徹
底してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラブ内
で走り始
めた当該
児童を注
意すると
ともに、
近くで見
守りを
行ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

クラブ内
で別の児
童の見守
りを行っ
ていた。

見守り体制
については
適切に実施
していた。

6240

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 10 10 3 2
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

遊んでい
る最中に
手を滑ら
せてし
まった。

遊具での
遊び方に
ついて、
声掛けを
よりしっ
かりと行
い、見守
りの位置
も注意す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
該当な
し。

該当な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

該当な
し。

該当な
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
で見てい
たが、
とっさの
ことで間
に合わな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

担当の先
生以外は
他児童の
見守りを
してい
た。

配置に
問題は
なかっ
たが、
遊ぶ範
囲が広
範囲に
なり、
見守る
範囲も
広く
なって
しまっ
た。

遊ぶ場所を
ある程度決
め、支援員
がしっかり
と目の届く
範囲内にす
る。

6241

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 12 12 3 1
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
内顆骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

新型コロ
ナウイル
ス感染症
の影響に
より令和
２年度の
研修が開
催できて
いないた
め、文書
配付によ
る研修等
を行う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

施設、遊
具及び玩
具の点検
を定期的
に実施し
ているた
め、特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

死角の無
いよう、
動線や立
ち位置な
どにさら
に気を付
け見守り
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
含む複数
の児童を
見ていた
が、落下
の瞬間は
別方向を
向いてお
り、泣き
声により
落下に気
付いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

1名は担
当の加配
児童等と
サッカー
を行い、
1名は砂
場で他の
児童グ
ループを
見てい
た。

事故後
の保護
者への
聞き取
りによ
ると、
児童は
普段か
ら、雲
梯の細
い握り
棒部分
ではな
く、太
い柱部
分につ
かまっ
て遊ぶ
ことが
多く、
保護者
からも
注意を
受けて
いた。

児童が危険
な遊び方を
していない
か、今後も
動きに気を
付けるとと
もに、遊具
の正しい使
用方法を指
導する。

6242

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 12 12 2 1
23.11
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

事故やヒ
ヤリハッ
ト事例に
ついて、
職員間で
情報共有
したい。

1.定期的
に実施

常時 3.未実施 遊具なし
1.定期的
に実施

常時

マンホー
ルの蓋に
足を引っ
かけて転
んだが、
マンホー
ルの蓋に
は特に問
題はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員が
見守る
中、転ん
で怪我を
したもの
であり、
とっさに
かばうこ
とも難し
い状況で
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
はドッジ
ボールの
審判とし
て、試合
を至近距
離から見
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の職員
は、屋内
で遊んで
いる児童
を見てい
た。

支援員が見
守る中、転
んで怪我を
したもので
あり、とっ
さにかばう
ことも難し
い状況で
あった。

6243

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 39 6 6
22.10
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

複雑な遊
具や事故
の危険性
がある遊
具につい
ては使い
方を説明
している
が、単純
な遊具や
事故の危
険性が低
いと思わ
れる遊具
について
は、特に
説明して
いない。

単純な遊
具や事故
の危険性
が低いと
思われる
遊具につ
いても、
事故は起
こりうる
ことを再
度認識し
児童にも
伝える。

3.未実施 3.未実施
1.定期的
に実施

毎日

吊り輪の
下は普通
の地面
（固い
土）

吊り輪の
下に砂を
入れた
り、クッ
ション材
を敷いた
りできな
いか学
校・役場
に依頼す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具での
遊びの
シーン
に、特に
目配りを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

吊り輪の
グループ
の特に低
学年を見
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

サッ
カー、滑
り台、ブ
ランコな
どのグ
ループを
分担して
見てい
た。

外遊び
の場合
は運動
場全体
を使う
ので、
個々の
児童に
目配り
が行き
届かな
いこと
があ
る。

遊具での遊
びのシーン
に、特に目
配りをす
る。

6244

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 2 2
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

児童会内
外の危険
個所の確
認が不十
分だった
と思われ
る。

児童会内
外の危険
個所の確
認を再度
行い、事
故予防の
徹底をす
る。ま
た、危険
個所につ
いて支援
員全員に
周知し、
見守りの
強化と児
童にも注
意喚起を
促す

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

児童会外
のコンク
リート面
において
外遊びを
行う際の
危険性の
認識不足
が考えら
れる。

コンク
リート上
に人工芝
等クッ
ションに
なるもの
の設置を
検討す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員が
見守る中
一人の児
童が転倒
したが、
一瞬の出
来事で防
ぐことが
できず、
手をつい
た時に左
手小指を
負傷し
た。病院
を受診
し、骨折
と判明。

敷地内の
危険個所
を再
チェック
し、支援
員全員に
周知し、
見守りの
強化と児
童にも注
意喚起を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童の近
くで見守
りを行っ
ていた
が、一瞬
の出来事
で防ぐこ
とができ
なかっ
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

支援員３
名が３か
所に分か
れて見守
りを行っ
ていたた
め、他の
場所で他
の児童の
見守りを
行ってい
た。

建物の
構造
上、コ
ンク
リート
が多い
ため、
コンク
リート
上で転
倒した
際に
は、思
わぬ怪
我につ
ながる
ことを
支援員
が認識
してい
なかっ
たと思
われ
る。

環境面とし
てコンク
リートの上
に人工芝等
クッション
になるもの
を設置する
ことを検討
し、その他
にも考えら
れる危険性
を支援員間
で情報共有
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6245

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 39 9 6
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

ミーティ
ングを通
じて事故
の防止策
について
確認する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

今回のケ
ガは施
設・設備
によるケ
ガではな
い

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児に対
応中だっ
たため、
本児は見
ていな
かった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ

他児に対
応中だっ
たため、
本児は見
ていな
かった

児童全体を
見るよう心
掛けてはい
たが、個別
対応中のケ
ガだったた
め、より全
体をみるよ
う周知徹底
を図る

6246

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 91 91 10 7
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

通常より
支援員数
が1名不
足（病休
中）して
いたので
ぎりぎり
の支援員
数での保
育が常態
化してい
た。(現
在は復帰
してい
る)

現在は病
休中の支
援員も復
帰してい
るが、今
後支援員
の状況に
応じ、校
庭で遊ぶ
範囲を縮
小するな
ど支援員
が管理で
きる範囲
で見守
る。

2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

48

地面が固
かったた
め転倒し
た際に大
きなけが
に繋がる
ことが想
定できて
いなかっ
た。

今回は小
学校の校
庭での事
故だった
ので、転
倒および
落下時の
事故防止
について
学校と協
議し対策
を講じ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児童の
見守りを
してお
り、当該
児童につ
いては背
を向けて
しまって
いたため
油断して
しまっ
た。

児童に背
を向ける
ことがな
いよう、
支援員全
員が児童
を見渡せ
る場所に
配置し、
遊んでい
る様子に
気を配
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

他の児童
が高飛び
のように
鉄棒を飛
び越えて
いたのを
見て、真
似しよう
としたが
足が鉄棒
にひっか
かり地面
に落ち
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鉄棒で逆
上がりを
して遊ん
でいたと
ころまで
は確認し
ていた
が、その
後他の児
童の対応
をしてい
た為、落
ちたとこ
ろは確認
できてい
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

それぞれ
にトラブ
ルに対応
していた
り、他の
児童の遊
びを見
守ってい
たりして
いた為、
全体を把
握するこ
とができ
ていな
かった。

低学
年、高
学年も
一緒に
遊ぶ
為、手
のかか
る低学
年の見
守りが
中心と
なって
いた。

戸外では支
援員数に応
じて活動を
工夫する。
支援員が連
携し全体を
把握できる
ようにす
る。

6247

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 4 4 2 1
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足膝下
剥離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

当該児童
が、当初
より足に
けがを
負ってい
た事。特
別支援児
童である
事から、
気分が高
揚しやす
い状況に
あった事
などが大
きな要因
につなが
ると考え
られる

見守りを
継続す
る。

3.未実施 3.未実施 3.未実施

学校校庭
の為、学
校にて施
設点検実
施

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りを
継続す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

数日前よ
り、足を
痛めてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守り職
員２名の
内１名は
当該児童
の近くで
見守って
いた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

正しい
利用方
法を守
り遊具
を使用
してい
た事。
児童の
行為に
も特に
注意を
促すよ
うな状
況では
なかっ
た

見守りを継
続する。

6248

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 75 75 6 5
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨
折、捻挫

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10
2.基
準配
置

怪我防止
のために
準備体操
を取り入
れる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

250程度
1.定期的
に実施

250程度

校庭に凹
凸が見ら
れたり、
小石等を
見つけた
際は除去
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

危ない動
作等もな
く、近く
の支援員
も本児に
対して注
意深く見
ていな
かったの
で、今後
は出来る
限り近く
の子ども
の様子は
注意深く
見守れる
ように意
識してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

声をかけ
ながら近
くにいた
が、転倒
場面は見
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

全体を数
名で見て
いた。転
倒場面は
誰も見て
いなかっ
た。

校庭での支
援員の立ち
位置につい
て再確認を
行った。

6249

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 61 61 4 2
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

逆上がり
補助器具
の使い方
が正しく
なかっ
た。

遊具や逆
上がり補
助器具の
危険性と
正しい使
い方を全
児童に伝
え、定期
的に危険
性はない
かなど全
職員で確
認と声が
けを実施

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具や器
具の安全
点検には
問題はな
いが、遊
具で起こ
りえる事
故や怪我
の想定認
識がやや
不十分
だった。

遊具や器
具で起こ
りえる怪
我や事故
について
全職員で
想定認識
の徹底を
行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具や器
具の正し
い遊び方
や危険性
について
説明と声
がけが不
十分だっ
た。

定期的に
全児童に
安全で正
しい遊具
や器具の
使い方を
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他のトラ
ブルのあ
る児童の
対応をし
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

少し離れ
たところ
で他の児
童の遊び
の対応を
してい
た。

全体の
状況把
握と個
別対応
の対応
が不十
分だっ
た。

個別対応を
していても
定期的に全
体の児童の
様子を把握
し、細やか
な安全につ
いての対応
を職員間で
徹底する。

6250

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 80 80 8 6
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

内側靭帯
損傷

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10
2.基
準配
置

怪我防止
のために
準備体操
を取り入
れたり、
活動時間
中に休憩
時間を入
れて怪我
防止に努
める。学
年毎に分
ける等。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

250程度
1.定期的
に実施

250程度

エリア
(サッ
カー、鬼
ごっこの
場所等）
を分け
る。他の
遊びとぶ
つからな
いように
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今後も少
なくとも
一人は集
団遊びを
見守るよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにい
て声もか
けていた
が、急な
動きには
対応でき
なかっ
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

近くにい
て声もか
けていた
が、急な
動きには
対応でき
なかっ
た。

怪我をした
際に状況が
分かるよう
に今後も注
意して活動
を見守って
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6251

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 6 6 2 1
19.７
歳

1.男
児

２か月程
前、学校で
の活動中に
同じ部分を
骨折し、療
養中であっ
た。医師よ
り遊びの許
可が出た
と、保護者
から支援員
に話があっ
たため、子
どもの家で
遊んでいた
ところ、急
に痛みが
あったた
め、受診し
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

裂離骨折
8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

再度事故
防止につ
いて話し
合う。

1.定期的
に実施

4 3.未実施

小学校が
管理して
いる遊具
を使用し
ているた
め

2.不定期
に実施

消毒・片
付け時等

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

公園の木
や石など
を除い
て、足に
負担が掛
からない
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッジ
ボールの
枠の外か
ら見守っ
ていた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

反対側の
枠の外か
ら見守っ
ていた。

同じ個
所を８
月に裂
離骨折
して、
１か月
ギプス
をして
いた
が、１
か月程
前に医
師より
走るこ
とを許
可され
てい
た。
元々骨
が薄い
体質な
のかも
しれな
いと、
医師に
言われ
た。

至近に居る
支援員だけ
でなく、他
の支援員も
子どもの行
動やボール
の使用状況
を常に注意
して見守
る。

6252

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 40 2 2
21.９
歳

1.男
児

圧痛あり
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

亀裂骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

白熱した
試合にな
る前に、
注意の声
掛けをす
る。

1.定期的
に実施

4 3.未実施

小学校が
管理して
いる遊具
を使用し
ているた
め

2.不定期
に実施

消毒・片
付け時等

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の様
子を見て
いた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至

全体の様
子を見て
いた。

運動をする
前には、ス
トレッチを
促す。
白熱した試
合になる前
に注意の声
掛けをす
る。

6253

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 17 17 5 3
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨遠位部
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

コンク
リート部
分で転倒

コンク
リート付
近で走ら
ないよう
に子ども
たちに声
かけ、職
員間の情
報の共有

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

受傷場所
が学校施
設のた
め、直接
の改善策
は特にな
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コンク
リート付
近で走ら
ないよう
に子ども
たちに声
かけ、職
員間の情
報の共有

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

怪我の状
況を把握
し、怪我
の処置、
職員間
で、相談
しあい、
保護者に
連絡す
る。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距

他の児童
の見守
り。怪我
児童のケ
ガの処
置、見守
り。

コンクリー
ト付近で走
らないよう
に子どもた
ちに声か
け、職員間
の情報の共
有

6254

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 6 6 2 1
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

永久歯前
歯左完全
脱臼

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

職員配置
が1名補
助の為、
職員によ
る緊急搬
送ができ
なかった
永久歯脱
臼の知識
が欠けて
いた

土曜日の
勤務体系
の見直し
緊急連絡
先の再確
認

2.不定期
に実施

毎日の活
動の中で
点検

2.不定期
に実施

毎日の活
動の中で
点検

2.不定期
に実施

毎日の活
動の中で
点検

跳び箱が
低くても
マットを
用意すべ
きであっ
た

永久歯脱
臼にそな
え保存
液、マッ
トの購入

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

土曜日は
人数も少
なく年齢
差があり
共通の遊
びがしに
くい状況

それぞれ
の児童の
能力差を
考慮した
遊びや人
員配置を
する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

同級生の
女の子や
妹は跳び
箱がとべ
ないの
で、自分
が跳べる
ことに自
信をもっ
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2ｍぐら
い離れて
注意をう
ながして
いた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

隣の部屋
で事務

平日に
比べ人
数がす
くない
ので解
放感が
あった
のでは
ないか
と考え
られる

緊張感を持
続させるよ
うな声かけ
を繰り返し
行う

6255

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 130 ## 9 5
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

事故予防
に理解を
深める。

1.定期的
に実施

毎回 3.未実施
2.不定期
に実施

適時

遊びに適
している
かどうか
検討・提
案してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

とても寒
かった
為、防寒
対策をし
ての遊び
であった

手袋をし
ていたこ
とによ
り、滑り
やすいこ
とを注意
喚起する
べきで
あった

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

落下後、
すぐに本
児の状況
確認をし
た

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

担当職員
が部屋に
連れて
行った
後、ケガ
対応に慣
れている
職員に状
況を伝
え、交代
する。
応急処
置、ケガ
の経過を
見てもら
う。

急な落
下のた
めに未
然に事
故を防
ぐこと
は難し
かった
が、
環境面
の整備
等、注
意喚起
をする
ことが
出来た
と考え
られる

手袋をして
いたことに
より、滑り
やすいこと
を注意喚起
するべきで
あった

6256

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 23 23 3 3
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

手薬指付
け根部の
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

事故予防
に関する
研修を年
１回行う
ようにす
る。

1.定期的
に実施

開設前に
毎回

1.定期的
に実施

開設前に
毎回

1.定期的
に実施

開設前に
毎回

時間を決
めて、
ドッジ
ボールを
していた
が、児童
の様子を
見て、
ボール遊
びそのも
のを中止
すればよ
かった

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

少しふざ
けてドッ
ジボール
をしてい
た。

ボール遊
びそのも
のを中止
すれば良
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッジ
ボールを
見守り少
しふざけ
ていたの
で声掛け
をしてい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

二人の様
子を見守
りながら
他児童へ
の支援を
行ってい
た。

とても
柔らか
いボー
ルの
為、多
少身体
に当
たって
も 怪我
をする
ような
もので
はない
と油
断・思
い込み
があっ
た。そ
の後の
男児の
行動を
もっと
注意深
く見守
るべき
だっ
た。

児童がすぐ
に怪我等を
したことを
報告できる
よう支援す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6257

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 38 38 8 7
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首
（橈骨）
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

外遊びを
行う場所
における
危険個所
の認識が
不十分
だったと
思われ
る。

外遊びを
行う場所
の確認を
再度行
い、事故
予防の徹
底をす
る。ま
た、危険
個所につ
いて支援
員全員に
周知し、
見守りの
強化と児
童にも注
意喚起を
促す。

1.定期的
に実施

1 3.未実施
1.定期的
に実施

1

舗装して
ある斜面
での転倒
の危険性
について
の対応不
足が考え
られる。

舗装して
ある斜面
において
は走らな
いように
見守りを
強化する
ととも
に、児童
にも注意
喚起を図
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員が
見守る
中、鬼
ごっこを
していた
児童が斜
面で転
倒。右手
に全て体
重が掛か
る形で右
手首を負
傷した。
病院を受
診し、骨
折と判
明。

敷地内の
危険個所
を再
チェック
し、支援
員全員に
周知し、
見守りの
強化と児
童にも注
意喚起を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の近
くで見守
りを行っ
ていた
が、一瞬
の出来事
で防ぐこ
とができ
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

支援員
は、それ
ぞれ見通
しの悪い
場所や道
路際等の
危険と思
われる箇
所に分か
れて見守
りを行っ
ていたた
め、他の
場所で他
の児童の
見守りを
行ってい
た。

斜面で
転倒し
た際に
は、思
わぬ怪
我につ
ながる
ことを
支援員
が認識
してい
なかっ
たと思
われ
る。

斜面では極
力走らない
ように児童
に注意喚起
するととも
に、その他
にも考えら
れる危険個
所を確認
し、見守り
体制の強化
について支
援員間で情
報共有す
る。

6258

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 12 12 4 3
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

滑り台が
滑りやす
くなって
いると注
意はした
が、使用
中止等の
措置をと
らなかっ
た。

天候等で
使用状況
の変わる
遊具の使
用中止な
どを徹底
する。
滑走部を
歩いて降
りないよ
う、子ど
もたちに
伝える。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

気温が低
く、木製
滑り台の
滑走部が
凍結して
いた。

滑り台を
利用する
前に支援
員が凍結
の有無の
確認を
し、気温
が低い日
や、雨や
雪の日は
滑り台を
利用中止
にする。
また、滑
り台の滑
走部を歩
いて降り
ることの
ないよ
う、こど
もたちに
日常的に
伝え、見
守る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

凍結時の
木製滑り
台の使用
中止を徹
底してい
なかっ
た。

凍結時や
雨上がり
の遊具使
用の中止
を徹底す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

普段室内
で遊ぶこ
とが多い
が、年末
年始の休
暇明け
で、久し
ぶりに友
だちと会
い、いつ
もより活
発で外で
の活動時
間が長
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台の
下で対象
児とその
他の児童
とかまく
ら作りや
雪遊びを
していた
が、滑り
台滑走部
を歩いて
降りるこ
とを予測
していな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の児童
と公園側
で遊んで
いたた
め、転倒
の瞬間を
見ていな
かった。

職員間
で遊具
の滑り
やすさ
など、
共有し
ておか
なけれ
ばなら
かっ
た。

雨上がりや
雪の日、気
温の低い日
の遊具の状
態確認を徹
底する。
子どもたち
に遊具の正
しい使い方
を日常的に
伝える。

6259

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 46 3 1
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

マニュア
ルの再点
検・認
識、研修
等への参
加。対応
の再確
認。

2.不定期
に実施

毎日
2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

都度

校庭東側
は起伏が
あり危険
なので、
「平らな
ところの
み使用
可」と子
ども達と
ルールを
定めた。
支援員の
見守り時
の声かけ
も、再三
声かけを
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守って
いた支援
員が危険
だよと声
かけした
が、言う
ことを聞
かなかっ
た。

校庭東側
は起伏が
あり危険
なので、
パカパカ
の使用は
平らなと
ころのみ
と子ども
達とルー
ルを定
め、周知
徹底し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

パカパカ
をしてい
る児童に
声かけし
た後、
サッカー
をしてい
る児童の
様子を見
るため運
動場側に
体を向け
た矢先
に、足首
をひねる

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

一輪車で
遊んでい
た児童た
ちの見守
りをして
いた。

支援員は全
体を見なが
ら視野を広
く持ち、ト
ラブルやケ
ガにいち早
く対応でき
るように研
修や講習な
どに参加
し、スキル
アップして
いく。

6260

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 19 19 2 2
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

迎えの
チャイム
が鳴ると
部屋を飛
び出すの
で飛び出
さないよ
うに徹底
する。

1.定期的
に実施

2 3.未実施 0
1.定期的
に実施

毎回

今コロナ
感染予防
の為２人
で並列に
座ってい
るが子ど
もの特徴
もつかみ
座らせな
いように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団活動
中（宿
題）は集
中して席
を離れな
いように
と伝えて
いる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

仲の良い
友だちと
隣同士席
に着い
て、静か
にして過
ごす時間
だった
が、友だ
ちとお
しゃべり
し気分が
高揚して
いるよう
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体が見
えるとこ
ろで、本
児も見て
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

手のかか
る他の児
童を見て
いた。

職員同士で
共有し、今
回の怪我を
子ども達の
行動を把握
しながら危
険から回避
していく。

6261

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 29 29 4 2
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

6262

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 37 37 3 1
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨遠位端
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員間で
情報共有
やコミュ
ニケー
ションを
図ってい
たが、
「人員配
置」「見
回り」
「声掛
け」「巡
回頻度」
などにつ
いて、あ
らかじめ
危険度に
応じて優
先順位を
決め、職
員間で共
有し、事
故予防の
意識を更
に高める
必要があ
る。

高い場所
で遊んで
いるとき
や怪我の
危険性が
あると思
われた場
合、個々
の児童の
能力を見
極めなが
ら、学年
や一人ひ
とりの児
童の能力
に応じた
遊びを促
し、危険
な箇所等
について
は事前に
注意し、
特に危険
な遊び等
をしてい
る場合に
はその都
度声掛け
する。ま
た、職員
の連携を

1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

使用の都
度

2.不定期
に実施

使用の都
度

遊具の使
用前、使
用中、事
故後とも
確認した
ところ故
障等は見
受けられ
なかっ
た。

遊具の故
障等は見
受けられ
なかった
為、改善
点はない
と思われ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

周りで遊
んでいる
子供たち
の個々の
動きや様
子を捉え
るには、
常に１対
1で至近
距離でい
つでも手
を差し伸
べること
が出来る
状態で遊
ばせるこ
とが理想
だが、対
応は難し
いため、
日ごろか
ら声掛け
等を行い
ながら子
どもたち
の危機意
識を深め
ながら、
職員間に
おいても
危険個所

高い場所
で遊んで
いるとき
や怪我の
危険性が
あると思
われた場
合、個々
の児童の
能力を見
極めなが
ら、学年
や一人ひ
とりの児
童の能力
に応じた
遊びを促
し、危険
な箇所等
について
は事前に
注意し、
特に危険
な遊び等
をしてい
る場合に
はその都
度声掛け
する。ま
た、職員
の連携を

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

それぞれ
の児童を
１対1で
見守るこ
とは現実
的に不可
能なこと
から、離
れたとこ
ろから、
対象児を
含め周り
で遊んで
いる児童
に十分注
意しなが
ら、同時
に他の児
童数名と
野球の
ピッ
チャー役
をしてい
た。(落
ちる瞬間
の様子は
見ていな
い。)

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

それぞれ
の児童を
１対1で
見守るこ
とは現実
的に不可
能なこと
から、離
れたとこ
ろから、
対象児を
含め周り
で遊んで
いる児童
に十分注
意しなが
ら、他の
児童数名
とバトミ
ントンを
一緒にし
ていた。
（落ちる
瞬間の様
子は見て
いな
い。）

対象児
童以外
の他の3
年生の
児童が
学童内
で帽子
を投げ
て遊ん
でいた
ので、
その場
でしな
い様に
支援員
が注意
をし
た。昼
食後、
学童内
で注意
されで
きな
かった
ため
か、校
庭で遊
ぶ際も
ジャン
グルジ
ム遊具

高い場所で
遊んでいる
ときや怪我
の危険性が
あると思わ
れた場合、
個々の児童
の能力を見
極めなが
ら、学年や
一人ひとり
の児童の能
力に応じた
遊びを促
し、危険な
箇所等につ
いては事前
に注意し、
特に危険な
遊び等をし
ている場合
にはその都
度声掛けす
る。また、
職員の連携
を図り、児
童全体を見
ながら巡回
するなどし
て、気にな
る児童がい
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6263

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 84 84 9 4
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

当日外遊
び時にも
見守り支
援員1名
がついて
いたが、
突発的な
状況で
あった
為、未然
に防ぐ事
が出来な
かった。
発生後の
処置対応
は迅速に
行う。

外遊び時
の支援員
配置増。
（2名→3
名）

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

2
1.定期的
に実施

12

テラス内
における
事故発
生。地面
の固さも
影響して
いる。

テラスで
の縄跳び
禁止。今
後は園庭
内のみで
実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団行動
時の目視
確認不
足。

支援員配
置増から
より細や
かな目視
確認を徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

日常で
行ってい
る施設内
戸外保育
中に生じ
た事故で
あった。
支援員も
日常通り
の保育を
実施。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

日常で
行ってい
る施設内
戸外保育
中に生じ
た事故で
あった。
支援員も
日常通り
の保育を
実施。

今回の
事故を
想定し
た人員
配置の
見直
し。危
機意識
の是正
と継続
性を持
たせ
る。

事故事例を
改めて共有
化する研修
を実施済
み。再発な
きよう対応
する。

6264

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 12 12 2 1
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

右下前歯
歯冠ハセ
ツ露髄、
左下前歯
歯冠ハセ
ツ

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

特になし

小学校体
育館で自
由遊びを
するとき
は、時間
帯を分け
て、学年
ごとに実
施する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

特になし

安全点検
を小学校
にお願い
し、自ら
も日頃よ
り注意を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コロナウ
イルスに
より、日
頃からの
ストレス
を無我夢
中で発散
させたた
め

小学校体
育館で自
由遊びを
するとき
は、時間
帯を分け
て、学年
ごとに実
施する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員が
児童を見
ていた
が、急な
事故のた
め間に合
わなかっ
た

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他児のト
ラブルに
対応して
いたため
見ていな
かった

他児の
トラブ
ルに対
応して
いたた
め、全
体的な
児童の
様子を
把握し
ていな
かっ
た。

1カ所のト
ラブルにか
かりきりに
なるのでは
なく、全体
的に危険な
状況でない
か見守りを
行う。

6265

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 60 60 7 1
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

ソフト面
では特に
なし

外遊びの
際、児童
に注意を
促す。
雲梯で遊
ぶとき
は、パ
ワーグ
リップで
握るよう
に指導す
る

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

随時

手の大き
さや握力
により、
落下の危
険がある
こと、ま
た、落下
の程度に
よっては
思わぬ怪
我につな
がる認識
の不足が
考え得ら
れる。

手が滑り
やすい状
況が考え
られる場
合は、布
で拭くな
ど配慮す
るととも
に、児童
の発達の
程度に応
じて使用
の制限・
サポート
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年齢的に
も特に不
安がない
遊びと思
われた
が、持ち
手が滑っ
た偶発的
な
事故で、
遊具自体
も滑りや
すい状況
ではな
かった

支援員・
子供たち
に遊具か
らの落下
の危険性
について
再度注意
喚起をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

自由遊び
の外遊び
は、児童
がそれぞ
れ好きな
遊びを
行ってい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

支援員４
人が、そ
れぞれ分
かれて他
の場所で
子供たち
の見守り
を行って
いた。

外遊び
での見
守りに
おい
て、発
達段階
に応じ
た遊具
の使用
上の注
意点を
認識
してい
なかっ
た可能
性があ
る。

必要に応じ
て遊具の使
用前に、支
援員が濡れ
ていないか
等の安全確
認をする
とともに、
発達段階に
応じた使用
上の注意を
再確認す
る。

6266

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 12 12 2 1
23.11
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

事故やヒ
ヤリハッ
ト事例に
ついて、
職員間で
情報共有
したい。

1.定期的
に実施

常時 3.未実施 遊具なし
1.定期的
に実施

常時

マンホー
ルの蓋に
足を引っ
かけて転
んだが、
マンホー
ルの蓋に
は特に問
題はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員が
見守る
中、転ん
で怪我を
したもの
であり、
とっさに
かばうこ
とも難し
い状況で
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
はドッジ
ボールの
審判とし
て、試合
を至近距
離から見
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の職員
は、屋内
で遊んで
いる児童
を見てい
た。

支援員が見
守る中、転
んで怪我を
したもので
あり、とっ
さにかばう
ことも難し
い状況で
あった。

6267

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 30 4 3
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第二足
指骨骨折

8.そ
の他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

本人の確
認不足も
ある。

声掛けの
徹底。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
本件とは
関連な
し。

同上。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

作業をし
ながらの
見守り
で、見守
りが不十
分であっ
た。

重いもの
の移動の
際は、一
緒に行う
ととも
に、作業
完了まで
きちんと
見守りを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

作業をし
ながらの
見守り
で、見守
りが不十
分であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

3年生の
担当の掃
除の指
示・支援
を行って
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ

それぞれ
の担当掃
除箇所の
指示・支
援をして
いた。

水筒の
置き方
が不安
定だっ
た。

端に物を置
かないよ
う、声掛け
を徹底す
る。

6268

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 5 5 4 4
18.６
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第五指
基節骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

特にな
し。

当該児童
に関し
て、見守
り・声掛
けを徹
底。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
本件とは
関連な
し。

同上。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

声掛けが
足りな
かった。

声掛けの
徹底。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

お迎えに
来た保護
者への対
応を行っ
ていた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至

事務作業
をしなが
らも、当
該児童に
注意を促
してい
た。

普段か
らよく
足をぶ
つける
児童と
のこと
だっ
た。

声掛けの徹
底。

6269

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 22 22 6 3
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首
若木骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

鉄棒を使
用する前
に、使い
方の確認
を児童と
一緒に行
う。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎週
1.定期的
に実施

毎日

鉄棒を使
用する前
に、使い
方の確認
を児童と
一緒に行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

毎日学童
クラブに
登所して
いた為、
疲れがた
まってい
た。

一回の外
遊びに出
る時間を
短縮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児の近
くにいた
が、落下
した瞬間
に手を差
し伸べる
ことが出
来なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

池、鉄
棒、遊具
の三か所
で見守り
を行って
いたた
め、、事
故が起き
た時に気
が付かな
かった、

鉄棒は落下
する危険が
あるため、
注意して見
守る。

6270

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 62 62 8 5
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足くる
ぶし　剥
離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

体調が悪
いときや
怪我をし
ていると
きに見守
りを注意
する

1.定期的
に実施

240
2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

側溝のふ
たの上は
滑りやす
い

今回は晴
天であっ
たが、雨
あがりな
どすべり
やすいた
め注意喚
起を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体調が悪
い時やけ
がをして
いるとき
は無理を
しないよ
う子ども
たちに伝
える。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

前日ひ
ねった個
所に湿布
はしてい
たがいつ
もと変り
なく活発
に活動し
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

室内で子
どもたち
や職員に
指示を出
した後外
遊びの見
守りに向
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な

少し離れ
た場所で
見守りを
行ってい
た

外の見守り
では職員配
置を意識し
て行う。事
故等発生時
には連携を
取って対応
にあたる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6271

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 81 81 11 7
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

側関節外
果骨折
(右）

8.そ
の他

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

事故防止
研修につ
いては、
数年前に
法人で行
なったの
が最後と
なってい
る。意識
を高める
ために、
再度研修
を企画す
る。ま
た、当日
の体制に
ついて確
実に辿れ
るよう
に、記録
のつけか
たを見直
す。外遊
びの事前
の安全確
認は、そ
の日の外
の担当常
勤が子ど
もたちの
登所前に

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

点検の視
点は常に
もっては
いたが、
体制を決
めてはい
なかった
ため、自
然消滅し
がちで
あった。
今後は、
安全委員
を立ち上
げ、点検
を定期的
なものと
する。ま
た、
チェック
リストも
作成して
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

慣れてい
ない遊び
のなかに
は、思わ
ぬ危険が
あること
を認識
し、今回
の工事終
了まで、
もしくは
終了後再
び環境が
変わると
きには特
に注意し
ていく。
このこと
を、会
議、ミー
ティング
等で繰り
返し共有
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

工事中に
より、通
常とは異
なる遊び
場で、い
つもとは
違う遊び
（日時計
台から
ジャン
プ）に夢
中になっ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊びを確
認はして
いたが、
制止する
必要性は
感じてい
なかっ
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

近くで見
ていて、
危険は感
じていた
が、担当
児の動き
に合わせ
てその場
を離れ
た。

危ない遊び
だと支援員
が感じた場
合には、声
掛け等、な
んらかの対
応をする。
その場を見
守ることが
できない場
合には、他
の支援員に
確実に引き
継ぐ。特に
危険度が高
い場合には
迷わずやめ
させること
を支援員間
で徹底す
る。また、
危険を感じ
た遊び、環
境について
は必ずミー
ティング等
で報告する
ことを忘れ
ないように
する。

6272

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 19 19 4 2
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

児童への
指導等は
日頃より
行ってい
たが、発
生してし
まった事
故。

児童への
注意喚起
を日頃よ
り行って
いるが、
児童への
伝え方に
ついて考
える必要
がある。

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

2.不定期
に実施

学校にあ
る砂場の
縁に躓い
たため、
今後学校
と相談を
して何か
対策等
できない
か検討し
てゆく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員によ
る見守り
体制の問
題ではな
いと考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険が伴
う遊具で
はなかっ
たが、近
くに待機
していた
ため、転
んだ際す
ぐに対処
した。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に

他児童の
保育中で
あった。

人がいな
かったわけ
ではないた
め、その他
の部分で注
意喚起や施
設整備につ
いて学校と
協議しなが
ら改善して
ゆく。

6273

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 45 45 5 4
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

眼窩底骨
折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

特記事項
なし

子ども同
士の外遊
び中の衝
突による
ものであ
り、その
後の職員
の対応上
も問題が
見られな
いため

1.定期的
に実施

24 3.未実施
1.定期的
に実施

特記事項
なし

遊具、玩
具は定期
的な確認
になるよ
う体制つ
くる。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

広い範囲
のなかで
起こって
いるため

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

走って逃
げた際、
後ろを見
ていたた
めか前に
いる子に
気付かず
衝突し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
という子
ども達が
広がって
いる所
だった
為、対象
児の居た
グラウン
ド中央よ
りは外側
に逃げて
いる児童
を中心に
把握して
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

鬼ごっこ
以外の活
動をして
いる児童
を見てい
た。

鬼ごっ
こで楽
しむ中
で、周
囲への
注意を
するこ
とを子
ども達
に伝え
てから
活動を
させて
いな
かっ
た。

子ども達
へ、遊ぶ際
の注意点を
職員が確認
させるよう
にする。

6274

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 30 4 2
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
折

8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

　学習支
援を終え
た職員Ａ
が、外に
出て運動
場の見守
りに向か
おうとし
ていた
が、職員
Ａよりも
先に出た
児童が見
守りがい
ない中で
遊び始め
た。
　前庭の
見守りを
していた
職員Ｄ
は、前庭
から運動
場に移動
した女子
児童につ
いていか
ず、残っ
た児童の
対応をし
ていた。

　職員は
児童と同
時に移動
する。
　担当児
童が別の
場所に移
動したと
きに、職
員が移動
できない
ときは、
児童の移
動先の職
員に連絡
をする。
職員同士
の連絡を
密にとり
あう。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

　自由活
動になっ
たとき、
多くの児
童が広い
敷地に離
散して遊
び始め
る。敷地
が広大な
ため、離
散して遊
ぶことに
制限をか
ける必要
がある。

　1、2、
3年生の
一斉下校
のときに
限り、カ
ントリー
コースで
の遊びを
許可す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

　3、4年
生が来所
するまで
運動場で
遊ぶ児童
がいな
かったの
で、他の
職員は注
意を向け
ていな
かった。
広大な敷
地で、児
童も職員
も離散し
ていた。

　一人の
職員が7
名程度を
見守るも
のと考
え、児童
が少人数
のとき
は、一緒
に遊ぶよ
うに誘導
し、死角
が生まれ
ないよう
複数で見
守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　6人の
児童が前
庭で遊ん
でいた
が、その
うち当該
女児を含
む4人の
児童が運
動場で
サッカー
をするた
めに移動
した。職
員Ｄは、
その場に
残った児
童に対応
してい
て、運動
場に移動
したこと
を他の職
員に連絡
おらず、
運動場に
他の職員
がいると
思ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

　1年生
が数名カ
ントリー
コースに
入ったと
き、運動
場には誰
もいな
かったた
め、職員
Ｃは運動
場からカ
ントリー
コースの
見守りに
移動し
た。職員
Ｂは、お
やつ・片
付けと保
護者のお
迎えに対
応し、職
員Ｃは
16：00に
来所した
3、4年生
の学習支
援をして
いた。

　3年生
の学習
支援を
行って
いた職
員Ａの
動き
を、前
庭にい
た職員
Ｄが把
握して
いな
かっ
た。

　一斉下校
のときは密
を避けるた
め二手に分
かれて学習
支援をする
が、学年ご
との分散下
校のときは
密にならな
いため、分
散しない。
　退所時の
保護者への
引渡しは、
学習支援の
職員が行
う。

6275

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 22 22 6 4
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手親指
付け根骨
折、前頭
部打撲傷

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

鉄棒を使
用する前
に、使い
方の確認
を児童と
一緒に行
う。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎週
1.定期的
に実施

毎日

鉄棒を使
用する前
に、使い
方の確認
を児童と
一緒に行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

毎日学童
クラブに
登所して
いた為、
疲れがた
まってい
た。

一回の外
遊びに出
る時間を
短縮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児の近
くにいた
が、落下
した瞬間
に手を差
し伸べる
ことが出
来なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

池、鉄
棒、遊具
の三か所
で見守り
を行って
いたた
め、、事
故が起き
た時に気
が付かな
かった、

鉄棒は落下
する危険が
あるため、
注意して見
守る。

268 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6276

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 57 57 7 4
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯の脱
落と埋
没、鼻筋
の切り傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

日によっ
て他の学
童クラブ
から応援
職員が入
る日もあ
り、学校
遊具の使
い方や児
童の把握
等に不慣
れな事も
ある。

児童の様
子や、校
庭での遊
び方の引
継ぎを
しっかり
行い、ど
の支援員
が入って
もクラブ
を把握し
やすいよ
うな対策
をとって
いく。

1.定期的
に実施

日常の保
育活動
時、及び
保育終了
後

2.不定期
に実施

日常の保
育活動中

2.不定期
に実施

日常の保
育活動中

バスケッ
トゴール
裏側の支
柱の鉄枠
がむき出
しになっ
ていた。

・バス
ケット
ゴールの
支柱の足
を（地面
の設置
面）塩化
ビニール
で覆う。
・バス
ケット
ゴールの
支柱裏に
入る事を
禁止し、
三角コー
ンを置
く。
・支柱の
鉄枠部分
を危険周
知の為、
トラテー
プでま
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもへ
の遊具の
使い方や
遊び方を
周知しき
れなかっ
た。

・職員全
体で遊具
の使い方
や遊び方
への再確
認と危険
遊具の周
知を徹底
する。
・児童へ
遊具の使
い方や遊
び方、注
意喚起を
定期的に
全体へ周
知してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児がバ
スケット
ゴールの
支柱枠の
中で、他
児童と2
人でおま
まごとを
していて
危険行為
とは思わ
ず、少し
離れた所
から見
守ってい
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他児の見
守りをし
ていた
為、見て
いなかっ
た。

注意喚
起の周
知や、
危険な
遊具と
想定で
きてい
なかっ
た。

危険な遊具
の使い方や
遊び方が見
られる場合
は、職員間
で情報共有
する。ま
た、定期的
な遊具の使
い方や遊び
方を全体へ
周知してい
く。

6277

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 6 5
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

前腕尺骨
骨折、モ
ンテジア
骨折、脱
臼

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

急な休校
で職員も
落ち着か
ないとこ
ろがあっ
た。

危険個所
や子ども
の動き等
を再度確
認してい
く。

1.定期的
に実施

日々
1.定期的
に実施

日々
1.定期的
に実施

日々

うんてい
は、高さ
があり、
落ちると
怪我にな
りやす
い。

子どもた
ちに注意
喚起す
る。職員
もうんて
いなどの
遊具は注
意して見
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

前日雨が
降り、校
庭にはぬ
かるんで
いる場所
もあった
ので乾い
ている場
所で遊ん
でいた。

子どもた
ちの様子
をよく観
察し、無
理のない
ように気
を付け
る。
乾いた場
所で遊ん
でいた
が、靴の
裏に泥が
ついてい
たことも
考えられ
るので、
雨上がり
は滑りや
すいこ
と、遊具
は滑りや
すいこと
等の注意
喚起して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

うんてい
の近くに
1名いた
が、うん
てい周辺
を見てい
て落ちた
瞬間は見
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

特に対象
児だけを
見ていた
のではな
く、全体
を見てい
た。

普段か
らでき
ていた
行動
だった
ので、
勢いよ
く飛び
ついた
ところ
がる。
そのた
め掴み
損ねた
ときに
そのま
まの勢
いで落
ちてし
まっ
た。

出来るよう
になった時
にも怪我が
起こりやす
いことを伝
え、注意喚
起してい
く。

6278

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 71 71 7 6
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

14

1.基
準以
上配
置

クラブの
室内遊び
～おやつ
の時間帯
に放課後
子供教室
に参加す
る児童の
見守り
は、放課
後子ども
教室のス
タッフが
行ってい
た。

放課後子
供教室に
参加する
クラブ児
も多いの
で、その
見守りの
職員をで
きるだけ
配置する
ようにす
る。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

4

事故現場
であるへ
りの上
は、幅が
狭く高さ
もあり、
歩くには
危険であ
る。そも
そも遊ぶ
場所とし
て認めら
れていな
い場所で
あった。

子どもが
危険な行
動をとっ
た時にす
ぐ注意で
きるよ
う、職員
を配置す
る。子ど
もたち全
体に、危
険箇所で
の遊びに
ついて指
導してお
く。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

特になし

クラブの
スケ
ジュール
で室内で
過ごす時
間帯に
も、放課
後子供教
室に参加
している
児童の様
子を見る
ために、
職員を１
名以上配
置するよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

放課後子
供教室ス
タッフが
見守って
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

放課後子
供教室ス
タッフが
見守って
いた。

放課後
子供教
室開催
中、外
遊びは
放課後
子供教
室のス
タッフ
２～３
名程度
が事故
現場よ
り少し
離れた
ところ
で見守
りをし
てい
た。

放課後子供
教室に参加
するクラブ
児も多いの
で、その見
守りの職員
をクラブか
らもできる
だけ配置す
るようにす
る。放課後
子供教室の
スタッフと
もケガの情
報を共有
し、連携が
とれるよう
に努める。

6279

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 57 57 5 5
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

鬼ごっこ
などで
走ったり
する際
に、転倒
をしない
ように気
を付ける
こと、ま
た、転倒
をしてし
まった際
などに、
痛みがあ
るときは
職員に
言っても
らうよう
に話をす
る。職員
間でも子
どもの様
子をもっ
とよく見
る。ま
た、子ど
もたちに
も注意喚
起を継続
する。

1.定期的
に実施

随時遊び
の前に実
施

1.定期的
に実施

随時遊び
の前に実
施

1.定期的
に実施

随時遊び
の前に実
施

集団で
走って遊
んでいる
ため、夢
中にな
り、周り
に気づけ
なくなる
ことが多
い。

鬼ごっこ
などの活
動自体
は、よく
遊ぶもの
なので、
転倒時な
どにすぐ
に気が付
くことが
できるよ
うに、職
員が注意
をはらう
必要があ
る。ま
た、すぐ
に職員に
言えるよ
うな環境
作りも必
要。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

室外にお
いての支
援員の数
が少な
かった。

すぐに気
づくこと
のできる
ような見
守りが必
要だっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

校庭には
数名の支
援員が見
守ってい
たが、転
倒時は他
児の対応
をしてい
たので見
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

校庭には
いたが、
離れた位
置で、他
児の見守
りをして
いた。

他児の
対応が
あった
ため、
室内に
いる職
員が多
かっ
た。

外遊びの職
員体制をで
きる限り多
くして、見
守りや安全
確保ができ
るようにし
ていく。ま
た、定期的
に遊具の使
い方や注意
喚起の周知
を行ってい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6280

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 16 16 2 1
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

危険予測
に不足が
あった。

危険予測
の感度を
高め、会
議を中心
に職員間
で気付き
の共有を
してい
く。

1.定期的
に実施

校庭開放
開始前

1.定期的
に実施

校庭開放
開始時等

2.不定期
に実施

不定期に
実施

一輪車に
不備無し

一輪車に
不備無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一輪車に
乗ったま
ま砂場に
入ってい
る子への
注意が不
足してい
た。

危険予測
の感度を
高め、会
議を中心
に職員間
で気付き
の共有を
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

死角をつ
くらない
ように複
数の職員
で校庭で
遊ぶ児童
を見守っ
ていた。
対象児の
転倒にも
すぐに職
員が気付
くことが
でき、手
当ても迅
速に行わ
れた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

もう一人
の学童支
援員は育
成室にお
り、他の
児童の育
成にあ
たってい
た。校庭
にいた他
のアルバ
イトス
タッフ
は、担当
職員が処
置をして
いる際に
気づき、
連携を
とった。

一輪車
に乗っ
たまま
砂場に
入って
しまっ
たこ
と。

子どもに転
倒の危険性
を伝え、一
輪車に乗っ
たまま砂場
に入らない
ように声掛
けをしてい
くと共に、
砂場周辺に
職員を配置
して見守り
を強化して
いく。

6281

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 4 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特にな
し。

職員の見
守り体制
はとれて
いた。

1.定期的
に実施

1 3.未実施
2.不定期
に実施

適宜
特にな
し。

ハード面
での不備
はなかっ
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

職員の見
守り体制
は出来て
いたが、
児童のけ
がに気づ
くことが
出来な
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

普段とは
違う不自
然な動き
をしてい
たので、
ランドセ
ルを背負
う援助を
した。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

対象児童
の行動が
どうで
あったか
ふりか
えってい
た。

特にな
し。

ちょっとし
た児童の変
化に気づけ
る様、育成
時間の中
で、困った
ことや、ケ
ガをしてし
まった等発
言してもら
う時間を設
ける。ま
た、何か異
変を感じた
ときには支
援員に知ら
せて欲しい
と全体に周
知した。

6282

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 37 37 3 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ上
腕骨顆上
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

全職員を
対象とし
た事故予
防・事故
対応の
ミーティ
ングを行
う。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

使用前後
に目視確
認

学校と連
携をと
り、安全
性、使用
方法を確
認する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

うんてい
の使用に
関する
ルールの
見直しを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体の様
子を見て
おり、対
象児から
は離れて
いた。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

右手が離
れた瞬間
を校庭ス
タッフが
見てお
り、危険
を感じ近
くへかけ
よった。
落下した
ところを
他の支援
員が見て
いたた
め、状態
を確認す
るためか
けつけ
た。

砂をつ
けてい
たこと
で滑り
やすく
なって
いたこ
とも一
因だ
が、
反動を
つけ、
大きく
揺れて
いたこ
とが落
下の大
きな要
因と考
える。

単独事故の
ため、見守
りを徹底し
ていく。

6283

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 71 71 7 4
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10
2.基
準配
置

一輪車に
乗ってい
る子に対
して、段
差を乗り
越える等
の無理な
乗り方を
している
場合は注
意を促
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

250程度
1.定期的
に実施

250程度

校庭に大
きな石が
落ちてい
ないか確
認した
り、校庭
をなるべ
く平らに
するよう
日頃から
整備をし
たり、子
どもたち
が躓かな
いように
環境を整
える。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒等の
危険箇所
を担当し
ながら
も、一輪
車を乗っ
ている子
には注意
を促して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くには
いたが、
怪我の場
面は見て
いなかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

校庭全体
を数名で
見ていた
が、その
転倒場面
は見てい
なかっ
た。

怪我をした
際に状況が
分かるよう
に全体に注
意して遊び
を見守って
いく。

6284

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 4 3
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足首
打撲　捻
挫

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

校庭での
活動的な
あそびの
場面で
は、職員
をその場
面に複数
配置し、
児童全体
の行動の
様子を把
握し、危
険につな
がる様子
があれば
その都度
指導を行
う。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

校庭など
の広い場
所では走
るなど活
発な行動
が多いた
め、児童
の接触な
どで転倒
をするこ
とも予測
し、遊具
などの安
全点検を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走りなが
らのあそ
びに集中
していた
ため、児
童が周り
の状況把
握を十分
に行えて
いなかっ
た。

鬼ごっこ
など走っ
て遊ぶ場
面では、
複数の児
童が衝突
や接触に
つながら
ないよう
にあそび
の範囲を
分けるな
どの配慮
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

校庭の全
体が見渡
せる場所
で児童の
活動の様
子を把握
してい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

固定遊具
（鉄棒）
で遊ぶ複
数の他児
を見てい
た。

校庭で2
名の支
援員が
児童の
遊びの
状況を
みてい
たこと
に加
え、校
庭開放
の見守
り職員
が4名配
置され
てい
た。

鬼ごっこな
ど走って遊
ぶ場面で
は、複数の
児童が衝突
や接触が起
きることを
予測しなが
ら保育を行
う

6285

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 27 5 2
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ成
長軟骨の
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

遊びを始
める前の
注意喚起
不足

遊びを始
める前
に、子ど
も達への
注意喚起
の徹底

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

転倒しや
すい箇所
がない
か、定期
的な点検
の実施

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

無し
注意喚起
の徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
で見てい
たが、転
ぶのを支
えるのが
間に合わ
なかった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

屋外で保
育してい
た先生に
ついて
は、他児
童を見て
いた。転
倒を察知
した後は
対応にあ
たった。
室内遊び
の子ども
達と室内
に居た。

無し
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6286

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 4 2
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

8.そ
の他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

施設、設
備につい
ては引き
続き定期
的に安全
点検を実
施し、学
校と連携
しなが
ら、危険
を未然に
防止する
ことに努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

引き続
き、屋外
での遊び
時間には
支援員が
付き添
い、危険
な遊びは
しないな
どルール
を守るよ
う指導を
徹底して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

担当者と
同様の場
所で全体
の見守り
を行って
いた。

見守り体制
については
適切に実施
していた。

6287

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 18 18 3 1
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

施設、設
備につい
ては引き
続き定期
的に安全
点検を実
施し、学
校と連携
しなが
ら、危険
を未然に
防止する
ことに努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

引き続
き、屋外
での遊び
時間には
支援員が
付き添
い、危険
な遊びは
しないな
どルール
を守るよ
う指導を
徹底して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

担当者と
同様の場
所で全体
の見守り
を行って
いた。

見守り体制
については
適切に実施
していた。

6288

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 40 6 4
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首付
近の骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

代表者の
会議にお
いて事故
報告を確
実に行
い、危機
管理を徹
底する。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

今後も引
き続き担
当者を中
心に環境
整備に注
意し報告
を怠らな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

４名の職
員が外遊
びを見
守っては
いたが、
職員の内
1人が他
の児童数
名とイベ
ントの片
づけに
入った
為、結果
的には外
遊び全体
を見守り
切れない
部分が
あった。

職員間に
おいて、
外遊びの
見守り時
における
分担を明
確にす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の児
童が
各々の
遊びを
してい
る状況
を見
守って
いた
が、ケ
ガをし
た児童
が転ん
だとこ
ろを見
ていな
かっ
た。

主任支援員
を中心に、
全体を把握
するように
努める。

6289

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 6 6 2 2
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッジ
ボールの
審判をし
ながら安
全に配慮
して見
守ってい
た。本児
が投げる
様子も見
ていた
が，転倒
を防ぐた
めに手を
差し伸べ
ることは
難しい立
ち位置
だった。
転倒後す
ぐに傍に
行きケガ
の状況を
確認し
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

遊戯室以
外で他の
児童の対
応，電話
対応，事
務作業等
を行って
いた。

なし なし

6290

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 54 54 19 11
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯槽骨骨
折（亜脱
臼）

5.他
児か
ら危
害を
加え
られ
たも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

消毒・清
掃等によ
り職員が
いない時
間ができ
てしまっ
た。

職員のい
ない部屋
が出来な
いように
声を掛け
合うこと
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ゆとりあ
るスペー
スを確保
すること
ができな
い。

水筒置き
場を本
館、分室
ごとに作
り、学年
で分ける
などして
込み合わ
ないよう
なスペー
スを作る
工夫をし
た。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

コロナ禍
で6月に
新学期を
迎え、子
ども同士
のコミュ
ニケー
ション・
距離感
等、社会
的ルール
に対する
認知が不
足気味で
あった。

おやつ後
机を移動
するなど
し、ロッ
カー前の
スペース
を広げて
混みあわ
ないよう
にした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

おやつ
後、室内
の清掃及
び消毒作
業を行っ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

別の部屋
で児童の
見守りを
してい
た。

被害児
童を含
め、子
ども達
が集
まって
いた。

水筒で飲ん
でいる児
童、周囲の
児童の様子
を注意して
見守る。

6291

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 153 ## 19 14
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハットを
常に意識
し事故発
生の予防
に心がけ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

300

固定箇所
にもぶつ
かる可能
性を考
え、常に
注意喚起
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

逃げるこ
とに夢中
になり、
バランス
を崩し転
倒。

運動を始
める間に
準備運動
や、走る
最中にス
ピードを
抑えられ
るよう声
がけを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
含めグ
ループ全
体を見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

各部屋や
各スペー
スにス
タッフは
配置され
ていた
為、対象
児を把握
すること
ができな
かった。

離れた位置
の場所で遊
ぶ子ども達
も、できる
だけ見守り
ができるよ
うに心掛け
る。

271 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6292

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 24 24 4 3
21.９
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指
骨折

8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3〜４

1.基
準以
上配
置

ドッジ
ボールは
児童の大
好きな活
動で日増
しに盛り
上がりを
見せてい
た。ボー
ルを投げ
る子は当
てること
に闘志を
もやし
受ける側
も逃げず
にキャッ
チするこ
とが楽し
くなって
きて、当
日も気持
ちが高揚
してい
た。

遊びが楽
しすぎて
気持ちが
高揚して
いたの
で、危険
のないよ
うに自分
の身を守
ることを
子ども達
としっか
り約束を
する
べきで
あった。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

ゲーム内
容が、プ
レイルー
ムの構造
に適した
活動だっ
たのかど
うか、使
用した
ボールが
活動に適
切でな
かったの
では
ないかと
改めて検
討した。

運動用具
の点検。
(ボール
の大き
さ・硬度
の確認)

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

プレイ
ルームの
広さに合
わせ参加
人数を調
整した
り、屋内
活動とし
て柔らか
い素材の
ボールを
使用とい
う配慮は
して
いたが、
児童の成
長と共に
投げる力
も強くな
り、ボー
ルを受け
ようとす
る積極的
な姿も多
くなって
いた。

近距離で
のボール
のキャッ
チは危険
度が高い
ため、投
げる位
置・逃げ
る位置ラ
インで定
め、子ど
も達と新
たなルー
ル
作りを
し、周知
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

主審とし
てゲーム
の進行を
見守り、
危険の内
容を声掛
けしてい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

主審の補
佐とし
て、危険
のないよ
うに児童
の動きを
観察して
いた。

ゲーム
進行中
のた
め、咄
嗟に回
避でき
る状態
ではな
かっ
た。

活動中は、
児童自身が
様々な危険
を予測しな
がら参加す
るように開
始前に声掛
けし、活動
中に危険な
行動が見ら
れた
場合は、そ
の都度注意
を促す。

6293

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 11 11 3 2
22.10
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨尺骨
骨幹部骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

事故予防
について
定期的に
話し合い
が必要。

日々の出
来事を伝
えること
で子ども
たちの様
子を共有
し、指導
を徹底す
る。事故
防止の確
認を定期
的に行
う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
特にな
し。

鉄棒をす
る際の見
守りをよ
り注意す
るよう、
全職員で
徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該児童
はバドミ
ントンを
していた
が、相手
児童が職
員に呼ば
れたた
め、相手
がいなく
なり鉄棒
に移動し
たと思わ
れる。

遊戯室で
の自由遊
びは2名
の支援員
が見守
り、その
場を離れ
る時には
常に声掛
けをして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事前にバ
ドミント
ンをして
いたのは
確認して
いたが、
当該児童
が鉄棒に
移動した
ことや落
下した場
面は目視
していな
い。座り
込んでい
る所から
確認し
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

1名は図
書室で、
帰ってき
た児童に
対応（お
やつ、着
替え等）
してい
た。1名
は利用予
定の他児
童が学校
から居な
くなり、
探してい
たため、
もう1名
は来られ
る方に対
応してい
た。

職員が
学校か
らいな
くなっ
た他児
童のこ
との対
応にあ
たって
いた
為、見
守りが
手薄に
なっ
た。

見落とす時
間がないよ
うに、支援
員同士声を
掛け合い、
状況の説
明・引継ぎ
をする。

6294

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 37 37 3 1
19.７
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕部
外顆骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

11
2.基
準配
置

集団下校
時の安全
な帰り方
等の呼び
かけが不
十分で
あった。

月に一回
程度の集
団下校の
帰り方に
ついての
呼びかけ
を行う。

1.定期的
に実施

340
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

集団下校
時の安全
な帰り方
等の呼び
かけが不
十分で
あった。

月に一回
程度の集
団下校の
帰り方に
ついての
呼びかけ
を行う。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

帰り方の
注意事項
の呼びか
けが不十
分であっ
た。

月に一回
程度の集
団下校の
帰り方に
ついての
呼びかけ
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

集団下校
中の為、
防ぎよう
がなかっ
た

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見

集団下校
中の為、
防ぎよう
がなかっ
た

下校中
の注意
力が欠
けてい
た。

帰りの会で
下校時のマ
ナーを日々
伝える必要
がある。

6295

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 20 20 4 3
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

遊びの中
で揉め事
やけがが
発生した
場合は、
一緒に遊
んでいる
児童は一
時中断し
すぐに指
導員へ伝
えるよう
にする。
また、遊
びに夢中
になりす
ぎている
（段々と
エスカ
レートし
ていく）
児童には
今まで通
りに声か
けを行
う。また
休憩を取
り入れ
る。

2.不定期
に実施

毎日 3.未実施
2.不定期
に実施

毎日

今後も引
き続き室
内外の安
全点検
は、毎日
開所前に
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今後も引
き続き注
視して見
守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に遊
びながら
見守りを
行ってい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

一緒に遊
びながら
見守りを
行ってい
た。

今までも行
なっていた
が、今回の
ことで再度
今まで以上
に危機感を
持ち、指導
員全員で協
力・対応し
ていくこと
が大事をい
う同じ認識
をもつ。ケ
ガの対応に
ついても指
導員全員が
対応できる
ようにマ
ニュアルを
確認した

6296

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 18 18 5 3
24.12
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

天候を確
認し、場
合によっ
ては、動
きのない
活動も取
り入れる
よう、日
頃から遊
びの幅を
広げるた
めの研修
等を行
う。

2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12 なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

季節柄濡
れている
ところも
多く、滑
りやすく
なってい
た。

声かけの
機会を増
やす。ベ
ンチに足
をかけな
い指導を
普段から
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れてい
たと言う
ほど離れ
てはいな
いが近く
でもな
い。４人
の大人で
18人を見
るにはほ
どよい距
離を保つ
他にない
ので。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

それぞれ
にそれぞ
れの子ど
も達を
追ってい
たので。
（目でも
身体で
も）全員
がその児
童一人を
見ている
など無い
ものなの
で。

特にな
し

声かけの機
会を増やす
か。ベンチ
に足をかけ
ない指導を
普段からす
るべきか。

6297

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 23 23 4 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻部打
撲，鼻骨
骨折（全
治１ヶ
月）

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

前庭で遊
んでいる
児童に対
し，遊び
の種類に
応じた遊
びの場所
を的確に
指示して
いなかっ
た。

主任支援
員と連携
し，屋外
での活動
を見守る
職員を１
名増やす
など，対
応してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

都度
1.定期的
に実施

都度

はじめは
３人で遊
んでいた
が，人数
が５人に
増えたこ
とで，結
果的に狭
い場所で
遊ぶこと
となっ
た。

遊びの種
類によっ
て遊ぶ場
所をあら
かじめ決
めてお
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見える範
囲にはい
たが，手
が届く範
囲ではな
かった。

屋外での
活動を見
守る体制
を整え
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

久しぶり
におに
ごっこを
したので
夢中にな
り，まわ
りをよく
見ていな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

屋外でい
くつかの
遊びの対
応をして
おり，完
全に目を
配れてい
なかっ
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

室内にお
り，屋外
の様子を
把握して
いなかっ
た。

特にな
し

屋外での活
動を見守る
体制を整え
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6298

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 9 9 4 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

当日、来
年度の入
会申込の
受付があ
り、普段
の支援員
体制とは
異なって
いた。普
段より支
援員が増
えたこと
による、
危機管理
意識の低
下も要因
の一つと
考えられ
る。

支援員体
制に変動
がある場
合におい
ても、支
援員一人
一人の役
割をきち
んと理解
し、人任
せにしな
いことが
必要。ま
た日々の
役割の確
認と緊急
時対応に
ついての
定期的な
研修が必
須であ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

児童が転
倒した場
所に、大
きな段差
等はな
かった
が、細か
な砂によ
る滑りや
石などに
よる躓き
防止（清
掃や撤
去）には
最善の注
意を払い
整備して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児以外
の児童
は、外に
出て集団
での運動
活動を
行ってい
た。遅れ
て参加す
る形で外
に出たこ
とによ
り、気持
ちに焦り
があった
ことも考
えられ
る。ま
た、外に
出る際に
支援員よ
り先に外
に出たこ
とも要因
の一つで
ある。

外での活
動を実施
する前
に、必ず
室内での
事前指導
を行う。
外に出る
際には、
支援員が
きちんと
付き添
い、落ち
着いて行
動できる
よう指導
する。ま
た、一斉
活動を実
施するに
あたり、
支援員の
役割分担
を明確に
しておく
ことが重
要であ
る。普段
の生活に
おいて
は、遊び

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外に出よ
うと準備
をしてい
た。本児
が先に外
に出てし
まい、後
を追うよ
うに外に
出た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

支援員
１：外に
て集団で
の運動活
動を実施
してい
た。
支援員
３：本児
の転倒を
知り、保
健室での
救護に当
たる。
支援員
４：室内
より、本
児の転倒
に気づ
き、他支
援員への
声掛けを
行った。

体制を
整える
前に、
児童を
外に出
してし
まった
こと
と、児
童が外
に出た
ことを
担当支
援員か
ら、他
支援員
への共
有が出
来てい
なかっ
た。

児童の行動
を予測し、
目を離さな
いようにし
ていく。ま
た、児童が
慌てずに行
動できるよ
う日常的な
声掛けや時
間に余裕を
持たせた活
動内容にし
ていく必要
がある。支
援員一人ひ
とりの危機
管理意識を
高めること
が必要。

6299

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 65 65 6 5
22.10
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
付け根部
分骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

柔らかい
ゴムボー
ルだが強
く打ち返
すと危険
なため、
手のひら
でワンバ
ウンドで
打つよう
指導して
いたが、
強く打ち
返してし
まった

改めて支
援員間で
何が危険
かを再確
認し、怪
我をして
しまった
ことの原
因を児童
全員に周
知した

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

50

遊戯室内
でのボー
ル遊び等
のため、
施設や設
備が起因
している
と思われ
ないので
要因分析
等は特に
無し。ク
ラブ室と
遊戯室で
約８０人
の児童が
分かれて
遊ぶには
面積的に
狭いと思
われる

施設が直
接的に起
因してい
るとは思
われない
が、施設
内で遊ぶ
には面積
がもっと
広いとよ
い　（遊
戯室面積
は118.67
㎡）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

施設の構
造上、ど
うしても
支援員等
の目の行
き届かな
部屋があ
るため、
２班体制
をとらざ
るを得な
い。遊戯
室内で２
０～３０
人の児童
が様々な
遊びをす
るので手
狭である

施設の面
積を広く
すること
は難しい
ため、遊
ぶための
ルールの
徹底を周
知する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

指定休及
び年休取
得によ
り、支援
員等が６
名態勢と
なり、工
作の支援
に４名が
応援にあ
たったた
め遊戯室
での遊び
の支援員
等が２名
態勢と
なってし
まった。
ボール遊
び・風船
遊び・ま
りつき・
コマ回し
に見守り
の目が行
き届かな
かった

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

指定休及
び年休取
得によ
り、支援
員等が６
名態勢と
なり、工
作の支援
に４名が
応援にあ
たってお
り、遊戯
室は離れ
ているた
め見守り
の応援が
できな
かった

定員が
１名欠
員の状
態で指
定休及
び年休
取得が
重なり
支援員
等の人
数が６
名と
なった
ため

欠員の補充
が急務であ
る

6300

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 17 17 10 7
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

粉砕骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10
2.基
準配
置

ミーティ
ングを通
じて危険
な子ども
の行動を
検証し
て、防止
する

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

1～2
1.定期的
に実施

日々

ただしい
遊具の使
い方を理
解してお
くととも
に、使用
に問題が
ないか確
認してお
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃の児
童の行動
を観察
し、行動
を予測し
ていく。
日常的に
危険な行
動を理由
を説明し
ながら一
緒に考え
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

日頃か
ら、飛び
降りるの
は危険な
行動であ
るとは伝
えている
ものの、
穏やかに
遊んでい
た中での
とっさの
行動で
あったた
め制止で
きなかっ
た

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

外遊びの
児童は3
名で他は
全員室内
にいたた
め事故が
起こった
後でケガ
の状況の
判断や対
応を行っ
た

子どもの行
う遊びを察
知して、的
確な声掛け
と見守りを
実施する

6301

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 18 18 3 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

児童への
遊具での
遊び方の
指導は実
施してい
たが、児
童への危
険度が伝
わりきら
なかっ
た。

要領・マ
ニュアル
に基づき
職員間で
の情報共
有などは
できてい
た。
児童への
伝え方を
考えなく
てはいけ
ない。

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

今回の事
故はハー
ド面が原
因ではな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童の遊
具での遊
び方や職
員の見守
り等問題
はなく、
児童同士
による事
故であ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険が伴
う遊具に
ついては
職員が付
近におり
見守り・
注意喚起
を実施し
ていた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

遊具等付
近ではな
かったた
め近く職
員はいな
かった。

危険が伴う
遊具には必
ず職員を配
置してい
た。児童へ
の注意喚起
に工夫を施
す必要があ
る。

6302

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 17 17 3 1
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

児童は危
険な遊び
をしてい
たわけで
はなく、
回避は難
しいと考
える。

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

今回の事
故はハー
ド面が原
因ではな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童の遊
具での遊
び方や職
員の見守
り等問題
はなく、
児童同士
による事
故であ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険が伴
う遊具に
ついては
職員が付
近におり
見守り・
注意喚起
を実施し
ていた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

遊具等付
近ではな
かったた
め近く職
員はいな
かった。

危険が伴う
遊具には必
ず職員を配
置していた
が発生して
しまった事
故である。
児童同士の
距離感につ
いてわかり
やすく指導
できるよう
にする。

6303

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 91 91 11 8
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨端線損
傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2.基
準配
置

その日の
児童の状
況などを
把握して
落ち着い
た状態で
運動場遊
びを行
う。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

校庭の遊
具につい
ては小学
校が確認

1.定期的
に実施

子どもが
登所する
前

学校側と
連携を取
りながら
進めた
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

声かけを
多くする
等、児童
に注意喚
起をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員が
バック
ネット付
近で見守
りをして
いたが、
転倒した
瞬間は目
を離して
いた

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距

バック
ネット付
近で見守
りを行っ
ており、
転倒した
時すぐに
駆け付け
た

倒れている
人がいない
か等、見守
りを強化す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6304

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 15 15 4 3
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第１中
手骨骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

今回の事
故に関し
ては遊具
の不備で
はなかっ
たが、日
頃から危
険な箇所
がないか
を支援員
が点検時
以外にも
意識をし
て確認を
するよう
にしてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童の行
動のすべ
てを監視
すること
は困難な
ため、日
頃からク
ラブでの
過ごし方
について
の話をす
るなどし
て注意を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の児
童の動き
を見るな
かで近く
で見てい
た。

1.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
た(至
近距
離に
い
た）

近くの児
童を見て
いた。

6305

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 21 21 4 4
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の完全
脱臼・顎
歯肉裂傷
/　頭部
打撲

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

今回の事
故に関し
ては遊具
の不備で
はなかっ
たが、日
頃から危
険な箇所
がないか
を支援員
が点検時
以外にも
意識をし
て確認を
するよう
にしてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童の行
動のすべ
てを監視
すること
は困難な
ため、日
頃からク
ラブでの
過ごし方
について
の話をす
るなどし
て注意を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
ながら、
対象児の
動きも見
ていた
が、見守
りの中
で、他児
のトラブ
ルの対応
をしたこ
ともあ
り、倉庫
裏は普段
から行っ
てはいけ
ない場所
で、遊び
のスペー
スから離
れていた
ため最終
的には対
象児を注
意して見
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

全体を見
ながら、
対象児の
動きも見
ていた
が、見守
りの中
で、他児
のトラブ
ルの対応
をしたこ
ともあ
り、倉庫
裏は普段
から行っ
てはいけ
ない場所
で、遊び
のスペー
スから離
れていた
ため最終
的には対
象児を注
意して見
ていな
かった。

遊びの危険
な箇所を支
援員間で話
し合う。遊
びの危険な
箇所を毎日
外遊び前に
児童に話を
する。学校
と話し合
い、危険な
箇所・遊具
に注意喚起
の貼り紙・
コーンの設
置をした。
遊具の点検
も併せて
行った。

6306

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 15 15 3 3
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

顎の骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

鉄棒で遊
ぶ児童が
いる時に
は側に付
き、十分
に気をつ
けるよう
声掛けを
してい
く。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎週
1.定期的
に実施

毎日

校庭に設
置されて
ある鉄棒
で、遊具
に問題は
なかった
が、引き
続き安全
点検を続
けてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

近くで見
守りをし
ていた
が、鉄棒
で遊んで
いる児童
がいる場
合はでき
るだけす
ぐそばで
見守るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

外あそび
が終了す
る時間と
なり、部
屋に入る
声かけを
してい
た。一輪
車やボー
ルあそび
をしてい
た児童と
ともに本
児が遊ん
でいた鉄
棒の近く
での見守
りを実施
してい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

支援員３
人での保
育であ
り、室内
で遊ぶ児
童の見守
りに支援
員が１人
付いてい
たため、
外あそび
は支援員
２人での
見守りと
なった。

近くで見守
りをしてい
たが、鉄棒
で遊んでい
る児童がい
る場合はで
きるだけす
ぐそばで見
守るように
する。

6307

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 23 23 2 1
23.11
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

地震を想
定した訓
練は行っ
ている
が、事故
予防研修
や怪我対
応研修を
今後実施
する体制
を整え
る。

1.定期的
に実施

毎日 3.未実施 遊具無し
1.定期的
に実施

毎日

放課後児
童健全育
成事業と
しての点
検の他、
学校側で
の管理も
なされて
いる。
躓いた箇
所は金属
製で滑り
やすいた
め、注意
するよう
周知をす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

児童に、
廊下は走
らないこ
とを周知
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

教室の入
り口付近
から手洗
いに行き
来する児
童達を見
守ってい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

教室内
で、既に
手洗いを
終えた児
童を見
守ってい
た。

児童に、廊
下は走らな
いことを周
知徹底す
る。

6308

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 72 72 10 5
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

縄の回し
方が、ケ
ガをする
ような激
しい遊び
かたで
あった。

ミーティ
ングにて
支援員間
で安全な
遊びかた
について
共有す
る。

1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時

地面が固
い場所で
あること
を考慮で
きていな
かった。

施設の状
況にあっ
た遊びか
たを徹底
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員は
少し離れ
て全体を
見ていた
ため、危
険を察知
できな
かった。

見守り体
制を見直
し、危険
な遊びが
ないかを
常に意識
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡せるよ
うに少し
離れてみ
ていた。
全体を見
ていたた
め、該当
児含むグ
ループの
ようすを
よく見れ
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

基本的に
児童約１
０名の児
童に対
し、1人
の支援員
がついて
いるの
で、他の
支援員は
担当のグ
ループを
見てい
る。

対象児
童を含
むグ
ループ
の遊び
かたが
安全で
なかっ
た。

離れていた
ところから
見ていても
1人1人の様
子をよく確
認し、危険
な遊びかた
をしている
場合、すぐ
に駆け寄り
注意をす
る。

274 / 276 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6309

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 14 14 4 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

放課後子
ども教室
に参加し
ていたこ
とと、支
援員の入
れ替わり
のタイミ
ングだっ
たため配
置人数が
少なかっ
た。

配置人数
を増や
し、入れ
替わりを
なくす。

1.定期的
に実施

6 3.未実施 0
1.定期的
に実施

12

鉄棒の下
にあった
タイヤに
強打し
た。

学校と協
議の上、
必要に応
じて危険
と思われ
る物は撤
去する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本人の危
機回避能
力が低い
ように思
われる。

本人の危
機回避能
力を高め
ていくと
共に適宜
声をかけ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児以
外の大繩
跳びをし
ていた児
童同士で
言い合い
があり、
その児童
を見てい
たため、
対象児の
動きを見
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

児童クラ
ブ全員が
運動場に
出ていな
かったた
め、学童
室内に
残ってい
る児童を
見てい
た。

安全面
に関す
る本人
の危機
回避能
力が低
いよう
に思わ
れる
が、放
課後子
ども教
室ス
タッフ
に任せ
てしま
い学童
支援員
の配置
人数を
誤って
いた。

本人の危機
回避能力を
高めていく
と共に適宜
声をかけて
いく。又、
放課後子ど
も教室に参
加する際の
職員を増員
する。

6310

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 16 16 2 1
21.９
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手薬指
骨折

8.そ
の他

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

今後、事
故予防に
関する研
修などが
あれば参
加するよ
うにする

2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

2
硬いボー
ルを使用
していた

低学年は
柔らかい
ボールを
使用する
ように指
導する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

硬いボー
ルで遊ぶ
場合の注
意点を指
導できて
いなかっ
た

異学年、
男女が一
緒に遊ぶ
場合は力
の差など
があるの
で気を付
けるよう
に声掛け
を心掛け
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

体育館内
で遊んで
いる子供
たちを見
守りして
いた

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

学級の室
内で遊ん
でいる子
供がいた
ので見守
りしてい
た

ケガをした
当日以降も
経過を観察
するように
する

6311

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 46 8 3
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足骨折
8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

職員会議
での見守
りのポイ
ントの確
認と周知

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

施設設備
について
は問題な
し

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

見守り方
法の再確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

児童本人の
判断をうの
みにしたた
め、けがに
気づけな
かった。
今後は症状
を職員が問
診したうえ
で判断をし
ていく。

6312

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 20 20 3 2
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

都度
1.定期的
に実施

都度
1.定期的
に実施

都度

当学童ク
ラブでは
遊びに行
く頻度が
高い公園
が限られ
ている。

遊び慣れ
をしてい
るため、
支援員も
安心して
遊ばせて
いたた
め、配慮
に欠けて
しまっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

引率人数
について
は、子ど
もの人数
に対して
問題はな
い。

木登りな
ど高所で
遊ぶ児童
の近く
に、職員
配置を徹
底するべ
きだっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

木登りの
木の付近
にいる
が、他児
と関わっ
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

木登りの
木からは
離れた場
所で、他
児の遊び
を見守る

木登り
の付近
に職員
は配置
してい
たが、
普段か
ら木登
り遊び
をして
いる子
で、慣
れてい
るとい
うこと
もあり
特別声
かけ等
をした
り、木
登りへ
の目く
ばせを
徹底仕
切れて
いな
かっ
た。

木登りをす
るときは、
支援員へ声
をかけ、そ
ばに支援員
が付き目を
離さない

6313

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 15 15 3 3
23.11
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手　薬
指の腱断
裂

8.そ
の他

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

子ども同
士の
キャッチ
ボールで
の怪我の
ため、未
然に防ぐ
のは難し
い。

唯一でき
ることと
しては、
スポーツ
の前に準
備運動を
勧めるこ
と。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

準備運動
などはし
ていな
かった。

久々に運
動する子
には準備
運動など
をさせて
から活動
させる。
また、数
回キャッ
チボール
などをし
てから運
動させ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援員は
2人一緒
に活動し
ていて、
一人は
ピッ
チャー一
人はセカ
ンドで守
備。
ショート
の子ども
が投げた
球を
キャッチ
しようと
する当該
児童の動
きをみて
いた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

もう一人
の支援員
は他の子
どもたち
と活動中
で、けが
をしたと
報告を受
け、一緒
に室内に
戻りと、
当該児童
の手当を
した。

準備運
動など
はして
いな
かっ
た。

久々に運動
する子には
準備運動な
どをさせて
から活動さ
せる。ま
た、数回
キャッチ
ボールなど
をしてから
運動させ
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以

上 学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

6314

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 7 1
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部

頭がい骨
骨折、こ
う膜損
傷、左腕
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

子どもた
ちの流動
的な遊び
に対応し
きれない
ほどに遊
びの活動
範囲が広
範になっ
てしまっ
た。要因
の一つと
して子ど
も職員間
での外活
動の約束
づくりと
その周知
が十分で
ないこと
があげら
れる。ま
た外での
安全指導
（危険な
場所、
入っては
いけない
場所等の
確認）の
実施に未

外遊びへ
行く際に
子ども何
名に対し
て職員が
何名つい
ていくと
いう基準
を設け
る。その
日毎の活
動場所を
と担当の
職員が誰
なのかを
子どもへ
提示し
（もしく
は子ども
たちの話
し合いで
遊びの種
類や時間
を決め）
子どもた
ちの人数
と職員の
人数に予
期せぬ不
均衡が起
きないよ

2.不定期
に実施

1 3.未実施 遊具なし 3.未実施

弱ってい
る木や朽
ちた木の
確認・剪
定が不十
分であっ
た。また
木の根元
を踏まえ
ての対策
が講じら
れてな
かった。

子どもと
職員が新
しい対策
に慣れ、
運用がで
きるまで
は立ち入
り禁止区
域を設け
る。子ど
もたちの
活動範囲
の木や岩
の再調査
を行い且
つ定期的
な点検表
を作る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

木登り遊
びに対し
て、近く
に職員は
いるもの
の完全に
担当とし
てつけて
いない状
況であっ
た。外の
遊び方に
おいて大
人数が広
い活動範
囲を移動
してしま
う状況が
作られて
しまって
いた。外
の遊び方
の約束、
大人の声
かけや子
ども理解
できる
ルールの
徹底、外
の活動範
囲の周知

ルールや
対応策が
明確化す
るまでの
間は当面
木登りを
行わな
い。木登
り等の大
人が目を
離しては
いけない
遊びへは
必ず担当
者をつけ
る。木登
り遊びを
行う際の
ガイドラ
イン（高
さ・太さ
など）を
作成し子
どもたち
へ周知す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

もともと
木登りが
好きであ
り、事故
の3時間
前に同じ
木に登っ
ていた。
公園内で
初めて登
れた木で
もあり満
足度も高
く、転落
直前には
地上にい
る他児と
の会話も
楽しんで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当該児童
木登り遊
び中、他
２名の１
年生児童
を含め１
名の職員
Aが見守
りしてい
た。２名
の１年生
児童が立
ち入り禁
止エリア
に向かっ
て歩き出
した。呼
びかけ注
意を行っ
たが制止
できず、
２名の後
を追いか
ける形で
その場を
離れた。
この時当
該児童を
見守りす
る大人不
在となっ

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

当該児童
の近くに
いた職員
A以外の
外配置職
員F・Gは
当該児童
および事
故現場を
見られる
場所にお
らず、児
童の遊び
のサポー
トに入っ
ており、
職員間同
士でとっ
さの連携
を取れる
距離でも
なかっ
た。外の
遊び場の
範囲が広
がり、遊
び場とし
ての数が
うやむや
に増えて
いたこと

職員の
声かけ
や規制
の判断
基準が
目の前
の子ど
もたち
の行動
だけに
なり、
人数と
活動場
所、活
動範囲
が増え
た全体
像を鑑
みた上
で安全
を確保
できる
か否か
の判断
と対応
が不十
分で
あっ
た。

ソフト面の
改善策と重
複するが、
外の活動を
うやむやに
無制限に広
げるのでは
なく、場所
や時間を確
認しながら
確実にその
時間その場
所で行動を
共でき見守
りつづけら
れる職員を
配置する。
子ども何名
に対し職員
の人数目安
を定める。
中から外へ
送り出す職
員は基準人
数と個別の
支援度合い
によって外
への追加配
置を行う。
また外の職
員からも実

6315

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 10 10 5 3
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
顆上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

発生時の
対応を中
心に学童
内研修を
積み重ね
ていたが
予防が不
足してい
た。

予防事項
を再度見
直し、学
童内研修
を重ねる
ことの大
切さ。

1.定期的
に実施

2 3.未実施 遊具なし
1.定期的
に実施

2

令和元年
１１月に
小学校内
引っ越
し。運動
場周りの
安全確認
不足。

学校内の
清掃を行
いながら
安全管理
の確認を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一日保育
の朝の時
間２人で
見ること
のできる
環境でし
たが管理
不足。

支援員体
制２人で
は不足の
ためもう
一人配置
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもの
学童内か
ら抜けた
ことに気
付くのが
遅く、
なった。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な

子どもの
学童内か
ら抜けた
ことに気
付くのが
遅く、
なった。

子ども
一人一
人に対
する確
認不
足。

学童の部屋
にて登所し
ている児童
をしっかり
保育する。

6316

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 5 2
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左　尺骨
近位端骨
折　（全
治２ヶ
月）

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

事故防止
マニュア
ルの整備
ができて
いなかっ
た

事故防止
マニュア
ルを整備
し、研修
の実地に
より支援
員に周知
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

学校施設
を使用の
場合で
も、危険
個所等発
見の場合
にはすぐ
に学校に
報告す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

どんな場
合でも、
支援員の
見守り体
制を重要
とする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

体を動か
すのが大
好きで他
の児童と
同じよう
にチャレ
ンジをし
てみた
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お迎え児
童の保護
者対応を
しなが
ら、全体
的に子ど
もの動き
を見てい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ

他の子ど
もの遊び
に関わっ
ていたた
め見てな
かった。

今まで以上
に子どもの
見守り体制
を整える。

6317

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 6 6 4 2
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

捻挫・外
踝剥離骨
折

8.そ
の他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特にな
し。

職員の配
置は適正
かつ、土
曜日の夕
方の時間
で児童の
人数も少
なく目が
行き届い
ていたた
めこの点
での改善
点は特に
ない。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

遊戯室の
床に異常
はなく、
施設や設
備等が直
接の原因
ではない
が、今後
も点検を
定期的に
続けてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

創作活動
室で座っ
て遊んで
いたた
め、体が
運動する
準備がで
きていな
かった。

準備運動
を行い体
がほぐれ
てから遊
ぶよう指
導する。
また、運
動遊びの
場合、準
備運動を
行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

体調面は
いつも通
り元気な
様子で
あった。
ここ数か
月の間、
土曜日に
学童に来
ることは
なく久し
ぶりの来
館であっ
た。その
ため、気
持ちが高
揚してい
たのでは
ないか。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室で
遊ぶ児童
が被災児
童含め、
2名だっ
たため、
指導員も
チームに
入りなが
ら見守り
を実施し
ていた。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

他の職員
は別室で
他の児童
の見守り
を行って
いた。

特にな
し。

事故そのも
のを防ぐこ
とは難し
かった。し
かし、事故
発生後すぐ
に処置にあ
たり、速や
かに保護者
に連絡をし
て引き渡す
べきであっ
た。

6318

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 16 16 2 1
21.９
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手薬指
未節骨の
粉砕骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

怪我発生
時の対応
について
職員全員
に再度周
知する。

2.不定期
に実施

3.未実施
2.不定期
に実施

毎日点検
をしてい
ることか
ら、改善
策はない
と考え
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

外で遊ぶ
児童と室
内で宿題
をする児
童がい
た。

過度にふ
ざけあっ
ている児
童がいな
いか注意
して見守
りをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

外遊びを
する児童
の見守り
をしてい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ

扉を急に閉
めたことに
より発生し
た事故であ
るため、扉
がゆっくり
しまるよう
な形にする
等対応を検
討する。

6319

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 16 16 2 1
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

怪我発生
時の対応
について
職員全員
に再度周
知する。

1.定期的
に実施

開所日は
毎日職員
による点
検を行っ
ている。

3.未実施
1.定期的
に実施

毎日点検
をしてい
ることか
ら、改善
策はない
と考え
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

外で遊ぶ
児童と室
内で宿題
をする児
童がい
た。

過度にふ
ざけあっ
ている児
童がいな
いか注意
して見守
りをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

外遊びを
する児童
の見守り
をしてい
た。

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい

怪我をしそ
うな危険箇
所で遊ばな
いよう注意
する。

6320

令和
3年
12月
3日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 22 22 3 3
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

3.火傷

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

背中（肩
甲骨から
腰部分）
火傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

代表者の
会議にお
いて事故
報告を確
実に行
い、危機
管理を徹
底する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

0
1.定期的
に実施

12

今回の事
故が過熱
式の加湿
器だった
ことか
ら、購
入・設置
時の確認
を徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故発生
が夕方
だったこ
とから、
室内あそ
びの内容
改善を行
う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常の行
動と特段
の変化は
なかった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担
当
者・
対象
児の
動き
を見
てい
な
かっ
た

新型コ
ロナ対
策のた
め加湿
器を設
置した
が、加
熱式に
よる事
故の予
測の確
認が不
十分

事故発生に
つながるシ
ミュレー
ションを職
員で行い、
共有化を図
る
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